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1. 神に仕えることは私の幸運

韓国　跟随

全能神は言われます。「神はどのような手段で人を完全にするのか。それは神の義なる性質によって成し遂げられる。神の性質はおもに義、怒り、威厳、裁き、呪いから成り立っており、神はおもに裁きという手段で人を完全にする」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。「効力者の時代の前、人はいのちを追い求めること、神を信じる意味、あるいは神の働きの知恵を何ら理解しておらず、神の働きが人を試せることも理解していなかった。効力者の時代から今日に至るまで、人は人知を超える神の働きがいかに素晴らしいかを目の当たりにしている。人の頭脳では、神がいかに働きを行なうかなど理解できないし、自分の霊的背丈がいかに小さいかや、自分に不従順な物事があまりに多いことを悟ってもいる。神が人を呪ったとき、それはある効果を生じさせるためであり、人を死に追いやることはなかった。神は人を呪ったものの、それは言葉によって行なわれたのであり、神の呪いが実際に人に降りかかることはなかった。なぜなら、神が呪ったのは人の不従順であり、ゆえに神が呪いの言葉を発したのは人を完全にするためでもあったからである。神が人を裁くにしても、あるいは呪うにしても、それは人間を完全にする。どちらも人の中にある不純なものを完全にすべくなされるのである。この手段を通じて人は精錬され、人の中に欠けているものが神の言葉と働きを通じて完全にされる。厳しい言葉であれ、裁きであれ、あるいは刑罰であれ、神の働きの各段階は人を完全にするものであり、絶対的に適切なものである。どの時代においても、神がこのような働きを行なったことはない。今日、あなたがたが神の知恵を理解するよう、神はあなたがたの中で働きを行なっている。あなたがたは内面においていくばくかの苦痛を味わってきたが、心は安定していて平安である。神の働きのこの段階を享受できるのは、あなたがたの祝福である。将来得られるものが何であるかにかかわらず、あなたがたが今日、自分における神の働きの中で見られるものは愛である。神の裁きと精錬を経験しなければ、その人の行ないや情熱は表面的なものにとどまり、性質はいつまでも変わらない。それで神に得られたと言えるのか」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉は本当に感動的で神の裁きと刑罰の働きがすべて人類を清め救うためのものだと実感できます。これからお話しするのは終わりの日の裁きの働きを受け入れた私が経験した初めての試練、効力者の試練についての理解です。

1991年2月のある日、いつものように参加した集会である兄弟がうれしそうに「聖霊が言葉を発した！」と言い兄弟姉妹が次の御言葉を読み始めました。「シオンに讃美がもたらされ、神の存する場所が現われた。栄光に満ちた聖なる名が万民に讃えられ、広まる。ああ、全能神よ。宇宙の頭、終わりの日のキリスト。この方こそ、全宇宙に堂々と威厳に満ちてそびえ立つシオンの山に登った輝く太陽である」「あなたは勝利者の一団を作り、神の経営（救いの）計画を全うした。すべての民がこの山に集い、玉座の前に跪く。あなたこそ唯一の真の神であり、栄光と栄誉はあなたにふさわしい。すべての栄光、讃美、権威がその玉座にあるように」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第一章」〔『言葉』第1巻〕）。すべては理解できずとも、これを聞いた時こんなに特別で感動的な言葉は、人には表せないと思いました。この御言葉は神から生まれ、聖霊が発したものだと確信したその後、次々と教会に届く聖霊の御言葉は信仰や聖書の謎についての多くの真理を啓示し真理の実践といのちの入りへの道を開いてくれた。当時は毎日集会があり、聖霊の御言葉を読みました。それは私の心を強くし、潤しました。みんなが歓びに浸り、幸福でした。私たちは神の前に到達する最初の者であり神に成された勝者であり、神の王国に受け入れられ、神の約束と祝福を受ける資格があると思った。信仰心に満ち、神のために多くを費やした。聖霊の御言葉を書き写す者や、音楽に合わせて讃美歌を作る者もいました。当時私たちは苦しい状況にありました。多くの兄弟姉妹が集会の最中に逮捕されました。私はおびえも恐れもせず、熱意をもって神に自分を捧げた。

そして祝福と神の王国への希望で満たされたその時神の新たな御言葉が私たちに効力者の試練を与えたのです。10月のある日、聖霊の新たな御言葉を受け取りに40キロ離れた教会に行くよう言われた私は素晴らしい知らせに違いないと思い胸を躍らせ鼻歌を歌いながら自転車で集会場へ向かった。しかし到着すると兄弟姉妹が浮かない顔でうなだれていました。兄弟が言いました。「聖霊が御言葉を発した。神は私たちはみな効力者だと仰った」姉妹は目に涙を浮かべ「みんな効力者です。中国人は神に仕える者。祝福を受けられないの」と言います。信じられませんでした。急いで聖霊の御言葉と、この神の御言葉を読みました。「中国では、わたしの長子とわたしの民を除けば、他のすべての者は赤い大きな竜の子孫であり、投げ捨てられるべきであることを、あなたがたは理解しなければならない。結局、中国はわたしによって呪われた国であり、そこにいる僅かばかりのわたしの民は、わたしの将来の働きのために奉仕する者に過ぎないということを、あなたがたは理解しなければならない。別の言い方をすれば、わたしの長子たちを除いては、他に誰もいないのである──彼らはみな滅びることになっている。わたしの業においてわたしが極端過ぎると思ってはならない。これはわたしの行政命令である。わたしの呪いを受ける者たちは、わたしの憎しみの対象であり、これは確かなことである」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第九十五章」〔『言葉』第1巻〕）。驚くばかりでした。効力者については過去に何度も聖霊の御言葉で言及され不信心者のことだと思っていましたがそれは私たちのことでした。中国人は神に呪われる効力者で奉仕を終えると底なしの穴に放り込まれるとありました。体中の力が抜けました。まさか自分が効力者だなんて。長年の信仰は無駄だったのか？　神の王国で祝福されないばかりか、底なしの穴だなんて！　深淵に放り込まれたように惨めで怨む心が芽生えました。主に従うために学業を諦めたこと。世間に笑われ、友人や家族からも理解されなかったこと。中共の迫害、そして危うく逮捕されそうになったこと。それでも私はひるまず、神に自分を捧げ犠牲を払いました。深く苦しんだ分、神の王国で祝福を享受すると思ったのに賤しい効力者となった。訳もわからず、ため息をつきながらただ座っていました。他の兄弟姉妹はうなだれ涙を流す者や、顔を覆い嗚咽をもらす者大声で泣き叫ぶ兄弟もいました。

集会のあと帰路についても自転車をこぐ気力すらありません。「なぜ私が効力者？」という想いが頭から離れず考えるほどに被害者のような気がして、涙が止まりません。家に戻っても何もする気になれず誰とも話す気になれずうつむいて歩くだけ。息をするのも辛く感じ自分が効力者で、祝福を全く受けないなんて認められませんでした。

その後新たな御言葉が次々に届きましたがその一篇ずつを熱心に読み、御言葉の中に、私の帰結を変える希望の光を求めました。しかし見つけたのは祝福どころか厳しい裁きばかり。特に次の御言葉がそうです。「効力者たち、そして悪魔に属する者たちは、霊のない死体であり、すべて滅ぼされて無に帰さねばならない。これはわたしの経営（救いの）計画の奥義であり、わたしの経営計画のうち人間には計り知れない部分である。しかし同時に、わたしはこれをすべての者に明らかにした。わたしに属さない者はわたしに敵対するものであり、わたしに属するものはわたしと相容れる者である。これはまったく疑う余地のないことであり、サタンに対するわたしの裁きの原則である。この原則はすべての者が知らねばならない、そうすればわたしの義と正しさを見ることができる。サタンから来る者はすべて裁かれ、焼き尽くされ、灰となる。これもまたわたしの怒りであり、ここからわたしの性質がさらに明らかになる」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第百八章」〔『言葉』第1巻〕）。「今日わたしの為に奉仕した後に、全員去らなければならない。わたしの家に残ってはならない。恥知らずな居候であってはならない。サタンに属する者はみな悪魔の子であり、永遠に消滅する」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第百九章」〔『言葉』第1巻〕）。神が効力者を裁き、呪うのを見てすべての希望を失い、底なしの穴に落ちていくようで、あんなみじめな気持ちは言葉で表せません。神の懐に抱かれ、神の愛を享受していたのに今や神に捨てられ、非難と呪いを受け、底なしの穴へと放り込まれた。苦痛という精錬に沈みこみ、とても消極的になりました。祈ったり、讃美歌を聴いたり、御言葉を読む気力もなく、これまでの献身と犠牲を後悔する気持ちさえ抱きました。こんなことになるなら、逃げ道を残しておいたのに。私にはもう何もない。私が効力者となり果て、すべてを失ったと知れば、信仰のない友人や家族に際限なくからかわれる。とても顔を見せられない。どうしよう。それを考えると、自分をとがめる気持ちが深くなりました。これまでの信仰を思い返すと多くの苦難もあったが、私は神の恵みと祝福を十分享受した。今日もまた神に持ち上げられ新たな御言葉を聴き多くの謎と真理を学んだ。何があろうと神からは離れられないのだ。

一度、集会でこの御言葉を読みました。「わたしが望むのはただ、あなたがたが心と思いを尽くし、能力の限りを尽くして、すべての力をわたしに捧げることだ。今日であろうと明日であろうと、あなたがたがわたしに奉仕する者であろうと祝福を受ける者であろうと、皆わたしの国のために一定の力を尽くさねばならない。これは創造されたすべての人が担うべき義務であり、このように行われ実行されねばならない。わたしはあらゆるものを動員して奉仕させ、わたしの国の美しさを常に新たにし、わたしの家を調和させ統一する。誰もわたしに逆らうことは許されず、逆らう者は必ず裁きを受けて呪われることになる」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第百章」〔『言葉』第1巻〕）。当時の教会指導者もこれについて交わってくれました。「効力者であることを恥ずかしいと感じる人は多いが、それは全くの間違いである。今日、私たちが神に仕えることができるのは、神が予め定められたことであり、それ以上に、私たちは神にそうするように選ばれたのである。実際、最高で全能なる神に仕えることは、非常に栄誉あることである。私たちはサタンに深く堕落させられてしまった人間であり、神の前ではちっぽけな被造物に過ぎない。誰が神に仕えるのにふさわしいというのか。全人類の中から、私たちは神に仕えるために選ばれた。私たちは多くのものを得てきており、これは本当に神から大きく高められていることである。このように言うのが一番公平であり、それを理解できないならば、途方もなく傲慢である。正直に言う。人間性にまったく欠けている私たちが、神に仕えることを神に許していただいている。だが、神がどれほどの屈辱を受けたか知っているだろうか。神は毎日私たちのような堕落した人に接しているが、神が受けている大きな屈辱について考えたことがある人が私たちの中にいるだろうか。私たちはいつも神に反抗し、逆らい、自分の観念や想像で神を裁き、神の心を砕いている。神はどれほどの苦悩を味わってきたのだろうか。私たちが堕落した性質で満ちており、神に仕えても神の要求を満たしていないということをよく心得なさい。そのようにふるまっていては、私たちは神に仕えることさえふさわしくない。ではどうして神の民となるにふさわしいと言うのか。」これを聞いて目が覚めました。創造主であり至高の存在である神に賤しくちっぽけな私が奉仕できるのは、神の高尚さでありやさしさなのだと。しかし私は自分の性質も地位も知らず効力者は賤しいと思い、神に仕える気持ちを持たなかった。ごう慢で理知に欠けていた。思い返すと、熱心に追求し犠牲を払い努力を費やしたのはすべて祝福を得るため、神の王国の祝福を享受するためでした。人への約束と祝福を示す御言葉に動機を与えられ中共の迫害にもひるまず頑張ってきたのに自分たちが底なしの穴に放り込まれる効力者だという御言葉を読み、神に不平を言い、責め立て、神を裏切り離れようとさえした。とても真の信心者といえません。私の献身と犠牲と努力は、自分の下心と不純によって汚されました。すべては祝福を受け、神を騙し、神と取引をするため。自分勝手で卑しい人間です。神の恵みと祝福を享受し、御言葉に栄養と水を与えられたのに祝福を受けられないと知ったとたん神を裏切ろうとするなんて良心も理知もない人間でした。深い後悔と自責の念を感じた。私は大きな赤い竜の子孫で、神の家ではなくサタンに属し信仰の動機は祝福を受けることでした。神は聖く、義であり、その性質はどんな背きも許さない。神への行動と態度をみれば、私には効力者になる価値すらなかった。とうの昔に神に呪われ地獄へ送られるべきでした。神は私を懲罰せず、生きることを許して下さった。私が神の言葉を聞き、いのちの栄養を受け取り、至高の神に仕えられるように。これは特別の賛美であり私は神に感謝こそすれ、文句をいう権利などありません。効力者として尽くさなければ！

11月後半になり、さらに新たな御言葉が届きました。全能神は言われます。「わたしがシオンに戻った後も、地上の者たちは過去と同じようにわたしを讃美し続ける。こうした忠実な効力者たちは、わたしに仕えるためにこれまでどおり控えているが、彼らの役割は終わることになる。彼らにできる最善のことは、わたしが地上にいる状況をよく考えてみることだ。その時になると、わたしは災難を被ることになる人々に災害をもたらし始めるが、それでもすべての者がわたしを義なる神だと信じる。わたしは決してそれらの忠実な効力者たちを罰することはなく、ただ彼らにわたしの恵みを受け取らせる。これはわたしが悪を行うすべての者を罰し、善を行う者たちはわたしが授ける物質的な楽しみを受け取るだろう、と言ったとおりだ。それはわたしが義と誠実の神自身であることを示している」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第一百二十章」〔『言葉』第1巻〕）。神は私たちを見捨ててはいなかった。大きな赤い竜の子孫だから懲罰していたのではなかった。私たちは献身的な神の効力者として、地上で神を称えることができる。心が温かくなり、体に力がみなぎり、神の効力者であることは神の賞賛であり祝福だと感じました。あの頃は集会で「神様に仕えることは私たちの幸運」をいつも歌いました。「神の御言葉の啓示と裁きを通して、私たちは自らの深い堕落を知る。祝福への欲に満たされたままでは、神の前で生きるにふさわしいとは言えない。神の王国に入る資格のない私たちにとって、神に仕えることは昇進である。ああ！　神の恵みにより私たちは神に仕える。それは幸せなことである。待ち受けるのが祝福でも不幸でも、私は最後まで神に仕える」（「神様に仕えることは私たちの幸運」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）

効力者として幸せを感じ、神に仕える心構えができた頃全能神が新たな御言葉を発しました。1992年2月20日、神は私たちを王国の民とし、効力者の試練を終わらせました。「今の状況は以前とは異なり、わたしの働きは新たな開始点に入っている。そういうわけで、新しい取り組み方が出てくる。すなわち、わたしの言葉を目にし、まさに自分のいのちとして受け入れる人はすべてわたしの国にいることになり、わたしの国にいるので、わたしの国の民となる。このような人はわたしの言葉による導きを受け入れるので、わたしの民と呼ばれるが、この呼び名はわたしの『子』と呼ばれることに劣るわけではない」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第一章」〔『言葉』第1巻〕）。神が効力者を王国の時代の民に変えたことで、幸福と後悔と自責の念を感じました。効力者の試練の間、消極的で弱々しくなり、希望を失い神に不満を抱き、神を誤解し責めたことを後悔しました。効力者になることをためらい、忠誠心も従順さもなかった。深い後悔と、神への負債が残った。大きな赤い竜の子孫であり、反抗的で堕落した私たちが試練を耐え抜いたことで神が私たちを高め、王国の民、神の家の一員としてくださった。神の偉大な愛を感じ神への感謝と称賛で満たされました。

この試練を経験し、私は神の働きの英知を知りました。神は御言葉で人を裁き、罰し、呪いすらします。その厳しい言葉がもたらす痛みと苦しみはすべて私たちを清め、変えるためです。私は神の御言葉により精錬され神の義なる性質を目にしましたが神は私たちの動機と不純を憎み、祝福のための信仰を嫌いました。この経験の後、私の信仰に対する見方が少し変わりました。祝福や王国への入りを求めることなく効力者として創造主に仕えることは尊いことであり祝福なのです。誇りと名誉を感じました。


2. 死の試練の中で

韓国　行道

全能神は言われます。「神は堕落した人類を救うために地上で働きに来た。このことに嘘はない。もしあれば、神が働きを行うために自ら来ることは絶対になかっただろう。過去において、神の救いは最大限の慈愛と憐れみを見せることで、神は全人類と交換するために自らのすべてをサタンに与えたほどであった。現在は過去とはまったく違っている。今日、あなたがたに与えられる救いは終わりの日に、各人を種類ごとに分類するときに起こる。あなたがたの救いの手段は愛や憐れみではなく、人が徹底的に救われるための刑罰と裁きである。従って、あなたがたが受けるのは刑罰、裁き、容赦のない鞭だけである。知りなさい。この無情な鞭打ちの中に罰はほんの少しもない。わたしの言葉がどんなに辛辣であったとしても、あなたがたに降りかかるのは、あなたがたにはまったく無情だと思われるかもしれないほんの数語だけであり、わたしがどれほど怒っていようとも、あなたがたに注がれるのは教えの言葉であり、わたしはあなたがたに危害を加えるつもりはないし、あなたがたを殺すつもりもない。これはすべて事実ではないのか。今日、義の裁きであろうと、無情な精錬や刑罰であろうと、すべては救いのためであることを知りなさい。今日各人が種類に応じて分類されようと、人の範疇が露わにされようと、神の発する言葉と働きのすべての目的は本当に神を愛する人を救うことである。義の裁きは人を清めるためにもたらされ、無情な精錬は人を浄化するために行われる。厳しい言葉、あるいは懲らしめはどちらも純化のためであり、救いのためである」（『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉には本当に感動し、20年以上前、死の試練の中で体験した忘れられない出来事について考えさせられる。神の裁きと刑罰は、人間に対する愛であり、救いである、ということに実に理解するようになった。神の御言葉は、どんなに厳しく、当惑するものであっても、それは、私たちを清め、変えるためでしかない。

1992年2月のこと。効力者の試練の後、神は私たちを、神の国の時代の民として引き上げ、要求を提示した。神の御言葉を読むこと、それらを実行に移すことに専念し、神を知ろうとすること、試練を通して神の証しをすること、神の国の民の基準にできるだけ早く到達すること。当時、神は、たびたび、「わたしの家の民」や「わたしの国の民」という言葉を使われた。これらの御言葉を聞くと、いつも、神は私たちを家族として見ておられるということを感じさせてくれる。そんな温かみと励ましの感覚をもらい、私は、神の民の仲間入りをすべく、その基準を追求し始めた。神の御言葉を読んで祈り、その御言葉から神の御旨を熟考した。できる限りの本分を尽くし、生涯、神に従うことを決心した。22歳だった。同い年の男たちは、ほとんど皆、すでに妻子がいた。信仰していない私の家族は、私に妻を見つけようとしたが、全て断った。

私は、『神の国の讃歌』を歌うのがとても好きだった。特にこの歌が。「神の国の礼砲が鳴り響くと、サタンの国はよろめき倒れ、神の国の賛歌がとどろく中で滅び、二度と立ち上がることはない。地上の誰があえて立ち上がり抵抗するというのか。地に降り立つ神は焼き尽くす火をもたらし、怒りをもたらし、ありとあらゆる災難をもたらす。地上の国々はいまや神の国である」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』）神の国が、地上にはっきり現れ、神のなせる働きが完了し、大災害が起こり、神に反対する者たちがみな滅びる様子が思い浮かんだ。反対に、神に従う私たちは、生き延び、神の国へ導かれ、永遠に続く祝福を享受することができる。このように考えるのはとても素晴らしいことだった。当時、私は全能神の御名を受け入れ、引き上げられて神の国の民の仲間入りをすることは、この人生で、神の国に入ることが確定されたことを意味し、誰もそれを奪えないと考えていた。私は非常に胸を高鳴らせていた。私たちの霊がよみがえり、喜びで満ちていた。私たちは神のために、たゆむことなく自分の全てを捧げた。

しかし、神は義であり、聖なる存在だ。神は、私たちの心を見抜く。神は、私たちが心に抱く、観念、想像、途方もない欲求をご存知だ。私たちが、まもなく神の国に入り、その恩恵にふけることができるだろうという希望に満たされた頃、4月後半に神は、私たちを死の試練へと導く新たな御言葉を発せられた。

ある日、教会の指導者が集会を開き、神の御言葉を読んだ。「人が夢見る間、わたしは世界の国々を旅して、人の中にわたしの手にある『死の臭い』を振りかける。人々はすぐに生命力を失い、人生の次の段階に入る。人間の中に生けし者を見ることはできなくなり、屍があちこちに散らばって、生命力に満たされたものは直ちに跡形もなく消え去り、屍の息の詰まるような臭いが地に充満する。……今日、ここではすべての人の屍が無秩序に横たわる。わたしは人知れずわたしの手の内にある疫病を放つ。人の体は腐り、肉は頭からつま先まで跡形もなく朽ち落ち、わたしは人から遠く離れたところへ行く。わたしが再び人と集うことは決してなく、人の内に来ることも決してない。わたしの経営全ての最後の段階が終わりを迎え、わたしが再び人間を創造することはなく、人を再び心に留めることもないからである。わたしの口から出た言葉を読んだ後、人はすべて、死にたくないがゆえに希望を失う。しかし、『生き返る』ために『死』なない人があろうか。わたしには人を生き返らせる不思議な力はないとわたしが人に言うとき、彼らは苦痛の中で泣き叫ぶ。実に、わたしは創造主ではあれども、人を死なせる力しか持たず、人を生き返らせる力はない。これについては、人に詫びを言おう。それゆえに、わたしは人に『わたしはあなたに対して支払えない負債を負う』と前もって伝えたが、人はわたしが単に礼儀正しいだけだと考えた。今日、その事実の到来において、わたしは今なおこう言う。わたしが話すとき、わたしは真実に背かない。人は観念の中で、わたしの話し方は多すぎると思い込んでいるため、いつも他の何かを望みながらわたしが彼らに与える言葉にしがみつく。これは、人の誤った動機ではなかろうか。人がわたしを心から愛してはいないとわたしがあえて『はっきりと』述べるのは、これらの状況ゆえである。わたしは良心に背を向けず、真実をゆがめることもない。わたしが人を理想の地に連れて行くことはないからだ。そしてついにわたしの業が終わる時、わたしは人を死の地へと導くであろう」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四十章」〔『言葉』第1巻〕）。なかでもこの御言葉、「わたしは創造主ではあれども、人を死なせる力しか持たず、人を生き返らせる力はない」の部分に、私はとても困惑した。「なぜ神は、そのようなことをおっしゃるのだ？」と。「人間の生と死は、神の御手に委ねられている。なぜ神は、人間を生き返らせる『力』がないとおっしゃるのだ？　私たち信者は、やはり最後には本当に死ぬことになるのか？　私たちは、神の国の民なのに、なぜ死ぬのだ？　そんなことはないはずだ！　しかし、神が私たちをからかうはずはない。神は、はっきりとおっしゃられた。『わたしの業が終わる時、わたしは人を死の地へと導くであろう』。それは、私たちがやがて死に直面するのを意味しているのではないか？　これは一体どういうことだ？」私は、神がなぜそのようなことをおっしゃるのか、理解ができなかった。私の周りにいた他の兄弟姉妹たちも、途方にくれている様子だった。それから、教会の指導者が交わりをした。「私たちの肉は、サタンによって深く堕落させられている。サタン的性質に満ちている。横柄、虚偽、利己主義、貪欲、さらに、常に嘘をつき、不正をする。神を信じ、神のために自分を費やすが、神の御言葉を実行に移せない。試練と苦難がやってきた時でさえ、私たちは神を裁き、とがめる。これは、私たちの肉がサタンのもので、神に抵抗していることを表している。神の性質は、義であり、聖であり、犯すことができない。サタンに属する人間を、どうして神の国に入れられるだろうか？　神のなせる働きが完了する時、大災害が起こる。信者であっても、真理を得ていなければ、いのちの性質が変わっていなければ、やはり死ぬのだ」。

指導者からのこの交わりを聞いていると、感情が溢れてきて、どう感じたら良いのかわからなかった。天が突然大きな音を立てて崩れ落ちたような衝撃を受けた。困惑と憤りが心に充満し、こう思った。「最後の世代であるなら、最も祝福されているのではないか？　神は私たちを神の国の時代の民として引き上げた。私たちは神の国の柱だ。どうして最後の最後に死ぬことができよう？　私は神に従うために、青春と結婚への希望を捨てた。神のために駆け回り、自分を費やし、多くの苦難を耐えた。中国共産党に逮捕され、迫害され、未信者たちからは嘲笑われ、中傷を受けた。どうして最後の最後に死ななければならないのだ？　私の苦しみは全て無駄だったのか？」それを考えると、非常に胸が痛くなった。身体に重みがずっしりとのしかかるのを感じ、息ができないほどだった。私の周りの人たちも皆同じように感じていることに気付いた。静かに泣いている人もいた。手で顔を覆って泣き叫んでる人もいた。集会の後、私の母はため息まじりに言った。「私は60歳を過ぎているし、死を受け入れている。でもあなたはまだ若い。あなたの人生は始まったばかり……」母がそんなふうに言うのを聞いて、私は余計動転し、涙を堪えられなかった。その夜はベッドで寝返りを繰り返し、一睡もできなかった。理解できなかった。私は神のために熱心に自分の全てを費やし、神に従うために全てを諦めてきた。それなのに、なぜ大災害で死ななければならないのだ？　その事実を受け入れられず、私は神の御言葉に目を通し始めた。手がかりが見つかること、結果が変わることを願いながら。しかし、求めている答えは見つからなかった。唖然として、こう思った。「神は本当に私たちを咎め、死は確定したかのように見える。誰もそれを変えられない。天が定めたことなのだ」。

それからの数日間、気持ちがとても沈んでいた。言葉を発してもほとんど聞き取れないほどしか声が出ず、何もする気が起きなかった。私はいつも長時間、神の御言葉を書き写したものだった。手が痛くなっても、気にならなかった。兄弟姉妹に、神の新たな発言をできるだけ早く読んでもらいたいと思っていた。だが、そのような責任感は、もう消え失せてしまった。私の焼けつくような熱情は、突然冷めてしまった。神の御言葉を書き写していると、こう思った。「私はまだ若く、天国の祝福を享受していません。このまま死にたくはありません！」そう考えると、泣けてきた。当時の私の心は重く、胸をナイフで突き刺されたような痛みを感じていた。世界におもしろみがなくなった。大災害がすぐにでも来るかのように感じ、いつ死ぬのかわからなかった。世界が終わったように感じられた。

神の御言葉を読むと、いくらか自己認識を得られた。それからゆっくり、時間が経つにつれて自由を感じられた。こんな神の御言葉を読んだ。「今日、神の国の門へと進む時になると、人々は皆、力強く前進を開始する。――しかし、人々が門の前に着くと、わたしは門を閉める。わたしは人々を締め出して、入門証を見せるよう人々に要求するのだ。このような奇妙な行動は人々の予想外であり、皆仰天する。今までいつも大きく開いていた門が、なぜ今日突然ぴしゃりと固く閉ざされるのか。人々は足踏みをしながら歩き回る。彼らは想像する。ごまかして門の中に入れるのではないかと。しかし、彼らがわたしに偽の入門証を手渡すと、わたしはその入門証を炎の中に放り込むのだ。そして、人々は自分たちの『必死の努力』が炎の中にあるのを見て、希望を失う。人々は神の国の美しい景色を見ても、中に入れないので、顔を覆って泣くのだ。それでも、わたしは哀れな状態の彼らを中に入れない。誰が好き勝手にわたしの計画を台無しにできようか。未来の祝福は人々の熱意と引き換えに与えられるのか。人間の存在の意味は、人間の好きなようにわたしの国に入ることにあるのか。……わたしが人間を信じなくなってから、かなりの時が経つ。わたしが人々に希望を見いだせなくなってから、かなりの時が経つ。というのは、人々に大志がないからだ。神を愛する心を人々がわたしにくれたことが一度もないからだ。その代り、人々はいつもわたしに自分の意欲を伝えてきた。わたしは人間に多くを語ってきたが、未だに人々はわたしの助言を無視している。だから将来わたしの心を誤解しないように、わたしは人々にわたしの見解を伝えよう。今後人々の生死は、人々の問題である。わたしにはどうすることもできない。人々は自分で生き残りの道を見つけてほしい。わたしはこれに関して無力である」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第四十六章」〔『言葉』第1巻〕）。「人々が自らの命を犠牲にする覚悟がある時、全てがささいなものとなり、彼らをしのぐ者はいなくなる。命よりも大切なものがあろうか。だから、サタンは人の中でこれ以上何も行なえず、人に対して何もできなくなる。『肉体』の定義では、サタンによって堕落させられているものとあるが、人々が自分自身を真になげうち、サタンに振り回されることがないなら、誰も彼らを打ち負かすことはできない。そのとき、肉体は別の機能を果たし、正式に神の霊の導きを受け始める。これは必要な過程であり、段階的に進まなくてはならない。そうでなければ、神が人間の頑なな肉に対して働く術はない。神の知恵はそのようなものである」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第四十六章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくりと考えて、私はとても困惑した。ネガティブに考え、苦しみを感じていたのは、死を恐れ、祝福を過剰に求めていたからではないか？　最初の頃は、祝福を受け、天国に入るために、神を信じていた。効力者の試練を経験したけれど、そして、祝福への欲を少し捨てられ、神へ奉仕をすることを決心したけれど、不実で邪悪なサタンの本性が深く根ざしてた。神が私たちを神の民にすると、私の胸はまた期待に高鳴った。今回は、確かに天国に入れるだろうと思った。神の御名を受け入れること、神に引き上げられること、神の国の民の1人となること、全てを諦めて自分を費やすことによって、もちろん天国に入れるだろうと思った。確実に。神のなせる働きが私の観念を打ち砕き、私の期待と終着点を奪った時、私は弱って否定的になり、神に文句を言った。神のために払った犠牲さえ後悔した。全ての努力によって、見返りとして、天国の祝福を受けられると思っていた。私は、神と取引をしていたのではないか？　神をだまし、神を利用していたのではないか？　私があらわにしたのは、全ての試練への反抗と不平以外の何ものでもない。神に従いたかったが、できなかった。よく理解していたはずの真理を実践できなかった。私は本性では神に抵抗していた、サタンと同じだったのだ、と悟った。サタン的性質で満ちた私のようなものは、死んで滅びるべきだ。神の国に入るには、全く相応しくなかった。これは、神の義の性質によって定められていた。神に従い、神の義の性質を知る機会を得たことは、私の人生は無駄ではなかったということを意味していた。それから私は神に祈った。「これ以上、自分の肉のために生きたくはありません。神の支配と采配に服従したいと思います。私の最期がどうなろうと、たとえ死のうと、私は神の義を賛美します」自分の最期と終着点を考えるのをやめた時、神の采配に、自分の命をかけてでも従うことを望んだ時、素晴らしい解放の感覚を味わった。

しかしその時は、私たちが自分の結末を顧みずに服従し、神に従うことができても、追うべき目標を持っていなかった。しかし、1992年5月に、神はさらに御言葉を表された。生きているうちに神を愛し、意味のある人生を生きることを求めるようにとおっしゃられた。神は私たちを神を愛する時代に導かれ、死の試練は終わった。神の御言葉を読むこと、集会と交わりを通してわかった。人間の運命は神の御手に委ねられていて、誰も死を逃れられないけれど、神の御旨は、私たちが死に否定的に立ち向かうことではない。神は、私たちが生きている間に神を愛するようになること、真理を実践できるようになり、堕落した性質を捨て去り、完全に救われることをお望みなのだ。その時にこそ私たちは神の国に入れるようになるのだ。やっと理解ができた。死の試練に導くことで、神は私たちを死に導いているのではなく、神の義の性質をあらわにされている。神がこれを行うのは、神が救うのは誰か、滅ぼすのは誰か、神の国に入るのにふさわしいのは誰かを、私たちに知らしめるためだ。私はまた、自分がどれだけサタンによって堕落させられているかを知り、自分の観念、想像、祝福への欲を捨て去ることができた。神の支配と采配に服従できるようになり、真理を本当の意味で実践し始めた。これは神の、私に対する救いだ！　神は、私たちを憎んでいるとか苦しめたいという理由で、裁いたり、罰したりはしない。かわりに、私たちが真理を求め救われるための正しい道へ導いてくれるのだということがさらによくわかった。神が私たちに行う全てのことは、事実の出現によるものではない。神は、私たちを裁き、罰し、試し、精錬する御言葉をあらわすことで結果を得ておられる。神のなせる働きはとても思慮深く、神の人間に対する愛と救いは本物である！


3. 引き立て役の試練

韓国　行道

「神よ、わたしに地位があろうとなかろうと、わたしは今や自分を理解しています。わたしの地位が高いのであれば、それはあなたの称揚のためであり、わたしの地位が低いのであれば、それはあなたがそのように定められたからです。すべてはあなたの御手の中にあります。わたしには選択肢も不満も一切ありません。わたしがこの国で、この民のもとに生まれること、そしてわたしが行なうべきことは、ただあなたの支配に完全に服従することであると、あなたは定められました。なぜなら万事はあなたの定めの中にあるからです。わたしは地位を考えません。つまるところ、わたしは一つの被造物でしかないからです。あなたがわたしを底なし穴や、火と硫黄の池に落とされたとしても、わたしは被造物に過ぎません。あなたがわたしを用いられるとしても、わたしは被造物です。あなたがわたしを完全になさっても、わたしはやはり被造物です。あなたがわたしを完全にされなかったとしても、それでもわたしはあなたを愛します。なぜなら、わたしは被造物でしかないからです。わたしは創造主によって造られた極めて小さな被造物、造られたすべての人間の一人でしかありません。わたしを造られたのはあなたであり、そして今、あなたはわたしを再度ご自身の御手に取られ、あなたの御心のままになさってきました。わたしはあなたの道具となり、引き立て役となることをいといません。なぜなら、万事はあなたが定められたことだからです。それは誰にも変えられません。すべてのものと出来事は、あなたの御手の中にあります」（「私は取るに足りない被造物」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）。引き立て役の試練について、私の経験を話します。

93年の初め、新しい信者に水を与える本分を与えられた。当時、共産党が狂ったようにクリスチャンを迫害していて、どこに行っても逮捕の危険がつきまとっていた。でも私は、厳しい状況にもひるまず、毅然と本分を尽くした。そのとき次の御言葉を読んだ。「神を愛する者だけが神を証しでき、彼らだけが神の証人であり、彼らだけが神に祝福され、彼らだけが神の約束を受ける」（『神の出現と働き』「神を愛する人は永遠に神の光の中に生きる」〔『言葉』第1巻〕）。すると信仰心が湧いて、神を愛する人間になろう、そうすれば神に認めていただき、天国に入って神の国の一員になれるはずだと思った。

熱心に自分を費やし、神の国に行けると確信した時に、全能神の御言葉によって引き立て役の試練に放り込まれた。3月のある日、兄弟姉妹から神の新しい御言葉が送られてきた。「征服の働きの内幕（１）」お読みします。「現在、わたしは中国における神の選民の中で働きを行ない、彼らの反抗的性質をすべて明らかにし、彼らの醜さのすべてを暴く。これが、わたしが言うべきことすべての背景となる。後にわたしが全宇宙を征服する次の段階の働きを行うとき、あなたがたへの裁きを用いて全宇宙のあらゆる人の不義を裁く。なぜなら、あなたがたは人類の中の反抗的な者たちの代表だからである。向上できなければ、単なる引き立て役、仕える者となるが、一方、向上できるならば用いられる。なぜわたしは向上できなければ引き立て役にしかなれないと言うのか。それは、わたしの現在の言葉と働きはみな、あなたがたの背景を標的にしており、また、あなたがたが全人類の反抗的な者たちの代表、典型となったからである。後にわたしは、あなたがたを征服するこれらの言葉を外国に伝え、そこの人を征服するために用いる。しかしその時、あなたはそれらを獲得していないであろう。それではあなたは引き立て役になるのではないか。全人類の堕落した性質、人間の反抗的行為、人間の醜い姿と顔はみな、あなたがたを征服するために用いられる言葉の中に記録されている。わたしは、これらの言葉を用いて、あらゆる国と教派の人々を征服する。なぜならあなたがたは原型であり先例だからである。しかし、わたしは意図的にあなたがたを最初から捨てようとして始めたのではない。もしあなたがたの追求がうまく行かず、したがって、あなたがたが救いようのない者であることを証明するならば、あなたがたはただの道具、引き立て役になるのではないのか。かつてわたしは、わたしの知恵はサタンの計略に基づいて実行されると言った。なぜそう言ったのか。それは、わたしが今言っていること、行っていることの背後にある真実ではないのか。もしあなたが向上することができず、完全にされるのではなく、むしろ罰されるのなら、引き立て役になるのではないのか。あなたは時に応じて充分に苦しんだかもしれない。しかし今なお、あなたは何も解かっていない。あなたはいのちに関連するあらゆることについて無知である。罰せられ裁かれたにもかかわらず、まったく変わらず、あなたの奥底ではまだいのちを獲得していない。あなたの働きを試す時が来ると、あなたは火のように激しい試練と、さらに大きな患難を体験する。この火はあなたの全存在を灰にする。いのちを持たない者として、内に一かけらの純金も持たない者として、いまだに古い堕落した性質から抜け出せない者として、引き立て役としてでさえ良い仕事ができない者として、どうしてあなたが取り除かれないことなどありえようか」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（１）」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉の中に「引き立て役」と何度もあるのがとても気になった。「引き立て役？　神は前も引き立て役に触れられたが、それは赤い大きな竜のことじゃないか？　神のために犠牲を払い、神への愛を求める私は、神の国の一員になれるはず。引き立て役なんてあり得ない」。御言葉をもう一度、じっくり読みました。神が言われるには、中国人は最も深く堕落し、最も神に反抗的で、全人類の反逆を代表している。神に従う者が変化をみせず、いのちをえなければ、神の働きの引き立て役となり、神に淘汰される。これを読んで、心臓が縮まる思いがした。「引き立て役？　まさかそんな。引き立て役でも天国にいけるのか？」と思った。

その後すぐ、次の神の交わりを読みました。「あなたがたは心が歪んでおり、不正直であり、素質に欠け、地位が低いので、あなたがたがわたしの視野や心にあったことはこれまで一度もない。わたしの働きは、ひとえにあなたがたを断罪することを意図して行なわれる。わたしの手と刑罰があなたがたから遠く離れたことは決してない。わたしはあなたがたを裁き、呪い続けてきた。あなたがたにはわたしに関する認識が一切ないので、わたしの怒りが絶えずあなたがたに降りかかってきたのである。わたしは常にあなたがたのもとで働きを行なってきたが、あなたがたは自分に対するわたしの態度を知るべきである。それは嫌悪以外の何物でもなく、それ以外の態度や意見はない。わたしが望んでいるのは、あなたがたがわたしの知恵と大いなる力の引き立て役として行動することだけである。あなたがたはわたしの引き立て役以外の何物でもない。なぜなら、わたしの義はあなたがたの反抗を通して明らかにされるからである。わたしはあなたがたをわたしの働きの引き立て役として行動させ、わたしの働きの付属物としてきたのだ……」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神ははっきりおっしゃった。私たちは引き立て役、神の働きの付属品で、神は嫌悪と憎しみしか抱かれていないと。本当に驚き、神に見捨てられたような気がした。とても惨めで、心に不満が沸き上がった。「信仰のために家族も仕事も捨て、苦しみながら神のために自分を費やしてきた。死の試練も効力者の試練も経験した。もうすぐ神の国に入れる、そう信じて神への愛を追い始めたのに、まさか自分が、神の義なる性質を受ける役目が終われば、神に淘汰されるだけの引き立て役なんて。長年自分を費やしてきたのは何のためだったんだ。友達や親せきに知られたら、どう思われるか。みんなの反対を押し切って仕事も家族も捨てたのに、いい笑い者だ。よき信者になろうとしたのは、神の働きが終わって大災害が起きた時、天国に行くため。その時、私は胸を張ることができ、彼らが恥じ入ることになる。でもまさか自分が引き立て役に落ちるとは。引き立て役にはいのちはなく、効力者にも劣るゴミだ。効力者は少なくとも神に仕えることができ、神の恵みと祝福を受けられる。効力者であれば文句はない。引き立て役なんかよりずっとましだ」。

それから数日、「引き立て役」という言葉が頭から離れずこう思わずにはいられなかった。「なんで引き立て役なんだ。どうして中国に生まれてしまったんだ。赤い大きな竜がこれほどまでに中国人を堕落させなければ、引き立て役にはならなかった！天国に入り、神の民となり、神のお約束を享受できると思ったのに、まさか引き立て役なんて」。考えるほどに辛くなり、涙が止まらなかった。こうなってしまったからにはもうどうしようもない。なるようになれと思った。

その後は、集会に出て本分を尽くしていてもうわの空で、神に祈る言葉もなく、心から歌うこともできず、御言葉からも啓きを得られず、引き立て役の自分がこれ以上追求して何になる？　最後は捨てられ、淘汰され、底なしの穴に投げ捨てられるのにと、消極的になり、深い苦しみの中にいた。ある晩、床についてもなかなか眠ることができず。終わりの日の働きで神が発した御言葉が、私たちに水と糧を与えたこと、試練と精錬が私たちを清めたこと、特に、効力者の試練について考えてみた。あの時、神は私たちから肉体的な希望を奪い、呪って底なし穴に落としたが、それは言葉の試練であって、実際には降りかからなかった。その試練の中、祝福を受けるためという自分の信仰の動機を少し理解し、神の義なる性質を多少経験して、神がどんな働きをなさろうと、すべては私たちを清め、救うためだと知った。そして、喜んで神の効力者となると神の御前で決意したことを思いだした。自責の念とやる気が少しばかり芽生え、「効力者だろうが引き立て役だろうが、創造主のために本分を尽くすのは正しいことだ。この先、神がどう采配なさろうと、たとえ報われなくても、最後まで神に仕えよう」と思った。そしてそのまま、本分を続けた。でも神の御旨を理解していなかったので、引き立て役がいのちを得られず、行く末は暗いと考えるたび、やっぱり消極的になり、心が乱れた。

4月初め、また新たな御言葉が届いた。それはこのような御言葉でした。「あなたがたは追求において、個人的な観念や願望や未来をあまりに多く抱きすぎる。現在の働きは、あなたがたの地位に対する欲望や途方もない欲望を取り扱うためのものである。願望、地位、そして観念はどれも典型的なサタン的性質の表われである。これらが人々の心に存在するのは、ひとえにサタンの毒が常に人の考えを腐敗させており、人々がサタンの誘惑を決して払いのけられないというのが理由である。このような人たちは罪のただ中で生活しているが、それを罪と思わず、『わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに祝福を与え、わたしたちのために万事を適切に手配してくださるに違いない。わたしたちは神を信じているので、他人よりも優れており、他の誰よりも地位と将来性が高いはずだ。わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに無限の祝福を与えてくださるに違いない。そうでなければ、神への信仰とは呼ばれないだろう』と考える。長年にわたり、人々が生き延びる上で頼ってきた思考がその人の心を腐敗させ、不誠実で臆病で卑劣になるに至った。そのような人は意志の力や決意が欠けているだけでなく、貪欲で傲慢で強情になった。人間には自我を超越する決意が完全に欠けている上、これら闇の勢力による呪縛を払いのける勇気が少しもない。考えと生活があまりに腐敗しているので、神への信仰に対するその人の見方は依然として耐えがたいほどに醜悪であり、人々が神への信仰に対する自分の見方について語るときでさえ、それはただ聞くに堪えない。人はみな臆病で、無能で、卑劣で、傷つきやすい。闇の勢力に対して嫌悪感を覚えず、光と真理への愛を感じず、それらを排除しようと全力を尽くす」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は核心をついていた。私のサタン的性質と、生存への考え方を完全に暴かれ、本当に恥ずかしかった。祝福のために信仰してた時、私はこう思っていた。「わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに無限の祝福を与えてくださるに違いない。そうでなければ、神への信仰とは呼ばれないだろう」と。死の試練と効力者の試練を乗り越え、祝福を受けたいという自分の下心に気づいて、すすんで効力者になったが、祝福への欲望が心に深く根ざしていて、完全に清められていなかった。特に、神を愛する者は祝福を得るという神のお約束を見て、祝福への欲がまた膨らんだ。今度は天国に行けると確信したので、より熱心に自分を費やした。ところが引き立て役、付属品、神の嫌悪の対象だと神に暴かれると、祝福への望みは消え、未来も地位もないと思った。不当だと感じ、心は不満でいっぱいだった。犠牲と努力を元手に神と交渉し、自分を費やす代わりに天国への切符を手に入れようとした。その時初めて、自分がどれほど地位を渇望し、自分の望みがどれほど身の程知らずかを知った。神への誠実な愛や服従心を全く持たず、常に対価を求め、反抗的で、不実だった。その事実に直面して、はっきり確信した。自分はサタンによって深く堕落させられ、ごう慢で、心が歪み、利己的で、卑しく、良心も理知も一切なかったと。そして背きを許さない神の聖く義なる性質も知った。私のように堕落し、多くの下心と堕落した性質にまみれた人間は、神に嫌われて当然だ。神に何と呼ばれようと、どう扱われようと、それは義なんだ。

そのあと、集会でこの御言葉を読んだ。「神がこの時期に表した言葉をもっと読み、それと比較して自分の行動を見つめるべきである。あなたが完全に引き立て役なのは絶対的な事実である。今日、あなたの認識はどの程度なのか。考え、思い、振る舞い、言動など、あなたが表わすことはどれも、神の義と聖さの引き立て役になっているのではないのか。あなたがたが表わすことは、神の言葉が明らかにする堕落した性質を示しているのではないのか。あなたの思いや考え、動機、あなたにおいて明らかになった堕落は、神の義なる性質と神の聖さを示している。神もまた不浄の地に生まれたが、汚れに染まってはいない。神はあなたと同じ汚れた世界で生きているが、理知と見識を有しており、汚れを嫌悪する。あなたは自分の言動に汚れたものを何も見つけることさえできないかもしれないが、神にはそれが可能であり、それをあなたに指摘する。あなたの以前からの古いもの、つまり教養や見識や理知の欠如と遅れた生活様式は、今や暴き出されて白日の下に晒された。神が地上に来てこのように働きを行なうことでのみ、人は神の聖さと義なる性質を目の当たりにする」（『神の出現と働き』「征服の働きの第二段階の効果はいかにして成し遂げられるのか」〔『言葉』第1巻〕）。「当然、神があなたがたを引き立て役にするのはそれ自体が目的ではない。むしろ、その働きが結実して初めて、人の反抗心が神の義なる性質の引き立て役であることが明らかになる。また、あなたがたが神の義なる性質の自然な表出を認識する機会に恵まれるのは、ひとえにあなたがたが引き立て役だからである。あなたがたは自分の反抗心ゆえに裁かれ罰せられるが、あなたがたを引き立て役にするのもまたその反抗心であり、神が授ける大いなる恵みを受け取るのも反抗心ゆえなのである。あなたがたの反抗心は神の全能性と知恵の引き立て役であり、あなたがたがこれほど偉大な救いと祝福を得られたのも反抗心のためである。あなたがたは何度もわたしに裁かれてきたが、人がかつて受けたことのない偉大な救いを受け取った。この働きはあなたがたにとってこの上ない意義をもつ。『引き立て役』になることは、あなたがたにとって極めて価値あることでもある。つまり、あなたがたは引き立て役であるがゆえに救われ、偉大な恵みを得てきたのである。そうであれば、そのような引き立て役にはこの上ない価値があるのではないか。この上ない意義があるのではないか。あなたがたが引き立て役になって最大の救いを受けるのは、神と同じ領域、神と同じ汚れた地で生きているからである。神が肉となっていなければ、誰があなたがたに慈悲深く接し、誰が卑しいあなたがたの面倒を見ただろうか。誰があなたがたのことを気遣っただろうか。神が肉となってあなたがたのあいだで働きを行なっていなければ、それまで誰も受けたことのないこの救いを、あなたがたはいつ受けていただろうか。わたしが肉となってあなたがたのことを気遣い、あなたがたの罪を裁いていなければ、あなたがたはずっと以前にハデスへ落ちていたのではないのか。わたしが肉となり、あなたがたのもとでへりくだっていなければ、どうしてあなたがたが神の義なる性質の引き立て役になる資格を得られただろうか。……わたしは『引き立て役』を用いてあなたがたを征服したが、その救いと祝福はあなたがたを得るために与えられることを知るべきである。それは征服のためだが、わたしの救いをさらによくするためでもある。『引き立て役』は事実だが、あなたがたが引き立て役なのはあなたがたの反抗心のためであり、それゆえ誰も得たことのない祝福を受けたのである。今日、あなたがたは見え聞こえるようにされている。明日は受け取り、またそれ以上に、大いに祝福される。そうであれば、引き立て役にはこの上ない価値があるのではないのか」（『神の出現と働き』「征服の働きの第二段階の効果はいかにして成し遂げられるのか」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉によって、引き立て役の意味が分かった。中国に生まれた私たちは、赤い大きな竜の教育と影響を受け、堕落させられて、サタンの哲学、無神論、進化論、その他の誤謬で一杯になり、思考のすべてが邪悪で、真理に反している。それに気づかず、自分たちが善人で、神の御旨に沿うと思い込んでる。全能神は、私たちがもつ、ごう慢、不実、邪悪といったサタン的性質のすべてを鋭く暴きだし、事実を明らかにすることで私たちを納得させる。神が人の堕落を裁き、暴くために真理を表されると、罪と悪を憎む神の義なる性質が、おのずと現れる。神の聖さと義なる性質は、いかなる背きも許さず、人の堕落と悪は、神の義なる性質の引き立て役になる。また、御言葉の中に人類に対する神の愛と救いも見いだした。特にこの御言葉です。「神が肉となっていなければ、誰があなたがたに慈悲深く接し、誰が卑しいあなたがたの面倒を見ただろうか。誰があなたがたのことを気遣っただろうか」。これに心が深く動かされました。神の御言葉を考えて気づいたのは、神は穢れて堕落した私たちを見捨てたり淘汰したりする代わりに、サタンによってこれほど堕落し、傷ついた私たちを憐れみ、私たちを救うために自ら肉となり、この上ない屈辱に苦しみつつ人の中で働きを行い、私たちに水と糧を与え、裁いて暴くために真理を表された。私たちを引き立て役と呼んだ神の御旨は、私たちを淘汰することではなく、私たちがもつ地位への欲望と未来への希望を認識させ、ごう慢、不実、邪悪というサタン的性質を知らしめること。真理を求め、堕落を捨て、神に救っていただけるように。これが神の実践的な愛と救いなんです！ひとたび御旨を理解すると、神に対する自分の振る舞いを思い出し、穴があったら入りたかった。私はサタンに堕落させられた、汚れて卑しいただのちっぽけな被造物。引き立て役として至高の存在である神に仕え、神の働きを経験し、義と聖さを目撃できることは、神が肉となり、人の中で言葉を発し、働きをなされなかったら、これほど多くの真理を理解することも、神の義なる性質を知ることもなかった。なのに神に感謝するどころか、引き立て役と呼ばれたことで、神に反論しようした。理知も人間性もなかった。それに気づいた時、サタンによる堕落の深さと、神への借りの大きさを知って、神に悔い改め、神が私を何と呼ばれようと、前途や終着点がどうだろうと、神の指揮に従い、真理と性質の変化を求めようと思った。

引き立て役の試練を経験し、祝福されたいという下心と、サタン的性質を多少理解し、地位の高さに関わらず、自分はちっぽけな被造物だと気づいた。そして常に神の采配に従うべきだと思った。引き立て役として神に仕えていても、神の義を称え、真理を求め、被造物の本分を尽くさなければ。それが、被造物がすべき正しい証しなんだ。


4. モアブの子孫の試練

黒竜江省　専一

全能神は言われます。「今日なされるすべての働きは、人が清められて変わるためのものである。言葉による裁きと刑罰、そして精錬を通じ、人は自分の堕落を一掃して清められることが可能になる。この段階の働きを救いの働きと考えるよりは、むしろ清めの働きと言ったほうが適切だろう。事実、この段階は救いの働きの第二段階であるとともに征服の段階でもある。人は言葉による裁きと刑罰を通じて神のものとされる。また言葉を用いて精錬し、裁き、露わにすることで、人の心にある汚れ、観念、動機、そして個人的な願望がすべて完全に暴かれる」（『神の出現と働き』「受肉の奥義（４）」〔『言葉』第1巻〕）。「今モアブの子孫に働きを行なうことは、最も暗い所へ落ちた者を救うことである。モアブの子孫は呪われたが、神は彼らから栄光を得ることをいとわなかった。なぜならモアブの子孫は皆、当初は心に神のいない者だったからである。心に神のいない者を神に従い神を愛する者にすることだけが真の征服であり、そのような働きの成果が最も価値があり、最も説得力がある。それだけが栄光を得ることであり、それが終わりの日に神が獲得したい栄光である。地位が低いものの、その人たちが今そのような偉大な救いを得られることは、まさに神に高く揚げられることである。この働きは極めて意義深く、神は裁きを通してこの人たちを獲得する。神の意図は彼らを罰することではなく、救うことである。もしも終わりの日に、神が依然としてイスラエルで征服の働きを行なっていたならば、それは無価値である。たとえその働きに成果があったとしても、少しの価値も大きな意義もなく、神は全ての栄光を得られないであろう」（『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉を聞くと、「モアブの子孫としての試練」のことを考えます。

1993年、全能神は「征服の働きの内幕（２）」と、「人の本質と地位」を表し、中国における神の選民はすべて、モアブの子孫だと示しました。そのとき私は、この御言葉を読みました。「モアブの子孫は世界の民族の中で最も卑しい。『ハムの子孫が最も卑しいのではないのか』と尋ねる人がいる。赤い大きな竜の末裔とハムの子孫はそれぞれ異なる意義を表しており、ハムの子孫のことは別の話である。彼らがどのように呪われていようと、彼らはそれでもノアの子孫である。一方、モアブの血筋は純粋ではない。彼は姦淫によって生まれた。そこに違いがある」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（２）」〔『言葉』第1巻〕）。「わたしが救うのは、わたしが遥か昔にそのように運命づけた者たちであり、わたしによって贖われた者たちである。しかしあなたがたは、例外として人間の中に置かれた貧しい魂の者たちである。あなたがたはダビデやヤコブの家ではなく異邦人の部族であるモアブに属する者だということを知るべきだ。わたしはあなたがたと契約は結ばず、あなたがたの中で業を行い、語り、導いたのだ。わたしの血はあなたがたのためには流されなかった。わたしの証のためだけに、わたしは自分の業を行ったのだ。あなたがたはそれを知らなかったのか」（『終わりの日のキリスト講話集』「どのようにして人間の本性を知ればよいか」〔『言葉』第3巻〕）。私は、とても驚きました。「私たちがモアブの子孫？　本当に？　モアブはロトとその娘の子で、淫行の産物であり、その出自は清らかではない。なぜ私たちが、そんなモアブの子孫なの？　主への信仰においては、イスラエルの子孫やヤコブの末裔と言われていたのに、なぜ神は、私たちがモアブの子孫などと言うの？」受け入れたくなかったですが、こう思いました。「神の御言葉はすべて真理で、神は事実しか示さない。これは間違いではないはず！　なぜ私はモアブの子孫で、なぜ中国で生まれたの？」私は、神の裁きと刑罰を最初に経験し、終わりの日の神の裁きと清めの働きを最初に受け、災害の前の模範的信徒である勝利者となるべき者。私の地位は、他のどの国の選民より高いはず。しかし驚くべきことに私はモアブの子孫であり、神に呪われるばかりか、淫行の産物だった。全人類のなかで最下層に位置し、最もいやしい存在だった。これを未信者が知ったら、私はどう思われるか。信仰を持たない私の家族は、なんと言うか。信仰のために家も仕事も捨て、苦しみに耐えたのに、結局、私はモアブの子孫に過ぎなかった。これ以上の辱めはありません。この苦しみを誰にも言えませんでした。当時は、自分がモアブの子孫であり、淫行の産物だと思った瞬間、恥ずかしくて、顔を上げられませんでした。何日も家にこもり、食事も睡眠もとらず、家事をする気も一切湧きませんでした。私の心は不満であふれました。「なぜ私がモアブの子孫なの？　なぜ私の出自と身分は、こんなにいやしいの？」と。それはまるで、裕福な一家で育ち、高貴な家柄に誇りを持っていたのに、ある日突然、自分が拾われてきた身であり、血統が違うと告げられたかのようだった。悲しみ、無力感、失意に苦しみ、この事実を受け入れられなかった。不満、否定、誤解が心にあふれ、「モアブの子孫の私は呪われている、神に救ってもらえない」と思いました。考えるほどに恨みが募り、大きなおもしに胸を圧迫されたかのようで、うまく息ができませんでした。こっそり１人で、トイレで泣いたものです。当時は、みんなが苦しみを抱え、この話になるやいなや泣きだす者もいて。

この苦しみを抱えているときに、全能神が「モアブの子孫を救うことの意義」を表されました。私たちの状態を示し、神の御旨を告げる御言葉です。その御言葉を読みますね。「当初、わたしがあなたがたに神の民の地位を与えた時、あなたがたは飛び跳ねて誰よりも喜んだ。しかし、あなたがたはモアブの子孫であるとわたしが言った直後は、あなたがたはどうであったか。あなたがたは皆取り乱した。あなたがたの霊的背丈はどこにあるのか。あなたがたの地位についての観念は強過ぎる。……不当に扱われているとそれほど感じるくらいに、どのような苦難を耐え忍んできたというのか。神はあなたがたを断罪するために来たかのように、ある程度まであなたがたを苦しめたら神は満足し、あなたがたを断罪し滅ぼせば、神の働きが完了すると思っているのか。そんなことをわたしは言ったか。あなたがたの盲目さゆえに、そう思っているのではないのか。それは、あなたがた自身がよく努力しないということなのか、それともわたしが故意にあなたがたを断罪するということなのか。わたしはそのようなことをしたことはなく、それはあなたがたが勝手に考え出したことである。わたしはそのように働いたことは一度もなく、そうしようという意図もない。わたしが本当にあなたがたを滅ぼしたいならば、それほど苦しむ必要があるだろうか。わたしが本当にあなたがたを滅ぼしたいならば、こんなに熱心にあなたがたと話をする必要があるだろうか。わたしの心意はこうである。わたしがあなたがたを救った時が、わたしが休むことのできる時である。ある人が賤しければ賤しいほど、その人はそれだけさらにわたしの救いの対象となる。あなたがたが積極的に入ることができればできるほど、わたしは喜ぶ。あなたがたが取り乱せば取り乱すほど、わたしは不愉快になる。あなたがたはいつも気取って王座に就きたがる。言っておくが、それはあなたがたを穢れから救う道ではない。王座に就くことを妄想しても、あなたがたは完全にされることはありえない。それは非現実的である」（『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」〔『言葉』第1巻〕）。これを読み、深い罪悪感を覚えました。私たちは神の国の民となり、勝利者として模範とされる。そう神がおっしゃったことで、私はごう慢になり自分を見失っていた。最初に神の裁きと刑罰を受け入れ、最初に神に完全にされるのだから、自分は他の国の神の選民よりも高い地位にいるはず。そうおごり高ぶり、うぬぼれていた。私たちがモアブの子孫だと神が示したことで、自分の出自がいやしく、神に呪われていることが分かりました。神に救われないと思い、落ち込み、その状態から抜け出せなかった。地位への欲が強すぎるうえ、霊的背丈が小さすぎたのです。神は、私たちがモアブの子孫であると示したものの、救済しないとは言っていません。神は、赤い大きな竜の国で受肉し、私たちを裁き、罰し、水を与え、養うために真理を表したのです。最も汚れ堕落した私たちに、救いの機会を与えるために。すべては神の善意によるのです。でも私は、神の御旨を理解しなかった。モアブの子孫などという、いやしい汚れた人間は、神に最も憎まれ、いとわれるべきで、神に救われることはないと考えました。勝手に誤解し、不満を抱え、否定的になり、神に反抗した私は、本当に理不尽です。そのあとすぐ、次の御言葉を読みました。「たとえモアブの子孫であることを無視しても、あなたがたの本性や出生地は最高のものなのか。モアブの子孫であることを無視しても、あなたがたは皆、あらゆる点でモアブの子孫なのではないのか。事実の真相を変えることができるのか。今あなたがたの本性を暴露することは、事実の真相を不正確に伝えることになるのか。自分の卑屈さと生活と人格を見てみなさい。あなたがたは自分が人類の最低層で最も賤しいことを知らないのか。何か自慢すべきことがあるのか。社会におけるあなたがたの地位を見てみなさい。最低の地位にいるのではないのか。あなたがたは、わたしが失言したとでも思っているのか。アブラハムはイサクを捧げた。あなたがたは何を捧げたのか。ヨブは全てを捧げた。あなたがたは何を捧げたのか。幾人もの人が、真の道を追求するために生命を捧げ、首を差し出し、血を流してきた。あなたがたはそのような代価を払ったのか。比べると、あなたがたにはそのような大きな恵みを享受する資格は全くない。あなたがたがモアブの子孫であると今日言うことは、あなたがたを中傷することになるのか。自分を過大評価してはならない。あなたが自慢できることは何もないのである。このような大きな救いと豊かな恵みが、無償であなたがたに与えられている。あなたがたは何も犠牲にしていないのに、恵みをただで享受する。恥ずかしくないのか」（『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」〔『言葉』第1巻〕）。神の問いの１つひとつが私の心の扉をたたいた。とても恥ずかしく、いたたまれない気持ちでした。歴代の聖徒たちは、神に尽くし従い、過酷な試練を与えられても神を恨まず、神の証しを立て、神の承認と祝福を得た。アブラハムは神の命令に従い、最愛の息子イサクを神にささげようとした。交渉も反論もせず、絶対的に神に従った。ヨブが試練を与えられたときは、財産と子どもをすべて失い、全身をできものに覆われた。それでも神をたたえて言いました。「ヤーウェが与え、ヤーウェが取られたのだ。ヤーウェのみ名はほむべきかな」（ヨブ記 1:21）。私はこの赤い大きな竜の国に生まれ、幼き頃から無神論、進化論、そして唯物論の教育を受けました。神の存在はおろか、神をあがめる方法も知らず、ただ神の恵みと祝福のためだけに神を信仰した。いずれは天国に入り、望ましい終着点にたどり着くと信じていた。試練に直面した私は、地位も失い、祝福も得られず、誤解し、不満を覚え、否定的になり、神に反抗しました。真に従順ではなく、神を神として扱っていませんでした。これまでの信仰において、私は神の御言葉の栄養を自由に享受し、神の働きに一歩ずつ導かれていた。なのに、本分を尽くして神の愛に報いることもせず、見返りに神に与えたものは、誤解と不満、反逆と抵抗だけ。なんという信徒だったのでしょう。それでも、自分は神のちょう愛を受けた重要な存在だと信じていました。あらゆる国の神の選民の中で最も地位が高く、神の褒美と祝福に最も値する存在だと。ごう慢で右も左も分からず、まったく自己認識がなかった。私のいやしい汚れた出自を、神が示さなければ、いまだに私は自分がヤコブの12部族の末裔で、イスラエルの子、ダビデの子孫だと信じていたでしょう。なんと恥知らずなこと！　自分の身分と地位を知った今、でしゃばることも、横柄な態度もやめました。神の御前で、いくらかの理知も得ました。私への神の救いです！　私は、神への行き過ぎた要求を捨てるべきです。結果や終着点が望ましくなくとも、神の采配に従い、神の義をたたえます。

その後、全能神の御言葉をもっと読み、モアブの子孫における神の働きの意義への理解を深めました。そして神の御言葉が示すことを理解しました。「今モアブの子孫に働きを行なうことは、最も暗い所へ落ちた者を救うことである。モアブの子孫は呪われたが、神は彼らから栄光を得ることをいとわなかった。なぜならモアブの子孫は皆、当初は心に神のいない者だったからである。心に神のいない者を神に従い神を愛する者にすることだけが真の征服であり、そのような働きの成果が最も価値があり、最も説得力がある。それだけが栄光を得ることであり、それが終わりの日に神が獲得したい栄光である。地位が低いものの、その人たちが今そのような偉大な救いを得られることは、まさに神に高く揚げられることである。この働きは極めて意義深く、神は裁きを通してこの人たちを獲得する。神の意図は彼らを罰することではなく、救うことである。もしも終わりの日に、神が依然としてイスラエルで征服の働きを行なっていたならば、それは無価値である。たとえその働きに成果があったとしても、少しの価値も大きな意義もなく、神は全ての栄光を得られないであろう。……今日モアブの子孫であるあなたがたに働きを行なうことは、故意にあなたがたを辱めるためではなく、働きの意義を明らかにするためである。それはあなたがたにとっては、大いに高く揚げられることである。理知と識見を備えている者ならば、次のように言うだろう。『わたしはモアブの子孫の一人で、今このように神に大いに高められたり、このような大きな祝福を受けたりするに値しない。わたしのあらゆる言動において、またわたしの地位と価値に基づけば、わたしは絶対そのような大きな祝福を神から受けるに値しない。イスラエル人には神への大きな愛があり、彼らが享受する恵みは神が授けるものだが、彼らの地位はわたしたちよりも遥かに高い。アブラハムはヤーウェにとても献身的であり、ペテロはイエスにとても献身的であった。彼らの献身は、わたしたちの献身の百倍であった。わたしたちの行動に基づけば、わたしたちは神の恵みを享受するに全く値しない』」（『神の出現と働き』「モアブの子孫を救うことの意義」〔『言葉』第1巻〕）。「モアブの子孫は呪われて、この遅れた国に生を受けた。モアブの子孫は間違いなく、闇の影響を受けた人々の中でも最低の地位にある。この人々はこれまで最低の地位にあったからこそ、彼らに対して行われる働きは人間の観念を最も効果的に打ち砕くことができるのであり、また同時に神の六千年の経営計画全体にとって最も有益な働きとなる。この人々の間でこうした働きを行なうことは、人の観念を打ち砕くための最良の方法であり、神はこの働きによってひとつの時代を開始する。これにより神は人の観念をすべて打ち砕き、恵みの時代全体の働きを終える。神の最初の働きはユダヤで、イスラエルの境界の中で行われた。異邦人の諸国においては、神は新しい時代を始める働きを全く行わなかった。神の働きの最終段階は、異邦人の間で行われるだけでなく、呪われた人々の間で行われることがさらに重要である。この点はサタンに最も屈辱を与え得る証拠であり、それによって神は、全宇宙の被造物すべての神、万物の主、命あるすべてのものにとっての崇拝の対象になるのである」（『神の出現と働き』「神はすべての被造物の主である」〔『言葉』第1巻〕）。私はかつて、神が誰を救うかは決まっていて、それは神の選民だという観念を持っていました。中国人はモアブの子孫であり、最も身分が低い。神に最も認められず、神に最も抵抗する。そうして神に呪われ拒絶されるのだから、絶対に救済されないと思っていた。でも神の行いは全く異なっていたのです。身分が低いからといって私たちを見捨てず、汚れて堕落しているからといって見限らなかった。神は受肉し、大きな屈辱と苦痛を背負い、モアブの子孫である私たちの中で働きを行われた。そして何度も、その御言葉で私たちを裁き、罰し、試し、精錬しました。すべては私たちを清め、救うため。神の愛は本当に偉大です！　主イエスが罪人と同じ食卓を囲んだように。私たちは汚れ、いやしくなるほどに、神の愛と救いの偉大さをより深く理解できます。サタンの闇の勢力に属し、最も堕落し汚れ、いやしい人間である私たちを、神は救おうとされるのです。それは神に対する栄光の証しのためでもあります。サタンには最大の屈辱です。これがモアブの子孫における神の働きの意義です！　そして、終わりの日のモアブの子孫への神の働きは、私たちの観念をすべて打ち壊します。神はイスラエルの民の神であるだけでなく、あらゆる被造物の神です。生まれついた家柄、国、民族、イスラエルの民であるか、モアブの子孫であるか、神に祝福されているか、呪われているか。それは神には関係ないのです。被造物として、真理を追求し、神の働きに従う限り、神に救済されます。神は、すべての被造物に対して公平で正しく、すべての被造物に救いの機会を与えます。神の御言葉を考えるほどに、モアブの子孫における神の働きの意義と、堕落した人類に対する神の愛と救いを感じました。残念ですが、私の素質は低く、神の働きへの理解にも限界があります。私の感覚と理解はお話できても、優れた証しを立てることはできない。神への負債が本当に大きい。

それを振り返ると、モアブの子孫としての試練を経験し、多少苦しみましたが、自分の身分と価値を知ることができました。人類を救う神の働きと義なる性質を多少理解し、ごう慢さとうぬぼれを改められました。私は、いやしく堕落した身。神の愛と救いに値しない。金輪際、神に身の程知らずな要求はしません。神がどのように私を扱い、何を采配しようとも、喜んで受け入れ従います。神の御言葉の裁きと刑罰を誠実に受け入れ、いのちの性質の変化を追求したい。モアブの子孫であっても、真理を追求し、神の証しを立てねばなりません。「わたしたちはイスラエル人ではなく、見捨てられたモアブの子孫だ。またペテロでもなく、彼の素質にわたしたちは及ばない。またヨブでもない。神のために苦しみ、神に自らを捧げ尽くしたパウロの決意には匹敵することさえできない。そして、わたしたちはひどく遅れている。だから、わたしたちは神の祝福を享受する資格がない。それにもかかわらず、今日、神はわたしたちを引き上げた。だからわたしたちは神を満足させなければいけない。また、素質や資格が不十分であっても、わたしたちには神を満足させたいという思いがある。わたしたちにはその決意がある。わたしたちはモアブの子孫で、呪いを受けた。これは神の定めたことで、わたしたちには変えることはできない。しかし、わたしたちの生きざま、わたしたちの認識は変えられる。そしてわたしたちは神を満足させようと固く心に決めている」（「モアブの子孫がなすべき決意」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）


5. 災い転じて福となす

ドゥ・チュアン（日本）

全能神は言われます。「人が自分の歩んで来た道程を振り返り、旅路のそれぞれの段階を回想すると、その道の苦楽を問わず、人は、それぞれの段階で神が自分の進む道を導き、計画していたことを知ります。人が気付かぬうちに人を今日まで導いてきたのは、神の周到な采配と入念な計画です。創造主による統治を受け容れ、創造主の救いを得ることができるということは、何と幸運なことでしょう！……神の存在もなく、神を見ることもなく、神の統治をはっきりと認識することもなければ、毎日は無意味で、無価値で、惨めです。どこにいようが、どのような仕事をしようが、人の生き方と目標への追求は終わりのない悲しみと深刻な苦痛しかもたらさず、回想するに堪えないものになります。創造主の統治を受け容れて、その指揮と采配に従い、真の人生を求めて初めて、人は徐々にすべての悲しみや苦痛から解き放たれ、人生の虚無感を払拭できるのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。この御言葉はわたしの人生を正確に描いており、心から感動します。

わたしは貧しい農村の家庭に生まれ、ずっと人に見下されてきました。家族は貧しく、次の食事がどこで手に入るかわからないこともありましたし、着るのはいつも姉のお古でだぶだぶでした。クラスメートもみんなわたしのことをからかい、仲良くしてくれる人は誰もいません。本当につらい子ども時代でした。そのころからわたしは決意していました。大きくなったら絶対にお金を稼いで素晴らしい人生を送ろう、そうすれば誰にも見下されない、と。我が家にはお金がなかったので中学校を卒業する前に中退せざるを得ず、地元にある医薬品会社の工場で働くことになりました。少しでもお金を稼ごうと、夜の10時まで残業したものです。その後、姉が野菜を売ることで、わたしの月給と同じ額を5日間で稼いでいると聞き、すぐに医薬品工場を辞めて野菜を売ることにしました。結婚後は夫とレストランを開きました。レストランを経営してもっとお金を稼げば裕福で立派な生活を送れるし、他の人たちに羨まれ、尊敬されると考えたのです。しかし、その業界の競争は厳しく、わたしたちはお金を節約しようと給仕を1人しか雇いませんでした。わたしはあらゆる仕事をこなし、厨房と店内のあいだを駆け回っていました。時には疲労のあまり立っていることもできません。政府の役人が来ることもあるのですが、決して代金を払わず、ありとあらゆる罰金や税金を課してきました。口実を見つけて罰金を課し、1日分の稼ぎを持ち去っていくこともあったくらいです。本当に腹が立ちましたが、中国でわたしにできることは何もありません。ただうなだれているしかないのです。これほど必死に働いても、稼ぎは少ないままでした。しばらく事業を続けていると不安になり始め、「いつになったら大金を稼いでよい暮らしを送れるのだろう？」と思ったものです。

2008年、日本で1日働けば、中国の5日分の給料を稼げると友人が教えてくれたのですが、わたしはそれを聞いて胸躍らせました。やっとお金を稼ぐチャンスが見つかった。日本に向かう仲介業者の料金は高額でしたが、「蒔かぬ種は生えぬという言葉もあるし、日本で仕事を得られさえすれば、そんなお金すぐに稼げる」と思いました。そこで夫とわたしはその夢を追い、すぐに日本へ行くことにしました。日本では毎日13時間から14時間働き、本当にくたくたでした。仕事が終わると横になって休みたいとしか思わず、何も食べたくありません。背中の下のほうがいつも痛むのですが、病院に行く余裕などないので、痛み止めで我慢していました。苦痛に耐えていただけでなく、上司には叱られ、同僚にはいじめられていました。あるとき、慣れない仕事をしていてちょっとしたミスをしました。上司に激しく叱られ、わたしは動揺のあまり泣いてしまったのですが、他に何ができるでしょう。このままお金を稼げるよう、気持ちを押し殺すしかありませんでした。そして自分に、「今はつらいけど、お金を稼げば胸を張れるし、卑屈になる必要もない。だから我慢しなきゃ」と何度も言い聞かせたものです。そうしたわけで、馬車馬のように毎日必死に働き続けました。ところが2015年、重労働による過労から、思いがけず病気になってしまいました。病院に行って診察を受けたところ、椎間板がずれて神経を圧迫しており、このまま働き続ければ寝たきりになって自分の面倒も見られなくなると、医者から言われました。まさに青天の霹靂で、全身から一気に力が脱けました。生活が好転して自分の夢に近づきつつあったのに、結局身体を壊してしまった。わたしはそれを受け入れられず、こう思いました。「自分はまだ若い。歯を食いしばればきっと乗り越えられるはず。今お金を稼がず、両手が空っぽのまま中国に戻るなんて、屈辱的なことじゃない？」。そこでわたしは歯を食いしばり、悲鳴を上げる身体を引きずるようにして働き続けました。痛みがひどくなっても湿布を貼るだけで、そのまま頑張りました。一日ずっと働くと、苦痛のあまり夜は寝られず、寝返りさえ打てません。数日もすると、ベッドから這い出ることもできないほど体調が悪化してしまいました。

ベッドに横たわりながら無力さと孤独を感じ、「自分はこんなに若いのに、どうしてこういうことになったんだろう？　本当に寝たきりになってしまうの？」と思いました。表現しがたい悲しみを覚え、こう自分に問いかけることしかできません。「人は結局何のために生きているの？　本当にお金を稼いで傑出するため？　お金があれば本当に幸せになれるの？　お金を稼ごうと必死になっているけれど、本当にそれだけの価値があるの？」。工場で働き、野菜を売り、レストランを経営し、日本に働きに来るなど、わたしは30年近く身を粉にして働いてきました。そうする中でいくらかお金を稼ぎましたが、惨めさも数多く味わいました。最初は、日本に来たことで夢が叶う、一夜で大金持ちになり、人も羨む生活を送れると考えていました。しかしそうなる代わりに、わたしはベッドから出られず、残りの人生を車椅子の中で送ることになるかもしれません。そう考えると、お金を稼いで偉くなろうと必死になったことがとりわけ悔やまれ、苦悩と惨めさと悲しみを感じました。そして泣かずにはいられなくなり、心の中でこう叫びました。「天よ、わたしを救ってください！わたしの人生はどうしてこんなにつらく、疲れ果てるものなのですか？」

無力さと苦痛を感じていたまさにそのとき、神による終わりの日の救いがわたしのもとに届きました。偶然のきっかけから、神を信じる2人の姉妹と出会ったのです。彼女たちと神の御言葉を読み、真理に関する交わりに耳を傾けることで、万物は神によって創られ、神が全宇宙を支配し、すべての人の運命は神の手中にあり、神が人類をずっと導いて糧を施し、常に人類を見守り保護してくださることを理解しました。しかしそれでも、わからないことがありました。わたしたちの運命は神によって支配され、神はずっとわたしたちを導き、守ってこられたのだから、わたしたちは幸せなはず。そうであれば、今なお病気や痛みに苦しむのはどうして？　人生はなぜこんなにつらいの？　この苦痛はいったいどこからやって来るの？　わたしはそうした疑問を2人の姉妹にぶつけました。

すると、チン姉妹が全能神の御言葉をいくつか読んでくれました。「人間が生涯にわたって耐える、出生、死、疾病、老齢の苦痛は、何が根源なのでしょうか。これらのことが人間に発生する原因は何でしょうか。人間が最初に造られた時、こうした苦痛は人間に発生したかというと、発生しなかったのではないでしょうか。それならば、これらのことは、何に由来するのでしょうか。この苦痛は、人間がサタンによって誘惑され、肉体が堕落したあとで発生しました。人間の肉の痛みや苦しみ、虚無感、人の世における極度の悲惨な出来事といったことは、サタンが人類を堕落させて初めて生じました。人間がサタンによって堕落させられた後、それは人間を苛み始めました。結果として人間は一層堕落してゆき、人間の病はますます深刻になり、人間の苦しみは一層激しくなりました。人々は人の世の空虚感と悲劇をますます感じ、生き延びる術がなく、ひとかけらの希望もなくなったのですこの苦しみはサタンから人間にもたらされたものです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神が世俗の苦しみを味わうことの意義」）。そしてこう交わってくれました。「神が人を創られたとき、人は神に付き添われ、気遣われ、守られていました。出生、老化、病気、死といったものはなく、不安や悩みもなかったのです。人はエデンの園で何の心配もなく暮らし、神によって授けられ、享受することのできるすべてのものを享受していました。神の導きのもと、幸せと喜びに満ち溢れながら生きていたのです。しかしそのとき、人はサタンに騙され、堕落させられてしまいます。サタンの嘘を信じ、罪を犯して神を裏切ったため、神の気遣いと加護を失いました。それ以来、わたしたちはサタンの支配下で暮らしており、闇に陥っています。苦労、不安、苦痛、悲しみの人生を送っているのです。サタンは数千年にわたり、唯物論、無神論、進化論といった異端や誤謬、有名人や偉人が広める格言をひたすら用い、人を惑わし傷つけてきました。例えば、『この世には神も仏もない』、『運命は己の手中にあり』、『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』、『出世して先祖に栄誉をもたらす』、『人間は金銭のために身を滅ぼし、鳥は餌のために身を滅ぼす』、『金があれば鬼にひき臼を回させることができる』などです。こうしたサタンの誤謬を受け入れた人は、神の存在と支配を否定し、神から距離を置き、神を裏切ってきました。ますます傲慢になって思い上がり、より利己的に、狡猾に、そして意地悪くなりました。人は名声や地位や富のために陰謀を巡らせ、争い、殺人を犯します。夫婦や友人は互いに騙し合い、果ては父と子が互いに敵意を抱き、兄弟が互いに攻撃し合っています。わたしたちは正常な人間性を完全に失い、人間ではなく獣のように生きています。サタンの誤謬はあまりに多くの人を傷つけました。自分の運命を操れる、または変えられると思い、それに抗っています。始終争い続け、自分の運命を変えられないだけでなく、そう試みる中で身を滅ぼします。人類はサタンに騙され、堕落させられてしまいました。一日中苦労し、心身ともに苛まれ、ありとあらゆる病気や苦しみが生じています。そうした苦しみや不安のために、この世における人生はあまりにつらく苦労に満ちていると、わたしたちは感じています。それはどれも、サタンが人を堕落させたあとに生じたものですが、サタンがわたしたちを傷つけているだけでなく、人類が神を拒み、神を裏切ったことの苦い果実なのです」。

チン姉妹の交わりのおかげで、人の病気はサタンによるものだとわかりました。サタンが人を堕落させたあと、わたしたちは神の気遣いと加護を失い、ありとあらゆる病気や苦痛に苛まれるようになったのです。するとチン姉妹はこう続けました。「人類がサタンにもてあそばれ、苦しめられているのを見ることに、神は耐えられません。神は人類を贖って救うべく、二度受肉なさいました。最初は主イエスとして受肉なさり、人類のための罪の捧げ物として十字架にかけられ、わたしたちを罪から贖われました。主イエスを信じることでわたしたちの罪は許されましたが、罪深い本性はそのままで、いまだ完全には罪がなくなっていません。そして終わりの日、神は人類のあいだで再び受肉なさり、真理を表わし裁きと清めの働きをなさっています。わたしたちがサタンから完全に救われ、罪を捨て去り、清められ、最後は神の国へ導かれるようにするためです。神の御言葉をもっと読めば、真理を理解して識別力を身につけることができます。サタンが人をいかに堕落させるかを理解し、その悪しき本質を見抜けるのです。そうすればサタンを拒んでその支配から逃れることができ、サタンはこれ以上わたしたちをもてあそんだり、傷つけたりすることができなくなります」。わたしたちを救うべく、神が自ら来られたと聞いて、わたしは興奮を覚えました。このような形でサタンに傷つけられるのはもう嫌だと心の底から思いましたが、いったいどのようにわたしを傷つけているかがわかりません。そこで、姉妹にこう尋ねました。「わたしは偉くなって他の人の上に立とうと、必死になって働いてきましたが、そのせいで耐えがたい苦痛を負ってしまいました。それはサタンのせいなのですか？」

わたしの質問に答えて、今度はチャン姉妹が全能神の御言葉をいくつか読んでくれました。「サタンは極めて温和な方法、人間の観念に極めてうまく適合する方法、まったく過激でない方法を用いて、それにより人間は、無意識のうちにサタンの生き方や生活の規則を受け入れるようになり、人生の目標や方向性を決定し、またそうすることにより無意識のうちに人生における大志を抱くようになります。そうした人生の大志にどれほど高尚な響きがあったとしても、『名声』と『利得』に複雑に関連しています。偉人や有名人、実はあらゆる人が人生において従う事柄はすべて『名声』と『利得』だけに関連しています。人間はひとたび名声と利得を手に入れれば、それを利用して高い地位や莫大な富を堪能し、人生を楽しむことができると考えます。名声と利得を、悦楽の追求と不徳な肉の快楽を手に入れるために利用できるある種の資本と考えるのです。人間は、自分が求める名声と利得のために、無意識ではあるが率先して、自分の心身や所有するすべて、将来、運命をすべてサタンに引き渡します。こうするのに実に一瞬たりとも躊躇することなく、引き渡したものをすべて奪回する必要にも気づかないままです。このようにしていったんサタンを頼りにし、サタンに忠義を尽くしたなら、人間は自分自身を支配していることができるでしょうか。もちろんできません。人間はすっかり完全にサタンに支配されます。すっかり完全に泥沼に沈み込んだのであり、そこから抜け出すことは不可能です。ひとたび名声と利得の泥沼に陥いると、人間は明るいもの、義なるもの、美しく良いものを求めなくなります。これは、人間に及ぼす名声と利得の魅力が強すぎるため、それが人間が生涯を通して終わりなく永遠に追求するべきものとなってしまうからです。これが真実ではないですか」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。

御言葉を読んだあと、サタンが名声と利益を使って人を堕落させる方法に関する真理を、彼女は交わってくれました。そのとき初めて、サタンがいかに憎むべき存在かがわかったのです。サタンは正規の教育や社会的な影響を利用して、「労なくして得るものなし」、「人から立派に見られたければ、見られていないときに苦労せよ」、「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」といった人生哲学をわたしたちに吹き込みます。そうした人生哲学に惑わされた人は、お金がなければ生きられず、ひとたびお金持ちになればみんなから尊敬され、威厳を持つようになるけれど、貧しい人には価値がないと思います。人が命がけでお金や名声や利益を求め、どんな結末が待っているかにかかわらず、全力でそれらを得ようとするのは、それが理由なのです。人はますます堕落し、人生も苦痛に満ちたものになります。これは、サタンが人を束縛するために用いる足かせであり、わたしたちを堕落させるサタンの策略でもあるのです。人の上に立とうと躍起になり、他人に尊敬されるべく必死になってお金を稼いでいたわたしは、お金を生み出す機械になってしまいました。欲望が膨らんで満足することが決してできず、健康を損なって初めて立ち止まらざるを得ませんでした。お金と名声と利益の奴隷になり、名声と利益を追い求めたせいで、人生が疲労に満ちたつらいものになったのです。それらをずっと求めたことで、わたしは苦痛に圧倒され、結局身体を壊しました。この苦しみはすべて、サタンに傷つけられ、堕落させられたことが原因です！　神の御言葉による啓きがなければ、サタンがお金と名声と利益を使って人を堕落させることを知らず、まして名声と利益が人間に対するサタンの足かせだとはわからなかったでしょう。

その後、チン姉妹が何度も来て、わたしと交わりをしてくれたのですが、時間が経つにつれ、サタンが人を堕落させるために用いる戦術がわかってきました。また、一番大事なのは何かも理解するようになりました。それは神の御言葉を読むこと、真理を追い求めること、そして神の支配と采配に従うことです。それ以上に有意義で幸せな生き方はなく、これが神に褒めていただく唯一の方法なのです！

ある日、ご主人と一緒に日本へ来て、必死にお金を稼ごうとしている同僚がいることを知りました。その夫妻は多少のお金を稼いだのですが、やがてご主人が体調を崩し、治療のために中国へ戻らざるを得なくなりました。結局末期の癌と診断され、家族は恐怖と悲しみの中で暮らしていたのです。わたしはその不幸を通じ、自分たちのはかなさといのちの大切さを実感しました。いのちがなければ、お金があったところで何になるでしょう？　お金でいのちが買えるでしょうか？　その後、わたしは次の全能神の御言葉を読みました。「人々は、金銭と名声を追い求めて人生を過ごします。それらがあれば、生き長らえて死を免れるとでもいうように、金銭と名声が唯一の支えだと考え、それらの藁にしがみつくのです。しかし、死が迫る時になって初めて、こうした物事がどれほど自分に無縁であるか、死に直面した自分がどれほど弱いか、どれほど脆いか、どれほど孤独で無力であり、進退窮まった状態にあるかを悟ります。人間は、いのちは金銭や名声で買うことができないこと、いかに裕福であっても、いかに高い地位であっても、死を前にした人間は皆同様に貧しく取るに足らない存在であることを悟ります。人間は、金銭でいのちを買えないこと、名声で死を消し去れないこと、金銭や名声では、一分一秒たりとも人間の寿命を延ばせないことを悟ります」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉のおかげでさらに理解することができました。神を信じず、真理を理解することもなければ、サタンの企みを見抜けず、サタンがお金と名声を使って人を堕落させることもわからない。抜け出すことのできないこの渦に飲み込まれ、否応なくサタンに騙され、傷つけられ、自分のいのちをも台無しにしてしまいます。あまりに悲劇です。わたしは神を信じ、神の御言葉を多数読んだおかげで、そうしたことをやっと理解するようになりました。神を信じず、神の御言葉を読んでいなければ、サタンの堕落を振り払うことはできなかったでしょう。闇と苦痛の中であがくばかりで、そこから抜け出せなかったはずです。

わたしが身体を壊していたとき、教会の姉妹が何度も訪れ、わたしの苦痛を和らげようとしてくれました。また家事もしてくれましたし、自分の家族のようにわたしの面倒を見てくれました。外国にいたわたしは、姉妹たちの熱心な気遣いに深く感動して、ますます全能神に感謝しました。神の気遣いと加護によって、知らぬ間に体調もよくなりました。

その後、わたしは全能神のこの御言葉を読みました。「人が自分の歩んで来た道程を振り返り、旅路のそれぞれの段階を回想すると、その道の苦楽を問わず、人は、それぞれの段階で神が自分の進む道を導き、計画していたことを知ります。人が気付かぬうちに人を今日まで導いてきたのは、神の周到な采配と入念な計画です。創造主による統治を受け容れ、創造主の救いを得ることができるということは、何と幸運なことでしょう！　人が自分の運命に対して消極的な姿勢でいる場合、それは、神が彼らのために用意したあらゆる物事をその人が拒否し、従順な姿勢ではないということを意味します。神による人間の運命の統治に対して、人が能動的な姿勢でいるならば、人が自分の旅路を回顧し、神の統治を真に把握するようになった時、人は神が用意した物事のすべてに従うことを一層真剣に望むようになるとともに、人の運命を神の指揮に委ね、神に反抗することを止めるということに一層強い決断と確信を得るでしょう。運命を把握することもなく、神の統治を理解することもなく、霧の中を敢えて苦労してよろめきながら手探りでさまよった時、旅路は困難で悲痛すぎるものになることが分かります。したがって、人の運命への神の統治を人々が認めた時、賢明な人は、それを知り、受け容れて、自らの手で良い人生を作り上げようとしていた悲痛な日々と訣別することを選び、運命に逆らい、いわゆる『人生の目標』なるものを自らの方法で追い求めることを止めます。神の存在もなく、神を見ることもなく、神の統治をはっきりと認識することもなければ、毎日は無意味で、無価値で、惨めです。どこにいようが、どのような仕事をしようが、人の生き方と目標への追求は終わりのない悲しみと深刻な苦痛しかもたらさず、回想するに堪えないものになります。創造主の統治を受け容れて、その指揮と采配に従い、真の人生を求めて初めて、人は徐々にすべての悲しみや苦痛から解き放たれ、人生の虚無感を払拭できるのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉は実に実践的で、一つひとつの文章がわたしの心の奥底に語りかけてきます。神の御言葉から、神は創造主であり、わたしたちはその被造物なのだと理解できます。一人ひとりの人生は神の手中にあり、神の支配と采配の下に置かれています。わたしたちが人生で得るものはすべて神の支配下にあり、神によって予め定められています。あちこち駆け回ることが決定要素では決してないのです。神が授けられるだけのものを、わたしたちは手にします。神が何かを授けられないのであれば、わたしたちがどれほど頑張っても無駄です。まさに、「人は種を植える。しかし収穫を決めるのは天である」、「人が提案し、神が取り決める」といった言い回しのとおりです。わたしたちは人生において、創造主の支配と采配に従わなければなりません。これが幸せな人生の秘訣なのです！　わたしはまた、お金と地位が世俗に属するものであることも認識しました。名声と利益の追求に自分自身を捧げても、最後に得られるのは空しさと苦痛だけで、最終的にはサタンに食い尽くされます。「労なくして得るものなし」といったサタンの哲学で生き、お金と名声を追い求めていたことを振り返ると、自分は幸せな人生を送れるし、他者に尊敬され、羨望のまなざしで見られると思っていましたが、その代わりに得るのが痛みと苦しみで、平穏や幸福を得られないとは思いもしませんでした。神の御言葉を読んだ今、神の御旨がわかります。自分の運命を争うのはもう嫌で、名声と地位を追い求めようとはこれっぽっちも思いません。そのような人生はもうほしくありません。わたしは人生の違う道を歩もうと決意し、残りの人生を神の手による采配に委ね、懸命に神に従い、自身の本分を尽くすことだけを望みました。

信仰により多くの時間を割いて集会に出るため、わたしは以前の仕事を辞めてより簡単な職に就きました。働いていないときはよく神の御言葉を読みますが、読めば読むほど心が明るくなります。また、人が罪を犯す根源もわかり、神はどのように人類を一歩一歩救うのか、人は何のために生きるべきか、有意義な人生を送るにはどうすればよいかを理解しました。そして兄弟姉妹としばしば集まり、自分たちの経験を分かち合ったり、神の御言葉の賛美歌を練習したりしています。今、わたしの人生はとても幸せです。以前ほど稼いではいませんが、それまで感じることのなかった穏やかさと心の安定を感じています。今振り返ると、まさに「災い転じて福となす」だったのです！　これはまさに、わたしに対する神の救いです。


6. 名声と富がもたらした苦しみ

中国　田甜

ある春の日、先輩の医師たちとアウトドア料理に出かけました。その道すがら、現地の村人に王（ワン）医師を知る人がいたの。うれしそうに感謝の言葉を口にして、彼女を温かく迎えてた。料理を始めると、足りない物があるのに気づいたけど、村人たちがそれは親切にしてくれて、必要な物をくれたんです。当時、日用品の中には入手が難しく、とても貴重なものがあったの。例えば牛乳。多くの人は列に並んでやっと買ってた。でもそのときは、酪農工場の人が直接持ってきてくれた。すべて王医師の評判のおかげ。王医師が目を細めてほほえむのを見て、羨ましく思わずにはいられなかった。「王先生は、本当に高く評価されてる。どこに行っても敬われ、何も心配する必要がない。ただ顔を見せれば、何事もうまくいく。でも私は、誰にも知られていない臨床医。王先生のように敬ってもらえず、おこぼれにあずかるしかない」そう落胆していたけれど、王医師の白髪を見て思ったの。「まだ私は若い。きちんと医学を勉強して、ベテラン医師から学び、懸命に努力する限り、いつか彼らのように有名になって尊敬される」

それからひと月努力したところ、独りで勤務を任され、手術をするチャンスにも恵まれました。でもこれは最初の１歩。まだまだ頑張らなきゃならない。医学理論の勉強を続け、技能試験も受けて、勤務時間外にはありとあらゆる補習を受けた。緊急手術があれば、勤務時間内だろうと時間外だろうと、手術の機会を逃さなかった。手術が忙しくて、空腹でつらいこともあったけど、自分の体を気にしていられなかった。手術で失敗は許されないもの。24時間とおして働かなければならなかったことも。仕事が終わると、頭がぼんやりして、体も疲れ切ってた。休みたくてたまらなかったけど、父親がいつも言っていた言葉を思い出した。「労なくして得るものなし」。目標達成には努力が必要だという話も。努力して前進し続けられるよう、自分を奮い立たせました。夜、家に着くとすぐ横になって、疲れて痛む体をストレッチでリラックスさせたわ。眠たくなって目を閉じると、手術の様子が事細かに脳裏に浮かんだ。この弱った精神状態では、手術で何か失敗するんじゃないかと怖かった。ささいなミスを犯し、それ以降は手術に携われていない古くからの同僚を思うこともありました。何か間違えば、成功は絶対に無理。そう思うと、とたんにストレスと疲労を感じたわ。怖くて心配で、身も心も疲れ果ててた。翌日に控えた任意の手術について考えることもありました。どんなに遅く帰宅しても、その手術に必要な医療知識を何度も確認して再考せずにいられなかった。ミスを犯さないために。とても疲れてたけど、いつか成功するんだと、自分を鼓舞した。「頑張るのよ。トンネルの向こうには光がある」

激務を７年間やりとおして、やっと認定医になれました。その瞬間、こんな言葉で頭がいっぱいになった。「あの努力は、すべて無駄じゃなかった！」昇格して私の診察料も上がりました。認定医が行なえる手術なら何でも取り組み、主任外科医としても名を連ねた。他の同僚に先んじて、給料も地位も上がりました。言葉にならない幸福感に包まれたわ。特に人通りの多い路上で、誰かに気づかれるとうれしくて。私は相手を知らないのに、向こうは私を知っている。手術の腕を褒められることもあって、尊敬のまなざしで言われたわ。「いついつ、あなたに見ていただいた者です、費用もかからずすぐによくなりました、あれこれずっと試してもよくならなかったのに」と。こう言う人もいたわ。「よい医者だから診てもらえと誰々に勧められたんです、でも最近はなかなか予約が取れなくて」と。そんな話を聞いては、満面の笑みを浮かべてました。幸せでいっぱいだった。しばらく経っても人々の記憶に残っていて、私が有名だからと会いに来る人もいたわ。急に自分の評判が高まったような気がして、達成感を味わいました。でもそんな幸せのあと、主治医の地位からはほど遠いことが頭に浮かびました。私には普通の手術しかできません。主治医になれたら、もっと高度な手術ができるのに。患者からさらに称賛され、より大勢の人が私に診てもらいたがるのに。人々の目に映る私の地位も、さらに上がるんじゃない？

そう思ったあと、名声と富を求めて、より懸命に働きました。夫からは文句を言われ、よく言い争った。夫婦の時間がどんどん減っているって。言いがかりに思えて、うんざりした。自分に何度も問いかけたわ。「あの努力は何のため？　仕事で成功して、いい人生を手に入れるためでしょう？　私は何か悪いことをした？　何もしてないわ。夫が理不尽なだけ。彼には野心がない」私は涙を拭って、さらなる勉強のために、市の医療部隊に志願しました。医療技術を磨いて主治医になるためです。めったにないチャンスに飛びついたの。でも驚いたことに、その研修中に妊娠が発覚しました。子どもができたと分かって、途方に暮れたわ。出産のタイミングだとは思えなかった。大変な思いをしてこの機会を掴んだのに、妊娠したからと諦めて、前途を台なしにはできない。でも赤ん坊のことを考えると、中絶はしたくなかった。そのあと、手術で長時間立ちっぱなしだったこと、過労だったこと、予定外の手術のために食事を抜いていたことが原因で、結局、流産しました。それでも、いっときも名声と富の追求をやめなかった。流産手術の翌日には病院の勤務に戻りました。でもその日は、あまりに体が弱っていて、胃も痛み、手足にも力が入らず、ボロボロでした。ベッドで休むしかなかった。でも頭にあったのは、流産した赤ちゃんでも、自分の体をケアすることでもなく、勉強が遅れてしまうこと。そして卒業への影響のこと。すべて無駄になったらどうしよう、と。

でもそれからさらに７年、懸命に努力を重ね、ようやく念願の主治医の地位に就きました。担当した患者は私を見れば口をそろえて、周りの人たちに、「田先生の手術で私は助かった」と言ったわ。さまざまな特産物を手に自宅を訪ねる人、感謝のしるしに贈り物や商品券を持ってくる人もいた。レストランで食事をしていると、私を見た誰かが、知らぬ間に私の分を支払っていたことも。人からは羨ましがられたけれど、私の幸福感は、はかないものだった。この幸せの裏に困難や苦悩がどれだけあったかなんて、誰も知らない。手術中は小さなミスも犯せない。犯せば、想像を絶する事態になる。失敗したら身の破滅、いつもそう心配してた。薄氷を踏むかのように、慎重に慎重を重ねていたわ。あまりのストレスに、私の心は限界だった。身体もこわし、体重は40キロまで減った。長期間働きすぎたせいで健康を損ない、不眠症、胃痛、胆のう炎に苦しんだ。食事や睡眠も無理で、一晩中ヒツジを数えて、ときには４錠も睡眠薬を飲んだけれど、無駄だった。日中は何の気力も湧かず、頭がぼんやりした。両脚はまるで鉛のよう。耐え難い苦しみだった。苦笑いを浮かべて思ったわ。「地位と称賛を得たけれど、普通の人のように眠ることも食べることもできないなんて」仕事も何もかも遠ざけて、ただぐっすり眠りたいとすら思った。でもそれは、かなわない願い。さらにつらかったのは、私が最も看護と世話を必要としたときに、夫は外でお酒を楽しんでいたこと。独り悲しみに耐えるしかなかった。夜の静けさのなか、惨めで無力な思いでした。なかなか眠れず、眠れても暗闇の中、目的地も家への道も見えず、手探りで歩き回る夢を見た。恐怖のあまり、「ああ！」と叫んで飛び起きたこともあって、額には汗がにじんでた。明かりをつけてベッドの端に座り、患者の敬意や、家族の称賛を思った。それでも苦しみは、ちっとも楽になりません。何年間もの努力を思い返して、こう自問し続けたわ。「出世のために、人生の半分をささげて懸命に働いてきた。なのに結局、輝かしい瞬間はさておき、私が得たのは、病気の体と、夫の裏切りと、果てしない苦痛だけ。なぜなの？　有意義で価値のある人生を送るには、どう生きるべきなの？」とにかく苦痛から逃れたかった。占い師に占ってもらったり、偉人の言葉に答えを求めたり、人気の「プラスエネルギー」を試したりしたわ。インターネットで仏教に答えを求めたことも。でも満足できる答えはなく、問題はこれっぽっちも解決しなかった。病気がつらくてたまらなくなり、人生に希望を見いだせず、先も見えなかった、まさにそのときでした。全能神の救いの恵みを受けたのです。

そして信仰を得たあと、神の御言葉に答えを見つけました。こうあります。「人間はひとたび名声と利得を手に入れれば、それを利用して高い地位や莫大な富を堪能し、人生を楽しむことができると考えます。名声と利得を、悦楽の追求と不徳な肉の快楽を手に入れるために利用できるある種の資本と考えるのです。人間は、自分が求める名声と利得のために、無意識ではあるが率先して、自分の心身や所有するすべて、将来、運命をすべてサタンに引き渡します。こうするのに実に一瞬たりとも躊躇することなく、引き渡したものをすべて奪回する必要にも気づかないままです。このようにしていったんサタンを頼りにし、サタンに忠義を尽くしたなら、人間は自分自身を支配していることができるでしょうか。もちろんできません。人間はすっかり完全にサタンに支配されます。すっかり完全に泥沼に沈み込んだのであり、そこから抜け出すことは不可能です。ひとたび名声と利得の泥沼に陥いると、人間は明るいもの、義なるもの、美しく良いものを求めなくなります。これは、人間に及ぼす名声と利得の魅力が強すぎるため、それが人間が生涯を通して終わりなく永遠に追求するべきものとなってしまうからです。これが真実ではないですか」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。御言葉は私の心を照らしました。王医師とアウトドア料理に出かけたとき、私は心に決めた。「地位を得て高度な技術を身につけよう。そうすれば人から敬われ、特別な待遇を受けて、人生がうまくいく」と。サタンの毒も受け入れてました。「ガンは飛び過ぎる時声を残し、人は死ぬと名を残す」、「一頭地を抜く」、「人は上をめざし、水は下に流れる」。そのせいで名声と富が人生で追求すべきもの、そして目標となっていた。さらなるキャリアを求めて絶えず懸命に働いた。周りの人から尊敬され、称賛されて、本当の達成感を味わった。でもその達成感が、私を誤った道に進ませたの。人生の最盛期、10年以上の年月を名声と富の追求に費やし、家族とお腹の赤ん坊を犠牲にした。健康も損ない、残ったのは病気の体。情けないことに、そういった犠牲を払ってようやく思った。「名声や富が何なの？　それらを求めたことで、私はくたびれ苦しんだ。やっと手に入れても、言葉にできないほど苦しんでる。間違いなく、名声と富を追うのは誤った道」名声と富を追って奮闘するのは悪の力なのだと、やっと分かりました。ロープのように人を縛り、窒息させるの。それは、サタンが私に課した束縛のようなもの。そのせいで自らすべてを犠牲にして、苦しみを選んだ。結果、サタンの望みどおりになった。神の御言葉にもあります。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。サタンのいやらしさが分かって、心の底から神に感謝しました。私がサタンに追いつめられたとき、神はただ座って静観していなかった。私に救いの手を差し伸べ、御言葉で私を慰め、励まし、苦痛の根源を見つけさせてくださった。人を最も愛するのは神。神は受肉して真理を表わし、善と悪、正と負の見分け方を教えてくださった。これ以上、名声と富の追求に人生を費やし、誤った道を歩むわけにはいかない。創造主をあがめなければ。その後は神の御言葉を読むことにより時間を費やし、理解してない問題は兄弟姉妹と交わりました。互いに助け、支え合うために。いつのまにか、いくらか真理を理解して、以前よりも物事が分かるようになってました。心もかなり落ち着いた。不眠症もだんだんよくなって、胃痛や胆のう炎も治っていった。名声と富を追っても、そんなことは無理。霊が解放された喜びを実感しました。

その後も、同僚たちは出世を目指して働いてた。なかには、私よりも技能が低い同僚、私が指導した同僚もいたけど、みんな准教授になりました。少し、チャンスを逃した気がした。体を壊してなかったら、10年前に戻れたら、なんて思ったわ。私の技術なら、少なくとも准教授にはなれてたはず。でも出世のために病気になり、苦痛にさいなまれたことを思い返した。すると、これはサタンのずる賢い企みなんだと気づいたの。サタンは私の欲望を利用して、私を名声と利益の渦に引きずりこもうとしていたんです。再び名声と利益を追っていたら、いのちを落としていたでしょう。そんなの無意味。主イエスの御言葉を思いました。「たとい人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、なんの得になろうか。また、人はどんな代価を払って、その命を買いもどすことができようか」（マタイによる福音書 16:26）。全能神もおっしゃいます。「正常な人、神への愛を追い求める人として、神の国に入って神の民の一人になることは、あなたがたの真の未来であり、それはこの上ない価値と意義をもつ人生であって、あなたがた以上に祝福されている人はいない。なぜわたしはそう言うのか。それは、神を信じない人は肉のために生き、サタンのために生きているが、今日あなたがたは神のために生き、神の旨を行なうために生きているからである。あなたがたの人生にはこの上ない意義があるとわたしが言うのはそのためである」（『神の出現と働き』「神の最新の働きを知り、神の歩みに従え」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉から、神の御旨が分かりました。どんなに地位や評判が高くても、名声と富を追うのは誤った道。死につながる道なんです。その道を歩んでいては、神の祝福も御加護も受けられない。真理を求めて本分を尽くし、神の働きを経験して堕落から抜け出し、神を知ろうとして初めて、。有意義で価値のある人生を得て、最後に神の祝福を受けられる。これこそ人が持つべき本当の未来です。あのまま肉の利益を満たそうとしていたら、神に祝福されないばかりか、神から憎まれていたわ。知り合いもそれを経験しました。上司の娘さんが、大学を卒業し、海外で成功してたの。でも長年の過酷な競争と、極度のストレスから、鬱病になって飛び降り自殺した。友人の息子さんは、若くして経営者になって成功したけれど、お付き合いで酒を飲み過ぎ、肝硬変を患った。半年も経たないうちに亡くなったの。友人は、傷心から一晩で髪が真っ白になったわ。こんな御言葉が心に残ってる。「人間は、金銭でいのちを買えないこと、名声で死を消し去れないこと、金銭や名声では、一分一秒たりとも人間の寿命を延ばせないことを悟ります」（『言葉は肉において現れる』）。名声や利益は苦悩を取り除いてくれないし、いのちも守ってくれない。つかの間の幸せを与えたあとは、死の深えんに人を引きずり込む。そのことが分かって、周りから心を乱されたり、影響を受けたりしなくなりました。限られた時間を使って真理を求め、神を知り、神の要求に沿って生き、神の家で本分を尽くしたいと思うようになった。

ある日、別の病院の院長から電話で言われました。「退職したそうだね。慰労会を計画してるんだ。以前に話した協力体制についても話したい。君の主治医免許を当院に掲げたいんだ。そうすれば以前の患者が来てくれる。ここで働くもよし、当院の理事になるもよし。君に任せる」それを聞いて、こう思わずにはいられなかった。「名声と利益の追求に人生の大半を費やして、私が得たものは何？　名声と利益に埋もれて生涯を過ごすの？　名声と富を求める苦悩を振り払うのは容易じゃなかった。今では、ヒツジを数えて眠ることも、不安や恐怖を１日中感じることもない。神を信じ、真理を理解することで得た心の安らぎを味わった。この幸せを、しっかりつかんでいたい。病院に免許証を掲げるだけだとしても、私が介入すべき問題が生じれば、本分に支障をきたすはず。」全能神の御言葉を思いました。「現在、あなたがたが過ごしている日々は決定的である。それはあなたがたの終着点と運命にとってこの上なく重要である。そのため、今日もっているものすべてを大切にし、過ぎゆく一瞬一瞬を大切にしなければならない。この生涯を無駄に生きたことにならないように、可能な限りの時間を作り出し、最大の成果を獲得できるようにしなければならない」（『神の出現と働き』「あなたは誰に忠実なのか」〔『言葉』第1巻〕）。神に巡り合うという千載一遇の機会を得られて、本当に幸運でした。人生の意義を知り、苦悩のふちから抜け出せたのは、神のおかげ。どうしてサタンの懐に戻れるでしょう。神の働きは終わりに近づいてたけど、私はまだ真理を得てなかった。１日１日を大切にして、限られた時間の中で真理を追求しなければ。それが、すばらしい人生というものです。神の御旨を理解した私は、院長の申し出を断りました。受話器を置いた瞬間、それまでにない解放感を得られて、思わず言ったわ。「名声と利益の追求は、ずっと前にやめるべきだった」ほかの病院も協力体制の話を持ちかけてきましたが、すべて断りました。今は、本分に力を注いでいます。毎日、心の安らぎを感じ、満たされた思いです。それは物質的な快楽や、名声や地位では得られないものよ。私を救ってくださった全能神に感謝します。


7. ある守銭奴の目覚め

中国 醒悟

子どものころ、我が家は貧しくて学費が払えず、私は垣根を作って学費を稼ぎました。農作業で小指を切ったときも、治療費がなくて完治しませんでした。今もまっすぐ伸ばせません。結婚後も私たち夫婦は貧乏でした。友人や親戚に見下され、避けられました。金持ちが尊敬され、食べ物や着る物の心配がないのを見ると、羨んだものです。人はいつも「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」「金はすべてではないが、金なしでは何もできない」「金がものを言う」などと言ってますが、当時はどれも本当だと思ってました。お金があれば衣食をまかない、尊敬と羨望を得られる。お金こそすべてだと思い、頑張ってもっと稼ごうと誓いました。貧乏から抜け出てお金持ちのように暮らしたかったのです。

その後、ある学校の食堂を夫婦で経営することになりました。毎日数百人が食事するのですが、お金を貯めようと一人しか雇わず、夫と一緒に毎日朝四時から深夜まで働きました。風邪を引いても休まずに。もっと稼ぐために農作業も沢山引き受け、農繁期は夜に植え付けや収穫をしました。日夜働いてたので、目眩に襲われることもたびたびでした。うとうとしながら野菜を切って、手に怪我したこともあります。傷口に塩と水が染み込み、痛いのなんの……たとえ疲れがたまっても、どんどん稼ぐたびに嬉しくなって、頑張った甲斐があると思いました。またいい服を着て笑いながら食事してるお金持ちを見て、「もっと稼がなきゃ！」と自分に言い聞かせました。必死に頑張っていればいつかお金持ちの仲間入りよ、と。

毎日冷たい水に触れてたせいで重いリウマチにかかり、関節が変形しだしました。また長年の疲労のせいで椎間板がずれて、骨過形成と座骨神経痛になりました。医者には手術と三ヵ月の入院を勧められましたが、お金を稼ぎたくて断わりました。三日間でも長すぎます。こうして日夜働き続けましたが、不規則な食事と睡眠不足のせいで結局、胃下垂と胃腸炎になりました。その直後、子宮筋腫、卵巣脱垂、心臓病、心筋炎、重度の貧血を発症、次から次へ病気になったのです。痛みはとても耐えがたく、夜眠ることもできません。何度泣いたか数え切れない。困惑して、「生きる意味は何？　稼ぐために苦労するだけなの？」と思いましたが、答えは見つかりません。社会で何か成し遂げるにはお金が不可欠だと思っていたので、「立てる限り働ける」と自分に言い聞かせました。そうしてお金稼ぎに戻ったのです。でもある日、病院の検査で二種類の癌が発症したと診断されました。初期の肺がんと乳がん。青天の霹靂で力が脱けてしまい、ベッドに伏せって何時間も泣きました。治療を求めてあらゆる病院に行き、貯金もほぼ使い果たしました。でも効果はなく、薬のせいで全身が腫れ上がりました。毎晩みんな寝静まったころ、私は絶望の中、ベッドから外を眺めたものです。稼ぐことに人生を費やしたのに、お金持ちになるどころか、病気になって人生は惨め。生きることに何の意味があるの？　もう命がけでお金を稼ぐのは嫌だと思いました。ですが夫はお金を愛してて、「生きてる限り働かなきゃ！」と言うのです。その冷たさに私は戸惑いがっかりしましたが、何と言っても無力感を覚えました。自分はまだ四十代。幸せな生活なんか無縁だったし、息子の結婚もまだ。このまま死ぬ覚悟なんてないし、生き続けたい。でもお金がなければ、治療を受けて生き延びるなんて無理。お金を稼ぎ続けるしかない。そこで投薬治療を受けながら働き続けました。

一年後、夫が残りの貯金を使って練炭工場を建て、翌年には搾油工場を開設。私は病気にもかかわらず、日々両方の工場で雑用をしました。数年の努力を経てやっといくらか稼ぎ、街に家を建てて車を買い、物に恵まれた生活を楽しみました。友人や親戚にもちやほやされて羨ましがられました。社会的地位が変わり新たな身分を手に入れたのです。本当に満足でした。長年の苦労がようやく報われたように思えた。だけど良いときは続きません。長年の疲労のせいで身体が壊れ始め、医者にこう言われました。「病状があまりに複雑です。すべての臓器が正常に機能していません。我々には何もできない」その言葉が死刑宣告のように聞こえ、受け入れることができませんでした。家に帰って死ぬのを待てってこと？　お金はあるし恵まれた生活を送っているけど、それが何の役に立つの？　もうお金がいくらあっても助からない。病気の苦痛に死にたいとまで思いました。他に何ができるでしょう？　私は思わず天を仰いで叫びました。「天よ、どうか助けてください！」って。

絶望が頂点に達したとき、友人が終わりの日の全能神の福音を分かち合ってくれました。終わりの日、神は人類を救い、真理を表わし、人生の奥義を明かすべく、肉になられたというのです。世の邪悪と闇の根源、人生が空虚で苦しみに満ちている理由、病気の由来、人の運命は誰の手中にあるのか、人生を真に有意義にするものは何かなどを明かされると。さらに、御言葉を読んで真理を理解すれば、こうした物事を見抜いて苦しみが軽くなると言いました。そして全能神の御言葉を読んでくれました。「人間が生涯にわたって耐える、出生、死、疾病、老齢の苦痛は、何が根源なのでしょうか。これらの事が人間に発生する原因は何でしょうか。人間が最初に造られた時、こうした苦痛は人間に発生したか、というと、発生しなかったのではないでしょうか。それならば、こうした苦痛は、何に由来するものでしょうか。それらは、人間がサタンによって誘惑され、肉体が堕落したあとで発生しました。人間の肉の痛みや苦しみ、虚無感、人の世における極度の悲惨な出来事といったことは、サタンが人類を堕落させて初めて生じました。人間がサタンによって堕落させられた後、それは人間を苛み始めました。結果として人間は一層堕落してゆき、人間の病はますます深刻になり、人間の苦しみは一層激しくなりました。人の世の空虚感や悲劇、この世で生き続けることが不可能であることを、人は一層感じるようになったのです。そしてこの世に対する希望もますます感じなくなっていきました。この苦しみはサタンから人間にもたらされたものです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神が世俗の苦しみを味わうことの意義」）。

すると友人はこう話してくれました。「神に創られたとき、人はみな神の加護のもとで生き、エデンの園で自由に暮らし、死も、病気も、不安もなかった。でもサタンにそそのかされて堕落し、神を裏切りその気遣いと加護を失った。人はサタンの原則にしたがい、サタンの支配下で生きています。名声と富と地位を巡って競い合い、嘘をついて騙し、争います。病、そして霊の苦痛と悲しみはここから生じるのです。またこうした苦しみや不安のせいで、人生は苦痛と疲労と困難に満ちていると誰もが感じます。それはどれもサタンに堕落させられたことが原因で、サタンが人を苦しめているのです。しかし私たちを救うべく、神は肉となってこの世に来られ、私たちが救いを得て清められるよう、すべての真理を表わされます。神の御言葉を読んで生きれば神の加護と導きを得られ、堕落を取り除いて神に救われ、最後の終着点に導いていただけます」その言葉を聞いて一種の希望を感じ、全能神なら私を苦しみから救えると思って、全能神の働きを調べますと答えました。すると『言葉は肉において現れる』をくれたんです。その後は神の御言葉を毎日読み、兄弟姉妹と会いました。

ある日のデボーションで御言葉の朗読の動画を見たので、全能神は言われます。「背景が何であれ、また前途がどうであれ、天の指揮と采配から逃れられる者はいない。また自分の運命を支配できる者もいない。なぜなら、万物を支配するその方しかそのような働きはできないからである。人類が誕生して以来、神は宇宙を経営し、万物の変化の法則とそれらの運行の軌跡を指揮しながら、ずっとこのように働いてきた。万物と同様に、人間は秘かに、知らないうちに、神から来る蜜と雨露によって養われている。他のあらゆるものと同様に、人は知らないうちに神の手による指揮のもとに生存している。人の心と霊は神の手中に握られており、人の生活の一部始終が神の目に見られている。あなたがこのことを信じているかどうかにかかわらず、生きているものであれ死んでいるものであれ、万物は神の思いによって移ろい、変転し、新しくされ、消滅する。これこそが神が全てのものを統治する方法である」（『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」〔『言葉』第1巻〕）。この動画を見てわかりました。神は創造主でいらっしゃり、すべてを支配され、人類全員に糧を施されると。私たちの運命、生死、幸せは神の手中にあります。忙しく走り回るだけでは変えられません。でも私は神の支配をわかってませんでした。自分の力に頼って運命を変え、お金持ちになろうとしたんです。だけど少しばかり稼いでも、幸せは感じませんでした。霊は苦しみ身体もぼろぼろ。そのとき気づいた。神を信じて礼拝せず、神の支配に従わず、欲望のために運命に抗えば、苦しんだところで無駄になり、死後は地獄に落ちると。神だけが真の支えだと知り、神に祈って自分の体調を託しました。生きるか死ぬかにかかわらず、神の支配に従おう。

その後、教会生活にたびたび参加しました。御言葉を読んで真理を追求し、本分を尽くして神を満足させようとする兄弟姉妹を見て、本当に羨ましかった。以前の生活を捨てて生まれ変わりたいと思いました。そこでたびたび神に祈り、もっと集会に出て本分を尽くせるよう、道を授けてくださいと願いました。その後、道路建設のために搾油工場が立ち退くことになりました。もう二つの工場を行き来する必要はありません。集会に出て神の御言葉を交わり、御言葉を味わって神に近づく時間を得られました。毎日が充実していました。やがて、体調もよくなり始めました。活力が生まれ、身体も強くなって、落ち着きと安らぎを感じました。神への感謝で一杯でした。

その後、別の御言葉の朗読を視聴しました。全能神は言われます。「『地獄の沙汰も金次第』はサタンの哲学であり、人類全体に、あらゆる人間社会に蔓延しています。この格言は人間一人ひとりの心に染み込んでいるので、社会動向であると言うことができます。当初、人はこの格言を受け入れていなかったのですが、やがて現実の人生に触れたとき、それを暗黙のうちに受け入れるようになり、これらの言葉は実は本当だと感じるようになりました。これは、サタンが人間を堕落させる手順ではありませんか。……サタンがこの社会動向を用いて人を堕落させた後、それは人にどのように表れますか。皆さんはお金がなくてはこの世で生き延びられない、一日でさえもお金なしでは過ごせないと感じませんか。人の地位はその人がどれだけお金をもっているかに基づいており、それは人が受ける尊敬の念についても同じです。貧しい人々は恥じて背を丸め、その一方で富裕な人々は高い地位を享受しています。彼らは胸を張って威張り、大きな声で話し、傲慢に暮らします。この格言と社会動向は人に何をもたらしますか。多くの人がお金を求めて何らかの犠牲を払っているというのが真実ではありませんか。より多くのお金を求めて自分の尊厳や高潔さを犠牲にしていませんか。しかも、お金のために、自らの本分を尽くして神に従う機会を失っていませんか。これは人にとって損失ではありませんか。（損失です。）この方法と格言を用いて人間をここまで堕落させるサタンは邪悪ではありませんか。これは悪意に満ちた策略ではありませんか」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 V.」〔『言葉』第2巻〕）。これを見てわかりました。苦痛と疲労の数十年を過ごしたのは、サタンの堕落と社会の影響のせいで、世の流れに従い、お金を崇拝したため。子供時代は貧乏で、排除され見下された。よい暮らしを送り、尊敬されているお金持ちを見て、この世で生きるにはお金が必要だと確信した。「金はすべてではないが、金なしでは何もできない」「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」「金がものを言う」「お金は全てに勝り」「人間は金銭のために身を滅ぼし、鳥は餌のために身を滅ぼす」。こうしたサタンの誤謬が心に根ざし、私の考えを支配していました。お金がすべてだと思い込み、お金で羨望と尊敬と幸福を得られると考えました。お金の追求が唯一の目的で、もっと稼ぐことしか考えなかった。目まいや疲労や病気に襲われ、身体が耐えられなくてもお構いなし。お金持ちになって豊かな生活を送るんだと思い、歯を食いしばって頑張った。癌になっても同じまま。それどころか、お金がますます大事になった。治療を受けて生き延びるのに必要だから。そうなってもお金を稼ごうとしたんです。サタンに固く縛られ、守銭奴以外の何物でもなかった。車と家とお金があり、尊敬と羨望を集めていても、全然幸せじゃなかった。多くの病気を抱え、癌にもなった。お金は苦痛を軽くできず、私の命も救えなかった。ひどい苦痛と絶望を感じました。お金が増えても役に立たなかったでしょう。以前は命とお金を引き換え、今はお金で命を買っている。お金を稼ぐために生きてきたけど、結局何も残らなかった。そのとき、お金の追求は間違った生き方だとはっきりわかりました。お金は私たちを傷つけ堕落させるサタンの手段。首に巻かれたサタンのくびきです。神の御言葉がなければ、今もわからなかったでしょう。サタンがお金で私たちを縛り、支配し、傷つけ、いまだ私の鼻を引っぱり回し、私を責めて弄んでいただろうと。人は真理を理解してないので、生き方を知らないのだとわかりました。群衆に従うだけでお金を最優先にしてる。本当に情けない。神の御声を聞き、神の御前に出てサタンの虐待から逃れた私は幸運でした。それは神の救いで、私の心は神への感謝で一杯でした。

その後、夫が出荷に出かけるとき、私が工場で働かなければならなくなりました。集会の時間にぶつかることもあり、集会に出てもそわそわしました。罪悪感を覚えました。稼ぐために自分を病気に追い込み、医者からも死刑を宣告された。死の淵にいた私を救い、第二のチャンスをくださったのは神なのに、本分を尽くして神の愛に報いられない。神に申し訳ないと思い、主イエスの御言葉を考えました。「たとい人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、なんの得になろうか。また、人はどんな代価を払って、その命を買いもどすことができようか」（マタイによる福音書16章26節）。テモテへの第一の手紙6章8節にはこうあります。「ただ衣食があれば、それで足れりとすべきである」。命を失うんだったら、お金を稼ぐことに何の意味があるでしょう。私は練炭工場を貸すことを考えました。稼ぎは減りますが、生活には十分。神を崇めて本分を尽くせます。でもよく考えると、練炭工場は順調で、始めるときも大変だった。諦めるなんてもったいない。私はためらい、どうすべきかわからなかったので、神に祈って助けを求めました。

するとある日、こんな御言葉を読みました。「こうした状態から自由になるための非常に簡単な方法があります。それは、自分の以前の生き方や人生の目標と訣別し、以前の生き方、人生観、追求、願望、理想を概括し、分析し、それを神の旨や人間への要求と比較し、それらのいずれかが、神の旨や要求と一致しているか、人生の正しい価値をもたらすか、一層深い真理の理解へと導くか、人間性と人間らしさを伴った生き方を可能にするかを確認することです。人々が追求する人生の様々な目標や多種多様な生き方を繰り返し調査し、注意深く分析すると、創造主が人類を創った時の創造主の本来の意図と一致するものがひとつもないことが分かります。それらはすべて、人間を創造主の統治と慈しみから引き離し、人々を堕落させて地獄へと導く罠です。このことを認識した後の課題は、以前の人生観を捨て、様々な罠から離れ、自分の人生を神に託して神の采配に委ねることです。それは、神の指揮と導きのみに従うよう心がけ、個人的な選択肢を持たず、神を崇拝する人になるということです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉を読んで、豊かになろうと以前頼ったサタンの生存法則を考えました。「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」「お金はすべてではないが、それがなければ何もできない」豊かになって人から尊敬されるため、お金を得ようと格闘した。苦しく惨めな日々でした。お金がそんなに大事でしょうか？　それで何が得られるのでしょうか？　家や車を買い、物に恵まれた生活を送る助けとなり、尊敬と、束の間の肉の喜びをもたらせます。だけど心の虚しさを埋めたり、苦痛を取り除いたり、安らぎや喜びをもたらしたり、病気の苦しみを終わらせ、命を救ったりすることはできなかった。地元の学校の校長も、お金と地位があったのに、癌で死んでしまいました。お金も地位も、苦しみと死から逃れる助けにはなれなかったのです。お金持ちなのに苦しく虚しい生活を送り、それを終わらせるために命を絶った人、嘘をついて人を騙し、争い、詐欺を働き、人間性と良心を失った人もいます。こうした話や自分自身の経験のおかげで、金銭を求めても人は堕落し腐敗するだけだとわかりました。神から遠ざけ、悪に向かわせるのです。ヨブはお金も豊かさも求めず、神の支配に従い、万事において神の御業を認識しようとし、最後は神の祝福を得ました。またイエスに呼ばれたペテロは他のすべてを捨てて神に従いました。神を知ろうと求め、神を愛し、神によって完全にされ、有意義な人生を送ったのです。おかげで、神を知って崇め、御言葉に沿って生き、神にたたえていただくことが、人生で一番大事なんだとわかりました。信仰と正しい道には容易に至れませんでした。ですが富と俗世の喜びを追い続け、真理と救いの追求を止（や）めるなんて馬鹿げてるとわかったのです。そう考えると、心の疑いはなくなりました。もう守銭奴ではいたくありません。真理の追求にもっと時間と精力を費やしたい。その後、工場を貸すことについて夫と話し合ったのですが、神の不思議な采配のおかげで貸すことになりました。ちゃんと集会に出て本分を尽くせるようになったのです。

二年後、夫が病気で急死しました。夫の死は私にとってつらく、命のはかなさを思い知ったものです。夫は人生の大半を駆け回り、お金を稼ぐことに費やした。血圧が二百を超えても働き続けた。腰の骨を折っても全快しないまま働き、私が言っても休まなかった。夫も守銭奴で、サタンに生涯支配され、傷つけられていたのです。死が迫っても諦めようとせず、お金を稼いでよい生活を夢見てましたが、命を失いました。名声と富は夫を救えず、苦痛や死から逃れる助けにならなかった。神が言われるとおりです。「人々は、金銭と名声を追い求めて人生を過ごします。それらがあれば、生き長らえて死を免れるとでもいうように、金銭と名声が唯一の支えだと考え、それらの藁にしがみつくのです。しかし、死が迫る時になって初めて、こうした物事がどれほど自分に無縁であるか、死に直面した自分がどれほど弱いか、どれほど脆いか、どれほど孤独で無力であり、進退窮まった状態にあるかを悟ります。人間は、いのちは金銭や名声で買うことができないこと、いかに裕福であっても、いかに高い地位であっても、死を前にした人間は皆同様に貧しく取るに足らない存在であることを悟ります。人間は、金銭でいのちを買えないこと、名声で死を消し去れないこと、金銭や名声では、一分一秒たりとも人間の寿命を延ばせないことを悟ります」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。振り返ると、私はお金を稼ごうと駆け回ることに人生の大半を費やし、尊敬と羨望を得ましたが、サタンに苦しめられ、あと一歩で死ぬところでした。でも神が救ってくださった。お金の渦から私を救い、人生の目標を変えてくださったのです。私はいま、真理を求めて本分を尽くしながら、自由と安らぎを感じています。これはお金では買えません。私を救ってくださった全能神に感謝します！


8. 生活の中で神の権威と支配を知る

米国 信心

全能神は言われます。「神の権威と力、神自身の身分、および神の本質に関する認識は、人間の想像に頼ったところで得られません。神の権威を知る上で想像に頼れないのであれば、どうすれば神の権威に関する真の認識を得られますか。それは神の言葉を飲み食いすること、交わりを行なうこと、そして神の言葉を経験することです。そうすることで、あなたは徐々に神の権威を経験してそれを確かめ、神の権威に関する認識を次第に積んでゆくのです。神の権威を認識するにはこの方法しかなく、近道はありません。あなたがたに想像を行なわないよう求めたとしても、それは何もせずひたすら滅びを待つようにさせることでも、あらゆる行動を禁止することでもありません。自分の頭脳で考えたり想像したりするのを避けることは、論理を用いて推測したり、知識を用いて分析したり、科学を根拠としたりせず、その代わり、自分の信じる神に権威があること、神が自分の運命を支配していること、そして神は唯一の神自身であると、神の力が常に証明していることを、神の言葉を通じて、真理を通じて、そして生活の中で直面するすべてのことを通じて理解し、確かめ、納得するということです。これが神を認識する唯一の方法なのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。僕は以前は、大きな出来事の体験や奇跡の目撃だけが、神の権威を知る方法だと思ってた。神の権威について理解が全然足りなかったんだ。でも神の御言葉でわかった。神の権威を知るには、神の御言葉を日々の生活で経験することが最も大切だって。そうすることによって、全てにおいて神の権威と支配を見ることができる。そうして神への信仰も増す。

去年、うちの家族が300坪近い土地に植えたトマトに、突然、虫が大量発生して、実も花も葉っぱも、全て食い尽くしてしまったんだ。僕はとても心配して、害虫駆除の方法を家族と話し合った。農薬は土をダメにするし、発がん性物質も残るから、そこに植えた作物が安全に食べられなくなる。手で虫を捕まえようとしたけど、虫の繁殖が早すぎた。皆で3、4日頑張ったけど、全く効果がなく、虫は増える一方だった。僕は慌てて他の駆除方法も試してみた。虫が発生した時、神に祈ってみたけど、神の権威と支配を理解していなかったので、心の中に神の居場所がなかった。心から神に頼って神の御旨を求める方法を知らなかったんだ。その虫を見るのは初めてだったけど、何十年も作物を育ててきて、害虫駆除の経験も豊富だし、調べ続ければ、何とかなるだろうと思った。知っている方法を６つか7つ、次々に試したけどダメだった。何十年も農作業を続けてきて、あんなに駆除しづらい虫は初めてだった。ずっと今まで害虫駆除に成功していたのに、今回は、苦労して開発した方法がどれも役に立たない。その後、「虫よけにはニーム油が良い」と農業大学の教授が言っていたと、友だちから聞いて、すぐに買ってみたけど、やはり効果はなかった。アイデアも尽き果てたが、まだ解決できなかった。それから2日間、毎朝畑を見に行くと、トマトが全部、虫に食い荒らされていた。花がどんどん落ちたり、葉の先がしおれたり、実が腐ったりしていた。惨めな気分だった。兄弟姉妹が毎日、トマトを植えるのを手伝ってくれたのに。トレリスを作り、剪定し、支柱で支え、色々してくれた。なのに、トマトが大きく育って、豊作だと思った矢先に、突然虫が湧いたんだ。その年の収穫は不作になると思った。作物が全部、虫でおおわれていたからね。僕はすっかり途方にくれた。「隣人のワンさんは、作物の経験が豊富で、害虫にも詳しい。彼なら解決できるかも」と思った。聞いてみたけど、彼はこう言った。「30年も農業をやってきたが、こんなのは初めて見たよ。1日3回も農薬をまいたけど、トマトがだめになっただけで、虫には効かない」別の隣人のチャンさんは、しょんぼりして言った。「3、4種類も農薬を混ぜてみたが、虫が死なないんだ！」それを聞いて、絶望的な気分になった。虫が大量発生しているのに、駆除する方法がないなんて。トマトが全部だめになってしまう。なすすべもなく、神に祈った。「神よ！　この虫の大量発生を、どうすればよいでしょう。途方に暮れています。これをどう経験して、何を学ぶべきか、導きと啓きを与えてください」。

その後の集会で、こういう神の御言葉を読んだ。「神による統治と支配の下においては、万物は神の思いに従って出現し、消滅し、その存在を統治する法則が生まれ、その法則に沿って生長し、繁殖します。これらの法則を超える人間や物事は存在しません。それは何故でしょうか。唯一の答えは、神の権威にあります。言い換えると、それは神の思いと言葉によるものであり、神自らの成せる業によるものなのです。すなわち、こうした法則を生むのは神の権威と心であり、神の思いにより移行し、変化し、そうした移行と変化はすべて神の計画のために発生し、消滅します。例として、疫病を挙げます。疫病は何の前触れもなく突発します。その起源や正確な発生原因を知る人はおらず、疫病がある場所へと到達すると、運の尽きた人はその災難から逃れることができません。人間の科学では、疫病は悪性または有害な微生物の拡散により発生することが確認されていますが、その感染の速度、範囲、方式を人間の科学で予測したり制御したりすることはできません。人間はありとあらゆる手段を尽くして疫病に抵抗しますが、疫病が突発した時に、どの人間や動物が被害を受けざるを得ないかについて制御することはできません。人間ができることは、それを予防し、抵抗し、研究することのみです。しかし、いずれの疫病についても、その発生と終息の原因を知る人はおらず、また、その発生と終息を管理できる人もいません。疫病が発生して蔓延した時、人間が行う最初の対策はワクチンの開発ですが、ワクチンが用意される前に往々にして疫病が自然と消滅することがあります。疫病が消滅するのは何故でしょうか。病原菌を抑えることができるようになったためという人もいれば、季節の移り変わりにより消滅するという人もいます。こうした根拠のない憶測に弁護の余地があるかどうかに関しては、科学では説明することも正確に回答することもできません。人間は、こうした憶測だけでなく、疫病に対する人間の理解の欠如と恐怖を考慮に入れなければなりません。結局のところ、なぜ疫病が発生して、なぜ終息するのか、誰にも分かりません。人間は科学のみを信じ、科学に全面的に依存し、創造主の権威を認めることも創造主の統治を受け入れることもないため、決して答えを得ることがないのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。神は全てを支配する。全ては神の手中にある。物事の大小や、目に見えるかどうかや、生死にかかわらず、万物は神の御旨のままに存在したり、消えたりする。全ての災害は神の支配下にある。人々は疫病や害虫の大発生の理由や、その防ぎ方を知らない。それが、いつ終わるのかも分からない。全ては神が支配している。でも僕は神の権威と支配をちゃんと理解していなかったから、トマトに虫が湧いた時に、まず神の御前に来て、神を求めて頼らなかった。自分の方法で解決しようとしたんだ。それが失敗しても、まだ神に向き直ったり、頼ったりしなかった。農薬も効かないと分かって、絶望と無力感をおぼえた。神を信仰して祈りを捧げていたのに、心の中に神の居場所がなかった。自分で虫を駆除できると思ったんだ。なんて傲慢で無知だったんだろう！　そして気づいた。いつ虫が現れて、いつ去るかは、神が決めることなんだ。僕らには、どうにもできない。まだ僕は、虫の発生における神の御旨を理解していなかったけど、僕は自分の役目を果たせばいいだけで、虫のことは神に任せればいいと分かった。神の采配に従うべきだった。そう気づくと心が穏やかになった。僕は神に祈り、神の采配に従い経験したいと願った。

2日後、畑に出ると、トマト畑にたくさんのクモの巣があった。一体どこから現れたのか不思議だったよ。近づいて見ると、小さな蛾がたくさん巣にかかっていて、蛾がクモの好物だと思い出した。蛾がいなければ卵も生まれないから、虫も少なくなる。僕は、2日前よりずっと虫が減っていることに気づいた。これは神の御業で、虫を食べさせるためにクモをよこしたとわかったよ。心から神に感謝した！　さらに7、8日後に見てみると、トマトの実や枝や花や葉っぱから、すっかり虫が消えていた。僕は大喜びだった。まさかクモがたった数日で虫を食い尽くすとは思わなかった。神はまさに全能だ！　自分の目で見なかったら、とても信じられなかったよ。神への感謝と賛美の気持ちでいっぱいになった。不信者は神の支配と権威を理解していない。彼らは科学を信じて頼ることで、災害を研究して避けようとするが、きちんと理解はできない。頼るものがなく、災害に直面すると無力なので、作物の収穫も大損害を受ける。だが僕が神に向き直り、従って頼ろうとした時、神はあのちっぽけなクモに虫を食い尽くさせ、いともたやすく退治した。このことで、神が全てを支配して動かすのだとよく分かったよ。神は本当に賢く全能だ！　トマトが熟し始める頃には、害虫のせいで、ひどい不作になると思っていたけど、驚いたことに、大豊作だったんだ。神の御業は素晴らしい。全能神の御言葉にあるとおりだ。「彼の業は至るところにある。その力は至るところにある。その知恵は至るところにある。その権威は至るところにある。その法則や規則の一つひとつは、彼の業が具現化したものであり、それぞれが彼の知恵と権威を明らかにする。誰が彼の支配を免れることができようか。また、誰が彼の采配から逃れることができようか。万物は彼の眼差しの下にあり、さらに、彼の支配の下で生きている。人類は彼の業と力の前に、彼が実際に存在し、万物を支配していることを認めざるを得ない」（『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」〔『言葉』第1巻〕）。これをとおして、あらゆる場所に神の権威と知恵があることを、まさに経験したよ。天候、太陽と雨は、神が支配している。あらゆる種類の虫も。どんな創造物も、それらを少しも操れない。神の万物の創造と支配の細部に、神の独特の権威がはっきりと見える。神は本当に賢く全能だ！　この先に何が起きようと、神に頼って、神の業をもっと理解しようと心の中で思ったよ。

2か月後にアマランサスを植えて、数週間後には緑の畑が生い茂った。これは大豊作になると思ったよ。ところがある朝、妻が、「アマランサスにコナガの幼虫がついているから、退治してほしい」と言うんだ。それを聞いてゾッとした。コナガの幼虫はとても活発で、手では捕まえにくいし、繁殖力もすごくて、わずか1、2日で成虫になる。以前、コナガがメロンについた時は、十数以上もの方法を試したけど効果がなかった。コナガはわずか2日でメロンを食い尽くし、青々と茂っていた畑が荒れ地と化したんだ。コナガがアマランサスも2日で食い尽くすのではと少し心配になった。どうしたらいいだろう？　僕は慌てて神に祈り、「御旨が分かるよう、お導きください」と頼んだ。

その後、こういう神の御言葉を読んだ。「ヨブは神を見ることも神の言葉を聞くこともできませんでしたが、これらのものを獲得し、追い求めました。また神を見たことがないものの、神がどのように万物を支配するかがわかるようになっており、神がそうする際の知恵を理解していました。そして神の語る言葉を聞いたことがないものの、人に報いたり人から取り上げたりするという業はすべて神に由来することを知っていました。ヨブの人生の年月は普通の人のそれと何ら変わらなかったのですが、自分の人生の平凡さのせいで、万物に対する神の主権の認識や、神を畏れて悪を避ける道が影響を受けることは許しませんでした。ヨブの目から見て、万物の法則は神の業で満ちており、神の主権は人の生活のいたるところで見られるものでした。ヨブは神を見たことがないものの、神の業が至るところにあることを認識でき、また地上で平凡な時間を過ごす間、自分の生活のあらゆるところで神の並外れた不思議な業を見てそれに気づくことができ、神の不思議な采配を知ることができました。神が隠れていたこと、そして無言であったことは、ヨブが神の業を認識する上で障害とはならず、万物に対する神の主権を知る上で影響を及ぼすこともありませんでした。ヨブの人生は、万物の中に隠されている神の主権と采配の認識を、日常生活の中で得てゆくというものでした。また、ヨブは日々の生活の中で、神の心の声と言葉を聞いて理解しましたが、神は万物のあいだで無言を貫きつつも、万物の法則を司ることで自身の心の声と言葉を表わします。それにより、人々がヨブと同じ人間性をもち、ヨブと同じように追求すれば、ヨブと同じ認識と知識を得ることができ、また万物に対する神の主権についても、ヨブと同じ理解と認識を獲得できることがわかります」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉によれば、ヨブは、日常生活の中で神の権威を理解すること、神の支配と全能を経験することに取り組んだ。そして分かったんだ。全ては神から発していて、神が万物と人間の運命を支配し管理していると。ヨブは信じていた。自分の富は全て神の祝福と支配のおかげで、自分が努力した結果ではないと。財産を失った時も、全ては神の承認だと信じていた。与えられる物も失う物も、神が支配し決定する。だから彼は不平を言わず、神をたたえたんだ。でも僕は、困難なことや嫌なことがあった時、受け入れて神に従えなかった。心の中に神の居場所がなく、信仰が足りなかったのが分かった。そう考えると恥ずかしかった。今回のことは全て、神がお許しになったのだと理解した。神は、日々の生活の中で僕が神の全能と支配を知り、神に真に従うことを望んだんだ。害虫退治やアマランサスが豊作かどうかは、全て神の手中にある。古いことわざに、こうある。「耕作は人と共にあり、収穫は天と共にある」物事を成り行きに任せ、神の御旨の探求を学び、神の采配に従うべきだと分かった。かなり気分が楽になって、心の中で神に祈ったんだ。「神よ、アマランサスが豊作になるかどうかは、あなたの手中にあります。もう自分の計画や心配は脇において、この状況であなたの御言葉を受け入れて従います」その後、幼虫を駆除する方法をいくつか試したけど、効果はなかった。でも僕は平静だった。全ては神の手中にあるのだし、例え不作になっても、それが神の御旨だと分かっていたから。僕は神の采配に従った。2日後に野菜畑に行くと、スズメの群れがアマランサスについた虫を食べていたので、びっくりしたよ。神は再び僕に道を開き、僕の手に負えない問題を解決してくれた。本当に神に感謝したよ！　また2日後には、スズメが幼虫を食い尽くしていた。僕たちは大喜びで、何度も神に感謝し、神をたたえた。神はまさに全能だ！

その後、こんな神の御言葉を読んだ。「神は万物を造ったとき、ありとあらゆる手段と方法を用いて万物の釣り合いを取り、山や湖沼、植物や様々な動物、鳥、昆虫の生存状態の釣り合いを取りました。神の目的は、自ら定めた法則のもと、様々な生物が生活し、繁殖できるようにすることでした。あらゆる被造物はこれらの法則から外れることができず、またこれらの法則は破ることができないものです。この種の基本的な環境の中でのみ、人間は何世代にもわたって安全に生存し、繁殖することができるのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IX.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉で分かった。神が万物を創られた時、あらゆる方法でその生活環境のバランスを取られたので、神の支配下にある全ての生き物は秩序正しく生きて繁殖する。そして神が定めたとおりに、互いを支え合い、戒め合うんだ。何ものも神の作られた法則には逆らえない。神は生態系のバランスを考えて動物、植物や昆虫を作られ、僕らの生活環境を守って安定を与えてくださった。この神の采配や、神が定めた法則がなければ、動物や昆虫は混乱に陥り、人間の生活も混乱に陥れ、僕らは生きていけなくなる。神は漏れなく配慮しているんだ。万物は、神の偉大な力、知恵、そして素晴らしさを表し、さらに神の人間への愛も表している。僕らには、野菜についた虫を駆除する方法はないように思えたけど、神がスズメやクモに虫を食べさせたことで、僕らは神から与えられた食べ物を享受できた。神の創造物には全て意義がある。ただのクモやスズメにすら使命があるんだ。神はそれらを使って環境のバランスを取っている。全ては神によって相互に関わっていて、僕らの生活をより良くしている。

その後、植えた野菜に小さな黒い虫とカメムシがついたが、僕は神に祈り、ヒキガエルがその虫の天敵だと思いついた。5匹のヒキガエルを畑に放したら、わずか2か月でおよそ30匹に増えた。どんどん虫は減って、おかげで大豊作だった。本当に神に感謝した。神の御言葉を思ったよ。「『神の権威』という表現は深遠なものに感じるかもしれませんが、決して抽象的なものではありません。神は人間の生活の中で、片時も離れることなく人間とともにあり、人間を日々導いています。そのため、あらゆる人が実生活において、神の権威の最も具体的な様相を必然的に見て、経験しているのです。この具体的な様相は、神の権威が実際に存在することの何よりの証拠であり、神にそのような権威があるという事実を人に完全に認識させ、理解させるものです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。以前は、何か大きな体験がないと神の権威を理解できないと思っていて、日常生活の些細な出来事から体験しようとは注意していなかった。今回の件があってからは、神の権威を理解するのは思ったより難しくないと分かった。神の権威と力は常に明らかで、僕らの日常生活の中にある。事の大小に関係なく、僕らが神の御言葉を経験することに努める限り、神の権威は見える。

あの数か月を振り返ると、害虫の発生に直面した時、まず自分の経験と科学的知識だけに頼ったけど、全くどうにもならなかった。でも神の御言葉に従って経験した時、神の業が見えて、神の権威と支配が実際に理解できたんだ。神への信仰も増したよ。神に感謝を！


9. 信仰とは神にすがること

イタリア 程诚

全能神は言われます。「あなたが神を見られるのは自分の信仰の中からだけであり、あなたに信仰があるとき、神はあなたを完全にするのである。信仰がなければ、神はそれを行なうことができない。あなたが何を得たいと望もうと、神はそれを授ける。あなたに信仰がなければ、あなたは完全にされることができず、神の業を見ることもできないし、ましてや神の全能を見ることなどできない。自分の実際の経験の中で神の業を見るという信仰があれば、神はあなたの前に現われ、あなたを中から啓いて導く。この信仰がなければ、神がそれを行なうのは不可能である。あなたが神への望みを失ったとしたら、どうして神の働きを経験できるだろうか。したがって、あなたに信仰があり、神に対して疑いを抱かず、神が何をしようと神に対する真の信仰をもっているときにだけ、神はあなたの経験を通じてあなたを啓いて照らし、そのとき初めてあなたは神の業を見ることができる。これらはすべて信仰を通じて成し遂げられる。信仰は精錬を通じてのみ生じるのであって、精錬なくして信仰が育まれることはあり得ない。『信仰』というこの言葉は何を指すのか。信仰とは、見ることも触れることもできないものがあるとき、神の働きが人間の観念にそぐわないとき、また、それが人間の手に届かないときに、人間がもつべき真の信念であり、誠実な心である。これこそが、わたしの言う信仰である」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。神への真の信仰が重要であると、御言葉は教えています。神が望まれるのは、わたしたちがどんな試練に遭おうと、困難がどれほど大きくても、御言葉を信じて信仰を持ち、心から神にすがって協力すること。神の全能なる支配と御業を目撃するにはそれしかありません。神の導きのおかげで、わたしもそれを少し経験しました。

2016年11月18日、イタリアの兄弟からメッセージが届きました。全能神教会についてもっと詳しく知りたいというのです。それを読んで、主のお戻りを待ち望む彼の差し迫った思いを感じ、翻訳アプリでコミュニケーションを始めました。彼はカトリック教会の堕落と腐敗に失望し、1991年から真の教会を探していました。ウォッチマン・ニーの本も読んだけれど、霊の糧は得られなかったそうです。主なしで生きるのは苦しく、望みもなく、無意味だと言うのですが、全能神教会のオンラインメディアを見て引き込まれたのでした。これは真の教会のようだ、もっと知りたい、と。真理を求める彼の熱心さを見て、切実な思いをさらに感じました。言いたいことが山ほどあったけれど、イタリア語で伝えることができません。全能神の御言葉はイタリア語で出版されてなかったの。福音映画も見てもらいたかったけど、そちらもイタリア語版がありません。向こうもイタリア語しかわからないので、音楽ビデオを送ることしかできませんでした。音楽とダンスは万国共通。ところが、それを観た彼は思いが募り、せがむように言ったの。「イタリア語のウェブサイトができたらすぐに教えてほしい」って。それを読んで全能神の御言葉が脳裏に浮かびました。「あなたの見たこと、経験したことを、義に飢え渇き、あなたが牧してくれるのを待っている哀れで貧しい、敬虔な信者たちにどう伝えるのか。どのような人があなたに牧してもらおうと待っているのか。想像できるだろうか。あなたは自分の肩にある荷の重さ、託されたこと、そして自分の責任を認識しているのか。歴史的な使命に対するあなたの感覚はどこにあるのか。あなたは次の時代の良き主人として、どう十分に奉仕するのか。あなたには主人としての強い意識があるのか。万物の主人についてどう説明するのか。それはまことに世界のすべての生き物とすべての物体の主人なのか。次なる段階の働きを進展させるために、あなたはどのような計画を持っているのか。何名の人たちがあなたに羊飼いになってもらいたいと待っているのか。あなたの任務は重い任務か。彼らは貧しく、哀れで、盲目で、途方に暮れており、暗闇の中で泣き叫んでいる。道はどこにあるのか。彼らは、光が流星のように突然降りて来て、人を長年圧迫してきた暗闇の勢力を一掃することを、どれほど待ちこがれていることか。彼らがどれほど切に望み、日夜どれほど思いこがれているかを、誰が知ることができるだろうか。光がきらめきを放つ日でさえ、深く苦しんでいるそれらの人たちは解放される望みのないまま、引き続き暗闇の地下牢に閉じ込められる。彼らが泣きやむ日はいつ来るだろうか。まったく安息を与えられたことのない、これらのもろい霊たちの不幸は恐るべきものであり、容赦ない束縛と凍り付いた歴史によってこの状態の中で拘束されている。誰が彼らの泣き叫ぶ声を聞いたことがあるだろうか。誰がそのみじめな状態を見たことがあるだろうか。神の心がどれほど深く悲しみ、心配しているか、あなたの頭に浮かんだことはあるのか。自身の手で造った罪のない人類がこのような苦しみにあっているのを、神は見ていられるだろうか」（『神の出現と働き』「将来の使命にどう取り組むべきか」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、神はわたしたちに福音を広めて証しすることを委ねられたとわかったけれど、神の切実なお求めでも、両手が縛られているように感じました。神の働きを証しできない。暗闇で迷っているあの兄弟を助け、御言葉の糧を得させることもできない。申し訳ない気持ちでした。彼のメッセージを叫びたいと思いつつ、にっちもさっちも行きません。後ずさりすれば、彼が切望する真の道の探究を遅らせてしまう。前進すれば、不正確な翻訳ツールに頼らざるを得ない。簡単な文さえ不正確だから、霊的な用語なんてなおさら無理。どうコミュニケーションをとればいい？言葉を奪われた気分です。目は開いているのに何もできない。イタリア語を話せる兄弟姉妹がいればと思ったものの、そんな人はいませんでした。その時点ですっかり途方に暮れてしまい、こう思いました。「わたしが知ってるイタリア語は『こんにちは』と『さよなら』くらい。いずれにせよ、終わりの日の神の働きを証しするなんて無理だわ」わたしは落ち込みました。

翌朝、彼からメッセージが届きましたが、目が覚めるとすぐ、全能神教会のことを訊こうと思ったというのです。彼から続けてメッセージが届くのでわたしはますます焦り、急いで祈りました。「神よ、わたしはイタリア語を知らず、この兄弟にどう福音を伝えたらいいかわかりません。神よ、どうかお導きください」祈りのあと、この御言葉を思い出しました。「すべてのものは神の手中にあり、人間は神に協力しているに過ぎないのだと、あなたは信じなければなりません。あなたの心が誠実なら、神はそれを見てあなたのためにすべての道を開き、困難がもはや困難でなくなるようにします。これがあなたの持つべき信仰です」「全力を尽くして本分に心を注いでいる限り、本分を尽くしているときは何も心配する必要がありません。神があなたに難題をもたらしたり、できないことを行なうよう強制したりすることはないのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「いのちへの入りは神への信仰において最も重要である」）。これを読んで信仰と勇気が湧きました。そう、万事は神の手中にあり、神によって可能になる。困難に見舞われているとき、神がわたしたちに一番求めるのは真心と協力、そして心から神を信じてすがり、全力で神に協力すること。すると神が助けてくださる。けれどわたしはそうした問題に遭っても心に神がいなかった。自分の観念の中で生きていて、イタリア語を話せないからあの兄弟と意思疎通できず、神の働きを証しできないと考えた。消極的になってしまったの。それでどうして神の導きを得て、御業を見られるでしょう？心から神にすがって協力し、神が導いてくださると信じる必要があるんです。そう考えたとき、以前に終わりの日の神の働きをまとめたイタリア語の聖句のことを思い出した。それを使えば兄弟とコミュニケーションがとれる。そこである朝、意思疎通に役立つ聖句を送信しました。その後、『敬虔の奥義』の予告版がイタリア語で公開され、わたしは驚くと同時に喜び、すぐに送ってあげました。やがて連絡があり、これは主の再来に関する聖書の預言の映画ですねと言ってから、興奮した様子で訊きました。「主は戻られたのですか？　中国にいるのですか？今の御名は何ですか？」その瞬間、この人は羊飼いの声を突然聞き、必死に羊飼いを探している迷える羊なんだと思いました。わたしは涙を抑えながら返事しました。「神の御名は全能神、黙示録で預言されています。『今いまし、昔いまし、やがてきたるべき者、全能者』（黙示録 1:8）」この時点で、神の支配の各段階は次の段階にぴたりとはまることがわかりました。わたしはいくつかの挨拶以外にイタリア語を知りませんが、この経験のおかげで実感できました。神の導きで意思疎通することができ、結果を得られたと。万事は神の手中にあり、心から神を信じてすがり、全力で神に協力すべきなんです。

その後、別の問題が起きました。終わりの日の神の働きの証しはいつ受け取れるのかと訊くのです。すぐに答えようとしましたが、やはり言語の壁があって、助けてくれる人もいません。未信者に翻訳を頼んでも、霊的な用語を知らないから誤訳してしまうはず。そうした問題を考えると絶望的になり、どうすればいいかわかりません。心が乱れたわたしは神を呼び求めました。「神よ、両手が縛られています。どうすればいいか、ここから何を学ぶべきかわかりません。どうか道を開いてお導きください」祈りのあと、紅海を渡ったモーゼのことを考えました。イスラエル人をエジプトから導く中で、モーゼは多くの困難に見舞われたけど、神への信仰を失わなかった。祈って神と協力し、神の不思議を数多く見た。紅海と追っ手の軍勢、そして砂漠での四十年がなければ、そうした信仰と証しは無理だったはず。わたしも本分で困難に直面しなければ、どうして真に神を信仰できるでしょう。もちろん、紅海を渡るといったことに直面してたわけじゃない。あの兄弟とネットで知り合って以来、神はわたしのために道を開き、わたしは神の不思議な御業を見た。神をもっと信じ、神にすがらなければとわかったの。この瞬間気づきました。神はこれらの困難を通じてわたしの信仰と信心を完全にし、実際の経験を通じて神の全能なる支配を実際に認識させようとなさってる。ひとたび神の旨がわかると、神が道を開いてくださることを疑わなくなりました。そこでネットで会うことにしたんですが、イタリア語を勉強している十五歳の姉妹が来てくれたんです。十五歳の子が通訳してくれると聞いて、自分のことと、この若い姉妹のことを考えました。わたしは若くて信仰も浅く、伝道したこともない。若い子が福音を広めるのに役立つかしら？どうしても確信できません。ですがイタリア語の御言葉を流暢に読み、新しい単語をすぐに覚えたと言うのを聞いて、驚きと恥ずかしさを感じました。福音を広める働きのために、神はふさわしい人を全員集めてくださった。わたしはこの御言葉を思い出しました。「神の口から誓いや約束が発せられる時、万物はその実現に寄与し、その実現のために動かされます。そして創造主の支配の下、すべての被造物が指揮され、采配され、それぞれの役割を担い、それぞれの機能を果たすのです。これが創造主の権威の表われです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。この経験を通じてわかりました。心から神にすがる限り、神はわたしを導き、わたしは神の御業を見る。

この姉妹が通訳してくれるので、ようやく兄弟と意思疎通できました。重荷がなくなったんです。直後、神にすがる気持ちが消えたんですが、その姉妹に用事ができて、通訳を続けられなくなりました。それを聞いて崩れ落ちそうになりました。その兄弟が真の道に立てるよう、言いたいことが山ほどあったのに。でも通訳がいないと、自分には何もできない。やがて、真の道を求める人がいると聞きましたが、共産党と宗教界に騙され、続けられないというんです。イタリア人の兄弟もすぐに潤さなければ、探求をやめてしまうのではと不安になった。無力さを感じ、どうすればいいかわかりません。するとある日、兄弟が自分のページに投稿した文章を見ました。「友よ、兄弟姉妹よ、イエス・キリストが戻られた！　喜びましょう！」これを見て冷や汗が噴き出しました。彼には宗教界の友人が三千人以上いる。そのうち数名でも、彼を騙す反キリストだったら、どんなことになるだろう？わたしは不安になり、神の御前に出て祈りました。「神よ、通訳がいなければこの兄弟を潤せません。他の人に騙され、引き抜かれてしまうのが心配です。この状況であなたの御言葉をどう経験し、いかに学ぶべきでしょう？どうかお導きください」祈りのあと、この御言葉を読みました。「人は大半の時間を無意識の状態の中で過ごしています。神に頼るべきか、それとも自分に頼るべきかを知らないのです。そうして自分に頼ることを選びがちで、また自分の周りの有利な環境や条件、自分の役に立つ人や出来事や物事に頼ることを選びます。これが、人が最も得意とすることです。人が最も苦手とするのは、神に頼って神を仰ぐことです。なぜなら、神を仰ぐのはあまりに面倒だと感じているからです。そのような人は神を見ることも感じることもできず、そうするのは漠然としていて現実的でないと思っています。ゆえに、人はこの課程で最低の成績を残し、そこへの入りもこの上なく浅いものになります。どのように神を仰ぐべきか、どのように神に頼るべきかを学ばなければ、神があなたの中で働きを行なったり、あなたを導いたり、あなたを啓いたりしているのを、あなたが見ることはありません。これらのことが見えなければ、『神は存在するのかどうか、人の生活の一切を導くのかどうか』といった問いに心の奥底で疑問符をつけ、句読点や感嘆符で終わらせることはありません。『神は人の生活の一切を導きますか』『神は人の心の奥底を観察しますか』といったことを疑問にするのはなぜですか。心から神に頼ることも、神を仰ぐこともしなければ、あなたは神への真の信仰を生じさせることができません。神への真の信仰を生じさせることができなければ、あなたにとって、これらの疑問符がいつまでも残り、神が行なうあらゆることを伴いつつ、句読点で終わることはありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「信者は世界の悪しき風潮を見通すことから始めなければならない」）。わたしは御言葉に目が覚め、神を忘れていたことに気づきました。無力さを感じ、意思疎通できず、どうすればいいかわからない状況に、神はわたしを置いた。神が命綱になられた。でも条件や人が整うと、わたしは他の人に頼った。そのほうが現実的だと思ったから。あの姉妹が手伝いに来てくれたとき、それは神の御業だとわかってた。だけどその後も、兄弟が終わりの日の神の働きを受け入れるかどうかは、その通訳次第だと思ってた。神への真の信仰がなかったんです。すると主イエスの御言葉が頭に浮かびました。「わたしの父がわたしに下さったものは、すべてにまさるものである。そしてだれも父のみ手から、それを奪い取ることはできない」ヨハネによる福音書 10:29。神の羊は神の御声を聞く。どんな噂も、嘘も、困難も、神の御手から羊を奪うことはできない。これが神の権威なんです。わたしは神の御言葉を信じ、本分を尽くし、あらゆる道を探ってあの兄弟と交わる必要がある。彼が噂や嘘に騙されるかどうかは、わたしが決めることじゃない。

その後、全能神の御言葉を読みました。「これまで数千年にわたり、サタンは人類を堕落させてきました。無数の悪事を働き、何世代もの人々を欺き、世界中で凶悪な犯罪を犯してきました。人間を虐げ、欺き、誘惑して神に反抗させ、神の経営計画を何度も混乱させて害を与えるという悪事を重ねてきたのです。それでもなお、神の権威の下、万物とすべての生物は神が定めた規則と法則を遵守し続けています。神の権威に比べれば、サタンの邪悪な本性とその蔓延は極めて醜く、不快であり、卑劣であり、取るに足りず、脆弱です。サタンは神に創られた万物の中を歩んでいますが、神に率いられる人間や物事をわずかでも変化させることはできません」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。御言葉のおかげでわたしは解放されました。本当に、万事は神の支配下にあって、神がなさろうとすることを邪魔できる人はいないんです。誰も神の羊を奪えない。偽物が神の家に紛れ込んでも、暴かれ淘汰される。これが神の力です。自分は神を理解してないんだとわかりました。わたしはその生きた実例だったんです。全能神の働きを受け入れる前はずっと、共産党や宗教界の嘘に耳を傾けてました。わたしを邪魔するものがたくさんあったけど、御言葉がわたしを引っ張り、終わりの日の神の働きを受け入れさせてくれたんです。そしていま、誤謬や嘘がどれだけあっても、わたしが全能神に従うのを邪魔することはできない。それらのおかげでサタンの顔をはっきり見て、神に従う信仰を強くすることができた。どれも神の御言葉のおかげ。あの兄弟と意思疎通を図ってた一ヵ月のことを振り返りました。言語が違ってコミュニケーションがとれなかったけど、彼が終わりの日の神の働きを受け入れるまで頑張った。彼はイタリアで福音を広め、教会を建てることにも触れたんです。神の導きがなければ、御言葉が人を征服してなかったら、そんなことがどうして可能でしょう？わたしには神への認識がありませんでした。福音を広めてるとき、神の権威は比類なく、どんな力も神の働きを邪魔できないと言っていても、常に物事を論理的に分析してた。言語の障害にぶち当たると、兄弟が噂や反キリストの嘘に騙されるのではと不安になった。恐怖の中で暮らしてたんです。でも、彼が真の道を受け入れられるかどうかは神の御手の中にあり、神が定めること。わたしは心配するのでなく、きちんと本分を尽くして責任を全うすべきでした。そのとき、神の支配と采配に従おうと、わたしは神に祈りました。驚いたことに、用事が終わったのでまた通訳できるというメッセージがあの姉妹から届いたんです。ようやくはっきり意思疎通することができました。

あの兄弟に福音を伝える中で、落胆したり、心から不安になることもあったけれど、神にすがるとその導きと不思議な御業を目撃したんです。神の働きは神自身がなさるとわかり、神への信仰がますます膨らみました。これは神の恵みと慈悲だったんです。福音を伝えるのは他者を救うことだと思ってたけど、その過程で神の働きと御言葉を経験していたのだと気づきました。この経験を通じて、「疑うトマス」だったわたしは、神の権威と忠実さを真に経験しました。神が言われる通りです。「特に厄介な困難に出会ったものの、頼れる人がおらず、とりわけ無力に感じるとき、その人は唯一の希望を神にかけます。その人の祈りはどのようなものですか。心の状態はどうですか。誠実ですか。そのとき不純なものはありますか。あなたの心が誠実であるのは、神が助けてくださることを願って、自分のいのちを救うためにしがみつく最後の藁であるかのように神を頼るときだけです。たとえあまり話さなかったとしても、あなたの心はすでに動いています。つまり、あなたは自分の誠実な心を神に捧げ、神は耳を傾けるのです。神は耳を傾けるとき、あなたの困難を見てあなたを啓き、導き、助けます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「信者は世界の悪しき風潮を見通すことから始めなければならない」）。神を知るには、日々遭遇する物事や本分を尽くす過程の中で、実際に実践して御言葉を経験する必要があります。神を知って畏れるにはそれしかありません。わたしは自分の経験からそれを知りました。神に感謝！


10. 心の解放

アメリカ　鄭欣

2016年10月のことです。私と夫は、終わりの日の神の働きを海外で受け入れました。その数カ月後のことです。一緒に神の働きを受け入れた姉妹である王さんが急成長していました。当時、彼女には優れた素質があると皆が称賛していたのを覚えています。ある集会のあと、林さんという姉妹がこう言いました。「神の御言葉を受け入れて理解したという王姉妹の今日の交わりは、どれも心からの言葉だった」「王姉妹の言葉には光がある。私にとって、とても役立つ話だった」そんな皆の言葉を聞いて、最初は王姉妹を非常にうらやましく思いました。でもしばらくすると、自分の中で不満が募り始めたのです。「なぜ皆は、私でなく王姉妹を褒めるの？」「私は全く成長してないの？　私の交わりは何か間違っていた？」次第に、彼女が私より優れているという事実を認めたくなくなり、ひそかに対抗心を抱くようになりました。「私だって、あなたのように神の御言葉について交われる。あなたを追い越す日がいつか来る」「神の御言葉から得た理解や知識を誰にも言わず、集会でしか話さないようにしよう」「そうすれば、私の交わりが役立つ優れたものだと皆は思うだろう」そう考えました。

それからしばらく――神の御言葉から得たものや理解したものは、すべて書きとめていました。そして集会の日になると、心の中で入念に考えました。交わりの中で、王姉妹のように分かりやすく――理路整然と話すには、どうすればいいか。でもなぜか――兄弟姉妹の注目を集めようとすればするほど、醜態をさらす結果になったのです。私の番になると――すぐに頭が真っ白になったり、うまく言葉が出てこなかったりしました。伝えたかった視点を、明確に話せませんでした。結局、恥ずかしい思いをして終わりました。ある日、帰宅後に夫に言いました。「神の御言葉について話す王姉妹の交わりには光があると聞くたび――」「嫌な気持ちになる……」すると私が言い終わらないうちに――夫は真剣なまなざしで言いました。「王姉妹の交わりには確かに光がある。僕たちにとって役立つ内容だ」「そのことについて、僕たちは神に感謝すべきだ」「君が嫌な気持ちになるのは、ただの嫉妬じゃないか？」その夫の言葉に、頬を打たれたような思いがしました。私は即座に首を振って否定しました。「違うわ。嫉妬なんかじゃない」すると夫は言いました。「兄弟姉妹は皆、王姉妹の交わりから喜びを得ている。なのに、君はそれを聞いて不快に思っている」「王姉妹が君よりも優れていることに嫉妬しているのだろう？」夫の言葉に、私はますます動揺しました。「自分はそんなに嫉妬深い人間なのだろうか」と。そして夫に言いました。「やめて。落ち着いて、独りで考えてみる」その後、夫は教会の劉姉妹に、私の状態について話しました。私への手助けを求めたのです。それを聞いた私は、夫を責めました。「どうして私に確認もせずに話したりするの？」「このことを劉さんが皆に話したら、私はどんな目で見られると思う？」考えれば考えるほど、心が乱れました。私にできるのは、静かに神に祈ることだけでした。「神様。どうか私を導き、助けてください」。

翌日、それまで自分が露わにしたことを振り返りました。そして気づきました。私はいつも――神の御言葉を読んで得た光を誰にも伝えず、集会で話していました。この行為はただ、誰も知らない内容を話して――兄弟姉妹に高く評価してもらいたかったからにすぎません。王姉妹の交わりに光を見ると、いつも私は不快に思い――彼女を超えたいと思っていました。それまでは、自分は誰に対しても寛容な人間だと思っていました。小さなことを気にしたりしない――純真な人間だと心から信じていました。でも本当は、自分は誰かに嫉妬心を抱く人間かもしれない。その相手にこっそり対抗心を燃やして、張り合おうとする人間かもしれない。自分はどうしてそんな人間になれたのだろう。私は、ある姉妹に電話を掛けました。そして訊きました。「あなたはこれまで、神の御言葉について話す兄弟姉妹の交わりに光を感じて――」「嫉妬心を抱いたことがある？」彼女は、こう言いました。「いいえ。兄弟姉妹の交わりに光があれば、私にとって有益なこと」「本当にうれしく思うし、心から楽しむわ」それを聞いて、私の気持ちは余計にひどくなりました。どれだけ激しく自分が嫉妬していたか、痛感したからです。王姉妹に嫉妬していたのは私だけでした。そんな状態の私は、神に祈るほかありませんでした。「神様。私は嫉妬深い人間になりたくありません」「でも王姉妹の素晴らしい交わりを聞くたびに、どうしても嫉妬してしまうのです」「神様。どうしたらいいのか分かりません」「どうか、この嫉妬心を捨てられるよう、私を導いてください」。

その後、同じ教会の劉姉妹が会いに来て、私の状態に合わせて交わりをしてくれました。そして、神の御言葉の一節を読んでくれました。「他人が自分に代わって脚光を浴び、自分を超え、自分が無視されている一方で評価を得ることをつねに恐れている人がいます。そのような人はそれで他人を攻撃して排除します。それは自分よりも有能な人への嫉妬ではありませんか。そのような振る舞いは利己的で下劣ではありませんか。それはどのような性質ですか。悪意に満ちた性質です。自分のことしか考えず、自分の欲望しか満足させず、他人の本分に配慮を示さず、自分の益だけを考えて神の家の益を考えないような人は悪しき性質をしており、神はそのような人を愛しません」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。これらの神の御言葉を読んで、私の状態と全く同じだと感じました。王姉妹の神の御言葉の交わりには啓きがありました。でも私は、彼女の話から真理を理解しようとも、実践の道を求めようともしませんでした。それどころか妬ましく思いました。自分の交わりがうまくいかず、注目を集めることなく恥をかいて終わると――私は動揺し、後ろ向きな苦しい気分になりました。兄弟姉妹から軽蔑されるのではないかと、ひどく恐れました。私は本当に自己中心的で、卑劣で――注目を浴びることしか考えず、誰かが自分より優れていることが許せませんでした。それは嫉妬であり妬みだったのではないでしょうか。そこに正常な人間性は、みじんもありません。思い返すと、私は神を信仰する前からそのような人間でした。友人、親戚、近所の人、同僚と話す時は、いつも――自分を褒めてほしいと思っていました。目の前で、同僚が別の人の仕事を称賛すると――嫌な気分になりました。そして自分を褒めてもらうために、仕事に没頭しました。どんなに難しくても、疲れても、喜んで打ち込みました。当時は何も気づかず、向上心の一種としか思っていませんでした。でも今は、サタンの堕落した性質の現れだったと自覚しています。その後、私はたびたび神の御前に出て自分の困難について祈りました。集会では、心を落ち着かせて、兄弟姉妹の交わりに聞き入りました。自分の番が来ても、王姉妹よりうまく話そうとは、もう思いませんでした。代わりに、神の御言葉について静かに考え、自分が理解したことを分かち合いました。このように実践すると、ずっと気持ちが和らぎ、解放された気分がしました。

しばらく経って――以前に比べ、嫉妬心が薄れたことを実感しました。それでもサタンの堕落した性質は根強く――適した状況が訪れれば、いつでも現れます。その後、集会に数回参加しているうちに――他の兄弟姉妹が王姉妹の交わりを称賛するのを目にすると――また嫉妬心を抱き、彼女との間に距離を感じるようになりました。そんな状態に陥った私は、誰かに打ち明ける勇気がありませんでした。軽蔑されるのが怖かったのです。その後しばらくは集会に行っても、私の心は閉ざされていました。

そんなときでした。ある晩、劉姉妹が電話をくれました。「近頃、何か困難を抱えていない？」と。私は遠回しに答えました。「私は堕落しすぎてる？　私のような人間を救うことを、神は拒まれる？」軽蔑されるのが怖くて、それ以上は何も言いませんでした。すると劉姉妹は、私の状態に合わせて神の御言葉の一節を読んでくれました。「正直な人になるには心を開いて自分をさらけ出さなければならないと聞いて、『正直になることは難しい。自分が思っていることを全部他人に話さなければならないのか。肯定的なことだけ分かち合えば十分ではないか。自分の暗い側面や堕落した側面を他人に話す必要はない。そうではないか』と言う人がいます。あなたがこれらのことを他の人に話さず、自分自身を分析しないのなら、自分自身を知ることも、自分がどのようなものかを認識することもなく、他の人たちもあなたを信頼することが決してできません。これは事実です。他人に信頼されることを望むのであれば、まずは正直でなければなりません。正直な人として、あなたはまず自分の心をさらけ出し、誰もがそれを見て、あなたが考えている全てのことを理解し、あなたの本当の顔を見られるようにしなければなりません。自分を偽ろうとしたり、よく見せようと装ったりしてはいけません。そのとき初めて、人はあなたを信頼し、あなたのことを正直だと思います。これが正直な人になるための最も基本的な実践であり、前提条件でもあるのです」（「正直であることの最も基本的な実践」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉を読んだあと、劉姉妹は私にこう話してくれました。「真理を求めるため、私たちは心を開いて交わる必要がある。それが霊の解放を得る１つの方法よ」「これは真理を実践し、正直な人間になるための方法でもあるの。心を開けば、兄弟姉妹からの助けも得られる」「そして、私たちの堕落した性質をより早く解決し、解放された感覚を得られるわ」「自分の困難を打ち明けるのをためらうと――」「サタンの策略に簡単に陥り、いのちが害を被りやすくなるわ」劉姉妹の言葉を聞いて、私は勇気を振り絞り、それまでのことを話しました。すると劉姉妹は、神の御言葉の別の一節を読んでくれました。「神が救うのは、サタンの堕落を経て堕落した性質をもつ人です。彼らは欠点がみじんもない完全な人ではなく、真空状態の中で生きる人でもありません。中には自分の堕落が明らかになったとたん、『わたしはまた神に抵抗してしまった。何年も神を信じてきたのに、いまだ変わっていない。きっと、神はわたしをこれ以上望まないだろう』と考える人がいます。これはどのような態度ですか。彼らは自分を諦めてしまい、神はもはや自分を望んでいないと思い込んでいます。これは神についての誤解ではないですか。ここまで消極的だと、サタンはいともたやすくあなたの鎧の割れ目を見つけ、いったんそれが成功すれば、その結末は想像もつきません。したがって、どれほど大きな困難の中にいようと、あるいはどれだけ消極的に感じていようと、決して諦めてはいけません。いのちが成長する過程において、あるいは救われつつあるとき、人は時として誤った道を辿ったり、道に迷ったりします。しばらくいのちの未熟さを露呈し、時には弱って消極的になり、間違ったことを言い、滑って転び、失敗に苦しむこともあります。神の視点から見ればこのようなことはどれも正常であり、神はそれについて騒ぎ立てたりしません」（「いのちに入るのは神への信仰において最も重要である」『キリストの言葉の記録』）。

劉姉妹は言いました。「私たちは皆、サタンにひどく堕落させられている」「傲慢さ、ずる賢さ、邪悪、悪意」「このようなサタンの性質は、皆の中に深く根を下ろし」「私たちの本性にさえなっている」「だから、事あるごとに、私たちの行動や態度が堕落を表すの」「以前は、私も戸惑ったものよ」「自分の堕落した性質をいくらか認識していて」「それを表したあとに後悔を感じた」「だから、なぜ次回もまたそうすることがあるだろう」「でも御言葉を読んで初めて、自分のサタンの性質がとても深刻であることに気づいたわ」「そして、その性質は一晩で変わるようなものではないことも」「人間は、少し自覚しただけでは変われない」「長期に及ぶ神の御言葉の裁きと刑罰なしには――」「刈り込み、取り扱い、試練、精錬なしには――」「本当の変化は実現しない」「神が裁きと刑罰のために来られる目的は、私たちを清めて変えること」「どれだけ深くサタンが私たちを堕落させてきたか、神は知っていらっしゃる」「私たちの背丈と、私たちが性質を変えようとして直面する困難に気づいていらっしゃる」「だから神は、真理を求める人々に対して寛容で忍耐強いの」「神が望んでいらっしゃるのは、私たちが真理を求める決心をすること、そして自分の性質を変えようと心から努めることよ」だから私たちは、自分自身を正しく扱わなければなりません。もっと神の御言葉を飲み食いし、その裁きと刑罰を受け入れ――肉に背き、真理を実践しなければなりません。そうすれば、私たちの堕落した性質は、いつか必ず変化します。

そして私たちは、神の御言葉の別の一節を読みました。「地位や体面、名声に触れるとすぐ、みな期待に胸を躍らせ、自分が傑出し、名声や評価を得ることをいつも欲します。誰も譲歩したがらず、競うことは恥であり、神の家では許されないにもかかわらず、常に競おうとします。競争しないと気が済まないのです。あなたがたは、傑出した者を見ると嫉妬し、憎み、不公平だと感じます。『自分が傑出できないのはなぜだろう。傑出するのが常にあの人で、自分の番が回ってこないのはなぜだろう。』そして一種の憤りを感じます。あなたがたはそれを抑えようとしても抑えられません。神に祈り、しばらく気分が楽になるものの、そのような状況に再び直面するやいなや、それを克服できません。それは未熟な霊的背丈を示すものではありませんか。こうした状態に陥ることは罠ではないですか。これらは人を束縛する、サタンの堕落した本性の足かせなのです。……あなたは、そうした物事を捨て去って脇にのけ、他人を推薦し、他人が傑出するのを認められるようにならなければなりません。傑出したり栄誉を得られたりする機会が到来した瞬間、それを利用しようと争ったり、焦ったりしてはいけません。引き下がることを覚えて、本分を尽くすことを遅らせてはなりません。人知れず静かに本分を尽くす人、忠実に本分を尽くしつつ他人に自己顕示しない人になりなさい。自分の体面と地位を捨てれば捨てるほど、また自分の利益を捨てれば捨てるほど、心は一層安らかになり、心の中にますます余裕ができて、自分の状態も改善されます。葛藤して競えば競うほど、自分の状態は暗くなります。それが信じられなければ試してみればいいでしょう。こうした状態を解決したいと望み、そうした物事に支配されたくないのであれば、まずはそれらを捨て去る必要があります。さもないと、葛藤すればするほど闇に包まれ、嫉妬や憎しみを感じ、欲望が強くなるだけです。欲望が強くなればなるほどそれを得られなくなり、得るものが少ないほど憎しみが増します。憎しみが増すにつれ、あなたの内面は一層暗くなります。内面が暗くなればなるほど本分を立派に尽くさないようになり、本分を立派に尽くさないほどあなたは無益になります。これは相互に関連する悪循環です。こうした状態では本分を立派に尽くすことなど決してできず、やがてあなたは次第に淘汰されます」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。

劉姉妹が神の御言葉について交わってくれたおかげで、私は気づきました。名声や地位への願望が強すぎたために嫉妬心が生じたこと、私の性質が傲慢すぎたことに。私は子どもの頃から、中国共産党による教育や――あらゆるサタンの人生哲学や毒を植えつけられてきました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「人は上をめざし、水は下に流れる」「出世して先祖に栄誉をもたらす」このようなサタンの毒は、私の心に深く根づき――私を傲慢で自惚れが強く、利己的で卑劣にしました。私はひときわ野心の強い攻撃的な人間になり、何でも人より優れていなければならない気がしました。それは社会においても、教会においても同様でした。集会の交わりや、祈りの間も――ただ他の人たちよりも優れていたくて、幸せを感じるのは誰かに褒められた時だけでした。誰かが私より優れていると分かると、それを受け入れられずに嫉妬しました。そして内心、その人に対抗して勝とうとしました。でも彼らを超えられないと、後ろ向きで誤解した考え方をして――自分を正しく扱えずに過ごしていました。神のことすら誤解して、自分は神の救いの対象にはなれないと考えていました。サタンによる堕落が、私を傲慢で弱い、自己中心的で卑劣な人間にしたのです。生きるのが言い表せないほど悲惨になりました。でも私は、神の御言葉のうちに実践の道を見つけました。自分を解放し、足かせを捨て、御言葉に従って実践できるようにならなければなりません。自分の肉に背き、うぬぼれや地位へのこだわりを手放し――もっと王姉妹の長所から学び、自分の短所を補わなければなりません。それが、より多くの真理を理解する唯一の方法でした。

その後、こんな神の御言葉の一節を読みました。「役割が違うのだ。からだは一つであり、それぞれが自分の本分を尽くし、それぞれの持ち場で最善を尽くし（幾分熱があれば、その分光を発する）、いのちの成長を求める。そうすればわたしは満足するだろう」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十一章」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、すぐに私は気づきました。神から授かった素質や才能は、人によって異なります。そのため、神から要求されるものも、人によって異なります。私たちが何においても全力で本分を尽くす限り――神の心は慰められるのです。王姉妹が優れた素質を持ち、真理を素早く理解できるのは、神の恵みによるものです。今日、神は私たちが集うよう采配されています。神の目的は、私たちが互いの長所から学んで短所を補い合い、共に真理を理解して――神の御言葉の現実に入ることです。私は自分の長所と欠点を適切に扱う必要があります。神が、どんな素質を私に定められたとしても――私は神の支配と采配に従わなければなりません。また、自分の動機を正し、真理を一心に追求しなければなりません。理解している限りのことを分かち合い、知っている限りのことを実践すべきなのです。全力を尽くすことで、神は私を啓き、導いてくださいます。これを実現するために、私は神の御前で決意しました。「今後、私は真理の追求に取り組んでいきます」「狭い心をなくし、自分より優れた人への嫉妬心をなくします」「そして真の人間らしく生き、神の御心を満たします」。

あっという間に、次の集会の日が来ました。自分がどれだけ王姉妹に嫉妬していたか、どのような堕落した性質を表していたか――兄弟姉妹に打ち明けたいと思いました。でも、そう思った途端に怖くなりました。「私のことを、皆はどう思うだろう」「私が嫉妬していたことを知って、王姉妹はどう思うだろう」その状況に直面したくないという思いがありました。そこで、心の中で静かに神に祈りました。「神様。私に信仰と勇気を与えてください」「虚栄心と地位を捨て、包み隠さず兄弟姉妹と交わりたいのです」「そして私たちの間の壁を取り払いたいのです」「どうか私を導いてください」そう祈ると、だいぶ気持ちが和らぎました。そして、自分がどんな状態だったか、どんな経験をしたか、つぶさに話せました。私の話を聞いても、兄弟姉妹は私を軽蔑しませんでした。それどころか、正直であることを実践できた私の勇気を称賛してくれました。彼らは言いました。「あなたの経験で気づいた」「神の御言葉に従って実践することだけが、自らのサタンの堕落した性質を振り払い――」「解放されて自由になれる方法なのだと」「そのような状況に陥った時にどうすればいいか分かった」とも言ってくれました。その後の集会で、私は王姉妹の長所を数多く見つけました。彼女は、神の御言葉を飲み食いする時に、自分の状態を交わりに組み入れることができました。問題に直面した時はいつでも、神の御前に立って神の御旨を求め――神の御言葉のうちに実践の道を見つけることに専念できました。そういった王姉妹の長所に触れて、やっと私は理解しました。彼女は私の競争相手ではなく、私を助けてくれる人物なのだと。ようやく心から理解できました。神が私たちに協力し合うよう采配されるのは、私たちが互いの短所を補えるよう、互いの長所から学ばせるためです。そう思った瞬間、自分が完全に解放されたと感じました。今では、集会のたびに喜びを感じます。もう嫉妬心に振り回されることはありません。他者の長所で自分の短所を補い、彼らと調和して暮らし、霊が解放されるのを感じています。


11. 真の人間らしく生きる唯一の方法

中国 心诚

以前に日本人作家の小説を読んだの。あるセールスマンが薄毛の画家に、これがあれば薄毛が治ると言って、育毛剤、染髪剤、ポマード、梳きばさみ、バリカンを売りつける話。画家は大枚をはたいたのに、結局薄毛は治らなかった。作者は風刺をもちいて、近頃のたちの悪い販売員の悪徳商法を暴いてみせ、騙されないよう警告してる。この手のことはどんどん悪質になってるのに、誰も解決できない。実はわたしもその一人だったの。もっと稼ごうとお客に嘘をついて騙し、深みにはまってやめられなかった。そんな時、終わりの日の全能神の働きを受け入れ、全能神の御言葉を読んで、いくらか真理を理解した。考え方が変わり、神の御言葉通りに真理を実践して正直になり始めた。それが率直に人間らしく生きる唯一の方法だわ。

わたしがはじめてヘアサロンを開いた時、正直に商売すると心に誓った。それを実行して、決して不当に儲けなかった。どのお客の髪も全力で取り組み、料金は同業者より安かった。でも、一年必死に働いて、家賃と税金、公共料金、暖房費などを払ったら、二千元ほどしか残らなかった。近所のサロンより忙しいのに、あちらの方がずっと稼いでた。卑劣な手段で不正に儲けようと、お客からむしり取っていたのよ。正直、時々わたしもそうしたかったけど、そんな稼ぎ方は気が咎めた。ことわざにあるように「貧すれど誇り高く」よ。どんなに貧しくても品位を保たなくては。色々考えた末、自分の良心に従って商売を続け、どんなに稼ぎが少なくても、善人でいようと決めた。そうして三年が過ぎ、同時期に開業した他の美容師は、大きな店を開いたり大規模な商売をしたりしてた。車を持っている人までいたけど、わたしは三年前とまったく同じ。

ある日、父が病気で入院して、治療費が数万元になろうとしてた。わたしはほとんど貯金がなく、できる限りの借金をしても、治療費の半分にしかならなかった。借金の額と、返済のめどもたたないことを考え、心に葛藤が生まれた。少しだけ料金を上げるべき？裕福なお客の料金をちょっと水増しするとか？ジレンマに陥っていたら、友人がこう言った。「評判にこだわりすぎるからこんな目にあうのよ。他のサロンのオーナーは、年に数万も稼ぐのに、あなたは数千でしょう。本当に頑固ね。借金を一刻も早く返したければ、もっと賢く商売しないと。もっと稼ぐには、多少の小細工も必要よ」友人が帰った後、向かいのサロンのオーナーが、わたしをからかいに来た。「サロンの経営が本当にお上手ね！お客の入りも評判もいいけど、利益はそうでもない。マザー・テレサになりたいの？あなたほどの腕なら、とうの昔にお金持ちでしょうに。正直すぎるのねえ。商売はもっと賢くやる必要があるのに、疲労困憊して儲けはちっぽけ。『金があれば鬼にひき臼を回させることができる』とか、『目前の金を取らぬは愚か』と言うでしょう？少し考えたほうがいいわ」その晩は眠れず寝返りばかり打って、「二人の言うことは理にかなってる」と思った。「正直に商売しているけど、いつになったら稼げるの？『金はすべてではないが、金なしでは何もできない』と言うし、一文（いちもん）あれば英雄にも勝てる。それに、入院中の父の治療を遅らすわけにはいかない。父の治療費と借金返済のために、少し小細工をしてもいいわよね」そう自分に言い聞かせ、裕福なお客相手に試してみようと決めた。

翌日、一人のお客がパーマをかけに来た。裕福そうな身なりで、この機会に少し余計に稼ごうと思った。お会計になって、即座に200元を請求した。実のところ、動悸が激しくなったわ。だって普段は120元だから、そんなに多く請求して、高すぎると責められないか心配したわ。そう言われたら、少し料金を下げようと思った。気が咎めて、お客と目も合わせられなかった。でもお客はすぐに支払ったうえに、腕がいいとほめてくれた。髪型をとても気に入って、これならいくらでも払うし、友達や家族に薦めると言った。お客が帰って、しばらく落ち着かなかった。あんなに信用してくれたお客を騙すなんて、まったくモラルに反するわ。でもやっぱり、「目前の金を取らぬは愚か」と言うし。それに借金もあるからと思い、罪悪感を押し殺した。その日以来、商売に対する態度を変えた。裕福なお客が来るたび満面の笑みで迎え、サービスや商品を勧めた。

ある時、お客にシャンプーとセットを頼まれ、こう思った。「シャンプーは10元にもならない。もっと稼ぐ手を考えないと」そこでこう言った。「髪がとても乾燥していますね。すぐにケアしないと抜けちゃいますよ。髪は女性の第二の顔。髪の問題を放っておくと、後悔しても手遅れです」お客は納得して、脱毛防止の栄養剤のセットに三百元も払ったうえに、オイルトリートメントの常連になったわ。お客が帰った後、落ち着かなかった。お金は稼げたけど、商品の効果はわからない。大げさに売り込んだけど、効果がなくて、お客が文句を言いにきたらどうしよう？でも悩んでも無意味だわ。売ってしまったものは仕方ない。数日後にお客の髪をカットしていたら、フケが出て頭皮が痒いと言ったの。そこで思った。「うちのシャンプーを勧めればもう少し稼げるわ」そこで巧妙に言った。「フケと頭皮の痒みは炎症が原因で、進行すれば髪が抜けて、自分に自信を持てませんよ」お客は慌てて、どうすれば良いかと聞いたので、もちろんうちのフケ防止シャンプーを勧め、効き目は抜群と保証した。お客は喜んでシャンプーを買った。仕入れ値が25元のものを68元で売ったのに、お客は何度もお礼を言った。そうすれば簡単に稼げるんだって気づいた。どうりで他のサロンは儲かるわけね。わたしもすぐ裕福になれるだろうし、そうなれば父の治療費の心配もない。そうやって、不安な気持ちは次第に消え、嘘とごまかしがお金を稼ぐ唯一の方法だと思うようになった。

十年が瞬く間に過ぎた。いくらかお金も稼ぎ、借金はすべて返済し、家と車も買った。でもどういうわけか、生活は快適になったのに、少しも幸福だと感じなかった。いつも空虚で不安な感じがあった。「人が行なえば天が見る」とか、「因果応報」と言うでしょう。騙したお客たちがいつか怒鳴りこんで来て、評判が台なしになるかと怖かった。そう思うと恐ろしくて怯えて暮らした。心底疲れたわ。まっとうな商売に戻りたかったけど、できなかった。味をしめた泥棒みたいに、やめたくてもやめられなかった。

罪の泥沼にはまって、あがき苦しんでいる時、友人が、終わりの日の全能神の福音を説いてくれたの。神の御言葉はすべて真理で、あらゆる困難を解決し、魂の痛みを癒すとおしえてくれた。その後、兄弟姉妹と一緒に神の御言葉を読んだり、讃美歌を歌ったりし始めて、本当に心が安らいだ。あんな気持ちに値段はつけられない。信仰の教えに従おうと決心したわ。

ある時集会で、兄弟姉妹が神の御言葉の一節を読んだ。「誠実であるということは、自らの心を神に捧げること、万事において神に真実であること、万事において神に隠し立てしないこと、事実を隠さないこと、立場の上および下の人を欺こうとしないこと、神にこびへつらうためだけに行動しないことを意味する。要するに、言動において純粋であり、神も人も欺かないということである。……共有するのを躊躇するような秘密を数多く持っているなら、自分の秘密、つまり自分自身の困難を光の道を求めるために他者の前に明かすのがどうしても嫌だというなら、あなたは簡単には救いを得られない人であり、暗闇から簡単には脱せない人であるとわたしは言う」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。とても感動したわ。神は正直な人間を愛し、嘘つきを嫌うとわかった。正直な人間になるのが、御国に入る唯一の方法。兄弟姉妹はみんな純粋で率直だった。面子や地位のために嘘をつくことがあっても、いつも反省して、率直で正直になることができる。真に自由で束縛のない人生だわ。教会は世間とはまったく違うと感じた。神は正直な人間を愛し、正直になればなるほど愛すけど、嘘つきになればなるほど嫌う。正直な人だけが真の幸福と喜びを得られる。神が愛する正直な人間にとてもなりたかった。でもわたしは商売人で、物質主義の社会ではお金がすべて。正直に商売すれば稼げないだけでなく、周りに馬鹿にされる。それではこの社会でやっていけないし、いずれ店がつぶれてしまう。でも神は、正直な人間を愛し、嘘つきは救われないと明言なさってる。神のお求め通りに真理を実践せず、商売で不正をしたり、嘘をついたり騙したりしていたら、神に憎まれるのでは？何度も考えた挙句、神の御言葉に従って行動し、真理を語って正直になることを実践すると決めた。

ある日、お客の髪を切っていたら、もし髪が乾燥していればオイルトリートメントもしたいと言われて、こう思った。「カットはたった10元だけど、オイルトリートメントなら100元はもらえる。お客の頼みだし、こちらがもっと儲けようと勧めたわけじゃない」実際、髪を見てみたら、少しも乾燥していなかったけど、正直に言ったら、お客はトリートメントをするわけがない。困っていたら、この神の御言葉を思い出した。「言動において純粋であり、神も人も欺かないということである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉ですぐに気づけた。正直な人は言動が実践的で現実的だって。神にも他人にも嘘はつかない。正直な人になりたければ、神の御言葉通りに行動し、真実を語らなくては。だからお客に言ったの。「髪は乾燥していません。お金の無駄ですよ」お客は驚いて言った。「プロとして正直で驚いたわ。今時そんな商売人は珍しい。絶対に家族全員の髪をここでやってもらうわ」お客にそう言われて嬉しかったし、神に何度も感謝したわ。正直に真実を語ることの素晴らしさと心地よさを味わったの！

それからは、神のお求め通りに正直な人として行動した。ふと気づくと、恐怖と心の悩みは残らず消え、文句を言われるのではと心配もしなかった。毎晩ぐっすり眠ったわ。真理を実践して正直に話せると思った。でも驚いたことに、サタン的な性質と考え方が根深くて、大きな利益に誘惑され、また以前のやり方に戻ってしまった。

ある日、旅行帰りの女性五人がサロンに来た。タクシーの運転手に薦められて、まっすぐうちのサロンに来たの。女性の一人が言った。「料金は問題じゃないから、いい仕事をしてね」そう聞いて、思った。「またとないチャンスだわ。今回だけ嘘をついても、神もお許しくださるはずよ」160元のパーマを260元だと言ったら、誰も文句を言わなかった。500元よけいに稼げたわ。お金をもらってとても嬉しくて、その月の家賃は心配ないと思った。でもその晩、憂鬱で不安だった。床についても落ち着かず、眠れなかった。

後で思ったの。正直なのは良いことで、どう行動するかにつながり、救われて神の国へ入れるかどうかに関わっている。それならなぜ実践しないの？本当の理由は何？答えを求めて、神の御言葉の朗読動画を観たわ。全能神は言われます。「昔は誰も騙されないように、買い手が誰であろうが同じ価格で商品を販売して、商業を営んでいました。ここに良心と人間性が感じられませんか。人がこのように信頼にもとづいて商業を営んでいたとき、ある程度の良心や人間性が当時あったと言うことがわかります。しかし、金銭への要求が増加を続けるにつれて、人間は知らぬ間に金銭や利得、快楽をますます愛するようになりました。つまり、人間は金銭を以前より重要であると考えるようになったのです。人間が金銭を重要視するとき、人間は知らぬ間に自分自身の評判や名声、信望や人格を軽視するようになります。そうではありませんか。商業をしていると、他の人が様々な手段を用いて人を騙し、裕福になるのを見ます。不正手段による利得ですが、人はますます裕福になってゆきます。あなたはこのような人と同じ商業を営んでいて、よその家族全体があなたよりも人生を楽しんでいるので、あなたは気分が悪くなり、『自分も同じようにできないのはなぜだろう。あの人たちのように稼げないのはなぜだろう。もっと稼ぐ方法を考えて、商業を繁栄させなければ』などとつぶやくのです。そしてあなたはどうすれば大金を作れるか、全力で熟考します。誰にでも同じ金額で販売する通常の商売の方法に従えば、取得した金銭は良心によるものです。しかし、これではすぐに裕福になることはできません。利益を得る衝動に駆られると、考えが徐々に変化してゆきます。この変化の過程において、行動原則も変化し始めます。誰かを初めて欺く時、『人を騙すのはこれが最後、二度としない。人を騙すことはできない。人を騙すと、その報いを受けて災難が降りかかるだけ』などと言って、遠慮があります。初めて人を騙す時、心には躊躇があります。これが人間の良心の機能です。ためらいと自責の念のために、誰かを騙すと不自然に感じられるのです。しかし、うまく誰かを騙すと、以前よりも多くの金銭を持っていることに気付き、その方法が極めて有益になり得ると考えます。心に鈍い痛みがあるものの、自分の『成功』を祝いたくなり、自分に満足した気分になります。そこで初めてあなたは、自分の振る舞いと欺瞞行為を是認します。ひとたび人間がこの不正行為に汚されると、賭博に手を出してギャンブラーになってしまう人と同様です。無意識のうちに、自分の不正行為を容認し受け入れます。無意識のうちに、不正は正当な商業行為であり、自分の生存と生活のための最も便利な手段であるとみなし、この方法ですぐ裕福になれると考えます。これはひとつの過程です。最初は、人間はそんな行為を受け入れることはできず、そのような振る舞いや行為を侮蔑しますが、ひとたび自分自身で試し、自分なりの方法で実行し始めると、心は次第に変わり始めます。これはどういう変化ですか。それは、この動向を是認すること、この社会的動向により自分の内に浸透した考え方を是認することです。商売で他人を騙さなければ、自分は損をするといつの間にか感じます。他人を騙さなければ、自分が何かを失ったように感じます。知らぬ間に、こうした不正が自分の魂そのものとなり、背骨となり、不可欠な振る舞いとなって、それが自分の人生の原則になります。人間がこのような行動と考え方を受け入れた後、人間の心が変化していませんか。心が変化してしまったら、人格も変化していますか。人間性は変化していますか。良心は変化していますか。（はい。）そうです。心から思考まで、人のすべての部分が質的な変化を遂げ、内側からすっかり変わってしまうほどです。この変化により、あなたは神から次第に遠ざかって行き、次第にサタンに近くつながり、サタンに似てくるのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉はすべて現実を映す。これはまさにわたしのこと。初めは良心に従い正直に働いていた。でも父が入院して、友人や同業者に煽られて、もっと稼ごうと嘘やごまかしを始めた。結局自分を止められず、やめたくてもできなかった。すべてはサタンの堕落が原因だったのよ。世間に振り回され、サタンの哲学に染まってた。例えば、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「お金は全てに勝り」、「金はすべてではないが、金なしでは何もできない」、そして「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」がモットーだった。真っ当に稼がず、邪悪な流れに従った。利益のためならなりふり構わず、他人のやり方を真似ることをおぼえた。知恵を絞り、お客を騙すために何でもして、どんどん身勝手で、不正直で、邪悪で、貪欲になった。まともな人間の良心、理知と品格を失った。長年嘘とごまかしでお金を稼ぎ、借金を返してより快適な生活をしても、真の幸福は得られなかった。ずっと罪悪感があって、嘘がばれて評判が台なしになるのをいつも恐れてたけど、すっかりはまって抜け出せなかった。信者になって、神は正直な人間を愛すると知り、神の御言葉を実践しようと祈りの中で決意しても、大金に誘惑されると嘘やごまかしをしてしまった。心底サタンに堕落させられていたのよ。ついに気づいたの。サタン的な人生哲学は悪いことで、人を惑わし害を与える。わたしはあまりに堕落させられ、どんどん邪悪で不純になった。こんな哲学で生きて、不誠実な商売をするのは、正しい生き方じゃない。神の御言葉を実践して、正直に、神のお求め通りに真理を実践するのが、唯一の正しい生き方よ！

その後、神の御言葉のこの節を読んだの。「誠実な人になるにはどう実践すべきですか。（詐欺に手を染めず、話をするときにそれを薄めないことによってです。）『薄めない』とはどういう意味ですか。それは、話の中に嘘を混ぜたり、個人的な意図や目的を抱いたりしないということを意味します。偽り、あるいは個人的な意図や目的を抱いているなら、自然と嘘が紛れ込みます。偽りも、個人的な意図や目的も抱いていないなら、あなたの言うことは薄められず、嘘を含むこともありません。『はい』と言えば『はい』の意味であり、『いいえ』と言えば『いいえ』の意味です。最初に自分の心を清めることが、一番大事なステップです。ひとたび心が清められると、傲慢さ、ずるさ、そして不実さという問題はすべて解決されます。誠実な人になるには、自分の心からそうした不純物を取り除き、きれいにしなければなりません。そうすれば、誠実な人になるのが簡単になります。誠実な人になるというのは複雑なことですか。いいえ、そうではありません。あなたの中にどれほど多くの状態や堕落した性質があろうとも、これがそのすべてを解決できるただ一つの真理です。嘘をつかないこと。白は白、黒は黒と言い、真理に沿って実践し、何をするにも透明でいて、神の前にいる人間として生きなさい。そうすれば、光の中で生きることになります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決する道」）。神の御言葉から、実践の道が見つかった。まずは自分の動機を正し、嘘をついたり、騙そうと考えたりしないこと。隠し事をせずに生きて、尊敬と信頼に値する人になり、もっともっと人間らしく生きること。神は正直な人を愛して祝福なさるの。そういう人は、暗く苦しい人生とは無縁で、嘘をつこうと頭を悩ますこともない。特に、嘘で身を滅ぼすかと毎日怯えて暮らさなくていい。正直な人は心の束縛がなく、自由で心穏やか。その真の意味を理解したら、神のお求め通り正直になりたくなった。

翌日のお昼に、お客の髪を切っていたら、以前、養毛剤を勧めた女性が、浮かぬ顔で入って来た。こう思ったわ。「困ったことになりそう。他のお客の前で、商品が効かないと言ったらどうしよう？商売に悪影響が出るわ。どうやって帰ってもらおう？」どう対処しようか考えていた時、神の御言葉を思い出した。「嘘をつかないこと。白は白、黒は黒と言い、真理に沿って実践し、何をするにも透明でいて、神の前にいる人間として生きなさい。そうすれば、光の中で生きることになります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決する道」）。もう嘘やごまかしはできない。女性に何と言われようと、他のお客にどう思われようと、今後お金を稼げようと稼げまいと、神の御言葉に従って、本当のことを言い、苦情をちゃんと受け入れよう。そう考えていたら、女性が怒った声で言った。「この養毛剤で増毛できると言ったわよね？一本も生えてこないわ。騙したわね？」わたしは心を込めて言った。「この商品が効くというお客も、効かないというお客もいます。自分では使っていないので、わかりません。効果がないと感じるなら、返金しますから、ご使用をやめてください」すると、女性の怒りは消え、ほほ笑んで言った。「本当のことが知りたかっただけよ。正直に言ってくれたから、返金はいいわ。この商品を使っても髪は増えないけど、柔らかくなって艶が出たしね」彼女が帰ってから、今のことを振り返った。正直に真理を実践することは損じゃないと、真に体験できた。尊敬と信頼を得るだけでなく、いい気分だわ。正直な人でいることに、より自信がついた。

ある週末、姉がサロンにシャンプーをしに来た時、髪を染めに来たお客がいた。わたしはお客の髪を見て言った。「染めたばかりですね。もう少し待ったほうがいいですよ。染髪料の化学物質は体に悪いですから」お客は驚いて言った。「こんなふうに商売をしている人がいるなんて。繁盛しているのも当然だわ。人柄が成功の秘訣ね！」お客が帰った後、姉が怪訝な顔で言った。「熱でもあるの？お金儲けのチャンスをふいにするなんて」わたしは穏やかに言った。「行ないが商売に影響するのよ。良い人間でなければ、良い商売はできないでしょう？無節操に手早く稼げたとしても、長続きはしない。今は公明正大に行動しているから、良心的に稼いで、ずっと気分がいい」姉は微笑んで言った。「以前とは商売の仕方がまったく違う。本当に変わったわね！」驚く姉を見て、神に何度も感謝した。すべては神の御言葉のおかげで、正直な人になって真実を語ることで、心の平穏が得られた。

その後、サロンは週末や祝日になるといつも混み合い、口コミや友人の推薦で、大勢が来店した。以前は、商売では嘘をつかないと成功できず、周りに笑われると思ってた。でもようやくその観念の馬鹿らしさがわかった。サタンの哲学は、一時的な利益をもたらすけど、後には空しさと苦痛しか残らない。人間らしさのない、卑劣で不道徳な生き方よ。今は真理の実践に集中して、正直に語り正しく生きている。尊敬と信頼を得ただけでなく、心の平穏を実感してる。素晴らしい生き方よ！今のこの小さな変化は、すべて神の御言葉のおかげよ。全能神に感謝！


12. 誠実さのみが人間らしさをもたらす

中国遼寧省 佳佳

夫と私はオフィス家具の販売業をしています。初めは誠実に商売していたわ。お客様の要望に忠実に応え、安物を紛れさせることもなかった。でも一年後、諸経費がかさんで、食べていくのがやっとの状態だった。なのに同じ商売をしている隣の店のオーナーは、かなり儲かっていたの。不思議だった。なんであの人たちみたいに稼げないのって。どんな商売をしてるのか、お店に行ってみてみようと思った。ある日その店に来た客が、ソファ、デスク、テーブルを注文したの。すべて最高級品をね。オーナーはその客に対して最高品質のものを揃えると約束した。でも客が帰るとすぐに、自社工場の安物を最高級品と入れ替えて、その客に発送したのよ。それであっという間に1万元儲けた。彼らのやり方を知って、すごくショックだった。「こんなふうにしてたのね！　これじゃ客を騙してるのと同じ。誠実な商売じゃない」と思った。でも一方で「同業者なのに、うちよりもずっと稼ぎがよくて、いい生活をしてる。こっちは生活するのがやっとなのに。すごい格差だわ」とも思った。そして少しやり方を真似てみようと思った。利益を出すために、良心を無視して、隣の店が売るような品物を売り始めたの。

ある時、お客様が来て、オフィス用品を一通りそろえたい、すべて最高品質で、と言われた。私は何度も言ったわ。商品はすべて最高品質のもので、生涯保証付きですと。そのお客様を安心させて、注文をもらいたかったから。そしてお客様が帰った後、お客様が選んだ商品を、見た目は高級品と変わらない安物に変えたの。仕入れ値がかなり安いものよ。でも配達の時、心が落ち着かなかった。こう思ったわ。「もし気づかれて返金を求められたら、お金の損失だけじゃなくて、堂々とうそをついたことを責められる」と。そう思うと余計に緊張して、ドキドキした。お客様の目を見ることができなかった。でも意外にも、お客様は商品をチェックしても何も言わなかった。やっと少し緊張がほぐれたわ。支払いが完了した時、数万元も多く儲かったの。罪悪感は確かに感じたし、不誠実で倫理に反すると分かっていたけど、こんなに簡単に大金を稼げて、心の中で喜ばずにはいられなかった。しばらくして、私がついたたくさんの嘘が、多くの問題を招くようになった。偽物を売りつけたお客様に修理を依頼された時、偽物だからアフターサービスなんてなくて、言い訳を並べ立ててごまかすしかなかった。怒ってこんなことを言う人もいたわ。「商売人のくせに、自分が売った商品の責任がとれないなんて、もう絶対に信用できない！」と。お客様にそんな言葉をかけられるのは辛かったけど、みんなやっていることだし、普通でしょと思ったの。だんだんと罪悪感は消えていった。

数年たって、ある程度稼げるようになって生活は楽になったけど、なんの喜びも感じられなかった。それどころかいつも追い詰められてた。偽物を売り続けたから、いつかお客様にばれるんじゃないか、返金を求められたり、通報されるんじゃないかって。そうすればかなりのお金が飛んでいく。評判にも傷がつくし、いろいろウワサされる。そうならないように、いつも頭で考えてたの。クレームの電話が来た時に、どうすればことを丸くおさめられるかって。そんなふうに生きるのはとても辛かった。よく思ったわ。「誠実な商売をして、安物なんかじゃなくお客様が頼んだ商品をきちんと提供すれば、こんなふうにいつも思い悩まずにすむのに」と。「でもお店や家計をやりくりしなきゃいけないし、誠実に商売して、お客様が頼んだ商品を仕入れてたら、利益なんてあがらない。よく言うでしょ。『誠実な商売人なんていない』って。それが今の商売の仕方なんじゃないかしら。ズルをしないと稼げない。だから利益を優先にしよう」そう思って、たまに良心がとがめることもあっても、利益を上げるために、ズルをし続けたの。

2004年、義理の姉妹が終わりの日の全能神の働きを教えてくれた。神の御言葉を読んで、終わりの日の神の働きと確信した私は、教会生活に参加したわ。ある日、次の御言葉を読んだの。「わたしの国には、正直で、偽善的でなく、偽りのない人々が必要だ。誠実で正直な人々は、この世では好かれないのではないか。わたしはまったくその逆だ。正直な人たちがわたしのところに来るのは受け入れられる。わたしはそのような人を喜び、そのような人を必要としてもいる。それこそがわたしの義である」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十三章」〔『言葉』第1巻〕）。「あなたがたは神が誠実な人を好むことを知らなければならない。実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、神は誠実な人を愛され、誠実で公正な言動を人に求められている知った。神でも人でも、騙したり嘘をついたりすべきじゃない。私は思った。「誠実であることはいいことだわ。心が安らぐし、穏やかな生き方ができる。でもお金が一番の社会では、誠実な人間は愚か者だと思われる。特に商売の世界では、客を騙すのは公然の秘密。誠実さを貫けば、利益を出せずに生活が立ち行かなくなる。人のよさに付け込まれて、だまされるかも。でも神からは誠実な人間になるよう求められてる。一体どうすればいいの？」そこで折衷案を考えた。教会で兄弟姉妹といる時は、誠実な言動を心がけよう。教会では守りに入る必要はないし、誰も私を笑ったりしない。でも、商売では誠実な人間にはなれない。この案を実行することにしたわ。

ある日、お客様が来店して、デスクと椅子を120組購入したの。お客様が選んだのは、ホルムアルデヒドのにおいがしない高級品。私は思ったわ。「お客様が注文したものを他の工場の商品と入れ替えよう。品質は劣るし、ホルムアルデヒドの匂いはするけど、見た目には注文の品とまったく一緒。これで1200元余計に儲かるわ」と。そして質の劣る商品を売ることに決めた。でもその時、ホルムアルデヒドの毒性が頭をよぎって心が乱れた。それでも、どこの店もやってることだわと思い直した。私が騙さなくても、他の店で同じように騙されるわ。どうせなら私が儲けを手にしようと思った。だから罪の意識を感じることもなく、注文の品を安物に変えたの。数日後、配達に行ったら、商品の質と匂いがおかしいことに気づかれた。お客様に言われたわ。「これ有害なんじゃないのか。こんな商売してよくも平気だな。全部返品する！」と。もっと値引きするから全部そのまま引き取ってもらえるように交渉しようとしたわ。でも相手はまるで聞く耳をもたず、絶対に全部返品すると譲らなかったの。どうしようもなくて、120組もの机と椅子を全部持って帰ってきた。惨めな気持ちで家に帰って、こう思ったわ。不実な商売には労力もリソースもかかる。お金を損しただけじゃなく、自分の評判も尊厳も傷ついた。でもこれは自業自得。神の求めに応じて生きていれば、お金はあまり稼げないけど、安物を売りつけて誰かを怒らせることはない。いつも不安で、心がすり減ることもない。私は人を騙そうとして、他人も自分も傷つけた。神の御前で祈った。「神よ、あなたは人に誠実さを求められます。でも私は不実な商売をやめられなかった。今日のことは、きっとあなたのいましめでしょう。こんなふうに生きることの辛さを十分味わいました。もう人を騙したくありません。誠実になれるようお導き下さい。精一杯、あなたの求めに応じます」と。

そしてある日、デボーションの時に次の一節を読んだの。「わたしは人の心の奥底を探る神である。本音と建前を使い分けてはならない。わたしにはあなたのすることがすべてはっきりと見えている。他の人を欺くことはできても、わたしを欺くことはできない。わたしにはすべてがはっきりと見えているのだ。何も隠すことはできない。すべてはわたしの手の中にある」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十四章」〔『言葉』第1巻〕）。「誰かから金銭をだまし取っても、自分には何も起こらないと思いますか。その金銭を騙し取った後、何の結果も生じないと思いますか。そのようなことはあり得ません。必ず結果が生じます。自分が誰であろうと、あるいは神がいることを信じようと信じまいと、すべての個人は自分の行動に責任を負い、その行動による結果を背負わなければなりません」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 X.」〔『言葉』第2巻〕）。「神が人に誠実であることを求めるのは、神が欺瞞に満ちた人間を心から忌み嫌い、好まないことの証明である。神が欺瞞に満ちた人間を嫌うというのは、そのような人たちの行動、性質、そして動機を嫌うということである。つまり、彼らの物事の仕方を嫌うのだ。それ故、神を喜ばせるにはまず、自分たちの行動とあり方を変えなければならない。かつて、わたしたちは人のあいだで生きるために嘘と見せかけに頼りました。それがわたしたちの資本であり、生存基盤であり、いのちであり、自分の行動規範だったのですが、神はそのすべてを嫌いました」（「正直であることの最も基本的な実践」『キリストの言葉の記録』）

神の御言葉から感じたのは、神の性質の義と聖さ、そして背きへの不寛容です。神は人の言動をつぶさに精査され、最終的に人間は自分の行いにあった報いを受ける。不正をとがめられずお金を稼げたとしても、その報いはあとで来るの。死ねば地獄に送られ、懲罰を受ける。それが天の決まりです。自分の愚かさを思い知り、こう思った。兄弟姉妹には誠実に振る舞う一方で、商売では人を騙した。利益を損なうことなしに、神の御機嫌を取り、あとで祝福を得るために。小手先のやり方で人は騙せても、神は騙せない。返品された机と椅子で大金を損しました。それは神のいましめであり、警告と救いでもあった。この経験がなければ、自分を甘やかし人を欺き続け、最後にはその報いを受けていたわ。そう考えると少し恐ろしさを感じて、自分を振り返り始めたの。商売を長年やってきたけど、自分の良心に背き、お客様が注文した高級品を安物に変えて利益を増やしてきた。嘘をつき、人を欺き、安物を高級品だと偽り続けた。信仰に入ってからも、人も神も騙さず、誠実な人間になることが神の求めだとわかっていたのに、客を欺き嘘をつき続けた。利益を増やし、汚いお金を稼ぐために。お金のためなら手段を選ばなかった。あごきな商売をして、人を騙し、サタンに堕落させられ、良心も理知もなかった。ずる賢く、利己的で卑しく、人間らしさを欠いた悪魔のように生きていた。主イエスも仰ったわ。「あなたがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のうちには真理がないからである。彼が偽りを言うとき、いつも自分の本音をはいているのである。彼は偽り者であり、偽りの父であるからだ」（ヨハネによる福音書 8:44）「あなたがたの言葉は、ただ、しかり、しかり、否、否、であるべきだ。それ以上に出ることは、悪から来るのである」（マタイによる福音書 5:37）悪魔だけが常に噓をつき人を欺く。私もそう。まるで悪魔のようだったわ。人間らしさはなかった。そう思うと自分が本当に嫌になり、もう自分の利益のために嘘をつくのはやめようと思った。そして次の御言葉を読んだの。「正直な人であり、心の中にあるごまかしを取り除くために神に祈りなさい。常に祈りを通して自分を清め、祈りを通して神の霊に動かされなさい。そうすれば、あなたの性質は次第に変化する」（『神の出現と働き』「祈りの実践について」〔『言葉』第1巻〕）。「誠実であるということは、自らの心を神に捧げること、万事において神に真実であること、万事において神に隠し立てしないこと、事実を隠さないこと、立場の上および下の人を欺こうとしないこと、神にこびへつらうためだけに行動しないことを意味する。要するに、言動において純粋であり、神も人も欺かないということである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉は私に実践の道を与えてくれた。誠実な人間になるためには、神にすがり、堕落した性質から抜け出せないことについて神に祈らなければ。商売の中でお金や利益に関する話が出た時も神に祈り、神の精査を受け入れ、正しい人間になろうとしなければ。嘘をつくことなく、言動においても事実から真理を求めなければ。これに気づいた時、神に祈ったわ。神の精査を受けいれ、御言葉を実践しますと。

それから間もなく、スチールキャビネットの注文が入った。作りが頑丈な品質の良いものが欲しいとのことだった。その時思ったの。「希望の商品を発注したら、経費や仕入れ値を引くと儲けがほとんどない。少しランクを落としても気づかれなければ、1万元以上の儲けになる。そこまで頑丈じゃない商品にしたらどうかしら？」そう逡巡している時に、人を騙したらどうなるか、ということを思いだしたの。何も得られないどころか、お金も心の平穏も失う。誠実な人は神を喜ばせ、神の祝福を受けられる。神は真実だけを語るよう私たちに求められている。良心を無視して、お金のために人を騙すことはできない。そしてこの状況は、神が用意されたものだと気づいた。私が神の御前で告げた決意が本物かどうかを試すために。だからこう祈った。私を誘惑から守ってください。真理を実践し自分を捨て、神が望む通り誠実な人間になる強さを下さいと。そう祈ると、心強さを感じた。そしてお客様の要望通りのキャビネットを発注した。儲けは少なくなっても、心はとても穏やかだった。御言葉に沿って誠実さを実践することのすばらしさを感じたわ。バレたらどうしようと心配することもなかった。

その後、次の御言葉を読んだの。「ひどく汚れた地に生まれ合わせて、人は社会に駄目にされ、封建的倫理の影響を受け、『高等教育機関』で教えを受けてきた。時代遅れの考え方、堕落した倫理観、さもしい人生観、卑劣な人生哲学、全く価値のない存在、下劣な生活様式と風俗、これらはすべて人の心をひどく侵害し、その良心をひどくむしばみ、攻撃してきた。その結果、人はますます神から離れ、ますます反対するようになった。……真理を耳にしたときでさえ、暗闇に生きる人々はそれを実行に移そうとは考えず、たとえ神の出現を見たとしても、神を探し求める気持ちにはならない。こんなにも堕落した人類にどうして救いの可能性があり得ようか。どうしてこんなにも退廃した人類が光の中に生きることができようか」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたの感情はそんなに強いのですか。なぜそうした不義な物事を好むのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因として、そこにはすべてサタンの毒が含まれていることをあなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、邪悪な行いをする人に、なぜそのような事をするのかと聞くならば、こう答えるでしょう。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの論理が人々のいのちとなり、人はさまざまな目的で物事を行うかもしれませんが、とにかく全て自分の為に行います。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』のだから、人は自分のために生き、自分にできるあらゆることをして良い地位を確保し、必要な食べ物や衣類を手に入れなければならないと、人はみな考えます。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。この言い習わしこそサタンの毒であり、人の中に取り込まれるとそれは人の本性となるのです。サタンの本性はこの言葉をとおして暴露されています。サタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（「ペテロの道を歩むには」『キリストの言葉の記録』）。御言葉が教えてくれたのは、私が嘘と偽りから抜け出せない理由だった。それは、サタンに深く堕落させられていたから。サタンは社会や教育を使って、サタンの法を私に刷り込む。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「金はすべてではないが、金なしで何もできない」「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」「お金はすべてに勝る」そして「誠実な商売人などいない」というのもある。それが心に入り込み、私の本性になった。そのせいでお金を崇め、利益のために少しずつ、最も基本的な基準を捨てていったの。どんどん邪悪で、欲深く、利己的になった。自分勝手で不実だった。商売人として、安物を売りつけ、知らずに人に害を与えていた。何よりもお金と個人の利益を優先した。良心も人格も惜しくなかったの。人間性を完全に失ったわ。お金はたくさん稼げたけど、全然幸せじゃなかった。むしろ、いつも疲れて、カリカリして、辛い生き方だった。そしてついに気づいた。サタンの生存法則を生きていたこと、サタンに堕落させられていたことがすべての元凶だと。それと同時に、最近の世界が暗くて邪悪な理由もわかった。それは人々が「人間は金銭のために身を滅ぼし、鳥は餌のために身を滅ぼす」や「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」という毒を生きているせい。邪悪な悦びのために、お金、名声、地位、欲望を崇めるようになり、どんどん利己的で欲深く、邪悪な人間になる。金や利益をめぐって争い、たとえ家族や友人であっても、互いを傷つけ、騙し、手段を選ばない。良心や人格を気にすることなどなく、とても人間だと思えない。サタンに支配されたこの社会は、まるで染料缶や、肉挽き機のよう。神への信仰なしに、サタンによる人の堕落の真相を知る術も、その悪い影響から逃れる術もないの。どんどん堕落し、腐敗し、最後にはサタンの餌食になる。それが、サタンが堕落させ傷つけた者たちの末路。それに気づいて、神の御加護と救いに感謝したわ。全能神の御言葉の導きや糧、裁きがなければ、誠実な人間になることの重要さがわからなかった。嘘をつき続けることの本質も、末路も知ることはなかった。サタンに支配されたまま、人を欺き続け、人間らしい生き方を失っていたわ。どれほどお金を稼いでも、最後には地獄で懲罰を受ける。それ以降、商売でも嘘をつかず、誠実であろうとした。時々、お金の誘惑に目がくらみ、人を騙したり欺こうと考えることもあったけど、それは神にも人にも嫌われることだと分かってた。だから自分の誤った心を捨て、誠実になれるよう神に祈った。驚いたことに、そのように実践しても、稼ぎが減るどころか、商売は繁盛し、顧客も増えたの。みんなに尊敬されたし、お客様の信頼も得られた。来店せず電話で発注をすますリピーターのお客様もいた。誠実さを心掛け、御言葉を実践することで、心の平穏と自由、安らぎを知れた。

ある時、お客様がスチールキャビネットを500台注文したの。素材の厚みは0.7ミリに指定された。ためらうことなく、お客様が求めた品物を発注したわ。品物を配達した時、そのお客様がノギスで厚みを測定し始めたの。でも不安も心配もなく、冷静でいられたわ。測定が終わると、こう言われた。「あなたは信頼できる。金にがめつくて信用できない連中が多い中、あなたみたいな人はめずらしい。また注文させてもらうよ」と。それを聞いて、御言葉の通り誠実な人間になることのすばらしさを実感した。神がおっしゃる通りです。「将来の方向性は次のようになる。神の口から言葉を得る者は、地上で歩むべき道を知っており、ビジネスマンや科学者であれ、あるいは教育者や実業家であれ、神の言葉のない人には、一歩進むことさえ難しく、彼らは真の道を求めることを余儀なくされるだろう。『真理とともに世界中を歩む。真理なくしては、どこへも至ることができない』とはこのことを言うのである」（『神の出現と働き』「千年神の国が到来した」〔『言葉』第1巻〕）。神の救いに感謝！


13. 誠実な人間になるための奮闘

中国 魏忠

数年前、私は家電の修理店を開きました。「誠実な商売人になりたい、儲けは家族が暮らせるだけあれば十分だ」、そう思ってた。でも忙しい日々がしばらく続いてもぎりぎり生活できるだけの稼ぎしかなくて、貯金もできなかった。一般的な初任給よりも収入の少ない月すらありました。妻からは、そのことでいつも「あなたは誠実すぎる、商売のやり方を分かっていない」と文句を言われたよ。妻の弟も私を非難して、「今はカネの時代だどんなやり方でもいいから、客に『こいつは有能だ』と思わせて支払わせないと」そう言った。「狡猾さのない富はない」「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」そう話し、時代の流れを私に認識させて、その流れに乗って意固地にならずに、周りと同じように商売をやるよう勧めてきました。彼の主張ももっともだ。そうは思ったけれど客をだます気にはなれなかった。自分の良心が許さなかったんだ。

そのあとのこと、チェンさんという近くの家電修理店の経営者に修理技術がほとんどないことに気づいた。ちょっとした不具合しか直せないのに店の入り口にでかでかと「どんな家電も直せる一流技術」と掲げ大勢の客を引きつけていたのです。チェンさんは、簡単なものだけ自分で修理して、そうでないものは他の修理店に回して、ピンハネしていた。そうやって荒稼ぎしていたんだ。そのチェンさんと話していたとき、稼ぎ方について彼はこう話していました。電化製品は、小さな部品が壊れていても全部品を交換すれば修理費用を高く請求できるぞ。客は何も知らないからな。俺たちの社会はカネがすべてだ。「黒ネコにしろ、白ネコにしろ、ネズミを捕まえるのが良いネコ」さ。カネを稼げる奴が有能な人間だ。稼げない奴はどんなにデキる人間でも見下される彼の「お見事な見解」を聞いて思った。「これが私たちの暮らす時代だ。誰もがお金のためなら何でもする。誠実さなんて存在しない。独り正直者でいて何の得がある？これまで誠実に仕事をしてきたのに結果は出ていない。同じ修理屋のチェンさんは、いい生活を送っている。家族みんながぜいたくに暮らしてる。でも私たちにはちっとも余裕がない。私は頑固すぎたのかもしれない。自分の家族がより良い生活を送れるように、もっと稼げる方法を考えるべきだ」そして、同業者たちの「成功例」から学び、客をだますずるい手を使うようになりました。不安もあったけれど金儲けのためにはくよくよしていられない。

ある日、１人の客が店にやって来ました。私は不具合のあった部品を取り除いてから何の問題もない部分もいくつか取り出しました。実際よりも多くの部品が故障していたように思わせるためだ。そうすれば、余分に請求してもバレないだろう。悪さをすると後ろめたいものです。最初はあまりの緊張から、胸がドキドキしました。その場で気づかれて、とがめられるのが怖かった。恥をかくことになる。ただただ落ち着いているように装って、部品をすべて交換した。支払いでは容赦なく実際の見積もりよりも５割増しの金額を請求しました。客の目を見られなくて、ずっと下を向いていたよ。驚いたことに、彼女は何も言わずに支払いました。彼女が店をあとにして、ようやくホッとため息をつけたものの、顔も背中も汗まみれ。不安でおかしな感覚だった。でも余分にもらったお金を見ると、そんな感覚は消え去ったんだ。

それからというもの、客に過剰に請求するためのあらゆる手口を考えるようになりました。最初は罪悪感があったけれど、余分に稼いでいられるよう、ひそかにこう自分を奮い立たせていた。「『度量小さきは君子にあらず。冷酷あらざるは男子にあらず』情にほだされず、儲けたいなら賢明でなければ。それに、みんなやっている。私だけじゃない」しばらくすると罪悪感は薄れ、私の金儲けの「技術」はさらに磨かれ、洗練されていきました。客を観察し、様子をうかがって人によって対応を変える方法を学び、より多くの手口を覚えた。裕福な客が来たときには、彼らが喜びそうなことを言っておだてて、こびへつらい、より高い金額を請求しやすくした。修理を切望する客には厄介で大変な作業であるふりをして、わざと時間をかけ過剰に支払わせるよう仕向けた。鋭い客もいたけれどそんなときは、何か理由をつけて修理品を預かり、別の日に来させ違う部分にも故障が見つかったと説明したよ。そうやって以前よりも儲けた。独りでいるときはあまり不安も感じなかった。いつも頭を絞って、過剰に請求する方法を考えていた。そうして前よりずっと稼ぎ、快適な生活を送っていた。でも幸せも喜びも感じられませんでした。それどころか、卑劣で、不正なことを考えるたび怖くて不安だった。こう思うこともありました。「やめるべきだ。もうこんなやましい商売は続けるべきじゃない。『善は善で報われ、悪は悪で報われる』。私も報いを受ける」でも手に入れたお金のことを考えるとやめる決心がつかなかった。

そんな、ますます堕落し麻痺していく私に、姉が全能神の国の福音を教えてくれたのです。私は神の働きを受け入れよく兄弟姉妹と集まり、神の御言葉を読むようになった。あるとき集まりで、こんな全能神の御言葉を読みました。「人は神と共にこれらの時期を歩んできたが、神が万物と全ての生けるものの運命を支配することも、神がどのように万物を指揮し導くのかも知らない。これは太古の昔から現代まで、人には知るよしもないことであった。その理由は、神の業があまりにも隠され過ぎているからでも、神の計画がまだ実現されていないからでもない。それは、人の心と霊が神からあまりに遠く離れているため、神に従いながらもサタンに仕え続けるまでなり、しかも、まだそのことに気づいていないからである。神の足跡と顕現を積極的に探し求める者は一人もいない。また進んで神の配慮と加護の中で生存しようとする者もいない。その代わりに、この世と邪悪な人類が従う生存の掟に適応するために、邪悪な者、サタンの腐敗に頼ることを人は望む。この時点で人の心と霊は、サタンへの貢物となり、その餌食となった。その上、人間の心と霊はサタンの住みかとなり、サタンの恰好の遊び場となった。こうして人間は、人間であることの原則について、また人間存在の価値と意義についての理解を気づかないうちに失うのである。神の律法、そして神と人の間で交わされた契約は、人の心の中で次第に薄れ、人は神を求めることも神に注意を払うことも止めてしまう。時間が経つにつれ、人は神が人間を創造した理由も、神の口から出る言葉や神から来る全てをもはや理解しなくなる。それから人は神の律法と掟に抵抗し始め、人の心と霊は麻痺してしまう……。神は自らが最初に創造した人間を失い、人間は元々持っていた根源を失う。これが人類の悲哀である」（『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は実情を示しています。この世で多額のお金を稼いだ結果私の肉体は前より楽になったけれど、心は空しく、痛んでいた。神から遠ざかり、人間に対する神の要求に反してサタンの生存の法則を生きていたからだ。修理店を始めたときは、はっきりとした良心を持っていて、稼ぎは少なくても心は穏やかでした。でも自分は、周囲の環境に影響されてしまった。それに、周りの人たちが不正なやり方で金儲けするのを見て、「狡猾さのない富はない」「金があれば鬼にひき臼を回させることができる」「金はすべてではないが、金なしでは何もできない」といったサタンの生存の法則を受け入れるようにもなった。邪悪な時代の流れに乗り、商売の基本理念を捨て自分の良心を無視して客を欺き、お金を巻き上げた。手元にあるお金は、全部不正に得たものでした。そういった道徳に反する卑劣な行いの数々を思うたび私は自己嫌悪に陥り、落ち着きませんでした。誰かに暴かれ、とがめられる日が来ることをいつも恐れてた。最悪の場合、警察に通報されるかも。常に緊張状態で、つらい生活でした。でも分かったのです。それはすべて、私がサタンの哲学を生きていたからだと。サタンの法則に縛られ、惑わされた結果だった。神の御言葉の導きがなければサタンがいかに私に害を及ぼしたか、気づけなかったでしょう。

その後、姉妹が御言葉を読んでくれました。「あなたがたは神が誠実な人を好むことを知らなければならない。実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである。誠実であるということは、自らの心を神に捧げること、万事において神に真実であること、万事において神に隠し立てしないこと、事実を隠さないこと、立場の上および下の人を欺こうとしないこと、神にこびへつらうためだけに行動しないことを意味する。要するに、言動において純粋であり、神も人も欺かないということである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。「わたしの国には、正直で、偽善的でなく、偽りのない人々が必要だ。誠実で正直な人々は、この世では好かれないのではないか。わたしはまったくその逆だ。正直な人たちがわたしのところに来るのは受け入れられる。わたしはそのような人を喜び、そのような人を必要としてもいる。それこそがわたしの義である」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十三章」〔『言葉』第1巻〕）。姉妹は言いました。「神は本質的に誠実。誠実な人を好み、祝福されるこの世では、私たちは人とのかかわりにおいて『利成らずば早起きは無駄』というサタンの法則を生きているわ。私たちの言動はすべて個人的な利益のため。平気でウソをつき、人をだます。善人であることの意味を知らない。でも、こんにちの神への信仰は違う。神は人に、誠実になり、真実を語り、正直に振る舞うこと、あらゆる言動に対する神の吟味を受け入れること何も隠さず公正・公平であること、神や人を欺いたりだましたりしないことを求めている誠実な人だけが本当の人間らしさを持ち、神に証しをし、神をたたえられる」神の御言葉から、神は誠実な人間を好まれることを学びました。神の要求に沿って行動しなければなりません。私は兄弟姉妹にウソをつかずに正直に話す練習を始めました。でも商売となると、まだ不安だった。兄弟姉妹の前で誠実な人間であることを実践するのはまだ簡単だけれど、商売で実践するとなると、稼ぎがかなり減ってしまう。店が潰れるかもしれない。でも以前のように人をだまし欺き続けていると神の御心に反するのでは？私はどうすべきだ？じっくり考えた末に、妥協点を見いだしました。教会では誠実な人間でいて、店ではこれまでと変わらない商売をするというものだ。

ある日、年配の男性が「画面が暗い」とテレビを持ってきました。調べると、カラー管が劣化していて、取替が必要だった。でも客には正直に言わず、ただフィラメントの電圧を上げておいた。そうすればしばらくは使えるが、また同じ問題が生じる。そのときに取替修理を行えば、30元多く儲けられる。２週間後、本当にそのテレビが故障し、男性が「ちゃんと直せていない」と修理するよう言ってきた。私は、「カラー管が劣化してるので取り替える」と説明した。だが驚いたことに、彼は私の手口を見抜いていました。修理代から30元を差し引いて、私をたしなめるように言ったんだ。「若者よ、商売には誠実さが求められる。欲張りすぎるな」そのときは気まずくてたまらなかったけど、深く考えず、気にしなかった。そのあと、今度は年配の女性が壊れた電子レンジを持ってきた。レンジ内の小さな部品の不具合だった。該当部分を直して、適正な料金をもらおう。そう考えたけど女性がかなり裕福そうなのを見て思った。少し多めにもらっても大したことはない。もらえるものはもらわないとでも数日後、彼女がまた店に来て言ったのです。「不当な金額をふっかけたわね。良心を持ちなさい。神は私たちの行いを見てるわ」女性に叱られ、ひどく落ち込みました。男性客の言葉をまた思い出し、とてもつらかった。そして気づいた。神が私に反省させ、自分を認識させるために周りを使って警告しているのだと。

そのあと、こんな神の御言葉を読みました。「物事の大小を問わずあなたが何をしていようとも、あるいは、それを行なうのが神の家における本分を尽くすためなのか、それとも自分の個人的な理由のためなのかを問わず、自分のしていることが神の旨にかなうかどうか、人間性をもつ人がすべきことなのかどうかを考えなければなりません。自分が行なうすべてのことにおいてそのように真理を求めているなら、あなたは真に神を信じる人です。すべての物事、すべての真理をこのような形で真摯に扱うなら、あなたは性質の変化を遂げることができます。中には、何か個人的なことをするとき、真理を無視し、自分の好きなように、そして自分が幸せになれるよう、自分にとって有利になるようそれを行なう人がいます。そのような人は、それが神の家にどう影響を与えるかをまったく考えず、自分の行なっていることが聖なる品性にふさわしいかどうかも考慮しません。最終的に、ひとたび物事を済ませると、その人の内面は暗くなり、不快さを感じますが、なぜそうなるのかはわかりません。これはその人にふさわしい報いではないですか。神に認められないことを行なえば、神に背いたことになります。真理を愛さず、自分の意志にしたがって頻繁に物事を行なうのであれば、その人はたびたび神に背くことになります。通常、そのような人は自分の行ないを神に認めてもらえず、悔い改めなければ懲罰が待ち受けているでしょう」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神の御心を求めることは真理を実践するため」）。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたはそのような強い感情を持っているのですか。なぜそうした不義な物事を楽しむのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因は、サタンの毒があなたの中にあることだと、あなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、『人はどのように生きるべきか。人は何のために生きるべきか』とあなたが尋ねたら、人々は『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』と答えるでしょう。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの哲学が人々のいのちとなったのです。何であろうと、人は追い求め、自分のためにそれを行ないます――ゆえに、人は自分のためだけに生きているのです。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』――これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。こうしたサタンの言葉こそサタンの毒であり、人がそれを取り込むと、それは人の本性となるのです。サタンの本性はこれらの言葉をとおして暴露され、これらの言葉がサタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（『終わりの日のキリスト講話集』の「ペテロの道を歩むには」）。この御言葉を読み、神の霊がすべてを見ていることを心から感じました。心の奥底にある感情を誰にも話したことはなかったのに御言葉はそれを完全に明らかにしていた。御言葉から分かりました。神は私たちに心をささげるよう求めている。神の家で本分を尽くすときも、個人的な事柄に従事するときも、御言葉を実践しなければならない。でも私は生活において真理を実践する場面を選んでいました。教会では、誠実であることを進んで実践できた。私の実践を、神も兄弟姉妹も望んでいると感じたからだ。でも商売となると「稼ぎが減ってしまう、自分の得にならない」と考え、実践しなかった。私は個人的な利益しか考えていなかったのです。だます行為は神の御心に沿わないと分かっていたのに自分の願望のままに動いていた。自分の都合のいいように動いていたんだ。それで信仰のある人間だと言えるだろうか。心から理解しました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「人は財の為に死す、鳥は食の為に亡ぶ」これらはサタンの生存の法則で、私を牛耳り、私のいのちになっていたのです。その法則に従って生きなければ、とても生活できないと考えていました。でも実際はそのとおりに生きると、個人的な利益や物質的な喜びが得られるだけ。卑劣な生き方で、尊厳のかけらもない。私は人から反感を買い拒絶され、神からはさらに忌み嫌われました。主イエスの御言葉を思った。「よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のようにならなければ、天国にはいることはできないであろう」（マタイによる福音書 18:3）。全能神はこう言っています。「そうした考えや打算はできるだけ早くすべて捨て、わたしの要求を真剣に扱い始めなさい。さもなければ、わたしは自分の働きを終えるためにあらゆる者を灰にし、よくてもわたしの長年にわたる働きと苦難を無に帰するであろう。なぜなら、わたしは自分の敵と、邪悪の臭気を漂わせながらサタンの姿をしている者たちを、わたしの国に連れ込むことも、次の時代に導くこともできないからである」（『神の出現と働き』「過ちは人間を地獄へ導く」〔『言葉』第1巻〕）。神は聖く義であり。そして誠実な人を得たいと思っておられる。いつもウソをつき、欺く人々、サタンの性質を抱き、神に抵抗する本性を持ち、悔い改めない人々は神に滅ぼされます。神の国には決して入れない。私がまだ悔い改めずにサタンの哲学と法則を生き続け、よこしまに不正行為をしていたら最後には排除されるはず。そう思い、すぐに神に祈りました。「全能神よ、あなたを信じているのに、心にあなたの居場所がなく、今もサタンの法則を生きています。これ以上、ウソつきでありたくない。悔い改め、誠実な人間になりたいのです」。

しばらくして、２人の若者が修理のためにテレビを持って店に来ました。その修理中、彼らがひそひそと外で話しているのが聞こえた。「あの店が役立たずだと分かってたら２日間も無駄にしなかった。この店なら直せるか見てみよう」それを聞いて思いました。「他の店が聞いたら、絶好のカモになる客だな。20から30元余分に請求しても軽いもんだろう。舞い込むお金をいただかないなんてもったいない。誠実な人間になるのは次からでいい。１回くらい真理を実践しなくても、神はこだわらないだろう」しかしそのとき、神の前での決心を思い出し、神の御言葉を思ったのです。「真理を愛さず、自分の意志にしたがって頻繁に物事を行なうのであれば、その人はたびたび神に背くことになります。通常、そのような人は自分の行ないを神に認めてもらえず、悔い改めなければ懲罰が待ち受けているでしょう」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神の御心を求めることは真理を実践するため」）。これは神からの警告だと思いました。分かっていて不正なことはできない。悔い改め、誠実な人間にならなければ。そして修理を終えると、通常の料金をもらいました。２人のうれしそうな笑顔を見ると、隠し立てせずに公正・公平であることは、何にも縛られない生き方だと感じた。

ある女性客のテレビを直したときのこと。修理代は50元だったのに、女性は100元を渡して、お釣りはいらないと言った。私は断ってお釣りを返したけれど、戸惑いました。なぜそんなに気前がいいのだろう？すると女性はこう言いました。「最初に行った店では壊れた基盤の交換に400元かかると言われたので断ったの。そのあと知り合いに、この店を勧められた。あなたは誠実で客にふっかけたりしない。そう言っていた。その話は本当だったようね」それを聞いて思った。「これは私が善人だからじゃない。人間らしく生きられるよう、神の御言葉が私を変えたのだ」。

御言葉を読み、誠実な人間であることを実践すると私の物事に対する見方も変わりました。以前は誠実な商売人などありえないと考えていた。稼げず赤字経営に陥り、閉店に追い込まれてしまう。でも神の御言葉に従って誠実でいるようになると、赤字にならないばかりか、１日の来店者数が増えた。随分遠くから来てくれた客もいました。そしてどの人も、誰かに勧めてもらったと言うのです。私は何も宣伝したことがありませんし、人に紹介を頼んだこともありません。ただ神の御言葉を実践し、神が求めるとおり正直に、誠実に生き、ただ正当に収入を得た。そのおかげで客の信頼を獲得したのです。これは本当に、真理の実践による神の祝福でした。この経験から、こんな神の御言葉を思いました。全能神は言われます。「人がサタンによる堕落の影響下でこの世に生きるとき、誠実でいることはできません。ますます不実になるだけです。しかし誠実になれば、この世に存在することはできますか、それともできませんか。他人によって端に追いやられるでしょうか。いいえ、以前と同じく生きるでしょう。なぜなら、わたしたちは不実さに頼って食べたり呼吸したりしているわけではないからです。むしろ、わたしたちは神から授けられた息といのちによって生きています。ただ、神の言葉の真理を受け入れ、生き方に関する新たな規則、人生の新たな目標をもち、それによっていのちの基礎が変化するということなのです。そして、生きる上での方法と手段が変化し、それによって神を満足させて救いを求めることができるのです。そのことは、わたしたちが物理的に何を食べ、何を身にまとい、どこに暮らしているのかとは絶対に関係ありません。それはわたしたちの霊が必要とするものなのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「正直であることの最も基本的な実践」）。神に感謝します。


14. 正直な人になることの味わい

ヨンスイ　韓国

3月の終わりごろに行なわれたある集会で、逮捕されて激しい拷問を受けたある兄弟のことを、指導者が話しました。すっかり弱気になった瞬間、教会のメンバー2人を売り渡したのですが、後悔で一杯になり、神の裁きと啓きの御言葉を読んで自分の過ちの根源を見つけ、心から悔い改めたというのです。そこで指導者は、この経験をどう考えるか、これを真の証しと見なせるかどうかとわたしたちに尋ねたうえで、自分の考えを発表するよう全員に言いました。わたしはそれを聞いてとても緊張し、こんな憶測を巡らせました。指導者は、どうしてこれを話し合わせるの？　問題を正しく見ているかどうかを試すため？　そしてこう考えたのです。「その兄弟が他の人を売り渡したのは、ただ弱気になったから。それは過ち。でも自分のことを学んで心から悔い改めたのだから、彼の経験は証しと見なせるはず」。しかし確信を持てず、今度はこう思いました。「間違ったことや曖昧すぎることを言って変な目で見られないように、まずは他のみんなが言うことを確かめよう」。そして他の人たちは、自分の考えを話し始めました。まず、ある姉妹がわたしの考えにとても近いことを言ったので、自分は正しいと思いました。けれどその直後、別の姉妹が口を開き、この兄弟はユダで神を裏切った、だから神の証しではあり得ないと言うではありませんか。すると他の数人も、彼の経験を証しと見なすことはできないと、断固たる口調で言いました。大勢の人がその見方に同調し、支持しているのを見て、わたしの心は揺らぎ、どう考えればよいかわからなくなりました。まさにそのとき、指導者が「これが証しだと思わない人は挙手してください」と言ったのです。たくさんの人が手を上げましたが、わたしは判断がつかず、手を下ろしたままでした。「間違って手を上げるわけにはいかない。そうすれば、素質と理解がわたしにないことがばれてしまうのでは？」そんなことを考えていると、指導者から「手を上げなかったのはなぜですか？」と訊かれました。わたしは内心、「いやだ、どうしてわたしに尋ねるの？　手を上げるべきだったの？」と考え、手を高く上げました。心臓がどきどきし始め、不安を覚えました。手を上げたのは正しかった？　それとも間違い？　それは証しになり得ると心の中で感じていたのに、じっくり考えずに手を上げてしまった。自分はもう挙手したんだからと思い、そこでみんなの考えに耳を傾けることにしました。全員自分の意見を話したところで、わたしは冷静になってこう考えました。その兄弟は心から悔い改めたのだから、証しは有効のはず。たぶん、手を上げるべきではなかったのかもしれない。そのとき、自分の本当の考えを伝えようと思いましたが、自分は完全には理解していないのだから、正しければそれでいいと考え直しました。だけど正しくなければ、指導者はわたしのことをどう思うでしょう？　わたしには素質がなく、経験も深くないと言うでしょうか？　指導者がわたしをそのように見れば、この人には訓練する価値がなく、神の家での前途もないと思うでしょう。それに、ここには兄弟姉妹が大勢いるので、間違っていれば本当に恥ずかしい思いをしてしまいます。わたしはあれこれ考え、何か言おうと何度も思いましたが、結局無言を貫きました。

その後、指導者が交わりを始め、それは絶対に証しとして有効であり、弱ったときに神を裏切り、やがて裁きと刑罰を経験して真に悔い改めることは、偉大な証しだと話しました。それは他の多くの人の原動力となり、真の信仰を持つ人に対して神が偉大な慈悲を授けられることを示している。わたしたちがどれほど堕落しているかを神はご存じなので、心から後悔して神に立ち返る限り、神はわたしたちに悔い改めの機会を与えてくださるし、そうした種類の証しは他の何より神を称え、サタンに恥をかかせるものになる。そして指導者は、わたしたちの理解は純粋でないと説明した上で、わたしたちは不実であって正直ではなく、神の御言葉を基に物事を見ていないと言いました。この問題を話し合うべきだと理解したわたしたちは、その兄弟の経験に何か間違ったことがあるのではと推測を巡らせました。指導者が考えていることを憶測し、正直なことを一言も言わなかったのです。指導者は辛抱強く交わりを続け、わたしたちは自分でものを考え、何事にも自分自身の見方を持たねばならない、正しくても間違っていても本当のことを言う必要があると話しました。それが行動において大事なことだと。「大事なこと」という一言を聞いて、わたしは心から不安になり、こう考えました。「指導者は正しい。たとえ間違っていても本当の考えを伝えることのほうが、みんなに追随するよりずっとまし。少なくともそれは自分の見方だし、正直になっている」。本当の考えを言わなかった自分を、わたしは憎みました。自分の立場を伝えるべきだったわずか10分間のうちに、わたしは不実になってしまい、真理を実践せず、人間の行動にとって大事なことすら果たせなかった。間違った言動をしただけでなく、自分を正しく律することもできなかったのです。

集会のあとのデボーションで、わたしは神の御言葉のこの文章を読みました。「神への信仰と振る舞いにおいて、人は正しい道を歩まなければなりません。歪んだ邪悪な方法や手段を用いないこと。歪んだ邪悪な方法や手段とは何ですか。それは、つまらない知恵や巧妙なごまかし、くだらない策略を基にした神への信仰です。それは自分の堕落や、短所、欠点、素質の欠如などの問題を隠そうとすることです。そのような人は常にサタンの哲学を用いて物事を扱い、表立ったことでは神や教会指導者にごまをする一方で、真理を実践することも、原則に沿って物事を扱うこともせず、人にへつらうために絶えず人に注意を向けています。彼らは尋ねます。『わたしの最近の働きぶりはどうですか。みんなわたしのことを支えてくれていますか。わたしの善行について、神は知っていますか。もし知っているなら、神はわたしを称えてくれるでしょうか。神の心の中で、わたしはどんな位置を占めていますか。わたしは神にとって重要ですか』。本当に尋ねているのは、神への信仰において自分が祝福を得られるかどうかです。このようなことを絶えず思いめぐらすことは、歪んだ邪悪な方法や手段ではありませんか。これは正しい道ではありません。では、正しい道とは何ですか。それは人が信仰において真理を求め、真理を得られるようになり、性質の変化を成し遂げることです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「いのちの成長を表す六つの指標」）。ここで神は、わたしたちの行動において、また信者として、正しい道を歩むようわたしたちに注意を与え、警告なさっています。わたしたちは真理を追い求め、実践しなければなりません。そうした肯定的な物事を行なうことに力を注がず、欠点を隠して自分を誇示すること、指導者とうまく付き合うこと、そして教会での地位を得ることに心奪われ、神や指導者にどう思われているかを気にしすぎていると、これは悪の道を歩んでいることになります。自分のしていることはまさに、神が暴かれていることだとわかりました。あの兄弟の経験が真の証しかどうか自信はなかったけれど、わたしは心から話すことをしなかった。その代わりに空気を読んで切り札を切り、他の人たちがどう考えているか推測した。なぜ挙手しなかったのか指導者に訊かれたとき、それは間違った行為だったのかと思い、またその兄弟の経験は証しとして有効でないとほとんどの人が考えていると、自分は大衆に追随した。わたしはつまらない存在で、風の吹く方向を見ていました。不実なサタン的性質ばかり示していたのです。本当のことをたった一言口にするのがどうしてこれほど難しいのかと、わたしは考えました。それは、間違ったことを言って恥をかき、指導者に低く見られて評価も訓練もされず、またそうしたことが引き続き起きたときに本分を外されるのではと不安だったからです。わたしはひたすら自分の名誉と立場を守り、乏しい素質を隠し、全力で自分をよく見せようとしていました。真理を理解して物事への洞察に優れた、高い素質の持ち主のように振る舞おうとしていたのです。どんな質問であっても、指導者の考えと一致する正しい答えを出し、指導者に高く評価され、好印象を残すことを常に望んでいました。そうすれば、兄弟姉妹もわたしに賛成し、仰ぎ見てくれるでしょう。自分の取り組みが不実で陰謀に満ちていることを、わたしは思い知りました。これほど単純なことでさえも、率直になれないのです。心からの率直な言葉を一言たりとも言えず、いつもずる賢く場の空気を読んで、神の家での立場を守ろうとしていました。正しい道ではなく、悪の道を歩んでいたのです。わたしはそのすべてに気づいたのですが、より深く内省することはありませんでした。

それから三ヵ月後、わたしは神によるこの交わりを聞きました。神は言われます。「反キリストは人に接するのと同じようにキリストと関わり、言動はどれもキリストを見本とし、キリストの口調に耳を傾け、キリストの言葉の意味を探ろうと傾聴します。語るとき、その言葉に現実的のものや誠実なものは一つもなく、空虚な字句や教義を語ることしか知りません。自分には普通に見えるこの人を惑わし、騙そうとします。蛇が這い回るような話し方で、曲がりくねって直接的ではありません。このような話し方やその方向性は、竿を這い上る瓜の蔦を思わせます。あなたが誰かのことを優れた素質があり昇格できると言うと、彼らはすぐにその人がどれほど優れていて、その内に何が示され、何が表わされているかを話します。また、あなたが誰かのことをよくないと言えば、彼らは直ちに、その人がどれほどひどく邪悪で、教会に騒動と妨害をもたらしているかを話します。あなたが何かについて真理を学びたいと思っても、彼らには何も言うことがありません。言葉を濁し、あなたの決断を待ち、あなたが意味することを知ろうと耳をそばだて、あなたの意図を探ります。彼らが言うことはどれもお世辞、媚び、へつらいです。彼らの口から真理の言葉が出ることはありません」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らは真理を忌み嫌い、公然と原則に反し、神の家の采配を無視する（2）」）。神のこの御言葉はわたしにまっすぐ切り込みました。正直でなく、他者の望みに合わせて自分の行動を変えていたこの期間のことが頭に浮かんだのです。わたしはキリストと直接接触していたわけではないものの、神が定めた環境の中で神の吟味を受け入れようとしませんでした。自分を誇示して指導者に好かれることばかり望んでいたので、自分の言葉を推し量り、これっぽっちも正直でなく、指導者が聞きたがっていることを言っていたのです。それはまったくのごまかしでした。わたしの言動はまさしく蛇で、神に嫌悪されるものです。その場の状況に合わせていれば指導者を騙すことができ、質問に答えるときは真面目ぶることで指導者に好印象を残せる、そうすれば神の家での立場と前途を確保できると考えていました。このように、わたしは信じられないほど愚かで、実際には神を騙そうとしていたのです。神が何事をも吟味なさることを、実際には信じていませんでした。わたしの素質、背丈、思考、そしてあらゆる状況におけるわたしの態度と見方――神はそのすべてを絶対的な明瞭さでご覧になります。たとえ周囲の人を騙せても、神を騙すことは決してできません。事実、神がご覧になるのは、他人の前での言動ではなく、どう真理に取り組んでいるかです。わたしが日々実践して生きている物事、本分における振る舞い方をご覧になっているのです。神はこうした小さな事柄を、特に一つひとつ吟味なさいます。わたしが真理を愛して実践しているかどうかをご覧になり、わたしのそうした偽りの仮面では決して神を騙せません。そのとき、自分はただずる賢いだけでなく、神の義と、神は万物を観察なさるという事実を否定していたことに、わたしはやっと気づきました。不信者のように振る舞っていたのです。以前、キリストを侮って媚びへつらう反キリストについての神の分析を聞いたとき、それがわたしに関係あるとは思ってもいませんでした。自らキリストにお会いしたことがないので、そのようなサタン的性質を示すことはないだろうと思っていたのです。そのときようやく、自分が間違っていたこと、キリストに接触せずともそうしたサタン的性質が暴かれることに気づきました。わたしは指導者の顔色をうかがって得点を稼ごうとし、また神の家での地位を守るため、そのようなことを進んでしました。まさに、そのサタン的性質を示していたのです。キリストと面と向かって会っていれば、それは間違いなくよりはっきりしていたでしょう。神を騙し、神に逆らおうとするのをやめられなかったはずです。

それから数日、わたしたちが間違った答えを出したのに、予想に反して指導者がわたしたちを刈り込むことも取り扱うこともせず、素質に欠けていると言ったり、解任したり、訓練を拒んだりしなかったことを考えました。真理について交わり、原則に関する指導を行なうのに先立ち、わたしたちの欠点がわかるよう、自分の考えを伝えなさいと求めただけでした。またわたしたちの堕落した性質も暴いた上で、自分自身を反省しなさいと言ったのです。指導者がしたことはどれもわたしたちを助けて支えるためでした。神の家では、また兄弟姉妹と一緒にいるときは、推測を巡らす必要はありません。すると、神の御言葉が脳裏に浮かびました。「実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。神の言動はまったく信頼に足り、神はわたしたちと誠実に接してくださいます。神は人を創ったとき、園にあるどの果実を食べてよいか、どの果実を食べてはいけないかを告げられました。神は明快かつ率直に語られ、推測する必要はありませんでした。恵みの時代、主イエスは常に「よくよくあなたがたに言っておく」とおっしゃいました。また現段階の神の働きでは、全能神の御言葉の率直さと現実性を実感できます。大半の場合、それらは温かで優しい心からの御言葉で、わたしたちの堕落した性質を暴く部分が厳しいものに思えたとしても、それはどれも現実を土台にしており、いずれもわたしたちを清めて救うためです。神はわたしたちに対して誠実で、隠し立てなどなさいません。見せかけが一切ないのです。ところがわたしには誠実さのかけらもなく、その状況の中で計算と企みをしていました。自分はあまりに不実で卑劣だと思いました。

すると、神の御言葉をいくつか思い出したのです。「わたしは他者を疑わない者を好む。そして真理を快く受け入れる者を好む。この二種類の人々をわたしは大いに保護しよう。わたしから見ると彼らは正直な人々だからである。もしあなたが嘘つきなら、全ての人々や物事に対し慎重で疑い深くなるだろうから、わたしに対するあなたの信仰も疑念を基盤にして成り立つことになる。そのような信仰をわたしは決して認めない」（『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」〔『言葉』第1巻〕）。他人のことを疑わず、真理をすんなり受け入れる人が神の目から見て正直なのだと神がおっしゃる理由を、わたしはそれまでわかっていませんでした。でも、神の御言葉を今じっくり考えると、だんだんわかってきました。正直な人は神にも人にも疑いを抱かず、無垢なのです。そのような人は人間の頭脳で物事を解き明かそうとせず、その代わりに神の御前に出て真理を求めます。自分が理解できることを受け入れて実践し、神がおっしゃることを行ないます。正直な心で真理に取り組みますが、そうした心はとても貴重です。これが、子どものようだという言葉の意味です。神は彼らを祝福なさり、聖霊は彼らの中で働きを行ない、彼らを導いて啓きます。すると彼らは、より簡単に真理を理解して自分のものにします。しかし、本当のことを多少言って少しばかり本分を尽くしたとしても、心の中が迷路のようで、いつも疑って警戒し、優しく素晴らしい神をも疑うなら、そうした人以上に不実で不正直な人間はいません。そのとき、不実な人は救われないと神がおっしゃる理由がわかってきました。神はとても誠実でいらっしゃり、不実な人を憎んでお救いにならないのが一つ。もう一つは、わたしたちの主観的な追求に関係しています。不実な人はあまりに複雑です。彼らはいつも人や物事や神を推測し、分析し、それらに対して警戒します。彼らはまた、人の心を読む術を熟知しています。こうした物事で頭がいっぱいで、真理をまったく求めません。このような人の中で、聖霊はいかなる働きも行なえません。だから彼らは真理を理解することがないのです。まさに神がこうおっしゃるとおりです。「神は不誠実な人を完全にしません。心が誠実でなく、誠実な人でなければ、あなたは神に得られません。同様に、あなたが真理を得ることもなく、神を得ることもできません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「いのちの成長を表す六つの指標」）。そこでわたしは、自分のことをもう一度厳しく見つめ直しました。問題に直面しても、正直な心で神の御前に出て真理を求めず、その代わりに他人の口調を判断しようと夢中になった。兄弟姉妹との普通の話し合いでさえもそうだった。完全には理解していないことがあっても、大勢の理解に従うだけだった。自分の意見があるときも、間違ったことを言うのが怖くて口をつぐみ、他の人が言うことにまず耳を傾け、自分が正しいとわかって初めて口を開いた。そうでなければ、面子を失わないよう何も言う必要はないと考えた。自分がいかに不実で、率直でないかがわかったのです。何か理解していないことがあると、ひたすら群れに従って様子を眺め、他の人の行動に従っていました。そのせいで真理を本当に理解することができなかったのです。しかし、素質に欠けていたり、真理を知らなかったりすることは、何も恐ろしくはありません。恐ろしいのは、自分が理解していない物事を常に覆い隠していることなのです。するとその人は、真理を理解することが決してできません。そのようにし続けるのは危険で、誠実であることこそ何より重要だと思いました。

そこで、将来何かに遭遇したとき、どうすれば正直でいられるか、自分はどのような原則に固執すべきかを探求し始め、神の御言葉を二節読みました。全能神は言われます。「誠実になるには、まず個人的な欲望を脇にのけなければなりません。神にどう扱われるかに注意を払うのでなく、心の内にあることを言いなさい。発言の結果をあれこれ思いめぐらさず、考えていることを残らず話し、自分の動機は脇にのけなさい。何らかの目的を果たすためだけに発言してはなりません。個人的な意図があまりに多ければ、いつも打算的な話し方をすることになります。『わたしはこれを言うべきで、あれを言ってはならない。慎重にものを言い、目的を達成しなければ』。ここには個人的な動機が関わっていますか。言葉が口から出るより早く、あなたは常に心の中であれこれ話し、何を言うか何度も練り直し、頭の中で何度もふるいにかけています。言葉が口から出るやいなや、そこにはサタンの不実な企みが含まれています。つまり、あなたの口から出る言葉には、動機や個人的な目的が宿っていて、本物でなく、心から出たものではありません。これは誠実であるとは言えません」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らは真理を忌み嫌い、公然と原則に反し、神の家の采配を無視する（2）」）。「あらゆる物事において、神に対して率直になり、心を開かなければなりません。これが、神の前で保つべき唯一の状態です。たとえあなたが開いていなくても、神の前ではあなたは開かれています。あなたが開いているかどうか、神は知っています。それがわからないなら、あなたは愚か者ではありませんか。では、どうすれば賢くなれますか。神はあらゆる物事を吟味して理解していることをあなたはわかっているのですから、神は知らないかもしれないなどと考えてはいけません。神が人の思いを密かに見ているのは確かなので、もう少し心を開き、わずかでもさらに純粋に、率直になるのが賢明であり、これが賢い行ないです。……形式を気にしだし、それが頭脳に浸透し、考えるようになると、それは厄介な問題で、人は心の中でいつもこう考えます。『何を言えば神に高く評価され、心の中で考えていることがばれないだろうか。何を言うべきだろうか。自分の胸にもっと納めるようにして、もう少し機転を利かせ、方法を定めなければ。そうすれば、神に高く評価されるかもしれない』。あなたがいつもそのように考えているかどうか、神にはわからないとでも思っているのですか。あなたが何を考えようとも、神はそれを知っています。このように考えるのは疲れることです。率直に偽りなく話すほうがずっと簡単で、生きるのも楽になります。神も、あなたは率直かつ純粋で、心を開いていると言うでしょうが、これはこの上なく貴いことです。心を開いて率直な態度をとれば、たとえ行き過ぎたり、愚かな行動をしたりすることがあっても、神にとってそれは過ちではありません。それはつまらない策略や、絶え間なく思い悩んだり手を加えたりすることよりはましなのです」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らは他人を自分たちだけに従わせ、真理や神には従わせない（2）」）。神への取り組み方において、また神が定める状況において一番大事で根本的なことは、心を開くことであると、神の御言葉の中で述べられています。隠し立てや偽装をせず、物事を研究したり処理したりしようと試みずに、神に自分の心を晒す必要があります。発言の裏に何らかの動機を抱いたり、戦術を駆使したりしてはならず、誠実さの精神で自分の考えを伝えなければなりません。推し量ることのできない物事を理解していないことを認め、それから神の前に出て、無垢で正直な心をもって真理を求める必要があります。これが賢いということです。神はすべてをご覧になり、掌を指すかのごとくわたしたちのことを知っておられます。わたしの素質はどうか、わたしが真理をどれほど理解しているか、わたしの経験の深さはどうか、そしてわたしが何かを理解しているかどうか。神はこれらを熟知されています。わたしは神の前でむき出しにされているのです。何の必要があって自分の欠点を隠し、すべてを理解している振りをするのでしょう？　実際のところ、いつも打算を働かせ、他人を観察してその人の考えを推測し、何を言うべきかと知恵を振り絞ることは、精神的にも知能的にも疲れることであり、神はそれを憎まれます。そのときやっと、心から無垢で率直であることの重要性がわかりました。神はそれを大切になさいますし、より自由で落ち着いた生き方でもあります。また、神は人の素質や、その人の意見が正しいかどうかだけをご覧になるのではないこともわかりました。神はわたしたちの心、真理に対する態度、そして途中でどういった性質を表わしているかをご覧になります。たとえ間違うことがあっても、心を開いて正直でいるなら、わたしたちが愚かだったり素質に欠けていたりすることを神は気になさらず、そのために断罪なさることもありません。それとは逆に、いつも不実でいると、神はそれを嫌悪し、憎まれます。わたしはその時点で、真理を実践して正直な人になろうと決意しました。神がお作りになる環境の中で神に心を開き、他の人たちと接するにあたって正直になり、心から話して自分が理解していることを打ち明ければ、偽善的で不実な堕落した性質を徐々に解決することができます。

指導者のもとに行き、中身のない歌詞が二行ある教会の賛美歌について相談したときのことを思い出します。その指導者はそれらの歌詞については何も言わず、この賛美歌に価値はないし駄目だと言いました。するとわたしの口から「そうですね」という言葉が漏れました。その瞬間、自分が再び不実でいることに気づいたのです。指導者がその中に見た問題をわかっていないのに、イエスマンになってわかった振りをしていました。口を開いた瞬間、嘘が飛び出たことに嫌気が差し、うまくごまかすのはやめようと思いました。理解していないことに変わりはないのですから。すると神の御言葉が頭に浮かびました。「あなたがたは言動において純粋であるべきだ」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。たった今ついた嘘を改め、正直にならなければなりません。そこで指導者にこう言いました。「この二行には問題があると思います。この賛美歌に価値がないとは思いませんでした」。指導者はこの賛美歌の問題について辛抱強くわたしたちと交わったのですが、おかげで歌詞に関する理解が多少深まり、安心感を覚えました。実のところ、自分の言動や見方を偽装する必要はなく、実践的かつ現実的な、正直な人でいられるのです。わたしはまた、同じチームの兄弟姉妹が問題を話し合っている際に正直でいることも実践し始めました。自分が正しくても間違っていても、本当の意見を伝えたのです。理解していないことがあれば率直に認め、間違っていればその間違いを修正しました。すると心が大いに安らぎました。真の正直な人の基準にはまだまだ程遠いですが、正直でいることの重要性を実感するとともに、それが神に救っていただく唯一の道であることを知っています。正直な人になることを心から目指しており、それに向かって努力を続け、追い求めていきたいと思います。神に感謝します！


15. 嘘のあと

中国河南　陳実

全能神は言われます。「あなたがたは神が誠実な人を好むことを知らなければならない。実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである。誠実であるということは、自らの心を神に捧げること、万事において神に真実であること、万事において神に隠し立てしないこと、事実を隠さないこと、立場の上および下の人を欺こうとしないこと、神にこびへつらうためだけに行動しないことを意味する。要するに、言動において純粋であり、神も人も欺かないということである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。主イエスは言いました。「よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のようにならなければ、天国にはいることはできないであろう」（マタイによる 福音書18:3）。この神の御言葉から分かるのは、神が誠実であること、神は正直な人間を好み、偽る人を嫌うということです。正直な人々だけが救われ、天国に入ることができるのです。だから神は、正直であることと嘘と偽りの動機を解決することを、私たちに繰り返し求めています。でも私は、実際に自分の評判と地位のことになると、つい嘘をつき偽っていました神の御言葉による裁きと暴露がなければ、神の懲らしめと訓練がなければ、私が心から悔い改め、嘘をやめて真理を実践し、正直な人間になることはなかったわ。

２年前、教会のリーダーの本分を尽くしていました。ある日、同労者の集会に出席するよう指導者から言われ、私は喜びました。そのころの私は、教会の仕事に懸命に打ち込んでいて、毎日集会を開いて交わり、兄弟姉妹もほとんどが、積極的に本分を尽くしていました。そのなかには大きな進展を遂げたグループも。同労者の集会は、チャンスでした。指導者や同労者たちに、他者より優れた私の能力を示せる絶好の機会だと思ったの。集会に着くと、リューさんが心配そうに、眉をひそめていて、ため息交じりに言いました。「あなたのところでは、兄弟姉妹への水やりや支援はうまくいってる？　私たちはうまくいっていないの。私は真理の現実に欠けているんだわ。解決できない問題がたくさんある」私は笑顔で言いました。「私たちの教会での水やりはとても順調よ。以前より随分よくなったもの」ちょうどそのとき指導者が来て、教会での水やりについて尋ねてきました。私は思ったわ。「私の能力を知ってもらうチャンスだ。うまく話さなければ」ところが彼女が尋ねたのは、水やりの成果についてではありませんでした。これまでにどんな困難が生じたか、どう真理の交わりをとおして解決したか、そしてどんな困難を、解決できていないのか、そういった事柄について、尋ねてきたのです。私はパニックになったわ。普段、私は仕事を手配するだけで、詳しいことは、全く知りませんでした。私は実際には水を与えていなかった。もし指導者が、私に尋ねてきたら、どう答えればいいのでしょう。真実を話したら、実際の働きをしていないと思われるかもしれません。「自分が責任を負う仕事はうまくいっている」と、リューさんに自慢したばかりなのに、詳細を話せなければ、中身のない自慢だと指摘されるかもしれません。「どうしたらいいの？」と、気が気でありませんでした。するとチョウさんが、彼の教会での水やりにおいて、彼らが直面したいくつかの問題や、彼の働きのなかで露わになった、堕落について話しました。その解決のために真理を追求した方法の説明も。とても実践的で、なおかつ具体的な内容でした。私たちに実践の道を示すものだったわ。彼の交わりを聞いて、本当に恥ずかしくなりました。私は何も、実際の働きをしていなかったのですから。真っ赤になった顔を、下に向けました。次に、指導者から私の話を求められました。心臓が止まるかと思ったわ。何を言ったらいいのでしょう。詳しく伝えられる話はない。大ざっぱな内容では実際の働きをしていないことがバレる。でも真実を話したら、みんなからどう思われるでしょう。とても正直には話せません。そこで、ただこう言いました。「私の状況はチョウさんとほとんど同じです。繰り返す必要はないわ」すると指導者は何も言わず、神の御言葉を読んで集会を始めました。私はその集会で誰かから何かを盗んだような気分がして、不安で仕方ありませんでした。いつか指導者が、私の働きを確認したり監督したりして、私の実践がチョウさんとは異なることに気づき、実際の働きをせずに、嘘をつき偽る私を、本分から外すのではないか。でもそんな不安が強まっても、真実を話す勇気がありませんでした。そして心の中でこう決めたの。「チョウさんが、話した内容と同じ方法で働いて、今回の嘘の埋め合わせをしなくちゃ」。

教会に戻ると、私は執事やグループリーダーたちと会い、個々に詳しく交わり、すぐに始めてもらいました。そして自転車でルーさんの家に向かい、彼女にチョウさんの方法を細かく話して、水やりの本分を果たす兄弟姉妹に、共有するよう伝えました。そうして3日が過ぎ、私は働き手たちの実りの収穫を楽しみに待っていました。でも驚いたことに、彼らは水やりにおいて、数多くの問題に直面したというのです。なかには解決できていない問題も。新参者への水やりが間に合わず、共産党や牧師の嘘にだまされた彼らは、これ以上集会に参加する勇気を持てないとのことでした。「なぜ、こんなことになったの？」と、頭が混乱したわ。私は急いでルーさんの家に行きました。彼女は私を見て、心配そうに言いました。「私たちの水やりに問題が生じてる。どう解決すればいいの？　私には分からない」言葉が見つかりませんでした。特にルーさんには交わりをとおして指示し、細かく説明したのに、彼女は分かっていなかったわ。彼らはどうしたのでしょう。はっきり説明したのに分かっていなかった。失敗したら、指導者はどう思うでしょう。考えるほど、いら立ち、落ち込みました。その晩私は、眠れずに寝返りを打っていました。何の気力も湧きませんでした。そしてようやく神の御前で祈ったの。「神様、ここ数日間私は以前よりも努力して本分を尽くしてきましたが、何も達成できませんでした。あなたのお導きを感じられず、暗闇を生きているかのようです。神様、私の行為はあなたの御心に反するもので、あなたが嫌悪し、憎むものなのでしょうか。自分の状態を理解できるよう、どうか啓きを与えてください」。

そして、神の暴きの御言葉を読みました。「あなたの目標や意図は、心にわたしを抱いて生み出されたものなのか。あなたの発言や行動はすべて、わたしの前で行われているのか。わたしはあなたの思いや考えをすべて調べる。あなたは罪悪感を覚えないのか。他人に見えるように偽りの姿を装い、落ち着いて独善的なそぶりを見せるのは、自身を守るためだ。そして自分の悪を隠すためにそうするだけでなく、さらにその悪を他の誰かに押しつける方法まで考え出す。あなたの心には何という欺瞞が宿っていることか」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。「本音と建前を使い分けてはならない。わたしにはあなたのすることがすべてはっきりと見えている。他の人を欺くことはできても、わたしを欺くことはできない。わたしにはすべてがはっきりと見えているのだ。何も隠すことはできない。すべてはわたしの手の中にある。小賢しい計算で有利な結果を得られたからと言って、自分がとても賢いなどと思ってはならない。言っておくが、人間が何千何万と計画を立てたところで、最終的にわたしの手からは逃れられないのだ。万事万物はわたしの手に支配されているのだから、一人の人間など尚更である。わたしを避けたり、隠れたり、おだてようとしたり、隠し事をしたりしてはならない。わたしの栄光に満ちた顔貌、怒り、そして裁きが公にあらわされていることが、あなたにはまだわからないのか。わたしを心から求めない者はみな、ただちに容赦なく裁かれる。わたしの憐れみはすでに尽きた。もうこれ以上偽善者であることをやめ、狂気じみた無謀な生き方を捨て去りなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十四章」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉を読んだあと、自分自身を振り返りました。私は集会を開き、執事やグループリーダーたちと交わることに奔走していましたが、何のためだったのでしょう？　本当に教会の仕事や、兄弟姉妹のいのちのためだったのでしょうか。彼らの実際の問題を解決するためだったのでしょうか。そして、自分が集会でどんな嘘をついたか考えたわ。水やりについて指導者に尋ねられても、自分が実際の働きをしていないことを知っていたのに、愚か者だと思われないように、みんなから見下されないように、偽っていました。自分の嘘が指導者に知られないようにと、急いで自分の働きの穴を繕おうとしました。そして気づいたの。私が懸命に働いていたのは、嘘をつきとおすためで実際の働きを行っていなかったという事実を隠すためでした。自分の評判と地位のためだったの。兄弟姉妹の実際の困難をちゃんと理解することなく、真理を交わって彼らの問題をきちんと解決することなく、チョウさんが話した方法を使っただけでした。自分の本分を軽率に扱い、卑劣な動機を抱いていて、神の御心に沿えるでしょうか。神は私たちの心の奥底を見抜くわ。神を欺き、だましてごまかそうとする私を、嫌悪しないはずがありません。私が陥った暗闇は、神の刑罰であり懲らしめでした。そのことに気づくと、少し怖くなり、次の集会で真理を実践し、打ち明けよう、そう思いました。でも大きな嘘をついたことを打ち明けることに不安もありました。「嘘だと認めたら、みんなからどう思われるだろう」「ずるい人間だと言われるだろうか」と。

そこで、こんな神の御言葉を読みました。「嘘をつくと、その場で面子を失うことはないにせよ、心の中で自分の株が完全に下がったと感じ、自分の不誠実さに良心が痛むことでしょう。心の奥で自己嫌悪に陥り、自分を軽蔑し、こんなふうに考えるでしょう ― 「わたしはなぜこれほどみじめに生きているのだろう。真実を話すことは、本当にそれほど難しいのだろうか。ただ自分の評判のためだけに、こんな嘘をつかなければならないのだろうか。なぜ人生はこんなに疲れるんだろうか」と。疲れる人生を送る必要はありませんが、しかしあなたは気楽で自由な道を選んでいません。評判と虚栄心を守る道を選んだため、あなたにとって人生はとても疲れるものになっているのです。……あなたは評判や名声といったものを手放すことができないため、嘘をついてそれを守るしかありません。嘘をつくことでそういったものにしがみつけると思っているかもしれませんが、実際にはそうではありません。そのような偽りをもってしても、あなたの品位と尊厳は保たれないだけでなく、さらに重要なこととして、あなたは真理を実践する機会を失っているのです。評判と名声は守れたとしても、あなたは真理を失い、それを実践する機会を失っただけでなく、正直な人になる機会も失ってしまったのです。これは最大の損失です」（『キリストの言葉の記録』より引用）。どの御言葉も心に響きました。嘘をついてからというもの、自分の評判は維持できても、少しも幸せを感じられないどころか、不安でしかなくて、自分のしでかしたことをいつも悔やんでいました。誰かと話していても、偽りを見抜かれるのではないか、もう信じてもらえないのではないかという恐怖心から、目を合わせたくなかった。嘘を隠し信じてもらうために、あらゆることを試みさえしました。安心できることのない、苦しく疲れる生き方でした。嘘と偽りの、卑劣で、情けない生き方でした。もうこれ以上取り繕いたくなくて、懺悔し悔い改めるために神に祈ったわ。そして、次に兄弟姉妹に会ったときには肉に背き打ち明けよう、そう決心しました。

数日後、指導者が集会にやってきました。神が、真理を実践するチャンスを与えてくださったのだと感じました。こう祈ったわ。「神様、私の嘘と偽りを明かしたいと思います。真理を実践する決心を与えてください」集会場に着いた私は、今回指導者が来たのは教会のリーダーのなかからパートナーを選ぶためだと知りました。心の内で葛藤が生じました。「教会のリーダーたちのなかで、私の能力と成果が、他の人たちよりも多少優れている。きっとすでに私は、適任の候補者に挙げられているだろう。でも私が自分の嘘を明かして、本当のことを話したら、どうなる？　私への評価が下がってしまうのでは？　ずるい人間だと思われて、選ばれなくなるのでは？　他の人が選ばれたら、もう顔向けできなくなる」やはり、話せないと思いました。顔を伏せて考えていると、指導者が最近の様子を尋ねてきました。私は口ごもりながらごまかしました。「いい状態です。困難なときは神に祈り、真理を追求して解決すべきだと分かっています……」そう言ったあと、恥ずべきことをしてしまったと感じ、不安でいっぱいで、汗が噴き出てきました。私が懸命に汗をぬぐうのを見た指導者は、一杯のお湯を持ってきて、風邪をひいたのかと、私に優しく聞きました。私は言ったわ。「分かりません。なぜだか不安で、汗が止まらないの」本当は分かっています。また嘘をついて、真理を実践しなかったからよ。心の中で神に祈りました。「神様、私は何度も嘘を繰り返し、真理の実践を頑として拒む頑なで反抗的な人間です。真理を実践し、正直な人間になれるよう導いてください」。

するとリューさんが神の御言葉の聖歌を歌おうと提案しました。「誠実であるということは、自らの心を神に捧げること、万事において神に真実であること、万事において神に隠し立てしないこと、事実を隠さないこと、立場の上および下の人を欺こうとしないこと、神にこびへつらうためだけに行動しないことを意味する。要するに、言動において純粋であり、神も人も欺かないということである……あなたの言葉が言い訳や取るに足らない弁明ばかりなら、あなたは真理を実践したがらない人であるとわたしは言う。共有するのを躊躇するような秘密を数多く持っているなら、自分の秘密、つまり自分自身の困難を光の道を求めるために他者の前に明かすのがどうしても嫌だというなら、あなたは簡単には救いを得られない人であり、暗闇から簡単には脱せない人であるとわたしは言う。真理の道を求めることで喜びを感じるのであれば、あなたは常に光の中で暮らす人である」（「神は誠実な者を祝福する」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）この聖歌を歌っているあいだ、私は心が痛み、恥ずかしくなりました。集会の前に祈ったのは、自分がどのように嘘をつき、偽ってきたかを打ち明けたいと思ったからでした。でも指導者がパートナーを選びにきたことを知って、何も話したくなくなったわ。私が実際の働きをせずに、嘘までついていたことを、指導者や同労者に知られ、ずるい人間だとして、選ばれなくなるのが怖かった。指導者になるチャンスを失うのを恐れたの。なんというずるさでしょう。神はすべてを見ています。他の人をだませても、神はだませません。次の御言葉が心に響きました。「共有するのを躊躇するような秘密を数多く持っているなら、自分の秘密、つまり自分自身の困難を光の道を求めるために他者の前に明かすのがどうしても嫌だというなら、あなたは簡単には救いを得られない人であり、暗闇から簡単には脱せない人であるとわたしは言う」心が一層苦しくなりました。私は神の言うような、人に話したくない秘密を、数多く持つ人間だったのでは？　水やりについて、自分が詳しく知らないことを私は自覚していました。だけど指導者に聞かれても、ゲームのように知ったかぶりをして、嘘をつきました。教会に戻っても、誰にも話すことなく、自分の働きにおける、堕落と過ちを明かしませんでした。それどころか本分を尽くしているように見せかけ、自分の嘘を隠しとおそうとしました。どう本分を尽くせたというのでしょう。私は名声と地位を守りたいがために、神をだまし、人々を欺こうとしたの。新しい地位を得るためよ。私は厚かましくも誓いを破り、神も仲間もだましました。何度も何度も嘘をつき偽っていたわ。そのとき神の御言葉が心に浮かびました。「あなたがたの言葉は、ただ、しかり、しかり、否、否、であるべきだ。それ以上に出ることは、悪から来るのである」（マタイによる福音書5:37）。「あなたがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望どおりを行おうと思っている。彼は初めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のうちには真理がないからである。彼が偽りを言うとき、いつも自分の本音をはいているのである。彼は偽り者であり、偽りの父であるからだ」（ヨハネによる福音書 8:44）。神が正直な人間を好むことはよく分かっていました。それなのに何度も嘘をついて、自分の嘘を隠し、神と兄弟姉妹をだまそうとしたのです。その私のどこが、サタンと異なるでしょう。私に少しでも正常な人間性が？　悔い改めて変わらない限り、サタンと同じ結末をたどることになります。そう思うと怖くなって、神に祈り、自分の評判を打ち砕く勇気を奮い起こしました。そしてこれまでの自分の嘘とごまかしや、卑劣でずるい動機をひとつ残らず詳細に打ち明けました。すべて白状し終えると重荷が消え去ったかのように、急に気分が楽になりました。心が静まり解放されたようでした。

兄弟姉妹は私をさげすむこともなく、指導者はこんな御言葉を読んでくれました。「人が欺瞞に関与するとき、そこからどのような意図が生じているでしょうか。それはどんな性質を表しているのでしょうか。その人はなぜ、そのような性質を表すことができるのでしょうか。その根源は何でしょうか。それは、人々が自分の利益を他の何よりも重視しているということです。人は自分が得をするために欺瞞に関与し、それによってその狡い性質が暴かれます。この問題はどのように解決すればよいでしょうか。まず、自分の利益を手放す必要があります。人に自分の利益を手放させるのは、何よりも難しいことです。ほとんどの人は得することしか求めておらず、利益が命そのものであり、それを手放させることは命を無理やり放棄させることに等しいのです。ではどうすればいいのでしょうか。手放すこと、捨て去ること、苦悩することを学び、好きなものを断ち切る痛みに耐えることを学ばなければなりません。この痛みに耐え、利益のいくつかを手放してみると、少し安心し、少し解放された気分になるでしょう。そうすることで、自分の肉を克服していけます。しかし自分の利益にしがみついて手放さず、『自分は騙してきたけど、だから何だ。神に罰せられたことはないから、人にも罰せられるはずがない。わたしは何も手放さない』などと言えば、他の誰も損はしませんが、最終的に自分自身が大損をすることになります。自分自身の堕落した性質を認識したときは、実際あなたが入り、進み、変わる機会であり、神の前に出て神の吟味と裁き、刑罰を受け入れる機会なのです。そしてそれはさらに、あなたが救いを得る機会でもあります。もし真理を求めることを諦めるなら、それは救いを得、裁きと刑罰を受け入れる機会を諦めることに等しいのです。……真理を実践することを選べば、たとえ自分の利益を失ったとしても、神の救いと永遠のいのちを得ることになります。そういう人たちが最も賢いのです。真理を犠牲にして利益を得るなら、彼らが失うのはいのちと神の救いであり、そのような人々は最も愚かです。最終的に自己の利益と真理のどちらを選択するかということは、他の何よりもその人を表します。真理を愛する者は真理を選び、神の前で服従し、神に付き従うことを選びます。そしてむしろ、あえて自己の利益を放棄するでしょう。彼らはどれだけ苦しむことになろうと、神の証人として立ち、神を満足させる覚悟でいます。これが真理を実践し、真理の現実に入るための基本的な道筋なのです」（「性質を知ることは性質を変えるための基本である」『キリストの言葉の記録』）。これらの御言葉を聞いて、私の心は明るくなったわ。何度も嘘をついて、だましてきたことを思い返すとその大きな原因は評判と地位を気にしすぎていたことと、私に嘘つきの本性があったことでした。私は小さなころから、サタンの教育と洗脳を受け、その毒を多く取り込んできました。たとえば、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「樹皮があることで木が生きるように、人は体面を保つことで生きている」「嘘も１万回言えば本当になる」「人は嘘を言わずには何もできない」「口を開く前に頭を使え。それから控えめに話せ」など。このサタンの哲学は、私の生存の法則になっていました。私はこれを人生の指針にして、より自分勝手で嘘つきでうわべを繕った人間になっていたわ。いつでも自分の利益しか考えず、そのために嘘をつき、偽らずにいられませんでした。嘘をついたあと、罪悪感と自責の念から神に悔い改め、みんなに打ち明けたいと思っても、笑われて恥をかくのが怖くて、自分を取り繕い、見せ掛けの態度を取りました。ずるい動機と周りを欺く振る舞いを明かしたくなかったの。真実を話したら、人々に私の正体が知られ、もう高く評価してもらえないのではないかと思うと、自分の顔を潰して、正直になる勇気がありませんでした。私は真理を実践して正直であることよりも、暗闇と苦しみのなかでもがくことを選んでいました。そこまで深く、サタンに堕落させられていたのです。この経験を神から与えられていなければ、神の御言葉による裁きと暴きがなければ、自分がどれだけずるい本性を持っているか、気づけなかったでしょう。真理を実践して、本当の自分を明かそうとも思えなかった。私は気づきました。神の裁きと刑罰は、神が私を守り救うために行われたのだと。そして真理を追求し、正直であることを実践する大切さを感じました。

それからは、真実を語り、正直な人間であることを心に決めました。しばらくしてから、集会に参加していた指導者がときおり傲慢で、独善的になることに気づきました。人々の提案をすんなり受け入れないの。彼女に言おうと何度か思ったけれど、「私の言うことを受け入れてもらえたらいいけど、受け入れてもらえなかったら、どう思われるだろう」そう考え、様子を見ることにしました。ある日、彼女が私にこう言いました。「ワンさん、私たちが知り合ってしばらくが経つわ。何か私に問題があることに気づいたら、どうか教えてね。私にとって助かるから」私は彼女を見て、こう言いそうになったわ。「何もないわ。あなたは素晴らしい」でもそれでは、偽ることになると気づきました。そこで私は神に祈り、神の吟味を進んで受け入れました。嘘と偽りを続け、神に嫌悪されてはいけません。私は心を開いて、彼女の問題について話しました。すぐに彼女はうなずいて言ったわ。「神に感謝を。あなたに教えてもらわなかったら、決して気づかなかったわ。このことを反省して理解しなきゃ」彼女が受け入れられたのを見ると、とてもうれしくなり、驚くほど心の平安と解放感を得ました。真理を実践し、正直な人間になる素晴らしさを経験できました。


16. 沈黙の裏側で

ギリシア 立志

しばらく前のこと、私は編集の本分を尽くすことになりました。ともに編集の本分についている兄弟姉妹はとても経験豊富で、原則を理解しており、優れた素質の持ち主でした。真理を理解しているのは誰か、真の才能と確固たる知識を持っているのは誰かを、みんな識別することができたのです。私は少し動揺しました。素質は平均的で真理の現実もないので、話し合いのときに自分の意見を好き勝手に話してしまえば、魚に泳ぎ方を教えているようなものではないか？　自分が正しかったとしても関係ないし、仮に間違っていれば、真理の理解が浅いにもかかわらず自分を誇示しているのではないかと、みんなに思われてしまう。それは本当に恥ずかしいことのように感じられました。私は目立たぬようにいつも気をつけ、話すよりも聞くことのほうに集中しようと自分に言い聞かせました。そのため、全員で問題を探究するときも、自分の考えを話すことはほとんどなかったのです。一つ提案をしたこともありますが、それは正しい取り組み方ではないということで全員の意見が一致しました――私はとても恥ずかしくなり、向こう見ずに出しゃばってはいけない、さもないとドジを踏んで物笑いの種になる、と思いました。そこで、その後の話し合いでは自分が考えたことを決して自ら口にせず、まずは他の人たちに話をさせたのです。

その後、素晴らしい素質を持ち、洞察力に優れた姉妹が私たちのチームに加わり、私と一緒に働くことになりました。ある問題を話し合っていたときのこと、アイデアがいくつか浮かんでそれを話そうとしたのですが、自分の考えが的外れで、口にしたことが吟味に耐えられず、この新人の姉妹に単純で考えが甘いと思われ、自分の正体がばれてしまうのではないかと不安になりました。彼女が私を見下すようになったら、いったいどうすればいいだろう？　そこでそのことは忘れ、ひたすら彼女の言うことに耳を傾けようと決めたのです。それから数日、私たちはその問題に対処したのですが、私は自分の見方をほとんど伝えず、彼女の見方に従うばかりで、そうすれば恥をかかずに済むし物事もスムーズに進むと考えていました。私がほとんど話さないこともあり、私たちの協調関係はとても冴えないものに感じられました。ときおり彼女が何らかの問題に直面しても、私は自分の意見を伝えず、二人とも行き詰まるばかり。私たちの生産性は極めて低く、働きの全体的な進み具合も停滞していました。時がたつにつれ、私はますます口数が少なくなり、たとえ意見があっても心の中で何度も反芻し、時間をかけてじっくり考えてからようやく口を開くという有様です。本当に落ち込んでしまい、本分でもほとんど成果を挙げられません。その状態から抜け出せず、妙な憂鬱と不安を感じてしまうという具合でした。そのとき、私は神の御前に出て祈り、こう伝えたのです。「神よ、近ごろは本分を尽くしていても聖霊の啓きを一切感じられず、働きもほとんど進んでいません。自分がどんな堕落した性質の中で生きていて、あなたを嫌悪させているのかわかりません――どうか私をお導きになり、自己を認識させてください」。

ある日、デボーションで自己反省をしていたところ、「つかみ所がない」という単語が突然頭に浮かびました。そして御言葉の中からそれに関連する次の一節を見つけたのです。「決して心を開かず、自分が考えていることを他の人たちに伝えない人もいます。何を行なうにせよ、他の人に相談することはなく、その代わりに心を閉ざし、事あるごとに他人を警戒しているように見えるのです。このような人はできるだけ固く自分の殻に閉じこもります。これはずる賢い人ではないですか。たとえば、独創的だと自負しているアイデアがあると、こう考えます。『これはしばらく隠しておこう。伝えてしまうと、あなたがたはこれを使ってわたしのお株を奪うかもしれない。秘密にしておこう』。あるいは、完全には理解していないことがあると、こう考えます。『今は話さないでおこう。話してしまえば、誰かがもっと立派なことを言うだろうし、そうなれば自分が馬鹿に見えないだろうか。みんながわたしのことを見抜いて、こうしたことでの弱点がわかってしまう。何も言ってはいけない』。このように、視点や論法、あるいは根底にある動機にかかわらず、誰もが自分のことを見抜いてしまうのではないかと、彼らは恐れているのです。このような人は絶えずこうした視点や態度で自分の本分、および人や物事や出来事に向き合っています。これはどういった性質ですか。歪んで不実な悪しき性質です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実践することでのみ正常な人間性を有することができる」）。これを読んで心が重くなりました。神の御言葉は私の本当の状態を完全に暴いており、特に「歪んで不実な悪しき性質です」という一言が強く胸を刺し、私をすっかり当惑させました。直接声を上げず、自分の意見を好きなときに話さないことで、たとえ自分は思慮深い人間だと思えても、実際には企みで一杯なのです。直面した問題について自分の見方や意見があっても、すべてをきちんと把握していると思えなければ、自分の言ったことが否定されたり、面子を失って他の人たちに見下されたりするのを恐れていました。そのため自分を抑え、まずはほかの人たちの考えを感じ取り、そこから物事を引き出すのです。これこそつかみ所がなくて悪賢いということではないでしょうか？　それは絶えず策略を巡らせ、ずる賢くて他人を騙す俗世の人たちにしか当てはまらないと、私はずっと思っていました。俗世で暮らす私の友だちや同僚はみな、私が正直な人で、行動する際も密かな動機を抱いていないということで意見が一致しています。私はウナギのようにつかみ所がなく、風の吹く方向をいつも見定めようとしている人たちを蛇蝎のごとくずっと憎んでおり、自分もその同類だとは考えたこともありません。しかしそのとき、たとえ真っ赤な嘘をついたり、そうした人たちのように物事を行ったりしていなくても、やはり自分の悪賢い本性によって突き動かされているのだとわかりました。何を言うにも、また何をするにしても、私は場の空気を慎重に読み、ひたすら流れに身を任せ、自分が無能に見えたり、人に正体を見抜かれたりすることを恐れていたのです。事あるごとに誠実さを失い、評判を守るために自分を偽っていました。本分で困難に直面しても、思ったことを好きなときに言わず、それどころか不実で悪賢く、自分の意見を隠し、神の家の益などほとんど考慮していませんでした。ようやく、自分がつかみ所のない悪賢い人間だとわかったのです。私はいつも、大口を叩かないのは自分の性格の一部に過ぎないと思っていました――その裏にあるサタンの性質を分析してはいなかったのです。そのとき初めて、自分のことをいかに認識していないかがわかりました。

その後読んだもう一つの神の御言葉のおかげで、物事がはっきり見えるようになりました。神は言われます。「サタンは国家政府や有名人や偉人の教育と影響力を通して人間を堕落させます。彼らの悪魔的な言葉が人間のいのちと本性になったのです。『己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす』はサタンの有名な格言であり、全ての人に浸透し、人のいのちとなっています。ほかにもこれに類似する処世哲学の格言があります。サタンは各国の洗練された伝統文化を用いて人々を教育し、人類を果てしない破滅の淵へと陥れます。そして最終的に、人間はサタンに仕え神に抵抗したために神に滅ぼされるのです。……人の生活、行動や振る舞いには、サタンの害毒がいまだ数多く存在し、それらに真理はほぼまったくありません。例えば、人の処世哲学、物事の仕方、金言は赤い大きな竜の害毒に満ち、それはすべてサタンから生じたものです。ゆえに、人の血肉に流れているのはどれもサタン的な物事なのです。……人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ち溢れています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。神の御言葉は私の心の奥底を正確に言い当てていました。そして自分が、「耳を開いて口を閉じよ」とか、「沈黙は金、多弁は過ちのもと」といったサタンの哲学をずっと守っていたのだとわかりました。他人に対して「メガホン」でなく「受信機」でいれば、自分の弱さをさらけ出すことも、愚かに見えることもありません。言いたいことを押し殺すことで、私の間違った考えの多くは決して明るみに出ず、したがって誰かに間違いを指摘されたり、反論されたりすることも当然ありません。そうして私は面子を保つことができ、「沈黙は金」や「耳を開いて口を閉じよ」といった考えに従うことが、現世でうまくやっていく最も賢い方法だとさらに確信したのです。全能神による終わりの日の働きを受け入れたあとも、私はそうした事柄に従って兄弟姉妹との交流を続けました。多くを語らず口を閉じている限り、私の個人的な短所や欠点は誰にもわからず、自分のイメージを守れると思っていました。私はそうしたサタンの哲学によって生き、自分の見方を伝えたいと思うたび、自分の損得と、他の人がどう思うかを必ず計算していました。恥をかく恐れがあると思えば安全な道を選び、何も言わず何もしません。そうしたサタンの害毒のせいで、私はますますつかみ所のない悪賢い人間になり、いつも先読みして他の人から身を守っていました。自らコミュニケーションをとって心を開くこともなく、他の人たちと働いていても本当に憂鬱で単調でした。そんな風では、本分においてちゃんとした仕事をするなど不可能です。

これに気づいた私は神の御前に出て祈り、堕落した性質のこの側面を解決できるよう導きを求めました。その後は自分の個人的な動機を捨て、自分がどう見えるかを気にすることなく自らの考えを進んで言えるように、兄弟姉妹との話し合いで意識的に努力しました。よく練られていないアイデアがあれば、兄弟姉妹にそれを示して話し合いや対話を行い、また本分で困難に突き当たったときは、みんなで祈って一緒に探求し、互いに意見を伝え合うのです。このようにして、私たちは前に進む道を見つけることができました。しかし私はサタンによってあまりに深く堕落させられていたので、堕落した性質に従って行動してしまうことがいまだ何度もありました。あるとき、本分での問題について話し合っていたところ、たまたま二人の監督者が同席していたのですが、私はこう思いました。「兄弟姉妹と色々なアイデアを話し合うのはいいけれど、今は監督者がいる。私の考えが間違っていたり、私の理解が的外れだったりしたら、私の素質についてどう思うだろう？　この本分に適していないと判断されてチームから外されたらどうしよう――そうなったら他の人たちはどう思うかしら？　二度と顔向けできないわ」こうした不安に心を乱された私は、話し合いが終わるまで一言も発しませんでした。やがてまとめに入ったのですが、監督者の一人が私に向かって、なぜ何も言わなかったのかと尋ねました。気まずさと申し訳なさを心から感じ、なんと答えていいかわかりません。そしてようやくこう言いました。「私の悪賢い性質がまた出てしまったんです。言い過ぎれば必ずぼろが出ると心配だったので、口を開く勇気が出ませんでした」しかしそのあとも、私はやはり不安でした。自分が示した堕落を認めはしたものの、次にこのような状況に置かれたとき、同じことをしてしまうのではないか？　これを反省していると、自分は自己認識をいくらか得て、この問題を暴き出す神の御言葉に寄りかかって自己を支えてはいたけれど、困難に直面するとどうしてもこの堕落した性質に従って生きてしまうのだ、とわかりました。真に悔い改めて変わってはいなかったのです。私は神の御前に出て、真に自己認識できるようどうかお導きくださいと祈りました。

その後、神の御言葉のこの一節を読みました。「いつも話をして他人に心を開くのを好むならば、誰もが自分のことを見抜き、自分に深さがなく、平凡な人であることを知り、そうしてそれ以上尊敬することはないと、反キリストは信じています。他の人たちが尊敬しないと言うとき、それはどういった意味ですか。それは、他人の心の中で立派な位置をもはや占めておらず、自分が極めて凡庸で、単純で、平凡に見えるということを意味しています。このことを、反キリストは見たがりません。ゆえに、あるグループの中で、常に自分をさらけ出し、自分は消極的になって神に背き、昨日はこんなことで過ちを犯し、今日は誠実な人でないために苦しみ、痛みを感じていると言う人を見かけても、反キリストはそうしたことを何一つ言わず、自分を深く隠すのです。素質が乏しいとか、頭脳が単純だとか、物事をあまり考えていないという理由でほとんど何も言わず、ゆえに口数が極めて少ない人がいます。反キリストの同類もほとんど話しませんが、それが理由なのではなく、むしろ彼らの性質における問題なのです。彼らは他の人と会ってもほとんど話さず、他の人がある事柄について話しても、軽々しく意見を口にはしません。彼らが意見を言わないのはなぜですか。まず何より、このような人には真理がなく、物事の核心を見通せないのは間違いありません。口を開くやいなや間違いを犯し、他の人に正体を見抜かれます。したがって、彼らは沈黙して潜り込み、他人が自分のことを正確に測れないようにするだけでなく、この人は並外れて優秀だと思わせさえするのです。このようにして、彼らのことを取るに足らない人物だと考える人は誰もいなくなり、彼らの穏やかで落ち着いた物腰を見て、人は彼らのことを高く評価し、あえて軽んじようとはしなくなります。これが反キリストのずる賢さと邪悪さです。容易に意見を言わないことが、彼らのこの性質の一部なのです。彼らが容易に意見を言わないのは、自分に意見がないからではありません。彼らには、間違っていてねじ曲がった意見、真理にまったく沿っていない意見、さらには日の光を見ることができない意見がありますが、どのような意見を持っていようと、それを自由に発することはしません。彼らが自由に意見を発しないのは、他人の手柄にされることを恐れているからではなく、それを隠しておきたいからです。自分の正体を見抜かれるのが怖いから、意見をはっきり口にしないのです。……彼らは自分の程度を知り、別の動機を持っていますが、最も恥ずべきこととして、高く評価されることを願っています。これは極めて不快なことではないですか」（『反キリストを暴く』）。神の御言葉の一言一句に私は芯まで打ちのめされました。自分は「沈黙は金」や「多弁は過ちのもと」といった考えにいつもしがみついていた。単に自分のイメージを守り、間違ったことを言って笑われたり、恥をかいたりすることを恐れていただけのように思われたけれど、問題の核心は、他人の目に映る地位を得たいと望んでいたことだった。私は、自分が口にするすべてのこと、自分の述べるすべての意見が他人に賞賛され、認められ、賛成してもらうことを望んでいました。それを達成するため、率直さを捨てて自分を偽り、頭脳を振り絞って自分の言動にこだわることで、思慮深く洞察力に満ちた人物だと思われるようにしていたのです。監督者と話し合ったときも、自分のイメージと地位を守ることにとりわけ執着していたので、あえて自分の意見を伝えませんでした。自分が正しければ問題ないけれど、間違っていたら理解力のなさを露呈してしまうと考えたのです。さらに、監督者が私によくない印象を抱き、本分から外してしまえば、他の人たちのあいだで私の地位は完全に失墜してしまう。こうしたよこしまな動機を抱いていた私は、自分の考えと意見を打ち明けることが不安でひたすら口を閉じ、「これを理解しているかどうか、自信がありません」という簡単な一言さえ言おうとしませんでした。実に卑劣で恥ずかしいことです！　本分で他の人たちと協力したり、兄弟姉妹と日々交流したりするとき、自分はもの静かで外面こそ誠実に見えるけれど、内面にはずる賢さを抱えているのだと気づきました。私は自分の醜さを隠し、自分を偽って他の人たちを誤解させていたのです。そして集会の場で真理について交わったり、問題を話し合ったりするときでさえ、他者の目に映る自分の地位とイメージを守ろうと、流れに身を任せようとしました。真理と義を愛する以上に自分自身のイメージと評判を愛する――これは悪賢く邪悪な反キリストの性質に他ならず、それを私は露呈していたのです。ここまで反省したところで、自分の状態がいかに危険かがわかりました。そして恵みの時代、ご自身の旨を行うのを怠った者に対し、神が「わたしは彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ』」（マタイによる福音書7:23）とおっしゃったことを考えました。自分には信仰こそあるものの、神の御言葉を実践せず、神に満足していただくために実際の行動をとることもありませんでした。交わりのときも兄弟姉妹に心を開いて率直になることができず、その代わりに自分の望ましくない面をいつも隠し、兄弟姉妹に仰ぎ見てもらえるよう、あの手この手で自分のイメージを守って他者を誤解させました。地位を巡って神と争い、神に反抗するという反キリストの道を歩んでいたのです。悔い改めなければ最後は神によって淘汰されることはわかっていました。ようやくこれを理解した私は、自分の堕落した本性に対する強い嫌悪感で一杯になり、またそうした追求を続けていればどれほど危険なことになるかもわかりました。できるだけ早く神の御前に出て悔い改め、自分の肉を捨てた上で、神の御言葉を実践しなければなりません。

その後、自分の状態を兄弟姉妹に打ち明けたところ、ある姉妹が神の御言葉の一節を送ってくれました。「人が神の前で本分を尽くすとき、あるいは何らかの働きを行なうとき、その人の心は清水のように純粋でなければなりません。態度が正しくなければならないのです。どのような態度が正しいですか。何をしていようとも、自分の心にあるもの、抱いている考えを他の人に伝えることができます。あなたの考えではうまくいかないと言われ、別の提案をされたなら、それに耳を傾けて『いい考えですね。それで行きましょう。わたしの考えはいいものでなく、洞察に欠け、未熟です』と言います。あなたの言動から、行ないに明確な原則があり、心に闇はなく、誠実に行動して語り、誠実な態度に頼っていると、誰もがわかります。あなたは白を白、黒を黒と言うことができます。そうならそう、違うなら違うといった具合で、策略も秘密もなく、非常に透明な人なのです。これは一種の態度ではありませんか。これはその人の性質を表わす、人や出来事や物事に対する態度です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実践することでのみ正常な人間性を有することができる」）。私もこの神の言葉の一節を読みました。「神は人に、不実にならず、誠実になって誠実に語り、誠実な物事を行なうよう告げています。神がこのように言うことの意義は、人が真の人間らしさを持てるようにすることであり、それによってその人は、地を這い回る蛇のように話し、いつも言葉を濁して物事の真実を曖昧にしているサタンのようにはならなくなります。つまり、人が言動のいずれにおいても、気品があって正しく、闇の面がなく、恥ずべきことが一切なく、きれいな心があり、外面と内面が調和している人生を送れるよう、このように言われたのです。このような人は心で何を考えていてもそれを話し、誰かを騙すことも神を欺くこともなく、何一つ隠さず、心は一片の浄土のようです。これが、神が人に対して誠実な人になるよう求めることの目的なのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「人間は神の経営計画の最大の受益者」）。これらの御言葉を読んで、神は正直な人を好まれることがわかりました。正直な人は飾り気がなく率直で、神を騙したり欺いたりすることも、他人に対して悪だくみをすることもありません。心のうちをねじ曲げることなく率直に話すので、神も人もその人の本当の心を見て取れます。人はこのように、つまり正直かつありのままに、自分を表わすべきなのです。正直な人は真理を愛し、肯定的な物事を愛するので、容易に真理を得て神に完全にしていただくことができます。一方の私は、他の人たちとの交流や協力において、心からの本当の言葉を一言も発することができませんでした。言動ともにはっきりせず、当てにならず狡猾なので、真理を理解して得るなどできるわけがありません。事実、神は私の素質をすっかりご存じで、真理に対する私の理解がどの程度かも知っておられます。自分自身を偽ることで他の人たちは騙せても、神を騙すことは絶対にできません。私は常に嘘をつき、正直ではありませんでしたが、それがいかに邪悪で嫌悪感を催すことか、神はご存じなので、私を導くために働きをなさることなどあり得ません。しかし、神のお求め通りに真理を実践して正直な人になり、自分の見方が間違っているかどうかを他の人たちに打ち明けるというのは、私にとってそれほど大変なことではないでしょうし、神にも喜んでいただけます。その上、自分の口を開きさえすれば、自分がどこで間違っているのかを学ぶことができます。そうすれば、他の人たちも私に指摘して手助けすることができますし、私が進歩するにはその方法しかありません。面子を多少失うことになりますが、真理を理解し、いのちの成長を遂げる上でとても有益なのです。以前、私は自分をどう律するべきかまったくわからずにいました。しかし、神が私たちの手をお取りになり、どう話すべきか、どう行動すべきかを教えてくださってからというもの、私たちは人間らしく生きられるようになりました。私は神の切実な御旨を理解するようになり、心から励まされるとともに、実践の道を得ました。

その後、兄弟姉妹とともに働いたり、本分の中で監督者と交流したりする際、私は努めて心を開いて隠し事をせず、自分の評判と地位を守ろうとするのをやめるようになりました。また、自分の本心を伝え、兄弟姉妹に対して率直であろうとしました。そして自分のアイデアがよく練られていないこと、自分の理解が浅いこと、あるいは自分の考えが単純なことを兄弟姉妹にはっきり言うことができるようになり、みんなも私に欠けているものを喜んで正してくれました。そのようにすることを実践して、私は心から自由を感じました。しかも、間違ったことを言っても恥ずかしい思いをすることはありません。他人の賞賛を得るために絶えず自分を偽り、偽の仮面を被ることこそ、偽善的で恥知らずなことなのです。それから程なくして、このチームに最も長くいる姉妹と一緒に働くことになりました。彼女は業務や真理の交わりにとても優れていたので、私は働く中で自分の見方を口に出すのをためらいました。自分の欠点を露わにせず、思慮深く見えるようにするためです。その考えが首をもたげたとき、またしても自分を偽ろうとしていることにすぐ気づいたため、神に祈って自分を捨てました。その後、この姉妹と業務の話し合いをするとき、私はもう自分を抑えることなく、進んで自分の見方を伝えました。こうした相互の話し合いのおかげで、自分の見方が本当に正しいかどうか、です。彼女は私の弱点を見て、どこに欠陥があるかがわかるようになったのそれに応じた提案をすることができました。こうした協力関係のおかげで、私は自分の働きだけでなく、原則を把握する方面でも進化を遂げることができました。他の人たちと自発的にコミュニケーションをとって議論を行い、正直な人になり、神に面と向かって本分を尽くすことで、心の闇がかなり消え去るのを経験し、ずっと気楽になりました。また本分をよりよく尽くせるようにもなりました。神の導きに心から感謝します！


17. 劣った素質は言い訳にはならない

中国　追求

以前、私は本分を尽くしているときに困難に直面したり、働きぶりがよくなかったりするたびに、それは自分の素質があまりに劣っているせいだと考えていました。そのため、たいてい否定的、消極的な状態で生きていました。自分の劣った素質をしょっちゅう言い訳にして、難しいと感じた本分を他の人に押しつけ、それは何も問題ないとか、自分は素質が劣っていてうまくできないのだから、他の人にそれをするように頼むのは教会のことを考えているのだとか考えていました。私がこの間違った見方を改め、自分の観念と想像を通して物事を見ていたことに気づいたのは、ひとえに神様の御言葉を読んだおかげでした。それとともに、自分の堕落した性質についても認識するようになったのです。

ある日、指導者から、ある姉妹を支える手紙を書いてほしいと頼まれました。私とチームを組んでいた姉妹は他のことに忙しく、その処理を私に頼んできました。私はすぐに言い訳を始めました。「私の素質はとても劣っているの。文書を書いたり編集したりするのが苦手なのよ。あなたが処理したほうがいいでしょう」このようにして、私は厄介なことはすべてパートナーに自動的に押しつけました。その後、彼女は私に言いました。「初めて会ったときから、ずっと素質が劣っていると言い続けているけど、何日間か一緒にいて、あなたが仕事上の問題を見つけられることに気づいたわ。私はあなたの素質がそれほど劣っているとは思わないけど、あなたは本分を尽くすあいだに困難に出会うたび、素質が劣っているといつも言って、他の誰かに本分を押しつけることさえある。素質が劣っているといつも言い続ける動機が何なのかはわからないけど、まったく見せかけのような気がするわ」彼女がこのように言うのを聞いて、私は何も言えませんでしたが、心の中は反感で一杯でした。「素質が劣っているというのは、本当のことを言っているのよ。あなたは実情を知らないで、私を誤解しているわ」その後、姉妹がどうしてそのようなことを言ったのか、私はじっくり考えました。素質が劣っていると言ったとき、私は嘘をついていたんじゃない。どうして私に動機があるなんて言えたのかしら。私は心の中ですっかり困惑していました。

同労者と集まったとき、私は自分の困惑を他の兄弟姉妹に打ち明け、素質が劣っていると考える理由を一つ一つ挙げていきました。タイピングが本当に遅いし、文章のスタイルもまったくよくない。パートナーと文書に取り組むと、彼女がタイピングと編集の大半を行ない、教会の仕事を扱った時すぐに問題を見つける。けれど、私はずっと遅い、などといったことです。私の話を聞いたあと、指導者である劉兄弟が言いました。「林姉妹、そういうことにもとづいて素質の優劣を測るものですか。それは真理と一致していますか。神様の御心と一致していますか。私たちはみな、この世の人が才能と頭脳をとても重視していることを知っています。頭の回転が速く、話し方が明晰で、俗世間の物事を扱うのに長けた人は誰しも優秀な素質の持ち主で、話し方がぎこちなく、無知で、よい教育を受けていない人は素質がないと見なされます。それは未信者の見方です。神様を信じる私たちは、神様の御言葉にもとづいて物事を見なければなりません。この件について、神様の御心を探し求めましたか。神様は何を根拠として、人の素質の優劣を測られますか。そもそも、優れた素質、劣った素質とは何ですか」私が首をひねっていると、劉兄弟が「神様の御言葉の一節を読みましょう」と話を続けました。「人の素質はどう測りますか。最も正確な方法は、真理をどの程度理解しているかを基にその人の素質を測ることです。中には専門的な事柄を極めて素早く習得できる人もいますが、そうした人は真理を耳にすると頭が混乱してぼんやりしてしまい、戸惑い、耳にした事柄が頭に入ることも、自分が聞いている内容を理解することもありません。それが乏しい素質というものです。素質が乏しいと言われてそれに同意しない人も中にはいます。そのような人は、自分は高度な教育を受けて知識が豊富なのだから、優れた素質の持ち主だと思っています。立派な教育は高い素質を示すものでしょうか。いいえ、示しません。人の素質は、神の言葉と真理をどの程度理解しているかを基に測られます。これが、そうする上で最も標準的かつ正確な方法です。他のどのような方法によって人の素質を測ろうとしても、それは無駄なことです。中には弁舌爽やかで頭の回転が速く、人付き合いが本当に上手な人もいます。しかし神の言葉を読んで説教に耳を傾けても、何一つ理解しません。自身の経験や証しを語ると、自分が素人に過ぎないことを露呈してしまい、その人に霊的な理解が一切ないことは誰でも感じ取ることができます。これらは優れた素質を持つ人ではありません」（「真理を理解することは、本分を正しく尽くす上で極めて重要である」『キリストの言葉の記録』）。この神様の御言葉から、人の素質の優劣は、神様の御言葉を理解する能力次第であることがわかります。それは、素質があるとか、才能があって賢いなどと未信者が言うときの意味と同じではありません。優れた素質がある人は、神様の御言葉を読み終えるとその御心を理解し、実践して真理に入る道を見つけ、神様のお求めに従って実践することができます。一方、とても賢いように見え、俗世間の物事を扱うのに長けている人がいますが、このような人は神様の御言葉の真理に直面するとすぐにうろたえます。このような人に優れた素質があるとは言えません。それは、知識があり教育を受けた人が、外面的には才能があって頭脳明晰に見えながら、神様の御言葉の真理を理解できないのに似ています。そのような人の中には、物事について馬鹿げた見方をしている人さえいます。よって、高学歴で頭の回転が速く有能であることは、優れた素質を表わしているわけではなく、人の素質を測る基準でもないのです。重要なのは、霊を理解しているかどうか、真理を理解できるかどうかです。人の素質の優劣を判断するにあたって、自分の観念や想像に頼ることはできません」これを聞いて、私は突然光を見ました。私が信じていたことは実は自分の観念と想像に過ぎず、真理と一致していなかったのです。

続いて、ある姉妹が神様の御言葉の二節を見つけ、私に読むように言いました。神様の御言葉はこうおっしゃっています。「神が人をどのように扱うかは、その人の年齢や、どんな環境に生まれたか、どんなに才能があるかといったこととは関係ありません。神は真理に対する態度に基づいて人を扱うのであり、その人の態度はその人の性質に関連しています。真理に対する態度が正しく、受容と謙虚さの態度であれば、たとえ素質が劣っていても、神はそれでもあなたを啓き、何かを得られるようにします。優れた素質がありながら、いつも傲慢で、自分は正しいと絶えず考え、他人の言うことを一切受け入れようとせず、いつもそれに逆らっているならば、神はあなたに働きを行ないません。神は、この人物は性質が悪く、何も受け取る価値はないと言い、あなたがすでに持っていたものまで奪います。それが暴かれるということです」（「真理を実践することでのみ正常な人間性を有することができる」『キリストの言葉の記録』）。「人が真剣で、責任感に溢れ、献身的で、勤勉であれば、働きは正しくなされます。時として、あなたにそうした心がなく、明白な間違いを見つけることも突き止めることもできないことがあります。仮にそのような心があれば、聖霊の鼓舞と導きによって問題を突き止めることができるでしょう。しかし、聖霊があなたを導いてそうしたことに気づかせ、何かが間違っていると感じ取れるようにしたにもかかわらず、あなたにそうした心がなければ、問題を突き止めることはやはりできないでしょう。では、そのことは何を示していますか。人の協力はとても重要であり、人の心も大いに重要であり、自分の思いや考えをどこに向けるかも極めて重要です。その人の意図は何か、本分を尽くすことにどれほど努力を傾けているかについて、神は厳しく調べ、神にはそれが見えます。人が自分が行なうことに心と力を残らず傾けるのは重要なことです。人の協力も重要です。完了させた本分や過去の行ないについて後悔しないよう努め、神に何の借りもないところまで達すること、これが心と力を残らず傾けるという意味です。今日、心と力を残らず傾けなければ、あとで何かがうまくいかず何らかの結果が生じても、後悔するには手遅れではありませんか。永久に借りが残り、それはあなたの汚点になります。汚点がつくことは、本分を尽くす際の過ちです。本分を尽くすときには、するべきこと、する必要があることに心と力を残らず捧げるよう努めなさい。まったくおざなりに本分を尽くすのでなく、何の後悔もないなら、この間に尽くした本分は必ず記憶されます。記憶されることは神の前での善行です。では記憶されない事柄は何ですか。（過ちや悪事です。）それは過ちを犯すことです。いまそのように言われても、人は自分が悪事を働いていることを受け入れないかもしれません。しかし、これに関連して深刻な結果の生じる日が来て、否定的な影響を及ぼせば、あなたはその時点でそれが単なる行動上の過ちではなく悪事だと認識します。そしてそれに気づいたとき、「もっと早くに気づいていればこれは起こらなかったはずだ。もう少し考え、もう少し努力していれば、起こることはなかった」と心の中で考えるのです。あなたの心からこの永遠の汚点を消し去るものはありません。そのせいで永遠の借りが生じれば、あなたは困難に陥ります」（「本分を不注意かつおざなりに尽くす問題を解決するには」『キリストの言葉の記録』）。神様の御言葉を読んだ後、姉妹はこう言いました。「神様の御言葉は、本分を尽くすときの態度がとても大切であることを示しています。それが鍵を握っているのです。私たちに正しい心構えがあり、本分を尽くすことに全身全霊を捧げられるなら、神様はそれをご覧になり、本分への態度に応じて私たちを扱われます。たとえ劣った素質であっても、神様はそれでも私たちを啓いて導いてくださいます。心構えが正しくなく、進んで代価を払って神様に協力しようとしないなら、または傲慢で自分自身を固執するなら、または名声と富を得るためだけに働くなら、このような人が優れた素質を持っていても、きちんと本分を尽くさないだけでなく、神様に拒まれることになります。これが神様の義です。周囲の兄弟姉妹の一部は普通の素質の持ち主ながら、本分を尽くすにあたって正しい動機をもっています。そのような人は困難に直面したとき、真理を求めることを自分に課し、原則へ入ることに集中し、本分を尽くすにあたって効果を上げてゆきます。一方、ひときわ優れた素質をもっているように見え、神様の御言葉について純粋な認識がありながら、うぬぼれて自己満足しているせいで他人の忠告に耳を傾けず、本分を尽くして小さな成功を収めるたび、神様の栄光を自分のものにし、利益と名声のために奮闘し、あらゆる面で自己顕示する兄弟姉妹もいます。中には教会の働きを乱して本分を尽くす資格を奪われる者と、多くの邪悪な行為をした後に反キリストになり、教会から追放される者さえいます。神様に讃えていただけるかどうかを決めるのはその人の素質の優劣ではないことを、これらの事実は示しています。鍵を握るのは真理を追求できるかどうか、心を込めて本分を尽くすかどうかです。」

次に兄弟姉妹は自分の経験を挙げ、観念と想像に従って自分の特質を限定することの危険性と結末を語りました。そのとき初めて、真理を認識していないことがいかに愚かであるかに気づきました。私は真理を探し求めず、代わりに観念と想像の中に生きながら自分を素質の劣った人間だと定義し、難しい本分をしょっちゅう他の人に押しつけるまでになっていたのです。改善しようと試みず、神様に頼ったり実際に代価を払ったりして障壁を乗り越えようともしなかったせいで、自分が尽くせる本分さえも尽くせないようになっていました。実際に訓練することも、真理といのちにおいて成長を遂げることもできなかっただけでなく、それは本分を尽くす際の効率にも直接影響を与えました。私は一緒に働いた姉妹がすぐに問題を見つけられたことを思いました。それは彼女に備わっている素質に関係していたものの、それより重要なのは、本分に対する良心的で責任感に溢れる態度ゆえに、困難に遭遇すると彼女は神様に頼り、困難と正面から向き合えたことです。そうして初めて、彼女は聖霊に啓かれ照らされたのです。一方、私は問題に遭遇するとそれを避けようとし、劣った素質を言い訳にして責任を免れていました。私は神様に頼らず、関連性のある真理を求めることでその問題を解決しようとすることを自分に課していませんでした。それは聖霊の働きを得られないことを意味していました。そのことから、神様は誰に対しても公平で義でいらっしゃることがわかりました。また交わりを通じ、神様は私たちができることに応じてお求めになることにも気づきました。神様は「家鴨の群れを止まり木に移す」ようなことはなさいません。自分を正しく扱わなければならないのです。自分の素質に注意を払うのではなく、本分の遂行に全力を傾けることだけに集中しなければなりません。真理の原則を求めてそれをよく考え、他の人の長所から学び、他の人からの忠告に耳を傾け、それを実際に実践したことに結びつけなければなりません。そうすればやがて、必ず益を得て成長できるでしょう。

その後、私に対する姉妹の批判が耳の中でこだましました。「素質が劣っているといつも言い続ける動機が何なのかはわからないけど」。彼女の言うとおりでした。私はいつも素質が劣っているとすぐに言っていました。どんな動機や堕落した性質が密かに私を操っていたのでしょう。

ある日、私は神様の御言葉を読みました。「自分自身を慎重に吟味して、自分が正しい人間かどうかを見定めなければならない。あなたの目標や意図は、心にわたしを抱いて生み出されたものなのか。あなたの発言や行動はすべて、わたしの前で行われているのか。わたしはあなたの思いや考えをすべて調べる。あなたは罪悪感を覚えないのか。他人に見えるように偽りの姿を装い、落ち着いて独善的なそぶりを見せるのは、自身を守るためだ。そして自分の悪を隠すためにそうするだけでなく、さらにその悪を他の誰かに押しつける方法まで考え出す。あなたの心には何という欺瞞が宿っていることか」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。この神様の御言葉を読んで、私は自分を反省し始めました。以前にしたことがない本分に直面したとき、私がまず行なうのは、自分の素質は劣っていると兄弟姉妹に言うことでした。その本分をうまく尽くせなかったときに見下されることを恐れたからです。私は自分の自尊心と立場のためにそうしていました。うまくできなかったとしても私の責任ではない、全力を傾けなかったからではなく、自分の素質を超えているからだ、とほのめかしていたのです。本分を尽くすときに困難に出会うたび、進んで苦しみ代価を払い、それに正面から向き合おうとはしませんでした。また責任を負うことを恐れていました。それで、自分の本分を他の誰かに押しつけ、私は理性的で自覚があるとその人に思わせるために、劣った素質を言い訳にしていただけなのです。困難に見舞われたり、代価を支払わなければならなかったり、何らかの責任を背負わなければならなかったりするたび、私はほとんどいつも後ずさりしていました。実際、「自分を守るために沈黙し、非難を免れることだけを求めよ」というサタン的な対人哲学によって生きていたのです。自分の遠回しな方法を使って責任を避けるのはとても賢いように見えましたが、実際には真理を求めて理解する数多くの機会を逃していました。事実、神様が私たち一人ひとりにお与えになる素質は目的にかなうものです。それでも私は、聖霊の働きを得て立派に本分を尽くすために、自分が達成できることを土台として全身全霊を捧げませんでした。それどころか、劣った素質をいつも真理を実践しない言い訳として使い、神様を欺き人を騙そうとしたのです。これはとても悪賢く、邪なことではないでしょうか。私が神様に導いていただくことがどうしてできたでしょうか。

神様の御言葉はこうおっしゃっています。「わたしは他者を疑わない者を好む。そして真理を快く受け入れる者を好む。この二種類の人々をわたしは大いに保護しよう。わたしから見ると彼らは正直な人々だからである。」（『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」〔『言葉』第1巻〕）。「『私の素質は劣っているが、心は正直だ』という言葉を聞くと、大半の人は良い印象をもちます。そうではありませんか。このことには人に対する神の要求が関係しています。どのような要求ですか。素質がなくてもそれで世界が終わるわけではなく、人には正直な心がなければならず、それによって神の賞賛を受けることができます。状況がどうあろうと、あなたは正直な人であり、正直に話し、正直に行動し、心と精神をすべて捧げて本分を尽くすことができ、忠実であらねばならず、自分の仕事を回避したり、ずる賢かったり不実であったり、狡猾であったり、他人の裏をかこうと試みたり、回りくどい話し方をしてはいけません。真理を愛し、真理を追い求める人でなければなりません……『私の素質は劣っているが、心は正直だ』とあなたは言います。しかし本分を任されたとき、自分が苦しむことを恐れたり、それを立派に尽くせなければ責任を負わなければならないと不安になったりして、言い訳をしてそれを避けようとします。これは正直な人の表れですか。明らかに違います。では、正直な人はどのように振る舞うべきですか。受け入れて従い、本分を尽くすことにひたすら最善を尽くし、神の旨を満たすように努めるべきです。これはいくつかの方法で表されます。その一つは、正直さをもって自分の本分を受け入れるべきであり、他のことを考えたり、本分に対して熱心でなかったりしてはならないということです。自分の利益のために企んではなりません。これが正直さの表れです。もう一つは、自分の力と心を残らずそこに込めるということです。あなたは「これが私にできるすべてのことだ。私はすべてを用い、完全に神に捧げる」と言いなさい。それが正直さの表れではありませんか。自分がもつすべて、自分にできるすべてを神に捧げなさい。それが正直さの表れです」（「正直者になって初めて本当に幸せになれる」『キリストの言葉の記録』）。神様の御言葉は私に実践の道をくださいました。神様は人の素質の優劣を気になさいません。重要なのは、その人が誠実な心をもっているかどうか、真理を受け入れて実践に移せるかどうかです。私の素質は劣っており、真理を理解するのもいささか遅く、時として規則に従うこともありますが、心が誠実で、本分を尽くしながら絶えず真理を追い求めて堕落した性質を解決し、神様がお求めになることを実行すべく自分にできることを何でもするならば、神様のお導きと祝福を受け取り、徐々に真理を理解できるようになるでしょう。真理に入るにつれて、自分の劣った素質に関わる欠点を補うことができ、物事を見て理解することにおいて向上し続けることができます。神様の御心を理解したあと、私は本分を尽くすときに向上するために神様に頼るようになりました。よくわからず理解していない物事を他人に押しつけることはもはやなく、自力で探求して解決しようと懸命に試みました。神様、感謝いたします。神様がお求めになるとおりに実践したところ、私も本分の問題点を見つけることができました。さらに、比較的複雑な問題がよくわからないまま残ることがあっても、真理の原則を兄弟姉妹と探し求めることで、問題が徐々にはっきりするようになり、本分を尽くすにあたって以前より軽く、解放されたように感じました。

神様が私に用意してくださった環境を経験したおかげで、私は自分の堕落と欠点についていくらかの認識を得、自分の素質に関する問題とどう向き合うべきかを知るようになりました。過去に本分を尽くしていたときは、真理を求めるのに集中することも、自分の堕落した性質に取り組もうとすることもありませんでした。私はいつも自分の観念と想像を通して物事を見ていました。そのせいでしばしば自分を限定し、素質が劣っていると言うことで物事から逃れようとしていたのです。おざなりに本分を尽くすばかりで、教会の働きを遅らせ、自分のいのちにおいても損害を被りました。いま私は、各人の素質は神様によって予め定められたものであり、神様の輝かしい意図の一部だと理解しています。自分の素質の優劣に縛られてはいけないのです。将来、私は万事において真理を求め、原則をもって行動し、神様に満足していただける正直な人になるよう努めます。


18. 誤解と用心深さに害を被る

スーシン（中国）

しばらく前のこと、真理を追い求めず実際の働きをしていないという理由で私たちの教会の指導者が解任され、兄弟姉妹は私をその後任に選出しました。選挙の結果に私は不安を覚えました。指導者を務めるには真理を理解していることに加え、他の人たちのいのちの入りにおいて、彼らの困難を解決できる能力が求められるからです。それはまた、重荷を引き受けて実際の働きをすることを意味します。私は以前に何度か指導者を務めたことがあるものの、名利と地位を追い求め、実際の働きができなかったせいでいつも最後は解任されていました。神の家の働きや教会員のいのちの入りを妨げることはもちろん、今回こそ自分の仕事をしっかりこなさなければ、よくて解任だし、最悪の場合暴かれて淘汰されてしまうでしょう。私は再度指導者になることや、より高い地位を求めることに興味はありませんでした。おとなしく自分の本分をちゃんと尽くしていればそれでよかったのです。そこで私は「いいえ、私には荷が重すぎます」と言って即座に断わり、ありとあらゆる言い訳を並べました。そうすることが理性的で、自己認識ができているという自信はあったのですが、その後の兄弟姉妹との交わりを通じて初めて、指導者の役目を引き受けたがらなかったのは、自分が「高く登るほど落ち方はひどい」とか「高き所は寒さに耐えず」などといったサタンの害毒に支配されていたからだと気づきました。私は、指導者を務めるのは危険なことで、いつ暴かれて淘汰されるかわからないと思っていました。そのように受け取ることは真理にかなっていないと理屈の上では理解しており、結局指導者の本分を受け入れましたが、自分のそうした状態を解決していなかったせいで、本分にまつわる不安を拭い去ることができません。本分をきちんと尽くせず、解任され淘汰されることを恐れ、そのため用心深さと誤解の中で生きていました。そのころ、私の状態は悪化するばかりで、祈っても啓きがなく、神の御言葉を読んでも光を得られず、本分への熱意を呼び覚ますこともできずにいました。完全に目がくらんだまま生きていたのです。苦痛の中、私は神を呼び求めました。「ああ、神よ！　私はとても反抗的です。この本分を前にして、服従することができません。どうか私をお導きになり、自己認識して服従できるようにしてください」

祈りの後、神の御言葉のこの一説を読みました。「わたしは他者を疑わない者を好む。そして真理を快く受け入れる者を好む。この二種類の人々をわたしは大いに保護しよう。わたしから見ると彼らは正直な人々だからである。もしあなたが嘘つきなら、全ての人々や物事に対し慎重で疑い深くなるだろうから、わたしに対するあなたの信仰も疑念を基盤にして成り立つことになる。そのような信仰をわたしは決して認めない。真の信仰がないあなたには、真の愛はなおさらない。そして気の向くままに神を疑い、神への憶測を巡らせがちなら、あなたは間違いなくあらゆる人々の中で最も不正直である。あなたは神が人間のようでありうるかどうか憶測する。許し難いほど罪深く、狭量な性質で公正さと分別に欠け、正義感がなく、邪悪な策略に溺れ、不誠実でずるく、悪事や闇を喜ぶ、といった具合である。人は神のことを少しも知らないがゆえに、このような考えをもつのではないか。このような信仰は罪以外の何物でもない。中には、わたしを喜ばせるのはまさに媚びへつらいごまをする者たちであり、そのような技量のない者は神の家では歓迎されずに居場所を失う、と信じている者すらいる。長年かけてあなたがたが得た認識はこれだけなのか。これがあなたがたの手に入れたものなのか。わたしに関するあなたがたの認識はこのような誤解にとどまらない。さらに悪しきは、あなたがたによる神の霊への冒涜と、天に対する悪口である。あなたがたのような信仰のせいで、あなたがたはますますわたしから逸れていき、わたしとさらにひどく敵対するだけだとわたしが言うのは、それゆえである」（『神の出現と働き』「どのように地上の神を知るか」〔『言葉』第1巻〕）。神の裁きと暴きの御言葉は私の心を恐怖に陥れましたが、「わたしに関するあなたがたの認識はこのような誤解にとどまらない。さらに悪しきは、あなたがたによる神の霊への冒涜と、天に対する悪口である」。という部分は特にそうで、信じられないほど心が痛みました。用心深さと思い違いの状態にあった私は、神に逆らい、神を冒涜していたのです。そして私は考えました。自分がいつも指導者の地位から下ろされていたのは、真理を追い求めず、その代わりにひたすら名声と地位を追いかけつつ、人々に賞賛され、仰ぎ見られようとしていたからだ、と。私は神に逆らう道を歩いていたのです。自分の地位から下ろされた後、私は神の御言葉のおかげで神の旨を理解できるようになり、また失敗と消極的な状態から私を導き出してくれたのも神の御言葉でした。さらに解任された後でさえ、私が引き続き本分を尽くし、真理を追い求め、本分を尽くす過程で神の救いを得る機会を神は与えてくださったのです。私を暴いて淘汰する意図など神にはないのに、私は憶測と疑念で一杯で、私が指導者として仕える機会を利用して、神は私を暴いて排除なさるつもりなのだと思っていました。それは神への誤解、冒涜に他なりません！　私の反抗的な心はようやく少しばかりかき乱され、自分は何度か解任されたけれど、その機会を生かして真理を求め、自己反省していなかったとわかりました。それどころか、神に対する誤解と用心深さは強まるばかりだったのです。私は自責の念と後悔で一杯になりました。

その後、神の御言葉の別の一節を読みました。「誰であろうと、堕落した人は地位を得た瞬間に反キリストになりますか。（真理を追い求めないなら反キリストになりますが、真理を追い求めるならそうなりません。）これは絶対的なことではありません。では、反キリストの道を歩む人は地位のせいでその道に踏み出すのですか。正しい道を歩まないとそうなります。辿るべきよい道がありながらそれを辿らず、その代わりにひたすら悪しき道を辿るのです。これは食事の仕方と似ています。身体に栄養を与え、正常に生きるのを支える食品を摂らず、代わりにひたすら自分に害をもたらすものを摂って、結局墓穴を掘る人がいます。これは自分で選んだことではないですか。指導者として仕えながら淘汰された人の一部がまき散らしているものは何ですか。『指導者になってはいけない。地位を得てはならない。地位を得た瞬間、人は危険に見舞われ、神に暴かれる。ひとたび暴かれれば普通の信者でいる資格さえなくなり、すべての機会を失ってしまう』。これはどういう言葉ですか。よくても神についての誤解を表わしており、最悪の場合は神への冒涜です。正しい道を歩まず、真理を追い求めず、神の道に従わず、その代わりにひたすら反キリストの道を歩んで結局パウロの道に至り、最終的にパウロと同じ結果、同じ結末に見舞われ、それでも神を冒涜し、神は不義だと断定するなら、あなたは正真正銘の反キリストではないですか。このような振る舞いは呪われます！」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決するには、具体的な実践の道がなければならない」）。人が反キリストの道を歩んで淘汰されるとき、それは地位の罠によって害を被ったからではないということを、御言葉のこの一節は示していました。真理を追い求めず、絶えず名声と利益を追い求め、自己を誇示して賞賛されることを望み、ときに悪事を犯して教会の働きを妨げるまでになったことが、その根源なのです。さらに考えたところ、自分の以前の過ちは地位のせいではなく、自分に傲慢な性質があり、本分で真理を追い求めていなかったからだということがわかりました。その代わりに名声と地位を追い求め、自身の本分を正しく守っていなかったのです。大勢の兄弟姉妹も指導者の地位に就いていますが、彼らは正しい道を歩んでいます。堕落を露わにしたり、失敗を経験したり、過ちを犯したりしたときは自己反省と自己認識を大事にし、自分の堕落した性質を解消すべく真理を求め、真理原則に従って物事を行うことに集中しています。時が経つにつれ、そうした人たちは働きにおいてもますます成功するようになります。地位を持たせると、その人の正体が本当にわかります。真理を追い求める人であれば、自分の地位がどれほど高かろうとも悪事に走ることはありませんが、真理を追い求めない人はたとえ権力者の地位についていなくても、最後に淘汰されるでしょう。そのすべてを理解したことで、指導者に選ばれたことに対して自分がなぜあれほど抵抗したのか、それを引き受けまいとなぜ言い訳を並べたのかわかりました。何度か解任された後でさえ、真理を追い求めることも、失敗の原因を反省することもなく、何度も躓くのは自分の地位のせいだと思い込んでいたのが主な理由でした。その上、それがあたかも真理であるかのように、「高く登るほど落ち方はひどい」とか「高き所は寒さに耐えず」などといった誤謬にしがみついていたのです。そのため兄弟姉妹が私を再び指導者に選んだとき、私はそれに従わず、喜んで引き受けなかったどころか、指導者になればまた暴かれて淘汰される、しまいに悪事を犯して追放されてしまうと恐れ、自分を守ろうとしました。私はなんて馬鹿げていたのでしょう！

私はこの御言葉も読みました。「人の本分と、その人が祝福を受けるか厄災に見舞われるかのあいだには、何の相互関係もない。本分とは人間が全うすべきことであり、それはその人の天命であって、報酬や条件、理由に左右されるべきではない。そうしてはじめて、その人は本分を尽くしていることになる。祝福されるとは、裁きを経験した後、その人が完全にされ、神の祝福を享受するということである。厄災に見舞われるとは、刑罰と裁きの後もその人の性質が変わらないこと、完全にされることを経験せずに罰せられることである。しかし、祝福されるか厄災に見舞われるかに関わらず、被造物は自身の本分を尽くし、自分が行なうべきことを行ない、できることをしなければならない。これが、人がすべきこと、つまり神を追い求める人がすべき最低限のことである。あなたは祝福されるためだけに本分を尽くそうとしてはならない。また、厄災に見舞われることへの恐れから、行動することを拒んではならない。一つだけ言っておこう。自分の本分を尽くすことこそ、その人のなすべきことであり、本分を尽くすことができないとすれば、それはその人の反抗心である」（『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、人の本分は、その人が最終的に祝福されるか呪われるかを決める要因ではないということがわかりました。むしろ、それは主に、その人が本分において真理を追求しているかどうか、最後に真理を得て性質の変化を成し遂げるどうかが基になっているのです。神の御言葉に照らして自分を省みるととても恥ずかしくなり、長年にわたる信仰の中で個人的な将来と終着点を狂ったように追いかけていたのだとわかりました。最初は、神の家で指導者の地位につけば他の人たちに尊敬され、神に認めていただける、最終的には祝福されてよき最後の終着点を得られると思っていました。そう考えて熱心に努力し、本分のために苦労していたのです。しかし幾度も解任されたあとは、指導者として暴かれ淘汰されることを恐れるようになり、その本分を引き受けるのをためらうようになりました。そして、自分は神からよき終着点を確保すべく、取引をするように本分を尽くしていたのだと気づきました。その上、いくらか犠牲を払って努力しようとするより早く、自分が救われることを神ご自身に保証してもらおうとさえしたのです。私は自分自身を守るべく、自分に対する神の委託を拒み、論理をねじ曲げて言い訳を並べ、自分は教会の働きを妨げるのが怖いのだ、などと言いました。しかも、自分は完全に理知的だとさえ考えたのですが、事実はまったく逆だったのです。そのとき、「自分の本分を尽くすことこそ、その人のなすべきことであり、本分を尽くすことができないとすれば、それはその人の反抗心である」。という神の御言葉を読んで恐怖を覚えました。自分に真理現実がなく、霊的背丈も不十分なのは明らかな事実です。神が私に指導者として働く機会を与えてくださったのは、私がその役目を引き受けられるからでなく、本分を尽くすことを通じて真理を追い求め、個人的な欠点に向き合い、十分に本分を尽くすよう期待なさったからなのです。しかし私は利己的かつ卑劣で自分のことしか考えず、指導者として暴かれ解任されたらよき結末と終着点を逃してしまうと恐れていました。そのため知恵を振り絞ってそれを逃れようとしたのです。私は信じられないほど反抗的でした――神にほんの少しでも服従しているとどうして言えるでしょう？

探求する中で、私は神の御言葉をさらに二節読みました。「ペテロの働きは、神の被造物の本分を尽くすことだった。使徒としての立場で働いたのではなく、神への愛を追い求めながら働いたのである。パウロの働きの過程にも個人的な追求が含まれていたが、彼の追求は、将来への希望と良き終着点への願望以外のためではなかった。パウロは、働きを行う間、精錬を受け入れなかったし、刈り込みや取り扱いも受け入れなかった。自分の働きが神の望みを満たしてさえいれば、そして自分の行うすべてのことが神に喜ばれさえすれば、最終的に見返りが与えられると信じていた。パウロの働きに個人的な経験は一切なく、ひとえに働きそれ自体のためであり、変わることを追い求めながら働いたのではなかった。彼の働きはどれも取引であって、神の被造物としての本分や神への服従は含まれていなかった。その働きの過程において、パウロの古い性質は何ら変わらなかった。彼の働きは他者への奉仕に過ぎず、自身の性質に変化を起こすことはできなかった。パウロは完全にされることも取り扱われることもなく、自分の働きを直接行い、見返りを動機としていた。その点ペテロは違った。彼は刈り込みと取り扱いを受け、精錬された。ペテロの働きの目的と動機は、パウロのそれと根本的に違っていた」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。「神の被造物である人間は、被造物の本分を尽くすこと、そして他の選択をせずに神を愛することを追い求めねばならない。神こそが人の愛にふさわしいからである。神を愛することを追い求めるのであれば、それ以外の個人的な利益を求めたり、自分が切望する物事を追求したりしてはならない。これが追求の最も正しい形である。あなたの求めるものが真理であり、実践するものが真理であり、あなたの得るものが自分の性質の変化であるなら、あなたが歩む道は正しい。あなたの求めるものが肉の祝福であり、実践するものが自身の観念の中にある真理であり、自分の性質に変化がなく、受肉した神にまったく従わず、いまだ漠然とした状態の中で生きているのであれば、あなたが追い求めるものは必ずや、あなたを地獄へと導く。なぜなら、あなたが歩む道は失敗の道だからである。あなたが完全にされるか淘汰されるかは、あなた自身の追求にかかっている。つまり、成功するか失敗するかはその人が歩む道にかかっているのだ」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。これらの文章を読むことで、成功へと至るペテロの道と、失敗に至るパウロの道がよりよく理解できました。ペテロは被造物の本分を尽くすことを求め、自身の本分が祝福をもたらすかどうかにかかわらず、神に服従したのだとわかったのです。ペテロは鳴り響くような神の証しを行い、死を前にしても従順でした。一方のパウロは祝福と報いを求め、懸命に働いたのも義の栄冠を得るためでした。彼は自身の働きを、神と取引するための資本として利用し、反キリストの道を歩んで最後は神の懲罰を受けたのです。自分自身を振り返ってみると、信仰の中で被造物の本分を尽くそうとせず、祝福とよき終着点のために本分を尽くしていたことに気づきました。さらに、できるだけ少ない代価で天国の祝福を得ようと望みました。そして指導者の本分に大きな責任がつきまとうことを知ると、神の家の働きを妨げてしまったらよき結末と終着点を得る機会を失うと思いました。私が指導者になることを心から嫌がったのはそれが理由でした。まさにパウロと同じ失敗の道を歩んでいるのではないでしょうか？　私は信仰を通じて、神が表わされた数多くの真理を享受してきましたが、何かお返ししようとは決して頭に浮かびませんでした。それどころか、自分の将来がどうなるかを突き止めようとし、計算をして神を騙そうとしたのです。あまりに利己的で、卑劣で、悪賢く、邪悪でした！　そのすべてに気づいた私は、このように生きるのはもうやめよう、ペテロの例にならって真理を追い求める道に乗りだし、自分を神に捧げて神の支配と采配に従おうと心から思いました。

「高き所は寒さに耐えず」という私の間違った観念を正し、自分が信仰の中で誤った道、つまり祝福を追い求める道にいることをはっきり知らしめ、自分の狡猾なサタン的本性をいくらか理解させてくれた、神の御言葉の裁きと刑罰に感謝します。それ以来、私は指導者としての本分から逃れようとするのをやめ、その責任を引き受けました。そして真理を追い求め、被造物としての本分を尽くそうとすることに集中し始めたのです。


19. 人を正しく扱う方法の学び

フランス　思源

2年前、私は教会リーダーとしての本分を尽くしていました。教会には優れた素質を持つチェンという兄弟がいました。でも彼の性質は非常に傲慢で、人を抑圧する傾向があった。自分を誇示するのが大好きだった彼に、私は偏見や思いを持ち始めました。ある日、チェン兄弟が来て、新しい信者に水を与えたいと言いました。彼の信仰は日が浅く、真理をうわべで理解していたので、「ダメだ」と答えたの。私が同意しないのを見て、彼は「私には優れた素質があるのに、どうして水を与える本分に就けないのか」と言いました。私はこれを快く受け止められませんでした。「水を与える本分は簡単だと思っているの？　真理を理解しなくても、自分の才能や素質を使うだけでうまく本分が果たせるの？　自惚れないで」と思いました。私はチェン兄弟の求めを退けました。そして、他の兄弟姉妹に彼の堕落ぶりがわかるいろんな例を示して、どんなに彼が傲慢か話しました。何人かの兄弟姉妹は私に同意しました。

その2週間後、教会は今後の集会で教会映画を見て、全能神の言葉を読む計画を立てました。すべて、真理を説き、神に証しする映画です。それを観れば、真理を理解する助けになります。次の集会でチェン兄弟は言ったわ。「それは良い計画です。一部のリーダーや働き手は集会で既存の文面や教義をなぞらえただけの話をするだけなので、映画を見た方がいい。私は真理を理解していなかったので、最初は本分でとても苦労しました。けれども、神に祈って頼り、神の御言葉をもっと読み、これらの教会映画も大きな助けになって、いくつかの真理を理解しました。今では本分を果たす上でかなり熟練し、原則の基本を把握している。本分で多くを成し遂げています」。その彼の話は不快で、常軌を外れていると感じ、私は「事あるごとに自慢するのね。あなたは本当に傲慢だわ」と思いました。その後、次の集会で取り上げる課題を準備していると、チェン兄弟が割り込んでその内の3つを取り、残りの課題の説教も他の人に割り当てたの。私が集会を主催するグループリーダーを任命したときには、チェン兄弟は疑わしい声でその人に言ったわ。「本当にできるの？」まるで、自分だけが集会を主催できると言っているみたいだった。私は腹を立ち、こう思いました。「あなたは本当に理不尽な人ね。人から尊敬してもらえるよう誇示しているだけよ。そう願っているなら、とんでもない」というわけで私は全部やり直し、彼に集会を主催させなかった。そのころはずっと、チェン兄弟の振る舞いを思う度に彼を嫌悪し、特にその傲慢な振る舞いについて数回話したのに変わらなかったことを思い出しては、嫌な気持ちになったわ。彼には底知らずの傲慢さがあると感じました。それで、私は彼を「変われない人」と決めつけ、彼のように傲慢な人は彼の本分を果たすのにふさわしくない、交代させるしかないと思った。

集会が終わった時、私自身の状態や振る舞いを思うと、少し気まずくなりました。チェン兄弟に対して厳しすぎたと思ったので、神に祈りました。「神よ、私の状態は間違っているとわかっています。でも問題は何なのか、どの真理の原則に入ればいいのかわかりません。私を啓き、導いてください」。次の日、ディボーションでこの神の御言葉を読みました。「どのような原則に従って神の家の成員を扱うべきですか。（兄弟姉妹一人ひとりを公平に扱うべきです。）どのようにして公平に扱いますか。誰にも些細な欠陥や欠点があり、ある種の特異性もあります。人はみな独善性や弱点、欠けている部分があります。あなたは愛する心をもって相手を助け、忍耐強く寛容であり、些細なことの一つひとつについて厳しくあたりすぎたり、騒ぎ立てたりしてはいけません。若い人や神を信じてからさほど時間が経っていない人、あるいは最近になって本分を尽くし始め、特殊な要求事項がある人に対し、それらのことをしっかり掴んで彼らに突きつけるなら、それが厳しくあたるということです。あなたは偽指導者や反キリストによる悪事を無視しながらも、兄弟姉妹の些細や欠点や短所を見つけたとたんに彼らを助けるのを拒み、その代わりにそのような事について騒ぎ立てるほうを選び、背後で彼らを裁きます。そうすることで、さらに多くの人が彼らと対立し、彼らを排除、追放するように仕向けているのです。これはどのような振る舞いですか。自分の個人的な好みに基づいて物事を行ない、人を公平に扱えないことです。これは堕落したサタン的性質を示しています。過ちを犯しているのです。人が物事を行なうとき、神は見ています。あなたが何をしようと、どう考えようと、神は見ているのです」（「真理を得るには、周囲の人や出来事や物事から学ばなければならない」『キリストの言葉の記録』）。御言葉には私の状態が示されてた。恥ずかしく思いました。私は自分の堕落した性質を通してチェン兄弟を扱っていた。彼に会ってからのことを考えると、彼の言動にはよく傲慢さが表れていたために、彼のことを若く生意気で、自らを知らない人物だと感じていた。少しでも彼の話になると、欠点しか思い出さなかったわ。彼の堕落した振る舞いに固執し、「彼の傲慢さはあらゆる理知を超えている、そのような人は決して変われない」と決めつけていました。決して彼を公平に扱えませんでした。彼が発するどんな見解にも抵抗し、反対しました。人前で彼を非難し、見下し、彼に対する偏見を広め、私と一緒に彼を排除して仲間外れにするよう仕向けた。彼を本分から退けることさえ望んだわ。私は彼を抑え込み、打ちのめすためにリーダーとしての立場を利用していたのでは？　私に理知はありませんでした。真理の原則はなく、神への畏敬の念がなかったのです。兄弟姉妹を自分の好きなように扱い、悪魔の本性を生きていました。神はとても不快に思われ、うんざりされるわ。そう考え、罪悪感でいっぱいでした。

その後、人を公平に扱うことに関する原則を求めて神の御言葉を調べ、二つの節を見つけました。「をどのように扱うべきかは，神の言葉の中にはっきり示されているか，あるいはその中でほのめかされています。神が人类を扱う态度は，人が互いの扱いの际にとるべき态度です。神は一人ひとりをどう扱いますか。霊的背丈が未熟な人，若い人，あるいは神を信じるようになってまだ日が浅い人もいます。そうした人たちの本性と本质について，神はそれらを悪いものとも悪意に満ちたものとも见なしません。それは単に，彼らがいくぶん无知だったり素质を欠いたりしているか，社会によって过度に污染されているかなのです。彼らはまだ真理の现実に入っていないので，马鹿げたことをしたり，无知な行动をとったりしないようにするのが容易ではありません。しかし神の视点からは，こうしたことは重要ではありません。神は人の心だけを见ます。人が真理の现実に入ることを决意しているなら，正しい方向に进んでおり，それがその人の目标です。がそと神はその人を见守り，待ち，入れるようになる时间と机会を与えます。神がその人を一撃で打ち倒すことはなく，またその人が以前に犯した罪をがっちり捕らえ，手放そうとしないということもありません。神が人をそのように扱ったことはないのです。であれば，人がこのように互いを扱うならば，それがまさにその人の堕落した性质を示していませんか。それがまさにその人の堕落した性质なのです。神が无知で愚かな人をどう扱うか，霊的背丈が未熟な人をどう扱うか，人间の堕落した性质が普通に表われているのをどう扱うか，意悪に満ちた人をどう扱うかをあなたはしかっり见なければなりません。神には异なる人々を扱う様々な方法があり，また异なる人の无数の状态を扱う様々な方法もあります。あなたはこのようなことの真理を理解しなければなりません。いたっこんの真理を理解すれば，それをどのうよに経験すべきかがわかります」（「真理を得るには、周囲の人や出来事や物事から学ばなければならない」『キリストの言葉の記録』）。「もし谁かと性格が合わず，その人をあまり好きでなかったとしても，その人と一绪に働くときは公平な态度を取るでしょうし，本分を果たす中で自分の郁愤を晴らしたり，本分をおろそかにしたり，不満をあなたは原则に従って物事を行うことができますし，そのため基本的な神への畏敬を持っていることになります。もう少し上级者なら，谁かに落度や欠点がいくつかあって，偶尔によってはその人に気分を害されたり自分の利益を损なわれたりしても，なおその人を助けるだけの能力があります。そして実际にそうすれ良いことであり，それは人间性，真理の実在，そして神への畏敬を持っているということを意味します」（「神を信じる正しい道へ入る前に人が置かれる五つの状態」『キリストの言葉の記録』）

人を平等に扱う原則と道、人に対する神の態度がはっきり示されています。反キリストや邪悪な人に対して神は、憎しみと呪いと懲罰の態度を示されます。霊的背丈が低い人、素質が乏しい人、堕落した性質や欠点をいろいろと持つ人に対しては、心から神を信じ、真理を求めたいと願い、そして受け入れられるなら、神は愛と憐れみと救いの態度を示される。一人ひとりの扱いについて神には原則があり、真理の原則に沿って他の人を扱うよう、神は求めておられます。たとえば、心から神を信じる人に対しては、寛容で慈悲深くあり、愛をもって助け、悔い改めて変わる機会を与えなければ。堕落を示したからといって、相手を打ちのめすことはできません。それは神の御旨ではないわ。たとえば、チェン兄弟には優れた素質と、本分に対する責任感がありました。また彼は真理の追求に努力を惜しまなかった。一方、信者になって間もなく、経験も浅いので、傲慢さがありました。でも、私は真理の原則にしたがって彼を公平に扱い、愛情深く真理を交わって助けるべきだった。それなのに、彼の強みや長所を見ようとせず助けなかったどころか、欠点を見て非難し、排除し、消えてしまえと思いました。私の本性はそれほど悪意に満ちていた。自分のリーダーとしてのあり方を思うと、他の人より優れているといつも考え、最終決定を下したい、何でも望むことをしたいと願い、周りの意見を聞かなかった。そのため、教会の活動を乱すことをしました。それなのに、神は私を淘汰なさいませんでした。御言葉を使って私を裁き、懲らしめ、取り扱い、自らを反省させ、悔い改めて変わる機会をくださいました。神は決してあきらめず、堕落を示したからといって淘汰されず、私たちを救うために何でもされる。神はそれほど素晴らしい心をお持ちです！　自分の振る舞いや、チェン兄弟の扱い方を考えると、穴があったら入りたいぐらい恥ずかしいです。それから祈り、神に悔い改めました。真理の原則を実践し、愛情深い心でチェン兄弟を助けたかった。

そして、私はチェン兄弟の元に行き、神の御言葉を交わり、彼の欠点を指摘しました。彼は自分の傲慢な性質を理解し始め。私の説教と警告はとても助けになった、自分を見つめなおしたい、堕落した性質を解決すため真理を求めたいと言っていたわ。彼の言葉を聞いてとても感動しましたが、後悔もしました。私は彼には変わる力がないと思ってたけど、そうではなかった。私は彼より傲慢でした。真理を追究している限り、自分の傲慢な性質は変わると思っていました。なのに、なぜチェン兄弟は変わらないと決めつけたのでしょうか？　自分自身には多くを求めず、なぜチェン兄弟には多くを期待したのでしょう？　そのように人を扱うのは不公平でした。

その後、集会で聖霊に用いられた兄弟の説教を聞きました。「堕落した人類は皆、傲慢な性質を持っている。真理を愛する人、完全にされることを求める人さえも皆、傲慢で独善的な性質を持つ。しかしこれは救いを得て、完全にされる能力には影響しない。真理を受け入れ、刈り込みと取り扱いを受け入れられ、たとえどんな状況でも無条件に真理に服従できる限り、救いを獲得し、完全にされる全き能力がある。事実、本当に優れた素質を持ち、固く決意している人に傲慢でない人はいない。それが事実である。神の選民は正しい方法で人を扱わなくてはならない。ひどく傲慢で独善的だからと、その人は善人ではないとか、救われ完全にされない人だとか、限定してはならない。この点については、神の御旨を理解する必要がある。優れた素質を持ち、固く決意している人で、全く傲慢でも独善的でもない人はいない。いるとしたら、それは間違いなく見せかけか、偽りの外見を見せている。堕落した人類は皆、傲慢で自惚れた本性があると知るべきだ。これは紛れもない事実なのである」（兄弟の交わりより引用）。この説教は傲慢な性質を持つ人をどう扱うか、より良く理解するのを助けてくれました。彼らが変われないのではありません。鍵は彼らが真理を求め受け入れられるかどうかを見ることです。もし真理を受け入れ、神の裁きや刑罰、刈り込み、取り扱いを受け入れられるなら、神によって変わり、完全にされないわけはないわ。……実際、才能や強さ、素質がある人は皆、かなり傲慢です。でも素質が優れているので、真理をすぐ理解し、本分で成果を上げる。このような人が真理を理解し、原則にそって行動すると、神の家の働きにとても有益です。チェン兄弟は優れた素質を持っていたのだから、私はもっと愛をもって彼を助け、もっと交わって支えるべきです。それが唯一、神の御旨に配慮した行いです。

この経験でよく分かりました。真理もなくサタンの堕落した性質によって人を扱うと、ただ兄弟姉妹を傷つけ、彼らのいのちの入りと教会の働きを遅らせるだけだと。これは過ちであり、悪の行為です。私は、真理の原則にしたがって人を扱うことの大切さを知りました。神の御言葉の導きのおかげで、この小さな理解を得られました。


20. 真理の実践こそが協調の鍵

米国 东峰

2018年8月、私は王兄弟と映画の小道具を作る本分に就いていました。最初は知らないことが多かったので、王兄弟に手伝ってもらってばかり。少しすると仕事がわかってきました。それに、自分は内装を勉強して建築の仕事をしたことがあり、その方面の経験がいくらかあったので、小道具もすぐに自分で作れるようになりました。そのとき、王兄弟は屋内セットのデザインは得意だけど、実際に小道具を作るのは苦手だと気づきました。そのため、その点で意見の違いがあると、私は話を聞こうとしなかった。小道具作りは自分のほうが得意だし、自分の案が優れていると考えていたのです。やがて私たちはますますぶつかるようになり、小さな板の使い方で長時間争うこともあった。関係を壊さないために折れることがあっても、正しいのはこっちだといつも思っていました。しばらくするとみじめで仕方なくなり、一緒に働くのが嫌になった。

あるとき、ビデオ撮影で藁葺き屋根の家が必要になったのですが、柱に使える丈夫な木材がなかったので自分たちで作ることになり、そのためのアイデアを出し合いました。私は言いました。まずは柱の型を作ってそこにコンクリートを流し込もう。そうすればより頑丈になる。しかし王兄弟は言うのです。それだと滑らかすぎて本物らしく見えない。ぼろきれを使えば木の表面と形を真似できる。私は思いました。「自分は建築業界にいたが、セメントの柱に布を使うなんて見たことがない。見た目はともかく、太さをコントロールするのが難しい。それに丈夫でなくなる」そこで彼のアイデアを否定しましたが、それでも試したいと言うのです。自分の提案が受け入れられず、私は反発を覚えてこう考えました。「どうして俺の言うことを聞かないんだ。そんなのはどうでもいい――正しいのはこっちなんだ。結果でそれがわかるだろう。たとえ失敗しても、俺のせいにしないでくれよ」結局意見は一致せず、二人とも自分のアイデアで進めることになりました。午後一杯かけて柱を作ったものの、王兄弟の柱はどんなものだろう、やり方が違うから、合わせたらどうなるかと思いました。そう考えるといささか不安になって、見に行きました。すると彼の柱はひどい出来映えで、私はこう思いました。「それじゃあだめだと言ったのに、君は話を聞かなかった。今、こっちのアイデアのほうがよかったとはっきりしたな」そこで私は言いました。「王兄弟、この柱は太すぎる。藁葺きの家は大きくないし、これで合うだろうか？　ひび割れもたくさんあって丈夫には見えない。僕たちが作った柱はまったく違う。どうやって撮影に使うんだ？　こんなことを続けるのはもうやめよう。僕のアイデアで進めるべきじゃないか？」すると相手はこう言ったのです。「こっちの柱は少し太いが、それは大した問題じゃない。君のセメントの柱は木の幹に見えないし、もっと加工する必要がある」私の話を受け入れず、そっちだってよくないと言うのを聞いて私は本当に腹が立ち、こう思いました。「どうしてそんなに頑固なんだ？　一緒に働くのはもう無理だ！」昼食後、私はパソコンの前に座り、その日を振り返っていささか動揺しました。王兄弟は明らかに間違っているのに、いつも突っかかってくる。あいつと働くのはもう嫌だ。しかしそのとき、自分は問題を避けていると思いました。素直ではなかった。私はますます葛藤と動揺を覚え、神の御前に出て祈り、自己認識して王兄弟と協調できるよう導きを求めました。

それから教会のウェブサイトを開き、調和した奉仕に関する御言葉を読みました。神は言われます。「今日、多くの人は、他の人々と協調していくにあたり学ぶべき教訓は何であるかということに注意を払っていない。わたしはあなたがたの多くが、他の人々と協調していく上で何の教訓も学ぶことができず、大半の人は自分の意見に固執していることに気づいた。教会で働くとき、あなたは自分の意見を言い、他の人はその人の意見を言い、それぞれが他人と何の関わりも持たず、実際には何の協力も行われていない。あなたがたは皆、ただ自分の見識を伝えたり、自分の内に抱えている『負担』を解消したりすることにあまりにも夢中で、いのちを追求することは少しも行っていない。ただおざなりに仕事をし、他の誰が何を言おうと何をしようと、自分は自分の道を歩まねばならないと常に信じているようだ。他の人々の状況がどうであろうと、自分はただ聖霊の導かれるままに人と交わるべきだと考えている。他の人々の長所を見つけることはできず、自分自身をよく観察することもできない。あなたがたは物事を受け容れるということにおいて、実に常軌を逸しており、誤っている。あなたがたはいまだに多くの独善性を示していると言える。まるで、あの昔の病に逆戻りしたかのように」（『神の出現と働き』「イスラエルの民のように神に仕える」〔『言葉』第1巻〕）。「兄弟姉妹同士の協力それ自体が、ある人の弱点を他の人の強みで打ち消すという過程なのです。あなたは自分の強みを用いて他の人たちの欠点を穴埋めし、他の人たちは自分の強みを用いてあなたの欠点を埋め合わせます。これが、ある人の弱点を他の人たちの強みで打ち消すこと、円満に協力することの意味なのです。円満に協力して初めて、人は神の前で祝福され、これを経験すればするほど、その人はさらに多くの実際性を自分のものにし、道がますます明るくなり、より一層気分が楽になります。いつも他の人たちと角突き合わせ、あなたに耳を傾けたがらない他の人たちにいつも納得しない、他の人たちの尊厳を守ろうとしながら、彼らがあなたに同じことをせず、それを耐えがたいことだと感じる、相手が言ったことを巡ってあなたがその人を追い詰め、相手がそのことを覚えていて、次に問題が生じたとき、あなたに同じことをする。こういった状態であれば、あなたがしていることは、互いの弱点をあなたの強みで打ち消し、円満に協力していると言えますか。これは対立と呼ばれるものであり、自分の激情と堕落した性質によって生きることです。それでは神の祝福を得られず、神を喜ばせることもありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「調和のとれた協働について」）。この御言葉でわかりました。王兄弟との仲が悪いのは、傲慢かつ利己的な性質の中で生きているからだと。本分でも常に決定権を望んでいた。自分は小道具作りがひときわ得意で、王兄弟よりも優れているといつも考え、絶えず偉そうに話して相手に言うことを聞かせようとした。彼が柱の提案をしても、私はそれに見向きもせず、理不尽に拒否した。彼を見下し、軽蔑さえした。技能がないのだから、彼の提案など参考にする価値はないと考えた。柱の出来映えがよくないのを見ると、自分のほうが正しいと思い、彼の作品を遠回しにけなした。そして私に従うことを望んだ。その彼に自分のアイデアの欠点を指摘されると、私はそれを受け入れず、一緒に解決策を見つけようともしなかった。反発を覚え、一緒に働くのはもう嫌だと思いさえした。私の言動はただ自分自身を証明し、彼に言うことを聞かせるためだったのです。それは傲慢と利己的という、サタンの性質に他なりません。この御言葉がまさにそうです。「こういった状態であれば、あなたがしていることは、互いの弱点をあなたの強みで打ち消し、円満に協力していると言えますか。これは対立と呼ばれるものであり、自分の激情と堕落した性質によって生きることです。それでは神の祝福を得られず、神を喜ばせることもありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「調和のとれた協働について」）。神はそのような人を嫌悪なさるのだと、御言葉を読んで感じました。私が王兄弟と働くのは神の采配。互いの欠点を補ってしっかり本分を尽くすことを望まれた。しかし私の言動は傲慢で、自分は正しく決定権があると思っていた。他の人のアイデアを受け入れず、まるで真理のように自分のアイデアに従うことを望んだ。神はそうした性質を憎まれます。考えるほど後悔と自責の念で一杯になり、神の御前に出てこう祈りました。「神よ、傲慢さのせいで他の人たちと協調できず、本分も影響を受けました。神よ、悔い改めたいです。自分を捨てて兄弟と協調し、きちんと本分を尽くしたいのです」。

その後、御言葉の別の一節を読みました。「ふたりの人が協力して本分を尽くすとき、原則の事柄を巡って口論になることがあります。見方が違い、異なる意見を持つようになったのです。この場合はどうすればよいですか。これは頻繁に起きる問題ですか。これは正常な現象であり、人の頭脳、素質、識見、年齢、そして経験の違いから生じます。ふたりの人が頭の中でまったく同じことを考えているというのはあり得ず、ゆえにふたりの人の意見や見方が異なるのはごく当たり前の現象であって、極めて頻繁に起こります。それについて混乱してはいけません。大事なのは、こうした問題が生じたとき、協力して神の前で結束し、意見の統一を図るにはどうすればよいかを問うことです。意見を統一させることの目標は何ですか。それは、この方面の真理の原則を探し求め、自分や他人の意図に沿って行動せず、一緒になって神の意図を求めることです。これが円満な協力を成し遂げる道なのです。神の意図と神が求める原則を探求して初めて、結束することができるようになります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「調和のとれた協働について」）。これを読んでわかりました。協力する中で合意に達するには片方のアイデアに従うのでなく、真理の原則を懸命に求める必要がある。真理を求め、原則に沿って働くことが真の協調なんです。王兄弟と私には異なる経験、知識、そして技能があるのだから、働く中で見方が違うのは当然のこと。私は自分を捨てて一緒に原則を求めなければならなかった。本分で聖霊の導きを得られるよう、真理に従い神の家の働きを守らなければ。これに気づいた私は一緒に小道具を考えるべく、翌日の交わりで王兄弟に打ち明けようと思いました。すると王兄弟がやって来て、自分は頑固すぎ、案もよくなかったと言うのです。作った柱も壊し、私のアイデアに従うと。それを聞いて私は恥ずかしくなりました。そして自分の状態と認識を打ち明けたのですが、二人とも自我を捨てたことで私たちの間の壁は消えました。その後は本分で自分に欠けているものがわかりました。私の柱は確かに滑らかすぎ、本物の木には見えません。もっと工夫する必要がある。そこで王兄弟と話し合ったところ、すぐに解決策が見つかりました。互いの短所を補うことで、三本の柱が一日でできました。一日かけて二本の柱を作ったときは、どちらも問題があった。今のほうがずっと効率的です。真理を実践し、本分の中で兄弟姉妹と協力することの重要さがわかりました。けれど私は傲慢かつ利己的で、しばらくするとまた別の問題が起きました。

あるとき、私は李兄弟と協力し、風雨をしのぐテントを現場で立てることになりました。話し合いで方法を提案したところ、彼は賛成してくれました。そのときこう思った。「自分は建築業界にいたことがある。間違いなく君よりも理解しているんだよ」しかしその直後、李兄弟は不安を口にしました。「鉄パイプが16本しかありません。あなたのやり方だと、その本数で足りますか？　大丈夫ですか？　安全ですか？」私は思いました。「これは三角形の構造だ。三角形の安定性について習わなかったのか？　しっかりしていて問題ない」そこで見下すように答えました。「100％大丈夫なんてあり得ない。けれど台風でも来ない限りは大丈夫だ」すると設計図を書いて詳しく説明してほしいと言うので、堪忍袋の緒が切れました。「必要ない。設計図は頭の中にあるし、大丈夫なのは保証する」すると相手は黙りました。翌日の午後、テントを立て始めたところで別の兄弟が提案しました。まずは鉄パイプ2本で屋根を支え、それから側面を立ててはどうかと。それを聞いて私は思いました。「それだと時間がかかる。俺は何度も考えたのだから、これが最善の方法だ。君は来たばかりで話し合いにも参加していない。俺のやり方のほうがいいんだ」そこで彼に言いました。「それじゃあ間に合わない。その2本はあとで下ろさなければならないし、背面から立てるほうが早い」自分のアイデアが受け入れられないとわかり、その兄弟は黙り込んだので、私は自分のやり方でテントを立て始めました。それではしごのてっぺんに登ったところ、鉄パイプのつなぎ目が突然緩んで柱が倒れました。幸い人や物でなく草の上に落ちたけれど、心臓が激しく鼓動しました。「いったい何があったんだ？　きちんと締めたのに崩れ落ちたのはなぜだ？　誰かがまっすぐ立てなかったから、きちんと締まっていなかったんだろう」私は単純にそう考えて、気に留めませんでした。そして自分のやり方で作業を続けたのですが、立てた柱が私の立っているはしごめがけて倒れたのです。私は2メートル下の地面に転落しましたが、幸運にも無事でした。そのとき、この２件が偶然の結果でないことに気づいたのです。神のお気遣いと加護がなければ、この柱のせいでひどい怪我を負ったに違いない。そう考えるとますます自責の念と不安にかられ、すぐに神の御前に出て祈りました。「神よ、今日事故が起きました。その裏にあなたの善意と、学ぶべき教訓があるのはわかっています。しかし何を求めるべきかわかりません。私を啓いて導き、御旨をお知らせください」祈りのあと、この御言葉を思い浮かべました。「何をしてもうまく行かなかったり、壁にぶち当たったりすることがある。これは神の鍛錬である。時として、神に従順でなく反抗的なことをしても、誰にも知られないことがある。しかし、神はそれを知っている。神はあなたを立ち去らせず、あなたを懲らしめる」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。頭がこの言葉で一杯でした。「誰にも知られないことがある。しかし、神はそれを知っている。神はあなたを立ち去らせず、あなたを懲らしめる」。そしてテントを立てることについて、兄弟にどれほど素っ気なく接したかに気づきました。彼らの提案に耳を貸さず、即座に否定した。自分が正しく、自分のやり方で進めるべきだと考えた。これは傲慢なことではないか？　立てる時点ですでに危なかったのだから、演者が中にいて突然倒れたら、信じられない結果になったはず。私はそう考え、自分を正そうと神に祈りました。すると、主イエスの御言葉が頭に浮かびました。「もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願い事についても地上で心を合わせるなら、天にいますわたしの父はそれをかなえて下さるであろう」（マタイによる福音書18:19）。私は神の御言葉にすぐさま目覚めました。物事をあのように行ってはならず、兄弟との話し合いと協力が必要だと。そのとき別の考えが浮かびました。安全第一。大事なのは、手元の資材でテントをきちんと立てること。すると兄弟から、私の元々の案では鉄パイプが足りないけれど、中央に２本立てれば屋根の中心線が安定すると言われました。私はそれに賛成でした。私の元々の案には、安全面の問題が多数あった。そこで私たちは話し合い、すぐに完全な案ができました。鉄パイプも十分あったので、暗くなる前に完成したのです。

夜、その日のことを振り返りました。自分の傲慢さが惨事を起こしかけた。私は平静でいられず、神のもとへ急ぎ、自己認識できるよう導いてくださいと祈りました。それからスマホで教会のウェブサイトを開き、次の御言葉を読みました。全能神は言われます。「一部の人は本分を尽くしていても、まったく真理を求めようとしません。ただ自分のしたいようにし、かたくなに自分の想像に従って行動するだけで、いつも自分勝手で軽率です。『自分勝手で軽率』とはどういうことですか。それは問題に出くわしたとき、ただ自分がいいと思うように行動し、思考を巡らせることがなく、誰が何を言おうと顧みないということです。誰もあなたに言い聞かせることができず、誰もあなたの心を変えられないので、ほんの少しも動揺させることができません。あなたはただ自分の立場を固守し、他の人の言うことに筋が通っていても耳を貸さず、自分のやり方が正しいのだと信じています。実際にそれが正しかったとしても、人の意見に一切耳を貸さなくてよいものでしょうか。それでもあなたは人の意見を聞かず、他の人から頑固者と呼ばれます。どのくらい頑固かと言えば、十頭の雄牛にも引き戻されないほどで、その頭の固さは手がつけられず、極度に傲慢かつ強情で、真実を突きつけられない限り、それを目にすることができないのです。そのような頑固さは、もはや強情と言えるのではないでしょうか。あなたは自分のしたいこと、しようと思うことを何でもして、誰にも耳を貸そうとしません。あなたがしていることは真理に沿っていないと誰かに言われたとしたら、あなたはこう言うでしょう。『真理に沿っていようといまいと、こうするんだ。真理に沿っていないとすれば、それはこれこれこういう理由で、これこれこういう原因がある。聞かせてやろう、何が何でも』。他の人たちは、あなたのしていることが混乱のもとで、重大な結果につながり、神の家の益に害をもたらすと言うかもしれませんが、あなたはそれを意に介さず、さらに言い訳を続けます。『あなたの気に入ろうが入るまいが、これがわたしのしていることだ。わたしはこのようにしたいんだ。あなたは完全に間違っている。わたしの言うことが完全に正当なのだ』。実際、あなたの言うことは正当かもしれず、していることも重大な結果にはつながらないかもしれません。しかし、あなたが露わにしているのはどのような性質ですか。（傲慢さです。）あなたは傲慢な本性のせいでわがままになります。こうしたわがままな性質があるとき、その人は自分勝手で向こう見ずになりがちではないでしょうか」（神の交わり）。「傲慢さは人間の堕落した性質の根源です傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになりますこの問題はどれほど深刻でしょうか傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします表面上は神を信じて神に従っているように見えるものの、まったく神を神として扱っていない人がいますそのような人は真理を自分のものにしていると絶えず感じ、自分を高く評価していますこれが傲慢な性質の本質と根源であり、それはサタンに由来しますゆえに、傲慢さの問題は解決されなければなりません誰も眼中にないと思うのは些細な問題で傲慢な性質のせいで神、神の支配、神の采配に従わないことが重要な問題なのですこのような人は他人の支配を巡って絶えず神と競い合いますこの種の人は神を少しも畏れず神を愛することや神に従うことについては言うまでもありません」（神の交わり）。御言葉のおかげで自分の醜さが見えました。御言葉が示すように、私は自分勝手で理知がなかった。テントを立てるときも自分の経験に固執し、またも頑固に振る舞った。兄弟たちの提案に耳を貸さず、即座に否定した。テントと屋根の安全を確かめるよう求められても、私はそれを無視した。決定権を持ちたがり、自分の言うことを聞かせようとした。傲慢な本性が否定的な態度と自分勝手さの根源だったのです。傲慢になって自分勝手に物事を行ったせいで、前にも本分が影響を受けた。しかし今回は合理的な提案を聞こうとせず、自分のアイデアにしがみついたせいで、危うく事故を起こすところだった。傲慢さにとりつかれ、独裁的かつ自分勝手だった。他の人たちと協調せず、心に神の居場所はなかった。神の家の働きやみんなの安全も考慮せず、自分のやり方にこだわるばかり。傲慢さの中で理知を失っていた。神のお気遣いと加護がなければ、想像を絶する結果になっていたでしょう。そのようなやり方がいかに危険か、ようやく気づきました。本分を遅らせるだけでなく、いつか大事故になっていた。そうなっては後悔しても手遅れです！　そう思うと心から怖くなりました。また自分の傲慢な本性を理解し、そのように本分を尽くすのはもうやめようと思いました。

その後、御言葉の中に実践の道を見つけました。「高ぶってはいけません。あなたがここにいる人たちの中で最も専門的なスキルを備えていても、自分の質が最高だと感じていても、あるいはあなたの地位が最も高くても、あなた一人でその働きができるでしょうか。いいえ、皆の助けがなければできません。ですから誰も傲慢になってはならないし、一方的に行動しようとしてはなりません。プライドを抑え、自分の考えや意見を捨て、仲間と協調して働かなければなりません。この人たちは真理を実践し、人間性を備えている人たちです。そのような人は神に愛されており、そういう人だけが献身的に本分を尽くすことができます。それだけが献身の現れというものなのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「本分を正しく果たすには調和的協力が必要である」）。御言葉から協力の原則がわかりました。素質や才能にかかわらず、みんな欠点と短所がある。一人で全部行うなど不可能。自分を脇にのけてみんなと協調する必要があるんです。そうすれば、誰もが神から賜わったものを活用し、同じ目標に向かって本分を尽くせる。自分の本分を振り返ると、自分にはない強みを持った兄弟姉妹がいる。そんな人たちの指摘と手助けがあれば、二度目はよりよくできるはず。時には自分が考えもしなかったアイデアを持っていて、彼らの提案を受け入れることで問題を避けられる。そう考えると恥ずかしくなりました。以前は自己を認識しておらず、目がくらんで傲慢でしたが、今ではわかります。自分には他の人たちの協力と手助けが必要で、それがなければしっかり本分を尽くせない。この経験でわかりました。傲慢さに駆られてみんなと協力しなければ、いつも壁に突き当たると。悔い改めて自分を捨て、みんなと協調しようとしたところ、神の導きと祝福を得たのです。そしてわかりました。神は真理を実践する人間らしい人を好まれると。おかげで私は本当に啓かれ、実践の道を見つけました。

3日目の朝、テントを少し補強するようある兄弟から言われたのですが、私は思いました。「午後の撮影後に片付けるんだ。そんなことが必要か？」しかしそのとき、この御言葉が脳裏に浮かんだのです。「誰も傲慢になってはならないし、一方的に行動しようとしてはなりません。プライドを抑え、自分の考えや意見を捨て、仲間と協調して働かなければなりません。この人たちは真理を実践する人たちです」。御言葉が実践の道をもたらしてくれました。自分の見方を捨てて李兄弟と協力し、彼が正しいかどうかに関係なく、まずは言うことを聞いて探求しなければ。そのとき気づきました。撮影が終わるまであと5、6時間。天気がどう変わるかわからない。補強したほうが安全だ。そこで兄弟と一緒にテントを補強したのですが、午後2時か3時ごろ、突然風雨が激しくなり、嵐が40分ほど続いたのです。けれど私たちはテントの中でそれをやり過ごしました。私は言い知れぬ感動を覚えました。神の全能と知恵がわかったのです。みんなの提案のおかげで自分の堕落した性質に気づけただけでなく、神はこうした不思議な形で私に注意し、私たちを嵐から守ったのです。私は心の底から神に感謝しました。

この経験のおかげで自分の傲慢なサタン的本性を認識し、協調というものにいくぶん入ることができました。真理を実践し、本分で頑固さを捨てることが、他人と協調する上で大事なんです。私が認識して得たものは、ひとえに御言葉を通じた神の裁き、暴き、懲らしめのおかげです。全能神に感謝！


21. 本分を尽くす意義がやっとわかった

韓国 寻求

全能神は言われます。「人間が本分を尽くすということは、実際のところ、人間に本来備わっているもの、つまり、人間に可能なことをすべて成し遂げることである。そうすると、その人の本分は尽くされる。奉仕する最中の人間の欠点は、徐々に経験を積むことと、裁きを受ける過程を通して少しずつ減少する。それらは人間の本分を妨げることも、それに影響を与えることもない。自分の奉仕に欠点があるかもしれないと恐れて、奉仕をやめたり、妥協して退いたりする者たちは、すべての人の中で最も臆病である。奉仕する中で表すべきことを表せず、本来可能なことを成し遂げられず、その代わりにのらくらし、形だけ奉仕しているふりをするならば、その人は被造物が本来備えているはずの機能を失ったのである。こうした者たちはいわゆる『凡庸な』人で、無用の長物である。どうしてこのような者たちが被造物と呼ばれ得るのか。外見は立派でも中身は腐った堕落した存在ではないのか」（『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は、本分を尽くすことの意味を教えてくれました。どれほどの才能や特技がある人も、自分が理解していることを余すことなくすべて役立てる必要があり、楽をしたり、適当にこなすのではなく、神の求めに従って全力を尽くすべきです。そうすることで、本分における弱さや足りない部分を補い、よりよい結果を出すことができるのです。

少し前、教会で神の御言葉のソロ歌唱を撮影することになり、そのうちの1曲のリードボーカルとギターを任されました。それを聞いた時、不安になりました。ギターの弾き語りはただ歌うよりも難しく、前にもやったことがあるのですが、その時には、歌に集中するとコードを外し、ギターに集中すると表情がおそろかになって、結局、その映像はボツになってしまった。今回も同じことを頼まれて、断りたかったけど、それは神の旨に沿わないと思った。兄弟姉妹はみんな、私がその歌にうってつけだと言うので、流れに逆らわずに、自分の本分を尽くそう、そう思って、依頼を受けました。2日ほど練習して、歌と表現の部分はうまくできるようになったけど、ギターのコードが複雑でなかなか覚えられなかった。いよいよ明日は撮影という日になって、とても焦りました。でもこれ以上練習しても、もう手おくれかもと思った。無理に練習を続けて、手が腫れてしまったらどうしよう？　手が痛くなるほど練習しても、結局覚えられなかったら？　そう思うと、無理をしたくなかった。だから、この難しい問題からどうにか抜け出せるよう、方法を探したわ。その時に思いついたの。カメラマンに手元を映さないようにお願いすれば、あの複雑なコードを完璧に覚える必要はなくなる。そして撮影も終えられるし、いい考えだと思ったわ。でも、いい考えだと思うと同時に、不安にもなったの。なんだか無責任のような気がした。コードに問題があって、撮影がやり直しになったらどうしよう？　そう思ったけど、「時間はないし、難しい曲だし、この曲をうまく演奏するのは負担が大きすぎるわ。頑張っても、自分の能力は超えられない。それに、これは撮影を早く終わらせるためでもあるわ。みんなわかってくれるはず」その後は、歌と表現に集中して、コードはあまり練習しなかった。どうにかなると思ったわ。

撮影の時間になって、手元をアップで映さないように兄弟にお願いして、特に問題はないはずだった。でも次の日、演出担当からコードが間違っている、と指摘されたの。とても申し訳なくて、顔が真っ赤になったわ。「撮影をやり直すのかしら」と思った。急いで編集担当のところに行って、どうにかできないか聞いたわ。でも、首を横に振って「やってみたけど、だめだった」って。その時点で、撮影はやり直しだとわかった。自分のせいで迷惑をかけて、罪悪感でいっぱいになった。その後、みんなで集まって失敗の原因を話し合った。自分がとった行動の理由を説明したわ。そしたら、姉妹が責めるように言ったの。「どうしてコードを覚えてないって言わなかったの？　全部撮り直しで、プロジェクト全体に遅れが出たわ。あまりにも短絡的だし、無責任だわ」と。私は、どうしてもそれを素直に受け止められなかった。「私が短絡的だった？　確かにコードを弾けなかったけど、撮影がはやく終わるようにちゃんと考えたわ。手元を映すべきじゃなかったのよ」反省するどころか言い訳ばかりだった。でも別の姉妹に言われたの。「うまく弾けないなら、撮影を遅らせることになっても、もっと練習すべきだわ。こんな風に中途半端にすべきじゃない。リードシンガーなんだから、ギターの演奏を映さないわけにはいかないでしょ。すごく無責任だし、適当すぎる」すごく無責任だと言われて、思わず考えたの。「兄弟姉妹みんなが私のことを無責任だと思うなら、やっぱり私が悪いのかも。私も撮影を成功させたかった。でもコードが間違ってたせいで撮り直しになって計画に遅れが出たのは事実。やっぱり私のせいだわ」そう思うと、辛くなった。言い返すのをやめて、反省し始めたの。

その後で、この神の御言葉に心を動かされたので、それを読みますね。「本分を軽率かつおざなりに尽くし、軽んじた結果はどうなりますか。本分をうまく尽くす能力があなたにはあるのに、本分のできばえが悪いと、それは標準に達せず、また本分へのあなたの態度は神に喜ばれません。そもそもあなたが正常に求め、協力していたなら、本分にすべての思いを捧げていたなら、本分を尽くすことに心魂を傾け、全努力を注ぎ、労力と心と思索を捧げていたなら、あるいは資料を調べることに時間をかけ、全身全霊を捧げていたならば、このように協力することができていたならば、神は前に立ってあなたを待ち、『さあ、結果がここにある』と言うでしょう。力をそれほど発揮する必要はありません。協力する努力を惜しまなければ、すでに神がすべてを手配しています。あなたがずる賢く不誠実で、仕事の途中で心変わりをし、道からはずれるなら、神は行動しません。あなたはこの機会を失い、神にこう言われるのです。『あなたは不十分で役に立たない。脇に立っていなさい。怠けていたいのではないのですか。嘘つきでずる賢くなりたいのではないのですか。休むのが好きなんでしょう。それなら、休んでいなさい』。神はこの恵みと機会を別の人に与えます。どう思いますか。これは損失ですか。利得ですか。これは大損失です！」（神の交わり）。この御言葉は私の状態を明らかにしました。リードシンガーを引き受けて、練習すると約束したのに、その約束を守ろうとしなかった。自分が苦手な所に取り組んだり、コードが上達する方法を調べようとしないで、大変だからという理由で練習をさぼってしまった。時間がなかったことを言い訳にして、手元のアップを映さないよう頼んだ。なんとかなると思っていたけど、結局計画を遅らせる羽目になった。本当に無責任だし、軽率だった。本分に直面した時に、曲をうまく弾いて、神の証をするための努力する代わりに、一番楽で、簡単な道を選んだ。そのせいですべてやり直しになった。なんでこんなに無責任になれたんだろう。あと少し練習すれば、あと少し努力すれば、神の家の働きを損ねずにすんだのに。その時、自分を嫌悪する気持ちが多少芽生えました。「もう一度チャンスがあったら、次はしっかりやろう。コードの練習がどれほど辛くても、必ずやり遂げよう」と思いました。

その後、練習のために2日の猶予が与えられました。これには、心から感動して、過ちを償う機会を与えてくれた神に感謝しました。再び練習を始めて、コードを全部覚えようとがんばったけど、すごいプレッシャーでした。自分の技術がまだ未熟で、2日の練習では上達しないと思うと、また不安が押し寄せてきました。不安になるとコードを思い出せなくなって、それでまた不安が増した。あっという間に午前中が過ぎてもまだうまく演奏できなくて、手はひどく痛んだ。いつもなら、午後は練習をお休みするけど、この時は練習を続けることにした。休んでる暇なんてない、コードを覚えるまでは一瞬も無駄にできないと思った。そんな私を神が導いてくださった。その日の午後、いつの間にか、コードを小節ごとに覚える方法をマスターしたんです。みるみる上達しました。でも長い時間練習していたせいで、手が腫れ始めて、また練習をサボりたい気持ちが湧いてきました。そう考えている自分に気づいた時に、神の御言葉のこの一節を急いで読みました。「努力と消耗を要し、身体と精神と時間を捧げなければならない本分に直面したとき、何かを差し控えたり、何らかの企みを抱いたり、余力を残したりしてはいけません。余力を残し、計算高く、ずる賢く不誠実であるならば、きっとまずい仕事をすることになります。『自分が都合よくやっているところを誰も見ていなかった。しめた！』とあなたは言うかもしれません。それはどのような考えですか。あなたは人と神を騙せたと思っています。けれども実際に、神はあなたが何をしたか知っていますか。知りませんか。（知っています。）そう、神は知っています。ふつうは、長期間あなたとやり取りする人たちも気づき、あなたはいつもずる賢く、決して勤勉ではなく、50％か60％、最高でもせいぜい80％しか努力しない人だと言います。あなたが何もかも滅茶苦茶に行ない、自分のしていることに目を瞑り、仕事においてまったく良心的でないと言います。あなたは何かをするように強制されて初めて、少し努力するだけです。あなたの仕事が基準に達しているかを点検するために誰かがそばにいれば、少しだけましな仕事をします。けれど誰もいないと、少し手を抜きます。取り扱いを受けたら、心を注ぎます。そうでなければ、仕事の間中ずっと居眠りをし続け、誰も気づかないと思い込み、できるだけさぼろうとします。時が経つと、人は気づきます。『この人はあてにならないし信用するに値しない。この人に重要な本分を与えるなら、監督が必要だ。原則をともなわない通常の作業や仕事はできるけれど、特に重要な本分を与えたら、たぶん台無しにしてしまい、一杯食わされる』と人は言います。問題の人は見抜かれ、尊厳も誠実さもそれまでにすっかり放棄しています。誰もこの人を信頼できないのに、どうして神に信頼されますか。神はその人に重要な本分を託すでしょうか。そのような人は信用できません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「いのちの入りは自分の本分を尽くす経験から始まらなければならない」）。

この御言葉で、自分がどれほどいい加減に本分に取り組んでいたかがわかりました。コードが弾けないのに練習もせず、上を目指そうとしなかった。全力を尽くしていなかった。自分の本分におざなりな態度で取り組み、不誠実で、適当だった。自分はいつも本分に真剣に取り組み、揺るぎない忠誠心をもっている、そう思っていました。でも成果を出せるよう最大限の努力をしないで、適当にこなすようでは、本分を尽くしていると言えません。それを続けていたら、そのうち誰にも信用してもらえなくなる。危うく自分の尊厳や名誉を失うところでした。一度犯した過ちを、繰り返したくはありませんでした。手が腫れることより、休憩がとれないことより、自分の尊厳や名誉の方が大事。だからどれほど疲れて大変でも、コードの練習を続けると決めました。悔い改めると決意した私を、神の祝福と導きが待っていました。その日、私は真夜中まで練習を続け、ほぼすべてのコードを覚えることができました。曲全体が弾けるまで、次の日も一日中練習を続けました。撮影では、1つ1つ気を付けて弾き、静かに神に祈りを捧げました。そしてなんと、すべてを1回で撮影できたんです。このような結果になって、心が安らぎ、真理を実践することの喜びを味わいました。

その後、私は作曲の本分を与えられました。作曲は長い事やっていなかったので、少し腕が衰えていたのと、最近はロック調の曲が多かったのですが、ロックは未経験なので不安に思いました。でも尽くすべき本分だから、精一杯やろうと思い、月末までの計画として、2曲完成させることを目標にしました。徹夜で作曲に励み、疲れた時には、肉に背けるよう神に祈りながら、ふと思いついたメロディーを基に、1曲完成させることができました。完成後、兄弟姉妹に聞いてもらうと、いい出来だ、ロックっぽいスタイルだと言われました。私は心の中で、「もうすこしコーラスに磨きを掛ければ、曲がもっとよくなるわ」と思いました。でもすぐに思い直しました。はっきりとした方向性は見えていなかったし、無理はしたくなかった。兄弟姉妹も問題ないと言ってくれたし、出来としては悪くない。それに、ロックは初めてだし、多少おかしなところがあるのもしょうがない。だからそのまま提出しました。

数日後、方向性はいいけど、メロディーが少し粗い、歌詞をもう少し練り直すようにと言われた。それを聞いて、少し反発心が芽生えました。「このジャンルは未経験なのに、要求されるレベルが高すぎる！」と思った。作曲自体にも多くの時間をかけたし、フィードバックをもらえるまで数日待ったから、もう月半ばでした。作業はなかなか進まず、だんだん焦ってきました。曲の手直しは簡単なことではなくて、出来上がりがどうなるかわからなかった。だから、曲調を変えることにしたのですが、子供の歌みたいでよくないと言われてしまったんです。とても傷つき、こう思いました。「全力を尽くしたのに、1曲も合格をもらえない。どうすればいいの？」その後、いくつかメロディーを書いたけどすべて却下されて、本当に辛かった。月末までに2曲を完成させると決めたのに、まだ1曲も終わっていない。本分を尽くせないなんて、私はダメな人間なの？

その後の集会で班長がこう言いました。「君の曲はオリジナリティがあって曲風もいいのに、どうしてまだ合格できないんだ？　歌詞がおそろかになっているから、言葉とメロディーがマッチしていない。直すたびに出来が悪くなって、神の家の働きに支障が出ている」と。その時、別の兄弟も言いました。「撮影の時の歌も出来がよくないぞ。歌と楽譜があってないし、もう少し気をつけなきゃだめだ」こんなふうに兄弟に取り扱われて、本当に恥ずかしかった。穴があったら入りたいと思った。家に帰って、神に祈りました。「神よ、私は本分を精一杯尽くすことができません。でも問題を解決する方法がわからないんです。どうかお導きを」。

そしてこの御言葉を読みました。「ふまじめに無責任に物事を扱うことは、堕落した性質内にある何かではありませんか。それはどのようなものですか。それは卑劣なものです。そういう人は、あらゆることにおいて『それはだいたい合っている』とか『かなり近い』と言います。それは『たぶん』、『恐らく』、『8割程度で』という態度です。彼らはおざなりに物事を行ない、することは最低限に済ませ、行き当たりばったりで対応することで満足します。物事を真剣に受け止めたり正確さを求めたりすることに意義を覚えず、原則を追求するのはさらに無駄だと考えています。これは堕落した性質の中にある何かではありませんか。それは正常な人間性の現れですか。それを傲慢と言っても良く、自堕落という言い方も同様に適切です。けれども、完璧に形容できる唯一の言葉は『卑劣』です。そのような卑劣さは、大多数の人の人間性に存在しています。そのような人は、ことごとく、できるだけ最小限のことだけをして済ませ、罰を受けずに何をやってのけられるのかを知りたがり、なすことすべて胡散臭いのです。可能であれば他人をだまし、可能であれば手抜きをし、物事をじっくり考えるのに多くの時間や思考を費やすることを嫌います。そして内心このように考えます。『暴かれるのを避け、問題を起こさず、責任を問われない限り、これを切り抜けることができる。きちんと仕事をするなんて、やりがいよりも面倒のほうが多い』。そのような人は何も習得せず、熱心に研究することもありません。ある主題について概要だけを仕入れて、自分を専門家と呼び、それに頼ってどうにか切り抜けていきたいだけなのです。人は物事にこのような態度を取るのではありませんか。これは良い態度ですか。そのような人が他の人や物事に対して取るこの態度は、一言で言えば『どうにか切り抜ける』であり、そのような卑劣さは堕落した全人類に存在します」。「高貴な人と下劣な人は、どのように見分けることができますか。人、出来事、物を扱う際の態度とやり方を見なさい。つまり、問題が生じたときにどう行動し、どう物事を扱い、どう振る舞うかを見なさい。人格と尊厳を備えた人は、行動において緻密で、真剣で勤勉であり、犠牲をいといません。人格と尊厳を備えていない人は、行動が散漫でぞんざいで、いつも何かをたくらみ、常に物事を適当に切り抜けたいと思っています。熟練するまで技能を学ばず、どれほど長く勉強しても、技能や職業について無知なため、困惑したままです。答えを出すように彼らに強要しないかぎり、すべてうまくいっているように見えますが、答えを求めるとすぐに慌てふためきます。眉を汗だらけにし、反応しません。それが下劣な人です」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らは他人を自分たちだけに従わせ、真理や神には従わせない（2））。これを読んで初めて気がつきました。私が本分を精一杯尽くせなかったのは、自分に卑劣な部分があるからだと。成果を出すことより、一番楽な方法で終わらせることを選んだ。真理の原則や神の求めに従って本分を尽くそうとしなかった。今回のことを考ると、動画の撮影であれ、作曲であれ、努力が必要な問題や、苦労を伴う事態に直面すると、最低限の努力で満足し、それより上を目指そうとしなかった。さらに努力してしっかり取り組めば、もっといい成果を出せるとわかっていたのに。いつも自分を甘やかして、最低限のことしかしなかった。だから前に進むことも、本分で神の証をたてることもできず、教会の働きを遅らせてしまった。これで本分を尽くしたとは言えません。むしろ神の家の働きを邪魔してしまった。その時初めて、自分の卑劣さが深刻だと理解しました。適当に片づけ、流れに身を任せ、神を欺こうとした。品性も、尊厳もなかった。神に好かれるのは、誠実に真面目に本分に取り組み、困難に直面した時は真理の原則を求め、神の要求に従い本分を尽くす人間です。そのような人には品性や尊厳があり、神に高く評価されます。それに比べて私は、人間と呼ぶにも値しない、恥ずかしい存在だった。その時に理解しました。神は、兄弟に刈り込みと取り扱いをさせて私を救ったのだと。そうしなければ私の適当さはなおらなかったし、本分を尽くせず、神の家の働きを遅らせて、神に淘汰されていたでしょう。

そしてこの御言葉も読みました。「神の働きは人類のためになされるのであり、人間の協力は神の経営のためになされる。神がなすべき働きをすべて行なった後、人間は惜しむことなく実践し、神と協力するよう要求されている。神の働きにおいて、人間は努力を惜しまずに、自分の忠誠を残らず捧げるべきであり、数多くの観念にふけったり、座して死を待っていてはならない。神は人間のために自らを犠牲にできる。それではなぜ、人間は自分の忠誠を神に捧げられないのか。神は人間に対して心と思いを一つにしているのに、なぜ人間は少しばかり協力できないのか。神が人類のために働きを行なっているのに、なぜ人間は神の経営のために、いくばくかの本分を尽くせないのか。神の働きがここまで至ったのに、あなたがたは依然として見ているだけで行動せず、聞くだけで動こうとしない。このような人は滅びの対象ではなかろうか。神はすでに自身のすべてを人間に捧げたのに、なぜ人間は今日、熱心に自分の本分を尽くすことができないのか。神にとっては自身の働きが最優先であり、神による経営の働きはこの上なく重要なことである。人間にとっては、神の言葉を実践し、神の要求を満たすことが最優先である。あなたがたはみな、それを理解すべきである」（『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉について考えた時、深く感動しました。神はひたすらに人類のことを思いやり、サタンによって堕落した人類を救うため、2度も受肉した。辱めを受け、何世代にもわたり拒絶され、多くの苦しみに遭った。人類の深い堕落と無関心に直面しても、神は決して私たちを見捨てず、真理を表して救おうとする。素質がなく、すぐに真理を受け入れられなくても、神は誠実に、徹底的に交わりをしてくれる。時には比喩やたとえを用いたり、物語を使ってあらゆる角度から、あらゆる方法で、私たちを導いてくれる。私たちが真理を理解して、真理に入れるように。神は私たちの命に責任をもち、私たちが完成するまで休息をとることもない。神の性質とその誠実な意図を知り、心から励まされました。一方、自分の神への態度や本分への取り組みを振り返ると、自責の念に駆られ、本分を適当にこなすようなことは金輪際したくなかった。神の前で祈り、どうすればもっと真剣に本分を尽くせるのか、神に尋ねました。

そしてこの御言葉を読みました。「本分とは何ですか。それは神から人々に託された使命です。ではどのように自分の本分を尽くすべきですか。神の要求と基準に従って行動し、人間の主観的な欲求ではなく真理の原則をもとに振る舞うことで、本分を尽くすべきです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理原則を探し求めることでのみ、本分をよく尽くすことができる」）。「何かに心から自分を捧げるとはどういうことでしょうか。実を言うと、それは多少の努力を注ぐとか、多少の肉体的苦痛を受けるという意味ではありません。そうしたことは、心から自分を捧げることではありません。重要なのは、心に神が宿っていることと、本分に対して重荷を背負っていることです。心の中で本分の重要性をよく考え、あらゆる行動においてその重荷と責任を意識し、それに心を注ぐ必要があります。自分自身を、神に与えられた使命だけでなく、神がしてくれたすべてのこと、そして神の期待にふさわしいものとしなければなりません。ただそれだけが、真に献身的であるということです。形だけでは意味がありません。人は騙せても、神を欺くことはできません。本分を尽くすときに真の代価を払わず、忠誠心を持っていなければ、それは規準に適っていないのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神の義なる性質をどのように認識するか」）。これを読んで心の曇りが晴れました。本分は神に与えられたものだから、神の求める通りに、真理に従って尽くさなければなりません。選り好みしたり、自分のしたいことをやればいいというものではないのです。本分では達成すべき基準があって、がんばったふりをしただけではだめ。責任感をもって真面目に、誠実に取り組み、改善方法を考え、追求していくことで、本分を尽くして神を満足させられるのです。その後作曲に取り組んだ私は、歌詞を慎重に分析し、その雰囲気に合った曲をいくつか見つけました。他の人は同じ感情をどのようなメロディーで表現しているか、歌詞の意味、雰囲気、メロディーの方向性も考えた。すべてを一通り理解してから、作曲に取り組みました。兄弟姉妹からもアドバイスをもらって、2度手直しをして、曲が完成しました。完成まで1週間しかかかりませんでした。手直しをしたもう1曲も無事合格になりました。作曲がとてもスムーズに終わったことで、前回、適当に取り組んだことがさらに悔やまれました。サタンによってどれほど堕落させられ、どれほど卑劣で軽率だったか、とてもよく分かりました。神の采配のおかげで兄弟姉妹の取り扱いを受け、真理を求めて自分の堕落した性質を解決し、誠心誠意本分を尽くせました。神の救いに感謝します！


22. 神に心をささげる

韓国　心澈

2018年６月、『神の国の讃歌』の合唱練習に加わりました。舞台上で歌い、神をたたえて証しできる。誇らしく、光栄に思いました。また神に祈り、練習してしっかり本分を尽くすと誓ったわ。練習が始まり、一生懸命取り組んだけど、それまで歌や踊りの経験なかったので、表情がどうも硬くて、他の人たちとは能力の差がありました。講師からはいつも問題点を指摘されて、しばらくするとやる気を失いだした。どんなに頑張っても、少しもうまくなれない気がしたの。立ち位置が決まれば、歌や踊りが上手な兄弟姉妹は間違いなく前列になるでしょう。きっと私は後ろのほう。練習にも身が入らなくなり、できるだけ遅く来るようになった。最初の撮影では最後列の端っこに立たされ、つらくなってこう思った。「うまくできない私は、歌や踊りがうまい人と比べものにならない。どんなに頑張っても絶対かなわないし、カメラにだって映らないわ。なのに頑張る必要がある？　ちょっとの努力で十分でしょ」。それ以降、ますますやる気がなくなり、ちゃんと動けてないことは分かってたけど、直そうとしませんでした。講師もよく「もっと頑張って」と言ってた。「１人でも気が抜けてると、作品全体の質が下がり、撮影が遅れてしまう」って。その言葉に動かされ、全体の出来を考えなきゃと思った。そこで頑張ったけど、またやる気を失ってしまいました。毎日無気力に歌と動きを練習するだけで、神のお導きを感じてなかったの。練習した動きすら、うまくできなかった。みんなが歌詞について話し合ってるのに、私には無理だった。歌っていても感動しなかった。画面上の私は無表情で、それを見たって楽しめない。ますます練習がつまらなく思えて、撮影が終わって別の本分に就くのが待ち遠しかった。

その後、舞台上の立ち位置が発表されました。でも撮影しない場面があると分かり、いっそう落ち込んだわ。「私は優秀じゃないけど、そんなに悪くもないはずよ。前列とは言わないけど、せめてカメラに映ってもいいんじゃない？　なぜ排除されてしまうの？　練習してきたのは無駄だったの？　分かってたら、こんな動き練習しなかった」。その後の撮影では、カメラに映るときは熱心に演じ、そうでなければただ動くだけ。でも撮影後の集まりで、みんなが自分の収穫について話すのを聞いて、私は動揺しました。「同じ本分の兄弟姉妹はみんな何かを得たのに、なぜ私の心は何も得られなかったかのようにむなしいの？」神を嫌悪させたのではと、心配になった。その後、神に祈って探求し、お導きを求めました。そして、こんな神の御言葉を読んだんです。「神は人の心の奥底に目を向け、すべてを見守っていると、人々は常に言います。しかし、聖霊から啓きを得られない人がいるのはなぜか、そうした人が決して恵みを得られないのはなぜか、喜びを得られないのはなぜか、いつも否定的で意気消沈しているのはなぜか、肯定的になることができないのはなぜかを、人々が知ることは決してありません。そうした人の状態を見てみましょう。わたしが確実に言えるのは、そのような人は誰一人良心が機能しておらず、誠実な心をもっていないということです」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。「人間性の要素のうち最も根本的で重要なのは良心と理知です。良心を欠き、正常な人間性の理知をもたないのはどのような人ですか。一般的に言えば、それは人間性を欠いた人、悪しき人間性の人です。それをじっくり分析しましょう。この人には人間性がないと言われるほどの堕落した人間性を、そうした人はどのように示しますか。そのような人がもっている特徴はどういったものですか。そうした人が示す事柄は、具体的にはどのようなものですか。そのような人の行ないはいいかげんで、個人的に関係ないことには無関心です。神の家の益を考慮せず、神の旨に配慮を示すこともありません。神を証しすることや本分を尽くすことの重荷を負わず、責任感などまったくないのです。何かをするたび、そうした人は何について考えていますか。彼らが最初に考えるのは、「これをしたら神に知ってもらえるだろうか。他人に見てもらえるだろうか。自分が全力を注いで精一杯やっても、他人に見てもらえず、神に見てもらえることもないなら、これほど努力したり、そのために苦しんだりしても無駄だ」ということです。それは自分勝手ではありませんか。同時に、極めて賤しい意図ではありませんか。そうした人がこのように考えて行動した場合、良心は何らかの役割を果たしていますか。そうした行動に良心的な部分はありますか。また、本分を尽くす中で問題を見ていながら黙する人さえいます。他の人たちが妨害し、かき乱しているのを見ても、止めようともしないのです。彼らは神の家の益を微塵も考慮せず、自分の本分や責任についてもまったく考えません。彼らが語り、行動し、注目を集め、努力し、精力を費やすのは、ひとえに自分の虚栄心、名声、地位、利益、そして名誉のためなのです。そうした人の行為や意図は、誰が見ても明らかです。つまり彼らは、栄誉を得る機会や恵みを授かる機会があれば必ず現れます。しかし、栄誉を得る機会がない場合や、苦難の時が来るとすぐ、亀が首を引っ込めるように視界から消えます。そうした人に良心や理知はありますか。良心や理知がなく、そのように振る舞う人は、自責の念に囚われるでしょうか。そのような人の良心は無益であり、自責の念を感じたことがありません。それならば、そのような人がどうして聖霊の咎めや懲らしめを感じられるでしょうか。いいえ、決して感じられません」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉を読んで、胸を打たれました。私が聖霊の働きを得られなかったのは、心が誠実でなかったから。神の家の利益ではなく、自分の地位や名声だけを考えていた。そんな態度は神に嫌われます。振り返ると、自分が他の人たちに負けてると分かり、立ち位置が後列になったとき、消極的で受け身になった。表情や動きの練習もしたくなくなりました。ちょっと頑張って、それで満足。どう上達するかなんてまったく考えてなかった。自分の映らないシーンがあると、苦労はすべて無駄だったと思い、不満や文句を言いたくなった。そして練習が嫌になった。カメラに映るときはしっかり演じ、映らないときは手を抜いてごまかした。それを思うと、罪の意識を感じました。合唱作品の撮影は神を証しするため。参加できたのは神の称揚。本分をしっかり尽くすために、全力で取り組むべきでした。なのに、地位や名声への願望のせいで軽率で消極的になり、怠けてしまった。良心も理知もなかった。利己的で卑劣な人間でした。神は人の心を吟味されます。私の態度を、神が嫌悪しないわけがありません。後悔と罪の意識でいっぱいになり、神に祈ったわ。「神よ、間違っていました。この撮影での演技を後悔していますが、もう埋め合わせはできません。今後は真理を求め、地位や名声のことは考えません。自分の本分をしっかり尽くしたいのです」。

当時は、後悔するより他にないと思ってた。でも驚いたことに、追加の撮影が必要になったの。それを聞いて、あらゆる感情が湧き上がったわ。悔い改めるチャンスだと思って、本分をきちんと尽くして神に満足いただこうと決意したの。練習に全力を注いでいると、やがて表情や動作がよくなりました。撮影はもうすぐでしたが、ある事情で延期になりました。監督から練習を続けるよう言われて、最初は毎日熱心に取り組めていたけど、やがてこう思った。「いつ撮影があるのか、どれだけ練習が続くのか分からない。前回のように私が映らないシーンもあるだろう。基本的な歌や動きは把握してる。練習すれば十分のはず」。講師は「撮影前に手を抜くな、立ち位置は変わる」と注意してました。でも私は気にせず、こう思った。「私が前列になる可能性なんてない。たとえ頑張っても映るとは限らないのに、頑張る必要がある？」講師から問題点を指摘されても直そうとせず、自分にこう言い訳しました。「前列の兄弟姉妹は映像に映るから、たくさん練習すればいい。でも私は後列。映像を見たって誰も私だと分からない。どうだっていいのよ」。その後は練習がだるくて負担に感じ、何度も練習が嫌になりました。以前の問題がまた現われたことに気づいてつらくなり、こう自分に問いかけました。「本分に対してなげやりで、神に満足いただくことに集中できないのはなぜ？」そして自分の実情について神に祈り、お導きを求めました。

そしてこの御言葉を読みました。「長年にわたり、人々が生き延びる上で頼ってきた思考がその人の心を腐敗させ、不誠実で臆病で卑劣になるに至った。そのような人は意志の力や決意が欠けているだけでなく、貪欲で傲慢で強情になった。人間には自我を超越する決意が完全に欠けている上、これら闇の勢力による呪縛を払いのける勇気が少しもない。考えと生活があまりに腐敗しているので、神への信仰に対するその人の見方は依然として耐えがたいほどに醜悪であり、人々が神への信仰に対する自分の見方について語るときでさえ、それはただ聞くに堪えない。人はみな臆病で、無能で、卑劣で、傷つきやすい。闇の勢力に対して嫌悪感を覚えず、光と真理への愛を感じず、それらを排除しようと全力を尽くす。……あなたがたは今や信者であり、働きのこの段階に関する認識が多少ある。しかし依然として地位への欲望を脇にのけていない。自分の地位が高ければしっかり追求するが、地位が低いと追求しなくなる。地位の祝福のことが常に心の中にあるのだ。大半の人が自分から消極性を取り除けないのはなぜか。その答えは常に、将来の見込みが厳しいせいではないか」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。「そうした人が言うことに注意を払ってはいけません。その人が何を生きているのか、何を露わにするのか、本分を尽くすときの態度はどうか、そして内なる状況はどのようなものか、何を愛しているのかを見る必要があります。自分の名声や富に対するその人の愛が、神に対する献身や神の利益を超えているなら、あるいはその人が神に示す懸念を上回っているなら、その人は人間性をもたない人です。そうした人の振る舞いは他人や神に見られるので、彼らが真理を得るのは極めて困難です」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉は、私に根差した卑劣な動機を暴き、本分で自分が目立たないときにぞんざいだった理由、自分の本分と責任に無関心だった理由を示しました。私の地位と名声への願望が強すぎたのです。目立つチャンスを求めていないように見えたのは、そもそも才能がなかったからで、本当は目立ちたかった。どれだけ頑張っても周りを超えられない、そして前列に立てないと分かると、すべてに消極的になった。本分にほとんど努力を傾けず、全力を尽くすこともなく無難にこなしただけ。「どうせ目立てないなら、練習でそんなに苦しみたくない」と、できるだけ損しないようにしました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「人に抜きんでる」といったサタンの毒が、すでに染みついていて、私を支配していたんです。だから何をするにも自分の利益しか考えず、ひたすら地位と名声のためだった。本分では、なおさらそうでした。注目されれば熱心に取り組み、その願望が満たせないとなると、ただ無難にこなした。神の御旨も、神の家のことも、まったく考えていませんでした。利己的なずる賢い本性で生き地位と名声を得られるよう企てた。手を抜いて騙しながら本分を尽くし、責任感も、良心も理知も尊厳もなかった。まったく信頼できない人間でした。兄弟姉妹には、純粋で誠実な人がどれほど多くいたことか。彼らは舞台の立ち位置にかかわらず、神に全力を捧げます。やがて歌も踊りも上達し、神の祝福とお導きを感じられた。それに裏方の人たち。たとえ映像に映らなくても黙々と打ち込んでた。こう言っていたわ。「作品がネットで見られるだけで、働いた甲斐がある」と。なのに私は目立てないと、本分をちゃんと尽くさず、人間性がなかった。神の性質は義なるもの。なので、私のような人間性や追求を軽蔑して嫌われます。私は本分で聖霊の働きを得られず、いのちも進歩しなかった。悔い改めなければ真理を何も得られず、神に淘汰されます！そう振り返ると怖くなり、神に祈りました。「神よ、自分は人間性のない、堕落した性質で生きる恥ずべき人間だと分かりました。悔い改め、変わりたいのです。性質を変えて本分に専念できるよう、どうかお導きください」。

そのあと、こんな神の御言葉を読みました。「

自分が行なうすべてのことにおいて、神の旨を満たすことに忠実でいたいと願うのであれば、単にひとつの本分を果たすだけではいけません。神が与えるどのような任務も受け入れなければなりません。それが自分の好みに合い、自分にとって興味があることかどうかにかかわらず、あるいは、それが自分にとって楽しくなかったり、これまでにしたことがなかったりすることであっても、または難しいことであっても、あなたはそれを受け入れて服従しなければなりません。それを受け入れるだけでなく、積極的に協力し、それについて学び、入りを成し遂げなければなりません。たとえ苦しみ、注目を浴びて光り輝くことができなくても、忠実に行なわなければなりません。それを尽くすべき本分と見なさなければなりません。個人的な仕事ではなく、自分の本分と見なすのです。人は自分の本分をどう理解すべきでしょうか。創造主である神が誰かに何らかの任務を与えると、その時点でその人の本分が発生します。神があなたに与える仕事、神があなたに与える任務、それがあなたの本分です。それを自分の目標として追求し、真に神を愛する心があるならば、それでもあなたは拒否できるでしょうか。あなたはそれらを拒んではならず、受け入れなければなりません。それが実践の道です」（「正直者になって初めて本当に幸せになれる」『キリストの言葉の記録』）。本分は神からの使命であることに気づきました。自分が目立てるかどうかにかかわらず、個人的な動機を手放し、自分の本分として受け止め、神の要求に全力を尽くすべきなのです。どんな立ち位置でも、誰かが前列になり、誰かが後列になる。でもどこにいようと、本分を尽くしています。神は本分に対する動機と態度、そこに心があるか、真理を実践して神を満足させているかをご覧になります。私には、他の出演者のような才能がなかった。それでも、神は練習の機会をくださった。私の技術といのちの入りが向上するように。それが神の愛！以前のように、自分勝手で心のない振る舞いはできない。神を悲しませ、失望させてしまう。立ち位置が前列でも後列でも、カメラに映っても映らなくても、純粋に本分を尽くして神の愛に報いるため、被造物としての立場を取ろう。

それからは神に祈ってすがり、どんな練習でも熱心に取り組みました。練習前に御言葉を読むときは、神の要求について考え、練習で御言葉を実践しました。講師から問題点を指摘されたときも、しっかり聞いて練習で生かしたし、自分の欠点をまとめて休憩中に練習しました。最小限の努力なんかやめて練習への動機を正すと、毎日が充実したわ。本分でも神のお導きを実感し、だるさもなくなった。やがて動きと表情がよくなり、姉妹たちにもずいぶん良くなったと言われたわ。誠実な心で本分に取り組むことがいかに大切か、身に染みました。『神の国の讃歌』のラスト、「彼らは最も美しい歌を神に捧げる」という最後の言葉は幼子の純粋な声で歌いなさいと、神は言われました。その場面は特に感動的で、神が望まれるのは誠実な心だと分かりました。神は、私たちが神のほうを向き、子供のように純粋になって、神に真心をささげ、全力を尽くすことを望まれている。真理を実践して神に満足いただく決意が強まりました。

その後の撮影でも、私はほとんど後列のままでした。手を抜きたくなることもあったけど、そんなときは神に祈り、神の御旨に配慮して、演技に集中する方法を考えました。ゆっくりだけど考え方が良くなり、後列にいても、前列の兄弟姉妹のために祈りました。映ってないときは、姉妹の着付けやヘアセットを手伝って、本分のために何でもした。消極的になった後列の姉妹に気づいたら、神の御旨を交わってあげました。そう本分を尽くしていると心が安らぎ、状態も向上したの。地位と名声を顧みず、少し真理を実践できたのは、神の御言葉によるお導きのおかげでした。


23. 本分を尽くすことで得られる報い

カナダ　楊明珍

神は言われます。「神の働きに対する服従ははっきりと見て取れるものでなければならず、それを生きたものとして現わさなくてはならない。表面的な服従は神の承認を得ることができず、自らの性質の変化を求めずに神の言葉の表面的な部分だけに従うのであれば、神の心を喜ばせることはできない。神に対する従順と神の働きに対する服従はひとつであり、同じものである。神に服従するだけで神の働きには服従しない者は従順であるとは見なされない。心から従わずに表面的に媚びへつらう者は尚更である。心から神に従う者は皆、神の働きから得るものがあり、神の性質と働きを理解するようになる。そのような者だけが、本当に神に従順なのである。そのような者は新しい働きから新しい認識を得ることができ、新しい働きから新しい変化を経験する事ができるのである。そのような者だけが、神に認められる。そのような者だけが、完全にされる者であり、性質の変化を経験した者である。神の承認を得る者は、喜んで神に従う者で、神の言葉と働きにも従う者である。このような者だけが正しいのである。このような者だけが、心から神を求め、神を追求しているのである」（『神の出現と働き』「真心で神に従う者は、必ずや神のものとされる」〔『言葉』第1巻〕）。私の経験と神に従順であることへの理解を、この御言葉に照らしてお話しします。

始まりは2016年3月でした。私は共産党政府による逮捕と迫害から逃れようと、中国を離れました。信仰を自由に実践するためです。しばらくして、教会の指導者である張姉妹がやってきました。私に「水を与える本分を務めてみますか？」と尋ねたのです。とてもうれしくて、私はこう答えました。「はい、ぜひ！　兄弟姉妹が真理を理解し、真の道の礎を築くのをお手伝いできるのですね素晴らしいことができるのですね！」私を知る兄弟姉妹が、私が水を与える本分を尽くすと知ったらきっと私を褒め、尊敬してくれます。とてもよい気分になれるでしょう。でも、期待が高まったところで、また張指導者がやってきました。急に引っ越さなければならない姉妹がいるけれどいいところが見つからない。私の家がいいのでは、と言ったのです。私にお世話する本分を尽くしてくれるかどうか尋ねました。それを聞いて私は動揺しました。水を与える本分を尽くすと思っていたのに、人のお世話をする？　ずっと台所にいることになるのでは？　大変な仕事ですし、何よりみっともない！　外では、私は大きなビジネスに携わり、自分の工場を持っていました。友人や親戚は皆、私をすごい女性だと言っていました。家では、洗濯、料理、掃除をする使用人がいました。私がその役目をして、他の人のために料理をするなんて絶対やりたくありませんでした。でも、住むところがなく、安らかに本分を尽くせない姉妹のことを考えたのです。それに私の家はお世話するのに向いていたので、渋々承知しました。

次の数日間、私は表面では普通にお世話する本分を尽くしていました。でも、実際には気分は暗く、こう疑うようになりました。兄弟姉妹たちは、私は水を与える本分にふさわしくないと思ったのかしら？　でなければなぜ、私をお世話係に？　私を知る兄弟姉妹はこう思っているのかしら。私には真理の現実が欠けているお世話する本分しか尽くせないと？　そう思うとさらに動揺しました。それから、神の前で誓った決意を思い出したのです。どんな本分を与えられようとも教会の働きのためになるのであれば、100%やる。たとえ気に入らなくても、神に満足してもらうために従うと。なのに、お世話する本分を頼まれて、どうしてそれに従うことができないのか？　私は心の中で神に祈りました。「ああ神よ、あなたは私にお世話する本分を定め、与えてくださいましたでも私はいつもそれに逆らっているようで、従順でいられません神よ、私を啓き、導いてください。あなたの旨がわかるように」。

しばらくして、私は神の言葉を２節読みました。「人が神に従えるかどうかを決めるにあたり、目を向けるべき重要なことは、その人が神から贅沢な何かを欲しがるかどうか、隠された動機があるかどうかです。いつも神に要求をしているなら、それは神に従っていないことを証明します。自分に何が起きようと、それを神から受け取れず、真理を求めることができず、いつも主観的な推論で語り、いつも自分だけが正しいと思い、神を疑うことさえできるなら、必ずや問題に見舞われます。このような人は最も傲慢で、神に最も反抗的な人です。神に要求してばかりいる人は、決して本当に神に従えません。あなたが神に要求をしているなら、それは神と取引していること、自分の考えを選んでいること、そして自分の考えに従って行動していることを証明しています。あなたはその点で神を裏切っており、従順ではありません」（「人はあまりに多くを神に要求する」『キリストの言葉の記録』）。「真の服従とは何ですか。あなたの思い通りに神が何かを行ない、すべて満足で正当だと感じ、傑出することを許されるたび、あなたは、これは極めて栄誉あることだと感じて『神に感謝』と言い、神の指揮と采配に服従できます。しかし、自分が決して傑出できず、誰にも認めてもらえない平凡な場所を割り当てられるたび、あなたはもはや幸せを感じず、服従するのも難しくなります。……状況が好都合な時に服従するのはたいていの場合容易です。物事が思い通りに進まず感情が傷ついたり、弱ったり、肉体的に苦しんで自分の評判が落ちたり、虚栄心や自尊心を満足させられなかったり、心理的に苦しんだりするような逆境においても服従することができるなら、あなたは真に霊的背丈を有しています。これがあなたがたの追求すべき目標ではありませんか。あなたがたがこのような意欲と目標をもっていれば、希望はあります」（神の交わりより）。神の言葉が、私に教えてくれました。真の従順さとは取引ではなく、個人的な選択の余地はない。私が好きかどうか、それで得をするかどうかに関係なく神からいただいたものであり教会の働きに役立つのであれば、絶対に従うべきなのです。でも、私は代わりに何をしたでしょう？　お世話する本分を尽くすよう頼まれたとき神の旨や教会の働きを支えることを考える代わりに目立って他の人に尊敬されることだけを考えていたのです。自分の虚栄心を満たせるかどうかと。神に従順だと言えるでしょうか？　グループリーダーだったときのことを思い返しました。教会の指導者はいつも、真っ先に教会の働きを教えてくれました。指導者は私を評価してくれている、兄弟姉妹は私を尊敬していると思っていました。どんな努力も厭いませんでした。どんなにつらくて疲れても、喜んでやりました。でも、お世話する本分では、否定的な気分になりました。卑しい務めだと思ったのです。それに、どんなにがんばっても、その努力は他の人にわかりません。だから嫌で、やりたくなかったのです。今にして思えば以前の本分を熱心に務められたのは目立って他の人に尊敬してもらうことができるからです。でも、お世話する本分は私の野心を満たすことはありませんでした、それで従うことができなかったのです。それから気づきました。自分の本分に、いつも自分の個人的な好みや選択があったと。自分の評判、地位、どう得をするかということだけを考えていました。まったく真理を求めず、神に従ってなかったのです！

その後、この神の言葉を読みました。「真理を実行に移せる人は、その行動が神に吟味されることを受け入れることができます。神の吟味を受け入れるとき、あなたの心は正されます。他人に見てもらうためだけに物事を行ない、神の吟味を受け入れないなら、あなたの心に神はいますか。そのような人には神を畏れる心がありません。いつも自分のために物事を行なったり、絶えず自身の利益を考えたりしてはいけません。自分の地位、体面、評判を考えないこと。また、人の利益を考慮してはいけません。まずは神の家の利益を考慮し、それを最優先にしなければなりません。神の旨を想い、自分が本分を尽くす中で不純だったかどうか、全力で忠誠を尽くし、全力で自分の責任を果たし、自分のすべてを捧げたかどうか、そして自分の本分と神の家の働きを心から考えてきたかどうかを熟慮することから始めなさい。あなたはこれらのことを考えなければなりません。これらのことを頻繁に考えなさい。そうすれば、立派に本分を尽くすのがより簡単になります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。私は神の言葉に実践の道を見つけました。私の本分における神の吟味を受け入れ、神を畏れる心を持たなければならない。個人的な損得は忘れ、教会のためになることは何でもできるようにならなければ。神の旨を理解し、私はこう祈りました。「神よ、あなたの吟味を進んで受け入れますもう、他の人が私をどう思うか気にしませんただあなたの取り決めに従い、お世話する本分を十分に尽くします」その後しばらくして私がこの国に来たばかりで物を買うのに不便な思いをしていると、教会の姉妹が知り身の回りのものを一緒に買いに行ってくれました。皆本分の務めでとても忙しいのですが、時間があるときは家事を手伝ってくれました。私が問題を抱えているときはいつでも、神の言葉を交わってくれました。また、私を助け、支えるために、自身の経験を話してくれました。お世話する本分を務めているからといって、私を見下したり避けたりする姉妹はいませんでした。私は気づきました。本分の違いによって、兄弟姉妹の間に上下は存在しないということに。自分の本分と神への義務を果たすだけです。この経験を経て、私は自分の本分に多少従えると思うようになりました。でも、自分の本性と本質について実際には理解できていなかったので地位や名声を追い求めることを完全にやめていたわけではありません。好ましくない状況になると、再び露わになりました。

しばらくして、教会の指導者が電話してきました。周姉妹が福音を説くのに忙しくしているので毎週土曜日に半日割いて、周姉妹の娘のお守りをしてほしいと。子どもの面倒を見るというこの話に、即座に抵抗感を覚えました。以前は仕事で忙しく、自分の子どもの面倒すら見なかったのです。他の人の子どもの面倒を見るなんて、まるで使用人のようです。私を知る兄弟姉妹がこれを知ったらどう思うだろう？　どんな顔を見せればいいのだろう？　でも私は、周姉妹が抱えている困難を思いました。もし助けてあげられなかったら、自分の良心が耐えられません。少々考えてから、引き受けました。土曜日の午後、周姉妹の家に行き何とか夜までやり遂げました。子どもが突然、母親を求めて泣き叫んだときには、慰めてあげられませんでした。喜ばせるためにお菓子をあげようと急いで探し回りお話を聞かせ、アニメを与えやっとその子は泣き止みました。家に帰る途中、私は歩きながら考えました。「子どもの面倒を見るのは大変ひどく疲れるだけでなく、まるで重要ではないし注目してもらえない」考えれば考えるほど、ふさぎこみました。家に帰ると姉妹たちが本分から得られた報いと経験をうれしそうに話していました。私はねたみ、不満を感じました。思いました。「私はいつになったら、姉妹たちのように水を与える本分を尽くせるのだろう？　今尽くしているこの本分は鍋や釜を洗ったり、子どもの面倒を見るだけいったいどんな真理が得られるのだろう？　私に真理の現実がないから、こんなつまらない仕事しかできないと人々から言われるだろうか？」そう考えると、さらに動揺しました。その晩、私はベッドの中で寝返りを打ち続け、一睡もできませんでした。そこで、私は神の前で祈りました。「ああ、神よ今、とても動揺しています人前で目立ち、他の人が私を尊敬するような本分を尽くしたいとずっと思っていますああ、神よ。この思いはあなたの旨にかなっていないとわかっています。でも、従うのが難しいのです神よ、私を導き、道を示してください自分を知り、この誤った状況から抜け出せるよう、お助けください」。

それから神の言葉を読みました。「人の堕落した性質は人々のあらゆる思いや考え、人々のあらゆる行動の背後にある動機に潜んでいます。それは、人があらゆることについて抱くひとつひとつの視点の中、および神が行うすべてのことへの取り組みにおいて、人が持つ意見、理解、観点、欲求のひとつひとつに潜んでいます。それはこれらの内側に隠されているのです」（「真に服従していることだけが本当の信仰である」『キリストの言葉の記録』）。「堕落したサタン的性質は人々にとても深く根ざし、彼らのいのちになっています。人々はいったい何を求め、何を得ようと望んでいるのでしょうか。堕落したサタン的性質に突き動かされている人の理想、希望、野心、および人生の目標と方向はどのようなものでしょうか。それらは肯定的な物事に真っ向から反しているのではないですか。まず、人は名声を得て有名人になることを常に望んでいます。大きな名声と信望を得て、先祖に栄誉をもたらすことを望んでいるのです。それらは肯定的な物事ですか。それらは肯定的な物事とまったく一致しません。そのうえ、神が人類の運命を支配しているという法則にも真っ向から反しています。わたしがそのように言うのはなぜでしょうか。どのような人を神は望んでいますか。偉人、有名人、高貴な人、あるいは世を揺るがす人を望んでいるのですか。（違います。）では、神はどのような人を望んでいるのですか。神が望んでいるのは、地に足をつけ、神の被造物にふさわしくなることを求め、被造物の本分を尽くすことができ、人間の立場を守れる人です。……では、堕落したサタン的性質は人に何をもたらしますか。(神への反抗です。)神への反抗が人にもたらすものは何ですか（苦痛です。）苦痛ですか。いいえ、それは滅びです。痛みはその半分にもなりません。あなたが目にしているのは苦痛、消極性、軟弱さ、それに抵抗や不平です。それらがもたらす結末はどのようなものですか。滅亡です。これは些細なことではなく、遊びでもありません」（「真理を探し求め神に頼ることだけが堕落した性質を解決できる」『キリストの言葉の記録』）。神の裁きと暴きの言葉を読んで、私は恥ずかしくなりました。こう自分を振り返りました。「なぜ神が取り決めた状況に従うことができないのだろう？　どうして、重要ではないように見える本分を進んで尽くすことができないのだろう？　それをすると、他の人が私を見下すように思える。私が劣っているかのように頭を上げていられない。自分に価値がないように思える自分が目立ち、他の人の称賛と敬意を勝ち取れる重要な本分にしか価値がない気がしている」そう考えているうちにまだ自分が地位や名声への欲望にとらわれていることに気づきました。私はサタンの毒によって生きていました。「樹皮があることで木が生きられるように、人は体面を保つことによって生きている」「ガンは飛び去る時声を残し、人は死ぬと名を残す」「人は上に向かってもがき、水は下に流れる」これらの毒がずっと以前に私に根を張り、私のいのちとなって。私を傲慢にし、うぬぼれさせていました。私は他の人に尊敬されたいと思い、地位や名声を好みこれを人生の目標として追い求めていたのです。これらはまさに、世間の人々が追い求める目標だと気づきました。神を信じるようになる前、私は競争を好みました。夜明けから日没まで働き、疲れ果てながらも必死で工場の経営を保ちました。実家を訪ねるといつも友人や親戚は私を温かく迎え、私をすごい女性だと言いました。私の虚栄心は満たされ、そのためにはどんな対価でも支払うつもりでした。信仰を得た後も、そういうものの見方をしていたのです。評判や地位のために本分を尽くしていたときは、損得が心配でした。他の人に尊敬される地位にいると、幸せでした。その地位がなく、目立つことができないと、私は否定的になり不満を持ちました。神に逆らったのです。神が取り決めた状況に逆らいました。考えれば考えるほど、こういうサタンの毒は私に痛みをもたらすだけだと気づきました。神に反抗させ、自分の意思にかかわらず神を否定させるのです。そんなふうに追い求めていると神に嫌悪され、排除されてしまうでしょう。考えれば考えるほど、自分の進んでいる道が怖くなってきました。私は急いで神に祈り、悔い改めました。もう、地位や名声を追い求めたり、他の人から尊敬されたいとは思いませんでした。神の言葉に従う純粋な被造物となることを求めていたのです。祈った後、私の心は安らかになりました。

翌日、ディボーションのときにこの神の言葉を読みました。「あなたは神を信じ、神に付き従っているのだから、心で神を愛さなければならない。自分自身の堕落した性質は脱ぎ捨て、神の望みを叶えることを追い求め、被造物としての本分を尽くさなければならない。あなたは、神を信じ付き従う以上、あなたの持つすべてを神に捧げ、自分の個人的な選択や要求は持たず、神の望みを満たすことを成し遂げるべきである。造られた者として自分を造った主に従うべきである。これは、あなたが元々自分を支配することができず、自分の運命を決める能力も持ち合わせていないからである。あなたは神を信じる者である以上、聖さと変化を追い求めるべきなのである。あなたは被造物であるから、本分を守り、自らの立場を守り、その本分を超えてはならない。これはあなたを束縛したり、教義によって抑えつけたりするものではなく、ひたすらあなたが本分を尽くすための道であり、義を尽くす人には必ず到達できる、また到達されるべき道である」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。神の言葉を読み、私は理解しました。私は被造物として、神の定めと取り決めに従うべきだと。真理を追い求め、自らの性質を変えることを追い求めるべきです。これが私の本分であり、私が追い求めるべきことです。神の取り決めた状況を好むことができませんでしたが、神の善き意図はその背後にあったのです。私を清め、変えるために、神はすべてを注意深く取り決めました。評判や地位を追い求めたり、自分の本分をえり好みすることはもうありません。真理を追い求めることに集中すべきなのです。自分の堕落した性質を正すため、神の言葉の裁きと刑罰を受け入れなければ。自分の本分を尽くすことにすべてを注がなければ。

日が経つにつれ他の人が自分をどう思うか気にしなくなり、神の前で自らの本分を尽くしました。兄弟姉妹が本分に忙しく子どもの面倒を見る時間がないときは助けを申し出ました。兄弟姉妹が福音を説き、さらに多くの人を神の前に連れてきているのを見ると心からうれしくなりました。本分において目立つことができなくても兄弟姉妹の心が安らぐようにしてあげられました。そして、神の国の福音を広めるために、そっと自分の役目を果たせました。これも意義のあることでした。お世話する本分や子どもの世話を務めているとき虚栄心や名声への欲望は満たされませんでしたが、とても報いがあることでした。評判や地位を追い求めるのは、正しい道ではないとわかりました。神の定めと取り決めに従い、自分の本分を尽くすことに全力を注ぐのが私の追い求めるべきことでした。私は真に気づきました。神の家の本分に上下はないのだと。どんな本分を務めていても、常に学ぶべきことがあります。実践し、入るべき真理があります。真理に従い、真理を追い求める限り、私は報われます。義なる神はどのような存在か、誰もひいきしない存在なのだとわかりました。このささやかな理解と変化が、私のいのちに授けられた神からの報酬なのです。神に感謝します！


24. 本分を尽くす動機を正す

中国 夏雨

昨年の六月、わたしは教会指導者に選ばれました。そのときは興奮し、兄弟姉妹は自分のことを高く買っているに違いない、これほど多くの人がわたしに投票したということは、自分は他の人より優れているのだと思いました。そして自分がいかに有能かを兄弟姉妹にわかってもらうため、懸命に頑張ってこの本分を尽くさなければと自分に言い聞かせました。最初は教会の働きにまったく不慣れだったので、わたしとペアを組み、この本分にも慣れている姉妹と一緒に働きながら、集中して話に耳を傾けつつ、物事を覚えて行きました。わたしは絶えずこう考えていました。「自分はもう教会指導者なんだから、立派な仕事をして成果を挙げ、その肩書きにふさわしくなる必要がある。実際の働きをしない人、地位の利益に貪欲な人だと、悪評を立てられるわけにはいかない。そうなれば、どうして顔向けできるだろう？」また、本分をきちんと尽くすにはどうすればよいかも考えました。自分が顔を合わせる教会全体の兄弟姉妹の中には、長年本分を尽くし、真理の原則をわたしよりも数多く理解している人もいます。そうした人たちの問題を解決しようと手を貸しながら、その根源を突き止めることができなかったり、自分の交わりで実践の道を伝えられなかったりしたら、わたしのことをどう思うでしょう？　まったく無能で指導者の本分にふさわしくないと考えるでしょうか？　わたしは、彼らよりも高度な交わりをすることが指導者として不可欠だと思っていたので、一刻も早く真理を身につける必要がありました。兄弟姉妹が問題に直面したとき、いつでも解決を手伝えるようにするためです。そうなれば、わたしに真理の現実が多少あり、指導者として立派に働いていることがわかるでしょう。そこで、日々せっせと教会の働きをこなすことに加え、時間が空くたびに神の御言葉を読みました。スケジュールは毎日一杯で、他の姉妹から就寝時間を告げられ、「もう遅いですから寝たほうがいいですよ」と言われても、わたしはまったく眠気を感じず、深夜まで仕事をすることもたびたびでした。さらに、必死になって兄弟姉妹との集会の準備をしたのですが、それでも自信を持つことができずにいました。

ある晩、一緒に働いていた姉妹から、明日は福音チームの集会を開く必要があると言われました。それを聞いてわたしはとても緊張し、こう考えました。「あのチームの兄弟姉妹は昔からの信者だし、わたしは指導者の本分に就いてまだ日が浅い。みんなが福音の働きでどのような問題や困難に直面しているかも、しっかり把握しているわけじゃない。わたしに対処できない問題が出てきたら、この本分にふさわしくないと思われるかしら？　指導者としてのイメージが台無しにはならないかしら？　いや、何もしないよりは最後の瞬間まで準備したほうがいいし、この時間を使って関連する真理を備えなくては」しかし、こんなに短時間ではすべてを把握できるわけがなく、わたしは不安になりました。コンピューターにしがみつき、次はこれ、今度はあれ、といった具合にあれこれ調べたのですが、頭がすっかり混乱し、何一つ理解することができません――どうにもならず、眠るより他ありませんでした。翌日の集会では、一緒に働いている姉妹が出席者全員と真理の交わりを行ない、彼らが福音の伝道中に遭遇した問題を解決する手助けをしましたが、わたしはそれを眺めつつ、何を言っていいかわからないまま座っているだけでした。本当に気まずい思いをしてこう思いました。「ここで何も言わなかったら、お飾りの指導者に過ぎないと思われないかしら？　何か言うべきだわ。姉妹の中にはわたしを知っている人もいるし、それにわたしはもう指導者なんだから、もっと深い交わりができなければだめなんじゃないの？　さもなければ、わたしのことをどう思うだろう？　まったくだめだと言われないかしら？」そこでみんなに伝えられる経験はないかと必死に頭を働かせましたが、神経が高ぶれば高ぶるほど混乱してしまいました。何を言っていいかまったくわかりません。そこで、この人には交わることがないのだとみんなに思われないよう、わたしはパートナーの交わりにじっくり耳を傾け、それが終わった瞬間に口を出し、彼女が言ったことを手短かに要約するだけでした。そうすることで、自分の交わりと理解が彼女たちより優れていることを示せますし、わたしが立派にやっていて、指導者の地位にふさわしいことをみんなにわかってもらえるはずです。自分が口にしている一言一句はパートナーによる理解で、それを横取りしていることは重々承知しており、本当に卑劣な振る舞いであることもわかっていました。そのため、集会の後は心が空っぽになったような感じでした。また、わたしが日々遭遇するすべての人、出来事、そして物事が神に指揮されていることはわかっていても、それらをどう経験すべきかとなると見当もつきません。わたしは何も学んでいなかったのです。そう考えると恐ろしくなり、その本分を引き受けたことをほんの少し後悔さえしました。それからの数日間は頭に重しが乗った気分で、霧に包まれ深く呼吸できないように感じられました。教会の働きで問題に直面してもどこから手をつければいいかさえわからないというのは、わたしにとって本当に苦痛でした。そこでわたしは神に祈りました。「ああ神よ、わたしはこの本分をきちんと尽くしたいのですが、業務に適していないといつも感じてしまいます。どうすべきかわかりません。どうかわたしをお導きになり、この状態から抜け出せるように自分を認識させてください」。

その後、わたしはパートナーに自分の状態を打ち明けました。すると彼女は「堕落した性質を解決するには、具体的な実践の道がなければならない」から抜粋した神の御言葉の一節をわたしにくれました。「堕落した人間は誰もが共通の問題を抱えています。地位がなく、普通の兄弟姉妹であるあいだは、誰かと関わりをもったり話したりするときに気取ったり、特定の流儀や口調を用いたりしません。単に普通で正常であり、自分を飾り立てようとはしません。心理的圧力を一切感じず、率直に心から交わることができます。親しみやすく、話しやすく、とても良い人だと思われます。けれども、そうした人は地位を得たとたん、自分に届く者は誰もいないとでもいうように、横柄になります。自分は尊敬に値し、普通の人とはまるで異なる存在だと感じるのです。そうした人は普通の人たちを見下し、他者と率直に交わるのを止めます。なぜ率直な交わりを止めるのですか。この人は、自分には今や地位があり、自分は指導者であると思っています。指導者には特定のイメージがあり、普通の人よりもやや威厳があり、霊的背丈も高く、さらに責任を負うことができるべきであると考えています。普通の人より忍耐力があり、もっと苦しみや代価を払うことができ、どんな誘惑にも耐えることができると信じています。家族の何人が亡くなろうとも泣くことができず、どうしても泣きたいときは、密かに泣き、自分の欠点や欠陥、弱みが誰にも見えないようにしなければならないとさえ考えています。指導者が否定的になっても誰にも知られてはならず、代わりに、そのようなことはすべて隠さなければならないとさえ感じています。地位のある人はこのように振舞うべきだと信じているのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決するには、具体的な実践の道がなければならない」）。これを読んで雷に打たれたようなショックを感じました――神の御言葉はわたしの状態を正確に暴いていたのです！　集会のたびにそこにいるのが怖かったのはなぜか？　どうしてこんなにもストレスを感じていたのか？　それは自分を持ち上げようとしていたからでした。指導者になってからというもの、自分には立場と地位があるのだから以前とは違うと思い続けていました。今や指導者になった以上、指導者のイメージを守らなければならない、他の人たちよりも高みに登って優れていなければならない、そう考えていたのです。交わりにはもっと洞察がなくてはならず、物事の本質をよりよく見抜き、兄弟姉妹がいのちへの入りで直面した問題を解決する必要がある。どのチームと一緒でも、集会では人々のあいだで傑出していなければならない、それが肩書きにふさわしくなる唯一の方法だと思っていました。それでその委託を受け入れたあと、何事においても自分の地位のために話し、行動していたのです。実際のところ、わたしはあらゆる点で不足していたものの、自分を偽って立派な振りをし、果ては他の人たちに仰ぎ見てもらえるように自分を輝かせようと、パートナーの交わりによる光を横取りするなど、ずる賢い振る舞いに手を染めました。来る日も来る日もどうすれば自分の地位を守れるかばかり考え、本分をきちんと尽くすにはどうすればいいかや、自分の責任をいかに果たすべきかなどはまったく考えませんでした。現実の正しい働きに集中することはこれっぽっちもなかったのです。自分はどのように真理を追い求めて本分を尽くしているのか？　地位を追い求め、地位に完全に支配されている――地位の奴隷になりつつあったのです。たとえ指導者に選ばれたとしても、大きな霊的背丈や真理の現実を即座に得たわけではなく、わたしはやはり同じ人間でした。違っているのは自分の本分だけです。わたしが指導者としての本分を通じてさらに訓練を重ねること、真理を求めて問題を解決し、実際の働きを行なうことを、神は望んでいらっしゃいました。それは決してわたしに地位を与えるためではなかったのです。しかしわたしは指導者の地位に鼻が高くなり、指導者を務めるというのは俗世の官僚のように仕えることだとか、それは自分に地位があるという意味だとか、間違った考えを抱いてさえいました。これは未信者の見方ではないでしょうか？　実に馬鹿げています！　実に馬鹿げていました！

このすべてを認識したあと、わたしは神に祈りました。「神よ、自分の正しくない状態は地位を追い求めているからだと理解させてくれた、あなたの啓きと導きに感謝します。わたしは間違った道を歩んでいました。神よ、わたしは自分のこの状態を解決するために、悔い改めて真理を求めようと思います。どうかお導きください」その後、神の御言葉の一節を読みました。全能神は言われます。「人それ自身は被造物です。被造物が全能性を獲得することはできますか。完全無欠を成し遂げることができますか。万事に優れ、あらゆることを理解し、すべてを達成することができますか。できません。しかし、人間の内面には弱さがあります。人は技能や職務を学ぶとすぐ、自分は有能で、地位と価値がある人間であり、何らかの専門家だと感じます。自分がどれだけ『有能』だと思おうと、彼らはみな自分を装い、立派な人物のふりをし、何の欠点もなく完全無欠であるかのように見せたがります。他人の目から見て、偉大で、力強く、実に有能で、何でもできるように思われたいのです。……彼らは普通の人、正常な人、あるいはただの人になろうと思いません。超人、または特別な能力や力を持つ人になりたがるのです。これは大問題です。普通の人間性の中にある弱点、欠点、無知、愚かさ、理解の欠如について、彼らはそれらをすべて覆い隠し、他人に見せず、自分を装い続けます。……自分が誰であるのかを知らず、普通の人間性をどう生きるべきかも知りません。実際の人間のように振る舞ったことが一度もないのです。振る舞いにおいてこのような道を選ぶなら、つまり地に足をつけるのではなく、空を飛びたいと願っていつも実際的でないことを考えているのなら、必ずや問題に遭遇します。あなたが選ぶ人生の道は正しくありません。正直に言えば、もしあなたがそうすれば、どれだけ神を信じようとも真理を理解することはなく、真理を得ることもできません。出発点が間違っているからです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「信仰において正しい軌道へ乗るのに必要な五つの状態」）。これを読んで、わたしは神に面と向かい、神に裁かれているように感じました。それはわたしを本当に苦しめ、不安にさせましたが、わたしに最も影響を与えたのは、「もしあなたがそうすれば、どれだけ神を信じようとも真理を理解することはなく、真理を得ることもできません。出発点が間違っているからです」。本分における動機と歩んでいる道が鍵を握っていること、それらが真理を得られるかどうかを直接決めるということに、わたしは気づきました。本分において真理を追い求めず、神の御旨に配慮せず、その代わりに自分の地位を守るのであれば、どれほど懸命に働こうと、どれだけ苦しんで代価を払おうと関係ありません――神に認めていただけることは決してなく、神に拒まれ断罪されます。神は聖く、わたしたちの心と精神の奥底を見通すことがおできになります。わたしは指導者になったあと、他の人たちの目に映る自分のイメージと地位のことしか考えませんでした。指導者としての立場を守ろうとしつつ、他の人たちに仰ぎ見られ、尊敬されるよう、いつも自分を偽り、自分の欠点や欠けているものを隠していました。心にあるのは神の委託ではありませんでした――わたしは地位を追い求め、神に逆らう道を歩んでいたのです。そのような有様で、どうして聖霊の働きを得られるでしょう？　そのときわたしが闇に陥っていたのは、神の義なる性質がわたしに降りかかっていたのです。それでも悔い改めなければ、神に嫌悪されるのは間違いありません。わたしは神の家から追放された反キリストたちのことを考えました。彼らには地位があり、他の人たちとは違うといつも思っていました。地位の利益に貪欲になり、自分を持ち上げて誇示し、神の民を神から奪い取ろうと必死でした。彼らは悪事を犯して神に逆らい、最後は追い出されて淘汰されるという結末が待っていました。わたしはそのすべてを認識しながら、自分が指導者の本分を引き受けて以来、どれほど地位に操られていたかを省みました。それぞれの本分を階級のように考え、肩書きを自分のものと見なし、自分を持ち上げていました。自分は地位を得たと思い、他の人たちに仰ぎ見られるよう、彼らの問題を解決することで自分を誇示しようとしたのです。なんて恥知らずでしょう！　そう考えると、恥ずかしさで顔が真っ赤になりました。自分は嫌悪すべき存在で、他人の目に映る地位を守ろうとすることは、本質的には地位を巡って神と競うことだと感じたのです。それは反キリストの道です。そのとき、自分の状態がとても危険で、悔い改めなければ最後は反キリストのように懲罰を受けると気づきました。

その後の探求と反省の中で、わたしは神の御言葉のこの一節を読みました。「自分に地位がない場合は、たびたび自己分析して己を知ることができます。これは他の人にとっても益となります。地位があっても、たびたび自己分析して己を知ることができ、他の人があなたの中に真理の現実を見て、神の旨を把握できるようにします。それも人のためになります。そうではありませんか。このように実践するならば、あなたに地位があろうとなかろうと、変わらず他の人に益をもたらすことになります。では、あなたにとって地位にはどんな意味がありますか。それは実は衣服や帽子のような、余分で追加的なものです。地位を重視しすぎない限り、それに制約されることはありません。地位を愛し、特別な重きを置いて、常に重視するなら、その管理下に置かれてしまいます。そうなれば、あなたは己を知りたくなくなり、打ち解けて自分をさらけ出したり、指導者の役割を脇に置いて、他の人と語り関わり合ったり、自分の本分を尽くしたりしたくなくなります。これはどのような問題ですか。あなたは自らこの地位を引き受けたのではないのですか。そして、その地位を占め続け、あきらめるつもりはなく、地位を守るために他の人と争いさえするのではないのですか。それではただ自分を苦しめているのではありませんか。自分を死ぬまで苦めることになったら、誰のせいにするのですか。地位があっても、人に偉そうな顔をすることを控え、代わりにいかに本分をうまく尽くすかに焦点を当て、行うべきことをすべて行ない、なすべきすべての本分を尽くし、自分のことを普通の兄弟姉妹であると考えることができるなら、地位というくびきを捨て去ったのではないのですか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決するには、具体的な実践の道がなければならない」）。神の御言葉はわたしに実践と入りの道をもたらしました。自分に地位があるか否かにかかわらず、わたしは自分自身の本分をきちんと尽くし、理解していることをすべて交わり、よくわからないことに遭遇したときは兄弟姉妹と心を開いて交わりを行い、真理を求めて一緒に解決しなければなりません。わたしは単に他の人たちと違う本分を尽くしているだけであって、人のあいだに高低の差はありません。そしてわたしが指導者として仕えているという事実は、他の人たちよりも優れている、彼らよりも有能であるという意味では絶対にないのです。しかしわたしは自己認識がないまま、愚か者のように振る舞っていました。ありとあらゆる欠点があって兄弟姉妹の手助けを必要としていたにもかかわらず、それでも自分は彼らより優れている必要があると思っていたのです。なんと傲慢で無知なのでしょう！　自分を高みに持ち上げるというみっともない真似をしたのは、実に馬鹿げたことだと感じられました。そしてこの状況を通じてわたしを暴き、自分が間違った道を歩んでいることに気づかせてくださった神に心から感謝したうえで、こう祈りました。「神よ、わたしを暴いてくださったことに感謝いたします。おかげで自分が地位に夢中になっていたこと、あなたに逆らう道を歩んでいたことがわかりました。誤った道に留まっていたくはありません。悔い改めて地位のことを考えず、本分に対する態度を変え、真理の原則にしたがって本分を尽くしたいと思います」。

あるとき、とあるグループの集会に赴いたのですが、わたしよりも長く本分を尽くしている兄弟姉妹が三名おり、そのうち二人はすでに指導者として仕えたことがありました。彼らはわたしに真理の交わりをしてくれたうえ、以前の問題を解決するのを手伝ってくれたのですが、わたしは集会のあいだ窮屈な思いをしました。もしも自分の交わりがよいものでなく、彼らの問題解決を手助けできなければ、この人には真理の現実がまったくなく、指導者にふさわしくないと思われてしまうのではないかと不安だったのです。自分に対処できないことを言われたらどうしようと思い、彼らがどのような状態にあるのかも訊きませんでした。その時点で、またしても自分の面子と地位を守ろうとしていることに気づいたので、自分を捨てようと祈りました。すると、神のこの御言葉が心に浮かんだのです。「地位があっても、人に偉そうな顔をすることを控え、代わりにいかに本分をうまく尽くすかに焦点を当て、行うべきことをすべて行ない、なすべきすべての本分を尽くし、自分のことを普通の兄弟姉妹であると考えることができるなら、地位というくびきを捨て去ったのではないのですか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決するには、具体的な実践の道がなければならない」）。神のお求めに合わせて自分の実践を調整しなければならないことがわかり、真理に関する自分の理解は浅いものの、神にすがって全力で本分を尽くそうと思いました。神の御言葉による導きの下、わたしは大きな解放感を覚え、他の人たちにどう思われるかはもう気にならなくなったのです。そして自分が理解していることを交わろうと決心しました。わたしが言うことを聞いても、兄弟姉妹はわたしをまったく見下さず、そこから何かを得たと口を揃えて言ってくれました。

その集会で、わたしは「人の行動を導くべき原則」の中にある神の御言葉の一節を読みました。「人がどのような本分を尽くしていようと、成果を挙げて神を満足させ、神に認められ、基準に達する形で本分を尽くせるかどうかは、神の業次第です。責任を果たして本分を尽くしても、神が業を行なわず、何をすべきか告げないのであれば、あなたが自分の道、方向、あるいは目標を知ることはありません。その最終的な結果は何ですか。徒労であり、あなたは何も得られません。したがって、基準に達する形で本分を尽くし、神の家で揺るぎなく立つことができ、兄弟姉妹に啓きをもたらし、神に認められるかどうかは、ひとえに神次第なのです。人は、自ら行なえること、自分がすべきこと、そして自分本来の能力の範囲内にあることしかできません――それ以上は不可能です。ゆえに、自分の本分から最後に得られる成果は、神の導きによって決まります。神がもたらす道、目標、方向、そして原則によって決まるのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「人の行動を導くべき原則」）。神の御言葉を読んで心が明るくなりました。神の家の働きは、実際にはすべて神によって行なわれ、また守られており、わたしたちは人間として力の及ぶ範囲で本分を尽くしているに過ぎないのだとわかったのです。しかし聖霊の働きがなければ、そして神の啓きと導きがなければ、わたしたちはどれほど懸命に働こうとも、本分で何一つ達成できません。本分を尽くす際には、神が何を求められているかを認識し、心の中でそのための重荷を背負い、万事において真理を求めて実践し、原則にしたがって働く必要があります。それが聖霊の働きを得て、神に認めていただく唯一の方法なのです。わたしの指導者としての地位は、兄弟姉妹が本分やいのちへの入りの中で遭遇する困難について、それらを解決すべく真理の交わりをするためのものに過ぎません。たとえ問題をすぐに解決できないことがあっても、それを心に留めておき、あとでさらに探求して解決することができます。そのおかげで、あなたがたはどのような状態にあるのですか、本分の中でどのような問題を抱えているのですかと、ごく自然に尋ねることができました。彼らが自分たちの状態について交わったとき、わたしは神の御前で心を静め、注意深くそれを探求して考えました。そうすることで、彼らに欠けているものと短所を突き止め、それに応じて神の御言葉を用いることで、彼らがそれらの事柄を解決して入るべき道を見つけることができたのです。これがひとえに神の導きであることはわかっていました。わたしは興奮を覚え、地位を捨て去ることがいかに解放感をもたらすかを味わいました。本分における態度を正し、神から託された働きを行なおうと決意する必要があり、本分をしっかり尽くすにはどうすればよいか、最高の成果を挙げるにはどうすればよいかを反省し、そのおかげで、地位の束縛と足かせから知らぬ間に解放されていたのです。わたしは神の導きと祝福を得られたのです！


25. わたしはもう責任を恐れない

中国 程诺

2020年11月のある日、ある指導者がわたしたちのチームの集会に出席したのですが、その集会が終わったあと、編集の仕事を担当するチームリーダーを選んでほしいと言いました。驚いたことに、一番多くの票を集めたのはわたしでした。本当にショックでした。わたしがチームリーダーに選ばれたの？　いのちの入りはほとんどないし、真理の現実にも欠けている。チームを率いる本分なんて、本当に引き受けられるかしら？　働きの中で問題が持ち上がったら、当然チームリーダーが責任を負うんじゃない？　問題を解決できず、結果として働きに害が及んだらどうしよう？　わたしは、以前にチームリーダーを務めたときの経験について考えました。真理を実践することなく、ただ我が身を守るばかり。教会の働きを邪魔したり妨げたりしている人を見ても、気分を害するのではないかと恐れ、すぐにやめさせることはしませんでした。結果として教会の働きに害が及び、わたしは解任されました。今回、自分の本分をきちんと尽くさず、それどころか神の家の働きや、兄弟姉妹のいのちの入りを妨げてしまったら、悪事を犯すも同然でしょう。解任されることだけが不安なのではありません――淘汰される可能性すらあり得ます。そのようなことは考えるのも嫌で、自分はそれを引き受けられないと思いました。そこで指導者に対し、自分には十分ないのちの入りがなく、他の人たちの問題も解決できないので、その本分にふさわしくないと言って、ありとあらゆる言い訳を並べました。すると指導者から、その本分を受け入れてそれに従うべきだと言われましたが、どうしても心が落ち着きません。心が激しく動揺していました。まさにそのとき、神の御言葉のこの一節が突然頭に浮かんだのです。「……あなたは服従し、積極的に協力すべきです。それがあなたの本分、あなたの責任なのです。前途がどういったものであれ、服従する心を持たねばなりません。怯え、恐怖、不安、猜疑――これらはどれも、本分に取り組む際にとるべき態度ではありません」（『終わりの日のキリスト講話集』）。これをじっくり考えるうちに心が落ち着くのを感じ、自分に突きつけられたこの本分は、神の支配と采配に由来しているのだと気づきました。そのときは神の旨こそ理解していませんでしたが、自分を神の導きに委ね、服従しなければならないことがわかったのです。

その後、本分を尽くす中でありとあらゆる問題や困難に見舞われ、チームの働きにも特に進展は見られませんでした。再び不安が生じ、わたしたちの働きぶりが改善しなければ、チームリーダーとして責任は逃れられないと思いました。そのことを考えると、心が動揺して仕方ありません。ある日の夜、わたしと一番近いところで一緒に働いている姉妹と、自分たちの状態について会話していたところ、以前のチームリーダーの話を聞きながら、心底不安になりました。真理の追求も努力もせず、優れた結果を出そうと努力することもなかったので、解任されてしまったのです。仕事の技能も向上せず、実際の働きが何もできなかったのです。わたしは心底不安を感じました。自分もチームリーダーとして奉仕し、そのチームは多くの困難や問題に見舞われているのだから、それらに取り組んで何らかの実際の働きができなければ、同じように解任されてしまうのではないか？　そこまで責任が重くない、普通のチームメンバーに戻りたい。わたしは次のように考えていました。選ばれたからにはこの本分をしばらく尽くすけれど、自分の能力が足りないとわかれば、教会の働きを妨げ、それに害を及ぼすような悪事を犯して解任されるのを避けるために、できるだけすぐに潔く引き下がるべきだ。悪事を犯して解任されれば、最後の終着点を失ってしまうことになりかねない。わたしはそうした状態に陥り、自分の本分をきちんと尽くせないことや、問題に対して責任を負わなければならないことを恐れていました。働きの中で困難に遭遇すると、それに対処できないのではないかと心底不安になりました――苦痛と苦悩の中、絶えずびくびくしていたのです。

そのとき、反キリストの性質の本質を暴き出す、以前に読んだ神の御言葉のこの一節が、わたし自身の状態に対する洞察をもたらしてくれました。「あなたの本分に簡単な調整が行なわれたときは、言われたとおりにし、自分にできることを行ない、また何をするのであっても、心と力を残らず捧げてできるだけしっかりそれを行ないなさい。神がなしたことに間違いはありませんが、反キリストの心の中にはこれほど簡単な真理さえもありません。彼らの心の中にあるのは何ですか。疑念、疑惑、反抗、そして誘惑です。……これほど単純なことであっても、反キリストはそれについて大騒ぎし、何度もじっくり考え、一睡もできなくなってしまいます。彼らがそのように考えるのはなぜですか。単純な物事をそこまで複雑に考えるのはなぜですか。理由は簡単で、一つしかありません。神の家において自分たちに関係する一つひとつの出来事や采配について、彼らはそうした物事を、自分の終着点と、祝福を得る願望に固く結びつけます。そうしたわけで、彼らはこのように考えます。『注意しなければ。一歩でも間違うとすべての歩みが間違ってしまい、祝福を得る願望に別れを告げることになる――そうなればわたしは終わりだ。不注意ではいられない！　神の家、兄弟姉妹、上層部、そして神さえも、みんな信頼できない。わたしは彼らの誰も信用しない。一番信頼でき、信用できるのは自分自身だ。自分のために計画を立てなければ、他の誰が面倒を見てくれるのか。他の誰が自分の前途と、祝福を得られるかどうかを考えてくれるのか。だから、懸命に頑張って自分のために計画を立て、入念に準備と計算をする必要がある。抜かりがあってはいけないし、軽率であっては絶対にいけない――さもないと、たやすく人に惑わされ、利用されてしまう』」（『反キリストを暴く』）。神によるこれらの御言葉を読んで初めて、本分が変わるのを経験するのはまったく普通のことで、自分は正しい態度でそれに取り組むべきだということがわかりました。自分の働きを改善させ、責任を果たすために全力を尽くさなければならず、最善の努力をしても合格できなければ、解任されるのを喜んで受け入れなければならないのです。神の家で必要とされること、そして特定の本分を担う各人の能力に応じて、本分は変更されます。人の結末や終着点とは無関係なのです。しかし、わたしには神への真の信仰がなく、神の家における各人の本分がまったく適切に変更されていることを、正しく理解できずにいました。わたしの視点はねじ曲がっていて、自分の本分は終着点や結末、あるいは最後に祝福されるかどうかと固く結びついて切り離すことができない、と思っていたのです。どんなことでも疑念を抱き、神に対して警戒し、本分をしっかり尽くせなければ暴かれ淘汰され、いかなる地位も将来も自分には残されないと恐れていました。とにかくそれを考えすぎて、悪に囚われていたのです！　わたしは自分の利益を守るため、悪知恵を働かせて神をもてあそび、本分で優れた仕事をできなければ身を引こうと企んでいました。本分をしっかり尽くすには実際どうすればよいかなど、これっぽっちも考えることがなく、それどころか自分の将来の見込みに執着していました。神がわたしを引き上げてチームリーダーを務めさせたのは、働きといのちの入りにおいていくらかでも進化を遂げられるよう、自分を鍛えるチャンスを与えてくださっていたのです。それはわたしに対する神の愛でした。けれどもわたしは神の愛を思い違いしていて、自分は実際に暴かれ淘汰されようとしている、と考えていました。これは神への冒涜ではないでしょうか。わたしはまさに、反キリストの悪しき性質を表わしていたのではないでしょうか。

そこで、この期間中に自分が表わしたことを振り返りました。神のことをこれっぽっちも理解せず、憶測や警戒心で一杯だった。信じられないほど動揺して、自分がこのような状態にいるのはなぜか、問題の根源はいったいどこにあるのかと、不思議に思わずにはいられなかった。その後、反キリストの性質を暴く別の神の御言葉を読んだのですが、わたしはそれに心から共感しました。「反キリストは神の言葉の中に真理があることを信じず、神の性質、身分、または実質を信じていません。そのすべてを人間の思考と観念で捉え、周りで起きるすべてのことを分析および検証し、また神が人を扱う方法、神が人の中で行なう様々な働きを捉えるときも、人間の観点、思考、そして陰険さでもって行ないます。それ以上に、このような人は人間の思考と手段を用い、サタンの論理と考えを駆使して神の性質、身分、そして実質を捉えます。明らかに、反キリストは神の性質、身分、実質を受け入れることも認めることもないばかりか、観念で一杯であり、また神の性質、身分、実質に関する空虚で漠然とした考えで一杯です。彼らの中に満ちあふれているのは人間の理解であって、真の認識はひとかけらもありません。そうであれば、反キリストは結局、神の性質、身分、実質をどう定義するのでしょうか。神が義であること、人にとって神が愛であることを立証できるでしょうか。絶対にできません。反キリストによる神の義と愛の定義には疑問符がつき、疑わしさがつきまといます。神の性質は神の身分を決定しますが、彼らは神の性質を馬鹿にして鼻で笑い、それに対する疑い、否定、中傷で一杯です。そうであれば、神の身分についてはどうでしょうか。神の性質は神の身分を表わします。彼らのような見方を基にすると、神の身分に関する彼らの見方は自ずと明らかになります――直接的な否定です。これが反キリストの実質なのです」（『反キリストを暴く』）。反キリストは、神の御言葉が真理であるとは信じず、まして神の義なる性質など認めないということを、神の御言葉は示しています。物事に対する彼らの意見が神の御言葉を土台にしていることは絶対になく、何事も人間の認識やサタンの論理を基に取り組みます。わたしもそうした反キリストの性質を抱えており、教会が各人の地位を調整したり、誰かを解任または淘汰したりすることに関する神の義なる性質を一切理解していませんでした。それどころか、「高く登るほど落ち方はひどい」、「出る杭は打たれる」、あるいは「高き所は寒さに耐えず」といったサタンの論理のレンズを通じてそれらの問題を見ていたのです。地位が高く責任が重ければ、自分はさらに早く暴かれ、やがて淘汰されることになると、わたしは考えていました。表向きはチームリーダーの地位を受け入れていても、ひたすら神に対して警戒し、つまづいてしまえば暴かれ淘汰され、結局は最後の終着点を失ってしまうと恐れていたのです。わたしは神の御言葉を読む信者なのに、物事の見方はまったく変わらず、問題に直面した際に真理を求めることも、神の御言葉に照らして物事を見ることも一切ありませんでした。それどころか、サタンの観念を基に神の働きを評価して、神はほんの些細な失敗でもわたしを暴いて淘汰する一種の独裁者だと想像していました。そんなわたしは、神の義なる性質を拒んでいたのではないでしょうか？　神を冒涜していたのではないでしょうか？　真実を言えば、教会が誰かを解任または淘汰するとき、それは原則に基づいています。個人の素質、人間性の善悪、真理を追い求めているかどうか、どのような道を歩んでいるかを総合的に考慮して決定するのです。たまたま犯した過ちや一時的な現われ、あるいはその人が高い地位に就いているかどうかを基に、解任と淘汰が決まるわけではありません。どのような過ちにもかかわらず、神のために心から自分を費やし、真理を追い求めている指導者に対して、神の家は別のチャンスを与えます。そうした指導者は刈り込みと取り扱い、注意と警告を受けますが、自己認識できる人、悔い改めて変わる人は誰であっても、引き続き活用され、育成されます。中には、実際の働きをせず、快楽に貪欲で、本分において怠慢で、指導者が果たすべき義務を果たすことなく指導者の地位にしがみつく、偽の指導者もいます。このような人は例外なく、その地位から解任されますが、ありとあらゆる悪事を行なう邪悪な人でない限り、軽々しく淘汰され、教会から追放されることはありません。神の家はそうした人に別のふさわしい本分を用意し、悔い改めて自己反省する機会を与えます。一切の真理を受け入れようとせず、自分の地位と権力のためだけに働き、権力を握って教会をひたすら支配したがる反キリストもいます――徹底的に暴かれ、淘汰され、教会から永久に追放されるのは、このような者たちだけなのです。神の家がまったく公平かつ公正な形で人々を扱っていること、そして神の家では真理が実権を握っていることを、わたしは目の当たりにしました。善人が不当に断罪されることは一切なく、悪人がたやすく野放しにされることも一切ありません。暴かれ淘汰されるかどうかは、その人の地位とは無関係だとやっとわかりました。本当に大事なのは、真理を受け入れ追い求められるかどうか。真理を追い求める人は、重要な本分を任されたり、さらに重い責任を担ったりすると、自分を育成するさらなる機会を得て、ますます神によって完全にされることができます。しかし真理を追い求めない人、自分の本分の原則を求めず、裁き、刑罰、刈り込み、取り扱いを受け入れようとしない人、堕落した性質がほんの少しも変わらない人は、その地位が何であれ、最終的に淘汰されます。それをさらに考えたところ、自分が以前にチームリーダーの地位から下ろされたとき、それは自分の本性が利己的かつ卑劣で、真理をまったく実践していなかったからだと気づきました。わたしは教会の働きを妨害していたのです。解任されたのは神の義なる性質がわたしに下されたのであり、悔い改めて変わる機会を神が授けられたのでした。しかしわたしは不信者のように振る舞い、神による救いを一切信じず、神を誤解していました。そのときようやく、「高く登るほど落ち方はひどい」というサタンの哲学が、どれほどひどくわたしを傷つけたかに気づきました。神への誤解と警戒心に食い尽くされただけでなく、ますます狡猾で邪悪になったのです。そうしたサタンの論理や法則にしたがって生き続けるわけにはいきません。神の御言葉を基に物事を見て、それに取り組む必要があります。チームリーダーというこの本分を受け取ったのは、神によって高められているのであり、神がわたしに学習の機会をくださったのです。わたしはこの機会を大切にしなければなりません。過去、わたしは自分の本分における躓きの石でしたが、今回こそは本分を尽くす中で代価を支払い、過去の失敗の埋め合わせをして、真理の原則をさらに求め、そこに自分のすべてを注いできちんと本分を尽くすべきなのです。

そうしたことを理解すると、実に解放された気分にもなりました。自分がいかに神を誤解し、警戒していたかを今振り返ると、神のことを一切わかっていなかったわたしは何と理知がなく、愚かで盲目だったかと思います。そこで、心の中で静かに神に祈るのです。「ああ、神よ。あなたの導きに感謝します。そしてわたし自身の醜さを目の当たりにさせ、これらサタンの観念が、あなたとわたしのあいだにどれほど大きな障壁を築いたかを示してくださり感謝します。わたしには感情も自覚もなく、物事を誤解して警戒し、あなたがどう思われているかなどまったく無関心でした。わたしはあまりに反抗的です。心からあなたに悔い改めます」。

ある日、私はある記事を読んだのですが、筆者はその中で自分の個人的な状態を完全に表わしており、また神の御言葉をいくつか引用したのですが、それらはわたしに実践の道を授けてくれました。「人間が本分を尽くすということは、実際のところ、人間に本来備わっているもの、つまり、人間に可能なことをすべて成し遂げることである。そうすると、その人の本分は尽くされる。奉仕する最中の人間の欠点は、徐々に経験を積むことと、裁きを受ける過程を通して少しずつ減少する。それらは人間の本分を妨げることも、それに影響を与えることもない。自分の奉仕に欠点があるかもしれないと恐れて、奉仕をやめたり、妥協して退いたりする者たちは、すべての人の中で最も臆病である。……人の本分と、その人が祝福を受けるか厄災に見舞われるかのあいだには、何の相互関係もない。本分とは人間が全うすべきことであり、それはその人の天命であって、報酬や条件、理由に左右されるべきではない。そうしてはじめて、その人は本分を尽くしていることになる。祝福されるとは、裁きを経験した後、その人が完全にされ、神の祝福を享受するということである。厄災に見舞われるとは、刑罰と裁きの後もその人の性質が変わらないこと、完全にされることを経験せずに罰せられることである。しかし、祝福されるか厄災に見舞われるかに関わらず、被造物は自身の本分を尽くし、自分が行なうべきことを行ない、できることをしなければならない。これが、人がすべきこと、つまり神を追い求める人がすべき最低限のことである。あなたは祝福されるためだけに本分を尽くそうとしてはならない。また、厄災に見舞われることへの恐れから、行動することを拒んではならない。一つだけ言っておこう。自分の本分を尽くすことこそ、その人のなすべきことであり、本分を尽くすことができないとすれば、それはその人の反抗心である」（『神の出現と働き』「受肉した神の職分と人間の本分の違い」〔『言葉』第1巻〕）。これを考えるうちに、神の御旨が理解できるようになりました。神は人類にそれほど多くのことを期待されてはいません。わたしたちが真理を追い求め、自分が把握できること、自分が成し遂げられることを全力で実行に移し、のらりくらりせず、不正直だったり人を騙したりするのをやめ、自分のすべてを捧げて、神がお求めになることをするよう、神は望まれているのです。その過程で何らかの失敗や躓きを経験したとしても、真理を受け入れ、刈り込みと取り扱いを受け入れられる限り、これらの問題は解決できます。進歩と変化を目の当たりにできるのです。あの委託を受け取って以来、わたしには受け入れて従うという態度がまったくありませんでした。ほんの小さな躓きでも、ほんの小さな過ちでも、自分は淘汰され、結末と最後の終着点を失ってしまうのではと恐れていました。自分は真理を何ら理解しておらず、神の働きを本当に認識していないのだとわかったのです。特に、長年にわたって神を信じ、本分を尽くしてきたものの、それは神に満足いただくためでなく、自分の将来と終着点のために努力していただけということがわかりました。わたしはあまりに利己的で狡猾でした！　本分とは神からの委託であり、すべての被造物が果たさなければならない責任です。最後に祝福されるか、あるいは呪われるかは関係ありません――私たちはみな、自分の本分を尽くす必要があるのです。悪事を犯すのが怖いからといって、本分を尽くすのを拒むことはできません。わたしはいのちへの入りがごくわずかで、真理の現実もありませんが、神はわたしを高め、チームリーダーとして仕えさせました。それは、わたしが今その地位にふさわしいからではなく、わたしがその本分を尽くす過程で、真理を追い求め、裁き、刑罰、刈り込み、そして取り扱いを受け入れ、自分の個人的な欠点を基に引き続き向上できるようになることを、神が望まれているからなのです。そして願わくば、最後にこの本分を十分尽くせるようになることを。ひとたび神の御旨がわかると、本分を尽くす中で生じた問題や困難に向き合うにあたり、いっそう強く自信を持てるようになり、その本分を尽くすことで神に満足いただこうという決意が生まれました。

その後、わたしは次の御言葉を読みました。「正直な人とはどんな人でしょうか。最も重要なことは、あらゆる面で真理を実践しているということです。自分で自分のことを正直だと言ってはいても、神の言葉を常に心の片隅にしまい込み、自分勝手な行動をしているなら、それは正直な人と言えるでしょうか。『わたしの素質は劣っているが、心は正直だ』とあなたは言います。しかし本分を任されたとき、自分が苦しむことを恐れたり、それを立派に尽くせなければ責任を負わなければならないと不安になったりして、言い訳をしてそれを避け、他者にそれをするよう勧めます。これは正直な人の表れですか。明らかに違います。では、正直な人はどのように振る舞うべきですか。受け入れて従い、本分を尽くすことにひたすら最善を尽くし、神の旨を満たすように努めるべきです。これはいくつかの方法で表されます。その一つは、正直さをもって自分の本分を受け入れるべきであり、他のことを考えたり、本分に対して熱心でなかったりしてはならないということです。自分の利益のために企んではなりません。これが正直さの表れです。もう一つは、自分の力と心を残らずそこに込めるということです。あなたは『これがわたしにできるすべてのことだ。わたしはすべてを用い、完全に神に捧げる』と言いなさい。それが正直さの表れではありませんか。自分がもつすべて、自分にできるすべてを神に捧げなさい。それが正直さの表れです。自分がもつすべてのものを捧げる気がないなら、あるいはそれを隠してしまい込み、いい加減に行動するなら、うまくやっていないことの責任を負わされるのを恐れて自分の本分から逃れ、誰か他の人にやってもらうなら、それは正直と言えるでしょうか。いいえ、そうは言えません。それゆえ正直な人になるというのは、単に願望を持つという問題ではないのです。物事が起きた時にそれを実践しないなら、あなたは正直な人ではありません。問題に出くわしたら真理を実践し、現実的な言動を示さなければなりません。それが正直な人になる唯一の方法であり、そしてそれだけが正直な心の表現なのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「正直になることでのみ、人は真に幸福になれる」）。神は誠実な人を好まれ、誠実な人は祝福のことで頭がいっぱいになることはありません。そのような人たちは責任を負うことを恐れず、神に満足いただくべく、全力で本分を尽くそうとします。自分にできることが何であれ、それに自分のすべてを捧げるのです。このことを考えると本当に恥ずかしくなりました。わたしはいつも、どれほど神に満足していただきたいかを話していましたが、委託を受け入れるべき時、自分の心を真に捧げるべき時が来ると、率直さを失い、そこから抜け出したいと思いました。そのとき、自分は耳に心地よいことを言うばかりで、実際には神を騙そうとしており、心の中はまったく不誠実だと気づいたのです。そのことを認識すると、そのようにし続けることはできないのだとわかりました。自分に数多くの問題や欠点があったとしても、神のお求めに沿って誠実な人になることを実践する必要があるのです。神に心を捧げ、両足をしっかり地に着けて、能力の限りを尽くして自分の本分を尽くさなければなりません。そして結果がどうなろうとも、進んで神の指揮と采配に従おうと思いました。その後はかなり心が落ち着きました。本分で困難に遭遇したときは神に祈り、それを探求して解決し、また混乱したときは、兄弟姉妹と一緒に物事を考察し、真理の原則を求めたのです。時間が経つにつれ、多くの問題や困難を解決できるようになりました。

この経験から、神の裁きと刑罰はまさしく、人類に対する神の愛と救いであることがわかりました。責任を担う恐怖もなくなり、もはや警戒することもなく、誤解しがちになることもありません。堕落した性質は今なお数多くありますが、神による裁き、刑罰、刈り込み、そして取り扱いを進んで受け入れ、清めと変化を追い求めるつもりです。神に感謝いたします！


26. ある士官の悔い改め

中国福建　真心

全能神は言われます。「創世の時から今日に至るまで、神がその働きで行ったことはすべて愛であり、人間への憎しみは欠片ほどもない。あなたの見た刑罰と裁きでさえ愛であり、それはさらに真実で現実的な愛であり、人を人生の正しい道へと導く愛である。……神が行ったすべての働きは、人を人生の正しい道へと導くことがその目的であり、それにより人間として正常な生き方ができるようにする。なぜなら人間はどのように人生を歩むべきか知らないからである。この導きがなければ、虚しい人生しか送れない。あなたの人生は価値のない無意味なものになり、正常な人間でいることなどまったくできない。これが人間を征服することの最も深い意義である」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（４）」〔『言葉』第1巻〕）

私は田舎に生まれ、両親は正直で勤勉な農民でした我が家は貧しかったので、他の村人にいつも笑われたりいじめられたりしていました私はこう思いました。「いつか見てろよ。俺を見る目が変わるからな」私は十代で軍に入隊しましたそして昇進する希望を胸に、どれほど汚かったり疲れたりする仕事でも、残らず引き受けましたしかし何年経っても一兵士のままでそのとき気づきました高い評価を得て昇進するには、懸命に働くのでなく贈り物をする必要があるのだとそんなことは嫌でしたが昇進するためだと思い覚悟を決めて貯金をすべて下ろし、上官に贈り物をしましたその結果、軍の学校に入る「資格」をすぐに得られました卒業後に部隊へ戻ると、贈り物をするお金がなかったので料理人として働くことになりました私は心の中で「官吏は贈り物する者を叩かない」とか「媚びへつらわなければ人は何もできない」などといったことをよく知っていました何かになりたければ、贈り物をするお金を手に入れるべく、あらゆることをしなければならないのですさもなければ、どれほど有能でも何にもなれません私は出世したかったので、お金を手に入れるためなら何でもし上官に媚を売って彼らが好むものを贈りました自分がしているのは違法なことだとわかっており捕まって刑務所送りになるのを恐れましたいつもびくびくしていましたが士官になるという考えが私を前に進ませましたその後しばらくして、ようやく大隊長になれました帰省するたびに村人が私の周りに集まり、お世辞を言ったり媚を売ったりするようになりましたそれは私の虚栄心を大いに満たし野心と欲望も膨らみましたまさに「士官になるのはよい食事と衣服のため」とか、「権力はあるうちに使え。なくなれば使えない」などという言葉のとおりでした私は士官の特権を享受するようになり、一銭も払うことなく欲しいものを手に入れました私に何かをしてもらいたければ、食事でもてなしたり贈り物をしたりする必要があるというわけです私は大隊長という地位と政治委員の好意を利用し部下にあれこれ贈り物をさせることさえしました素朴な農民の息子から貪欲で、ずる賢く、不実な人間になってしまったのです。

業務の中で暴君のように振る舞うだけでなく家庭でも妻にひどい仕打ちをしていました何の理由もないのに、不倫したといって妻を責め、夫婦の溝を深くしました結局、妻は我慢できずに離婚を申し出ました私の幸せな一家が壊れようとしており息子もまた苦しんでいました私は苦悩の中、自分の人生を振り返りました傑出して他人より優れた存在になろうと、子どものころから決意してきた妻も私も順調に出世し、快適な生活を送っているみんなに賞賛され、自分は幸せで充実しているはずだったそれがいまなお空虚さを感じ、このような苦痛の中で生きているのはなぜなのか？　これが望んでいた人生なのか？　人はいったいどのように生きるべきなのか？　私は困惑しましたが、答えは見つかりませんでしたその後、妻が全能神の国の福音を受け入れいつも兄弟姉妹と集まり、交わりを行なうようになりました程なくして、妻は本当に前向きな人間になりましたもはや私と口論することもなく、離婚を口にするのもやめました妻の変化を見て、神への信仰は素晴らしいに違いないと思いましたそして私も、御言葉を読むことで全能神を信じるようになったのです。

私は教会生活を送り始め全能神教会が俗世とまったく違っていることを知りました兄弟姉妹は神の御言葉を読み、真理について交わります神の御言葉と真理によって自分を律し、正直になって心を開き、誠実であろうとしています私は清らかな地に来たような気がしてかつてない自由と解放を感じました集会に出て神の御言葉を読むことで神は聖く義でいらっしゃり、人間の汚れと堕落を何よりもお嫌いになることを学びました私は軍隊で数多くの悪習にはまっており悔い改めなければ神に憎まれ淘汰されるとわかりましたその後、私はこの神の御言葉を読みました「ひどく汚れた地に生まれ合わせて、人は社会に駄目にされ、封建的倫理の影響を受け、『高等教育機関』で教えを受けてきた。時代遅れの考え方、堕落した倫理観、さもしい人生観、卑劣な人生哲学、全く価値のない存在、下劣な生活様式と風俗、これらはすべて人の心をひどく侵害し、その良心をひどくむしばみ、攻撃してきた。その結果、人はますます神から離れ、ますます反対するようになった。人の性質は日ごとに悪質になり、神のために進んで何かを投げ出そうという者は一人としておらず、進んで神に従う者は一人としておらず、さらには神の出現を進んで探し求める者も一人としていない。それどころか、サタンの支配下で快楽を追求しているだけで、泥の地で肉体の堕落にふけっている」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、自分が深く堕落している理由がわかりました軍にいた年月を振り返ると私は俗世における暗黙のルールに従って出世し数多くの悪事を犯して不正な利益を得ました深く堕落し、恥じることなく罪の中で生きていたのです神の御言葉は善悪の区別を私に示すとともに自分の堕落と腐敗の根源を見えるようにしてくれましたそのすべての奥底には、実はサタンがいたのです悪魔の王サタンはありとあらゆる教育や影響を用い私たちの社会を堕落させて罪のるつぼにしてきました権力者が我が物顔に振るまい、一般市民に暴虐の限りを尽くす一方普通の正直な人たちは押しのけられ、生きる場所もありません私たちの社会は誤謬と邪説に満ちています「我先に逃げよ。悪魔は一番遅れた者を捕まえる」「心を労する者は人を治め、力を労する者は人に治められる」「出世して先祖に栄誉をもたらす」「人は上を目指し、水は下に流れる」「官吏は贈り物する者を叩かない」「媚びへつらわなければ人は何もできない」「官吏になるのはよい食事と衣服のため」「権力はあるうちに使え。失ってしまえば使えない」こうしたことに取り憑かれ、周囲の圧力を受けていた私は知らぬ間に自分の道を失っていました士官になろうと手段を選ばず、自分の個人的利益のために権力を悪用しました利益をむさぼる堕落しきった人間になったのです私は心から自分の悪事を後悔しました立ち直る機会を与えて私を救ってくださった神に感謝しますさもなければ、私は自分の振る舞いのために呪われ、懲罰を受けていたでしょう私は心から神に感謝し自分の道を改めて軍隊を去り、新たな職を見つける決意をしましたしかし上官は私を引き留めようと、連隊の副司令官に昇進させてやると言いました私は躊躇してこう考えました「連隊の副司令官だって？　夢が現実になるじゃないか！」一瞬、その肩書きが頭から離れず、どうすべきかわからなくなりましたそこで神の御前に出て祈り、探し求めましたそしてこの神の御言葉を読んだのです「たとえあなたが地位が高く、名声があり、知識が豊富で、有り余るほどの資産の持ち主で、多くの人々の支持を得ていたとしても、それらのものが、あなたが神の前に出て神の召命と任務を受け、神の命じることを行う妨げにならないならば、あなたの為すことはすべて地上で最も意義深い行いであり、人類の最も義なる事業となる。もしあなたが地位や自分自身の目標のために神の召命を拒むならば、あなたの為すことはすべて神にのろわれ、さらには忌み嫌われるであろう」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。「人は地上に来て、わたしと出会うことは稀であるが、真理を追い求めて得る機会を持つこともまた稀である。なぜこの人生で追い求めるべき正しい道として、この美しい時を尊ばないのか。なぜいつも真理と正義をはねつけるのか。なぜいつも人を弄ぶ不義と汚れのために自らを踏みにじり、破滅させているのか」（『神の出現と働き』「若者と老人に向けた言葉」〔『言葉』第1巻〕）。一言一句が私の良心を打ちました。私は目覚めてこう考えました「そうだ、地に降臨して真理を表わし、人をお救いになる受肉した神とお会いし真理を求めて神のために自分を費やす機会をもてた幸運は神の大いなる称揚にして恵みなんだ」創造主のために自分を費やす以上に有意義なことがあるでしょうかどれだけ昇進しようと、それで幸せでしょうか自分の好きなように振る舞い、ありとあらゆる悪事を犯す権力者が数多くいますしかし最後に、彼らは自分にふさわしい報いを受けるのですそれに、豊かになって束の間の名声を得る高官も数多くいますが権力闘争に負けた瞬間すべてを失って刑務所送りになる者もいれば、自ら命を絶つ者もいます……こうしたことがいつも起きているのです私はと言うと、必死に権力の階段を這い上がりましたが傲慢で、利己的で、不実になっただけでしたいま、神は数多くの真理を私に授けられ、人生の正しい道を示してくださいましたどうして以前のままでいられるでしょう人生の大半において、私は人間らしく見えなくなるほどサタンに傷つけられ、騙されてきました今後は違う生き方をして神に従い、真理を実践し、神の御言葉によって自分を律したいと思ったのですそうして私は職を変えて軍隊と縁を切ることにしましたしかし、サタンが私を深く堕落させていたので「出世して先祖に栄誉をもたらす」という害毒がまさに自分のいのちになっていました教会で、私はいつも地位のために競っており神の暴きと裁きがあって初めて私の追求は正されました。

しばらく教会で本分を尽くしているととても若い教会指導者と以前に私の友達だった別の指導者がいることがわかりました私は心が乱れてこう考えました「俗世では君たち二人とも俺の下にいるのに、ここ教会では俺の上役だ俺のほうが君たちよりもずっと優れた指導者なんだぞ！」私はあの手この手でそれを追い求めるようになりまずは計画を練りました毎日午前五時に起きて神の御言葉を読み、それから二時間説教を聞きましたそして週に三つ、神の御言葉の讃美歌を憶えますより積極的に本分を尽くしどんなにきついことでも疲れることでも、教会では自分にできることを何でも率先して行ないました集会では軍隊時代の経験を語り、自分の能力を誇示するとともに教会指導者の交わりを鼻で笑いましたまるで自分のほうが優れた仕事をできるかのように、彼らの考えや行動をこっそりけなすこともありましたこのように、私は名声と地位を求めて争いながら生き、教会指導者になることをいつも望んでいましたあるとき、指導者の不適切な処理に気づいたことがありました私は物事を処理できないことを理由に彼女を責め、辞職すべきだとほのめかしました次の選挙で自分が指導者に選ばれるのを期待したのですそれを知った兄弟姉妹は私の振る舞いを分析しあなたは不実で野心があり、教会の主導権を握ろうとしていると言いました私はグループリーダーとしての本分を剥奪されすっかり動揺してこう考えました「自分は名誉ある大隊長だったのに、いまでは教会のグループリーダーにすらなれない」それから数ヵ月後私にはそれがどうしても不満で、兄弟姉妹を見るのも耐えられませんでした集会でも黙り込んでいました私の霊はますます暗くなり、神を感じることもできません。そのとき初めて、私は不安を感じ始めましたそこですぐさま神に祈って呼び求め、この闇から導き出してくださるよう願いました。

その後、私はこの神の御言葉を読みました「あなたがたは追求において、個人的な観念や願望や未来をあまりに多く抱きすぎる。現在の働きは、あなたがたの地位に対する欲望や途方もない欲望を取り扱うためのものである。願望、地位、そして観念はどれも典型的なサタン的性質の表われである。……あなたがたは今や信者であり、働きのこの段階に関する認識が多少ある。しかし依然として地位への欲望を脇にのけていない。自分の地位が高ければしっかり追求するが、地位が低いと追求しなくなる。地位の祝福のことが常に心の中にあるのだ。……あなたがたがこのように求めれば求めるほど、刈り入れる物は少なくなる。地位に対する欲望が強ければ強いほど、その人は深刻に取り扱われ、重大な精錬を受けなければならない。この種の人は無価値である。このような人はこれらの物事を完全に捨て去るため、取り扱いと裁きを十分受ける必要がある。あなたがたが最後までこのように追求するなら、収穫は何もない。いのちを追求しない者が変わることはできず、真理を渇望しない者は真理を得られない。あなたは自分の変化と入りの追求に重点を置かず、その代わりに度を越した欲望や、神への愛を縛り、神に近づくことを阻む物事にいつも重点を置く。そのような物事があなたを変えられるのか。あなたを神の国へと導けるのか」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私の心を刺し通し、私はすっかり恥じ入りました自分は地位を求めて競いやがて兄弟姉妹に暴かれて取り扱いを受け、自分の本分を剥奪されました自分はそんなことなど望んでいなかったけれど、それは誰かの恨みを買ったからではありませんむしろ神の義なる裁き、時宜を得た救いだったのです終わりの日における神の働きは、私たちの古い考えと観念を変え私たちをサタンの支配から救い私たちが神から真理といのちを得て、光の中で生きられるようにすることなのです私は正しい道を歩むことも、真理の追求に集中することもなく地位と評判を求めていたのです私は陰謀を巡らせ、不正な手段で地位を得ようとしましたそれは人類を救うという神の御心に真っ向から反することではなかったでしょうか？　そのようにし続けていれば、真理を得られずに淘汰されるはずです私が迷わないようにし、正しい道に引き戻すべく神は兄弟姉妹を通じて私を刈り込んで取り扱い私が自己反省して道を改めるよう私の野心と願望を暴き、地位をお取り上げになったのです神は人の心の奥底を本当にご覧になるのだとわかりましたまた、神の義、聖さ、全能、そして知恵についても真の認識をいくらか得るようになりました地位を失ったことについて、私はもう否定的になることも、意気消沈することもなくその代わりに真理を追い求め、神の指揮と采配に従おうと思いました。

半年後、私は別の教会で教会生活を送ることになりましたがそこでは指導者選挙が行なわれることになっていましたそこの誰一人として、自分ほど長く神を信じてきた人がいないことを知って私は喜びチャンスが巡ってきたと思いました人生経験と信仰の年月なら、自分は誰にも負けない自分は間違いなく教会指導者になれるはずだと考えたのです自分を立派に見せようと準備をしていたところ前の教会の姉妹が共産党に追われ、この教会に逃げ込んできました私は思いました「前の教会で私が地位のために競っていたことを、彼女は知っている再び教会指導者になろうと競っているのを見たら彼女は以前の醜い振る舞いを暴くだろうかそんなことをすれば、私の評判は地に落ちてしまう」仕方なく、私は計画をあきらめてこの状況を考えました「まずはグループリーダーになって、そこから階段を登っていこう」しかし驚いたことに、私はグループリーダーにすら選ばれなかったのです教会には日常業務を行なう人が不足していたので教会指導者から手伝ってくれないかと頼まれました従順でないと思われるのが嫌だったので、私はしぶしぶ引き受けました自分は名誉ある大隊長だったのに、いまではこんなにつまらない本分を尽くしているこんなはずではなかったのにと思いました程なくして、警察が私たちの集会場所を見張るようになったので、そこで集まることができなくなりました教会指導者は私を別のグループに移しもてなしの本分を尽くしている兄弟姉妹と集会を開くように言いました私は納得できませんでしたつまらない本分を尽くしているだけでなくもてなしの本分を尽くしている兄弟姉妹と集会を開かなければならないあまりに屈辱的だと感じたのです自分はどうしてここまで落ちてしまったのか？　このようなことが続けば、自分にはどんな見込みがあるだろう？　私はますます動揺しすぐさま神に祈り、私を啓いてお導きくださいと願うことしかできませんでした。

やがて、私はこの神の御言葉を読みました「長年にわたり、人々が生き延びる上で頼ってきた思考がその人の心を腐敗させ、不誠実で臆病で卑劣になるに至った。そのような人は意志の力や決意が欠けているだけでなく、貪欲で傲慢で強情になった。人間には自我を超越する決意が完全に欠けている上、これら闇の勢力による呪縛を払いのける勇気が少しもない。考えと生活があまりに腐敗しているので、神への信仰に対するその人の見方は依然として耐えがたいほどに醜悪であり、人々が神への信仰に対する自分の見方について語るときでさえ、それはただ聞くに堪えない。人はみな臆病で、無能で、卑劣で、傷つきやすい。闇の勢力に対して嫌悪感を覚えず、光と真理への愛を感じず、それらを排除しようと全力を尽くす。あなたがたの現在における考え方や見方は、このようなものではないだろうか。『わたしは神を信じているのだから、ひたすら祝福を浴び、地位は決して下がらず、不信者の地位よりも高いと保証されているはずだ』。このような見方があなたがたの中にあるのは、一、二年間のことではなく、長年にわたってである。あなたがたは取引しようという考え方をあまりに発達させている。あなたがたは現在のこの段階まで達したが、依然として地位を捨て去っておらず、いつか地位がなくなり、名前が汚されるのではないかと深く恐れ、地位について尋ね回り、観察しようと日々奮闘している。人々は安楽への欲求を決して捨て去らなかった」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。「今日の道を歩む中で、どのような追求が最適だろうか。追求するという行為において、あなたは自身をどのような人間とみなすべきか。それが試練であれ、苦難であれ、あるいは無慈悲な刑罰と呪いであれ、あなたは自分に現在降りかかるすべてのことに対し、どう対処すべきかを知るようにならなければならない」（『神の出現と働き』「学習しない無知な者たち。彼らは獣ではなかろうか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくり考えながら、自分を反省しました「そうだ。追求する中で、自分をどのような人間と見なすべきなのか」私はいつも、自分を大隊長、高い地位の人間だと考えてきました自分には身分を伴う本分だけがふさわしく地位のある人だけが自分と集会を行なうのにふさわしいのだともてなしの本分を尽くしている兄弟姉妹を見下し彼らと一緒にいれば自分の地位が低く見られると考えました地位がなくなった私は否定的になって抵抗し、人生は無意味だとすら感じました地位と名声と利益に頭が混乱し、私は人間性を失いました何と卑劣で醜い人間なのでしょう！　私のような人間がどうして教会指導者にふさわしいでしょう教会は社会と違います。教会では真理が支配権を握っているのです指導者は優れた人間性をもち、真理を追求しなければなりませんしかし自分は地位を追い求め、指導者になろうと争うだけでした自分はどうしてこれほど理知がなく、恥知らずになれたのでしょう。

その後、私はこの神の御言葉を読みました「わたしは、一人一人の終着点を、年齢や年功、苦しみの量、とりわけ憐れみを誘う度合いではなく、真理を自分のものにしているかどうかに基づいて決める。これ以外の選択肢はない。神の旨に従わない人はみな懲罰されることをあなたがたは悟らなければならない。これは不変の事実である」（『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から神は地位や働きの量に基づいて私たちの終着点をお決めになるのではないことがわかりました大切なのは、私たちが真理を得たかどうか、神に従うかどうかなのです神の性質は誰に対しても義でありどんな本分を尽くそうとも、私たちはいつも真理を求めなければならないことがわかりました真理さえあれば、人は地位がなくても救われますしかし真理を追い求めることがなければ、どんなに地位が高くても救われません自分があれほど必死に地位を求めたのは、何と愚かなことだったかと思いました私はあれらの堕落した士官を憎んでいましたが自分も階級を登るにつれてひどくなり最後は彼らと同じ堕落した士官になってしまいました地位を得る前はとても正直に本分を尽くせる権力者がいますしかし権力を握るとすぐにそれを悪用し、ますます罪を重ねるのです私は教会から追放された反キリストのことを考えました地位がなかったときは何一つ悪事を働いていないように見えたのですがそれが変わるやいなや、偉そうに他人を抑え込み、押さえつけたのですその言動は自分の地位を守るためで、悪事を犯し、神の家の働きを乱しましたそのことは私に、真理がない人は常に堕落した性質によって生きることを示しました権力と地位を得た瞬間、邪になって悪事を犯すのです結局、それは懲罰を意味します！　長年にわたり軍で出世しようともがいていた私は、サタンの性質でいっぱいでした頭からつま先まで、傲慢で、不実で、利己的で、貪欲だったのです高い地位に就くと野心が膨らむばかりで軍の士官としての権力を悪用したのもまさにそうでした最後は悪事を犯して神の性質に背き、懲罰を受けるより他ありませんそうしたことを考えていると、私は不安と感謝を感じました神は折に触れて挫折と失敗をもたらし、私の野心と願望が満たされるのを防いでくださったのですこれは私に対する神の救いと加護でした！　名声や地位を追い求めることの本質と結果を見させてくださった神の啓きに感謝しますさらに、真理を追い求めることがいかに重要か、ようやくわかったのです。

それ以来私は真理を追い求めて自分の堕落を解消することに集中しました教会からどんな本分を任されようと、階級を気にすることはなくなりましたその代わりに真理の原則を求め、自分の本分を立派に尽くすことに集中したのですこのように実践し始めると、神の存在とお導きを感じることができましたそして表現しがたい穏やかさと喜びを感じたのですしばらくして、自分が他の人に対してより謙虚になったことがわかりましたそして軍の士官だったことを自慢することもなくなったのです兄弟姉妹に自分の欠点を指摘されたときは心から神に祈って従い、反省して自分を認識しようと試みましたまた同等の立場で他の人と接し、自分のほうが優秀だとは思わなくなりました追求への見方がいつの間にか変わっていたのです地位や名声や利益はすっかり消え失せ、それらに縛られることもなくなりました私ほど長く信仰していない人が教会指導者になるのを見てわずかに嫉妬することもありましたが祈りを捧げて真理を求めることで、すぐにそれを捨てることができましたいま、私は妻と一緒に自宅で本分を尽くしています目立つようなことではありませんが、私は本当に満足しています私たちは生活の中で、神の御言葉が支配権を握るように実践し正しく話して真理と一致している人なら、誰に対しても耳を傾けます全能神が自分を変えてくださったことを、私は真に経験したのです全能神は私の結婚と家族そしてこれほどまでに堕落した私を救ってくださいました私は傲慢で、自惚れていて、地位と利益に取り憑かれ、邪悪で貪欲でした神の救いがなければ、人生の正しい道を歩むことはできなかったでしょうますます堕落するばかりで最後はあまりに多くの悪事を犯したために、神に呪われ懲罰されていたはずですこれらの経験を通じ、私は神の救いと愛を実感しました真理を実践して多少人間らしく生きられるようになったのはひとえに神の裁きと刑罰のおかげです！　神に感謝！


27. 地位を捨てることの難しさ

リーチュン　中国

わたしは農家に生まれましたが幼いころに両親を失い、兄と頼り合いながら暮らさざるを得ませんでした。わたしたちはとても貧しく、他の人たちに見下されていましたが、わたしは「学校に行って、いつかみんなと肩を並べて追い越そう」と考えたものです。しかし残念なことに、わたしたちにはお金がなかったので、高校二年で中退せざるを得ませんでした。みんなと肩を並べて追い越すという夢ははかなく消えてしまい、わたしは完全に打ちひしがれました。

1990年、わたしは主イエスへの信仰を見つけました。説教師いわく、わたしたちは主を信じることで、現世で平安を見出せるだけでなく、来世で永遠のいのちを得るとのこと。また、福音を広めることでより多くの人が改宗すればするほど、わたしたちは祝福され、報酬と冠を受け取って神と共に王として君臨するとも言いました。そのころ、わたしは聖書のこの聖句を読みました。「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っているばかりである」（テモテへの第二の手紙 4:7-8）。そこでわたしは家族を捨て、神のために福音を広めることにしました。当時はやる気にあふれ、1年もしないうちに数百もの人たちを改宗させました。改宗する人の数が増える中、わたしたちは1997年までに数百もの教会を築き、そこには3万名以上が属していました。教会に関することはすべてわたしに決定権があり、どの教会へ働きをしに行っても、兄弟姉妹はいつも尊敬のまなざしでわたしを出迎え、行きたいところがあればどこにでも連れて行ってくれました。出される食事も泊まる場所も素晴らしく、そのうえ旅費まで相手持ちです。わたしはそうしたことを楽しむようになりました。

ある日のこと、上層の指導者がわたしたちをある集会に出席させた上で、東方閃電と呼ばれる教派が存在し、主イエスが全能神として戻られたと宣べ伝えており、彼らの説教はとても高尚なものだと言いました。そのため多くの善良な会衆が彼らに奪われ、わたしたちの教会の同労者、ワン兄弟とウー兄弟までもが東方閃電を受け入れたとのことです。指導者はわたしたちに対し、その兄弟2人を完全に拒絶するよう求めるとともに、東方閃電の説教に耳を傾けている人物が他にもいれば、その人もすぐ追放するようにと言いました。わたしはそれを聞いて驚きました。その兄弟2人のことはよく知っていますし、いずれも聖書に精通しており、心から主イエスを信じています。どうして東方閃電を受け入れたのか、まるで理解できません。年の瀬も近づいたころ、驚いたことにその2人が我が家を訪れました。わたしは玄関の扉を開く前に、かなりためらいました。わたしを惑わしに来たのではないかと不安だったのです。しかし、こう思い直しました。「いずれにせよ、自分は主を信じているし、2人の兄弟を門前払いするわけにはいかない」。そこで2人を中に招き入れました。彼らはまず、主をお迎えするには神の御声を聞くことに集中しなければならず、惑わされることへの不安から、真の道を求めたり調べたりするのを拒んではいけないと言いました。その上で、神の御声を聞く賢い乙女になるにはどうすればいいか、真の道と偽りの道を見分けるにはどうすればいいかを詳しく説きました。2人の言うことは新鮮で、光に満ちているとわたしは思い、完全に納得しました。立ち去り際、2人はわたしに1冊の本を手渡しました。そして、この本には全能神の発する言葉が収められているので、これを読んで主をお迎えする機会を逃さないようにと言いました。2人が去ったあと、わたしは不安を感じ始めました。自分は惑わされてしまったのではないか。あの兄弟2人を我が家に招き入れたことが上層の指導者に知られたら、教会を追放されてしまうのではないか。しかしそのとき、こう思いました。「全能神が本当に再臨された主イエスで、追放されることを恐れてそれを調べなければ、神を拒み、神に抵抗する人にならないか？」。そう考えたわたしはその場ですぐ、全能神による終わりの日の働きを調べてみることにしました。

それ以降、わたしは全能神の御言葉を毎日読みました。その一方、兄弟2人はわたしに対し、人類を救う神の3段階の働き、神の受肉の奥義、神が終わりの日の裁きの働きで人を清めて救い、時代を終わらせる方法、そしてキリストの国が地上でいかに実現するかなどについて交わってくれました。主を信じるようになってからかなりの年月が経ちますが、そのようなことを聞いたのは初めてで、聞けば聞くほど、全能神の御言葉には権威と力があるように思われました。全能神こそ再臨された主イエスで、自分はそれを調べなければとますます感じたのです。ただ、心の中ではいつも葛藤していました。牧師や長老は以前からずっと東方閃電を非難しており、わたしも彼らに同調して、教会をできる限り固く閉ざし、東方閃電との接触を一切許しませんでしたし、東方閃電の道を受け入れた人は誰であっても追放していました。そんな自分が東方閃電を受け入れたら、わたしの下にいる3万人の信者はどう思うでしょうか？　その人たちが全員わたしに従って東方閃電を受け入れれば、それは素晴らしいことでしょうが、そうならなければわたしは拒絶されるはずです。どんな天気でも外に出かけ、昼夜を問わず教えを宣べ伝えて必死に働いたこと、共産党に追われる危険を犯したこと、そして血と汗と涙で教会を築いたことを振り返りました。いまの立場に上り詰め、大勢の人にこれほど尊敬されるまで、自分は多くのことを犠牲にした――それをこんな簡単に投げ捨てられるだろうか？　それに、教会でわたしの下にいる人がみんな全能神を受け入れたとしたら、それでもわたしは彼らの指導者でいられるだろうか？　しかしそのとき、こう考えました。「全能神は本当に再臨された主イエスなのに、わたしがそれを受け入れなければ、主をお迎えする機会を逃すのではないか？」。心の中でそれを何度も考えましたが、どうすべきか決心がつきません。まさにそのとき、全能神の御言葉を聞いた妻が興奮も露わに駆け込んできて、こう言ったのです。「全能神の御言葉を聞いたんだけど、神の御声に違いないわ。全能神が本当に再臨された主イエスなら、すぐにそれを調べて受け入れなきゃ」。わたしは苛立ちを覚えながらこう返事しました。「それはわかってるが、そんなに単純なことじゃない。指導者と同労者は教会を固く閉ざし、東方閃電のことを調べるのを誰にも許していない。彼らの道を受け入れたら、きっとみんなに拒絶される」。しかし、妻はそれを聞いて怒りだしてこう言ったのです。「長年主を信じてきたのは何のため？　主がいらっしゃるのを待ち望んでいたんじゃないの？　そうすれば天国に引き上げていただけるって。主はもう戻られたんだから、たとえ指導者でなくても、神の働きを受け入れて主をお迎えしなきゃ！」。わたしはその通りだと答えましたが、心の中ではこう思っていました。「それは女性の単純な考えだ。自分は3万もの人のことを考えなければならない。注意深く進まなければならないんだ。それについてはもっと考える必要がある」。それから東方閃電を受け入れることなく、何ヵ月もの時間が流れました。その間、全能神教会の兄弟姉妹がしばしばわたしを訪ね、辛抱強く交わりをしてくれたので、これは本当に神の働きだと心の中ではっきり感じるようになりましたが、自分の地位を諦められないせいで、それを受け入れようとはしませんでした。しばらくすると、兄弟姉妹もわたしの状態に気づきました。そしてある日、バイ兄弟それにソン兄弟と集会を開いていたところ、ソン兄弟が自分の経験を話してくれたのです。彼も以前は教会指導者で、数十の教会を担当していたとのこと。ある人に福音を伝えられたあと、全能神の御言葉を読むことで、全能神こそ再臨された主イエスだと確信したものの、現実にそれを受け入れる段になると、こう思い直したそうです。「全能神を受け入れたら、それでも指導者でいられるだろうか？　大勢の人間を率いることができるだろうか？」。そして『マタイによる福音書』21章33～41節にある、悪しき農夫についての主イエスのたとえ話を思い出したのです。「ある所に、ひとりの家の主人がいたが、ぶどう園を造り、かきをめぐらし、その中に酒ぶねの穴を掘り、やぐらを立て、それを農夫たちに貸して、旅に出かけた。収穫の季節がきたので、その分け前を受け取ろうとして、僕たちを農夫のところへ送った。すると、農夫たちは、その僕たちをつかまえて、ひとりを袋だたきにし、ひとりを殺し、もうひとりを石で打ち殺した。また別に、前よりも多くの僕たちを送ったが、彼らをも同じようにあしらった。しかし、最後に、わたしの子は敬ってくれるだろうと思って、主人はその子を彼らの所につかわした。すると農夫たちは、その子を見て互に言った、『あれはあと取りだ。さあ、これを殺して、その財産を手に入れよう』。そして彼をつかまえて、ぶどう園の外に引き出して殺した。このぶどう園の主人が帰ってきたら、この農夫たちをどうするだろうか。彼らはイエスに言った、『悪人どもを、皆殺しにして、季節ごとに収穫を納めるほかの農夫たちに、そのぶどう園を貸し与えるでしょう』」。そしてソン兄弟は、自責の念を強く感じていると言いました。主はわたしにご自身の会衆を託されたのに、主がお戻りになったいま、自分は兄弟姉妹を導いて主をお迎えするどころか、主の会衆を我が物にして主を拒絶しようとしている。自分はあの悪しき農夫たちと一緒で、主に逆らう悪しき僕だ。そして、彼は自分にこう問いました。「わたしは指導者になれるようにと、神を信じていたのか？　地位と暮らしのためなのか？　自分は本当に神の信者なのか？」。そうしたことを考えると強い後悔を覚え、そこで神に告白して悔い改め、全能神を受け入れた上で、自分の下にいる兄弟姉妹全員に福音を広めたのです。その交わりを聞いて、わたしは恥ずかしくなり、同時に動揺しました。全能神の働きが本当に神の働きだとわかっていながら、自分の地位を守るため、ぐずぐずしてそれを受け入れようとしなかった。しかも、兄弟姉妹がそれを調べるのも許さず、神の羊を神に引き渡すのを拒んだ。自分は悪しき僕で、きっと呪われ懲罰される！しかし、自分が教会を固く閉ざしたため、教会の誰一人として全能神による終わりの日の働きを受け入れていないことを考えると、こう思いました。「もし受け入れたら、自分の足を撃つことにならないか？　どうしてみんなに顔向けできるだろう？　全能神による終わりの日の働きを受け入れたことを知られたら、教会のみんなは間違いなくわたしを憎んで拒み、自分には何も残らないはずだ」。それで、受け入れないのが一番いいと判断しました。

数日後に兄弟二人と開いた集会で、わたしは自分の懸念を伝えました。そのときはとてもずる賢く、要点に触れるのを避けてこう訊いたのです。「わたしに導かれている人たちが全能神を信じるようになったら、誰が彼らを導くのでしょう？　いまと同じ指導者と同労者たちですか？」。その真意はこうです。「彼らを導き、管理するのはやはり自分でなければ」。しかしバイ兄弟が次のように答え、わたしを驚かせました。「全能神による終わりの日の働きを受け入れたあと、わたしたちを導き、潤し、牧すのは神自身です。わたしたちの教会では、キリストと真理が実権を握っています。だから教会指導者の選挙では、真理を理解して現実を自分のものにしている人、兄弟姉妹を潤し、彼らの実際の問題を解決できる人が選ばれます」。そしてこう続けました。「あなたも真理を追い求めれば、指導者に選ばれるでしょう。教会には様々な種類の本分があります。指導者や福音伝道師など、一人ひとりにそれぞれの役割があるんです。本分について言えば、『重要』や『つまらない』、あるいは『立派』や『立派でない』といった区別はありません。なぜなら、神の御前では誰もが平等だからであって、これが宗教界の各教派とはまったく違うところです」。バイ兄弟の話を聞けば訊くほど意気消沈してしまい、しまいにうなだれ、「そうなったら、こんなに多くの人を率いるなんて二度と無理だろうな」と思いました。

するとわたしの思いに気づいたソン兄弟が、ニネベの王の経験について交わってくれました。「ニネベの王は国の支配者でした。ヨナが神の御言葉を宣べ伝え、ニネベはいずれ滅ぼされると言うのを聞いた王は、玉座から下り、民全体を導いた上で、彼らが荒布をまとって灰の中に座し、ひざまずいて神に告白し、悔い改めるようにさせました。神は彼らを憐れみ、かくしてニネベは災いを免れました」。そしてこう続けます。「あなたは教会指導者なのですから、主の到来という大事件に直面しているいま、ニネベの王にならって兄弟姉妹を導き、神に告白して悔い改めさせるべきではないのですか？」。その言葉にわたしは深く心を動かされました。そのとおりです。ニネベの王は国の支配者。かくも高い地位にいる人が自ら謙虚になり、神に告白して悔い改めることができたなら、どうしてわたしが自分の地位を捨て、神による終わりの日の働きを受け入れられないというのでしょう？　すると、ソン兄弟が話を続けました。「主イエスが働きをなさったとき、パリサイ人は自分の地位と暮らしを守ろうとし、そのため主イエスに逆らって断罪し、信徒を自分の支配下に置くことしかできなかったのです。主イエスはこう言って彼らを叱責なさいました。『偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいらせもしない』（マタイによる福音書21:13）」。そしてこう続けます。「終わりの日に神が真理を表わし、裁きの働きをなさるのは、天国が到来した福音なんです。最初、あなたはご自分が耳にした嘘を信じ、宗教界の指導者に同調して教会を閉ざし、兄弟姉妹が神による終わりの日の働きを受け入れるのを妨げました。そうする中で、あなたは神に逆らったんです。そしていま、あなたは全能神の御言葉を読み、全能神こそ再臨された主イエスだという結論に至りました。あくまで神の御言葉を受け入れることも、兄弟姉妹に主の再臨の知らせを伝えることもせず、彼らを天国から締め出してしまうなら、あなたはそうと知りながら悪事を行ない、またしても過ちを犯すことになるんですよ。それは神に対する重大な悪行です！　わたしたちが邪魔したせいで兄弟姉妹が救いの機会を失ってしまえば、それは血債になります！　たとえ何度も死んだところで、その負債を返済することはできません。しかし、兄弟姉妹を神の御前に導けば、その人たちはあなたを恨まないだけでなく、天国の福音と永遠のいのちの道を分け与えてくれたと、あなたに感謝するでしょう」。

そしてバイ兄弟が、神の御言葉を二節読んでくれました。「神が肉になり、人の間で働くようになると、すべての人が神を見、神の言葉を聞き、神がその肉体の内側から為す業を見る。そのとき、人の観念はすべて泡となる。神が肉に現われるのを見た人は、喜んで神に従うならば断罪されることはないが、意図的に神に敵対する人は神の反対者とみなされる。そのような人は反キリストであり、故意に神に対抗する敵である」（『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」〔『言葉』第1巻〕）。「荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは『健全な体質』をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか」（『神の出現と働き』「神を知らない人はすべて神に反対する人である」〔『言葉』第1巻〕）。バイ兄弟が読むこれらの御言葉を聞いて、わたしは心苦しくなりました。顔を平手打ちされたような気分で、顔が真っ赤になりました。穴があったら入りたいとはこのことです。主イエスがお戻りになり、多くの真理を表わすとともに、人を裁いて清める働きをなさっていることを、わたしは完全にわかっていました。しかし自分の地位と暮らしを守るため、神による終わりの日の働きを受け入れようとせず、教会を閉ざしました。そのせいで神の羊は神の御声を聞けず、神のもとに立ち返れなかったのです。はるか昔、主イエスに逆らったパリサイ人とどこが違うでしょう？　主イエスはわたしたちの羊飼いであり、その主がいま、ご自身のもとに羊たちを呼び戻すべく再臨なさいました。わたしは神の羊を主にお返ししなければなりません。どうして自分の地位になおもしがみついていられるでしょう？　神の懲罰が降りかかるまで待つということでしょうか？　これ以上神に反抗することはできないと、わたしは判断しました。たとえ指導者でなくなってしまい、みんなから拒絶されても、神による終わりの日の働きを受け入れ、兄弟姉妹を神の御前に導き、神の会衆を神にお返ししなければ。そう考えながら、全能神による終わりの日の働きを受け入れ、自分が率いる人たちに福音を宣べ伝えようと決意を固めました。

それからしばらくして、聖霊の導きにより、わたしの教会に所属する1万名以上の人たちが神による終わりの日の働きを受け入れました。神のおかげでようやく神の会衆を御前に導き、深い安心感と安らぎを覚えました。

半年後、各地のさらに多数の人たちが教会に加わったため、各教会を地域ごとに分割し、指導者と働き手を選出することになりました。しかしわたしは傲慢にも、こんな考えを抱いたのです。「教会がどう分割されようと、能力に優れて経験豊富な自分はやはり指導者だ。複数の教会を管理できるし、何の問題もない」。ところが数日後、兄弟2人と集会を開いていたところ、教会指導者が姿を見せてこう言いました。「神の国の福音を広めるときが来ました。他の地域へも福音を広めに行くので、素質に優れて聖書に精通している兄弟姉妹が何名か必要です。これはとても大事な任務ですが、あなたがた3人は行く気がありますか？」2人の兄弟はそうしますと喜んで言いましたが、わたしはさほど嬉しくありませんでした。「自分は長年にわたり、以前の教派で教会を率い、数千の人を任されていた。自分の下にいる一部の同労者が指導者になったのに、いま再び福音の伝道に戻るとは。どうしてみんなに顔向けできるだろう？　こんなの屈辱だ！」。そして指導者として仕え、どこに行っても尊敬されて崇められ、自分が欲しいものを何でも提供されていた年月のことを思い出しました。しかしいまは何もなく、再び苦しんで福音を説きに行かなければならない。とても受け入れられない。しかし他の人たちの前で拒むのはあまりに面目ないことなので、わたしは渋々同意し、心の中でこう考えました。「立派に福音を説かなければ。大勢の人を改宗させられれば、引き続き兄弟姉妹に仰ぎ見てもらえる」。そして実際に取りかかると、福音の伝道をしっかりこなし、程なくして400名以上が神による新しい働きを受け入れました。そのときは、どこに行っても兄弟姉妹に心から歓迎され、尊敬されていると感じたものです。地位がもたらす喜びに再び浸り、福音を広める熱意も増すばかりでした。

2000年8月、わたしは福音を広めるべく、リウ兄弟と町の外へ赴きました。リウ兄弟はわたしよりも長く全能神を信じており、真理の交わりも明快です。彼の長所を引き出して自分の短所を補えるのは素晴らしいことだと、わたしは嬉しく思っていました。そんなとき、ある宗教の教派に所属する一団に福音を説きに行きました。彼らは宗教的な観念を述べ立てており、わたしは交わりをしようと思いました。しかし真理の理解が足りないので、助けたくても無理でした。結局、リウ兄弟が穏やかに交わりをして彼らの観念に反論したのですが、それは事実に基づく理知的な話しぶりでした。わたしたちが交わった人たちは最初こそ受け入れませんでしたが、話を聞くにつれ、リウ兄弟の言うことは真実だと納得し始め、最後はうなずくまでになりました。この光景を見たわたしは、リウ兄弟に嫉妬と羨望を感じてこう思いました。「リウ兄弟の交わりは実に明快だ。この調子でいけば、自分は彼の引き立て役に過ぎなくなるし、みんなも彼のほうが優れていると言うだろう。それでは駄目だ！　自分も真理を備え、リウ兄弟をしのがなければ」。帰宅後、福音伝道の真理を身につけようと、わたしは朝から晩まで神の御言葉を読むようになりました。次は福音対象者とどう交わるべきかを突き止め、それによって少なくともリウ兄弟に見劣りしないようにと、食事中でさえもリウ兄弟の交わり方を考えていました。

しかし驚いたことに、あの人たちに再度福音を説きに行ったところ、新たな疑問を持ち出されてしまい、わたしは明快に交わることができませんでした。自分でも何を言っているかわからず、顔から火が出るような感じです。その瞬間、リウ兄弟が急いで話を引き取りました。すると一同は熱心に耳を傾け、時おりうなずき、最後はすべてきちんと理解したのです。一方のわたしは恥をかいただけで、穴があったら入りたい気分になり、こう思いました。「自分はリウ兄弟と一緒に来たのに明快に交われず、何の役にも立たなかった。彼らが問題を解決するには、リウ兄弟の手助けと支えがまだ必要だ。なんて屈辱なんだ！」わたしは威厳を取り戻そうと、リウ兄弟の交わりが一段落した隙にいくつか言葉を差し挟みました。数日後、全員が福音を受け入れたので、心から嬉しく思いましたが、内心では少し落ち込んでいました。彼らが福音を受け入れたのは自分の力でなく、いいところを見せることもできなかった。その後それら新信者と食事をしたのですが、食後にわたしたちの経験を話してくれるよう頼まれたので、わたしはこう思いました。「いつもなら目立つのはリウ兄弟のほうだが、今回は取るに足らない存在だと思われないよう、この機会に自分の経験をしっかり話そう」。そこで以前に行なった働きや耐えてきた苦しみのこと、そして1万名以上の人を神のもとへ導いた経験を長々と大げさに話しました。兄弟姉妹の中には驚いている人もいれば、尊敬のまなざしで見る人、ただじっと耳を傾けている人もいました。わたしは嬉しくなり、胸を張って自信満々に話を続けました。

その日家に帰ったあと、わたしは考えました。「福音伝道になると、自分の真理はとても足りない。これについてリウ兄弟と一緒に探求すべきだろうか？」。しかしそこで思い直しました。「リウ兄弟とこの件について探求するなんて、彼のほうが優れている証明にならないか？　そんなことはほっといて、このままこっそり真理を身につけよう。彼に頼むなんて駄目だ」。その後、再び二人で福音を説きに行ったところ、兄弟姉妹はリウ兄弟を温かく出迎え、彼の周りに集まってあれこれ質問しました。わたしはそれを見て心から動揺し、うなだれながら脇に立つばかりでした。「リウ兄弟がこんなに見事な交わりをしている以上、自分がここにいる意味なんてないじゃないか。みんなにとって、僕はどうでもいい存在なのか？　目立つのはいつもリウ兄弟で、このままなら僕は誰にも評価されない」。そのとき、リウ兄弟と一緒に本分を尽くすのはもう嫌だという反抗的な考えが突如浮かびました。そんな考えを抱くようになったあと、リウ兄弟と一緒に福音を説きに出向こうとするたび、体調が悪いからここに残りたいなどと、言い訳をするようになりました。一緒に出かけることがあってもわたしは交わりをせず、誰かに質問されて初めて、渋々短い交わりをしたのです。リウ兄弟と協力する気などありませんでした。結局、わたしたちは2ヵ月以上にわたって共に働きましたが、わたしは絶えず名声を巡って張り合い、自分の個人的な利益を求めて奮闘していました。ますます暗くてよくない状態になりましたが、それでも悔い改めが頭に浮かぶことはありませんでした。神がわたしを懲らしめられたのはそのときでした。

ある日のこと、福音を広めに中国北東部へ出向くよう言われました。わたしはそれを聞いて大喜びし、こう考えました。「ようやくリウ兄弟と一緒に行動せずに済む。今度は僕が輝く番だ。福音を説いて人々を改宗させられれば、その功績は自分だけのものになる。兄弟姉妹もきっと尊敬のまなざしを向けるだろう」。ところが思いもよらぬことに、現地へ出向く途中、身分証がないという理由でわたしは警察に逮捕されました。逃走中の殺人犯か何かだと思われたのです。どんなに説明を試みても、警察は耳を傾けず、三昼夜にわたってわたしを拷問しました。食事や睡眠はおろか、水を一口飲むことさえ許さず、また口と鼻から出血するまで暴行を加えられたので、両目が腫れ上がって開けられないまでになりました。わたしはぼろぼろになり、何度も気絶しました。死が救済に思えるほどです。心は絶望に沈み、かくも邪悪な悪魔たちを憎みました。警察は徹底的な捜査をせず、証拠も何一つないのに、わたしを残酷に尋問しました。そのとき、わたしはひたすら神に祈り、加護と導きを求めました。すると、これはどれも神のお許しを得て起きているのであり、自分は真理を求め、この事態から教訓を学ばなければならないのだと気づき、「なぜこの事態が自分に降りかかっているのか」と自己反省を始めました。まさにそのとき、神の御言葉の一節が頭に浮かんだのです。「あなたがたがこのように求めれば求めるほど、刈り入れる物は少なくなる。地位に対する欲望が強ければ強いほど、その人は深刻に取り扱われ、重大な精錬を受けなければならない。この種の人は無価値である。このような人はこれらの物事を完全に捨て去るため、取り扱いと裁きを十分受ける必要がある。あなたがたが最後までこのように追求するなら、収穫は何もない」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくり考えるにつれ、地位に対する自分の欲望がいかに大きかったかに気づきました。そして、リウ兄弟と一緒に福音を説いていたときのことを考えました。リウ兄弟が優れた交わりを行ない、みんなが彼に尊敬のまなざしを向けているのを見て、自分は嫉妬して彼と張り合い、どちらが優れているか確かめようとした。新信者の前で自分の経験を話すことで、自分を高めて誇示し、みんなから尊敬され、崇められようとした。兄弟姉妹から何の尊敬も得られないと、否定的かつ反抗的になり、リウ兄弟と一緒に行動するのはもう嫌だと考え、型通りに本分を尽くすだけだった。自分は神の証しをするために本分を尽くしていたのでなく、それと引き換えに名声と地位を得ようとしていたのだとわかりました。わたしはあまりに卑劣です！　ひたすら名声と個人の利益を追い求め、かくも深く闇に落ちたにもかかわらず、悔い改めが脳裏をよぎることすらありませんでした。何と反抗的なのでしょう！　それを考えれば考えるほど自分が憎くなり、そこで神に祈りました。「神よ、わたしは本分を尽くす中でいつも地位を追い求め、名声と利益を巡って争っていました。あなたはどれほどそれを憎まれたことでしょう！　いま、あなたはわたしを懲らしめていらっしゃいます。わたしは真剣に自分を反省し、あなたの采配と指揮に従ってまいります。無事に生き延びられれば、自分の地位など脇に捨て、真摯に真理を求めたいと思います」。すると驚いたことに、服従して教訓をいくつか学んだところ、神が慈悲を示してくださいました。警察がシステムからわたしのIDを見つけ、殺人犯でないと気づいてわたしを釈放したのです。

帰宅後、わたしは病院で検査を受けました。すると、右足が骨折し、肋骨も1本折れているとのこと。それから数ヵ月は自宅で療養しつつ、神の御言葉を飲み食いし、自己反省に励みました。そしてある日、神の御言葉の一節を読みました。全能神は言われます。「あなたがたは追求において、個人的な観念や願望や未来をあまりに多く抱きすぎる。現在の働きは、あなたがたの地位に対する欲望や途方もない欲望を取り扱うためのものである。願望、地位、そして観念はどれも典型的なサタン的性質の表われである。これらが人々の心に存在するのは、ひとえにサタンの毒が常に人の考えを腐敗させており、人々がサタンの誘惑を決して払いのけられないというのが理由である。このような人たちは罪のただ中で生活しているが、それを罪と思わず、『わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに祝福を与え、わたしたちのために万事を適切に手配してくださるに違いない。わたしたちは神を信じているので、他人よりも優れており、他の誰よりも地位と将来性が高いはずだ。わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに無限の祝福を与えてくださるに違いない。そうでなければ、神への信仰とは呼ばれないだろう』と考える。長年にわたり、人々が生き延びる上で頼ってきた思考がその人の心を腐敗させ、不誠実で臆病で卑劣になるに至った。そのような人は意志の力や決意が欠けているだけでなく、貪欲で傲慢で強情になった。人間には自我を超越する決意が完全に欠けている上、これら闇の勢力による呪縛を払いのける勇気が少しもない。考えと生活があまりに腐敗しているので、神への信仰に対するその人の見方は依然として耐えがたいほどに醜悪であり、人々が神への信仰に対する自分の見方について語るときでさえ、それはただ聞くに堪えない。人はみな臆病で、無能で、卑劣で、傷つきやすい。闇の勢力に対して嫌悪感を覚えず、光と真理への愛を感じず、それらを排除しようと全力を尽くす。あなたがたの現在における考え方や見方は、このようなものではないだろうか。『わたしは神を信じているのだから、ひたすら祝福を浴び、地位は決して下がらず、不信者の地位よりも高いと保証されているはずだ』。このような見方があなたがたの中にあるのは、一、二年間のことではなく、長年にわたってである。あなたがたは取引しようという考え方をあまりに発達させている。あなたがたは現在のこの段階まで達したが、依然として地位を捨て去っておらず、いつか地位がなくなり、名前が汚されるのではないかと深く恐れ、地位について尋ね回り、観察しようと日々奮闘している。人々は安楽への欲求を決して捨て去らなかった。……あなたがたにとって、自分の将来の見込みや終着点を脇にのけるのは難しい。あなたがたは今や信者であり、働きのこの段階に関する認識が多少ある。しかし依然として地位への欲望を脇にのけていない。自分の地位が高ければしっかり追求するが、地位が低いと追求しなくなる。地位の祝福のことが常に心の中にあるのだ。大半の人が自分から消極性を取り除けないのはなぜか。その答えは常に、将来の見込みが厳しいせいではないか」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。

また、神の御言葉の賛美歌にも耳を傾けました。「人は肉の中で生きているが、それは人間地獄の中で生きることであり、神の裁きと刑罰がなければ、人間はサタンと同様に汚れている。神の刑罰と裁きは人間にとって最高の加護、そして最も素晴らしい恵みであり、人間が目を覚まし、肉を憎み、サタンを憎むことができるのは、神の刑罰と裁きによる他ない。神の厳しい懲らしめは、人間をサタンの支配から解放し、自分の狭い世界から解放するとともに、神の臨在が放つ光の中で生きられるようにする。刑罰と裁き以上に優れた救いはない」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「神の刑罰と裁きは人の救いの光」より）。この賛美歌を聴いていると、涙がこぼれて仕方ありませんでした。神が裁いて懲らしめるのは、人を憎んでいらっしゃるからでなく、人を救おうとされているからだと、わたしはようやく気づきました。名声と地位を追い求めるというわたしの誤った見方を、神は正そうとしてくださったのです。わたしは子どものころから、「出世して先祖に栄誉をもたらす」や「人は上をめざし、水は下に流れる」といったサタンの害毒に頼って生きてきました。機会があるたび他の人たちの上に立とうとし、それを夢見るまでになったのです。主を信じるようになったあとは、犠牲を払って自分を費やしましたが、それはただ兄弟姉妹から尊敬され、崇められるよう、高い地位を得るためでした。キリストの横に並び、王のように支配することさえ望みました。わたしの野心には際限がなかったのです！　全能神の福音を聞いて、主が到来されたことを知ったものの、指導者の地位を諦めきれないせいでそれを受け入れるのを嫌がり、信仰心の篤い人たちを神の御国に入らせない悪しき僕になるところでした。全能神を信じてからの2年間、表面的には指導者の地位に恋々としていないように見えていましたが、心はいまだ名声と地位に支配されていました。兄弟姉妹に尊敬され、崇められると嬉しくなり、本分にも力が入りましたが、彼らの関心がこちらに向かないと、意気消沈して動揺し、本分を尽くすのが嫌になりました。自分が本分を尽くしているのは、真理を追い求めて性質を変えるため、あるいは神に認めていただくためでなく、みんなの上に立って他の人たちに尊敬されるため、自分の野心と欲望を満たすため。厚かましくも神を利用し、神を騙そうとしていたのではないでしょうか？　わたしは神に反抗していたのです！　そうしたサタンの害毒に頼って生き、ますます傲慢になって、人間性や理知などひとかけらもありませんでした。神の御言葉による裁きと暴き、また神の懲らしめがなければ、わたしはサタンによる堕落の深さにも、地位への欲望の大きさにも気づかなかったでしょう。地位の祝福をさらに追い求め、ますます腐敗し、しまいには神に呪われ、懲罰されていたはずです。神が何をなさろうと、それが裁きであろうと、懲らしめであろうと、刑罰であろうと、あるいは鍛錬であろうと、どれも人類のための救いと愛なのだと、わたしはようやく認識するようになりました。

その後、この神の御言葉を読みました。「人が本来の本分と地位に立ち返ることを要求するというのが、神の観点である。人は神の被造物なのだから、自分の立場を越えて神に要求をしてはならず、ただ神の被造物として本分を尽くすべきなのである」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。「神の被造物である人間も、人の本分を尽くさなければならない。人が万物の主人であろうと管理者であろうと、また万物の中で人の地位がどれほど高くても、所詮は神の支配下にある取るに足らない一人の人間、神の被造物に過ぎず、神の上に立つことは決してない。神の被造物である人間は、被造物の本分を尽くすこと、そして他の選択をせずに神を愛することを追い求めねばならない。神こそが人の愛にふさわしいからである。神を愛することを追い求めるのであれば、それ以外の個人的な利益を求めたり、自分が切望する物事を追求したりしてはならない。これが追求の最も正しい形である。あなたの求めるものが真理であり、実践するものが真理であり、あなたの得るものが自分の性質の変化であるなら、あなたが歩む道は正しい。あなたの求めるものが肉の祝福であり、実践するものが自身の観念の中にある真理であり、自分の性質に変化がなく、受肉した神にまったく従わず、いまだ漠然とした状態の中で生きているのであれば、あなたが追い求めるものは必ずや、あなたを地獄へと導く。なぜなら、あなたが歩む道は失敗の道だからである。あなたが完全にされるか淘汰されるかは、あなた自身の追求にかかっている。つまり、成功するか失敗するかはその人が歩む道にかかっているのだ」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉を読んだあと、被造物である自分は正しい場所を占め、神を愛し、神に従い、自分の堕落した性質を捨て、被造物として立派に本分を尽くさなければならないのだと理解しました。正しい追求はこれしかありません。また、人が救いを得て完全にされるかどうかは、その人に地位があるかどうかとは無関係なのだと気づきました。どのような本分を尽くしていようと、神はその人の誠実さと従順さをご覧になっており、その人が真理を求めているかどうか、いのちの性質が変わったかどうかを確かめようとなさっています。それに気づいたわたしは、神に祈りを捧げました。「この先どのような本分を尽くそうと、また自分に地位があろうとなかろうと、わたしは真摯に真理を追い求め、被造物としての本分を立派に尽くしてまいります」。怪我が回復に向かい、再び福音を広めに出かけられるようになるまで、それから2ヵ月以上かかりました。その間に変わったことと言えば、自分に地位がないとはもはや考えなくなったこと、そして他の人たちと一緒に働くとき、自分が一番になろうとは思わなくなったことです。ただ自分の本分を尽くしていることが、神に引き上げていただいたことの証明だと感じたのです。

それから何年も過ぎ、自分は地位の束縛と足かせから解放されたと思っていました。しかし神が新たな状況を用意なさると、地位への欲望がまたも醜い頭をもたげたのです。それは2012年の冬のことでした。当時、警察は狂ったようにクリスチャンを逮捕しており、とても厳しい時期だったのですが、ある日のこと、指導者と執事の一団がわたしたちの村で集会を開きました。すると、わたしがいくぶん時間を持て余していることを知った指導者の1人が、街頭に立って見張り役を務めてくれないかと頼んできました。わたしはそれを聞いてとても不満でしたが、兄弟姉妹の安全を考えて同意しました。そしてその指導者が去ったあと、心の中でこう考えました。「自分は長年指導者を務め、いつも福音を宣べ伝えていた。見張りなんてつまらない仕事、一般信者を何人か見つけて任せればいいのに。どうして僕がしなければならないんだ？　みんながここで集会をしている間、僕は寒さに晒されながら、危険を冒すことになる。これは自分に地位がないせいじゃないか？　指導者だったなら、こんな風に見張りを務める必要なんかないはずだ」。すると突如、地位への欲望が再び悪事を働こうとしていることに気づいたので、急いで神に祈りました。「神よ、わたしはいま、この屈辱的な本分を押しつけられ、地位への欲望がまたも湧き上がっています。神よ、地位に縛られるのはもう嫌です。地位の足かせを捨て去れるよう、どうかわたしをお導きください」。その後、この神の御言葉を読みました。「パウロを特に偶像化する人がいます。出かけて行って演説をし、働きを行うのが好きで、集会に参加して説教することを好みます。人が自分の話を聞いてくれ、自分を崇拝してくれ、自分を取り囲んでくれるのが好きです。人の心の中に地位を持つのが好きで、自分が示すイメージを他の人に高く評価されると喜びます。このような振る舞いから、この人の本性を分析してみましょう。こうした人の本性はどのようなものですか。本当にこのように振る舞うなら、傲慢で思い上がっていることはそれで十分にわかります。神をまったく崇拝していないのです。高い地位を求め、人に対し権威を持ちたい、人を占有したい、人の心の中の地位が欲しいと願います。これは典型的なサタンの姿です。彼らの本性の際立った側面は、傲慢さと思い上がり、神を崇拝する気のなさ、そして人から崇拝されたいという願望です。このような振る舞いにより、その本性をはっきりと見極めることができます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。御言葉を読んだあと、自分はいつも高い地位を求め、他の人たちに尊敬され、崇められることを常に望んでいるのだと気づきました。他の人たちの心の中で位置を得たいと望んでいたわけですが、それは実質的に、他の人たちの心を占領したいということです。わたしは人を巡って神と競っていたのです！　何と傲慢な本性でしょう！　パウロがいつも自分を高めて自分の証しをし、他の人たちに自分を尊敬させ、また崇めさせ、そのために「わたしにとっては、生きることはキリストであり、死ぬことは益である」（ピリピ人への手紙 1:21）と言ったことを、わたしは考えました。そのせいでほとんどの人が彼を尊敬して崇め、人の心の中で彼の占める地位が、主イエスのそれを上回るまでになりました。そのときわたしが考え、追い求めていたことは、パウロとまったく同じではなかったでしょうか？　わたしはまさに、神に逆らう反キリストの道を歩み、神と人を心から嫌悪させ、懲罰に値する存在になっていました。終わりの日、神は人々を清めて救うために真理を表わされますが、わたしは長年にわたる信仰にもかかわらず、真理を追い求めるべく努力することも、神に従い、神を崇める人に変わろうと考えることもありませんでした。その代わり、地位の追求に思考と精力を残らず注ぎ込んだのです。このまま続けていれば、神に呪われ懲罰されるでしょう。自分はなんと馬鹿だったのか！

その後、この神の御言葉を読みました。「人は概して何も誇るべきことがない被造物である。あなたがたは神の被造物なのだから、被造物の本分を尽くさなければならない。あなたがたに要求されていることはそれ以外にない。あなたはこのように祈るべきである。『神よ、わたしに地位があろうとなかろうと、わたしは今や自分を理解しています。わたしの地位が高いのであれば、それはあなたの称揚のためであり、わたしの地位が低いのであれば、それはあなたがそのように定められたからです。すべてはあなたの御手の中にあります。わたしには選択肢も不満も一切ありません。わたしがこの国で、この民のもとに生まれること、そしてわたしが行なうべきことは、ただあなたの支配に完全に服従することであると、あなたは定められました。なぜなら万事はあなたの定めの中にあるからです。わたしは地位を考えません。つまるところ、わたしは一つの被造物でしかないからです。あなたがわたしを底なし穴や、火と硫黄の池に落とされたとしても、わたしは被造物に過ぎません。あなたがわたしを用いられるとしても、わたしは被造物です。あなたがわたしを完全になさっても、わたしはやはり被造物です。あなたがわたしを完全にされなかったとしても、それでもわたしはあなたを愛します。なぜなら、わたしは被造物でしかないからです。わたしは創造主によって造られた極めて小さな被造物、造られたすべての人間の一人でしかありません。わたしを造られたのはあなたであり、そして今、あなたはわたしを再度ご自身の御手に取られ、あなたの御心のままになさってきました。わたしはあなたの道具となり、引き立て役となることをいといません。なぜなら、万事はあなたが定められたことだからです。それは誰にも変えられません。すべてのものと出来事は、あなたの御手の中にあります』。その時になると、あなたはもはや地位を考えず、そこから自由になるだろう。そのとき初めて、あなたは確信をもって堂々と求めることができ、そうして初めてあなたの心はあらゆる束縛から自由になれる」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読んだあと、ある人が高い地位にいる場合、それは神がその人を引き上げられたからであり、また低い地位にいるとすれば、それは神によって予め定められたことなのだと、わたしは理解しました。神が人をどう扱われようと、またどこに置かれようと、わたしたちは常に服従し、立派に本分を尽くすべきであり、文句を言ってはなりません。そうするのが理知のあること、本物の被造物が行なうことです。これを理解したわたしは、進んで服従して真理を実践するようになり、それ以降は見張りの任務に専念しました。自分が見張りに立つことで、指導者と執事は安全に集会を開けるのです。その後も何度か、見張りに立つよう指導者から頼まれましたが、わたしは地位の高低をもはや考えず、心はとても解放され、穏やかでした。

この年月、神はわたしを暴く状況を何度も用意され、御言葉を使ってわたしを裁き、罰しました。わたしはそのおかげで、サタンによる堕落の深さと、地位への欲望の大きさを本当に理解するようになりました。また地位とは、サタンが人を縛りつけておくために用いる手段なのだとはっきり気づきました。地位を追い求めれば追い求めるほど、サタンはその人を傷つけ、もてあそび、その人はますます神に逆らい、抵抗するようになります。さらに、人は救われるべく、神への信仰の中で何を追求すべきなのかも理解するようになりました。地位への欲望がかくも強く、野心がかくも大きかった私がいまのように変わり、神の指揮と采配に従い、従順に本分を尽くせるようになったのは、ひとえに神の裁きと刑罰のおかげです。神はわたしのために、かくも血のにじむような努力をしてくださいました。全能神による救いに心の底から感謝します！


28. 自らの本分への専心

韓国　仰慕

私は以前、神をたたえて歌い踊る兄弟姉妹を見ると――羨ましいと思っていました。自分も舞台上で歌い、神に証しできる日を夢見て――それほど名誉なことはないと思っていました。その日は、思っていたよりも早くやってきました。

2018年５月、「神の国の讃歌」の合唱の練習に加わることになったのです。当初、歌や踊りを習ったことのない私にとって、練習はとても大変でした。歌うときは緊張で顔がこわばり――踊るときは、いつもテンポがずれていました。でも、へこたれませんでした。「神の国の讃歌」は、すべての人類に対する神の到来の証しだと考えると――たちまち英気が養われ、祈りを続けられました。歌と踊りに全力を注ごうと、心に決めていました。次第に、神に導かれ――数カ月後には、落ち着いて取り組めるようになりました。兄弟姉妹の表現を指導するほどにもなりました。自分に満足するようになった私は、思いました。「私の表現と動きは今や突出している撮影では、間違いなく最前列に置かれるだろうその映像を、故郷の兄弟姉妹が見たら――飛びあがって喜ぶはずきっと羨ましがり、私を尊敬するわ」そう考えるとうれしくて、いくらでも練習への力が湧いてきました。練習で汗まみれになって体が痛んでも、気が休まりませんでした。十分に動けていないと、前列に置いてもらえないかもしれません。そうなれば、自分を見てもらうチャンスが減ってしまいます。どれだけつらく難しい練習も、最善を尽くす必要がありました。撮影が近づいたあるとき、監督が出演者の立ち位置を発表しました。ドキドキしながらリストを開いて、自分の名前を探すと――私の名前は７列目にありました。一瞬、自分の目を疑いました。なぜ私がそんなに後ろなの？何かの間違いでは？私の表現と動きは完璧だった兄弟姉妹の練習の手伝いだってしていた私は前列に配置されるべきよなのに後列だなんて映像に映らなければ、私のシーンがなければ――兄弟姉妹に気づいてもらえないその思いから、私は不満を募らせました。その後の練習では、歌に喜びを込めることも、踊りに力を注ぐこともできませんでした。いつも、ふてくされていて――表現や動きの良くない姉妹が前３列にいるのを見ると、特に不機嫌になりました。理解できなかったのです。彼女たちの何が私より優れているの？なぜ彼女たちが前列で、私が後列に押しやられるの？　嫉妬に駆られ、現実を受け入れられずにいました。そんなとき、気づきました。概して私よりも上手な兄弟姉妹が――さらに後列に置かれていたのです。でも彼らは、そんなことは全く関係ないかのように――穏やかに練習に取り組んでいました。私は戸惑いました。彼らは後列でも、従順かつ活発に本分を尽くしているなぜ私には、それが難しいの？なぜ従えないの？私は間違ってるの？そんな自責の念に少し駆られましたが――真理を求めて内省することはありませんでした。自分の立ち位置について、まだ納得できていなかったのです。

数日後、監督が出演者の配置を少し変更しました。前列に移動できるだろうかと、ひそかに期待しました。でも変更結果を見て、泣きたくなりました。私は、カメラに映りそうもない――最後列の端っこに配置されていました。それよりも驚いたのは――練習に参加して間もない姉妹たちが私の真ん前の位置だったのです。私は心を打ち砕かれ、平静を失いました。映像に出演するために、表現と動きを懸命に練習してきたのに――なぜ、ろくに映りもしない位置に格下げなの？これでは顔が映るチャンスは少しもない。私は小道具も同然だわ出演する意味なんてある？このことが分かっていたら、練習に励んだりしなかった心が折れた私は、事実を受け入れられずにいました。その数日後、練習中に足首を捻挫しました。私は思いました。「これで捻挫を理由に休める。くたくたになるまで毎日頑張る必要もない」「後列なのだから、どうせ誰にも見られない。練習を頑張る必要なんかある？」私は練習を遅刻早退するようになり、練習がきつくなると脇で休むようになりました。それに気づいた姉妹たちが、私に言いました。「もうすぐ撮影が始まる練習に参加していなければ、周りの人と息が合わなくなるもたもたしてる暇はないわ」そう言われて私は動揺し、申し訳なくなりました。撮影日は20日間しかありませんでした。私が練習に打ち込まなければ、映像制作が遅れてしまうかもしれません。皆に迷惑をかけてしまいます。突然、怖くなりました。なぜ私は、そこまで堕落していたのでしょう。自分を振り返り、気づきました。後列に追いやられ、注目される機会を失ってからというもの――言い訳をして抵抗し、自分の本分に対する意欲を失っていました。最低限のことを形だけ行い――神に抵抗し、敵対していました。悪化する一方の捻挫は、神が私を懲らしめていたのでしょう。そのまま抵抗を続けていれば、注目を浴びるどころか――出演することもできず、本分を失いすらしていたでしょう。その晩、苦悩と自責の念のなか、ひざまずいて祈りました。「神様後列に配置されたことで、私は気分を害していました不満を募らせて従うことができず――本分を十分に尽くさず、おろそかにしていました反抗的な態度で、あなたを失望させました神様、この状態から抜け出せるよう、お導きください」。

そして、御言葉を読みました。「地位や体面、名声に触れるとすぐ、みな期待に胸を躍らせ、自分が傑出し、名声や評価を得ることをいつも欲します。誰も譲歩したがらず、競うことは恥であり、神の家では許されないにもかかわらず、常に競おうとします。競争しないと気が済まないのです。あなたがたは、傑出した者を見ると嫉妬し、憎み、不公平だと感じます。『自分が傑出できないのはなぜだろう。傑出するのが常にあの人で、自分の番が回ってこないのはなぜだろう』。そして一種の憤りを感じます。あなたがたはそれを抑えようとしても抑えられません。神に祈り、しばらく気分が楽になるものの、そのような状況に再び直面するやいなや、それを克服できません。それは未熟な霊的背丈を示すものではありませんか。こうした状態に陥ることは罠ではないですか。これらは人を束縛する、サタンの堕落した本性の足かせなのです。これらの堕落した性質を捨て去ったなら、その人は自由で解放されているのではないですか。次のことを考えてみなさい。こうした状況に陥るのを避け、それらから逃れ、こうした物事の苦痛や束縛から自由になりたいなら、その人はどのような変化を遂げなければならないのか。真に自由になって解放されるのに先立ち、その人は何を得なければならないのか。その一方で、人は物事を見抜けなければなりません。つまり、名声や富や地位は、サタンが人々を堕落させ、罠にはめ、傷つけ、堕落させるために用いる道具に過ぎないのです。理論的に言えば、あなたはまずこのことについてはっきり認識しなければなりません。さらに、これらの物事を捨てて脇にのけることを学ぶ必要があります。……さもないと、葛藤すればするほど闇に包まれ、嫉妬や憎しみを感じ、欲望が強くなるだけです。欲望が強くなればなるほどそれを得られなくなり、得るものが少ないほど憎しみが増します。憎しみが増すにつれ、あなたの内面は一層暗くなります。内面が暗くなればなるほど本分を立派に尽くさないようになり、本分を立派に尽くさないほどあなたは無益になります。これは相互に関連する悪循環です。こうした状態では本分を立派に尽くすことなど決してできず、やがてあなたは次第に淘汰されます」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。これを読み、少し目が覚めました。御言葉は、私の状態を正確に暴いていました。私は合唱に加わってから――練習に慣れるにつれ、兄弟姉妹の表現練習も指導するようにもなりました。自分は皆より優れている。撮影では前列に立てるだろう「この作品で注目を浴びるかも」そう期待して、全力で取り組みました。苦しく疲れるものでも嫌がらず、表現と動きの練習に専念しました。でも自分の立ち位置がはるか後方であることが分かり――注目を浴びるという期待は打ち砕かれました。私は監督の考えに不満を抱き――前列のメンバーを認めず、彼らに嫉妬しました。不当な配置だと誤解して、不平を言いました。神を説得して張り合おうと試み、後ろ向きな態度で本分をなおざりにしました。練習に力を注いだことを後悔すらしました。そんな自分の動機や態度を振り返り、気づきました。私は本分を尽くすに当たって、神の意図や神への証しを――考慮していませんでした。それどころか、注目を集めたい、人々から尊敬されたいと思っていました。それは、自分の評判と地位のために奮闘していただけではないでしょうか。なんて自己中心的で卑劣だったのでしょう。合唱に参加できたのは、神が私を引き上げていたからです。でも私は良心と理知に欠き――本分を尽くして神を満たす方法を考えずに、自分が注目を浴びようと尽力しました。注目を集められないと分かると怒って不満を言い、どんどん暗闇へ落ちていきました。ついには本分を十分に尽くさず、神を怒らせました。そんな私は、サタンのわなに陥っていたのでは？出演せずに舞台裏で本分を尽くす兄弟姉妹たちも存在しました。彼らは文句も言わずに、地に足をつけて懸命に働いていました。彼らに比べたら、私には何の価値もありません。善悪を見定められない私には、神に多大なる借りがある「反抗をやめ、神に悔い改めたい」そう思いました。

その後、神の御言葉を読みました。「あなたは、そうした物事を捨て去って脇にのけ、他人を推薦し、他人が傑出するのを認められるようにならなければなりません。傑出したり栄誉を得られたりする機会が到来した瞬間、それを利用しようと争ったり、焦ったりしてはいけません。引き下がることを覚えて、本分を尽くすことを遅らせてはなりません。人知れず静かに本分を尽くす人、忠実に本分を尽くしつつ他人に自己顕示しない人になりなさい。自分の体面と地位を捨てれば捨てるほど、また自分の利益を捨てれば捨てるほど、心は一層安らかになり、心の中にますます余裕ができて、自分の状態も改善されます。葛藤して競えば競うほど、自分の状態は暗くなります。それが信じられなければ試してみればいいでしょう。こうした状態を解決したいと望み、そうした物事に支配されたくないのであれば、まずはそれらを捨て去る必要があります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は、実践の道を与えてくれました。私に必要なのは――注目を浴びたいと思ったときに、神に祈り、自分自身に背き、願望を手放すこと。神の要求に一致する本分の尽くし方を、もっと考えること。そして、自分の動きを正し、しっかり歌うことでした。「神の国の讃歌」への出演は、自分の立ち位置にかかわらず――被造物として本分を尽くす機会であることに気づきました。神は、人々が本分に専念しているかどうかを、立ち位置で判断しません。誠実さと、真理を実践し、神に従っているかどうかで判断します。神の意図を理解したことで気持ちが和らいだ私は、こう祈りました。「神様。もう、あなたに逆らいたくありません自分の立ち位置がどこであろうと、誰からも見えない最後列であろうと――あなたを満足させるために、本分を尽くす所存です」。

その後の練習では、いつも私は後ろ２列にいました。このままでは一度も映らず、誰からも褒めてもらえないかもしれないそんな思いが頭をよぎり――迷いが生じることもありました。そんなときは急いで、心が落ち着くよう神に祈りました。そして、じっくり考えました。それぞれの歌詞に神が要求されるものを――どう表現するか、振り付けをどう力いっぱい踊るか。それらのことに全身全霊を注ぐようになると――すぐ近くに神を感じられ、自分の立ち位置が気にならなくなりました。すると驚くことに――撮影日が近づくにつれて、私は前方へ前方へと移動になったのです。私が映るシーンすら与えられました。実践の機会を与えてくれた神に感謝しました。撮影の日々も、私は感謝の気持ちを持って過ごしました。本分に悔いが残らないよう、撮影のたびに心血を注ぎました。最後のシーンになると、私は――カメラからすぐそばの最前列に配置されました。ただただ驚きながらも、心から光栄に思いました。何度も神に感謝し、素晴らしい表現をしようと心に決めました。私は心を弾ませながら、最前列へ行きました。すると、あらゆるライトとカメラが私に向けられ――姉妹が駆け寄ってきて、衣装、メイク、ヘアスタイルを整えてくれました。突然、注目を一心に浴び、皆が自分を見ているかのような感覚を覚え――沸き上がる興奮を抑えられませんでした。最前列に立てるとは夢にも思っていませんでした。撮影がうまくいけば、きっと大勢の人々に自分を見てもらえる名声を得られるかもしれない自分の中で、言葉にできない思いが高まりました。その瞬間――自分が正しい状態にないことに気づきました。私は再び、注目を集めたいと願っていたのです。すぐに神に祈り、自分に背こうとしました。それでも間違った考えを抑えきれず――落ち着くことができませんでした。２～３テイク撮っても、集中できません。すると監督が言いました。正しい心構えを持つように私は不安になりました。監督は私の表現が悪いと思ったのではないか。私を再び後ろにやるのではないかそうすれば、自分を見てもらえる機会を失うのではないかでも、自分の利益ばかり考えてはいけないことに気づきました。本分を尽くせるように、自分の状態を調整できなければなりません。心の中で、激しい葛藤が起こりました。しっかり本分を尽くしたい思いと、注目を浴びる機会を失う不安との葛藤でした。結果、ひどく緊張しました。５テイク連続で撮影しましたが、ずっと集中できずに顔がこわばっていました。撮影を終えると、自分が学んだことを興奮して話す姉妹たちの姿を見ました。感動のあまり、泣き出す姉妹もいました。自らを鼓舞することができなかった私は、落胆し――すぐにその場を後にしました。

帰り道では――ちゃんと撮影で表現できなかったことに対する罪悪感でいっぱいでした。兄弟姉妹は皆、誠実な心と純真な笑顔を神にささげたというのに――私は、自分が目立つことしか考えていませんでした。神への証しにおいて、私の表現は全く十分ではありませんでした。神は私の本分に満足しないでしょう。大声で泣きたい気分でした。神に言いました。「神様、最後のシーンの撮影に後悔していますもう注目を集めたいなんて思いません誰からも見えない、カメラからも見えない後方に戻りたいですあなたのために、純粋で誠実な心で歌うことさえできれば――幸せで穏やかな気持ちになり、罪悪感を持つこともありませんでも、もう遅すぎます。借りを埋め合わせできません」そう思えば思うほど心が痛み、自分の本分の尽くし方を悔やみました。

心を落ち着かせ、よく考えました。なぜ、肉に背き、真理を実践することが難しくなるほど――目立ち、注目を浴びたいという思いが強いのか。そして、神の御言葉を読みました。「あなたが何を好み、何に注目し、何を崇拝し、何をうらやみ、毎日心の中で何について考えているのかは、みなあなたの本性を表している。あなたの本性は不義を好み、深刻な場合はあなたの本性は邪悪で救い難いと証明するにはこれで十分だ。あなたはそのように自分の本性を分析すべきである。つまり、自分が生活において何を好み、何を捨てるのかを検証しなさい。あなたは一時的には誰かに好意的かもしれませんが、それはあなたがその人を好きだという証拠にはなりません。あなたがほんとうに好きな物事は、まさにあなたの本性の中にあるものである。たとえ骨折しようが、なお楽しみ、決して手放すことのできないものである。これを変えるのは容易ではない」（「性質の変化について知るべきこと」『キリストの言葉の記録』）。「人々が自分の本性の中で好んでいるものを掘り起こすことに加え、自分の本性に関するその他の側面もまた掘り起こす必要があります。たとえば、物事への視点、人の生き様と人生の目標、人生に対する価値観と人生観、そして真理に関するあらゆることへの観点です。それらはみな、人の魂の奥深くに存在する事柄であり、性質の変化と直接関係しています」（「性質の変化について知るべきこと」『キリストの言葉の記録』）。御言葉によって、私は理解できました。人間が考え、好み、追求するものはすべて、本性から生じています。そして、本性に支配されているのです。私は自分に問いかけました。本分において、ずっと私が重視し、追求していたものは何だろう自分の立ち位置が前方に近づくにつれ――より頻繁にカメラに映るようになりました。前列に立って注目され、周りの羨望と尊敬を一身に集められるかもしれないそのことばかり、考えるようになりました。特に、最前列に立った最後のシーンでは――偉業を達成したスターになったような気分でした。もはや自分の願望をコントロールできませんでした。注目されたい。カメラに自分の最高の顔を見せたい私を知る兄弟姉妹を驚かせ――自分にとって一生の素晴らしい思い出にしたい私にはそれほど名声が大切で、心に深く潜り込んでいたのです。その考えは心の奥深くまで潜り込み、私の本性そのものになっていました。その後、神の御言葉を読みました。「堕落したサタン的性質は人々にとても深く根ざし、彼らのいのちになっています。人々はいったい何を求め、何を得ようと望んでいるのでしょうか。堕落したサタン的性質に突き動かされている人の理想、希望、野心、および人生の目標と方向はどのようなものでしょうか。それらは肯定的な物事に真っ向から反しているのではないですか。まず、人は名声を得て有名人になることを常に望んでいます。大きな名声と信望を得て、先祖に栄誉をもたらすことを望んでいるのです。それらは肯定的な物事ですか。それらは肯定的な物事とまったく一致しません。そのうえ、神が人類の運命を支配しているという法則にも真っ向から反しています。わたしがそのように言うのはなぜでしょうか。どのような人を神は望んでいますか。偉人、有名人、高貴な人、あるいは世を揺るがす人を望んでいるのですか。（違います。）では、神はどのような人を望んでいるのですか。神が望んでいるのは、地に足をつけ、神の被造物にふさわしくなることを求め、被造物の本分を尽くすことができ、人間の立場を守れる人です」（「真理を探し求め神に頼ることだけが堕落した性質を解決できる」『キリストの言葉の記録』）。「あなたはいつも偉大さや崇高さや威厳を求めています。つまり称揚されることをいつも求めているのです。神はこれを見てどのように感じますか。神はそれを憎み、見たいとも思いません。あなたが偉大さや崇高さ、あるいは他人に優ること、卓越すること、傑出すること、注目されることを追い求めるほど、神はあなたに嫌悪を抱きます。神に嫌悪される人になってはいけません！　では、どのようにすればそれを実現できますか。人の立場に立ちつつ、着実に物事を行ないなさい。ぼんやり夢を見たり、名声を求めたり、傑出しようとしたりしてはならず、それ以上に、すべての人を超える偉人、あるいは人々の中で傑出し、他人に崇められる人になろうとしてはいけません。それはサタンが歩む道であり、神はそのような被造物を望みません。最後に神の働きがすべて終わるとき、このようなことを追い求める人が依然としているなら、その人の結末は一つしかありません。すなわち淘汰です」（「本分を正しく果たすには調和的協力が必要である」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉で、私は目が覚めました。なぜ、私は目立つことを好むのか。なぜ、それほど虚栄心が強いのか。それはすべて、サタンの教育と堕落によるものでした。「出世して先祖に栄誉をもたらす」「人は上をめざし、水は下に流れる」これらの毒が浸透し――間違った人生観を私に与えていました。私は評判と地位を求め、他者より良い生活を送ることを前向きにとらえ――人生の目標にしていました。何をするにしても注目を集めたい、他者から尊敬されたいと願い――羨まれたいと思っていました。他者より良い人生を送ることが、名誉なことだと思っていました。だから評判と地位への愛が強かったのです。それまでも、学校や他者との関係において――常に自分が優れていたいと思っていました。皆より先を行き、脚光を浴びたいと願っていました。誰かに注目してもらえると、うれしくてたまりませんでした。どんなときも、誰からも気づかれず、何の結果も残せないと――我慢できませんでした。地位を得るために戦い、失敗すると苦痛でした。サタンに毒された状態で生き、いつも他者から尊敬されたいと思っていました。そういった思いは、まるで足かせのように、私の考えを支配していたのです。結果、神への証しとなる映像制作を、自分を誇示する道具のように感じていました。自らの本分を、願望を満たす踏み台のようにとらえ――注目を浴びる方法しか考えていませんでした。本分を尽くすことや、神を満たすことは頭になかったのです。私のサタンの毒と性質は、解消されていませんでした。本分を尽くして神を満たせないどころか――神に背き抵抗した私は、排除されてしまうでしょう。

その後、このような神の御言葉を読みました。「神が人に求めるのは、ある一定数の仕事を完了させたり、何らかの大事業を成し遂げたりする能力ではありません。また神は、その人たちが何らかの大事業に乗り出すことも必要としていません。神が望むのは、人々が地に足をつけて全力を尽くし、神の言葉通りに生きられるようになることです。あなたが偉大になったり栄誉を得たりすること、あるいは何らかの奇跡を起こすことを神は必要としておらず、またあなたの中に何らかの嬉しい驚きを見出すことも望んでいません。神はそのようなことを必要としていないのです。神が必要としているのはひとえに、あなたが神の言葉に耳を傾けることであり、また聞いたあとはそれを心に留め、地に足をつけてその通りに実践することです。それによって神の言葉はあなたが生きるもの、あなたのいのちとなります。このようにして神の旨は満たされるのです」（「本分を正しく果たすには調和的協力が必要である」『キリストの言葉の記録』）。神の意図とは、私たちが真理を追求し、完全に正直な人間になることです。そして神の取り決めと采配に従い、全力で本分を尽くすことです。そのために私たちが努力することで、神は満たされます。私は、その意図を理解せず、評判と地位を心から追い求めていました。その結果、本分を尽くせず、神を失望させてしまいました。でも、ひどく堕落していた私を、神は見捨てませんでした。私の立ち位置を何度も変えることで、誤った見方を暴きました。それによって私は、自分の堕落したサタンの性質に気づき、考えを正し、変わることができました。そんな神の愛に、深く感動しました。そして祈りをささげました。「神様、もう私は目立ちたいとも尊敬されたいとも思いませんそのような願望は、私を苦しめるだけです本分において、神様を満たせず、罪の意識に悩まされてしまいます今後は、神様の御言葉に沿った実践だけを望みます立ち位置や、注目を集められるかどうかに関係なく――神様に対する従順な心で、神様をたたえて歌うことで本分を尽くし――神様を満たすことだけを願います」その後のリテイクでは――後列に行くことも、前列に行くこともありました。練習だけに参加して、撮影には参加しないこともありました。それによって動揺することもありました。それでも神に祈り、御言葉を読み上げることで考え方を調整し――利己的な願望を手放すことができました。立ち位置が変わった影響で、本分を尽くせない姉妹を――見かけることもありました。そんなときは、関連する神の御言葉を見つけ――自分の経験に関連づけて、姉妹を助けられました。この本分の尽くし方は、心が静まる有意義なものでした。その後、監督は再び、私を前列に立たせました。でも、もう私は目立とうとはしませんでした。「カメラに映ることは、私の責任であり証しである」そう感じました。そして、しっかり歌い、本分を尽くすことに専念しました。あるシーンで、私は最後列にいました。こんな御言葉を歌うシーンでした。「勝利の旗を揚げて神のために祝え！」「勝利の歌を歌い、神の聖なる名を広めよ！」私は思いました。サタンによって堕落させられ、評判と地位を求めたことで――神を満たすための本分を尽くせず、神を深く傷つけてしまった今日は、心から神をたたえなければならない。神に最高の歌をささげなければそうすればサタンは恥じ入り、打ち負かされるだろうその思いで、神をたたえて歌っていると――それまでに経験したことのない心の平安と、喜びを感じました。誇りと正義も感じられました。

大規模な合唱作品「神の国の讃歌」は、ほどなくしてネット上で公開され――兄弟姉妹も私たちも皆、その映像を興奮しながら見ました。映像では、大勢の神の選民たちが、オリーブ山の前で誇り高く歌っていました。その「人々は歓声を上げ、神を讃える」の様子に――私の心は深い感動に震え、感謝の涙があふれ出てきました。この出来事を１つずつ思い返すと――最初は、立ち位置に左右され、本分に心血を注げませんでした。でも最後には、評判と地位への願望に惑わされなくなり――前列でも後列でも、気にならなくなりました。ただ被造物としての立場で、自由に歌い、神への証しをしました。それはすべて、私に対する神の働きの実りでした。神に感謝を。


29. 解き放たれた私の心

スペイン弥補

「人生において、人が清められ、性質の変化を実現することを望み、有意義な人生を生き抜き、被造物としての自分の本分を尽くすことを望むのであれば、その人は神の刑罰と裁きを受け入れるべきであり、神の鍛錬と打ちのめしが自分から離れないようにし、そうすることで、サタンによる操りと影響から逃れて神の光の中で生きられるようにしなければならない。神の刑罰と裁きは光であり、人間の救いの光であり、人間にとって、それ以上の祝福と恵みと守りはないということを知らなければならない」（「神の刑罰と裁きは人の救いの光」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）この御言葉を読むと、過去の経験を思い出します。

2016年10月、私が振付を手伝った音楽ビデオがネット公開されました。兄弟姉妹にもとても好評で、私は教会の舞踊班の責任者に推薦されたの。とてもうれしくて、神に祈った。この本分をしっかり尽くし、神に証しをしますと。舞踊班の仕事は瞬く間に軌道に乗り、兄弟姉妹から踊りの相談を受けるようになりました。虚栄心が満たされ、自分は教会に欠かせない人材だと思った。間もなく、教会指導者の手配によって葉姉妹がパートナーになりました。とてもうれしかった。葉姉妹はプロダンサーとしての経験があるし、私とは違う種類の踊りが上手だから、互いの短所を補って、本分を尽くせると思ったの。その後、音楽ビデオの撮影準備に入ると、葉姉妹の振付案は私のものより洞察力に優れていることが分かり、みんな気に入ったようでした。私はあまり面白くなかったわ。「みんな私のことをどう思うかな？　葉姉妹に劣ると思われる？　葉姉妹に抜かされてもまだ、この班の中心人物でいられるかしら？」兄弟姉妹たちは問題を抱えると葉姉妹に相談に行くようになり、心がざわついて仕方なかった。責任者は私なのに、みんな彼女のところへ相談に行く。私より彼女を求めるの？　そんなわけにはいかない、次の作品を最高のものにして、私が彼女と同等に優れてることを示さなきゃと思った。

その後、作業内容を調整するため、葉姉妹と仕事を分担し、私は音楽ビデオ、葉姉妹は舞台の担当になった。私は心から喜んだわ。一緒に仕事をしていたときは目立てなかったから、この機会に自分の方が優れていることを証明しようと思った。すばらしい音楽ビデオを作るため、新しいステップと振りの調査に何時間も費やした。でも、私はまだ振付さえ完成していないのに、葉姉妹の舞台はほぼ完成していて、心配で不安になった。ペースを上げ、リハーサルで兄弟姉妹に厳しく当たり、動きを間違った兄弟を――叱りつけたりもした。彼が上手に踊れなければ、私の作品が葉姉妹に負けると思ったから。撮影前、ある兄弟にイントロ部分の踊りが足りないと指摘されたの。確かにそのとおりだった。でも振付を考えられずにいると、「葉姉妹に相談したら」と言われたわ。それを聞いて、とても不快だった。彼女に助けを求めるなんて、能力がないと示すようなもの。葉姉妹を巻き込んだら、最終的に彼女の手柄になるのでは？　多くの時間と労力を費やして作品を改良してきたのに、彼女の意見を聞くなんてありえない。だから言ったの。「細かいことにこだわるのはやめましょう。撮影すれば、全体像が分かるわ」と。でもビデオを観た指導者から、「神の証しを立てられていない。やり直し」と言われた。とてもつらかった。心臓をナイフで貫かれたようだった。「兄弟姉妹のみんなに、私が半人前で、葉姉妹に劣り、この本分にふさわしくないと思われる。班の中で立つ瀬がないわ」と思った。その後は、自分の評判のことばかりを考え、夜は眠れず、集会ではうたた寝をし、本分にも身が入りませんでした。

そんな私の元に、指導者がやって来ました。自分への認識のない私を暴露し、名声を気にして葉姉妹に嫉妬し、教会の働きを考慮せず、利己的になっている。そう言って私に反省を促し、次の御言葉を読んでくれました。「地位や体面、名声に触れるとすぐ、みな期待に胸を躍らせ、自分が傑出し、名声や評価を得ることをいつも欲します。誰も譲歩したがらず、競うことは恥であり、神の家では許されないにもかかわらず、常に競おうとします。競争しないと気が済まないのです。あなたがたは、傑出した者を見ると嫉妬し、憎み、不公平だと感じます。『自分が傑出できないのはなぜだろう。傑出するのが常にあの人で、自分の番が回ってこないのはなぜだろう。』そして一種の憤りを感じます。あなたがたはそれを抑えようとしても抑えられません。神に祈り、しばらく気分が楽になるものの、そのような状況に再び直面するやいなや、それを克服できません。それは未熟な霊的背丈を示すものではありませんか。こうした状態に陥ることは罠ではないですか。これらは人を束縛する、サタンの堕落した本性の足かせなのです。……葛藤すればするほど闇に包まれ、嫉妬や憎しみを感じ、欲望が強くなるだけです。欲望が強くなればなるほどそれを得られなくなり、得るものが少ないほど憎しみが増します。憎しみが増すにつれ、あなたの内面は一層暗くなります。内面が暗くなればなるほど本分を立派に尽くさないようになり、本分を立派に尽くさないほどあなたは無益になります。これは相互に関連する悪循環です。こうした状態では本分を立派に尽くすことなど決してできず、やがてあなたは次第に淘汰されます」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉に心を打たれたわ。神が明らかにしたのは、まさに私の状態。葉姉妹の能力に嫉妬し、名声を得ることしか考えていなかった。最低な人間だった。葉姉妹が班に加わり、その才能を目にしてから、自分がどれだけ彼女に嫉妬していたかを思い返してみたわ。みんなが葉姉妹を尊敬すると、自分の地位が危うくなると思い、自分の能力を示したくて、彼女と張り合わなきゃと感じた。葉姉妹の作品が私より早く進んでいるのを見ると、遅れないよう兄弟姉妹に厳しく過度な要求をしたわ。葉姉妹に聞くべきことがあっても、手柄を横取りされないよう理由をつけて話し合いを避けた結果、問題をすぐに解決できなかった。さらには兄弟姉妹が懸命に打ち込んだ作品を、神の証しとして不出来なものにしてしまった。教会指導者が葉姉妹を私のパートナーにしたのは、互いの長所を持ち寄り、神の証しを立てる作品を作り上げるためだった。でも私は神の御旨を考慮せず、名声を得るために張り合い続け、教会の働きを乱した。それは神に背く悪行でしかありません。そう考えると後悔の念にあふれ、神に祈った。金輪際、他人の成功をねたまないと。悔い改め、葉姉妹と協力し、一丸となって本分を尽くしたかった。

そのあと協力して取り組んだ振付では、私の態度は少し改善しました。まだ嫉妬を覚えることはあったけど、個人の利益より教会の働きを守らねばと思った。意識して肉と自尊心に背き、姉妹と協力して作品をよりよくする方法を考えた。問題が生じれば協力し合って、堕落を打ち明け、解決を目指して真理を追求した。するとすぐに神の祝福を得られ、すばらしい振付が完成したわ。真理を実践することによる安心感も得られた。

数ヵ月後、再び葉姉妹と舞台公演に取り組むことに。最初は順調に準備が進み、私たちの振付もみんなに好評で、とても満足でした。でもある日、指導者から進度を尋ねられたので、「とてもうまくいっています」と答えたら、他の姉妹がこう言ったの。「葉姉妹のアイデアがすばらしく、いい作品になっています」と。私はイラつきました。「なぜそんなこと言うの？　今や、踊りのアイデアは葉姉妹のものだとみんな知ってる。このままでは私は何も評価されないわ。私も何か成果を挙げる方法を考えなければ。そうでなければ、みんなからどう思われることか」。あるとき、練習中に斬新なアクロバットを思いついたの。思わず興奮したわ。「アクロバットは得意分野。しっかり練習すれば、振付に華を添えるだけでなく、私の長所が輝くわ。そしたらみんな、私を見直すはず」と思った。でも次の日、兄弟姉妹に指導してみると、ペースが速すぎて難易度が高いと言うの。そしてその夜、ある姉妹から、「あの動きではケガ人が出るわ。安全だと思えない」と注意された。不安だったわ。違う振付に替えられたら、葉姉妹と張り合えない。みんなを励ましながら、さらに練習を続けたわ。やっと諦めたのは、数人の姉妹がケガをしてからだった。つらさと罪悪感でいっぱいで、みんなに謝って振付をやり直した。でも、そのことで反省はしなかったわ。その後、すぐに撮影が始まり、葉姉妹と私も出演した。撮影中、自分が映る場面でうまく踊れなかったと感じた私は、監督に頼んで撮り直してもらった。でもそのとき、気づいたの。葉姉妹は正面から撮られるシーンが多かったのに、私のアップは横からだけ。深く傷つきました。その後の撮影では、笑顔すら作れず、踊りにも張りがなく、ただ、葉姉妹よりうまく踊ろうとばかり考えてた。確認しなきゃいけない場面を直視する勇気もなく、作品が神の証しとなることなんて頭になかった。ビデオが公開されると、ダンスが硬くてぎこちなく、証しを立てるどころか、神を辱めていると、みんなに言われた。その後、名声と利益のために争い本分を尽くしていないと指導者に言われ、責任者から外された。とてもつらかったわ。最初は、ただ神を満足させたかった。でも自分の名声を勝ち取ろうと、完成作品は神を辱めた。これは背きです。踊りを通して本分を尽くす機会を失い、泣き続けました。

何度も考えた。「名声と利益のために争うのは間違いと知りながら、自分を止められなかったのはなぜ？　その本当の理由は？」ディボーションで次の御言葉を読みました。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます。サタンの行動を検討すると、サタンの邪悪な動機は、極悪非道ではありませんか。あなたがたはいまだに人は名声と利得なくしては生きてゆけないと考えているので、サタンの邪悪な動機を見抜くことができないかも知れません。名声と利得を捨て去ったら、将来が見えなくなり、目標を見失い、将来が暗く陰鬱になってしまうと人は考えています。しかし、ゆっくりとではありますが、名声と利得はサタンが人間を束縛するために用いる非常に重い足かせであると、やがてあなたがた皆が気づく日が来ます。その日が来れば、サタンの支配と、サタンがあなたを束縛するために使う足かせをあなたは徹底的に拒否します。サタンがあなたに吹き込んだあらゆる物事を捨て去りたいと望む時が来ると、あなたはきっぱりサタンと訣別し、サタンがあなたにもたらしたものすべてを心から嫌悪します。その時になって初めて、人は神への真の愛と思慕をもつのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉が示したのは、人類を堕落させる、サタンの策略と悪意でした。名声と利益を使って人を支配し、堕落させ、さらに堕落させて、神に逆らわせ悪を行わせるのです。幼い頃から、サタンの教育と影響を受けてきました。「出世して先祖に栄誉をもたらす」「ガンは飛び過ぎる時声を残し、人は死ぬと名を残す」という――サタンの哲学が心に根づき、どの集団にいようとも、特別に優れ、人から認められ誉められることを望んだ。優秀な人を見ると嫉妬し、何としても優位に立とうとした。サタンの策略で、常に名声と利益を追う惨めな人間になった。また、どんどん傲慢で悪意に満ちていった。振付にしても、技術で葉姉妹を抜き、自分の実力を誇示しようとするあまり、兄弟姉妹の身体能力を考慮しなかった。しまいに何人かの姉妹にケガをさせたわ。撮影のときは、葉姉妹より実力が上だと示すために単独アップを狙った。自分の踊りが完璧でないと思ったら、撮り直しをさせ、撮影の足を引っ張ったわ。最終的に、葉姉妹は正面から撮影されているのに、私は横顔しか映ってないことを知って、心が怒りに満ち、消極的になった。そして本分に専念できなくなり、結果として神を辱める踊りになった。私の振付は、神に奉仕するためではなく、自分のためだった。名声を求めることで、教会の働きをひどく阻害し、兄弟姉妹をも傷つけた。神が憎み、嫌悪する行動です。そして次の御言葉を思い出した。「この『悪い道』は、数件の悪業ではなく、人々の振る舞いの邪悪な起源を指します」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。これによって分かったの。私が本分を追われたのは、悪行をいくつか行なったせいではなく、私が歩む道と行いの根源が邪悪だったからです。葉姉妹とパートナーになって以来、自分の利益を求めて争い、個人的な事業として取り組んでいた。私は神に抵抗いていたのです。とても怖くなりました。名声と地位を求めることは、神への抵抗。悔い改めなければ、最終的に懲罰され淘汰される。ひどい罪悪感から涙を流し、神に祈りました。「神よ！　私が本分を追われたのは、あなたが義なる性質を私に示し、私を守るためです。私が悪の道を歩むのを、手遅れになる前に止めてくださったことに感謝します。あなたに悔い改めます」。

それからは、教会で福音を説き、自己反省に励みました。名声と利益を求めた行為の数々を思い出すたび、強い後悔に襲われたわ。神がくださった機会を大切にしなかった自分を憎んだ。音楽ビデオを観ると、過去に戻り、一からやり直したいと思った。でももちろん、過去には戻れない。いま私にできるのは、過ちから学んで新しい本分をちゃんと尽くすことだけ。でも驚いたことに、１カ月後、舞踊班に戻るよう指導者に言われたのです。深く感動し、涙がとめどなく流れ、この機会を大切にして、名声と利益を追うのはやめようと決意しました。神の愛に報い、兄弟姉妹と協力し、本分を尽くそうと思った。

班に戻ったあるとき、葉姉妹から、私が兄弟姉妹に教えた踊りが標準のものではないと言われた。とても恥ずかしくて、こう思った。「なぜこんなふうに、みんなの前で批判するの？あなたに劣ると思われるのは確実だわ。見下されるわけにはいかない。私だってプロなのよ。あなたのダンスだって完璧じゃないくせに」。葉姉妹の考えた振付を破棄したかった。そのとき、再び自分のことにとらわれていると気づき、心の中で神に祈った。そして次の御言葉を思いました。「局面が重大であればあるほど服従し、自分の私欲、虚栄心、自惚れを捨て去り、正しく本分を尽くせることができれば、そのとき初めてその人は神に記憶されます。それらはどれも善行です。人が何をするかにかかわらず、もっとも大切なのは次のどちらですか。自分の虚栄心や自尊心ですか、それとも神の栄光ですか。（神の栄光です。）自分の責任と自分自身の利益、大切なのはどちらですか。自分の責任を果たすのがもっとも大切なことであり、あなたはそのようにする義務があります。……あなたは自分の本分、神の旨、神への証しをすること、そして自分自身の責任を最優先にするでしょう。それは証しを行なう極めて偉大な道であって、サタンに恥辱をもたらします」（「神と真理を得ることが何よりも幸せなこと」『キリストの言葉の記録』）。そしてひらめいたの。この状況はきっと、神が私を試しているんだと。個人の利益と教会の利益が衝突したときは、神の御旨に沿って、真理を実践し、サタンの辱めなければ。冷静になると、確かに私の指導は間違ってた。言い方が直接的だったので恥ずかしくなったけど、葉姉妹の意見を受け入れたわ。彼女が正しいと分かったから。やっと自分を抑えられると、協力し合い、あっという間に振付は終わりました。こうして取り組むと、本当に本分を尽くせていると感じられた。

この経験が真に示したのは、神の裁きが神の愛と救いだということ。神の裁きは私の目を覚まし、名声と利益の追求に潜む危険性を示しました。私の間違った観点を正してくれた。そうして私は、地に足をつけて本分を尽くし、真理を求めるようになったのです。神に感謝！


30. 名利の足枷

スペイン竭力　ジェイリー

全能神は言われます。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます。サタンの行動を検討すると、サタンの邪悪な動機は、極悪非道ではありませんか。あなたがたはいまだに人は名声と利得なくしては生きてゆけないと考えているので、サタンの邪悪な動機を見抜くことができないかも知れません。名声と利得を捨て去ったら、将来が見えなくなり、目標を見失い、将来が暗く陰鬱になってしまうと人は考えています。しかし、ゆっくりとではありますが、名声と利得はサタンが人間を束縛するために用いる非常に重い足かせであると、やがてあなたがた皆が気づく日が来ます。その日が来れば、サタンの支配と、サタンがあなたを束縛するために使う足かせをあなたは徹底的に拒否します。サタンがあなたに吹き込んだあらゆる物事を捨て去りたいと望む時が来ると、あなたはきっぱりサタンと訣別し、サタンがあなたにもたらしたものすべてを心から嫌悪します。その時になって初めて、人は神への真の愛と思慕をもつのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉に関して私の経験を紹介します。

2015年、私は教会のリーダーに選ばれました。とても興奮して、数多くの兄弟姉妹の中からリーダーに選ばれたのは、自分が他の人より優れているからだと思った。その後、リーダーである私に、兄弟姉妹はいのちの入りのための助けを求め、チームリーダーは自分たちが直面した問題を相談に来ました。私は優越感を感じずにはいられず、傲慢な態度で胸を張って歩きました。集会では自信に満ち溢れていました。しばらくして、同労者の劉姉妹が明確に真理を交わり、解決のために問題の根源を把握できることに気づきました。実践の道も指摘し、皆が彼女の交わりに聞き入った。私は尊敬しつつも、羨ましくもあった。彼女に負けないために、集会の前には入念に準備しました。どうすれば効果的に光のある交わりができるか頭をひねった。彼女よりも優れていると思われたかったのです。私の交わりに兄弟姉妹が賛同するのを見て、満足し、達成感を味わっていました。その後、同労者の鄭兄弟には豊富な映画の専門知識があると知りました。そのうえパソコンも得意。撮影を担当する兄弟姉妹は、よく彼に相談していました。教会リーダーの私が補足することはありません。私はいても意味がない気がして、いら立ちました。鄭兄弟に相談するということは、私など彼にかなわない、そう思われているはず。私も映画について学ぼうと思った。そうすれば皆、私に相談しに来るでしょう。それから映画についてより多くの知識をつけるために、朝早くから夜遅くまで学ぶようになりました。教会の問題も、兄弟姉妹の状態も無視して。しばらくすると、いくつかのチームの仕事で問題が出たのですが、私は解決できずにいました。兄弟姉妹の状態が解決しないので、映画制作も進まず、さらに問題が起こり始めました。あまりのプレッシャーに息もできないほどで、とても辛かった。皆にどう思われているか心配でした。リーダーとしての能力も資格もない、そう思われれば、私の地位は危うくなるでしょう。考えが後ろ向きになりました。挫折感を味わい、もう力が出ません。落ち込んで本分を無視し、聖霊の働きも失いました。そして、何も成果を上げられずに交代させられた。そのときは恥ずかしくて、穴があったら入りたかった。こう思いました。「兄弟姉妹から、能力のない偽のリーダーだと言われるだろうか」と。考えれば考えるほど、辛くなりました。

その夜は何度も寝返りを打ち、眠れなかった。何度も何度も神に祈り、自分を知るための助けを求めた。そして、神の御言葉を読んだのです。「あなたがたは追求において、個人的な観念や願望や未来をあまりに多く抱きすぎる。現在の働きは、あなたがたの地位に対する欲望や途方もない欲望を取り扱うためのものである。願望、地位、そして観念はどれも典型的なサタン的性質の表われである。これらが人々の心に存在するのは、ひとえにサタンの毒が常に人の考えを腐敗させており、人々がサタンの誘惑を決して払いのけられないというのが理由である。このような人たちは罪のただ中で生活しているが、それを罪と思わず、『わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに祝福を与え、わたしたちのために万事を適切に手配してくださるに違いない。わたしたちは神を信じているので、他人よりも優れており、他の誰よりも地位と将来性が高いはずだ。わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに無限の祝福を与えてくださるに違いない。そうでなければ、神への信仰とは呼ばれないだろう』と考える。……あなたがたがこのように求めれば求めるほど、刈り入れる物は少なくなる。地位に対する欲望が強ければ強いほど、その人は深刻に取り扱われ、重大な精錬を受けなければならない。この種の人は無価値である。このような人はこれらの物事を完全に捨て去るため、取り扱いと裁きを十分受ける必要がある。あなたがたが最後までこのように追求するなら、収穫は何もない。いのちを追求しない者が変わることはできず、真理を渇望しない者は真理を得られない。あなたは自分の変化と入りの追求に重点を置かず、その代わりに度を越した欲望や、神への愛を縛り、神に近づくことを阻む物事にいつも重点を置く。そのような物事があなたを変えられるのか。あなたを神の国へと導けるのか」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、自分を振り返りました。リーダーとして働くなかで、私はただ地位と名声を求めていました。劉姉妹の真理の交わりが自分より優れていると気づくと、恐れて、どうしたら彼女より優れた交わりをして尊敬と称賛を得られるか考えた。鄭兄弟に専門のスキルがあり、兄弟姉妹が彼に相談するのを見ると、嫉妬して、彼を拒絶しました。がんばって学んで、彼を追い抜こうとするあまり、チーム内の問題を無視してしまった。それらの問題を解決できなかったとき、神に頼ることも、真理を求めて交わりによって解決策を見つけることもなかった。自分の地位にとらわれていました。うまく本分を尽くさなければリーダーとしての地位を失うかもしれないと恐れていたのです。自分が本分において神の御旨に配慮せず、他の人より優れていたいという野心を満たそうとしていたことに、ようやく気づきました。兄弟姉妹からリーダーとして選んでもらったのに、教会の仕事もいのちの入りも頭にありませんでした。本分に責任を負わず、結局教会の仕事を損ねてしまった。自分勝手で卑劣でした。私は本分を尽くさず、悪事を犯し、神に抵抗していたのです！　間違った道を歩んで、地位と利益のために奮闘したことを悔やんだ。リーダーからの解任は、神の裁きでした。神は私を排除したのではなく、私が自らの態度を反省できるように、交代させたのです。神の加護であり、救いだったのです！　ディボーションと反省によって状態が改善すると、教会リーダーから事務の本分を与えられた。チャンスをくださった神に感謝し、この本分を大切にすること、地位と名声を求めて神に抵抗しないことを決心した。

その経験を経て、地位と名声への願望を捨てられたと思っていた。でも私の堕落はひどすぎた。少し反省しただけで堕落した性質をなくすなんて無理。そのため神は、私を暴き救う別の状況を設定してくださりました。

数か月後のことです。教会のリーダーからチームリーダーを選ぶよう言われた。これを聞いてすぐに考え始めました。「自分も選ばれるチャンスはあるだろうか。でも仕事はできるけれど、専門スキルはないから、可能性は少ないだろう」と。そしてチームの兄弟姉妹について考えた。張兄弟は専門スキルがあり、真理の交わりも実践的。さらに、正義感があって教会の仕事を支えている。張兄弟が選ばれる可能性が高そうでした。自分が教会のリーダーだった頃は、私が張兄弟に仕事を割り当てていた。チームリーダーに選ばれたら、彼が私に指図するようになるだろう、私が劣って見えないだろうか、そう、嫌な気分になりました。選挙当日、私は心配で、葛藤を感じていました。「誰に投票したらいいだろう？　張兄弟だろうか」。兄弟姉妹のほとんど、他のチームの人々までもが、いつも彼に助けを求めていたことを思い出しました。とても立派に思えた。チームリーダーになったら、自分に勝るのでは？　張兄弟に投票したくなかったが、自分には専門知識もなく、チームリーダーになる資質もない。落胆し、落ち込みました。自分の仕事の未熟さを恨みました。その時、ひどい考えが浮かんだ。「自分がチームリーダーになれないなら、張兄弟にもならせない」。そして、専門知識の少ない呉兄弟に投票したのです。驚いたことに、それでも張兄弟が選ばれました。結果に満足ではありませんでしたが、それよりも自分が恥ずべきことをしたと思い、落ち着きませんでした。その後、神の御言葉を読みました。「そのような人は自分より優れた人を見ると、他の人々がその人を高く評価しないよう、また誰一人傑出した人がいなくなるよう、その人を押さえつけたり、その人に関する噂を流したり、何らかの卑劣な手段を用いたりします。それは傲慢さと独善性、また邪悪さ、不正直さ、狡猾さからなる堕落した性質であり、そのような人は自分の目標を達成するためには手段を選びません。このように生きながら、自分のことを偉大で善人だと考えています。しかし、このような人に神を畏れる心はありますか。まず何より、これらの事柄の特質という観点から言えば、このように行動する人はただ自分の好きなようにしているのではありませんか。神の家の益を考えていますか。神の家の働きが被る損害に関係なく、自分の感情しか考えず、自分の目標だけを達成したいのです。このような人は傲慢で独善的なだけでなく、利己的で卑劣でもあります。神の意図をまったく配慮しませんし、神を畏れる心がないことに疑いの余地はありません。自責の念も、恐怖、不安や心配も一切なく、結果を考えることもなく自分の望むことを何でもして、勝手気ままに振る舞うのはそのためです。このような人は頻繁にそうしており、絶えずそのように振る舞ってきました。こうした人たちが直面する結末はどういったものですか。彼らは困難に見舞われる、そうではないですか。寛容な言い方をすれば、こうした人たちはあまりに嫉妬深く、個人的な名声や地位に対する欲求が強すぎ、過度に不実で信頼できません。より厳しく言えば、本質的な問題は、こうした人たちに神を畏れる心がほんの少しもないということです。神を畏れず、自分が極めて重要な人物だと信じ、自分のことをあらゆる点で神より高く、真理よりも高いと見なしています。その心の中では、神はその名に言及する価値さえなく、何の意義もなく、このような人の心の中では何の地位もありません。心に神の居場所がなく、神を畏れない人は、真理への入りを成し遂げましたか。（いいえ。）では、いつものように嬉々として動き回り、絶えず忙しくしながら極めて多くの活力を費やすとき、その人たちは何をしているのですか。このような人たちは、自分はすべてを捨てて神のために費やし、大きな苦しみを受けてきたとさえ言い張りますが、実を言うと、すべての行動の動機、原則、そして目的は自分に利益をもたらすことです。自分の利益を残らず守ろうとしているだけなのです。この種の人は恐ろしいとあなたがたは言うでしょうか、それとも言わないでしょうか。どのような人間が神を畏れない人でしょうか。その人たちは傲慢ではありませんか。サタンではないのですか。神を畏れないのはどのようなものでしょうか。動物を別にすれば、悪魔、サタン、大天使、そして神と争うものはみな神を畏れません」（「神を信じる正しい道へ入る前に人が置かれる五つの状態」『キリストの言葉の記録』）。これを読んで、打ちひしがれました。選挙を思い返して、恥ずかしく感じました。私は個人的な利益のために投票した。神の吟味を受け入れず、神を敬い畏れていなかった。張兄弟は能力があり、真理の交わりも実践的です。彼がチームリーダーになれば、皆と教会の仕事のためになるでしょう。でも私は妬み、チームリーダーとして上に立たれるのを、恐れて投票しなかった。赤い大きな竜の原則に導かれてた。「独裁が失敗するなら、民主主義にも失敗させる」。赤い大きな竜は、権力を握れないなら、他の誰にも握らせません。必要であれば、両方を破滅させるのです。私も同じでした。地位が得られないなら、張兄弟にも渡さない。むしろ不適格な人にやらせて、教会の仕事がだめになれば、自分の評判が守られるのだ、と。私は利己的で、神を少しも敬い畏れていなかった。本分を尽くすあいだ、神の真理と優しさをたくさん享受したのに、神の愛に報いずに、自分の地位と名声を追い求め、サタンに奉仕し、神の働きを妨害した。私は悪事を行っていたのではないでしょうか。1年前にリーダーを降ろされたのは、私が地位と名声を求めたからです。でも同じ状況になってなお、真理ではなく名声と地位を求めています。そのままだと、私は神に拒絶されるでしょう。

後に、神の御言葉を読みました。「あなたがたは自分の地位を知らないが、それでも糞の中で争い合う。そのような争いから何が得られるのか。あなたがたにわたしを真に畏敬する心があるならば、わたしの陰でどうして争い合うことができようか。身分がどれほど高くても、あなたはやはり糞の中にいる小さな臭い虫ではないのか。羽を生やして空を翔ける鳩になることができようか」（『神の出現と働き』「落ち葉が土に還る時、あなたは自分の行なったあらゆる悪事を後悔する」〔『言葉』第1巻〕）。「なぜ神は人を『うじ虫』だと言うのでしょうか。神の目には、この堕落した人間は明らかに被造物ではありますが、人間は被造物の果たすべき責任や本分を果たしているでしょうか。本分を尽くしている人はたくさんいますが、それをどれだけ上手く表現できているでしょうか。彼らは本分を尽くすことにほんの少しも積極的ではなく、自ら進んで本分を引き受けることはまずありません。人は刈り込み、取り扱い、懲らしめを受けなければ、何もしないのです。また同時に、彼らがわずかでも信仰を持ち、わずかでも積極的になるようにさせるには、集会を開き、交わりを行ない、施すことが絶えず必要になります。これは人の堕落ではありませんか。……彼らが一日中考えていることはみな、真理や神の道に従うことと何の関係もなく、彼らは終日ガツガツ食べてばかりいて、何も考えていません。ふと思いついて何かをする気になっても、その行動は妨害や混乱を招くものです。彼らはお高くとまっていて、他の人や神の家の利益となることは一切しません。頭の中は、いかに肉に良いことを求めるか、いかに地位や名声のために戦うか、いかに自分が受け入れられ、地位と名声を得るかという考えで一杯になっています。神が授けてくださる食物を食べ、神が与えてくださるすべてのものを享受しているのに、人間がなすべきことはしていません。神はそのような人たちを好まれるでしょうか？……そして何よりも、こうしたうじ虫のような人々は、役立たずの恥知らずであり、神の目には何の価値もないのです！　なぜそのような人たちに何の価値もないかといえば、それは神があなたを造り、いのちを与えたにもかかわらず、あなたは自分が果たすべき最小限の本分も尽くすことができず、ただ神にたかっているからなのです。神の目にはあなたはただのごくつぶしで、生きていても意味がありません。そのような人たちがうじ虫でないと言えるでしょうか？　では、うじ虫になりたくなければ何をすべきでしょうか。まず、自分の場所を見つけ、可能な限りあらゆる手段で自分の本分を尽くすよう努めることです。そうすれば創造主に繋がり、釈明することができます。その後、自分の本分を尽くす上で、どうすれば忠誠を貫けるか考えてください。適当にどうにか切り抜けるようではいけません。そうではなく、全身全霊で行うのです。創造主を騙そうとしてはいけません。神があなたに求めることは何でも行ない、心に留めて服従すべきなのです」（「いのちの進歩を表す六つの指標」『キリストの言葉の記録』）

神の御言葉をじっくり考え、ひどく動揺しました。わかったのは、地位と名声を求めて争う私を、神が下劣だと考えていたことです。神の家で本分を尽くせたのは、神が引き上げてくださったから。なのに私は義務を果たさなかった。それどころか、自らの地位と名声ばかり考え、神の家の仕事を混乱させました。私はサタンの役割を演じてた。これは神がひどく不快に思い、憎む行為です。神は言われます。「身分がどれほど高くても、あなたはやはり糞の中にいる小さな臭い虫ではないのか」。まさに。私は被造物で、汚れて堕落している。価値も尊厳もありません。だから地位があっても、自分を変えられなかったのです。本分を十分に尽くせず、常に地位と名声を求めた。私の良心はどこに？　私の価値は？　私はただ価値のない存在だったのではないでしょうか。神の御言葉が暴くことから自分の本性を理解した後、私は自己嫌悪し、進んで真理を実践するようになった。

その後張兄弟のところへ行き、自分の堕落について伝え、選挙での動機と行動を明かしました。彼は私を見下さないばかりか、自分の経験を共有して助けてくれた。交わりの後、2人の間の壁は消え、私は解放され、安心できた。それからは、本分で困難があるたびに、張兄弟に相談しました。彼はいつも忍耐強く質問に答えてくれた。まもなく私の専門スキルも向上した。名声と地位を手放すと、本分で安心と平安を体感し、より神に近づきました。再び名声と地位の足枷から逃れ、神の救いを味わえたのです。

2017年10月、教会の選挙が始まり、私は候補に推薦されました。少し不安になり、こう思いました。「リーダーを降ろされてから2年以上経ち、皆が私を評価しているそうだ。私の交わりはより実践的になったという。今回はリーダーになれるのだろうか」また自分が地位と名声を求めていることに気づいた。そして、その追求がどれだけつらいかを思いました。もうやめて、肉に背いて真理を実践すべきです。神の御言葉を思いました。「サタンのものである威信や地位を捨て去れれば、もうサタン的な考えや見方に囚われたり、だまされたりすることもなくなるでしょう。あなたは解放感を覚え、安堵感が増していき、自由になって解放されるのです。自由になり解放されると、自分が捨てたものは単なる足手まといに過ぎず、真に得られたものが自分にとって一番大事なものなのだと感じられるようになります。それらが一番貴重であり、大切にするかいがあると感じるようになるのです。以前あなたが好んでいたもの、つまり物質的な喜び、名誉や富、地位、金、評判、他人の評価といったものは無価値に思えるようになり、それらによって多大な苦しみを味わってきたため、もう欲しいとも思わなくなります。より高い名声や地位を与えられたとしても、もうそれを欲しいとは思わなくなり、むしろ心の底からそれらを憎み、拒絶するようになるのです」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。気持ちが明るくなり、もう名声と地位に価値を感じなくなった。真理を実践すること、被造物としての本分を尽くすことが、大事なのです。選挙に参加する意義とは、地位を争うことではなく、自分の責任を果たすことです。自分の野望を手放し、真理の原則に沿って投票しなければならなかった。それが教会の仕事に利益をもたらす。自分がリーダーになったなら、しっかり尽くさなければなりません。リーダーにならなくても、神を責めず、できる限り力を尽くします。選挙に対する心構えを正したら、驚いたことに、リーダーに選ばれました。この結果を見て、以前のように喜んだり、人より優れていると思ったりもせず、自分の責任を感じ、真理を求めて本分をしっかり尽くさなければと思いました。神の救いを受けるにふさわしい存在となるために。

この3年間、神の裁きと刑罰は、地位と名声が引き起こす害を示してくれた。真理を求める決意が固まった。時おり同じ考えを露わにしても、神に祈り、真理を実践して本分に集中できます。もう堕落した性質に縛られません。名声と地位を手放したときに、手放したものはそれだけではなかった。サタンにはめられた足枷も手放したのです。今では落ち着き、解放されています。


31. 仮面を脱ぐのはいい気分

中国山東　陳遠

2018年9月のこと、私は教会指導者に選ばれて、当時はとてもうれしかった。きっと他の兄弟姉妹よりも優秀だから指導者に選ばれた、真理を求めて本分を尽くさなきゃと思った。みんなに、名前だけの指導者だと思われたくなかった。ある日、ある班の集会で働きのことを話し合っている時、兄弟姉妹の何人かが専門知識について話したの。少し慌てたわ。私が知らない事だったから。質問されて答えられなかったら、見下されるんじゃないかしら。理解しないまま、指導なんてできるのかしら。何も言わずにいてもいいけど、それじゃ指導者として無能だわ。どうすればいいの？　不安な気持ちでいっぱいで、そわそわと落ち着かなかった。みんなが話してることが理解できなくて、話が終わりそうな時、すかさず言ったの。「他に質問がないなら、ここで終わりにしましょう」って。集会場を出るまで心が休まらなかった。「この班は専門知識をたくさん必要とするのね。私にはわからないから、集会に来るのは控えよう。仕事を理解してないなんて知られたら、見下されて、誰も私の話を聞かなくなる」と思った。

それから数週間は、他の班の集会に毎日顔を出して、兄弟姉妹の問題や悩みを解決する手助けをしたわ。教会生活も前に比べてよくなった。みんなが私を認めてくれて、彼らの集会には進んで足を運んだけど、専門知識が必要なあの班のことを考えると、心がざわついてしまう。話について行けないのが怖くて、理由をつけて集会に参加しなかった。ある晩、あの班が問題を抱えてるから集会に行ってほしいと同労者の姉妹に頼まれて、しぶしぶ了解したけど、心は落ち着かなかった。「問題を解決できなかったらどうしよう。無能な指導者だと言われないかしら」と思った。とても悩んだわ。次の日、御言葉の交わりのあと、専門知識のことを訊かれても、答えられなきゃ白い目で見られると思って、そのまま話し続けた。時間を稼ぐためにね。でも心が落ち着かなくて、みんなに聞いたの。「他に解決すべき問題はありますか」って。班長が問題と解決策について話し始めたけど、専門用語が出てきて話が分からなくなった。問題が解決したかどうかもわからずじまい。解決策が見つからなければ、働きが進まない。でも詳細を聞けば、意見を求められてしまう。だけど何も知らないから、きっと恥をさらす。しばらく考えて、何も言わないことにした。その後、ある姉妹が自分の悩みを話し始めたけど、専門的な問題だったので、余計混乱してしまったの。どういう意味、なんてとても聞けなかった。もし問題を解決できなかったら、指導者としての能力を疑われてしまうと思って。少しだけ話をして、「あとは調べておきますね」と言ってごまかしたの。集会の後、どっと疲れが押し寄せて、心が空っぽだった。この集会で何も解決できなかったわ。本分を怠けてるのと同じじゃない？　この班の兄弟姉妹があまり成果を挙げてないこともわかってた。働きが進んでいないのは、自分のせいだと思った。業務について何も知らないくせにと見下されるのが怖くて、集会のたびに適当にごまかすばかりで、働きの状況を把握せず、実際の問題も解決しなかった。実際の働きを全くしてなかったの。神を騙し、兄弟姉妹を愚弄してる気がして、不安になって自分を責めた。それで、反省して自己認識できるよう神に祈ったの。

ある日、デボーションで次の御言葉を読んだわ。「堕落した人間は誰もがある問題を示します。その人が地位のない普通の兄弟姉妹のあいだは、誰かと関わりをもったり話したりするときに気取ったり、特定の流儀や口調を用いたりしません。単に普通で正常であり、自分を飾り立てようとはしません。心理的圧力を一切感じず、率直に心から交わることができます。親しみやすく、話しやすく、とても良い人だと思われます。けれども、その人が地位を得たとたんに、傲慢になり、自分に釣り合う者は誰もいないと感じます。自分は尊敬に値し、普通の人とはまるで異なる存在だと感じ、他者と率直に交わるのを止めます。なぜ率直な交わりを止めるのですか。この人は、自分には今や地位があり、自分は指導者であると思っています。指導者には特定のイメージがあり、普通の人よりもやや威厳があり、霊的背丈も高く、さらに責任を負うことができるべきであると考えています。普通の人より忍耐力があり、もっと苦しみや代価を払うことができ、どんな誘惑にも耐えることができると信じています。家族の何人が亡くなろうとも泣くことができず、どうしても泣きたいときは、ベッドに隠れて泣き、自分の欠点や欠陥、弱みが誰にも見えないようにしなければならないとさえ考えています。指導者が否定的になっても誰にも知られてはならず、代わりに、そのようなことはすべて隠さなければならないとさえ感じています。地位のある人はこのように振舞うべきだと信じているのです」（「堕落した性質を解決するには具体的な実践への道をもたなければならない」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は私の真の状態を明らかにしたわ。指導者になる前は、わからないことがあれば誰かに聞いたし、問題や悩みがあれば、包み隠さずみんなと交わりをもった。でも指導者になってからは、自分はみんなより優れてるはず、兄弟姉妹に選ばれたのだから指導者らしくしなきゃ、能力が高いところを見せて、どんな問題も理解して解決できなきゃと思った。だから班の集会では別人のようにふるまったけど、理解できずに見下されるのが怖くて、自分を偽り、自分を隠し、本分に向き合うことから逃げた。自分の能力を示せる、簡単な業務を担当する班の集会にばかり行って、難しい業務や、自分には理解できない分野を担当する班の集会は避けた。失敗して恥をかきたくなくて。たとえ行ったとしても意味のないことを言ってごまかすだけで、実際の問題に取り組もうとしなかった。虚栄心と指導者の地位にこだわりすぎていたの。神の家では、指導者は一つひとつの働きを深く掘り下げ、真理を伝え、兄弟姉妹の問題を解決しなきゃならない。兄弟姉妹が真理の原則にそって本分を尽くせるように。それはつまり、実際の働きを行い、神の御旨に配慮すること。その班の兄弟姉妹が困難に直面していると知りながら、問題に向き合わず、解決のために真理を求めることもせず、虚栄心にとらわれ、本分を適当にこなし、ただ名声のために生きた。神の家の働きなんて頭になかった。結果として、この班の問題は解決されず、働きに遅れが出たわ。私は、実際の働きをせずに指導者の地位を享受する偽指導者だったの。地位を求めるのは疲れることで、心が不安になる。神の家の働きにも支障が出るし、いい事なんて一つもない。悔い改めなければ、悪を行い神に反抗し、いずれは神に捨てられる。急いで神に祈り、実践の道を求めたの。

その時、次の御言葉を読んだわ。「自分に地位がない場合は、たびたび自己分析して己を知ることができます。これは他の人にとっても益となります。地位があっても、たびたび自己分析して己を知ることができ、自分の経験から他の人が真理の現実性を理解し、神の旨を把握できるようになります。それも人のためになります。そうではありませんか。このように実践するならば、あなたに地位があろうとなかろうと、変わらず他の人に益をもたらすことになります。では、あなたにとって地位にはどんな意味がありますか。それは実は衣服や帽子のような、余分で追加的なものです。地位を重視しすぎない限り、それに制約されることはありません。地位を愛し、特別な重きを置いて、常に重視するなら、その管理下に置かれてしまいます。そうなれば、あなたは己を知りたくなくなり、打ち解けて自分をさらけ出したり、指導者の役割を脇に置いて、他の人と語り関わり合ったり、自分の本分を尽くしたりしたくなくなります。これはどのような問題ですか。あなたは自らこの地位を引き受けたのではないのですか。そして、その地位を占め続け、あきらめるつもりはなく、地位を守るために他の人と争いさえするのではないのですか。それではただ自分を苦しめているのではありませんか。自分を死ぬまで苦めることになったら、誰のせいにするのですか。地位があっても、人に偉そうな顔をすることを控え、代わりにいかに本分をうまく尽くすかに焦点を当て、行うべきことをすべて行ない、なすべきすべての本分を尽くし、自分のことを普通の兄弟姉妹であると考えることができるなら、地位というくびきを捨て去ったのではないのですか」（「堕落した性質を解決するには具体的な実践への道をもたなければならない」『キリストの言葉の記録』）。御言葉を読んで分かった。私を指導者に高めた神は、地位でなく任務と責任を授けられた。問題がどれほど難しくても、全力で解決しなければいけなかった。兄弟姉妹と接する時も指導者の地位に頼らず、堕落した性質を示したり、悩みや欠点があったりすれば、包み隠さず伝え、誠実な態度で、自分の堕落と欠点を見せ、自分を偽ったり隠したりせず、本当の自分を示すべきなの。あるがままに、自分の理解を基に交わりをもたなきゃだめ。理解できないときは兄弟姉妹と真理を求めて交わり、一緒に最善を尽くすべき。その後、その班の集会に行って、専門的な問題に直面した時は、意識して見栄を捨てて、わからないことは積極的に質問して、説明してもらった。見下されることなんてなかったし、働きについての問題や悩みも打ち明けてくれたわ。みんなの話をよく聞いて、理解しようと努めると、彼らの問題が多少はわかるようになったので、真理の原則を使って交わりをもった。それに自分の時間を使って、その専門分野の勉強もした。わからないことは、兄弟姉妹に聞くようにした。そうやって互いに足りないところを補い合うと、働きの問題をいくつも解決できるようになって、本分で成果を挙げられるようになったの。心が軽く、穏やかになったわ。

数ヵ月後、教会が私の担当範囲を広げたの。もう知らないことばかり。でも問題に直面した時は、神に祈り、神の御言葉を実践して、実際の問題を解決したわ。兄弟姉妹も私を認め、尊敬するようになった。気づかないうちにまた地位にしがみつくようになったの。ある日、同労者の会議で、ある教会の集会で成果があがっていないという話になり、他の兄弟姉妹が、私が行って問題を解決したら、と提案した。私は思ったわ。「私には真理の現実があって、問題を解決できるみたいね。同労者の間でも抜きんでてるんだわ。ここで頑張って、実力を示さなきゃ」この間違った志のせいで、私は神の取り扱いを受けることになった。ある日、班長の李姉妹が問題を抱えて消極的になっていたので、急いで御言葉から2つの節をみつけ、自分の経験を基に交わりをもったけど、30分以上話をしても効果がなかった。この交わりが退屈で、何も解決してないことは自分でも分かった。そのあと、安姉妹が御言葉の一節を持ち出すと、李姉妹はうなずいて微笑みはじめたの。少し恥ずかしくなったわ。安姉妹が引用した御言葉のほうがふさわしかった。李姉妹にどう思われているだろう？　安姉妹のように適切な御言葉を探せず、問題も解決できなくて、だめな指導者と思われたかも。イライラしてしまって、もう交わりをもちたくなかった。数日後、張兄弟の状態が悪かったので、関連する御言葉を準備して、こう思ったの。「安姉妹の前で面目を保つために、この交わりは絶対にうまくやらないと。じゃなきゃこの務めは果たせない」と。張兄弟に会った時、明るく、積極的な態度で、自分が知っていることをすべて伝えようとした。でも張兄弟は苛立った様子でこう言ったわ。「言ってることはわかりますが、状況は改善してません。もう少し考えさせてください」と。その言葉がとてもショックで、言葉もなくただ座ってた。穴があったら入りたい気分。困り果てて、こう思ったわ。「一体どうしちゃったの？　他の兄弟姉妹と話した時はこんなことなかったのに。なんで失敗してばかりなの？　みんなに見下され、この人は口先だけで、実際の問題は解決できないって言われてしまう」集会がどう終わったかも覚えていない。

その後、安姉妹と顔を合わせるたびにとても意識してしまって、私に対する眼差しや口調が少し厳しい時には、こう思った。「私に不満なの？　私のことを認めてないの？」って。これ以上欠点をさらさないように、距離を置くべきだと思った。他の兄弟姉妹の前でも、自分がどう見えるかに細心の注意を払って、わざと周りから距離を置き、話しかけたり手伝ったりもしなかった。責任を放棄したの。だんだん、心が黒い雲に覆われはじめて、兄弟姉妹の問題を理解することも、解決することもできず、集会に行きたくないと思うこともあった。毎日がただ過ぎていき、神に見捨てられたような気がした。その時やっと、神に祈ったの。「神よ、私はいつも評判を気にして、自分を偽っていました。本分への責任も放棄した。あなたが顔をそむけたのは、あなたの義です。でも私はあなたに向き合い、自分を振り返ります」。その後、次の御言葉を読んだ。「人それ自身は被造物です。被造物が全能性を獲得することはできますか。完全無欠を成し遂げることができますか。万事に優れ、あらゆることを理解し、すべてを達成することができますか。できません。しかし、人間の内面には弱さがあります。人は技能や職務を学ぶとすぐ、自分は有能で、地位と価値がある人間であり、何らかの専門家だと感じます。自分がどれだけ『有能』だと思おうと、彼らはみな自分を装い、立派な人物のふりをし、何の欠点もなく完全無欠であるかのように見せたがります。他人の目から見て、偉大で、力強く、実に有能で、何でもできるように思われたいのです。そのような人は、何かに関して他の人の助けを求めたら、自分は能力がなく、弱く、劣ったように見え、他人から見下されると感じています。そのため、常に体裁をつくろいたがります。……そのような人はとても傲慢で、理知をすっかり失っています」（「神を信じる正しい道へ入る前に人が置かれる五つの状態」『キリストの言葉の記録』）。「パウロを特に偶像化する人がいます。出かけて行って演説をし、働きを行うのが好きで、集会に参加して説教することを好みます。人が自分の話を聞いてくれ、自分を崇拝してくれ、自分を取り囲んでくれるのが好きです。人の心の中に地位を持つのが好きで、自分が示すイメージを他の人に高く評価されると喜びます。このような振る舞いから、この人の本性を分析してみましょう。こうした人の本性はどのようなものですか。本当にこのように振る舞うなら、傲慢で思い上がっていることはそれで十分にわかります。神をまったく崇拝していないのです。高い地位を求め、人に対し権威を持ちたい、人を占有したい、人の心の中の地位が欲しいと願います。これは典型的なサタンの姿です。彼らの本性の際立った側面は、傲慢さと思い上がり、神を崇拝する気のなさ、そして人から崇拝されたいという願望です。このような振る舞いにより、その本性をはっきりと見極めることができます」（「どのようにして人間の本性を知ればよいか」『キリストの言葉の記録』）。御言葉を読んでわかった。私は神の被造物のひとつに過ぎないと。すべてを理解してマスターするなんて無理。真理にしても専門知識にしても、私が理解し把握できることはとても限られていて、見落としや間違いなんて普通のことなのに、自分をよくわかっていなくて、欠点を認めたくなかった。いつも完璧で、人の上に立ち、無敵でありたかった。別人を装って、人にどう思われるかを異常に気にしたの。例の教会の問題を解決する役に推薦された時も、自分には真理の現実があって、人より優れてると感じた。自分の才能を見せつけて、実力を証明したかった。安姉妹とペアになった時、自分は指導者で、問題を解決しにきたのだから、すべてにおいて上でなきゃと思った。安姉妹が兄弟姉妹の問題を解決してるのに、私は何度もへまをして、面目が丸つぶれになった気がして、逃げ出したくなった。だからわざとみんなから距離置いて、本分を怠けるようになった。教会生活の問題を解決できないまま、兄弟姉妹のいのちの入りを遅らせたの。そして気づいた。私がいつも自分を偽っていたのは、「生きては傑出した人物となり、死しては優れた鬼とならん」「樹皮があることで木が生きられるように、人は体面を保つことによって生きている」「ガンは飛び過ぎる時声を残し、人は死ぬと名を残す」というサタンの毒の堕落のせいだと。どの班にいても、常に自分を偽り、欠点を隠そうとした。人にいいところばかり見せて、いい印象だけを残すことで、価値と尊厳のある人生を歩めると思った。でもその感情が消えると、辛さと失望感が残ったの。自分を隠し、人を疑い、いつも疲れてた。神が私を引き上げ、指導者の本分を尽くさせたのは、神の証しをして、実際の問題を解決するために真理を交わり、兄弟姉妹を神のもとへ導くため。でも、神の家の働きを守るために最善を尽くすどころか、自分の実力を見せつけ、人に尊敬されるチャンスだと思ったの。望み通りにいかないと、自分の役目を放棄した。名声と地位のことしか頭になくて、真理を求めず、責任も果たしてなかった。その結果、神に憎まれて、私の魂は暗黒をさまよった。実際の問題を解決できないだけでなく、以前はできていたことまでできなくなった。神の義と聖さを目撃したわ。パウロはごう慢で負けず嫌いの本性をもち、やみくもに地位を追い、人に尊敬されることを望んだ。人を自分の前に集め、神に逆らう道を歩んだ。私は真理を求めず、やみくもに地位を追った。人の評判ばかり気にして、上に立ち、だまそうとした。パウロのように、私も神に逆らう道を歩んでいたの！　それに気づいて、急いで神に祈り、悔い改めた。自分を偽ることも、地位を守ることもやめて、真理を実践し、誠実な人間になりたかった。

次に兄弟姉妹と会った時、自分がどんな状態だったか話し、自分の堕落をさらけ出したかったけど、どうしても言葉がでてこなかった。私は教会の指導者で、彼らの働きを監督する役なのに、醜態もすべてさらしたら、真理を求めておらず、指導者にふさわしくないと思われてしまう。頭の中で2つの考えが戦ってた。その時、また自分を偽り、評判を守ろうとしてることに気づいたの。私が何度も地位を重視したことで、神の家の働きに支障がでて、私は道を踏み外した。心が恐怖でいっぱいになったとき、神の御言葉が頭に浮かんだ。「自分の評判、自尊心、地位のために、何かを覆い隠したり、変更を加えたり、策略を用いたりする必要はありません。自分が犯した間違いについても同じことが言えます。そのような無意味な行為は不要です。そういうことをしなければ、楽に、疲れることなく、すっかり光の中で生きられます。そのような人だけが神の称賛を受けられるのです」（「真理を実践する者だけが神を畏れる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉が心を照らして、背中を押してくれたの。この環境は、真理を実践するいい機会だと思った。本当の自分を隠して、地位を守ることはもうできない。だから自分の堕落と学んだ教訓を、兄弟姉妹にすべて打ち明けた。この交わりはみんなのためになって、互いの距離を縮められた。働きのことについても話し合って、みんなの長所を合わせることで、本分における間違いを正すことができたの。それからしばらくして、教会の問題は解決したわ。兄弟姉妹の状態もよくなって、みんな積極的に本分を尽くし始めた。それからも本分において、まだ地位にとらわれていると感じることも時々あったけど、意識的に神に祈り、真理を実践し、誠実さを保ち、堕落を隠さないようにした。そしてだんだんと、地位にとらわれることがなくなったの。それ以来、ありのままの自分をみせることで、兄弟姉妹といい関係を築けてるわ。偽りを捨てれば、地に足をつけて真理を求め、本分を尽くせる。これは御言葉の裁きと刑罰のおかげです。神に感謝！


32. 名声と利益を求める日々

スペイン李敏

「人生において、人が清められ、性質の変化を実現することを望み、有意義な人生を生き抜き、被造物としての自分の本分を尽くすことを望むのであれば、その人は神の刑罰と裁きを受け入れるべきであり、神の鍛錬と打ちのめしが自分から離れないようにし、そうすることで、サタンによる操りと影響から逃れて神の光の中で生きられるようにしなければならない。神の刑罰と裁きは光であり、人間の救いの光であり、人間にとって、それ以上の祝福と恵みと守りはないということを知らなければならない」（「神の刑罰と裁きは人の救いの光」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）。この神の御言葉の讃美歌を歌っていると、心の底から感動します以前、私は「出世して先祖に栄誉をもたらす」とか「人は上を目指し、水は下に流れる」などといったサタンの害毒によって生きていました絶えず名声と地位を求め、サタンに騙され害を受けるとともに名声を得ようと損得ばかり気にしていたのです。それは苦しい生き方でした神の御言葉の裁き、刑罰、懲らしめを経験して初めて自分の堕落した本性を少しは認識するようになり名声と地位を求めることの本質と結末をいくらか理解できるようになりましたようやく目覚めて後悔を感じ始めたのです。私はもうそのように生きたくはありませんただ真理を求めて立派に本分を尽くし、神に満足していただきたいのです。

2016年9月だったと思いますが私は讃美歌チームに加わって本分を尽くすことになりましたその直後、指導者が私たちのところに来て、チームリーダーを選ぶ話し合いをしましたそれを聞いた瞬間、私は興奮し有力な候補者を心の中で比較しましたチームの他の兄弟姉妹は若すぎるか、技能が足りないかのどちらかでした候補者は李兄弟だけ。真理に関する彼の交わりはとても実際的で、働きのこともいくらか理解していましたその上、振る舞いも穏やかでした彼が選ばれる可能性は高いと、私は思いましたしかし自分の交わりもさほど悪くはなく学習能力に優れ、新しい物事を極めて早く理解することができる大局からものを見るのも得意だそのため、自分が選ばれる可能性のほうが高いはずだと思いましたとは言え、チームのみんなはこの本分に就いてから日が浅くそれほど長く一緒に働いていたわけではないので、互いをよく知りませんでした私を選ぶかどうかはわかりませんそこで指導者にこう提案しました私たちがそれぞれ尽くした本分を集計し、一時的にチームの指揮を誰かに任せてはどうか全員がそれに賛成しました私は密かに喜びました。自分の本分の記録は優秀なのできっと自分が選ばれると思ったのです翌日、私は自信満々で集会に赴きましたしかし驚いたことに、結局は李兄弟が選ばれましたそのとき、私は心から失望しましたが面子を保つために平静さを装い「神に感謝。今後はみんなで一緒に働き、本分を尽くしていきましょう」と言いましたしかし心の奥では、それを受け入れることなどとてもできませんでした家路につきながら、全身から力が脱けたように感じました。自分の何が李兄弟に劣っているのかまったくわからなかったのです私はどうしても受け入れられませんでした自分には明らかに多くの才能があるのだから、私を選ばなければすべて無駄にならないか？　そのため、絶対に自分を証明し、自分の実力を他の人に示さなければと思いましたその後、表面上は平静を保ちながら密かに李兄弟と張り合いました彼を出し抜けるよう、自分の技能を向上させるべく勉強に没頭したのです李兄弟の学習速度が遅いことを知ったとき、私は心の中で喜び「これが真実だ！　結局、君は大したことがないんだ！　やがて兄弟姉妹も、どちらが優れているかを知るだろう」と考えました彼が犯したどんな小さな過ちにも喜び、心の中で「君は必要な能力をもっているのか？　これで君の正体がわかるだろう！」と思いました李兄弟が他の人の問題を解決するのを見ると、私は嫉妬しました自分にもそうした実践的な経験はあるし自分がチームリーダーになれば、上手に交わりを行なえるはずだと考えたのです特に作業の話し合いをしているとき李兄弟が何を提案しようと私はすぐさまより分かりやすく洞察に満ちたことを言おうとしました。

ある集会のとき讃美歌のアイデアを話し合っていたところ李兄弟が実に優れた提案をしましたしかし私は、もしそれを受け入れれば、彼のほうが優れているように見えるのではないかと考えましたそうなれば、どうして自分は胸を張っていられるだろう私は反論の言葉を口走り、別の提案をしましたしかし結局、グループは彼のアイデアに従うことになりました顔を平手打ちされたようでした兄弟姉妹が目を輝かせながらそれについて話し合っているのを見て私は李兄弟により強く反感を抱き、それ以上耳を傾ける気になりませんでした以前に尽くした本分を振り返ると、とにかく自分はチームリーダーだったし兄弟姉妹もみんな自分のことを仰ぎ見ていたでもいまはもうチームリーダーではなく、事あるごとに彼のほうが優れているように見えているこうなることを知っていたら、本分を尽くしにここへは来なかっただろう集会が終わっても様々な思いが入り乱れ、自分の内面が真っ暗なように感じました自分は正しい状態にないとぼんやり気づき神に祈ったところ、御言葉のこの一節が頭に浮かびました「しかし、わたしはそれぞれの被造物の心にある不純を深く知っており、あなたがたを創造する前から、人間の心の奥深くに存在する不義をすでに知っており、人間の心にある偽りと不正もすべて知っていた。そのため、人が不義を行なう時にその痕跡が一切なくとも、あなたがたの心に潜んでいる不義が、わたしが創造したすべてのものの豊かさを超えることもやはり知っているのである。あなたがた一人ひとりは、群衆の頂点に昇りつめた。あなたがたは昇りつめて群衆の祖先となった。あなたがたは極めて身勝手であり、蛆虫の間で暴れまわりながら、安らぎの場所を求め、自分よりも小さい蛆虫を貪ろうとしている。あなたがたの心は悪意に満ちて邪悪で、それは海底に沈んだ幽霊さえも超えるほどである。あなたがたは糞の底に住み、蛆虫を上から下まで邪魔して落ち着かせておかないほどで、争い合っているかと思えば静かになっている。あなたがたは自分の地位を知らないが、それでも糞の中で争い合う。そのような争いから何が得られるのか。あなたがたにわたしを真に畏敬する心があるならば、わたしの陰でどうして争い合うことができようか。身分がどれほど高くても、あなたはやはり糞の中にいる小さな臭い虫ではないのか。羽を生やして空を翔ける鳩になることができようか」（『神の出現と働き』「落ち葉が土に還る時、あなたは自分の行なったあらゆる悪事を後悔する」〔『言葉』第1巻〕）。名声と利益を巡って競い合う私の醜さを、神の御言葉は残らず暴きました讃美歌チームに加わって以来、私は野心に取り憑かれ兄弟姉妹と指導者が私のことを高く評価しまた自分がこのチームに足がかりを得られるよう、成果を挙げなければと必死になりましたチームリーダーを選ぶ際、私は知恵を働かせて自分の有利に運ぼうとしましたつまり指導者に対し、過去に尽くした本分をもとに仮選挙を行なうよう提案したのです李兄弟が選ばれたとき、私は嫉妬して対抗意識をもちました彼の働きに問題を見つけたとき私は教会の利益を守ることも、彼を助けることもせず無能さを理由に彼に取って代わろうと必死になるばかりでしたそうすれば、自分がリーダーになれるはずだと陰謀を巡らせ、名声と利益を求めるサタン的性質に囚われていた私の行動には、良心も理知もまったくありませんでした。まさに卑劣で害毒に満ちていましたそれに気づいたとき、私はとても動揺して心から自分を責めました神に祈り、自分の堕落したサタン的性質にこれ以上縛られ、抑え込まれることがないようにどうか真理を実践できるようお導きくださいと願いました。

ある日、私は神の御言葉のこの一節を読みました「本分を尽くしている一人ひとりにとって、真理の理解の深さがどれほどであろうと、真理の現実に入ることを望むなら、自分が行なうすべてのことにおいて神の家の益を考え、自分の利己的な欲求、個人的な意図、動機、面子、地位を捨てるのが最も簡単な実践の方法です。神の家の益を第一にしなさい。これが行なうべき最低限のことです。本分を尽くしている人がこの程度のことさえできないのであれば、どうして本分を尽くしていると言えますか。それは本分を尽くしているのではありません」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は本分を尽くす際の原則と方向性を私に指し示しましたつまり、名声と地位への願望を捨て去り何があろうと教会の働きを第一に考え全力で自分の本分を尽くすということですそうして初めて被造物の本分を尽くし、少しばかり人間らしさをもつようになるのです名声と地位を求めて本来の働きを顧みなければ、自分の本分を尽くしていることになりません神に抵抗して悪事を犯しているのですその後ある集会のとき、私はそのすべてを兄弟姉妹に打ち明け自分の堕落を明らかにしました彼らは私を見下さず李兄弟と私との壁もなくなりましたそれから私は、彼が進行役を務める集会で積極的に交わりを行ない彼の働きに欠点を見つけてもほくそ笑むことはしませんでしたその代わりに提案と手助けを申し出て彼が兄弟姉妹の問題解決を手伝うのを見るたび以前のように嫉妬せず神の家ではそれぞれの役割が違っているだけで、地位は変わらないと思いました一緒に働き立派に本分を尽くしたいとだけ思いましたそれを実践すると、心がずっと落ち着きましたその後、私は神の祝福を見たのですそれまで、私たちのチームには音楽の基礎が欠けていたのですが時間をかけずに初めてのスペイン音楽を作曲し他の兄弟姉妹からとても高く評価されたのです。

半年が過ぎ、私は働きにますます慣れていきました働きの話し合いをするときも兄弟姉妹は私のアイデアをよく受け入れてくれましたまた私は、毎月のチーム会議でいつも司会を務めていたのですが名声と地位を求める必要性がほとんど満たされたと感じましたさらにそのころ、さらに頑張ってチームの働きを活発にするよう、指導者から言われました指導者からそのように高く評価されたことで、自分は価値ある人材なのだとますます感じるようになりましたそのとき、誰かが別の仕事を兼務する必要が生じそれは自分の得意なことだったのに、私は頭の中で計算しましたそれで自分が注目を浴びることはなく、自分の時間をとられてしまうだからもし引き受けたら、集めた注目の一部を失うだろうしかし李兄弟がそれを引き受けると、自分はチームで名声を得られる……私はありとあらゆる言い訳をしてそれを断わり、その代わりに李兄弟を推薦しました実を言うと、そのときは罪悪感を覚えて不安でしたしかし、自分の地位を守ることにこだわり続けたのです李兄弟は慣れないその仕事を引き受けいくつもの困難に見舞われて消極的になり、彼の働きに影響を与えました私はそれを聞いても自分を反省しませんでした私たちのチームの働きに李兄弟が参加できないこともしばしばあったので大小問わずほとんどの問題が私に任されました結果として、名声と地位を求める願望は膨らむばかりでした兄弟姉妹の働きに逸脱や欠点があるのを見つけ働きの進展が遅れたとき、私は心から不安になりました自分はこの働きを担当しているのだから何か間違いがあれば、指導者は自分のことをどう思うだろうか無能だと見なされはしないか私は腹を立てて兄弟姉妹を叱らずにはいられず「これが本分を尽くしているとどうして言えるんだ？　君は集中できないのか？　失敗するのを止められないのか？」などと言いました結局、彼らはみな私に抑え込まれてしまいましたまたあるとき、本分を尽くすために数日間出かけたことがありました戻ってみると、ある姉妹が私と話し合わずに働きの計画を立てたことがわかりました私は心から腹を立ててこう考えました「出過ぎた真似をするな！　君は私のことをまったく尊敬していない」私は彼女を激しく叱りましたそのころ、チームで問題が次々と生じ始めていました私のアイデアが兄弟姉妹に採用されることはなく、私に意見を述べさえしました私は侮辱されているように感じ、怒りが燃え上がりました「君らはみんな違う考えをしているようだから好きなようにやればいい！　それでうまくいかなければ、ちゃんと責任をとるんだぞ！」そうまくし立てたあと、表現しがたいパニックと自責の念を感じました自分が傲慢な性質の中で生き、いつも兄弟姉妹に腹を立てていたことが頭に浮かびました神はそれをお認めになるだろうか？　しかしそのときそれは自分の本分のためではないか、そして自分たちの中に、少しも堕落を表わさなかった者がいるだろうか、と考えました私は心から自己反省していなかったのです翌日、私はバスケットボールをしていて足首を捻挫しました風船のように腫れ上がり、痛くてしかたありません歩くことも本分を尽くすこともできませんこれは神の懲らしめなのだと強く感じそのとき初めて自分を反省しました自分はずっと名声と地位を求め、傲慢で、兄弟姉妹を叱ってきたそうしたことが走馬灯のごとく脳裏に浮かびました私は自分を憎みながらこう思いました自分はなぜ変わらなかったのか？　神に背いて反抗するのを止められなかったのはなぜなのか？

数日後、数人の兄弟姉妹が会いに来て、神の御心について交わってくれましたまた、私の状態にとりわけふさわしい神の御言葉の一節を読んでくれました「そのような人は自分より優れた人を見ると、他の人々がその人を高く評価しないよう、また誰一人傑出した人がいなくなるよう、その人を押さえつけたり、その人に関する噂を流したり、何らかの卑劣な手段を用いたりします。それは傲慢さと独善性、また邪悪さ、不正直さ、狡猾さからなる堕落した性質であり、そのような人は自分の目標を達成するためには手段を選びません。このように生きながら、自分のことを偉大で善人だと考えています。しかし、このような人に神を畏れる心はありますか。まず何より、これらの事柄の特質という観点から言えば、このように行動する人はただ自分の好きなようにしているのではありませんか。神の家の益を考えていますか。神の家の働きが被る損害に関係なく、自分の感情しか考えず、自分の目標だけを達成したいのです。このような人は傲慢で独善的なだけでなく、利己的で卑劣でもあります。神の意図をまったく配慮しませんし、神を畏れる心がないことに疑いの余地はありません。自責の念も、恐怖、不安や心配も一切なく、結果を考えることもなく自分の望むことを何でもして、勝手気ままに振る舞うのはそのためです。神を畏れず、自分が極めて重要な人物だと信じ、自分のことをあらゆる点で神より高く、真理よりも高いと見なしています。その心の中では、神はその名に言及する価値さえなく、何の意義もなく、このような人の心の中では何の地位もありません。このような人は頻繁にそうしており、絶えずそのように振る舞ってきました。こうした人たちが直面する結末はどういったものですか。彼らは困難に見舞われる、そうではないですか。寛容な言い方をすれば、こうした人たちはあまりに嫉妬深く、個人的な名声や地位に対する欲求が強すぎ、過度に不実で信頼できません。より厳しく言えば、本質的な問題は、こうした人たちに神を畏れる心がほんの少しもないということです。心に神の居場所がなく、神を畏れない人は、真理への入りを成し遂げましたか。（いいえ。）では、いつものように嬉々として動き回り、絶えず忙しくしながら極めて多くの活力を費やすとき、その人たちは何をしているのですか。このような人たちは、自分はすべてを捨てて神のために費やし、大きな苦しみを受けてきたとさえ言い張りますが、実を言うと、すべての行動の動機、原則、そして目的は自分に利益をもたらすことです。自分の利益を残らず守ろうとしているだけなのです。この種の人は恐ろしいとあなたがたは言うでしょうか、それとも言わないでしょうか。どのような人間が神を畏れない人でしょうか。その人たちは傲慢ではありませんか。サタンではないのですか。神を畏れないのはどのようなものでしょうか。動物を別にすれば、悪魔、サタン、大天使、そして神と争うものはみな神を畏れません」（「神を信じる正しい道へ入る前に人が置かれる五つの状態」『キリストの言葉の記録』）。神の厳しい御言葉は私を骨の髄まで切り刻みました自分があまりに傲慢で、利己的で、狡猾であり神への畏れなどまったくないことがわかったのです教会の働きで協力する必要があるときも、自分は比較的それに向いているとわかっていたのに自分の名声と地位を守るため駆け引きすることを何とも思わず、そのせいで神の家の働きに害を与えてしまいました兄弟姉妹の働きに問題があり、私たちの進展を妨げていることがわかったときも私は彼らと協力して問題を解決せずその代わりに彼らは私の足を引っ張り、傑出する機会を邪魔していると思い込み地位を利用して彼らを叱りましたそうしてみんなは抑え込まれてしまい、苦しみながら生きることになりました私は彼らの提案を受け入れようともしませんでした不機嫌になって腹を立て、自分の本分を使って鬱憤を晴らし教会の働きがどのような影響を受けるかなどはこれっぽっちも考えませんでした実際のところ、自分には本当の才能が何もなく音楽に対する多少の興味と熱意しかなかったのですしかし、神は慈悲深くも私にこの機会をお授けになり私が働きの上で、そして真理の追求において進歩できるようにしてくださいましたしかし私はそれを大事にするどころか、あくまで地位と名誉を追い求めました本分を尽くす振りをしながら自分の利益を追求し自分の前進を助ける道具として兄弟姉妹を利用していたのです私にはまったく人間性がありませんでしたあらゆる行ないにおいて悪事を犯し、神の性質に背きました神はそれを憎んで嫌悪なさいます！　私はそれに気づいて恐怖に震え、強い自責の念を抱きましたそして涙ながらに神に祈りました「ああ神よ、私は間違っていました！　反抗的になってあなたと競い続けたくはありませんそれに、個人的な利益を巡って戦い続けることも望みません。私は喜んで悔い改めます」。

その後、私は次の神の御言葉を読みました「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉によるこの啓示はサタンの卑劣な戦術と、名声や利益を用いて人々を堕落させる悪しき動機を私に認識させましたサタンはこのようにして人々を縛って傷つけ彼らが神を裏切って距離を置くようにします名声と地位は、サタンが人々を滅ぼす道具なのです私は小さいときからサタンによる影響と教育を受け「我先に逃げよ。悪魔は一番遅れた者を捕まえる」「出世して先祖に栄誉をもたらす」そして「人は上を目指し、水は下に流れる」といったサタンの哲学に引き込まれましたそれらを自分のモットーにしていたのです私はますます傲慢になり他の人が私を仰ぎ見るよう、どの集団にいても地位を巡って常に争いました信者になったあとですら真理を追求していなかったせいでいつも名声と地位を求めましたそれらのために本分を尽くしながら苦労し、代価を払い技能を高めようと懸命に働きました他人と競って争い何かを成し遂げるたび、自分は本物の人材だと思いました兄弟姉妹を偉そうに叱ることもありました私は本当にどうしようもなく傲慢で自惚れていました。生き方の中に人間らしさがまったくなかったのです私はサタンの哲学によって生き、名声と地位を得ることに没頭しました他人を傷つけただけでなく、神に嫌悪されることを数多く行ないましたまた自分の逸脱と悪事のせいで教会の働きに影響を与えました私は名声と地位のためにこれほどの害を与えてしまったのですそのとき初めて「出世する」とか「人を上回る」といったサタンの哲学がどれも誤謬でこうした嘘によって生きていれば、さらなる堕落や悪へと至り神に背いて抵抗するようになり、最後は神に懲罰されるのだとわかりましたそれに気づいたとき自分はどんな場合も、名声と地位を命綱のように扱っていたのだと思いました私は本当に盲目で無知でしたまた、それは神に真っ向から反する道であることもわかりました私は神の御前で祈り、悔い改めましたその後、本分を尽くす中でこうしたことを追い求めていると考えるたび心から怖くなったので、神に祈って肉を捨てました加えて、私は兄弟姉妹に心を開き、自分の堕落を晒しましたしばらくすると、名声と地位を求める衝動がずっと少なくなったのを感じ心の平静を感じ始めました。

その後、教会で指導者を選んでいたときのこと名声と地位を求める願望が投票中に再び頭をもたげ内なる戦いが始まりました「自分は李兄弟に投票すべきなのか、それとも自分に投票すべきか自分は真理の交わりを通じた問題解決に優れているわけではないでも万が一彼が当選すれば、他の人は私のことをどう見るだろうか」私は再び名声と地位を求めていることに気づきそのような考えは本当に醜いと感じましたそこで神に祈り、こうした考えを捨てて呪いましたすると神の御言葉の別の一節が頭に浮かびました「どうすればより高い地位に昇れるか、あるいは自分を尊敬させるために他人の前で何をすべきかで心が一杯なら、あなたは間違った道を歩んでいます。そのことは、あなたがサタンのために物事を行なっていることを意味します。あなたは奉仕しているのです。どのように変化すればますます人間らしくなり、神の旨と一致し、神に従い、神を畏れることができ、何をするにも節制を示して神の吟味を受け入れられるかといったことで心が一杯なら、あなたの状態はますますよくなります。これが、神の前で生きる人になることの意味です。そこには二つの道があります。一つは行為に集中するばかりで、自分の野心、欲望、意図、および計画を満たそうとする道です。これはサタンの前、サタンの支配下で生きることです。もう一つは、神を畏れて自分の本分を立派に尽くせるよう、いかにして神の旨を満たし、真理の現実に入り、神に従い、神に対して誤解や反抗心を抱かないかに集中する道です。これが神の前で生きることの意味です」（「真理を実践することでのみ正常な人間性を有することができる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉を考えながら神がご覧になるのは行動における人の動機や見方で、それがまさに重要なのだとわかりました評判と地位が自分の原動力で、他人に高く評価されたいという願望があるならそれは神に反する道であり真理にたどり着くことも、神に完全にしていただけることもありません私は進んで自分の動機を正そうと思い自分が教会の指導者に選ばれようと選ばれまいと喜んで神の采配に従い、立派に本分を尽くそうと思いましたそれから投票になり、私は原則を考慮して李兄弟に投票しました結局、彼が教会の指導者に選ばれました私の心は落ち着いていました自分は選ばれなかったけれど後悔はしていないようやく真理を実践しそれによって名声と地位の足かせを捨てたからですまた、真理を実践して神に満足していただくことで、内なる穏やかさと安定を感じ神の裁きと刑罰がまさに自分の救いであることを経験したのです。


33. 名声と富からの解放

中国山東　肖敏

「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）

1年前、私は教会指導者に選出されました。この委託が神のやさしさと引き立てであると思い誠実に真理を求め本分を尽くすことを誓いました。それからは、忙しく教会の仕事をこなし問題に直面すると神を頼り御心を仰ぎ、同労者とも話し合い、解決のため真理を求めました。しばらくして教会の働きが順調に行きはじめ神の導きに心から感謝したの。それからすぐ、もう一人の指導者の選挙があり、意外にも、何年か前にともに本分に励んだ夏姉妹が選ばれました。夏姉妹は指導者になって間がなく、いのちの経験も浅く一緒に仕事をしたときは私の助けなしには、直面した困難や問題を解決できなかったので今回ともに本分を尽くすにあたって私の方が能力が高いのは確かだった。

ある時、家に帰ると夏姉妹が伝言を残していて、城西教会のある班長が実際の働きができず交代の必要がある、他にもすぐに解決が必要な実際の問題があり、私の助けが欲しいとありました。これを思うと彼女も私の方が能力が高いと思っていたはず。尊敬される側として、しっかり仕事をこなし恥をかかないようにしよう。考えるほどに幸せな気分になりました。でも集会に着くと、夏姉妹は働きを細かく理解し真理の交わりも深く実践的でした。まさかたった数年でこんなに成長するなんて！　能力の高い私がたくさん指導しなきゃと思ったのにまるで私と同等の能力をもっているみたい！　むっとしたのと同時に彼女が主導権を握ろうとしてるように見えたので兄弟姉妹に自分の実力を示さなくてはと思ったわ。何事にも手を抜かず彼女をこえる交わりをしようと考えすぎた結果とても退屈で、自分でさえもつまらないと思う交わりになりました。面目が丸つぶれで、落ち込みました。

それ以降も夏姉妹と張り合い続けました。一度集会で、兄弟姉妹の状態を知った彼女は、関連する神の御言葉を、自分の経験をうまく絡めて交わりました。みんながうなずきながら聞き入りメモを取る人もいました。「進むべき道がみえた」という人もいました。羨望と嫉妬を同時に感じこう思いました。「急いで交わりをもたなくては。絶対に彼女に劣ると思われたくない！」しかし考えるほどに何を交わるかわからなくなり、焦りが夏姉妹への非難に変わりました。「そんなに交わる必要なんてないのに。全部先に言われてしまったから私はお飾りのように座っているしかなくなった。これではだめ。挽回するために何か交わらなくちゃ」と思い彼女が水を飲んでいる隙に椅子を前に出し交わりを始めました。素晴らしい話をしたかったのに、全く的はずれでめちゃくちゃな交わりでした。兄弟姉妹のいぶかしげな視線を感じ完全に見当違いの話をしたことに気づきました。とても居心地が悪く恥ずかしくて穴があったら入りたいほどでした。自分をよく見せようとしたのにまったく逆効果で自分から舞台に上がり、皆の前で失敗したのです。心の中で、私ではなく姉妹に啓きを与えた神を責め他の兄弟姉妹にどう思われるかが気になりました。そう考えるほどに、どんどん辛くなりこの状況から逃げ出したい、彼女とは仕事をしたくないと思った。集会のとき、思わしくない状況にいる二人の姉妹がいて夏姉妹の交わりのあとも全く改善しなかったとき、私は交わりに手を貸さず「これでみんな彼女が問題を解決できないとわかったはず。彼女が上で私が下だと思わなくなるわ」とさえ思った。当時の私は常に夏姉妹と張り合い心の中は次第にどんよりと暗くなり集会で御言葉を交わっても光がなく兄弟姉妹の困難や問題をどう解決するかもわからず毎晩、早い時間に眠くなり本分への意欲も湧かなかった。苦しみは大きくなり神に祈り救いを求めることしかできなかったの。

祈りの中で、次の御言葉の一節を読みました。「地位や体面、名声に触れるとすぐ、みな期待に胸を躍らせ、自分が傑出し、名声や評価を得ることをいつも欲します。誰も譲歩したがらず、競うことは恥であり、神の家では許されないにもかかわらず、常に競おうとします。競争しないと気が済まないのです。あなたがたは、傑出した者を見ると嫉妬し、憎み、不公平だと感じます。『自分が傑出できないのはなぜだろう。傑出するのが常にあの人で、自分の番が回ってこないのはなぜだろう。』そして一種の憤りを感じます。あなたがたはそれを抑えようとしても抑えられません。神に祈り、しばらく気分が楽になるものの、そのような状況に再び直面するやいなや、それを克服できません。それは未熟な霊的背丈を示すものではありませんか。こうした状態に陥ることは罠ではないですか。これらは人を束縛する、サタンの堕落した本性の足かせなのです」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。これはまさに私の状態であり、御言葉が心に突き刺さりました。私がこれほど苦しく辛い生き方をしたのはなぜか。その根源は、名声と地位への強い欲、そして私のごう慢な性質でした。本分を始めた頃働きで少し成功し兄弟姉妹から一目置かれると自画自賛し、自分に才能があると考えました。夏姉妹と働く中で彼女の方が優れているのを見て嫉妬深く、不愛想で、競争心丸出しの人間になった。彼女に勝てないと知り、消極的で愚痴っぽくなり、その感情を本分に影響させた。その姉妹たちの状態を解決できない夏姉妹をみても交わりを助けないどころか、ただ傍観し失敗を喜びました。恥をかくところがみたかった。とても本分を尽くしていたとは言えません。教会の指導者としてまったく無責任で頭にあったのは教会の働きでも兄弟姉妹の問題を解決することでもなくただ彼女の上に立つことだけ。自分勝手で卑しくずるい人間でした。名声と地位で頭がいっぱいで兄弟姉妹の問題が解決されなくとも、教会の働きを損ねようとも気にせず自分の評判と名声を守ることばかり。恩を仇で返すとはこのことです。重要な本分を尽くす資格はなく、神の嫌悪の対象だった！　この考えに至ると、すぐに神の前で祈り悔い改めました。地位と名声の足かせを外すための導きを求めました。

そして次の御言葉を読みました。「いつも自分のために物事を行なったり、絶えず自身の利益を考えたりしてはいけません。自分の地位、体面、評判を考えないこと。また、人の利益を考慮してはいけません。まずは神の家の利益を考慮し、それを最優先にしなければなりません。神の旨を想い、自分が本分を尽くす中で不純だったかどうか、全力で忠誠を尽くし、全力で自分の責任を果たし、自分のすべてを捧げたかどうか、そして自分の本分と神の家の働きを心から考えてきたかどうかを熟慮することから始めなさい。あなたはこれらのことを考えなければなりません。これらのことを頻繁に考えなさい。そうすれば、立派に本分を尽くすのがより簡単になります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉に心が明るくなり、進むべき道を得たのです。名声と地位から解放されるには、まず自分の心を正すこと。神の委託に心に留め、御心を大切にし、どうすれば本分を尽くせるかを考えなければ。心が前向きになると名声、地位、虚栄、名誉を簡単に手放せるようになります。他人によく思われても、神には認められず、他人に低くみられても、神に救われることもある。大事なのは神への態度、そして真理を実践し本分を尽くせるかどうかです。啓きを与え、進むべき道を正してくれたことを神に感謝しました。夏姉妹と張り合う気はなくなり被造物として神を満たすよう本分を尽くしたかった。その後は意識的に神に祈り、本分に心を捧げ教会での集会では兄弟姉妹の交わりをよく聞き問題を見つけたら真剣に考え関連する神の御言葉をみつけ自分の経験と組み合わせ交わりました。また自分の欠点を補うため夏姉妹の長所から学びました。このような実践で心が穏やかになり、状況はかなり改善し心から神に感謝しました。しかし名声と地位への欲は自分の中に深く根付きそのサタンの本質は、隙をみてすぐにまた顔をだしました。

あれは班の問題を処理しに行こうとしていた時です。出かけようとした私に夏姉妹が言いました。その班の問題は複雑だから同行したいと。それを聞き、幸せだった心が一気にしぼみこう思いました。「問題を解決できるのは自分だけだというの？　能力を見せつけたいのね。指導者の前でそんなこと言うなんて。私を悪く見せようとしているの？」とても腹が立った。結局一人で行きましたが、怒りを消化できず道中ずっと夏姉妹のことを憎く思うあまり集会場を見つけられず引き返す羽目になりました。とても落ち込んだわ。「私はそんなに役立たず？　集会場も見つけられないなんて、指導者はどう思うかしら？　本当に恥ずかしい！」教会に戻っても他の姉妹たちと話す気がしなかった。

次の日、業務をいくつか行うため夏姉妹と別々に教会に向かいました。心は再びかき乱れ「あんたが何者だろうが、どちらが上かを見せてやる！」と思っていたわ。教会につくなり、やるべき業務にとりかかり、交わりをもち、仕事を振り分けました。「今回は頑張った。きっとうまく行って、夏姉妹の上に立てるわ」。でも同労者の話し合いの中で、自分が本分の働きで最下位と知り、信じられない気持ちでいっぱいでした。すべての希望を失いどれほど頑張っても夏姉妹にはかなわないと思った。上役が遅く戻った夏姉妹をねぎらうのを見るにつけ、疎外感を感じ、嫉妬にかられました。全てにおいて私より上手で、上役からも大切にされている。私の出番はないように思いました。教会の指導者より班の指導者がましだ、少なくとも兄弟姉妹が尊敬してくれて支えてくれる。「鶏口となるも牛後となるなかれ」でありたいと思いました。悲しみが湧き上がり一刻もはやくその環境から逃げ出したいとばかり思っていました。状況は悪くなるばかりで夏姉妹に嫉妬と嫌悪を抱き自分が目立たないのは彼女のせいだと思い、「本分で失敗して異動してくれたいいのに」とさえ思うほどでした。

常に評判と個人の利益をめぐって戦い己を振り返ることもなかった私は間もなく神の懲らしめを受けたのです。指導者たちと集会の約束をしたのに誰も来なかった上、帰りに自転車がパンクしたり、そのあとすぐ背中がひどく痛み始めたの。疼き、腫れ、耐えられない痛み。本分もままならなくなりました。その時次の御言葉を思いました。「今日のあなたがたに対する要求 ― 協調してともに働くこと―は、ヤーウェがイスラエル人に求めた奉仕に似ている。それをしないなら、奉仕などやめることである」（『神の出現と働き』「イスラエルの民のように神に仕える」〔『言葉』第1巻〕）。怖かったわ。神が私から本分を奪い去ろうとしているの？　そして別の一節を読みました。「葛藤すればするほど闇に包まれ、嫉妬や憎しみを感じ、欲望が強くなるだけです。欲望が強くなればなるほどそれを得られなくなり、得るものが少ないほど憎しみが増します。憎しみが増すにつれ、あなたの内面は一層暗くなります。内面が暗くなればなるほど本分を立派に尽くさないようになり、本分を立派に尽くさないほどあなたは無益になります。これは相互に関連する悪循環です。こうした状態では本分を立派に尽くすことなど決してできず、やがてあなたは次第に淘汰されます」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。神の厳しいお言葉に恐れおののき、神の義なる性質は決して背きを許さないと感じた。次の御言葉がまさにそうです。「こうした状態では本分を立派に尽くすことなど決してできず、やがてあなたは次第に淘汰されます」自分が危険な状態にいるとわかりました。間もなくして夏姉妹が「教会の働きが全くうまく行っていない」と言い心配のあまり泣き始めました。そして指導者が、私たちの連携がうまく行かないことの本質を分析し神の家の働きを乱し、妨げていると言ったことを思い出したわ。それ以上考えたくなくて神の前に急ぎ、祈りを捧げた。名声や地位を追い求め、人に嫉妬することは神の御心に沿わない。それをわかっていながらなぜそのような悪を求め続けたのか。

次の神の御言葉を読みました。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます。サタンの行動を検討すると、サタンの邪悪な動機は、極悪非道ではありませんか。あなたがたはいまだに人は名声と利得なくしては生きてゆけないと考えているので、サタンの邪悪な動機を見抜くことができないかも知れません。名声と利得を捨て去ったら、将来が見えなくなり、目標を見失い、将来が暗く陰鬱になってしまうと人は考えています」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。御言葉の暴きの中に、問題の根源がありました。評判や地位を求め続けたのは幼い頃から学校教育と社会の影響を受け、サタンの哲学と誤った考えが心に深く刻み込まれていたから。例えば「己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす」「出世して先祖の栄誉をもたらす」「1つの山に2頭の虎は棲めない」「人は上を目指し水は下に流れる」「ガンは飛びすぎる時声を残し、人は死ぬと名を残す」これらの言葉が座右の銘であり人生の目標でした。社会でも神の家でも、ただ人から尊敬されどの集団にいてもその中心となり周りを従わせたかった。それだけが有意義な人生と思っていたの。素質が高くなく、得意なことも特にないのに、誰かの下になるのが許せなくて、自分より能力の高い人を見ると腹をたてつい張り合い、比較してしまった。出し抜くためには手段を選ばず敵わない時は、嫉妬と憎しみを抱き、周りを責めた。そんなひどい生き方をしてきたの。名声と地位を求めるのは正しい道でないとやっとわかった。その道を進むほどに自分がごう慢で卑劣になりこの本性によって、自分勝手で有害で、人間らしくない生き方をしていたのです夏姉妹は自分の本分に誠心誠意取り組み、その交わりには光があり兄弟姉妹の実際の問題を解決することもできました。これは、みんなにも教会の働きにも利益となり神の心を慰める素晴らしい行為です。一方私は心が狭く、嫉妬深く夏姉妹はいつも私の見せ場を奪うという偏見をもち彼女の失敗と交代を望んでやまない根っからの悪人だったのです。神が望むのは、より多くの人が真理を求め御心を大事にし神を満たすために本分を行うこと。しかし私は評判と地位を守るため兄弟姉妹のそのような行いを許さず嫉妬し排斥しようとした。これは神に背き、反抗しているのと同じでは？　神の家の働きを乱しているのでは？　悪魔サタンと変わらないのでは？　共産党幹部も評判と地位のために徒党を組み、下らない争いを続け手段を選ばず反対者を倒し、敵を排除し、民を抑圧しています。どれほどの悪を行い、どれほどの命を奪ったことか！　結局それは身の破滅を招き、死んだあとは地獄で懲罰を受けるのです。なぜ、彼らはそのような最期を迎えるのか。評判と地位を何よりも優先したからです。では自分はどうか。彼らほどではなくとも、本質的には同じです。サタンの哲学や法則に従って生きごう慢で独りよがり、自分勝手で卑しく、ずるくて邪悪な性質を示しました。人間らしさが全くない悪魔のような生き方でした。神に嫌われ憎まれるのも当然です。このような懲らしめは神の義なる性質の現れ、さらに言えば神の救済でした。これに気づき、すぐに神に祈りました。「神よ私は真理ではなく名声や地位ばかりを追い求め、サタンに弄ばれ、堕落させられ、人間らしさを失くしました。評判や地位を失い、本分への熱意が消え、あなたを裏切る寸前でした。神よ、私は悔い改めます。真理を求め、姉妹と協力し着実に本分に励み、あなたを満足させます」。

その後、夏姉妹にすべて打ち明け名声や利益を求め、張り合っていたことを分析し私への監督と支援を頼んだわ。それからは協力して本分を尽くせるようになったの。いまだに名声と利益への欲を示すこともありますがそれがサタンの性質とすぐに気づくことができます。そしてそれを続けることの性質と結果を思い、神の前で祈り、意識的に考えを改めます。姉妹の交わりに誠実に耳を傾け、長所から学びます。何か足りない点に気づいたらすぐに補足します。そういう時はみんなのためになるよう、明確に真理を交わる方法を考えます。みんな、こういった集会が啓発的だと感じ私にも得るものがあり自由と心の安らぎを感じます。次の御言葉の通りです。「加えて、自分の責任と義務を果たし、本分を尽くし、自分の利己的な欲求や意図や動機を捨て去り、神の旨を考慮し、神と神の家の益を第一にすることができるなら、それをしばらく経験した後、それがよい生き方だと感じるようになります。それは卑劣で役立たずな人間になることなく、正直かつ誠実に生きること、心が狭かったり卑しかったりするよりむしろ、公正かつ高潔に生きることです。人はそのように生きて振る舞うべきだと感じるようになります。自分の益を満足させようとする心の欲求も徐々に小さくなります。……そうした生き方をするのは有意義で糧を得られると感じる状態へと変化するのです。あなたの霊も地に足をつけ、安らぎと充足を覚えます。自分の動機、利益、利己的な欲求を捨て去った結果として、こうした状態があなたのものになるのです」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）


34. 神の御言葉が私の霊を目覚めさせた

アメリカ 楠楠

全能神は言われます。「この終わりの日における神の働きの現在の段階では、神はもはや以前のようにただ恵みと祝福を人間に与えるのではなく、また人間をなだめて前に導くこともありません。この働きの段階で、人間は経験した神の働きのあらゆる側面から何を見ましたか。人間は神の愛と神の裁きと刑罰を見ました。この期間、神は人間に施し、人間を支え、啓き、導き、人間は次第に神の意図、神が語る言葉、そして神が人間に与える真理を知るようになります。……神の裁きと刑罰により、人間は人類の堕落とサタンのような本質を次第に認識するようになります。神が与えること、神が人間を啓くこと、そして神による導きにより、人類は真理の本質、人間に必要なこと、進むべき道、人生の目的、自分の人生の価値と意味、将来へと進む方法をますます知ることができるようになります。……人間の心が蘇ると、人間は退廃し堕落した性質で生きることを望まなくなり、その代わりに神を満足させるために真理を追い求めることを望むようになります。人間の心が目覚めると、人間はサタンと完全に訣別できるようになり、サタンによる危害を受けなくなり、サタンに支配されることも騙されることもなくなります。その代わりに、人間は神の働きと言葉に積極的に協力して神の心を満足させることができ、神を畏れ、悪を避けることができるようになります。これが神の働きの元来の目的です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉のこの一節に関する経験が私にはあります。

2016年６月、私は英文朗読チームでの本分を割り当てられ、心から嬉しく思いました。自分の英語力をようやく活かせることになったからです。自分の力を発揮しなきゃ！　家にいる兄弟姉妹にこの素晴らしい知らせを伝えたくてたまらず、それを知った彼らが顔に浮かべる羨望の表情を想像さえしたものです。

その本分を尽くし始めると、他の兄弟姉妹がとても流暢に英語を読み、発音も素晴らしいことに気づきました。お互い英語で話すこともよくあって、集会のときや本分を尽くしているときも会話は全部英語です。私の英語はそこまで優れておらず、羨ましさと不安を同時に感じましたが、「一生懸命勉強していれば、いつか追いつき追い越せる！」と自分に言い聞かせました。そこで英語を勉強して語彙を増やすため、朝は早起きして夜も遅くまで起きるようになりました。どうすれば働きの成果を向上させられるかを常に考えていたのです。働きの経験に関する誰かの話を聞くたび、私はペンを手にしてメモをとりました。でもあっという間に数ヵ月が過ぎたのに、私の進歩は全然遅く、チームでの成果も一番低いままでした。自分が本分を尽くしておらず、年下の兄弟姉妹からヒントや助けをしばしば受けなければならないこと、加えてそのころ、指導者からつまらないルーチンワークをよく割り当てられていたことが頭に浮かび、自分はチームにまったく不要なんだと感じ、心底落ち込んで動揺するようになりました。その後、私たちのチームに新たな姉妹が加わりましたが、チームの本分に不慣れだったので、私が手助けするよう言われました。自分はもうチームで一番能力が低い人じゃないと思い、密かに喜んだものです。ところが驚いたことに、この姉妹は才能に恵まれ憶えが早く、英語もすぐに上達しました。二、三ヵ月も経たないうちに、もう私を追い越しつつあったのです。そのせいで私はパニックになりました。「このままだと、またすぐにチームで一番劣ったメンバーになってしまう。もっと長く働いている他のメンバーほど、自分が成果を挙げていないことは理解できる。そして今、この新人が入ってきて手助けするよう言われたけど、あっという間に追い越された。こんなの屈辱だわ！」。私は地位と名声を求めて毎日暮らし、絶えず不安を感じていました。惨めさの中で日々を過ごしていたのです。故郷で本分を尽くしていた昔の日々を懐かしく思い始めました。そのころは自分が先頭に立って話し合いや計画を行なっていて、兄弟姉妹はみんな私の意見に賛成していたし、教会指導者にも高く評価されていたものです。かつては重要人物だったのに、今ではここまで落ちてしまった。そう考えれば考えるほど悲しくなり、自分が不当な扱いを受けているように感じました。そしてあるとき、ついにトイレにこもって泣いてしまったのです。その夜は床についても寝返りを打つばかりで眠ることができず、こんな思いを止められませんでした。「私は初日からチームで一番劣ったメンバーだった。他の兄弟姉妹は私のことをどう思ってるだろう。もうこんなところにいたくない」。でもそのとき、生きている限りあなたのために自分を費やし、あなたの愛に報いますと、神に厳粛な誓いをしたことが頭に浮かびました。本当に自分の本分を諦めてしまったら、約束を破ることにならないだろうか。神を騙して裏切っていることにならないだろうか。動揺のあまり、私は神に祈りました。「神よ！　この状況をどう乗り越えるべきか、そこから何を学ぶべきかわかりません。どうか私を導き、啓いてください」。

それから携帯電話を手に取り、神の御言葉のこの一節を読みました。「あなたがたは追求において、個人的な観念や願望や未来をあまりに多く抱きすぎる。現在の働きは、あなたがたの地位に対する欲望や途方もない欲望を取り扱うためのものである。願望、地位、そして観念はどれも典型的なサタン的性質の表われである。これらが人々の心に存在するのは、ひとえにサタンの毒が常に人の考えを腐敗させており、人々がサタンの誘惑を決して払いのけられないというのが理由である。このような人たちは罪のただ中で生活しているが、それを罪と思わず、『わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに祝福を与え、わたしたちのために万事を適切に手配してくださるに違いない。わたしたちは神を信じているので、他人よりも優れており、他の誰よりも地位と将来性が高いはずだ。わたしたちは神を信じているので、神はわたしたちに無限の祝福を与えてくださるに違いない。そうでなければ、神への信仰とは呼ばれないだろう』と考える。長年にわたり、人々が生き延びる上で頼ってきた思考がその人の心を腐敗させ、不誠実で臆病で卑劣になるに至った。そのような人は意志の力や決意が欠けているだけでなく、貪欲で傲慢で強情になった。人間には自我を超越する決意が完全に欠けている上、これら闇の勢力による呪縛を払いのける勇気が少しもない。考えと生活があまりに腐敗しているので、神への信仰に対するその人の見方は依然として耐えがたいほどに醜悪であり、人々が神への信仰に対する自分の見方について語るときでさえ、それはただ聞くに堪えない。人はみな臆病で、無能で、卑劣で、傷つきやすい。闇の勢力に対して嫌悪感を覚えず、光と真理への愛を感じず、それらを排除しようと全力を尽くす」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私の状況を完全に説明していました。私がこれほどの苦痛を感じたうえに、本分を尽くすことに抵抗し、本分を諦め神を裏切ろうと思うまでになったのは、地位に対する自分の欲求が満たされなかったからではないでしょうか。このチームに加わってからというもの、英語を必死に勉強して働きの成果を向上させようとしてきたのは、単に自分の力を見せつけ、チームで傑出したかったから。新入りの姉妹がとても早く上達するのを見ると、彼女に追い越され、再びチームで一番劣ったメンバーになるのではないかと不安でした。地位のことで一日中ストレスを感じ、まったく惨めに暮らしていたのです。「人々が生き延びる上で頼ってきた思考がその人の心を腐敗させ」という神の御言葉を見て、私は自分に問いかけました。「なぜ地位のために奮闘してるの？　この惨めさはどんな考えのせいなの？」神の御言葉をじっくり考えて初めて、自分が「出世して先祖に栄誉をもたらす」、「人は上をめざし、水は下に流れる」、「天上天下唯我独尊」といったサタンの格言にしたがって生きていることに気づいたのです。私たちは幼いころから、人より優れて頂点に立つよう、教師に教え込まれています。私も名声のある有名人を絶えず心から尊敬して羨み、自分もそうなりたいと望んでいました。どこにいようと人から高く評価されることをいつも望み、全員から感心され、支えられ、賞賛されればなおいい気分になりました。これが愉快で有意義な生き方だと思っていたのです。人から感嘆と賞賛を得られなければ生活は惨めになり、とても落ち込みました。神の家で本分を尽くすようになってからも、私はこうした物事を追い求めていました。でも向上が見られなかったり、他の人の賞賛や感嘆を得られなかったりすると、悲観的になって落胆し、気力が挫けました。本分を諦めて神を裏切ることさえ考えたのです。私は名声を求める執念にすっかり取り憑かれ、それを得るためならどんな困難にも耐え、どんな戦いも行ない、自分の世界全体がこの一つのことを中心に回るまでになりました。そのとき、自分が間違った物事を求めて奮闘していることに気づきました。私が本分を尽くしていたのは真理を追い求めて神の愛に報いるためではなく、ただ名声と地位に対する自分の欲求を満たすためだったのです。

神の御言葉に暴かれたおかげで、自分の追求がいかに誤っていたかがわかりました。その後、私は神の御言葉のこの一節を読みました。「本分を尽くしている一人ひとりにとって、真理の理解の深さがどれほどであろうと、真理の現実に入ることを望むなら、自分が行なうすべてのことにおいて神の家の益を考え、自分の利己的な欲求、個人的な意図、動機、面子、地位を捨てるのが最も簡単な実践の方法です。神の家の益を第一にしなさい。これが行なうべき最低限のことです。……加えて、自分の責任と義務を果たし、本分を尽くし、自分の利己的な欲求や意図や動機を捨て去り、神の旨を考慮し、神と神の家の益を第一にすることができるなら、それをしばらく経験した後、それがよい生き方だと感じるようになります。それは卑劣で役立たずな人間になることなく、正直かつ誠実に生きること、心が狭かったり卑しかったりするよりむしろ、公正かつ高潔に生きることです。人はそのように生きて振る舞うべきだと感じるようになります。自分の益を満足させようとする心の欲求も徐々に小さくなります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉を読んで、他人に賞賛されるのは重要なことではないとわかりました。神の支配と計画に従い、神の家の働きを守り、真理を実践して本分を尽くすことこそが本当に重要で、それが心を開いて誠実に生きる方法なのです。神の御心がわかったあと、私は大きな解放感を覚えました。チームで一番劣っていることに変わりはないけれど、それをつらいと思うことがなくなったのです。また自分の名声と地位を傷つけることがあっても、以前のように弱ることもなくなりました。意識して神に祈り、自分の間違った動機を捨て、心を静めて本分を尽くせるようになったのです。しかしサタンの害毒は私の中に深く根を下ろし、私の本性そのものになっていました。単に認識するだけではそれを根絶できません。清められて変わるには、裁きと精錬をもっと経験する必要がありました。

チームリーダーが劉姉妹と張姉妹に、私たちの働きの監督を任せました。二人とも高度な専門技能を有していたからです。私は羨望と嫉妬を同時に感じました。他の兄弟姉妹を指導するのがとても名誉なことに思えたのです。どうして自分は二人のようになれないのだろう？　自分にできるのは技能が不要なつまらない仕事だけ。その後私は、兄弟姉妹の問題解決を助けるチームで水を与える本分を尽くすよう勧められました。でも期待に胸を膨らませることはまったくなく、その本分を見下しさえしました。実際の技能をもたない人だけがそんな本分を割り当てられるのだと思えたのです。私たちのチームが立派な成果を挙げているとすれば、それはひとえにあの二人の姉妹のおかげだと、誰もが口を揃えて言うでしょう。舞台裏で働き、真理を交わって問題を解決している私のことに、いったい誰が気づくでしょうか。間違った心構えをもち、聖霊の働きを得られていなかったせいで、どうしてもその本分を尽くそうという気が起きず、心の中で「私の素質がみんなにかなわないのはなぜだろう？　私は何に優れているんだろう？　いつになったら自分の力を発揮できるんだろう？」と思うこともありました。徐々に嫌気と焦りが募っていき、そして程なく、通りかかった張姉妹からドアを閉めたり窓を開けたりお願いされるたび、感情が爆発しそうになるのを感じました。「あなたは信者になってどれくらい経つの？　ほんの少し技能が優れてるだけじゃない。それで私を顎で使う資格があるっていうの？」しまいには、張姉妹に話しかけられても無視するようになりました。時おり質問されても聞こえなかったふりをするだけで、答えたとしてもぶっきらぼうな話し方でした。そのせいで彼女がふさぎ込んでいるのを見て、私は気の毒に思いましたが、地位と名声のことになるとやはり感情が先に立つのです。

ある朝、劉姉妹と張姉妹が用事で出かけるのを目にしました。二人とも本当に上品でおしゃれな服に身を包んでいたので、私は動揺して嫉妬しました。「私は舞台裏で誰にも感謝されず苦労してるのに、あなたたちは栄誉を独占してる。私がどれだけ懸命に働いているか、誰にも知られることはないんだわ……」。その夜姉妹たちが戻ってくると、チームの全員が駆け寄って労をねぎらい、二人のために夕食を準備する人もいました。最初は私も二人に声をかけ、働きがどう進んだかを訊きたかったのですが、みんなの反応を見て嫉妬が蘇り、「あの二人がまた栄誉を独占して、私はますます価値がないように見えている」と思いました。そう考えて二人に背を向け、そのまま部屋に戻ったものの自分を静められず、そこで神に祈りました。「神よ、地位を求める私の執念が再び醜い頭をもたげてしまいました。名声と地位への欲望を捨てたいのですが、どうしてもできません。どうか評判と地位の束縛から自由になる方法をお示しください」。

翌日、私がひどい状態にあるのを見た姉妹の一人が次の一節を読んでくれました。「地位や体面、名声に触れるとすぐ、みな期待に胸を躍らせ、自分が傑出し、名声や評価を得ることをいつも欲します。誰も譲歩したがらず、競うことは恥であり、神の家では許されないにもかかわらず、常に競おうとします。競争しないと気が済まないのです。あなたがたは、傑出した者を見ると嫉妬し、憎み、不公平だと感じます。『自分が傑出できないのはなぜだろう。傑出するのが常にあの人で、自分の番が回ってこないのはなぜだろう』。そして一種の憤りを感じます。あなたがたはそれを抑えようとしても抑えられません。神に祈り、しばらく気分が楽になるものの、そのような状況に再び直面するやいなや、それを克服できません。それは未熟な霊的背丈を示すものではありませんか。こうした状態に陥ることは罠ではないですか。これらは人を束縛する、サタンの堕落した本性の足かせなのです」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。私が自分の追い求めるものを本当に変えていなかったことを、神の御言葉は示していました。依然として評判と地位、そして他の人に優ることを求めていたのです。こうしたことに取り憑かれていた私は、傑出して注目され、重要な本分、あるいは技能を要する本分を尽くしたいといつも望んでいました。それがみんなから尊敬され、一目置かれる唯一の方法、神に認めていただき、最終的に祝福を受ける唯一の方法だと思い込んでいたのです。重要でないと思った仕事にはどれも冷淡で、水を与える本分でさえも軽蔑のまなざしで見ていました。二人の姉妹に重要な本分が任される一方、自分には決して注目されない些細な仕事しか与えられないことに気づくと、嫉妬を感じて憤り、よりよい素質や技能を与えてくださらなかったといって、神に文句をぶつけて責めさえしました。私は何て理知のない人なんでしょう！　地位への欲望が満たされなかったからという理由で本分に力を注がず、姉妹たちを自分の不満のはけ口にさえしました。それが姉妹たちを押さえつけ、傷つけたことは間違いありません。そのことを省みれば省みるほど罪悪感を覚え、自分がいかに利己的で人間性に欠けていたかがわかりました。

その後、私は神の御言葉のこの一節を目にしました。「人は名声を得て有名人になることを常に望んでいます。大きな名声と信望を得て、先祖に栄誉をもたらすことを望んでいるのです。それらは肯定的な物事ですか。それらは肯定的な物事とまったく一致しません。そのうえ、神が人類の運命を支配しているという法則にも真っ向から反しています。わたしがそのように言うのはなぜでしょうか。どのような人を神は望んでいますか。偉人、有名人、高貴な人、あるいは世を揺るがす人を望んでいるのですか。（違います。）では、神はどのような人を望んでいるのですか。神が望んでいるのは、地に足をつけ、神の被造物にふさわしくなることを求め、被造物の本分を尽くすことができ、人間の立場を守れる人です」（「真理を探し求め神に頼ることだけが堕落した性質を解決できる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉を振り返り、神が望まれるのは高貴な人や地を揺るがすような才能の持ち主ではなく、神の被造物として自分の本分を尽くせる、地に足の着いた人なのだとわかりました。神は私に優れた素質や一流の専門技能をもつよう求めてはおらず、私が自分の立場を守り、全力で本分を尽くすことだけを求めておられます。そしてそれが、私にできることだったのです。神は各人にそれぞれ異なる素質と才能を授けられます。私たちは自分の能力の限りを尽くし、互いに助け合い、ともに働きさえすれば、本分を尽くして神に満足いただけるのです。

またこの神の御言葉も読みました。「わたしは、一人一人の終着点を、年齢や年功、苦しみの量、とりわけ憐れみを誘う度合いではなく、真理を自分のものにしているかどうかに基づいて決める。これ以外の選択肢はない。神の旨に従わない人はみな懲罰されることをあなたがたは悟らなければならない。これは不変の事実である」（『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」〔『言葉』第1巻〕）。神は義なる神でいらっしゃいます。神が誰をお褒めになるのか、また神が各人にどのような結末と終着点を定められるのかは、その人に名声や信望があるかどうか、どのくらいの人がその人を支えて認めているのか、あるいはその人にどのような元手があるのかによって決まることではありません。むしろ、それはひとえに、その人が真理を実践し、神に従い、神の被造物として本分を尽くしているかどうかに基づいています。祭司長、律法学者、そしてパリサイ人を例に取りましょう。彼らには地位も影響力もあり、多くの人が彼らを崇めて付き従いましたが、主イエスが来られて働きをなさったとき、彼らは真理を求めることも神の働きを受け入れることもまったくしませんでした。自分の地位と収入を守るために主イエスを激しく断罪し、主に抵抗さえして、果ては主を十字架にかけて神の呪いと懲罰を受けたのです。また、神の言いつけ通りに箱船を作ったノアのことも頭に浮かびました。当時、ノアは気が狂っていると誰もが思いましたが、ノアは神の言うことを聞いて神に従ったおかげで、神のお褒めを受けて洪水を生き延びたのです。そして聖書に記された貧しい未亡人。彼女が与えた二枚の硬貨は、他の誰にとっても些細なものにしか見えませんでしたが、神は彼女をお褒めになりました。自分がもつすべてのものを神に捧げたからです。これらの話を振り返り、神は本当に義でいらっしゃると気づきました。神は人の誠実さを大事になさいます。神の御言葉に耳を傾け、神に従い、神の御言葉を実践し、神の被造物として本分を尽くすことでのみ、人は有意義な人生を生きられます。他人に賞賛されようと励んでも、悪事を犯して神に逆らい、神の懲罰を受けるだけです。私があの環境で本分を尽くすよう神が采配なさったのは、私が苦しんだり屈辱を感じたりするのを神が望まれたからではなく、神には私のための計画があるからだとわかりました。私はあまりに地位に取り憑かれていたので、本当に自己を認識し、名声と地位の足かせを捨て去り、神の御前で自由な解放された人生を生きられるよう、暴かれ精錬される経験をしなければなりませんでした。これこそ神が私を変えて清める最善の方法であり、神の愛と救いだったのです。そう考え、私は神に祈りました。「ああ、神よ。これらの環境を巧みに整え、私を救って清めてくださったことに感謝いたします。私はもう名声と地位のために生きたくはありません。どのような本分を割り当てられようと、他人の目から見てそれがどれほど卑しいものでも、私は喜んで服従し、兄弟姉妹と一緒に働くことで、私たちの本分を尽くしてまいります」

その後、私たちのチームの何名かが、教会の業務に出かけなければならなくなったのですが、それを聞いたとき、私の中で再び欲望が湧き上がりました。自分の力を示すチャンスがようやく得られるかもしれないと思ったのです。誰が行くか兄弟姉妹が話し合っているあいだ、私は自分が選ばれることをずっと期待していましたが、結局選ばれたのは劉姉妹と張姉妹でした。多少がっかりしました。自分が日の目を見る瞬間は決して来ないように思えたのです。再び名声を求めて争っていることに気づいたので、神に祈って間違った動機を捨て去りました。そして、この間ずっと自分の働きに集中せず、貴重な時間と活力を地位への奮闘に残らず費やし、自分の本分をこれっぽっちも尽くさなかったことが頭に浮かびました。私は名声と地位を求めて毎日戦っていましたが、それは本当にひどい気持ちでした。サタンに騙されてきたような感覚です。地位と名声は本当に人を傷つけます。実際のところ、私たちのチームの兄弟姉妹はみな異なる技能と素質をもっています。私たちが一緒に働くよう神が采配されたのは、一人ひとりが自分の技能を生かし、互いに学んで補い合い、一緒に働いて本分を尽くすことを望まれたからです。神はずっと以前に私の素質と背丈を決められました。また、私がチームでどのような役を演じるのか、どのような役割を果たすのかも、神が予め定められたことです。だから私は自分の居場所に喜びを感じ、全力で本分を尽くし、神に従うことのできる理知的な人であるべきなのです。それに気づくと、心がずっと穏やかになりました。二人の姉妹が本分を尽くしに出かけるたび、私は二人のためにひたすら祈り、他の姉妹たちが自分の本分に集中できるよう、全力でルーチンワークを終わらせました。また他の兄弟姉妹にも、働くと同時にいのちの入りの時間も見つけられるよう、霊のデボーションに力を入れることを勧めました。集中して物事を行ないだすと、地に足の着いた穏やかな気持ちをますます感じるようになりました。神との距離が縮まり、兄弟姉妹との関係もより正常になったと思いました。そして名声や地位を重視することもなくなり、より心を開くようになりました。この小さな変化に対し、私の心は神への感謝で一杯でした。神の御言葉の裁きと刑罰が私の心を目覚めさせ、名声や地位を求めることの虚しさと苦しみを示すとともに、神を信じ、真理を追い求め、被造物の本分を尽くすことでのみ、人は有意義な人生を生きられるのだと理解させてくれたのです。


35. 地位という束縛からの解放

フランス 董恩

2019年、私は教会指導者になりました。何でも自分のやり方を貫き、本分に無責任で、適切な人員配置もできずに教会の生活に大きな影響を与えてしまい、深く後悔しました。そこで教会の働きをしっかりやろうと決意したんです。当時2人の班長の配置換えが必要でしたが、適任の後任者を見つけらなくて、気持ちは焦るばかりでした。「誰も代わりを見つけられなかったら、指導者に実践的な働きができないと思われて、私が代わりに交代させらるかも」。その時、張姉妹が頭に浮かびました。素質もよく、本分でも成果を挙げ、班長にはぴったりの人材です。後任の目星がついて、ほっと一安心でした。いい候補を選ぶことができて、これからの自分の仕事も楽になると思いました。

でもちょうどその時、他の教会の指導者の李姉妹から電話があって、教会に新しい信者が多く来たのに、水を灌ぐ人が足りないので、張姉妹に来てもらって、水を灌ぐ役割を担ってほしいと言われたんです。でもその時私は、絶対に譲りたくないと思ってしまいました。「張姉妹が異動したら、こちらの教会はどうなるの？　他の班長候補が見つからなければ、働きをこなすことができずに、私が交代させられるわ」。黙ったままでいると、李姉妹が言いました。「そちらの教会はベテランの信者が多いし、信仰心も厚いでしょう。張姉妹が異動しても、別の人を訓練すれば、働きには影響がないわ」と。そんなふうに言われて、反抗心が芽生えました。「軽々しく言うけど、人を育てるのは簡単じゃない」と思った。李姉妹の教会が困っているのはわかっていましたが、堕落した性質に支配されていた私は、彼女が何を言おうが、絶対に首を縦にふらず、自分勝手で、自分の教会のことしか考えない李姉妹に腹を立てました。私が折れようとしないので、李姉妹は諦めました。電話を切って後、落ち着かない気持ちのまま、「絶対に妥協しないし、誰に頼まれても張姉妹は渡さない」と決めました。次の日、私の指導者とこの問題を話し合いました。私の教会も人手が足りず、難しい状況にあるということを延々と説明し、反論の余地を与えないよう、自分たちの問題について語り続けました。そしてついに指導者も何も言えず、この話を引っ込めました。張姉妹を手放さずにすみ、私はとても満足でした。その夜、執事たちと張姉妹の昇格について話し合いました。李姉妹が困っていることや、指導者から張姉妹の異動を打診されたことは黙っていました。私が背景をすべて説明しなかったので、全員が張姉妹の昇格に同意しました。喜んだものつかの間、指導者が話があると言って突然教会にやってきたんです。働きの需要にしたがって、張姉妹の異動が決定したと伝えられました。全員がそれに賛同したので、私だけ、反対はできません。でもとても不満でした。自分の右腕を奪われたような気がしました。それから数日は、事の顛末を思い返すたびに腹が立って、本分にも身が入らず、夜も眠ることができずに寝がえりばかりうっては、この事について考えました。そして神に祈ったんです。「神よ、私は自分の地位を守るために張姉妹を手放したくなくて、そればかり考えてしまいます。神よ、この状況から抜け出せるようお導きください。自分を解放し、自己を認識できるようお助け下さい」。

祈った後、この御言葉を読みました。「あなたは滅多に真理を実践せず、しばしば真理に背を向けて、利己的で下劣な堕落したサタン的性質の中で生きています。自分の威信、評判、地位、利益を探し求め、真理を得ていません。それゆえあなたの苦しみは大きく、不安は数多く、多数の足かせをはめられているのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「いのちの入りは自分の本分を尽くす経験から始まらなければならない」）。「人類のなんと残酷なことか。共謀と陰謀、お互いからのひったくり合い、名声や富の奪い合い、殺し合い……一体いつ終わるのか。神が語った何十万語もの言葉にもかかわらず、誰一人として目覚めてはいない。人々は自分の家族、息子や娘、職業、将来の見通し、地位、虚飾、金のために、また食べるもの、着るもの、肉体のために行動する。しかし一体、真に神のために行動している者はいるのか。神のために行動している者でさえ、神を知っている者は非常に少ない。自身の利害のために行動しない人はどれほどいるのか。自身の地位を守るために他人を抑圧したり排斥したりしない人はどれほどいるのか」（『神の出現と働き』「悪人は必ず罰を受ける」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉に心を貫かれたようでした。サタンにより堕落し、名誉や富のためにいがみあう人類の醜さが暴かれましたが、それはまさに私のことでした。今回自分がしたことを振り返ると、指導者としての地位を守りたいばかりに、神の家全体の働きを考えず、張姉妹を失えば、教会の働きに支障が出て、自分の地位が危うくなることを恐れた。だから指導者との話し合いでも、断る理由を並べてたてて、自分が主導権を握って、張姉妹の本分を決めてしまった。李姉妹と指導者を騙そうとしたし、執事たちにも本当のことを言わなかった。自分の名誉や地位を守るために、一生懸命知恵を絞った。自分勝手で卑劣で不誠実でした。その時、自然界の野獣のことを思いました。縄張りや食べ物をめぐって戦い、殺し合い、強いものだけが頂点に立てる。人をめぐって争い、地位を守ろうとした私は、人間らしさのない野獣になったも同然。本当に恐ろしいことをしたと思いました。重荷を背負い、教会の働きのことを考えているように見せて、心の奥底では自分の地位のことしか考えていなかったんです。この御言葉のとおりです。「自身の利害のために行動しない人はどれほどいるのか。自身の地位を守るために他人を抑圧したり排斥したりしない人はどれほどいるのか」。ずっと張姉妹を支配しようとし、手放そうとしなかった。自分の教会のメンバーなのだから、彼女の本分を決めるのは自分だと考えた。我を通し、誰にも干渉させなかった。信じられないくらい傲慢で、人間らしさも理知もなかった！　その時、自分が福音をしていた時のことを思い出したんです。終わりの日の神の働きを多くの信者が受け入れているのを見た牧師は、自分の地位が危うくなると考え、信者が真の道を調べることを阻止しました。福音を広める者を攻撃するだけでなく、信者は自分の羊だから、誰にも横取りさせない、などと言うのです！　その時に気づきました。私の行動は、その牧師の行動と実質的には同じだと。自分の地位や、暮らしを守るために兄弟姉妹を自分の手中におさめ、異動することを許さず、神の小羊を独占し、彼らをめぐって神と争おうとした。そう思うと、とてつもなく怖くなり、恐ろしさに震えながら神の前で祈りました。「神よ、間違っていました。あなたに抵抗しました。悔い改めます」。

間もなくして、神は再び私を試そうとしました。他の教会の指導者からメールがあって、文書の編集作業に大至急助けがいること、私たちの教会の陳姉妹が編集が得意で、真面目に本分を尽くすと聞いたので、陳姉妹にその役目を任せたいと書かれていました。私はわかっていました。陳姉妹はこの本分に適任だということを。でも陳姉妹は私たちの教会の福音担当者として活躍していて、陳姉妹が異動してしまったら、福音がうまくいかなくなってしまうかもしれない。実践的な働きができず、私が取り扱いを受けることになったら、私は今の地位を失うかもしれない。他の人を探してもらおう。そう思いメールを無視しました。でもふと考えたんです。「張姉妹の時もそう、自分の地位を守りたいばかりに異動を拒んだわ。今回は邪魔するわけにはいかない」。でもやっぱりとても辛くて、迷った。「誰かの役割を変える必要があるたびに、どうしてここまで抵抗するのかしら。自分たちの働きへの影響や地位を失うことを心配してばかり。一体どうすれば名声や地位にとらわれずにすむの」と思った。そして静かに神に祈り、私が地位を縛られる本質を理解し、肉に背き、真理を実践できるよう導いてほしいとお願いしました。

デボーションで、この御言葉を読みました。「反キリストの振る舞いの本質は、地位を獲得し、人々を説き伏せて自分に従わせ、敬わせるという目標を達成すべく、常に様々な手段や方法を用いているということなのです。心の奥で人間を巡って故意に神と争っているわけではないかもしれません。けれども、一つ確かなことがあります。つまり、たとえ人間を巡って神と争っていなくても、やはり人のあいだで地位と権力を持ちたがっているということです。自分が地位を巡って神と張り合っていることに気づき、自分を抑える日が来たとしても、なお別の手段を使って教会での地位を獲得しようとし、他者の承認と同意を勝ち取ることで正当性を得られると信じています。つまり反キリストのなすことはすべて、一見すると忠実に本分を尽くしていることで成り立っているように見え、彼らが神への真の追随者であるかのように見えますが、人を支配し、人々のあいだで地位と権力を得るという彼らの野心は決して変わらないのです。神が何を言おうと、何を行なおうと、そして人々に何を求めようと、彼らは神の言葉や要求に沿う形で義務を果たしたり、本分を尽くしたりせず、神の発する言葉と真理を理解しても、権力や地位の追求を諦めたりもしません。最初から最後まで、彼らは自分の野心に食い尽くされ、言動と思考を支配および指示され、自分が歩む道を決定されます。これが反キリストの典型です。ここで強調されているのはどういったことですか。中には『反キリストは人々を獲得するために神と争い、神を認識しない人ではないでしょうか』と問う人もいます。反キリストは神を認識し、神の存在を真に認めて信じており、進んで神に従い、真理を追い求めるかもしれませんが、決して変わらないことが一つあります。権力や地位への野望を絶対に捨てず、自分の置かれた環境や自分に対する神の態度によって、地位や権力への追及を諦めることもない、ということです。それが反キリストの特徴です。いかに多くの苦しみを味わおうと、いかに多くの真理を理解しようと、いかに多くの真理の現実に入っていようと、またこれらの外面的な現象を超えて、神の知識をどれほど有していようと、彼らは地位と権力への野心や追求を抑えることも捨てることも決してなく、まさにそれが彼らの本性と実質を決定しているのです。神がそのような人たちに反キリストのレッテルを貼っても、少しも間違ってはいません。それはまさに彼らの本性と実質によって決まっているのです」（『反キリストを暴く』）。神は反キリストの本性と特徴として、権力や地位を重要視し、生きがいにしていると暴露しています。名声、富、地位への欲望が、あらゆる言動の源、そして動機になっていて、神の羊を自分のものとし、神に反抗し、悔い改めることを拒否し、最終的には暴露され淘汰される。この御言葉を深く考え、恐ろしい気持ちになりました。確かに私は地位を重要視していた。最初は、地位を守るために張姉妹の異動を拒否した。そして今回、自分の地位のために再び異動を拒もうとしている。自分の地位のことしか頭になく、神の旨を考えることもなく、神の家の働きを気にすることもなく、地位を守ることばかりにとらわれ、神の家の働きをおろそかにし、人をめぐって神と張り合うことさえした。畏敬の念などありませんでした。神を信じるのではなく、地位や権力を信じることは、反キリストの本性と同じでは？　陳姉妹は編集が得意だし、喜んで作業にあたることはよくわかっていた。でも自分の地位を守るために、彼女の意見を聞くことも、特技を活かした本分を与えることもせず、まるで彼女の主のように、他の教会への異動を認めなかった。教会は自分の縄張りで、私の承諾なしには誰も異動できないと考えた。反キリストのように、皆を籠に閉じ込めて支配しようとした。自分の地位を確実なものにするために、素質があり能力の高い兄弟姉妹を自分の教会に囲い込み、まるで自分の財産かのように、支配しようとしました。自分の地位のために皆に苦労を追わせようとしました。このような野心は神に嫌われ、呪を受けるに値します。神を長年信仰してきたのに本当に大事なものが見えておらず、名声と地位に強く縛られ、反キリストの道を歩んでいました。その時、ある反キリストのことを思い出したんです。その人はいつも地位と名声を求め、指導者になると、自分の地位を固めるために、人を自分の支配下におき、独立国家を作ろうとしました。真理を受け入れず、独裁者のように振る舞いました。神の家の働きを乱し、ついには暴露され、淘汰されました。名声や地位を追い求めることは反キリストへの道であり、行きつく先は地獄です！　神が何度も私を暴露する状況を生み、自分がサタン的な本性をもち、誤った道にいることがわかったので、手遅れになる前に道を正せました。私に対する裁きである以上に、神の偉大な愛と救いでした！　神が背負った苦しみを考えると、譲歩する気持ちが芽生え、反抗心を感じなくなりました。神の采配はすべて私が必要としているものなのだから、心から悔い改め、従順な気持ちで状況を受け入れようと思いました。

その後、この御言葉を読みました。「本分とは何でしょうか。本分は自分で経営するものではありません。それはあなた自身の職業でも働きでもなく、神の働きです。神の働きはあなたの協力を必要としており、そこからあなたの本分が生じるのです。神の働きのうち人間が協力しなければならない部分こそ、その人の本分です。本分は神の働きの一部であり、あなたの職業でも、家庭のことでも、生活に関する個人的なことでもありません。あなたの本分が外部のことか内部のことかにかかわらず、それは神の家の働きであり、神の経営（救いの）計画の一部を成すとともに、神があなたに託した務めでもあります。あなたの個人的な仕事ではないのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理原則を探し求めることでのみ、本分をよく尽くすことができる」）。「どのような本分を受け取っても、神が要求するとおりに尽くすべきです。たとえば、ある教会の指導者に選ばれたとすれば、その教会を率いることが本分です。ひとたびその働きを本分として受け入れたら、何をすべきでしょうか。まず、指導者としての働きを達成することだけが本分を尽くすことであると知らなければなりません。外の世界で役人として仕えているのではないのです。指導者になった以上、自分を役人と考えるのは的外れです。しかし同時に、『わたしは教会の指導者に選ばれたので、偉ぶってはならず、他の誰よりもへりくだらなければならない。みんなをわたしよりも上級で大事な人としなければ』と言うなら、その考え方も間違っています。真理を理解していなければ、どれほど自分を装っても何の意味もなく、正しい理解以外は何の役にも立ちません。まずは、指導者としての本分の重要性を理解しなければなりません。一つの教会には数十名も信徒がいることがあるので、その人たちをどうやって神の前へと導き、その大半に真理を理解させ、真理の現実に入らせるかを考えなければなりません。さらに、弱く消極的な人については、弱く消極的でいることをやめ、本分を尽くせるよう、潤し支えることにもっと時間を費やす必要もあります。本分を尽くせる人たちについては、真理を理解して現実に入り、原則通りに行動し、正しく本分を尽くして更なる効果を上げられるよう導かなければなりません。また、数年前から神を信じていながらも人間性が邪悪で、いつも教会の働きに干渉して邪魔をする人もいますが、そうした人は必要に応じて取り扱うか追放するかして、原則が命じる通りにふさわしい処理と采配をしなければなりません。さらに、何にもまして重要なことがあります。教会には比較的良好な人間性と若干の素質を持ち、働きの特定の側面を担える人もいます。このような人はみな、ただちに育成しなければなりません。彼らが潜在能力を発揮するのには訓練が必要だからであり、何の訓練も受けないと、何一つ立派にこなすことができないからです。……すべての人を最大限活用し、各人の能力を最大限生かして、それぞれができること、その素質、年齢、神を信じてきた期間に合わせて、適した本分を割り当てる必要があります。それぞれのタイプに合わせた個別の計画を立て、人によって計画を変えることで、彼らが神の家で自分の本分を尽くし、役割を最大限果たせるようにしなければなりません」（『終わりの日のキリスト講話集』）。神の御言葉が明らかにしたのは、本分は個人的な営みではなく、神から与えられ、神の求めに応じて取り組むべきものだということです。人を育てることは、神が指導者に求めること。神は働きのために有能な人材を揃えた。だから指導者である私は、神の求めと原則に沿って本分を尽くさなければ。才能がある人を見つけたら、その人を育て、推薦し、全員をそれぞれにふさわしい場所に配置することで1人ひとりが特技を発揮しながら本分を尽くして、福音の働きを広めるために、より効果的に動くことができる。これこそが神の旨に沿い、兄弟姉妹が求めることです。神の旨を理解した私は、他の教会の指導者に、陳姉妹の異動を承諾すると伝えました。このように実践すると、心が軽くなった気がしました。そして、神の祝福が訪れたのです。思ってもみなかったことですが、その年の11月、福音の働きにより、前の月の3倍の信者を新しく獲得しました。これが神の働きによるものだとわかり、神への感謝と称賛が止まりませんでした。

かつては、名声や利益をめぐる争いや、名声や地位への渇望という堕落を憎むことはなかった。みんながサタンにより堕落させられ、このような性質をもち、数日では変わることなんかできない。そう思うと、真理を求め問題を解決する気になれなかった。でも神の御言葉の裁きと刑罰を受け、ついに地位や名誉を追うことの本質を見極めることができました。地位や名誉を追うことは神に抵抗すること。それを心から嫌悪し、真理を追い、悔い改め、変わろうと思えたんです。私がいま肉に背き、ある程度真理を実践できているのは、すべて神の働きのおかげです。全能神に感謝します！


36. ようやく人間らしく生きる

チョウホン　中国

2018年に教会指導者になったとき、優れた素質の持ち主で、真理を追い求めているヤンという名の姉妹がいました。わたしは「彼女をきちんと訓練できれば、わたしも楽に物事を進められるし、働きも改善して指導者に褒めてもらえる」と思って彼女の訓練に力を入れ、彼女が問題に突き当たるたびに交わりをし、チームリーダーを任せました。彼女は急速に進歩して本分を熱心に尽くすようになり、すぐに彼女のチームの働きは軌道に乗りました。そこで私はこう考えました。「ヤン姉妹のような人があと何人かいれば、教会の働きはすべて大いに改善するはず。そうなれば少し落ち着けるし、よりよい成果を挙げられる。そしてわたしは立派な仕事をしたと、みんなに言ってもらえるはずよ」。ある日のこと、反キリストや悪人の排斥と追放に関する文書を編集する人が急遽必要になったのですが、わたしとパートナーは、ヤン姉妹に任せるべきだということで意見が一致しました。すると驚いたことに、彼女はすぐに原則を把握して、客観的で正確な文書をまとめ上げたのです。この間、指導者に何度も、文書をまとめるのが得意な人がいないかと訊かれており、ヤン姉妹が適任であることはわたしにもわかっていました。しかし、彼女が異動になり、それが私たちの働きに与える影響を考えた瞬間、ヤン姉妹を手放したくないと思い、指導者に彼女を推薦しませんでした。

ある日の集会で、指導者は反キリストや悪人の排斥と追放に関する文書をまとめる人が必要だと言った上で、そのような人材はいないかとわたしたちに尋ねました。それを聞いてわたしは思いました。「それならヤン姉妹が得意だけれど、他の誰かを訓練しなければならなくなる。そんなの大変。わたしたちの働きがもたつくようになってしまったら、指導者にどう思われるだろう？　文書の編集ならタン姉妹も得意だけど、本分に対して少し受け身で、助けを必要とすることが多い。代わりに彼女を推薦しよう。そうすれば、その仕事を担当する人材を提供できるし、ヤン姉妹を手元に留めておける。働きが影響を受けることはない」。そこでわたしはタン姉妹を推薦して彼女の長所を並べ上げ、わざとヤン姉妹が低く見られるようにしました。数日後、タン姉妹がその仕事に選ばれたものの、自力で対処できないことをわたしは後になって知り、こう思いました。「大丈夫、ヤン姉妹ならそれに対処できる。でも、彼女を手放したくない。自身の本分にとても優れているし、彼女がいなくなったらわたしたちの働きはどうなるだろう？」。それでまたしても、ヤン姉妹を推薦しないことにしました。それから数日が経ち、指導者は特にヤン姉妹のことを尋ねた上で、彼女の代わりとなる人をできるだけすぐ見つけるようにと言いました。わたしはその考えに心から反感を抱き、「ヤン姉妹がいなくなったら、誰が教会の文書を編集するというの？　適任者が見つかっても、経験が浅いから原則は知らないはず。訓練が必要。わたしたちの働きに影響が出るだけでなく、そんなことは大変だし、わたしも苦労することになる」と考えました。そんな考えが間違っていることはわかっていましたが、こんな言い訳を自分にしました。「ヤン姉妹を訓練したのはこのわたし。彼女がここを離れたら、彼女の仕事をできる人はこのチームにいない。どんなことになるだろう？　いいえ、パートナーとこの件を話し合って指導者に手紙を書き、他の誰かを訓練するまでの数ヵ月間、ヤン姉妹をここに留めておくようお願いしなきゃ」。それをパートナー2人に伝えたところ、こう反論されました。「わたしたちは神の家の働きをさせるために人を訓練しているんです。ヤン姉妹がいなくなっても、別の誰かを訓練すればいいでしょう。ヤン姉妹がここを離れるのを止めようとしているあなたは、利己的なんじゃないですか？」。でもわたしは反省せず、それどころか「ずいぶん甘いことを言うわね。人を訓練するのが簡単だと思ってるの？」と考えました。ますます動揺して反感を抱き、わたしの立場を理解できないパートナーたちを不快に思ったのです。その直後、身体が燃え上がって火に包まれたような感覚に襲われだし、全身から力が脱けるのを感じました。「天気はいいし風邪もひいていない。本当に変だわ」。すると、これは神から懲らしめられているのだと気づき、神の御言葉が脳裏に浮かびました。「今、わたしがあなたがたの間で働きを行っているときに、あなたがたはこのように行動している。いつの日かあなたがたを見守る者がいなくなったら、あなたがたは皆、お山の大将を名乗るのではないか」（『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（１）」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉がわたし自身の状態を正確に暴いていることに気づいて、わたしは愕然としました。わたしはヤン姉妹を自分の所有物のように扱っていた。彼女を訓練したのは自分なのだから、彼女はわたしのもので、この教会に留まってわたしに光を当てるべきだと思い、彼女を手放そうとしませんでした。実際には、兄弟姉妹はみな神の家で自身の本分を尽くしており、彼らに託されたことはすべて神に由来しています。神の家が必要とするならばいつでもどこでも、神の采配通りに本分を尽くします。しかしわたしは不実で、自分の威信と地位のために他の人たちを騙し、ヤン姉妹を手元に留めておくためなら何でもしました。私 は、御言葉の中の「お山の大将」のようでした。わたしはヤン姉妹を操り、神から彼女を奪おうとしていた。これは反キリストの行ないであり、滅びへの道です。それに気づいたわたしは心から後悔しました。あまりに傲慢で利己的だったのです。

そして、この神の御言葉を読みました。「人の行ないが善か悪かを判断する基準は何ですか。それは、考えや表現や行動において真理を実行に移し、真理の現実を生きる証しを有しているかどうかによります。その現実がなかったり、それを生きていなかったりすれば、疑問の余地なくあなたは悪を行なう者です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。「神を信じながら神の言葉に注意を払わず、真理を受け入れることも、神の采配と指揮に従うこともなければ、またある種の善行を示すだけで、肉を捨てられず、自尊心や利益を少しも手放せないなら、また表面上は本分を尽くしているように見えながら、依然としてサタン的性質に頼って生き、サタンの哲学や生き方を少しも捨てておらず、変わらないならば、神を信じているなどとどうして言えますか。これは宗教的な信仰です。このような人は、表面的には物事を捨てて自分を費やしますが、その歩む道、することすべての源と原動力は、神の言葉や真理に基づいていません。それどころか、自分の想像や欲望や主観的な思い込みに沿って行動し続け、サタンの哲学と性質が存在と行動の基礎であり続けます。真理を理解していない事柄において、このような人は真理を求めず、また真理を理解している事柄においては、真理を実践せず、神を偉大な存在として崇めず、真理を大事にしません。名目上は神の信者ですが、それは言葉だけのことで、その行ないの実質は、堕落した性質の表明に過ぎません。動機や意図が、真理を実践して神の言葉通りに行動する兆候はありません。他の何よりも先に自分の利益を考え、まず自分の欲望と意図を満たそうとする人は、神に従う人ですか。（違います。）神に従わない人が、自分の性質に変化を引き起こせますか。（引き起こせません。）性質を変えられないのなら、それは哀れな人ではありませんか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「宗教的な信仰は決して救いにつながらない」）。わたしは神の御言葉をじっくり考え、自分の振る舞いを反省しました。神のために犠牲を払っているように見せかけながら、本分におけるわたしの動機は自分の利益を満たすことだった。文書をまとめられる人はいないかと指導者に訊かれたとき、ヤン姉妹がその仕事にうってつけだと知っていたものの、自分の利益を守るために嘘をついて騙し、かわりにタン姉妹を推薦した。タン姉妹がその仕事で苦労しているのを目にし、働きを遅らせていることがわかっても、それでもヤン姉妹を推薦しなかった。神の家のことを考えず、神の旨にも配慮していなかったのです。自分の威信と地位を守るため、兄弟姉妹を道具として利用するだけだった。わたしはあまりによこしまで、利己的で、卑劣でした。長年神を信じていながら、考えや見方はすべて自身のサタン的性質と、サタンの生存戦術を基にしていた。神の御言葉に従うことも、真理を実践することもなかった。まさに神の御言葉が描く通りの不信者でした。これ以上自分勝手ではいられません。才能ある人材を提供し、教会のためにもっと多くの人を訓練しなければ。そこでわたしたちはヤン姉妹の教会での仕事を引き継ぐ人を用意し、彼女は異動になりました。その後、人の排斥と追放に関する文書を、ヤン姉妹がすぐにまとめ上げたことを知ったのですが、それを聞いて申し訳なく思いました。もっと早く彼女を推薦し、自分の利益を脇にのけていれば、この仕事がここまで長く遅れることはなかった。これはわたしの自分勝手さのせい。過ちを犯し、悪事を行なった。わたしはこれを、二度と自分の利益を神の家に優先させないようにという警告として受け止めました。

この経験のおかげで少し変わったと思っていましたが、同じ問題が待ち受けており、その醜い頭を再びもたげたのです。それから間もなくして、指導者からリウ姉妹のことについて訊かれました。近くの教会で新しい信者を潤すのを、彼女に手伝ってほしいというのです。それを聞いてためらいましたが、自分勝手であってはいけない、教会の働きを守らなければならないし、別の誰かをいつでも訓練できると考え、リウ姉妹を行かせることに同意しました。しかし指導者は、文書の編纂を担当しているリー姉妹が昇格すると告げた上で、彼女の評価を記すようにと言いました。あんまりだと思いました。リー姉妹がいなくなったら、誰が文書の編纂を担当するの？　わたしはリー姉妹に行ってもらいたくないと思い、なかなか評価を記しませんでした。彼女が行くのを数日でも遅らせられれば、その間に指導者が別の誰かを見つけ、リー姉妹をここに留めておくはず。わたしが評価を記していないことにパートナーが気づき、そうするようにと促しました。けれどわたしはそれをごまかし、すぐに取りかかると言いましたが、それでも評価を記しませんでした。そして10日くらいが経ったころ、パートナーがこう言いました。「指導者はリー姉妹を異動させましたよ。彼女のことは他の人から聞いたみたい」。わたしは一瞬、それをのみ込むことができませんでした。あまりに早すぎる！　優れた素質の持ち主をみんな奪われてしまった。こんなことじゃ、教会で何も成し遂げられない。そうした考えで頭がいっぱいになり、爆発しそうでした。心がずっしり重くなるのを感じ、それから数日は食欲も湧きません。どのように人材を見つければいいのか、どれほど大きなプレッシャーが自分にかかっているのかと、そればかり考えていたのです。とんでもなく苦労することになりそうでした。それを考えれば考えるほど不安で押しつぶされ、すっかり疲れ果ててしまいました。

ある日、階段を降りていたところ、足を踏み外してしまい、足の骨が折れるような音が聞こえました。わたしは思いました。「これで終わった。足を骨折したら本分を尽くせない」。これが神の懲らしめであることはわかっていました。人が一人ひとり異動になり、心の中で神と言い争い、それに抵抗したことが頭に浮かびます。本分に対するわたしの態度が神を立腹させたに違いなく、ゆえに神はわたしから本分を取り上げたのです。そう考えると、心から怖くなりました。脚も激しく痛みます。わたしは心から悔い改めたいと思い、ひたすら神に祈りました。すると驚いたことに、その日の昼食を取り終えたあと、まるで怪我などまったくしなかったかのように、足の痛みが突然なくなったのです。わたしは心の中でわかっていました。これは、わたしが反省して自己認識できるようにするための、神からの警告に違いない。そして、「いつも自分の利益を最優先するのはなぜだろう？」と考えました。

その後、神の御言葉の朗読動画を見ました。全能神は言われます。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたはそのような強い感情を持っているのですか。なぜそうした不義な物事を楽しむのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因は、サタンの毒があなたの中にあることだと、あなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、『人はどのように生きるべきか。人は何のために生きるべきか』とあなたが尋ねたら、人々は『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』と答えるでしょう。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの哲学が人々のいのちとなったのです。何であろうと、人は追い求め、自分のためにそれを行ないます――ゆえに、人は自分のためだけに生きているのです。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』――これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。こうしたサタンの言葉こそサタンの毒であり、人がそれを取り込むと、それは人の本性となるのです。サタンの本性はこれらの言葉をとおして暴露され、これらの言葉がサタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（『終わりの日のキリスト講話集』の「ペテロの道を歩むには」）。

人類がサタンによって堕落させられたあと、ありとあらゆるサタンの害毒がわたしたちの心に植え込まれ、わたしたちの本性になったのだと、神の御言葉は述べています。たとえば、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」といった言葉です。誰もがそうしたサタンの害毒によって生き、わたしたちが行なうことはどれも自分の利益のためであり、それが正しく適切だと考えているので、ますます利己的かつ不実になっているのです。わたしは我が身を振り返りました。指導者がわたしの教会から人を異動させると、わたしは反感を抱いてそれを妨害しようとし、不実になるほどだった。人をあたかも自分の所有物のように扱い、神の家のものにするのを拒んだ。あまりに利己的で、卑劣で、理知がまったくなかった。わたしは神の家の働きを妨げていたのです！　主イエスが来られて働きをなさったとき、パリサイ人は人々がイエスに付き従うのを止めさせることで、自身の地位と生活を守ろうとしました。信者を自分のものとして扱い、彼らを巡って主と争ったのです。結局彼らは神の性質に背き、神に懲罰されました。わたしの振る舞いはパリサイ人とどこが違うでしょう？　兄弟姉妹は神の羊であり、神の家には望み通りに彼らを配置する権利があります。わたしに干渉する権利はありません。教会指導者であるわたしは、神の家が求める通りに、原則に沿って自身の本分を尽くし、真理の交わりをして問題を解決し、人を教育する必要があります。それがわたしの本分、わたしの責任なのです。しかし私は神の御旨に配慮せず、原則に沿って人を配置することもしませんでした。より多くの人を教育すべく、進んで努力していませんでした。才能ある人材を自ら提供せず、その人たちを自分の支配下に置き、わたし自身の威信のために働かせ、奉仕させようとしました。神の家に逆らって、自分のことをしていたのではないでしょうか？　わたしは神に反抗し、反キリストの道を歩んでいました。そう考えると怖くなり、わたしを懲らしめ、さらに悪事を犯すのを止めてくださった神に感謝しました。

その後、神の御言葉の違う朗読動画を見ました。全能神は言われます。「人類の感情は利己的で暗闇の世界に属している。それは神の意志のために存在するものではなく、ましてや神の計画のために存在するものではないため、人と神のことを同等に語ることは決してできない。神は永遠に至高かつ尊厳ある方であり、一方人間は永遠に下劣で、価値もない。これは、神が永遠に犠牲を払い、人類のために自身を捧げているからである。しかし人は、いつも自分の為に得る努力しかしない。神は人類の生存のために永遠に労苦しているが、人が光や義に寄与することは全くない。人が一時期働いたとしても、それは一回の打撃にも耐えることができない。人の働きは常に自分のためであって、他の人のためではないからである。人は常に利己的であるが、神は永遠に無私無欲である。神は公正なもの、良いもの、そして美しいもの全ての源であるが、人は醜いものと邪悪なもの全てを継承し、表現する者である。神が自身の義と美しさの本質を変えることは決してないが、人はいかなる時や状況においても、義を裏切り、神から遠く離れてしまう可能性がある」（『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」〔『言葉』第1巻〕）。神には私心がないことを、神の御言葉は示しています。神がなさることはどれもわたしたちを救うために行なわれるのであり、すべてわたしたちに益をもたらします。神の家が人を昇格させ、訓練を施すのは、優れた素質を持つ真理の探求者がさらに多くのことを実践し、最終的には神の委託を引き受けられるようにするためです。これは兄弟姉妹に、また神の家の働きに益をもたらします。わたしについて言えば、神の御言葉の潤しと糧、神の家による訓練を自由に受け取っていながら、本分を尽くして神の愛に報いることは考えていませんでした。どうすれば人を自分の支配下に置けるのかと、そればかり考えていました。自身の威信と地位のためなら、神の家が人を訓練して働きを守るのを、躊躇なく妨げました。わたしはあまりに利己的で悪意に満ち、神の御前で生きる資格などありません。そのようにし続けられないことはわかっていました。神の家に有能な人材を提供し、さらに多くの兄弟姉妹がそれぞれふさわしい場所で本分を尽くせるようにする必要があるのです。ひとたび自分の考えを正せると、リー姉妹の仕事を引き継ぐ人がすぐに見つかり、わたしは神に感謝しました。この新人は原則を知らず、わたしもより懸命に働く必要に迫られましたが、心が穏やかに落ち着くのを感じました。犠牲を払って自分ができることを何でもして、また教会の働きをきちんと行なえるよう、兄弟姉妹と進んで祈りました。

それから二週間後、指導者にこう言われました。「文書を編集しているチャオ姉妹を別の教会に移し、そこで本分を尽くしてもらおうと考えている」。それを聞いてわたしは思いました。「神の家の働き全体を考えなければ。もう利己的ではいられない。でも、今度もまた、別の姉妹の訓練を始めたばかりで、彼女は原則をまだ知らない。きっと働きに影響が出るはず。チャオ姉妹にこのままここにいてもらったほうがいいのかも」。そのとき、またしても自分の利益を考えていることに気づき、自分が以前に反キリストの道を歩み、教会の働きを何度も妨げ、神の性質に背いたことを考えました。そして恐怖を覚えました。すると神の御言葉が頭に浮かんだのです。「いつも自分のために物事を行なったり、絶えず自身の利益を考えたりしてはいけません。人の利益を考慮せず、自分の自尊心、評判、あるいは地位を考えないこと。また、人の利益を考慮してはいけません。まずは神の家の利益を考慮し、それを最優先にしなければなりません。神の旨を想い、自分が本分を尽くす中で不純だったかどうか、忠誠を尽くし、自分の責任を果たし、自分のすべてを捧げたかどうか、そして自分の本分と教会の働きを心から考えてきたかどうかを熟慮することから始めなさい。あなたはこれらのことを考えなければなりません。これらのことを頻繁に考えなさい。そうすれば、立派に本分を尽くすのがより簡単になります。素質が劣っていたり、経験が浅かったり、自分の職業に熟練していなかったりした場合、働きの中に誤りや欠陥があったり、結果が思わしくなかったりするかもしれませんが、それでもあなたは全力を尽くしているでしょう。行動において自分の私欲や利益のことを考えず、その代わり神の家の働きを絶えず考慮し、その利益を心に留め、立派に本分を尽くしているとき、あなたは神の前で善行を積み重ねていることになります。そうした善行を行なう人は真理現実を自分のものにしている人たちであり、ゆえに証しをしたのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。神の御言葉は実践の道を授けてくれました。神の御旨と教会の働きに注意を払わなければ。利己的になって、才能ある人材を手元に留めようとしてはいけない。そこで神に祈りを唱えました。「神よ、わたしはあまりに利己的かつ下劣で、神の家が人を昇格させるのをいつも邪魔し、教会の働きに影響を及ぼしていました。これ以上あなたに抵抗したくありません。肉を捨てて真理を実践できるよう、どうかわたしをお導きください」。祈りのあと、チャオ姉妹に会いに行き、異動のことを伝えました。彼女は異動になりましたが、わたしは以前のように動揺しませんでした。その代わり、こうした人材を神の家に提供できたのは、神の優しさと祝福だと感じたのです。また、本分を尽くすこともでき、心は穏やかさと喜びで一杯でした。全能神に感謝します！


37. 嫉妬を治す方法

中国湖北　尋求

全能神は言われます。「人の肉はサタンに属しており、反抗的な性質に満ちており、嘆かわしいほど汚れて不純である。人は肉の喜びを過度に切望し、肉の現れは過多にある。そのため神は肉をある程度嫌っている。汚れて、堕落したサタンのものを人が捨て去れば、神の救いを得る。しかし、汚れや堕落から抜け出さないままでいるなら、相変わらずサタンの支配下に生きることになる。人の狡猾さ、不正直さ、ねじれた心はすべてサタンに属するものである。神があなたを救うのは、こうしたサタンのものからあなたを解放するためである。神の働きが間違っていることはなく、すべては人を闇から救うために行われる。ある程度まで信じ、肉体の堕落を脱ぎ捨てることができ、もはやこの堕落の束縛を受けないならば、救われるのではないのか。サタンの支配下で生きるなら、神を現わすことはできず、あなたは汚れており、神の嗣業を受け取ることはできない。いったん清められ完全にされると、あなたは聖くなり、正常な人になり、神の祝福を受け、神に喜ばれる」（『神の出現と働き』「実践（２）」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉を通して、人が嫉妬に苦しみ、互いに争うのは、サタンに堕落させられ、不実で邪悪なサタンの性質によって生き、とても利己的だからだとわかった。かつて私も、嫉妬にかられ、人を出し抜き、名声と利益を求めた。そんな辛い生き方に縛られていたけど、神の裁きと刑罰のおかげで多少変化し、苦しみから逃れられた。

2017年6月、教会の班長という本分を任され、いくつかの集会場で教会生活を担当したの。その本分を尽くせることがうれしく、神の引き上げなのだから、きちんとこなして神の愛に報いなきゃと思った。そして集会での交わりに積極的に取り組み、兄弟姉妹が困っていたり、悪い状態にいる時は、御言葉を見つけて交わり、問題を解決した。やがて周りから高く評価されはじめたわ。交わりを通して実際の問題を解決し、本分に責任をもち、周囲への思いやりもあると。それを聞いてとてもうれしかった。

間もなく、教会指導者の選挙があると聞いて、思った「みんな高く評価してくれているし、もしかしたら選ばれるかも。そしたら兄弟姉妹からますます尊敬されるわ」と。投票で楊（ヤン）姉妹と私が候補に選ばれましたが、楊姉妹の票の方が少し多く、危機感を覚えた。「本分に責任をもち、実践的な働きもできる私が、なぜ彼女に負けたの？」でもすぐにこう思った。「これは予備選で最終投票じゃない。まだチャンスはあるわ。真理で身を固めて、いのちの入りに悩む人たちをもっと助けよう。みんな私のほうが上だと分かって、私がきっと当選よ」と。前回の集会で王（ワン）姉妹が提起した問題が未解決なのを思い出し、急いで関連する御言葉を探して、王姉妹と交わる準備をした。そして集会の日、集会場に着くやいなや、楊姉妹が王姉妹に交わっている姿が見えた。これにはむっとしたわ。「王姉妹と交わり問題を解決するために来たのに、出し抜くなんて！　問題が解決したら、私の力が示せないわ」と思った。楊姉妹の交わりのあと、王姉妹の顔に笑顔が浮かび、兄弟姉妹はみな満足げにうなずいた。それを見てとても不満で、手柄を横取りされたと思い、楊姉妹に嫉妬し、こう思った。「みんな、あなたが来る前は私の交わりを聞きたがったのに、今はあなたを見上げ、私なんて気にもかけない」と。全員楽しそうに交わりをしてたのに、私の耳には入らず、帰りたくてしかたなかった。

家に帰り、気落ちしてベッドに腰掛けた。そして、考えるほどに気分が悪くなった。「この調子だと指導者になれないかも。だめだわ、もっと積極的に交わりをしなきゃ。これ以上遅れを取るわけにはいかない」と思った。向（シャン）姉妹が共産党の厳しい迫害への不安から、本分をためらっていることに気づいた私は、急いで神の御言葉を探し、集会の前に彼女と交わろうとした。でも次の日、集会場に早く着くと、なんと楊姉妹がすでに向姉妹と交わっていたの。心が沈み、こう思った。「一度ならず二度までも！　楊姉妹の交わりにどんな光があるのか聞かなきゃ。すべて網羅するなんて無理よ」。そして隣に座り、何を話しているのか聞いた。すると楊姉妹は、御言葉に照らして実践の道を交わっていたけど、向姉妹の弱さや消極性については触れていなかった。「このチャンスを活かして、私の理解を伝えよう。楊姉妹の鼻を折ってやる」。そう思って、急いで交わりを始めたの。「実践の道だけでは消極的な状態は解決できません。選民を完全にすべく赤い大きな竜を引き立て役に使う、神の真理を理解しなきゃ。神の働き、全能、知恵を理解して初めて、消極的な状態から抜け出せるの。御言葉を一緒によみましょう」。向姉妹が頷くのを見ながら、ちらりと楊姉妹を見ると、気まずそうに横を向いていた。勝ったと思い、こう考えた。「誰の交わりが効果的か、比べれば一目瞭然だわ。面子を取り戻せたし、私も負けてないことが証明できる」。それから、さらに積極的に本分に取り組み、状態が良くない人や問題を抱えている人がいれば、すぐに御言葉を調べてメモを取り、交わりをもった。相手が頷くと心が高ぶり、反応がないと不安で仕方なかった。悩めば悩むほど、相手の状態を理解したり問題を解決したりすることができず、疲労感も増していった。「このままじゃ、真理の現実がないとみんなに言われ、指導者に選ばれない」。特に楊姉妹が真理について実践的な交わりをして、兄弟姉妹が頷くのを見ると、心がざわつきました。嫉妬と反感を隠せず、楊姉妹に対して腹が立ち、話もしたくなかった。名声と利益を求め続ける生き方は、とても辛かった。神の御言葉からも啓きを得られず、適当に祈りを捧げ、神からどんどん遠ざかるようだった。

その後、自分の堕落した性質を理解し、ひどい状態から抜け出せるよう、神に祈り、啓きを求めたの。そして御言葉を読んで初めて、自分の堕落した状態を多少理解できた。御言葉にはこうありました。「他人が自分に代わって脚光を浴び、自分を超え、自分が無視されている一方で評価を得ることをつねに恐れている人がいます。そのような人はそれで他人を攻撃して排除します。それは自分よりも有能な人への嫉妬ではありませんか。そのような振る舞いは利己的で下劣ではありませんか。それはどのような性質ですか。悪意に満ちた性質です。自分のことしか考えず、自分の欲望しか満足させず、他人の本分に配慮を示さず、自分の益だけを考えて神の家の益を考えないような人は悪しき性質をしており、神はそのような人を愛しません。神の旨を真に考慮できれば、人を公平に扱うことができるようになります。あなたが誰かを推薦し、その人が才能ある人に育ち、その結果神の家に有能な人材をもう一人もたらすことになれば、あなたは自分の働きをよく行なったことになりませんか。本分を尽くすことに忠実であったことになりませんか。これは神の前での善行であり、人間が有するべき良心と理知です」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。これを読んで恥ずかしかった。これまでの嫉妬、そして名声と利益のために争ったことを考えた。教会指導者の選挙があると聞いてから、欲に身をやつし、楊姉妹の票が私より多かったのを見て、彼女を敵とみなし、争い、競い合った。真理を交わることで問題を解決している彼女に、嫉妬を覚えた。楊姉妹に出し抜かれ、指導者になるチャンスを脅かされると思い、密かに彼女と張り合い、交わりの粗をさがし、欠点をついた。裏で楊姉妹を貶めて自分の評価をあげ、本分へのやる気を削いだ。勝てないと知ると彼女に腹を立て、無視しようとした。本分で名声と利益を求め、嫉妬にかられ、彼女を叩いて排除した。まさにサタンの性質をもつ、自分勝手で卑しく、邪悪な人間でした！　こんなサタンの性質を人生の基盤とし、人を傷つけ、怒りと苦しみの中で生きていたの。「三国志」の周瑜は心が狭く、常に諸葛亮をねたみ、死の間際に「既に周瑜を生みながら、何故諸葛亮をも生んだのだ！」と言って憤死しました。自分も同じだと思った。地位を求めて人を妬み、自分のいのちの入りを阻み、人に害を与え、人間らしさもなく、神に嫌われ憎まれた。神は、私を優れた素質の人のそばに置き、彼女から学び、短所を改めるよう取り計らった。でも私は争い、張り合い、得たものといえばひどい苦しみだけ。ほんとうに愚かだった。神の家では真理が全てで、指導者の選出にも原則があり、真理を受け入れ実践する良き人間らしさをもつのが最低条件なのに、私は嫉妬にかられ、名声と利益を求め、人間らしさを失っていた。指導者の資格なんかない。争いをやめ、真理を実践し、御言葉に従うことだけが正しい道だった。このすべてに気づき、心が楽になったの。

選挙の日、祈りを捧げたわ。「神よ、結果がどうであれ、私はあなたに従い、公正な一票を投じます」。でも投票する時になってやっぱり心が揺れた。「私が楊姉妹に投票して、向こうが当選したら、他の皆にどう思われる？　彼女に劣ると言われるわ」。その時、次の御言葉が心に浮かんだ。「あなたは、そうした物事を捨て去って脇にのけ、他人を推薦し、他人が傑出するのを認められるようにならなければなりません。傑出したり栄誉を得られたりする機会が到来した瞬間、それを利用しようと争ったり、焦ったりしてはいけません。引き下がることを覚えて、本分を尽くすことを遅らせてはなりません。人知れず静かに本分を尽くす人、忠実に本分を尽くしつつ他人に自己顕示しない人になりなさい。自分の体面と地位を捨てれば捨てるほど、また自分の利益を捨てれば捨てるほど、心は一層安らかになり、心の中にますます余裕ができて、自分の状態も改善されます」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。そして思った。「御言葉を実践して、名声や地位のために生きるのをやめなきゃ」と。楊姉妹の素質が素晴らしく、交わりが実践的なことを思うと、彼女が指導者になれば教会のため、そして、兄弟姉妹のいのちの入りのためになる。真理を実践し、教会の利益を守らなくては。それで彼女に投票したの。投票で楊姉妹が選ばれ、私はそれを冷静に、穏やかに受け止めたわ。ついに真理を実践できたのです。神に感謝！

そして2018年の4月、教会指導者に選ばれた私は、教会の働きの責任者たちと協力することになった。最初は教会の働きをすべて話し合い、円満に物事が進んだ。でもその後、執筆担当の李姉妹が、素質があり物覚えも早く、光があって役に立つ交わりをすると気づいた。尊敬するとともに、少し嫉妬を感じたの。李姉妹が担当する仕事に関わることで、その技術や原則を学び、遅れをとらないようにしたわ。そんなある日、指導者から手紙が来た。そこには、他の地域の教会で人を必要としているが、李姉妹は適任か。評価を集めてほしい、とあった。嫉妬心が一気に燃え上がり、「李姉妹を育てたいんだわ。素質は優れ物覚えも早い。でも信仰に入ったばかりで、いのちの入りも浅いわ。私のどこが彼女に劣るの？　なぜ私じゃだめなの？　李姉妹にその役が与えられたら、みんなどう思うかしら？　きっと彼女が格上だと言うわ」と思った。いたたまれない気持ちになり、それ以降は彼女を無視するようになった。そんな振る舞いに委縮した李姉妹は、以前のように私に相談しなくなったの。数日後、兄弟姉妹から受け取った李姉妹の評価が、すべていい評価だったことに深く嫉妬した。私への評価よりも高かった。指導者なのに同労者にかなわないなんて、とんだ赤っ恥だわ！　考えるほどいたたまれなくなり、姉妹のひとりに言ったの。「この評価は何？　ぜんぜんわかってないのね。李姉妹は成長したけど、いのちの入りは浅い。なのにこんな持ち上げて。彼女が他の教会に行っても、実践的な働きができずに教会の働きを遅らせたら、邪悪な行為になるわ！」私の剣幕に少しおびえた姉妹は、実際の状況を基にそう書いたけど、全体像は考えてなかったからもう一度見直すと言ったの。目的は果たしたはずなのに、私の気持ちは晴れなかった。特に李姉妹を見ると、良心が痛み、罪悪感を覚えた。悪い事、恥ずべき事をしたので、李姉妹の目も見られない。私の様子を見て、李姉妹がこう訊いた。「何か問題でも？」と。そう言われるとますます罪悪感が強くなり、「え、ええ」とだけ言って、他の部屋に駆け込み、跪いて神に祈った。「神よ、私は理知のない人間です。みんなの評価を見て李姉妹に嫉妬し、裏で評価を下げようとした。あなたに忌み嫌われるとわかっていても、堕落した性質に縛られ、自分を止められません。啓きを与えてください。真に自己を知り、堕落した性質で生きるのをやめられるように」。祈った後少し心が落ち着くと、コンピューターを立ち上げ、御言葉を読んだ。

神は言われます。「そのような人は自分より優れた人を見ると、他の人々がその人を高く評価しないよう、また誰一人傑出した人がいなくなるよう、その人を押さえつけたり、その人に関する噂を流したり、何らかの卑劣な手段を用いたりします。それは傲慢さと独善性、また邪悪さ、不正直さ、狡猾さからなる堕落した性質であり、そのような人は自分の目標を達成するためには手段を選びません。このように生きながら、自分のことを偉大で善人だと考えています。しかし、このような人に神を畏れる心はありますか。まず何より、これらの事柄の特質という観点から言えば、このように行動する人はただ自分の好きなようにしているのではありませんか。神の家の益を考えていますか。神の家の働きが被る損害に関係なく、自分の感情しか考えず、自分の目標だけを達成したいのです。このような人は傲慢で独善的なだけでなく、利己的で卑劣でもあります。神の意図をまったく配慮しませんし、神を畏れる心がないことに疑いの余地はありません。自責の念も、恐怖、不安や心配も一切なく、結果を考えることもなく自分の望むことを何でもして、勝手気ままに振る舞うのはそのためです。このような人は頻繁にそうしており、絶えずそのように振る舞ってきました。こうした人たちが直面する結末はどういったものですか。彼らは困難に見舞われる、そうではないですか。寛容な言い方をすれば、こうした人たちはあまりに嫉妬深く、個人的な名声や地位に対する欲求が強すぎ、過度に不実で信頼できません。より厳しく言えば、本質的な問題は、こうした人たちに神を畏れる心がほんの少しもないということです。神を畏れず、自分が極めて重要な人物だと信じ、自分のことをあらゆる点で神より高く、真理よりも高いと見なしています。その心の中では、神はその名に言及する価値さえなく、何の意義もなく、このような人の心の中では何の地位もありません。心に神の居場所がなく、神を畏れない人は、真理への入りを成し遂げましたか。（いいえ。）では、いつものように嬉々として動き回り、絶えず忙しくしながら極めて多くの活力を費やすとき、その人たちは何をしているのですか。このような人たちは、自分はすべてを捨てて神のために費やし、大きな苦しみを受けてきたとさえ言い張りますが、実を言うと、すべての行動の動機、原則、そして目的は自分に利益をもたらすことです。自分の利益を残らず守ろうとしているだけなのです。この種の人は恐ろしいとあなたがたは言うでしょうか、それとも言わないでしょうか。どのような人間が神を畏れない人でしょうか。その人たちは傲慢ではありませんか。サタンではないのですか。神を畏れないのはどのようなものでしょうか。動物を別にすれば、悪魔、サタン、大天使、そして神と争うものはみな神を畏れません」（「神を信じる正しい道へ入る前に人が置かれる五つの状態」『キリストの言葉の記録』）。「人の堕落した性質は、サタンによって毒を盛られ、踏みにじられていることと、サタンが人の考え方、倫理観、見識、理知に与えたひどい被害を根源としている。まさに人のこうした根本的事柄がサタンによって堕落させられ、神がもともと造ったものとは完全に違ってしまったため、人は神に反対し、真理を理解しないのである」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）

この御言葉に心が乱れ、うろたえたわ。まさに私の状態を示してたから。指導者に目をかけられた李姉妹を妬み、反感を抱き、卑劣な手段で彼女の評価を下げ、批判し、その本分から遠ざけるため、あらゆる手を尽くした。教会の利益など考えず、目的を果たすためなら何でもする。ごう慢で、勝手で、神への畏れもなかった。神の望みは、より多くの人が御心に配慮し、自分の本分を尽くすこと。よくわかってた……李姉妹は素質もあり、真理を追求していたから、もっと訓練を積めば、いのちの入りと技能が向上し、教会の働きのためになる。でも私は自分の名声と地位のために彼女を押さえ、その本分につかせないよう裏で手を回した。知らぬ間にサタンの手下となり、教会の働きを乱していた。つくづく自分が嫌になった。嫉妬は神の御心に反することだとわかってはいたけど、まさか自分が、ここまで人間らしくない行動をとり、教会の働きを乱し、悪を働き、神に抵抗するなんて。この御言葉を思い出した。「人の堕落した性質は、サタンによって毒を盛られ、」。嫉妬深く、人が自分より優れていることが許せなかった。それはサタンの毒が私の考えや観点をゆがめていたから。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」や「天上天下唯我独尊」や「両雄並び立たず」といった毒で生き、いつも集団のトップに立とうとし、自分は人より優れていると思い、自分より能力が高い人を公平に扱えなかった。嫉妬深く差別的で、相手を疎んじ、真理を追求する人を妬み、排除し、攻撃し、裏で貶めた。人間らしさのかけらもなかった！　自分を持ち上げ、人を貶め、争い、打ち勝ち、誰にも従わず、人より目立ちたかった。まるで生きるサタンのよう。その時やっとわかった。サタンの毒や生存の法則が、自分の本性になっていたんだと。それを人生の核とし、利己的で傲慢で邪悪な人間になっていた。悔い改めなければ、神に憎まれ淘汰される。これに気づいた時、心からおそろしくなり、急いで神に祈り、悔い改め、真理を実践し、サタンの毒を捨てますと伝えた。

数日後、指導者から、総合的に見て、他の教会での働きに李姉妹が適任だという手紙が届いた。それを読んで心がざわついたけれど、嫉妬心が自分を操ろうとしていると気づき、すぐ神に祈り、自分に背くことができた。そして、さらに次の御言葉を読んだの。神は言われます。「自分の利己的で卑しい正体があわらになり、そのことを自覚したときは、真理を求める必要があります。神の旨に沿うにはどうすればいいのか。どう行動すれば皆のためになるのか。つまり、まず自分の利益を棚上げにすることから始め、その利益を自分の霊的背丈に合わせて少しずつ手放していかなければなりません。何度か経験していると、それを完全に棚上げできるようになり、そうするうちにますます安定を感じるようになります。自分の利益を棚上げすればするほど、あなたは人として良心と理知を備えるべきだと感じるようになります。そして利己的な動機を持たなければ、自分はまっすぐで公正な人間であり、ただ神を満足させるために行動しているのだということを実感するでしょう。そしてそのような行動を通じて、自分が『人間』と呼ばれるにふさわしいものになるのを感じ、地上でそのように生きていると、自分が公平かつ正直であり、純粋な人間であり、潔白な心を持っており、神に授けられたすべてのものに値すると感じるようになるでしょう。そのように生きれば生きるほど、揺るぎない明るい気持ちになれるのです。その結果、あなたは正しい道に足を踏み入れてはいないでしょうか」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。「神の旨を真に考慮できれば、人を公平に扱うことができるようになります。あなたが誰かを推薦し、その人が才能ある人に育ち、その結果神の家に有能な人材をもう一人もたらすことになれば、あなたは自分の働きをよく行なったことになりませんか。本分を尽くすことに忠実であったことになりませんか。これは神の前での善行であり、人間が有するべき良心と理知です」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉は、実践の道をはっきりと示した。自分の利益を捨て、神の家の利益を考えなければ。特定の分野で自分より優れた人物を推薦すれば、才能をもつ人がみな神の家でその長所を活かし、神の国の福音を広める役割を果たせる。そのような人だけが人間らしさをもち、神の御心に配慮し、神の家の利益を守り、神の承認を得て、善行をなせる。その夜李姉妹に会いに行き、この本分を尽くす意思があるか聞くと、やりたい気持ちはあるけど、信仰に入ったばかりで霊的背丈も小さく、うまく尽くせるか心配だと言います。その不安を聞いた私は、神の御心を交わり、神に身をゆだね、神を仰ぎ、真理の原則を追うことに集中するよう励ました。数日後、李姉妹は新たな本分のために旅立ったの。とても幸せで、真理を実践し、名声や地位を求めない生き方こそが、誠実さと尊厳をもって生きる道だと感じた。心は穏やかそのものでした。

振り返ると、堕落した性質で生きていた時は、常に嫉妬し、名声と地位を求め、サタンに堕落させられ弄ばれた。辛い生き方でした。神は、私を暴いて救うために、人や物事、出来事や環境を取り計らい、御言葉を使って私を暴き、裁き、水と糧をくださった。そしてようやく、私は自分のサタン的本性に気づき、人を妬み、名声と利益を求めることの本質と末路を知った。そのとき初めて多少の真理を実践し、良心と理知を得たのです。神に感謝！


38. 嫉妬を捨てて寛大に

中国湖北　付丹

数年前、指導者だった私をサポートするため、小潔（シャオチエ）姉妹が私の教会に移ってきました。しばらく経つと、若いのに素質が優れ、能力も高いとわかったんです。問題が起こると真理を実践し、懸命に真理の原則を求めてました。素質も能力も、彼女にはとてもかなわなかった。才能ある彼女を私は尊敬しました。ある時、同労者の集会の後で指導者に聞かれたの。この教会に、真理を求め、優れた素質をもつ者はいないかって。ためらうことなく、小潔姉妹の長所を伝えました。間もなく、指導者が同労者の集会に小潔姉妹を招いて、その後も続けて集会に出席させたんです。だんだん居心地の悪さを感じるようになった。「集会に出て、教会の働きについて指導者と話し合うのは私の役目だったのに、小潔姉妹を集会に参加させるなんて。本当に彼女を育てる気なんだわ。こうなると分かってたら長所なんて伝えなかったのに」彼女のせいで自分が忘れられ、置き去りにされた気がした。ますます辛くなって、密かにある考えを抱くようになったの。彼女が異動になればいいのにって。一緒でなければ、私が見劣りすることはないし、指導者も私と話し合う。でもこんなに早く、小潔姉妹が異動になるとは思えない。そのうち、胸に重石が乗っているような息苦しさを感じ始めた。それだけじゃなく、負けを認めたくなくて、こっそり神の御言葉を読み漁ったり、暗記したり、深く考えたりしたわ。彼女より優れた交わりをして、能力を証明するために。でも私の動機は間違っていた。地位をめぐって争っていただけ。だから本分で聖霊の働きを得られず、問題の理解も解決も無理だった。

一度、2人の姉妹が教会執事に選ばれたけれど、自分は真理を十分理解していないから、いのちの入りに悩む人を助けられないと言って、その役目に乗り気じゃなかった。それを聞いて、こう思いました。「どんな御言葉を交われば、2人の状態を解決できて、私が小潔姉妹に劣らないことを示せるかしら」と。2人の姉妹が話し終わるとすぐ、御言葉を何節か読んで、交わりをはじめた。でもそれは能力をみせつけ、みんなに尊敬されるためで、神の御前で心を静め、真理を求めて問題の根源を知るためじゃなかった。交わりは失敗でした。無反応で座っている2人をみて、とても気まずく、何を言えばいいかわからなかった。すると小潔姉妹が、自分の経験と理解に触れながら、本分を尽くす意味、そして神の御旨について交わりを始めたの。姉妹たちは感動の涙を流し、その本分を受け入れた。小潔姉妹を羨望の眼差しでみつめる2人をみて、苦々しさが残った。小潔姉妹が来る前は、みんな私を認めていたのに、教会に来たばかりの彼女が、すべてにおいて私を追い越し、指導者に一目置かれ、兄弟姉妹からも尊敬されている。私は指導者になって長いのに、とても彼女に敵わない。みんな私をどう思っているだろう。私には真理の現実がなく、彼女の引き立て役だと思ってないかしら。しばらく、この考えが頭から離れず、小潔姉妹に主役をとられたような気がして、嫉妬を感じ始めた。時には、双方の得になる形で、彼女を教会から追い出せないかと考えた。でもどれだけ考えても、そんな方法は思いつかなかったわ。次第に神から遠ざかり、自分の霊が闇に落ちてゆくように感じた。御言葉の交わりをしても光がなく、兄弟姉妹の問題も解決できない。毎日本分に取り組むけど、心は苦しみでいっぱいだった。神の御前で祈り、自分の状態を告げた。御旨と自分の堕落を理解できるよう、お導き下さいと。

その後、次の御言葉を読んだの。「あなたがたは教会指導者として、人材を見つけ出し育成する方法を知るべきであり、才能ある人たちに嫉妬すべきではありません。そうすれば、あなたがたの本分は十分に尽くされ、責任は果たされたことになります。そしてあなたがたは全力を尽くして忠実であろうとしたことになるでしょう。他人が自分に代わって脚光を浴び、自分を超え、自分が無視されている一方で評価を得ることをつねに恐れている人がいます。そのような人はそれで他人を攻撃して排除します。それは自分よりも有能な人への嫉妬ではありませんか。そのような振る舞いは利己的で下劣ではありませんか。それはどのような性質ですか。悪意に満ちた性質です。自分のことしか考えず、自分の欲望しか満足させず、他人の本分に配慮を示さず、自分の益だけを考えて神の家の益を考えないような人は悪しき性質をしており、神はそのような人を愛しません」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉に心がえぐられたわ。まさに私の状態を暴いてたから。優れた素質をもち、実践的な交わりをする姉妹が、指導者に一目置かれ、兄弟姉妹から尊敬されているのを見て、私は嫉妬した。疎ましく思って、教会から去ってもらいたかった。教会の働きや神の家の利益に及ぼす影響なんて考えもせず。悪意だらけで、ひときわ自分勝手で卑しく、正常な人間性は皆無。そんなふうに本分を尽くしても、神に嫌悪されるだけ。本分の中で聖霊の導きを失い、闇に落ちていった。それが神の義なる性質。だから私は、神に祈った。地位を手放し、正常な人間性を生き、姉妹と協力できるようお導き下さいと。

そしてこの御言葉を読んだ。「神の旨を真に考慮できれば、人を公平に扱うことができるようになります。あなたが誰かを推薦し、その人が才能ある人に育ち、その結果神の家に有能な人材をもう一人もたらすことになれば、あなたは自分の働きをよく行なったことになりませんか。本分を尽くすことに忠実であったことになりませんか。これは神の前での善行であり、人間が有するべき良心と理知です」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。後悔と自責の念がさらに深くなったわ。神が望むのは、より多くの人が真理を求めて立ち上がり、神に協力すること。私は教会指導者なのに、神のお求めが心になかった。教会で働いているそうした人を見て、不満に思っただけじゃなく、嫉妬にかられて地位を守ろうとした。人として最も基本的な良心も理知もない私は、指導者にふさわしくなかった。利己的な自分を嫌悪したわ。小潔姉妹の素質が優れ、交わりで問題を解決できるのは、教会の働き、そして兄弟姉妹にとって有益なこと。私は彼女を支え、長所から学ぶべきだった。彼女と協力して本分を尽くすことが、神の御旨を想う唯一の道だったの。神の御旨を理解しても、他の人が小潔姉妹をほめるのをみると、少し嫉妬を覚えたけど、神に祈って自分を捨てた。神の御前で生き、本分を尽くし、誰が尊敬されてるかを気にしないようにしたら、嫉妬心がかなり消えたわ。問題があれば姉妹に相談して話し合い、一緒に真理の原則を求めることで、私の短所を彼女の長所で補ったの。そしたら、心がずっと自由に、穏やかになったわ。ある程度の変化を経て、自分の嫉妬深い本性は改善されたと思った。でも、また別の事態が起きた時、自分のサタン的な本性がいかに根深いかを知って驚いたの。清められるには、神の裁きと刑罰がもっと必要だった。

小潔と一緒に同労者の集会に出席した時、指導者は私に軽く挨拶すると、教会の働きについて小潔と話し始めたの。私は、役立たずのようにそこに座っていただけ。一気に気分が落ち込んだわ。小潔を不満げににらんで、こんな気持ちを抱かずにはいられなかった。「指導者は私よりあなたの方が大事なのね。教会と指導者にとってあなたは期待の星で、私はただの引き立て役」。その後、指導者の指示で、小潔が他の地区の集会に出て、研修を受けると聞いたの。それを聞いて腹が立った。「どうして私じゃなく小潔なの？　私はそんなに無能？　研修を受ける価値もないの？」恥ずかしくて、冷や水を浴びせられたような気持ちになった。彼女と同じくらい努力したのに、そんなの受け入れられない。でも彼女は説教を聞きに行き、私は取り残された。みんなに軽く扱われ、何をしても彼女にはかなわないと感じた。彼女と比較すればするほど、どんどん辛くなって、また嫉妬と怒りの中で生き始めたの。指導者が小潔と私を引き離せばいいと思った。そうすれば自分の能力を示せる。

その後すぐ、小潔の御主人が病気になったんです。辛そうな彼女を見て慰め、この試練を乗り越えられるよう神に祈り、御旨を求めるよう励ましたわ。でも、こう思わずにいられなかった。「彼女は今がピークだわ。小潔が精錬を受けて辛い状態にいる今なら、私の実力を示せる。状態が改善してしまったら、二度とこんなチャンスはやってこない。この精錬が長く続けばいいのに。小潔の交わりが素晴らしいのは平穏な時だけで、実は御言葉の現実を生きていないってわかるわ。みんなも彼女を尊敬しないし、指導者も、真理の現実がないことを知れば、これ以上育てようなんて思わないはず。そしたら自然と私の株があがる」私は自分の心の状態をよく考えず、この気持ちを正そうとしなかった。ある日、2人の姉妹が小潔の様子を心配そうに尋ねてきたの。私は、彼女は大変な状態にいて、いつもなら素晴らしい交わりができるけど、今は試練のせいで消極的になり、実際の霊的背丈がないと答えた。そうは言ったものの、心が落ち着かなかった。彼女を批判して貶めるために、大げさな話をしたから。でも姉妹が私の言葉をそのまま受け取ったのを見て、密かに喜んだ。小潔への尊敬が薄れるだろうと思ったわ。でもその後、小潔に会ってわかったの。深く苦しみ、祈る度に涙を流しているにも関わらず、本分は何の影響も受けてない。思わず罪悪感を覚えた。試練に直面しても苦しみに耐え、弱さを見せないのは並大抵のことじゃない。私に人間性があれば、彼女のために祈り、支えるためならなんでもしたはず。でも、そうはしなかった。本当に申し訳なかった。だから神の御前でこう祈ったの。「神よ！　私の嫉妬は度を超えています。姉妹を出し抜けるよう、批判して貶めたのです。その不幸を喜び、消極的になって躓くことさえ望みました。人間性のかけらもありません。神よ！　自分の堕落を理解してサタンの性質から抜け出せるよう、導きと啓きをお与え下さい」

その後、この御言葉を読みました。「そのような人は自分より優れた人を見ると、他の人々がその人を高く評価しないよう、また誰一人傑出した人がいなくなるよう、その人を押さえつけたり、その人に関する噂を流したり、何らかの卑劣な手段を用いたりします。それは傲慢さと独善性、また邪悪さ、不正直さ、狡猾さからなる堕落した性質であり、そのような人は自分の目標を達成するためには手段を選びません。このように生きながら、自分のことを偉大で善人だと考えています。しかし、このような人に神を畏れる心はありますか。まず何より、これらの事柄の特質という観点から言えば、このように行動する人はただ自分の好きなようにしているのではありませんか。神の家の益を考えていますか。神の家の働きが被る損害に関係なく、自分の感情しか考えず、自分の目標だけを達成したいのです。このような人は傲慢で独善的なだけでなく、利己的で卑劣でもあります。神の意図をまったく配慮しませんし、神を畏れる心がないことに疑いの余地はありません。自責の念も、恐怖、不安や心配も一切なく、結果を考えることもなく自分の望むことを何でもして、勝手気ままに振る舞うのはそのためです。神を畏れず、自分が極めて重要な人物だと信じ、自分のことをあらゆる点で神より高く、真理よりも高いと見なしています。その心の中では、神はその名に言及する価値さえなく、何の意義もなく、このような人の心の中では何の地位もありません。心に神の居場所がなく、神を畏れない人は、真理への入りを成し遂げましたか。（いいえ。）では、いつものように嬉々として動き回り、絶えず忙しくしながら極めて多くの活力を費やすとき、その人たちは何をしているのですか。このような人たちは、自分はすべてを捨てて神のために費やし、大きな苦しみを受けてきたとさえ言い張りますが、実を言うと、すべての行動の動機、原則、そして目的は自分に利益をもたらすことです。自分の利益を残らず守ろうとしているだけなのです。この種の人は恐ろしいとあなたがたは言うでしょうか、それとも言わないでしょうか。どのような人間が神を畏れない人でしょうか。その人たちは傲慢ではありませんか。サタンではないのですか。神を畏れないのはどのようなものでしょうか。動物を別にすれば、悪魔、サタン、大天使、そして神と争うものはみな神を畏れません」（「神を信じる正しい道へ入る前に人が置かれる五つの状態」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉に、心がえぐられる思いでした。私はまさにこんな人間。小潔姉妹には素質があり、真理を求めてるし、育成されるべきだと知りながら、指導者に重宝され、集会に派遣されたのを見て、心を乱した。不公平だと思って受け入れられなかった。彼女への嫉妬と怒りに燃え、異動になれと強く願った。試練に遭い、弱気になって苦しむ姿をみて、助けるふりをしながら、その苦しみを喜んだ。彼女が消極的になれば、自分が目立てると思った。そして自分の評価を上げるため、皆の前で彼女を批判し、貶めた。優位に立ちたい一心で。長年神を信じていながら、神に対する畏敬の念もなく、嫉妬にかられ、自分の地位を守るために、良心のない行動をとった。卑しく、邪悪そのもの。心が狭く、見栄っ張りで悪意に満ち、卑劣でつまらない人間だった。サタンとどこが違うでしょう？　物事がうまくいっているのが許せず、人が消極的になり、神から離れ、神を裏切るのを望むのはサタンだけ。私は明らかにサタンの手先として振る舞い、教会の働きを乱した。神の家に害を与え、悪を行い、サタンとともに神に歯向かったの。それでもなお、自分を高く評価した。真理の現実もなく、素質も小潔姉妹に敵わないのに、地位を求め、彼女を超えようと夢中だった。傲慢で自分のことがわかってなかった。この時、私は自分を心から嫌悪して、サタンの性質から自由になりたかった。

その後、この御言葉を読んだの。「人が神に反対し、反抗する根源はサタンによる堕落である。サタンによって堕落させられたので、人の良心は麻痺してしまい、不道徳になり、考え方は低下し、逆行する精神状態を持ってしまった。サタンによって堕落させられる前は、人はもちろん神に従い、神の言葉を聞いた後それらに従っていた。人は健全な理知と良心を生来持っており、人間性も正常であった。サタンによって堕落させられた後、人が本来持っていた理知、良心、人間性は鈍くなり、サタンによって損なわれ、したがって人は神に対する服従や愛を失った。人の理知は異常になり、性質は動物の性質と同じになり、神に対する反抗はますます頻繁になり、深刻になっている。しかし、人はまだこのことに気づかず、認識せず、単に盲目的に反対し、反抗している。人の性質の暴露は人の理知、見識、良心の表出であり、人の理知や見識は不健全で、良心は極めて鈍くなっているので、したがって人の性質は神に対して反抗的である。人の理知と見識に変化がなければ、その性質を変えることも、神の心にかなうことも不可能である。理知が不健全だと、人は神に仕えることができず、神に使われるには適さない」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉を読んでわかったわ。私が神に反抗し、逆らい、堕落を生きていたのは、サタンによる堕落のせい。サタンの原則や論理の中で生きてきたの。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「天上天下唯我独尊」「両雄並び立たず」「ガンは声を残し、人は名を残す」こんなサタンの格言を受け入れたせいで、ものの見方も、生存法則も、理知も歪んでしまった。ごう慢で邪悪になり、人間性を失った。サタンの毒に支配され、名声と地位を追い、尊敬されることだけを望んだ。その他大勢になりたくなくて、人に抜かれるのが許せなかった。だから自分を超える人を見ると、どうしても対抗心を燃やした。かなわないと分かると、嫉妬と怒りに駆られ、卑怯な手で目的を果たそうとさえした。ごう慢、不実、邪悪。そんなサタンの性質しか示さなかった。本分を尽くしていると言いながら、実は自分のために働き、悪を行い神に逆らってた。追放された反キリストのことを思いだしたわ。彼らは、真理を求め、神の御旨を想う人に嫉妬し、辛くあたり、自分の地位を脅かす人は、目の上のたんこぶのように扱った。威圧的で、意地悪で、自分の天下が続くよう、他人を追い出そうとすらした。でも結局、数々の悪行をとがめられ、みんな教会を追われた。私は反キリストほど意地悪でも悪人でもなかったけど、嫉妬に駆られ、ごう慢で邪悪な本性に支配されていた。自分の地位を守るために人を押しのけ、批判した。神に逆らう反キリストの道を歩んでたの。神の義なる性質はいかなる背きも許さない。悔い改めなければ、神に拒まれ淘汰される。心から怖くなった。神は厳しい裁きで私を守られてたと知ったの。それがなければ私は反省せず、本当の悪事を犯して後悔してたはず。神の御旨を考えていると感極まり、悔い改めて自分を変えようと、神に祈りました。

そしてある日、デボーションで次の御言葉を読んだんです。「本分を尽くしている一人ひとりにとって、真理の理解の深さがどれほどであろうと、真理の現実に入ることを望むなら、自分が行なうすべてのことにおいて神の家の益を考え、自分の利己的な欲求、個人的な意図、動機、面子、地位を捨てるのが最も簡単な実践の方法です。神の家の益を第一にしなさい。これが行なうべき最低限のことです。本分を尽くしている人がこの程度のことさえできないのであれば、どうして本分を尽くしていると言えますか。それは本分を尽くしているのではありません。まずは神の家の益を考え、神自身の益を考え、神の働きを考え、それらを第一に、最優先に考えなければなりません。その後で初めて、自分の地位の安定や、他人が自分をどう見るかを考えることができます。……加えて、自分の責任と義務を果たし、本分を尽くし、自分の利己的な欲求や意図や動機を捨て去り、神の旨を考慮し、神と神の家の益を第一にすることができるなら、それをしばらく経験した後、それがよい生き方だと感じるようになります。それは卑劣で役立たずな人間になることなく、正直かつ誠実に生きること、心が狭かったり卑しかったりするよりむしろ、公正かつ高潔に生きることです。人はそのように生きて振る舞うべきだと感じるようになります。自分の益を満足させようとする心の欲求も徐々に小さくなります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。「役割が違うのだ。からだは一つであり、それぞれが自分の本分を尽くし、それぞれの持ち場で最善を尽くし（幾分熱があれば、その分光を発する）、いのちの成長を求める。そうすればわたしは満足するだろう」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十一章」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉から理解したのは、各人の素質と果たすべき役割は、神に予定されてるということ。それを巡って争ったり、苦しんだりすべきじゃない。自分より素質の優れた人がいて、私は木より草になるべきと神が予定されたなら、私はただ草になり、喜んでその役目を果たすべきだわ。もう地位をめぐって人を争うのはやめ、自分勝手な欲を手放し、サタンの性質で生きず、神の家の利益を第一にしよう、そして着実に本分を尽くそうと思った。それが光の中で生きる道だから。姉妹たちに自分の堕落を打ち明け、小潔姉妹に謝ったわ。私の悪意と行いを知っても、小潔姉妹は私を責めることなく、私のために真理を交わってくれた。本当に感動したわ。人間性をなくし、姉妹を傷つけたことを後悔した。その後、神に祈ったの。地位のために企むのをやめ、本分を尽くしますと。

ひと月後、小潔姉妹が戻ってきて、集会で学んだことを分かち合ってくれました。その交わりはとてもためになって有益でした。でもみんなが熱心に耳を傾けてるのを見て、再び居心地の悪さを感じた。また地位にとらわれ、嫉妬してると気づいたから、神に祈り、自分を脇にのけたわ。説教の中でこう聞いたのを思いだした。神に仕える理知ある人は嫉妬せず、むしろ人が自分より優れていることを望むと。そうすれば、神の重荷をともに背負う人が増えるから。そういう人は、誰かが神に得られたら、それを喜べる。説教を聞きに行ったことで、小潔姉妹が多くを学び、成長したことがわかった。みんなを潤し助けられる。みんなが真理を理解するのに役立つし、神に安らぎをもたらす。姉妹から学んで、その長所を私の本分に活かすこと。それが重要だったの。こんなふうに祈って自分を捨てると、心がずっと安らかになった。兄弟姉妹にどう思われようと、教会での地位が何であろうと、もう気にならなくなった。心を落ち着かせて彼女の交わりを聞き、啓きを得たわ。そして姉妹と協力して真理の原則を求めた。その後は一緒に仕事をしている時に、指導者と小潔姉妹が話し合っているのを見ても、心が乱れず、嫉妬も感じなかった。本当に安心したわ。嫉妬心を手放せば、心が穏やかになって誠実になれることを自ら経験し、やがて人間らしく生きられるようになった。私が少し変われたのは、神の御言葉の裁きと刑罰があればこそ。神の救いに感謝します！


39. 嫉妬せず、楽に呼吸する

アンチン　中国

2017年1月、わたしは教会の中で潤しを行なう本分を与えられました。この本分の訓練を受ける機会が得られたことに、心から神に感謝するとともに、熱心にしっかり尽くそうと決意しました。しばらくすると、兄弟姉妹が自分の状態を正すのを手伝うことであれ、あるいは集会で彼らと交わることであれ、多少の成果を挙げるようになりました。兄弟姉妹や教会指導者はみなわたしのことを高く評価し、わたしは自分にとても満足すると同時に、我ながらよくやっていると思いました。

6月に入って教会指導者が采配を行ない、ウェンチン姉妹がわたしと一緒にこの本分で働くことになりました。そして、彼女が助けを必要としているときは手伝ってあげてほしいと指導者に言われたので、わたしは喜んでそうしますと答えました。こうして一緒に働くことになったのですが、その中で、ウェンチン姉妹が真理を追求していて、素質や言葉遣いも非常に優れていることがわかりました。わたしはそれを見て、彼女のことを多少警戒し、こう考えるようになりました。「少し訓練すれば、この人はわたしを追い抜くだろう。兄弟姉妹はきっと彼女のことを尊敬するようになるし、指導者も彼女の才能を伸ばすことにもっと時間を費やすはず。そうなれば、誰もわたしのことを尊敬しなくなる」。しかし、恐れていたことが現実になったのです。ある日の集会のあと、わたしは教会指導者のもとに行き、ウェンチン姉妹とわたしがそれぞれ執筆した経験の証しを届けました。それを読んだ指導者は笑みを浮かべ、「ウェンチン姉妹の証しの記事は悪くないわね。ここには実際の経験が多少あるし、とてもよく書けているわ」と言いました。指導者がこのようにウェンチン姉妹を褒めるのを聞いて、わたしは不満を感じてこう考えました。「ウェンチン姉妹は確かに優れた素質を持っている。でもわたしは働きの中で、彼女よりたくさん問題を解決してきた。その点については、今でも自分のほうが優れている。もっと頑張らなきゃ――彼女に追い抜かれるわけにはいかないし、さもないとここでの立場を失ってしまう」。

数日後、ウェンチン姉妹は体験の証しをもう一つ執筆しました。教会指導者はそれを読んで再びウェンチン姉妹の素質を褒め、その記事を書いた積極性を称えたうえで、わたしにはもっと時間をかけて執筆するよう言いました。わたしはその言葉に腹を立て、心の中で指導者を責めました。「あなたはいつも、ウェンチンの素質がどんなに優れているかばかり言っている。何事も彼女のほうが優れているってこと？　ウェンチン姉妹は数えるほどの集会にしか出なくていいし、記事を書く時間がたくさんある。わたしだって教会の仕事で忙しくなければ、記事を書く時間をたくさん持てるのに」。彼女が褒められるのを聞いて気分が悪くなったわたしは、教会指導者に向かってぶっきらぼうに「わたしだって書けます」とだけ言いました。一週間後、別の教会指導者がウェンチンの経験の証しをとても実践的だと褒めたうえで、もっと執筆するよう励ましたのですが、わたしに対しては、彼女のように積極的に執筆しなさいと求めました。わたしは心から立腹しました――彼女はここに来て間もないのに、もう経験の証しを二つも書いていて、教会指導者たちに褒められている。わたしはこの本分をしばらく尽くしているけれど、書いた記事は一つだけ――教会指導者はどう思っているだろう？　時間をうまく使うことができず、証しを書くために苦しんだり代価を支払ったりする気がない、と言うかしら？　ウェンチン姉妹の素質が優れているせいで、わたしはすでに恥をかかされたし、こうした記事を書けるのだから、指導者はきっとわたしよりも彼女のことを高く評価している。彼女がこのまま執筆を続けたら、わたしはますます無能に見えるのではないかしら？　そこで、自分に必要なのは、彼女を忙しくさせておく方法を見つけることだと判断しました。そうすれば記事を書く時間がなくなるし、指導者が見ても、わたしたちのあいだに違いはさほどないと考えるでしょう。教会での地位を保つために、わたしは彼女にプレッシャーをかけ始め、集まって交わりを行なうグループをいくつか彼女に押しつけました。その後、彼女は毎日多忙になったのですが、わたしはそれを見て、彼女の責任をいくつか引き受けようかと思いました。しかし、こんな考えが浮かんだのです。「あなたがこれほど多忙でなくなれば、記事を執筆する時間ができる。あなたを忙しくしておくのが一番いいわ」。ある夜、記事を書いているウェンチン姉妹の姿を見たわたしは、彼女が担当しているグループの働きについて、厳しい口調で詳細を聞き出し、問題が解決していない新しい信者が数人いることを知りました。そして彼女を叱責したうえで、あなたは本分に力を入れていないと言ったのです。わたしの叱責が終わったあと、彼女はうなだれるばかりで何も言いませんでした。

一ヵ月後、ウェンチン姉妹の担当するグループがさほど成果を挙げておらず、未解決の問題がいくつか残っていることを知った指導者は、いったいどうなっているのかとわたしに訊きました。そこでわたしはこう考えました。「あなたは彼女を高く評価していたけれど、本分で成果を挙げていないことがわかったのだから、もう彼女を評価することはないでしょう！」。しかし驚いたことに、指導者はなんと、彼女をもっと助けるようわたしに求めたのです。それを聞いて心から反感を覚えました。「あなたの眼中にはウェンチン姉妹しかないのね。彼女の素質はわたしより優れてる。彼女を助け続ければ、わたしの座が乗っ取られてしまうわ」。そこで言い訳を始めたのですが、指導者はわたしの状態を見抜いていました。わたしの利己心と卑劣さを暴いたうえで、あなたは神の家の働きを守っていないと言ったのです。また、ウェンチン姉妹は優れた素質の持ち主で訓練する価値があるのだから、あなたは彼女と交わりをしてもっと助ける必要があるし、自分の地位や評判ばかり気にしてはいけないとも言いました。その後、わたしは渋々ながら、本分を尽くす中で何か問題はないかと、ウェンチン姉妹に尋ねました。すると、彼女がわたしに抑え込まれていて、心を開きたがっていないことが見て取れました。わたしはそれに自己反省すべきだったのですが、彼女のことが嫌いで、「わたしは彼女を助けようとしたのに、彼女は何も言おうとしない」と思いました。少しずつ、霊が暗くなってしまったのです。教会の働きを話し合っているときも、明らかな問題が多数発生しているのに、無関心になってしまいました。彼女を見れば見るほど、その存在が嫌になりました。ある日、ウェンチン姉妹がミスを犯すのを見たわたしは腹を立て、厳しい口調でこう叱責しました。「この問題はもう話し合ったのに、あなたはまだ解決していない。記事を書いているときはいつも注意を払っているのに、本分を尽くすときに同じことをできないなんて。恥を知りなさい！」。その後、ウェンチン姉妹はすっかりわたしに抑え込まれ、それ以上記事を書かなくなってしまいました。自分が彼女を傷つけたことはわかっていましたが、どうしようもありませんでした――そうするつもりがなくても、いつも彼女に腹を立てていたのです。わたしも心の中で苦しみを覚えたので、この状態から抜け出すのをどうか手伝ってくださいと、神に祈りました。

次の日の集会でウェンチン姉妹が口を開き、自分は欠点が大きすぎてこの本分に向いていない、だから以前の本分に戻りたいと言いました。それを聞いたとたん、わたしはこう思いました。「これは、わたしが彼女を痛めつけたせい？　もしそうなら、本当に悪いことをしてしまった」。パニックと不安を感じたわたしはその理由を尋ね、彼女を助けようと神の御旨について交わりました。交わりのあと、彼女の状態はずっとよくなり、またこの本分を続けたいと言ったので、わたしは大いに安心しました。ところがそのとき、教会指導者が通りかかったのです。わたしがウェンチン姉妹を抑え込み、ウェンチン姉妹がわたしと働くのを嫌がったことを知った指導者は、わたしを厳しく取り扱いました。「ウェンチン姉妹が間違ったことをしているのを見て、どうして彼女と穏やかに交わりをして助けてあげられないの？　あなたはそうする代わりにかっとなり、ひどい扱いをした。最近、あなたの本分の成果はとても悪いし、真剣に自己反省する必要があるわね」。指導者の言葉が本当にこたえました。わたしは涙ぐみ、自分は不当に扱われていると感じて抗議を始めました。「最近働きがうまく行っていないのは、わたしだけのせいではありません――どうしてわたしだけが取り扱われるんですか？」。しかしそのとき、神の御言葉が脳裏に浮かびました。「神の統治を信じるなら、日々の出来事はよいことであれ悪いことであれ、偶然に生じるのではないと信じなければなりません。誰かがわざとあなたにつらく当たったり、あなたを標的にしたりしているのではなく、これはすべて神の采配によるものなのです。神はなぜこうしたことをすべて指揮しているのですか。それはあなたの正体を暴くためでも、あなたを露わにするためでもありません。あなたを露わにすることが最終目標ではないのです。目標はあなたを完全にして救うことです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を得るには、周囲の人や出来事や物事から学ばなければならない」）。その通りです――わたしが今遭遇している人、出来事、物事はすべて神のお許しによるものです。教会指導者がわざとわたしを困らせているのではありません。わたしが反省して解決しなければならないのは、自分自身の堕落した性質なのです。言い訳や文句をやめ、従順な心で事態をありのままに受け入れなければなりません。そう考えたところ、それまでの出来事に対する腹立ちが少し軽くなりました。

その夜、わたしは眠ることができませんでした。ベッドの上で寝返りを打ちつつ、その日に起きたあらゆることが、走馬灯のように頭の中に浮かびます。わたしはひたすら自問しました。「教会指導者がわたしを取り扱って刈り込むよう、神が采配なさったのなら、わたしはそこから何を学ぶべきだろう？　自分はウェンチン姉妹にどう接してきただろうか？」。彼女が優れた素質の持ち主であることを自分はよくわかっていたのに、彼女から学ぼうとはせず、それどころか彼女と競おうとしました。ウェンチン姉妹は神を証しする記事を書きたがっていたのに、わたしは彼女の執筆への熱意を挫こうとしました。とてもよこしまなことをしてしまったのでは？　その背後にはどういった考えがあって、どこから生じるのでしょう？

次の日のデボーションで、神の御言葉の一節を読みました。「中には、他人のほうが自分よりも優秀かつ立派で、自分が無視される横で他人が評価されることをいつも恐れている人がいます。そのような人はそれで他人を攻撃して排除します。それは自分よりも有能な人への嫉妬ではありませんか。そのような振る舞いは利己的で下劣ではありませんか。それはどのような性質ですか。悪意に満ちた性質です。自分の利益しか考えず、自分の欲望しか満足させず、他人の本分や神の家の利益に配慮を示さないような人は悪しき性質をしており、神はそのような人を愛しません。神の旨を真に考慮できれば、人を公平に扱うことができるようになります。あなたが誰か優れた人を応援し、その人の能力を育て、その結果神の家に有能な人材をもう一人もたらすことになれば、あなたが働きやすくなるのではないですか。その本分において、自身の忠誠心に従って生きたことになりませんか。これは神の前での善行であり、指導者が有するべき最低限の良心と理知です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。「人類のなんと残酷なことか。共謀と陰謀、お互いからのひったくり合い、名声や富の奪い合い、殺し合い……一体いつ終わるのか。神が語った何十万語もの言葉にもかかわらず、誰一人として目覚めてはいない。人々は自分の家族、息子や娘、職業、将来の見通し、地位、虚飾、金のために、また食べるもの、着るもの、肉体のために行動する。しかし一体、真に神のために行動している者はいるのか。神のために行動している者でさえ、神を知っている者は非常に少ない。自身の利害のために行動しない人はどれほどいるのか。自身の地位を守るために他人を抑圧したり排斥したりしない人はどれほどいるのか」（『神の出現と働き』「悪人は必ず罰を受ける」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉はわたしの状態を正確に言い当てていました。実際のところ、わたしは名誉と評判を巡って自分の姉妹と争っていたのです。名声と地位への願望に囚われ、そこから抜け出すことができずにいた。ウェンチン姉妹とこの本分で一緒に働き始め、彼女の優れた素質と、経験の証しを執筆することへの情熱を目の当たりにし、彼女が教会指導者に褒められるのを見てからというもの、わたしは嫉妬し、それを受け入れようとしなかった。彼女と競い合い、心の中で密かに張り合った。執筆の時間を奪おうと彼女に複数のグループを担当させ、彼女が本分で問題を抱えると、わたしは彼女を助けなかっただけでなく、消極的になって抑え込まれるまで叱責した。彼女が優れた素質の持ち主で訓練に値し、自分は彼女をもっと助けるべきだとわかっていながら、彼女の能力を羨み、他の誰かが自分より勝っているのが嫌だった。彼女がわたしよりも優れていることに気づくと、嫉妬と悪意を抱いた。自分の地位と評判を守るため、彼女を助けなかっただけでなく、彼女を抑え込み、記事を執筆する熱意を挫こうとした。わたしはあまりに悪意に満ち、卑劣でした！　神はわたしに恵みを授け、潤しの本分を尽くす中で訓練できるようにしてくださいました。しかしわたしは本分を正しく尽くして神の愛に報いることをせず、それどころかウェンチンの能力に嫉妬し、名声と利益を求めて彼女と争ったのです。良心や理知などこれっぽっちもありません。後悔と自責の念でいっぱいになったわたしは神に祈り、この問題の根源を見つけられるようお導きくださいとお願いしました。

その後、次の御言葉を読みました。「サタンは名声と利得を用いて人間の思想を支配し、人間が名声と利得しか考えられないようにします。人間は名声と利得のために奮闘し、名声と利得のために苦労し、名声と利得のために恥辱に耐え、持てるすべての物事を犠牲にし、名声と利得のためにすべての判断と決断を下します。このようにして、サタンは目に見えない足かせを人間にかけ、人間にはそれを外す力も勇気もありません。したがって、無意識のうちに人間は足かせをかけられ、大変苦労しながら歩んでゆきます。この名声と利得のために、人類は神を避け、神を裏切り、ますます邪悪になります。このようにして世代を追うごとに人間はサタンの名声と利得の只中で破壊されてゆきます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉をじっくり考えるうち、名声と利益はサタンがわたしたちを縛るために用いる足かせで、またわたしたちを堕落させる道具であることを理解しました。わたしが名声と利益の足かせや束縛から抜け出せなかったのは、わたしの人生の目標、考え方、そして見方がずっと間違っていたからです。神の御言葉を基に、神のご要求に沿って自分を律することをせず、「他者の上に立て」、「人は上を目指し、水は下に流れる」、「生きては傑出した人物となり、死しては優れた鬼とならん」といった、サタンがわたしたちに植え付けたサタンの人生法則に沿って自分を律していたのです。学校で学んでいようと、あるいは社会で働いていようと、わたしは名声と利益を勝ち取って一番になり、大衆のあいだで傑出するという自分の野心を満たそうと、一日中絶えず格闘していた。神を信じるようになってからも、評判と地位の奴隷として生きていた。本分を尽くす中で兄弟姉妹に褒められ、尊敬され、名声や利益や地位への欲望が満たされていると、傑出することへの喜びで一杯になり、こころから幸せに感じた。しかし、ウェンチン姉妹が自分より優れていることを知ると、彼女の能力に嫉妬した。彼女がわたしに勝り、わたしの地位を脅かすのではと不安になり、神の家の利益や彼女の気持ちをこれっぽっちも考えず、あの手この手で彼女を抑え込もうとした。その瞬間、自分は名声と利益の忠実な奴隷になってしまい、そうした物事を追い求める中で良心と理知を失ったのだとはっきりわかりました。悪意に満ちた陰険な人になり、利己心と卑劣さをますます膨らませたわたしが生きていたのは、悪魔サタンの姿以外の何物でもありませんでした。名声、利益、そして地位はまさに、サタンがわたしを堕落させて誘惑し、神に抵抗して裏切るようにさせる道具になったのです。以前に神の家から追放された反キリストのことを考えても、彼らは他の何より地位を大事にしていました。地位のために兄弟姉妹を排斥および圧迫し、人々を気ままに懲罰したり追放したりしていたのですが、最後はありとあらゆる悪事を犯して淘汰されました。わたしもウェンチン姉妹への接し方や振る舞い方の中で自分自身の反キリスト的な性質を表わしており、神の裁きと清めを受け入れて心から悔い改めることがなければ、そうした反キリストと同じように淘汰されるのだとわかりました。自分が危険な状態にあること、また霊が闇に包まれ、本分をきちんと尽くせていないのは、神の厳しい裁きと懲らしめであることがわかったのです。わたしが自己反省して立ち返り、手遅れになる前に今歩んでいる間違った道から離れることが、神の御旨なのです。

そこでわたしは神に祈り、実践の道へ導いてくださるようお願いしました。そして神の御言葉のこの文章を読んだのです。「次のことを考えてみなさい。こうした状況に陥るのを避け、それらから逃れ、こうした物事の苦痛や束縛から自由になりたいなら、その人はどのような変化を遂げなければならないのか。真に自由になって解放されるのに先立ち、その人は何を得なければならないのか。その一方で、人は物事を見抜けなければなりません。つまり、名声や富や地位は、サタンが人々を堕落させ、罠にはめ、傷つけ、堕落させるために用いる道具に過ぎないのです。理論的に言えば、あなたはまずこのことについてはっきり認識しなければなりません。さらに、これらの物事を捨てて脇にのけることを学ぶ必要があります。……あなたは、そうした物事を捨て去って脇にのけ、他人を推薦し、他人が傑出するのを認められるようにならなければなりません。傑出したり栄誉を得られたりする機会が到来した瞬間、それを利用しようと争ったり、焦ったりしてはいけません。引き下がることを覚えて、本分を尽くすことを遅らせてはなりません。人知れず静かに本分を尽くす人、忠実に本分を尽くしつつ他人に自己顕示しない人になりなさい。自分の体面と地位を捨てれば捨てるほど、また自分の利益を捨てれば捨てるほど、心は一層安らかになり、心の中にますます余裕ができて、自分の状態も改善されます。葛藤して競えば競うほど、自分の状態は暗くなります。それが信じられなければ試してみればいいでしょう。こうした状態を解決したいと望み、そうした物事に支配されたくないのであれば、まずはそれらを捨て去る必要があります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。「役割が違うのだ。からだは一つであり、それぞれが自分の本分を尽くし、それぞれの持ち場で最善を尽くし（幾分熱があれば、その分光を発する）、いのちの成長を求める。そうすればわたしは満足するだろう」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は実践の道を示してくれました。嫉妬に満ちた考えが浮かんだときは、神に祈って自分の誤った意図を捨て、個人的な利益を脇にのけて神の家の働きを最優先にし、神の御旨に配慮する必要があるのです。わたしたち全員にはそれぞれの強みと弱みがあります。しかし、わたしたちが互いの長所から学んで自身の弱点を補い、全員が全力で自分の役目を果たして目的を達成することを、神は望まれています。ウェンチン姉妹は優れた素質の持ち主で、真理を追い求める人です。その彼女がわたしと働くよう神の家が采配したのは、わたしが彼女の能力に嫉妬し、自分を誇示しようと彼女と競い合うようにさせるためではなく、彼女の長所から学んでわたし自身の弱点を補えるようにするためです。これは、わたしに対する神の優しさだったのです。わたしは自分の態度を正さなければなりません。ウェンチン姉妹はわたしよりも優れており、長所があるのだから、わたしはその事実に向き合い、自分の弱点と欠点を認め、姉妹から学ばなければならないのです。自分はこの本分をしばらく尽くしているので、より多くの原則を理解しています。だからこそ、姉妹を助けるためにできる限りのことをして、協調して本分を尽くせるようにしなければなりません。

その後、わたしはウェンチン姉妹のもとへ行き、自分が表わした堕落を打ち明けました。そのうえで謝罪したところ、彼女はわたしに心を開き、この状況で学んだことを交わってくれました。そしてわたしを慰め、励ましてくれたので、わたしは心から恥ずかしくなり、罪の意識を感じました。その後、彼女が本分で困難を抱えているのを見ると、わたしは時おりこう自問しました。「この問題の解決を手助けすれば、指導者は彼女こそ立派な仕事をしたと思うはず。わたしが彼女を手助けしたなんて、誰も知ってくれない。傑出して目立つチャンスは彼女だけのもの」。この考えのせいで、わたしは手助けするのを少しためらいました――しかし、またしても名声と利益を巡って彼女と競おうとしていることにすぐ気づいたので、自分の動機を正せるよう神の助力を求め、率先して彼女を助けました。やがて、私の状態は改善していきました。かつて心の底で感じていた苦痛や落胆はもはやなくなり、ウェンチン姉妹との関係もずっと調和のとれたものになりました。自分の状態や得たものについて、ウェンチン姉妹が率直に交わってくれるので、わたしの心は甘美さと喜びで一杯です。

この経験をしたことで、嫉妬と悪意に満ちた人間性という、真の堕落に気づくことができました。それによって自分を軽蔑すると同時に、神の義なる性質をいくらか実践的に理解できるようになりました。そのおかげで自分の堕落の足かせと束縛から逃れる方法がわかり、神の言葉真理に沿って自分を律することで得られる心の平穏と安定を味わったのです。それは真理を追い求め、堕落した性質を捨て去り、本分をしっかり尽くすやる気を与えてくれました。神の救いに感謝します！


40. 利己心を手放せば心が解放される

中国浙江省　敬畏

全能神は言われます。「正常な人々の性質にはひねくれた点や不正直さはなく、人々はお互いに正常な関係にあり、孤立していないし、その生活は凡庸でもなければ退廃的でもない。そこで神もすべてのものから褒め称えられ、神の言葉は人間の間に広がり、人々はお互い平和に神の配慮と保護のもとに暮らし、地上は調和で満たされ、サタンの妨害はなく、神の栄光が人間の間で最も重要なものになっている。このような人々はまるで天使である。純粋で、活気があり、けっして神について不平を言わず、地上の神の栄光だけに、ひたすら努力を捧げる」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第十六章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉によれば正常な人の性質には、歪み、欺瞞、利己心、卑しさは存在しません。誠実に神の委託を受け兄弟姉妹と力を合わせて、本分のために尽くすことは人が行える最も基本的なことです。かつて私は「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」や「生徒が師の知っていることをすべて知ると、師は生計を失う」というサタンの哲学に依って生きていました。利己的で、卑しく、心が歪み、ずる賢く、人間らしさを完全に欠いていました。神の御言葉の裁きと刑罰を経験して初めて私のサタンの性質が変わり始めたのです。

2018年6月に、組に加わった張兄弟が、本分における私のパートナーになりました。その時私は「この本分を尽くしてだいぶ経つ。原則を理解し、いくらか結果も出ている。どこかのタイミングでこの組を離れ、もっと重大な役目に挑戦しよう。張兄弟をできるだけ早く慣れさせて、組の仕事を任せられるようにしなくては」と考えました。そこで私が本分で学んだ基本的な技能の指導を始めました。3か月もすると張兄弟は基本的なことはすべて理解し、かなりの速さで成長していました。私はそのことに危機感を覚え始めました。「張兄弟は本当に飲み込みが早い。これが続けば、追い抜かれてしまうかも。指導者が張兄弟の有能ぶりを知れば、重要な役目をとられてしまうのではないか」。この考えが浮かんだ時、こう思いました。「ちょっと指導を控えなければ。知っていることを全部教えるわけにはいかない」。それからというもの、張兄弟の能力が足りない部分を見つけても表面的なことのみに言及し知識のすべては共有しませんでした。良くないことだとわかっていましたが、「生徒が師の知っていることをすべて知ると、師は生計を失う」という古いことわざが頭に浮かびました。彼が目立つと私がかすんでしまう。負けるわけにはいかなかったのです。その後もパートナーを続けましたが、張兄弟に何か聞かれた時には、部分的な答えしか与えませんでした。

それから間もなく、指導者が重要な仕事のことで張兄弟を探しにきました。それを聞き鼓動が早くなりました。私は思いました。「張兄弟よりも長く組にいるのに、なぜ私に言ってくれないのか。私は張兄弟に劣るのか指導したのは私なのに今や彼が注目され、私は押しのけられ忘れ去られてしまったのです。このまま指導を続ければ、ますます彼は成長するのではないか。彼が重要な役目に就いたら、誰が私を尊敬してくれるのか」。ですからそれ以降は張兄弟が困難に直面しても、助けませんでした。問題がすぐに解決できなくなり、組の仕事に支障をきたし、ついには教会の働きを阻むことになりました。責任と気まずさは感じたものの自分の行いを全く反省しませんでした。そんなある日、脇が突然かゆくなり、どうにもおさまりません。薬も効きません。次の日、腕がひどく痛み出し、動かせなくなりました。これは偶然ではないと気づいた私は神の御前で祈りました。「神よ。この突然の症状はあなたの善意によるものでしょう。しかし私は鈍感なので御心がわかりません。どうか啓きを与え、お導き下さい」。

ある日祈りを捧げる私の頭に、次の御言葉が突然うかびました。「自分がもつすべてのものを捧げる気がないなら、あるいはそれを隠してしまい込み、いい加減に行動するなら、……」（「正直者になって初めて本当に幸せになれる」『キリストの言葉の記録』）。これにより私は目覚めました。私は名声や利益ばかりを求めて生きていたのです。兄弟に追い抜かれることを恐れ、公正さを欠き、知識を共有しようとしませんでした。この症状は、反省を促す神の警告だったのです。そのあと、次の御言葉の一節を読みました「不信心者にはある種の堕落した性質があります。彼らは他人に専門的な知識や技能を教えるとき、『生徒が師の知っていることをすべて知ると、師は生計を失う』という考えを持っています。知っていることをすべて他人に教えてしまうと、誰も自分を尊敬しなくなり、地位を失うことになると考えているのです。そのため知識の一部は伏せておく必要があると感じ、知っていることの80％しか教えず、いくつかの『切り札』も隠し持つようにしています。それが、師としての地位を示す唯一の方法だと思っているのです。いつも情報を伏せて、奥の手を隠し持っておくというのは、どんな性質だと言えるでしょうか。それは欺瞞です。……ただ最も表面的なことや基本的なことを皆に教えるだけで、自分はうまくやっているとか、知識を伏せてはいないなどと思ってはいけません。そうはいかないのです。場合によっては、多少の理論、あるいは人々が文字通りに理解できる物事だけを教えることもあるかもしれませんが、初心者は本質や要点をまったく理解することができません。あなたは踏み込んだり細部に言及したりすることなくただ概要を説明し、内心このように思っています。『とにかくわたしは伝えたし、何かを意図的に隠したりはしていない。わからないならそれはあなたの素質が不足しているせいなので、わたしを責めてはいけない。あとはただ、神がどうあなたを導くか様子を見るしかない』と。このような考え方は、欺瞞を含んでいないでしょうか。自分勝手で卑しくないでしょうか。なぜ、自分の心の中にあること、自分が理解していることを、すべて人に教えられないのでしょうか。なぜ知識を出し惜しむのですか。それはあなたの意図と性質の問題です」（「あらゆる物事の中に真理を求めてこそ真理の現実に入ることができる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は、私の状況を的確に示しました。私は名声や地位にとらわれ自分が習得した技能を教えることを拒みました。張兄弟が成長し、私を追い抜くことを恐れました。「生徒が師の知っていることをすべて知ると、師は生計を失う」という言葉のように。常に一歩引くことで、自分勝手で卑しく、歪んだサタンの本性に支配されていたのではないか。張兄弟が組に入った時のことを思いました。彼を指導した動機はなるべく早く組の仕事を習得してもらうためでした。そうすれば私の本分を他の者に引き継ぎ私はより重要な役目を担うことができるからです。しかし張兄弟の理解力が高いこと、指導者から高く評価されていることを知り、とても不安になりました。このままでは、いずれ私は追い抜かれ、取って代わられると思いました。その結果、知っていることを教えず、本分において困っている時も助けず、それにより教会の働きに遅れが生じました。名声や地位を守ることに夢中になるあまり、神の家の働きを全く考えていなかったのです。自分勝手で欺瞞に満ちた人間でした。あの症状は時を得た神の懲らしめであり、あれがなければ、私は反省することはなかったでしょう。そのあと次の御言葉を読みました。「あなたは神を信仰して以来、神の言葉を飲み食いし、神の裁きと刑罰、そして神の救いを受け入れてきました。しかしもしあなたの行動原則や、物事を行い人としてふるまう際の方向性が変わっていなければ、そしてあなたが不信心者と同じなのであれば、神はあなたを信仰者として認めるでしょうか？　いいえ、認めないでしょう。神はあなたがいまだに不信心者の道を歩いていると言うでしょう。そのためあなたは本分を尽くすにしても、専門的な知識を身につけるにしても、なすことすべてにおいて原則を守らなければなりません。すべての行いを真理に従って扱い、真理に従って実践しなければなりません。真理を用いて問題を解決し、自分の中に露わされた堕落した性質を解決し、誤ったやり方や考えを解決しなければなりません。そうしたものを継続的に克服していかなければならないのです。一つには、自分自身を吟味する必要があります。吟味した結果、堕落した性質が見つかったら、それを解決し、抑え、捨てなければなりません。こうした問題を解決し、自分の堕落した性質に基づいて物事を行うことを止めたとき、そして自分の動機や利益を手放し、真理の原則に従って実践できるようになったとき、初めてあなたは神に真に従う者が行うべきことをするようになるのです」（「あらゆる物事の中に真理を求めてこそ真理の現実に入ることができる」『キリストの言葉の記録』）。「あなたはその専門的な知識の本質と要点、つまり他の人が見抜いていないことや悟っていないことを理解し、それを人々に伝えて、彼らが皆自分の力を発揮し、それによってより多くの、より深い、より成熟したものを解明できるようにしなければなりません。このようなことすべてに貢献できれば、それはこの本分を尽くす人たちにとっても、また神の家の働きにとっても有益になるでしょう。……ほとんどの人は、専門知識の特定の側面に初めて触れるとき、文字通りの意味しか理解できず、要点や本質に関わる部分については、把握できるまでに一定期間の練習が必要になります。あなたがそうした細部をすでに把握しているのなら、それを直接教えるべきです。そのように回り道をさせ、理解に長い時間をかけさせてはなりません。それがあなたの責任であり、あなたのすべきことです。自分が要点や本質だと思うことを伝えた場合のみ、あなたは何も出し惜しまないことになり、そうして初めて自分勝手ではなくなるのです」（「あらゆる物事の中に真理を求めてこそ真理の現実に入ることができる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉により、本分における自己反省に重きを置き、利己的で卑しいサタンの本性を解決するため真理を求めなければと気づかされました。間違った思想や考えを捨て、兄弟姉妹と心をひとつにし本分を尽くす必要がありました。真理においても本分においても個人としての私たちには欠けているところが多いので兄弟姉妹は互いに助け合いながら本分を尽くすべきなのです。そして理解した物事は余すことなく交わるべきなのです。こうして互いに欠点を補うことで、回り道をせずにすみます。実際、私が張兄弟よりほんの少し優れていたのはすべて神の優しさによるものでした。神の御心を思い、張兄弟が一刻も早く本分を尽くせるよう利己心を捨てて知っていることをすべて教えるべきでした。これこそが神の御心に沿うのです。それに気づいた私は神の御前に急ぎ、祈りました。間違った考えを捨て利己的で卑しいサタンの性質に依らず生きる決意をしました。そのあと張兄弟に、私の状況を正直に話し、私のサタンの性質について分析しました。また私がもつ技能の要点を伝えました。この実践を始めて、心が穏やかになり体の症状もいつしか消えていました。

この経験を通して私は変わったはずだったのですがサタンの性質は本当に深く根づいていました。しかるべき状況になったとたん、再びあの毒が顔を出してきたのです。

2019年3月、張兄弟と私は同時に教会の指導者に選ばれました。最初は非常に仲良くやっていました。教会の中の問題も、直面した困難も、ともに真理を追求し解決しました。しかしある日、教会でこんな言葉を聞いてしまったのです。「張兄弟の真理についての交わりはとても実践的だ。彼は責任をもって本分を尽くしている」。これを聞き、私の心は再び乱れました。「張兄弟に出し抜かれたらあっという間に面目丸つぶれだ」と思いました。それからは、業務について話をするときには失敗や欠点を指摘することに終始し解決につながる実践の道を共有しませんでした。助けを求められた時には歯を食いしばって、少しだけ応えました。張兄弟が知識を得たら、自力で問題を解決するようになり、私の出番がなくなるかもしれません。こんなこともありました。張兄弟が、弱さを見せている兄弟姉妹を助けようしていたのですが、正しい交わりをもたなければ、意味がないと悩んでいました。そこで私に、交わるべき真理について相談に来ました。しかし私は知っていることをすべて教え、張兄弟が問題を解決したら兄弟姉妹は絶対に彼を尊敬するだろう。そうなったら私は次の交わりで何を話すのか、張兄弟に見劣りするのではと思いました。そして「次の交わりのために何か残しておくべきだ。私の方が問題解決に長けていることを見せなければ」と思い張兄弟には簡単な説明しかせず具体的なことも、重要なことも伝えませんでした。利己心にとらわれ、すべての知識を共有したくなかった私は業務においても張兄弟を意図的に避け話し合いをもつ時間も減っていきました。時おり罪の意識を感じ、心の中で「これでは、兄弟と力を合わせて本分を尽くしていない。神は喜ばれない」と思いました。しかしこうも考えました。「張兄弟が私を追い抜けば、皆が彼を上に見る」と。真理の実践が嫌になりました。そして、こんな状態から抜け出せなかった私に神の義なる性質が降りかかったのです。私の心は常に乱れ集会での交わりも光を欠き、本分でも何も達成できません。毎晩、早い時間に眠くなってしまい、不安感が膨らんでいきました。その時、神が私から離れたことに気づきました。そして恐くなりました。神の御前に急ぎ、祈りました。「神よ、私は利己的で卑しいサタンの性質を生きていました。あなたが深く嫌うとわかっていながら止められず、抜け出すこともできません。どうか啓きを与えてください。私の本性と本質をより深く理解できるように」。

祈ったあと、御言葉の次の一節を読みました。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたの感情はそんなに強いのですか。なぜそうした不義な物事を好むのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因として、そこにはすべてサタンの毒が含まれていることをあなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、邪悪な行いをする人に、なぜそのような事をするのかと聞くならば、こう答えるでしょう。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの論理が人々のいのちとなり、人はさまざまな目的で物事を行うかもしれませんが、とにかく全て自分の為に行います。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』のだから、人は自分のために生き、自分にできるあらゆることをして良い地位を確保し、必要な食べ物や衣類を手に入れなければならないと、人はみな考えます。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。この言い習わしこそサタンの毒であり、人の中に取り込まれるとそれは人の本性となるのです。サタンの本性はこの言葉をとおして暴露されています。サタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（「ペテロの道を歩むには」『キリストの言葉の記録』）。御言葉が教えてくれたのは私が利己的で卑しいサタンの性質に依らずにはいられなかったということでした。サタンの毒である「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」や「生徒が師の知っていることをすべて知ると、師は生計を失う」が私のいのちとなっていたからです。それらを良い事であり、生きるための黄金律ととらえました。目指すべき生き方であり、自分たちを守る唯一の方法と考えました。結果として、利己的で卑しく、自分本位な人間になっていきました。協力して行う本分において、張兄弟の方が優れているのではといつもびくびくし、仕事について話すときは常に表面的なこと、最低限のことに留め、一部の知識しか共有しませんでした。問題に直面した張兄弟から助けを求められた時神の家の働きよりもすべてを教えることで自分が教会で輝けなくなることが心配でした。正しい道ではないと知りながらも、助けませんでした。私が本分を尽くしていたのは神の御心への配慮からでも、神の家の働きを守るためでもなく個人的な名声と地位のためでした。私は本当に自分勝手で、ずるい人間でした。本分においてサタンの性質に頼る私が神の導きと祝福を得ることができるでしょうか。知識を誰にも教えずに自分だけのものにすれば教会で一番の存在になり、尊敬されると思っていました。しかし実際は、指導を怠るほどに私の魂は黒くなり、神の導きからも遠ざかりました。ついには、以前できたこともできなくなってしまったのです。その時、主イエスの次の言葉を思い出しました。「おおよそ、持っている人は与えられて、いよいよ豊かになるが、持っていない人は、持っているものまでも取り上げられるであろう」(マタイによる福音書 13:12)。この経験から、私は神の義なる性質を深く理解しました。さらに考えてみると本分における問題を理解できていたのは、すべて神の導きと啓きによるものであり御言葉の導きなしでは、私は盲目なのです。何も理解できず、何の問題も解決できません。しかし、自分ではそれに全く気づかず恥ずかしげもなく聖霊の啓きを自分の力だと誤解していたのです。私は神から栄光を奪い去ろうとしていたのでは。神は人の心と精神を見通せます。本分においてサタンの性質に頼り続ければ必ずや神に厭われ、排除されます。そう考えた私はすぐに神の御前で祈りました。「神よ、本分において私欲を追求したり、卑劣な人間になることは金輪際ありません。張兄弟とよく協力し、しっかり本分を尽くします」。

そのあと、次の御言葉を読みました。「いつも自分のために物事を行なったり、絶えず自身の利益を考えたりしてはいけません。自分の地位、体面、評判を考えないこと。また、人の利益を考慮してはいけません。まずは神の家の利益を考慮し、それを最優先にしなければなりません。神の旨を想い、自分が本分を尽くす中で不純だったかどうか、全力で忠誠を尽くし、全力で自分の責任を果たし、自分のすべてを捧げたかどうか、そして自分の本分と神の家の働きを心から考えてきたかどうかを熟慮することから始めなさい。あなたはこれらのことを考えなければなりません。これらのことを頻繁に考えなさい。そうすれば、立派に本分を尽くすのがより簡単になります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。「自分の利己的で卑しい正体があわらになり、そのことを自覚したときは、真理を求める必要があります。神の旨に沿うにはどうすればいいのか。どう行動すれば皆のためになるのか。つまり、まず自分の利益を棚上げにすることから始め、その利益を自分の霊的背丈に合わせて少しずつ手放していかなければなりません。何度か経験していると、それを完全に棚上げできるようになり、そうするうちにますます安定を感じるようになります。自分の利益を棚上げすればするほど、あなたは人として良心と理知を備えるべきだと感じるようになります。そして利己的な動機を持たなければ、自分はまっすぐで公正な人間であり、ただ神を満足させるために行動しているのだということを実感するでしょう。そしてそのような行動を通じて、自分が『人間』と呼ばれるにふさわしいものになるのを感じ、地上でそのように生きていると、自分が公平かつ正直であり、純粋な人間であり、潔白な心を持っており、神に授けられたすべてのものに値すると感じるようになるでしょう。そのように生きれば生きるほど、揺るぎない明るい気持ちになれるのです。その結果、あなたは正しい道に足を踏み入れてはいないでしょうか」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。これを読み、わかりました。本分を尽くしたければ、神の家の働きを守り、深い責任感をもって全力で本分に臨む方法をまず考えなければなりません。神は、本分における私たちの態度を重要視します。神の望みは、私たちが誠実な心で神に向き合い本分にすべてを捧げ、良心的で慈愛に満ちた人間になることです。神の御心を理解し、心の中で神に祈りました。利己心を捨て、個人の利益を気にせず、教会と兄弟姉妹のいのちにとって有益なことは何でもすると神に伝えました。その後、張兄弟と話をしました。自分勝手で卑しいサタンの性質と、欺瞞に満ちた本心を打ち明け、私たちの働きにおける問題や欠点を解決するためともに真理を追求し、知っていることを余すことなく彼に交わりました。このように実践してから、安らぎを感じるようになりました。裏のない公平な人間でいることのすばらしさを知りました。私の状況は次第に改善し、本分である程度の結果をだせるようになりました。いまだに自分勝手で卑しいサタンの性質を見せることもありますが、そんな時は、神がどれほど嫌悪されるかを思い、神の御前で祈りを捧げ自分の間違った考えを捨て、神の御言葉に従って実践できるよう願います。

このような経験を通してサタンの性質とサタンの毒に依存して本分を尽くせば利己的で卑しく、自分勝手な人間になるだけということがよくわかりました。人間らしさを完全に失い自分に痛みをもたらすだけでなく、他人との和も乱します。神の家の働きに害を及ぼすだけです。誠実な人間として御言葉に従い真理を実践し自分だけが得するような考えを捨てた時本分において聖霊の啓きと導きを得て、心が安らぎました。神に感謝！　神の御言葉の裁きと刑罰によって利己心と欺瞞というサタンの性質が多少理解でき、多少の真理を実践し、人間らしく生きられるようになりました。


41. 本当の自分がやっと見えた

イタリア 沈心畏

2018年、翻訳の本分に取り組んでいた私は、張姉妹、劉姉妹と、とても仲良く働いてました。ある時集会で、偽の指導者の見分け方を交わったの。劉姉妹は偽の指導者をこう評価したわ。「彼は原則に沿わず人を配置します。張姉妹を異動させたのに、彼女ほど注意力がなく、懸命に本分を尽くしていない他の姉妹を残しました」と。もう一人の指導者がこの評価を読み上げた時、私の顔が真っ赤になった。劉姉妹の言葉がとても厳しく思えて、必死で平静を装ったけど、内心穏やかじゃなかった。班には3人しかいないから、誰を指しているかは明らか。きっとみんな、私が注意力に欠け、懸命に本分を尽くしてないと思ってる。これから、どんな顔でみんなに接すればいいの？　この一件以降、劉姉妹に対して怒りっぽくなり、2人の関係は悪化していった。

間もなく、劉姉妹が班長に選ばれたの。本当に真面目で、私の翻訳を隅々まで細かくチェックした。私も最初は前向きだったけど、そのうち反抗心が芽生えた。本分を始めてしばらく経つのに、まだ信用されてないと感じた。私に能力がないと思っているみたいだった。アドバイスをくれることもあったけど、私を見下して、嫌がらせしてるように感じた。特に我慢できなかったのは、仕事について話し合う時、いつも責任者の前で、私の欠点を指摘したこと。「責任者に悪い印象を植えつけようとしてるの？」って思ったわ。劉姉妹への怒りが膨らみ続け、不満もどんどん大きくなった。その後は一緒に仕事してても、姿を見るたび腹が立ち、いらいらした。仕事の進捗を確認されるのも嫌で、アドバイスされても不満げな態度を見せた。彼女の印象を悪くしたい、鼻をへし折りたいと思うこともあったわ。彼女の本分に問題があっても助けようとせず、それどころか彼女を見下し、本分で壁にぶつかって、反省すればいいとさえ思った。一度、集会で劉姉妹が打ち明けたの。共同作業をしていても、私が彼女に冷たく、すぐにかっとなるので、うまくやっていく方法がわからないと。それを聞いた瞬間カッとなり、こう思った。「本心を打ち明けると見せかけて、皆の前で私を暴き出す気ね。私が怒りっぽくて怖いなんて言ったら、みんなにどう思われるか」。考えるほど腹が立った。劉姉妹は私を悪く見せようとしてる、そんな偏見をもったわ。それで、むすっとした顔で黙っていたの。集会が終わって、私の様子に気づいた劉姉妹が近づいてきて静かに言ったわ。「動揺してるみたい。集会でも何も言わなかったし、思っていることがあるなら、喜んで聞くわよ。私に欠点があれば、何でも教えてほしいの」と。でもその時の私には彼女への嫌悪感しかなくて、「聞かなきゃわからない？　あんなこと言われて、誰がうれしいもんですか」と思った。そして隣に座った劉姉妹に、軽蔑の眼差しを送ったの。みんなの前で悪口を言われたことを思うと、怒りを抑えられず、劉姉妹の欠点や堕落についてまくし立てたの。知恵がなく、他人を陥れ、人を押さえつけてるとか、ごう慢だとか、言い続けたわ。うなだれ、気落ちしてる彼女を見て溜飲が下がったような気がした。それまで抑えていた怒りをすべて吐き出したから。すると劉姉妹は言ったの。「それほど傷つけたなんて知らなかった。本当にごめんなさい」。劉姉妹が顔を背けてそっと涙をぬぐったのを見て、少し罪悪感を覚えた。私、やりすぎた？　消極的になってしまうかしら？　でもすぐに、「私は正直に言っただけ。自分をわかってもらうためよ」と思い直した。すると罪の意識がすっと消えたの。それ以降、劉姉妹はますます萎縮し、進捗に口を出すどころか、助言すらしなくなった。

数日後、教会指導者が原則に沿って班長の能力を判断できるよう、全員がそれぞれ班長の評価を書くことになったの。それを聞いて密かに喜んだ。劉姉妹がみせた堕落を残らず暴露してやろう、みんなに本当の姿をさらして、鼻を明かしてやろうと思ったわ。でも一瞬心がざわつき、自分の考えが間違っていると気づいた。公平で客観的になって、神の吟味を受け入れなきゃって。公平で客観的な評価を心掛けたけど、劉姉妹にいつもやり玉にあげられてたことを思うと、怒りがこみ上げて、劉姉妹への偏見を評価にすべて反映させたの。指導者の取り扱いを受けて、異動になればいいと思った。別の班に行ってほしかった。それから間もなく、劉姉妹は解任されたの。それを聞いて不安になったわ。「私が書いたことが関係してるのかしら？　劉姉妹の堕落について多少書いたけど、それで解任されることはないはず」。そのあと劉姉妹が消極的になったのを見て、なんとなく罪の意識を覚え、本分へのやる気も失せました。

2日後、指導者と話をしたところ、劉姉妹が解任されたのは、主に彼女の素質が低く、班長はできないと判断されたからで、私の評価とは無関係だと分かった。でも指導者から、劉姉妹の欠点を書き連ね、人を公平に扱えない私は、執念深く、邪悪な性質をもつ人間だと言われてしまったの。それを聞いて心が沈んだわ。「執念深い」とか「邪悪な性質」ってまるで悪人みたい。それから数日、指導者の言葉を思うたび、とても辛かった。自分は本当に悪人なのかしら？　苦しみの中、神の御前で祈りました。「神よ、邪悪な性質を持つと言われましたが、自分では認識できません。自分を真に理解できるよう、啓きをお与え下さい」。

祈りの後、この御言葉を読みました。「誰かが気に入らないとか、馬が合わないという理由で、その人を懲らしめる方法をいろいろと思いつくことができますか？　今までにそのようなことをしたことがありますか？　どのくらいそのようなことをしましたか？　あなたがたはいつも人を遠回しに見下し、辛辣な言葉を投げかけ、嫌味な態度になっていませんでしたか？（はい。）そのようなことをしたとき、あなたがたはどのような状態にありましたか？　そのときは鬱憤を晴らして気分が良くなり、優位に立てたことでしょう。けれども後になって、『わたしはあんな卑劣なことをしてしまった。神を畏れず、あの人をとても不当に扱ってしまった』と思ったことでしょう。心の奥で罪の意識を感じましたか？（はい。）それは神を畏れてはいないけれども、少なくとも多少の良心は持ち合わせているということです。では、これからもまだそのようなことを行う可能性がありますか？　あなたは誰かを嫌っていて折り合いが悪いときや、その人があなたに従わなかったり言うことを聞かなかったりするときはいつでも、その人を攻撃して仕返しし、辛い目に合わせて上下関係を示そうと思うことがありますか？　そして、『わたしが望むようにしないなら、機会を見つけて誰にも知られないように懲らしめてやる。誰にも気づかせはしないが、わたしの前に屈服させてやる。わたしの力を見せつけてやる。そうすれば、あえてわたしに盾突くものは誰もいなくなる！』などと言うでしょうか。答えてください、そんなことをする人の人間性とはどういったものでしょうか。（悪意です。）人間性に関して言えば、その人には悪意があります。真理に照らして見れば、その人は神を畏れていないのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「信仰において正しい軌道へ乗るのに必要な五つの状態」）。裁きの御言葉を読み、心をえぐられるようでした。私の状態をまさに暴いてた。劉姉妹とは、最初はとてもうまく行っていたのに、彼女が、他の人を評価する中で私のことに触れ、プライドを傷つけたことで関係がこじれた。班長になった劉姉妹は、私の欠点を指摘し始めて、私は面子を失い、嫌がらせのように感じた。劉姉妹への反感が募り、笑い者にしてやろうと思った。解決を求めて劉姉妹が気持ちを打ち明けた時も、私は、欠点を暴かれ、恥をかかされ、兄弟姉妹に悪印象をもたれたと思った。彼女への偏見は増していき、彼女を暴露するために、問題を大げさに言った。よこしまな心で行動し、彼女を消極的にした。そして評価を復讐の機会に使い、欠点と堕落を思いつく限り並べたて、長所については一切触れなかった。指導者に彼女が何者かを知らせて、班からいなくなってほしかったの。自分の行動を振り返ると、いたたまれない気持ちになったわ。劉姉妹が私のことに触れ、体面と地位を危うくした。恨みを引きずり、劉姉妹を攻撃しようとした。思いついたことは何でもした。神への畏れなどひとかけらもなく、本当に邪悪な本性をもっていたの！　それまでは、自分は兄弟姉妹とうまく付き合えるし、困っている人がいれば喜んで助けようと思ってた。多少の善行を行っただけで自分が善人だと考えた。でもそれは、私の個人的な利益に影響しないからだったの。自分の利益が絡んだ時、私のサタン的性質が一気に飛び出して、攻撃や報復を止められなかった。この性質を解決しなければ、いつ悪を行うかわからない。本当に危なかった！

そして反省したの。自分はどんな思想に支配されて、あれほどの悪を行ったのか。そして次の御言葉を読みました。「人が神に逆らい、反抗する根源はサタンによる堕落である。サタンによる堕落のため、人の良心は麻痺してしまい、不道徳になり、考え方が劣化し、反動的な精神状態を持ってしまった。サタンによって堕落させられる以前、人は当然ながら神に従い、神の言葉を聞いてそれらに従っていた。人は生来、健全な理知と良心を持っており、人間性も正常だった。サタンによって堕落させられた後、人が本来持っていた理知、良心、人間性は鈍くなり、サタンによって損なわれ、したがって人は神に対する従順さと愛を失った。人の理知は異常になり、性質は動物のそれと同じになり、神に対する反抗はますます頻繁になり、深刻になっている。しかし、人はいまだそれに気づかず、それを認識せず、無闇に逆らい、反抗するばかりである。人の性質は、その人の理知、見識、良心の表出において明らかになり、人の理知と見識は不健全で、良心は極めて鈍くなっているので、人の性質は神に対して反抗的である」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。「人々はこのように考えます。『あなたが親切にしてくれないなら、わたしだって親切にするものか。あなたがわたしに無礼なら、わたしだってあなたに対して無礼になろう。あなたが敬意をもってわたしに接しないなら、どうしてわたしが敬意をもってあなたに接するだろうか』これはどのような考え方ですか。復讐心に満ちた考え方ではないですか。普通の人から見れば、この種の見方は非現実的ではないですか。未信者にとって、『目には目を、歯には歯を』や『我が身で思い知れ』といった考え方はいずれも、人間の観念と完全に一致する正しい原理です。しかし、神を信じる人、真理の理解と性質の変化を求める人であるあなたは、このような言葉は正しいと言いますか、それとも間違いだと言いますか。それらを識別するには何をすべきですか。このようなものはどこから生じますか。それらは悪意に満ちたサタンの本性から生じます。それらは害毒を含み、悪意と醜悪さに満ちたサタンの真の顔、そしてその本性のまさに本質を含んでいるのです。そうした本性の本質を含む見方、思考、表現、話し方、さらには行為の本質は、いったいどのようなものですか。それらはサタンの性格ではありませんか。そうしたサタンの側面は、人間性と合致していますか。真理、あるいは真理の現実と合致していますか。それらは神に付き従う者がとるべき行動、もつべき考えと見方ですか。（違います。）」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の堕落を解決することでのみ、否定的な状態から自由になれる」）。この御言葉を読んで、人が堕落し邪悪なのは、すべてサタンの堕落のせいだと気づいた。学校教育や社会の影響を通して、悪魔サタンの毒が人の心にうえつけられるの。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「相手が攻撃しなければ、こちらも攻撃しない。相手が攻撃すれば、必ず反撃する」、「相手が自分を扱うように自分も相手を扱え」、「君子が仇を討つのに、十年かかっても遅くない」など、気づかないうちに、人はこれらを生きるための法則にして、どんどんごう慢でずる賢く、利己的で邪悪になっていく。本当に思いやりがあって心の広い人間なんていないし、真の愛など存在しない。自分の利益に影響が出ると、攻撃されたと感じ、距離をとる。敵を作り、報復することさえある。人はどんどん冷たくなり、心が離れ、正常な人間性をすべて失う。私は子どものころからそうした考えを植えつけられ、それで生きてきた。誰かが私の利益を侵すと、憎んで報復せずにはいられなかった。劉姉妹と過ごす中で、私の利益を損ねる言動があり、私はそれに腹を立て、反撃のチャンスに飛びついた。二度と私を攻撃しないよう、自分が何者かを思い知らせ、追い出そうとさえしたわ。教会を追われた反キリストや悪人とどう違うのでしょう。彼らは人から認められ、ほめられることばかり望み、堕落を暴く率直な言葉を許さなかった。自分を攻撃する言動をされると、相手が誰でも反撃し、そのあらゆる悪行で、最後は神の性質に背いた。人を怒らせ、教会から追い出されて、救いの機会を永遠に失ったの。私は、劉姉妹の言葉にプライドを傷つけられたというだけで、彼女にかみついた。彼女を傷つけることしかせず、悪事をしていたの！　自分の人間性かいかにひどく、反キリストや悪人と同じ本性と本質をもち、神に嫌悪されていることがわかった。すぐに悔い改めなければ、悪に身を沈め、反キリストや悪人のように、神に罰せられる。考えれば考えるほど怖くなり、神の御前で祈った。「神よ、私は人間らしさを欠いていました。堕落した性質の中で生き、姉妹を攻撃し、まったく人間らしくなかった。この状況を作って私を取り扱われなければ、私は決して反省せず、悪を行い、姉妹を傷つけ続けたはず。神よ、悔い改めます。これ以上サタンの毒で生きたくない。良心と理知、人間性をもつ人になれるようお導き下さい」と。

その後、次の御言葉を読みました。「愛や憎しみは正常な人間が持つべきものですが、愛するものと憎むものの区別は明確にしなければなりません。あなたは心の中で神を愛し、真理を愛し、肯定的なものを愛し、兄弟姉妹を愛すべきであり、一方で悪魔サタンを憎み、否定的なことを憎み、反キリストを憎み、邪悪な人々を憎まなければなりません。兄弟姉妹に対して憎しみを抱けば、彼らを抑圧し恨みを晴らそうとしたくなるでしょうが、それはとても恐ろしいことです。中には憎しみに満ちた考えや発想、つまり邪悪な考えばかり抱いているものの、決して悪事を犯さない人がいます。誰かと仲良くできれば仲良くし、できなければその人と距離を置きますが、そのことが自分の本分や正常な人間関係に影響することはありません。心に神を抱き、神を畏れているからです。彼らは神を怒らせることはしたがらないし、そうなることを恐れています。そういう人たちは誰かについて一定の考えを抱くこともありますが、神に背きたくはないので、それを実行することは一切なく、不適切な一言を発することすらありません。これはどういう振る舞いでしょうか。それは、原則と公平性をもって振る舞い物事に対処するというやり方の例だといえます。もし誰かと性格が合わず、その人をあまり好きでなかったとしても、その人と一緒に働くときは公平な態度を取るでしょうし、本分を果たす中で自分の鬱憤を晴らしたり、本分をおろそかにしたり、不満をぶつけて神の家の利益を害したりはしないでしょう。あなたは原則に従って物事を行うことができますし、そのため基本的な神への畏敬を持っていることになります。もう少し上級者なら、誰かに落度や欠点がいくつかあって、場合によってはその人に気分を害されたり自分の利益を損なわれたりしても、なおその人を助けるだけの能力があります。それは、あなたの中に愛があること、あなたが人間性、真理の現実、そして神への畏敬を有していることを意味します」（『終わりの日のキリスト講話集』の「信仰において正しい軌道へ乗るのに必要な五つの状態」）。御言葉からわかったのは、神を畏れる者は、真理の原則に沿って人を扱えるということ。兄弟姉妹に偏見を抱く時もあるかもしれないけど、それを人前では見せず、神に背くこと、人を傷つけることは一切しない。神を畏れない者は、悪しき心のままに行動する。それは悪を行うことであり、神に断罪されます。劉姉妹の言葉は、言い方こそ直接的でしたが、私についての事実を述べていて、いじめなんかじゃなかった。責任感をもって真面目に本分を尽くし、アドバイスのほとんどはためになるものだった。私は、わざと彼女を困らせるべきじゃなかった。それから、自分の堕落について劉姉妹に打ち明け、謝罪したの。劉姉妹は気にしてないわと言って、私のために真理を交わってくれた。ますます恥ずかしく、自分が嫌になったわ。もう堕落した性質で生きたくなかった。それ以降、劉姉妹のアドバイスや言動にプライドを傷つけられても、正しく対処し、真理を求めて反省することができました。再び仲良く仕事ができるようになり、大きな安堵感を覚えました。私を変えてくれた神の裁きに感謝します。


42. 神の御前に生きる

韓国　永随

全能神は言われます。「現実に入るには、すべてを実生活に向けなければならない。神を信じていても、実生活への入りを通じて自分を知ることができず、実生活で正常な人間性を生きることができなければ、その人は落伍者となるだろう。神に従わない者はみな、実生活に入れない者たちである。そうした者はみな人間性について語りつつ、悪魔の本性を生きる者である。彼らはみな真理について語りつつ、教義を生きる者である。実生活で真理を生きられない者は、神を信じてはいるが、神に嫌悪され拒絶される者である。あなたは実生活で入りを実践し、自分の欠点と反抗心と無知を知り、自分の異常な人間性と弱さを知らねばならない。そうすることで、あなたの認識が自分の実際の状況や困難に組み入れられる。そのような認識だけが本物であり、それによってあなたは自分の状態を真に把握し、性質の変化を成し遂げることができるのだ」（『神の出現と働き』「教会生活と実生活についての議論」〔『言葉』第1巻〕）。「いのちの入りを求めるには、日常生活の中で出会うあらゆる物事において、自分の言動や考えを吟味しなければなりません。まず自分の状態を把握してから、それを真理と照らし合わせ、真理を求め、自分が理解する真理の現実へと入っていかなければなりません。真理の現実に入る過程では、自分の状態を把握し、頻繁に神の前に出て祈り、懇願しなければなりません。また心を開いて他の兄弟姉妹たちと頻繁に交わりを持ち、真理の現実に入る道を探し、真理の原則を求めなければなりません。そして最終的には、自分が日常生活の中でどのような性質を表しているのか、それを神が喜びとしているのか、自分が実践している道は正しいのか、自分の中の状態を神の言葉と照らし合わせて自省し確認しているか、それは正確に確認したのか、それは神の言葉と一致しているか、そして神の言葉と一致している状態については、真に成果を上げ実際に入ることができたのかを知るようになります。頻繁にこうした状態や状況の中で過ごしていると、いくつかの真理と自分の実際の状態について、徐々に基本的な理解が得られるようになります」（「性質を知ることは性質を変えるための基本である」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は、いのちの入りへの道筋を示してくれます。それによって私たちは、実生活で起こるすべての思考と行動を吟味し、神の御言葉の暴きに照らし合わせ、自分の堕落した性質を反省し、知り、真理を活用して解決します。これこそが、自身を真に知り、神の御言葉の現実に入る唯一の方法です。

チェン兄弟は半年前の集会で、ある体験を話してくれました。話を聞いて私は思いました。彼は自分勝手で原則を破るので、刈り込み、取り扱われました。言い訳せずに自制心を働かせただけで、服従しているように見えました。でも自分勝手に仕事をする理由や、どんな堕落が彼を支配し、その根源に何があったかについてはあまり顧みず、理解しようともせず、真理を模索して解決しようともしませんでした。彼の服従は規則を守るだけのことで、真の服従とは言えません。私は、これを彼に伝えるべきか迷いました。でも思いました。「彼は私よりも信仰が長く理解と経験も私より上です。私が彼に意見したら、私は偉そうな子供のようではないか、傲慢だと思われないか。だから何も言わないほうがいいのだろう」と。説教を終えた彼は、欠点に気づいたら教えてほしいと言いました。私は指摘したかったけど、できませんでした。こう思いました。「だって、彼は私よりも年上。彼の服従は真の服従ではなく、規則に従っているだけだと言われれば、彼は面子を失い、ばつが悪くなるでしょう。彼がそれを認めず、私のことを傲慢で未熟だと言えば私が恥ずかしい思いをします。彼のことをよく知らないし、悪い印象を与えるのも損」。しばらく迷った末、こう言いました。「豊富な経験と実践的な理解があるのですね」。

これを言って不安になりました。彼の欠点は明確なのに、それには一言もふれず、心にもないことを言いました。まったく正直な発言ではありませんでした。みなが交わりを共有する間、思いました。私たちは毎日振り返って自身を知り、いくつ嘘をつき、真実をごまかしたか、私欲で話したことはどれだけあったか。真理に反してどのようなこと言動をしたかを考えなければなりません。私はチェン兄弟に嘘をついたことを知りました。神は私たちに正直に、ありのままに話しなさいと再三忠告してくれます。でもそんな基本的な要求すら私は実践できませんでした。自分が悲しくなりました。私はすぐに祈りました。自分を知るために神の導きが必要でした。そして神の御言葉を読みました。「あなたがたは皆立派な教育を受けており、話すときには上品かつ控えめにすることだけでなく、話し方にも気を配っています。皆さんは機転が利き、他人の自尊心や尊厳を傷つけないようにすることを学んでいます。言動においては相手に駆け引きの余地を残し、人に気を使わせないためにできることは何でもします。相手の傷や欠点をさらけ出さないようにし、傷つけたり、恥をかかせたりしないようにしています。大半の人はこの原則に従って行動していますが、これはどのような原則なのでしょうか。それは狡猾で、信用できず、ずるく、陰湿な原則です。人々の笑顔の裏には、悪意に満ちた陰湿で卑劣なものがたくさん隠れています。たとえば一部の人は、人と接するとき、相手に多少の地位があると気づくやいなや、相手の気分を良くするため、巧みで聞こえのよい媚びるような話し方をし始めます。ですが、それは実際に思っていることでしょうか。彼らは間違いなく、意図と下心を抱いています。そのような人は心に闇を抱えており、とても卑劣なのです。そのような人たちの生活の中での振る舞いは、忌まわしく嫌悪すべきものなのです」（「いのちの進歩を表す六つの指標」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は私の状態を明らかにしてくれました。私は自分の言葉に少しも正直でないばかりか、大きく屈折していました。相手を傷つけないよう回りくどく、聞こえのいいことばかり言っていました。一見他人を思いやっているようですが、本当は自分をよく見せたかっただけで、自分の名声と地位を守りたかったのです。チェン兄弟の話から、彼が規則にこだわりすぎていたことは知っていました。これでは彼のいのちの入りには役立ちません。でも指摘すると彼に恥をかかせ、自分の印象も悪くなります。だから黙っていました。彼に意見を求められても、率直になれませんでした。それどころかお世辞を言って、嘘をついたのです。私はずるかったのです。でも彼は欠点を指摘してもらうことで、彼に足りないものを直したかったのです。私は彼を助ける責任を果たさなかっただけでなく、彼を誉めて欺き、だましました。そのとき初めてわかりました。うまくいい人ぶって、誰も傷つけなかったけれど、問題に直面しても真理を実践しなかったと。私は善人であるどころか、ずるがしこい欺瞞に満ちた人間でした。自分は若く経験不足で、世間知らずだと思っていましたが、事実を目の当たりにして初めて、自分がずるい人間であることを知りました。そして自己嫌悪になり、これ以上うそをつきたくないと思いました。悔やみ、神の言うとおり真実を話し、正直でありたいと祈りました。

彼の欠点を紙に書いて彼に送ることにしました。でも書こうとするとまた躊躇するのです。書き方次第で拒絶されるかもしれないと心配になりました。些細なことにうるさいと思われるのではないかと。過去のことを今になって指摘したら、小さなことでうるさいと思わせるでしょう。「今回は何もせずに、次回言おう」と思いました。でもそう思ってもモヤモヤします。神がこの状況を見せてくれたのは、私に理解させるためではありません。神は私が神の御言葉を受け入れて実践することを望んでいました。私が諦めたら、神にごまかしたことにならないだろうか。再び神に祈りました。「チェン兄弟の体裁や自分がどう見えるかはもう考えたくない。神様どうか真理を実践できるように導いてください」。その後チェン兄弟の経験を神の御言葉に照らし合わせました。自分が気づいた問題を書き、彼に送りました。そうやって実践すると安心できました。翌日彼から返事がありました。私の手紙を読んで感動したそうです。欠点の指摘は神の愛ゆえだと。自分は何かあっても真理を求めようとは思わず刈り込み、取り扱われたときは、ただ投げやりに対応するだけだったと。今後は欠点を正していきたいと書いてありました。彼の返事に感動しました。兄弟姉妹との触れ合いを恐れる必要はないと感じました。正しい動機を持って指摘すれば、彼らは喜んで受け入れます。私の不安はすべて想像で、堕落した性質に支配されていたのです。私は理解できるようになりました。教会の人間関係は人生哲学や欺瞞ではなく、神の御言葉を実践することと互いに誠実であることが土台にあるのだと。

でも私はサタンによって深く堕落し、その性質が深く根付いていたので、自分の名声と利益が脅かされると真理を実践できませんでした。

その後、ある妹がオンライン小説をよく読んでいると知って、不安で鼓動が高鳴りました。「オンライン小説など人が作ったフィクションにすぎない。のめりこんだら、神の御言葉を読んで本分を実践したいと思わなくなるのではないか。彼女は聖霊の働きを失い、いのちに大きな損失を被るだろう。彼女に指摘しなければ」と。でも口を開こうとして躊躇しました。「私はおせっかいだと思われやしないか。彼女が私の言うことを認めなければ、毎日顔を合わせにくくなる。きっと教会のリーダーに伝えた方がいいだろう。リーダーが彼女に説教してくれるはずだ」と。でもこの考えが間違っていることはわかりました。私が気づいたのだから、自分で彼女に説教する責任があるのです。誰かに責任転嫁するべきではないのです。その後彼女に指摘しようと何度か思いましたが、毎回言うことはできず、どう切り出すかもわかりませんでした。これが何日も続きました。ある日教会のリーダーに妹の状況をきかれました。この時初めてリーダーに話したのです。驚いたことに、リーダーは忙しいので私から姉妹に説教してほしいと言うのです。私は、これは神の計らいだと思いました。自分の肉を捨てて真理を実践せよと。それまでしばらく感じていた不安を思いました。彼女の姿を見ると、まだ話してないことにとらわれてしまいました。彼女に愛も責任も見せず、自分の良心が痛んでいました。オンライン小説にはまることの危険はよく知っていました。サタンはこの邪悪な傾向を使って人をだまし、堕落させ、思考をコントロールして神を避けるように仕向けます。だんだんと堕落と落胆、破滅に導くのです。彼女のいのちがだめになることを、私は少しも考えませんでした。また彼女が本分に集中せず、教会の仕事にも大きな損害が出ることも。これを指摘して気を悪くさせるのを恐れ、関係を維持するために殻に閉じこもって過ごしました。私はとてもわがままで卑劣だったのです。

その時神の御言葉を読みました。「多くの人は、良い人でいるのは実に簡単なことで、不言実行を実践し、良い心をもち、何の悪意ももたなければそれでいいと信じています。そのような人は、そうすることで自分はどこに行っても栄え、人々に好まれるようになり、そのような人でありさえすれば十分だと信じているのです。彼らは真理を追い求めようと思うことすらなく、単に良い人であることに満足しています。真理を追い求めて神に仕えるという問題はあまりに複雑で、それには多くの真理を理解する必要があり、いったい誰がそんなことを成し遂げられるだろうと考えるのです。彼らは簡単な道を行くこと、つまり良い人になって本分を尽くすことだけを望み、それで十分だと思っています。そのような態度で持ちこたえられますか。良い人でいるのは本当にそれほど簡単なことですか。立派な話し方で語る良い人を、あなたがたは社会で数多く見つけるでしょう。そのような人は、たとえ表面上は大きな悪事を犯したことがないように見えても、奥深くでは不実で狡猾です。特に、そのような人は風の吹く方向を見ることができ、スムースかつ如才なく物事を雄弁に語ります。わたしの見るところ、このような『良い人』は偽者であり、偽善者です。このような人は良い人の振りをしているに過ぎません。最も悪質なのは、中庸に固執する人です。彼らは誰も傷つけようとせず、人々を喜ばせています。彼らは物事を上手にこなし、誰も彼らの正体を突き止められません。そのような人は生けるサタンなのです」（「真理を実行に移すことでのみ、堕落した性質の束縛を振り払える」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は心に刺さりました。私はいつも中立で、いい人を演じ、誰も怒らせず、間違いを指摘せず、まさに神の御言葉どおりだったのです。何か言うときは相手や状況を考えました。友情を壊したり、自分の悪口を言われたりするのが嫌でした。この姉妹の問題に気付き、それを指摘したくても、気分を害するだろうと何度も指摘を避け、教会のリーダーに肩代わりしてもらおうとしました。私は自分のことしか考えておらず、異論が多いことは他者にまかせ、自分の利益を守ったのです。私は兄弟姉妹にこんな接し方をしていたのです。誰かが悪い状況にあるときや堕落していると思えば、見なかったことにして、それを指摘せず交わりもしません。一見誰とでも仲良く、配慮があるように見えます。でもそれは嘘で、わざとらしい行為でした。自分の心からの言葉を隠し、表面を飾っていました。私は偽善者だったのです。私は露骨に兄弟姉妹をだましつつも、いい人と思われたかったのです。あまりにも恥知らずです！　自分はずるい嘘つきのイエスマンで、まやかしです。

神の御言葉をさらに読みました。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたの感情はそんなに強いのですか。なぜそうした不義な物事を好むのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因として、そこにはすべてサタンの毒が含まれていることをあなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、邪悪な行いをする人に、なぜそのような事をするのかと聞くならば、こう答えるでしょう。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの論理が人々のいのちとなり、人はさまざまな目的で物事を行うかもしれませんが、とにかく全て自分の為に行います。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』のだから、人は自分のために生き、自分にできるあらゆることをして良い地位を確保し、必要な食べ物や衣類を手に入れなければならないと、人はみな考えます。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。この言い習わしこそサタンの毒であり、人の中に取り込まれるとそれは人の本性となるのです。サタンの本性はこの言葉をとおして暴露されています。サタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（「ペテロの道を歩むには」『キリストの言葉の記録』）。するとイエスマンの根底にある原因が理解できました。つまりサタンの哲学と毒が私に深く侵食していたのです。毒されていました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」「他人の気持ちと道理に適った好ましい言葉を話しなさい。ずけずけとものを言う者は嫌われる」などです。私は自分の名声と地位しか考えていませんでした自分の評価ばかり気にして、わがままでずる賢く、嘘つきになりました。小さいころから両親に言われました。話すよりも人の話を聞け、言葉は少ない方がいい、他者には率直に話すべきではない、気分を害するからと。こうしたサタンの哲学で生き、他者に心を開いて正直になることは稀でした。親友に対してもそうです。欠点を指摘するほど心を開くことはほとんどなく、相手の気分を害し、自分の印象を損なうことを恐れました。その代わり、相手に合わせ、おせじを言いました。でもすべて偽りだったのです！　こうしたサタンの哲学で生きると、自分は嘘つきでずるく、自分勝手で卑しくなるだけです。自分の利益だけで他者のことを全く考えていませんでした。他者に対して不誠実で、愛がありませんでした。私のような人は誰の役にも立たず、親しくなる価値などありません。こうしたサタンの哲学は本当にばかげていて、行動の原則にはしてはいけません。サタンの哲学で生きると、より堕落し、人間性を失うだけです。問題に気付いても何も言わないと後で罪悪感を抱き、心の中の石が取り除けないような気分になりました。真理を知っているのに実践できなかった気分になりました。臆病で尊厳も人格もありませんでした。この歳になってもまともな人間になれず、対人関係の原則を知りませんでした。それどころか、サタンが教え広める俗な生き方を追求しました。その時は自己嫌悪がひどく、これ以上サタンの哲学で生きたくありませんでした。とにかく神の御言葉に沿って行動したかったのです。

そして神の御言葉を読みました。「正直な人であるために、一番大切な実践とは何でしょうか。それは神に対して心を開くことです。『心を開く』とはどういうことでしょうか。それは自分のすべての考えと、自分の意図が何であるか、何が自分を支配しているのかを、神に完全に明らかにすることを意味します。あなたの言うことが心の中の思いそのままで、少しの違いも隠し事もなく、裏もなく、他の人が推測したり質問して掘り下げたりする必要もなく、遠回しな表現も必要なく、ただ他意なく思ったことを言っているだけならば、それはあなたの心が開いていることを意味します。時にはその率直さが相手を傷つけたり、不快にさせたりすることもあるかもしれません。しかし、『そんなに正直に言われて、本当に傷ついた。あなたの正直さは受け入れられない』などと言う人がいるでしょうか。誰もいないはずです。たまに人を傷つけることがあっても、心を開いて謝罪し、分別なく話して相手の弱さを無視してしまったことを認めれば、相手はあなたに悪意はなく、正直な人なのだと思い、ただ話し方にあまり気をつけていないだけで、とても率直な人なのだと思うでしょう。そして誰も、そのことであなたを責めたりはしません。……正直な人であるために最も重要なことは、神に対して心を開くということです。そしてその後、他の人々に心を開くこと、正直に事実のとおりに話すこと、心にあることをそのまま話すこと、尊厳と人格と品性を備えた人になること、そして大げさに話したり、嘘を言ったり、自分を偽ったり、人を欺いたりしないことを学べばよいのです」（「誠実になることでのみ、真に人間らしく生きられる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉を熟考して、深く感動しました。神が私の手を取って人間としての行動を教えてくれたと感じました。正直な人間になること、正直な言動をし、神に完全に心を開くこと、兄弟姉妹に率直になること、そして何か特定の方法を取ったり、ごまかしたりしないこと。このような生き方は疲れません。後で妹と話し、オンライン小説にはまることの危険を指摘して交わりました。最初彼女は嫌な顔をし、気まずい空気が流れました。でも心を開いて交わると、彼女は自分が危険な状態であったことに気づきました。そして、もうオンライン小説は読まない、自分の本分に集中すると言いました。その言葉を聞いて、心から安心しました。しかし自分を責めました。もっと前に言っておけば、彼女をすぐに正すことができたのではないか。イエスマンでいようとして、自分に負けて真理を実践せず、物事が長引いたのです。イエスマンでいることが大きな害をもたらしました。その後兄弟姉妹の本分で気になることがあれば、彼らが気分を害するのを恐れることもありますが、神に祈ることで、意識的に真理を実践し、正直でいられます。いつも後で正直に問題を指摘することができるようになりました。神の御言葉の導きによってのみ、どう行動し、兄弟姉妹と交流できるかを学ぶことができたのです。神の御言葉がどれほど貴重であるかがわかりました。それは私たちの品行と行動の原則です。本分でも品行でも、神の御言葉の導きが常に必要です。問題があったときは、真理を求める限り、道が得られます。

振り返ると、自分がイエスマンで嘘つきであったのは頭で承知していましたが、本気で神の御言葉に自分を照らし合わせ、自分の堕落した性質を調べたことはありませんでした。また、神の御言葉を実践する道や原則を探すこともめったにありませんでした。だから私のわがままで嘘つきな性質は全く変わらなかったのです。人生で取るに足らない経験ではありますが、自分をよく見て神の御言葉の真理を模索することに集中すると、報いを受け、理解できるようになります。真の内なる平穏を感じ、いのちの入りの道筋が見えます。このように理解し、報いを得ることこそ、神の御言葉の導きに忠実であることなのです。神に感謝します。


43. お人好しは神に称えられるか

リン・イー　中国

信者になる以前、わたしは他の人を怒らせまいといつも気をつけ、誰とでも仲良くしていました。困っている人を見るたびに手助けしましたし、自分はよき人間性を持つ善人だと思っていたのです。しかし神の御言葉による裁きと刑罰を経験して初めて、自分は他者との関係を守ろうとするばかりで、正義感がまったくないことに気づきました。大事なときに真理の原則を守ることも、神の家の利益を保護することもできず、自分が神に嫌悪される、利己的で不実なお人好しだとわかったのです。後悔と自己嫌悪で一杯になったわたしは、真理の実践に集中し始め、その後変わっていきました。

教会の潤しチームのリーダーだったとき、わたしはリー姉妹と一緒に働いていました。しかししばらくすると、彼女が本分で何の重荷も背負っておらず、何をするにも熱心でないことに気づきました。兄弟姉妹の問題解決を手助けすることもほとんどありませんし、集会の時間を間違えてしまうことすらあったほどです。わたしはそうしたことについて、彼女の注意を促そうと思いましたが、こんな考えが浮かびました。彼女はその本分を尽くし始めてから日が浅いので、わたしが何か言えば、この人は要求が多くて厳しすぎると思われるのではないか？　彼女はわたしのことを本当によく思ってくれているのに、そうしたことに触れたら、わたしへの評価が変わってしまうのではないか？　そこで、彼女の面子を傷つけないよう、二人きりで交わることにしましたが、その間、わたしは真理を伝えて彼女の抱える問題を解決するのでなく、代わりに知恵を働かせ、こうアドバイスしました。「最近、本分であまり成果が挙がってないわね。それについて反省した？　間違った状態で暮らしていながら、それについて手を打っていないなら、本分をしっかり尽くせないだけでなく、いのちの入りも妨げられるわ」。実際のところ、リー姉妹が本分を尽くす際に軽率で、十分注意を払っていないことをわたしは知っていました。それに、彼女が自分の問題を理解できるよう、一緒に真理の交わりをして問題の本質を分析し、彼女を取り扱って暴くべきだというのもわかっていました。けれど、わたしがあまりに高圧的になり、彼女が受け入れてくれなければ、2人の関係が壊れて彼女を不快にさせるのではと、わたしは心配していました。そこで辛抱強く彼女と交わりをするだけだったのです。

その後、リー姉妹が本分を尽くす中で競争心が強く、いつも他の人たちを出し抜こうとしていることに気づきました。みんなの尊敬が得られないと、消極性の中に落ち込んでしまいます。わたしは幾度も彼女と2人きりで交わりを行ない、彼女もそれを心から受け止めているように見えましたが、何も変わりませんでした。この状況を指導者に報告しようかと考えたものの、それではリー姉妹を背後から刺すことにならないかと思いました。彼女の気分を害してしまったら、どうして今後仲良くやっていけるでしょう？　わたしたちは昔からの知り合いですし、互いのことをよく知っていれば物事が有利に働くと、わたしは思っていました。その上で、このままリー姉妹を手助けして、それでも彼女が変わらなければ、そのとき指導者に報告すればいいと考えたのです。

リー姉妹はその後も本分で成果を挙げられず、兄弟姉妹の問題を解決することもできずにいました。あるとき、集会で新信者の問題を解決しようとしていた彼女は、的外れな交わりを始めました。そのときはみんなで軌道修正したのですが、それからも同様の問題に突き当たるたび、リー姉妹は同じ間違った交わりをしてしまいます。新信者の問題を解決できないどころか、彼らを惑わしていました。それを知ったわたしは自分を強く責め、リー姉妹の本分の尽くし方に問題があることを暴こうと思いました。しかし、彼女を見たとたんに口ごもってしまい、さっきの兄弟姉妹との交わりは正確じゃなかったなどと、口を濁すばかりでした。わたしの言うことは曖昧で、要点に触れるのを避けていました。きつく当たればリー姉妹の気分を害し、悪く思われるのではないかと不安だったのです。結果として、彼女は自己認識を一切できませんでした。リー姉妹は物事をよく理解しておらず、潤しの本分に適していないことはわかっていたので、原則に沿って別の本分に切り替え、わたしはできるだけすぐ、それを指導者に報告すべきでした。しかし、リー姉妹を怒らせ、ずっと一緒に働いてきた彼女が友人から敵になることを恐れ、考えを変えてしまいました。結局、わたしは真理の原則を守らず、指導者への報告を遅らせました。真理を実践せず、働きでの問題点が見えなくなったせいで、自分自身がひどい状態に陥ってしまったのです。リー姉妹の取り組み方に慣れてしまい、表面上仲良く付き合っていればそれで満足で、神の家の働きを守ることなど考えておらず、実際の状況を指導者に伝えることもしませんでした。

やがてある日、リー姉妹は中国共産党警察の情報提供者に見張られていることに気づきました。このまま本分を尽くし続ければ、他の兄弟姉妹も巻き込まれてしまうかもしれません。それを聞いた瞬間、わたしはドキリとしました。状況が本当に深刻なのはわかっていたので、ようやく彼女の状況を指導者に伝えたのです。すると指導者から非常に厳しい返事が来ました。「リー姉妹は軽率に本分を尽くし、誤った理解をしている。それが以前から問題を引き起こしていたのに、君はそれをずっと報告しなかった。中庸の道を歩み、お人好しの原則に従っていた。そのせいで神の家の働きが遅れ、害が及んでしまった。君は心から自己反省し、自分を認識する必要がある」。またそのメッセージには、上位者による説教の抜粋も記されていました。「お人好しは分別を働かせることができません。真理の原則を熟知していながら、それを守りません。自分個人の利益に影響を及ぼすことになると、真理の原則を脇にのけ、自分の利益を守るばかりです。また悪事を犯している悪人を見ても、そうした行ないが神の家の働きを妨げ、教会生活を乱していると知りながら、お人好しは気分を害することを恐れて何も言いません。そのような者を暴くことも、報告することもありません。正義感や責任感がまったく欠けているのです。このような人は、教会で本分を尽くすのに適していません――役立たずです。お人好しは一見誠実で、よき人間性を持つ善人だと他の人たちは考え、指導者や働き手の中には彼らを育成する者さえいますが、これはまったく馬鹿げています。お人好しは何一つ成し遂げられないのだから、育成しようなどと考えないこと。本質的に、彼らは真理を愛することも、真理を受け入れることもなく、真理を実践しないのは言うまでもありません。神がお人好しを何より憎むのは、それが理由です。そうした人は心から悔い改めなければ、やがて淘汰されます」（働きの手引き）。指導者にこんなにも厳しく刈り込まれ、取り扱われるのは心をえぐられるようで、「お人好し」という単語を見たときは特にそうでした。わたしは涙をこらえきれなくなりました。どうしてわたしがお人好しなの？　神はお人好しを忌み嫌う。役立たずで、いずれ淘汰される。わたしはとてつもなく動揺し、自分がお人好しだという事実をとても認められませんでした。とは言え、わたしがしたことはまさにお人好しのすることです。涙の中、わたしは神に祈りました。「神よ、わたしは真理を実践せず、そのせいで神の家の働きを妨げてしまいました。悪事を犯してしまったので、指導者がわたしを取り扱ったのは正しいことです。ただそれでも、わたしは自分のことを深く認識していません。自己認識できるよう、どうかわたしを啓き、お導きください」。

祈りのあと、この神の御言葉を読みました。「中には、自分は善い人間性を備えていると常に自慢し、悪事を犯したことも、他人の物を盗んだり羨んだりしたこともないと言い張る人がいます。このような人は、利益を巡って紛糾すると自分が損するほうを好み、自分の利益を犠牲にしてでも他人に得をさせ、誰の悪口も決して言いませんが、それは単に誰からもいい人だと思われるためです。しかし神の家で本分を尽くすときはずる賢くいい加減で、いつも自分のために策を巡らせます。神の家の利益を考えることも、神が緊急としているものを緊急として扱うこともなく、神が考えるように考えることもなければ、本分を尽くすために自分の利益を脇にのけることも決してできません。自分の利益を決して手放さないのです。たとえ悪人が悪事を犯すのを見ても、彼らはその人を暴きません。原則が一切ないのです。これは善い人間性の見本ではありません。そうした人が言うことに注意を払ってはいけません。その人が何を生きているのか、何を露わにするのか、本分を尽くすときの態度はどうか、そして内なる状況はどのようなものか、何を愛しているのかを見る必要があります。自分の名声や富に対するその人の愛が、神に対する忠誠や神の利益を超えているなら、あるいはその人が神に示す懸念を上回っているなら、その人は人間性をもたない人です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。「多くの人は、良い人でいるのは実に簡単なことで、不言実行を実践し、良い心をもち、何の悪意ももたなければそれでいいと信じています。そのような人は、そうすることで自分はどこに行っても栄え、人々に好まれるようになり、そのような人でありさえすれば十分だと信じているのです。彼らは真理を追い求めようと思うことすらなく、単に良い人であることに満足しています。真理を追い求めて神に仕えるという問題はあまりに複雑で、それには多くの真理を理解する必要があり、いったい誰がそんなことを成し遂げられるだろうと考えるのです。彼らは簡単な道を行くこと、つまり良い人になって本分を尽くすことだけを望み、それで十分だと思っています。そのような態度で持ちこたえられますか。良い人でいるのは本当にそれほど簡単なことですか。立派な話し方で語る良い人を、あなたがたは社会で数多く見つけるでしょう。そのような人は、たとえ表面上は大きな悪事を犯したことがないように見えても、奥深くでは不実で狡猾です。特に、そのような人は風の吹く方向を見ることができ、スムースかつ如才なく物事を雄弁に語ります。わたしの見るところ、このような『良い人』は偽者であり、偽善者です。このような人は良い人の振りをしているに過ぎません。最も悪質なのは、中庸に固執する人です。彼らは誰も傷つけようとせず、人々を喜ばせています。彼らは物事を上手にこなし、誰も彼らの正体を突き止められません。そのような人は生けるサタンなのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実行に移すことでのみ、堕落した性質の束縛を振り払える」）。神の御言葉の一言一句が、まるでわたしの頭に釘を打ち込むようで、わたしは心から納得しました。自分はずっとお人好し、「いい人」だったのです。リー姉妹との関係を守るべく、彼女と働くときは非常に用心していました。彼女が本分で重荷を背負っておらず、絶えず間違いを犯し、名利を求めていつも競い、神の家の働きに影響を及ぼしているのを知っていたのだから、彼女と交わり、それを直接指摘すべきでした。なのにわたしはリー姉妹の気分を害することを恐れ、問題をぼかして彼女に伝えました。これでは彼女のためになりませんし、愛情を傾けていることにもなりません――害を与えているのです。リー姉妹の理解が的外れで、潤しの本分に適していないと知っていながら、彼女の感情を傷つけ、悪く思われるのが嫌で、指導者への報告を遅らせました。また、歪んで間違った理解をしている軽率な人が潤しの本分を尽くし、神の家の働きを妨げるのを、わたしは許してしまいました。サタンの手先になって、神の家の働きをひどく妨げてしまったのです。わたしは信仰の中で、表面上は家庭と職を捨て、昼も夜も働いて代価を支払っていましたが、問題が生じると、ただ自分の利益のために企むばかりで、神の家の利益などまったく守っていませんでした。神を信じながら、心と思いが神と1つではなかったのです。どうして自分を信者と呼べるでしょう？　神の御前で生きる資格などありません！　わたしはそう考えてすっかり落ち込み、真理の原則を固持せず、神の家の利益を守らなかった後悔で一杯になりました。

その後、神の御言葉のこの一節を読みました。「サタンは国家政府や有名人や偉人の教育と影響力を通して人間を堕落させます。彼らの悪魔的な言葉が人間のいのちと本性になったのです。『己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす』はサタンの有名な格言であり、全ての人に浸透し、人のいのちとなっています。ほかにもこれに類似する処世哲学の格言があります。サタンは各国の洗練された伝統文化を用いて人々を教育し、人類を果てしない破滅の淵へと陥れます。そして最終的に、人間はサタンに仕え神に抵抗したために神に滅ぼされるのです。何十年も社会で活動してきた人に、『あなたは長いことこの世で暮らし、多くのことを成し遂げてきたわけですが、あなたが生きる上でおもに頼りにしている有名な諺は何ですか』と質問したとしましょう。すると相手は『一番大切なのは「官吏は贈り物をする人を困らせず、お世辞を言わない人は何も成し遂げられない」です』と答えるでしょう。この言葉はその人の本性を表わしてはいませんか。地位を得るためならどんな手段でも平気で使う、というのがその人の本性になっており、役人になることがその人の生き甲斐なのです。人の生活、行動や振る舞いには、サタンの害毒がいまだ数多く存在し、それらに真理はほぼまったくありません。例えば、人の処世哲学、物事の仕方、金言は赤い大きな竜の害毒に満ち、それはすべてサタンから生じたものです。ゆえに、人の血肉に流れているのはどれもサタン的な物事なのです。そのような役人、権力者、成功者はみな、成功に至る道と秘訣をもっています。そのような秘訣は、彼らの本性を完全に表わしてはいませんか。彼らはこの世でかくも大きなことを成し遂げましたが、それらの裏にある企みや策略を見抜ける人はいません。そのことは、彼らの本性がいかに狡猾で悪意に満ちているかを示しています。人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ち溢れています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。神の御言葉が明らかにすることのおかげで、わたしはわかりました。お人好しである自分は、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「一人の友を得ることは、もう一つ道を開くこと」、「なじみの顔が利益をもたらす」、「誤りだと知っても指摘しないほうがよい」、「人をたたいても顔はたたくな、人を責めても欠点をあげつらうな」といったサタンの哲学に惑わされ、操られていたのです。こうしたサタンの哲学がわたしの中で深く根を下ろし、わたしはこうした物事で生きるとともに、ますます利己的に、狡猾になっていきました。わたしは神を信じる前から、人の気分を害するようなことは決してしませんでした。仕事でも、人が聞きたがっていることばかり言っていましたし、そうしたサタンの哲学に従うのが賢い生き方で、そのように自分を律していれば有能に見えると思い込み、自分を誇示さえしていました。信者になってからも真理を実践せず、ひたすらこうしたサタンの害毒で生きていました。リー姉妹が本分を尽くす中で堕落を示しても、わたしは彼女との交わりでそれを指摘しませんでした。特に、彼女の堕落を暴いたり、分析したりせず、さりげなく触れるだけでした。本当のことを話せば2人の関係が壊れてしまうのではないかと、心底不安だったからです。リー姉妹が神の家の働きを妨げているのを見ても、わたしはそれを指導者に報告せず、指導者に状況を伝えるのは告げ口するようなもの、彼女の背中を刺すようなものだと考えました。なんて馬鹿げていたのでしょう！　問題を報告するのは神の家の働きを守ること――正しく、適切で、正当なことです。またそうすることで、リー姉妹が自身の素質と背丈に合った本分を担えるよう、教会が采配することもできます。それはリー姉妹と教会の双方にとって有益なのに、わたしは悪いことだと思っていました。そうしたサタンの害毒が人にどのような害をなすか、やっとわかりました。わたしはそれらの害毒に騙され、堕落させられてしまい、物事の見方が歪み、善悪や正邪がわからないまでになってしまったのです。利己的かつ下劣で、自分の利益のためだけに働いていました。原則も立場もまったくないまま、物事を行なっていました。正義感に欠け、ほんの少しも真の人間らしく生きていませんでした。そのことに気づいたわたしは、それらサタンの哲学と、自分自身のお人好しな考え方への嫌悪で一杯になりました。自分の振るまい方が心から憎くなり、このように生きるのはもう嫌だと心の底から思いました。サタンに馬鹿にされ、傷つけられるのはもうごめんです。同時に、真理を実践することの大事さも感じたので、お人好しという自分の問題を解決すべく、すぐに真理の探求を始めました。

そして探求の中で、神の御言葉のこの一節を読みました。「よき人間性を持つための基準が必ずあります。それは中庸の道を歩むことでも、原則を堅持することでも、誰の気分も害すまいと努めることでも、行く先々で媚びへつらうことでも、誰に会っても人当たりがよく、如才なくすることでも、みんなの気分をよくすることでもありません。それが基準ではないのです。では、その基準は何ですか。そこには、真心でもって神や人や出来事に接すること、責任を負えるようになること、そしてそのすべてを、誰もがはっきり見て感じられる形で行なうことが含まれます。さらに、神は一人ひとりの心を探り、知っているのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。「生まれつきのイエスマンは真の善人でしょうか。真理を備えた真の善人だと神から見なされるのは、どのような人でしょうか。第1に、神の旨を理解し、真理を理解していなければなりません。第2に、真理に関する自身の理解を基に、それを実践できなければなりません。……つまり、自分に問題があると気づいた瞬間、神の前に出てそれを解決し、神と正常な関係を保つことができるのです。このような人は弱く、堕落していて、反抗的で、傲慢さ、独善、歪み、不実など、あらゆる堕落した性質を露呈するかもしれません。しかし、ひとたび反省してそうしたことに気づくと、すぐに解決して好転させることができます。これが真理を愛して実践する人であり、このような人は神の目から見て善人です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「人間らしさを持つには、心と思いと魂を残らず注いで本分を尽くす必要がある」）。すると、全能神の御言葉の別の一節が頭に浮かびました。「教会では揺るぎなくわたしを証しし、真理を掲げなさい。正しいことは正しく、間違っていることは間違っている。黒と白を混同してはならない。サタンと戦い、完全に打ち負かして、サタンが二度と立ち上がらないようにしなければならない。すべてを犠牲にして、わたしの証しを守らなければならない。これを目標として行動しなさい、このことを忘れてはならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を通じて、真の善人は他者との完璧な調和を維持したり、誰かを傷つけるようなことを言わなかったりする人間ではないとわかりました。そうではなく、善人は誠実かつ実直で、愛と憎しみをはっきり区別し、また神の家の利益が関わるときは、自分の個人的な利益を脇にのけることができます。真理の原則を守り、他の人の気分を害することを恐れず、神の家の利益を守ります。このような人物だけが正義感を持つ人、神に称えていただける人なのです。神の要求を理解したわたしは祈りを捧げ、今後は真理を実践し、神の家の利益を守るとともに、お人好しでいるのをやめて新たな自分になろうと決意しました。

その後、指導者は問題を調査し、リー姉妹を本分から外す必要があると判断した上で、彼女と交わりをするようわたしに求めました。わたしは「なぜ自分なの？」と思いました。自分のことを指導者に報告したのがわたしで、そのせいで本分から外されたとリー姉妹が知ったら、きっとわたしに腹を立て、2人の関係は壊れるでしょう。そうした考えが浮かんだとき、真理を実践しなかったせいで神の家の働きに及んだ害のことが脳裏をよぎり、もうお人好しであってはならないと悟りました。リー姉妹と交わりをするよう求めたのは、わたしが真理を実践し、原則に沿って物事を処理できるかどうかを確かめようと、神がわたしを試されているのです。交わりに向かう途中、わたしは神に祈り続け、導きを求めました。それと同時に、その問題についてリー姉妹とはっきり交わらず、彼女がそれを認識するようにならなければ、それはまったく彼女のためにならず、かえって傷つけることになると気づきました。そう考えたわたしは、二度とお人好しにはなるまいと決意しました。そうしてリー姉妹と交わり、本分における彼女の軽率さの本質と結果を分析し、神の家の働きを妨げた彼女の振る舞いを残らず明るみに出しました。それを聞いた彼女は、進んで従い、自己反省すると言いました。真理を実践したわたしも気分がずっとよくなり、心の安らぎを感じました。

その後、神はわたしを試すべく、別の状況を設けました。わたしはある若い姉妹と知り合うようになったのですが、しばらくすると、彼女が傲慢な性質の持ち主で、他の姉妹の提案をなかなか受け入れようとせず、そのせいで多くの姉妹が彼女に押さえつけられていると感じるようになりました。わたしとリー姉妹、そして一緒に働いていたもう1人の姉妹がその若い姉妹と交わり、振る舞い方を暴いたのですが、彼女は受け入れようとせず、それどころが自己弁護を始め、不機嫌そうな表情を浮かべるではありませんか。わたしはそれを見て少したじろぎ、彼女によく思われていないと考えました。今後、彼女とどう顔を合わせたらいいでしょう？　そのとき別の用件が持ち上がり、わたしたちは解散せざるを得ませんでした。家に帰る道すがら、あの若い姉妹は強情で、真理を受け入れるのが難しいと、わたしは思いました。適切な交わりをしなければ、関係がきっと損なわれてしまうはず。そこで、今度はパートナーと一緒に彼女と交わりをしようと考えました。数日後に再び顔を合わせたのですが、彼女はとても愛想がよく、それでわたしは気づきました。前回の交わりで、彼女の問題はまったく解決されなかった。だから再び彼女と交わる必要があるし、それでも真理を受け入れようとしなければ、暴いて取り扱う必要がある。しかし彼女がわたしに席を勧め、お身体の具合はどうですかと尋ねたので、口を封じられたように感じました。交わりで何か言おうと思っても、口を開くことができません。交わりで口を開いた瞬間、2人の関係は台無しになり、親密な雰囲気も壊れると思ったのです。彼女が以前と同じ態度をとり、真理を受け入れようとしなければ、わたしはとても困った立場に置かれる。言葉を選んで厳しい言い方は避け、少し知恵を働かせようと思ったのですが、まさにそのとき、自分がまたもお人好しになり、対人関係を守ろうとしたがっていることに気づきました。そこですぐさま神に祈り、力をお授けくださいと願いました。そして祈りのあと、全能神のこの御言葉が頭に浮かびました。「あなたはサタン的で堕落した性質に支配され、自分の口さえ意のままにできません。誠実な言葉を声に出したくても、恐れて言うことができません。そして自分がすべきこと、言うべきこと、果たすべき責任の一万分の一も果たすことができず、手足はサタン的な堕落した性質に縛られています。あなたには何の決定権もなく、ただそのサタン的で堕落した性質にどう話すべきかを指示されてそのように話し、何をすべきか指示されてその通りにしているだけです。……あなたは真理を求めておらず、ましてや真理を実践などしていません。ひたすら祈り続け、意志を固めたり決断したり、誓いを立てたりしています。その結果、何が起きているでしょうか。あなたはイエスマンから脱却できず、こんな風に考えているのです。『わたしは誰も怒らせたり、気持ちを逆なでしたりしない。自分に関係のない問題には距離を置く。自分に関係ないことには一切口を出さない。すべて例外なくそうする。何か自分の利益、プライド、自尊心が傷つけられるようなことがあったとしても、一切気にせず、すべて慎重に対処する。軽率なことをするといけないから。出る杭は打たれるというし、わたしはそんなに馬鹿じゃない』と。あなたは邪悪で、ずる賢く、頑なで、真理を憎むという堕落した性質に完全に支配されています。その性質があなたを酷使し、孫悟空の金の輪よりも耐え難いほどあなたを締め付けているのです。堕落した性質の支配下で生きることは、非常に心身を消耗する苦痛なことなのです。あなたがたに尋ねます。真理を追い求めていないなら、堕落を捨て去るのは簡単ですか。この問題は解決できますか。いいですか。真理を追い求めず、信仰において混乱しているなら、説教に何年耳を傾けても意味はなく、また最後の最後までこのやり方にこだわるのは、せいぜい宗教的な詐欺師やパリサイ人であり、それで終わりです。それより悪い場合は、誘惑に陥るという事態が待っており、本分を失って神を裏切ることになります。倒れてしまうのです。絶えず瀬戸際に立たされることになります。まさに今、真理の追求ほど大事なことはありません。他の何を追い求めても意味はないのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実践する者だけが神を畏れる」）。わたしがお人好しであることの真相を、神の御言葉はすっかり暴き出しました。あの若い姉妹が強情で、真理を受け入れようとしないのを知ったわたしは、炎を煽ったり、面目を失ったりするのが嫌で、問題を避けて通ろうとするばかりでした。彼女との関係を守るため、他の誰かに彼女と交わってもらおうとさえ考えたのです。わたしはいまだお人好しでした！　自分が真理を実践しなかったため、以前神の家の働きに及ぼした害のことを考えました。そのとき、わたしは真理を実践する機会を逃したのですが、今度こそ後悔するわけにはいきません。するといつの間にか、力が湧き上がるのを感じました。真理を実践するのが何より大事で、再び失敗するわけにはいかない。わたしは勇気を振り絞ってこの姉妹と交わりを行ない、彼女がしたことと、彼女の行ないの本質を暴きました。彼女はそれに耳を傾け、やがて受け入れ、悔い改めますと言いました。わたしは言葉にできない喜びを感じました。ようやく真理を多少実践することができ、霊の安らぎと喜びを覚えると同時に、それが正しい生き方で、自分に人間らしさがあると思えたのです。

わたしに働きかけようと、神がなさった数々の細かなことを振り返ると、神の裁きと刑罰こそがまさに、わたしの堕落した性質を変えるのに必要なものだったとわかります。神が次々と状況を設けてわたしを暴いていなければ、また神の御言葉による裁きと暴きがなければ、自分が実際にはどのような人間か、わたしは決してわからなかったでしょう。自分がサタンの害毒で生きてきたという、哀れな真実もわからなかったはずです。また、神による人類の救いと変化がいかに実践的か、それらがいかに得がたいものかを理解するようになりました。今、わたしが多少の真理を実践し、人間らしく生きられるのは、ひとえに神の裁きと刑罰のおかげです。わたしに対する神の救いに感謝します！


44. 他人にいい顔をする人は救いを得られるのか

中国山東　郝正

私は貧しく遅れた山村で生まれ育ちましたが、そこには封建的な習慣や複雑な人間関係が残っていました。私はそうした環境や、両親がよく口にする次のような言葉に強い影響を受けました。「口を開く前に頭を使え。それから控えめに話せ」、「沈黙は金、雄弁は銀、多弁は過ちのもと」、「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」、「他人の気持ちと道理に適った好ましい言葉を話しなさい。ずけずけとものを言う者は嫌われる」。こうした哲学が私の人生における格言となったのです。兄弟と一緒にいるときでさえ、私は絶えず彼らの様子をじっとうかがい、彼らを喜ばせようと聞こえのよい褒め言葉を言おうとしました。誰かが悪いことをして、誰の仕業だと親から訊かれても、私はいつも知らないと答えていたので、兄弟から大いに好かれていました。それに母からも、お前はいい子だと常に言われていました。ひとたび世間に出ると、友人と一緒にいるときだろうと、あるいはあらゆる種類の人と一緒のときだろうと、絶えず細心の注意を払って自分の人間関係を守っていました。人の気分を害することも、人と言い争うことも決してしなかったのです。誰かに気分を害されても、私はとても寛容で、波風を立てることはしませんでした。自分が何度も貧乏くじを引かされ、むっとして腹が立つことがあっても、「沈黙は金、雄弁は銀、多弁は過ちのもと」という言葉にしがみついてひたすら自分の感情を抑えました。やがて親族や友人たちのあいだでいい人として知られるようになり、そのおかげで誰からも褒められ、賞賛されましたが、心の中では言葉にできない重圧と苦痛をいつも感じていました。誰といるときでも相手を傷つけないよう用心し、誰にも心を開こうとしませんでした。自分の利益を守るため、常にこびへつらって偽りの仮面を被っていたのです。それはつらくて疲れるひどい生き方でした。「自分の苦しみはいつ終わるんだろう？　どうすればもっと気軽な人生を送れるんだろう？」と常に自問していたものです。迷いと苦しみの中にあったとき、全能神が私に救いの手を差し伸べてくださいました。

1998年、私は全能神による終わりの日の働きを受け入れるという幸運に恵まれました。おもに私たちの堕落した性質を解消し、私たちが真に人間らしく生きられるようにすべく、神が肉となって人類を救うために来られたことを、全能神の御言葉から学んだのです。全能神は言われます。「あなたがたは神が誠実な人を好むことを知らなければならない。実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。「わたしの国には、正直で、偽善的でなく、偽りのない人々が必要だ。誠実で正直な人々は、この世では好かれないのではないか。わたしはまったくその逆だ。正直な人たちがわたしのところに来るのは受け入れられる。わたしはそのような人を喜び、そのような人を必要としてもいる。それこそがわたしの義である」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第三十三章」〔『言葉』第1巻〕）。神は私たちに、誠実かつ純朴になって心を開くよう告げるとともに、それが天国に入る唯一の道だと言われています。私は御言葉を読んで、そのほうが気軽で幸せな生き方だと心の底から実感し、神のお求め通り誠実になろうと決意しました。また兄弟姉妹との交流や集会の中で、彼らがみな正直で、自由に語っていることに気づきました。誠実で偽りがないのです。誰かについての意見があったり、誰かが堕落を表わしたりすると、彼らはそれを指摘してその人を助け、心を開いて自分の認識を語ることができます。それは私にとって本当に驚きでした。人についての意見を口にしては絶対にだめで、正直になれば他人を怒らせ自分を傷つけてしまうといつも考えていたからです。けれど、そんな心配はここでは無用でした。兄弟姉妹は世間の人ほどずる賢くはなく、他の人を傷つけたときにはちゃんと謝ります。常に他の人のことを思いやっているのです。彼らがそれを実践して生きられるのは、ひとえに全能神の働きと御言葉のおかげなのだとわかりました。それによって、全能神の御言葉は真理であり、人を清めて変えることができるとますます確信し、自分も誠実な人になりたいと心から思いました。しかしサタンの処世哲学がずっと前から私の中に深く根ざしており、自分の生存法則になっていました。兄弟姉妹との交流でも、気づかぬうちにそうしたサタンの哲学にいまだ頼っていたのです。心を開いて心から語ることや、誰かを怒らせたり、自分の評判を傷つけたりすることが不安でした。また人との関係を守ることに気を遣い続け、誠実になるのは本当に高い壁だと感じていました。そのとき、私を清めて変えるべく、神が正しい環境を入念に整え、私の堕落と欠点を暴き、誠実な人になる現実へと導いてくださったのです。

その後、私は李兄弟とチームリーダーとして働くようになりました。二人の仲はとてもよく、李兄弟は多くのことで私を手助けしてくれました。ところが本分を尽くす中で、彼が傲慢かつ身勝手で、原則に従わないことがわかったのです。私は何か言いたくなるたび口を開きかけるのですが、結局言葉を呑み込むだけでした。「彼を批判すれば、君には良心がないとか、自分は君にとても親切にしてきたのに、君はいつも僕の問題点を指摘しているとか言われるだろう。彼が僕に偏見を抱き、協力して本分を尽くせなくなったらどうしよう」と考えたのです。二人の関係を守るため、私はその件を決して彼に持ち出しませんでした。やがて、傲慢さと自分の本分を無視したことが原因で、李兄弟は教会の働きに深刻な影響を与えしまい、解任されました。それにもかかわらず、私はなおも自己反省をしませんでした。しかしある日、用事があって李兄弟の自宅に出かけたところ、彼の奥さんからこう言われたのです。「夫が解任されたのはあなたのせいでもあるわ。夫に警告して助けてくれれば、本分を尽くす中であれほど身勝手かつ無責任に振る舞い、教会の働きを乱すことはなかったはず。どうして教会の働きを守れないの？　あなたは他人にいい顔をする人で、真理を実践していないわ！」彼女の言葉を聞いて私はショックを受け、この上なく恥ずかしい気持ちになりました。そこを立ち去っても涙が止まりません。苦痛の中、私は神に祈りました。「ああ、神よ。あなたは今日、この姉妹が私を取り扱い、叱責するのをお許しになりましたが、私は本当に自分を認識していません。どうか私を啓き、お導きください」。祈ると徐々に心が落ち着き、李兄弟と働いていたときのことを振り返りました。そして自分がサタンの処世哲学によって生きてきたことがわかったのです。李兄弟が原則に反しているのをはっきり見ながら、私は彼を止めることも助けることもしませんでした。彼の気分を害し、自分たちの協力関係にひびが入るのを恐れていたのです。李兄弟がそこまで至ったことについて、私には逃れられない責任があります。こうしてますます罪悪感と後悔を覚えました。

後に、私は神の御言葉の一節を読みました。「『善い人間性』には基準が必要ですそれは中庸の道ではありません原則を堅持せず誰も不快にさせず誰にでもへつらい、口先がうまく調子がよくて世渡り上手で人当たりがいいことでもありませんその基準となるのは神に対し、人や物事に対し誠実な心を持ち、責任を負えることそれが誰の目にも分かり、感じられることですさらに神は彼ら一人ひとりの心を探り知っているのです。中には、自分は善い人間性を備えていると常に自慢し、悪事を犯したことも、他人の物を盗んだり羨んだりしたこともないと言い張る人がいます。このような人は、利益を巡って紛糾すると自分が損するほうを好み、自分の利益を犠牲にしてでも他人に得をさせ、誰の悪口も決して言いませんが、それは単に誰からもいい人だと思われるためです。しかし神の家で本分を尽くすときはずる賢くいい加減で、いつも自分のために策を巡らせます。神の家の利益を考えることも、神が緊急としているものを緊急として扱うこともなく、神が考えるように考えることもなければ、本分を尽くすために自分の利益を脇にのけることも決してできません。自分の利益を決して手放さないのです。たとえ悪人が悪事を犯すのを見ても、彼らはその人を暴きません。原則が一切ないのです。これは善い人間性の見本ではありません。そうした人が言うことに注意を払ってはいけません。その人が何を生きているのか、何を露わにするのか、本分を尽くすときの態度はどうか、そして内なる状況はどのようなものか、何を愛しているのかを見る必要があります。自分の名声や富に対するその人の愛が、神に対する献身や神の利益を超えているなら、あるいはその人が神に示す懸念を上回っているなら、その人は人間性をもたない人です。そうした人の振る舞いは他人や神に見られるので、彼らが真理を得るのは極めて困難です」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。善人であることは振る舞いがよいという意味ではないのだと、神の御言葉は示してくれました。それは、人と仲よく付き合うことでも、人に認めてもらうことでもありません。自分の心を神に向け、忠実であり、真理を実践して神の家の働きを守り、真理の原則に従い、生活の中で人々を霊的に助けて支えることなのです。ところが私は、李兄弟が身勝手になって真理の原則に何度も反し、非常に傲慢で他人の提案を受け入れないのを目の当たりにし、それは彼自身にとっても、神の家の働きにとっても悪いことだと知りながら、それでも「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」というサタンの哲学に従い、見て見ぬ振りをしていました。彼を助けることも、教会指導者に相談することもせず、教会の働きに害が及ぶのを指をくわえて見ているだけでした。自分の評判を犠牲にしてでも真理を実践し、責任を負うということがまったくできなかったのです。私はそれほど利己的で、卑劣で、狡猾でした。彼が罪を犯したのは私のせいではないか。私はサタンの側に立っているのではないか。人の気分を害することへの恐れから、私は卑劣で利己的な人間になってしまいました。正義感が一切なく、善人などではまったくありません。「いい人」になろうと追い求める中で、神がお嫌いになる他人にいい顔をする人、不実な人になってしまったのです。俗世間ではそれでもいいでしょうが、神の家では神に嫌悪されます。そのとき、真理を実践しないまま、いい顔をして関係を守ろうとするのは、実際には人に害を及ぼすことだと気づきました。生まれて初めて、善人であることへの見方が揺さぶられたのです。人間関係の中でサタンの哲学に従うのは完全な間違いだとわかり、また今回取り扱いを受けたことで、忘れることのできない深い印象が刻まれました。李兄弟は過ちを犯したけれど、私に残されたのは永遠の負い目だと感じたのです。神の裁きと刑罰を通じ、私は長年にわたる自分の誤った追求を理解し、そのように生きるのはもう嫌だと思いました。神のお求めどおり誠実で正直な人になろうという意志が湧き上がり、努力して誠実な人になりたいという欲求が生まれました。しかし私には、堕落とサタン的性質がとても深く根ざしており、他人にいい顔をする人という自分の本性と本質を、完全に理解することも憎むこともしておらず、本当に変わってはいませんでした。程なくして、元の木阿弥になってしまったのです。

近くの村に住む張姉妹の夫は地元でも札付きの悪党で、彼女の信仰を邪魔していました。彼女が集会へ出かけるのを見るたび、他の兄弟姉妹ともめ事を起こすので、彼らは安心できずにいたほどです。張姉妹が集会へ出かけたときのこと、彼女の夫は、ある兄弟が家を建てるために使おうとしていた材木に火を点け、残らず燃やしてしまいました。教会指導者は彼女にこう告げました。「集会に来ないでほしい。みんなの安全を守らなければならないんだ。家でデボーションを行ない、神の御言葉を読みなさい」。でもしばらくすると、彼女は集会に出たいと心の底から思うようになり、我慢できず王姉妹に会うため私たちの村を訪れたのです。王姉妹はどうしてよいかわからず、私のところへ相談に来ました。教会の益を第一に考えなければならず、張姉妹を帰宅させるべきであることは私もよくわかっていましたが、そのときこんな考えが頭に浮かびました。「僕は教会指導者じゃない。これが間違った行動だとしたら、他のみんなはどう思うだろう。それに、僕のせいで集会に出られなかったと張姉妹に知られたら、彼女は僕のことをどう思うだろう」。私はそう思い、このように言って丁寧に話をはぐらかしました。「この件は教会指導者に相談すべきだ。探しに行きなさい」。結局、彼女は指導者を見つけられず、張姉妹を村に留めることになりました。

翌日の晩、自宅でデボーションを行ない、神の御言葉の讃美歌に耳を傾けていたところ、ドアを激しく叩く音が突然聞こえました。息子がドアを開けた瞬間、棍棒をもった三、四人の大男が部屋に押し入り、その後別の四、五人が屋根から飛び降りてきました。連中は無言で私をベッドに押さえつけると、乱暴に殴りました。私は心の底から恐怖を感じ、絶え間なく祈って神を呼び求めました。痛みが本当にひどくなりつつあったまさにそのとき、ベッドの枠が折れて私は床に倒れました。暴徒たちは私がひどい怪我を負ったと思ったのか、パニックになって逃げました。こんな暴行を受けたからには骨が何本か折れているはずだと思ったのですが、驚いたことに皮膚が傷ついただけで骨に損傷はありません。それが神の気遣いと加護であることはわかっていました。翌日になり、張姉妹の夫が、彼女が集会へ出かけたことを突き止め、私がその手引きをしたと思い込んでいることがわかりました。それであの連中に私を襲わせたのです。こんなことになったのは、私が原則に従わなかったせいだと気づきました。原則に従い、張姉妹があの集会に出るのを止めていれば、こんなことにはならなかったはずです。あの悪党どもに暴行を受けたのは、私が利己的で卑劣だったからに他なりません。私は自分の利益しか気にせず、真理を実践しようとしない「いい人」でした。それは自業自得だったのです。

その後、私は神の御前に出て探求と反省を行ないました。自分の利益を守り、他人にいい顔をする人でいるのを止められないのはなぜなのか。真理を知っているのに、それを実践できないのはなぜなのか。あるとき、私は次の御言葉を読みました。「サタンは国家政府や有名人や偉人の教育と影響力を通して人間を堕落させます。彼らの嘘とたわ言が人間のいのちと本性になったのです。「己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす」はサタンの有名な格言であり、全ての人に浸透し、人のいのちとなっています。ほかにもこれに類似する処世哲学の格言があります。サタンは各国の洗練された伝統文化を用いて人々を教育し、人類を果てしない破滅の淵へと陥れます。そして最終的に、人間はサタンに仕え神に抵抗したために神に滅ぼされるのです。……人の生活、行動や振る舞いには、サタンの害毒がいまだ数多く存在し、それらに真理はほぼまったくありません。例えば、人の処世哲学、物事の仕方、金言は赤い大きな竜の害毒に満ち、それはすべてサタンから生じたものです。ゆえに、人の血肉に流れているのはどれもサタン的な物事なのです。そのような役人、権力者、成功者はみな、成功に至る道と秘訣をもっています。そのような秘訣は、彼らの本性を完全に表わしてはいませんか。彼らはこの世でかくも大きなことを成し遂げましたが、それらの裏にある企みや策略を見抜ける人はいません。そのことは、彼らの本性がいかに狡猾で悪意に満ちているかを示しています。人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ちています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です」（「どのようにして人間の本性を知ればよいか」『キリストの言葉の記録』）。これをじっくり考えるうち、問題の根源がわかりました。私がいつも他人にいい顔をして、真理を実践できずにいたのは、「沈黙は金、雄弁は銀、多弁は過ちのもと」、「何か間違いに気づいても、言わぬが花」、「賢者は保身に優れ、ひたすら過ちを避けようとする」、「口を開く前に頭を使え。それから控えめに話せ」、「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」などといった、サタンの哲学と害毒に満ちていたからです。こうした言葉を生きる上での格言、行動の法則とし、それらを基にいい人であろうと全力を尽くしていたのです。どんな人付き合いにおいても、私の頭にあったのは人の気分を害さないことや、人に褒められ、尊敬されるにはどうすればよいか、といったことばかりでした。私は狡猾で不実なサタンの哲学を完成させ、それらが私の自然な現われになったのです。私は俗世で善人に思われ、人々もいい人だといって私を褒めてくれましたが、真の善人からはかけ離れていました。こうしたサタンの害毒にしたがって生きることで、私はいったい何を得ていたのでしょう。小さなころから子供がもつべき純真さを失い、誰に対しても偽りの仮面を被っていました。話したり行動したりするときも非常に慎重で、他人の顔をいつもうかがっていました。相手が誰でも警戒し、心を開いて心から語ったことなど一度もありません。私は自分の家族にすら正直ではありませんでした。他人の気分を害することを恐れ、自分の良心に何度も反し、自身の尊厳と高潔さを売り渡しました。正しい物事のためにあえて立ち上がったことは一度もなく、ただ自分のイメージを守るために高潔さを犠牲にしました。怒っているときでさえも無理に笑みを浮かべていたのです。私はそうしたサタンの哲学のせいで正常な人間性を生きられなかっただけでなく、利己的で、卑劣で、不実になり、善悪の区別ができませんでした。そうしたサタンの哲学で生きていれば、その瞬間は他人に褒めてもらえるでしょうが、それは目に見えない足かせをはめられ、きつく縛られているようなものです。私は自由に話すことも、行動することもできませんでした。何の自由もなく、心底憂鬱で苦痛を感じていたのです。今やっと、私がなろうと努めていた他人にいい顔をする人になっても、実際には善人になるわけでなく、真理を追い求めない狡猾で腹黒い人になるのだとわかりました。私は神に反抗し、神を裏切っていました。神の裁きと清めがなければ、決して救われることはないでしょう。そのとき、あの悪党どもが私に暴行したのは、神がお許しになったことなのだと気づきました。神の御前に出て自分を反省し、他人にいい顔をする人でいることの本質と結末を知らしめ、悔い改めさせるために、神は私に警告なさっていたのです。

神の御言葉に関する交わりを通じ、他人にいい顔をする人の本性と実質だけでなく、その危険性と結末もわかりました。私は心から真理を追い求め、サタンの哲学による束縛から自由になり、神の御言葉にしたがって誠実な人になろうと思い、神に祈りました。あるとき、林姉妹が別の教会に移り、執事に選ばれたことを知りました。彼女が実は他人を騙す人間で、前の教会で本分を尽くしていたときも本当にずる賢く、言動が一致していないのを、私は知っていました。これほど誠実でない人間を教会の執事にしてはならない。自分は教会の働きを守るべきだ。そこで、その教会の指導者に手紙を書き、状況を説明することにしたのですが、ペンを持とうとするとためらってしまい、「これはあの教会の問題だ。そこの指導者に、君は反応しすぎだとか、自分のことに集中しろとか言われるんじゃないか」と思いました。そのとき、神の御言葉が頭に浮かんだのです。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉の一言一句が私の心に語りかけ、神の差し迫った御旨を感じられるようにしてくれました。神は人に、真理を実践して義を守り、勇気をもってサタンの勢力に「ノー」と言い、責任をもって神の働きを守ることを望まれています。神が私たちに望まれているのは、自分の損得を計算することでなく、教会の益を第一にすることです。ひとたび神の御旨がわかると真理を実践する信念が生まれ、そこの教会の指導者に宛てて手紙を書き、林姉妹に関することを伝えました。数日後、調査の結果、林姉妹が誠実でない人間だと確定し、彼女の本分を変更したと、その指導者から伝えられました。そうなったことを知り、私は安心して安らぎを得られました。誠実でいるのは素晴らしいことで、自分は有意義なことをしたのだとわかったのです。後に兄弟姉妹の数名から、あの手紙を書いて教会の益を守ったことで、あなたが本当に変わり、正義感を得たことがわかったと言われました。彼らの口からそれを聞いて、私はとても感動しました。真理を実践してささやかな変化を遂げられたのは、すべて神の裁きと刑罰による成果だと、心の中で知ったのです。私を救ってくださった全能神に感謝します。


45. 真理を実践して人間らしく生きる

中国　苗暁

以前は、こう思っていました。「本分を尽くし、兄弟姉妹と仲良くして、明らかな罪を犯さなければ、人間らしく生きている」と。でも神の御言葉に何度も裁かれ、暴かれて、やっと分かった。人間らしさとは、ただの表面的な振る舞いじゃない。大切なのは、神の御言葉を実践し、何かあっても自分の利益を捨てて原則を守り、神の働きを支えて神の御旨を想うこと。

2018年７月、私たちの教会の姉妹が伝道のさなか、逮捕されました。彼女は我が家に滞在してたから、警察が彼女を尾行してたなら、私の居場所も突き止めるはず。私たちは急いで住まいを移したわ。落ち着いた直後、責任者が来て言いました。「３人の兄弟姉妹が尾行され、逮捕された。彼らが集会に出たところの人は皆、引っ越したわ。あなたたちも気を付けて」。それを聞いて思った。「すでに警察は複数の兄弟姉妹を逮捕した。ずっと彼らを監視してきたに違いない。共産党は神と真理を嫌う。神の教会を閉鎖し、信者を逮捕するため、手がかりをつかんで大魚を釣ろうと狙ってる。集会場所はすべて監視されてるかも。そこで暮らす兄弟姉妹は皆、すぐに移動すべきだわ。でも責任者は、逮捕者が出かけた場所にだけ知らせ、ほかの場所には何も伝えなかったの。責任者に訴えるべきか迷った。訴えないまま何か起きれば、兄弟姉妹が何人逮捕され、拷問されるか分からない。教会の働きにも害が及ぶ。けど訴えても聞き入れられなかったら、または『臆病すぎる』と言われたら、私への好印象が台なしになるかも」。悩んでいると、こんな神の御言葉が頭に浮かびました。「あなたは神の働きのためになることは何でもするべきであり、神の働きに有害なことは一切してはならない。神の名、神の証し、神の働きを守るべきである」（『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉を読んで目が覚めた。私は信者として神の働きと教会の益を守らなければ。そのあと、私の考えと意見を彼女に伝えました。でも言い終わらないうちに、彼女は顔をしかめて言ったの。「移動させる？　こんなささいなことから逃げていて、神の支配を信じられる？　あなたには霊的背丈があり、班を率いる力があると思ってたけど、何かあると、とたんに萎縮してしまうのね」。そう言われて、すごくつらかった。彼女からこう取り扱われて、ほかの人たちはどう思うだろう。彼女にも、どう顔向けすればいいだろう。でも教会の働きを支え、兄弟姉妹の安全を守ることを考えると、もう一度、話し合いたかった。けど彼女の頑とした態度を思うと不安でした。「取り扱われた直後にまたこの件を持ち出したら、真理の現実に欠ける、傲慢で強情な人間だと言われるはず。真理を求める人だと思われなくなるかも。彼女は私を常に高く評価し、重要な本分に加えたり、助言を求めたりしてくれた。私が自分の意見に固執したら、彼女は私の養成をやめるかもしれない。そうすれば周りから見下される。もう忘れよう」。そして何も言わず、おとなしくしてたの。

責任者が去ったあと、不安になって静かに祈ったわ。すると、こんな御言葉が頭に浮かんだ。「人間性の要素のうち最も根本的で重要なのは良心と理知です。良心を欠き、正常な人間性の理知をもたないのはどのような人ですか。一般的に言えば、それは人間性を欠いた人、悪しき人間性の人です。それをじっくり分析しましょう。この人には人間性がないと言われるほどの堕落した人間性を、そうした人はどのように示しますか。そのような人がもっている特徴はどういったものですか。そうした人が示す事柄は、具体的にはどのようなものですか。そのような人の行ないはいいかげんで、個人的に関係ないことには無関心です。神の家の益を考慮せず、神の旨に配慮を示すこともありません。神を証しすることや本分を尽くすことの重荷を負わず、責任感などまったくないのです。……また、本分を尽くす中で問題を見ていながら黙する人さえいます。他の人たちが妨害し、かき乱しているのを見ても、止めようともしないのです。彼らは神の家の益を微塵も考慮せず、自分の本分や責任についてもまったく考えません。彼らが語り、行動し、注目を集め、努力し、精力を費やすのは、ひとえに自分の虚栄心、名声、地位、利益、そして名誉のためなのです」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉は、私の実情を暴いてた。集会場所が危険で、兄弟姉妹を移さなければ逮捕されるとわかってたのに、責任者から臆病で信仰心に欠けると言われ、評価されなくなることを恐れた。原則と教会の働きを守ろうとしなかった。真理を分かっていたのに、実践しなかったの。そこで神に祈りました。「神よ。私が信仰で真理を実践していないことを、現実が示しています。神の働きを守っていません。自分の名声、地位、利益ばかり考えている。ひどく身勝手で卑劣な人間です。神よ、どうか私をお導きください。心から悔い改めたいのです」。そのあと、私たちは本分において常に安全に配慮すべきだと、「働きの手引」に定められていることを思い出しました。安全な環境があってこそ、兄弟姉妹は落ち着いて本分を尽くせる。神の家の働きも簡単には妨げられない。それから、自分の考えを班のメンバー数人に話しました。「ほかの集会場所も危険だ、移動させるべきだ」と、彼らも賛同してくれた。責任者と会ったら、もう一度話そうと決めたわ。真理を実践する勇気を与えてくださるよう、神にも祈った。

数日後、別の責任者の張姉妹が私たちの班を訪れ、逮捕の話を聞いたか、そのことについてどう思っているかと訊きました。私は即答した。「ほかの集会場所も安全じゃないかもしれない。念のため、彼らにも引っ越すよう伝えるべきです」。言い終わるより早く、張姉妹は厳しい調子で言いました。「安全？　安全に神を信仰できる場所が中国のどこにあるの？　どこにいれば危険がないの？　今は福音を広める重要な時期。ことあるごとに萎縮して、どうして本分を尽くせる？　神の働きが終わり、共産党が崩壊するまで、隠れていたいの？」私は思ったわ。「そういう意味じゃない。神も恵みの時代におっしゃってる。『わたしがあなたがたをつかわすのは、羊をおおかみの中に送るようなものである。だから、へびのように賢く、はとのように素直であれ』（マタイによる福音書 10:16）『一つの町で迫害されたなら、他の町へ逃げなさい』（マタイによる福音書 10:23）」中国で本分を尽くすには知恵が必要です。でも張姉妹は集会場所の移動を望んでない。それが彼女の答え。あくまで言い張れば、真理を受け入れない問題人物だと言われるかもしれない。すると張姉妹は言いました。「臆病者には本分を尽くせない。逮捕されたらユダになってしまう」。その言葉に葛藤を抱いたわ。「皆の移動を促し続けたら、責任者たちから臆病者だと思われるだけ。解任される可能性すらある。そしたら、周りからどう思われるだろう。みんな、私の熱意に好印象を抱き、問題があれば交わりを求めてくれた。臆病者で、真理を受け入れない人だと思われたら、同じように見てもらえなくなる。恥ずかしくて顔向けできない」。いろいろ考えましたが、正義感はもう消えていました。困った人だと張姉妹に思われたくなくて、こう言ったわ。「思ったことを言っただけです。どうするかは、あなたたちにお任せします」。

それから数日後の朝、ある姉妹が慌てて私たちに言いました。先日の逮捕の一件のあと、一部の集会場所がすぐに移されず、警察が彼らを尾行していて、責任者３人と、集会場所にいた数名が拘束された、と。それを聞いて、たまらなくつらかった。あのとき原則を守り、重要性を説いていたら、または教会指導者に直接連絡していたら、こんな状況にはならなかったはず。大勢が逮捕され、教会の働きも大きく妨げられた。私さえ、責任を持って原則に従っていれば。でも、もう手遅れ。危険かもしれない人たちにできるだけ早く知らせて、共産党の悪の手に落ちないようにすればそれでよかった。すぐさま兄弟姉妹に動いてもらい。

あとでこう振り返った。「神の家の利益と教会の働きを守るべきなのは分かってた。なのに、どうして実践できなかったの？　なぜ、そんなに身勝手なの？　なぜ、自分の利益を守るだけなの？」そして神の御言葉を読みました。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたの感情はそんなに強いのですか。なぜそうした不義な物事を好むのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因として、そこにはすべてサタンの毒が含まれていることをあなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、邪悪な行いをする人に、なぜそのような事をするのかと聞くならば、こう答えるでしょう。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの論理が人々のいのちとなり、人はさまざまな目的で物事を行うかもしれませんが、とにかく全て自分の為に行います。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』のだから、人は自分のために生き、自分にできるあらゆることをして良い地位を確保し、必要な食べ物や衣類を手に入れなければならないと、人はみな考えます。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』。これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。この言い習わしこそサタンの毒であり、人の中に取り込まれるとそれは人の本性となるのです。サタンの本性はこの言葉をとおして暴露されています。サタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（「ペテロの道を歩むには」『キリストの言葉の記録』）。御言葉は、私たちの身勝手さの根源を明かしています。私たちは、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「賢い人は保身に長け、ひたすら過ちを犯さないようにする」というサタンの毒で生きている。その毒が本性そのものになっていて、誰もが自分のために戦って生きてるの。自分の利益のためなら、他者の利益だって犠牲にする。堕落した人はみんなこのような生き方をして、より身勝手で不実になる。そして世界は一層暗く、邪悪になる。信者の私でさえ、神の御言葉が自分のいのちになってなかった。私の考えはサタンの毒で腐敗したままだった。だから真理を分かっていたのに実践しなかったの。責任者を怒らせて、自分の評判を傷つけるのが怖かった。真理と教会の働きではなく、自分の名誉と地位を優先させていた。なんて身勝手なんでしょう。私がいつ何の本分を尽くすかは、神が予定されています。でも私は愚かにも、自分の運命は責任者の手中にあり、彼らに背けば本分を失ってしまうと考えてた。神の家では真理と義が支配するのに、それを否定していたのでは？　未信者のような見方をしていた私は信者じゃなかった。すると、神の御言葉が頭に浮かんだ。「神の働きや神の家の利益に対する損害がどれほど大きくても、あなたは良心の咎めを一切感じません。それは、あなたがサタンの性質で生きる人だということを意味します。サタンがあなたを操り、人間とも悪霊とも言い切れないものとして生きるようにしているのです。あなたは神のものを食べ、神のものを飲み、神から来るすべてのものを享受していますが、神の家の働きが何らかの損害を被ると、それは自分に関係ないことだと思い、そうなるのを見ても『自分の肘を外に曲げ』さえして、神の側に立つことも、神の働きや神の家の利益を守ることもしません。それは、サタンがあなたを支配していることを意味します。そうではないですか。このような人は人間として生きていますか。明らかに、彼らは悪霊であって人間ではありません」（「真理を実践する者だけが神を畏れる」『キリストの言葉の記録』）。全能神の御言葉は、剣のごとく私の心を貫きました。神がお作りになった空気を吸い、食べ物を食べ、神からいのちと真理を享受していたのに、神の愛に報いることを考えなかった。神の家の働きが深刻な害を受け、兄弟姉妹に危険が迫るのを見ても、自分のことばかり考えて、原則を守ろうとしませんでした。その結果、20人以上が逮捕され、投獄され、拷問を受けて、福音の働きもひどく妨げられた。堕落して生きると、言いようのない結果を生む。私の行為は全くの悪事。神はなぜ身勝手な人を嫌うのか、なぜそういった人を人間性に欠け、サタンに属する人間と言うのか、それまで理解してなかったけど、やっと分かったの。身勝手な人は自分のことばかり考え、他者を顧みない。教会の働きを邪魔してでも自分の利益を守る。そのどこに人間性が？　動物のほうがまだマシです。犬は飼い主の家を守るすべを知っていて、忠誠心がある。なのに私は神から多くを得ながら、飼い主の手をかんでいた。忠誠心のかけらもなく、人間と呼ばれるに値しない。そのとき気づきました。神が身勝手な人を生けるサタンと呼んでも大げさではないことに。悔い改め、変わり、真理を実践しなければ、悪事を行い、神に抵抗し、神から懲罰される。この失敗から分かりました。真理の追求、そしてサタン的性質の解決なくして、真理の実践も、神への服従もかなわない。どれだけ長く信仰しても、どれだけ犠牲を払って苦しんでも、決して自分の性質を変えられず、救わることもないのです。そのあと、祈りました。「全能神よ。教会の働きと兄弟姉妹に多大な害が及びました。私が真理を実践せず、原則に沿っていなかったからです。神よ、私は悪事を犯しました。悔い改め、あなたの吟味を受け入れる覚悟です。私が変わっておらず、身勝手で、神の家の働きを支えないようなら、どうぞ裁き、罰してください」。

そう祈ってから、この御言葉を読みました。「自分の利己的で卑しい正体があわらになり、そのことを自覚したときは、真理を求める必要があります。神の旨に沿うにはどうすればいいのか。どう行動すれば皆のためになるのか。つまり、まず自分の利益を棚上げにすることから始め、その利益を自分の霊的背丈に合わせて少しずつ手放していかなければなりません。何度か経験していると、それを完全に棚上げできるようになり、そうするうちにますます安定を感じるようになります。自分の利益を棚上げすればするほど、あなたは人として良心と理知を備えるべきだと感じるようになります。そして利己的な動機を持たなければ、自分はまっすぐで公正な人間であり、ただ神を満足させるために行動しているのだということを実感するでしょう。そしてそのような行動を通じて、自分が『人間』と呼ばれるにふさわしいものになるのを感じ、地上でそのように生きていると、自分が公平かつ正直であり、純粋な人間であり、潔白な心を持っており、神に授けられたすべてのものに値すると感じるようになるでしょう。そのように生きれば生きるほど、揺るぎない明るい気持ちになれるのです。その結果、あなたは正しい道に足を踏み入れてはいないでしょうか」「いつも自分のために物事を行なったり、絶えず自身の利益を考えたりしてはいけません。自分の地位、体面、評判を考えないこと。また、人の利益を考慮してはいけません。まずは神の家の利益を考慮し、それを最優先にしなければなりません。神の旨を想い、自分が本分を尽くす中で不純だったかどうか、全力で忠誠を尽くし、全力で自分の責任を果たし、自分のすべてを捧げたかどうか、そして自分の本分と神の家の働きを心から考えてきたかどうかを熟慮することから始めなさい。あなたはこれらのことを考えなければなりません。これらのことを頻繁に考えなさい。そうすれば、立派に本分を尽くすのがより簡単になります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）。これを読んでわかりました。神の御言葉と真理によって生き、神の御旨を心に留め、何事においても自分の利益を手放し、神の働きを守ること。それこそがクリスチャンとして、高潔に、立派に、人間性をもって生きる道です。そうすれば心が安らぐ。自分は神の御言葉を実践し、公明正大な人間にならなければならない。

11月のある日。夜10時すぎに、新しい責任者の李姉妹が私たちの班を訪れました。2日前、パートナーである劉姉妹が遠くから来た姉妹に会いにいったきり、戻ってこないというのです。逮捕されたのではないかと心配してた。もしそうなら、すぐに移動するようみんなに伝えなければ。でも何かの理由で帰宅してるのかもしれない。みんなを移すと本分に影響が出るはず。そう思った李姉妹は、どうすべきか分からずにいました。それを聞いて思ったわ。「劉姉妹は神を長年信じ、本分にも堅実に打ち込んできた。自宅に戻ったなら、私たちに知らせてるはず。きっと逮捕されたんだ。急いで指導者に伝えなきゃ」でも、こうも思った。「李姉妹は責任者。彼女が確信を持てず、教会の働きを乱さないかと心配してるなら、どうして私が確信できる？　わざわざみんなを移動させて、もし劉姉妹が逮捕されてなかったら、きっと指導者に取り扱われる。教会の働きを乱したと言われるかも。それでも伝えるべき？　伝えないべき？」

葛藤のなか、神の御言葉を読みました。「あなたは神の働きのためになることは何でもするべきであり、神の働きに有害なことは一切してはならない。神の名、神の証し、神の働きを守るべきである」（『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」〔『言葉』第1巻〕）。「局面が重大であればあるほど服従し、自分の私欲、虚栄心、自惚れを捨て去り、正しく本分を尽くせることができれば、そのとき初めてその人は神に記憶されます。それらはどれも善行です。人が何をするかにかかわらず、もっとも大切なのは次のどちらですか。自分の虚栄心や自尊心ですか、それとも神の栄光ですか。（神の栄光です。）自分の責任と自分自身の利益、大切なのはどちらですか。自分の責任を果たすのがもっとも大切なことであり、あなたはそのようにする義務があります」（「神と真理を得ることが何よりも幸せなこと」『キリストの言葉の記録』）。神の働きを支え、しっかり本分を尽くすよう、神は私たちにはっきり伝えています。自分の利益と教会の利益のはざまで葛藤している私を、神は見ておられた。以前のように身勝手に振る舞えば、人間性に欠けてることになる。前回はつらい教訓になり、ひどい代価を払った。同じ過ちは繰り返せない。そこで李姉妹に言いました。「劉姉妹が帰宅した可能性もあるけど、確信は持てない。最悪の事態に備えて、兄弟姉妹を移動させるべきです。もし違っても、教会の働きと、みんなの安全を守るために。大きな視野で考えましょう。危険が迫っているのにすぐ対処せず、みんなが逮捕されたら、私たちはユダになる。後悔しても手遅れです。日に日に危険は高まってます。今すぐ行動しましょう」。そして、ほかの教会の信者が逮捕された経緯を話しました。李姉妹は賛同して、翌朝早くに動き出してくれた。翌日の晩には、私たちも引っ越しました。

移動中に責任者から聞かされたわ。「劉姉妹と他の姉妹が逮捕され、集会場所にいた別の４人も捕まった。でも私たちは間に合った。ぼんやりしてたら、もっと大勢が捕まったはず」。それを聞いてはらわたが煮えくり返りました。共産党は何て邪悪なの！　中国のような大国に、クリスチャンが隠れる場所もないなんて。また、教会の利益を守る重要性も感じました。今回は真理を実践して責任を果たせ、害も少なかったので、気持ちが落ち着いたわ。御言葉によって生きることが、人間性を持って生きる唯一の道だと感じた。神の御言葉の裁きがなければ、きっとサタンの哲学や性質に縛られたまま、悪事を犯して神に抵抗してたはず。その体験もできた。さもないと自分の利益を手放すことも原則を守ることもできず、人間性を持てなかった。全能神の御言葉にもあります。「自分の責任と義務を果たし、本分を尽くし、自分の利己的な欲求や意図や動機を捨て去り、神の旨を考慮し、神と神の家の益を第一にすることができるなら、それをしばらく経験した後、それがよい生き方だと感じるようになります。それは卑劣で役立たずな人間になることなく、正直かつ誠実に生きること、心が狭かったり卑しかったりするよりむしろ、公正かつ高潔に生きることです。人はそのように生きて振る舞うべきだと感じるようになります」（「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」『キリストの言葉の記録』）


46. 素晴らしい生き方とは

日本 寻求

子供の頃、両親から「決して揉め事を起こすな」と言い聞かされて育ったの。それが私の生き方になってた。だからいつも、サタンの哲学どおりに生きてたの。例えば、「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」、「人をたたいても顔はたたくな、人を責めても欠点をあげつらうな」などよ。誰かが間違ったことをしてるのに気づいても、その人に恥をかかせたくなかったし、欠点を暴きたくなかった。「周りを理解し、思いやれる人だ」って、いつも褒められたわ。それがいい方法だと思ってたし、人間関係の基本だと思ってたの。でも神の御言葉の裁きと刑罰を経験したことで、それは「善良な人間」ではないって気づいた。サタンの哲学に基づいた行動だと分かったの。誰のためにもならないし、人を傷つけることもある。物事の見方が変わったし、神の御言葉で行動の原則を得られた。

2019年8月、教会のリーダーに選ばれたの。そんな機会に恵まれて、本当にありがたかったわ。この責任を全うしようと心に決めた。しばらくして、兄弟姉妹の働きぶりに、いくつか問題があることに気づいたの。不注意によるミスで、トラブルを起こした人。みんなと連携せず、動画の作業を狂わせ、効率を下げた人。それに対して、私はこう思った。「彼らの本分に堕落が見えるこのままでは、神の家の働きに大きな影響が出てしまう。彼らが問題を理解して変われるよう、交わらなければ」でも思ったの。「本分を引き受けたばかりなのに、みんなの問題を指摘したら、どう思われるだろう。この人は厳し過ぎるとか、厄介な人だとか、言われないだろうか。そんな印象を与えてしまったら、みんなから疎まれるのでは？　問題のことは言わないでおこう。まずは、いい関係を築かなければ」そうして、兄弟姉妹の問題をどれも見て見ぬふりをしてしまったの。みんなの顔に泥を塗り、体面を傷つけることで、関係を損ねるのが怖かった。

ある日、姉妹が言ったわ。王兄弟が意地を張って周りの提案を受け入れないせいで、作業が遅れてるって。そのことについて、他の人にも聞いてみたわ。みんなが言うには、王兄弟は傲慢で、見下すように威張ってるとのことだった。一緒に働いている人のほとんどが窮屈な思いをしてた。それを聞いて思ったの。王兄弟はかなり深刻な問題を抱えてる。すぐに取り扱わないと、彼のいのちの入りにも、神の家の働きにも良くないって。問題の深刻さを理解してもらうために、彼と交わる必要がある。でも実際に王兄弟と話をするとなると、ためらってしまった。こう思ったの。「指摘のあった問題はどれも、王兄弟の一番悪い部分。それをすべて伝えるとなると、彼は『取り柄がない』とけなされたように感じるかも。それでは面目を失わない？　それに、私からターゲットにされてると感じたら、腹を立てるかもしれない。王兄弟とは、集会や本分でしょっちゅう顔を合わせてる。もし気まずくなったら、どう関係を保てばいい？」彼は集会で常々、「自分には傲慢な性質がある」と言ってた。それをほのめかして、痛いところは突かないようにしよう。それなら彼もさほど恥をかかないし、関係もそんなに気まずくならないはず。そのため交わりでは、彼が傲慢で、周りを見下してることに軽く触れただけ。彼は最後まで話を聞いて、自分はごう慢で横柄だと認めたわ。自分でも自覚してたって。その深刻さには気づいてないようだったけど、私はそれ以上言わなかった。王兄弟は自分をきちんと理解できてなかったから、その後も本分で変わらず意地を張ってて、周りと連携できず、作業を遅らせた。そして結局、異動になったわ。まもなく別の本分に就いたけど、堕落した性質が災いして、あまり結果を出せてなかった。ある日、彼の監督者が私にこう怒ったの。「王兄弟の問題に気づいてた？　なぜ交わらなかったの？　彼は、働きの進捗に重大な影響を与えてるわ」。彼女の厳しい言葉は、神が彼女を通じて、真理を実践していない私を叱っているようだった。本当に申し訳なく思ったわ。あのとき、私が王兄弟の問題を指摘して、彼が反省してたら、ちゃんと本分を尽くせてたかもしれない。だけど自分のサタン的本性を理解できてなかったから、前にも失敗したのに、その後も何ら変わらず、また働きを妨げてしまった。私は、神の家の働きに害を与えたのでは？　自分にはいい人間性があると思ってたけど、人に恥をかかせて悪い印象が残るのを恐れていただけだった。兄弟姉妹のいのちの入りのためにも、神の家の働きのためにもなってなかった。それがいい人間性だと言える？

その後、この御言葉を読んだの。「よき人間性を持つための基準が必ずあります。それは中庸の道を歩むことでも、原則を堅持することでも、誰の気分も害すまいと努めることでも、行く先々で媚びへつらうことでも、誰に会っても人当たりがよく、如才なくすることでも、みんなの気分をよくすることでもありません。それが基準ではないのです。では、その基準は何ですか。そこには、真心でもって神や人や出来事に接すること、責任を負えるようになること、そしてそのすべてを、誰もがはっきり見て感じられる形で行なうことが含まれます。さらに、神は一人ひとりの心を探り、知っているのです。中には、自分は善い人間性を備えていると常に自慢し、悪事を犯したことも、他人の物を盗んだり羨んだりしたこともないと言い張る人がいます。このような人は、利益を巡って紛糾すると自分が損するほうを好み、自分の利益を犠牲にしてでも他人に得をさせ、誰の悪口も決して言いませんが、それは単に誰からもいい人だと思われるためです。しかし神の家で本分を尽くすときはずる賢くいい加減で、いつも自分のために策を巡らせます。神の家の利益を考えることも、神が緊急としているものを緊急として扱うこともなく、神が考えるように考えることもなければ、本分を尽くすために自分の利益を脇にのけることも決してできません。自分の利益を決して手放さないのです。たとえ悪人が悪事を犯すのを見ても、彼らはその人を暴きません。原則が一切ないのです。これは善い人間性の見本ではありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。御言葉には、行動の原則が示されてる。善良な人は、中庸の道を歩まないし、人の問題を黙って見過ごさない。完全な調和を求めたり、人間関係を完璧に保とうとしたりもしないわ。善良な人とは、原則を持つ、正義感のある人のこと。神の家の利益が損なわれたときに、何も恐れずに原則を守り、神の家を守るの。でも私は、兄弟姉妹とかかわるなかで、誰にも恥をかかせないよう、怒らせないよう気を配ってた。関係を維持すれば、みんなから良く思われると考えたからよ。全く真理の原則に見合ってなかった。堕落した人が、神の家の働きを混乱させてるのを知ってたのに、自分のイメージを守りたい一心で、教会の利益を守らずに見て見ぬふりをして、問題を放置してしまった。特に王兄弟の件では、彼の問題が神の家の働きに影響を与えてることを知ってた。それなのに、ターゲットにしてると思われるのではないか、話を受け入れずに反感をもたれるのではないかと恐れ、彼と交わるときも、言葉を濁して問題を軽く扱った。その結果、王兄弟は問題を深刻に受け止めなかったわ。表面的には、私は無害なイメージを保ってたけど、実際には教会の働きやみんなのいのちの入りに害を与えてたの。人にこびへつらうだけの、正真正銘の詐欺師だった。

その後のデボーションで、この御言葉を読んだの。「教会指導者の中には、兄弟姉妹が軽率かつおざなりに本分を尽くしているのを見て、叱責すべきなのにそうしない人たちがいます。彼らは神の家の益にとって明らかに有害なことを見ても、他の人たちをほんの少しでも怒らせまいと、見て見ぬ振りをし、何の調査もしません。彼らの本当の目的と目標は、他の人たちの弱さに配慮することではありません――このような人は、自分の意図を知り尽くしています。『このまま誰も怒らせなければ、人はわたしのことを優れた指導者だと思い、立派な人だと高く評価する。わたしを認め、好んでくれる』。神の家の益にどれだけ害がもたらされようと、神の選民がどれだけいのちの入りを妨げられようと、あるいは彼らの教会生活がどれだけ乱されようと、このような人たちはサタンの哲学に固執し、誰も怒らせないようにします。これは、彼らの心に自責の念があるということでは決してありません。せいぜい何かのついでに、何らかの問題に軽く触れ、それでおしまいなのです。彼らは真理を交わらず、他の人たちが抱える問題の実質を指摘せず、まして人の状態を分析することなどありません。人々を導いて真理の現実に入らせることはなく、神の旨は何か、人はしばしばどのような過ちを犯すのか、あるいはどのような種類の堕落を示すのかを話し合うこともしません。彼らはそうした実際の問題を解決せず、それどころか、他人の弱さや消極性、さらには軽率さやいい加減ささえも大目に見ます。そうした人たちの行ないや振る舞いの正体を見極めることなく、ひたすらそれらを成り行きに任せますが、まさに彼らがそのようにするせいで、ほとんどの人はこう考えるようになります。『わたしたちの指導者は、私たちにとって母親のようだ。わたしたちの弱さを神よりもよく理解している。わたしたちの霊的背丈はあまりに小さく、神のお求め通りに生きることができないけど、指導者の要求通りに生きられればそれで十分だ。あの人たちはわたしたちの優れた指導者だ。上のほうが指導者を交代させる日が来たら、わたしたちは声を上げ、自分たちの意見と希望を伝えなければならない。上のほうと交渉を試みるべきだ』。人々がこのような考えを抱いていたら――つまり、指導者とこのような関係を持ち、彼らに対してそうした印象を抱いていて、指導者に対する依存、崇敬、尊敬、そして憧れといった感情を育んでいれば――指導者はどのように感じるでしょうか。この問題の中で、彼らが何らかの自責の念、不安、そして神への借りを感じていたら、他人の心における自分たちの地位やイメージに固執すべきではありません。神の証しを行ない、神を称揚することで、神が人々の心に居場所を持ち、人々が神を偉大な存在として崇めるようにしなければなりません。このような形でのみ、彼らの心は真に安らぐのであって、そうする人こそ真理を追い求める人なのです。しかし、反キリストの行ないの裏にある目標はこうしたことではなく、それどころか、彼らはそういった手段やテクニックを使って人々を誘惑し、真の道から逸れて真理を裏切るように仕向け、人々が本分を軽率に、なおざりに、無責任に尽くすのをいつも大目に見るまでになります。その裏には、人々の心の中である種の居場所を占め、彼らの善意を勝ち取るという目的があるのです。それは人々を勝ち取ろうと試みているのではないですか。嫌悪すべき邪悪なことではないですか。実に忌まわしいことです！」（『反キリストを暴く』）。この御言葉は、私の行動の本質と動機を示してる。リーダーになってからというもの、人間関係の維持に細心の注意を払ってた。相手に問題を提起せず、その人の面目を保とうとしてたわ。王兄弟が教会の働きを乱して妨げてるのを知ったときも、危機感をもたなかった。自分の居場所を失いたくなくて、慎重に言葉を選んで話してた。一見、優しく無害に見えるけど、それは兄弟姉妹を惑わすうわべ。周りから良く思われるような言動で心をつかんで、みんなから好かれ、尊敬されようとしてた。自分の地位を固めようとしたのよ。自分がスムーズに進めるよう、神の家の利益を犠牲にしたの。真理の原則に逆らう行為だし、反キリストの道を歩いてた。そのとき、この御言葉が頭に浮かんだ。「あなたは親戚、友人、妻（あるいは夫）、息子や娘、両親には、極めて親切かつ献身的で、決して他人を利用したりはしないかもしれない。しかし、キリストと相容れることができないのなら、キリストと調和して交流することができないのなら、たとえあなたが隣人を助けるためにすべてを捧げたり、父や母、そして家族の者たちを細やかに世話したりしても、あなたはそれでも悪意があり、さらにずるがしこい策略に満ちている、とわたしは言う」（『神の出現と働き』「キリストと相容れない人は疑いなく神の敵である」〔『言葉』第1巻〕）。神の家が私をリーダーにしたのは、真理を実践して本分を尽くせるようみんなを導き、神の家の働きを支え、真理を交わって問題を解決させるため。みんなが自分の堕落を理解し、原則に沿って本分を尽くせるようにするためよ。それが私の責務。なのに、神のお求めどおりにせず、人間関係と評判を保つことに専念して、結果的に神の家の働きを害し、みんなのいのちの入りを妨げた。私はサタンの側で行動してた。御言葉に示されたとおりの人間だったわ。善良でないだけでなく、不誠実で悪賢く、卑劣だった。悔い改めなければ、兄弟姉妹のいのちの入りを邪魔する存在になってしまう。人間関係についての自分の人生法則がやっとわかった。「人をたたいても顔はたたくな、人を責めても欠点をあげつらうな」とか、「人をたたいても顔はたたくな、人を責めても欠点をあげつらうな」というのは行動の原則じゃないわ。悔い改め、間違った追求を正したくて、神の御前で祈った。

その後、こんな御言葉を読んだの。「神との間に正常な関係を築きたければ、自分の心を神に向けなければならない。それを土台として、他の人たちとも正常な関係をもてるようになる。神との正常な関係がなければ、他の人たちとの人間関係を維持するために何をしようと、どれほど努力しようと、どれほどの労力を費やそうと、それはやはり人間の処世哲学に属するものになる。あなたは人々から賞讃されるよう、人間の観点と哲学を通じて、人々の間における自らの地位を維持しているが、神の言葉に従う形で人々との正常な関係を築いてはいない。人々との関係に重点を置かず、神との正常な関係を維持していれば、そして自分の心を進んで神に捧げ、神に従うことを学ぼうとしていれば、すべての人との関係は自然と正常なものになるだろう。このように、そうした関係は肉においてではなく、神の愛という土台の上に築かれるのである。そこに肉体的な交流はほとんどないが、霊における交わり、互いへの愛、相互の慰め、そして互いに対する施しがある。これらはすべて、神を満足させる心を基礎として行なわれる。このような関係は人間の処世哲学に依存することで保たれるのではなく、神のために重荷を負うことで自然と形成される。それは人為的な努力を必要としない。あなたは神の言葉の原則に従って実践するだけでよい」（『神の出現と働き』「神との正常な関係を築くことは極めて重要である」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉のおかげでわかった。俗世の人生哲学では、正しい人間関係を築けないって。御言葉どおりに兄弟姉妹の霊を育んでこそ、みんなのためになる。兄弟姉妹の堕落が本分に影響を与えてたとき、私は自分のイメージにこだわるべきじゃなかった。彼らが自分の堕落を理解できるよう、その問題を御言葉に照らして考え、本分をきちんと尽くせるように交わるべきだったわ。神もお認めになる。王兄弟は、御言葉に照らして自分を理解できることが多かった。つまり、自分の問題を解決したがってたの。ただ、問題の根源を理解できてなくて、自身を心から憎めてなかった。だから、堕落したままだった。私が神の御言葉を使って問題を分析し、彼が実践の道を見つけていれば、彼を助けられてたかもしれない。それに気づいて、自分の追求を改め、神のお求めどおりに行動したいと思った。その後、私は王兄弟の本分での問題を整理して、1つひとつ書き出したわ。そして彼と交わり、彼の問題の根源を分析した。王兄弟は、私の心配をよそに、それ以降も私を嫌ったり避けたりせず、交わりを受け入れてくれた。後日、メッセージが届いたの。「指摘してくれたおかげで、問題の深刻さに気づけました」って。本当に感動したわ。動機を正し、自分のイメージにこだわらず、御言葉と原則を実践すると、みんなを実際にサポートできた。安らぎも感じたわ。

しばらくして、本分をだらだらと尽くしてる姉妹がいることに気づいたの。トラブルもたくさん起きてたし、そのことで彼女も落ち込んでた。それらのトラブルの大きな原因は、彼女の本分に対する姿勢だと思い、彼女に指摘したかった。でも思ったの。「彼女はすでに落ち込んでる。問題を指摘したら、傷口に塩を塗ってしまうのでは？　もっと落ち込んだら、『人間性がない』と私が周りから批判され、疎まれるかも」って。だから、トラブルの解決策さえ見つけられれば、彼女の問題に触れずに済むと考えたの。でもそのとき、また自分がサタンの哲学に従ってることに気づいた。私が問題を指摘しなければ、彼女は自分の堕落に気づけない。そんなの彼女のためにならないわ。私は神に祈り、真理の原則を求めた。そして、この御言葉を読んだの。「神はその行ないにおいて、優柔不断であることや躊躇することが決してありません。神の行ないの背後にある原則と目的はすべて明白かつ透明、純粋で完璧であり、その中に策略や陰謀は一切潜んでいません。つまり、神の本質には闇や邪悪が一切含まれていないのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。「神は中庸の道を歩まず、人間の考えに汚染されていません。神にとって、一は一であり、二は二であって、正しいことは正しく、間違ったことは間違っていて、曖昧な物事はありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真に服従していることだけが本当の信仰である」）。この御言葉から分かった。神の言動は実に原則にかなってるって。神は、前向きに取り組む人のことは認めるけど、真理に逆らって神の家の利益を損なう人のことはお嫌いになる。神の御業は明確で、曖昧な点がない。主イエスが十字架にかけられたときのことを思い出したわ。ペテロは言った。「主よ、とんでもないことです。そんなことがあるはずはございません」（マタイによる福音書 16:22）。主は、こう返された。「サタンよ、引きさがれ」（マタイによる福音書 16:23）。ペテロの言葉は、神の働きを邪魔するものだった。だから神は、それをサタンの言葉だと見なした。主イエスは、ペテロの自尊心を傷つけることを恐れなかったわ。ペテロの行動に対して、主がはっきりと意思を示したから、ペテロは、神の明確な態度と、自分の行動の本質を知れたの。神の態度は、実践の原則を示してる。寛容さと忍耐で解決できる問題もあるけれど、神の家の働きに影響や害があるときは、真理の交わりが必要になる。こびへつらってる場合じゃなかった。その姉妹が落ち込んでるのは知ってたけど、それでも正しい動機をもって、彼女を見下したり、頭ごなしに叱ったりせずに、真理の交わりをして問題を分析すれば、きっと彼女は自分の堕落を理解できるし、一緒に実践の道を求められる。私の本分も御旨を満たせるわ。その後、彼女に会いに行って、問題について交わり、彼女の間違った考え方について話したの。参考になるよう、私の経験も伝えた。「こんな交わりは厳しすぎて、耐えられないのでは？」と不安だったけど、心配は無用だったわ。彼女は落ち込んだり、私に偏見をもったりすることなく、それまで自分の問題を理解できてなかったことを真摯に認め、取り扱いを受け入れてくれたの。それ以降、彼女は本分での態度を改め、真理の原則を求めるようになったわ。それを見て、本当にうれしかった。真理を実践し、御言葉どおりに本分を尽くせて、幸せだった。

私は人との関わりにおいて、強く出すぎると相手に恥をかかせるのではないかと、いつも恐れてたの。だからサタンの哲学に従って対処してた。疲れる生き方だった。この経験と神の御言葉のお導きによって、善良な人間の在り方を学んだわ。それに、人間関係では原則を守り、御言葉を実践するのが大事なの。それが優れた行動の原則よ。神に感謝！


47. 「好印象」の裏にあるもの

韓国 魏尘

2019年12月、わたしは教会で福音執事を務めていましたが、しばらくして、兄弟姉妹の本分の尽くし方に問題があると指導者たちが気づいて、時には厳しい口調でそれを直接指摘しました。指摘自体は正しいことだけど、そのやり方では面子が傷つき、腹を立てるだろうと思いました。そんな人にはなりたくないし、そうした話はもっとそつなくして、人に好印象を残すべきだと。そうすれば支持してもらえるし、仕事も順調に進められ、次の選挙で指導者になれるはず。そんな思いを胸に、兄弟姉妹との接し方に特別気を遣いました。そつなく振る舞い、人の気持ちを傷つけず、万事すんなり行くように、って。

あるとき、チェン姉妹が簡単な仕事ばかり選び、難しい仕事を避けていることに気づきました。福音を伝える相手が観念で一杯だったり、態度が悪かったりすると、尻込みしてしまうんです。その後も関係する真理を備えてそうした観念を解決することはありませんでした。正しい態度で本分を尽くしておらず、このままなら本分を尽くすのは無理。それを伝えて交わろうとしましたが、メッセージを送る段になって思い浮かんだんです。彼女は困難に遭うと引き下がるけど、普段は本分で成果を挙げている。もし彼女の問題に触れれば、あなたは厳しすぎると反感を持たれるかもしれない。今後働きの采配をしても彼女が従わなかったら？　本分をきちんと尽くさなければ、能力不足だと指導者たちに言われない？　それで彼女の気分を害さないよう、その件には一言も触れず、励ましのメッセージだけを送りました。「福音対象者の中には観念で一杯の人もいますが、真の信者です。愛と忍耐を持ち、もっと神に祈って頼る必要があります。困難が多ければ多いほど、信仰は完全になります。絶対に退いてはなりません」。彼女は賛成してくれましたが、自分の問題を認識していなくて、困難があると退くばかり。何も変わってませんでした。でもわたしは問題に気づかず、立派なことをしたと思ってた。似たことが起きるたび、このように処理したんです。人を取り扱うことも、堕落や欠点を暴くこともないので、兄弟姉妹はわたしと働くのを喜び、自分の状態をわたしに打ち明けてきた。それでますます自分のやり方に自信を持ち、自分は兄弟姉妹によく思われている、みんなに支持されていると思ったんです。

その後、シア姉妹がとても傲慢で独善的なことに気づきました。頑なで、みんなと協調せず、福音の働きに影響が及んだんです。シア姉妹は本当に傲慢で、みんなの意見を受け入れず、本分に影響が及んでる。事態を好転させるべく、この件を話し合おうと思いました。でも考えたんです。問題を指摘しても受け入れずに機嫌を損ねたらどうしようって。ある日の集会で、彼女がわたしを高く評価したのを聞いて、もし彼女を怒らせたら、わたしへの好印象が台無しだと不安になりました。わたしへの印象が変われば、指導者になるチャンスも影響を受ける。そう考えた結果、シア姉妹の堕落と欠点には触れないことにして、代わりにこう言いました。「本分で成果を挙げられなかったり、困難に見舞われたりしてることはわかってます。でも自己反省して理由を考えなければなりません。それに、兄弟姉妹と協調する必要もあります」。わたしは大事な問題を避け、アドバイスと励ましの言葉をかけるだけでした。数日後、指導者の一人がわたしたちの働きを調べに来たので、シア姉妹が傲慢かつ独善的で、みんなと協調しないことを話したんです。その後、シア姉妹がわたしを見て言いました。「数日前、指導者から働きについて訊かれましたね。そのときたまたま通りかかって、わたしが傲慢で独善的だとか、みんなと協調してないというのを聞いたんです。わたしに深刻な問題があるのを知っていたのに、話してくれなかった。あなたは人がいいだけ。腹を立てたり人を叱ったりせず、いつも慰めてた。本当にいい人だと思ってました。でも実は、あなたは『やり手』で、戦術を駆使してるんです。はっきり言って偽善者なのよ」。こんなにはっきり言われて、一瞬顔が真っ赤になりました。「偽善者」「戦術」という言葉が頭から離れません。すっかり動揺したわたしは神の御前に出て、自分の堕落した性質を理解できるようお導きくださいと祈りました。

翌日のデボーションで、この節の御言葉を読みました。「多くの場合、不実さは外面から見ることができます。言葉がずる賢くて抜け目ないと言われているなら、それは不実さです。では、邪悪さの主な特徴は何ですか。邪悪さとは、人の言うことがとりわけ耳に心地よく、そのどれもが正しくて申し分なく、どう見ても優れているように思われながら、その人の行ないがひときわ邪悪で、極めてこそこそしており、容易に見抜けないことを言います。そのような人は自分の密かな目標を達成すべく、まっとうな言葉や聞き心地のよい言葉をしばしば用い、人の感情と合致する特定の道理、論法、技法を使って、相手の目をくらませます。彼らはある方向に向かう振りをしながら、実際には別の方向へ進みます。これが邪悪さです。人は通常、これを不実さだと思い込んでいます。邪悪さに関する知識が少なく、分析することも多くないからです。実際のところ、邪悪さは不実さ以上に識別するのが困難です。そちらのほうが隠されていて、手段や技法もより『巧み』だからです。誰かが不実な性質を抱えている場合、それらが不実である、あるいは言動に不実な性質が表われていると他の人が気づくまで、普通は二、三日かかります。しかし、この人は邪悪だと誰かが言われているなら、それを一日ないし二日で識別するのは不可能です。と言うのも、短期間では明確なことや具体的なことが何も起こらず、彼らの言葉に耳を傾けるだけでは、その正体を見抜くことが難しいからです。彼らは正しいことを言い、正しいことを行ない、次から次へと道理をまくし立てます。このような人と二、三日一緒にいると、この人は善人で、物事を諦めて自分を費やすことができる人、霊的な事柄を理解している人、神を愛する心を持っている人、両親と理知をもって振る舞う人だと思います。しかし、その人に仕事を任せるようになると、実は誠実でなく、不実な人よりも陰険で、邪悪な何かだとすぐに気づきます。彼らは人と会話する際、しばしば正しい言葉、真理に合致する言葉、人の感情や人間性に合致する言葉、聞き心地のよい言葉、そして人を引きつける言葉を選び、一面では自分を確立させ、別の面では他者を騙し、人のあいだでの地位と威信を獲得しますが、それはどれも無知な人、真理の理解が浅い人、霊的な事柄を理解していない人、神への信仰において基礎がない人を容易に惑わします。これが、邪悪な性質の持ち主が行なうことです」（『反キリストを暴く』）。自分の振る舞いを神の御言葉に照らし合わせることで気づきました。わたしの行動は邪悪な性質によるものだった。兄弟姉妹が本分で問題に見舞われ、働きに影響が出ていても、わたしはみんなを暴かず、問題を持ち出すこともしなかった。みんなからいい人だと言われ、よく思われるために。チェン姉妹の本分に対する態度が正しくなく、簡単なことばかりして難しいことを避けてるのはわかってた。シア姉妹が傲慢かつ独善的で、教会の福音の働きに悪影響を及ぼしてるのもわかってた。それをきちんと指摘して、交わりによって助けるべきだったのに、わたしは自分がどう思われるか、働きを支えてくれないのではと心配し、成果が乏しければ指導者に悪く思われると不安になった。それで当たり障りのないことを言って彼女たちを励ました。そうすれば二人との関係と自分のイメージを守れるし、わたしの働きを応援してくれるはず――一石二鳥だと。わたしは狡猾で悪賢く、みんなの目をくらましていました。みんなを騙し、本当に気遣いと理解がある人だと思い込ませていたんです。みんなわたしを仰ぎ見て、崇拝していました。そのとき初めて、自分の性質が狡猾で邪悪なことに気づきました。シア姉妹の一言と、御言葉による暴露がなければ、自分の邪悪な性質を理解せず、どれほど深刻かもわかっていなかったでしょう。自分の行ないが邪悪で卑劣だったこと、それが神に憎まれ、みんなに嫌われることがわかりました。

その後、この御言葉を読んだんです。「教会指導者の中には、兄弟姉妹が軽率かつおざなりに本分を尽くしているのを見て、叱責すべきなのにそうしない人たちがいます。彼らは神の家の益にとって明らかに有害なことを見ても、他の人たちをほんの少しでも怒らせまいと、見て見ぬ振りをし、何の調査もしません。彼らの本当の目的と目標は、他の人たちの弱さに配慮することではありません――このような人は、自分の意図を知り尽くしています。『このまま誰も怒らせなければ、人はわたしのことを優れた指導者だと思い、立派な人だと高く評価する。わたしを認め、好んでくれる』。神の家の益にどれだけ害がもたらされようと、神の選民がどれだけいのちの入りを妨げられようと、あるいは彼らの教会生活がどれだけ乱されようと、このような人たちはサタンの哲学に固執し、誰も怒らせないようにします。これは、彼らの心に自責の念があるということでは決してありません。せいぜい何かのついでに、何らかの問題に軽く触れ、それでおしまいなのです。彼らは真理を交わらず、他の人たちが抱える問題の実質を指摘せず、まして人の状態を分析することなどありません。人々を導いて真理の現実に入らせることはなく、神の旨は何か、人はしばしばどのような過ちを犯すのか、あるいはどのような種類の堕落を示すのかを話し合うこともしません。彼らはそうした実際の問題を解決せず、それどころか、他人の弱さや消極性、さらには軽率さやいい加減ささえも大目に見ます。そうした人たちの行ないや振る舞いの正体を見極めることなく、ひたすらそれらを成り行きに任せますが、まさに彼らがそのようにするせいで、ほとんどの人はこう考えるようになります。『わたしたちの指導者は、私たちにとって母親のようだ。わたしたちの弱さを神よりもよく理解している。わたしたちの霊的背丈はあまりに小さく、神のお求め通りに生きることができないけど、指導者の要求通りに生きられればそれで十分だ。あの人たちはわたしたちの優れた指導者だ。上のほうが指導者を交代させる日が来たら、わたしたちは声を上げ、自分たちの意見と希望を伝えなければならない。上のほうと交渉を試みるべきだ』。人々がこのような考えを抱いていたら――つまり、指導者とこのような関係を持ち、彼らに対してそうした印象を抱いていて、指導者に対する依存、崇敬、尊敬、そして憧れといった感情を育んでいれば――指導者はどのように感じるでしょうか。この問題の中で、彼らが何らかの自責の念、不安、そして神への借りを感じていたら、他人の心における自分たちの地位やイメージに固執すべきではありません。神の証しを行ない、神を称揚することで、神が人々の心に居場所を持ち、人々が神を偉大な存在として崇めるようにしなければなりません。このような形でのみ、彼らの心は真に安らぐのであって、そうする人こそ真理を追い求める人なのです。しかし、反キリストの行ないの裏にある目標はこうしたことではなく、それどころか、彼らはそういった手段やテクニックを使って人々を誘惑し、真の道から逸れて真理を裏切るように仕向け、人々が本分を軽率に、なおざりに、無責任に尽くすのをいつも大目に見るまでになります。その裏には、人々の心の中である種の居場所を占め、彼らの善意を勝ち取るという目的があるのです。それは人々を勝ち取ろうと試みているのではないですか。嫌悪すべき邪悪なことではないですか。実に忌まわしいことです！」（『反キリストを暴く』）。御言葉が暴くものを見て、邪悪な性質による振る舞いは、本質的にみんなを騙し、心を勝ち取ることなんだとわかりました。自分のものにして、支配しようとしてたんです。それは神に逆らうことで、まさに反キリストの振る舞いです！　そう考えると恐ろしくてたまりませんでした。みんなの心の中での地位と、指導者に選ばれるチャンスを守るために、兄弟姉妹の本分に問題があっても、それを直接指摘せず、真理の交わりで解決することもなかった。その代わり、みんなに好かれ、気遣いと愛のある人だと思われるよう、当たり障りのないことを言った。気づかぬうちに信者を集め、結局わたしに騙された人たちは、問題を認識して正せなかっただけでなく、いのちの入りも害を受け、わたしを仰いで崇拝するまでになった。わたしは本当に邪悪で卑劣です！　兄弟姉妹のいのちを一切顧みず、堕落した性質によって本分を尽くすのに任せたことで、働きに悪影響が出た。わたしはサタンの子分として振る舞い、神の家の働きを妨げ損なっていたんです。それに気づいたわたしは、自分の堕落を心の底から憎むようになり、神の御前に出て祈り、悔い改めました。「神よ、御言葉のおかげでわかりました。わたしの邪悪な性質は深刻で、反キリストの道を歩んでいます。悔い改めて自分の動機を捨て、邪悪な性質で行動するのをやめたいのです」。

祈りのあと、この御言葉のことを考えました。「『ヤーウェ神はその人に命じて言われた、「あなたは園のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい。しかし善悪を知る木からは取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう」』。……神が述べたこの短い言葉に、神の性質を何か認識できますか。この神の言葉は真実ですか。何か欺瞞がありますか。何か虚偽がありますか。何か脅しがありますか。（いいえ。）神は人間に対し、正直に、誠実に、そして真摯に、食べてもよいものと食べてはならないものを伝えました。明瞭に分かりやすく語ったのです。この言葉の中に、隠された意味がありますか。この言葉は率直ではないですか。推測する必要がありますか。（いいえ。）推測する必要はありません。言葉の意味は一目見れば明瞭であり、読むとすぐに、その意味を完全にはっきり理解できます。つまり、神が述べたいこと、神が表現したいことは、その心から出るのです。神が表現することには混じりけがなく、率直で明瞭です。隠れた動機や意味などありません。神は人間に直接語り、食べてもよいものと、食べてはならないものを伝えるのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 IV.」〔『言葉』第2巻〕）。これを読んで、神は本当にわたしたちのことを思ってくださるのだと実感しました。神はアダムに命じられたとき、人が何をすべきかはっきりわかるように、食べていいものと駄目なものを明確に述べられました。神の御言葉に、不明瞭なことや誤解を招くこと、策略や欺瞞は一切ありません。神はひたすら人類のことを思われ、わたしたちのことを考えられていたんです。神は人に対し、まったく正直に語られます。神の実質は誠実で聖く、慈悲と愛に溢れていることがわかりました。本当に信頼と称賛にふさわしい方です。でもわたしは、兄弟姉妹にまったく誠実ではありませんでした。どの言動にも個人的な動機が混じっていたんです。嘘や欺瞞で一杯で、人を騙して利用し、最後は兄弟姉妹を傷つけました。なんて邪悪なんでしょう！　そう思うと、とてつもない罪の意識を感じ、心から後悔しました。その後、シア姉妹とチェン姉妹に会って、自分の堕落した性質を打ち明けました。二人の本分でわたしが見た問題についても話しました。二人ともわたしのことを悪く思うどころか、問題をはっきり指摘したおかげで、心に留めることができる、さもなければ、自分の問題がいかに深刻か気づかなかったと言ってくれました。さらに、今後問題があったら遠慮なく言ってほしいとも。その後は二人ともいくぶん変わり、よりよく本分を尽くすようになりました。本当に嬉しかったです。

その後のデボーションでは、神の御言葉から自分の堕落した性質の解決法を見つけることに集中しました。神の御言葉にこうあります。「現在本分を尽くしているのであれ、あるいは性質の変化の初歩を追い求めているのであれ、どのような堕落した性質を表わしていようとも、真理を求めてそれを解決しなければなりません。……例えば、調子のいいことを言っていつも自分を偽装しようとしているなら、他者の心の中で地位を得て、仰ぎ見られることをいつも望むなら、そしてそれらの意図が自分にあるなら、そのことは、あなたが自分の性質に支配されていることを意味します。あなたはそうした調子のいいことを口にすべきですか。（口にすべきではありません。）そうしたことを言わないのであれば、単に我慢しているだけですか。より巧みな言葉遣い、他の人たちがあなたの意図を見抜けないような別の言葉遣いを見つけたとすれば、それはやはりあなたの性質にまつわる問題です。どういった性質ですか。邪悪な性質です。堕落した性質は容易に解決できますか。そこには人の本性実質が関わってきます。人にはこの実質、この根源があり、少しずつ掘り起こさなければなりません。あらゆる状態から、自分が口にする一言一句の裏にある意図から、それを掘り起こす必要があるのです。そして自分が口にする言葉から、それを分析して理解しなければなりません。そうした意識がさらにはっきりすると、あなたの霊はより鋭敏になり、変化を遂げることができます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分を知って初めて真理を追い求めることができる」）。「あなたが行なうすべてのこと、一つひとつの行ない、一つひとつの意図、一つひとつの反応を神の前に示さなければならない。あなたの日々の霊的生活、つまり、あなたの祈り、神との親密さ、神の言葉を飲み食いする仕方、兄弟姉妹との交わり、教会における生活、そしてあなたが共同で行なう奉仕さえも、神の前に示して吟味され得る。あなたがいのちの成長を遂げるにあたり、それを助けるのはこのような実践である。神の吟味を受け入れる過程は、清めの過程である。あなたが神の吟味を受け入れられればられるほど、あなたはいっそう清められ、神の旨と一致するので、放蕩に引き込まれることがなくなり、あなたの心は神の前で生きる。あなたが神の吟味を受け入れれば受け入れるほど、サタンの屈辱はますます大きくなり、あなたはさらに肉を捨てることができる。したがって、神の吟味を受け入れることは、人が従うべき実践の道である。あなたが何をしようとも、たとえ兄弟姉妹と交わっているときでさえも、あなたは自分の行ないを神の前に示し、神による吟味を求め、神自身に従うことを目標にすることができる。それにより、あなたが実践することははるかに正しいものとなる。自分が行なうすべてのことを神の前に示し、神の吟味を受け入れなければ、あなたは神の前で生きる人とはなれない」（『神の出現と働き』「神は自身の心にかなう者を完全にする」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉を考えるうちに、問題が生じたときは自分の思考を吟味し、言動の裏にある動機を反省して、その言動を神の前に持ち出して吟味してもらい、また邪悪な性質を表わしたときは、自分を分析して認識し、すぐに祈って自分を捨てる必要があるとわかりました。そうすれば堕落のその側面も徐々に清められます。

その後、弱気になって困難を避けようとする姉妹の存在に気づきました。福音の働きで問題に遭うたびに背を向けるのです。わたしは思った。彼女は本分に責任を負っておらず、すぐに交わって改善しなければ。でも再び、問題が持ち上がりました。彼女の問題を指摘したら、わたしのことを厳しすぎだと感じ、抵抗心と反感を抱くかもしれない。彼女がそれを受け入れ、わたしに偏見を抱かないようにするにはどう話せばいいかと考えました。そのとき気づいたのです。また兄弟姉妹の中での地位とイメージを守ろうとしている。そこでこう心の中で祈りました。「神よ、あなたの吟味を受け入れ、自分の動機を捨てようと思います。真理を交わってこの姉妹を助け、本分を尽くしたいのです」。その後、この姉妹と交わりをして問題を分析すると、わたしは真理を実践して、内なる安らぎを覚えたのです。今のわたしは自分の邪悪な性質を多少は識別でき、問題に遭遇すると意識的に真理を求め、利己的な動機を捨てています。御言葉を基に行動できるようになったのです。これはひとえに神の御言葉による裁きのおかげです。神の救いに感謝します！


48. お人好しでいることの真相を見た

ヌーリー　中国

以前のわたしは、友人や家族や近所の人たちとの付き合いの中で、個人的な関係を保つことに多くの努力を払っていました。自分のことを悪く言われないよう、何があっても我慢して、思い通りにさせていて、誰とも口論することはありませんでした。誰かが問題を抱えているのに気づいても、やはり何も言いません。やがて、誰からもいい人だと思われるようになり、信者になったあとでさえも、身の回りのことや他者との付き合いにおいて、この処世哲学を取り入れていました。今でも憶えていますが、信仰を得てから程なく、わたしたちのグループの集会を担当するティエン兄弟が、いつも穏やかに話していて、神の御言葉に関する交わりにも光があることに気づきました。何か問題があるたび、あるいは何らかの困難を抱えるたび、わたしはそれを解決すべく、好んで彼に会いに行ったのですが、ティエン兄弟はいつも辛抱強く交わってくれました。わたしたちはとてもうまくやっていて、数年後には二人とも教会指導者に選ばれました。彼と一緒に本分を尽くせると、わたしは胸躍らせたものです。しかし、しばらくしてから気づいたのですが、ティエン兄弟は本分を尽くす中で実際には重荷を背負っておらず、兄弟姉妹が消極的になって弱っても、型通りのことを繰り返し、簡単な交わりをするだけでした。その結果がどうなろうと、まったく気にしていない様子です。わたしは思いました。「彼は本分に対して軽率じゃないか？　兄弟姉妹のいのちの入りがきっと遅れてしまう。彼と交わらなければ。いや、待てよ。彼は自分よりも長くこの本分を尽くしているし、この働きをいくらか経験している。こっちは指導者としての本分を尽くし始めたばかり。働きの中で重荷を背負っていないと言ったら、いったいどう思われるだろう？」。「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」という言葉の通りです。そこで二人の関係を保つため、彼に話しかけ、問題を小さくして伝えるに留めました。

ある集会でのこと、数名の兄弟姉妹が、福音を伝える中で遭遇した困難の話題を持ち出しました。わたしたちならそれらの問題を解決してくれると期待していたのです。そこで、一緒に行ってみようとティエン兄弟に提案したのですが、自分は福音の働きが得意ではないので行きたくないと言い訳をしました。わたしは彼と交わりを行ない、兄弟姉妹が本分の中でつらい思いをしているのだから全力で助けるべきだ、自分の好みで本分を尽くしてはいけない、と言いました。ティエン兄弟が何も返事をしなかったので、これは暗黙の同意だと判断しました。しかし驚いたことに、次の日、彼は姿を見せなかったのです。わたしは彼に少し失望しました――教会指導者が兄弟姉妹の問題解決に手を貸さないなんて、無責任じゃないか？　それを彼に話さなければ。

そこで、集会が終わったらすぐにティエン兄弟のもとへ話をしに行くことにしましたが、その日はずっと、彼とどう交わろうかと考えていました。ところが彼の家に来てみると、ティエン兄弟が暖かく友好的に迎えてくれたので、わたしは少し気勢をそがれました。「ティエン兄弟は笑顔だし、お茶まで出してくれた。これをどう伝えたらいいだろう？　あなたは本分を尽くす中で、無責任で危険な状態にあるなどと言ったら、恥をかかせることにならないだろうか？『笑顔の人に手を上げるな』と言うじゃないか。僕たちはずっとうまくやってきた。二人の関係を壊したら、どうして一緒に働き続けられるだろう。いつも顔を合わせているから、本当に気まずいことになる」。そこでごく穏やかに、ティエン兄弟にこう言いました。「本分に対する責任感を育む必要があります。個人の好みを基に物事をするばかりではいけません」。ティエン兄弟がうなだれて何も言わないので、先を続けるのが気の毒になりました。自分は教会指導者になったばかりで、教会の働きをまだよく知らない。彼の助けを必要とすることがたくさんあるし、古いことわざにも「覆水盆に返らず」とある。彼にきつくあたることはできないと感じ、わたしはそれ以上何も言いませんでした。

その後、わたしたちの指導者から集会についてのメッセージがあったので、ティエン兄弟と分担して兄弟姉妹に伝えることにしました。そして翌日顔を合わせたとき、みんなにちゃんと伝えましたかと訊いたのですが、彼はまったく平然としていて、他のことに忙しくて忘れてしまったと言うではありませんか。その無関心な様子を見て、思わず非難してしまいました。「こんな風に本分を尽くすのは無責任だし、教会の働きが遅れてしまいますよ」。ところが、ティエン兄弟が不機嫌な表情を浮かべ、自宅の鍵を掴んで立ち去ろうとしたので、わたしは驚きました。ですが、彼の反感を目の当たりにして、二人の関係が完全に壊れることが心配で、あえてそれ以上何も言いませんでした。

ティエン兄弟が本分を尽くす中で重荷を背負わず軽率で、しばしば遅れを引き起こし、問題に直面しても自己認識に欠けているのを、わたしは見てきました。他の人たちが交わりをしたり、彼の問題を指摘したとしても、それを受け入れようとはしません。それはどれも、彼が偽指導者であり、真理を受け入れられず、実際の働きもできないことを示しているのではないでしょうか。このまま指導者の地位にいれば、教会の働きが遅れてしまう――彼の問題を指導者たちに伝えなければ。しかしそのとき、指導者がそれを知ったらきっと彼を刈り込んで取り扱い、おそらく地位を取り上げるだろうと考えました。報告したのがわたしだとティエン兄弟が知ったら、こいつは人でなしで、古くからの友人を裏切ったと言うはずだ。そうなれば、どうして顔向けできるだろう？　そう考えると、どうすればいいかわからなくなりました。そしてあれこれ思い悩んだあと、彼を報告するのはとりあえずやめておき、彼の問題を暴くにとどめました――たぶん自分の問題を反省して理解し、悔い改めてくれるだろう。ティエン兄弟は長年の信者だし、以前はとても責任感が強かった。そこで、あと数日は目を光らせ、それでも変わらなかったら報告することにしました。

その後、優れた人間性を持ち、神による終わりの日の働きに関心がある改宗候補者が来てくれたのですが、あと数日で転勤になり、この町を離れるとのことでした。できるだけすぐに誰かを送り、福音を伝えなければなりません。わたしたちはそれを話し合い、ティエン兄弟を行かせることにしました。ところが思いがけないことに、彼は時間を間違い、予定した日にその人のもとへ出向かなかったのです。それを知ったわたしは心底腹が立ちました。何度も警告したのに変わっておらず、今度は大事なことを滅茶苦茶にしてしまった。そのとき、ティエン兄弟がしばらく前からいい加減に本分を尽くしていて、責任感が一切ないことを熟知していながら、二人の関係ばかり気にしていたことが頭に浮かびました。機嫌を損ねることを恐れ、指導者に彼の問題を報告しなかった。そのせいで教会の働きが何度も妨げられてしまった。自分は悪事を犯しているのでは？　そう考えたとたんに動揺して、自責の念で一杯になりました。

その夜、わたしは神に祈り、自分自身の問題を理解できるようお導きくださいと願いました。そしてこの御言葉を読んだのです。「ほとんどの人は真理を追い求めて実践したいと願っていますが、多くの場合、そういう決意や願いを持つだけで終わってしまい、真理のいのちを持つことはありません。その結果として、悪の勢力に出くわしたり、悪行を行う邪悪で悪質な人たちや、原則に反するやり方で行動し、それによって神の家の働きに損失を与え、神の選民を害している偽指導者や反キリストに遭遇したりすると、立ち上がって声を上げる勇気を失ってしまうのです。勇気がないとはどういう意味でしょうか。臆病だったり、意見をはっきり言えなかったりするのでしょうか。それともあまりよくわかっていないので、声を上げる自信がないのでしょうか。どれも違います。それはさまざまな種類の堕落した性質に支配されているということなのです。その性質の一つがずる賢さです。あなたはまず自分のことを心配して、『声を上げたら、自分にとって何の役に立つだろうか？　声を上げて誰かを不快にさせたら、その人と今後どうやっていけばいい？』などと考えます。これはずる賢い考え方ですよね？　ずる賢い性質の現れではないでしょうか。もう一つは、利己的かつ下劣な性質であり、あなたはこのように考えます。『神の家の利益が損なわれても、それがわたしに何の関係があるのか。どうして気にしなければいけないのか。わたしには何の関係もない。そうなるのを見聞きしたとしても、何もする必要はない。それはわたしの責任ではない。指導者ではないのだから』。あなたはこのようなことを内側に抱えていて、それはあたかも無意識から生じ、心の中で永久的な位置を占めているかのようです。このようなものが人の堕落したサタン的性質なのです。堕落した性質があなたの思いを支配し、あなたの手足を縛り、あなたの口を操ります。何か言いたいと心の中で思うと、言葉が口から出かかりますが、言わないか、あるいは口にしたとしても、言葉は回りくどく、策略の余地があります。全然はっきりと話さないからです。あなたの言葉を聞いても人は何も感じず、あなたの発言は問題を解決していません。あなたは内心こう考えます。『とにかく話した。良心は落ち着いている。自分の責任は果たした』。実際のところ、あなたは自分が言うべきことをすべて言っておらず、言ったことには何の効果もなく、神の家の働きへの損失がまだ残っていると心の中ではわかっています。あなたは責任を果たしていないのに、自分は責任を果たしたとか、何が起きたかはっきりわからなかったなどとあからさまに言います。これでは、堕落したサタン的性質に完全に支配されているのではないですか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実践する者だけが神を畏れる」）。神の御言葉の一つひとつに、わたしは雷に打たれたようになりました。それはあたかも、神に面と向かって裁かれ、暴かれているかのようで、強い罪の意識を感じました。ティエン兄弟が本分を尽くす中で重荷を一切背負っておらず、教会の働きを遅らせていたのに、わたしは彼との関係を守るためにいい人を演じ、見て見ぬ振りをしていたのだと、はっきりわかったのです。彼の問題を指摘しようと勇気をふるったときでさえも、自分はたじろぎ、彼の行動の本質と、その有害な結果を話そうとしなかった。それに、自分は真理を実践していると思い込んでいた。偽指導者が神の家の働きにもたらす害をわかっていたのに、保身のために彼を暴かず、報告もしなかった。人の気分を害するよりも、神の気分を害そうとしていた。そのように振る舞うことで自分はサタンの手下になり、偽指導者の側に立って彼と一緒に泥沼の中でもがき、教会の働きを遅らせてしまった。これは神に嫌悪され、憎まれること。わたしが真理の交わりを行ない、兄弟姉妹の問題を解決し、教会の働きを守ることを望まれた神は、わたしを引き上げ、教会指導者の本分を尽くすことを許してくださった。しかし、偽指導者が教会の働きを邪魔しているあいだも、自分はその代わりに個人的な関係を守り、彼を甘やかすだけだった。自分に本分への忠誠心がまったくないことを、わたしは思い知りました。真理を実践できなかっただけでなく、過ちを犯してしまったのです。血のにじむような神の努力を本当に無駄にしてしまいました。お人好しは実際のところ善人ではなく、利己的で狡猾なのだとようやくわかったのです。これに気づいたわたしは心から動揺し、自分のことが恐ろしくなりました。これ以上お人好しではいられず、真理を実践し、実際の働きをしていないティエン兄弟を暴かなければ。そして彼の問題についての真相を指導者たちに伝え、彼をかばうのをやめなければ。

その夜、わたしはティエン兄弟の働きぶりについての手紙を指導者たちに宛てて書きました。手紙を書き終えると大いに安心して落ち着き、自分はやっと正義感を持ち始め、以前ほど自分勝手でも卑劣でもないと感じました。神が言われる通りです。「自分の責任と義務を果たし、本分を尽くし、自分の利己的な欲求や意図や動機を捨て去り、神の旨を考慮し、神と神の家の益を第一にすることができるなら、それをしばらく経験した後、それがよい生き方だと感じるようになります。それは卑劣で役立たずな人間になることなく、正直かつ誠実に生きること、心が狭かったり卑しかったりするよりむしろ、公正かつ高潔に生きることです。人はそのように生きて振る舞うべきだと感じるようになります。自分の益を満足させようとする心の欲求も徐々に小さくなります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。次の日、わたしはティエン兄弟に会って交わりをし、彼の本分における問題を分析した上で、軽率かついい加減でいることの本質と結末について話しました。それを聞いたティエン兄弟は、自分には問題があると認めました。その後、指導者たちは彼の総合的な働きぶりを検討した結果、彼は実際の働きを行なっておらず、偽指導者であると判断し、解任しました。こうしてティエン兄弟は地位を失いましたが、彼が教会の働きにもたらしたダメージについては、やはりわたしにも否定できない責任があります。二度とお人好しにはなるまい、また教会の働きをこれ以上邪魔する真似はすまいと自分に誓いました。

その直後、教会指導者となったリー兄弟と一緒に働くことになり、交わりを行なったり、働きの中で遭遇した問題を話し合ったりしました。わたしが悪い状態にあると、彼は交わりを通じて助けてくれました。本当にうまくやっていたのです。しかししばらくすると、リー兄弟が本分を尽くす中で実際の働きをしていないことが明らかになりました。集会でも型通りのことを繰り返すだけで、兄弟姉妹の実生活における困難を解決することはありません。リー兄弟には責任感が足りず、彼に交わりをすべきだと思いました。それからすぐ、わたしはこの件を持ち出し、彼の本分の尽くし方の本質と結末を暴きました。

しかししばらく時間が経っても、リー兄弟が本分への態度を修正しておらず、その上、名声と地位をいつも追い求めていることに気づきました。働きで成果を一切挙げられず、他の人たちに高く評価されていないと、否定的になって教会の働きに注意を払わないのです。わたしは再び彼と交わり、本分における動機を反省し、それを理解するよう求めました。リー兄弟はそのときこそ、追求における自分の見方は間違っていると認めましたが、その後も彼の状態はまったく変わりませんでした。このままの形で本分を尽くしていたら教会の働きに害が及ぶと気づいたわたしは、指導者に伝えることにしました。しかしペンを手にして手紙を書き始めようとした瞬間、こんな考えが浮かんだのです。「リー兄弟の振る舞いを知った指導者たちは、きっと原則に沿って行動し、彼を解任するだろう。リー兄弟はとても面子を大事にする男だ――解任されたらわたしを恨まないだろうか？　自分が本分を尽くし始めたとき、彼はすでに交わりをしていて、わたしを助けてくれた。ここで彼の問題を報告したら、無情なやつだと思われないか？　そうなったら、どうして顔向けできるだろう？」そのとき、自分が再びお人好しになろうとしており、神の家の働きを守っていないことに気づきました。それに罪の意識を感じ、すぐに祈りました。「神よ、わたしはリー兄弟の問題を見てそれを報告したいのですが、彼の気分を害することを恐れています。真理をよく知っていながら、それを実践することができないのです。これでは神の家の働きを守れません。神よ、どうかわたしをお導きになり、悔い改めて変われるよう自己認識させてください」。

祈りのあと、神の御言葉のこの文章を読みました。「サタンは国家政府や有名人や偉人の教育と影響力を通して人間を堕落させます。彼らの悪魔的な言葉が人間のいのちと本性になったのです。『己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす』はサタンの有名な格言であり、全ての人に浸透し、人のいのちとなっています。ほかにもこれに類似する処世哲学の格言があります。サタンは各国の洗練された伝統文化を用いて人々を教育し、人類を果てしない破滅の淵へと陥れます。そして最終的に、人間はサタンに仕え神に抵抗したために神に滅ぼされるのです。……人の生活、行動や振る舞いには、サタンの害毒がいまだ数多く存在し、それらに真理はほぼまったくありません。例えば、人の処世哲学、物事の仕方、金言は赤い大きな竜の害毒に満ち、それはすべてサタンから生じたものです。ゆえに、人の血肉に流れているのはどれもサタン的な物事なのです。……人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ち溢れています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。

神の御言葉を通じて理解できました。わたしがお人好しなのは、あまりに利己的で、卑劣で、よこしまで、狡猾であることが原因なのです。わたしはいつも自分の利益を最優先にしており、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「良い友人の欠点に目をつぶれば長くて良い友情ができる」、「口を開く前に頭を使え。それから控えめに話せ」、そして「人をたたいても顔はたたくな、人を責めても欠点をあげつらうな」といったサタンの生存法則や見方によって生きていました。相手が誰かに関係なく、他の人たちの問題についてひたすら口を閉ざし、そうしていれば他人に慕われ、好かれると考えていました。事あるごとに対人関係を守り、他人の目に映る自分のイメージを大事にしていました。何をするにも自分の動機と不純さ、そしてサタンの狡猾な企みが混じっていました。リー兄弟が本分に対して責任感を持っておらず、教会の働きを何度も妨げ、遅らせていることを知っていながら、それでも彼の問題を細かに分析せず、指導者に報告することもしませんでした。彼の気分を害することを恐れ、彼がわたしに抱くイメージを守ろうとしていたからです。そのせいで教会の働きに害が及びました。そして最近も、リー兄弟が本分を尽くす中で名声と地位の追求だけに専念し、教会の働きに対して何の責任も背負っていないのを目にしました。また、彼には真の自己認識が一切なく、その立場にふさわしくないので、神の家の働きを守るため、自分はすぐ指導者たちに報告すべきこともわかっていました。しかしわたしは、彼に憎まれ、自分の利益と評判が傷つくことを恐れ、またしてもお人好しの役を演じようとしました。自分が事あるごとにサタンの人生哲学によって生き、教会の働きをまったく考慮せず、自身の利益と評判を最優先にしていたことがわかりました。本当に自分勝手で卑劣です。そんなことになったのはひとえに、サタンの人生哲学を基にお人好しとして生きているからです。

それまでは、みんなと仲良く付き合い、人の気持ちを傷つけなければ、自分は善人になれると考えていました。しかし、お人好しは一見誰も傷つけないように見えながら、誰かが堕落した性質の中で生き、サタンによって傷つけられ、教会の利益に害を及ぼしているのを目にしても、ただ自分個人の利益と対人関係を守ることにしか関心がないのだと、現実はわたしに示しました。そのような人は、兄弟姉妹を助けて支え、教会の働きを守るべく、真理の側に立つことができません。お人好しは公正で理解のある善人に見えるかもしれませんが、それはすべて偽りの仮面です。心の奥底では、自分の利益しか考えていません。教会の働きに害が及び、兄弟姉妹のいのちの進展が遅れていても、彼らはじっくり考えることなく、ひたすら自分の利益に目を向けさえします。他人の犠牲で個人の利益を得ようとしているのです。そのどこに人間性があるでしょう？彼らがいい加減で誠実でなく、陰険で下劣な偽善者であることは明白です。それに気づいたわたしはとても恥ずかしくなりました。神から来るあらゆるものを享受していながら、問題に直面するとお人好しとしてサタンの側に立った。それがどうして本分を尽くしていることになるでしょう？　わたしは敵の味方になり、飼い犬の手を噛んでいました。サタンの手下の一人になり、教会の家を妨げ、悪事を行ない、神に逆らっていたのです！

これに気づいて、わたしは心から恐怖を感じました。そこで直ちに神の御前に出て、こう祈りました。「神よ、わたしはあまりに多くの悪事を犯しました。ずっと前からあなたの懲罰を受けるべきでしたが、あなたはそれでも本分を尽くす機会をわたしに与えてくださいました。あなたのご慈悲に心から感謝します。神よ、わたしは悔い改めたいです。実践の道を見つけられるよう、どうかお導きとご指導をお願いいたします」。

そしてこの御言葉を読みました。「真理があなたの心を動かし、あなたのいのちになっていれば、何か消極的で否定的なことや悪しきことが生じるのを見ても、あなたの心中の反応はまったく異なります。第一に、自責の念と不安を感じ、その後すぐにこう感じます。『ぼんやりしたまま、見て見ぬ振りをすることはできない。立ち上がって声を上げ、立ち上がって責任を負わなければ』。そして立ち上がり、そうした悪事を制止し、それを暴き、神の家の利益を守り、神の働きが邪魔されるのを防ごうと努力できます。この勇気と決意を持ち、事態を完全に理解できるだけでなく、神の働きや神の家の利益のために負うべき責任を果たすこともでき、それゆえ本分を尽くすことになるのです。それはどのように尽くされますか。真理があなたに影響を及ぼし、あなたのいのちになることで尽くされます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実践する者だけが神を畏れる」）。「教会では揺るぎなくわたしを証しし、真理を掲げなさい。正しいことは正しく、間違っていることは間違っている。黒と白を混同してはならない。サタンと戦い、完全に打ち負かして、サタンが二度と立ち上がらないようにしなければならない。すべてを犠牲にして、わたしの証しを守らなければならない。これを目標として行動しなさい、このことを忘れてはならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読んだおかげで、本分を尽くす中で神の御旨に配慮し、教会の利益を常に優先しなければならないことがわかりました。真理の原則に反することを見つけたら、感情に動かされて対人関係を守ったり、自分個人の利益を保とうとしたりしてはいけません。その代わり、否定的な物事を明るみに出し、真理に沿って物事を行ない、神の家の働きを守る必要があります。これが、本分を尽くして責任を果たす唯一の方法なのです。リー兄弟は教会指導者なのですから、わたしが彼の本分の尽くし方に問題があるのを目にしても、それを持ち出すことがなければ、神の家の働きを傷つけますし、リー兄弟にとってもよいことではありません。彼にどう思われようと、またその後そのような接し方をされても、自分は真理を守り、彼の問題を報告しなければならないのだとわかりました。手紙を書こうとしていたまさにそのとき、指導者から集会を開くという連絡がありました。その集会で、わたしはリー兄弟の仕事ぶりについてあらゆることを述べました。翌日、指導者たちはそのすべてを検証し、リー兄弟が実際の働きをできないと判断して、彼を本分から外しました。わたしはそのようにしたことで、心が実に安らぎ、落ち着くのを感じました。

それまで、わたしは自己を認識していませんでした。何事もサタンの哲学で生きるお人好しだったのです。へまをして他人との関係が壊れるのを恐れ、自分の利益を守っていました。他人の行動が間違っていることに気づいても、ひたすら口を閉ざしました。真理の原則を守ることができず、神の家の利益を守っていませんでした。尊厳も高潔さもないまま生きていたのです。利己的な願望を捨て去り、本分を尽くす中で神を畏れる心を持ち、原則を遵守して神の家の働きを守ることで、今では心が完全に落ち着いています。また、それが人間らしく生きる唯一の方法だと感じています。神の救いに心から感謝します！


49. 誰にでもいい顔をする人にさようなら

スペイン　李菲　

神を信じる前は、誰にでもいい顔をする人は素晴らしいと思っていました。穏やかな性質をもち、誰とでもうまくやっていける。皆に好かれ、人を傷つけるようなことは決してしない。そんな人間になりたいと思っていました。なぜなら、幼い頃から学校教育や社会にそう教えられてきたからです。たとえば、「和を尊び、忍耐を美徳とする」や「不正を見ても口を開かず」、「自分の身を守るために黙っていろ。そうすれば責められることはない」なんて言葉がありますね。「よき友のために沈黙すれば、生涯の友情が手に入る」とかね。こういった考えを自分の座右の銘にしていました。家族でも友人でも、ただの知人でも、誰も傷つけることなく、いつも他の人の望むようにしてきました。だから、人あたりがいいとか、付き合いやすいって色々な人に誉められました。あと、この暗く邪悪な社会を生き抜くには、周りの人といい関係を築くことが必要だと思っていました。それが自分の居場所を作る唯一の方法だからです。だから、全能神による終わりの日の働きを受け入れ、神の御言葉の裁きと刑罰を経験し、多少の真理を理解して初めて、さっき言った生き残るための原則というのは、サタンの哲学、サタンの毒であって、実践すべき原則ではないということがやっとわかりました。そういう生き方を続けるうちに、自分がどんどん歪み、偽りだらけで自分勝手な、ひどい人間になっていき、サタンの性質を生きるばかりで、正しい人間らしさを失っていたことがわかりました。そしてようやく自分を嫌悪するようになり、神に対して悔い改めたのです。

2018年、私は地区の指導者に選出されました。始めは、教会の働きについてあまり知りませんでした。パートナーの劉姉妹はその1年以上前から指導者を務めていて教会の働きについてさまざまなことを理解していました。ですから、わからないことや困ったことがあったときは、大いに助けてもらいました。そのあと、劉姉妹の口から、彼女が担当している教会で指導者を務める張姉妹の話を何度か聞きました。張姉妹はしばらく前から、自分の本分を尽くしている振りをし、実践的な働きを行わず、集会では陳腐な言葉や教義を繰り返し、傲慢で、利己的で、他の人からの提案や助けを受け入れないということでした。その時、私はこう思いました。そういった行動はすべて、張姉妹が実践的な働きを行わない偽指導者であることを示しているのではないかと。そして劉姉妹が、それを知りながらも張姉妹を解任しないことを不思議に思いました。話をしようと思ったのですが、私はこの本分を尽くし始めたばかりだし、張姉妹のこともよく知りません。私が直接何か言うと劉姉妹から、早とちりとか、思いやりがないなどと非難されるかもしれないと思いました。ですので、劉姉妹にはやんわりと私の考えを伝えたのですが、彼女はあまり気に留めず、逆に愛情をもって張姉妹をサポートするよう頼まれてしまいました。「劉姉妹は指導者の交代に関する原則を知っているはずもし私がまたこのことを持ち出せば、あなたは実践的な働きをしていないという意味にとられかねない。そうすれば、私はトラブルメーカーで付き合いにくい人だと思われてしまう。このことが原因で2人の間にいさかいが起きたらこれからパートナーとしてどう本分を尽くしていけばいいのか」と思いました。ですから、それ以上何も言わないことにしました。

その後何度か張姉妹と交わりをもち、彼女の問題点を暴いて分析しましたが、彼女はそれを受け入れないばかりか、私に反論しました。そのあとすぐ、張姉妹は実践的な働きをしていないと一部の兄弟姉妹から報告されるようになり、彼女の抱える問題が深刻であることに気づきました。早急に対処しなければ、教会の働きと、兄弟姉妹のいのちの入りを遅らせてしまいます。そこで劉姉妹に再び張姉妹の解任を提案しました。しかし劉姉妹は「報告書は上層部に提出されています。解任する前に、上の対応を待ちましょう」と言いました。私はこう思いました。「報告書や現状をみても張姉妹は実践的な働きをせず、適当な態度を見せ、ずっと陳腐な言葉や教義ばかり語っている。偽指導者であることは明らかだし、できるだけすぐに解任されるべきだ」と。「私たちは地区の指導者なのに、偽指導者が教会に現れてもすぐに対処せず、上層部に判断をゆだねている。これでは、偽指導者が兄弟姉妹に害を与えることを容認していることにならないだろうか。サタンの味方をし、神に背いているのと同じことではないか」と思いました。もう一度劉姉妹と話をしたかったのですが、最後にこの話をしたとき、彼女は張姉妹の解任を望まず、思いやりをもちなさいと私に言ったことを思い出しました。2人はとても仲良しです。もしも私が解任の話を再び持ち出せば劉姉妹は私も傲慢だと考えるかもしれません。新人が能力を証明するために、力を誇示していると思うかもしれません。私は何も言わないことにしました。上層部が調査と事実確認を行っているし、数日くらい大したことはないと思いました。こうして、のどまで出た言葉を飲み込みました。数日後、事実関係の調査が終わり、偽指導者に素早く対処せず、教会の働きに混乱と障害を招き、兄弟姉妹のいのちの入りを遅らせたとして、私たちが取り扱われてしまいました。これはサタンの共犯者の行いに等しく、兄弟姉妹に害を与えたと言われました。それを聞き、みじめな気持ちでいっぱいでした。自分が、真理を知りながらそれを実践せず、原則に背いていたことに気づきました。偽指導者を守り、かばい立ててしまったのです。ですから、すぐに彼女を解任しました。ですがその後は、少しの後悔と気まずさを感じたものの、この機会にそれ以上反省することはしませんでした。その後、劉姉妹も集会で陳腐な言葉や教義を語っており、兄弟姉妹の問題や困難を解決できていないことがわかりました。私が劉姉妹の問題と欠点について指摘したとき彼女は聞き入れるどころか、反論しようとしました。自分が担当している働きで何ら成果を挙げておらず、上層部が刈り込みと取り扱いを行った際にも聞く耳をもちませんでした。否定的になり、働きを怠け、文句と行き違いが増えました。その状態を明らかにしたいと思いましたが、私は彼女のパートナーなので、働きがうまくいかないのは私にも責任があると気づきました。そして彼女の問題を分析すれば、思いやりがないと言われると思い、あえてそうしませんでした。その代わり、彼女を慰め、前向きになるよう勇気づけるだけでした。しかしその後も劉姉妹に変化は見られませんでした。まったく自覚がなかったのです。この状態が続けば、教会の働きは遅れるばかりで、兄弟姉妹に害を及ぼします。このことを早急に報告すべきだと思いました。そのころ、教会ではちょうど意識調査を行っており、上司から劉姉妹の評価を書いてほしいと頼まれました。いざ書こうとしたときに頭をよぎったのは、ほとんどの兄弟姉妹は彼女の現状をあまり知らず、彼女に好意的であることでした。私が余計なことをして劉姉妹の問題を報告すればあの人は決定権を得るために彼女を追い出そうとしている、そう言われるかもしれないと思いました。さらに彼女とはパートナーとして協力し、たくさん助けてもらいました。解任となれば、嫌われてしまうのではないか。迷いましたが、劉姉妹が実践的な働きをしていないことや真理を受け入れないことは結局オブラートに包むことにしました。しかし提出した後、どうにも心が落ち着かないのです。事実を隠し、神をだましていることが頭を離れず心が深い闇に包まれました。神の御言葉を読みながらいつも居眠りして、集会での交わりに何の啓きも光も見いだすことができません。兄弟姉妹の問題を見つけることもできません。毎日を無気力に過ごし、神に見捨てられたような気持ちでした。

その後、上層部の調査により劉姉妹は実践的な働きを行わない偽指導者だとして解任されました。私は深い後悔と自責の念にかられました。その想いは、次のような神の御言葉を考えると一層深くなりました。「最も悪質なのは、中庸に固執する人です。彼らは誰も傷つけようとせず、人々を喜ばせています。彼らは物事を上手にこなし、誰も彼らの正体を突き止められません。そのような人は生けるサタンなのです」（「真理を実行に移すことでのみ、堕落した性質の束縛を振り払える」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は、誰にでもいい顔をする者は最も邪悪で、ずる賢く、生けるサタンであると明らかにしています。私は、自分がまさにそうだと気づいたのです。劉姉妹が偽指導者であると知りながら彼女との関係、そして自分自身を守るために神に背き、真理を実践しないことを選びました。偽指導者をかばい、神の性質に背き、過ちを犯しました。私はもう終わりだ、神は私のような者を救ってくださらないだろうと思い、数日の間、苦しみ否定的になっていました。何をする気にもなれませんでした。しかしその後、私は神の御言葉を思い出しました。「あなたがこれまでどのような悪いことを行なったとしても、どれほど大きく道を外れたとしても、どれほど過ちを犯したとしても、そうしたことを神を知ろうとする追求における負担や重荷としてはなりません。絶えず前進しなさい。人間を救うことは常に神の心にあります。これは決して変わりません。これが神の本質のなかで最も貴い部分です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 VI.」〔『言葉』第2巻〕）。これらの神の御言葉を反芻し、その一言一句が私への慈悲と希望を示していると感じました。私の邪悪な心が神の性質に背いたけれど、神はその御言葉で私を慰め、励まし、前に進むよう告げている。私は深い感謝の念を抱きこれ以上消極的なままではいられないと自分に言い聞かせました。失敗するたび、自力で立ち上がる必要があるのです。自らの問題を振り返り、理解し、解決のために真理を追求できなければなりません。

そのあと、私は神の御言葉の別の一節を読みました。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か。こうしたことを頻繁に自問し、考えてみなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉と説教を読んだ後心を深い苦しみで貫かれたように感じました。自分が危なっかしく、ずる賢く、誰にでもいい顔をする人に他ならなかったことに気づきました。問題に直面した時、自分を守ることしか考えず、神の家の利益はまったく頭にありませんでした。また本分を尽くすことに対して、何の責任や重みも感じませんでした。偽指導者が現れたとき、即座に対処すべきでしたが、その代わりに、自分を守るため、そして劉姉妹を怒らせることを恐れるあまり真理を実践することも、それを明らかにして報告することもできませんでした。彼女を守るために、意図的に事実を隠ぺいしたのです。その結果、教会の働きのあらゆる側面に影響を及ぼし、兄弟姉妹が正常な教会生活を送れなくなってしまいました。神の家は私を信じ、このような重要な本分を与えてくれたのに、偽指導者が教会に現れたとき、私は自分の利益を守るために真理の原則を裏切り、何度も何度もサタンの味方をし、偽指導者を守ってしまったのです。教会の働きに支障が出ることを十分わかっていながら、真理を実践せず、正義を貫くこともしませんでした。他人を怒らせてしまう恐れがあるたび、真理の原則を放棄したのです。自分のことしか考えず、私利のためだけに行動していました。このような行動は、神の家の働きを妨害し、混乱を招き、サタンの共犯者の行いに等しいものではありませんか？　あえて真理を実践せず、原則を貫くこともなく、完全に正気ではありませんでした。こんな私が教会の指導者としてふさわしいでしょうか。私は利己的で卑しく、危なっかしく、欺瞞に満ちた心の狭い人間でした。これは特に、次の神の御言葉を考えたときに、深く胸に突き刺さりました。神は誰にでもいい顔をする者を嫌悪し、その者たちを救わない。そして説教では、神の家は誰にでもいい顔をする指導者を断固拒否すると繰り返し述べられています。なぜならば、彼らは邪悪な心をもち、神の家と兄弟姉妹に害しか及ぼさないからです。偽指導者を守りかばい立てることにより、私はすでに神に背き神の性質に背いていました。ですから、神の御前で神に祈ったのです。「神よ、私は何度もあなたの御心に背きました。明らかに真理を知りながら、それを実践せず、教会の働きに害を及ぼしました。あなたの呪詛と懲罰を喜んで受けるつもりです。この先、あなたが私をどのように扱おうとも、私はあなたに従い、悔い改めます」。

祈った後、私は考え始めました。なぜ私はあの時、人にいい顔をしようとし、真理を実践できなかったのか。私を支配していたのは一体何だったのか。その後、神の御言葉の他の一節を読みました。「サタンは国家政府や有名人や偉人の教育と影響力を通して人間を堕落させます。彼らの嘘とたわ言が人間のいのちと本性になったのです。『己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす』はサタンの有名な格言であり、全ての人に浸透し、人のいのちとなっています。ほかにもこれに類似する処世哲学の格言があります。サタンは各国の洗練された伝統文化を用いて人々を教育し、人類を果てしない破滅の淵へと陥れます。そして最終的に、人間はサタンに仕え神に抵抗したために神に滅ぼされるのです。……人の生活、行動や振る舞いには、サタンの害毒がいまだ数多く存在し、それらに真理はほぼまったくありません。例えば、人の処世哲学、物事の仕方、金言は赤い大きな竜の害毒に満ち、それはすべてサタンから生じたものです。ゆえに、人の血肉に流れているのはどれもサタン的な物事なのです。そのような役人、権力者、成功者はみな、成功に至る道と秘訣をもっています。そのような秘訣は、彼らの本性を完全に表わしてはいませんか。……人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ちています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です」（「どのようにして人間の本性を知ればよいか」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉を読んだ後で、なぜ誰にでもいい顔をしていたのか、その根本的な理由を見つけました。それは小さいころから共産党の教育を受けてきたからであり、ありとあらゆる処世の哲学、論理、そして法則で頭が埋め尽くされていたからでした。たとえば「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「人は聖人にあらず、だれ過ちなからん」「不正を見ても口を開かず」「自分の身を守るために黙っていろ。そうすれば責められることはない」「よき友の欠点に目をつぶれば、生涯の友情が手に入る」などです。これらが心の奥深くまで浸透し、私はこの言葉を守って生きていました。ごう慢で、ひとりよがりで、利己的で卑しく、危なっかしく欺瞞に満ちた人間になりました。これらの言葉を座右の銘としていたのです。人との付き合いでは、他人の言葉や顔色を慎重に観察し、周りとの関係に細心の注意を払っていました。私は誰にでもいい顔して、中庸の道を歩き、誰も怒らせることはありませんでした。真実を語り、正義を貫く勇気もありませんでした。ひとかけらの尊厳もなく生きていたのです。偽指導者が教会に現れたとき、劉姉妹を怒らせることを恐れ、真理の原則を放棄し、弱虫となることを選びました。そして彼らが兄弟姉妹に害を及ぼし、神の家の働きを阻むことを許してしまったのです。こんな自分を果たして善人と呼べるでしょうか。私は黒い心をもった偽の「善人」であり、サタンの卑しい奴隷であったのです。勇気も正義感も持ちあわせていませんでした。もっとはやく劉姉妹を分析し、助けていたら、劉姉妹はあれほど多くの過ちを犯さずにすんでいたかもしれません。神の家の働きと、兄弟姉妹のいのちの入りが阻害されることもなく私が神の性質に背くこともなかったかもしれません。そして私はついに、このようなサタンの処世哲学に沿って生き、誰にでもいい顔をすることが他人ばかりでなく、自分をも傷つけ、破滅させることになると気づきました。事実が明らかになったことで、このようなサタンの処世哲学、論理、そして法則は、人を騙し、堕落させるだけだとわかりました。それらは神の御言葉と真理に敵対するものです。サタンの哲学を生きる者は、どれほど優しく、柔和で、人当たりがよく見えようとも、危なっかしく、欺瞞に満ち、卑しく心の狭い人間なのです。もしも真理を実践し、悔い改め、変わらなければ、間違いなく神に見捨てられ、淘汰されることになるでしょう。

その後、私は神の御言葉の別の一節を読みました。「実質的に神は誠実であり、神の言葉は常に信頼できる。それだけでなく、神の行動は完璧で疑う余地がない。だからこそ神は、神に対して絶対的に誠実な人を好むのである」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。「神が人に誠実であることを求めるのは、神が欺瞞に満ちた人間を心から忌み嫌い、好まないことの証明である。神が欺瞞に満ちた人間を嫌うというのは、そのような人たちの行動、性質、そして動機を嫌うということである。つまり、彼らの物事の仕方を嫌うのだ。それ故、神を喜ばせるにはまず、自分たちの行動とあり方を変えなければならない」（「正直であることの最も基本的な実践」『キリストの言葉の記録』）。「ひとだび信仰をもてば、神の前に出ながら、相変わらず古い生き方をしているとき、あなたの神への信仰に意義はありますか。価値はありますか。人生の目標や原則、生き方は変わっておらず、あなたが未信者より優位に立つ唯一の点は神を認めていることだけです。あなたは神に従っているように見えますが、いのちの性質はまだこれっぽっちも変わっていません。最終的にあなたは救われません。もしそうなら、これは空しい信仰、空しい喜びではないですか」（「真理を実行に移すことでのみ、堕落した性質の束縛を振り払える」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉を読んだ後、神は本質的に誠実でいらっしゃり、誠実な者を好まれ、人を騙す者を憎まれることがわかりました。私がサタンの哲学を生きていた時、私のものの見方も生き方も、全く変わることはありませんでした。信仰をもたない者に等しかったのです。これでは、たとえ何年神を信じようとも真理や完全な救済を得ることはできないでしょう。真理を実践し、誠実であり、心に何の嘘ももたない者、真理の原則を貫く勇気をもち、正義感がある者、そして、あらゆることにおいて神の味方をし、神の御心に心を配る者だけが神に愛され、神によって完全に救済されることができるのです。神の要求を理解したあと、私は神に祈り、誓いました。悔い改め、真理を実践し、誠実な人間になることを。

それから数ヵ月して、私の新しいパートナーである李兄弟が、いつも陳腐な言葉や教義を語り、集会で自分の力を誇示していることがわかりました。私は彼と何度か交わりをもちましたが、全く改善が見られませんでした。ですから、上層部にその旨を報告しました。しかし上層部から彼の行動を解剖し、明らかにするよう求められた時、私は怖気づいてしまい、言葉が出てきませんでした。なぜなら李兄弟は、誰よりも長くそこで本分を尽くしてきたからです。元老のような存在であり、私も助けてもらったことがありました。もし私が暴露すれば、李兄弟は私をどう思うだろうか？　怒るだろうか？　そして私は、神の御言葉の次の一節を読んだのです。「『いい人』になる動機や見方があるなら、あなたはいつもそれに関連してつまづき失敗します。では、そのような状況において何をすべきですか。そうした物事に直面したときは神に祈らなければなりません。あなたに力を与え、あなたが原則に従い、なすべき事をなし、原則に従って物事を扱い、自分の立場を固持し、神の家の働きに害が及ぶのを防ぐことができるようにしてくださいと神に求めなさい。自分の利益や体面、『いい人』の見方を捨てることができ、誠実かつ純粋な心ですべきことをすれば、あなたはサタンを打ち破って真理のこの側面を得ていることでしょう」（「自分を知って初めて真理を追い求めることができる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉のこの一節を読み、心が澄み渡りました。このようなことが起きたのは、神が私を試し、悔い改める機会を与えてくださっているからなのです。神は私がどう対応するかをご覧になりたかったのです。前のように、人との関係を守ることに固執するわけにはいきません。教会の働きを優先し、真理を実践し、正義を貫く必要があるのです。李兄弟が真理を追求する人であれば、交わりと分析をもとに、自己反省し、自分を理解することができるはずです。それは彼のいのちの入りを助け彼もさらなる過ちを犯すことはないでしょう。ですから、私は李兄弟に会いに行き、彼の状態と行動をひとつひとつ、神の御言葉を使って暴露し、解剖しました。驚くべきことに、李兄弟は私に腹を立てないばかりか、悔い改めた態度でこう言いました。「もしもあなたがこんなふうに私を暴露し解剖してくれなければ、自分の問題に気づくことができなかっただろう。私は本当に反省し、いのちの入りを得なければならない」と。李兄弟からそのように言われ、私は本当に感動しました。彼を暴露すれば腹を立てるだろうと心配していたのですが、それはまったくの杞憂でした。その瞬間、私は本当の意味で真理を実践し誠実な人間でいることが、冷静さと穏やかな心をもたらし、我々を神のもとへ近づけるのだと実感しました。また本当の意味で神の家の働きを守る唯一の道は、真理を実践し、物事を原則に従って処理することだと実感したのです。これが、兄弟姉妹を助ける唯一の道なのです。

神の裁きと刑罰を通して、私の間違った考えのいくつかが変わりました。そして危なっかしく、ずる賢く、利己的で卑しいサタンの性質も少し変化を遂げました。そして今、兄妹姉妹が堕落した様子を見せた時や、物事が真理の原則を裏切る形で処理された時に、私が彼らをかばったり、守ったり、周囲との関係を守ろうとしたりすることはもうありません。私は自分の意志で真理を実践し、交わり、助け、問題を指摘し、それを暴露することができます。まだためらいを感じたり、人を怒らせることを恐れたりすることもありますが、神に祈り、自分に背き、真理の原則に従って実践することができ、サタンの哲学を生きることはもうありません。このような実践により、私の心は以前よりもずっと冷静で、落ち着いています。解放感でいっぱいです。これらの変化を達成し、このすべてを得ることができたのは、ひとえに神の御言葉の裁きと刑罰の結果です。


50. 人間関係の縛りを解き放つ

イタリア　翠柏

神は言われます。「あなたがたは自らの運命のために神の承認を求めなければならない。つまり、自らが神の家の一員であることを認識している以上、あなたがたは神に心の平安をもたらさなければならず、万事において神を満足させなければならない。言い換えると、あなたがたは行いにおいて原則にかなっており、かつ真理と一致しなければならないということである。それを実行できなければ、あなたは神に嫌い捨てられ、あらゆる人々から拒絶される。ひとたびそのような窮状に陥れば、あなたは神の家の一員ではなくなる。それはまさしく、神に承認されていないことを意味する」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。この神の御言葉から、神が私たちに要求されるものが分かります。原則に従って行動し、真理を遵守すること。そうすれば私たちは神の承認を受け、すべてにおいて神を満足させられます。以前、このことに私は失敗しました。その大きな原因は、自分の感情に支配され――いつも感情のままに生き、行動していたことです。私の行いは、何も邪悪なものはないように見えましたが――真理の原則に反していました。それが教会の仕事を妨げてしまいました。でも、神の御言葉による裁きと刑罰を受けることで――このような行いの本性と結果について理解できるようになりました。そして、感情に頼らず、正しい動機を持って物事に対処し――神の御言葉を実践できました。

去る11月、私は教会指導者を務めていました。当時、それぞれの集会場のグループリーダーが適切に本分を果たしているかを調べる投票がありました。その投票結果から、リーさんの問題点が浮上しました。「リーさんはグループリーダーとして粗略だ」「どんな落ち度を指摘されても――」「彼女は真理を認めず、反論する」「誰かが困難を抱えていても――」「リーさんは真理を交わる助けの手を差し伸べず――」「見下すような態度で説教し、自分の考えを押しつける」すべて読み終えた私は、分かっていました。神の家における人の選抜の原則に基づいて、リーさんを解任しなければならないことを。でも、彼女と私は同郷の仲間でした。本分を共にしたこともあります。ずっと親しい間柄で、よく彼女には気に掛けてもらいました。「もし解任すれば、無情な人間だと彼女から思われるだろうか」と不安になりました。その２年前、リーさんは教会指導者から外されています。彼女は、その時の後ろ向きな思いからやっとの思いで抜け出していました。私は思いました。「もし、また解任されたら――」「より一層のショックを受けるかもしれない」「リーさんは耐えられるだろうか」「すぐにリーさんと交わり――」「彼女が危険な状態にあることを知ってもらわなければ」「そのうち彼女が事態を好転させられれば、そのまま本分を続けられるかもしれない」そして、この問題について話し合うために、リーさんに働きかけました。でも彼女には少しも自覚がないことが分かりました。私は全力で彼女と交わりました。その結果、変わって反省する意志をリーさんが見せてくれたので――私は胸をなで下ろしました。「同労者に少し、リーさんのことを良く言っておけば――」「きっとリーさんは本分を続けられるだろう」そう思いました。

しかしその後、話し合いで同労者が言いました。「リーさんは真理を決して受け入れない」そして彼らは皆、彼女の解任に賛同しました。それを聞いた私は動揺しました。そして思いました。「リーさんは問題を抱えているけど、変わろうとしている」「もう一度、チャンスを与えてあげられない？」その時、チョウさんが言いました。「ここしばらく、ずっとリーさんは同様の状態だった」「交わりは優れているけれど、彼女は自分の言うことを実践しない」「リーさんは何も変わっていない。この本分には向いていないわ」私は慌てて口を挟みました。「リーさんは、なかなか真理を受け入れられずにいるの」「でも、とても積極的に、責任を持って本分に当たってる」「ついこの間も、本分に消極的だった兄弟姉妹に――」「意欲を起こさせていたわ」それに対してバイさんが言いました。「リーさんは、いつも駆け回っていて、とても積極的に見える」「でもそれは、うわべだけよ。実際の問題は解決できていない」同労者たちの話は、すべて本当のことでした。私は何も言い返せませんでした。すると、別の教会指導者であるチャンさんが言いました。「リーさんがリーダーに適していないのは事実よ」「でも今は、彼女の代わりを務められる人がいない」「適任者が見つかるまで、リーさんに続けてもらいましょう」まさに私が望んだことでした。私は急いで付け加えました。「私も賛成よ。適任者が現れたら、代わってもらいましょう」ところが１週間も経たないうちに――教会の仕事について話を終えたあと、またチョウさんが、この件を持ち出しました。代わりの人材としてチェンさんが適任であり、他の同労者たちも賛同していると言うのです。心臓が飛び出るかと思いました。チェンさんがリーダーに選ばれると、リーさんは解任されてしまいます。私は、チェンさんの堕落と欠陥について言及し――リーダーには向いていないと主張しました。それを聞いた皆は、ためらったようでした。私は少し不安になりましたが――それでも真理を追求しませんでした。

その後、私の指導者から、グループリーダーについての報告を求められました。リーさんの話にもなりましたが――彼女に対する兄弟姉妹の評価を、私は正確に伝えませんでした。指導者が去ったあと、私の中で迷いが生じてきました。私は思いました。「なぜ私はリーさんのために弁明しているの？」「なぜ、いつも彼女のことで悩んでいるの？」「これは彼女に対する、えこひいきでは？」「私を支配している動機は何なの？」そこで、こんな神の御言葉を読みました。「感情とはおもに何ですか。それは堕落した性質です。感情の実際の側面を数語で表わすなら、それは偏愛すること、特定の人を守ることに偏ること、肉体の関係を維持すること、および公正でないことです。それらが感情の正体です。したがって、感情を一掃するというのは、単に誰かのことをこれ以上考えないという意味ではありません。通常、あなたはそうしたことをまったく考えないでしょう。しかし、誰かがあなたの家族や故郷、あるいはあなたに関係のある人を批判した途端、あなたは我を忘れて必死にその人を弁護します。その人について言われたことを一変させずには決していられず、その人が言われなき中傷に晒されるのを許すことができません。全力を尽くしてその人の評判を守らなければならないと感じ、あらゆる間違いを正しく見えるようにするとともに、他人がその人に関する本当のことを言ったり、その人を暴いたりすることを許しません。これは不公正であり、感情と呼ばれるものです」（「真理の現実とは何か」『キリストの言葉の記録』）。「人に神への畏れがなく、心の中に神の居場所がないなら、その人はどんな本分を尽くしていようと、あるいはどんな問題を取り扱っていようと、原則にしたがって行動することができません。自分の意図や利己的な願望の中で生きている人は、真理の現実に入ることができません。そのため、彼らは問題に遭遇するたび、自分の意図に批判的な目を向けず、自分の意図のどこが間違っているかを認識できないのです。それどころか、ありとあらゆる正当化をして嘘をでっち上げ、自分のために言い訳します。彼らは自分の利益、評判、および対人関係を守ることに極めて長けていますが、実際のところ、神との関係を一切築いていません」（「神に対して持つべき態度」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉が示すことは、私たちは問題に直面した時に真理の原則に従って公正に行動できないということです。私たちは、人を正悪で区別しません。自分に関係のある人や、利益をもたらす人を優先させ、守ろうとします。それは感情に基づく行動です。本分に専念している時も、問題に対処している時も――感情に支配されていると、ただ、肉の感情と個人の利益を考えてしまっています。真理を実践できることも、本分を尽くせることも、全くありません。それこそが私の状態でした。リーさんを解任したくなかったのは、私が感情に基づいて行動していたからです。彼女との関係を守ろうとしていました。彼女が私に腹を立てるのではないかと恐れていました。だから同労者たちが原則に従って、リーさんを解任しようとした時――それを阻止しようと、あらゆることを試みて、彼女にリーダーを続けさせようとしたのです。指導者にリーさんの評価を報告した時も――ひいきして控えめに言ったり、ごまかしたり、隠したりしました。当時を思い返すと――私の動機と意図は、すっかり感情に支配されていました。ずる賢い偽りで固めた、堕落した性質に生き――自分の人間関係を守るために、神の家の利益を損なわせようとしていました。人を怒らせるどころか、神を怒らせる行為でした。神への畏敬の念に完全に欠ける、ひどく自己中心的で卑劣な人間でした。このことに深い罪悪感を抱いた私は、すぐに――指導者に真実を伝えに行きました。その後、神に祈り、問いかけました。「なぜ、いつも私は感情のままに行動し、真理を実践できないのでしょうか」「この問題の根源は何なのでしょう？」。

ある日のディボーションで、こんな神の御言葉を読みました。「ひどく汚れた地に生まれ合わせて、人は社会に駄目にされ、封建的倫理の影響を受け、『高等教育機関』で教えを受けてきた。時代遅れの考え方、堕落した倫理観、さもしい人生観、卑劣な人生哲学、全く価値のない存在、下劣な生活様式と風俗、これらはすべて人の心をひどく侵害し、その良心をひどくむしばみ、攻撃してきた。その結果、人はますます神から離れ、ますます反対するようになった。人の性質は日ごとに悪質になり、神のために進んで何かを投げ出そうという者は一人としておらず、進んで神に従う者は一人としておらず、さらには神の出現を進んで探し求める者も一人としていない。それどころか、サタンの支配下で快楽を追求しているだけで、泥の地で肉体の堕落にふけっている。真理を耳にしたときでさえ、暗闇に生きる人々はそれを実行に移そうとは考えず、たとえ神の出現を見たとしても、神を探し求める気持ちにはならない。こんなにも堕落した人類にどうして救いの可能性があり得ようか。どうしてこんなにも退廃した人類が光の中に生きることができようか」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。私は気づきました。感情に基づいた行動は主に、サタンに惑わされ、堕落させられることで起こるのです。邪悪なサタンは、学校教育や社会的影響を通じて――俗世の哲学や生存法則を人々に植えつけます。例えば、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「身内の絆は他人より強し」「人は木石にあらず。どうして感情を捨てられよう」など。これまで私は、このような哲学に従って生きてきました。自分に近しい人々を守ることを肯定的にとらえ――同情や哀れみを愛だととらえていました。リーさんの解任の件では、こう考えていました。「リーさんは同郷の友。いつも私を気に掛けてくれた」「その彼女が解任の危機に直面している」「私は彼女を助け、かばわなければ」それが正しいと思ったのです。リーさんがリーダーとしての本分を果たしていないことを、私は知っていました。彼女は頻繁に人々を説教し制御していました。彼女を在任させたままなら、兄弟姉妹に害が及び――教会の仕事にも影響が出ていたでしょう。でも私は真理の原則に反し、神の家の利益を無視し――リーさんを守り、彼女の地位を維持するために手を尽くしました。彼女との関係を保つために、自分の立場を利用し――彼女に恩返しするために、教会の仕事を利用しました。個人的な利益のために、自分の力と立場を利用していたのです。そんな人物に、教会の仕事にかかわる価値があるでしょうか。私は指導者として――教会の仕事と、兄弟姉妹のいのちを考えるべきでした。そして本分において、真理の原則に基づいた行動をすべきでした。なのに、何よりも感情を優先させ、真理を十分に承知しておきながら実践しませんでした。これは、真理と原則を裏切り――教会の仕事を軽視する行為ではないでしょうか。私は恩をあだで返したのです。そして気づきました。これらの俗世の哲学は、人々を惑わし堕落させるためにサタンが用いる詭弁なのです。そんな詭弁に従った言動には――公正さも正義も見られませんし、真理の原則も全く存在しません。共産党の役人の人生哲学と何も変わりません。「人が出世すれば、その一族も恩恵を被る」役人になれば、遠縁の親戚まで広く恩恵を受けられ――どんなことをしても、何もとがめられません。ＣＣＰに支配された社会は、陰鬱かつ邪悪を極め――公正や正義とは無縁の世界です。私は教会指導者でありながら、真理の原則ではなく――これらのサタンの哲学に従って生きていました。その私の何がＣＣＰの役人と異なっていたでしょう。リーさんを解任したくないという思いは――真の愛や、彼女を助けたいという思いから生まれたものではありませんでした。こう恐れていただけです。「リーさんから薄情者だと言われるのでは」「もう以前と同じように接してもらえないのでは」リーさんのいのちを心配したわけではありませんでした。神の家での解任は――その人物に内省を促すために行われます。そうすれば、その人物は悔い改め、変われるからです。神が人々を救う方法の１つで、人々に対する守護なのです私自身、本分を解かれたことがあります。その後、自分が犯した過ちから教訓を得ると――私に適した別の本分を、教会が用意してくれました。その時の失敗と転落が、自分を振り返るきっかけになり――本当の自己認識につながりました。人間を救う神の御心も、より理解できました。神の愛には、慈悲と義が存在することにも気づきました。神の愛には原則があります。私たちを好き勝手させることも甘やかすこともありません。でも私の他者への「愛」は、サタンの俗世の哲学そのものでした。個人的な利益に基づいていて、視野が狭く自己中心的で――神の嫌う不快なものでした。感情に頼る行為は、他者にも自分自身にも有害なのだと気づきました。その行為が私にとって、真理を実践し、本分を尽くすうえで最大の障害になっていました。神の御言葉による裁きと刑罰を受けずには、また心から悔い改めずには――私は神の性質に背き、神に嫌い捨てられ、排除されていたでしょう。

その後、神の御言葉の別の一節を読みました。「神との間に正常な関係を築きたければ、自分の心を神に向けなければならない。それを土台として、他の人たちとも正常な関係をもてるようになる。神との正常な関係がなければ、他の人たちとの人間関係を維持するために何をしようと、どれほど努力しようと、どれほどの労力を費やそうと、それはやはり人間の処世哲学に属するものになる。あなたは人々から賞讃されるよう、人間の観点と哲学を通じて、人々の間における自らの地位を維持しているが、神の言葉に従う形で人々との正常な関係を築いてはいない。人々との関係に重点を置かず、神との正常な関係を維持していれば、そして自分の心を進んで神に捧げ、神に従うことを学ぼうとしていれば、すべての人との関係は自然と正常なものになるだろう。このように、そうした関係は肉においてではなく、神の愛という土台の上に築かれるのである。そこに肉体的な交流はほとんどないが、霊における交わり、互いへの愛、相互の慰め、そして互いに対する施しがある。これらはすべて、神を満足させる心を基礎として行なわれる。このような関係は人間の処世哲学に依存することで保たれるのではなく、神のために重荷を負うことで自然と形成される。それは人為的な努力を必要としない。あなたは神の言葉の原則に従って実践するだけでよい」（『神の出現と働き』「神との正常な関係を築くことは極めて重要である」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉を読んだあと、気づきました。兄弟姉妹との関係は、主に神の愛に基づいています。サタンの俗世の哲学によって維持されるものではありません。真理の実践が最も重要なのです。特に神の家での仕事においては――誰かの本分が真理の原則に反する時には――その人物を助け、支援するために真理について交わる必要があります。何度も交わっても悔い改めない人物には――必要に応じて、刈り込みと取り扱いが行わなければなりません。家族や友人に対しても、私たちは感情に頼ったり、俗世の哲学に従ったりしてはいけません。神の御言葉の原則に従って物事を行う必要があります。必要に応じて交わり、効果がなければ解任が必要だということです。教会の仕事と、神の家の利益は常に守られていなければなりません。その方法でしか、神の意図に一致できないのです。私はその後、この件について同労者たちと話し――真理の原則に基づいて、リーさんを解任しました。また、神の御言葉に照らしてリーさんの行動を分析するために交わり――チェンさんをグループリーダーに昇進させました。そしてようやく、私の心に平安が訪れました。しばらくして、私はリーさんに神の御言葉を読み――彼女の様子を尋ねました。リーさんは言いました。「神に感謝しているわ。神がなされたことは、すべて素晴らしかった」「最初は後ろ向きな気持ちになり、苦しかった」「でも神の御言葉を読み、祈ることで――」「この出来事は、私を変えるための神の働きだったことが分かったの」「もし解任されず、私の問題点が指摘されていなかったら――」「自分自身について気づかないまま、今のように変わることも悔い改めることもなかった」それを聞いて私は、肉に背き、真理を実践することの素晴らしさを感じました。真理を実践し、原則に従ってこそ、神の意図に一致できることも経験しました。それこそが尊厳のある方法です。


51. 霊の戦い

アメリカ　楊志

全能神は言われます。「神を信じるようになって以来、人は多くの間違った意図を心に抱いてきた。真理を実践していない時、あなたは自分の意図はすべて正しいと感じているが、自分に何かが起こると、あなたは自分の中には間違った意図がたくさんあることがわかる。従って、神が人を完全にする時、神は神に関する人の認識を妨害する観念が人の中にはたくさんあることに気付かせる。自分の意図が間違っていることを認めた時、自分の観念や意図に従って実践するのをやめることができ、自分に起こるすべてのことにおいて神へ証しをすることができ、自己の立場を守ることができるなら、これはあなたが肉体に反抗したことの証明となる。肉体に反抗する時、あなたの中では必然的に戦いが生じる。サタンは人を肉体に従わせようとし、肉体の観念に従い、肉体の利益を維持させようとする。しかし、神の言葉は人を啓き、心の中に光を当てる。この時、神に従うか、サタンに従うかはあなた次第である。神は人に真理を実践に移すよう要求するが、それは心の中の物事をおもに取り扱い、神の心に従っていない思いや観念を取り扱うためである。聖霊は人の心を感動させ、人を啓き、そして光を当てる。ゆえに、起こることすべての背後には戦いがある。人が真理を実践するたびに、あるいは神への愛を実践するたびに、激しい戦いがあり、すべては肉体にとってうまく行っているように見えるかもしれないが、実のところ、人の心の奥底では生と死の戦いが起こりつつあり、この激し戦いの後で初めて、膨大な熟考をした後ようやく、勝利か敗北かが決められる。人は笑うべきか、泣くべきかわからない。人の中の意図の多くが間違っているので、あるいは神の働きの多くは人の観念と食い違っているので、人が真理を実践に移す時、激しい戦いが舞台裏では行われる。この真理を実践に移した後、舞台裏で人は悲しみの涙を数えきれないほど流し、ついに神を満足させる決心をする。人が苦しみや精錬に耐えるのはこの戦いのためである。これは本当の苦しみである。戦いになった時、本当に神の側に立つことができれば、あなたは神を満足させることができる」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読んで、私は深く感じました真理の実践はまったく簡単なことではなく、霊の戦いが本当に必要なのだと。数年前、私の義妹が悪人だと判明しました。教会は彼女を追放する意向でしたが、私は自分の感情に縛られて真理を実践することができませんでした。心の中で戦いを繰り返し、とてもつらい思いをしました。神の御言葉の裁きと暴きを通じてようやく感情を基に行動することの危険と結末がはっきりわかったのです。そのとき初めて、私は自分の肉と感情を捨て、悪人を暴いて拒み真理の実践がもたらす安心と安定をついに享受することができました。

2017年、私は地元の教会で指導者の本分を尽くすために帰郷しました。集会のとき、兄弟姉妹が言いました。私の義妹、韓冰が教会指導者の本分を尽くしていた際に集会で交わりを行ないながら、表面的な言葉や教義を語ることで、自分を誇示しようとしたというのです。どこに行っても自分がこれまでに尽くした本分や受けた苦しみを語るばかりで他人に自分を崇めさせ、耳を傾けさせようとしていたのです。本分を尽くす上での問題点について、兄弟姉妹が相談したところ義妹は真理の交わりによってその問題を解決しようとせず、偉そうに説教しました。その説教のせいで消極的な状態の中で生き、本分への関心をすっかり失う兄弟姉妹もいました。その後、韓冰は解任されました。それ以降、彼女は自己反省して自分を認識することを拒み依然として兄弟姉妹のあいだで挑発や争いを引き起こし、教会生活を妨げました。教会指導者は彼女と何度か交わり、取り扱って批判もしたのですが義妹はそれをまったく受け入れませんでした。不服と不満を抱えたまま、消極性を広め続け教会生活をひどく妨害しました……韓冰がこのように振る舞っていたのを聞いて私は激怒し神の御言葉を思い出しました。「教会内で毒々しい邪悪な言葉を放ち、兄弟姉妹の間で噂を広め、不和を助長し、派閥を組む者たちは、教会から追放されるべきであった。しかし、現在は神の働きの別の時代であるため、そのような人は制限を受ける。なぜなら、彼らは確実に淘汰されるからである。サタンにより堕落させられた者はみな性質が堕落している。性質が堕落しているだけの人がいる一方で、そうではない人もいる。そのような人は堕落した性質をもっているだけでなく、本性もまた悪意を極めているのである。彼らの言動が堕落したサタン的性質を示すのみならず、彼ら自身が真の悪魔サタンである。彼らのふるまいは神の働きを妨害し、混乱させ、兄弟姉妹のいのちへの入りを阻害し、正常な教会生活を破壊する。彼らのような羊の皮を被った狼は、遅かれ早かれ一掃されなければならない。こうしたサタンの僕に対しては、手厳しい態度、拒絶の態度で臨む必要がある」（『神の出現と働き』「真理を実践しない人への警告」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉のこの一節を思い出し神の御言葉に照らせば、韓冰の本性と本質はまさに悪人のそれだとはっきりわかりました。教会指導者と同労者たちは神の御言葉に照らして彼女の振る舞いを分析し彼女は自分を捨てて費やし、本分を尽くしながら苦しんで代価を払うことができるものの傲慢かつ尊大で、真理をまったく受け入れず自分勝手で軽率で、教会生活を乱し、指摘を受けても自分の過ちを改めないと言いました。彼女はそのせいで悪人になったのです。神の家の働きの手引きにある規定によると、このような人は追放されなければなりません。彼女は教会から追放されるべきだとこれほど多くの兄弟姉妹が言うのを聞いて私はとても葛藤しました。彼女の振る舞いを見れば、本当に悪人で追放されるべきなのはわかります。しかし彼女は妻の妹であり、義理の両親は私に親切で、私の家族をとても気遣ってくれています。私が韓冰の追放に投票したのを知ったら私のことを薄情で、恩知らずで、家族に対する感謝の気持ちがないと思わないだろうか？　そんなことをすれば、義理の家族にどう顔を合わせればいいだろう？　しかし教会指導者として、原則に従って行動せず教会に悪人がいるのを知りながら彼女を追放することもなくこの悪人が教会生活を乱し、神の選民に害を与えるのを許し続ければ私は悪人の共犯者、神の敵にはならないだろうか？　当時、私はにっちもさっちも行かず、どうすべきかわかりませんでした。私が悩んでいるのを見た周姉妹はこう言ってくれました。「梁兄弟、韓冰は何度も教会生活を乱し、悔い改めのしるしを少しも見せていません。原則に従えば、彼女は教会から追放されるべきです。これは教会の働きを守ることです。一番大事なことなんですよ！」「私たちは神の御心を考える必要があり、自分の感情や私情を基に行動してはいけません」彼女の話を聞いて、私はますます葛藤しました。

ちょうどそのとき、一部の兄弟姉妹がこう提案しました。「韓冰は長年にわたって神を信じてきた。本分を尽くすために家族と職を捨て、多くの苦しみを受けてきた。もう一度悔い改めの機会を与えるべきだと思う」その言葉を聞いた私はこの兄弟姉妹がそう言うのは韓冰の表面的な善行に惑わされているからに過ぎず韓冰の本性と本質を識別できるよう彼らと真理について交わり、韓冰の振る舞いを分析すべきだとはっきり認識していました。しかしそのとき韓冰は義理の両親のお気に入りの娘で義母は神への信仰について混乱しており、識別力がなくまた私の妻もひどく感情的なのを思い出しました。韓冰の追放を決定し彼女の悪事を兄弟姉妹に暴いて分析すれば自分は妻の家族全員を露骨に傷つけることにならないか？　兄弟姉妹の前で韓冰に関する良い話をいくつかしてそれから彼女と交わり、悔い改めてこれ以上の混乱をもたらさないように求めれば彼女を教会から追放しなくても済むチャンスが生まれるかもしれない。そうすれば、私も妻の家族を傷つけずに済む。こう考えると不安がいくらか軽くなりそこで兄弟姉妹にこう言いました。「韓冰は確かに悪事と過ちを犯した。しかし最大限可能な限り人をお救いになるのが神の御心なのだから私たちは彼女に悔い改めの機会を与えるべきだ。再び悪事を犯したら、そのとき追放しても手遅れにはならない。それに、彼女を心から納得させることができる」私がこうしたもっともらしいことを言うのを聞いて周姉妹は何かを言いたげでしたが、結局黙っていました。他の誰も何も言わず私は心の緊張がいくらかほぐれるのを感じました。内心では、これでようやく義理の両親を傷つける心配をしなくて済むと思ったのです。しかし二日後、私は突然口内炎を発症しました。三つもあったのです。口の中が燃えるようで、激しく痛みました。痛さのあまり話すことも食べることもできず夜中に目が覚めるほどひどくなることもありました。苦痛の中、私は神に祈ることしかできませんでした。「神よ、私の口と舌を苛むこの炎症は単なる偶然の結果ではなく私に対するあなたの懲らしめと鍛錬だということはわかっております。ああ神よ！　あなたに悔い改めたいと思います」。

その後、私はデボーションの時にこの神の御言葉の一節を読みました。「神を真に信じる人の心には常に神がいて、内には神を敬い畏れる心、神を愛する心が常にある。神を信じる人は注意深く慎重に物事を行い、すべての行動が神の要求に従い、神の心を満たせるものでなくてはならない。強情であってはならず、自分が望むままに行動してはならない。そのようなことは聖徒としての作法に不適である。人間は神の旗印を誇示してあちらこちらを暴れ回ったり、いたるところで虚勢を張ったり、詐欺を働いたりしてはならない。これは最も反逆的な行為である。家族には決まりがあり、国家には法律があるのだから、神の家ではなおさらのことではないか。その基準はさらに厳格ではないのか。さらなる行政命令があるのではないか。人間には好きなことを行う自由があるものの、神の行政命令を思いのままに変えることはできない。神は人間による背きを許さず、人間を死に至らしめる神である。人はこのことをまだ知らないのか」（『神の出現と働き』「真理を実践しない人への警告」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉に私は恐怖で震えました。神の性質は聖く義であり、背きを許さないことがわかったのです。神の家ではキリストと真理が力を握っています。教会の働きを乱して妨げる悪人に対し、神の態度は憎悪と嫌悪です。そして識別力をもちながら悪人の側に立ち、彼らを擁護する者に対し神の態度は極度の嫌悪と怒りです。真理の実践を拒み、挑発と争いを引き起こし、教会の働きを乱して妨げた韓冰はまさに神の働きによって暴かれた悪人であり、追放されるべき人間です。しかし私は妻の家族との関係を守るため真理の原則を売り渡すことで露骨に良心に背きました。悪人をかばって言い訳をしてやったのです。私は悪人の側に立ち、悪人を守る行動をしました。そのせいで悪人の支援者、共犯者になったのではないでしょうか？　神は指導者の本分を与えることで私を称揚してくださいましたが、私には神を畏れる心がまったくありませんでした。真理をはっきり知りながら実践せず、その代わりにわざと欺き教会生活を妨げ、兄弟姉妹に害をなしていた悪人を教会に留めました。そうと知りながらわざと神の性質に背いていたのです！　私の行ないは他の人を騙したかもしれませんが、神は騙せませんでした。神は私たちの心にあるものをご覧になります。これほど自分勝手かつ軽率に振る舞った私のような人間を、神がどうしてお許しになるでしょう。私はすでに過ちを犯しており、悔い改めなければ神に淘汰されることはわかっていました。そこですぐさま神に祈り、悔い改めました。それから同労者と何度か話し合い、韓冰の悪事をリストにまとめ教会からの追放を申請しました。神のほうに立ち返る意志が見つかると、不思議なことに口内炎が治りました。

二日後、用事があって義母の家を訪れると、そこには韓冰がいました。彼女は私を見ると睨みつけ、振り向いてその場を去りました。すると義母が怒りも露わに言いました。「あなたの義妹は長年神を信じ、福音を広めるために多くの苦しみを受けてきたのよ。堕落した性質がない人間なんているの？　教会があの子を追放するなら、悔い改めて神の救いを得る機会を失ってしまうんじゃない？　あなたがそこまであの子に冷たいとは思わなかったわ！」私の妻も割り込んできて、韓冰の弁護をしました。二人が感情的になり、韓冰のことを識別できていないのを見た私は彼女の悪しき振る舞いについて二人と交わりました。しかし義母はまったく耳を貸そうとせず、涙をこぼしながら私に怒りをぶつけました。その怒りを目にした妻も一緒になって私を責めました。それを見た私は食事が喉を通らないほど弱くなり、つらい思いをしました。その夜、私はどうしても眠れず、ベッドで寝返りを繰り返しました。自分は教会の働きを守るために悪人を追放しなければならない。一方、妻と義母から非難されている。自分はどうすべきか？　義妹を追放すれば、義母の家族全員を傷つけることになる。そうなれば妻との関係も悪くなるし、私の家族が壊れるかもしれない。しかしこの悪人が教会に留まるのを許せば教会生活を危険に晒し兄弟姉妹のいのちに害を与えてしまう。そう考えるとつらくてたまらず、心の中で葛藤しました。私にできたのは真剣に神に祈ることだけでした。「神よ、私はとても弱っています。韓冰を追放することに関し、私はあなたに背きたくありません。しかし自分の感情に縛られ、真理を実践するのが困難です。どうか私に力を与えしっかり立ってあなたの証しをできるよう、私をお導きになり、闇の勢力に勝たせてください」。

祈った後、私は神の御言葉をさらに読みました。「神が人において行う働きのあらゆる段階において、それはあたかも人の手配により、あるいは人の干渉から生まれたかのように、外面的には人々の間の相互作用のように見える。しかし舞台裏では、働きのあらゆる段階、起こるすべてのことは、神の面前でサタンが作った賭けの対象であり、人は神への証しにおいてしっかりと立つことが要求される。ヨブが試練に会った時のことを例にとってみよう。秘かにサタンは神と賭けをしており、ヨブに起こったことは人間の行為であり、人間による干渉であった」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か。こうしたことを頻繁に自問し、考えてみなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。私を咎める神の一言一句が心に突き刺さり、私は苦痛を感じました。神の切実な御心と要求をその中に感じ取ったのです。自分の感情や私情に頼ることなく悪人の追放という件を扱い揺らぐことなく神の側に立ち、真理を実践して神の御心を満たすことを、神は私に望んでいらっしゃいました。私は試練を受けているヨブのことを考えました。表面上、ヨブは富を奪われ、子どもたちは死に、召使いは殺され妻と三名の友人が彼を攻撃しましたがそれらの出来事の裏側では、サタンが神と賭けをしていました。それらはヨブに降りかかったサタンの試みだったのです。神への信仰と畏敬のおかげで、ヨブは最後に神の側に立つことができました。サタンに屈辱と失敗を味わわせ、鳴り響くような力強い神の証しをしたのです。表面上は義母からさらなる圧力を加えられたように見えても実際には霊の領域での戦いだったのです。それはサタンの策略であり、私の愛情を利用して真理の実践を妨げる試みでした。それによって悪人が留まり、引き続き教会の働きを乱して破壊できるようにしたのです。しかし神はこの件をお使いになって私を試し私が妻と義母の拘束のせいでサタンに服従するのかあるいは義を守り、真理を実践し、原則に従って行動するのかをご覧になっていたのです。自分の肉を満足させてサタンの側につくほうを選べばそれはサタンの策略に陥ったことを意味しないでしょうか？　そんなことをすれば、私は神の御前で証しを失うでしょう。

それらを考えた私は、自分を反省し始めました。今までずっと、この選択に向き合いながら自分はどうしてにっちもさっちも行かず、あれほどつらい思いをしていたのか？　教会の働きを守る必要性をはっきり認識していたのにどうして自分の感情を基に行動し続け、真理を実践して原則に従って行動するのが難しかったのか？　その後、私は神の御言葉のこの一節を読み、問題の根源を見つけました。「ひどく汚れた地に生まれ合わせて、人は社会に駄目にされ、封建的倫理の影響を受け、『高等教育機関』で教えを受けてきた。時代遅れの考え方、堕落した倫理観、さもしい人生観、卑劣な人生哲学、全く価値のない存在、下劣な生活様式と風俗、これらはすべて人の心をひどく侵害し、その良心をひどくむしばみ、攻撃してきた。その結果、人はますます神から離れ、ますます反対するようになった。人の性質は日ごとに悪質になり、神のために進んで何かを投げ出そうという者は一人としておらず、進んで神に従う者は一人としておらず、さらには神の出現を進んで探し求める者も一人としていない。それどころか、サタンの支配下で快楽を追求しているだけで、泥の地で肉体の堕落にふけっている」（『神の出現と働き』「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から自分の感情の中で生き、真理を実践することができず、神に背いて抵抗する状態にあったのはひとえにサタンに堕落させられていたからだ、ということがわかるようになりました。悪魔の王サタンは社会的洗脳や学教教育を使い「己を怠る者は天罰を受け地が滅ぼす」「身内の絆は他人より強し」「人は木石にあらず。どうして感情を捨てられよう」などといったサタンの哲学を植えつけることで、他人への感情が人生で一番重要だという見方を抱かせ対人関係を守って人の感情を気にかけることが人のあるべき姿だと思い込ませそうしないのは薄情かつ不実なことで、そのせいで他人に非難されると信じさせたのです。私はこうしたサタンの哲学を肯定的なものと捉え、生きる上での原則だと考えるとともにこうしたサタンの哲学や法則に従って生きる中で、原則をもたず、正邪の区別がつかなくなり極めて利己的で、卑劣で、ずる賢く、不実になってしまいました。韓冰を追放する件についても、親戚に恩知らずで薄情だと言われ、家族が壊れることを恐れました。そのせいで教会の働きと兄弟姉妹のいのちを無視したのです。私は本当に利己的で卑劣でした。このように振る舞っていた私は、まさに恩知らずで薄情だったのです。私たちの社会がこれほど暗くて邪悪なのはなぜか、公平さも正義も一切ないのはなぜかを考えるとそれはすべての人がこうしたサタンの哲学や法則に従って暮らしているからです。どのような集団でも、人は肉体に関する感情的な関係にしか関心がありません。一番親しい人たちを擁護するだけです。その人たちが違法行為や犯罪に手を染めたとしても彼らを守って助ける方法を考え、彼らを擁護する中で正邪の区別がつかなくなります。そのとき初めて、こうしたサタンの哲学や法則は理知的かつ倫理的で、人間の観念と一致しているように見えるものの実際にはサタンが人を騙して堕落させるために用いる馬鹿げた誤謬だと、はっきりわかったのです。それらは真理と神に敵対しています。これらによって生きるとき、私たちは神に背いて抵抗し、他人を傷つけ、悪魔の本性を生きることしかできません。以前、私はこのようなサタンの哲学と法則に従って生き悪人を守って彼女の悪事の片棒をかついでいました。しかし、神は過去の過ちを私につきつけることなく、なおも悔い改めの機会を与えてくださいました。それについて、私は心から神に感謝しています。そこで静かに神に祈り、誓いを立てました。神よ、私はこれ以上自分の感情を基に行動したくはありません。あなたの御言葉どおり、あなたが愛されるものを愛し、あなたが憎まれるものを憎み真理の原則を守り、ただちに教会から悪人を追放することだけを願います。

翌日、私は同労者との集まりで韓冰が依然として自分を認識しておらず、一切悔い改めていないと同労者から聞かされました。いまだに挑発を行ない、不和を広め、徒党を組もうとしているというのです。それを聞いて、私はさらに自分を責めました。自分の感情を基に行動し、すぐに彼女を追放せず教会生活を乱すのを許してしまった自分を憎んだのです。その後、次の集会の際、私は意識的に神の御言葉を使い韓冰の悪しき振る舞いを一つひとつ分析して識別するようにしました。そして交わりを通じ彼女に騙された兄弟姉妹も識別力をもち、彼女を拒み始めました。妻も真理を理解した後、韓冰の本性と本質を識別できるようになり彼女は公平に扱われていないと言うこともなくなりました。韓冰が教会から追放されると悪人によって乱されることがなくなったので兄弟姉妹は再び正常に集会に出て、本分を尽くせるようになりました。みんなで神の義を讃えたのです！　私はこの出来事のおかげで、神の家では神の御言葉と真理が力を握っていることすべては真理の原則に従って処理されることそして非信者、悪人、反キリストは神の家にとどまれないことがわかりました。また、サタンの哲学と法則によって生きることは、私たちに苦痛しかもたらさないことも自ら経験しました。それは私たちにも、他の誰にも、一切益をもたらさないのです。神の御言葉によって生きることでのみ、私たちは安心と穏やかさを心から感じることができます。今日、私がもはやサタンの哲学や法則によって生きていないことそして感情の束縛を打ち破り、真理を実践し、少しばかりの義をもって生きられることはひとえに神の救いのおかげであり、神の御言葉の裁きと刑罰の効果なのです。


52. 束縛からの解放

中国遼寧省　周圓

神は言われます。「今こそ、わたしが一人一人の終わりを決めるときであり、人間への働きを開始する段階ではない。一人一人の言動、わたしに従うためにたどった道、生来の属性や最終的にどのようにふるまったかをわたしは記録帳に一つずつ書き留める。こうすることで、どのような人であってもわたしの手から逃れることはなく、みながわたしが定めるように同類の人と共にいることになる」（『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」〔『言葉』第1巻〕）。「どの人の結末もその人の行動からくる本質によって定められるのであり、それは常に適切に定められるのである。誰も他人の罪を担うことができず、他人の代わりに罰を受けることはなおさらできない。これは絶対的なことである。親は子供をかわいがるが、それは親が子供の代わりに義を行うことができるということではなく、また、子供が親に孝行しても、親の代わりに義を行うことができるということではない。これは『ふたりの者が畑にいると、ひとりは取り去られ、ひとりは取り残されるであろう。ふたりの女がうすをひいていると、ひとりは取り去られ、ひとりは残されるであろう』という言葉の背後にある真の意味である。子供をとても愛するがゆえに、悪を行う子供を安息の中に連れていくことができる者は一人もおらず、自ら義を行うがゆえに自分の妻（或いは夫）を安息の中に連れていくことができる者も一人もいない。これは神の行政上の規則であり、一人として例外はいない。義を行う者はつまるところ義を行う者であり、悪を行う者はつまるところ悪を行う者である。義を行う者は生き残ることができ、悪を行う者は滅される。聖なる者は聖なる者である。彼らは汚れた者ではない。汚れた者は汚れた者であって、聖なる要素が少しもない。悪を行う人の子供が義を行なっても、義人の親が悪を行なっても、邪悪な者はすべて滅ぼされ、義人はすべて生き残る。信仰深い夫と不信仰な妻はもともと関係がなく、信仰深い子供と不信仰な親はもともと関係がない。彼らは相容れない二種類の人である。安息の中に入る前に人には肉親があるが、ひとたび安息の中に入ると、もはや語るべき肉親はなくなる」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。終わりの日の神の働きは、人々をその種類に応じて分類する、と神の御言葉は述べています。神は、一人ひとりの結果と終着点をその行動、本性、そして本質に基づき決定されます。これは誰も変えることはできず、神の義なる性質によって決められます。神の御言葉と真理の原則に従って人に接するよう、神は私たちに求めます。たとえ愛する人であっても、感情に基づいて守ったり、ひいきしたりできません。真理に反し、神の性質に背くことになります。

あれは3年ほど前――集会の終わり際に、指導者が私に言いました。「あなたのお父様は、兄弟姉妹の間に不和を引き起こし、教会生活を乱していますお父様と交わり、この問題を解剖し、警告を与えましたが、悔い改めませんでした兄弟姉妹の報告では――お父様は以前、他の場所でも本分において同様の振る舞いを見せていたそうですお父様の邪悪な行いについて、これから情報収集を行います」これを聞き、ドキッとして思いました。「本当に、そんなに深刻なのだろうか」しかし、父が同席した集会を思い返すと――父は確かに教会生活を乱し、真理を受け入れようとしていませんでした。父は集会で――神の御言葉に交わらず、真理とは無関係の会話に終始していました。さらに皆が神の御言葉について静かに考えられないよう、人々を煽っていました。このことを父に伝えましたが――父は聞く耳をもたず、言い訳を並べ立てるだけでした。私は、この状況を教会の指導者に伝えました。その指導者は父と交わり、何度も父に救いの手を差し伸べ――父の行動の本質と結果を説明してくれました。しかし父は認めませんでした。言い訳と反論ばかりで、全く悔い改めませんでした。兄弟姉妹が報告したときよりも、状況は一層悪化したということでしょう。そのとき私の頭に浮かんだのは、これまでに教会において邪悪だと見なされた２人の人物です。彼らは、真理を実践せずに教会生活を乱し――悔い改めなかったために除名されました。父が彼らと同じなら、父も追い出されるのだろうかもし本当に追い出されれば――父の信仰の道は閉ざされるが、父は救いの機会を得られるだろうか考えれば考えるほどパニックになり、心を締めつけられる思いでした。

その夜、私は寝つけずに、何度も寝返りを打ちながら――父についての皆の言葉を考えていました。彼らはただ、教会生活を混乱から守ろうとしていただけです。それは兄弟姉妹のいのちの入りを考えてのことです。神の御心に沿っています。私の知る父の振る舞いを、指導者に伝えるべきか迷いました。幼い頃の優しかった父のことを思いました。兄と私がケンカしたときには――私に非があっても、いつも父は私の味方をしてくれました。寒い季節、学校に温かな布団がないと知ると――100キロもの道のりを自転車で走り、布団を届けてくれました。本分を尽くすために家を空けがちだった母に代わって――料理や私の世話をしてくれたのは父でした。そんなことを考えれば考えるほど、涙が止まらなくなりました。私は思いました。「父は私を育ててくれた人。もし私が父を暴露したら――それを知った父から、思いやりのない非情な人間だと責められるのではないかそのあと、どんな顔をして父と暮らせばいいのか」気乗りしないままに父の行動について筆を執りましたが、書き進められませんでした。そして思いました。「知っていることをすべて書いて、父が追い出されたらどうしようやっぱり、書くべきじゃない」深い眠りについて現実を忘れたかったのですが、一睡もできませんでした。心が落ち着かず、罪の意識を感じていました。最近の父の言動は褒められたものではなく、私は父の昔の行いも少し知っていました。黙っていれば、事実を隠していることになるのでは？　大きな葛藤を感じ、神の御前で祈りをささげました。「神様、私は父の悪行を知っています教会の働きを支え、知っていることを正直に打ち明けるべきだと言うことはわかっていますしかし、父が追い出されると思うと、それができません神様、私が真理を実践し、誠実な人間であり、教会の働きを支えられるようお導きください」祈りをささげたことで、気持ちが少し楽になりました。そして次の御言葉を読みました。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か。こうしたことを頻繁に自問し、考えてみなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。「人間はすべて感情の中に生きていることを暴露する。だから、神は人間を誰一人として避けることなく、全人類の心の中に隠されている秘密を暴き出す。なぜ人にとって、感情から自分を切り離すことがそんなにも困難なのか。そうすることは良心の基準を超えるのか。良心は神の旨を達成することができるのか。感情は人が困難を切り抜ける助けができるのか。神の目には、感情は敵と映る。このことは神の言葉にはっきりと述べられていなかっただろうか」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第二十八章」〔『言葉』第1巻〕）。これらの問いに、私は答えられませんでした。私は十分認識していました。父は真理を追求せず、集会を乱し、人々が神の御言葉を飲み食いするのを妨げていたこと。誰の説教も聞かず、人に偏見を持ち、陰で人を論断し、不和を招いていたことを。しかし私は感情に縛られ、兄弟姉妹のいのちの入りが阻まれていることに留意できませんでした。私はただ、父をかばい守りたいがために、指導者に打ち明けたくなかったのです。真理を実践せず、神の御心に心を配っていませんでした。かつて教会から追い出された２人の悪人について、私は考えました。真理の実践を拒み、教会生活を阻害する彼らの姿を見て――私は怒り、正義をもって彼らを厳しく暴露しました。ではなぜ、父の振る舞いについては正直に記せなかったのでしょう。私は、誠実な人間ではなく、正義感に欠けていたのです。この重要なときに、真理を実践せず、教会の働きも支えていませんでした。それどころか、感情のままに父を守り、その悪行を隠し、真理の原則に背いていたのです。これでは、サタンの味方をし、神に敵対しているのではないかこれに気づいた私は、神に祈り、悔い改めました。「もう私は感情に流されたくありません。父について正直でありたいのです」。

祈りのあとで、私は父の悪行を思い返し――ひとつひとつ列挙しました。福音執事時代、父は、パートナーの張兄弟に偏見を持つようになりました。他の兄弟姉妹の前で張兄弟を論断し、差別しました。張兄弟は心に傷を受け、否定的になりました。指導者が刈り込みと取り扱いを行っても、父は聞きませんでした。兄弟姉妹に問題を指摘されても、全く受け入れませんでした。父は常に他の人の粗を探し、弱点をついていました。「私は長年信仰している。すべてを理解している」そう吹聴もしていました。私が積極的に本分を尽くしているのを見ると、金銭や世俗的な事柄を求めるよう私に促しました。常に否定的な言葉を投げかけ、本分に対する私の熱意をそごうとしました。あるとき、父が車の事故に巻き込まれました。様子を確認し、真理を説教するために林兄弟が教会から来て――自らを振り返り、教訓を得るよう父に促しました。しかし父は全く従わず、事実を曲げ――林兄弟が父をからかうために来たという噂を広めたのです。これにより、一部の兄弟姉妹が林兄弟に偏見を持つようになりました。これらを考えると、私の心に驚きと怒りの感情が込み上げました。「この人は本当に私の父だろうか。これでは悪人ではないか」私は常に、父が長年にわたる信仰のなかで福音の本分を尽くし、苦しみ、代償を払っていると思っていました。うわべの父にだまされ、父の信仰が本物だと考えていました。きちんと父の行動を理解しようとしませんでした。それほど私は愚かで、盲目だったのです。感情に流され、父をかばい守ろうとしたことを深く後悔しました。そして次の神の御言葉を読みました。「教会内で毒々しい邪悪な言葉を放ち、兄弟姉妹の間で噂を広め、不和を助長し、派閥を組む者たちは、教会から追放されるべきであった。しかし、現在は神の働きの別の時代であるため、そのような人は制限を受ける。なぜなら、彼らは確実に淘汰されるからである。サタンにより堕落させられた者はみな性質が堕落している。性質が堕落しているだけの人がいる一方で、そうではない人もいる。そのような人は堕落した性質をもっているだけでなく、本性もまた悪意を極めているのである。彼らの言動が堕落したサタン的性質を示すのみならず、彼ら自身が真の悪魔サタンである。彼らのふるまいは神の働きを妨害し、混乱させ、兄弟姉妹のいのちへの入りを阻害し、正常な教会生活を破壊する。彼らのような羊の皮を被った狼は、遅かれ早かれ一掃されなければならない。こうしたサタンの僕に対しては、手厳しい態度、拒絶の態度で臨む必要がある。そのようにすることだけが神に味方することであり、そのようにできない人は、サタンとともに泥の中で転げ回っているのである」（『神の出現と働き』「真理を実践しない人への警告」〔『言葉』第1巻〕）。父の振る舞いを、神の御言葉に照らし合わせると――父が表していたのは、よくある堕落ではなく、邪悪な性質でした。父は表面上は熱心で、苦しみながら本分を尽くしていました。共産党の迫害を受けても、福音を広め続けていました。しかし真理を受け入れられず、憎んでさえいました。父の行動は、そのずる賢く、邪悪な性質をよく表していました。本質的にサタンのような悪人である父は、教会から追い出されるべきでした。私は実の娘ですが、感情に流されるわけにはいきませんでした。信仰する神の味方をし、サタンを暴き、拒絶しなければなりません。私が担当するグループの兄弟姉妹は、父の正体を全く知りませんでした。彼らがこれ以上、父にだまされることがないよう、彼らと交わり、父の邪悪さを暴く必要がありました。でも心配になりました。「彼らのなかには、父がきっかけで信仰の道に入り、父と仲のいい人がいる私が父を暴けば、彼らは私を思いやりのない非情な人間だと思うのではまた、父が追い出され、救いの機会を失えば父は深く苦しむだろう」そう考えると本当につらく、兄弟姉妹と交わる気が失せました。その夜、布団の中で眠れぬまま考えました。もし私が父の邪悪さを暴かず――兄弟姉妹が父に惑わされ、父の味方をしたら――彼らは父の悪行に加担することになる惑わされていると知りながら交わらないことは、害を与えることと同じではないかそう考えると自責の念が込み上げ、神に祈りをささげました。「神様、私は今、多くの悩みを抱えています。どうか私に信仰と強さをください真理を実践し、悪人を暴露できるようお導きください」。

祈ったあと、神の御言葉の一節を読みました。「人は互いにどう接し合うべきかについて、神の言葉の中で言及されている原則は何ですか。神が愛するものを愛し、神が憎むものを憎め、ということです。つまり、神が愛する人、真に真理を求めて神の旨を行なう人こそまさに、あなたが愛するべき人なのです。神の旨を行なわない人、神を憎む人、神に従わない人、そして神が憎む人は、わたしたちもまた憎んで拒むべき人です。これが神の言葉において求められていることなのです。……恵みの時代、主イエスは『わたしの母とは、だれのことか。わたしの兄弟とは、だれのことか……天にいますわたしの父のみこころを行う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、また母なのである』と言いました。この発言は恵みの時代にすでに存在していましたが、神は現在、『神が愛するものを愛し、神が憎むものを憎め』というさらに適切な言葉を発しています。この言葉は急所を突いていますが、人はしばしばその真の意味を理解できません。ある人が神に呪われていたとしても、外見上はまったくよく見えるなら、あるいはその人が自分の両親や親戚なら、あなたはその人を憎むことができず、またあなたがた二人のあいだには強い親近感や密接な関係さえあるかもしれません。神のこうした言葉を聞くと、あなたは当惑し、そのような人に対して心を鬼にすることも、その人を捨てることもできません。そこにはあなたを縛る伝統的な観念があるからです。そんなことをすれば天の怒りを招き、天に懲罰され、果ては社会から捨てられ世論に断罪されると、あなたは考えているのです。さらに、より実際的な問題として、それがあなたの良心に関わっているということがあります。この良心は、子どものころに両親から教わったこと、あるいは社会文化の影響や感化に由来するものですが、そのいずれかがあなたの中にこのような考えの根源や方法を植えつけており、それゆえあなたは神の言葉を実践し、神が愛するものを愛して神が憎むものを憎むことができないのです。しかし、あなたは心の奥底で、それらを憎んで拒むべきだということを知っています。と言うのも、あなたのいのちは神から来たものであり、両親から与えられたものではないからです。人は神を礼拝して神のもとに立ち返らなければなりません。あなたはそのように言い、また考えもしますが、このような考え方に乗り換えることも、それを実践することもまったくできません。そこで何が起きているか、あなたがたは知っていますか。これらの物事があなたをきつく、かつ深く縛ってきたのです。サタンはこれらの物事を用いてあなたの考え、精神、心を縛り、あなたが神の言葉を受け入れられないようにします。そのような物事があなたを完全に満たしており、神の言葉が入る余地もないほどです。さらに、あなたが神の言葉を実践しようとしても、これらの物事があなたの内側で効果を発揮し、神の言葉や要求に反論させ、あなたがこれらの結び目から逃れることも、この束縛から自由になることもできなくさせているのです」（「自分の誤った考えを認識することでのみ自己認識ができる」『キリストの言葉の記録』）。私は理解しました。他者に対する扱いにおいて神が私たちに求める原則は、神が愛するものを愛し、憎むものを憎むことです。真理を愛し、神の御心に従う者が愛をもって扱われるべきであり――真理を嫌い、神に抵抗する者が憎まれるべきなのです。この実践だけが、神の御心に沿うものなのです。しかし私は、父のことになると常に感情に縛られ、父を守り、かばってしまいました。神が愛するものを愛せず、神が憎むものを憎めませんでした。「血は水よりも濃し、身内の絆は他人より強し」「人は木石にあらず。どうして感情を捨てられよう」という、サタンの古い観念に心を支配されていたからです。善悪の区別もつかず――父の悪行を暴露することは倫理に反する、良心的でない行為だと考えていました。他者からの批判や糾弾を恐れていました。家族との肉の関係を守るために、真理を貫かず、悪人を暴露しませんでした。神の家の働きや、兄弟姉妹のいのちの入りにも無頓着でした。それこそが、本当に良心と人間性を欠く行いだったのです。サタンの古い観念により、私は知らないうちに――真理を実践せず、サタンの味方となって神に抵抗していたのです。「悪魔や悪人の扱いに良心を持つべきである」とは、神は一度も言っていません。「愛する者がサタンの味方である場合、彼らを拒むことは背徳行為だ」とも言っていません。律法の時代、ヨブの不信心な子どもたちは悲惨な死を迎えました。しかしヨブは、我が子について感情のままに神に話すことも、不満を言うこともありませんでした。それどころか、神の御名をあがめたのです。恵みの時代、ペテロの両親は息子を抑えつけ、信仰を阻みました。ペテロは両親を見捨て、家を出ました。神に従うために、すべてを捨てたのです。これにより神の賞賛を得ました。ヨブやペテロの経験を考えると――「神が愛するものを愛し、神が憎むものを憎め」との神の要求が、いくらか理解できました。

私は、さらに神の御言葉を読みました。「神を信じない反抗者でないならば、サタンや悪魔、神の敵となることなどないはずだ。彼らは神に背く者ではないのか。口先だけで信じると言うが真理を持っていない人たちではないのか。祝福を受けることだけは追い求めるが、神のために証しをすることができない人たちではないだろうか。今日あなたは依然としてこのような悪魔と付き合い、良心と愛を悪魔に向けている。そうであれば、あなたはサタンに善意を示しているのではないか。それは、悪魔に同調すると考えられないだろうか。依然として善悪を区別できず、神の旨を求めようとすることも、どんな形であれ神の意図を自分のものとして抱けるようになろうとすることもないまま、無闇に愛情深く、慈悲深くあり続けるなら、そのような人の結末はもっと悲惨だろう。……わたしが憎み嫌い、反対するものと相容れて、その上敵に対する愛や個人的な感情を抱いているなら、あなたは不従順ではないのか。あなたは故意に神に逆らっているのではないか。このような人が真理をもっているだろうか。敵に対する良心、悪魔への愛、そしてサタンへの憐れみを抱いているなら、そのような人はみな、故意に神の働きを妨げているのではないか」（『神の出現と働き』「神と人は共に安息へと入る」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んだ私は、深く落ち込み、罪悪感を抱きました。父が真理を嫌い、いつも教会生活を乱していたのを、私は知っていました。父の本性と本質は悪でした。しかし、私は父に対して良心と愛を持ち続けていました。父をかばい、守りさえしました。これは神の言うところの――「サタンに善意を示す」、また「悪魔に同調する」行為ではないでしょうか。私は公然と神に背き、教会生活を乱していたのでは？　神の家では、真理と義が支配します。悪人や反キリストなど、サタンの悪の力はどれも続きません。神によって暴かれ、排除され、教会から追放されなければなりません。これは神の義なる性質により決められています。しかし私は、悪人をかばい、神の家に留まらせようとしました。悪人が教会生活を乱すことを、私は許していたのではないでしょうか。悪しき敵を助け、神に背いていたのではないでしょうか。そのままでは、悪人とともに神による懲罰を受けることになっていたでしょう。それに気づき、少し怖くなりました。神の義なる性質は、背きを許しません。個人的な感情から悪人をかばうのは、とても危険な行為なのです。もう私は、感情に基づく言動はできません。自分の父親であっても――真理を実践し、神が愛するものを愛し、神が憎むものを憎み、神の家の利益を守らなければなりません。

その後、私は集会に足を運び――父の振る舞いと悪行について、すべてを明らかにしました。それまで父に惑わされていた兄弟姉妹も父の本質を理解し――教会は、父の除名を通告しました。私は家に帰り、通告を読み上げ、悪行について父と話しました。驚くことに父は、馬鹿にしたように言いました。「追い出されることは、前から分かっていた長年神を信じてきたのは、祝福を受けるためだけだ。それがなければ、とっくに信仰を捨てていたさ」悔い改める気持ちが父にみじんもないことを知り――父の悪の本性が完全に明らかになったことが、はっきりと分かりました。父が追放されてから、教会を乱す悪人はいなくなりました。兄弟姉妹は集会で、何の邪魔もなく、神の御言葉を読み、真理を交われるようになりました。彼らは正常に本分を尽くし――教会生活は結実しました。神の家では真理と義が支配しています。神の御言葉に従って真理を実践すれば、私たちは神のお導きと祝福を目にできるのです。父のことに関して、私は次第に個人的な感情から自分を解き放ちました。そして最終的には、真理を少し実践し、教会の働きを支えられるようになりました。これはすべて、神の御言葉の裁きと刑罰により達成されたものです。


53. 自分勝手を解決するには

チェコ张静

全能神は言われます。「人の行ないが善か悪かを判断する基準は何ですか。それは、考えや表現や行動において真理を実行に移し、真理の現実を生きる証しを有しているかどうかによります。その現実がなかったり、それを生きていなかったりすれば、あなたは間違いなく悪を行なう者です。神は悪事を行なう人をどのように見ていますか。あなたの考えや外面的行動は神の証しをするものでも、サタンを辱めたり打ち負かしたりするものでもありません。むしろ神を辱めるものであり、神に恥をかかせる印に満ちています。あなたは神への証しをしておらず、神のために自分を費やしておらず、神に対する責任と義務を果たしていません。むしろ自分のために行動しているのです。『自分のために』とは何を示唆していますか。サタンのために、ということです。ゆえに、神は結局『不法を働く者どもよ、行ってしまえ』と言うでしょう。神の目から見ると、あなたは何の善行もしておらず、むしろあなたの振る舞いは邪悪なものに変わってしまったのです。神の承認を得るどころか、断罪されてしまいます。神をこのように信じている人は、何を得ようと求めていますか。このような信仰は結局無に帰してしまうのではないでしょうか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。神の御言葉から分かるのは、たとえ本分を尽くすために自分を費やしたり苦しんだりしても、神に満足いただくことが動機でなく、真理の実践を証しすることもなく、ただ自分を満足させるなら、神はそれを悪とみなし、忌み嫌われるということです。数年前、私はある姉妹が教会の働きを妨げているのに気づきました。でも私には、真理を実践する勇気も原則を守る勇気もなく、彼女を怒らせるのを恐れていました。彼女の行動をすぐに暴いて報告することができず、そのせいで福音の働きに支障が出ました。私にも非があったんです。このことについて考えるたび、後悔と自責の念に苛まれます。

2018年3月の終わり頃、私たちのチームのリーダーとして陳姉妹が加わりました。しばらくすると、彼女が責任を持って本分を尽くしていないことに気づきました。福音を説いた人の中に終わりの日の神の働きを調べたいと思う人がいても、すぐに交わりや証しの準備をせず、結果として福音の働きが遅れたのです。彼女を見つけて交わりをしましたが、悪く取られるのを恐れて彼女の問題にはほとんど触れませんでした。彼女が言うには、自分には別の本分があるので対応しきれない、でも今後はちゃんとやるとのことでした。彼女は軽く考えすぎてるとすぐに分かりました。事の深刻さを認識してなかったんです。もっと何か言わなければ。こんなことが二度と起きず、教会の働きに遅れが出ないように。でも口を開こうとした途端、こう思いました。「彼女はリーダーで私はただのチームメンバー。彼女の問題を指摘すれば、出しゃばりでお節介だと思われ、傲慢で理知がないと言われるんじゃないか。もう忘れて何も言わないでおこう。彼女だってリーダーなんだから、この本分の重要性は理解してるはず。今後はちゃんと対処するだろう」少し不安でしたが、この件を再び持ち出すことはしませんでした。

それからまもなく、信仰義認派教会の説教師から終わりの日の神の働きを考察したいと言われました。時間がないにもかかわらず、こんな大事な時に陳姉妹と連絡が取れません。それで交わりをしてくれる別の福音チームのリーダーを急いで探しました。それを知った陳姉妹は、私を厳しく叱ってこう言いました。「なぜ他のチームのリーダーに対応させたの？　間に合わなかったのは私の問題だし、どんな件でも責任者は私。他の人を連れてくるなんて原則に沿ってないわ」私は交わりの場で彼女とこの問題について話したかったのですが、こう思い直しました。「彼女から取り扱いを受けて叱られたばかりなのに、ここで彼女を批判したら、いったいどう思われるだろう？　いつも顔を合わせてるし、もしも関係がぎくしゃくしたら、きっと物事を進めにくくなる。忘れよう。悩み事は少ないほうがいい。私はただ自分の本分を尽くそう」そうして彼女に言いたいことを我慢しました。

それからおよそひと月後、ある教会の同労者が全能神の働きに関心を持ちました。陳姉妹にそれを何度か伝え、「交わりをする人が必要なんです」と言うと、彼女はその時こそ同意しましたが、驚いたことに二日経っても何の準備もしてませんでした。私は腹が立ちました。「何度も伝えたのに。それに急ぎの件だと言ったのに。どうして真剣に考えてくれないの？　いや、福音の働きがこんな風に滞るのをぼんやり見てはいられない。チームの兄弟姉妹と話し合って、彼女の問題をどうにか解決しなきゃ」でも他の人たちに連絡しようとすると、私はまた葛藤してしまいました。みんなと話し合っているのを陳姉妹に知られたら、私がわざと彼女を標的にしていると思われる。彼女を怒らせたらきっと私に仕返しして、口実を見つけて私を本分から外すだろう。出る釘は打たれてしまう。そこで誰かがこの件を持ち出すのを待つことにしました。

その夜、陳姉妹がほったらかしにした数々のことを考えて、とても不安になりましたが、それでも指摘する勇気はありませんでした。私は自分の責任を全く果たせていなかった。不安を覚え、神の御前に出て祈りました。そして祈りの後、こんな神の御言葉を読みました。「人の人間性には良心と理知の両方が備わっていなければなりません。両者とも最も根本的で重要なものだからです。良心を欠き、正常な人間性の理知をもたないのはどのような人ですか。一般的に言えば、それは人間性を欠いた人、悪しき人間性の人です。それをじっくり分析しましょう。この人には人間性がないと言われるほどの堕落した人間性を、そうした人はどのように示しますか。そのような人がもっている特徴はどういったものですか。そうした人が示す事柄は、具体的にはどのようなものですか。そのような人の行ないはいいかげんで、個人的に関係ないことには無関心です。神の家の益を考慮せず、神の旨に配慮を示すこともありません。神を証しすることや本分を尽くすことの重荷を負わず、責任感などまったくないのです。……また、本分を尽くす中で問題を見ていながら黙する人さえいます。他の人たちが妨害し、かき乱しているのを見ても、止めようともしないのです。彼らは神の家の益を微塵も考慮せず、自分の本分や責任についてもまったく考えません。彼らが語り、行動し、注目を集め、努力し、精力を費やすのは、ひとえに自分の虚栄心、名声、地位、利益、そして名誉のためなのです。……そうした人に良心や理知はありますか。良心や理知がなく、そのように振る舞う人は、自責の念に囚われるでしょうか。そのような人の良心は無益であり、自責の念を感じたことがありません。それならば、そのような人がどうして聖霊の咎めや懲らしめを感じられるでしょうか。いいえ、決して感じられません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。神の御言葉が心に刺さりました。自分はまさに神が暴かれてるような人じゃないのか。良心や人間性に欠け、本分を尽くすことに対して無責任で、自分の利益を守るために冷たく無関心な態度を取っていた。神の御心を想うことも、教会の働きを守ることもしてなかった。陳姉妹が本分に真摯でなく、その場しのぎでやっているだけで、すでに福音の働きを害していると分かっていたからには、交わりの場で指摘すべきでした。でも口出しするなと言われるのが怖くて、彼女の問題をやり過ごしました。彼女はその後、ほんの少しも変わりませんでした。もう一度それに触れ、そのように本分を尽くすことの本質や結果を分析したくても、彼女を怒らせたら面倒なことになり、本分から外されてしまうのではないかと恐れた。私は見て見ぬふりをして、考えないようにしました。神の家のために立ち上がろうとせず、ただ自分の体面、立場、利益を守ろうとして、チームリーダーのいい加減さを見ているだけ。良心がどこにあるのでしょう？　災害がますます悪化している今、より多くの人が真の道を考察しなければならない。人々が終わりの日の神の救いを受け入れるようにすること、それが急務です。なのに私はその責任をちゃんと果たしてなかった。自分を守ることばかり考えて、神の家の益を考えず、神の御心を想っていませんでした。本当に自分勝手。そう考えるうち、自分は本当に神を失望させてしまったと感じました。「このままじゃいけない。どうにかしてこの問題を解決しなきゃ」そこでチームの兄弟姉妹に連絡してこの件を話し、陳姉妹の問題にどう対処すればいいかみんなで考えました。そして誰かが彼女と協力し、役割を分担するべきだという意見にまとまりました。そうすれば互いに助け合って監督し合える。

その日の午後、私は陳姉妹に電話して話し合った内容を伝えました。彼女の最近の行動と、彼女が福音の働きに与えた害を詳しく話したんです。ところが何と、陳姉妹は自分の振る舞いを悔やむことも、自責の念を感じることもなく、私たちの提案を拒絶しました。自分に協力する人なんかいらないと頑なに言うんです。自覚がないのだと思って交わりを続けようとしましたが、私が話し終わらないうちに、彼女は用事があると言って電話を切ってしまいました。私は思いました。「陳姉妹は地位があるのに実際の働きをせず、パートナーもいらないって言う。横暴じゃない？　これが続いたら神の家の働きが遅れてしまう。だめ。彼女にこの問題をちゃんと指摘しなければ」それから数日間、私が連絡し続けても彼女は一切返事をしませんでした。神の家の働きが遅れるのをただ見守るだけでした。この事を教会指導者に一刻も早く報告しなければと思いましたが、そうしようとするとまた背を向けたくなったのです。「指導者に報告したのが私だと陳姉妹に知られたら、いったいどうなるだろう？　彼女が怒って、口実を見つけて私を本分から外したらどうしよう？　それに兄弟姉妹が、私は陳姉妹の件ばかり取り上げて、彼女を公平に扱っていないと言ったらどうなるだろう？」本当に悩みました。もし何も言わなければ、チームの働きが滞るのを見ているだけになってしまう。でも何か言ったら彼女を怒らせてしまうはず。その時、ある姉妹が私のところへ来て、他のチームに移る気はないかと訊きました。私は「別の本分を尽くすのがいいかもしれない。そうすれば今のチームを離れられる。毎日罪悪感を覚えることも、苦しむこともないだろう」と思いました。その後、チームの他の姉妹に私の考えを話したんですが、彼女はそれを聞いてこう言いました。「あなたは一番古くからチームにいるメンバーで、働きのことを一番よく分かっています。陳姉妹はチームの問題に見て見ぬふりをしている。今がこのチームを離れる時だと本当に思いますか？」彼女にそう言われてひどく後悔しました。自分は他の誰よりもチームの働きについて分かっているのに、神の家の働きが妨げられるのをぼんやり見ているだけだった。見て見ぬふりをしただけでなく、問題から背を向けようとした。それでは神の家の益を守っていません。私は神の御前に出て祈り、導きを求めました。

その後、デボーションの時に神の御言葉を何節か読みました。神は言われます。「必ず肯定的な側面から入り、消極的ではなく積極的にならねばならない。どのような状況においても、誰にも何事にも動揺してはならず、誰の言葉にも影響されてはならない。安定した性質を持たねばならないのだ。人々が何と言おうとも、真理だとわかっていることをすぐに実践しなさい。誰と向き合っているときも、わたしの言葉が常に心の中で働いていなければならない。ゆるぎなくわたしを証しし、わたしの重荷に配慮できなければならない。混乱して自分の考えを持たないまま、盲目的に人に同意するようなことはせず、わたしから来ていない事柄には立ち上がって反対する勇気を持たねばならない。何かが間違いだとはっきりわかっていながら沈黙しているなら、あなたは真理を実行する人ではない。何かが間違いだと気づいていながら、話を変えてしまいサタンに妨害されて、無意味なことを話すだけで最後までやり抜くことができなくなるなら、それはまだ心に恐れを抱いているということだ。それならば、あなたの心はいまだにサタンの思いに満たされているのではないか」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十二章」〔『言葉』第1巻〕）。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か。こうしたことを頻繁に自問し、考えてみなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。相次ぐ問いを読むうちに、神が目の前に立たれ、私に責任を問うているように感じました。一言一句が打撃で、私は自分に問いました。「自分は神の重荷を想ってきただろうか？　神のために義を実践してきただろうか？　断固として真理を実践してきただろうか？」答えはすべて「否」でした。神の恵みによってこうした重要な本分を尽くすよう高められたのだから、責任を果たし、兄弟姉妹と協力してきちんとやるべきなんです。チームリーダーがいい加減で、何度も福音の働きを遅らせたのを私は見た。彼女は実際の働きをしない偽のリーダー。私が立ち上がって彼女のことを報告すべきだった。でも彼女を怒らせて本分から外されるのを恐れ、知らないふりをして、彼女が神の家の働きを妨げるのを見ていただけ。神の家の働きを守ろうとしなかったんです。私はとても自分勝手で卑劣でした。正義感も責任感もないんです！　事あるごとに自分の体面と立場を守り、陳姉妹のように神の家の福音の働きを妨げることはなかったけれど、問題を見ても声をあげず、真理を実践しなかった。私はサタンの側について、神の家の働きを乱していたのでは？　よそ者の味方になり、サタンに加担して恩を仇で返していたのでは？　そう考えると自分のことが本当に嫌になりました。どうしてこんなに自分勝手で人間性に欠けていたのでしょう？　このままじゃだめなのは分かっていました。薄氷を踏んで自分を守ることはもうできません。真理を実践して正義感をもつ人になり、神の側に立って神の家の益を守らなければ。この瞬間、陳姉妹のことを報告しようと決意しました。ちょうどその時、ある姉妹から、新しい信者の何人かがある噂を聞き、弱って後ろ向きになってしまったと聞きました。陳姉妹が問題解決のために交わりの場をすぐ設けなかったので、彼らは誤った方向に導かれてしまい、信仰を離れそうになっていたのです。これを聞いて私は自分を憎みました。自分が真理を実践しなかったせいでひどいことになったのです！　その後、私を含めたチームの何名かが教会指導者に陳姉妹の問題を話しました。すると驚いたことに、指導者はその日のうちに調査して陳姉妹を解任したんです。後に指導者はこう言って私を叱責しました。「彼女がこんなに長く働きを遅らせていながら、なぜあなたは言わなかったのですか？」私はこれを聞いて一層後悔し、罪の意識を感じました。

後に自分自身を振り返り、陳姉妹が自分の本分に責任を持たず、神の家の働きを遅らせていることを知りながら、なぜそれを暴いて報告しなかったのかと考えました。自分が真理を実践しなかった根源は何なのか？　その後、神のこの御言葉を読みました。「人が神の働きを経験し、真理を得るまで、人を内側から管理し支配するのはサタンの本性です。この本性は具体的に何を伴っているでしょうか。例えば、あなたはなぜ利己的なのですか。なぜ自分の地位を守るのですか。なぜあなたはそのような強い感情を持っているのですか。なぜそうした不義な物事を楽しむのですか。なぜそのような悪を好むのですか。あなたがそのような物事を好む根拠は何ですか。それらの物事はどこから来るのですか。あなたはなぜそれらを喜んで受け入れるのですか。それらの物事の背後にある主たる原因は、サタンの毒があなたの中にあることだと、あなたがたは今ではみな理解しています。サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、『人はどのように生きるべきか。人は何のために生きるべきか』とあなたが尋ねたら、人々は『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』と答えるでしょう。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの哲学が人々のいのちとなったのです。何であろうと、人は追い求め、自分のためにそれを行ないます――ゆえに、人は自分のためだけに生きているのです。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』――これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。こうしたサタンの言葉こそサタンの毒であり、人がそれを取り込むと、それは人の本性となるのです。サタンの本性はこれらの言葉をとおして暴露され、これらの言葉がサタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（『終わりの日のキリスト講話集』の「ペテロの道を歩むには」）。神の御言葉で分かりました。私が真理を実践しなかったのは、こんなサタンの処世哲学で一杯だったから。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「賢い人は保身に長け、ひたすら過ちを犯さないようにする」「己に関わりのないことは見過ごせ」「余計なことはしないほうがいい」それに「出る杭は打たれる」これらがずっと前から私の一部、私の本性になってたんです。こうしたことで生きていたので、利己的でずる賢く、自分勝手になってしまい、問題に直面すると自分の利益を守らずにはいられませんでした。信者になる前、仕事をして生活してた時は、たとえ誰かが過ちを犯しても、怒らせるのが怖くて黙ってた。信者になってもそうしたサタンの哲学で生き続け、本分を尽くしていても自分の利益を守ってしまい、真理を実践できなかった。陳姉妹がいい見本。彼女が実際の働きをせず、意見を受け入れない偽のリーダーだと分かったからには、立ち上がって報告すべきだった。でも私は、報告が無駄になって本分から外されることを恐れた。「出る杭は打たれる」「余計なことはしないほうがいい」っていうのが私の人生哲学だった。私は臆病者。無責任な人が物事を乱すのに任せ、立ち上がろうとしなかった。本当に自分勝手で信用できない。本分を尽くして神の家の益を守るのは正しいことで、神の御心にかなってる。誰かが神の家の働きを妨げたら、すぐ神の側に立ってその益を守るべき。それが選民に対する神の要求、そして私の本分と責任。でも私は首を突っ込んで自分の利益が損なわれるのを恐れ、神の家の働きのために立ち上がろうとしなかった。本分も責任も果たしてなかったの。私ってどういう信者？　自ら立ち上がらず、サタンと妥協して見て見ぬふりをした。無責任な人が神の家の働きを妨げるのを許した。立ち上がろうとしなかった私には気骨が全然ない。人格も尊厳もないまま生きてたの。彼女が神の家の働きを妨げているとはっきり知りながら、見て見ぬふりをしただけじゃなく逃げだそうとした。サタンの側に立って神に反抗してたのでは？　それは神に対する大きな過ち。そう考えると、私は真理を実践できず、報告したら本分から外されるんじゃないかと恐れてた。でも実際には、全員で陳姉妹のことを報告すると、彼女はすぐに解任された。私は本当に恥ずかしくなって気づいたの。神の家ではキリストと真理が支配してるって。真理を実践せず神の家の働きを妨げる者は、そこに居場所を得られない。悔い改めなければいつか淘汰される。でも私は真理の原則に沿って物事を見ず、ただ権力と地位に縛られてた。責任者を上役と見なして、その人を怒らせたら神の家で居場所がなくなると思った。神の家も社会と同じように暗く、公正さも正義もないと思ってたの。それって神への冒涜では？　神がこの環境を整えて私を暴かれなければ、また御言葉の裁きと刑罰がなければ、私はまだサタンの哲学で生きることの恐ろしい結末を知らなかったはず。この件から私が学んだのは、神を信じる人として、御言葉で生き、真理を実践し、原則を守っていれば、安らぎと穏やかさを得られるってこと。それは信者が行なうべき正義でもある。その後チームの全員で、経験して得たものについて交わりました。程度の差はあれみんな教訓を得て、特に神の義なる性質が分かりました。チームの働きも徐々に改善していきました。

その後の本分で、別のチームのリーダーを務める劉姉妹とひと月以上一緒に働いたのですが、傲慢で独断的なのに気づきました。他人の提案をめったに受け入れず、すでに神の家の働きを妨げていました。今度こそ教会指導者に知らせなくては。でもそのとき、「私たちは一緒に働いて間もないから、彼女のことをよく知らない。間違ってたらどうしよう？　調べても彼女に大きな問題が見つからなかったら？　指導者や他の人にどう思われるだろう？　荒さがししてると思われるかしら？　それに劉姉妹が知ったら、私のことをどう思うだろう？　だめ、何も言っちゃいけないわ」そうして見て見ぬふりをしようとしたところ、良心の咎めを感じました。以前、陳姉妹のことをすぐ報告しなかったせいで、福音の働きに害が出たことを思いだした。私は深く後悔してこう思いました。「自分勝手で卑劣な生き方はできない。今回こそ後悔しないようにしなきゃ」その時、神の御言葉の一節が頭に浮かびました。「本分を尽くしている一人ひとりにとって、真理の理解の深さがどれほどであろうと、真理の現実に入ることを望むなら、自分が行なうすべてのことにおいて神の家の益を考え、自分の利己的な欲求、個人的な意図、動機、面子、地位を捨てるのが最も簡単な実践の方法です。神の家の益を第一にしなさい。これが行なうべき最低限のことです。本分を尽くしている人がこの程度のことさえできないのであれば、どうして本分を尽くしていると言えますか。それは本分を尽くしているのではありません。まずは神の家の益を考え、神自身の益を考え、神の働きを考え、それらを第一に、最優先に考えなければなりません。その後で初めて、自分の地位の安定や、他人が自分をどう見るかを考えることができます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「自分の真心を神に捧げると真理を得ることができる」）。神の御言葉は実践の道を示してくれました。つまり自分の利益を考えず、神の家の益を最優先にすること。どう思われるかなんて気にせず、神の家の働きにとって正しいことをする。私たちは知り合って間もないし、彼女のことをよく知らない。だけど彼女の振る舞いは神の家の働きを妨げてた。自分が見たことを伝え、動機を正して本分と責任を果たさなきゃ。その後、教会指導者に劉姉妹の問題を伝え、調査が行なわれたあと、彼女は原則に沿って解任されました。それを聞いて安心と安らぎを感じ、神の家の益を守ったと思いました。唯一の有意義な生き方は神の御言葉で生きることだと実感したのです。


54. 報告すべきか、せざるべきか

中国山西　楊依

全能神は言われます。「あなたがたは自らの運命のために神の承認を求めなければならない。つまり、自らが神の家の一員であることを認識している以上、あなたがたは神に心の平安をもたらさなければならず、万事において神を満足させなければならない。言い換えると、あなたがたは行いにおいて原則にかなっており、かつ真理と一致しなければならないということである。それを実行できなければ、あなたは神に嫌い捨てられ、あらゆる人々から拒絶される。ひとたびそのような窮状に陥れば、あなたは神の家の一員ではなくなる。それはまさしく、神に承認されていないことを意味する」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。神がお求めになる、原則に基づき真理に沿った行動をとること。それは信者としての義務でもあります。この基準に達しないと神の承認は得られません。以前、私は堕落した性質にいつも縛られ、原則に沿った言動をしなかった。教会の偽指導者や偽の働き手を見つけてもあえて暴露も報告もせず、神の家の働きを遅らせてしまった。その経験を通じ、原則に基づいた行動の大切さを学んだのです。

昨年の夏、私は教会指導者から執筆の本分を与えられ、チームの作業でリーダーを補佐することになりました。3カ月前に別の本分から外されていた私は、新たな機会を頂けたと神に感謝しました。大切な機会ですから神に頼ってこの仕事をしようと思いましたチームリーダーから仕事の説明を受けたとき、編集作業の人手が足りないために工程が滞っていると感じました。そこで数名の兄弟姉妹の名を挙げて、誰が一番適任か話し合おうとしました。ところがチームリーダーは、「急がなくていい。気楽にいこう。まずはいくつか編集して様子を見よう」と。彼の無頓着さに、私は不安になったわ。チームには真理を理解した有能なスタッフが足りず、すでに仕事に影響が出てた。チームリーダーが「気楽に」だなんて、無責任では！？　でも反論は控えました。「担当責任者は彼なのだし、この本分の経験が長く、原則をより多く理解している。仕事の手配だってうまいはず。私は新入りで勝手がわからない。よく考えもせず意見したら、厚かましいでしゃばりだと言われるかも。気にせず様子を見守ろう」と思った。

やがて分かったの。彼はメンバーの育成に非常にだらしなくて、原則に則った人員配置をしていなかった。兄弟姉妹が何かの本分を尽くしていれば、全体の状況や個人の強み、あるいはどんな本分がふさわしいのかを考えず、勝手に別のチームへ移すだけ。そのせいで神の家の働きが影響を受け、遅れたの。彼に「その配置には原則がなく、不適切だ」と指摘しても彼は変えません。私は彼と交わりをもち、その行動の性質を暴いて分析したかったのですが、こう思い直しました。「新入りの私が指摘し続けたら、支配的で理不尽だと言われるのでは？」と。私はまた言わずにいました。

やがてある教会指導者から、編集の適任者がいたか、チームリーダーとうまくやっているかを確認する手紙が来たんです。私は少し困りました。どう返事すればいいのでしょう。「チームリーダーが実践的な働きをしていない」と、私が教会指導者に告げ口して、それを彼に知られたら、もう一緒に働くなんてできません。何より他のチームメンバーが彼をどう思っているか知らなかった。もし私の認識が違っていたら、教会指導者に「私は細かくて偏見を持った人間だ」と思われかねません。でも黙っていれば、私は正直でなく、神の家の利益を守っていないことに……。考えた末、他の人が彼をどう思っているか探ることにしました。手紙の返事はその後でいいでしょう。

まずは集会で会ったヤン兄弟。チームに所属して数カ月の彼は、チームリーダーはいつも無責任だと言いました。仕事を把握せず、タイミングよくフォローアップもせず、兄弟姉妹の指導もせず、原則に入る手助けもしない。緊急の原稿にもすぐに担当を付けなかったこともあれば、他の人から指摘された問題を軽視することも。集会では、自己を反省し認識する方法や問題に対する神の御言葉の実践方法はめったに語らないのに、教義は流暢に語ると……。口がうまいだけで、全く実際の働きはしないのです。私は思ったわ。「彼は、実際の働きをせずに、何とかやり過ごしているだけ。真理も他人の意見も受け入れない。まさに偽指導者や偽の働き手では？　彼が神の家の重要な働きに責任を負う本分を続ければ、神の家の働きを大きく損なうはず」と。私は、これは深刻な問題だと考え、すぐ教会指導者に報告すべきだと思いました。でも、こんな考えが浮かびました。「私が報告しても異動にならなければ、彼は私の待遇を悪くし、私を解任だってするかもしれない。デボーションと内省の3カ月を過ごした私は、今の本分に就いたばかり。もし解任されたら、次の本分の保証は？　ことわざの『出る杭は打たれる』を教訓に黙っておくべきだ。他の誰かが報告したら、加勢しよう。それなら危険を冒さずに済む」と。

片目を閉じてやり過ごしたかったのですが、神は私たちの心を見抜かれる。帰宅中もまったく気持ちが晴れません。良心の呵責に苛まれるばかり。聖霊に叱責された気分でした。神に祈り、己を知るための啓きを求めました。祈りの後、次の神の御言葉を思いました。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉に返す言葉が見つからず、とてもつらく思いました。私は、神の御旨への配慮と教会の仕事の支持について、いつも語っていましたが、真理を侵し神の家を害することが実際に起こると、自分の利益を守っていました。チームリーダーが本分を怠り、実際の働きをしないことが、教会の働きに悪影響をすでに与えていたのは知っていました。教会指導者に報告すべきでしたが、彼の反撃を恐れ、自分の本分を失いたくなくて保身に走ったのです。私は肝心な時に萎縮し、目をつむり、見て見ぬ振りをしてしまった。神の家の利益を少しも守らず、利己的で卑劣で、人間性も理知もなかった！

帰宅後、神に問いました。「私の真理の実践と、教会の働きの支持を妨げた物は？」と。そして神の御言葉を読みました。「ほとんどの人は真理を追い求めて実践したいと願っていますが、多くの場合、そういう決意や願いを持つだけで終わってしまい、真理のいのちを持つことはありません。その結果として、悪の勢力に出くわしたり、悪行を行う邪悪で悪質な人たちや、原則に反するやり方で行動し、それによって神の家の働きに損失を与え、神の選民を害している偽指導者や反キリストに遭遇したりすると、立ち上がって声を上げる勇気を失ってしまうのです。勇気がないとはどういう意味でしょうか。臆病だったり、意見をはっきり言えなかったりするのでしょうか。それともあまりよくわかっていないので、声を上げる自信がないのでしょうか。どれも違います。それはさまざまな種類の堕落した性質に支配されているということなのです。その性質の一つがずる賢さです。あなたはまず自分のことを心配して、『声を上げたら、自分にとって何の役に立つだろうか？　声を上げて誰かを不快にさせたら、その人と今後どうやっていけばいい？』などと考えます。これはずる賢い考え方ですよね？　ずる賢い性質の現れではないでしょうか。……あなたはサタン的で堕落した性質に支配され、口が自分の意に反して動いているのです。誠実な言葉を声に出したくても、恐れて言うことができません。そして自分がすべきこと、言うべきこと、果たすべき責任の一万分の一も果たすことができず、手足はサタン的な堕落した性質に縛られています。あなたには何の決定権もなく、ただそのサタン的で堕落した性質にどう話すべきかを指示されてそのように話し、何をすべきか指示されてその通りにしているだけです。……あなたは真理を求めておらず、ましてや真理を実践などしていません。それでいてひたすら祈り続け、意志を固めたり決断したり、誓いを立てたりしています。その結果、何が起きているでしょうか。あなたはイエスマンから脱却できず、こんな風に考えているのです。『わたしは誰も怒らせたり、気持ちを逆なでしたりしない。自分に関係のない問題には距離を置く。自分に関係ないことには一切口を出さない。すべて例外なくそうする。何か自分の利益、プライド、自尊心が傷つけられるようなことがあったとしても、一切気にせず、すべて慎重に対処する。軽率なことをするといけないから。出る杭は打たれるというし、わたしはそんなに馬鹿じゃない』と。あなたは邪悪で、ずる賢く、頑なで、真理を憎むという堕落した性質に完全に支配されています。その性質があなたを酷使し、孫悟空の金の輪よりも耐え難いほどあなたを締め付けているのです。堕落した性質の支配下で生きることは、非常に心身を消耗する苦痛なことなのです」（「真理を実践する者だけが神を畏れる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は、狡猾で邪悪な私のサタン的性質を鋭く暴きました。最初にチームの人手不足を指摘したとき、チームリーダーがまったく怠慢で無責任なのに気づき、教会の働きに悪影響を与えると、認識していた。でも度を超した指摘だと嫌われるのを恐れて黙っていた……。その後も彼の原則に反した配置換えは続き、その場当たり的な行為で、働きを損ねた。それでも私は進言せず、取り繕うだけでした。そのままでは何も変わらないとわかっていても、彼を取り扱い暴くのは怖くて……。ヤン兄弟から詳細を聞き、彼は実践的な働きをせず、真理を受け入れない、偽指導者だと、確信しました。やはりすぐに教会指導者へ報告すべきだったのです。それでも本分を解任されるのを恐れ、おじけづき、自分の保身と将来ばかり気にしていました。ひどく自分勝手でずるい私！　彼の問題を見ても、あえて教会指導者に報告しませんでした。結果、神の家の働きは乱されました。格言の「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」や「出る杭は打たれる」、「勝てば官軍」「国の官吏は村の長のようには人を操れない」といったサタンの害毒によって生きていました。ばかげた考えから、ますます自己中心的でずる賢くなりました。警戒心が強く、すべてのものから逃げ回り、至るところで自分の利益を守り、問題の原因の責任を取らされないかと怯えました。厄介ごとは避けたかったの。真の言葉で事実を話すのは難しかったわ。偽指導者を報告し、暴く勇気がなかった。サタン的な性質と毒に、肉体的にも精神的にも強く呪縛され、支配されていました。真実が言えず、まるで義に欠けていた。臆病者の生き様そのものね。身をもってサタンの毒がどんなものかを体感したわ。その毒を生きていたときの私の行いは、すべて真理と神に反していた。人間らしさのかけらもなかった。

その時、教会の「働きの手引」配布の時期が来ました。私たちは悪人、反キリスト、実践的な働きをしない偽指導者や偽の働き手を見つけたら報告し、神の家の利益を守るよう念を押されました。神の選民全員の責務としてね。私は神の家からの要求に気分が滅入りました。自らのチームに偽指導者がいるとはっきりわかってるのに、私は報告しようともしなかった。神の選民に値しない行為です。私のこの状態を表す神の御言葉を探し、見つけました。「指導者や働き手と接する際は、どんな態度を取るべきでしょうか。その人のしていることが正しければ、その人に従うことができます。もし誤っていれば、それを暴露し、反対や異論を唱えることもできます。もしその人が、実践的な働きができず、偽指導者、偽の働き手、または反キリストであるということが判明した場合は、その人の指導を拒むことができますし、その人について報告し暴露することもできます。しかし神の選民の中には、真理が理解できず、著しく臆病な人もいて、そういう人はあえて何もしようとしません。彼らは『指導者に追い出されたらお終いだ。指導者が皆に自分のことを暴いたり見捨てたりするよう仕向けたら、自分はもう神を信じられなくなるだろう。教会を去れば、神に必要とされなくなり、救ってもらえなくなる。教会は神を表しているのだから！』などと言います。このような考え方は、そうしたことに対するその人の態度に影響していないでしょうか。指導者に追い出されたらもう救われないなどということは、本当に真理でしょうか。あなたが救われるかどうかは、あなたに対する指導者の態度にかかっているのでしょうか。なぜこんなに多くの人々が、この程度の不安を持つのでしょうか。偽指導者や反キリストに脅されたとき、すぐに上層部に報告せず、さらにそれ以降は自分も彼らと同じ考え方をすると請け合ってしまったなら、それで終わりではないでしょうか。それが真理を求める人の姿でしょうか。あなたはサタン的な反キリストたちが犯す邪悪な行為を暴露しようとしないだけでなく、逆に彼らに従い、その言葉を真理と受け止め、屈服しているのです。これは愚かさの典型ではないでしょうか」（「指導者と働き手にとって道を選ぶことが最重要である（１）」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉で光が見えました。私が報告を躊躇したのは、チームリーダーを怒らせて反撃されるのを恐れたから。自分の本分をも失うかも、と。あたかも私の本分や運命を決めるのは彼だというように、ばかげた見方をしていました。解任も私の運命も、決定は神の御手に委ねられているはず。人ではありません。偽指導者や反キリストも操作できません。神の家は俗世とは違い、真理と義が統治する場です。神の家に、偽指導者や反キリストは立ち入れません。一時的に権力を握っても、最後はみな暴かれ追放されます。教会は、これまで多くの偽指導者や反キリストを解任し追放してきました。十分わかっていたのに、実際に自分の周辺で起こると、神の家の利益を守るために報告すべきなのに、怖気づきました。私はサタン側についたのです。とても弱腰で臆病者でした。神の義なる性質を理解せず、神がすべてを支配し、お見通しであることも分からなかった。神の怒りではなく、人の怒りを恐れていたのです。私の心に神の居場所があったはずでは？

そして、私は別の神の御言葉を読みました。「ある教会に真理を実践することをいとわない人や神に証しを立てられる人がいないなら、その教会は完全に切り離されるべきで、他の教会との関係は断絶されなければならない。これは死を葬ると呼ばれ、これがサタンを追い払うということである。ある教会に土地の顔役が数名いて、彼らが識見にまったく欠けた『小ばえ』を従えており、その教会の会衆が真理を理解してなお、それら顔役の呪縛と操作を拒否できないならば、そうした愚か者はみな最終的に淘汰される。小ばえは何ら劣悪な事をしていないかもしれないが、ことさら狡猾でずる賢く捉え難いので、みな淘汰されるのである。ひとり残らず消し去られる。サタンに属す者はサタンへと戻されるが、神に属す人は確実に真理を探し求める。これは人の本性によって決められることである。サタンに従う人はみな滅べ。彼らに憐れみがかけられることはない。真理を探し求める人には施しを得させ、心ゆくまで神の言葉を堪能させよ。神は義であり、誰もひいきすることなどない。あなたが悪魔であれば、真理を実践できない。真理を探し求める人であれば、サタンの虜にならないことは確実である。それについて疑いの余地はない」（『神の出現と働き』「真理を実践しない人への警告」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読み、神の聖く、正しい、犯すことができない性質を深く感じました。神は、神の家の働きや選民を害する偽指導者や反キリストを見過ごしません。また神は、真理を実践せず、偽指導者や反キリストから神の家の利益を守らない者も嫌います。もし愚行を悔い改めなければ、彼らも全員、淘汰され懲罰を受けるのです。チームリーダーが偽指導者だと知ったきっかけを思い返しました。私が真理を実践せず、彼を報告する勇気もなかったのは、すべて自分の利益のためでした。サタンに何度も屈し、サタンの側につき、神の家の働きを犠牲にして、偽指導者をはびこらせ隠蔽していた。私も彼の悪事に加担していたようなもの。神が与える真理を享受し、神の食卓から飲み食いしていた。にもかかわらず、サタンが神の家を大混乱させていた重大な時に神の家の利益を守れなかった。私は恩人の手を噛み、敵の味方になったも同然。まさに神への裏切りで、神の性質をひどく侵す行為でした。次の神の御言葉が浮かびました。「サタンに従う人はみな滅べ」。とても恐ろしかった。悔い改めねば、必ず偽指導者と共に神から淘汰されると知りました。偽指導者を報告しないことの性質と深刻な結末を知り、ひどく自分勝手で卑劣な自分が心底嫌になったわ。ちっとも神の家の利益を守らず、まったく人間性に欠けていた。そして、私は神の前で祈りました。「神よ、私はとても自分勝手でずるい人間でした。偽指導者と知りながら、報告も暴きもしませんでした。彼をかばってはびこらせ、サタンの僕のごとく自らの利益を守りました。懲罰を受けて当然です。神よ、同じ過ちは繰り返しません。悔い改めたいのです」。

翌日のディボーションで、神からの次の御言葉を読みました。「あなたは自分の思いや考えを分析する方法を学ばなくてはなりません。どんなことであれ間違ったことや神に喜ばれない行いをしているなら、ただちに方向転換し、改められるようでなければなりません。改める目的は何でしょうか。それは真理を受け入れて理解するとともに、あなたの内にあるサタンに属するものを拒絶し、それを真理と置き換えることです。あなたはこれまでずる賢さや欺瞞などという堕落した性質に依存してきましたが、今は違います。これからは何をするときも、誠実で純粋で率直な態度、状態、そして性質を拠り所とするのです。……ひとたび真理があなたのいのちとなれば、誰かが神を冒涜し、神を敬わず、本分を尽くすこともいい加減に形だけ行っていたり、神の家の働きに対して妨害や邪魔をしたりするのを見かけたとき、あなたは見分けるべきものを見分け、暴露すべきことを暴露して、真理の原則に従って対処することができるようになるでしょう」（「真理を実践する者だけが神を畏れる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉から学んだわ。信仰の最も基本的な要素は、正直な心を持つこと、真理を実践すること、神の家の利益を守ること、原則に基いて物事を行うことです。これこそが神にお喜びいただける方法です。私は真理を実践し、原則に沿ってチームリーダーを報告すべきだったと理解しました。だから彼のすべての言動を詳細に書き出し、教会指導者に提出しました。すべての検証が終わり、教会指導者は、チームリーダーが本分を適切に全うせず実際の働きもしていなかったと確証しました。偽指導者の判定を下され、彼は本分を解任されました。解任を聞いて安心したわ。この経験で、いかに神が正しく、神の家がキリストと真理に統治されているかを知りました。どれだけ地位が高い者でも、年功が上の者でも、真理と神の御言葉への服従は絶対です。真理を実践しない者は、神の家で立っていることができず、最終的に淘汰されるでしょう。正直で神の御言葉を実践し、原則に基づいた言動を行う者だけが、神の御旨に沿い、神の承認を得るのです。


55. 偽指導者を暴く：個人の戦い

チェンイー（韓国）

昨年、わたしは町の外の教会で本分を尽くしていましたが、実際の働きをしていないせいで解任され、自宅に戻りました。その後、リー姉妹というわたしたちの指導者が、神の御言葉について光のあることを何も語れず、教義を文字通り説いているだけだということを知りました。自己認識することについて話したり、自身の経験を伝えたりすることがないのです。他の人の問題を解決するときも、見習いにものを教える親方のように横柄で、実際の問題を解決することができません。自分が仰ぎ見られ、尊敬されるよう、本分を尽くす中でいかに働き、苦しんだかをいつも語っていました。まさに自分自身が法なのです。一方、中国共産党がクリスチャンを逮捕しているのを見て恐怖を感じている、信仰の道に入ったばかりの姉妹がいました。しかしリー姉妹は真理の交わりをして彼女を支えるのでなく、単に本分から外しただけでした。わたしは一部の執事と一緒に何度も意見をしましたが、彼女は言い訳をしたり、わたしたちと口論するばかりです。原則に基づけば、真理の原則に沿って物事を行なわず、兄弟姉妹の監視と刈り込みを受け入れようとしない指導者は、真理を受け入れそれに従う人ではありません。リー姉妹は自己を認識しておらず、いのちの入りも欠いていて、他者の現実の問題を解決することができません。このような教会指導者は、教会の働きと兄弟姉妹のいのちに害をもたらすことしかできません。リー姉妹は偽指導者であり、教会の働きにふさわしくないと確信したわたしは、彼女のことを報告しようと思いました。しかし、報告の手紙を書いていたところ、怖じ気づいてしまったのです。わたしは解任されたばかりで、自分の本分を尽くしていない。リー姉妹のことを報告しても、みんながわたしと同じように見てくれなければ、わたしに背を向けてしまうかもしれない。「ほら、チェンイーを見て。解任されたばかりなのに、頭を低くしていることができない。他の人ではなく、自分自身に目を向けるべきだわ。本物の自己認識も悔い改めもしてないみたい」。そんなことを言われたら、一緒にいるとき顔を上げることができません。解任された偽指導者である自分には、ものを言う余地などこれっぽっちもないのだと思いました。また、その報告によってリー姉妹は気分を害するかもしれないけれど、同じ教会にいる以上、いつも顔を合わせていることがとりわけ頭から離れませんでした。そうなれば、どうしてうまく付き合っていけるでしょう？　彼女が自分の地位を保ち、わたしを困らせるようなことになったら？　それを考えれば考えるほど、追い詰められた気分になりました。報告したら彼女を怒らせるかもしれないし、自分はそのように首を突っ込むべきではない。自分の状況を考えたら、とてもそんな余裕はないし、教会の偽指導者だけがわたしの抱えている問題じゃない。他の誰かに彼女のことを報告させよう。集会に出て、和を守れればそれで十分。

こうしてその問題を頭から追い出すことにしましたが、それでも不安が消えません。夜、わたしはベッドに横たわったものの、集会で自分を誇示し、丸暗記した教義を説くリー姉妹の姿で頭の中が一杯でした。このような状態が続けば、兄弟姉妹に害が及ぶ。声を上げなかったことが申し訳なく思われました。その後、神のこの御言葉を読んだのです。「例えば、ある人物が指導する人々のチームがあるとします。もし、この人物が『リーダー』または『労働者』と呼ばれるなら、チーム内におけるその役目は何ですか。（リーダーという役目です。）この人物が指導する人々とチームに対して、その指導は全体的にどのような影響を与えますか。それは、チームの方向性と道筋に影響します。すなわち、もし指導者の立場にいるこの人物が誤った道を歩めば、少なくともその下にいる人々とチーム全体が正しい道から逸れるということです。その上、彼らがそのまま進むにつれ、チーム全体の速度と歩調だけでなく、その方向性をも分裂させたり破壊させたりする可能性があります。そのため、人々のこうしたグループにおいては、この人物による神への信仰と同様に、この人物が辿る道や選ぶ道、真理に対する理解度も、本人のみならず、その指導を受けるすべての兄弟姉妹に影響します。もしリーダーが正しい人物であり、正しい道を歩み、真理を追求し、実践するなら、そのリーダーが指導する人々は適切に飲み食いし、適切に求め、同時に、そのリーダーの個人的な進歩は常に他の人たちから認識されるでしょう。それでは、リーダーが歩むべき正しい道とはどのようなものですか。それは、他者が真理を理解し、真理へと入るように導くことができ、他者を神の前に導くことができる道です。誤った道とはどのようなものですか。それは、頻繫に自分自身を持ち上げ、自分自身を証しし、地位、名声、利益を追い求め、神を一切証ししない道です。これは、その人物の下にいる人々にどのような影響を及ぼしますか。（それらの人々をその人物の前に立たせます。）人々は神から遠く離れてさまよい、このリーダーの支配を受けることになります。もしあなたが人を自らの前に立たせるように導くなら、人を堕落した人類の前に立たせるように導いているのであり、神ではなく、サタンの前に立たせるように導いているのです。人を真理の前に立たせるように導いて初めて、人を神の前に立たせるように導くことになるのです。これらが、この二種類の人物――正しい道を歩む人と誤った道を歩む人――が、その指導を受ける人に与える影響です」（『反キリストを暴く』より）。指導者の歩む道は、自分自身に影響を与えるだけでなく、他者のいのちの入りと、教会の働き全体にも直接影響を与えるのだと、神の御言葉からわかりました。リー姉妹は空虚な言葉を説くばかりで、兄弟姉妹の実生活における困難を解決することができません。いつも自分を誇示し、人々や兄弟姉妹を惑わせて、自分を仰ぎ見るようにさせています。その上、傲慢かつ横暴で、教会の働きの多くで彼女だけが決定権を握っています。真理の原則を求めることも、みんなの提案を受け入れることもせず、自分の観念を基に物事を扱うばかりです。彼女が教会の働きを守るなどとても無理で、ただ妨げているだけです。このような偽指導者が教会にいると、教会姉妹も彼女もろとも引きずり込まれてしまいます。数多くの信者が偽指導者に惑わされ、そのせいで彼らのいのちが苦しんでいる様を、神は深い悲しみとともにご覧になっています。リー姉妹が偽指導者であることをわたしはすでに見抜いており、また偽指導者が実権を握ることで兄弟姉妹や教会生活にもたらされる害も目にしました。しかし、彼女を怒らせるのが怖いという、ただそれだけの理由で、教会の働きとみんなのいのちの入りが妨げられているのを、わたしはただ見ていただけなのです。彼女を暴いて報告しようと立ち上がることはしませんでした。まったく義ではなく、神の御旨を配慮していません。感覚というものがないのです！以前の本分で実際の働きをしなかったことにより、わたしはすでに教会の働きに害を及ぼしています。そして今、偽指導者が神の選民を惑わすのを目にしながら、立ち上がって彼女のことを報告せず、教会の利益も守らないなんて、わたしは道から外れています！自分は神に借りがあり、また一つの被造物として立ち上がり、神の御旨に配慮して教会の働きを守らなければならないと、ますます強く感じました。それがわたしの本分であり、果たすべき責任なのです！そう考えると力が湧き、自分にこう言い聞かせました。「教会の利益のために、そして神の選民が本物の教会生活を送れるようにするために、わたしは真理を実践し、リー姉妹の問題について声を上げなければ。偽指導者が兄弟姉妹を導いて迷わせるのを、これ以上許すわけにはいかない！」こうして報告書を書こうと準備したのですが、最近、ある年配の姉妹がリー姉妹の問題を本人に直接指摘したところ、彼女との集会をやめたという話が耳に入りました。それを聞いてわたしは激怒しました。彼女は真理を受け入れるのをきっぱり拒んだ。しかし同時に、再び不安が生じました。多少の意見を言ったからという理由で、彼女はその姉妹を排斥した。わたしが報告したことを知ったら、わたしに腹を立てて困らせるかしら？　わたしを非難し始め、指導者と働き手を攻撃したと言って責めたら、他の人はどう思うだろう？　彼女に抑え込まれれば本分を尽くす機会がなくなるし、そっちのほうがずっと耐えがたい。でも報告しなければ、罪の意識を感じるはず。わたしの中で葛藤が始まり、心が大いに乱れました。

そこで神の御前に出て祈り、探求したあと、神の御言葉の中からこの文章を読みました。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か。こうしたことを頻繁に自問し、考えてみなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。一言一句がわたしの良心の扉を叩いているように感じられましたが、「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか」という部分は特にそうでした。神がわたしのすぐそばに立たれ、この質問をなさっているように思われたのです。リー姉妹が偽指導者であり、それをすぐに解決できなければ、神の選民のいのちの入りに害が及ぶとわかっていながら、彼女を怒らせたら不満を持たれるのではないか、または孤立させられ、教会から追い出されるのではないかと不安になっていました。事あるごとに自分の利益を守るばかりで、原則を守って彼女のことを報告しようとはしなかったのです。この霊の戦いでは、重大なときに証しに立つことが求められますが、わたしは自分の利益を守ってお人好しになり、神を嫌悪させていました。本当に自分が憎くなりました。これ以上お人好しでいたくはありません。その後、わたしは心を落ち着け自分自身を反省しました。自分は、彼女が偽指導者であることを十分認識しており、原則に沿って彼女のことを報告したいと思っている。でも、意見をしたという理由で彼女が誰かを排斥したと聞くと、教会の働きのために立ち上がるのでなく、自分を守るほうを選んでしまった。なぜそうしたの？　どうしていつも自分の利益を守っているの？　わたしは祈り、この問題についての探求を始めました。

そしてある日のデボーションで、次の神の御言葉を読んだのです。「ほとんどの人は真理を追い求めて実践したいと願っていますが、多くの場合、そういう決意や願いを持つだけで終わってしまい、真理のいのちを持つことはありません。その結果として、悪の勢力に出くわしたり、悪行を行う邪悪で悪質な人たちや、原則に反するやり方で行動し、それによって神の家の働きに損失を与え、神の選民を害している偽指導者や反キリストに遭遇したりすると、立ち上がって声を上げる勇気を失ってしまうのです。勇気がないとはどういう意味でしょうか。臆病だったり、意見をはっきり言えなかったりするのでしょうか。それともあまりよくわかっていないので、声を上げる自信がないのでしょうか。どれも違います。それはさまざまな種類の堕落した性質に支配されているということなのです。その性質の一つがずる賢さです。あなたはまず自分のことを心配して、『声を上げたら、自分にとって何の役に立つだろうか？　声を上げて誰かを不快にさせたら、その人と今後どうやっていけばいい？』などと考えます。これはずる賢い考え方ですよね？　ずる賢い性質の現れではないでしょうか。もう一つは、利己的かつ下劣な性質であり、あなたはこのように考えます。『神の家の利益が損なわれても、それがわたしに何の関係があるのか。どうして気にしなければいけないのか。わたしには何の関係もない。そうなるのを見聞きしたとしても、何もする必要はない。それはわたしの責任ではない。指導者ではないのだから』。あなたはこのようなことを内側に抱えていて、それはあたかも無意識から生じ、心の中で永久的な位置を占めているかのようです。このようなものが人の堕落したサタン的性質なのです。堕落した性質があなたの思いを支配し、あなたの手足を縛り、あなたの口を操ります。何か言いたいと心の中で思うと、言葉が口から出かかりますが、言わないか、あるいは口にしたとしても、言葉は回りくどく、策略の余地があります。全然はっきりと話さないからです。あなたの言葉を聞いても人は何も感じず、あなたの発言は問題を解決していません。あなたは内心こう考えます。『とにかく話した。良心は落ち着いている。自分の責任は果たした』。実際のところ、あなたは自分が言うべきことをすべて言っておらず、言ったことには何の効果もなく、神の家の働きへの損失がまだ残っていると心の中ではわかっています。あなたは責任を果たしていないのに、自分は責任を果たしたとか、何が起きたかはっきりわからなかったなどとあからさまに言います。これでは、堕落したサタン的性質に完全に支配されているのではないですか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を実践する者だけが神を畏れる」）。神の御言葉を通じて、わたしは問題に直面しても自分のことしか考えていなかったことに気づきました。利己的で不実だったのです。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「賢い人は保身に長け、ひたすら過ちを犯さないようにする」、「誤りだと知っても指摘しないほうがよい」、「利成らずば早起きは無駄」といったサタンの哲学に従い、それらがわたしの本性に深く根を下ろし、わたしを固く縛りつけていたので、真理を実践することがとんでもなく難しくなっていました。教会の働きのため、原則に沿って彼女のことを報告すべきだと知りながら、いざそうしようとすると、彼女を怒らせ、批判され虐げられることを恐れました。そう考えたとたん、義務や責任や本分に対する感覚を一切失い、教会に偽指導者がいても、それは自分の問題ではないと思いました。彼女を怒らせず、自分を守ることができるよう、さざ波を立てまいとしました。聖霊の啓きに何度も逆らい、しまいには罪悪感さえ覚えなくなりました。サタンの堕落にすっかり縛られていたのです。わたしは以前の本分でも同じような過ちを犯し、サタンの人生哲学によって生きていました。そして真理を曲解し、それゆえ解任されるべき傲慢な指導者がいるのを突きとめました。しかしそのとき、彼女が多少の素質を持っていて、教義を文字通り説き、他人を惑わすのに優れていることを目にしました。大勢の兄弟姉妹が彼女のことを見抜けずにいることを知ったわたしは、もし彼女が解任されてしまうと、みんながわたしを非難し、この人は冷血だと言うのではないかと不安になりました。そのため、彼女が解任されるまで二ヵ月以上もの時間を無駄にしてしまったのです。これは教会の働きをとんでもなく妨げました。わたしは教会に偽指導者がいることを知りながら、以前と同じ過ちを犯してしまい、それに関わらないようにしたのです。このように本分を尽くしていたことで、自分がいかに利己的かつ不実だったかがわかり、また自分の利益に影響が出ると、真理を実践できないことも知りました。何度も真理に背いて証しを失ったのであり、これは恥の印です。それに気づいたわたしは神の前でひれ伏し、こう祈りました。「ああ、神よ！　サタンがわたしをどれだけ深く堕落させていたか、今ようやくわかりました。わたしは自分勝手で卑劣なお人好しです。下劣で汚れています。神よ、どうかわたしを堕落した性質の束縛からお救いください」。

その後、わたしは次のような内容の説教を読みました。つまり、サタンは俗世を支配しているものの、教会では神と真理が実権を握っており、両者は二つの異なる世界であって、また神の家では、悪人や人間性に乏しい者が指導者に選ばれることがあっても、真理の現実がなければ、その地位に長く留まれないのです。これは、神の家では真理が支配していることを証明しています。サタンは俗世を闇で掌握し、人々はその哲学を基に話したり行動したりすることを余儀なくされています。おべっかを言うのが先へ進む唯一の方法なのです。正直にものを言って誰かを怒らせると、それは懲罰につながります。普通の人のあいだであろうと、あるいは権力者のあいだであろうと、正直でいるといじめられ、排斥され、多くの人がそのせいで命さえも落とします。しかし神の家では真理と義が支配しています。真理を追い求める人、正義感を持つ誠実な人を神は祝福して好まれます。教会の利益と神の選民を守り、偽指導者や反キリストを進んで暴く人は、神に認められ、救われ、守っていただけます。そうした人はまた、他の人たちにも認められ、支えてもらえます。真理に従わず、それに逆らう人は、名声や地位がどれほど立派でも、最後は聖霊に捨てられ淘汰されます。昨年教会から追い出された、ヤンという反キリストがまさにそうでした。彼女は指導者を務め、家族や友人を重要な地位に就けていましたが、異を唱える人は誰であっても抑え込み、排斥していました。神に逆らう中で自分の帝国を築こうとし、捧げ物を盗みさえしたのです。自分は家族や友人に囲まれているのだから、悪事が暴かれることはないと思い込んでいました。しかし、神はすべてをご覧になり、そのお知恵でもって、サタンの策略をご自身の有利になるよう用いられます。正義感を持つ人が彼女の悪を報告して暴く環境を、神は整えられました。教会による調査と確認が行なわれたあと、彼女は盗んだものをすべて戻すことを余儀なくされただけでなく、その教会から永遠に追放されました。本分や地位が何であろうと、悪事を犯したり、真理を追い求めなかったりする人は、誰一人神の義なる裁きから逃れられないということを、この事実は示しています。神の家は俗世と違います。真理に反する物事が神の家で栄えることはあり得ません。真理に反することを見つけたら、誰であっても立ち上がり、それを暴いて止めることができます。これは、神の家では真理が支配していることを示しています。リー姉妹を報告することについて、わたしは神の義を理解しておらず、神が万物をご覧になり、支配されていることにも気づいていませんでした。偽指導者や反キリストは神の家で足がかりを得られません。自分に尽くすべき本分があるかどうか、自分の運命と結末がどういったものであるかは、すべて神の手中にあり、指導者の手中にはありません。わたしはこれ以上、彼女に妨げられるわけにはいきません。そこでリー姉妹の問題について、事実に基づいた報告書を記しました。その直後、状況を確かめるべく一人の指導者が教会に来ました。そして、原則によればリー姉妹は偽指導者であると判断され、追放されました。その後、リー姉妹はデボーションと反省を通じて多少の自己認識を得て、悔い改めて変わることを望みました。次に選ばれた指導者は真理を追い求める姉妹であり、教会の働きもすべて徐々に回復していきました。わたしは神の義を見るとともに、神の家では真理が支配していることを目の当たりにしました。神はわたしの利己心と不実さを暴き、偽指導者の報告を通じてわたしの堕落を清めてくださいました。これはまさに、神がわたしを救い、完全にしてくださっているのです！


56. 誠実な報告の果実

チャオミン（中国）

2011年4月、国内の別の地域にある教会で、ヤオランという指導者の後任に就くことになりました。引き継ぎの途中、ヤオランはこの教会の状況を手短かに説明しながら、娘のシャオミンは潤し役の執事なので、教会の働きを熟知するのに役立つはずと言ってくれました。あらゆることを整然と説明するのを聞いたわたしは、尊敬の念を抱かずにはいられませんでした。教会の働きをしっかり扱っているヤオランはとても有能に見えますし、これほど幅広い働きを担当できるのも無理はありません。わたしは神の御旨に気を配り、全力を尽くして教会の働きをしっかり行なおうと、静かに決意しました。

翌日、シャオミンの案内でチームリーダーの集会に出席しました。みんなで神の御言葉を読んだあと、わたしはそれに関連する自分の経験や知識を少しばかり話したのですが、シアという姉妹が不満そうにこう言いました。「前の指導者のヤオランは、そんな風に真理を交わりませんでしたよ。一行ずつ説明してくれて、『これは励ましです』とか『これは警告です』という感じで言っていたわ」。すると他の兄弟姉妹も口を開き、真理に関するヤオランの交わりがいかに明快だったかを話すのです。わたしはすっかり驚き、こう思いました。「神の御言葉に関する交わりでは、御言葉を基に自分の経験や理解を話すんじゃないの？　神の御言葉をどう実践し、自分自身どのようにそれを経験するか、ヤオランが話さないのはどういうことかしら？　兄弟姉妹に神の御言葉を一行ずつ説明するのはなぜ？　そのような交わりで、真理を理解し、自己を認識することができるというの？」。集会で神の御言葉を交わることの原則について一同と話し合おうと思いましたが、こんな考えが浮かびました。「わたしはこの教会に来たばかりだし、ヤオランがわたしの働きの責任者を務めてる。それに、娘さんのシャオミンもここにいる。神の御言葉に関するヤオランの交わり方は、文字通りの意味を説明しているだけだなんて言ったら、彼女が話す番になったとき、『この人はここに来たとたん、わたしの欠点をあげつらおうとしている』と言われ、悪く思われるかもしれない。彼女を怒らせたらとても気まずいことになる」。そこでわたしは口を閉ざし、それで終わりにしました。

ある日、シャオミンに見えないところで、シャオ姉妹から手紙を渡されました。その手紙には、自分は以前ヤオランにいくつか提案をしたものの、受け入れてもらえなかったと記されていました。それだけでなく、ヤオランは彼女を押さえつけるようになり、接遇の本分から外したというのです。わたしはあっけにとられてこう思いました。「シャオ姉妹は思い違いをしてる。ヤオランが誰かを押さえつけるなんてあり得るの？」。そして状況を聞かせてもらおうと、シャオミンに会いました。するとシャオミンは、シャオ姉妹はとても熱心だけど、物事を間違って理解することがよくあると言うのです。その上で、シャオ姉妹は地元で信者として有名で、彼女の家も安全ではないのに、自宅で安全な環境を保つ知恵が欠けていると言って、シャオ姉妹に関する否定的な事柄を並べ上げたのです。わたしは内心こう考えました。「それがどれも本当なら、シャオ姉妹は接遇の本分にまったく向いていない。でも、ヤオランが自分を押さえつけているなんて、どうして彼女は言ったんだろう？　ヤオランに何らかの憤りを感じているのかもしれないわ」。しかし、心は依然落ち着かず、そこでシャオ姉妹の自宅を訪れることにしました。すると、彼女の家は接遇に比較的向いていて、知恵が欠けているということもまったくなかったので、わたしは困惑し始めました。「シャオミンの言うこととこんなに違うなんて、どういうこと？　ヤオランは本当にシャオ姉妹を押さえつけているの？」。シャオ姉妹からさらに詳しく話を聞かせてもらったところ、ヤオランは安全な環境が必要だというのを口実に、数名の執事を本分から外し、結果として兄弟姉妹を潤せる人がいなくなってしまい、みんな正常な教会生活を送っていないというのです。シャオ姉妹がこの問題をヤオランに持ち出し、これは適切な采配じゃありませんと言ったところ、ヤオランはそれを受け入れなかっただけでなく、シャオ姉妹の本分を取り上げました。さらには、問題を報告するシャオ姉妹の手紙を隠しているそうです。わたしはこれを聞いてショックを受けました。どうしてそんなことが？　ヤオランは明らかに間違っているのに、シャオ姉妹の言うことを受け入れず、彼女を踏みにじって手紙を隠してさえいる。真理を受け入れる人では絶対にない！　そこで再び、神の御言葉について交わるときに、彼女が自分の経験や理解を決して話さず、それどころか神の御言葉を文脈から切り離して兄弟姉妹を惑わせていることが頭に浮かびました。神の御言葉を交わることの原則とは真逆のことを行なっています。彼女には現実の問題があるのだから、自分はこの件を上役に報告して、神の家の働きが遅れないようにしなければならない。しかしそのとき、こう思いました。「シャオ姉妹の言うことが本当なら、ヤオランは人間性に乏しい。今のところはわたしの働きの責任者だし、報告したのがわたしだとわかれば、わたしを押さえつけ、本分から外してしまうかも」。わたしはため息交じりに、何も言わないのが最善だと判断しましたが、それと同時に、シャオ姉妹が接遇の本分を再開できるよう手配することにしました。

ところが数日後、チェン姉妹もヤオランの悪事のいくつかをわたしに報告してきたのです。彼女によると、奥さんと一緒に改宗したばかりのワンという兄弟がいて、中国共産党政府による逮捕と迫害のせいで多少の恐怖を覚え、そのため接遇の本分を引き受けようとしませんでした。しかしヤオランは真理の交わりをして夫妻を助けなかったのみならず、二人を叱責し、別の誰かが夫妻を支えるのを禁じたというのです。結局、ワン兄弟と奥さんは消極性の中に沈み込み、集会に出るのも嫌がるようになりました。チェン姉妹がヤオランに、兄弟姉妹へのこのような接し方は絶対に間違っていると言ったところ、ヤオランはまったく反省せず、チェン姉妹の身の安全も脅かされているなどと、嘘の話をでっち上げました。その上で、チェン姉妹を数ヵ月にわたって教会から隔離し、教会生活への参加を禁じたのです。さらに、潤しの本分を尽くしている別の姉妹がいました。集会のとき、彼女は神の御言葉を自分の交わりに組み込んでおり、自分が露わにした堕落した性質についても、完全に率直に打ち明けていました。するとヤオランはこのチャンスに飛びつき、彼女を本分から外したのです。そして娘のシャオミンを昇格させて潤しの本分を任せた上、この子は将来、神の家で重要な仕事を引き受けることになるからしっかり訓練するようにと、兄弟姉妹に命じました。ヤオランは自分の夫もチームリーダーに昇格させましたが、その人は実のところ真の信者ではなく、集会で価値ある交わりをすることも一切できません。ヤオランは感情を基に行動し、夫を教会に引っ張り込み、チームリーダーの役目を与えました――これは行政命令の重大な違反です。さらに、彼女の悪事はそこで終わりませんでした。ヤオラン親子は君主のごとく教会を支配し、兄弟姉妹を意のままに圧迫して命令を下し、しまいにみんなは彼女を見ただけで怖がり、あえて意見を言わなくなったのです。チェン姉妹の話に耳を傾けながら、わたしはショックと憤りを同時に感じました。当初、ヤオランから仕事を引き継いだとき、働きはどれも順調に進んでいると彼女から聞いて、自分は彼女を尊敬した。しかし、それはすべて嘘だった。交わりの際に神の御言葉を文脈から切り離して引用し、字句や教義を説くことで一部の兄弟姉妹を惑わせただけでなく、地位の祝福を享受して兄弟姉妹をいじめている。果ては独裁者のように教会を支配し、思いのままにみんなを押さえつけ、人を本分から外した。自分に近い人たちを昇格させて育成し、血縁主義に手を染めた。彼女のでたらめで無謀な振る舞いと、犯した数々の悪行は、骨の髄まで反キリストであることを示している！　現在、彼女の本分の範囲はますます広がっていて、さらに多くの兄弟姉妹が間違いなく害を受けてしまう。自分はできるだけすぐに彼女のことを上役に報告し、教会の働きを守らなければならない。そうして彼女のことを報告しようと考えたのですが、その瞬間、心に不安が生じました。「ヤオランはわたしの働きの責任者。わたしが報告したことを知ったら、あの振る舞い方からして、きっとわたしを教会指導者の地位から外し、家に帰すだろう。何らかの口実を見つけてわたしを押さえつけ、懲罰するかもしれない。そうなれば生活がとても難しくなる。しまいに教会から追い出されたらどうしよう？　そうなれば、神を信じる旅も終わってしまう。現実的にならなきゃ。まずは教会の働きを整理して、様子を見よう」。そこで、わたしは自分を守るため、彼女のことを報告して暴くのはやめようと判断しました。しかし次の集会のとき、押さえつけられた兄弟姉妹全員の顔に浮かぶ、期待に満ちた表情を見て、わたしはひどく動揺し、良心の咎めを感じました。その上、シャオミンが教会のあちこちで、真理の交わりに関するヤオランの能力を称賛し、兄弟姉妹を見下すように押さえつけ、説教しているという話を聞いて、わたしはますます腹が立ち、内心こう考えました。「ヤオランとシャオミンの悪事は上役に報告しなければならない。二人が邪悪な振る舞いをして、兄弟姉妹を思いのままに押さえつけるなんて、もう許すわけにはいかない」。そこで、兄弟姉妹が二人についてわたしに話したことを残らず書き留めました。しかし集会後、わたしは再び葛藤しました。「ヤオランがこれを知ったら、どんなことをしてわたしを懲罰するだろう？　でも、自分を守って二人を暴かないことにすれば、悪事を犯していることにならないかしら？」。にっちもさっちもいかなくなり、息もできないほど全身が固く縛られているような気分です。涙の中、わたしはひざまずいて神に祈りました。「神よ、ヤオランと娘のことを指導者に報告したいのですが、復讐されることを恐れています。ああ、神よ。闇の勢力の圧迫を打ち破り、真理を実践して教会の働きを守れるよう、どうかお導きください」。

祈りのあと、わたしはこの御言葉を読みました。「皆が自分は神の重荷を思いやっており教会の証しを守るつもりだと言うが、一体誰が本当に神の重荷を思いやったのか。自問してみなさい、あなたは神の重荷に配慮を示した人間なのか。神のために義を実践することができるか。立ち上がってわたしのために語ることができるか。真理を揺るぎなく実践に移すことができるか。サタンのすべての仕業に大胆に立ち向かうことができるか。わたしの真理のために、感情を脇に置き、サタンを暴露することができるか。わたしの旨をあなたの中で成就させることができるか。最も重要なときに、自分の心を捧げたのか。あなたはわたしの旨を行う者か。こうしたことを頻繁に自問し、考えてみなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉が明かすこれらの内容を読んで、わたしは自分のことがとても恥ずかしくなりました。神を信じていながら、心の中に神の居場所がなかった。神の委託を真剣に扱わず、問題に直面しても自分の利益しか考えないわたしは、神の家の働きをまったく守っていなかった。ヤオランが神の御言葉を文脈から切り離して説明し、教会の中で威張り散らし、兄弟姉妹を懲罰して押さえつけていることを、わたしははっきり知っていた。彼女は自分に近い人たちを昇格させ、自身の権力を強めるために、自分勝手に人を本分から外し、教会生活を大いに妨げ、干渉した上、兄弟姉妹を押さえつけて害を与えた。特に、働きの範囲が拡大した今、彼女はさらに多くの兄弟を傷つける立場にいる。しかしわたしはヤオランの地位と影響力を恐れ、彼女に抑え込まれて解任されること、自分の地位と前途を失うこと、そしてヤオラン親子に復讐され、傷つけられることを心配して、原則に従って二人を暴き、報告しようとはしなかった。そのため、反キリストと悪人が教会で暴れ回るのを眺めるだけだった。兄弟姉妹は押さえつけられ、彼らのいのちも害を受けている。それでもわたしは、立ち上がってサタンを暴こうとしなかった。なんて卑劣で、利己的で、忌まわしい人間なのでしょう！　そのとき、わたしはこの神の御言葉を読みました。「人類はサタンによってあまりに深く堕落させられてきました。サタンの害毒がすべての人の血に流れており、人の本性は目に見えて堕落し、邪悪であり、反動的であり、サタンの哲学に満ち溢れています。それは完全に神を裏切る本性です。人が神に抵抗し、神と敵対するのはそれが理由です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。「サタンの毒とは何かといえば、それは言葉で十分表現できます。例えば、『人はどのように生きるべきか。人は何のために生きるべきか』とあなたが尋ねたら、人々は『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』と答えるでしょう。この単純な言葉が問題の根源を表しています。サタンの哲学が人々のいのちとなったのです。何であろうと、人は追い求め、自分のためにそれを行ないます――ゆえに、人は自分のためだけに生きているのです。『己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす』――これが人のいのちであり、哲学であり、また人間の本性を表しています。こうしたサタンの言葉こそサタンの毒であり、人がそれを取り込むと、それは人の本性となるのです。サタンの本性はこれらの言葉をとおして暴露され、これらの言葉がサタンの本性を完全に表現しています。この毒は人のいのちとなり、人の生存の基礎ともなります。何千年もの間、堕落した人類はこの害毒に支配されてきました」（『終わりの日のキリスト講話集』の「ペテロの道を歩むには」）。わたしがサタンに堕落させられ、踏みにじられいること、そしてサタンの害毒や哲学や規範が骨の髄まで染みこんでいて、ついにはわたし自身もますます邪悪で利己的になりつつあることを、神の御言葉は示していました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」、「誤りだと知っても指摘しないほうがよい」、「賢い人は保身に長け、ひたすら過ちを犯さないようにする」といったサタンの害毒で生きていて、考えがすべてねじ曲がり、恐ろしい価値観と人生観を抱いていたのです。自分の利益、前途、そして命運を、他の何より重要なものとして見ていました。ヤオランと、彼女に率いられた邪悪な反キリストの一団が、教会の兄弟姉妹に害を与えているのを目にして、彼らを暴いて報告すべきだと知っていながら、押さえつけられて地位と前途を失うことを恐れ、そうしようとはしませんでした。どれほど葛藤したかなど関係ありません。そのため、反キリストが教会をかき乱すのを許してしまい、公平な言葉を一言も発することなく、卑屈に振る舞いました。サタンの害毒に固く縛られ、拘束されていたせいで、自分もその共犯、手下になってしまったのだと気づいたのです。これは神に忌み嫌われることで、わたしに神の御前で生きる価値などありません。わたしは長年にわたって神の働きと導きを享受しており、また教会指導者として本分を尽くせるよう、神に高めていただいていました。しかし、それを大事にすることを知らず、兄弟姉妹をどう気遣うかや、神の家の働きをいかに守るべきかなど、考えもしませんでした。自分の利己的な欲望にすっかりくるまれながら生きていて、尊厳や高潔さのかけらもありませんでした。わたしに対する兄弟姉妹の信頼に応えることができず、またそれにも増して、神から授かった委託に応えることもできませんでした。そう考えると、わたしはあまりに利己的で卑劣な自分が憎くなり、悔い改めようと神に祈りを捧げました。そして、これら闇の勢力から自由になって真理を実践できるよう、力を与えてお導きくださいと願いました。

その後、この御言葉を読んだのです。「神の性質とは、万物と全ての生けるものの支配者、全ての創造物の主に属するものである。彼の性質は尊厳、権勢、崇高さ、偉大さ、そして何よりも至高性を表す。彼の性質は権威の象徴であり、あらゆる正義の象徴であり、また、あらゆる美と善の象徴である。しかもそれは、暗闇やいかなる敵の勢力にも圧倒されず、侵害されることのない者の象徴[a]であり、同時に、いかなる被造物も背くことができない（そして背くことが許されない）者の象徴[b]である。彼の性質は最高権力の象徴なのである。一個人であれ複数であれ、いかなる人間も神の働きや性質を阻害できないし、阻害してはならない」（『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、神が万物を支配なさっていること、神の性質が最高の権威を象徴していること、そしていかなる敵の勢力も、またいかなる闇の勢力もそれを犯せないことを、わたしは理解しました。神は妨害を行なうサタンの悪しき勢力を教会から一掃し、完全に淘汰なさいます。これが神の働きの方向性であり、神が必ずや実現させる現実です。ヤオランは暴君のように教会を支配し、兄弟姉妹を操って押さえつけ、自分に近い人たちを育成して自分の王国を築いていました。神の働きを乱して邪魔し、ありとあらゆる悪事を犯し、神の性質にひどく背きました。彼女は遅かれ早かれ教会から追放される、反キリストの悪魔なのです。神の家が過去に多数の悪人や反キリストを追放したことが、頭に浮かびました。そのような者たちがどれほど凶暴でも、成功を収められるのは束の間で、最終的に神の懲罰からは逃れられません。これが神の義ではないでしょうか。それなのに、わたしは神の義を理解しておらず、神の家では真理と義が実権を握り、神が統治なさっているという事実を信じていませんでした。神の家をあたかも俗世と同じであるかのように見ており、地位と権力を持つ人は誰であってもわたしの運命を支配でき、ヤオランと娘に対抗すれば、前途と終着点を失ってしまうと思っていました。果ては、二人がわたしに復讐するのを恐れ、神による万物の支配を信じていませんでした。このような信仰は、神に恥をもたらすだけです！　その後、神の御言葉の中からこの文章を読みました。「わたしの言葉は、人間が暗闇の影響から脱する基礎であり、わたしの言葉にしたがう形で実践できない人は暗闇の影響の束縛から逃れることができない。正しい状態で生きるというのは、神の言葉の導きの下で生き、神に対して忠実な状態で生き、真理を求める状態で生き、神のために真摯に自分を費やす現実の中で生き、神を真に愛する状態で生きることである。このような状態、このような現実の中で生きる者たちは、真理の奥底に入るにつれて徐々に変化する。また彼らは、働きが深まるとともに変化して、最後は必ずや神に得られて心から神を愛する人になる」（『神の出現と働き』「暗闇の影響から脱すれば、あなたは神のものとされる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉はわたしに道を示してくれました。サタンの闇の勢力による足かせを打破したければ、神の御言葉に沿って真理を実践しなければなりません。自分個人の利益や将来に関する考えを捨て、真理を実践し、それらの反キリストを暴いて報告した上で、神の家の働きを守る必要があるのです。たとえ本分から外され、地位と前途を失ったとしても、真理原則を守らなければなりません。それを理解すると力が湧き、ヤオランとシャオミンのことを報告する手紙を指導者に宛てて書きました。

数日後、指導者は兄弟姉妹全員を集め、ヤオランとシャオミンが犯した悪行の事実を伝えました。そして原則に従い、ヤオラン夫妻とシャオミンは全員本分から外されました。ヤオランと娘は自己反省も自己認識もしようとせず、それどころか兄弟姉妹の家を回って懺悔の振りをし、さらには兄弟姉妹を騙そうと、自分がいかに不当な扱いを受けたかを訴えたのです。二人はまったく悔い改めておらず、最終的にはその悪行のため、ありとあらゆる悪事を犯した反キリスト、悪人だと判断され、教会から追放されました。教会生活は正常な状態に戻り、兄弟姉妹も手を叩いて喜び、誰もが神の義と聖さを称えました。このおかげで、神の家では義と真理が実権を握っていること、キリストがそこを支配なされていること、そして反キリストの悪しき勢力がいかに邪悪かつ凶暴であろうと、また彼らがどれほど強力であろうと、神の権威に打ち勝つことはできず、神の働きを乱すこともできないし、まして誰かの運命を支配するなど不可能であることを、わたしはさらにはっきり理解しました。彼らは神の手中にあるチェスの駒と同じで、神の選民が識別力を育むのに役立つ道具に過ぎません。彼らの行ないによって、反キリストと悪人の正体が他の人たちにわかり、迷わされることもありません。これらの偽指導者を報告するという経験を通じ、わたしが闇の勢力から自由になって真理を実践できたのは、神の御言葉の啓きと導き、そして指導のおかげでした。心は落ち着いて安らぎ、このように自分を律することが尊厳と高潔さを持って生きる唯一の方法だと思いました。そうして解放感と自由を感じたのです。これは誠実な報告を記したことの果実でした。

全能神にすべての栄光あれ！　アーメン！

脚注

a. 原文では「されることがないことの象徴」。

b. 原文では「背くことができない（そして背くことが許されない）ことの象徴」。


57. 神は真に義である

日本 张霖

2012年9月、教会の仕事の責任者をしていて、指導者のヤン・ズオに会った。彼女は兄弟姉妹に、戸別訪問して福音を説かせていた。原則に大きく反する行為だ。だから同労者とこう言った。「福音を説く際は、神の家の原則に従わなければならない。あなたの行為は原則に反しているし、不信者や悪人が教会に来たら神の家の働きを乱す。とにかく、そんな福音の説き方は危険だ。もし警察を呼ばれたら、兄弟姉妹が犠牲になる」。彼女は気にとめず、僕らを融通が利かないと非難した。しかもその後の集会で、僕と同労者が神の家の福音の働きを邪魔しているとたびたび叱った。本当に威圧的だった。その年の12月、地域の信者が、ヤン・ズオの指示で福音を説きに行って、百人以上が逮捕された。神の家の働きには大きな痛手だったが、ヤンは少しも反省しなかった。自分の傲慢や無謀を分析したり反省したりしないんだ。2013年の11月、僕は教会の動画制作をしてたけど、ヤンは相変わらず傲慢に好き勝手していたよ。意見が異なれば、誰でも叱って非難した。兄弟姉妹が提出した動画を何度も却下したので、神の家から助言や援助をタイムリーに得られなかった。ヤンの本分での欠点を指摘し、助言もしたが、馬耳東風だ。むしろ僕が傲慢だと言われたよ。2014年の5月、ヤンは僕を解任して家に帰した。家に戻ってから、反キリストや偽指導者を判別する原則についてたまたま読んだ。それをヤンの一貫した行動と照らしてみて、彼女がいかに傲慢で悪質か、ついに気づいた。本分ではいつも勝手で横暴だった。真理も、兄弟姉妹からの提案も受け入れず、みんなを押さえつけて非難した。これは真理を嫌う反キリストの行為じゃないか？　わかってみるとショックだった。二年も一緒に働いて、ヤンの行動とやり方はすべて堕落の顕れだと思っていた。神の御言葉で、彼女の本性、本質、辿っている道を判断しなかった。一緒にいても、ただ我慢して耐え、おかげで神の家の働きに遅れや影響が出た。僕は思った。「ヤン・ズオが教会の指導者のままだと、神の家の働きをさらに乱す」。神の家に報告しようと決めた。神に祈りを捧げ、報告の手紙を書いて、最後にひとつ書き加えた。当時、問題のある動画があったので、神の家に調査してほしいと。

でも手紙を送ろうとして、ふと考えなおした。「以前ヤンに提案をして、本分の問題を指摘したら、裏目に出て家に帰されてしまった。おかげで本分すら尽くせない。手紙でヤンの問題を報告して、本人に読まれでもしたら、指導者や働き手を攻撃していると責められ、一体どうなるだろう？　やめた方がいい。もう関係ないのだから、ことを荒立てないほうがいい」。でもまた思った。「今日、神のお導きで、ヤンが反キリストの道を歩んでいるとわかった。報告しなかったら神の家の働きに影響して、兄弟姉妹が迷惑する、サタンを助ける悪人になってしまうぞ？」僕は葛藤した。神の家や兄弟姉妹の利益と、自分の前途の板挟みで、途方に暮れたんだ。数日間、何度も神の前に出て祈り、正しい道にお導きくださいと願った。その後、神の御言葉の一節を読んだ。「あなたは完全にされることへの熱意と勇気を持たなければならず、自分は無能だと常に思っていてはならない。真理は人を選り好みするだろうか。真理は故意に人間に反対できるだろうか。あなたが真理を追求するなら、真理はあなたを圧倒できるだろうか。あなたが正義のために固く立つなら、正義はあなたを打ち倒すだろうか。いのちを追求することが本当にあなたの願望であれば、いのちはあなたから逃れることができるだろうか。あなたに真理がないのであれば、それは真理があなたを無視するからではなく、あなたが真理と距離を置くからである。あなたが正義のために揺るぎなく立つことができないのであれば、それは正義に問題があるからではなく、あなたが正義は事実に一致しないと思っているからである。あなたが長年いのちを追求しても、いのちを得られずにいるのであれば、それはいのちがあなたに対して良心を持っていないからではなく、あなたがいのちに対して良心を持っておらず、いのちを追い払ったからである。あなたが光の中で生きつつも、光を得られないでいるのなら、それは光があなたを照らせないからではなく、あなたが光の存在に注意を払わなかったので、光が静かにあなたのもとを去ったからである。あなたが追求しないのであれば、あなたは価値の無い屑であり、自分の人生においてまったく勇気がなく、闇の勢力に対抗する霊がないとしか言えない。あなたは弱過ぎるのだ。あなたは、自分を包囲するサタンの勢力から逃れられず、このような安全で平穏な生活を送り、無知のまま死ぬことだけを望んでいる。あなたが成し遂げるべきなのは、征服されることの追求であり、それがあなたに課された本分である。征服されたことに満足しているなら、あなたは光の存在を追い払う。あなたは真理のために苦難を受け、真理に自分を捧げ、真理のために恥辱を忍ばねばならず、またより多くの真理を得るために、さらに多くの苦難を受けなければならない。これこそがあなたの為すべきことである」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。この一節を読んで、信仰と力をもらった。「この闇の力に負けるものか」と思ったよ。以前はヤンを判断できなかったが、今は神のおかげでその本性、本質、辿っている道がわかった。注意を促すべきだったのに、自分の前途のために、「己に関わりのないことは見過ごせ」というサタンの哲学を受け入れた。良心も理知もなく身勝手だった。長年神を信じ神の御言葉に潤され糧を施されたのに、この大事な時に、良心より利益を優先し、神の家に対し見て見ぬふりをした。恩知らずで、卑劣で、見下げ果てた人間だ！　そう気づいて思った。「良心と正義感で行動し、真理を実践して神の家の働きを守らなくては」。何度も神の前に出て祈り、ついに決心した。「この手紙の結果がどうなろうと、利益のためにサタンの手下になるものか。ヤンの問題を見てきたのだから、その悪行を暴いて、神の家の働きを守るべきだ」。神の家に報告を送ったよ。その後は安心して、心が平穏になった。その後は毎日、神の家がヤンの件を調査して、反キリストの正体がばれて兄弟姉妹に拒まれるのを、心待ちにした。残念ながら、手紙のせいで僕の状況は悪化した。

2014年8月、教会から本分の再開を許された。でも10月半ば、リーという指導者が僕の下宿先に来て、険しい顔でこう尋ねた。「報告の手紙を書いたの？」はいと答えたら、不機嫌そうに彼女は言った。「ヤン・ズオは教会の仕事の責任者で、よく会うわ。偽指導者や反キリストを思わせる行動は、見たことも聞いたこともない。あなたは指導者と働き手を無闇に攻撃した」。耳を疑ったよ。四か月も待ったあげく、こんな結果になるなんて。でも僕は慌てなかった。手紙は事実と原則に沿って書いたんだ。誤った非難はしていない。リー指導者は言った。「手紙に動画を調べるよう書いてあったので、神の家は二ヶ月もかけて調べたの。神の家の働きを大いに乱し、神の性質に背いたわ」上の指導者も同じことを言ったそうだ。ショックで動揺したよ。まさか僕の手紙が、神の家の働きを大きく乱して、神の性質に背いたなんて。その通りなら、本当に大変な悪行だ。急に体中の力が抜けて、涙が止まらなかった。リー指導者は言った。「荷物をまとめて家に帰り、行ないを反省しなさい。それが済んだら、また本分を尽くしていい」。帰宅するバスの中で、頭は混乱し心は重く沈んだ。長年神を信じてきたのに、神の家の働きをひどく乱す悪人になってしまった。ひたすら自分を責めて後悔した。今後が不安で仕方なくて、神を呼び求め、心をお守りくださいと願った。何であろうと神の采配に従う。神に不平は言わない。祈ったら、徐々に落ち着いた。家に戻って三日間、リーの言葉を考え、いくつか疑問がわいた。神の家はキリストと真理が支配し、行ないのすべてに原則がある。人の扱いもそうだ。一時の行動で人を裁いたりしない。では、リーたちはどんな原則に沿って僕を扱ったのか？　リー指導者の言葉は真実なのか？　答えはわからなかったが、真実がどうあれ、すべては神の思し召しだから、その采配に従うだけだ。まもなく教会の指導者が僕をあるグループの集会に行かせた。それから一か月あまりして、家で母との集会を命じられ、二人とも本分が尽くせなくなった。村八分にされていたんだ。ずっと神を信じていたが、今や家に隔離され、もはや本分すら尽くせない。本当に孤独だった。その頃は、ほぼ毎晩、みんなと集会をして本分を尽くす夢を見た。目が覚めるともう眠れなかった。毎晩がとても長く耐えがたかった。当時は母も一緒に苦しんでいた。特に夜、神に祈る母の泣き声を聞いた時は、自責の念で落ち込んだ。母を巻き添えにした気がした。あの頃は神を信仰して以来、最も辛く苦しい時期だった。絶えず神に祈るほか、心の痛みを癒すすべはなかった。後で教会の指導者に復帰して本分を尽くしていいか尋ねたら、こう言われた。「まだ本分を尽くしたいの？　ちゃんと反省しないと、しまいには除名するわよ！」そう聞いて、絶望に打ちひしがれた。本分を尽くすのは幻想にすぎないとわかった。毎週、指導者が家に来たが、僕が否定的な考えを広めたり徒党を組んだりしていないか、確認するためだった。彼らが来るたび、心底落ち込んだ。時々聞きたかったよ。「なぜこんな目に合わせるんです？　原則に沿ってヤンを報告したのに、調査もせず、自宅に閉じ込めるなんて。真理を実践してはいけないのですか？」本当に苦しくて、時々考えた。「なぜ真理を実践したらこんなことに？　神は義だと信じていたが、この状況には神の義が見えない」とても混乱したよ。悪態をついたり神を責めたりしないのが精いっぱいだった。たびたび神の前に出て祈り、御旨を理解し、神を誤解しないようお導きくださいと願った。

そんな最も辛く苦しい時に、神の御言葉を読んだ。「神の義なる性質を、人はどのように知り、把握すべきなのでしょうか。義なる人が神の祝福を受け、悪しき人が神に呪われる――それが神の義の実例です。これは正しいですか。神は善に報いて悪を罰し、各人の行ないに応じて報いを与えると言われていますが、その通りです。違いますか。しかし最近では、神を崇める人たちが殺されたり呪われたりしており、または神に祝福されなかったり、認められなかったりしています。どれほど神を崇めようと、神はそうした人たちを無視しているのです。神は悪人を祝福することも罰することもしませんが、このような人は多数いて、子孫も数多く、彼らにとっては何もかもが順調に進んでいます。万事において成功しているのです。これは神の義ですか。結果として、このように言う人がいます。『神は義でない。わたしたちは神を崇めているが、神はわたしたちを祝福したことがない。それなのに、神に抵抗して崇めない悪人たちのほうが、何事においてもわたしたちより順調で、高い地位についている。神は義でないのだ！』これはあなたがたに何を示していますか。わたしは二つの例を挙げました。神の義を論じているのはどちらですか。中には『どちらも神の義の表われだ！』と言う人がいます。なぜそう言うのでしょうか。神の性質に関する人の認識は間違っていて、自分の考えや視点の中、取引的な観点の中、あるいは善悪の観点、正誤の観点、または論理的観点の中に存在しています。神への認識にこれらの観点を持ち込むことで、彼らは神と相容れないようになり、必ずや神に逆らい、神について文句を言うことになります」（『終わりの日のキリスト講話集』）。

「神はすべきことを行ない、神の性質は義です。義とは決して公平であるとか理知的であるといったことではなく、平等主義でもありません。または、どれほどの働きを成し遂げたかに応じてそれにふさわしいものを割り当てることでも、あなたの行ないに応じて報いることでも、あなたの捧げた努力に応じてしかるべきものを与えることでもありません。それは義ではありません。ヨブが神の証しをしたあと、神がヨブを淘汰したとしましょう。神はそれでも義だったはずです。それがなぜ義と呼ばれるのでしょうか。人間の観点から言えば、何かが人の観念に合致していれば、その人はいともたやすく、神は義だと言います。しかし、物事が自分の観念に合致していないと見れば――それが自分には理解できないものであれば――神は義だと言うのが難しくなるでしょう。……神の本質は義です。神が行なうことを理解するのは簡単なことではありませんが、神が行なうことはすべて義であり、単に人々が理解していないだけなのです。神がペテロをサタンに与えたとき、ペテロはどのように反応しましたか。『あなたが行なうことを人は推し量れませんが、あなたが行なうすべてのことにはあなたの善意が含まれています。そのすべてに義があるのです。あなたの賢い御業をどうして称えずにいられましょうか』。今日、サタンが人間をどのように堕落させたか、そして神が人間をどのように救うかを人に示すために、神はサタンを滅ぼしているのではないということを、あなたは知る必要があります。最終的に、人々はサタンによってあまりに深く堕落させられたために、サタンによる人の堕落というとてつもない罪を目の当たりにし、また神がサタンを滅ぼすとき、神の義を見て、そこに神の性質と知恵が含まれていることを理解します。神が行なうことはどれも義なのです。あなたがこれを推し量ることはできないかもしれませんが、自分勝手に判断してはいけません。神の行なうことが自分にとって理知的でないと思われたり、それについて何らかの観念を抱いたりするなら、神は義でないとあなたは言うことになり、理知をまったく失ってしまいます。あなたも知っての通り、ペテロにも理解できないことがありましたが、そこには神の知恵があり、それらの物事には神の善意があるのだと、ペテロは確信していました。人間はすべてを理解できるわけではありません。把握できないことが数多くあります。したがって、神の性質を知るというのは簡単なことではないのです」（『終わりの日のキリスト講話集』）。神の御言葉が闇を光で照らし、突然理解できた。神の義がわからなかったのは、自分の観念と想像で理解しようとしていたからだ。反キリストと偽指導者が神の家の働きを乱すのを見て、正直に報告するのは義なる善行なのだから、神の恩寵と保護を受けられると思った。問題がすぐに対応されてこそ神の義だと思った。だが問題を報告した後も、彼らは地位にとどまり好き勝手をして、僕が抑え込まれて謹慎を受けた。神の義を疑い始めたよ。神の御言葉を読んで、ついに神の本質は義だとわかった。僕らの観念に関係なく、神の御業は常に義を表している。ヨブの試練もそうだ。神にとって完璧だった彼を、神はサタンに渡して、財産も子供も奪った。これが神の義だ。ヨブは神を畏れ、悪を避け、信仰に頼って強い断固とした証しをした。その後神はヨブを祝福し、長寿とさらなる財産とより良き子供を与えた。これも神の義だ。仮に、ヨブが証しをした後も、神が祝福せず彼を滅ぼしたとしても、それも神の義だ。神の本質と性質は根本的に義だから、すべての御業が義なんだ。また、ペテロは数百の試練と精錬を経ても神の義を礼賛した。理解できない出来事にも、神の義と知恵が隠れていると信じた。だが僕は、神の義を完全に理解せず、表面的な結果が自分の観念に合うかどうかで評価していた。神の御業が自分の観念と合って利益になれば、神の義を信じた。でも利益にならなかった時は、神の義を疑い始め、神の采配は不公平だと思った。公然と非難はしないが、心ではいつも神に反論していた。理知がまったくない。神が不義ではなく、僕が神を理解していなかった。あまりに勝手でずるかった。真理の探求も、神が設けた状況から学ぶこともせず、自分の将来と利益に執着していた。みじめな気分で苦しむのは当然じゃないか？　ようやく神の旨を理解した。神がこの状況で誤った見方を正してくださったので、もう自分の観念で神の義を理解するのはやめた。ついに状況が理解できた気がした。僕は神の前に出て祈り、神の采配に従い、この状況を理解したいと願った。

そしてこの御言葉を読んだ。「大半の人は神の働きを認識しておらず、ゆえに彼らの信仰はあまりに不足しています。神の働きは簡単なことではありません。まずは、神の働きにはすべて計画があり、それはどれも神の望む時になされるということを知らなければなりません。神がどのような働きをいつ行なうか、人間が推測できることは永遠にありません。神は特定の働きを特定の時に行ない、決して遅らせません。神の働きを滅ぼせる者は誰一人いないのです。自身の計画に沿って、自身の意図に沿って働きを行なうというのが、神が働きを行なう原則であって、これを変えられる人はいません。あなたはその中に、神の性質を見るはずです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神の全能性を知ることでのみ、真の信仰を持つことができる」）。「神が行なうことはどれも必要であり、そこには並外れた意義があります。なぜなら、神が人において行なうすべてのことは、神の経営と人類の救いに関連するからです。神の目から見て、ヨブは完全で正しい人でしたが、当然、神がヨブにおいて行なった働きも同じです。言い換えれば、神が何を行なうか、その手段がどのようなものか、代価がどれほどのものか、および神の目標がどのようなものかにかかわらず、神の業の目的は変わらないのです。神の目的は自身の言葉を人の中に働かせること、そして人間に対する自身の要求と旨を人の中に働かせることです。つまり、肯定的だと信じるすべてのものを、自身の歩みに応じて人間に対して働かせ、人間が神の心を理解できるようにし、神の本質を把握できるようにするとともに、神の支配と采配に従えるようにすることで、神を畏れて悪を避けるようにするためです。これらが、神が行なう一切のことにおける、神の目的の一つの側面です。もう一つの側面は、サタンが引き立て役で神の働きに役立つものなので、人間がしばしばサタンに与えられるということです。これは、サタンによる試みと攻撃の中、人々がサタンの邪悪さ、醜さ、そして卑劣さを見るために神が用いる手段であり、それによって人々はサタンを憎み、否定的なものを知って理解するようになります。この過程により、人々はサタンの支配、断罪、妨害、攻撃から徐々に解放され、やがては神の言葉のおかげで、そして神に関する認識と神への従順、神に対する信仰と畏れのおかげで、サタンの攻撃と断罪に勝利します。そうして初めて、人々はサタンの支配から完全に解放されるのです」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。神の御言葉でわかった。神は原則に沿って時宜にかなった行動をし、そのすべてに神の義と知恵がある。以前、神の義は即刻の報いを意味し、悪人はすぐ懲罰を受けると思っていた。それなら神はなぜ、あらゆる類の人を暴いて神の選民に示さないのか？　実は、神が反キリストと偽指導者の出現を許したのは、それによって僕らがいのちにおいて成長し、真理を求めて判断力を養えるからだ。原則の真理でこれらの人たちを判断できれば、真理を理解してそこに入れる。そうなれば、反キリストや偽指導者も役目を果たしたということだ。当時は反キリストや偽指導者が教会で実権を握っていて、人々を支配し騙せるように見えたが、それでもキリストと真理が教会を支配してるから、いずれは暴かれ追放される。

それに、反キリストの本性は陰湿で悪意に満ち、人間性などまったくない。名声と地位だけが大事で、神の選民はどうでもいい。自分の利益が侵されれば誰でも目の上のこぶと見なす。攻撃して報復し、死ぬまで痛めつける。悪魔サタンの行ないと同じだ。反キリストの追放まで、神の選民は、教会での生活や本分中に少しも安らげない。彼らが周りを騙して害を与える方法が、神のおかげでわかった。その本性と本質がわかり、異端の考えを見抜き、支配とごまかしから逃れた。神はまた、僕が彼らの間違いから学び、同じ道を辿らないようにさせた。神がこの状況で僕を救い完全にしようとしたのがわかった。神の御言葉にもある。「神は数多くの逆境や否定的な物事を役立たせ、ありとあらゆるサタンの表われ、つまりサタンの行動、非難、妨害、そして欺瞞を用いることで、あなたにサタンの忌まわしい顔をはっきり見せ、それによってサタンを識別するあなたの能力を完全にする。そうすることで、あなたはサタンを憎んで捨てることができるのである」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。ご自身の綿密な努力を僕に理解させ、暗闇から抜け出させてくれた神に感謝する。

2015年1月、ヤン・ズオを報告する別の手紙を書いた。また毎日気をもんで神の家による調査を待った。だが二ヶ月が過ぎても、まだ待ちぼうけだった。教会の指導者が何度も問いただしに来た。「神や神の家に不満でもあるの？」ってね。これを聞いて心配になった。「この手紙のせいで、今度はどうなるんだろう。すでに謹慎の身だから、あとは教会からの除名だろう」。そこで突然気づいた。また神の義を疑い始めていたんだ。急いで神の前へ出て、こう祈った。「神よ、あなたの義を認め、キリストと真理による神の家の支配を信じると言ったものの、時間と事実に試された時、自分の信仰が足りなく、まだ真にあなたの義を理解していないとわかりました。今は利益を捨てあなたの采配に従いたい。御旨を理解できるようお導きください」。それから神の御言葉の一節を読んだ。「神を愛することを目指すすべての者にとって、獲得することのできない真理はなく、揺るぎなく立つことができない正義はない。あなたは、どのようにして自分の人生を生きるべきだろうか。どのように神を愛し、その愛を用いて神の願いを満足させるべきだろうか。あなたの人生において、これより重要なことはない。あなたは何にも増して、そうした大志と根気を持っていなければならず、気骨のない者、意志の弱い者のようであってはならない。あなたは有意義な人生を経験する方法を知り、有意義な真理を経験しなければならず、自分自身をそのようにいいかげんに扱ってはならない。あなたの人生は、気付かぬうちに過ぎてゆく。その後、あなたに神を愛する機会がもう一度あるだろうか。人は、死後に神を愛することができるだろうか。あなたは、ペテロと同様の熱意と良心を持っていなければならない。あなたの人生は有意義であるべきで、自分を弄んではならない」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉でわかった。神が完全にするのは、真理と義への切望と、神を愛する決心だ。どんな困難や挫折や攻撃に遭おうと退かず、神と真理のために生きなくては。サタンの力に屈してはならない。それでこそ真理を得て完全にしていただける。僕にはその決心と意志の力がなかった。神に祈り、神の家の働きを守って真理を実践すると決心したのに、悪の力が現れたとたん、怖くて縮み上がってしまった。まだ神の義を真に理解せず、何かあると自分のことしか考えなかった。神の御言葉を思い出したよ。「悪人は必ず罰を受ける」。神の御言葉は成就し、永遠となる。すべての悪人は、神の義の刑罰を受けて苦しむ。かかった時間や過程に関わらず、最後は常に神の御言葉通りになる。僕は思った。「観念と不実なサタン的性質を捨て、神の御言葉を信じ、神が義であると信じよう。サタンの力に屈するものか！」これに気づくと次第に落ち着いて、不安がなくなった。

2015年4月になり、リー指導者はじめ指導者と働き手から手紙が届いた。ヤン・ズオに騙されて、僕に大変な迷惑をかけたと。みんな謝っていて、リー指導者はこう認めた。「あなたが教会の働きを乱していると責めたのは、上の指導者ではなく、ヤン・ズオだった」。それでわかった。ヤンは両方の手紙を読んでいたんだ。保身のために僕を除名する証拠を用意していたが、その後指導者と働き手がヤンの問題を見つけ、皆で神の家に手紙を送ったんだ。手紙を全て読みながら、ほっとしてため息をつき、神の前に跪いて泣いた。その瞬間、神に大きな恩義を感じた。長年神を信じてきたのに、常に想像のレンズ越しに神の義を見ていたんだ。問題があると、それを想像に合わせようとし、合わなければ神を誤解して責めた。だが神は弱く堕落した僕を、最も辛く苦しい時に導いてくださった。この経験でわかった。神は、偽指導者を見分けて報告する霊の争いで、僕の誤った観念を正し、神の義を正しく理解させた。他にも気づいたのは、神の御業をすべて、観念のレンズ越しに見ていたことだ。神を冒瀆して狭め、神の性質に背いていた。この経験で、神の本質は義だとわかった。神のすべての言動は、人間の観念と合う合わないに関わらず、神の義なる性質の表れだ。全能神は言われます。「神の義なる性質は、神自身の真の本質です。それは人間が書き綴ったり形作ったりしたものではありません。神の義なる性質は、神の義なる性質であり、被造物とは何の関係もつながりもありません。神自身は、神自身です。神が被造物の一部となることは決してなく、神が被造物の一員となったとしても、神が本来持っている性質と本質は不変です。したがって、神を知ることは、物を知ることではないのです。神を知ることは何かを分解することでも、人を理解することでもありません。神を知るために、物や人を知る概念や方法を用いるならば、神に関する認識を得ることは不可能です。神を知ることは、経験や想像に依存することではなく、したがって神に自分の経験や想像を押し付けてはなりません。どれほど豊かな経験や想像があったとしても、それには限界があります。さらに、想像は事実に対応するものではなく、ましてや真理に対応するものではなく、神の真の性質と本質とは相容れないものです。神の本質を理解するために想像に依存したなら、成功することはありません。唯一の方法は、神から来るものすべてを受け容れ、徐々に経験し、理解することです。あなたが協力し、真理への飢えや渇きがあれば、ある日、あなたが真に神を理解し、知ることができるように、神があなたを啓きます」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。

2015年5月、反キリストのヤン・ズオは、悪事をなしたかどで教会から除名され、仲間や加担者も処分を受けた。除名の知らせを読んだ時、心の底から神は義だと感じた。神の家は真理とキリストが支配する。神に感謝！


58. 真理が道を示してくれた

日本　実在　

全能神は言われます。「神に仕えることは単純な作業ではない。堕落した性質が変わらないままの人は決して神に仕えることはできない。もしあなたの性質が神の言葉により裁かれ、罰されていないのならば、その性質はいまだにサタンを表している。これは、あなたの奉仕があなた自身の善意から出ていることの十分な証明である。それはサタン的性質にもとづく奉仕である。あなたは自分の元来の性格のまま、また個人的好みに従って神に仕えている。さらに、自分が行いたいことが何であれ、神はそれを喜び、行いたくないことが何であれ、神はそれを嫌うとあなたは思い続けている。そして働きにおいては、自分の好みに完全に左右されている。これを神への奉仕と呼ぶことができるであろうか。あなたのいのちの性質は、究極的には少しも変えられることはない。それどころか、自分は神に仕えているのだからと、ますます頑固になり、そのため、堕落した性質はさらに深く根付いたものとなる。このようにして、おもに自分の性格にもとづいた神への奉仕に関する規則と、自分自身の性質に従った奉仕から派生する経験をあなたは内面的に作り上げるようになる。それらが人間の経験と教訓であり、この世における人間の人生哲学である。このような人々はパリサイ人と宗教官僚に属する。このような人々は目を覚まして悔い改めないならば、必ずや終わりの日に人々を騙す偽キリストおよび反キリストとなる。話に出てくる偽キリストと反キリストは、このような人々の中から現れる」（『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、5年前の体験を思い出しました。

教会の指導者に選ばれたばかりのときです。私は熱意にあふれ、本分に真剣に取り組みました。教会の仕事をしっかりやる決意でした。すべてのチームの仕事状況を調査して分かったのですが、仲間の何人かが適格ではなく、チームリーダーたちもそれを正そうとしていませんでした。原則が分かっていない人もいるのに、リーダーたちは交わりもせず、手を貸すのも遅く、教会の仕事に支障が出ました。私は気になり、思いました。「あからさまな問題が解決されず、誰も責任をもって仕事をしていない。次の集まりで話し合わなければ。何が間違っているかを彼らに分かってもらわないと」次の集まりでは、彼らの仕事についてリーダーたちに何度も尋ね、落ち度や問題点を指摘しました。彼らは実務ができていないことを分かっていて、変わろうとしてはいましたが、私はそれでも不満です。自分が厳しく分析して取り扱わなければ、何も成果は生まれないと思い、叱る口調で、「本分を尽くすにも投げやりで、実際の問題を何も解決していない。教会の仕事を邪魔している」などと言いました。その後は彼らの気持ちを聞くこともなく、問題を見つけて正した自分に酔いしれました。その２日後、同労者が言いました。「あるリーダーはあなたを怖がっていて、問題があれば取り扱われると思っています」これを聞いて動揺しましたが、自分は問題を見つけて正すという必要なことをしたのだから、取り扱いは彼らが学ぶためだったと思っただけでした。次にリーダーたちに会った時も、彼らの仕事ぶりばかり厳しく尋ね、問題を見つけると彼らを取り扱い、分析しました。私は確信を持って言いました。「兄弟姉妹の中には仕事について問われるのを恐れる人がいる。実務ができているなら何を恐れることがあるのか。仕事について学ぶことでしか問題を見つけて正せないのに」集まり後、あるリーダーが話しているのを聞きました。「まだ本分の尽くし方を学んでいるところで、難しいことも多い。集まりの交わりで解決したいのに、ストレスばかり」と。私は少しつらくなりました。集まりが実り多いものでなかったのは、自分のせいなのかと思いました。でもきっと、それは私の霊的背丈が低いからで、交わりが分かりにくかっただけで、新しいリーダーがプレッシャーを感じるのは当然です。そこで言い返しました。「ストレスは力になる。そう感じなければだめだ」と。その後、同労者によると、リーダーたちは私に会いたがらず、私に取り扱われるのを恐れてこう言ったそうです。「あのような取り扱いは感情的で、兄弟姉妹の啓発にはならない。問題や困難の解決には、もっと真理の交わりが必要だ」と。それでも気にせず、自分の動機は正しく、少々きつくても、責任をもって役目を果たしていると思っていました。何度同僚から警告されても、神の御前に行き、自省することはなかったのです。だんだんと気持ちが暗くなり、聖霊の働きを感じられなくなりました。苦しくて、つらかったです。その時初めて神の御前で自分を振り返りました。「なぜ本分で何も成果が出ず、壁が立ちはだかるのか。なぜ兄弟姉妹はいつも、私に抑圧されていると言うのか。本当に同労者が言うように、感情で人を取り扱っているのだろうか。でも教会の仕事のために厳しく言ったのだ。私が言わなければ兄弟姉妹は事の重大さに気づいたのだろうか？」苦しみながらも自分を正当化しようとしていました。本当に苦しみました。

祈りの後、次の御言葉を読みました。「教会の指導者や働き手として、神の選民を真理の現実へと導き、神の証人として仕えたいのであれば、一番大事なのは、人の救いにおける神の狙いと神の働きの目的について、より深い認識をもたなければならないということです。あなたは神の旨と、神が人に課す様々な要求を理解しなければいけません。現実的に努力を行ない、自分が理解できるだけのことを実践して、自分が知ることだけを伝えるようにしなければいけません。自慢したり、誇張したり、無責任な発言をしたりしてはいけません。誇張すれば人に嫌われ、のちのち自分を咎めるでしょう。これでは不適切に過ぎます。他人に真理を施すとき、その人が真理を得られるようにと、彼らを取り扱ったり叱りつけたりする必要はありません。自分自身に真理がないのに他人を取り扱ったり叱りつけたりするだけなら、あなたは恐れられるでしょう。しかしそれは、彼らが真理を理解したという意味ではありません。行政の働きの中には、他者を取り扱ったり刈り込んだりして、ある程度懲らしめても大丈夫なものがあります。しかし、真理を施すことができず、他の人に対して威圧することや叱ることしか知らないのであれば、あなたの堕落と醜さが明らかになるでしょう。時が経つにつれ、人々はあなたからいのちの糧や実践的なことを得られなくなり、あなたを嫌って忌々しく思うでしょう。識別力のない人ならば、他人を取り扱って刈り込むこと、怒りを露わにすること、あるいは癇癪を起こすことなどといった、否定的なことをあなたから学ぶでしょう。これは他の人をパウロの道、地獄に向かう道へと導くことに等しいのではないでしょうか。それは悪事ではないのですか。あなたの働きは他の人に真理を伝え、いのちを施すことに重点を置くべきです。あなたのすることが、どれも盲目的に人を取り扱って講釈を垂れることだとしたら、いったいどうしてその人たちが真理を理解するようになるでしょう。時が経つにつれ、あなたがいったい何者かを人は知るようになり、あなたを見捨てるでしょう。こんなやり方で神の前に他の人を連れて来ることがどうしてできるでしょうか。これがどうして働きをしていることになりますか。このようにして働きを続ければ、あなたは全員を失うことになります。あなたはいったい何の働きを達成したいのですか。指導者の中には、真理を伝えて問題を解決することができない人もいます。そのような指導者は代わりに他者を無闇に取り扱い、自分の力を誇示して人を恐れされ、自分に従わせます。そのような人たちは偽の指導者、反キリストです。性質が変化していない人たちは、教会の働きを行なうことができず、神に仕えることもできません」（「真理の実体を持つ者だけが指導者となれる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は私の状態を完全に暴きました。私はまさに、そのように本分を尽くしていました。問題を扱うための真理について交わることに集中していなかった。感情的で、相手を取り扱い、叱責し、非難していました。その結果、私は彼らを抑圧し、怖がらせ、彼らに避けられるようになりました。また堕落した性質で生きていたため、神を不快にしました。私は聖霊の働きを失い、闇に沈みました。そのとき考えました。兄弟姉妹の本分で問題に気付いたとき、私は真理を求めることも、神の御言葉を具体的な交わりのために探すこともほとんどせず、実践の道に導いてもいませんでした。傲慢な性質で、注意して叱り非難するだけでした。私が息苦しくさせていたのに、自分のことは振り返らず、責任をもって本分を尽くしていると思っていました。神の御旨をよく考え、実際の問題を解決していると。神は同労者を通じ、感情で人を任意に取り扱わないように注意してくれたのに、私は無視をしました。その結果、何人かの兄弟姉妹は消極的になり、私のことを恐れ、避けるようになりました。教会の仕事もうまくいっていませんでした。神は明らかに、真理の交わりを第一にして働くことを求めています。兄弟姉妹はまず真理を理解しなければ、堕落した性質と堕落の真相を認識できません。理解して初めて、神の御言葉を実践し、自分の本分を尽くす気になるのです。それなのに私は、厳しくしなければ問題を見つけたら容赦なく叱責し非難しなければと思ったのでした。それが、彼らが問題に気づいて修正する唯一の方法であり、成果を出す唯一の方法だと思ったのです。その時、これがどんなに馬鹿げた考え方かが分かりました。そうやって働くことで、役職を利用し、傲慢に人を叱り、抑圧していたのです。真理の交わりで他者の問題を解決していたのではありません。神はリーダーに、真理の交わりで兄弟姉妹の問題を解決するよう求めておられます。皆と同じ立場になり、実際の困難に基づいて神の御言葉について交わることを。自分の経験と理解を交わり、他者を導いて助けることを。誰かを取り扱い、暴く場合は、真理の交わりの土台に基づかなければなりません。人々が、神が求めることを理解できるように、問題の本質と要点を強調しなければなりません。自分の問題と問題の本質、問題で生じる危険な結果がはっきり分かるように、そして、真理に沿うためには何をすべきか、神が求めるとおり本分をどう尽くすべきかを知ることができるように。でも私は神が求めるとおりに本分を尽くしていません。同労者の注意に耳を傾けないどころか、本分においてサタン的な性質で人を叱るという本性と結果を自省することもありませんでした。彼らのため、教会の仕事のために良かれと思ってやったと正当化しました。本分で正しい道を歩んでおらず、他者のためにもまったくなっておらず、それどころか抑圧していました。彼らを惨めに、息苦しくさせていたのです。私は彼らの害になっていたのではないでしょうか。悪になっていたのです！　サタン的な性質に基づいて本分を尽くすことがこんな深刻な結果を招くとは思いもしませんでした。そのように取り扱い、叱ったことを心から後悔しました。すぐに神の御前で祈り、求め、考えました。知らず知らずに悪を働いていた原因は一体何だったのか。

その後、神の御言葉を読みました。「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。神の御言葉は私の悪事の根源を暴きました。私は傲慢でうぬぼれた本性に支配されていたのです。傲慢でうぬぼれた本性のせいで、人より責任ある立場だと思って威張り散らしました。兄弟姉妹の仕事にミスや見過ごしがあれば、彼らを見下し、立場を利用して叱り、取り扱いました。理解も同情もしませんでした。こんな傲慢な本性に支配され、自信も過剰でした。問題を解決するには厳しく取り扱うしかないと思っていました。自分の観念と想像を真理として見せ、自分のやり方が相手を抑圧していると気づいても、やり方を変えず、兄弟姉妹の話を聞こうとしませんでした。同労者に注意されても反省しませんでした。少しきつい言い方になっただけで、彼らが取り扱いを受け止められなかっただけだと。傲慢なサタン的性質で本分を尽くし、兄弟姉妹に害を及ぼし、教会の仕事を遅らせました。私がしたことはすべて神に抵抗する悪事だったのです！

神の御言葉を読みました。「あなたは自分の元来の性格のまま、また個人的好みに従って神に仕えている。さらに、自分が行いたいことが何であれ、神はそれを喜び、行いたくないことが何であれ、神はそれを嫌うとあなたは思い続けている。そして働きにおいては、自分の好みに完全に左右されている。これを神への奉仕と呼ぶことができるであろうか。あなたのいのちの性質は、究極的には少しも変えられることはない。それどころか、自分は神に仕えているのだからと、ますます頑固になり、そのため、堕落した性質はさらに深く根付いたものとなる。このようにして、おもに自分の性格にもとづいた神への奉仕に関する規則と、自分自身の性質に従った奉仕から派生する経験をあなたは内面的に作り上げるようになる。それらが人間の経験と教訓であり、この世における人間の人生哲学である。このような人々はパリサイ人と宗教官僚に属する。このような人々は目を覚まして悔い改めないならば、必ずや終わりの日に人々を騙す偽キリストおよび反キリストとなる。話に出てくる偽キリストと反キリストは、このような人々の中から現れる。もし神に仕える人々が自分たちの性格に従い、自分たちの意思のままに行動したならば、彼らはいつでも追放される危険にある。他人の心を獲得し、見下すような態度で他人に訓戒し人々を制限するために自分の長年の経験を神への奉仕に応用する人、そして決して悔い改めず、自分の罪を告白せず、地位からくる恩恵を諦めない人は、神の前に倒れるであろう。このような人はパウロと同類の人間であり、自分の経歴の長さゆえに大胆に振る舞ったり、資格を見せびらかしたりする。神がこのような人々を完全にすることはない。このような奉仕は神の働きのじゃまをする」（『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」〔『言葉』第1巻〕）。読むのもつらい言葉ですが、神の性質は背きを許さないことを感じました。何年も信仰しているのに、真理の原則を求めることに集中せず、自己流で本分を尽くしていました。傲慢な性質は抑えが効かず、力のある立場から人を叱り、縛り、最終的に兄弟姉妹を抑圧し、息苦しさと苦痛を与えました。人間性があまりにも欠けていました。兄弟姉妹の実際の問題を解決できなかったばかりか、彼らのいのちの入りを邪魔し、教会の仕事を滞らせました。これが本分を尽くしていたと言えるでしょうか。サタンの子分のようではありませんか。前は自分の動機は正しく、教会の仕事を大事にしていると思っていました。でも少しばかり熱心になり教義を知っているからといっても、本分で神を満足させるには不十分です。神の御言葉の裁きと刑罰を受け入れなければ、サタン的性質は変わらず、本分は神の御旨に一致しません。自分の意志に関わらず悪事をし、神に抵抗するだけです。排除された偽指導者と反キリストのことを思い出しました。彼らは神の御言葉の裁きと刑罰を受け入れず、真理を実践しませんでした。サタン的性質で本分を尽くし、傲慢でうぬぼれ、横柄で、気ままに人を取り扱い、叱り、見下し、横暴でした。他者に与える影響は害以外の何ものでもなく、教会の仕事を壊し、乱すだけでした。悪事と神への抵抗そのものだったのです！　主イエスがおっしゃったとおりです。「その日には、多くの者が、わたしにむかって『主よ、主よ、わたしたちはあなたの名によって預言したではありませんか。また、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって多くの力あるわざを行ったではありませんか』と言うであろう。そのとき、わたしは彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ』」（マタイによる福音書 7:22-7:23）この御言葉に少し怖くなりました。このままサタン的性質に頼って本分を尽くしていたら、教会の仕事を混乱させ、神に抵抗した悪人のように神に非難され、排除されるでしょう。そして分かりました。教会生活と本分に実りがないのは、神の私に対する暴きであり、私は神の御前に来て自分を振り返り、悔い改めるべきであることを。なんと傲慢な本性だったかと考えると、裁きを受けず、神の御言葉に触れず、事実が明らかにならなければ、服従できなかったことでしょう。サタン的性質で本分を尽くすことの危険な結末に気づくこともなかったでしょう。その時深く感動し、このままではいけないと思いました。真理を求めて堕落を解決しなければなりませんでした。

そして神の御言葉を読みました。「問題が自分に降りかかったときは、冷静になって正しく取り組み、選択を行なわなければなりません。真理を用いて問題を解決できるようになるべきです。普段から多少の真理を理解しておくのは何のためですか。それは単にあなたの空腹を満たすためでも、ただあなたに話題を提供するためでもなく、他人の問題を解決するためでもありません。何より、真理は自分自身の問題、自分自身の困難を解決するためのものです。自分自身の困難を解決して初めて、他の人たちの困難を解決することができるのです」（「愚かな者は救われることができない」『キリストの言葉の記録』）。「自分が交わる人々のことを理解し、いのちにおける霊的な事柄について交わらなければならない。そうして初めて他の人たちにいのちを与え、彼らの不足を補うことができるのだ。説教するような口調で人々と接するべきではなく、そのような立場を取るのは根本的に間違っている。交わりにおいては霊的な問題への理解がなければならず、知恵を持ち、人々の心にあるものを理解できなければならない。他の人たちに仕えるなら、あなたは正しい人でなければならず、自分が持っているものを用いて交わらなければならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十三章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を通じて他者の問題を解決するには、まず神の御言葉を実践し、入らなければならないと分かりました。真理を求め、自分の堕落を解決することが一番大切なのです。堕落した性質を認識することが大切です。そうすると他の人が堕落を露わにしても、どうやって助け、自分の体験と理解を交わるかが分かり、実践の道を示せます。相手にも正しく接することができ、相手の中に見える堕落とまったく同じものが自分の中にもあると分かります。そうすると相手より自分が優れているなどとは思わず、対等な立場で交われます。相手のためになるには、このように交わるしかありません。それなのに、私は何をしていたか？　本分で自分の入りに集中することも、自分の問題を反省することもなく、まるで堕落とは無縁のように、仕事のためにと働いていました。他者の問題を解決することにとらわれ、自分の交わりが役に立たないと、見下した態度で叱りました。人間らしく生きず、悪魔のようでした。神に嫌悪感を抱かせ、他者に反感を抱かせていました。兄弟姉妹は自分の本分をしっかり尽くしたかったのに、原則を完全に理解していないから、やり方が分からなかったのです。ミスや手抜きがあれば、共に真理を求めて問題を解決できるように、理解し、許し、導き、前向きに助けるべきです。本分を故意に放棄する場合だけ、叱責し、警告すべきで、それを通常の対応にしてはなりません。これを理解すると気持ちは明るくなり、その後はどうやって本分を尽くすべきかが分かるようになりました。

その後まもなく、真理を純粋に理解する素質の良いチームリーダーが、真理の交わりを通じて実際の問題を解決することができても、問題と困難に直面して弱さを感じ、逃げていたという話を聞きました。この話を聞いてすぐにウズウズしました。彼女は本分を真剣にとらえていないから、厳しく取り扱わねばと思ったのです。ふいに、自分の傲慢な性質に従って行動しそうになったことに気づきました。すぐに神に祈り、今度こそ神の御言葉に従って実践する決心をしました。チームリーダーを探し、彼女の状態と困難を理解できるように腹を割って話しました。交わりでは関連する神の御言葉を見つけ、自分の体験を活用しました。彼女は神から託された使命に専念していなかったことに気づき、変わりたいと思ってくれました。姉妹が自分を振り返り、変わろうとする様子は、私にとっても感動的でした。教会指導者は他者を啓発する真理の交わりに集中しなければならない。そのことが理解できるようになりました。それが人のいのちを利する唯一の方法です。


59. 失敗に直面して立ち上がる

韓国　奮起

神を信じる前、私は共産党の教育を受けていましたどうすれば自分がのし上がり、家族に名誉をもたらせるかばかり考えていましたその後、私は大学院に進み、やがて弁護士になりました自分は一歩抜きん出た存在だといつも思っていましただからどこに行っても絶えず自分を誇示しようとし何においても他人が私を見習い私の言うとおりにするよう期待していたのですそのときは、それが一種の傲慢な性質であることに気づいていませんでした自分は本当に立派な人間だと思い込んでいたのです神を信じ始めたあと全能神の御言葉を読むことで、ようやく自分の傲慢な性質に気づき自分には野心や欲望があるだけでなくとても自惚れが強く独善的だとわかりました話したり何かをしたりするとき、他の誰とも話し合わず自分のやり方を押し通すこともありました自分について多少の自己認識を得てもそれは大した問題ではないと思っていました次の神の御言葉を読んだことがあります「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」私は「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」という一文について考えましたそれなら、よい人間性をもつ人はどうでしょうか神に従順な人たちは？　彼らの性質も変わる必要があるのでしょうか変化した性質とはいったい何でしょうか私たちはキリストを信じ、キリストは実際の神でいらっしゃるのだからキリストを信じることはキリストに従うことではないかと思っていました。だから、キリストに従うことはキリストと相容れることを意味するのだととりわけ自分の仕事を捨てて家族のもとを去ったことつまり神のために自分を費やす選択をしたことを考えるときこれは私がキリストを信じ、キリストと相容れたしるしではないかと思いましたしかしそのとき自分のいのちの性質を変えて、キリストと相容れなければならないことは理解しておらずそのため、純粋に自分の熱心さから本分を尽くしていたのですそれに、いのちへの入りとは何か、性質の変化とは何かも知りませんでした私にはいのちの経験がまったくなかったと言えるでしょうようやく本当の認識を多少得たのはいつのことでしょうかそれは苛酷な刈り込みと取り扱いを経験し自分を反省して自分の本性がとても傲慢なのを知ったあとでした自分に何かが起きたとき、私は真理を求めることを知らず、神の御言葉を実践することに集中しませんでした私には神への従順さがまったくなかったのです基本的に、私はキリストと相容れる人間ではなかったと言えるでしょうこの刈り込みと裁きを経験したあと私はようやく「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」とおっしゃった神の真意を本当に理解できました。

2014年私は神を信じていたために共産党政府から迫害を受け、海外への逃亡を呼びなくされました外国に到着したあと私が熱心に自分を費やし、優れた素質の持ち主であることを知った兄弟姉妹が私を教会の指導者に選んでくれましたそしてイベントに参加したり、インタビューに答えたりするようたびたび勧めてくれましたでもそうしたことは自分の資本となりすでに傲慢だった私はその資本によってあり得ないほど傲慢になったのです教会は私がいなければ機能しない私は重要な働きをしていると思いました私にとってあまりに些細な件を兄弟姉妹が話し合いに来たときも私はそれに関わるのが嫌で、この人たちは何でもないことに大騒ぎしていると思いましたそれについてしつこく訊かれると「どうしてこんな小さなことを質問するの？　私の時間を何だと思ってるのよ。自分たちで何とかしなさい」とうんざりしましたさらに質問が続けばすぐさま相手を批判する詰問口調になりまるで上司のように説教することもありました実を言うと、兄弟姉妹をこのように扱ったとき、これはよくないことだし何らかの形で彼らを傷つけていると、私でさえ感じていましたでもそうした傲慢な性質の中で暮らしている人は、すべての人間性を失ったことに気づく必要がありますそのわずかな自責の念さえ消えてしまいました私はそのように振る舞いながら働き、生活していました本分を尽くす過程で行なうすべてのことについて私は決定権をもちたいと思いました兄弟姉妹と話し合いをしていて自分の気に入らない意見や提案を聞くとすぐさま何も考えずに反論し、何の価値もないかのようにその意見を見くびりました万事が自分の望み通りに進むことを望んでいたのですそれに、働きで生じた問題を同労者に伝えて話し合ったり、探求したりすることもめったにありませんでしたなぜならしばらく本分を尽くした私には十分な経験があり分析と研究によってそれらを解決できるとか同労者たちはその働きに慣れておらず、よく理解していないなどと考えていたからです私が話せば彼らは何も付け加えられず、私以上によく理解することもできないと考えました話し合いを続けても単に時間の無駄遣いで、まったく無意味だと思ったのですそれで段々彼らと働きたくなくなりました。上位者が私の働きを確かめに来たときも、私はとても煩わしく思い他人の監督や警告を受け入れるのが嫌でした実はそのとき、自分の状態が正しくないとは感じていました兄弟姉妹もこう言って私に警告してくれました「あなたはあまりに傲慢で独善的です。誰とも一緒に働きたがらない本分や働きを行なうときも、他人の監督と警告を受け入れず自分の働きに誰かが干渉するのを望まない」同労者によるこうした警告や手助けは、実際には一種の刈り込みと取り扱いでしたが私はそれらを無視しました自分は傲慢でいのちへの入りをさほど成し遂げていないし、変化もまったくしていないけれどそれでも本分を尽くしているんだから大した問題ではないと思っていたのです兄弟姉妹の手助けと警告を真剣に受け止めず、大事にすることもありませんでした自分の堕落した性質やサタン的本性は一夜で変えられるものではないと思い長い時間がかかることだから今のところは自分の働きに取り組み、立派に本分を尽くすべきだと考えました。

しかし、傲慢な性質の中で暮らすと言っても、何も感じないということではありませんそのとき、私の心は空虚でした時には作業を終えたあと、自分を反省して「これをしているあいだ、あるいは終わったあと自分はどんな真理を得ただろうか。どの原則に入れただろうか」と自問したものです何らかの形でいのちの性質が変わっただろうかしかし私は何も成し遂げていませんでしたなぜでしょう働きを完了させようと、日々駆けずり回って疲れ果てすべきことがあまりに多くあるたび、いつもストレスと怒りで一杯でした自分の中で一つのことに火が点くと、自分を抑えられなくなるかのようでした神に祈るときも動作を繰り返すだけでした。心から神に言うべきことが一つもなかったのです神の御言葉を飲み食いして、そこから照らしや啓きを得ることもありませんでした当時、私はとても空虚で不安でした本分を尽くせば尽くすほど神から離れるように思い、心の中に神を感じることができませんでした神に見捨てられたのではないかと不安でしたそこですぐさま神の御前に出て祈りました「神よ！　私は自分を救うことができません自分を抑えることもできませんどうか私をお救いください」程なくして刈り込みと取り扱いが突如私に降りかかりました。

上層部の兄弟が私の働きを調べ教会の資金の出費に関する私の処理に問題があることを見つけましたその資金をどう支出するか決めたとき同労者や決定グループと話し合わなかったことを突き止めたのです彼は私に言いました「これは教会の出費に関する問題だどうして同労者や決定グループと話し合わなかったんだこれは君が独断で決められることなのか」その質問に対し、私は答えに窮しましたその兄弟にどう答えるべきか、まったくわからなかったのですなぜでしょう自分でもまったくわかりませんでした。そのようなことなど考えたこともなかったからですそれから私は振り返り始めましたそのころ、私は傲慢な本性の中で生きており正常な理知がまったくなかったので自分の本分が神から託された使命であること原則に従ってその本分を尽くし、真理を求めるべきだったことを知らずにいました同労者や決定グループと話し合って物事を決めるべきだったことを理解せずにいたのです私は堕落した性質の中で生きていたので、理知がありませんでしたしかも、それに気づきさえしませんでしたそんなことはわかっているから探求したり調べたりする必要なんかないとまで考えていたのですその兄弟はこう言うことで私を取り扱いました「君は傲慢かつ独善的で、まったく理知がない選民から神に捧げられた献金なのだから、原則に従って合理的に出費されるべきだったその献金が浪費されたいま、原則に従って責任を問わなければならない」私は何も言い返しませんでしたが、心の中ではいまだに自分が正しいと思っていました自分は献金を盗んでいないし教会の働きを行なう過程で出費しただけどうして私が責任をとらなければならないの。

その後、上位の指導者たちが、私たちに会いに教会を訪れましたそして神の御言葉を使って私の問題について語り合い、それを分析しましたそのとき私も神の御言葉を使って、自分についての認識を説明しましたでも心の中では、自分は神の御言葉に関するこの交わりを利用して心の中に築き上げられた反抗と不満そして理解のなさをさらけ出しているだけだとわかっていました自分は何ひとつ認めてもらえないのに、苦労して働いていると思っていたのです私が自分の本性を本当に認識していないことを見てとった指導者たちは兄弟姉妹の同意を求めたあとただちに私を教会の指導者の地位から下ろしましたその瞬間、私はさほど後悔を感じていませんでしたでもその後、指導者たちが一つひとつの出費を詳しく調べ始めその過程でようやく私はそこに問題があったことを認識しました損失が積み上がって額が増えるにつれそれは自分で支払える額を超えてしまい私は不安になりだしましたその資金を出費した自分の決断と冷淡かつ無関心な態度を振り返り心から後悔を感じて自分を憎み始めました本分を尽くす中で自分のサタン的本性に頼ることが教会にこれほどの損害を与えるとは想像もしていなかったのです事実を突きつけられた私は、それまで高々と上げていた頭を下げるしかありませんでしたただ自分の顔を平手打ちしたかったです自分が実はこんなことをしていたなんて、とても信じられませんでした。

その後、私は兄弟の交わりに耳を傾けましたそのときとったノートをお読みします「現在、10年から20年にわたって神を信じてきた指導者や働き手がいますしかし彼らがほんのわずかな真理も実践せず、それどころか自分の意志に従って物事を行なうのはなぜでしょうか自分の観念や想像が真理でないことに気づいていないのでしょうかなぜ真理を求められないのでしょうか彼らはたゆまず自分を費やし、苦労や疲れを恐れず、朝から晩まで本分を尽くしていますなのに、長年神を信じながら、いまだに原則がないのはなぜでしょうか彼らは自分の考えに従って本分を尽くし、自分の好きなことをしています彼らがしていることを見てショックを受けることもあります普段、彼らは非常によく見えます。悪人ではなく、立派に話しますこのような馬鹿げたことをするなど、とても想像できませんこうした重要な問題について、彼らはなぜ助言を求めないのでしょう。自分のやり方に固執し決定権をもつことにこだわるのはなぜでしょうこれがサタン的性質でなければ何でしょう私は重要な事柄を扱うとき、たびたび神に語りかけ、神の助けを求めます私の想像に合わないことを神がおっしゃることもありますでも私はそれに従い、神のおっしゃる通りにしなければなりません重要な事柄について、私は自分の考えに基づいて振る舞おうとはしません。間違いを犯したらどうなるでしょう神に決めていただくのが一番いいのです神を畏れることについて、指導者や働き手はみな、この基本的な段階に達しているべきですしかし、指導者や働き手の中にとても生意気な人がいるのを私は見てきましたそのような人は万事において自分のやり方を貫こうとします。その問題は何でしょうか性質が変わっていなければ、それは本当に危険なことです。……神の家が決定グループを組織しているのはなぜですか決定グループは数名から構成され、大きな間違いや損失を防ぐため問題を一緒に話し合い、調べ、決定していますしかし、決定グループを避けて自分のやり方で物事を行なう人もいますそのような人は悪魔サタンではないでしょうか決定グループを避けて自分のやり方で物事を行なう人はみな悪魔サタンですどの階層の指導者であろうと決定グループを避けて計画の承認を求めず、自分のやり方で行動すればその人は悪魔サタンであり、淘汰、追放されなければなりません」(『いのちに入ることに関する交わりと説教』)兄弟による交わりの一言一句が私の心を刺し通しました中にはこうした問題の背景を知らない兄弟姉妹もいるでしょうが彼の言った一言一句が私についての言葉であり私の状況を完全に暴いたことがわかりましたこのような人は悪魔サタンで淘汰、追放されなければならないとその兄弟が言うのを聞いたとき私は出し抜けに驚きました自分が死刑を宣告されたかのように感じたのです「私は終わりだ。もう完全に救われることはない神を信じる生涯がこれで終わった。神への信仰が終わったんだ」と思いましたそのとき、私はひどい恐怖に襲われましたそれまでずっと、神は私のことをとても気遣ってくださると思っていました私はよい教育を受けて立派な仕事に就き神の家で尽くしていた本分も極めて重要なものでしたそれに、兄弟姉妹は私のことを尊敬していたので自分は神にとって特別な存在だと常に思っていました自分は神の家で訓練されている重要な人物だと考え神の性質に背いたせいで神に嫌われ、淘汰されるとは想像もしていませんでしたその瞬間から神の性質は義であり、背きを許さず神の家は真理と義によって支配されており、誰一人非行に関わることを許さないと感じ始めました教会では原則に従って自分の本分を尽くし、真理を求めなければならず自分の好きなことをしたり、思い通りに振る舞ったりすることは決して許されません自分は災難を招き教会の献金を軽率に出費して神の性質に背いたのだから誰も私を救えないと思いました神の家に淘汰されるのを待つだけだったのです。

それからの日々毎朝目を開くたびに恐怖の瞬間を感じベッドから起き上がる力もないほど意気消沈するようになりました次に自分がどこへ向かうのかわからず自分の犯した過ちは大きすぎ、誰も私を救えないと感じていました私にできたのは神の御前に出て祈り、心のうちを伝えることだけでした私は神にこう言いました「神様、私は間違っていましたこのような結末を迎えるとは思いもしなかったのですそれまで、私はあなたを知らず、心の中であなたを畏れていませんでしたあなたの前でも傲慢かつ独善的で、非行を犯し、完全に理知を失っていましたそのため今日、この刈り込み、取り扱い、刑罰、そして裁きを受けています私はあなたの義なる性質を見ました従順になって、この状況から教訓を得たいと思います神様、どうか私からお離れにならないでください。私はあなたなしではいられません」それから数日間、私はこのように祈り続けましたある朝、神の御言葉の讃美歌が耳に入りました「何かが起きるたび、理解しなければいけません。『何が起きようと、それはすべて目標達成の一部であり、神の業だ。私には弱さがあるけれど、決して消極的になるまい。私に愛を授け、このような環境を整えてくださった神に感謝します。自分の願望と決意を捨ててはいけない。諦めることはサタンと妥協すること、自滅すること、神を裏切ることと同じだ』これがあなたのもつべき心構えです。他人が何と言おうと、どのように振る舞おうと、神があなたをどう扱おうと、決意が揺らいではなりません」（「真理の追求に必要な決意」『小羊に従って新しい歌を歌おう』）神の御言葉のこの讃美歌を聴いたとき救われる希望を見つけたと感じました私は何度もそれを歌い歌えば歌うほど心の中に力が湧き上がりました私がこのように暴かれ、刈り込みと取り扱いを受けたのは自分を知ることで悔い改め、変化するよう、神が私に望んでいらっしゃるからだと気づきました私を追放、淘汰することを望んでいらっしゃるからではないのですしかし私は神を知らず、神を誤解し、神に対して警戒していましたそのため自暴自棄になりながら、消極的な状態の中で暮らしていました神は私を望んでいらっしゃらないと思ったからですしかしその日、私は神の言葉を目にし神の御心が私の想像とまったく違うことに気づきました私の霊的背丈があまりに未熟でこのような状況になると消極的かつ弱くなり真理を求める決意さえ捨てるということを、神はご存じだったのですそのため神は御言葉を使って私を慰め励ましどんな状況でも人は常に真理を求めなければならないのだと気づかせてくださいました失敗して転落したり、刈り込みと取り扱いを受けたりするときそれはどれも完全に救われる過程の中で必要とされる一歩なのです自分を反省して自己認識するようになり、悔い改めて変われる限り私たちはそうした段階を経ていのちの成長を経験しますいったんそれがわかると神を誤解することもなくなり、神に対して警戒していないと感じました神がどんな計画や采配をなさろうとそれはどれも私にとって間違いなく有益であり、神は私のいのちに責任を負ってくださっていると思いましたそこで私は勇気を振り絞り次に起きることと向き合う覚悟を固めました。

もちろん、自分を落ち着かせて再び反省もしましたなぜ自分はこれほどひどい失敗をして転落したのか私の失敗の根源は何か神の御言葉を読んで、それがようやくわかりました神の御言葉にはこうあります「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！自分の邪悪な行ないを解消するには、まず本性の問題を解決しなければなりません。性質の変化なくして、この問題の根本的解決は不可能でしょう」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。それまで、私は自分の傲慢さを道理の上では認めていましたが自分の本性を真に認識していたわけではなくそのため依然として自分を称賛し、自分の観念と想像の中で暮らしていました自分が傲慢なのはそうなるのにふさわしいからでそのため兄弟姉妹が刈り込みと取り扱いを行なって助けようとしても、私はそれを無視したのだと思いました完全に無視していたのですでも神の御言葉を読んで自分の傲慢で自惚れた本性が、神に対する反抗と抵抗の根源なのだとようやく理解できましたそれは典型的なサタンの性質でしたこのような傲慢で自惚れた本性の中で生きるとき悪事を犯して神に抵抗するのは避けられません教会指導者の本分を尽くし始めて以来、いつも自分を讃美していたことを振り返りました自分は何でもできて誰よりも優れていると思い込み万事において自分のやり方を貫こうとしましたそれだけでなく、グループ全体の働きを引き受けて導き兄弟姉妹を私の思い通りにさせたいと思っていました自分の考えや決定が正しいかどうか、そこに偏見があるかどうか教会の働きに損害を与えるかどうかなど考えもしなかったのですあの兄弟が自分は間違ったことをするのが怖いから何かあったら神に尋ね神からはっきりした答えを得るまで何もしないと言うのを聞くまでは上層部のその兄弟は、真理を自分のものにしており神を畏れる心をもち、原則に従って物事を行なう人でしたそれなのに、自分のことを完全に信じようとはしないのです何かあったら神に尋ね、決定を委ねます教会指導者は他の誰にもまして、万事において真理を求める必要がありますしかし私は神を求めず、神を畏れる心もまったくありませんでした何かが起きるたび、自分の観念と想像に頼って道しるべとし自分の考えを真理にしていました自分は立派で重要だと思い込んでいたのですそれは典型的なサタンの性質ではないでしょうか私は神と同格になることを望んだ大天使と一緒ですそしてそれは、神の性質に真っ向から背くことなのですそうしたことをようやく理解して自分の傲慢で自惚れた本性が恐ろしいものだと感じました私はそのせいで理知をもたずに生き人を傷つけ神に背くことを数多くしてしまいましたそのため怪物のように生きていたのですしかし神は義でいらっしゃいますサタンの本性に満ちた私のような人が暴れ狂い、神の家の働きを乱すのを神がどうしてお許しになるでしょうなので、私が指導者の本分から追われたのも無理はないのですそれは私のせい自分は長年神を信じながら自分の才能、そして観念と想像に頼って働きを行ない、真理を求めることがほとんどなかったことに気づきましたそのため、いまや真理の現実がほとんどなく実際には霊的に貧しく憐れになってしまったのですどうして自分は真理を求められないのか自分の考えや判断が正しいといつも考えるのはなぜなのかそのことは、私の心に神の居場所が少しもなくましてや神を畏れる心などないことを実際に証明していました今日、私が本分の中で神に暴かれたことは実際には神から私への注意、警告だったのですもし改めなければ私は最後に淘汰され、地獄に送られるでしょうそれらを理解して神の裁き、刑罰、刈り込み、そして取り扱いは実際には人々に対する神の愛と加護でありそのすべてに神の善意があると感じました神が人を裁いて刑罰なさるのは、その人を憎まれているからではなくサタンの勢力とその人のサタン的性質からお救いになるためですいったんそれを理解すると神への誤解が減り、神に対して警戒することも少なくなりましたまた今後の日々、神が私にどのような状況を采配なさろうとそのすべてには神の支配と采配があるのだから、私はそれに従おうと思いました。

私の本分には事後作業があって、私はそれを済ませる必要がありましたそしてそれは、神が私に悔い改めの機会を与えてくださっているのだと思いましただから自分はこの最後の本分を立派に尽くさなければならないその後、本分を尽くす過程で自分の働きについて兄弟姉妹と話し合ったとき自分が正しいと考えて他の人に自分の言うことを聞かせるという傲慢な性質に頼ろうとはしませんでしたその代わり、兄弟姉妹に自分の意見を述べてもらい最後は全員の考えを検討して決定を下しましたもちろん、見解に相違があるとき傲慢かつ独善的になり、自分の見解にこだわって他人の意見や助言を進んで受け入れないこともいまだにありましたしかし自分が失敗して転落し、刈り込みと取り扱いを受けたことを思い出すと不安を覚えそこで神の御前に出て祈るのです意識的に自分を捨てその後は神を畏れる心でもって、兄弟姉妹と一緒に真理と原則を求めましたそのように本分を尽くしているととても安心できて私の決定も吟味に耐えられましたそして兄弟姉妹とパートナーを組んだとき自分の考えのいくつかが実は一方的だったことに気づきました兄弟姉妹と交わりを行ない、物事を掘り下げることは少なくとも私にとって真理の上、原則の上、見識の上で極めて有益でした特に、兄弟姉妹に何かが起きたとき彼らが神に祈り、求め、交わりを行ない自分を軽々しく信頼しないのを見て自分が真理を求めず、いとも簡単に自分を信頼するのはなぜかと考えましたすると、自分の傲慢と自惚れのせいで、自分は何でもしてしまえるのだとわかりました私はサタンに極めて深く堕落させられており兄弟姉妹に比べて決して優れた存在ではなかったのですその後初めて自分は兄弟姉妹より多少知識があるかもしれないけれど霊の奥底では比較にすらならないことに気づきました彼らに比べて神を畏れる心が少なかったのですその点、兄弟姉妹は私をはるかに超えていましたそしてそれを知ったとき一人ひとりの兄弟姉妹に長所があり彼らに対する以前の自分の見方と違っていることに気づきました実際のところ、兄弟姉妹は私よりも優れており、私には傲慢になる点などないと思いましたそこで私は頭を下げ始め兄弟姉妹と仲良くなり、一緒によい働きを行なうことができました事後作業が終わったとき自分の取り扱いに関する教会の決定を静かに待ちましたところが想像もしないことに上層部のあの兄弟があなたは刈り込みと取り扱いを受けたあとも、依然として本分を尽くすことができ多少の自己認識を得たようだと言って本分を続けてよろしいと言ってくれたのです彼はまた、私が本分を尽くす際の問題点をいくつか指摘してくれました本分を続けてよろしいと聞いた瞬間私は何も言えず神に感謝するしかありませんでしたこれを経験して自分が暴かれ骨身にしみる刈り込みと取り扱いを経てようやく自分のサタン的本性をいくらか認識したように感じましたしかし、その代価はとても高くつきました本分を尽くす中で自分の堕落したサタン的性質に頼ったせいで私は教会に損害を与えてしまい原則に従えば懲罰を受けるべきでしたしかし神は、私をその逸脱に応じて扱う代わりに本分を続ける機会を与えてくださいました神のとてつもない慈悲と寛容を私は自ら経験したのです。

この経験を振り返るたび本分を尽くす中で自分のサタン的本性に頼ったせいで教会に損害を与えてしまったことを後悔しますまた「性質が変わらないままなのは、神に敵対していることである」という神の御言葉はまさにそのとおりだと思いますでもそれ以上に神の刑罰、裁き、刈り込み、そして取り扱いは堕落した人類に対する神の最大の加護、最も誠実な愛だと感じています。


60. ごう慢な性質は変えられないのか

中国遼寧省　趙凡

神の御言葉の一節を読みますね。「人は自分の性質を変えることができず、神の言葉による裁きと刑罰、苦難と精錬を経験するか、あるいは神の言葉による取り扱い、懲らしめ、そして刈り込みを受けなければならない。そうして初めて、その人は神への従順と忠誠を実現することができ、もはや神に対していい加減ではなくなる。人の性質が変わるのは、神の言葉による精錬のもとである。神の言葉による暴露、裁き、懲らしめ、そして取り扱いを受けることでのみ、その人はあえて軽率に行動することがなくなり、平静沈着になる。最も重要な点は、神の現在の言葉、および神の働きに従えることであり、たとえそれが人間の観念と一致しない場合でも、それらの観念を脇にのけて進んで従うことができる、ということである」（『神の出現と働き』「性質が変化した人とは神の言葉の現実に入った人である」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は実践的です。御言葉の裁きと刑罰、刈り込みと取り扱いなしにサタンの性質を変え、正常な人間らしく生きることはできません。私はかつてとてもごう慢でした。職場では、いつも自分が人より能力が高く優れている、みんな自分に従うべきだと思ってた。信仰に入ってからも、このごう慢な性質はよく顔をのぞかせ、最終的な決定権を持ちたがり、上から目線で講釈をたれ、人を抑圧しました。これは兄弟姉妹を苦しめ、害をもたらしました。でも神の裁きと刑罰、刈り込みと取り扱いをもって初めて自分のごう慢な本性を多少理解し、悔い改め、自分を嫌悪することができました。そのあとは、人とかかわる時や本分を尽くすために人と連携する場面では、主張を控えるようにしました。そして意識して真理を求め、他の人の提案に耳を貸すことも学ぶと。少し人間らしく生きられるようになったの。

2015年に教会の指導者に選ばれた時、とてもうれしく感じました。「多くの票を得たということは、この教会で私が最も優れているということ。この本分を尽くすため、精一杯頑張らなければ。そうすれば兄弟姉妹も、正しい選択をしたと思ってくれるはず」と考えました。それ以来、毎日忙しく過ごし、問題を抱える兄弟姉妹がいれば神の御言葉から関連する部分を探し、問題を解決するため彼らと交わったわ。やがて、私たちの教会生活は大きく改善しました。教会でやるべきことは多くありましたが、すべて整然とこなしていきました。私たちの教会生活が、他の教会よりも優れていると知ったときはとても満足でした。私たちの教会生活が順調であることを知った指導者たちは、私たちのやり方を他の教会に取り入れさせ、私は教会での重要な働きにいくつか参加する機会を与えられた。「指導者たちでさえ私を高く評価し、能力を認めてくれた。どうやら私の素質は、大半の人よりも優れているようね！」いつのまにか、そんなうぬぼれの気持ちが大きくなり、自分は何でもできるし、何でも知っていると感じた。同労者の提案にもほとんど耳を貸さず、自分がみんなよりはるかに優れ、命令する立場にあると感じていました。言う通りに行動しない人には非難し、叱りました。ある時、質問の回答に取り組んでいた姉妹が、難しさを感じて相談にきました。私はこう思いました。「何を話し合いたいというの?　難しい質問じゃないから、答える練習をさせたのに。こんなことも答えられないようじゃ、この仕事にはふさわしくない。私ならあっという間に答えてしまうわ」。そして厳しい口調でこう言いました。「もういいわ。私が回答します」。威圧されたと感じた彼女は、それ以降、問題に直面しても私に助けを求めなくなりました。また、ある本分に王姉妹を推薦したことがあったのですが、陳姉妹から「この本分は非常に重要です。決断を下す前に、王姉妹の普段の振る舞いをしっかり把握する必要があります」と言われました。少しむっとした私はこう思いました。「似たようなことならこれまで何度もやってきたし、よくわかっているわ。王姉妹といつも接している私が、彼女を理解していないというの？　彼女のことを聞いてまわったら、遅れを生むだけだわ」。そしてきっぱりと言いました。「時間を無駄にするのはやめて、進めましょう」。私の頑なな態度に、陳姉妹は口をつぐみました。本心を抑えているように見えましたが、気にしませんでした。それからは、兄弟や姉妹が提案をするたびにそれほどの能力がないとか、まだ未熟であるとかさまざまな理由をつけて彼らの意見を退けました。そして私がいいと思う意見を発表し、みんなを従わせようとしました。すると次第に、全員が私の抑圧を受け、話し合いの場でも口を開かなくなりました。私はその後、話し合い自体をやめたわ。そんなのは形式だけで、時間の無駄だと思ったからです。このように私は、ごう慢な性質をもって本分を尽くし、ますます軽率で独断的になっていきました。

ある時、本分で成果を出していない組長がいることに気づきました。彼には実際の働きを実践する能力がなく、調整が必要だと考え、このことを同労者と話し合うべきだとも思いましたが、こう考えました。「やっぱりやめよう。話し合いをしたところで、私に賛成して終わるのだから」。そしてそのままその組長を交代させました。それを同労者たちに事後報告したところ、陳姉妹が驚いた様子で言ったの。「あの組長に問題があったのは事実ですが、彼は真理を追求する人物です。入信して日が浅く、真理への理解が表面的だったため、本分において不備や抜けがあったのですが、それは普通のことです。もっと彼に真理を交わり、手助けすべきで、すぐに交代させるなんて、原則に沿っていない」。私は納得できず、こう言い返しました。「実際の働きをする能力がないと判断したから交代したまでです。このような事態には以前も対処したことがあります。私が間違っているとでも？」私が譲らないのを見て、陳姉妹はそれ以上何も言いませんでした。その後、この件の評価と分析を行った同労者たちは、私の対応が原則に沿わないと判断し、その組長を元の本分に戻しました。本分が何度も交代したことで、組の働きは阻害され、私は、ごう慢な態度を貫き原則に従って行動しなかったことを恥じました。しかし真理を求めたり、反省をすることはありませんでした。

ひと月後、教会で重要な仕事が持ち上がりふさわしい人物が私たちのグループから選出されることになりました。その時私は、喜びました。素質と経験から言えば、私より優れている人物はいない。みんな私を選ぶわ。しかし発表された結果は驚くべきものでした。私は選ばれなかったどころか、一票も得られなかったのです。心がずしんと沈み、世界がひっくり返ったような気がしました。どうしてこんなことに？　なぜ誰からも票を得られなかったの？　みんなには見る目がないの?　心の底から理由を知りたかった私は、自分の欠点についてみんなに聞いてみました。周姉妹が何か言いたげにしていたので、「私に足りないところがあれば、正直に言ってほしい」と伝えたところ彼女は勇気をふりしぼりこう言いました。「あなたはごう慢で自分本位で、人の意見を聞こうとしません。いつも高圧的なので一緒にいると怖くて、遠慮してしまいます」。別の姉妹もうなだれながら言いました。「私も遠慮してしまいます。ごう慢でみんなを見下しているように感じます。まるで教会の働きを担えるのは自分だけで、できないことなどなく、誰よりもずっと優れていると思っているみたい……」。陳姉妹はさらに、私がうぬぼれ屋で、働きにおいて真理も原則も追求せず、他の人の意見を聞かないこと、何にでも最終決定を下そうとすること、独断的で独りよがりであることを指摘したわ。そして姉妹たちは一人ずつ、私がごう慢で支配的だと告白した。納得できない私は、「よってたかって私をごう慢だとか支配的だとか。自分たちこそ責任をもって本分を尽くしていなかったくせに。それならこれからはもうどんなことがあっても何も言わないわ。勝手にして」と思いました。その夜、私は寝つけずに、何度も寝返りを打ちました。私のように高い素質と能力をもった人間であれば、少しぐらいごう慢なのは普通だと思っていました。兄弟姉妹からそこまで悪く言われるとは。まさか私のことをごう慢で理知に欠けると思っていたなんて。彼らがあれほど抑圧され、傷ついていたなんて。考えるほどにつらくなりました。彼らは私にかなりの反感と憎悪を抱いていた。人々に嫌われ、拒絶された私はまるでドブネズミのようです。神が私のような人間を救うことはないでしょう。否定的になった私は、苦しみの中で神に祈り続けました。「神よ、これほど深い苦しみをどう乗り越えればいいのでしょうか。御旨を理解できるよう、啓きを与えてください」。

次の朝、コンピューターで神の御言葉の朗読を聞きました。「何度か失敗して倒れた経験があるのは悪いことではありません。暴かれることも同じです。取り扱われたり、刈り込まれたり、暴かれたりしたことがあるかどうかにかかわらず、次のことをどんな時も忘れてはなりません。暴かれることは断罪されることを意味しません。暴かれるのはよいことであり、自分を知る最高の機会です。それはいのちの経験を一段加速させます。それなしには、自分の堕落の真相を認識できるようになる機会も条件も背景も得られません。自分の内面にある物事、掘り起こして認識するのが難しい、自身の奥深くに潜む物事の側面をすべて認識できるようになれば、それはよいことです。自分を真に認識できるようになることは、自分の道を正して新しい人になる最高の機会なのです。それは、あなたが新たないのちを得る最高の機会です。いったん自分を真に認識すれば、真理がいのちとなるのは本当に貴重なことだと分かるようになり、真理を渇望して現実に入るようになります。それはかくも素晴らしいことなのです。失敗し倒れるたびに、その機会を捉えて真剣に自分を反省し、自分を真に認識できれば、消極性と弱さのさなかにあっても再び立ち上がることができます。いったんその敷居を跨げば、大きな一歩を踏み出して真理の現実に入れるのです」（「真理を得るには、周囲の人や出来事や物事から学ばなければならない」『キリストの言葉の記録』）。御言葉について考えた私は、深い感銘を受け、涙がとめどなく流れました。神がこのような環境を生み出し、私に兄弟姉妹からの辛辣な刈り込みと取り扱いを与えたのは、私を排除したり、恥をかかせたりするためではありませんでした。ごう慢で頑固すぎた私をこのように罰し、目覚めさせようとした。あやうい状態だった私が悔い改め、変われるよう、反省させようとしたの。これは神による救済でした。それに気づいたことで心が解き放たれ、神への誤解も解けました。神に祈り、この機会を活かして反省と自己認識を深める決意をしたのです。

その後、人のごう慢な性質についての神の御言葉を調べました。神は言われます。「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。「傲慢さは人間の堕落した性質の根源です、傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになりますこの問題はどれほど深刻でしょうか傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします表面上は神を信じて神に従っているように見えるものの、まったく神を神として扱っていない人がいますそのような人は真理を自分のものにしていると絶えず感じ、自分を高く評価していますこれが傲慢な性質の本質と根源であり、それはサタンに由来しますゆえに、傲慢さの問題は解決されなければなりません誰も眼中にないと思うのは些細な問題で傲慢な性質のせいで神、神の支配、神の采配に従わないことが重要な問題なのですこのような人は他人の支配を巡って絶えず神と競い合いますこの種の人は神を少しも畏れず神を愛することや神に従うことについては言うまでもありません」（神の交わりより）。この御言葉を読んでいると、心がひどく痛み、落ち着かず、少し恐怖すら感じたわ。私がごう慢な性質を生きていたこと、人々を抑圧し傷つけたこと、人と適切にかかわれてなかったことがわかった。しかし何よりも、私の心に神はおらず、神を畏れていませんでした。いつも悪を行い、神に抵抗した。指導者としての本分を尽くす中で、なぜ自分には素質と働く能力があると思い、うぬぼれたのか。兄弟姉妹と働く時は常に自分が上であると感じ、命令し、抑圧しました。異なる意見を提案されても、真理の原則を追求しませんでした。自分は経験豊かで判断力に長けているので、みんなが私の敷いたレールを走るべきだと思った。自分の視点が真理であり基準だとして、みんな私に従うべきだと考えました。もっと恐ろしいのは、他の人を抑えつけ、意見を発表できないようにしたことでした。でも全く自覚はなく、みんなが私に賛成していると思っていました。自分の能力を過信するあまり、無意識に自分は兄弟姉妹より優れていると思い、自分の独断で組長を交代させるほど思い上がっていました。この点を姉妹に指摘された時には、反論すらしました。私は本当にごう慢で、神への畏敬の念や従順さを完全に欠き、神の家の働きに有益かどうかも全く頭になかったわ。ごう慢な性質に従って、一方的で独断的に振る舞い、神の家の働きを乱し、兄弟姉妹に多くの害をもたらしました。これで本分を尽くしていたといえる？　自分では責任をもって本分を尽くしていたつもりでも 実際は、権力への欲にまみれたごう慢な独裁者だったのです。悪を行い、神に反抗していた。その後、何度も自分に問いかけました。悪を行い神に抵抗する道を歩むほどごう慢になってしまったのはなぜなのか。そう反省して初めて気が付いたの。私は「天上天下唯我独尊」や「出世して先祖に栄誉をもたらす」といったサタンの毒に支配されてきた。幼い頃から、他人に対していばりちらし、やることなすこと自分を中心に考え、周りを従わせていました。まるでそれが、自分の有能さを示す唯一の手段で、唯一有意義で価値ある人生かのように。そしてやっとわかったのです。そのようなサタンの毒を生きていたからこそ、ごう慢な本性が手に負えなくなり、全く人間らしくない生き方をしていたことが。人々を抑圧し傷つけたばかりか、教会の働きもかき乱しました。その時初めて「天上天下唯我独尊」や「出世して先祖に栄誉をもたらす」という毒は間違っていると真に理解しました。ばかげた邪悪な毒で人を堕落させ傷つけるだけです。かつての私は人の上に立ち、自分中心に人を動かすことに快感を覚えていました。でもついに、サタンの毒を生きることは、幽霊のように生きることだと気づきました。誰も私に近寄らなくなった。人を不快にさせ、神からはさらに憎まれた。それこそがサタンの毒がもたらす苦き果実なのです。極めてごう慢な大天使は、神と同等になろうとし、すべてを支配しようとして、最後には神の性質に背き、神に呪われ、中空に落とされました。横柄に兄弟姉妹を抑圧し、みんな私に従うべきだと考えた 私の性質は、大天使のものと同じでは？　そう思ったとき、ごう慢な性質を生きることの恐ろしさをようやく理解しました。神がこのような環境をもたらさなければ、私は間違いなくいまだにごう慢な態度で本分を尽くしていたでしょう。そのままならどれだけ多くの悪行を犯したことか。最終的には神の性質に背き、懲罰されたでしょう。そう気づいたあと、神に祈りました。「神よ、あなたに逆らい、ごう慢な性質を生きることは金輪際望みません。自分のごう慢さを捨てるため真理を追求し、心からあなたに悔い改めます」。

そして御言葉の次の一節を読みました。「あなたは傲慢な本性のせいでわがままになります。こうしたわがままな性質があるとき、その人は自分勝手で向こう見ずになりがちではないでしょうか。そうであれば、どうすれば自分勝手で向こう見ずになることを解消できますか。一つの考えが浮かんだとき、それを他の人に伝え、その件について自分がどう考え、どう信じているかを述べた上で、それに関してみんなと交わりなさい。まずは自分の見方に光を当て、真理を求めることができます。自分勝手で向こう見ずになるというこの性質を克服するにあたり、それがあなたの実践すべき第一歩です。次の一歩は、他の人が反対意見を述べたときです。何を実践すれば自分勝手で向こう見ずになるのを防げますか。まずは謙虚な態度をとり、自分が正しいと信じていることを脇にのけ、みんなが交われるようにしなさい。たとえ自分が正しいと信じていても、それを主張し続けてはいけません。まず何より、それは一種の前進であり、真理を求めて自分を否定し、神の旨を満たす態度を示しています。いったんこの態度をもったなら、自分の意見に固執せず、それと同時に祈りなさい。あなたは正誤の区別ができないので、何をするのが最善で最もふさわしいかを、神が明らかにしてあなたに伝えられるようにしなさい。みんなが交わりに加われば聖霊があなたにすべての啓きをもたらします」（神の交わりより）。神の御言葉の中に、実践の道を見いだしました。どんな状況でも、神を畏れ、従う心を忘れてはいけません。まずは、神に祈り真理を追求し、そして兄弟姉妹に考えを示して、ともに追求し交わるのです。自分が正しいと思っても、意識的に自分を否定して、自分に背き、兄弟姉妹の意見に耳を傾け、最も真理にかない、教会の働きに利益をもたらすものが何なのか考えなければ。それあとの集会で、私は兄弟姉妹に対して心を開き、自分の堕落を打ち明け、彼らを傷つけ、抑えつけていたことを謝罪しました。みんなは騒ぎ立てることなく、心を開いて交わってくれた。胸のつかえがとれた気がしたわ。それ以降の話し合いでは、積極的に他の人の意見を聞くようにし、異なる意見が出たときは、全員で交わり同意にいたるようにしました。次第に兄弟姉妹は私に遠慮しなくなり、和気あいあいとした協力的な雰囲気が生まれました。

ある日、話し合いのさいちゅうにパートナーである姉妹が教会内の問題について指導者に手紙を書くと言い出しました。本分で直面した困難と、その経験を伝えたいというのです。この時、私のごう慢な性質が再び頭をもたげ、こう思った。「集会で話し合えば十分だわ。手紙なんて不要なのに」。彼女を否定しそうになりましたが、以前のごう慢だった自分を思い出しました。すべてにおいて自分の意見を押し付け、兄弟姉妹を抑えつけ、人間らしく生きていなかった時のことを。そこで静かに神に祈り、自分に背きました。ごう慢な性質に戻りたくなかった。真理を実践しなければ。そのあと、彼女が指導者への報告責任を果たそうとしていることのすばらしさに気づきました。私は彼女を抑えつけず、手紙を書くのを手伝うべきです。これに気づいたことで気持ちが和らぎ、本分における問題について、忍耐強く彼女に伝え、彼女の意見を聞くこともできた。少しずれていると思うことがあっても、やみくもに決めつけず、口を開く前によく考えるようにしました。すると、彼女が挙げた事柄のいくつかは、私が考えもしなかったことだと気づいたの。自分のごう慢さに、少し恥ずかしくなりました。私がいつもけん制することで、彼らは本分を尽くせていなかったのです。みんなそれぞれに強みがあります。兄弟姉妹の協力なくして、ひとりで本分を尽くすことは不可能だったでしょう。その後、彼女と私は問題をまとめ、手紙を校正し、指導者に送りました。その後も、本分においてごう慢な本性が現れる度に意識して神に祈り、自分に背き、兄弟姉妹と話し合い、交わりをもつようにしたことで、協力関係が一層強まりました。とても心が軽くなり、ほっとしました。このように本分を尽くすことは本当に素晴らしいわ。私のようなごう慢な人間が少し変われたのは、神の御言葉の裁きと刑罰を経験したからなのです。


61. 傲慢さが転落を招く

中国広西　心傑

全能神は言われます。「傲慢さは人間の堕落した性質の根源です、傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになりますこの問題はどれほど深刻でしょうか傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします表面上は神を信じて神に従っているように見えるものの、まったく神を神として扱っていない人がいますそのような人は真理を自分のものにしていると絶えず感じ、自分を高く評価していますこれが傲慢な性質の本質と根源であり、それはサタンに由来しますゆえに、傲慢さの問題は解決されなければなりません誰も眼中にないと思うのは些細な問題で傲慢な性質のせいで神、神の支配、神の采配に従わないことが重要な問題なのですこのような人は他人の支配を巡って絶えず神と競い合いますこの種の人は神を少しも畏れず神を愛することや神に従うことについては言うまでもありません」（神の交わりより）。神の御言葉を読んで、少し前の経験を思い出しました。当時、私は本当に傲慢で独善的でした。数年間教会でリーダーを務め仕事をして苦労もしましたが、本分において実際の問題も解決できた。そのことに私は調子にのって、他の人たちを気にしなかったの。そのあと私は取り扱われ、懲らしめられ、神の言葉の裁きと暴きを通して、ついに自分の傲慢な本性を知りました。後悔し、自己嫌悪になりましたがその後真理を実践することに集中すると変化があったのです。

2015年に教会のリーダーになったわ。一緒に働く李姉妹は、リーダーになって日が浅く、教会の執事とグループリーダーも信仰歴が短かったので、真理の交わりも少し浅かったの。だから思った。「私はこの人たちより信仰が長く、リーダーになってしばらく経つ。私の役割が大事になるだろう。経験の違いを見せてやろう」と。そしてどんな問題でも前に出たわ。兄弟姉妹に力がないときや、彼らが本分をうまく尽くせないとき、教会の仕事がうまくいかないとき、どんな厄介な問題も、パートナーと同労者が解決できなかったことも、自分が対応に名乗り出た。少しすると教会の仕事は持ち直しました。兄弟姉妹の状態も良くなり、皆、自分の本分を適切に尽くせた。何か問題があると交わりや意見を求められたわ。本当に満足していたし、自分が成し遂げた仕事をすべて数えて、こう思った。「自分が舵を取らなければ、教会の仕事はこんなにうまく進まなかったはず。私の交わりがなければ、彼らの状態もそれほど改善されなかっただろう。自分は本当に真理の現実を持ち、実際の仕事ができているようだ」と。李姉妹はその後、事情があって家に戻ったので、私一人で教会の仕事を引き受けることになったわ。最初は少しストレスを感じ、いつも神を心に留めておきました。集まりの後は常にどう進んだかを確認し、弱く消極的な人がいれば、手助けしました。しばらくして、私は皆が集まり、すべき本分を尽くしていること、教会の仕事がすべて順調に進んでいることを知り、安心してため息をつき自分に満足せずにはいられませんでした。長年リーダーとして奉仕し、力を証明したように感じた。多くのことを見て、多くの問題を処理し、様々な仕事の経験を積み、自分で物事を解決してきました。自分は本当に教会の柱だと思いました。特に、朝早くから夜遅くまで働いていた時も、疲労や困難に文句も言わなかった自分は称賛に値すると感じたわ。いつの間にか、自己満足の状態で生きていました。そして、人を裁き、暴く神の御言葉を読んでも、自分に当てはめませんでした。兄弟姉妹が不調の時は、彼らと真理について交わりをせず、代わりに彼らを退け、「あなたは長い間信仰しているのにまだ真理を追求していない。どうして少しも変われないのか」と叱ることもよくありました。交わりの後に兄弟姉妹が「何をすべきか分からない」と言うと理由を尋ねることなく、彼らをこう非難したわ。「あなたは分からないのではなく、実践したくないのです！」皆私に息苦しさを感じ、悩みを私に相談しなくなりました。

その後、劉姉妹がリーダーに選ばれ、一緒に働くことになりました。私は「彼女の信仰歴は浅いし、話し合っても理解できないこともいくつかあるだろう。だから、大なり小なり教会のことは私が最終的に指示しよう」と思いました。私が決定し、劉姉妹に実行させることもあったわ。ある日、リーダーから、ある本分に誰かの推薦を求める手紙を受け取りました。私は神の家の仕事に関連するものだと知っていたので、劉姉妹と同労者と話し合わなければと思った。でもこう思ったの。「自分は長い間教会で本分を尽くしてきた。兄弟姉妹のことはよく知っているから、私が決めてしまおう」。私は劉姉妹と話し合わずに決断しました。彼女には段取りだけしてもらいました。一緒にリーダーを務めたのに、彼女を目下に扱っていました。彼女がうまく対処できないと、私は腹を立てることもありました。彼女は消極的になり、自分は何もわからず、本分もうまく尽くせないと感じてたわ。そこまで彼女を抑圧していたのに、私はまだ反省しなかったのです。それどころか、自分は真理の現実があり、仕事の能力があると思っていました。だから自分が教会の仕事を管理しなければならないのだ、と。私はさらに横柄で傲慢になりました。同労者が話し合い中に異なる提案をすれば、提案を求めないばかりか、却下することもよくありました。こう思ってた。「あなたに何がわかるの？　長年リーダーをしている私のほうがわかっている」ついに私は教会の仕事のすべてに最終的な判断を下すようになりました。その後神は、私を取り扱う状況を起こしました。本分において壁にぶつかり続けるようになったの。私は人々との面会する約束を破り、原則に沿わない人を任命していました。リーダーは私の間違いを指摘し、私を取り扱い、刈り込みました。これらの事態に直面しても、私はまだ反省せず、これから気を付けなければと思っただけでした。同労者が私に警告しました。「なぜ問題が起こったかを反省すべきではありませんか？」私は軽蔑して言いました。「誰も完璧ではないし、誰もが間違いを犯す。すべてを反省する必要はありません」何人かの兄弟姉妹が私を案じました。大丈夫だと答えましたが、心の中ではこう思っていました。「間違っていることなどない。悪い状態であったとしても、自分で対処できる。心配される筋合いはない。長い間リーダーをしている私のほうが、あなたよりも真理を理解しているのでは？」彼らがどんなに私に注意しても、私は耳を傾けません。完全に堕落した性質の中で生きていたし、霊は暗くなるばかりでした。神の御言葉を読んでもうなずくだけで、祈りでも何も言うことはありませんでした。教会ではますます多くの問題が起こり始めました。私は完全に盲目でした。問題に対する洞察力を欠き、対処する方法が分からなかった。まもなくして、教会で民意調査がありました。兄弟姉妹は皆、私がとても傲慢で、真理を受け入れないと言いました。私は独裁的で人を叱り、抑圧すると。結局役職から外されたわ。その日、リーダーが皆の評価を共有してくれました。兄弟姉妹が私を暴き、取り扱うことで、神の強い怒りを感じたわ。皆に嫌われ、神にも拒絶されたドブネズミのような気分です。どうしてこんなに落ちてしまったものかわかりませんでした。苦しみながら、神の前に来ました。「ああ、神様、私はいつも責任をもって教会の仕事をし、真理の現実を持っていると思っていました。こんなに自分に問題があるとは思いませんでした。私は真理を受け入れない傲慢な人と思われています。神様、どうして自分がこうなったのかわかりません。私が自分を知り、あなたの心意を理解できるように啓き、導いてください」。

そして次のような神の御言葉を読みました。「あなたがたにとっては、自己を知るという真理にさらなる努力を捧げるのが最善であろう。なぜあなたがたは神に気に入られていないのか。なぜあなたがたの性質は神に嫌われるのか。なぜあなたがたの話す言葉は神にとっていまわしいのか。少々の忠実を示したとたんに、あなたがたは自分を称賛し、わずかな犠牲に対する褒美を要求する。ほんの少しの従順を示しただけで、他者を見下し、ささいな業を達成しただけで、神を軽蔑する。……本分を尽くす人と尽くさない人、指導者と追随者、神を迎えもてなす人としない人、寄付する人としない人、言葉を説く人と受ける人など、このような人々は皆、自分を称賛する。これを可笑しいとは思わないのか。自分は神を信じていると十分に知りつつ、あなたがたはそれでも神と相容れることができない。自分には全然とりえがないことを十分に知りつつ、それでも自慢することにこだわる。あなたがたはもはや自制心を持たないところまで自分の理知が劣化してしまったとは感じないのか」（『神の出現と働き』「キリストと相容れない人は疑いなく神の敵である」〔『言葉』第1巻〕）。「自分がすべてを理解していると考えてはいけない。言っておくが、あなたがこれまで目にし、経験してきたことはすべて、わたしの経営計画の千分の一を理解するのにさえ十分ではない。ならば、あなたはなぜそんなに傲慢なのか。あなたがもつほんのわずかな才能と最小限の認識では、イエスの働きの一秒に使用するのにさえ不十分である。あなたは実際どれほどの経験を有しているのか。あなたが生涯で見てきたもの、耳にしてきたすべてのもの、そして想像してきたことは、わたしが一瞬で行う働きより少ない。あら探しをしたり、欠点をみつけたりしないほうがよい。どんなに傲慢でも、あなたはアリ以下の被造物なのだ。あなたが腹の中に抱えているすべてのものは、アリの腹の中にあるものよりも少ない。自分がいくらか経験を積み、歳を重ねたからといって、乱暴に振る舞ったり、自慢げに話したりする資格を得たと考えてはならない。あなたの経験と年功は、わたしが発した言葉の産物ではないのか。自分の労働や苦労と引き換えにそれらを獲得したと信じているのか」（『神の出現と働き』「二度の受肉が、受肉の意義を完成させる」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉が明らかにしたのはまさに私の状態でした。私はひどく落ち込み、自分を振り返りました。数年間リーダーとして本分を尽くした後、自分は長い間リーダーをしていたのだから、誰よりも真理を知り、有能で、教会の柱であり、教会に必要な人物なのだと思っていました。本分で少しでも成果があると、自分はすべてを理解し、真理の現実があり、誰よりも優れていると思ったわ。信仰も経験も長いのだから、横柄になって当然、他の人よりも高いところにいるのだと。兄弟姉妹の提案はまったく気にも留めず、それらを求めたり受け入れたりすることもなかった。彼らが気にかけてくれて、私の状態を案じたときさえ、自分のほうが背丈が高いのだから、誰の力も借りず、自分で解決できると思っていました。彼らの欠点と問題を見つけても、彼らを助けるための真理の交わりをせず、鼻であしらいました。彼らがちゃんとできていないように見えて、上から叱りました。その結果、兄弟姉妹は私に抑圧され、消極的に過ごしていました。そんな本分の尽くし方があるでしょうか。明らかに悪いことをしていました。私は傲慢でうぬぼれたサタン的な性質を明らかにしただけでした。神は、終わりの日に肉になると、真理を表し、人を救うために働きました。とても素晴らしい働きでしたが、決してひけらかしませんでした。そして、自分を神として見せなかった。謙虚に目立つことなく、静かに救いの働きをしました。神はとても謙虚で愛おしい方ですが、私はサタンによって深く堕落し、サタン的な性質に満ちていたため、しばらく信仰していたからといって、自分自身と自分の能力ばかり考えてたわ。自分のほうが教義を理解し、経験も豊富なはずだからと。高みに立ち、降りようとしなかった。私は自分のことをまったく知りませんでした。そして、私の理知を超えた傲慢さは、とにかくひどいものでした。神に暴露された後、私はついに自分の本当の背丈を知りました。私が本分で生じた問題を解決できたのは聖霊の働きがあってこそでした。聖霊の働きと導きがなければ、私は完全に盲目のまま、何も理解していなかったわ。自分の問題、ましてや他の人の問題に対処することもできませんでした。それでも、私は完全に高圧的になりました。本当にとても傲慢でした。その時になって、私は自分の行動を恥じました。

そして神の御言葉を読んだのです。「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！自分の邪悪な行ないを解消するには、まず本性の問題を解決しなければなりません。性質の変化なくして、この問題の根本的解決は不可能でしょう」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉を読んだ後、自分の傲慢な本性が、悪を行い、神に抵抗する根源だと気づきました。傲慢な本性に突き動かされ、本分で成果があったときは、聖霊の働きの結果を自分の手柄にして、教会の中核として自分を誇示したわ。恥知らずにも、自分が神の救いの受け手であると思ってた。でも自分のことも知りませんでした。本分においては、常に年功を誇示していました。自分を誰よりも優れた高い存在と考え、常に威張っていました。兄弟姉妹を戒めるために神の御言葉さえ使ったわ。仕事を手配するときも、一緒に働く姉妹と話し合わなかった。横暴に振る舞い、最終的な決定権を持ちました。神の家の仕事に関わる重要な事柄さえ一方的に決めていました。姉妹を名目だけのリーダーにして、教会の実権は私が握っていました。傲慢な本性のために、私は皆を無視し、心の中に神を留めてなかった。問題があっても真理の原則を求めませんでした。それどころか自分の考えを真理とし、皆を従わせました。神が大天使に、天国の他の天使を管理する力を与えたとき、大天使はその傲慢さに理知を失い、自分が特別な存在だと思い、神と対等になりたがりました。その結果、神の性質を侵し、神に呪われ、天国から追放されました。神は今、私が神をたたえ証しできるよう、リーダーの本分にまで高めてくださった。私が真理を交わることで実際の問題を解決し、人々の真理の理解と神への服従を助けるためです。でも、私は真理を模索することも、神の要求どおり本分を尽くすこともなかったわ。その代わりに、私は権力を握り、自己中心的に周りを従わせたのです。大天使と何が違うというのでしょう。神は私の道を閉ざす状況を用意し、兄弟姉妹を通して警告してくれましたが、私はそれを受け入れず、まったく自省もしていませんでした。とても頑固で反抗的でした!　私は傲慢な性質で本分を尽くし、兄弟姉妹を抑圧していました。その結果、彼らは消極的になり、問題を解決できなくなりました。教会の仕事も進みませんでした。すべて傲慢な自分が引き起こした悪事でした。私の本性はこのように頑固で傲慢です。神が兄弟姉妹を通して私を厳しく暴露し、取り扱い、本分から外さなければ、私は決して反省しなかったでしょう。それが続いていれば、もっと悪いことをしていたはず。神の性質を侵し、大天使のように神によって呪われ、懲罰されたでしょう。その時、神の親切な意図を理解しました。神は、私の邪悪な歩みを止めるため、私に悔い改める機会を与えるために、この出来事を用意されたのです。神は私を守り、救ってくれたのです。心から神に感謝を捧げました。

私がリーダーを解任された後、劉姉妹は普通に本分を尽くせるようになり、他の人の話では、新しいリーダーと執事は、信仰歴は短くても、仕事の話になると、誰も自分の考えに固執せず、神を祈って頼り、共に真理の原則を求めたそうです。皆が一緒に働き、教会の仕事は徐々に再び持ち直したそうです。それを聞いて本当に自分を恥じたわ。教会の仕事は私なしでは回らないと思っていたのに、事実に直面して、神の家の働きは聖霊によって行われ、支えられていることを知りました。そして、それは誰かにできるものではないわ。人々はただ協力し、本分を尽くすだけです。どんなに長い間神を信じても、神を頼って、本分において真理を求め、実践する限り、私たちは神の導きと祝福を受けるでしょう。真実を求めずに本分を尽くし、天狗になってわがままに動き、横柄に振る舞うことを、神は嫌悪するはずです。神の導きがなければ、私は聖霊の働きを失い、価値がなくなり、何もできなかったでしょう。私はむやみに傲慢に振る舞い、横暴でした。周りの人に命令し、兄弟姉妹を抑圧して傷つけ、教会の仕事を混乱させました。ひどい罪悪感を抱いて自分を責め神に祈りました。「神様、私はとても盲目で自分がわかっていませんでした。長い間リーダーだったので、人よりも理解している。だから誰よりも優れていると思っていました。本分でも傲慢さに突き動かされ、あなたの家の仕事を混乱させました。ああ、私はもうあなたに抵抗したくない、本当に悔い改めたいのです」。

そして神の御言葉を読みました。「あなたはわたしがどのような人間を求めているかを知らなければならない。不純な人間は神の国に入ることを許されないし、また不純な人間が聖地を汚すことも許されない。あなたがたとえどれほど長くまたどれほど多くの働きを行なってきたとしても、最後のときになって未だ甚だしく汚れていれば、わたしの国に入ることは天の律法が許さないのである。世の初めから今日まで、人がいかに取り入ろうとも、人がわたしの国に入るのにわたしが便宜を図ったことはない。これは天の掟であり、誰にも破ることは許されない。あなたはいのちを追い求めるべきである。今日、神に完全にされるであろう人間はペテロのような人であり、自分の性質の変化を追い求める人であり、そして喜んで神を証しし、被造物の本分を尽くそうとする人である。そのような人だけが神によって完全にされるのである」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。「わたしは、一人一人の終着点を、年齢や年功、苦しみの量、とりわけ憐れみを誘う度合いではなく、真理を自分のものにしているかどうかに基づいて決める。これ以外の選択肢はない。神の旨に従わない人はみな懲罰されることをあなたがたは悟らなければならない。これは不変の事実である」（『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は実に明確でした。神は人の結末を決めますが、それは信仰の長さや、どれだけ説教できるか、どれだけ働いたかではなく、真理を追求するかどうか、堕落した性質を変えたかどうか、被造物としての本分を尽くせるかどうかで決まります。これらは本当に重要なことです。以前の私は、神の義なる性質を知りませんでした。信仰も、リーダーとしての経験も長く、本分にも成功していましたが、このすべてを自分に有利に利用していたわ。そうやって追求し続ければ、神に救われるだろうと。だから神に裁かれ、罰せられ、取り扱われ、刈り込まれることに注意を払ってなかった。特に、本分において真理を追求し、自分の堕落した性質を解決しようとしませんでした。その結果、長年の信仰していてもいのちの性質はほとんど変わらず、サタンの傲慢な本性に生き、悪を行い、神に抵抗していたの。信仰で真理を追求しなければ、自分自身を知ることも、真に悔い改めることもできないとわかりました。どれだけ仕事をしても、どれだけ説教をしても、いのちの性質が変わらなければ、神にとがめられ、排除されます。これは神の義なる性質と聖なる本質が決めることです。神の心意を理解した後、信仰の長さや仕事の量を利用するのはやめ、神の御言葉に注意を向けること、自分自身を振り返って知ること、自分のサタン的性質を変えることに集中しました。

するとその後、教会で別の本分を与えられたのです。兄弟姉妹と一緒に働くときもより謙虚になりました。彼らと意見が異なると自分のほうが正しい、自分の話を聞いてほしいと思うこともありますが、すぐに傲慢な性質が出てきたことに気づき、自分のことをいったん忘れ、神に祈ります。兄弟姉妹と共に真理を求め、話し合いで物事を解決できるようにと。兄弟姉妹は、私が以前ほど傲慢でなくなり、成熟したと言ってくれました。その彼らの評価にとても感動しました。これは神の言葉の裁きと刑罰によって達成されたのです。傲慢な性質が完全になくなってはおらず、まだ神が要求する基準からかけ離れていますが、神の愛と救いを知りました。私は神の働きと御言葉が本当に人を変え、清めることがわかりました。


62. ごう慢さを解決することで人間らしくなれる

アメリカ 真心

あれは2017年３月のこと、教会でグラフィックデザインを担当することになった。主な仕事は映画ポスターや動画のサムネイルの作成。最初は技術的なことを知らなかったので、原則と実務スキルを学ぶことを心掛けた。謙虚な態度で兄弟姉妹に質問し、人からの助言を注意深くデザインに取り入れた。そのうちこの仕事に必要なスキルが身についてきた。配信された私のサムネイルはクリック率が高くて、あるドキュメンタリーのポスターは兄弟姉妹から特に好評だった。技術的な問題があるとみんな相談をもちかけてくるようになった。自分にはグラフィックデザインの才能があると思って、いつのまにか天狗になってた。

その後、ポスターより簡単なサムネイルをデザインしている時に、私ほどのスキルがあれば、すぐに完成できると思った。だから深く考えず、原則も求めないまま、自分のスキルだけを頼りに仕上げたの。その結果、光の具合も色彩もテーマに合わないと言われてしまった。でも私はそんな意見を考慮することも受け入れようとすることもなく、「大胆な創作だってわからないの？　そういうのは全部織り込み済みよ。見当違いの指摘だわ」と思った。自分の意見を曲げようとせず、頭に血がのぼって、一切の修正を拒んだ。結果、画像の問題でいくつかのサムネイルがボツになったの。後になって、ある姉妹が私に抑え込まれ、怖くて意見できなかったと聞いた。それを聞いて後味が悪かったけど、そのことで自分を振り返ることはなかったわ。

そしてすぐに、他の映画ポスターに取り組んだ。作品の主人公は牧師や長老のまやかしと支配、そして宗教観念の束縛により、神の新しい働きを拒んでた。でも真理を求めることで終わりの日の全能神の働きを受け入れ、神の光の中に生きたの。このテーマを検討してこう思った。「暗闇から光へとフェードインさせよう、最高のアイデアだわ」って。参考にしようと苦労して似たようなポスターを探したわ。そのポスターが完成した時、すごくいい出来で、大作映画のポスターみたいだった。自画自賛したわ。でもポスターを見た姉妹に言われたの。「ここが暗すぎる。詳細もなくて淡々としすぎ」と。別の姉妹には、「全体的に暗すぎる。ぼんやりしてるし、鬱々としてる。神の証しをする映画だから暗すぎはよくない」と言われた。彼らの考え方や意見にまったく納得できず、こう思った。「これは本当に上出来よ。陰影法も知らないくせに、そのやり方を意見するなんて、粗さがしだわ」と。だから言ったの。「陰影はこれでいいでしょ？　光と闇を区別しなきゃ。これは映画ポスターだから、陰影が大事なの。他のポスターもこうよ。おかしくないわ」って。そして参考にしたポスターを見せてあげたの。そしたらなんと、私のは暗部の面積が大きすぎるから、そっちのポスターほど見栄えがよくないっていうの。それを聞いて怒り心頭でこう思ったわ。「陰影法のことでいつも私に相談してるくせに、基本的なこともわかってないのに、私に指導するなんて釈迦に説法だわ」って。自分が正しいことを証明したくて、他の兄弟姉妹に私のポスターを送った。そしたらやっぱり暗すぎると言われた。だから泣く泣く修正したわ。でもやっぱり自分の考え方もポスターも、間違ってないと思ってた。だから簡単な修正に留めたけど、また駄目だった。そして結局、一週間で終わる作業にひと月もかけていたの。しかも最後には問題ありということでボツにされた。まるで顔を平手打ちされたみたい。気持ちがくじけて落ち込んだわ。交わりでも本心を言いたくなくて、暗闇の中で苦しんでたの。そして班長から、近ごろ作品の出来が悪い、すぐに神の御前で自己反省しなさいと言われた。その時初めて自分を振り返り、関連する御言葉を見つけたの。

これはある日のデボーションで読んだ一節です。「問題が起こったとき、独善的になって、こんな風に考えてはいけません。『原則はわかっているし、最終的な決定権も私にある。あなたがたに話す資格はない。何を知っているというのか。あなたがたはわかっていない、わかっているのは私だ！』。これが独善的であるということです。独善的であるのは堕落したサタン的な性質であり、正常な人間性の中にあるものではありません」「あなたは正しいかもしれず、あなたのすることも何も間違ってはいないかもしれません。何の間違いも犯しておらず、他の人よりも問題の技術的な側面についてよくわかっているかもしれませんが、それでもこのように振る舞い、実践すると、他の人たちはそれを見てこのように言うでしょう。『この人の性質は良くない！　問題が起こると、他の人が言うことを正しかろうが間違っていようが一切受け入れず、ただ逆らうだけだ。この人は真理を受け入れない』。そして、あなたは真理を受け入れないと人々が言うなら、神は何と思うでしょうか。神はあなたのそのような表われを見ることができるでしょうか。神にはそのすべてが完全にはっきりと見えています。神は人の心の奥底を探るだけでなく、あなたのすべての言動をいつでもどこでも見つめています。では、そうしたことを見て、神はどうするでしょうか。神はこのように言います。『あなたは頑なだ。自分が正しいときはそのようであり、間違っているときも同じくそのようでいる。いずれにせよ、あなたが露わにすることや表わすことはすべて天の邪鬼で反抗的だ。他の人の考えや提案を一切受け入れようとしない。あなたの心の中にあるのは否定、閉鎖性、そして拒絶だけだ。まったく強情な人だ』」（『キリストの言葉の記録』）。神に心を見透かされ、私の状態が完全に暴かれた。私はごう慢なサタン的性質を示してたの。自分のポスターが兄弟姉妹に認められていた時は、自分のスキルが優れていると思った。デザインでも知識でも私に敵う人はいないって。他の人から意見されても、わかってないくせにと拒否した。何人もの人が同じ助言をしたけど、私は折れなかった。聞くふりだけして自分の考えを曲げなかった。納得できるところだけ変えてあとは一切修正しなかった。言い訳を並べてみんなと言い争い、そのせいで姉妹を怯えさせた。とんでもなくごう慢で理知に欠けていたの！　ごう慢さとうぬぼれによって意見を無視したせいで、何度も手直しして作業を遅らせただけじゃなく、自分の状態も悪化した。この挫折がなければ、神の御前で反省して自己認識することはなかった。あのままごう慢な性質で生き続けたら、人に拒まれ、神に嫌悪されていたことでしょう。深い後悔に襲われ、恐怖を感じた。すぐに神の御前で祈り、悔い改めたの。

そして同じ班の姉妹に自分の堕落について打ち明けた。どんな助言も取り扱いも受け入れると伝えたわ。その後は本分を尽くすとき、兄弟姉妹が多くの提案をしてくれた。最初は受け入れるのに苦労した。でも失敗に苦しんだことを教訓にして、神に祈り自分を抑えて反省した。提案の理由やその効果、そして問題がどこにあるのかを考えた。原則に従って検討したの。そうすると、提案を理解して受け入れるのが簡単になった。修正もみんなに受け入れられるようになった。真理を実践することのすばらしさを知ったわ。でも私のごう慢な性質は本当に根が深くて、一度の失敗では取り除けなかったの。

しばらくすると再びごう慢な自分が戻ってきたわ。ある時、教会の賛美歌のサムネイルをデザインすることになった。よく考えると、教会の賛美歌は神の働きを経験した兄弟姉妹が神を賛美する歌。だから温かくロマンチックで美しいものにしようと思った。前に学んだ色彩理論によれば、紫がその雰囲気をよく表しているし、荘厳な色でもある。紫をメインカラーにすれば間違いないと思った。完成したプロジェクトを見て兄弟姉妹は言ったわ。アイデアがいいし配色もきれいだって。私も自分の作品にとても満足した。素質もデザインの能力もあると思ったわ。でもデザインを始めたばかりの姉妹に言われたの。「教会の賛美歌は信者の実体験と教訓を歌ったもの。紫はあまりにも幻想的で合わないと思う。見づらい色だし変えたほうがいい」と。これを読んで反抗心が湧いたわ。「たくさん資料を読んだけど、紫は温かい雰囲気だと書いてある。こんなふうに紫を使う作品はほかにもたくさんあるわ。なぜ見づらいなんて言うの？　それに、始めたばかりでデザインもあまりしてない人が提案するなんて図々しい」と思った。でもいきなり拒絶するのもどうかと思った。だから他の人の意見を聞いてみると濁したの。でも実際には誰の意見も聞かず、なかったことにした。

数日後、別の姉妹に同じことを言われた。私が使った色はとても陰鬱だから変えるようにって。その時班長に、あまり意地にならず、修正して見てもらおうと言われた。自分を押し通す勇気もなくて、修正することにしたの。でも紫色のデザインを捨てたくはなかった。「この色のデザインがそこまで悪いはずはない。好きだと言った人もいたわ。なぜ変えなきゃならないの」と思った。そんなふうに考えると修正もうまく行かなかった。何度かやっても理想から遠い。そして手直しした部分に間違いが見つかった。何時間もかけたけど修正の仕方がわからなくて、本当にイライラしてしまったわ。諦めたくなるほどだった。たった一つの画像にひと月もかけて、6回も修正した。みんなからもたくさんの助言をもらった。それでも完成せず、みんなの足を引っ張ってる。本当に辛かったわ。以前もごう慢で助言を受け入れないせいで、働きを遅らせてしまった。そして今またごう慢になって助言を拒んでいる。同じことの繰り返しだわ。そこですぐに神の御前で祈ったの。「神よ、ごう慢な性質が深刻なせいでこの状況に従えません。御旨を理解して自己認識し、この状況を打破できるよう、どうか啓きと導きを」と。

そして次の御言葉を読んだ。「傲慢さは人間の堕落した性質の根源です傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになりますこの問題はどれほど深刻でしょうか傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします表面上は神を信じて神に従っているように見えるものの、まったく神を神として扱っていない人がいますそのような人は真理を自分のものにしていると絶えず感じ、自分を高く評価していますこれが傲慢な性質の本質と根源であり、それはサタンに由来しますゆえに、傲慢さの問題は解決されなければなりません誰も眼中にないと思うのは些細な問題で傲慢な性質のせいで神、神の支配、神の采配に従わないことが重要な問題なのですこのような人は他人の支配を巡って絶えず神と競い合いますこの種の人は神を少しも畏れず神を愛することや神に従うことについては言うまでもありません。傲慢で自惚れている人、とりわけ自分の理知を失うほど傲慢な人は、神への信仰において神に服従することができず、自分を称揚して自分の証しさえします。このような人は神に最も抵抗します。神を畏れるところに至りたければ、まずは自分の傲慢な性質を解消しなければなりません。自分の傲慢な性質を徹底的に解消すればするほど、あなたはますます神を畏れる心をもち、そのとき初めて神に服従し、真理を得て神を認識することができるのです」（神の交わりより）。この御言葉で、ごう慢さが神への反抗心の根源だと知った。ごう慢な性質に支配された私は、自分がいつも正しくて、自分の観点だけが真理で、権威があると思い込んだ。真理を求め、神に従う心を一切もたず、誰の助言も聞き入れなかった。特に自分よりスキルが劣る人や、技術的な点が分かってない人に助言されると、激しく抵抗した。受け入れるふりだけして、実際には真面目に取り合わなかった。神は兄弟姉妹を使って何度も教えられたわ。自分を抑えて教会の働きに集中し、最高の作品を求め、生み出すよう努力せよと。でも私は強情で自惚れてた。自分の考えや経験を真理とみなし、人の助言に納得できない時は絶対に受け入れなかった。そのせいで神の家の働きを乱したの。そしてやっと次の御言葉を理解し始めた。「傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします」「傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになります」この御言葉に深く納得して、同時に怖くもなった。教会の反キリストのことを思いだしたわ。とてもごう慢で独断的で、人の意見を全く聞かなかった。果ては人を攻撃して排除し、神の家の働きを乱して神の性質に背いた。最後は神に淘汰されたの。私は反キリストのような悪事は犯してない。でも私の性質は彼らとどう違うの？　その時初めて、このままでは恐ろしいことになると気づいて、すぐに神の御前で祈り、悔い改めた。

そして次の一節を読んだ。「今これを考えてみると、本分を十分に尽くすのは難しいことでしょうか。実のところ、そうではありません。人はただ謙虚な姿勢を持ち、多少の理知を備え、適切な立場を取ることさえできればよいのです。自分にどれほど学識があると思っていようと、どのような賞をとっていようと、どれほど多くのことを成し遂げていようと、そして自分の素質や階級がどれほど高いと思っていようと、まずそうしたものをすべて手放すことから始めなければなりません。それらには何の意味もないのですから。神の家では、そのようなものがどれほど優れていようと、真理より高みに置かれることはありません。そうしたものは真理でなく、真理に取って代わることはできないのです。だからわたしは、あなたはこの理知と呼ばれるものを備えなければならないと言うのです。もし『自分はとても才能に恵まれ、頭も非常に冴えているし、反射神経もよく、物覚えもよく、記憶力も並外れている』などと言って、いつもそうしたものを強みにしているとしたら、それは問題を引き起こします。そうしたものを真理だと思ったり、真理より重要だと思ったりするなら、真理を受け入れて実践に移すことは難しくなります。横柄で傲慢で、いつも見下した態度を取っている人は、真理を受け入れることがもっとも難しく、極めて倒れやすい人たちです。傲慢さという問題を解決できれば、真理の実践は容易になります。そのためまずは、そうした表面的には高尚で良いものに見え、他の人々の羨望を引き起こすようなものを、見下して拒否する必要があります。そういったものは真理ではなく、むしろあなたが真理に入るのを妨げる可能性があります」（『キリストの言葉の記録』）。この御言葉でわかった。ごう慢な性質を解決するには自分を抑えて否定しなければならない。人の技能、能力、経験、才能はどんなに素晴らしくても真理じゃなく、本分を尽くす手段に過ぎない。それを元手にしてはだめ。真理を求め、原則どおりに実践し、人と協力し、人から学ぶのは、どれもとても重要なこと、本分を尽くす唯一の方法なの。その後、出来のよかった過去のポスターを見直した。私が最初に作ったバージョンは、コンセプト、陰影、色彩、構図など、明らかな問題だらけだった。でも兄弟姉妹の助言を基に修正したものは、大幅に改善されていた。中にはまったく別の作品になっているものもあった。それを見て本当に恥ずかしかった。私がよい作品を生みだしたり、みんなから褒められるのは、実務スキルや経験が優れているからだと思ってた。それを理由に人の意見を聞かなかった。でも現実は違った。私のデザインが認められたのは、真理の原則に従って周りの意見を受け入れたから、神の導きと啓き、そして兄弟姉妹との謙虚な協力関係が生んだ作品なの。自分のスキルにばかり頼って、真理の原則を求めず、人の意見も受け入れなかった時は、不出来な作品ばかり作って教会の働きを遅らせた。ごう慢で独りよがりなやり方を思い出して、本当に恥ずかしくなった。私に特別な才能はない。デザインを少しかじっただけ、真のプロとは雲泥の差があった。でも自分を過信し、とてもごう慢だった。軽率だったわ。これに気づいた時、神に祈って自分の見方を捨てた。みんなの意見に従い、よりよい作品を作るために修正のやり方もよく考えた。すると主な問題を解決するだけじゃなくて、もっといい色を選べた。あっという間に修正が終わり、兄弟姉妹もだいぶ良くなったと言ってくれた。これに気づいて本当に恥ずかしかった。この画像を何度も修正する羽目になったのは、完全に私のごう慢さのせい。貴重な時間を無駄にして兄弟姉妹の手を煩わせた。神の家の働きをひどく邪魔したわ。スキルも伸びず、私のいのちの入りにも悪影響が出て、ごう慢な性質を生きても百害あって一利なしと気づいた。深く後悔して静かに決意したの。「どんな意見をもらっても、自分を抑えて真理を求め、神の家の利益を第一にしよう。ごう慢な生き方を続けることはできない」と。

最近、神の御言葉を朗読する動画のサムネイルを担当した。最初のバージョンを見て、兄弟姉妹はこう言ったわ。地球の画像が大きすぎて中心に寄っているように見える。視界が狭く感じると。修正の参考にと、画像をいくつか送ってくれた。私は思った。「地球はあの大きさじゃなきゃ効果がないわ。みんなプロとしての経験も実践的なトレーニングも積んでない。私の方がスキルがあるの。そんな人たちの意見からは何も得られない」って。だから彼らの意見を適当に流して、自分の意見を押し通そうとした。そして気づいたの。またごう慢になっていると。助言や最終的な成果について冷静に考えていない。やみくもに判断してるだけ、それは神の御旨に反すること。そこですぐ神に祈った。真理を実践して肉に背けるよう私の心を静めて下さいって。そして次の一節を読んだの。「まずは謙虚な態度をとり、自分が正しいと信じていることを脇にのけ、みんなが交われるようにしなさい。たとえ自分が正しいと信じていても、それを主張し続けてはいけません。まず何より、それは一種の前進であり、真理を求めて自分を否定し、神の旨を満たす態度を示しています。いったんこの態度をもったなら、自分の意見に固執せず、それと同時に祈りなさい。あなたは正誤の区別ができないので、何をするのが最善で最もふさわしいかを、神が明らかにしてあなたに伝えられるようにしなさい。みんなが交わりに加われば聖霊があなたにすべての啓きをもたらします。神はある過程によって人々を啓きます。その過程は、単にあなたの態度を吟味するだけの場合もあります。あなたの態度があくまででしゃばりなら、神はあなたから顔を隠し、あなたを避けるでしょう。そしてあなたを暴き、必ずや行き詰まるようにするでしょう。一方、あなたの態度が正しく、自分のやり方にこだわるのでもなく、独善的でもなく、自分勝手でも軽率でもなく、真理を求めて受け入れようとする態度であるなら、あなたが集団と交わるとき、そして聖霊があなたがたの中で働きを始めるとき、神はおそらく誰かの言葉を通して、あなたを導き理解させてくれるでしょう」（神の交わりより）。これでわかった。本分を尽くす中で自分と違う意見にぶつかったのは、神が許されたこと。神は人の考えや行動をすべてご覧になる。だから真理を実践して神の吟味を受け入れなければ。見た目だけで判断したり、他人のプロ意識を勝手に決めつけてはいけない。私の方が知識が上でも、自分の考えが合理的だと思っても、上から見下ろすのではなく、自分の考えを手放し、真理の原則を求めて最も効果的なことを実行しなければ。最後にやっぱり自分が正しくても、少なくとも、神のお求めどおりに真理を求めて実践したことになる。それが一番大事なこと。神はご自身に逆らう私のサタン的性質を憎まれた。ごう慢さを示すのは間違いを犯すよりも悪いこと。私のごう慢さが神の家の働きを乱した。それを思うと自分が嫌になり、強情ではいられないと思った。落ち着いて助言を受け止め、画像を良くしようと努めるべきだった。それからは人の助言を真摯に聞き入れ、スタイリッシュな参考画像を見つけてそこから学んだ。今度は他のメンバーとも話し合った。みんなも助言通りに手直しするべきだと言ったわ。レイアウトと他の部分をやり直したけど、この時はあっという間に修正できた。神の啓きと導きのおかげでやり遂げられたと思った。その後さらにいくつか助言を受けたけど、きちんと対応したし、反抗心も湧かなかった。神の証しに必要なら何度でも喜んで手直しした。そして何度かの修正を経て、良いものができたからもう意見はないと言われた。こうやって本分を尽くすすばらしさを知ったわ。

神の懲らしめと御言葉によって、やっと自分のごう慢なサタン的性質を知り、憎むことができた。真理を求めて受け入れることの大切さも知った。今の私はかつてのようにごう慢ではなく、人の意見に耳を傾けることができる。このように変わったのは、すべて神の裁きと刑罰、そして懲らしめのおかげ。


63. 傲慢な自分をどう変えたか

米国 敬畏

全能神は言われます。「厳しい言葉であれ、裁きであれ、あるいは刑罰であれ、神の働きの各段階は人を完全にするものであり、絶対的に適切なものである。どの時代においても、神がこのような働きを行なったことはない。今日、あなたがたが神の知恵を理解するよう、神はあなたがたの中で働きを行なっている。あなたがたは内面においていくばくかの苦痛を味わってきたが、心は安定していて平安である。神の働きのこの段階を享受できるのは、あなたがたの祝福である。将来得られるものが何であるかにかかわらず、あなたがたが今日、自分における神の働きの中で見られるものは愛である。神の裁きと精錬を経験しなければ、その人の行ないや情熱は表面的なものにとどまり、性質はいつまでも変わらない。それで神に得られたと言えるのか。今日、人の中には傲慢やうぬぼれがいまだ数多くあるものの、その性質は以前に比べてずっと安定している。神があなたを取り扱うのはあなたを救うためであり、取り扱われる際に苦痛を感じることがあっても、あなたの性質に変化が起こる日はいずれやって来る。その時、あなたは振り返って神の働きがいかに賢明かを知る。またその時、あなたは神の旨を真に理解できる」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。以前の私は、熱心に本分を尽くそうという意欲さえあれば、神に承認されると思ってた。御言葉の裁きと刑罰を受け入れたり、性質を変えようとしたりしていなかった。ただ傲慢で偉そうな態度で、本分を尽くしていたわ。兄弟姉妹に意見を押しつけて、教会の仕事を妨げていた。やがて気づいたわ。神の裁きと刑罰なしには、私の堕落した性質を清めて変えることはできないし、神に満足してもらえるように本分を尽くせない。神の裁きと刑罰が私たちにとっての救いだということを、まさに経験したの。

2016年に、私は舞台装置のデザインを任されたの。とても嬉しくて、こう思ったわ。「私はインテリアデザインを学んだし、4年以上の実務経験がある。自分の専門知識を存分に生かして、神に満足してもらうわ」。それから、兄弟姉妹と一緒に、技術を身につけて、原則を交わったわ。しばらくしたら、自分の成果が見えてきた。誰かに「この舞台セットはすごいね。とてもリアルだ」と言われると、私は、神のお導きだと答えながら、心の中では、「当然よ」と思った。「誰がデザインしたと思ってるの？　私はプロよ！」ってね。私はだんだん態度が大きくなってきて、話す時まで大声になった。他の人が本分でミスをしているのを見れば、その人を見下したし、舞台装置について、皆の意見を聞かなくなった。私はデザインを勉強したんだから、人の意見なんか必要ない、どうせ私のやり方でやるんだから、聞くだけ無駄でしょ？　と思った。頭の中でレイアウトを考えてから、直接、監督と話し合ったわ。

チームリーダーに選ばれてからは、いよいよ兄弟姉妹を見下すようになった。ある時、レストランの舞台設定をしていたら、チームメンバーの、チャン兄弟が言ったの。「入口のドアがちょっと低すぎて変だね」って。私は聞く耳を持たず、こう思った。「レストランの舞台装置は何度もデザインしたわ。ドアの高さくらい知ってるに決まってるでしょ？　あなたは舞台装置の経験も少ないし、デザインも勉強していないし、実務経験もあまりないのに、プロに指図するのね」。私はイライラして彼の提案をはねつけて、皆に私のやり方を押しつけたわ。そしたら、カメラマンが、ドアが低すぎて視界をさえぎるから、撮影できないって言ったの。ドアをまた作り直すしかなかったわ。その後、食器棚が必要になったので、チェン兄弟に、私の設計図通りに作るように言ったの。そしたら彼が言ったの。「真ん中の部分が広すぎて、変だな。もう少し狭くしたら？」って。私は思ったわ。「ネットで資料をさんざん調べたし、これが正しいサイズのはずよ。私の言うとおりにすれば間違いないわ」。それで我を張って、言ったの。「一体何を言ってるの？　いいから私の設計通りにして！」でも出来上がった食器棚は、真ん中が広すぎて、皆に不評だった。チェン兄弟が作り直すのに時間がかかって、おかげで撮影も遅れたわ。それでも私は反省しなかった。何とも思わなかったの。「誰だって間違えることはあるでしょ？　ちょっとの時間と材料で作り直せるんだから、いいのよ」ってね。

そしたらある時、集会の後で、チャン兄弟に言われたの。「どうも君はこの頃、皆との共同作業の際に、我を張りすぎじゃないかな。僕らが何か提案しても聞く耳をもたないし、筋の通った意見も却下してしまう。上から目線で周りを威圧して、いつも自分の意見を通そうとしている。そういう態度は、傲慢な性質のあらわれだよ」。私はその言葉を受け入れたけど、心の中では「傲慢だから何だっていうの？」と思っていた。数日後に、今度はリュウ兄弟が、私の傲慢な態度を取り上げて、私が他人の言うことを聞かないし、威圧的だと言ったの。私はリュウ兄弟の言葉を最後まで聞こうともしなかった。「みんな私の足元にも及ばないくせに。私に意見する気？」って思ったわ。考えれば考えるほど、自分が悪いとは思えなくて。神に祈る時ですら言い訳していたの。でもそうするうちに、だんだん心が暗く沈んできたわ。デザインもずさんになったけど、それでもまだ反省しなかった。そしたらある日、鉄の椅子のワクに脚をぶつけて、脚がぱっくりと切れて、病院で7針も縫ったのよ。これは偶然なんかじゃなくて、間違いなく神の御心だと確信したわ。私はようやく心を落ち着けて、よく反省してみたの。兄弟姉妹が、提案をしてくれたり、役に立つアドバイスをくれているのに、聞く耳を持たず、反抗的で、素直に受け入れる従順さがなかったわ。本当に頑固だった。だから、私の堕落した性質を知らしめてくださるように神に祈ったわ。

そして朝のデボーションで、こんな神の御言葉を読んだの。「他の人々が自分より劣っていると考えるなら、あなたは独善的で慢心しており、誰のためにもならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十二章」〔『言葉』第1巻〕）。「自分は生まれながらの天才で、天より少し低いものの、地よりは無限に高いなどと考えないことだ。あなたは他の人ほど賢くないどころか、理知ある地上の誰にも増して、ほれぼれするほど愚かだとさえ言えるだろう。なぜなら、あなたは自分を過大評価しており、わたしの行動の些細な点まで見抜けるとでもいうように、いまだかつて劣等感をもったことなどないからだ。しかし実際には、あなたは根本的に理知を欠いた人である。なぜなら、わたしが何を行なうつもりなのかをまったく知らず、ましてやわたしが現在していることに気づいていないからだ。だからこそわたしは言う。あなたは懸命に働く年老いた農夫にも匹敵しない。人生というものを一切自覚していないにもかかわらず、天の祝福に頼り切って土地を耕している、そのような農夫にも匹敵しないのだ。自分自身の人生について再考することがなく、誉れとは何であるか一切知らず、ましてや自己認識など持ち合わせていない。あなたはあまりに『立派』である」（『神の出現と働き』「学習しない無知な者たち。彼らは獣ではなかろうか」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで、ひどく落ち込んだわ。ひと言ひと言が本当の私を暴いているようだった。舞台装置を任されてからずっと、自分は絶対に必要な人材だと思い込んでいた。業界の知識も、経験もあったからよ。兄弟姉妹に対して横柄だったわ。自分はプロだから、素人には構ってられないと思ってた。いつも自分が決定を下して、他の皆と話しあおうとしなかった。デザインの知識のない人と話しても、時間の無駄だと思ってた。仕方なく話すことがあっても、私のほうが知識があるから、私の意見が正しいに決まってると思ってたの。周りの提案を検討しようともせず、きっぱりとはねつけた。周りに対して最低限の敬意さえなかったのね。兄弟姉妹に、傲慢さを反省するよう言われても、聞き入れずに、強情を張っていたの。それこそまさに傲慢のあらわれだったのね。傲慢な性質で生きていた私は、他人を見下し、兄弟姉妹を威圧して困らせていただけ。お勤めでも傲慢で横暴な態度で、周りに指図して、何度もやり直しをさせて、教会の仕事を妨げていた。ひどい話だわ！　全部わかってみると、何だか怖くなった。神に祈って悔い改めたわ。金輪際、傲慢な態度はとりたくなかった。

それからは、自分を二の次にするよう意識して、もっと周りの提案を聞き入れて、悪いところを直すようにしたの。時には私のデザインに、兄弟姉妹が、私とは違う案をたくさん提案してくることもあった。それを拒もうとして、また傲慢になっている自分に気づいたわ。だから心の中で神に祈って、我を捨てて堕落した性質を正せるようお導きくださいと願ったの。誰の提案であれ、神の家にとって最善のものを受け入れよう。そう思い、周りの意見を聞き始めたら、小道具もうまくいくようになって、もっと機能的で実用的なものが、前より早く作れるようになったの。神の御言葉を実践する喜びがわかったわ。でも私は、自分の傲慢な本性を心から理解せず、自覚が足りなかったの。数か月後、私達の舞台装置が皆からとても好評だったこと、本分でも成果を挙げていたことで、気づいたら、傲慢な性質がまた戻って来ていたわ。

ある時、裕福な家の舞台装置を制作していて、こう思ったの。「こんなお金持ちなら、身分にふさわしい高級な内装にするはずよ」。兄弟姉妹にそう言って、舞台装置を私の思い通りにアレンジさせたの。そしたらチャン兄弟がこう言ったわ。舞台装置が現代的すぎて、主人公の時代に合わないって。それを聞いてムッとしたわ。そして思ったの。「わかってないわね。これが柔軟性よ。時代にとらわれず、主人公のステイタスに合ったデザインをすべきなのよ。私が思うに、あなたはこういう家にふさわしいスタイルが全然わかってない。考え方が古臭いわ」。そして彼に言ったの。「時代感覚はあるつもりよ。私を信用してちょうだい」。じきにチェン兄弟からも、窓が現代的すぎると言われたの。私はかなりイライラしたわ。なんて時代遅れで頭が固い人達だろうと思った。怒りをこらえながら、自分の意見を押し通すと、チェン兄弟は、それ以上何も言わなかった。でも完成したものを見た監督に、デザインが現実的じゃないし、派手すぎて、主人公の時代と合わないって言われて、やり直しになったの。私はまだ納得できなくて、彼らの目が節穴だと思ってたけど、これじゃ駄目だって皆に言われて、しぶしぶ作り直しに同意したわ。

その後、舞台装置に80年代風のかまどが必要になったのよ。これは予算がかさむだろうと思ってたら、チャン兄弟が、自分で作ればかなり費用を節約できると言って、細かい計画も立ててくれたの。でも私は、その考えを見下しただけだった。費用は安くあがっても、壊れやすいだろうし、やるだけ無駄じゃないかしら？　監督にも、チャン兄弟のアイディアはうまくいかないと言ったわ。そしたら監督は、私の予算が高すぎると言って、かまどのシーンをなくしてしまったの。チャン兄弟は、後で他にも意見を出したけど、私は彼にお説教をしたの。わかってないし頑固だったから。別の姉妹に、私が彼を抑えつけている、傲慢だと言われたけど、受け入れようとしなかった。舞台装置について監督と話し合う時でさえ、私は傲慢で頑固な態度をとおしたの。その結果、舞台装置が必要なものと違ったり、やり直しになることもあって、撮影が遅れてしまった。

まもなく私は担当を外されてしまったわ。指導者が私に言ったの。「兄弟姉妹が君を傲慢だと言っているよ。君は自分のやり方を通して、常に決定権を持ちたがるし、上から目線で人に説教をする。まるで自分がボスで、皆が部下のような態度だ。皆が君をけむたがっているよ」。そう言われて、本当に驚いたわ。自分が皆にそこまで傲慢で理不尽と思われていたなんて、想像もしなかった。私はすっかり気が動転して、そこからは指導者の言葉が耳に入らなかった。数日間、惨めな気分だったわ。食欲もなく、夜も眠れず、反省していた時に、御言葉の一文を思い出したの。「あなたがたはみな、自分が生涯を通じてどのように神を信じてきたかを吟味し直す必要があります」（『神を知ることについて』「序文」〔『言葉』第2巻〕）。この言葉を噛みしめて、思った。「信仰してもう5年になるけど、本当に自分を省みたり知ろうとしたことが一度もない。私は無意識に何度となく傲慢さをあらわにしてきた。本当に心から反省しなければ」と。そして神にこう祈ったの。「神よ、どうか導きと啓きを与えてください。自分の堕落した性質に気づき、己を憎み、捨て去ることができますように。私は悔い改めます」。ある日、用事で撮影現場に行ってみたら、チャン兄弟の提案で作った80年代風のかまどがあったの。費用は、私の当初の予算の半分以下だった。チャン兄弟と他の皆は、段ボールでたくさんの小道具も作っていた。どれもうまくできて、時間と労力と、材料まで節約できたの。それを見て、本当に恥ずかしかった。自分がどれほど傲慢だったか、そのせいでどんなに撮影を遅らせていたかわかったの。私は自分に問いかけたわ。「なぜ私はあれほど傲慢で、常に周りを従わせていたの？　何が根源なの？」

そしたら翌朝のデボーションで、こんな神の御言葉を読んだの。「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、傲慢で自惚れた性質が自分にあれば、神に反抗しないように言われても意味はなく、どうしてもそうせずにはいられず、自制することができません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」）。これを読んで、ひどい気分だったわ。自分の傲慢な性質はわかっていたけど、傲慢さが招く事態を全然わかっていなかった。神の御言葉の啓示と、自分の言動を反省することで、傲慢さが、悪事と神への反抗につながるとようやくわかったの。傲慢な本性によって、すっかり思い上がった私は、ちょっと能力があるからって、他人を見下していたのよ。私の物の見方は常に正しいし、誰も私とは比較にならないから、みんな私に従うべきだと思ってた。私が「左」と言えば、誰も右には行けないし、反論もすべきじゃないって。従わない人は誰でも叱りつけて、強情で、独断的で、人を支配したがる反キリストの道を歩んでいたの。神はこう言っています。「自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります」、この言葉で、本分における自己顕示欲を反省したわ。神の御心や真理の原則を探し求めることもせず、周りからの提案が、神からのお導きかもしれないなんて、考えもしなかった。自分と違う考えには耳も貸さなかった。神を敬い畏れる気持ちを持つこともなく、その傲慢さで人を見下して、心の中に神の居場所がなかった。信仰においては、真理と聖霊の働きに服従すべきだわ。兄弟姉妹の提案は、私自身の考えに合うかどうかは関係なく、聖霊の導きかもしれないのよね。それを受け入れて、神を畏れ従う気持ちで検討すべきなのよ。真理にそっていて、神の家の仕事に役立つ提案なら、従って実行すべきよね。聖霊の啓きと導きがもたらすものを拒むことは、聖霊の働きを妨げて、神に逆らう行為で、神の性質に背くことだわ。私は傲慢で横暴な態度で、本分を尽くした。周りを押さえつけ、申し分ないアイデアを埋もれさせ、教会の仕事を妨げたわ。担当を外されたのは、神の義なる性質によるものだった。どんなに兄弟姉妹に迷惑をかけて、教会の仕事に損失を与えたかと思うと、後悔と罪の意識を感じて、堕落した自分を憎んだと同時に、神への感謝でいっぱいになったの。だって、もし自分の傲慢さと頑固さを裁いて罰されなかったとしたら、自分自身を知ることなく、神にさからい続けていたでしょう。

後になって、また別の御言葉を読んだわ。「才能や天分に恵まれた人たちの考え、行動、気質というものは、多くの場合真理と食い違っていますが、その人たちは自分ではそれに気付いていません。彼らはこんな風に思っています。『どうだ、わたしはこんなに頭がいい。こんなに利口な選択をし、こんなに賢い決断をしている。あなたがたの誰もわたしにはかなわない』。こうした人たちは永遠に自己愛と自己賛美の状態に生きており、心を静めて神が自分に何を求めているのか、真理とは何か、真理原則とは何かを熟考することは難しいのです。そして真理と神の言葉に入ることも難しく、真理の実践の原則を把握することも、真理現実に入ることも困難なのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「人が生きるために頼ってきたのはいったい何か」）。神の御言葉が示しているのは、もし人が人生で、己の才能や技能に頼れば、傲慢と自己満足に陥って、それが正しいと思って、真理の原則を追求しなくなるということね。私は、ちょっとスキルがあるからって、舞台装置も小道具も私抜きじゃできないと思ってたけど、プロとしての経験なしでも、立派に本分を尽くせる人もいた。私より上手に小道具を作る人すらいたわ。自分には洞察力も技術もアイデアもあると思っていたのに、実際は失敗ばかりだった。私の作ったものは役立たずで、やり直しも多く、時間と労力とお金を無駄にした。真理の原則を追求せず、自分の才能と技能に頼っていたから、聖霊の働きがなく、十分に本分を尽くせなかったのね。心が正しい場所にあれば、神の啓きと導きが与えられるものよ。神は、人間には想像もつかない知恵を与えてくれるの。私は気づいたの。自分が自慢していた才能や技能は無意味だって。それを利用しようとしたのは、傲慢で理不尽だった。そう思うと恥ずかしかったわ。そこで神に祈ったの。「もう傲慢な性質はこりごりです。どこまでも真理を追求して実践し、立派に本分を尽くします」。

その後、私は新しい信者に水を与える係となって、周りの皆と一緒に働く時は謙虚につとめたの。何かあった時は意識して神の御心を探し求め、もっと周りの意見を聞くようにしたわ。ある日、チームの兄弟がこう言ったの。「あなたが兄弟姉妹を教えて支えるやり方は、少し柔軟性に欠けますね。あまり効果的じゃありません。一人一人の短所に的を絞って水を与えるようにしたほうがいいですよ」。私はあまり納得しなかった。自分の経験を全て生かしていたのに、間違うなんてあり得るかしら？　彼に反論しようとして、また自分の傲慢さが頭をもたげたことに気づいたわ。私は神に黙とうした。そしたらこの御言葉を思い出したの。「他の人が反対意見を述べたときです。何を実践すれば自分勝手で向こう見ずになるのを防げますか。まずは謙虚な態度をとり、自分が正しいと信じていることを脇にのけ、みんなが交われるようにしなさい。たとえ自分が正しいと信じていても、それを主張し続けてはいけません。まず何より、それは一種の前進であり、真理を求めて自分を否定し、神の旨を満たす態度を示しています。いったんこの態度をもったなら、自分の意見に固執せず、それと同時に祈りなさい。あなたは正誤の区別ができないので、何をするのが最善で最もふさわしいかを、神が明らかにしてあなたに伝えられるようにしなさい。みんなが交わりに加われば聖霊があなたにすべての啓きをもたらします」（神の交わり）。以前の私はあまりに傲慢で頑固で、兄弟姉妹を威圧して、神の家の仕事を妨げていた。他人をおさえつけて、神にさからったりせず、周りの意見を聞くべきだとわかった。まずはそれを認め、従い、神の意志を探し求める。それこそが神のお導きを受ける方法だもの。それで私は兄弟の意見を辛抱強く聞いて、確かに自分のやり方には改善の余地があると気づいたわ。彼の提案した方法は、もっと柔軟で順応性があった。実践してみたら、とても効果的だったわ。それ以降は、兄弟姉妹がアドバイスをくれた時には、逆らわず、受け入れて検討したわ。皆と話し合って、実践できる良い方法を探ったの。そういうふうに水を与えたことで、多くのものを得られたと、後で皆に言われたわ。私は心から安らぎを感じた。これは神のお導きだとわかったから、ただ神に感謝を捧げて称えたの。そして、傲慢な態度で本分を尽くすかわりに、真理の原則を実践することで、神の祝福も経験したわ。


64. 人間らしく生きるのは本当に素晴らしいこと

カナダ　踏実

全能神は言われます。「神の六千年の経営（救いの）計画が終了するまで、つまり神が範疇ごとの人間の結末を明らかにするまでは、地上における神の働きは人の救いのためであり、その目的は神を愛する人を純粋にすっかり完全にし、神の統治の下に服従させることである。神がどのように人を救おうとも、そのすべては人を古いサタン的な性質から脱却させることによってなされる。すなわち、神は人にいのちを求めさせることで救うのである。人がそうしなければ、神の救いを受け入れることはできない。……過去において、神の救いは最大限の慈愛と憐れみを見せることで、神は全人類と交換するために自らのすべてをサタンに与えたほどであった。現在は過去とはまったく違っている。今日、あなたがたに与えられる救いは終わりの日に、各人を種類ごとに分類するときに起こる。あなたがたの救いの手段は愛や憐れみではなく、人が徹底的に救われるための刑罰と裁きである。従って、あなたがたが受けるのは刑罰、裁き、容赦のない鞭だけである。知りなさい。この無情な鞭打ちの中に罰はほんの少しもない。わたしの言葉がどんなに辛辣であったとしても、あなたがたに降りかかるのは、あなたがたにはまったく無情だと思われるかもしれないほんの数語だけであり、わたしがどれほど怒っていようとも、あなたがたに注がれるのは教えの言葉であり、わたしはあなたがたに危害を加えるつもりはないし、あなたがたを殺すつもりもない。これはすべて事実ではないのか。今日、義の裁きであろうと、無情な精錬や刑罰であろうと、すべては救いのためであることを知りなさい。今日各人が種類に応じて分類されようと、人の範疇が露わにされようと、神の発する言葉と働きのすべての目的は本当に神を愛する人を救うことである。義の裁きは人を清めるためにもたらされ、無情な精錬は人を浄化するために行われる。厳しい言葉、あるいは懲らしめはどちらも純化のためであり、救いのためである」（『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」〔『言葉』第1巻〕）

去年、教会で映画撮影の準備が行なわれ兄弟姉妹は私が監督の本分を引き受けるよう推薦してくれました私はそれを聞いて興奮し私を推薦したということは私の素質と才能を見たからに違いないと思いましたそうでなければどうして私を選ぶでしょう私の中で優越感が膨らみ、自分は他の人よりも優れていると考えました必死に勉強して映画制作について学び技能の一部を徐々に把握していきましたその本分を最初に始めたとき、少し緊張していたのを憶えていますしかしその間ずっと神に祈り、緊張が段々ほぐれていって作業に取りかかることができましたそのとき兄弟姉妹はずっと私のアイデアを採用してくれました特に私が監督した最初のシーンでは全員が私の撮影を気に入ってくれました指導者にも、あなたは監督に向いていると言われました心は誇りではち切れそうで自分は本当にこれに向いていて神の家に欠かせない人材だと感じましたそして頭に王冠を乗せている気分になり、肩で風を切って歩くようになりましたこの本分を始めてすぐにこれほど称賛されたのは自分が本当に有能だからであって、少し練習を積めば間違いなく優秀になれると思いましたそのとき以来、兄弟姉妹と働いていても以前ほど謙虚でなく胸を張り、自信満々に話すようになりましたまた万事において決定権をもつことを望み、他の人のことは眼中にありませんでした誰かが私のアイデアを疑ったり、別の提案をしたりするとすぐさま頑固になり、我慢できず、その人を見下しましたあらゆる点で自分のほうが優っておりこんな風に騒ぐのでなく、私の言うとおりにしていればいいんだと思いましたそれに私の目には、話し合う価値すらないごく些細なことを問題にしているように見えたのですそこで私は「それは原則の問題なの？」と言っていつも彼らを黙らせましたあるとき主人公役の張姉妹が、自分で選んだ衣装を私に見せたのですが私は「あなたの目は節穴なの？」と思いましたそこで衣装をすべて選び直させその多くを否定しました私の頭は監督である私のセンスが正しいのだから、私の言うことを聞くべきだという考えで一杯でした結局、兄弟姉妹は私に抑え込まれたように感じ、意見を言おうとしなくなりましたそれを知った私は気の毒になりましたがとは言え、自分は働きのことだけを考えているのだから、妥協するわけにはいかないと思いましたそのためさほど気にすることはありませんでしたそのころ、指導者が交わりの中で私を暴きあなたは傲慢で人を支配するのを好んでいると言った上で他人に目を向けるのでなく自己反省して真理を実践し、自分の問題を解決するよう警告しましたしかしそのとき、私は自分の本性を何ら認識していませんでした自分の働きにひたすら責任を負っていると思っていたのです私はそうした反抗的かつ頑固な状態の中で生き続け兄弟姉妹と協調して働くことができなくなりましたやがて働きの中で頻繁に問題が生じ、進行が妨げられました。

ある日傲慢さのせいで働きを遅らせ、職を解かれた監督がいると聞きましたその人は真理を受け入れられず、兄弟姉妹を抑え込んでいたのです私はいささか不安になりました自分もその監督と同じように振る舞っていることを知っていたのです神は自分に警告なさっているのだと思いこのように威張り散らすことはもうできないと判断しましたその代わりに自分を抑えてもっと優しく話し他の人と意思疎通して、働きについて話し合うことに全力を尽くすべきなのですでも私は自分の本性を依然認識していませんでしたそのため真理を求めてそれを解決することもしませんでした。

しばらくして私たちのチームの進行があまりに遅いため劉姉妹と一緒に働くよう指導者から指示を受けました最初、私はそれを受け入れられず指導者は私の能力を疑っているに違いないと考えましたがすでにそう采配されているので渋々従いましたそのとき以来、作業の話し合いのたび指導者がいつも劉姉妹の助言を求めていることに気づきました私はとても不安になり指導者は私のことを高く買っていないと思いましたそれで彼女を恨み始めましたその上さらに、劉姉妹に抵抗したのです。私は彼女を受け入れられませんでしたそのため作業を話し合うたび私はむっつりしたままそこに座っているだけでしたあるとき彼女はチームの働きに問題があるのを突き止め、いくつか提案をしました兄弟姉妹はみなそれに賛成しましたが私はすべてに反対で彼女の提案に何ひとつ耳を貸しませんでしたみんなが私の意見を求めるたび、私は怒りを抑えて「好きにすれば」と言うだけでしたやがて指導者は私を取り扱い、あなたは神の家の働きを守っていないと言いました私も本当はつらくて何があろうと、神の家の働きで苛立ちを抱えてはいけないことはわかっていましたでも実際にはそれを飲み込めず「いつも劉姉妹の言うことを聞くだけなら、ここで話し合いをする意味は何なの？」と考えました自分は万事において正しいと思っていたので続く数回の話し合いで私は自分の意見にしがみつき劉姉妹の意見が合理的であっても、彼女に反対しました彼女は自分を誇示していると思ったのです彼女がある俳優を推薦したときも私はその俳優のありとあらゆる問題点を指摘し彼女の提案をはねつけましたとにかく彼女の話を聞くのが嫌で、自分がすべての働きを引き受けたいと思いました結局、劉姉妹は私に抑え込まれてしまい、それ以上提案しようとしませんでしたそのころ私は傲慢で自惚れた性質の中で生き、真理を求めていなかったので私の霊は徐々に闇へと落ちていきました毎日気分がふさぎ、神が私からお隠れになったかのようでした祈るときも神に言うべきことがなく神の御言葉を読んでも頭に入りません私の頭は真っ白で、ぼんやりしながら本分を尽くしていました。問題がまったく見えなかったのです。私は不安な状態の中で生き何かが起きようとしているかのように感じていました。

数日後、指導者が来て私たちと集会をもちました彼女はわたしの性質を暴き、あなたはあまりに傲慢で本分を尽くす際に独断専行して恣意的になっており、私たちの活動をひどく乱したと言いましたそして家に帰って真剣にデボーションと自己反省をしなさいと言ったのです私はそれを聞いてショックを受けましたが心から神に祈りました「ああ神よ、どんな状況に遭遇しようとそれはすべてあなたの采配だと信じています私は喜んで従います」その夜は一睡もできませんでした自分は撮影班に長くいたのに明日からはもうその一員じゃないそのことが頭から離れず、とても動揺してしまい涙を抑えることができませんでしたつまずきから立ち上がれるようこの機会にデボーションをして自分を反省しようと思いましたしかし帰宅しても神の御言葉に集中できず、本当につらい思いをしました私にできたのは神の御前に出て、何度も神を呼び求めることだけでした「神よ、私はとてもつらいですこの状況であなたの御心を理解し、自分を認識できるようどうか私に手を差し伸べ、私の心をお守り下さい」絶えず神に祈ることで、ようやく多少落ち着くことができました。

翌日、数名の兄弟姉妹が私の様子を見に来てくれました彼らは交わりを通じて私に手を差し伸べるとともに、私の問題のいくつかに触れましたある姉妹がこう言ったのを憶えています「監督として働き始めて以来、あなたはずいぶん変わりました他人を見る目も違ってしまい万事において決定権をもとうと望んでいますあなたは本当に支配的で、あなたと働くのはとても無理です」別の兄弟はこう言いました「作業を話し合うとき、あなたがいないとみんなリラックスしていますですがあなたが現われた途端、全員が緊張するのです自分たちの考えやアイデアがはねつけられると不安なんですよ」彼らの口から出る一言一句がナイフのように心に刺さりました私は恥ずかしくて彼らを見ることができずとてもひどい気持ちになりました人生の中で、人間としてこのような失敗を犯したことがないように思ったからです兄弟姉妹は私に近づこうとせず、私を見て怖がるまでになっていました私は思いました。「自分はまだ正常な人間なのか？　どうしてこれほど鈍感になれたのだろう？」自分の傲慢な性質が他人を抑え込み、これほどの害を与え得るとは気づいていませんでした自分が傲慢なのはすでに知っていて指導者はたびたび私と交わってくれたのに私はそれを軽視していましたむしろ、自分の傲慢さは優れた素質のせいだと思っていたのです才能や優れた素質に恵まれた人が、傲慢にならずにいられるでしょうかそのせいで、私は真理を求めてそれを解決しなかったのですしかし兄弟姉妹の手助けと交わりを通じ私はようやく心が落ち着き自分を静めて自らの行ないを反省することができました。

反省しながら神の御言葉の二節を読んだのですが神はこうおっしゃっています「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、自分の中に傲慢さや自惚れがあれば、神に反抗しないようにするのは不可能であり、どうしても神に反抗せずにはいられません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。最終的に、自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。「傲慢さは人間の堕落した性質の根源です傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになりますこの問題はどれほど深刻でしょうか傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします表面上は神を信じて神に従っているように見えるものの、まったく神を神として扱っていない人がいますそのような人は真理を自分のものにしていると絶えず感じ、自分を高く評価していますこれが傲慢な性質の本質と根源であり、それはサタンに由来しますゆえに、傲慢さの問題は解決されなければなりません誰も眼中にないと思うのは些細な問題で傲慢な性質のせいで神、神の支配、神の采配に従わないことが重要な問題なのですこのような人は他人の支配を巡って絶えず神と競い合いますこの種の人は神を少しも畏れず神を愛することや神に従うことについては言うまでもありません」（神の交わりより）。神の御言葉から私は自分の傲慢さと自惚れのせいで神に背き、抵抗しているのだとわかりました監督の本分を尽くすようになって以来何らかの成果を挙げるたび、それは自分が必死に働いたからで自分は他人より優れていると考えました他人を軽視してあくまで自分にしがみつき万事において決定権をもちたいと思ったのです本分で成果を挙げられなかったとき自分に問題があるかどうかを反省せず兄弟姉妹に目を光らせるだけでした私は偉そうに他人を取り扱い、彼らに説教しました傲慢さと自惚れから、みんなを見下していたのです他の人の長所が見えず、自分のアイデアが最高だと思っていました事あるごとにみんなの提案をはねつけ、全員を支配していました傲慢さと自惚れのせいで自己認識できず何度も刈り込みと取り扱いを受けたあとも、それを受け入れようとも自己反省しようともしませんでした私には探求者の心がまったくなかったのです作業の進行が遅れ、働きを管理できていないことが明らかになっても他の人と協調したり、仕事を手伝ってもらったりすることを望みませんでしたそのせいで自分の権威が損なわれ、評判と地位が脅かされると感じたのです私は完全に責任を負い、決定権をもつことを望みました私は神に抵抗する道を歩んでいたのではないでしょうか劉姉妹が本分を尽くす中で、私の地位を脅かす成果を挙げたとき彼女は正しく、彼女の提案は神の家の働きに有益だとわかっていましたが私はそれを受け入れず、その代わりにあら探しをして兄弟姉妹が彼女に賛成しているのを見るとどうしても受け入れられず、教会の働きで苛立ちを抱きました自分の評判と地位を守るためなら、神の家の働きが害を被っても構わなかったのです神を畏れる心がどこにあるでしょう？　私の良心と理知はどこにあるのでしょう？　自分は傲慢で自惚れたサタン的性質によって生きながら自分の考えや意見があたかも真理であるかのように兄弟姉妹に押しつけ万事において自分の言うことを聞かせていたことに気づきましたそれは神と同格になり、他人を支配しようと望んでいるのではないでしょうか？　我早已触犯了神的行政「人は自分を大きく見せてはならないし、崇めてもいけない。人は神を崇め、賛美するべきである」（『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」〔『言葉』第1巻〕）。私はようやく、自分が危険な立場にあることを認識しました自分は毎日本分を尽くし、熱心に自分を費やしながらあらゆる点でサタン的性質を示していたかのようでした私の行ないは真理に真っ向から反するものであり、教会の働きを乱していました私は悪事を働き、神に抵抗し、神の性質に背いていたのです！　どうして自分はそうなったのかを考えましたそれは、私にこうした傲慢かつ頑固な本性があったからでした決して真理を受け入れなかったので、神の怒りを招いてしまったのです自分がサタンによって深く堕落させられ、真理の現実がまったくないことがわかりましたこうした重要な本分を引き受けられたのは、神が私を高めてくださったからであり本分で成果を挙げられたのもひとえに聖霊の働きのおかげであって私に能力があるからではなかったのです私が本分を尽くす中で自分の傲慢な本性に頼ったとき聖霊が働きをやめたので、私は何もわからず、何一つ解決できなかったのだとわかりましたしかしそれでも、自分は大丈夫だといまだに思っていたのです私はほんのわずかな理知や自己認識もないほど傲慢でしたそのとき初めて、自分の傲慢な本性に嫌悪と憎しみを感じ始めたのです。

その後、私はこの神の御言葉を読みました「あなたがたはみな罪と放蕩の場所で生きており、あなたがたはみな淫らで罪深い。今日、あなたがたは神を見ることができるだけではなく、もっと重要なことに、刑罰と裁きを受け、真に深い救い、つまり、神の最大の愛を受けた。することすべてにおいて、神はあなたがたに真に愛情深く接している。神に悪意はまったくない。神があなたがたを裁くのは、あなたがたの罪ゆえであり、それはあなたがたが自省し、このすばらしい救いを受けられるようにするためである。これはみな人間を完全にすることを目的として行われる。始めから終わりまで、神は人間を救うために全力を尽くしており、神が自らの手で創造した人間を完全に破壊したいという願望はない。今、神は働くためにあなたがたのもとに来ており、このような救いはもっと偉大ではないのか。もし神があなたがたを憎んでいるのなら、あなたがたを直接導くためにそれ程大きな働きをするだろうか。なぜ神がそのように苦しむ必要があるのか。神はあなたがたを憎んでいないし、あなたがたに何の悪意ももっていない。あなたがたは神の愛が最も真実な愛であることを知らなければいけない。神が裁きを通して人を救わなければならないのは、唯一人が不服従だからである。そうでなければ、人を救うのは不可能であろう」（『神の出現と働き』「征服の働きの内幕（４）」〔『言葉』第1巻〕）。何度も神の御言葉を読んでいるとひときわ暖かさを感じてとても感動しました神はそのようにして私を暴かれることで、私を断罪したり淘汰したりなさっていたのでも私にとって物事が難しくなるようになさっていたのでもありませんでした実際には、私を救うためにそうなさっていたのです私にはこうした傲慢で頑固な本性があり神は私に必要なものをご存じだったのです本分を失い、兄弟姉妹から刈り込みと取り扱いを受けることで私は自分の傲慢な性質を認識するようになり二度と神に反抗して抵抗しないよう自分が辿った道を反省して、心から神に悔い改めることができました私はその過程で苦痛を経験し、消極的になりましたがその種の裁きと刑罰がなければ、私の麻痺した心は目覚めなかったはずです自分の振る舞いを反省することも神の義なる性質を認識することもなかったはずです心から神に悔い改めることができず神と争い、神に反抗し続け最後は神の性質を犯して懲罰されていたでしょう私はようやく神の御言葉の刑罰と裁きが、私に対する神の加護、そして最も真実の愛であることを自ら経験したのですこれに気づいたとき、私は心から神に感謝しましたそしていますぐ自分の堕落した性質を捨て、人間らしく生きられるよう今後は真剣に真理を追い求めるべきだと感じました。

その後、私は祈りと探求を続け自分が傲慢な性質によって生き、神に抵抗するのをやめたのはどうしてかと考えました探求している途中、私はこの神の御言葉を読みました「あなたは傲慢な本性のせいでわがままになります。こうしたわがままな性質があるとき、その人は自分勝手で向こう見ずになりがちではないでしょうか。そうであれば、どうすれば自分勝手で向こう見ずになることを解消できますか。一つの考えが浮かんだとき、それを他の人に伝え、その件について自分がどう考え、どう信じているかを述べた上で、それに関してみんなと交わりなさい。まずは自分の見方に光を当て、真理を求めることができます。自分勝手で向こう見ずになるというこの性質を克服するにあたり、それがあなたの実践すべき第一歩です。次の一歩は、他の人が反対意見を述べたときです。何を実践すれば自分勝手で向こう見ずになるのを防げますか。まずは謙虚な態度をとり、自分が正しいと信じていることを脇にのけ、みんなが交われるようにしなさい。たとえ自分が正しいと信じていても、それを主張し続けてはいけません。まず何より、それは一種の前進であり、真理を求めて自分を否定し、神の旨を満たす態度を示しています。いったんこの態度をもったなら、自分の意見に固執せず、それと同時に祈りなさい。あなたは正誤の区別ができないので、何をするのが最善で最もふさわしいかを、神が明らかにしてあなたに伝えられるようにしなさい。みんなが交わりに加われば聖霊があなたにすべての啓きをもたらします」（神の交わりより）。私は神の御言葉から実践の道を見つけました傲慢さの中で生きたり、恣意的に本分を尽くしたりするのを望まないなら真理を求めて神を畏れる心をもつ必要があったのです兄弟姉妹と協力し意見の違いがあるときは自分を否定して自我を捨て神に祈って真理を求められるようにならなければなりませんそのような心構えがあって初めて、私はより簡単に聖霊の啓きを得られるのであり自分の考えに固執するせいで、神に背いて抵抗することも神の家の働きに害を与えることもないはずですそれに気づいたとき、心の中に光が差したかのようでした私はこう祈りました「神よ、今後は兄弟姉妹と協調して働きたいと思いますともに真理を求め、原則に従って私たちの本分を尽くせるように」。

その直後、本分として数行の書をしたためるよう求められましたそれを聞いて、私はこう思いました「何文字か書くなんて何でもないわ私は書道を学んできたし、とても自信があるから」私が何枚かしたためたあと、それらに目を通した劉姉妹が「悪くないわね」と言いました。それを聞いて彼女への反感が再び生じ、こう考えました「渋々認めた口調ね。私の書はそんなにひどいの？　私は書道を勉強したし、得意なのよ。あなたよりも詳しくないっていうの？　この種のことについて、あなたには見る目がないし、わざとあら探ししているのよ」しかしそうした考えが頭を駆け巡る中、突然自分が間違っていることに気づきました堕落した性質がまた現われているのではないか？　私はすぐさま神の御前に出て祈りました「ああ、神よ私は探求と従順の態度をとり、自分を脇に捨て自分の本分に全力を捧げたいのです」私はその心構えでもう一枚したためましたそれを見た劉姉妹はさらに提案を行ない、よりきちんとしたものにできるかどうか訊きました実際には、多くの兄弟がそれを見て見事だと言ってくれました以前の自分を考えると自分が正しいと思って他の人も賛成してくれれば他に言うべきことはなく、よりいっそう自分に固執したでしょうしかしそのときはそう考えず「兄弟姉妹は本分のことを考えて別の見方を提案している物事を面倒にしようとそうしているわけではないそれに私の考えが正しいとは限らない最後は、どうすれば本分の中で最良の成果を挙げられるかを決めなければならない」私はこれを念頭に置き、率先してこう言いました「もう一枚書きましょうかその上で、どれが一番いいかを決めてください。一番気に入ったものを使ってください」その心構えで書をしたためていると、穏やかさと平安を感じ面目を失うことなど考えもしませんでした書をしたためたあと、私はさらにアドバイスを求めましたすると兄弟姉妹はより多くの提案をしてくれましたそれはどれも的を射ていましたそのとき実際、自分には沢山の欠点があって兄弟姉妹には自分にない長所が数多くあると感じました彼らの数多くのアイデアや提案が私の弱点を補ったのですそのため、みんなで助け合い、それぞれの弱点を補うことで私たちは最後によりよく本分を尽くすことができました兄弟姉妹としばらくこのように働いたところ私は心から落ち着きを感じ始めみんなとより近くなりまた以前ほど厚かましくなることも、偉ぶることもなくなりましたそして他の人が私に近づきがたい思いをすることもなくなりましたさらに、兄弟姉妹の提案を受け入れるのはそれほど難しくないこともわかりました私の欠点に関する彼らの意見を正しく受け止めることができたのです自分の気に入らないことが起きたとき、傲慢さを多少見せることもありましたが兄弟姉妹の注意のおかげで、すぐに神の御前に出られました進んで自分を捨て、真理を求め、原則に従って本分を尽くしたのですそうしたことを経た私が心から実感したのは真の幸福でした以前にはとても難しかった神の御言葉を実践することが、ようやくできるようになったのです自分を捨てて他の人の提案を受け入れるのはとても難しいことでしたがいまでは神の御言葉を少しは実践できますようやく少しだけ人間らしく生きることができ以前ほど厚かましくはなくかつてのように神に嫌悪されることも、他の人を抑え込むこともなくなりましたそのすべてを考えるたび、神への感謝を感じます神による取り扱いと刈り込み、神の御言葉の裁きと啓示がなければ自分がどれほど傲慢で堕落しているか、いまもわからないままでしょう今日私が得たわずかな認識と変化はひとえに神の御言葉の裁きと刑罰のおかげです。


65. 刈り込みと取り扱いから収穫を得る

韓国 有信

全能神は言われます。「人は自分の性質を変えることができず、神の言葉による裁きと刑罰、苦難と精錬を経験するか、あるいは神の言葉による取り扱い、懲らしめ、そして刈り込みを受けなければならない。そうして初めて、その人は神への従順と忠誠を実現することができ、もはや神に対していい加減ではなくなる。人の性質が変わるのは、神の言葉による精錬のもとである。神の言葉による暴露、裁き、懲らしめ、そして取り扱いを受けることでのみ、その人はあえて軽率に行動することがなくなり、平静沈着になる。最も重要な点は、神の現在の言葉、および神の働きに従えることであり、たとえそれが人間の観念と一致しない場合でも、それらの観念を脇にのけて進んで従うことができる、ということである」（『神の出現と働き』「性質が変化した人とは神の言葉の現実に入った人である」〔『言葉』第1巻〕）。以前、私はこの神の御言葉を読みました。「人は自分の性質を変えることができず、神の言葉による裁きと刑罰、苦難と精錬を経験するか、あるいは神の言葉による取り扱い、懲らしめ、そして刈り込みを受けなければならない。そうして初めて、その人は神への従順と忠誠を実現することができ、もはや神に対していい加減ではなくなる」。そのとき、人が自分の性質を変えられないのはなぜなのか、私にはよくわかりませんでした。私は神の御言葉を毎日真剣に読み、いつも時間通りに集会に出て教会から割り当てられた本分にはすべて従いました。罪を犯さず立派に本分を尽くしていれば長年神を信じ、神の御言葉を沢山読んできた私の堕落した性質はきっと変わると思っていました。それなのに、神による裁き、刑罰、刈り込み、そして取り扱いを受ける必要があるのはなぜでしょう？　厳しい刈り込みと取り扱いを何度か受けて自己反省するまで私は自分が読んだ神の御言葉を本当に理解しておらずそのとき初めて、自分がサタンにどれほど深く堕落させられているかがわかり傲慢で自惚れたサタン的本性が自分に深く根ざしていることそして神の裁き、刑罰、刈り込み、および取り扱いを受けなければ、自分を知ることは決してなくましてや清められたり変わったりすることもないのだと理解しました。

2016年の初めごろ、私は教会指導者の本分を尽くしていました。最初に始めたときは、自分には欠けているものが本当に多いと思い本分を尽くす中で絶えず神に祈り、すがっていました。わからない問題に出会ったときは同労者を探して交わり他の人の提案を受け入れることができたのです。私はとても謙虚でした。実践し始めてから半年以上経つと、いくつかの原則を把握しまた真理について交わることで、兄弟姉妹の困難を解消してあげることができました。私は徐々に得意になり「私はこれまで教会指導者になったことがないけれど優れた素質があって神の御言葉をすぐに理解できる。もっと実践すれば、さらによくなるはず」。その後、私は重要な本分を任され、ますます増長しました。同労者の中で一番若く、神を信じて日が浅いのにこれほど重要なことを引き受けられる自分は、本当に才能ある人間に違いないと思ったのです。しばらくのあいだ、私は胸を張って歩き自分はみんなの中で最も重要な本分を任されたのだと、誰も並ぶ者がいないかのように感じていました。時間が経つにつれ、私はますます傲慢になりました。教会の働きを話し合うとき同労者が提案をしても私は自分の意見に固執しました。「本当にそれでうまくいくの？　私はこのようなことを前に扱ったことがあるのだから、私のほうが原則をよりよく理解しているんじゃない？　この件の扱いについて、私は一番いい方法を知っている」。一緒に働いていた姉妹がささいなことをあまりに深刻に考えると私は我慢できなくなりこんなに単純なことは簡単に処理できるのだから何度も交わって探求する必要などないと思いました。同労者の集まりで彼女の意見が他の兄弟姉妹に採用されないことがあり私はそれを見て彼女を見下すようになりました。「あなたは私よりも長く指導者を務めているけれど私にかなうわけがない」。ある時、私がぐずぐずと本分を尽くしていて進み具合が遅いと、その姉妹が言いました。私はそれを受け入れられずに反論しました。「あなたの交わりは受け入れられません。あなたもこの働きに関わっているのでしょう？　あなたにも責任があるんじゃないですか？　どうして自分を認識せず、すべてを私に押しつけられるのですか？」そこまで言って立ち上がり、その場をあとにしました。その後、指導者は私の振る舞いを知り、あなたはあまりに傲慢だと言って私を取り扱いました。私は口ではそれを認め「私はあまりに傲慢で、真理を受け入れていません」と言いましたが、反省することも、自分の本性と本質を認識しようとすることもなく本分を尽くしながらいつも偉そうに振る舞い、自分のやり方で物事を行なっていました。当時の同労者の中に素質に欠け、実践的な働きができないせいで解任された人がいました。しかし私は解任されることを心配していませんでした。「今、私はこの教会における本物の人材だし、いくつもの仕事を担当している。私がいなければ、代わりになる人をすぐに見つけられるかしら？」非常識なほど傲慢になりつつあったまさにそのとき、私はとても厳しい刈り込みと取り扱いを受けました。

あるとき兄弟姉妹が書いた経験と証しの記事を読み、いささか表面的だと感じました。そして誰とも相談することなく、それらを却下したのです。それを知った指導者は激しく怒り私を問い詰めました。「こんなによい記事をなぜ却下したんだ？　一度でも同労者と話し合ったのか？」私は言いました。「いいえ、そのときはいくぶん表面的だと感じたのです」。そう言うやいなや、指導者は私を厳しく取り扱いました。「これらの記事は多少表面的かもしれないが彼らの経験は本物だし、実際の認識を示している。人のためになるものだ。それは素晴らしい経験と証しの記事なんだ。君は本分を尽くす中で真理を求めず、いい加減で傲慢だ。真理を理解しておらず、他の人と話し合うこともない。まったく素晴らしい記事を放り投げ、神の働きを経験した証しを埋もれさせるなんて馬鹿げたことじゃないか？　それはサタンのすることじゃないか？　君は邪魔をしているだけなんだ！」以前に刈り込みと取り扱いを受けたこともありますがここまで厳しくはありませんでした。「馬鹿げた」「サタン」「邪魔をしている」「いい加減で傲慢」といった言葉が頭の中でいつまでも鳴り響き涙を抑えることができませんでした。息をするのも難しかったほどです。それなのに、自分は不当に扱われているとまだ思っていました。そのとき、同労者と話し合わなかったのは事実だけどあとで話したでしょう？　神は私たちの心の奥底を本当にご覧になります。私が言い訳を考えていると、指導者が厳しい口調で続けました。「君は独断専行している。わからないことがあれば誰かに訊いたり、相談したりできるはずだ。しかし君はそれさえしない。あまりに傲慢で、神を畏れる心がまったくない！」このとき、私は渋々認めました。本当に神を畏れる心が少しでもあれば行動する前に探求していたはず。しかし私は他人の意見を求めず、好きなように物事を行なうだけでした。本当に傲慢で独善的だったのです。

指導者は私に関する調査を行ない、私があまりに傲慢で、真理を理解しておらずこうした重要な本分にふさわしくないことを突き止め、私を解任しました。私はすっかり消極的な状態に落ち込みました。指導者はこの件に関して私をすっかり見抜き真理を追求する人ではなく、信じられないほど傲慢で育成する価値もないと判断したのだと思いました自分には神の家での見込みがもうないと考えてますます消極的になり、誤解で一杯になりました。自分がサタンになったかのように感じたのです。私がどうして救っていただけるでしょう？　私が正しくない人間だと兄弟姉妹は絶対に考えているはず。それなら、このまま追求を続けて何の得があるだろうと思いました。そのころ私は渋々ながら、本分を尽くしているように見せていましたが、真理を追求したいとは思っていませんでした。責任者が神の御心について何度も私と交わってくれたのですが、私は自分を改めませんでした。その後、責任者は私を刈り込んで取り扱い「あなたは本分を尽くす中でわざと頑なになり、いつも消極的で、神に反抗しているし変化を起こさなければ遅かれ早かれ神に淘汰される」と言いました。私はこれを聞いて恐ろしくなり、状況の深刻さに気づきました。そこでただちに神の御前に出て祈り、探し求め、自分を反省しました。半年以上、刈り込まれて取り扱われたことを正しく扱えなかったのはなぜなのか？　反省する中で、私はこの神の御言葉を読みました。「刈り込みと取り扱いを受けて消極的になる人がいます。その人は本分を尽くす活力をすべて失い、やがて忠誠心も失います。それはなぜですか。自分の行為の本質に気づいていないのがその原因の一つであり、それが刈り込みと取り扱いを受け入れられないことにつながるのです。これは、傲慢で自惚れていて、真理への愛がない彼らの本性によって決まることです。また刈り込みと取り扱いの意義は何かを理解していないことも原因の一つです。人はみな、刈り込みと取り扱いを受けることは、自分の結末が定まったという意味だと信じています。結果として、家庭を捨て、神のために自分を費やし、神への忠誠がいくらかあれば、自分が刈り込みと取り扱いを受けるはずはないと誤って信じ、取り扱いを受けると、それは神の愛と義を示すものではないのです。そうした誤解のせいで、多くの人があえて神に『忠実』でなくなっています。実際のところ、それは結局、その人たちが過度に不実だからです。彼らは苦難を受けることを望まず、簡単に祝福を得ることばかり望みます。人は神の義なる性質をまったく認識していません。それは、神が義なることを一切したことがないという意味でも、義なることを一切していないという意味でもありません。単に、神の行なうことはすべて義であると、人が信じていないということです。人間の目から見ると、神の働きが人の人間的な願望と一致しなかったり、人の期待にそぐわなかったりすれば、神が義であるはずはありません。しかし人は、自分の行動が真理と一致しているかどうかを決して知らず、また自分の行動が神に抵抗していることにもまったく気づいていません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「神が人の実績を基にその人の結末を決めることの意味」）。神の御言葉にあるこの暴きを読んだあと、私はようやく理解しました。自分がここまで消極的だったのはあまりに傲慢で自惚れていて自分の振る舞いの性質を認識していなかったからなのだと。自分は間違いを犯しただけなのに、このように取り扱われるのはあんまりだと思ったのです。私はそのせいで消極的な状態の中にはまり、神を誤解し警戒していました。神の御言葉を読みながら、私は自問しました。自分がここまで厳しい刈り込みと取り扱いを受けたのは本当にたった一つの間違いを犯したからなのか？　神の家が人をどう取り扱うかには原則があります。それはどれも、人の本性と本質、そしてその人のいつもの振る舞いを基にしています。指導者は無闇に私を取り扱ったのではありません。それなら、私の中にいったいどのような問題があってこれほど厳しい刈り込みと取り扱いを受けることになったのでしょう？

その後、私はこの神の御言葉を読みました。「自分の中に真理が本当にあれば、自然と正しい道を歩むようになります。真理がなければたやすく悪事を犯し、そうせずにはいられなくなります。たとえば、傲慢で自惚れた性質が自分にあれば、神に反抗しないように言われても意味はなく、どうしてもそうせずにはいられず、自制することができません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！　自分の邪悪な行ないを解消するには、まず本性の問題を解決しなければなりません。性質の変化なくして、この問題の根本的解決は不可能でしょう」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」）。また説教でも多少の才能や素質があるとき、その人は他人を見下すと述べられています。他人に耳を傾けたがらず、他の誰より自分のほうが優れていると考えるのです。そのような人は傲慢で、自惚れていて、独善的です。信者になって以来、自分が真理の追求に集中せず自分の素質と傲慢な性質に頼って本分を尽くしてきたことを振り返りました。自分は話がうまく本分を尽くす中で小さな成果を挙げたのだから、指導者は私を本当に高く評価していると思いました。自分は他の人より優秀に働けると思い込んでいたので一緒に働く兄弟姉妹を軽んじていました。自分のやり方で物事を行なうと言い張り、傲慢な性質がますます大きくなりました。その後、私は教会の働きに対し、本当にだらしない態度をとりました。真理の原則を求めることも、他の人を探して交わることもなく自分の好きなように勝手に物事を行ない、結局教会の働きを妨げました。自分は優れた素質の持ち主で、多少の真理を理解しているといつも思っていました。しかし暴かれて初めて、自分が理解していたのはわずかな教義に過ぎず真理の現実がほんの少しもなく、真理の交わりをして実際の問題を解決することもできないのだとようやくわかりました。それにもかかわらず、私は依然として信じられないほど傲慢で、何事も独断で行動しました。すべての理知を失い、神を見失うほど傲慢だったのです。指導者が来て私の働きを見直して初めて、問題が明らかになりました。そして、自分がそれまでどのように本分を尽くしてきたかを考えました。兄弟姉妹を助けたり、彼らに益をもたらしたりしなかっただけでなく彼らを抑え込む数多くの堕落した性質を表わしていました。私は本分を尽くしておらず、単に悪事を行なっていたのです！　それを考えれば考えるほど不安を覚えました。傲慢さから行動するときその人が神に抵抗して悪事を行なうのは避けられないとわかったのです。自分より素質が劣っているように見えながら本分を尽くすときには慎重で注意深い兄弟姉妹のことを考えました。彼らはいかに真理を求め、他の人の意見を受け入れるべきかを知っていましたが一方の私はあまりに傲慢で、自己認識がまったくないほどでした。いかに真理を求めるべきかについて、その意識が一切なかったのです。反省すればするほど、自分の道は真理を追い求める道ではないと感じるようになりました。私はとても傲慢で神のことなど眼中になかったので刈り込みと取り扱いを受け、自分の本分から外されたのは、実際には神が私を守り、救ってくださっていたのです。それがなければ、どれほど多くの悪事をさらになしていたか、誰にもわかりません。引き返せないところまで来て追放されることさえあったかもしれませんそうなれば後悔しても手遅れです。神の善意を理解した私は後悔で一杯になりました。自分は半年以上にわたって神を誤解して責め続け、消極的になって働きを怠けていたのだと思いました。私はどうしようもない人間だったのです！　それからは、自分の本分をきちんと尽くし、過去の過ちを償うことだけを望みました。

半年後、私はチームリーダーに選ばれました。そのとき、自分の傲慢な本性のせいで再び躓き、失敗を犯すのではないかと不安でした。本分を尽くす中で問題が起きたときはとても用心し一緒に働く兄弟姉妹と頻繁に話し合い、交わりを行なうとともに真理を求めて教会内の問題を解決しました。そのように本分を尽くしていると、はるかに安心できました。そして兄弟姉妹ともずっと仲よく付き合うことができました。数ヵ月後私は本分を尽くす中で多少の成功を収め、再び密かに喜びを感じ始めました。自分は本物の人材に違いないどんな本分を尽くしていようと、物事をすぐに処理できると考えたのです。やがて、私の傲慢な性質が再び頭をもたげました。兄弟姉妹が問題を抱え、それについて指導者と探求しようとしたとき、私は彼らに我慢できなくなり「それなら前に探求しなかった？　どうしてもっと探求する必要があるの？　私は原則を知っているんだから、私の交わりで十分なはずよ」と思いました。そして考え直すことなく、自分の理解を兄弟姉妹に伝え、彼らがそれを受け入れるよう望みました。しかし彼らは不安を覚え、指導者と一緒にその件を探求しました。その後、指導者が私たちと一緒に実践の原則について交わったのですがそれは私が以前に認識していたものと違っていました。私は驚き、こう思いました。「探求してよかった。さもないと私たちの本分が影響を受けるところだった」。しかしその後私は反省することも、自己認識しようとすることもありませんでした。傲慢で理知をもたないままだったのです。兄弟姉妹が尽くす本分に間違いを見つけると横柄に叱ってこう考えました。「こんな些細なこともきちんとできないなら、あなたたちは何ができるの？　どうせ、それに心を捧げていなかったんでしょう」。やがて他の人たちは私に抑え込まれるようになり、距離を置き始めました。私に抑え込まれるあまり、もう本分を尽くしたくないと言う姉妹さえいました。私は自分が間違っていることを知りながら何かがあるたび、自分の傲慢な性質を表わさずにはいられませんでした。以前に躓き、失敗したことを考えると、かすかな恐怖を感じましたがそのときは真理を求めて問題を解決しようとはしませんでした。

その後、私は自分の独断で、ある姉妹を重要な本分につけることにしました。するとある兄弟から彼女は誠実でなく、重要な本分には不向きだと注意されたのです。私は思いました。「彼女には多少問題があるけれど、あなたが言うほどひどくはない。堕落や欠点のない人なんているの？」私はこの兄弟の意見をまったく真剣に考慮せずその姉妹を探して交わりを行ない、彼女の問題点を注意するだけでした。ところが、彼女には裏表があり、投げやりに本分を尽くしていたことを知って、私はすっかり驚きました。そのせいで神の家の働きが深刻な害を被ったのです。これを知った指導者は非常に厳しく私を取り扱い、こう言いました。「君は自分のしたいことをするばかりで、誠実でない人間を昇格させた。兄弟が注意したのに、君は耳を傾けることも、自分で調べることもしなかった。そして今、本当に深刻な結果になり、こんなに大きな混乱を引き起こした。本分を尽くすにあたって君に責任感がなかったからだ。君は真理を理解しておらず、傲慢だ。解任しなければならない！」これほど厳しい刈り込みと取り扱いを受け、私は針のむしろに座っているようでした。こんなに多くの兄弟姉妹の前で自分の本分から外されそれに指導者は、私がどのような混乱を引き起こしたか、そして私を解任しなければならないことを強調した。自分はもう終わりで、きっと淘汰される。これ以上追い求めても無駄だと思いました。解任された私はすっかり消極的になりました。毎晩ベッドの中で、これまでのことを振り返っては泣いていました。しばらくは恥ずかしさのあまり、誰とも会うことができませんでした。兄弟姉妹がみんな幸せそうに本分を尽くしているのを見て自分は傲慢な本性のせいで彼らとまったく違うと思いました。誰にも相談せず、またアドバイスを受け入れることなく、私は誠実でない人間を昇格させ教会の働きをひどく混乱させてしまった。それなのに、どうして神に救っていただけるだろう？　これほどの若さで自分の信仰の道が終わりを迎えるとは想像もしていませんでした。そのうえ刈り込みと取り扱いは淘汰でなく救いだと神はおっしゃったけれど、自分には当てはまらないとさえ考え始めました。私の心は誤解で一杯でした。あるとき、指導者が私たちと働きについて交わるために来たのですが私は隅に隠れました。指導者が私の名前を呼び、最近どんな進化を遂げたかと訊いたとき、私はすっかり驚きました。すると指導者は、刈り込みと取り扱いを受けて消極的になったかと尋ね私と真剣に交わり、こう忠告してくれました。「君はまだ若い。真理を追い求め、性質の変化に集中すべきだ」。指導者によるこの心からの言葉を聞き、私はとても慰められ、また励まされ涙を抑えることができませんでした。私はとても傲慢で、自惚れていて、本分を尽くす際に無責任でいい加減でした。そうして教会の働きに深刻な害を与えてしまったのです。指導者が私を解任し、刈り込みと取り扱いを行なったのは正しいことだったのにそのうえ私を励ましてくれるとは想像もしませんでした。私は神のご慈悲に心から感謝ました。その夜、私は涙ながらに神に祈り、心から本当に自分を反省し、真理を求めて傲慢な性質を解消しますと誓いました。

その後、私は神の御言葉のこの一節を読みました。「傲慢さは人間の堕落した性質の根源です傲慢になればなるほど、その人は神に抵抗しがちになりますこの問題はどれほど深刻でしょうか傲慢な性質の持ち主は他のあらゆる人を見下すだけでなく、最悪なことに、神に対して威張りさえします表面上は神を信じて神に従っているように見えるものの、まったく神を神として扱っていない人がいますそのような人は真理を自分のものにしていると絶えず感じ、自分を高く評価していますこれが傲慢な性質の本質と根源であり、それはサタンに由来しますゆえに、傲慢さの問題は解決されなければなりません誰も眼中にないと思うのは些細な問題で傲慢な性質のせいで神、神の支配、神の采配に従わないことが重要な問題なのですこのような人は他人の支配を巡って絶えず神と競い合いますこの種の人は神を少しも畏れず神を愛することや神に従うことについては言うまでもありません。傲慢で自惚れている人、とりわけ自分の理知を失うほど傲慢な人は、神への信仰において神に服従することができず、自分を称揚して自分の証しさえします。このような人は神に最も抵抗します。神を畏れるところに至りたければ、まずは自分の傲慢な性質を解消しなければなりません。自分の傲慢な性質を徹底的に解消すればするほど、あなたはますます神を畏れる心をもち、そのとき初めて神に服従し、真理を得て神を認識することができるのです」（神の交わり）。神の御言葉の暴きを通じて初めて自分の傲慢な本性をもとに行動することは単にわずかな堕落を示したという問題ではなく私が他人を、そして神さえもまったく無視したおもな原因だったことがわかりました。そのせいで、神に反抗し、抵抗せずにはいられなくなったのです。本分を尽くしていたときのことを振り返ると、自分は聡明な人間で、優れた素質の持ち主だといつも思っていました。そのため、自分の才能と素質に頼って本分を尽くしたのです。私は自分にとても自信があり、神に祈ることも、真理の原則を求めることもめったにしないほどでした。心の中に神の居場所がまったくなかったのです。本分が成果を挙げていないときはきちんと振る舞いましたが少しばかり原則を理解してわずかな成果を挙げたとたん、それを自分の資本として利用しました。自分がすることはどれも正しく、自分は何でもでき、人や状況をきちんと評価できると思い込みますます傲慢になり、自惚れ、独善的になって何においても我が道を行き、独断専行していました。指導者と一緒に真理を求める兄弟姉妹を邪魔しあたかも真理であるかのように自分の考えを押しつけ彼らがそれを受け入れ、従うようにすることさえしました。これらの事実は、自分が傲慢な本性に従って行動していたこと兄弟姉妹を抑え込んで害を与える以外に何もしなかったことそして教会の働きをひどく乱したことを私に示しました。私はサタンの手先を演じてさえいたのです。指導者が私を取り扱い、これは深刻な混乱だと言ったのはまったく正しいことでした。私が本分から外されたのは、完全に神の義だったのです。そのような傲慢な本性がいかに恐ろしく、致命的であるかがようやくわかりました。それを解消しないままにしていれば、私はいつでも悪事を行ない、神に反抗していたでしょう。そして神の家の働きを妨げ、神の性質に背き、淘汰され、懲罰を受けていたはずです。私が解任されたあと、本分におけるその他の問題が明るみに出ました。兄弟姉妹の非難と、働きの中で露わになった問題を突きつけられ私は後悔と自責の念を大いに感じ、心から自分を憎みました。私はなぜこれほど傲慢だったのでしょうか？　自分は才能の持ち主で、自分がすることはどれも正しいと常に思っていたのに神に満足していただけることを少しでもしたでしょうか？　私が尽くしていた本分は完全に滅茶苦茶で、私は邪魔ばかりしていました。自分に少しでも神を畏れる心があり、もっと祈って求めていたらあるいは他の人たちと交わって話し合い、もう少し注意深くしていれば神に反抗することをここまで多くすることはなかったはずです。

傲慢な本性を解消する中で、後に神の御言葉をいくつか読みました。「人は自分の性質を変えることができず、神の言葉による裁きと刑罰、苦難と精錬を経験するか、あるいは神の言葉による取り扱い、懲らしめ、そして刈り込みを受けなければならない。そうして初めて、その人は神への従順と忠誠を実現することができ、もはや神に対していい加減ではなくなる。人の性質が変わるのは、神の言葉による精錬のもとである。神の言葉による暴露、裁き、懲らしめ、そして取り扱いを受けることでのみ、その人はあえて軽率に行動することがなくなり、平静沈着になる。最も重要な点は、神の現在の言葉、および神の働きに従えることであり、たとえそれが人間の観念と一致しない場合でも、それらの観念を脇にのけて進んで従うことができる、ということである」（『神の出現と働き』「性質が変化した人とは神の言葉の現実に入った人である」〔『言葉』第1巻〕）。この一節を読み返し人の傲慢な本性を解消する唯一の道は神による裁き、刑罰、刈り込み、そして取り扱いを受け入れることだと実感しています。サタンによる私たちの堕落はとても深いので神の御言葉を読んで自己反省するだけなら私たちの自己認識は表面的なものであり、堕落した性質もたぶん変わりません。神が何度も私を暴き、刈り込み、取り扱ってくださらなければ私は依然として自信過剰で、自分は本当に優れていると思い込んでいたでしょう。自分を知ることなどまったくなかったはずです。自分がいかに傲慢かも、自分のサタン的性質がいかに深刻かも、決してわからなかったに違いありません。いま、自分がしたあらゆることを振り返ると、恥ずかしさと後悔で一杯になります。考えるのも嫌で、顔を上げることすらできません。けれど、私が自分の傲慢な本性について少しばかり認識しどこでつまずき、失敗しそうなのかを知ることができたのはまさにそうした苦しい教訓のおかげだったのです。それはまた、神を畏れる心を私に与えてくれました。さらに、私には真理の現実も、そして本分を尽くす際に真理を求める心もまったくないことがわかりました。私はわがままで、自分勝手で、邪魔ばかりしていました。素質こそ平均的であるものの、良心的に本分を尽くしていた兄弟姉妹に比べ私は取るに足らない存在でした。私の傲慢さに根拠などなかったのです。こうしたことを認識した私は本分を尽くす際により謙虚になり、もう自信過剰になることもありませんでした。意識的に自分を脇にのけ、否定することを実践したのです。そしてさらに真理の原則を求め、兄弟姉妹の言うことに耳を傾けましたみんなで話し合うことで、教会のどんな問題でも解決するようになりました。再び傲慢さを見せたり、本分を尽くすにあたり原則に反したりすることもありますがそのときは自分を脇にのけることを実践し、刈り込みと取り扱い、そして他の人の指導と手助けを受け入れます。やがて、そのように実践することは本当に有益だと感じるようになりました。真理に関する私の理解は浅く、多くの物事について洞察力が欠けているので兄弟姉妹と一緒に働き、みんなの見方を合わせることで物事をより理解できるようになりました。そのように本分を尽くすことで、知らぬ間に神の加護をいただいていたのです。もはや大きな間違いを犯したり、大きな問題を抱えたりすることもなく兄弟姉妹の監督のもと私の傲慢な本性はすこしばかり抑えられました。これを実践することで、私は安心感と穏やかさを得ました。そして徐々に、傲慢さから行動することが減っていきました。あるとき、一緒に働く姉妹がこう言いました。「あなたと知り合って２年近く経つけど以前は傲慢で、他の人はいつもあなたに抑え込まれていたのにいまは本当に変わったわ」。そのとき、私は泣きそうになりました。自分は信じられないほど傲慢でそのわずかな変化も容易ではなかったのです。過去数年を振り返ると二度にわたる忘れがたい刈り込みと取り扱いは私にとって最も助けになり、また有益なことでした。それを経験していなければいまでも正常な人間性をもたず、神のことをまったく考えていないはずです。危険な断崖に立ち、いつでも神に反抗していたはずです。いまでは、刈り込みと取り扱いを受けたことは、私に対する神の加護と救いであると、はっきりわかっています。


66. 正しい道に戻る

アメリカ　陳光

全能神は言われます。「神に仕えることは単純な作業ではない。堕落した性質が変わらないままの人は決して神に仕えることはできない。もしあなたの性質が神の言葉により裁かれ、罰されていないのならば、その性質はいまだにサタンを表している。これは、あなたの奉仕があなた自身の善意から出ていることの十分な証明である。それはサタン的性質にもとづく奉仕である。あなたは自分の元来の性格のまま、また個人的好みに従って神に仕えている。さらに、自分が行いたいことが何であれ、神はそれを喜び、行いたくないことが何であれ、神はそれを嫌うとあなたは思い続けている。そして働きにおいては、自分の好みに完全に左右されている。これを神への奉仕と呼ぶことができるであろうか。あなたのいのちの性質は、究極的には少しも変えられることはない。それどころか、自分は神に仕えているのだからと、ますます頑固になり、そのため、堕落した性質はさらに深く根付いたものとなる。このようにして、おもに自分の性格にもとづいた神への奉仕に関する規則と、自分自身の性質に従った奉仕から派生する経験をあなたは内面的に作り上げるようになる。それらが人間の経験と教訓であり、この世における人間の人生哲学である。このような人々はパリサイ人と宗教官僚に属する。このような人々は目を覚まして悔い改めないならば、必ずや終わりの日に人々を騙す偽キリストおよび反キリストとなる。話に出てくる偽キリストと反キリストは、このような人々の中から現れる」（『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」〔『言葉』第1巻〕）。特にこの一節、「神に仕えることは単純な作業ではない。堕落した性質が変わらないままの人は決して神に仕えることはできない。もしあなたの性質が神の言葉により裁かれ、罰されていないのならば、その性質はいまだにサタンを表している」この部分に深く感動しました。私は過去に失敗を経験しています。傲慢な性質に基づいて本分を尽くし、自慢ばかりした。人々からあがめられようと口先だけで説き、自分を誇示していました。そして無意識に、神に抵抗する道を歩んでいた。神の御言葉の裁きと暴きによって、ようやく自分が神に抵抗する根源と、自分のサタンの本性に気づき、神に悔い改めたのです。

あれは2013年のことです。教会の指導者に選ばれ、熱心に打ち込んでいました。兄弟姉妹が窮地にあれば、神の御言葉を交わり、解決する手助けをした。みんなは困難が解決されると、通常どおり本分を尽くせました。数カ月が経ち、私の指導者がこう言った。「新参者が多い教会があって、その指導者として君の同労者が君を推薦している」私は自信満々で引き受けた。彼らが早く真理を理解して、真の道の基盤を築けるよううまく潤さなければ、ただそう考えました。その教会に着くと、教会全体の状況を把握し、兄弟姉妹の問題や困難を書き留めました。後日交わって解決するために、御言葉を調べる準備です。まだ出向いたばかりだったので、兄弟姉妹の多くが私のことを知らない。頑張って彼らと集まり、交わらなければと思った。短期間のうちに教会の仕事で良い働きができれば、彼らは、私に真理の現実と働く能力があると確信するでしょう。そうなれば指導者からも高く評価される。ちょうどそのとき、教会がその段階で入るべき真理を通知しました。交わる御言葉を探さなければなりません。私は興奮しました。自分の力を発揮する絶好のチャンスだ。その真理のあらゆる側面に関連した御言葉をいくつか見つけ、慎重に整理しながら、ずっとこう考えていた。「明日は同労者の集会だ同労者たちは私が一晩かけて御言葉を探したことを知って私を実直で責任感のある人物だと言うだろう」そうして、準備を終えたのは明け方近くだった。その集会で、私が探した御言葉を知った同労者はみんな、案の定、私を称賛した。「チェンさんを見ろ。なんて実直なんだ。一晩かけてこれらの御言葉を探したそうだ」と言った人もいれば、「ほんとに。御言葉を頻繁に読んでいるに違いない」と言った人も。集会を主催した兄弟は心配して言った。「チェンさん、この御言葉を探すために、どれくらい遅くまで起きていたんだい？」そう聞かれて、私は舞い上がりました。夜明けまで起きたことは無駄じゃなかった、兄弟姉妹に私の努力を知ってもらえる。興奮を隠して言いました。「探し終えたのは明け方近くだった本分を尽くすためによく徹夜してるんだ。当然のことだ、大したことではないよ兄弟姉妹が集会で交われるようにしないとね」すると彼から、「君は、徹夜も苦難も耐えられる、本分において実直な人物だ」と言われ、私の心は喜びであふれました。みんなから有能な指導者だと言われるよう、自分は努力を続けなければならない。

その後、伝道の働きが拡大し、教会がいくつか設立されました。私は毎日、夜明けから日暮れまで、すべての教会を回って兄弟姉妹を潤した。困難を抱える人の問題解決のために、根気よく御言葉を交わっていると私への評価はさらに高まりました。数人の兄弟姉妹が、あるとき伝道で問題に直面し、解決できずにいた。弱って消極的になり、私の元に来た。そこで私は、自分の伝道の経験を共有しました。「観念があって受け入れない相手だった。家から追い出されたことも当時は、私もつらかった。だから絶えず神に祈った御言葉を一晩中探し、何度も彼らの問題解決のために交わりに行った彼らが神の御声を聞き、終わりの日の神の救いを享受するためだどんな屈辱を受け、困難に直面しても諦めなかったそして最後には、彼らを迎え入れられた」話し終えると、兄弟はこう賛美しました。「チェンさんを見ろ。苦難によく耐え、重荷を背負ってる」「我々もチェンさんのやり方で福音を広めるべきだ」彼らが私を高く評価するのを見て、私は最高に幸せでした。それからというもの、本分において困難に直前した兄弟姉妹たちは、私に助けを求め、パートナーのところに行く人はいませんでした。彼らは本分を尽くすなかで、私の頼みを積極的に聞いた。彼らが私に好意的なのを見て、自尊心がより高まり、自分が教会の中心人物になったように感じたよ。

ある集会のことです。私は、本分において、どう苦しみ、どんな代償を払い、どんな結果を得られたかを話していた。すると突然、姉妹が言ったのです。「チェンさん、本分においてどれだけ苦しみ、費やしたかという話ばかりで苦難に直面したときに露わになったあなたの弱さや、堕落した性質あなたが得た知識、解決のためにどう真理を求めたかという話がないまるで少しも、あなたは堕落していないみたい」彼女が言い終えると、みんなが私を見ました。私は驚いて突然のことに動揺し、顔を赤らめた。そして思った。「兄弟姉妹の前でそんな言い方をされたら、面目丸潰れだみんなはどう思うだろう」なんとかプライドを取り戻そうと、すぐに言いました。「君の話はもっともだ。受け入れるよでも兄弟姉妹は本分において困難に直面し、弱く消極的になってる堕落についてだけ話すのでなく、もっと肯定的な実践を交わるべきだそれが唯一、彼らが進むべき道を持ち、信仰を見つける方法だ」でも、他の兄弟姉妹たちが私に言いました。君は自分の経験と知識を話すなかで、露わになった堕落についてはほとんど語らなかった真理の実践に精通して見えるのは、どう苦しみ、どんな代償を払いどう肉に背いたかという内容が多いからだそのような忠告を受け、私も少し不安になった。私が交わった内容は不適切だったのか？　でも傲慢で利己的だったことを話したこともあるそれに私は、本分でいつも良い結果を達成し、教会の仕事を妨げたこともない私が交わってきた方法に間違いは何もないはずだそう思い、真剣に反省しなかった。

その後、自分の本分のために、別の教会に移ることになりました。同労者との集会で、チャンさんが深刻な口調で言いました。「チェンさん君が去った教会で、本分に興味を失ってしまった兄弟姉妹がいる困難に直面しても、御言葉を読まず真理も追求せず、ただ君に解決してもらいたがる集会に参加したがらなくなった人もいるこれは君が本分において、神をたたえ、神に証しをしてこなかったことを示す君は人からあがめられようと、自分を誇示してきた邪悪な行為だ。じっくり反省しなければ！」それを聞いた私は、面食らいました。なぜそんなことに？　兄弟姉妹が私をあがめている？　それは深刻な問題だ！　不安で仕方なかった。その後の交わりには集中して聞けませんでした。頭が混乱し、この状況をどう打破すればいいのか分からなかった。帰宅した私は、チャンさんの言葉をじっと考えました。それまで、自分は本分においていくらか結果をもたらし、問題を解決するための真理を交われたと思ってた。こんな事態につながるとは、夢にも思ってなかったのです。この一件によってひどく心が乱れ、なすすべなく、神に祈りました。「神様問題の根源を見つけ、自分を本当に理解できるよう、私を啓いてください」。

そのあと、こんな神の御言葉を読みました。「下り坂を行く者はみな自分自身を高く掲げ、自分の証しをします。あちこちで自分のことを自慢したり増長したりして、神を心に留めたことなどまったくありません。わたしが話していることをあなたがたは経験したことがありますか。多くの人は絶えず自分の証しをしています。「わたしはあれやこれに苦しみ、あれやこれの働きを行なってきたが、神はわたしをあれやこれの方法で取り扱い、あれこれするように求めた。神はわたしのことを特に高く評価しており、今やわたしはかくかくしかじかである」という具合です。このような人たちは故意にある特定の調子で語り、特定の態度をとります。最終的に、一部の人々は、そのような人が神だと思うようになります。いったんその段階に達すると、聖霊はそれよりずっと以前に彼らを見捨てています。今のところは無視されているだけで、追い出されたわけではないものの、彼らの運命は定まっており、彼らにできるのは懲罰を待つことだけです」（「人はあまりに多くを神に要求する」『キリストの言葉の記録』）。「ひどい場合には献金を盗んだり浪費したり、ひそかに神を罵ったりする者もあれば、自分の地位を利用して繰り返し自分に有利な証言をし、自分の立場を強化し、人々や地位を神と争うような者もいます。彼らはあらゆる手段を用いて人々に自分を崇拝させ、常に人々を魅了し、支配しようとしています。場合によっては、意図的に人々を欺いて自分自身が神であるかのように思わせ、神のように扱われようとする者さえいます。彼らは自分が堕落しているとは決して言いません。自分も堕落した高慢な存在であり、崇拝の対象にはなりえず、どれだけ立派にやっていても、すべては神に高められたためであり、ただすべきことをしているだけだ、とは決して言いません。なぜそう言わないかといえば、人々が自分に見向きもしなくなることを深く恐れているからです。だからそのような者は決して神を称賛せず、神に証しすることもありません」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。御言葉を読み終え、不安に襲われました。自分を振り返って気づいた。私は苦しみ代償を払ったように装い、問題解決のために兄弟姉妹に御言葉を交わりながらも、実際は自分を誇示していただけだった。みんなからあがめられようとしていたんだ。思えば、新参者の多い教会の指導者に推薦されたとき、私は成果を上げることばかり考えていた。兄弟姉妹や自分の指導者から評価されるためだ。集会で交わる御言葉を徹夜で探して整理したのも、そのためです。兄弟姉妹が伝道で困難に直面したときは、神の旨を交わって彼らを真理の原則に導くのではなく自分が伝道においてどう苦しみ、どんな代償を払ったかを誇示しました。私の働きが上達すると、兄弟姉妹からたたえられた。それを私はうれしく思い、聖霊の働きによって達成された結果を自分の功績にして、恥ずかしげもなくひけらかしました。集会での交わりでは、頻繁に自分に焦点を当て前向きな実践しか話さず、露わになった堕落した性質には一切触れなかった。それを指摘されても、ごまかすだけでした。本分に対する自分の卑しい動機を、分析も告白もしたくなかった。神は何度も兄弟姉妹を用いて私の問題に触れましたが、私は自分の地位と印象を守るため、「受け入れた」と返すだけで、実際はちっとも反省しなかったのです。交わりで話を誇張し、みんなをだましているうちに自分は、代償を払える責任ある人物だと信じるようになり教会がどんな問題や困難を抱え、兄弟姉妹がどんな状態にあっても、ひるむことなく、解決を手助けした。これらのことから、気づきました。本分において、私は真理を全く実践することも、神の旨に配慮することもなく、自分を誇示して高い評価を受けるチャンスとして利用し、名声と地位への自分の願望を満たしていたのです。そうして、兄弟姉妹を神の御前に導くことなく、彼らに自分を崇拝させた。私は人々と地位を得るために、神と争っていたのです。やっと気づきました。神に抵抗する道に足を踏み入れ、重大な過ちを犯していたことに。私は恐ろしくなって、罪の意識にさいなまれた。自分に問いかけました。どうやって知らないうちに神に抵抗する道に入ってしまった？

そして、こんな御言葉を読みました。「人類がサタンに堕落させられて以来、人間の本性は変わり始め、正常な人がもつ理知を徐々に失いました。現在、人はもはや人間の立場で人間として行動しておらず、むしろ人間の地位を超えようと望み、より高次で偉大なものに憧れています。では、この高次のものとは何なのでしょうか。彼らは神を超え、天を超え、他のすべてのものを超えたいと願っています。人がこのようになってしまったことの根本には何があるのでしょうか。つまるところ、人間の本性は過度に傲慢なのです。……ひとたび人の本性と本質が傲慢さを増すと、人は神に背き抵抗すること、神の言葉に従わないこと、神に対する観念を生み出すこと、神に反抗すること、そして自分自身を賛美し証しすることができるようになってしまいます。自分は傲慢ではないと言っても、たとえば多くの教会を任せられ、導くことを許されたとします。そしてわたしはあなたを取り扱わず、神の家の誰もあなたを刈り込まなかったとします。導くようになってしばらくたつと、あなたは彼らを自分の足元に連れてきて、自分の前に従わせるでしょう。なぜそのようなことをするのでしょうか。それはあなたの本性によるもので、自然な発露に他ならないはずです。わざわざそれを学ぶ必要はなく、特別に他の人に教えてもらう必要もありません。意図的にそんなことをする必要はなく、そのような状況はあなたにとって自然と起こるものなのです。あなたは人々を自分の前に従わせ，自分を崇拝させ、褒め称えさせ、自分について証しをさせ、あらゆることで言うことを聞かせて、自分の支配から離れるのを許しません。あなたの指導のもとでは、そうした状況が自然と生じます。そのような状況はどうやって生まれるのでしょうか。それは人間の傲慢な本性によってです」（「人間の傲慢な本性は神への反抗の根源」『キリストの言葉の記録』）。この御言葉を読み、理解しました。なぜ私が本分で神を満足させたいと思いながらも無意識に神に抵抗する道に足を踏み入れてしまったのか。その根源は、私の中に存在する傲慢なサタンの本性でした。傲慢な本性に支配されたことで、私は自らを過大に評価し、たびたび自分を誇示する行動や発言を試みて、人々からあがめられようとした。本分で問題に直面した兄弟姉妹には、彼らの真理の理解や実践の道のために真理の原則を説くのではなく、自らを良く見せるために口先だけで説教し、自分の困難の経験や働きを、自らを誇示する道具として使った。そうして兄弟姉妹は、私が真理を理解し問題を解決できる人物だとたたえ、神を頼り真理を求めるべきだと気づかずに、困難に直面するたびに私を頼るようになった。彼らの心には神がいなかった。私が教会を移ると、集会に行きたがらなくなった兄弟姉妹もいた。これで本分を尽くせたと言えるのか。悪事を犯し、神に抵抗しただけでは？　そんな悪事を行えたのは、傲慢でうぬぼれていたからだ。自分の地位と印象を守り、人より優位に立ちたかっただけです。あがめられ、中心人物でありたかった。地位の祝福を得たくてたまらなかった。私には少しも、神への畏敬の念がありませんでした。傲慢な本性に生きていると、無意識に神に抵抗してしまう。本当に危険なことです。宗教界の牧師や長老を考えると、彼らは神をたたえず、証しもせず、信徒にも主の御言葉を実践させない。代わりに聖書の知識や神学理論をやみくもに説き、信徒をだますのです。そして誇示する。自分がどれだけ苦しみ、自分の伝道がどれだけ実を結び、どれだけ多くの教会を建てたかを。結果、信徒は彼らをあがめ、尊敬し、彼らの言いなりになるのです。全能神の御言葉を読み、神の御声を聞いた人もいるが、その信徒ですら、彼らに確認するのです。牧師の同意なしには、真の道だと分かっていても全能神の働きを受け入れない。牧師や長老たちは、人々を支配下に置いています。神に抵抗する反キリストの道を歩み、独立した王国をつくろうとしている！　私も本分で自分を誇示し、尊敬されようとした。その牧師や長老たちと、どこが異なるでしょう。新参者の多い教会の兄弟姉妹は、終わりの日の神の働きを受け入れたばかりで、まだ多くの真理を理解していなかった。その教会を導く本分にまで神に高められた私は、もっと神の御言葉を交わり、神の働きを証しすべきでした。彼らが真理を理解し、神への認識を得て、真の道の基盤を築くために。でも私が本分においてもたらした結果は？　みんな私をあがめ、神への認識から遠ざかりました。私は兄弟姉妹に害を与え、教会の仕事を妨げていたのです。神に抵抗する反キリストの道に他なりません。考えれば考えるほど不安で動揺しました。自分がどれだけ傲慢で、神への畏敬の念に欠けていたかが分かった。私の行いはずっと神の性質に背いていました。神が兄弟姉妹を用いて私を刈り込み取り扱っていなければ私は反省していなかった。そのままでは、どれだけの悪事を犯し、神の呪いと懲罰を受けていたか分からない。恐怖感が消えず、神の御前でひざまずき、こう祈りました。「神様。私は傲慢でしたいつも本分で自分を誇示しそのせいで兄弟姉妹は私をあがめ、心にあなたがいなかった悪事を犯して抵抗した私は、懲罰に値します神様。あなたに悔い改め、ひたむきに真理を追求し、やり直したいです」。

そのあと、神の御言葉を読みました。「人間は被造物の一つとして、自身の立場を守り、誠実に行動しなければなりません。創造主から託されたものを忠実に守りなさい。適当でないことをしたり、自分の能力を超えることや、神に嫌悪されることをしたりしてはいけません。偉大になろうとしたり、超人になろうとしたり、他の人を超えようとしたり、神になろうとしたりしてはいけません。人はこうした存在になることを望んではいけないのです。偉大になること、超人になることを追い求めるのは馬鹿げています。ましてや神になろうとするのはさらに恥ずべきことであり、不快で卑劣です。称賛に値し、被造物が他の何より守るべきことは、真の被造物となることです。それが、すべての人が追求すべき唯一の目標なのです」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。「人間が求めるものや願うことが何であろうと、ただ創造主の前に戻り、自分がすべきことと委ねられたことを恭しく果たし完成させる者だけが、安らかな心で正しく適切に、苦しみもなく生きていけるのです。これこそが生きることの意味と価値なのです」（『キリストの言葉の記録』より引用）。御言葉を読み終えて分かりました。神は創造主であり唯一正しい、適切な存在です。人間は神をあがめ、神に従うべきです。私はほんのささいな被造物であり、堕落した人間でした。本性がサタンのように傲慢で、不実で、邪悪だった。自分を誇示して、人々の心に私をとどめようとしていました。恥知らずにも、理知なく、傲慢に振る舞った。ますます自分を恥じました。盲目で、神を認識しない自分が嫌だった。自分のことを分かっていなかった。今日ここで本分を尽くせるのは、神の恵みと引き上げのおかげです。私は被造物として自分をわきまえ、実直であるべきです。真理を追求し、神をたたえ、神に証しをし、しっかり本分を尽くすべきだ。そうすれば、被造物として良心と理知を持てる。

その後、実践の道を求めて、神の御言葉に入りました。こんな御言葉を読みました。「神の証しをするときは、神が人々をどのように裁き罰するか、どのような試練を用いて人々を精錬し、あなたがたの性質を変えるかを主に語るべきです。また、自分の経験においてどれだけ多くの堕落が表わされたか、自分がどれだけ耐えてきたか、最後はどのようにして神に征服されたか、神の働きに関する真の認識が自分にどれだけあるか、どのようにして神の証しをし、神の愛に報いるべきかも語るべきです。こうした言葉に中身を持たせつつ、簡潔に語りなさい。空虚な理論について話してはいけません。もっと地に足のついた話をしなさい。心から語りなさい。あなたがたはそのように経験しなければなりません。自分自身を誇示しようと、深遠に見えながらも空虚な理論で着飾ってはいけません。そうすることはかなり傲慢で理知に欠けるように見えます。本当の物事を、自分の実際かつ本物の経験から、そして心からもっと語るべきです。それが他人にとって最も有益であるとともに、彼らが目にするのに最適なのです」（「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」『キリストの言葉の記録』）。御言葉を読んで、どう本分において、神をたたえて証しをすべきか、少し理解しました。神への証しでは、どう神の働きを経験したか、どんな堕落した性質が露わになったか、どう神に反逆し抵抗したか、どう御言葉に照らして反省して自分を認識し、悔い改めたかを話すべきだ。真理を交わることで人々が、神の旨と要求、神の性質と、人を救う神の働きを理解し、神を畏れ、神に従い、被造物の本分を尽くせるよう助ける。それこそが、神への賛美であり証しなのです。兄弟姉妹との私の交わりは、私がどう苦しみ、どんな代償を払い、どう神の業を証しして神の祝福を受けたかという話ばかりだった。露わになった私の堕落した性質や、卑しい動機についてはごまかす一方で、少しも触れなかった。私の堕落を知った彼らに幻滅されるのが怖かったのです。私には、そんな詐欺師の本性があった。これらのことを認識した私は、自分を誇示して、兄弟姉妹をだました悪事をチャンさんに打ち明けました。また、私が以前に奉仕していた教会へ行って、そこの兄弟姉妹と一緒に私の振る舞いを分析し、それによってみんなの識別力を高めてくれるよう、彼に頼みました。集会では、私も彼らに自分の悪事を明かして、神の義なる性質を証しし、自分を例に挙げて私のように神に抵抗する道を歩まないよう、話をしました。

そうして本分を尽くしたあと、私は控えめになり神への畏敬の念をいくらか持てました。その後、ある集会に困難に直面した新参者の兄弟がいて、私は問題解決のため、彼に御言葉を交わった。話を聞き終えた彼は、うれしそうに言った。「チェンさん、あなたの話は素晴らしい私はこの問題に長いあいだ悩まされ、解決できずにいた君は真理を理解している！　もっとこの集会で交わってほしい」別の兄弟も同じことを言った。うれしくてたまらなくなったがすぐに、自分を誇示したかつての過ちを犯そうとしていることに気づいた。そこで即座に神に祈り、自分に背いたんだ。そして意識的に神への証しをして、兄弟姉妹を神の御前に導いて言った。「今日のこの集会の交わりから、私たちが学べることがあるこれはすべて聖霊の導きであり啓きなのです私たちがもっと御言葉を読み、御言葉に真理を求めれば聖霊が啓き、照らしてくださるそうして私たちは、より理解できる」そう話すと、心がとても安らぎました。私は小さな変化を経験し、本分において神をたたえ、証しを実践する方法を知った。すべて神の御言葉による裁きと刑罰のおかげです。


67. もう自分を誇示しない

スペイン 莫文

あれは2018年のこと。教会で福音の本分に就いていて、のちにその責任者になった。僕は、本分での兄弟姉妹の問題点や足りない部分を見抜き、交わりをとおして解決することができた。皆に喜んでもらえて、達成感を抱いてたよ。自分は誰よりも優れてる。そう心から誇らしく思うようになると、自分を誇示せずにいられなくなった。こう思ったんだ。「僕は提案もできるし、問題も解決できて、周りから良く思われてる。これまで以上に皆を助けてあげれば、誰よりも有能だと思われるだろう。一段と見上げてもらえる」あるとき集会でルー兄弟が、伝道中に出会った同労者の話をした。その同労者は20年以上も伝道師をしていて、真の信者だったが、宗教的観念が強かった。ルー兄弟は彼と交わったが、福音を受け入れてもらえず、途方に暮れたという。僕は思ったよ。「その人物は真の信者で、交わりを聞きたがってる。真理をはっきり伝えないから、彼を改心できなかったんだ。僕には似た経験がある。それをそっくり話すチャンスだ」そしてこう言った。「難しいことなんて何もない。要点を絞って、明確に交わることだ。その人物は聞く気がある。君が彼の問題を解決したら、受け入れるはずさ。同労者のチャンさんは、観念を多く抱いてた。僕は、彼の強い観念について交わって論破し、別の観念にも反論した。ついには福音を受け入れたよ。神の働きを証しするときは、はっきりと交わるべきだ」そのあとは、僕がそれまでに説教した人が抱えていた問題や、その解決のためにどう交わり、彼らが福音をどう受け入れたか、あらゆる事柄を詳しく話した。僕がどれだけ有能か、皆に分かってもらうためだ。話を終えると、皆が褒めてくれた。ある姉妹は、こう言ったよ。「本当に的を射た話ね。なぜ私には分からなかったんだろう？」僕は「すべて神のお導きだよ」と答えながらも、心の中では喜んでた。仕事について話し合うときは、こんなことを考えることも。何を言えば、細やかに考慮して分析していると思われるだろうか。素質があって賢い、人より優れた人物だと思われるだろうか。そして自分の番が回ってくると、延々と話し、「僕は」と繰り返した。「僕はこう思う」、「僕はこう解決した」「僕は、僕は、僕は……」自分の理論や考えを並べて、それを詳細に分析してたんだ。すると時が経つにつれ、皆は僕を頼るようになり、問題が起きたときの原則の求め方が分からなくなった。仕事の話し合いでは、先に発言するよう頼まれ、あとで皆が補足することも。こんな考えが心に浮かんだよ。「このままでは、皆は僕を崇拝するようになるのでは？」でもこうも思った。「無理やり聞かせてるわけじゃない。僕は自分の意見を言ってるだけ。それに、積極的でいることは、前向きで責任感のある振る舞いだ」それ以上はあまり考えず、何も変えなかった。

その後、僕たちは伝道でさまざまな困難にぶつかった。兄弟姉妹はかなり落胆してたよ。それは僕も同じだった。自分の気持ちを皆に打ち明けたくなったけど、僕は責任者だ。簡単に消極的になってたら、弱く思われるんじゃないか？　僕の背丈が低いことを知ったら、皆はどう思うだろう？　僕に対する印象が壊れてしまうのでは？　そしてこう思った。「ポジティブな話をして、前向きに導いていけば、皆のやる気が起こるのでは？」そこで交わるたびに、僕が問題に直面したときに、いかに前向きに向き合うか、いかに逆境のなかで神に頼るか、いかに困難に立ち向かうかを重点的に話した。皆は、僕には背丈がある、物事を対処する力があると思い、称賛してくれた。兄弟姉妹と仕事について話し合うときには、本分で重圧を背負い、食事や休憩をとる暇もないほど忙しいのだと明かすこともあったよ。僕の苦労を知ってもらうためだ。集会では、神の御言葉に思いを巡らすことも、自分を省みることもなく、深く重みのある交わりだと皆に思わせる方法ばかり考えてた。気づかないうちに、高尚な教義を説いては、兄弟姉妹の賛同する顔を見て喜びをかみしめてたんだ。そのうち、本分で何か困ると、まず僕に相談する人が出てきた。少し考えれば自分で解決できるようなことでも、真っ先に僕の意見を求めてくる。僕のところに来て、自分の状態や心の内を話すんだ。信頼されてることが、とてもうれしかった。だけど、日ごとに僕は随分忙しくしてたのに、神の御言葉を読んでも聖霊の啓きを感じなくなった。皆と仕事の話をしていても、僕の提案はどれも役立たずで、仕事で生じた一目瞭然の問題さえ分かってなかった。ようやく、自分がひどい状態にあることに気づいたよ。うぬぼれはすっかり消えてた。それまでは自分が一番偉いと思ってたのに、急に、何も自慢できるもののない、完全な間抜けに思えた。精神が闇と苦しみで満ちてた。

そんなある日、兄弟二人と話してると、スー兄弟に言われたんだ。「知り合ってしばらく経つけど、君はいつも自分を持ち上げて誇示し、自分の堕落や欠点をほとんど交わらない。自分のいいところばかり話してる。そのせいで僕は、君をすごい人だと見上げるようになった。僕の仕事に問題が生じても、君は真理の原則を交わらず、君自身が何をしたか、どう問題を解決したかを話すだけ。それが、誰よりも優れた人だと思わせる」スー兄弟のこの言葉は、どうしても受け入れ難かった。特に、「いつも自分を持ち上げて誇示してる」という部分。この言葉が頭の中で響き渡った。言い返しはしなかったが、強い反発心を感じたよ。「崇拝してくれと頼んだことはない。僕は本当に、そんなに悪い人間か？」納得がいかず、もう一人の兄弟に聞いてみた。驚いたことに、彼はこう言った。「君は自分の堕落や欠点について話したことがない。もう僕には君のことを理解できない」そう言われて、ますます嫌な気分になった。「どうして、もう理解できないなどと言うのだろう？　僕はそんなに不可解だろうか？」何か言って、威厳を取り戻したくて仕方なかったが、二人があんなふうに僕を刈り込み、取り扱うということは、何か理由があるはずだ。二人が言ったことが本当なら、僕には深刻な問題がある。

急いで神の御言葉から、自分自身を持ち上げて証しする人々を暴くものを探した。この御言葉だよ。「自分を高めて自分の証しをすること、自分を誇示すること、人々に自分を尊敬させようと試みること――堕落した人類にはこれらのことができます。自身のサタン的な本性に支配されているとき、人は本能的にこのように反応しますが、それは堕落した全人類に共通しています。通常、人はどのように自分を高め、自分の証しをしますか。どのようにしてその目的を達成しますか。方法の一つに、自分がどれほど苦しんだか、どれほど働きを行なったか、どれほど自分を費やしたかを証しする、ということがあります。つまり、彼らはそうしたことを、自分を高める通貨として用い、それによって人々の心の中でより高く、より確固として、より安全な場所を確保した上で、さらに多くの人が彼らを高く評価し、称賛し、尊敬し、さらには崇め、崇拝し、付き従うようにさせているのです。それが最終的な成果です。この目的を達成するために彼らが行なうこと――ひたすら自分を高め、自分の証しをすること――は、理知的なことですか。理知的ではありません。それらは理性の範囲外にあります。そうした人たちは恥知らずであり、自分が神のために何をしたかや、神のためにどれほど苦しんできたかを臆面もなく証しします。自分の才能、資質、経験、特別な技能、あるいは行動のための賢い技能や、人々をもてあそぶのに用いる手段を自慢しさえするのです。彼らが自分を高め、自分の証しをする方法は、自分を誇示して他者を蔑むというものです。そのような人はまた、自分の輝かしいところだけを見てもらえるよう、自分を偽って偽装し、自分の弱さ、欠点、そして失敗を他者から隠します。彼らは消極的になっても、他の人たちに伝えようととしません。自分の心を打ち明けて共に交わる勇気がなく、何か間違ったことをすると、全力でそれを隠し、ごまかそうとします。本分を尽くす過程で神の家にもたらした害に触れることは決してありません。しかし、何か些細な貢献をしたり、小さな成果を挙げたりすると、すぐにそれを自慢します。自分がいかに有能か、自分の素質がいかに優れているか、自分がいかに並外れているか、そして普通の人に比べてどれほど優れているかを、全世界に知らせたくてうずうずしているのです。これは、自分を高め、自分の証しをする方法ではありませんか。自分を高め、自分の証しをすることは、正常な人間性の理性の範囲内にありますか。ありません。では、人がそのようにするとき、通常どのような性質が明らかになりますか。主たる表われの一つは傲慢さであり、不実さがそれに続きます。不実さには、自分にできるあらゆることをして、他人に自分を尊敬させることが含まれます。彼らが語る話はまったく水も漏らさぬものであり、彼らの言葉には動機と企みが明らかに含まれていて、自分が誇示しているという事実を隠す方法をすでに見つけていますが、彼らが述べることのせいで、人は依然として、この人は他者よりも優れており、肩を並べる者は一人もおらず、他の誰もがこの人より劣っていると考えてしまいます。そしてこの結果は、陰険な手段によって成し遂げられたのではありませんか。このような手段の核心にあるのは、どういった性質ですか。また、邪悪さの要素はそこにありますか。これは邪悪な性質の一種です。彼らが用いるこれらの手段は、不実な性質によって導かれているのだとわかります――では、それは邪悪だとわたしが言うのはなぜですか。このことと邪悪さのあいだには、どのような繋がりがありますか。あなたがたはどのように考えますか。このような人は、自分を高めて自分の証しをする目的を打ち明けることができるでしょうか。いいえ。彼らの心の奥底には常に願望があり、自身の言動がそうした願望を助けるので、心の奥底にある自身の言動の目的と動機は、絶えずしっかり秘密にされています。例えば、彼らはそれらの目的を達成すべく、人を誤解させたり、何らかのいかがわしい戦術を用いたりします。そのような秘密性は、本質的に狡猾なことではないですか。そして、そうした狡猾さが邪悪と呼ばれるのではないですか。それはまさに邪悪と呼ぶことができ、不実さよりも根深いものです」（『反キリストを暴く』）。本分での自分の振る舞いについて考えてみた。兄弟姉妹が問題を抱えたときには、交わって助けてるかのように振る舞いながら、僕自身がどう解決したかを話してた。自分の仕事の能力を誇示し、誰よりも有能だと皆に思わせるためだった。仕事の話し合いになると、僕の話の出だしは「僕は」。自分をひけらかすことで、熟知した人物だと皆に思わせ、崇拝させるためだ。僕自身の消極的な部分や堕落を隠し、自分の困難を語るどころか、堕落した性質を分析することもない。むしろ、自分の欠点を隠すためにポジティブな話をして、「背丈がある」と尊敬されるよう仕向けてた。いかに自分が本分で苦労し、大変な思いをしてるかをいつも語り、どれだけ本分に打ち込んでいるかを知ってもらおうとした。集会では、僕には明らかに御言葉や自分への認識がなかったが、自分のことを分かっているかのような嘘を織り交ぜて、話し続けた。皆からより高く評価されるためだった。僕は、皆から尊敬され崇拝され続けるために、正しく見える言動を続けてた。でも実際には、自分を誇示してひけらかし、皆の心を神から遠ざけてたんだ。それは、神の御言葉にある「悪しき性質」によるものでは？　何をしても、どう自分を費やして見えても、僕の目的は本分をしっかり尽くすことじゃなかった。自分の地位を確立するために全力を投じて、皆が僕を崇拝するよう仕向けた。僕は反キリストの道を歩んでたんだ。やっと自分の危険な状態に気づいて、急いで神に祈り、悔い改めようとした。

そのときふと頭に浮かんだのが、この御言葉だよ。「正常な人間性を生きようとするなら、どのように自分の心を打ち明け、自分をさらけ出すべきでしょうか。これは、自分の心を打ち明け、心の底にある本当の思いを他の人たちにはっきり示し、簡単かつ純粋に真理を実践できるようになることで行なわれます。自分の堕落が表に出たら、問題の本質を認識し、心の底から自分を憎んで嫌えるようにならなければなりません。自分自身をさらけ出すとき、その人は自分の振る舞いを正当化しようとしているのでも、自分を弁護しようとしているのでもありません。……まずは、自分の問題を本質的なレベルで認識し、自分を分析してさらけ出す必要があります。正直な心を持って誠実な態度をとり、自分の性質の問題について認識できることを語らなければなりません。二番目に、自分の性質はとりわけ深刻だと感じている場合は、すべての人にこう言う必要があります。『わたしがこのような堕落した性質を再び表わしてしまったら、そのときは全員立ち上がり、わたしを取り扱ってそれを指摘してほしい。手加減してはいけない。そのとき、わたしは耐えられないかもしれないが、そんなことは気にしないでもらいたい。協力してわたしを見守ってほしい。この堕落した性質がひどく燃え上がるなら、全員が立ち上がってわたしを暴き、取り扱うように。全員がわたしを見守り、わたしに手を差し伸べ、わたしが道に迷うのを防いでほしい』。これが真理を実践する際の態度です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「調和のとれた協働について」）。御言葉が道を示してくれた。いくら僕が自分の問題を理解してても、このままではいられない。正直になって皆に自分をさらけ出し、自分の行動の動機を示す必要がある。自分を持ち上げて誇示し、反キリストの道を歩んでたことを知ってもらわなければ。それが一番大切だ。

そこで次の集会で、兄弟姉妹の前ですべて打ち明け、皆に助けや助言を求めた。完全に心を開くと、すごく心が楽になったよ。そのあと数日間、兄弟姉妹が僕の問題を指摘してくれた。例えば、「君は本分で、いつも自分を誇示する。僕は本分に原則を求めたくなくなり、ただ君に依存した。何でも知ってる君に聞くほうが楽だった」他には、こんなものも。「近頃は神について何も学ばず、ますます君を崇拝するだけだった。君は仕事もできるし本分にも責任を持ってる。そう思い、とても尊敬してた」彼らの言葉を聞いて、本当につらくなった。何カ月もずっと本分を尽くしてきた結果がこれだとは、信じられなかったよ。とても苦しくて耐え難かった。神から憎まれてるに違いないと思い、ひどく消極的になった。だけど神に祈り続け、皆に助けてもらうなかで、やっと気づいた。これは、神が僕を排除するためではなく、清め、変えるためのものだと。この出来事がなければ、僕は自分が間違った道にいると気づかなかっただろう。これは神の偉大な救いだったんだ。御旨を理解するとすぐ、自らを反省し、心から悔い改める決心をした。

そしてこの御言葉を読んだ。「パウロを特に偶像化する人がいます。出かけて行って演説をし、働きを行うのが好きで、集会に参加して説教することを好みます。人が自分の話を聞いてくれ、自分を崇拝してくれ、自分を取り囲んでくれるのが好きです。人の心の中に地位を持つのが好きで、自分が示すイメージを他の人に高く評価されると喜びます。このような振る舞いから、この人の本性を分析してみましょう。こうした人の本性はどのようなものですか。本当にこのように振る舞うなら、傲慢で思い上がっていることはそれで十分にわかります。神をまったく崇拝していないのです。高い地位を求め、人に対し権威を持ちたい、人を占有したい、人の心の中の地位が欲しいと願います。これは典型的なサタンの姿です。彼らの本性の際立った側面は、傲慢さと思い上がり、神を崇拝する気のなさ、そして人から崇拝されたいという願望です。このような振る舞いにより、その本性をはっきりと見極めることができます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。「たとえば、傲慢で自惚れた性質が自分にあれば、神に反抗しないように言われても意味はなく、どうしてもそうせずにはいられず、自制することができません。意図的にそうするのではなく、自分の傲慢で自惚れた本性に支配されてそうするのです。自分の傲慢さや自惚れのせいで神を見下し、神を無価値なものと見なすようになります。そして自分を賞揚し、常に自分を誇示し、最後は自分を神の立場に置いて自分の証しをするようになります。自分の発想や思考や観念を、崇拝すべき真理に変えてしまうのです。傲慢で自惚れた本性に支配された人がいかに多くの悪事を働くかをご覧なさい！」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」）。神の御言葉の啓示をとおして分かった。人々の心のなかで高い地位を築けるよう求め始めたのは、僕の傲慢な本性が原因で、僕は神に抵抗していたんだ。傲慢な本性に支配され、本分で結果が出ると自分を誇らしく思い、あらゆる手段を使って自らを持ち上げ、ひけらかした。僕の言動は、ただ目立ち、自分の才能や能力を示すためのものだった。本分でどれだけ苦しく大変な思いをしたか、どう問題を解決したかを、恥ずかしげもなく誇示してた。どれも、僕が誰よりも優れた、特別な人物だと思わせるためだった。尊敬され、崇拝されたかったんだ。これは反キリストの性質だったのでは？　パウロも同じだった。パウロは、説教や仕事をとおして、自分の知識や才能をいつもひけらかし、称賛を得られるよう誇示してた。何度も教会に手紙を出しては、自分がどれだけ主のために働き、苦しんだかをアピールした。それも人々の心をつかむためだった。パウロが懸命に働くのは、自分の本分をきちんと果たすためでも、受肉したキリストを証しするためでもなく、自分の野心や欲望を満たすためだったんだ。どれだけ働いても、どれだけ苦しんでも、どれだけ大勢から崇拝されても、真理を追求せず、うぬぼれが大きくなっていったことで、ついには厚かましくも自分がキリストだと証言してしまった。神の性質にひどく背くその行為によって、神から懲罰される。僕の本性もパウロと同じだった。傲慢でうぬぼれが強く、地位を好み、いつも自分を持ち上げて誇示してた。皆から崇拝され、皆の心から神の居場所をなくすため、問題が起きても皆が神を頼ることも、真理を求めることもないようにするためだ。そういった本分の尽くし方は、神に抵抗し、兄弟姉妹を傷つけるものだった。傲慢な本性を生きることで、そんな悪行と神への抵抗が生じるなんて。悔い改めなければ、遅かれ早かれ神の怒りを買い、懲罰されるだろう。神の懲らしめと、兄弟姉妹の助けと支えがなかったら、僕は自省できなかった。神の義なる性質と偉大な救いがあったからこそ、ああして暴かれることになったんだ。

考えてみると、僕は本分で成果を上げ、問題を発見したけど、それはすべて神の啓きと導きによるもの。聖霊の働きがなければ、僕は何も理解できない愚か者だった。真理の現実が全くないのに、ひどく傲慢で横柄で、恥ずかしげもなく神と地位を競ってた。理知のかけらもない。本分で真理を交わらず、神への証しもせず、ただ自分を誇示し、人を惑わしてた。なんて悪行だ。そう省みて、自分がとても嫌になった。このままではいけないと思い、神に祈った。「神よ、間違ってました。いかに傲慢で愚かだったか分かりました。悔い改める機会をいただき、感謝します。これからは真摯に真理を実践し、正しい道を歩んでいきます。どうかお導きください」。

その後、この神の御言葉を読んだ。「自分を高めたり、自分の証しをしたりするのをやめるには、何をすべきですか。同じ問題に関して、自分を高め、自分の証しをするという目的を達成すべく、自ら恥をさらし、他者の尊敬を勝ち取るというものがありますが、それは心を開いて自分の正体をさらけ出すこととは正反対です――両者のあいだには本質的な違いがあるのです。それらは細かいことではないのですか。例えば、心を開いて自分の動機や考えをさらけ出すにあたり、どのような決まり文句や、自己認識を示す表現がありますか。どのようなことを示せば他者に称賛され、自分を高めて自分の証しをすることになりますか。自分がどのように祈って真理を求め、試練のさなかに証しをしたかを語るのは、神を高めて神の証しをすることです。この種の実践は自分を高めて自分の証しをすることではありません。自分を晒すことには動機が含まれます。自分を高めるのではなく、自分の堕落を全員に示すことが目的であれば、その人の言葉は真摯であり、真実であり、事実に基づいています。他者に自分を尊敬させ、他者を騙し、それらの人から自分の真の顔を隠し、自分の動機や堕落や弱さ、そして消極性が他人の前で明らかになるのを防ぐことが目的であれば、そうした人の話し方は不実で誤解を招くものです。ここには明確な違いがないでしょうか」（『反キリストを暴く』）。「神の証しをするときは、神が人々をどのように裁き罰するか、どのような試練を用いて人々を精錬し、あなたがたの性質を変えるかを主に語るべきです。また、自分の経験においてどれだけ多くの堕落が表わされたか、自分がどれだけ耐えてきたか、最後はどのようにして神に征服されたか、神の働きに関する真の認識が自分にどれだけあるか、どのようにして神の証しをし、神の愛に報いるべきかも語るべきです。こうした言葉に中身を持たせつつ、簡潔に語りなさい。空虚な理論について話してはいけません。もっと地に足のついた話をしなさい。心から語りなさい。あなたがたはそのように経験しなければなりません。自分自身を誇示しようと、深遠に見えながらも空虚な理論で着飾ってはいけません。そうすることはかなり傲慢で理知に欠けるように見えます。本当の物事を、自分の実際かつ本物の経験から、そして心からもっと語るべきです。それが他人にとって最も有益であるとともに、彼らが目にするのに最適なのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」）。神の御言葉が示してくれた。自分を持ち上げて誇示する問題を解決するには、経験をとおして自省し、自らを認識することに集中しなければ。そして、交わるときには自分の動機を正し、自らが表した堕落についてもっと話し、自分の動機や不純を分析し、神の御言葉によって裁かれた経験や、自分について真に認識したこと、神の性質や愛について理解したことを話し、実際の経験を使って神をたたえ、証ししなければならない。それが本当の本分の尽くし方だ。このことが分かり、次の集会で、僕が地位を得るためにどう策略を巡らせ、自分を誇示していたか、神が僕を取り扱い、自らの醜さを分からせるためにどう環境を整えたかを意図的に分析した。すると、ある兄弟がこう言ったんだ。「君の経験から、堕落した性質があっても、神の御言葉による裁きと取り扱いを受け入れ、真理を実践し、肉に背けば、変われることがわかった。神の行いはすべて、人々を救うためであることもわかったよ」それを聞いて、神への感謝の気持ちで満たされた。僕が自分についての認識を得られたのは、神の御言葉によって裁かれ、刑罰されたからだ。

それからは意識して、この方法を本分に取り入れるようにした。誰かの本分に足りない部分があったら、神に祈り、自らの動機を正して、客観的に意見を言うようになった。以前のように自慢したりしない。また、真理の原則をいくつか見つけては、兄弟姉妹と共有した。集会では、本当の僕を知ってもらうため、僕の行動に隠された動機や汚れ、堕落した性質を分析した。そう実践することで、心の中に安らぎを感じたよ。神との関係も正常になった。それからしばらくすると、兄弟姉妹の僕への接し方が適切になったと感じた。前のように僕を見上げるのではなく、僕が真理の原則に反した発言や行動をすると、それを指摘して、僕を正すことができた。そうやって皆と関わることで、本当に解放された思いだった。環境を整えて、僕を清め変えてくださった神に、心から感謝します。


68. 自分を誇示することで生じた害

スペイン 若愚

数年前、私は同年代の兄弟姉妹を潤していました。みんな熱心で責任感があり、いつも称賛されて私はうらやましく思いました。自分もいつか、彼らのように仰ぎ見られたい。その後、別の教会に移ってすぐ、そこの指導者が偽指導者とされて解任されました。実際の働きをしてなかったから。そこで私が後任に選ばれました。知り合いの兄弟姉妹は、「神の引き立てだから大事にしないと」と言って励ましてくれました。この本分は責任重大なので、自分を証明するチャンスだと思ったわ。しっかりこなせば、兄弟姉妹に仰ぎ見てもらえる。私は静かに決意した。全力でこの本分を尽くそうと。

その後は集会のたび、前の指導者がいかに実際の働きをせず、消極的に語りっていたかを分析したのですが、みんな腹を立てていました。これを見て、私は自分に言い聞かせた。ここの兄弟姉妹は偽指導者を識別できるし、私が実際の働きをするよう期待している。認めてもらえるよう頑張らなきゃ。教会指導者は教会で誰よりも積極的になり、喜んで苦しみ、それに犠牲を払う必要がある。試練が来たら誰よりも信仰を持ち、消極的になってはいけない。みんなが絶えず私を賛美するよう、あらゆる点で他人に勝る必要がある。こんな考えに支配された私はグループの集会に全部出て、寝るのは毎日夜遅く。他の人とおしゃべりしても、自分は教会の働きで忙しく、寝るのも深夜だとわざと口を滑らせた。それを聞いたみんなは、私が責任感に溢れ、苦しみも厭わないと思い込み、身体には気をつけてといつも言ってくれた。それにごちそうや飲み物なんかをくれたりもした。ある人の状態が悪いと、私はどんな天気でも助けに駆けつけた。集会では兄弟姉妹に、誰それはずっと否定的だったけど、私と交わって積極的になったと言った。するとみんなは、この人は若いのに愛と忍耐に満ちていると思ってくれた。教会の働きを把握しようと、福音の対象者が現われた瞬間、私は福音執事にその人と交わらせてほしいと頼んで、その人に自ら証しをすることもあったわ。福音の働きが前進し始めて、私はある集会でこう言ったの。「いい、福音の働きはこれまで滞っていたけど、今では毎月誰かが神の働きを受け入れている。もっと頑張らなきゃ」。すると兄弟姉妹も、私の着任以来、福音の働きも順調だと感じ、ますます私を見上げて崇拝したわ。集会で自分の経験を交わるとき、私は積極的な入りの実例を大げさに語った。自分の堕落を話しすぎるのが不安で、そうしたらみんなに、問題が起きたらこの人は弱り、背丈も小さいと思われ、仰ぎ見てもらえなくなる。だから自分の消極性と弱さ、それに自分が表わしている堕落はほとんど話さなかった。自分がどう真理を求めて御言葉を実践し、信仰で本分を尽くし、神の導きを見ているかは残らず話し、どんな細かいことも省かなかった。しばらくこんな調子で交わりをしていると、私は真理の追求に優れ、いつも実践の道を見つけてるとみんなに思われた。問題があると私との交わりを求めてきたわ。

やがて、教会のあらゆる働きが前進し始めた。みんなの信仰も膨らみ、より多くの人が本分を尽くす気になったの。私はこの成果を見て、自分は教会の柱だとさらに感じた。胸を張って歩き、どこでもますます大胆に話した。自分は優れた教会指導者で、この地位にふさわしいと思ってた。みんなと働くときも、リードするのはいつも私。みんなが私を崇めて言うことを聞くよう、自分が際立っていることを誇示した。あるとき、集会のための部屋を借りることになって、パートナーの執事と兄弟がその部屋を見に行ったの。そのとき思った。「こんな大事なことは私が決めないと。たとえ見ていなくても、私抜きで決めるなんて許さない」。実際にはわかってた。この兄弟のほうが年上で経験も豊富だし、部屋の善し悪しも私よりよく知っているって。でも私は、自分の優秀さを見せつけようと知恵を振り絞ったわ。「部屋を借りるとき、他に検討すべき情報や問題は？」って考えたの。そこでいくつか質問して、さらにその部屋を調べさせた。結局、その部屋にはいくつか問題があって、それを知った同労者はこう言った。「とても恥ずかしいです。こっちの方が年上なのに、あなたほどじっくり問題を考えていませんでした」。それを聞いて喜んだわ。それからは、答えや話し合いを求めてみんな私のもとに来た。時が経つにつれ、一緒に働いてた人たちは受け身になり、何事も私の意見を待つようになった。ますます私を頼りだしたの。

だんだん気づいたわ。私の威厳は同労者のあいだでますます揺るぎなく、教会の問題は大小問わずすべて自分に決定権があると。兄弟姉妹も困難に見舞われるたび、私との交わりを求めた。自分は教会に不可欠だって思ったわ。だからよく自己満足してた。仰ぎ見られる人には不幸が訪れると不安になって「みんな私を見上げてる――自分は道に迷ったの？」と自問することもあったけど、すぐにこう考えた。「私は指導者。兄弟姉妹も問題があれば私のところに来る。それに彼らの問題の中には、私が解決できるものもある。私を頼るのは当然よ！　助けてくれる人に近づくのは自然でしょう？」それで聖霊の戒めと警告を無視して、自分の状態も進んでいる道も検証しなかった。それどころか同じ間違った道をひたすら進んでたの。神に懲らしめられて初めて、私の麻痺した心が目覚めだしたんです。

ある日目覚めると、左目に激痛が走った。涙が止まらなくて、鏡を見ると顔の左半分がこわばってる。目を閉じることも口を動かすこともできない。まったくわけがわからなかった。午後の集会で私を見た姉妹は驚いて、顔面麻痺だと言ったわ。すぐに治療しなきゃだめだって。それが遅れると、顔は二度と元に戻らない。私は本当にショックで、頭が真っ白になった。まだ若いのに、こんな病気になるなんて。彼女の言うことが本当なら、私の顔はこのまま歪む。本分も尽くせないし、どうしてみんなと顔を合わせられるだろう？　頭がくらくらして、心も弱り始めた。みんなも私の病気のことを話してたけど、私の頭は完全に混乱してた。エネルギーもすっかり失いました。

どうやって家に帰ったのかも憶えてない。神に祈ろうとしたけれど、何て言っていいかわからない。心を静めて御旨を求められるよう、どうかお導きくださいと神に求めることしかできなかった。すると突然、神の御言葉の賛美歌が頭に浮かんだの。「病気が発症したとき、それをどのように経験すべきですか。神の前に出て祈り、探求して神の旨を把握し、自分がどのような間違ったことを行なったのか、いまだ解消されていないどのような堕落が自分の中にあるのかを検証すべきです。苦痛を伴わずに自分の堕落した性質を解決することはできません。人は痛みによって鍛えられる必要があり、そうして初めて、自堕落でいることをやめ、いつ何時でも神の前で生きるのです。苦しみに直面したとき、人はいつも祈ります。食べ物や衣服や享楽のことなど考えず、心の中で祈り、自分がこの間何か間違ったことをしたのかどうか検証します。たいていの場合、人が重い病気や珍しい病気に苦しんでいるとき、それはその人に大きな苦痛をもたらしますが、そうしたことは偶然に起きるのではありません……」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「病のときは神の意志を求めなければならない」）。神の言葉にこうある。「たいていの場合、人が重い病気や珍しい病気に苦しんでいるとき、それはその人に大きな苦痛をもたらしますが、そうしたことは偶然に起きるのではありません」。御言葉のおかげで気づいたわ。この病気は偶然じゃないって。その裏には間違いなく神の善意があって、私を懲らしめてたの。自分が神にどう背いたのか、真剣に探求して反省しなければ。そこで神の御前に出て祈ったわ。「全能神よ。私は病気に襲われましたが、これはあなたの懲らしめだと心の中でわかっています。この病気を使って私に警告なさり、自己反省させています。でも、今の私は麻痺しています。自分の問題を突き止めていません。この病気から教訓を得られるよう、どうか私を啓いてください」。祈りの後、私はひたすらこのことを考えたけど、神にどう背いたのかわからなかった。そこで再び真剣に祈り、神のお導きを求めた。それから数日、こんな風に祈って探求したところ、ありがたいことに神が私の祈りを聞いてくださったの。程なく、私が問題を認識できるよう、神は状況を整えてくださった。

ある日、針を打ってもらいに趙姉妹の自宅へ行くと、気落ちしてる私を見て、家族のみんなから大丈夫かと訊かれたわ。針治療の途中、彼女は「病気の扱い方に関する原則」を読んでくれた。そして心配する代わりに、もっと神に祈ってすがり、信仰を持つようアドバイスした上で、この治療ですぐによくなると言ってくれた。でもその前に、すぐに治療しなければ顔が永久に歪むと言われたから、私は本当に不安だった。だけど、私のことを心配している彼女を見て、思ったわ。「みんなが私の本当の気持ちを知ったら、背丈が小さいと思うかしら？　誰かが試練に遭ったり病気に襲われるたび私はその人と信仰に関する真理を交わった。自分の信仰はとても強いと思いながら。だけど今、私は突然病気になり、信仰のなさを見せて不安と恐怖を表わしている。単に教義を説教していたのだと、みんなは思うかしら？」そこで、笑顔で趙姉妹にこう言ったの。「病気のせいで少し弱くなったわ。でも、すべては神の御手の中にあると信じてる。肉体の苦しみなんて何でもない。一番つらいのは、神の御旨を見つけられないこと。または自分の問題を突き止められないこと。だから動揺して麻痺しちゃったの」。彼女は尊敬のまなざしでこう言ったわ。「病気の今こそ自分を反省すべきね。自分を検証して認識しながら、治療も受けないと。病気になったのは働き過ぎのせいかもしれない。日の出から夜更けまで本分を尽くしてるあなたを、みんな尊敬してる。それに今でも本分を尽くそうとしてる。だけど焦らないで。本気を出してないって、一緒に働いてる姉妹を叱ったの。もっと熱心に教会の働きをしなさいって注意したわ」。それを聞いて少し不安になったので、私は彼女に注意した。「教会の働きに参加してるのは私だけじゃない。そんなに持ち上げないで」って。家に帰る途中、私は考えたわ。「私を引き合いに出してあの姉妹を批判したのはどうして？　彼女には、私が誰より重い責任を負っているように見えているの？　私はいつも自分を称え、他人を見くびっていたのね」。そして自分の弱さを趙姉妹から隠し、あれほど強い信仰を持っている振りをしたことを考えた――私は彼女を騙していたのでは？　そう考えていると、趙姉妹がこちらに近づいてきたの。私のことを心配して、こう言ってくれた。「身体に気をつけなくちゃだめよ。この状態で倒れたら、私たちはどうすればいいの？」この率直な言葉を聞いて、とても怖くなった。道すがら、彼女に言われたことが頭から離れず、不安を感じ始めてこう思った。「私はしがない教会指導者。私がいなくたって、教会には何の影響もない。私がいなくなったらどうすればいいなんて、どうして言ったの？　そう言うってことは、私はみんなの心に居場所を占めている。心は神の神殿なんだから、そこに居場所があるのは神に逆らうことじゃない？」人に認められ、尊敬されるにはどうすればいいかばかり考えていたけれど、姉妹の言葉を聞いて、不安と恐怖を感じた。他の兄弟姉妹も、私に騙されていたのかしら？　みんなも趙姉妹と同じように思っていたら、人を自分の前に連れ出したってことじゃない？　私は反キリストの道を歩んでる！　以前に追放された反キリストたちのことを考えると、背筋に冷たいものが走った。まるで大きな災いに見舞われたよう。

家に帰ると御言葉の本を手にとって、この一節を読んだわ。「傲慢な本性を持つ人は、神に逆らい、神に抵抗し、神を批判して裏切るという行為に走り、自分を高め、自分の王国を築こうと試みるようなことを行なえます。ある国に、神の働きを受け入れた数万人の人がいて、神の家があなたをそこへ派遣し、神の選民を率いて牧養させたとしましょう。また、神の家があなたに権限を渡し、監督されることなく独りで働くことを許したとしましょう。数ヵ月も経つと、あなたは君主のようになり、すべての権力があなたの手中にあり、あなたが支配し、すべての選民があなたを神のごとく崇め、礼拝し、服従するでしょう。そして大多数の人が、あなたの前にひざまずき、頭を垂れ、言葉を尽くしてあなたを称える歌を歌い、あなたの説教は洞察に満ちていると言った上で、あなたの発する言葉こそ、自分たちが必要としているものだとか、あなたは自分たちの要求を満たすことができるなどと、しつこく主張するまでになるでしょう――誰一人、『神』という単語を口にすることはありません。あなたはどのようにして、その働きを成し遂げたのでしょう。これらの人たちがこのような反応をできるということは、あなたの行なっていた働きに神を証しすることがまったく含まれていなかったことの証明となるでしょう。むしろ、あなた自身の証しをし、自分を誇示していただけなのです。あなたはどのようにして、そうした成果を挙げることができたのでしょう。中には、『わたしが交わることは真理だ。自分自身の証しをしたことなど決してない！』と言う人がいます。あなたのそうした態度――そうした物腰――は、神の立場から人々に交わりをしようとするものであり、堕落した人間の立場に立つものではありません。あなたが述べることはどれも仰々しい話や他人への要求であって、自分自身とはまったく関係ありません。したがって、あなたが挙げるであろう成果は、人々にあなたを崇拝させ、羨望させ、称えさせて、最後に全員があなたのことを知り、あなたの証しをし、あなたを高め、あなたにお世辞を言って有頂天にさせることです。そうなると、あなたは終わっています。あなたは失敗したのです。これが、あなたがた全員が現在歩んでいる道ではないですか。数千名、また数万名の人を導くよう求められると、あなたは高揚することでしょう。そうして傲慢さが生じ、神の地位を占めようと試み、身振り手振りを交えて語り始め、何を着るべきか、何を食べるべきか、どう歩くべきかはわからずにいるはずです。安楽にふけって自分を高く掲げ、一般の兄弟姉妹にわざわざ会おうとしないでしょう。あなたは徐々に堕落し、大天使のように打ち倒されるに違いありません。あなたがたはみな、こうしたことができます。違いますか。では、あなたがたは何をすべきですか。ある日、出かけて働きを行なうという采配が本当になされ、あなたがたにそのようなことが可能ならば、どうしてその働きを拡大できるでしょうか。これは面倒なことではないでしょうか。そうであれば、誰があえてあなたがたをそこに行かせるでしょうか。そこへ送られたあと、あなたは決して戻ろうとせず、神が述べることに一切注意を払わず、あたかもあなたが人々に救いをもたらし、神の働きを行ない、神が現われここで働きを行なっていると人々に感じさせているかのごとく、ひたすら自分を誇示して自身の証しを行なうでしょう――そして、人々があなたを崇める中、あなたは大喜びするでしょうし、人々に神のように扱われたなら、それを受け入れさえするはずです。ひとたびその段階に至ると、あなたは終わりです。くずにされてしまいます。それに気づくことがなければ、こうした傲慢な本性が最後にあなたを滅ぼします。これは反キリストの道を歩んでいる人の例です。この段階に達した人は意識を失っており、その知覚は機能を停止しています」（『終わりの日のキリスト講話集』の「傲慢な本性は、神に対する人の抵抗の根源である」）。「自分の地位を利用して繰り返し自分に有利な証言をし、自分の立場を強化し、人々や地位を神と争うような者もいます。彼らはあらゆる手段を用いて人々に自分を崇拝させ、常に人々を魅了し、支配しようとしています。場合によっては、意図的に人々を欺いて自分自身が神であるかのように思わせ、神のように扱われようとする者さえいます。彼らは自分が堕落しているとは決して言いません。自分も堕落した高慢な存在であり、崇拝の対象にはなりえず、どれだけ立派にやっていても、すべては神に高められたためであり、ただすべきことをしているだけだ、とは決して言いません。なぜそう言わないかといえば、人々が自分に見向きもしなくなることを深く恐れているからです。だからそのような者は決して神を称賛せず、神に証しすることもありません」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 I.」〔『言葉』第2巻〕）。「下り坂を行く者はみな自分自身を高く掲げ、自分の証しをします。あちこちで自分のことを自慢したり増長したりして、神を心に留めたことなどまったくありません。わたしが話していることをあなたがたは経験したことがありますか。多くの人は絶えず自分の証しをしています。『わたしはあれやこれに苦しみ、あれやこれの働きを行なってきたが、神はわたしをあれやこれの方法で取り扱い、あれこれするように求めた。神はわたしのことを特に高く評価しており、今やわたしはかくかくしかじかである』という具合です。このような人たちは故意にある特定の調子で語り、特定の態度をとります。最終的に、一部の人々は、そのような人が神だと思うようになります。いったんその段階に達すると、聖霊はそれよりずっと以前に彼らを見捨てています。今のところは無視されているだけで、追い出されたわけではないものの、彼らの運命は定まっており、彼らにできるのは懲罰を待つことだけです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「人はあまりに多くを神に要求する」）。神の御言葉が私の心を貫いた。私は御言葉で言われているように、本分でいつも自分を高め、誇示していた。指導者になってからというもの、指導者でいるには他人よりも立派で、背丈も優れ、みんなに認められ、尊敬されなきゃと思っていた。自分の経験を交わるときも仮面を被り、自分の弱さや堕落はほとんど話さなかった。私もみんなのように堕落しているのがわかると、見上げてもらえなくなると恐れたから。病気になったときでさえ、消極的になって文句を言い始め、大きな恐怖を感じたけれど、自分のイメージを守るため、本当の気持ちを隠して肯定的なことしか話さなかった。みんなにもっと崇めてもらい、私がどれだけ肯定的で、みんなより多くの信仰があるかを考えてほしかったから。指導者たるもの、夜遅くまで起きてたくさん苦しむ必要がある。でも、私はわざと兄弟姉妹に、自分がどれほど忙しいか、遅くまで起きて懸命に働いているかを漏らした。責任感が強く、努力家だと思われるように。本分で成果を挙げたのは、明らかに聖霊のおかげ。でも私は神を高めず、自分の苦しみと犠牲を見せつけるばかり。この人がいなければ何もできない、教会の柱だとみんなに思われたくて。私はいつもこんな風に交わって、みんなを騙してた。だからこの病気で懲らしめられた。でもみんなは、私の病気は過労のせいだと信じ込み、一緒に働いていた姉妹は、本気を出してないと非難された。まるで私が教会で一番重い責任を負ってるみたいに。私はこのように自分を高め、誇示し、みんなを騙して虜にし、自分の前に連れ出した。公然と神に敵対してたのよ。そう考えると、怖くて仕方なかった。他の人に仰ぎ見られ、崇められるよう、私はあの手この手で自分を誇示し、みんなを騙した。それでみんな私を頼るようになり、心に神の居場所がなくなった。どんなことでも私の意見と承認を求めた――私は女王のように教会を支配してたのでは？　教会は神を崇める場所。なのに私は自分を高め、みんなを自分の前に連れ出すことで、神に成り代わり、神をお飾りにしようとしてたのでは？　私は反キリストのように神に逆らい、裏切ってた――神の性質に背くという恐ろしい罪を犯したの！　そのとき本当に怖くなった。病気になったのは神を怒らせたからで、神は今、ご自身の義を示されてる。ここまで麻痺して反抗的な自分を私は憎んだ。そして神の義なる性質が一切の背きを許さないことがわかったの。私は神の御前にひれ伏して祈り、懺悔した。「全能神よ！　去年、私はあなたに仕えず、悪事をしていました。みんなを自分の前に連れ出し、あなたと支配を巡って争った。反キリストのように振る舞い、卑劣で恥知らずでした。神よ、私の行ないは間違っていました」。後悔に襲われた私は、恥ずかしくて神に顔向けできなかった。

そしてこう思ったの。「どうして私はこんな間違った道を歩きだしたんだろう？　この原因はいったい何かしら？」そこで御言葉を読んだわ。「パウロを特に偶像化する人がいます。出かけて行って演説をし、働きを行うのが好きで、集会に参加して説教することを好みます。人が自分の話を聞いてくれ、自分を崇拝してくれ、自分を取り囲んでくれるのが好きです。人の心の中に地位を持つのが好きで、自分が示すイメージを他の人に高く評価されると喜びます。このような振る舞いから、この人の本性を分析してみましょう。こうした人の本性はどのようなものですか。本当にこのように振る舞うなら、傲慢で思い上がっていることはそれで十分にわかります。神をまったく崇拝していないのです。高い地位を求め、人に対し権威を持ちたい、人を占有したい、人の心の中の地位が欲しいと願います。これは典型的なサタンの姿です。彼らの本性の際立った側面は、傲慢さと思い上がり、神を崇拝する気のなさ、そして人から崇拝されたいという願望です。このような振る舞いにより、その本性をはっきりと見極めることができます」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。「サタンによる人類の堕落以来、人の本性は劣化し始め、人は徐々に、正常な人が持つ理知を失いました。現在、人はもはや人間の立場で人間として行動しておらず、野心に満ち溢れ、人間の地位を超えようと望みながら、より高みに登ろうとさえしています。この『高み』とは何を指しますか。彼らは神を超え、天を超え、他のすべてのものを超えたいと願っています。人がこのようになってしまったことの根本には何があるのでしょうか。つまるところ、人間の本性は過度に傲慢なのです。……傲慢さの表われは神への反逆と抵抗です。傲慢で、尊大で、独善的な人は自身の独立王国を築き、自分のしたいことを何でも行なう傾向にあります。そうした人はまた、他人を自分の手中に連れてきて取り込みます。そうしたことをできるというのは、その人の傲慢な本性の本質がサタンのそれと同じであることを意味します。大天使のそれと同じなのです。傲慢さと尊大さがある程度まで達すると、その人は大天使になり、神は必ずや脇へのけられてしまいます。あなたがこのような傲慢な本性を有しているなら、神はあなたの心に居場所を持ちません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「傲慢な本性は、神に対する人の抵抗の根源である」）。御言葉のおかげで、自分の問題の本質がはっきりわかった。本分でいつも自分を高め、誇示していた理由も。それは傲慢でうぬぼれた私の本性のせい。最初から間違った道を歩んでたの。自分を高めて誇示したせいで、私はパウロのようになった。パウロは働く中で、いつも自分を高めて証しをした。そして主イエスが受肉した神であることなんか、一度も証ししなかった。彼の証しは、自分がどれほど苦しみ、犠牲を払ったかばかりで、こんなことまで言ったわ。「わたしにとっては、生きることはキリストであり」（ピリピ人への手紙1:21）、「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っているばかりである」（テモテへの第二の手紙4:7-8）。この人は冠と報酬を受けるにふさわしいと、パウロはみんなに信じさせた。私の本性はパウロのそれとまったく同じ。仰ぎ見られ、崇められ、人が私の周りに集まり、どこに行っても私を褒めるのを楽しんだ。人の心に居場所を占めてたの。神の御言葉が言うように、自分の本性がこんなもので一杯だとわかった。「傲慢さと思い上がり、神を崇拝する気のなさ、そして人から崇拝されたいという願望です」。傲慢すぎて理知を一切失い、被造物の立場に甘んじ、神を崇めることができなかった。神を神として扱わず、それどころか自分を称えた。本分で背伸びしたのも、仰ぎ見られ、崇められるようにするため。それで兄弟姉妹を騙してた。問題があると、みんな私を頼り、働きの決定を私に任せた。私はみんなを自分の前に連れ出し、自分の王国を築いたの。こんな振る舞いが神の怒りを招かず、私を憎まないなんて、どうしてあり得るでしょう？　私の病気は神の義。悪事を犯して神に逆らった報い。私を懲らしめ、悪事を途中で止めてくださった神に私は感謝したわ。

それに気づいて、こう祈ったの。「明日からは意識して真理を実践し、自分の肉に背きます。みんなに私の醜さと正体を見てもらい、これ以上私を崇めないよう、自分の堕落を晒します」。翌朝のデボーションで、正直に心を開くこと、そして神を崇めて証しする方法についての御言葉をいくつか読んだの。神の御言葉にこうあります。「神の証しをするときは、神が人々をどのように裁き罰するか、どのような試練を用いて人々を精錬し、あなたがたの性質を変えるかを主に語るべきです。また、自分の経験においてどれだけ多くの堕落が表わされたか、自分がどれだけ耐えてきたか、最後はどのようにして神に征服されたか、神の働きに関する真の認識が自分にどれだけあるか、どのようにして神の証しをし、神の愛に報いるべきかも語るべきです。こうした言葉に中身を持たせつつ、簡潔に語りなさい。空虚な理論について話してはいけません。もっと地に足のついた話をしなさい。心から語りなさい。あなたがたはそのように経験しなければなりません。自分自身を誇示しようと、深遠に見えながらも空虚な理論で着飾ってはいけません。そうすることはかなり傲慢で理知に欠けるように見えます。本当の物事を、自分の実際かつ本物の経験から、そして心からもっと語るべきです。それが他人にとって最も有益であるとともに、彼らが目にするのに最適なのです。あなたがたはかつて、神に最も強く反対し、神に服従しようという気持ちが一番ない人々でしたが、今は征服されています。それを忘れてはいけません。これらのことについてもっと熟慮し、考えなさい。いったんそれをはっきり理解すれば、どのように証しをすべきかがわかります。さもないと理知に欠ける恥ずかしい行為をしがちになります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を追い求めることでのみ、性質の変化を成し遂げられる」）。「『経験を共有して伝える』とは、心の中のあらゆる考え、自分の有様、神の言葉に関する経験と認識、自分の中の堕落した性質を声に出し、その後、他の人たちに対して、それらを識別し、肯定的な部分を受け入れ、否定的なことを認識させることを意味します。共有するとはひとえにそうした意味であり、それだけが真に伝えることなのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「正直であることの最も基本的な実践」）。神の御言葉でわかった。本当に神を高めて証しするには、自分の堕落と反抗心についてもっと話し、本当の状態と考えをさらけ出し、自分の卑しい動機、自分がしたこと、その結末、そして御言葉の裁きをどう経験し、自己認識するようになったかを話す必要がある。それから自分の正体をみんなに見てもらえるよう、堕落した本質を暴いて分析し、神が自分をどう懲らしめ、環境を整えてどう導いたかを話さなければ。人に対する神の愛を誰もが見られるように。自分の心も打ち明けて、自慢したり誇示したりしてはいけない。実践の道を得た私は、交わりでみんなに心を開き、反キリストの道を歩んでいたときのことを残らず話した。この道を歩んでみんなを騙すことの恐ろしい結末を分析したの。これを交われば交わるほど、自分のことがはっきり見えたわ。すると、自分たちは全然これに気づいてなくて、私の見事な話しぶりや善行に騙されてたと言われた。ある姉妹はこう言ったの。「あなたは真理の実践に優れてると思ってました。神の御言葉を読んで、いつも積極的でいられるって。でも今は、あなたも堕落していて、消極的で弱いこともあり、堕落した人類はみんな同じだってわかったわ。誰かを崇めたり、持ち上げたりしてはいけないのね」。別の姉妹はこう言った。「あなたは本当に強いと思ってたから、あなたの前で心を開きたくありませんでした。あなたよりずっと堕落してると思ってたんです！　でも心を開いてくれた今、みんな一緒なんだとわかりました」。姉妹たちがそういうのを聞いて、私は恥ずかしさと後悔で一杯になった。それで言ったの。「私を仰ぎ見るのはもうやめてね。反キリストの道を歩んで、みんなを惑わしてしまったんだから」。するとパートナーと同労者が神の言葉で、私が自己認識するのを助けてくれて、突然みんなと近づいたように感じたの。その日家に帰ると、ずっと気が楽だった。夜になると病気のこともすっかり忘れ、赤ん坊みたいに眠ったわ。翌日目が覚めると、顔が元通りになっていてとても嬉しかった。一晩で治ったの！

その後の集会で、神の御言葉からこの一節を読んだわ。「意図や目的が正しくない者、周りに注目されたい者、何かしたくてたまらない者、混乱を起こしやすい者、宗教的教義の説教を得意とする者、サタンのしもべなどといった者が、何かしようと立ち上がると、教会にとって通常やっかいな存在となり、それによって兄弟姉妹たちによる神の言葉の飲み食いが無駄になってしまう。そのような人々が芝居気に振舞うのを見たなら、即刻止めなくてはならない。度重なる忠告にもかかわらず変わらなければ、彼らは損害を被ることとなる。頑なに自分達のやり方を通す者たちが、自らを弁護してその罪を覆い隠そうとするなら、教会はすぐにそのような者たちを排除し、立ち回る余地を一切与えてはならない。わずかなものを惜しんで多くを失ってはならない。常に全体像を注視しなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十七章」〔『言葉』第1巻〕）。私の過去一年の最も顕著な特徴を、御言葉は暴いてた。指導者になって以来、あらゆることでリードするのを喜んでいた。誰より立派だと言わんばかりに、自分を誇示した。パートナーと話し合うときは、相手にアイデアがあっても、いつも自分が主導権を握り、自分の「優れた」意見をまくし立てた。表向きは積極的だったけれど、実際にはみんなに尊敬され、事あるごとに自分を誇示したがっていた。そう考えていると、こんなに恥知らずだったのは自分の傲慢な本性のせいだと気づいたの。みんなは私の意見を尊重して、私と一緒に物事を話し合った。真理現実を生きていて、独裁的でも傲慢でもなかった。でも私は、自分のほうが優れているという意味に受け取り、いつも偉そうにし、自分のほうが優れていることを示したかった。本当に笑ってしまうわ。裸の王様のように自分のことがわかっていなかった。どれだけ恥ずかしい振る舞いをしてたかに気づかず、事あるごとに自分を誇示するばかり。自分の振る舞いを考えると、恥ずかしさで真っ赤になった。自分のことを立派だと思ってたのは、自分を本当に知らなかったせい。自分の歩んでいる道を考えると、恐ろしくなった。特に神の御言葉を読んで、自分を誇示することを愛する間違った動機の持ち主を見つけたら、「即刻止めなくてはならない」、その人が反省せずに言い訳するなら、「頑なに自分達のやり方を通す者たちが、自らを弁護してその罪を覆い隠そうとするなら、教会はすぐにそのような者たちを排除し、立ち回る余地を一切与えてはならない」。これは神の義と威厳を示してる。私は事あるごとに自分を誇示し、しまいに兄弟姉妹を騙してますます私を崇めさせた。そのせいで、心に神の居場所がなくなった。私は一緒に働く人たちを密かにお飾りにして、責任感を持って働かなくさせた。私は教会を荒らし回り、気づかぬうちに害だけをもたらしながら、その間ずっと自分は輝ける星だと思ってた。神が私を厳しく裁かれなかったら、私は自分のことも、間違った道を歩んでいることも、引き返せない道に踏み出したこともわからなかったはず。これに気づいて、見方が変わりだしたの。それまでは、自分はみんなに仰ぎ見られる有能な人で、自分を誇示しても問題なく、立派なことだとさえ思ってた。でも今は、そうした卑劣な形で自分を誇示し、みんなに仰ぎ見られるなんて恥ずかしいことだとわかったわ。自己認識せず、性質の変化も求めず、自分の傲慢な性質に従い、事あるごとに自分を誇示するなんて、本当にみっともないこと。人間性がある人は、自分の傲慢さを捨て去り、神を畏れ、自分を正しく律し、着実に本分を尽くし、言葉でも行動でも神の証しができる。こういった人は理知的で立派な人生を送っているの。

その後はいつの間にか自分を誇示するたび、嫌悪と憎悪を感じた。そして意識的に、誰といても現実的になり、自慢してはいけないと自分に言い聞かせた。特に交わりでは実際的な話をして、自分を誇示するなんてもってのほか。自分の経験を交わる前に意識して神に祈り、心をご覧くださいと求めた上で、もっと神の証しをできるよう、自分の動機を正したわ。交わりの後は自分にこう問いかけるの。発言の中で自分を誇示しただろうか、って。時には自分を誇示していたことに気づいて、次に同じグループと会うとき、自分をさらけ出して以前の振る舞いを分析するの。みんなが私の言葉を判断して、無闇に私を崇めないように。このように交わりをすると、兄弟姉妹は私の本当の背丈を見て、私を仰ぎ見なくなったわ。

この出来事を振り返ると、神は本分を尽くす機会を与えてくださったのに、私は反キリストの道を歩き、自分のことばかりして神の敵になった。神に大きな借りができたわ。神があの病気で私を懲らしめず、御言葉の裁きがなかったら、自分をまったく知らなかったでしょう。昔はいつも「神の刑罰と裁きは愛であることを知りなさい」っていう賛美歌を歌っていたけれど、本当に経験も理解もしてなかったのね。でも今は心からこう感じる。神の裁き、刑罰、そして懲らしめは、神の最大の愛と救いなんだって！　神の愛を思いながら、とても感動した。そして真理を求めなかったことを後悔した。正直な人にならなければと、自分に言い聞かせたわ。集会では、神の証しをする形で御言葉を交わるにはどうすればよいかに集中した。同労者と一緒のときは、真理にかなう意見があればそれを尊重し、肯定するように意識したし、以前のように否定し、自分を誇示することをやめた。パートナーと私の立場は同じで、どちらかがリードすることもなくなった。問題があればみんなで原則を求め、それを実践する。神の義なる性質を認識させ、神を畏れるようにしてくれた神の裁きと刑罰に感謝したわ。神に仕えて本分をきちんと尽くしながら、被造物の立場を求めたの。私を救ってくださった全能神に感謝します。


69. ある偽善者の悔い改め

シンルイ（韓国）

全能神は言われます。「神に仕えるのは簡単なことではない。堕落した性質が変わらないままの人は、神に仕えることが決してできない。あなたの性質が神の言葉により裁かれ、罰されていないなら、その性質はいまだにサタンを表しており、あなたが神に仕えているのは善意を見せつけているのだということ、そしてあなたの奉仕がサタン的な本性に基づいていることを証明している。あなたは自分の元来の性格のまま、個人的な好みに沿って神に仕えている。さらに、自分が行おうとすることは神を喜ばせるものであり、自分が行いたくないことは神に憎まれるものだと常に考え、働くときも自分の好みにだけ沿っている。これを神への奉仕と呼べるだろうか。最終的に、あなたのいのちの性質はほんの少しも変わらず、それどころか、自分の奉仕のせいでますます頑固になり、そのため、堕落した性質がさらに深く染みこんでしまう。このようにして、おもに自分の性格に基づいた神への奉仕に関する規則と、自分自身の性質に沿った奉仕から派生する経験が、あなたの中で形をなす。それらは人間の経験と教訓であり、俗世における人間の人生哲学である。このような人々はパリサイ人や宗教官僚に分類することができる。目を覚まして悔い改めなければ、必ずや終わりの日に人々を騙す偽キリストや反キリストになるのだ。話に出てくる偽キリストと反キリストは、このような人々の中から現れる」（『神の出現と働き』「宗教的な奉仕は一掃されなければならない」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉のこの一節を読むと、偽善的なパリサイ人と聖職者、それに地位に取り憑かれた悪しき反キリストの連中が頭に浮かんだものです。彼らこそ神がお語りになっている者たちだと、わたしは考えていました。また、神はわたしたち全員の中にあるものを暴いておられ、自分にもその種の堕落した性質があるのだと、原則の上ではわかっていました。しかし本物の自己認識はなく、パリサイ人や反キリスト、あるいは他人を騙す人の要素は、わたしの中からすっかり取り除かれたように思っていました。自分はそんな人間でなく、そこまで至ったことは決してない。長年にわたる信者で、善行を重ね、本分を尽くす中で代価を支払っている。教会にどんな本分を割り当てられても、自分はそれに従い、実行している。それに、指導者になろうと努力しているわけではなく、自分に地位があるかどうかに関係なく本分を尽くしている。どうして反キリスト、他人を騙す人なんかになるだろう？　しかし実のところ、わたしは完全に自分の観念と想像の中で生きており、その後事実に直面した際に、そうした自分の観念が頭をもたげたのです。

わたしは町の外で福音を広める働きを教会から任されました。その働きは程なく順調に進み出し、指導者からも高く評価されました。働きのその他の側面について、話し合いや相談を持ちかけられたこともあります。そのうえ、わたしは長年の信者であり、本分のために苦しむこともできたので、兄弟姉妹からも一種の尊敬を受けていました。わたし自身も自分のことを高く評価していました。自分には長年にわたる信仰があり、今は責任者の立場にある。だから他の人たちと同じであってはいけないし、自分のほうが優れているように見えなければならない。みんなよりもひどい堕落を表わすわけにはいかず、みんなのように弱さや消極性を見せてはいけない。さもないと、自分はどう思われるだろう？　この人はこんなに長く神を信じているのに、背丈がまだ小さいなどと言われ、見下されはしないだろうか。その後、わたしは本分を尽くす中で原則に背いたために、指導者による取り扱いを受けました。あなたは長年の信者なのに物事を見抜く力がなく、真理の現実に欠けているというのです。わたしは信じられないほどの恥ずかしさと屈辱を感じましたが、自分の堕落と欠点を反省することも、真理を求めて自分に欠けているものを埋め合わせることもしませんでした。それどころか空虚な言葉や教義を並べ立て、自己を認識しているように装い、霊的人物のごとく振る舞うことで、自分に真理の現実が欠けていることを隠そうとしました。

ある日のこと、主を信じている同労者が、真の道を探求したいと言いました。そこで指導者は、すぐに出向いて神による終わりの日の働きを証しするようにと、わたしに告げました。わたしはそうしますと答えましたが、彼には多数の観念があり、解決に時間がかかることがわかりました。しかし、そのときはたまたま忙しく、その仕事をしばらく放置していました。すると数週間後、指導者からこう言われたのです。「今までずっと、彼に証しを伝えなかったのはなぜなの？　真の道を調べたがっていて、主のお戻りを待ち望む多くの信者を率いているのよ。神による終わりの日の働きをまだ証ししてないなんて、いったいどういうわけ？」。わたしは多少の罪悪感を覚え、「別の用事ができたので、無理だったんです」と急いで弁明しました。それを聞いた指導者は激怒し、あなたは本分に対して無責任でいい加減だし、ずるずる引き延ばして福音の働きをひどく妨げたと言ったうえ、厳しくわたしを叱責しました。そのとき、そこに兄弟姉妹が大勢いたので、わたしは顔が燃え上がるように感じました。「面目をすっかり失わせ、こんなに厳しくあたるなんて。自分が間違っていたことはわかってるのだから、今福音を伝えに行けばいいじゃない。これほど厳しく取り扱う必要なんかないわ」。わたしはそのように自己を正当化し、自分は怠け者でなく、毎日朝から晩まで福音を述べ伝えているのに、と思いました。しかし指導者はそれでも、わたしは動作を繰り返しているだけで、無責任だと言います。これ以上どうしろと言うのでしょう？　この本分を尽くすのはもう無理だと思いました。集会のあと、わたしは部屋にこもって激しく泣きました。自分は不当に扱われていると思って否定的になり、神への誤解で一杯でした。そして、反逆的な感情がわたしの中でこみ上げてきました。指導者があれほどきつくあたるからには、神はきっとわたしのことを嫌われている。どうしてこの本分を続けられるだろう？　たぶん、わたしは責めを負ってぐっと飲み込み、ここを立ち去るべきかもしれない。そうすれば神の家の働きが遅れることはないし、わたしも感謝されない仕事をせずに済む。すっかり泣きはらしたわたしは、自分は正しい状態にないと思いました。長年の信者なのに、多少厳しく取り扱われたとたん、それを受け止められない。神に弁明して神と競い、白旗を上げようとさえ思った。自分に本当の背丈は少しもない。そのとき、たとえ天が落ちてきても本分に忠実であるようにという、神の御言葉が脳裏に浮かびました。それを考えたところ、活力が生まれました。神や指導者からどう思われようと崩れ去るわけにはいかないし、本分がどれほどつらくても困難に向き合う必要がある。そのように考えると、惨めさが薄らぎました。そしてすぐに涙を拭い、兄弟姉妹と話し合うことにしたのです。それから数日後には、その同労者を迎え入れることができました。しかしその後も、わたしは真剣に真理を求めず、問題を反省することもせず、それどころか、ひたすら自分の良心と意志に従って本分を尽くし続けました。自分には多少の背丈と現実性があると思っていたのです。

事実、指導者はわたしが無責任であること、簡単な道を選ぶこと、そして実際の働きをしていないことを理由にわたしを取り扱いました。これらはどれも本当に深刻な問題です。わたしは福音の働きを率いていたのに、多数の観念を抱える人を見ても、進んで交わりと証しに打ち込もうとせず、何気なく脇にのけて半月を無駄にしました。そのせいで、大勢の人が真の道を調べて主の再臨をお迎えするのを遅らせてしまったのです！　本分に対してここまでいい加減なのは、神に逆らい神の性質に背くことです。わたしは一見怠惰でなく、本分で代価を支払うことができますが、困難に遭遇するたび、真理を求めて問題を解決し、しっかり本分を尽くすことに専念しませんでした。それどころか、尻込みして自分の好きなように物事を行ない、何も考えずに神の委託を脇にのけていたのです。こんな忠誠などあり得るでしょうか？　本分に対するわたしのいい加減で無責任な態度、不実なサタン的性質、そしてわたしがそのようなことをしたのはこれが初めてではないという事実を、指導者は指摘しました。そのうえで、わたしが自己認識し、悔い改めて変われるよう、それを分析してくれたのです。しかし、わたしは心から自分を反省せず、問題の根源がどこにあるのかを確かめようともしませんでした。刈り込みと取り扱いを受け入れたかのごとく振る舞っていたものの、真の自己認識はほんの少しもなかったのです。そのため、集会では空虚な物事や教義を語り、自己認識を得たような振りをしていました。自分は無責任で、神の家の働きを邪魔してひどい害をもたらした、指導者がわたしを叱責したのは実に正しく、わたしの本性の中にある物事とサタン的な性質を明るみに出してくれたけれど、わたしは自分のしたことの善悪を分析できなかった、と言いました。しかし、自分がどこで間違っていたかを交わることはなく、自分の行動の本性と結果、また本分に対するいい加減な態度の中でどのような堕落した性質を表わしていたか、どのような馬鹿げた考えや観念を抱いていたかを交わることもありませんでした。これらの詳細には目をつぶっていたのです。では、わたしは何について話したのでしょうか。どのように神にすがり、肯定的な面から入ったか、です。そうした肯定的な理解をひたすら話し続けました。取り扱われたとき、わたしは否定的になって不満を抱き、白旗を上げようと思ったけれど、神の御言葉を考えることでやる気が生まれ、崩れ去るわけにはいかないと思った、と述べたのです。神はわたしの中でかくも多くの働きをなさり、かくも多くのものを与えてくださった、だからわたしは良心を持つ必要があり、神を失望させるわけにはいかない。なので、どのように刈り込みと取り扱いを受けようとも、そして本分がどれほどつらくても、自分はそれをしっかり尽くさなければならないし、指導者がわたしを取り扱ったのは、自己反省と自己認識をさせ、悔い改めて変われるようにするため。これを聞いた兄弟姉妹は、わたしの問題と堕落を見抜くことができず、わたしが神の家の働きに大きな害をもたらしたとは思っていませんでした。それどころか、指導者はわたしに対して厳しすぎで、働きで小さなミスをしたせいでわたしを刈り込み、取り扱ったのだと思い込みました。そうして心からわたしに同情し、わたしのことを理解したのです。そして、あれほど厳しく取り扱われたあとも否定的にならず、本分を担い続けられるわたしを見て、この人は本当に真理を理解していて背丈があると、みんなは考えました。わたしを見上げて褒め、あれほど厳しく刈り込まれても強さを失わず、引き続き本分を尽くせるのは本当に立派なことだと言う人もいれば、わたしの本分が簡単だということは決してなく、わたしはそこに全力を注いだのみならず、ほんの小さなミスで叱責されたのだと言う人もいました。わたしが涙を拭って本分に戻ろうとするのを見た一同は、自分ならずっと以前に崩れ去っていたし、そんな背丈はないと言いました。そしてわたしの交わりに耳を傾けたのですが、彼らは刈り込みと取り扱いを受け入れることに関する実践の道を理解することも、刈り込みと取り扱いは神の愛と救いであると認識することもありませんでした。それどころか、神を誤解して警戒し、神から距離を置き、ますますわたしに近づいたのです。その後も数回、わたしは取り扱いを受けたのですが、経緯はいつも同じでした。常に教義を文字通りに語り、霊性と自己認識があるかのように装い、背丈と現実性がある振りをし、兄弟姉妹全員を騙していたのです。わたしには自意識がまったくなく、完全に麻痺していて、じっと耐え忍んでいる自分自身を心から誇りに思っていました。信じられないほどの自画自賛で、自分には背丈と真理の現実があると感じていました。わたしはますます傲慢に、そして独りよがりになったのです。

あるとき、本分にいくつか問題があると兄弟から指摘されたわたしはそれを受け入れようとせず、この人は問題を見つけてあら探ししていると不満に思い、心底腹を立てました。しかし、長年の信者なのにまったく傲慢だと見られ、悪く思われることを恐れました。それに、指導者にこのことを知られ、あなたは真理を受け入れることができず、だからそうしているように装い、不満を抑え込んでいると言われるのが不安でした。そこで冷静を装い、その兄弟にこう言ったのです。「ここで見た問題を全部話してちょうだい。一つずつ話し合っていきましょう。解決できなければ、指導者に相談すればいいわ」。兄弟は問題を一つひとつ挙げ、わたしはそれぞれに反論しました。そして最後には、彼の挙げた問題の大半をきっちり説明したのです。問題は解決されたものと思い、わたしは満足しました。しかし兄弟は納得いかない様子で、指導者に相談しに行きました。彼が挙げた問題の中には本当に深刻なものもあり、それを知った指導者はみんなの目の前でわたしを取り扱い、刈り込みました。その上で、このように言ったのです。「あなたは他の人の意見を受け入れようとせず、本分も原則に沿っておらず、これほど長く信仰しているのに真理の現実がまったくない。現実の問題を一切解決できず、闇雲に傲慢になって、ほんの少しも理性的でない」。耳の痛い言葉でしたが、わたしはまったく納得していませんでした。「わたしは傲慢で、独りよがりになることもあるけれど、意見を受け入れることはできる。それほど傲慢なわけじゃない」。

その直後、わたしは再び会議において暴かれました。わたしが担当する働きをぐずぐず引き延ばしていることを知った指導者は、わたしをこう問い詰めました。「この件だけど、働きがこんなに成果を挙げていないのはどうして？　何が問題なの？　もっと成果を挙げられる？」。わたしはそれに「いいえ、無理です」と答えました。指導者はわたしたちの実情を理解しておらず、高望みしすぎだと思ったのです。その後、指導者はわたしたちに神の御言葉をいくつか読んだ上で、福音を広めることの意義について交わりました。そして、時間が本当に足りないのだから、もっと効率を上げる必要があると言ったのですが、わたしは指導者の言うことを少しも受け入れていませんでした。自分の観念と経験にしがみつき、「効率を上げるなんて本当に無理だわ」と思ったのです。そして隣の兄弟姉妹に「できると思う？」とこっそり訊きました。その質問の裏には、彼らを味方につけてわたしと同じことを言わせ、指導者をひるませてペースを遅らせようという動機がありました。そんなことは明白ですが、わたしはまったく気づいていなかったのです。しかし彼らには、見抜く力がありませんでした。見抜こうとしなかったと言ったほうがいいでしょう。そのため全員わたしの側につき、わたしに同調したのです。

その後、本分において傲慢かつ無能で、チームの働きをしっかり管理しなかっただけでなく、その邪魔をしたということで、わたしは本分から外されました。しかし驚いたことに、チームリーダーを選ぶときになって、兄弟姉妹はそれでもわたしに投票しただけでなく、全員一致で選出したのです。中には、わたしを解任したことでチーム全体がばらばらになったし、他に誰がこのチームを率いられるだろうと言う人もいました。そのとき、自分には深刻な問題があり、あんな働き方をしたのに、みんながわたしの声に耳を傾け、支持していると思いました。指導者に解任されたにもかかわらず、全員がわたしに投票し、公正に扱うようにとわたしのために戦ってくれさえした。自分は本当に兄弟姉妹を迷わせてしまった。

すると、神の御言葉のこの一節が頭に浮かんだのです。「あなたがた全員に関する限り、ある地区の各教会があなたがたに委ねられたとして、六ヶ月のあいだ誰もあなたがたを監督する人がいなければ、あなたがたは迷いだすでしょう。一年間誰にも監督されなければ、人々を連れ去って道に迷わせるでしょう。二年経っても監督する人がいなければ、人々を自分の前に連れてくるでしょう。これはなぜでしょうか。この問題についてこれまでに考えたことがありますか。あなたがたはこのようになることがあり得ますか。あなたがたの認識では人々に一定期間糧を与えることしかできません。いつまで経っても同じことを言い続けていれば、それに気づく人が出てきます。その人は、あなたがあまりにうわべだけであり、深みに欠けると言うでしょう。あなたには教義を説くことで人々を惑わそうとするしか選択肢がありません。このようなことを常に続けていれば、あなたの下にいる人たちはあなたの方法や手順、信仰の仕方、そして言葉や教義を経験して実践に移す仕方を真似ます。最終的に、あなたがひたすら説教を続ける限り、彼らは残らずあなたを手本とするようになります。あなたが他人を指導する中で教義を語ると、下にいる人たちはあなたからそれを学び、物事が進むにつれてあなたは間違った道を進んでしまいます。あなたがどんな道を進もうと、あなたの下にいる人たちは同じ道を進み、何事もあなたから学び、あなたに従います。するとあなたは、『今やわたしは強力だ。だから多くの人がわたしに耳を傾け、教会もわたしの意のままだ』と感じます。人間の内側にあるこうした裏切りの本性は、無意識のうちに神を単なる看板へと変えることにつながり、あなた自身が何らかの教派を組織することになります。様々な教派はどのようにして生まれますか。このようにして教派が生まれるのです。各教派の指導者を見てみなさい。彼らはみな傲慢で、独善的で、彼らによる聖書の解釈には背景がなく、自分自身の想像に導かれています。彼らはみな才能と知識に頼って働きを行ないます。彼らがまったく説教できなければ、人々は従うでしょうか。彼らにもやはり多少知識があるので、何らかの教義を説くことができたり、人を勝ち取る方法や、策略の活用法を知っていたりします。彼らはそれを用い、人々を自分たちの前に連れてきて惑わします。名目上、それらの人たちは神を信じますが、実際には指導者に従っているのです。そうした人が真の道を説く人物に出会うと、『わたしたちの信仰について、指導者に相談しなければならない』と言う人がいます。神に対する彼らの信仰は人間が媒介になっているわけですが、それは問題ではありませんか。それで、これらの指導者はどうなりましたか。パリサイ人、偽の羊飼い、反キリスト、人々が真の道を受け入れるのを妨げる躓きの石となったのではありませんか。この人たちはパウロの同類です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を追求することだけが、神を真に信じることである」）。わたしはまさに神が暴かれるところのパリサイ人で、この不実で悪しきサタン的性質があるだけでなく、自分の振るまいが他人を惑わせて操り、神を脇にのけるまでになっていたことが、神の御言葉からわかりました。そして、教義について話すばかりで、懸命に働いているように見せかけて人々を騙す、これら偽善的なパリサイ人や聖職者のことを考えました。彼らは、自分は神に借りがあると言い、本当に謙虚で自意識があるように見えますが、自分が主のためにどのくらい多くを諦めたか、どれほど苦しみ、どれだけ多くの働きをなしたかを、いつも見せつけています。結果として、信者は彼らを崇め、この人の言うことはどれも主の御旨にかなっていると思います。信者に彼らを見抜く力はありません。彼らに従うことは主に従うことだと考えすらします。これは、主の御名こそ信じているものの、実際には聖職者に付き従っているのです。わたしが歩んでいた道とパリサイ人や聖職者の道は、いったいどこが違うのでしょう？わたし自身も教義や表向きの犠牲ばかり強調し、そのため兄弟姉妹は、わたしが本分に献身していると思い込んでいました。取り扱いを受けたとき、わたしは真理を求めることも、心から自分を反省することもありませんでした。一見正しいことを言って人を惑わすばかりで、それによって誰もが、わたしは取り扱いに服従しており、背丈があると考え、わたしを仰ぎ見て、わたしの言うことに耳を傾けました。さらにわたしは、彼らがわたしと一緒に神の要求に逆らうようにさせたのです。これは権力者に他なりません。反キリストとどこが違うでしょう？　わたしは指導者でなく、高い地位には就いていません。指導者による監督の下、2人の姉妹と働きの責任を分担していますが、そうだとしても、わたしの問題はここまでひどくなってしまったのです。より高い地位に就いて一人で責任を負うようになれば、どんな悪事を犯していたでしょう？　そんなことは考えるのも嫌です。自分は長年の信者で、どんな困難や試練に直面しても本分を尽くし続けてきたのだから、とても優れた人間性の持ち主だし、それに指導者になろうと争ったこともないので、自分がパリサイ人や反キリストになるなどあり得ないと思っていました。しかし、事実を突きつけられて唖然とし、言うべき言葉が見つかりませんでした。自分の観念がいかに馬鹿げていて有害か、自分の性質がいかに邪悪で恐ろしいかがやっとわかったのです。わたしは信者でありながら真理を追い求めず、神による裁き、刑罰、取り扱い、そして刈り込みを受け入れようとせず、それに従おうともしませんでした。神の御言葉に照らして自己反省することも、自分のサタン的本性を認識することもありません。表面的に服従し、言葉の上で認めることに満足していたのです。しかし、表面的にどれだけ優れていて、規則に従順であろうとも、機会が訪れた瞬間、神に逆らうサタンの本性が前面に出て、知らぬ間に悪事を犯し、それに気づきさえしませんでした。まさに、「あなたがたがわたしを裏切る可能性はいまだに100パーセントである」と神がおっしゃる通りです。

わたしがサタンにどれほど深く堕落させられているか、どれほど麻痺して頑固かを、神はご存じでした。自分のことを多少認識するだけでは、変化するなど不可能です。そのため、わたしは兄弟姉妹によって後に暴かれ、取り扱われました。ある日のこと、姉妹からずばりとこう言われたのです。「今、あなたのことが少し見抜けました。あなたは心の奥の考えを交わることも、自分の堕落を明らかにすることもほとんどありません。肯定的な入りや理解を多少話すだけで、堕落はすっかり解消してなくなったと言わんばかりです」。さらに彼女は、自分はこれまであなたを尊敬していたのに、と言いました。真理を理解している長年の信者で、多くの物事をどう経験すべきか知っていて、本分で苦しみ、代価を支払うことができるし、特に厳しい取り扱いや刈り込みを受け入れることができる、というのです。そのためわたしを仰ぎ見ていたのでした。わたしの言うことはどれも正しく、いつもそれに耳を傾けていて、おかげで心の中に神の居場所を得られた、と。とりわけ、あなたを神のごとく見るようになったと言うのを聞いて、わたしは雷に打たれたような気がしました。心底怖くなり、そんな馬鹿なと思ったのです。「それが本当なら、わたしは反キリストになったんじゃない？　どうしてそんな馬鹿なことを言うの？　見抜く力がないんじゃないの？　わたしもサタンに堕落されているなんて、どうしてそんな見方ができるの？」。それから数日はひどく落ち込みました。彼女の言葉を思い出すたびに打ちのめされ、何か恐ろしいことが自分に迫っているという、恐怖に似た奇妙な感情を覚えたのです。これはわたしに対する神の怒りであり、神の義なる性質が自分に降りかかろうとしていて、自分はそうした悪事の結果を受け入れる必要がある、ということはわかっていました。また、神の義なる性質が一切の背きを許さないことも知っていたので、自分はすでに神によって断罪されていると感じ、そのため自分の信仰の道は終わりを迎えたと考えました。そう考えると涙が止まりません。一見悪事を犯さず、ひどいこともしていないこのわたしが、ここまで深刻な状態になるなんて、想像もしていませんでした。わたしは教義で人々を惑わせただけでなく、あたかも神であるかのように崇めさせたのです。これは神をお飾りにする行為であり、神の性質にひどく背いています。本当に否定的な気分になり、自分の過ちと悪行が心の中で燃え上がっているように感じました。自分はパリサイ人にして反キリストであり、サタンに属する者、いずれ淘汰される効力者に過ぎないと思ったのです。どうしてそんなことになったのか、まるでわかりません。後悔の中、わたしは神の御前に出て悔い改めました。「神よ、わたしはひどい悪事を犯しました。あなたの性質に背いたわたしは呪われ、懲罰されるべきです！　あなたのお赦しは求めません。自分のサタン的本性を理解し、サタンによる堕落の真相がわかるよう、わたしを啓いてくださればそれで結構です。神よ、わたしは悔い改め、誠実かつ率直になりたいです」。

それからは、自分がここまでひどい状態に至った理由と、問題の根源がどこにあるのかを反省し始めました。そしてあるとき、デボーションでこの御言葉を読んだのです。「では、反キリストはどのような仮面を被っていますか。誰の真似をしていますか。彼らが真似をするのは、当然ながら地位と評判のためです。そういうものから離れることができないのであり、さもなければ、そんな振りをすることは到底あり得ません。そのような愚かな真似をするはずはないのです。そうした振る舞いが非難すべきであり、忌々しく不快だと見なされるのに、それでも彼らがそうするのはなぜですか。そこに自身の狙いや動機があることは間違いなく、意図や動機が関わっています。反キリストが人の心の中で地位を得ようとするなら、人から高く評価されなければなりません。では、何が人にそうさせますか。反キリストは人に尊敬されるべく、人の観念において善と思われている振る舞いや表現を真似ることに加え、人が立派だと思う振る舞いやイメージも模倣します」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らが本分を尽くすのは、自分たちを目立たせ、自己の利益と野心を満たすためだけで、神の家の利益は決して考えず、個人の栄誉と引き換えに神の家の利益を売りさえする（１0）」）。「状況がどうであろうと、どこで本分を尽くしていようと、反キリストは弱ることがなく、神への至高の愛を持ち、神への信仰で一杯で、消極的になることが決してないように見えつつ、真理について、また神について、心の奥底で抱く本当の態度や見方を、他の人から隠しています。実際のところ、彼らは心の奥底で、自分は全能だと本当に信じているのでしょうか。自分に弱さはないと本当に信じているのでしょうか。いいえ、信じていません。では、自分には弱さや反抗心、堕落した性質があると知りながら、他人の前でそのような言動をするのはなぜですか。彼らの狙いは明らかです。それは単に、他人のあいだにおける自分の地位を守ることです。他人の前であからさまに消極的になったり、弱気なことを公然と言ったり、反抗心を示したり、自己認識について話したりすると、自分の地位と評判が傷つけられてしまい、それは損失であると、彼らは信じています。そのため、自分は弱く消極的で、完璧ではなく、普通の人に過ぎないと言うくらいなら死んだほうがましだと考えるのです。彼らは、自分に堕落した性質があり、自分は普通の人、取るに足らないちっぽけな人だと認めると、人の心の中での地位を失ってしまうと思っています。それゆえ何があろうと、その地位を手放すことができず、代わりに全力でそれを守ろうとするのです。そうした人は問題に遭遇するたびに前進しますが、自分は暴かれ、人に見抜かれるかもしれないと見て取ると、すぐに身を隠します。策略を働かせる余地があったり、自分を誇示する機会や、このことについて知識と理解があり、この問題を解決できる専門家を装う機会が依然あったりすると、その機会に飛びつき、他の人に認められ、自分がこの分野で優れていることを知ってもらおうとします」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らが本分を尽くすのは、自分たちを目立たせ、自己の利益と野心を満たすためだけで、神の家の利益は決して考えず、個人の栄誉と引き換えに神の家の利益を売りさえする（１0）」）。「反キリストは霊的人物の役割を演じ、兄弟姉妹のあいだで傑出した、真理を備えて理解している人、霊的背丈が未熟で弱い兄弟姉妹を助けられる人になりたがっています。では、その役割を演じる狙いは何ですか。第一に、自分はすでに肉を超え、俗世の問題から超然としていて、正常な人間性の弱さから脱却し、正常な人間性の肉の必要を克服したのだと彼らは信じています。自分は神の家で重要な仕事を担え、神の旨に配慮でき、心が神の言葉で満たされた人だと信じているのです。彼らは、神の要求をすでに満たして神を満足させ、神の旨に配慮でき、神自身の口から約束された美しい終着点を得られる人の振りをします。それゆえ独善的になるのが常で、自分は他人と違うのだと考えます。自分が覚えている、頭の中で理解できる語句を用いて人を叱責、非難し、人のことを決めつけます。さらに、自分の観念による想像から生まれた言動を常用して人のことを決めつけ、人を指導し、自分の言動に従わせ、兄弟姉妹のあいだで望む地位を獲得します。適当な語句や教義を言い、標語をいくつか叫び、神の家でささやかな責任を負い、多少の重要な仕事を引き受け、進んで主導権をとり、集団の秩序を維持できる限り、自分は霊的で、地位は安泰だと考えます。ですから、霊的な振りをし、霊性を自慢しつつ、自分は全能で何でもできる完璧な人間であるかのように振る舞い、何でもでき、あらゆることに優れていると考えます」（『反キリストの本性と実質を暴く』の「彼らが本分を尽くすのは、自分たちを目立たせ、自己の利益と野心を満たすためだけで、神の家の利益は決して考えず、個人の栄誉と引き換えに神の家の利益を売りさえする（１0）」）。

わたしがいつも偽善的で、交わりで自分のよい面だけを示しつつ、自分の醜く悪い面は懸命に隠し、誰にも見られないようにしていた理由を、神の言葉は示していました。それは、わたしが人々の心の中で占める地位を守り、長年の信者という自分のイメージを保つためだったのです。そうすれば、長年神を信じているわたしは特別な存在で、他の兄弟姉妹とは違っており、真理を理解して背丈があるとみんな考えるでしょうし、わたしを仰ぎ見て尊敬するはずです。わたしはなんて傲慢で、邪悪で、不実なのでしょう！　長年の信者であり、多少の教義を理解していると思い込み、高い場所に立って霊的な人物の振りをし始めた。真理の現実がなく、真理の探求と追求に専念していなかった。教義と善行、それに多少の表面的な犠牲を使って、自分には真理の現実が欠けているという醜い現実を隠そうとするばかり。刈り込みと取り扱いを受けても反省せず、自己認識することもなく、自分の問題と堕落を分析することもなかった。自分の醜い動機と堕落した性質を覆い隠して誰にも見つけられないようにし、自分の地位とイメージを守ろうとした。これらの偽善的な現われは、主イエスに反抗したパリサイ人のそれといったいどこが違うのでしょう？　主イエスはこのように言ってパリサイ人を叱責されました。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは白く塗った墓に似ている。外側は美しく見えるが、内側は死人の骨や、あらゆる不潔なものでいっぱいである。このようにあなたがたも、外側は人に正しく見えるが、内側は偽善と不法とでいっぱいである」（マタイによる福音書23:27-28）。「盲目な案内者たちよ。あなたがたは、ぶよはこしているが、らくだはのみこんでいる」（マタイによる福音書23:24）。わたしもまさにこれと同じではないでしょうか？　自分の経験について交わっているように見えながら、誰でもわかる物事や空虚な教義を話すばかりで、自分の本当の思いや、自分の中にある堕落した悪しき物事は隠し、触れることはありませんでした。そのため、この人には堕落と反抗心があるけれど、他の人たちよりはずっと優れていると、みんな考えるようになりました。わたしはぶよをこしながら、らくだをのみ込んでいたのです。外面的には謙虚に見えても、内側では自分の名誉と地位を守り、他人が抱く自分のイメージを保とうとしていました。あまりに偽善的で、いい加減で、不実です。兄弟姉妹を全員騙していたのです。わたしは正直な善人ではなく、被造物の場所に留まることもしていませんでした。それに、サタンに深く堕落させられた人の視点から神の働きを経験しておらず、わたしの堕落を取り除く、神の裁き、刑罰、刈り込み、そして取り扱いを受け入れてもいませんでした。それどころか本分を利用して自分を誇示し、自己を確立させて他人を惑わし、神の選民を巡って神と争っていました。これは神に逆らう道、反キリストの道ではないでしょうか？　これは神によって断罪される道です。長年の信者であることを別にすれば、わたしは素質や真理の追求に関して、他の人たちの足元にも及びません。こんなに長く神を信じていても真理の現実がなく、いのちの性質も変わってはいませんでした。傲慢で尊大なサタンの生き写しで、原則に沿って本分を尽くすこともありませんでした。神の御旨を思いやり、神を高められなかっただけでなく、福音の働きを妨げました。長年の信者であるのを考えると、本当に恥ずかしいことです。しかしわたしは、その資本を使えば自分を高め、他の人たちに仰ぎ見てもらえると思っていました。あまりに理知のない恥知らずです！

ある日のデボーションで、わたしは神の御言葉のこの一節を読みました。「真理を追い求めなければ、その人は決して真理を理解しません。字句と教義を一万回唱えることができても、それらはやはり字句と教義に過ぎません。中には『キリストは真理であり、道であり、いのちである』としか言わない人もいます。この言葉を一万回繰り返したところでやはり役には立たず、あなたがその意味を理解することもありません。キリストは真理であり、道であり、いのちであると言われるのはなぜですか。経験から得たそれに関する認識を説明することはできますか。あなたは真理、道、いのちの現実に入りましたか。神が言葉を発したのは、あなたがたがそれを経験し、認識を得るようにするためです。単に字句や教義を述べるのは無意味なのです。神の言葉を理解してそれに入ったあとでなければ、自分を認識することはできません。神の言葉を理解していなければ、あなたは自分を認識することができないのです。真理があるときにだけ識別でき、真理がなければ識別できません。真理があるときにだけ物事を完全に理解することができ、真理がなければ何も理解できません。真理があるときにだけ自分を認識することができ、真理がなければ自己認識は不可能です。真理があるときにだけ自分の性質を変えることができ、真理がなければ性質は変わりません。真理を得て初めて神の旨にかなう形で奉仕することができ、真理がなければ神の旨にかなう形で奉仕するのは不可能です。真理を得て初めて神を崇拝することができ、真理がなければあなたの崇拝は宗教的儀式を執り行なっているに過ぎません。こうしたことはすべて、神の言葉から真理を得ることにかかっているのです」（『終わりの日のキリスト講話集』の「どのようにして人間の本性を知ればよいか」）。これを読んだおかげで、パリサイ人のように神に逆らう間違った道を歩んだ理由が、さらにはっきりわかりました。それは、長年にわたって真理を追い求めることも、それを実践することもなく、神の御言葉を読んだところで、その文字通りの意味にしか注意しなかったからです。御言葉に入ることも、それを実践することもしておらず、真理に関する現実的な理解は一切ありませんでした。そのため当然ながら、文字通りの教義を細かく述べることしかできなかったのです。わたしは信仰の中で真理を愛したり、神の御言葉を渇望したりせず、神の御前で心を落ち着け、御言葉をじっくり考えることもありませんでした。それは例えば、真理のどの側面がその一節で明かされているか、自分はどれだけ理解し、実践し、入ったか、神の御旨は何か、自分の中に御言葉の成果がどれだけあるか、といったことです。何かあっても、わたしは神の御言葉に照らして自分の状態を考えようとせず、自分自身の問題を反省し、自分がどのような堕落を表わしているのか、どのような間違った観念を抱いているかを検証しようと試みることもありませんでした。パウロのように絶えず忙しくしているばかりで、働きのために苦しみ、自分の野望を満たすことばかり考えていたのです。終わりの日の受肉した神は数多くの真理を表わし、真理のありとあらゆる側面について事細かに交わってくださいました。それは、わたしたちが真理を理解し、サタンによる堕落の真相を認識し、悔い改めて変われるようにするためです。しかし、わたしは神の御言葉を軽く扱っていました。それらを熟慮することも探求することもせず、その実践や入りを考えることもしませんでした。これは人類を救う神の御旨に真っ向から反してはいないでしょうか？　宗教界のパリサイ人や牧師たちが歩む道とまったく同じではないでしょうか？　パリサイ人が気にするのは、説教すること、働きの中で苦しむこと、そして自分の地位を守ることだけです。彼らは決して神の御言葉を実践せず、神の御言葉に関する自分の経験や理解を伝えることもできません。人々を真理の現実に導くなど無理であり、文字通りの聖句、知識、そして教義で人を惑わすことしかできません。そのため人々を、神に逆らう者にしてしまうのです。わたしも信仰の中で真理を実践しようとせず、多少の規則に従うばかりでした。ひどい悪事や間違ったことはしておらず、表面的には立派に振る舞い、集会でも正しいと思われることを伝えていたので、自分は信仰の中でちゃんとやっていると思っていました。しかし、自分は偽善者に過ぎないのではないかと気づきました。それがどうして神への真の信仰でしょう？　このような信仰を続けて真理の現実を持たず、堕落した性質にも変化がなければ、最後は淘汰されてしまうのではないでしょうか？　わたしは後悔で一杯になり、神に祈りました。「わたしはもう偽善者でいたくはありません。真理を求め、あなたの裁きと刑罰を受け入れてそれに従い、自分自身を変えたいのです」。

その後のデボーションで、わたしは神の御言葉のこの一節を読みました。「例えば、ひとたび地位を得たら、権威のある語り方をして、自信を持って話す必要があると、あなたは考えています。これは間違った考え方だと気づいたら、それを捨てるべきです。その道を歩んではなりません。このような考え方をしているなら、その状態から抜け出し、そこに囚われないようにしなければなりません。ひとたびそこに囚われてしまい、そうした考えや見方が自身の中で形をなすと、あなたは自分を偽り、うわべを装うようになり、また信じられないほど完璧にそうするので、誰もあなたのことを見抜けず、あなたの心や思いがわからなくなります。あなたはあたかも仮面を被っているかのように、他の人と話をしているでしょう。すると相手は、あなたの心を見られません。自分の心を他の人に見てもらい、その人に心を開き、近づくことを学びなさい――あなたはひたすら逆の取り組み方をしています。それが原則ではないのですか。それが実践への道ではないのですか。まずは自分の考えと意識の中から始めなさい。自分がうわべを装っていると感じた瞬間、次のように祈るのです。『ああ、神よ！　わたしは再びうわべを装い、またしても企みと欺瞞に手を染めようとしています。わたしは悪魔です！　あなたを強く嫌悪させています！　今、わたしは自分を嫌悪しています。どうかわたしを懲らしめ、お叱りになり、懲罰してください』。あなたは祈り、自分の態度を明るみに出さねばなりません。これには、あなたの実践の仕方が関わってきます。この実践は、人間のどの側面に向けられていますか。それは、人がある問題について明らかにする思いや考え、意図、また人が歩む道と進む方向に向けられています。つまり、そうした考えが浮かび、それを行動に移したくなったら、すぐにその考えを抑えて分析するべきです。考えを抑えて分析したとたんに、その考えを表わし、行動に移すことがずっと減るのではありませんか。さらに、内なる堕落した性質も抑えられませんか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「堕落した性質を解決するには、具体的な実践の道がなければならない」）。神の御言葉はわたしに実践の道を指摘してくれました。自分の偽善、不実で邪悪なサタン的性質を解消するには、真理を実践して誠実な人になり、神に心を開いて他の人たちと心からの交わりを行ない、また問題に直面したときは、自分の本当の見方と考えを伝える必要があります。再び率直さを失いそうになったら、神に祈って自分を捨て、それと正反対のことをしなければなりません。心を開き、自分の堕落を明らかにして分析し、自分のサタン的性質を抑え込まなければなりません。すると、神の御言葉が頭に浮かんだのです。「共有するのを躊躇するような秘密を数多く持っているなら、自分の秘密、つまり自分自身の困難を光の道を求めるために他者の前に明かすのがどうしても嫌だというなら、あなたは簡単には救いを得られない人であり、暗闇から簡単には脱せない人であるとわたしは言う」（『神の出現と働き』「三つの訓戒」〔『言葉』第1巻〕）。そのとき、誠実な人でいることがいかに大事か実感しました。わたしは神を信じてからずっと、これほど基本的な真理を実践したことも、それに入ったこともありませんでした。実に哀れです！　そこでわたしは神に祈り、進んで悔い改めて真理を実践し、誠実な人になろうとしました。

それ以降は、真理を理解していて背丈があると誰かに言われるたび、本当に気まずく恥ずかしい思いをするようになりました。以前には見られなかったことです。あるとき、わたしが長年の信者で本分のために苦しめることを聞いて、わたしのことを心から崇拝している姉妹に出会いました。彼女は面と向かってこう言ったのです。「あなたはずっと昔から信仰していて、多くの説教を聞き、多くの真理を理解していますよね。本当にあなたを尊敬します」。わたしはそれを聞いて恐ろしくなり、鳥肌が立ってしまいました。そしてすぐに本当のことを説明し、こう言ったのです。「それはまったく違います。表面ばかり見ていてはいけません。わたしは長年神を信じているけれど、素質に欠けているし、真理を愛することも追い求めることもしていません。長年にわたる信仰でずっと、表面的な犠牲を払っただけです。多少の善行をして代価を支払えますが、原則に沿って本分を尽くしておらず、いのちの性質もさほど変わっていません。神から託された本分を引き受けることができずにいます。神の御旨を考慮せず、神を称えることもなく、それどころか神に逆らい、神に恥をもたらしているんですよ」。続けて、彼女にこう説きました。「あなたの視点は真理に沿ったものではありません。無闇に人を褒めそやしてはいけませんし、神の御言葉の真理を基に人や物事を見なさい。神は人をどうご覧になりますか？　何年信じてきたか、どれほど苦しんで道を整えてきたか、いかに多くのことを説教できるかなど、神は気にされません。その人が真理を追い求められるかどうか、性質が変化したかどうか、本分で証しを行なえるかどうかを、神は気にされます。新しい信者の中には、真理を追い求めることができ、実践と入りに集中している人がいます。そうした人はすぐに進歩しますし、わたしよりもずっと優れています。あなたは、長年の信者で苦しみを受けているからといってわたしを尊敬するのでなく、そうした人たちの真理の追求における熱心さと努力を尊敬すべきです。信仰の年月は神によって定められるもので、尊敬すべきことではありません。長年の信者でも、真理を追い求めず、いのちの性質も変わっておらず、多少の表面的な善行をするだけなら、その人はやはり他人を惑わすパリサイ人です。だからこそ、真理を追い求めて性質の変化を成し遂げることが何より重要なんですよ」。この交わりをしたあと、心がずっと軽くなりました。その後の集会では、教義を述べたり自慢したりすることをやめ、神の御言葉に照らしながら自分自身の経験を伝えました。また、このように言いました。「わたしには自己認識がほとんどありません。いまだ変わっていませんし、その実践も入りもまだです」。表面的な交わりでしたが、心は落ち着いていました。

経験を通じてわかったことが一つあり、わたしはそれを深く経験しました。つまり、信者になってからの年月がいかに長くても、どれほど優れているように見えても、振る舞いがいかに立派でも、またどれほど苦しみ、働きを行なっているとしても、真理を追い求めず、神の裁き、刑罰、刈り込み、および取り扱いを受け入れてそれに服従せず、問題が起きたときに自己を認識し、神の御言葉の現実に入ろうとせず、サタン的性質がいまだ変化していないなら、その人はパリサイ人と反キリストの道を歩んでいる、ということです。正しい状況が訪れた瞬間、彼らは反キリスト、人を惑わす者になります。このことに疑いの余地はなく、避けられない結果です。救われて性質の変化を変えるため、真理を実践し、神による裁きと刑罰と取り扱いを受け入れ、それに服従することが、人にとっていかに大事かがわかりました。神に感謝します！


70. 神の救い

中国山東　依塵

神は言われます。「厳しい言葉であれ、裁きであれ、あるいは刑罰であれ、神の働きの各段階は人を完全にするものであり、絶対的に適切なものである。どの時代においても、神がこのような働きを行なったことはない。今日、あなたがたが神の知恵を理解するよう、神はあなたがたの中で働きを行なっている。あなたがたは内面においていくばくかの苦痛を味わってきたが、心は安定していて平安である。神の働きのこの段階を享受できるのは、あなたがたの祝福である。将来得られるものが何であるかにかかわらず、あなたがたが今日、自分における神の働きの中で見られるものは愛である。神の裁きと精錬を経験しなければ、その人の行ないや情熱は表面的なものにとどまり、性質はいつまでも変わらない。それで神に得られたと言えるのか。今日、人の中には傲慢やうぬぼれがいまだ数多くあるものの、その性質は以前に比べてずっと安定している。神があなたを取り扱うのはあなたを救うためであり、取り扱われる際に苦痛を感じることがあっても、あなたの性質に変化が起こる日はいずれやって来る。その時、あなたは振り返って神の働きがいかに賢明かを知る。またその時、あなたは神の旨を真に理解できる」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。この一節を読んで、かつての自分がいかに傲慢だったかを考えずにはいられませんこうした並外れた欲望をもち、名声と地位をいつも求めつつ他人と競って自分と他人を比べていました。人間らしさのないまま生きていたのです神の御言葉による裁きと刑罰と懲らしめを経験して自分のサタン的本性を少し理解し始めました悔い改めて自己嫌悪できるようになり、少しだけ正直で謙虚になりました神の御言葉の裁きと刑罰は人類に対する救いだと、本当に実感したのです。

全能神を受け入れてから１年以上経った2005年、私は教会の指導者に選ばれました神に引き上げていただき、兄弟姉妹に信頼されていた私は神に祈り、立派に本分を尽くして神の愛に報いる決意をしました私はすぐさま教会の働きに没頭しましたある種の状態に落ち込んだり、困難を抱えたりしている人がいると、私は神の御言葉を見つけて手助けしました私の交わりは浅いものでしたが、それでも多少成果を挙げました兄弟姉妹も、私の交わりに助けられたと言ってくれました本分を尽くす中で成果を挙げていたことからその後指導者から、複数の教会の働きを任されました。私は興奮しました特に、一緒に働いていた姉妹よりも早く神の御言葉を把握し、指導者から一目置かれていることを知ったとき私は自分にとても満足しました指導者は私のことを本当の才能の持ち主で教会に欠かせない人材だと見なしている、と思ったのですやがて私はますます傲慢になり、いまの自分には真理の現実が少しはあると考えました神の御言葉を飲み食いしたり、自分を反省したりすることに集中するのをやめ、問題に直面しても真理を求めませんでしたいつも自分のことで一杯で、横柄で、兄弟姉妹を見下していました自分の堕落した性質に抑え込まれ、本分を正しく尽くせていない兄弟姉妹を見ても真理について交わり、愛情から彼らの手助けをするのをやめ、我慢できずにこう叱るようになりました「神の働きはここまで来たのに、あなたは貪欲に肉の楽しみをむさぼっている災害に見舞われて懲罰されるのが怖くないの？　ちゃんと本分を尽くさないなら、あなたは淘汰されるわ」彼らが抑え込まれて私に会いたくないのを知っても私は自分を反省せず、彼らは真理を追求していないと不満を募らせました。

程なくして、指導者が私たちの集会に来たのですが、私は自分を昇格させるのだと思いましたところが驚いたことに私のいのちへの入りは浅く、私の交わりは問題を解決できず複数の教会の働きをこのまま担当するのにふさわしくないと言ったのです私はこれを聞いてびっくりして、頭の中が真っ白になりました集会のあと、どうやって帰宅したかも憶えていませんずっと泣きながら、こう思ったのを憶えています「私は必死に働いて本分を尽くしてきたのに、前進するどころか沈み込んでしまった兄弟姉妹は私のことをどう思うだろうこんな広範囲の働きは自分には無理のようだでも、これほど小さな働きにどうして納得できるだろう」数日間、私は食べることも寝ることもできず苦痛に囚われましたただ神に祈り、御心を理解できるよう私を啓いてお導きくださいと願うだけでした祈り終えるとずっと落ち着きこの神の御言葉を読みました「あなたがたは追求において、個人的な観念や願望や未来をあまりに多く抱きすぎる。現在の働きは、あなたがたの地位に対する欲望や途方もない欲望を取り扱うためのものである。願望、地位、そして観念はどれも典型的なサタン的性質の表われである。……あなたがたは今や信者であり、働きのこの段階に関する認識が多少ある。しかし依然として地位への欲望を脇にのけていない。自分の地位が高ければしっかり追求するが、地位が低いと追求しなくなる。地位の祝福のことが常に心の中にあるのだ。大半の人が自分から消極性を取り除けないのはなぜか。その答えは常に、将来の見込みが厳しいせいではないか。……あなたがたがこのように求めれば求めるほど、刈り入れる物は少なくなる。地位に対する欲望が強ければ強いほど、その人は深刻に取り扱われ、重大な精錬を受けなければならない。この種の人は無価値である。このような人はこれらの物事を完全に捨て去るため、取り扱いと裁きを十分受ける必要がある。あなたがたが最後までこのように追求するなら、収穫は何もない。いのちを追求しない者が変わることはできず、真理を渇望しない者は真理を得られない。あなたは自分の変化と入りの追求に重点を置かず、その代わりに度を越した欲望や、神への愛を縛り、神に近づくことを阻む物事にいつも重点を置く。そのような物事があなたを変えられるのか。あなたを神の国へと導けるのか」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。これを読んで神の御心がわかりました神はこの状況を作ることで、地位を求める私の願望を取り扱い私が自分を反省し、真理を求める正しい道を歩むようにされたのです私は、信仰における自分の熱心な追求と犠牲が本当に真理を求めて被造物の本分を尽くすためだったかと考えました実際には、ただ人の上に立つという自分の野心を満たすためで真理を追求するためではまったくなかったのですそのため地位を得ると、私はすっかり自分に満足し、前進しようとしませんでした職を解かれたときも、私は自分を反省しなかっただけでなく、消極的かつ弱くなり、神を責めました降参して神を裏切ることを考えたほどです私には良心も理知もなく、あまりに利己的で卑劣でした職を解かれたのは神が私を守ってくださったのです私は否定的になったり神を誤解したりするのではなく、真理を求めて自分の堕落を解消すべきでしたそれに気づいた私は、神の御前に出て祈りました「ああ神よ。私はこれ以上地位を求めたくありません。あなたの支配と采配に従い心から真理を追い求め、本分を尽くしてあなたに満足していただきたいのです」それからの日々、私は神の御言葉を飲み食いして自分を反省することに集中しましたそして傲慢な性質が再び現われたときには、意識的に神に祈って自分を捨てましたしばらくこのように実践していると、気分がずっとよくなり兄弟姉妹と正しく交流することができました。

このようにして数年が経ち、私は再び教会の指導者に選ばれましたその直後、私の教会が別の教会と合併したので再度指導者の選挙を行なうことになりましたそのせいで地位を求める私の願望が再び頭をもたげ地位を失うのがとても怖くなりました他の教会指導者との集まりで神に関する彼らの理解や、真理に関する交わりが何ら際立っていなかったので自分が指導者に選ばれるのは間違いないと思いました自分の地位を守り、自分の有能さをもっと多くの人に見てもらおうと私は弱体化していたある教会の問題に対処することを申し出てすぐに解決すると約束しました毎日忙しく集会をこなし、交わりを行なって問題を解決するとともに交わりの中で、自分が過去どのように働きを行なってきたかどんな立派な成果を挙げてきたか、そのときの指導者にどれほど重宝されたかを意図的に語りましたまた、他の教会指導者が働きの中で犯した過ちや逸脱もわざと話し密かに自分を高めて彼らをけなしましたしかし神は私の心と頭脳をご覧になりますそして本分を尽くす私の動機が間違っていたので、神は私のもとからお隠れになりましたその間、私は絶えず忙しかったのに、働きで何ひとつ成果を挙げませんでした口の中に腫れ物ができて、水を飲むのも苦痛なほどです私は本当に苦しみここに来てからというもの自分が何ひとつ解決しておらず、働きが何の成果も挙げていないことを考えました指導者は私のことをどう見るだろうか私が有能ではないと考えるだろうか選挙前に解任されたらどうなるだろう。とんでもない屈辱です！　そう考えると、この問題をすぐに残らず解決せねばと、いても立ってもいられなくなりましたしかしどのように交わりをしようとも、物事は以前と同じままで私は大いに苦しみ自分にできたのは神の御前に出て祈り、神を呼び求めることだけでした「ああ、神よ！　私は暗闇に落ちてしまい、どの問題もまったく理解できずにいます神よ、私はあなたに反抗したに違いありませんどうか私をお導きください。進んで自分を反省し、あなたに悔い改めてまいります」。

その後、私は神の御言葉の一節を読みました「あなたがたの口には不義なる者の舌と歯がある。あなたがたの言動はエバを罪へと誘惑した蛇のもののようで、互いに目には目を、歯には歯を要求しあい、わたしの前で地位、名声、利益を自分のものにしようと奮闘するものの、わたしが密かにあなたがたの言動を見張っていることを知らない。あなたがたがわたしの前に来る以前でさえ、わたしはあなたがたの心の奥底を調べていた。人間はいつもわたしの手中から逃れ、わたしの目の観察を避けようと望んでいるが、わたしは人間の言動から離れたことがない。代わりに、それらの言動をわざとわたしの目に触れさせ、わたしが人間の不義さを罰し、人間の反抗に裁きを下せるようにする。このように、人間の密かな言動は絶えずわたしの裁きの座の前にあり、わたしの裁きは人間から離れたことがない。なぜなら人間の反抗は過度だからである」（『神の出現と働き』「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」〔『言葉』第1巻〕）。神による裁きと暴きの御言葉は、私を恐怖で震え上がらせました私は自分がどう考え、どう行動してきたかを振り返りました指導者としての地位を守り、より多くの人が私を仰ぎ見るようにすべく交わりを通じて問題を解決に導くのを見せつけることで、自分を証明して心を掴もうとしましたそして事あるごとに自分を高め、他人を見くびりました私は兄弟姉妹を競争相手のように扱い、策略や戦術を使いましたクリスチャンらしさも、人間性もなかったのです一口の食べ物を巡って争う動物とどこが違うでしょう私はあまりに利己的で卑劣でした！　私の行ないは悪事を犯して神に抵抗するもので、ずっと前から神の性質に背いていたのです口の腫れ物に苦しみ、働きで何も成し遂げられなかったことは神が私を懲らしめ、鍛えてくださっていたのです私が自分を反省し、悔い改めて変わることが神の御心でした自分がいつも名声と地位を追い求め他の何より重視した理由を考えましたそれはひとえに、サタンに惑わされ、堕落させられていたからですサタンは教育や社会的影響を使い私の心をこれらの害毒と哲学に浸していたのです「心を労する者は人を治め、力を労する者は人に治められる」「出世して先祖に栄誉をもたらす」こうしたサタンの哲学が私の心に深く根づき私の本性になっていました私はこれらの害毒によって生き、ますます傲慢で自惚れるようになり名声と地位を崇めいつも他人より一歩抜きん出ようとしていました私は正しい道を歩んでおらず、この堕落したサタン的性質の中で生きていたので目をふさがれて問題の根源を見ることも他人の問題を解決することもできず、教会の働きを遅らせました本分を尽くすのではなく、悪事を働いていたのです私は神の御前にひれ伏し、悔い改めました「神よ、私は名声と利益のために自分の本分を顧みず、あなたを騙して欺こうとしました私は呪われるべきです！　ああ神よ、私はもうこんな風にいたくはありません。あなたに悔い改めたいのです」そして、次の神の御言葉を読みました「あなたがたは神の被造物なのだから、被造物の本分を尽くさなければならない。あなたがたに要求されていることはそれ以外にない。あなたはこのように祈るべきである。『神よ、わたしに地位があろうとなかろうと、わたしは今や自分を理解しています。わたしの地位が高いのであれば、それはあなたの称揚のためであり、わたしの地位が低いのであれば、それはあなたがそのように定められたからです。すべてはあなたの御手の中にあります。わたしには選択肢も不満も一切ありません。……わたしは地位を考えません。つまるところ、わたしは一つの被造物でしかないからです。あなたがわたしを底なし穴や、火と硫黄の池に落とされたとしても、わたしは被造物に過ぎません。あなたがわたしを用いられるとしても、わたしは被造物です。あなたがわたしを完全になさっても、わたしはやはり被造物です。あなたがわたしを完全にされなかったとしても、それでもわたしはあなたを愛します。なぜなら、わたしは被造物でしかないからです』」（『神の出現と働き』「なぜ進んで引き立て役になろうとしないのか」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私に実践の道を与えてくれました自分が交代させられようと、あるいはどんな地位があろうと私はそれでも真理を追い求め、立派に本分を尽くしまた本分を尽くす中で真理を実践し、自分のサタン的性質を捨てることに集中しなければならないのですその後、私は本分を尽くす動機を正し神の御前で自分を静め、神の御言葉を読んで祈ることに集中しました教会の問題を神に委ねて神を仰ぎ兄弟姉妹と一緒に真理を求めました教会におけるこれらの問題はすぐに解決しました私は神への感謝で一杯でした神はまさに真実で、愛すべき方でいらっしゃいます神は私のそばにいて、私を清めて変えるべく物事を用意されますまた私は、信仰の中で真理と性質の変化を追い求めることの重要性を認識しました。

半年後、私はさらに数ヵ所の教会の働きを任されました地位に対する自分の願望の強さと、性質の傲慢さを知っていた私は自分の動機を正して立派に本分を尽くせるよう心から神に祈りました当時、私は王姉妹とペアを組んでいました彼女ははっきりした視点をもち、問題を扱うのに慣れていました私は頻繁に彼女のアドバイスを求め、彼女の長所から学びました数ヵ月も経つと真理を交わって問題を解決し教会の様々な働きを行なう上でずっと成長しました兄弟姉妹も私のことを仰ぎ見ていましたそうとは知らず、私は再び心から自分に喜びだしたのです自分は神を信じてさほど長く経っていないのに、私の交わりは王姉妹と同じくらい優れているし問題を扱う能力も成長したと考えました。自分の霊的背丈が成長したと思ったのです。事あるごとに傲慢さが現われ、名声と地位を求める願望がかつてなく強いものとなって戻ったことに、私は気づいていませんでした何につけても王姉妹が私の言うことに耳を貸すのを望み他の人が彼女の交わりを褒めたり彼女が教会でリーダーシップをとったりするのが我慢できませんでした自分はいくらか訓練を積んで多くの経験を重ねた右も左も分からない新人ではないし私の素質は彼女と同じくらいだと思っていました二人とも指導者なのに、彼女がいつもリーダーシップをとるのはなぜか。私が彼女の言うことを聞かなければならないのはなぜかそれが続けば、自分は名ばかりの指導者になるのではないか彼女を超えられるよう、私はより懸命に働き、神の御言葉を自分のものにし始めましたそして同労者の会議で教会の働きを話し合うとき彼女が意見を発表すると私はわざとあら探しをしてその欠陥を見つけましたそして自分の「素晴らしい考え」を発表し、彼女を貶めて自分を高めるのですしばらくすると教会の働きを話し合いながら、数名の同労者が私の考えに賛同し問題があると私のところに来て、私の意見を聞くようになりましたみんなが自分の周りに集まるのを見て、私は本当にいい気分でしたその後共産党に尾行されたせいで、王姉妹は外出して本分を尽くせなくなりましたそこでしばらくのあいだ、私が一人で教会の働きを担当することになったのです私はその働きに圧倒されることなく、本当にリラックスしていてようやく何でも自分で決められると思いました当時、自分の考え方が正しくないことには気づいていましたが自分を反省することも、心に留めることもまったくしませんでした。

ある日、別の地域の集会に出席するよう指導者から言われましたそこには大きな地区が含まれているものの、10名ほどしか選ばれていないとのことです私はまた、自分が昇格することになっていると耳にしました自分は重要な人間でこの地区で一番優秀なのだと思い込みました私は高揚した気分で4名の姉妹と列車に乗り込みましたがその途中で予期せざることが起きました共産党警察に尾行され、逮捕されてしまったのです尋問が無駄に終わったので「邪教を組織、利用し、法執行を妨害した」という罪名で警察は私に重労働２年の判決を下しました判決後、私は試練のときを過ごしました神への誤解や疑いが心の中に生じたのです「これから昇格するというときに、逮捕されて監獄に入れられるのはなぜなの神は私を引き留め、それによって私を暴いて淘汰なさっているんじゃないの本分を尽くして救われる機会を失ったのかしら」私はとても苦悩し、茫然としました何度も泣きながら神に祈りました「ああ神よ、あなたの御心がわかりません。あなたが私を拒み、望んでいらっしゃらないかのように思えます神よ、あなたの御心を理解しこの状況でどうすれば真理に入れるかがわかるよう、どうか私を啓いてお導きください」私の祈りを聞いて下さった神に感謝しますある日、同房の姉妹が神の御言葉を写したメモをこっそり渡してくれましたそこにはこうありました「すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である。人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する。精錬は人に対する実際の試練の一つであり、実際の鍛錬の一形態であって、精錬のさなかでのみ人の愛はその本質的な機能を果たすことができる」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。すぐに心が明るくなりましたこの状況は私に対する神の試練で神の御心は私を淘汰することではなくよりよく自分を反省し、自己認識し、真理に入れるようにすることだったのですこれ以上消極的かつ弱くなることはできず自分の観念に従い、神の御心を憶測してはならないことがわかりましたその代わりに自分を静めて真理を求め、真摯に反省して自己認識すべきなのです。

ある日の夜、私は眠ることができず神はなぜ私がこんな目に遭うのをお許しになったのかと思わずにはいられませんでしたすると神の御言葉が心に浮かびました「あなたがたは、ほんとうに赤い大きな竜を憎んでいるのか。ほんとうに、心から竜を憎んでいるのか。なぜわたしは、こんなに何度も尋ねているのか。なぜわたしは、この問を何度も繰り返しているのか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第二十八章」〔『言葉』第1巻〕）。私は何度も自問しました「自分は本当に赤い大きな竜を憎んでいるのか。本当に心から憎んでいるのか」そのとき、『いのちに入ることに関する交わりと説教』にある次の一節が心に浮かびました「『私は赤い大きな竜を捨てた私を圧迫する赤い大きな竜を、私はいま憎んでいる』と言う人がいます。口では捨てていても、心から捨てているのではありません心の中で憎んでいてもあなたの振る舞いと本性は依然それに支配されていますなぜなら、赤い大きな竜の害毒、思考、観点哲学、そして人生観が、依然としてあなたの心を握っているからですあなたの見方はいまだに赤い大きな竜の見方ですあなたの思考、人生観、および物事全般に関する見方は、赤い大きな竜のそれと同じですそれらはどれも赤い大きな竜に属するものであり、ゆえにあなたは依然としてその支配下にあるのです。……サタンの勢力から本当に逃れたいなら自分の中にあるサタンの害毒を残らず完全に清めなければなりません……」（『いのちに入ることに関する交わりと説教』）。これらの御言葉から私が赤い大きな竜を憎んでいるのは、ただ兄弟姉妹を逮捕、迫害し神の働きを乱して妨げているからに過ぎず心からそれを憎んで捨てているわけではなかったのです心から憎んで捨てるには、その邪悪と反動的な本質を完全に見通すしかありませんそうして赤い大きな竜を骨の髄から憎み自分の中にあるその害毒を捨て去れるのです赤い大きな竜による逮捕、迫害、拷問を自ら経験し強制的に洗脳されることでそれは真理と神を憎む悪魔だということが本当にわかりました人を惑わし堕落させるその醜い顔を見たのです赤い大きな竜は無神論と唯物論を吹聴し神の存在を必死に拒み自分を高めて「偉大で、栄光に満ち、正しい」ことを見せつけようと、あらん限りのことをしています人民の救世主として自らを称揚し誰もが自分たちを崇め、神であるかのように信じることを願い人々の心の中で神に取って代わろうと無駄な望みを抱いています赤い大きな竜はとても卑劣で、邪悪で、恥知らずなのですそして自分の本質もそれと変わらないことに気づきました神は私を高め、指導者の本分の中で私に訓練させまた他の人たちが神を知って神に従えるよう、真理に関する交わりを通じた問題解決を学ばせて下さいましたでも私はその機会を使って、できる限り自分を誇示しました他の人たちが私を仰ぎ見て、私の言うとおりにすることだけを望んだのですそれは神への反抗ではないでしょうか私は王姉妹に嫉妬して彼女を排除しいつも彼女の落ち度を責めて彼女を見くびりました自分が教会で決定権を握れるよう、彼女が解任されることを必死に願ったほどですそれは独裁者の振る舞いではないでしょうか「両雄並び立たず」とか「天上天下唯我独尊」といった赤い大きな竜の害毒に支配されていたのではないでしょうか神の行政命令にはこうあります「人は自分を大きく見せてはならないし、崇めてもいけない。人は神を崇め、賛美するべきである」（『神の出現と働き』「神の国の時代に神に選ばれた人々が従わなければならない行政命令十項目」〔『言葉』第1巻〕）。自分が示したあらゆることを振り返るとどうして自分の本分を尽くしていたと言えるでしょう。私は悪事を犯して神に抵抗していたのです！　私の行ないはずっと以前から神の行政命令に反していました神が私を懲らしめずこの状況を使って悪の道をひた走る私を止めてくださらなかったらそして私が自分の本性と野心に従って進み続けていれば私はきっと名声と地位のためなら何でもし最後は大きな悪事を犯して神に懲罰されていたでしょうそれに気づいたのは、私にとって重大な警告でした自分はこれほど危険な状態に達していたのに、まったく知らずにいたのです赤い大きな竜というこの悪魔が引き立て役としていなければその害毒がどれほど多く自分の中にあるかを知らず自分がその同類であることに気づかなかったでしょう本当に赤い大きな竜を捨て、その害毒から自由になろうとすることもできなかったはずです神がなさったすべてのことは私を清めるためだとわかり自分を救って下さった神に心の底から感謝しました。

私は監獄の中で大いに自分を反省し特に自分の本分を尽くす機会を大事にしなかったことを後悔しましたその代わりに名声と地位を求めることにこだわり、サタンの害毒によって生きていたのです私は真理に反することを数多く行ない、それによって兄弟姉妹を傷つけ教会の働きを妨げ乱してしまいました私は神をとても傷つけ、こんなに大きな借りを作ってしまい、後悔で一杯でしたそのとき初めて、真理を追い求めて神の裁きと刑罰を経験する強い願望が生まれたのですこれらの害毒をすぐに取り除き、人間らしく生きられるように釈放後、私は自分の本分を再開したのですが再び教会の指導者に選ばれたとき以前ほど自己満足することも、自画自賛することもありませんでしたその代わりに大きな責任を感じこれは大切にすべき神の使命であり全力で真理を求め、本分を尽くすべきだと思いました何度も懲らしめを受けて鍛えられたことでサタンにくらまされていた私の霊はようやく目覚めました真理と性質の変化を追い求め被造物の本分を立派に尽くすことだけが正しい追求だと気づいたのです！　名声と地位への願望も以前ほど強くはなく傲慢さも減ってきていますいまでは他の人たちと協調し、正しく本分を尽くせますそしていくらか人間らしく生きていますそのわずかな変化も簡単には生じなかったと実感していますそれはひとえに、神の御言葉の裁きと刑罰によって成し遂げられたのです全能神の救いに感謝します！


71. 苦難を通じて服従を学ぶ

中国 李阳

2008年初め頃、息子が耳の裏にしこりがあるのに気づいたの。病院に連れて行ったら腫瘍だと言われた。骨を破壊するみたい。命の危険は当面ないけれど、有効な治療法がなく、つらい病気だそう。腫れるたびに手術して、骨を切除する必要があるから。さもないと命が危ない。これを聞いてショックだった。つらかったわ。当時は信者になりたてで、信仰してるから神にすがればなんとかなるはずと思ってた。信仰を保とうと自分を鼓舞したわ。神にすがる限り、息子はきっとよくなる。手術は成功で、息子はすぐに回復した。3日後には気分もよくなり、1週間後に退院できたの。その後、信仰への意欲がさらに強まった。教会から割り当てられた仕事はなんでも引き受けたし、何があっても本分を尽くした。家族はわかってくれず、近しい人も後ろ指をさしてたけど、わたしは気にしなかった。懸命に働き自分を捧げていれば、神に祝福されると思ってたから。

息子が来て腰が痛いって言うの。痛がってるのを見て不安になった。シャツをめくってみると、痛がってるところにしこりがあった。触ろうとしただけで絶叫するの。再発したんだと気づいてすぐ病院に連れて行くと、お医者さんからも再発だと言われた。最初の手術後、機械につながれぐったりしてる息子を見て、何もできなかったのを思い出した。息子は、今度はどれだけつらい思いをするのだろう。こんな小さいのに苦しむなんてと思うと、眠れず、食欲もわかなかった。わたしが代わって、息子の苦しみを引き受けたかったわ。でも、神はどうして息子と家族を守ってくださらなかったの？　信者になってから色々捧げてきたのに。その日、同じ村の姉妹が来てくれて、その交わりで気づいたの。息子の病気は神の御旨。それを理解するには祈り、神にすがって証しをしなきゃ。信仰に頼り、しっかり本分を尽くさないとだめ。だから集会に出続けたし、本分にもより力を入れた。集会で兄弟姉妹に自分の経験を伝えると、信仰の強さを褒めてくれた。みんなの支えと称賛を受けて、神が共にあり、きっと息子を祝福なさると確信したわ。

でも息子の病気は治らなかった。半年おきに発症してるし、それが続けば命が危ないそう。お医者さんは化学療法と放射線治療を勧めた。それを聞いて胸が張り裂けた。本当につらくて神に文句をぶつけてしまったわ。「わたしは毎日、あなたの御名において頑張っています。困難や批判があっても、あなたを否定したことはありません。本分を尽くし続けています。なぜ息子を守ってくださらないのですか？」心の中は文句で一杯。日々の生活と本分を続けても、心は神から離れてた。御言葉の本を手にしても上の空。本当につらくて、心の内を神にぶつけた。「神よ、今本当に苦しいです。息子の病気を理由にあなたを責めてはならない。でも御旨がわかりません。これをどう乗り切るべきかも。神よ、御旨がわかるようどうかお導きください」。祈りのあと、この御言葉を考えた。「ヨブが神の証しをしたあと、神がヨブを淘汰したとしましょう。神はそれでも義だったはずです」。するとすぐ、この御言葉の賛美歌を思い出したの。「……義とは決して公平であるとか理知的であるといったことではなく、平等主義でもありません。または、どれほどの働きを成し遂げたかに応じてそれにふさわしいものを割り当てることでも、あなたの行ないに応じて報いることでも、あなたの捧げた努力に応じてしかるべきものを与えることでもありません。それは義ではありません。ヨブが神の証しをしたあと、神がヨブを淘汰したとしましょう。神はそれでも義だったはずです。それがなぜ義と呼ばれるのでしょうか。人間の観点から言えば、何かが人の観念に合致していれば、その人はいともたやすく、神は義だと言います。しかし、物事が自分の観念に合致していないと見れば――それが自分には理解できないものであれば――神は義だと言うのが難しくなるでしょう。神の本質は義です。神が行なうことを理解するのは簡単なことではありませんが、神が行なうことはすべて義であり、単に人々が理解していないだけなのです。神がペテロをサタンに与えたとき、ペテロはどのように反応しましたか。『あなたが行なうことを人は推し量れませんが、あなたが行なうすべてのことにはあなたの善意が含まれています。そのすべてに義があるのです。あなたの賢い御業をどうして称えずにいられましょうか』。神が行なうことはどれも義なのです。あなたがこれを推し量ることはできないかもしれませんが、自分勝手に判断してはいけません。神の行なうことが自分にとって理知的でないと思われたり、それについて何らかの観念を抱いたりするなら、神は義でないとあなたは言うことになり、理知をまったく失ってしまいます。あなたも知っての通り、ペテロにも理解できないことがありましたが、そこには神の知恵があり、それらの物事には神の善意があるのだと、ペテロは確信していました。人間はすべてを理解できるわけではありません。把握できないことが数多くあります。したがって、神の性質を知るというのは簡単なことではないのです」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「神が行うすべてのことは義である」）。御言葉をじっくり考えるうち、心が明るくなった。神の義は、わたしが考えていたように公平でも合理的でもなく、働きに応じて報われるとか、費やした分を得られるといったことじゃない。神の御業は人には推し量れない。何をされようと、人をどう扱われようと、すべて義。そこには神の知恵がある。だから神の本質は義なの。自分は神の義なる性質を理解せず、こんな観念を抱いてた。神を信じてるから守ってくれるはず、神に自分を捧げてるから、何事でもわたしを満足させ、楽にしてくださるはず。神を信じてる以上、家族みんなが祝福されると思ってた。これって神との取引じゃない？

そう考えて御言葉の本を開き、この1節を読んだ。「あなたが追い求めているのは、神を信じた後に平和を得ることができるようになること――つまり、自分の子が病気にかからないこと、自分の夫が良い職に就くこと、自分の息子が良い妻を見つけること、自分の娘がしっかりした夫を見つけること、自分の牛や馬がうまく土地を耕すこと、一年間、作物に適した気候となることなどである。これが、あなたの求めることである。あなたの追求は、ただ快適に暮らすためであり、自分の家族に事故が起こらないこと、風が自分に当たらないこと、顔に砂がかからないこと、家族の作物が洪水に遭わないこと、自分が災害を受けないこと、神に抱かれて生きること、居心地の良い住処で生活することである。常に肉を求める、あなたのような臆病者には、心や霊があるだろうか。あなたは獣ではなかろうか。わたしは何も見返りを求めずに、真の道を与えるが、あなたは追い求めない。あなたは神を信じる者たちのひとりであろうか。わたしは真の人生をあなたに授けるが、あなたは追い求めない。あなたは豚や犬と違わないのか。豚は人生も、清められることも追求せず、人生とは何かを理解しない。毎日、食べたいだけ食べた後、ただ寝るだけである。わたしは、あなたに真の道を与えたが、あなたは未だにそれを得ていない。あなたは手ぶらである。あなたは、このような生活、つまり豚の生活を続けることを望んでいるのであろうか。このような人々が生きていることの意味は何であろうか。あなたの生活は軽蔑すべきものであり、恥ずべきものであり、あなたはけがれと放蕩の中で暮らし、何も目指す目標がない。あなたの人生は、最も下劣ではなかろうか。あなたは、厚かましくも神を見上げるのであろうか。あなたは、このような経験を続けるならば、得る物は何もないのではないか」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は、わたしの願望と動機をすべて暴き出した。問いかけの一つひとつに、隠れることもできない。振り返ると、自分の信仰は神の祝福を受け取るため。神のために頑張っているから、神から健やかな家庭という祝福を授かると思ってた。家族や友だちの批判に晒されても本分を続けたのはそれが理由。息子の病気が再発すると、神はわたしを試されてる、わたしの信仰を試されてると思った。困難に耐えて神への証しに立つ限り、きっと祝福されて息子は回復するはずだ、と。でも今度の病気はさらにひどいことがわかると、祝福と恵みの望みはすぐに消えた。不公平だと神に文句を言い、責めさえした。本分を尽くすのも嫌になった。でも御言葉の裁きと暴露のおかげで、自分の頑張りはすべて神の祝福を受け取るためだとわかった。神と取引し、神を騙そうとしたの。でも実際には、神は本当に聖く義だと気づいた。神は人の心と思いを見抜かれる。息子の病気の再発で、信仰のそもそもの意図が間違いだとわからなければ、自分の表面的な善行に惑わされ、自分は神に忠実で、証しに立ったと信じてたはず。自分のことがまったくわかってなかった。

その後、この御言葉を読んだ。「人の状態と神に対する人の態度に直面した神は新しい働きを行ない、人が神に対する認識と服従、そして愛と証しをもつことを可能にした。したがって、人は神による精錬、裁き、取り扱い、刈り込みを経験しなければならず、それがなければ神を知ることは決してなく、神を真に愛し、神への証しを行なうこともできない。神による人間の精錬は単に一面的な効果のためでなく、多面的な効果のためである。神はこのような方法でのみ、進んで真理を求める人々の中で精錬の働きを行ない、それによってその人たちの決意と愛を完全にする。進んで真理を求める者、神を切望する者にとって、このような精錬以上に意味のあるもの、大きな支えとなるものはない。つまるところ、神は神なのだから、神の性質が人によってそれほど容易に知られたり、理解されたりすることはない。最終的に、神が人と同じ性質をもつことはあり得ず、したがって人が神の性質を知るのは容易なことではない。真理は人が本質的に有しているものでなく、サタンによって堕落した人々が容易に理解できるものでもない。人には真理がなく、真理を実践する決意もないので、苦しみを受け、精錬されたり裁かれたりすることがなければ、その人の決意が完全なものになることは決してない。すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉を読んでわかった。神は人を試して精錬し、つらい状況で人を清めようとなさってる。サタンによる堕落の真相を掴み、信仰での堕落と不純を認識できるように。そうして初めて真理を求め、清められて変化し、真の信仰と従順を成し遂げられる。最後は神に救っていただけるの。息子の病気の再発は、自分の望む祝福を得るという、わたしの動機を暴いた。振り返ると、わたしは神の祝福を得るため、夢中になってあれこれしてた。熱心にひたすら追求してたけど、その原動力は卑劣な動機。つまり、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」というサタンの害毒。何をするにも自分の利益を第一に考え、望みが砕かれると、神に対抗しようとした。醜い振る舞いだわ。本当に自分勝手で卑劣！　どうして神を信じてるって言える？　神に逆らい、神を騙そうとしてただけ。これに気づいて神の御前でひざまずき、こう祈ったの。「神よ、わたしはずっと祝福を得るという利己的な動機にしがみつき、事あるごとにあなたと取引しようとし、誠実さがありませんでした。本当に自分勝手で卑劣で、人間性がありません！　利己的な動機を捨て、息子をあなたの御手に委ねたいと思います。あなたの望みと計画に従います。決して文句は言いません！」祈り終えると解放感と安らぎを覚えた。

その後、町の外で本分を尽くしてると、夫から電話があったの。息子の腫瘍が広がってるって。頭と背中と首に腫瘍があって、もう手がつけられないと。それを聞いてしばらくショックだった。息子がどれほど苦しんだのか、これからどうなるか、考えるのも嫌。そこで何度も神に呼びかけた。「神よ、今のわたしは無力です。どうかわたしを啓き、御旨をわからせてください」。祈りのあと、この御言葉の1節を読んだ。「人間にとって、神が行なう多くのことは理解しがたいものであり、信じられないことすらあります。神が誰かの指揮をとろうとするとき、その指揮はしばしば人間の観念にそぐわず、理解不能なことがあるものの、その不協和音と理解不能なことこそまさに、人間に対する神の試練なのです。一方、アブラハムは自身の内にある神への従順を示すことができました。そしてそれが、彼が神の要求を満たせたことの最も基本的な条件だったのです。……状況に応じて、神はそれぞれ異なる方法で一人ひとりを試しますが、アブラハムの中に自身の望むものを見、アブラハムの心が真実で、その従順が無条件であることを知りました。この『無条件』こそ、神の望むことでした。人々はしばしば、『わたしはこれを捧げたし、あれを捨てた。なぜ神はそれでもわたしに満足しないのか。なぜ神はわたしを試練に遭わせ続けるのか。どうしてわたしを試み続けるのか』と言います。これは一つの事実を示しています。つまり、神はあなたの心を見ておらず、あなたの心を得ていないということです。言い換えると、アブラハムが刃物を振り上げ自らの手で息子を殺し、神に捧げようとしたほどの誠意を、神はあなたの中に見出していないということです。神はあなたの無条件の従順さを見ておらず、あなたから慰めを得ていません。そうであれば、神があなたを試み続けるのは当然のことです」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。この御言葉をじっくり考えた。独り子を神に捧げたアブラハムは、要求も不満も口にしなかった。我が子は神から授かったのだから、神のお求め通り、お返しするのが正しいと確信してた。それが被造物の持つべき理知。それは彼にとってつらいことだけど、神のお求めに服従できた。刃物を手に我が子を殺そうとしたのも、神への信仰と服従、そして真の試練に耐えられる証し。でもわたしは、神の御旨に従い、息子を神に委ねると言いながら、自分の願望と要求にしがみついた。特に病状が悪化して手の施しようがないと聞き、息子を失う可能性に直面すると、心の中で神に要求した。言葉にはしなくても、息子を治せと心の中で神に求めたの。理知も神への従順さもなかった。事実、息子はわたしの所有物でなく、神から命を授かった。わたしの身体は、息子を産む媒介に過ぎない。息子の一生はずっと前から神に定められているの。生涯でどれほど苦しみ逆境に遭うかは、神がもう定められたのよ。神の采配に従わなければ。そう考えたわたしは神にこう祈った。「神よ、息子はわたしのものではありません。生きようと死のうと、それがあなたの御旨です。わたしはあなたに従い、息子の命をあなたの御手に委ねます。あなたが何を選ばれようと、わたしは逆らいません」。祈ると苦痛が軽くなったわ。あっという間に1ヵ月が過ぎ、集会から帰宅すると、夫から電話があって、息子の腫瘍がすべて消えたと興奮した口調で言われたの。病院のCTスキャンで確認済みだって。それを聞いて興奮のあまり泣きだしてしまい、心の中で何度も言った。「神よ、ありがとうございます！」って。この経験のおかげで、神の偉大な力がわかり、この御言葉を体験できたわ。「生きているものであれ死んでいるものであれ、万物は神の思いによって移ろい、変転し、新しくされ、消滅する。これこそが神が全てのものを統治する方法である」（『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」〔『言葉』第1巻〕）。これは本当に神の力を示していて、神はいともたやすく無から何かを生み出せるの。万事は神の手で指揮されている。心から神に感謝したわ！

1年後、息子の病気が再発し、病院で化学療法を受けてると、夫から連絡があった。それを聞いてまたつらくなったけど、以前の経験を思い出し、今度こそ神の指揮に従おうと思った。すると2週間後に息子は退院し、今でも健康なの。息子の病気のことでわたしが神を責めても、神はわたしの無知を気にせず、むしろ御言葉で啓き、導いてくださった。神の全能と力を認識し、祝福を求めて信仰するという誤った見方を変えるために。これは本当に神の恵み！　全能神に感謝！


72. この私の試練

中国吉林省　衷心

全能神は言われます。「わたしの行いは海岸の砂の粒子より数が多く、わたしの知恵はソロモンの全ての子孫の知恵より偉大であるのに、人はわたしのことをただの医師や人の名もない教師としてしか思っていない。何人もの人たちが、わたしが彼らを癒やすということだけを信じている。何人もの人たちが、わたしが自身の力で彼らの体から汚れた霊を追い出すということだけを信じている。そして何人もの人たちが、わたしから平安と喜びを受け取るということを単に信じている。何人もの人たちが、より多くの物質的富をわたしから要求するために、わたしを信じている。何人もの人たちが、平和にこの人生を生き、またこれから来る世で安全で穏やかに過ごすために、わたしを信じている。何人もの人たちが地獄の苦しみを避け、天国の祝福を受け取るためにわたしを信じている。何人もの人たちが一時的慰めのためだけにわたしを信じ、来世で何かを得ることなど求めずにいる。わたしが激しい怒りを人にもたらし、人が本来持っていたすべての喜びと平安を押収したとき、人は疑い深くなった。わたしが人に地獄の苦しみを与え、天国の祝福を取り戻したとき、人の恥辱は怒りに変わった。人がわたしに癒してくれるように頼んだとき、わたしは彼を気にかけることもせず嫌悪を感じた。人は代わりに邪悪な医術や魔術という方法を求めてわたしから離れた。人がわたしに要求したものすべてを取り除いたとき、人は形跡も残さず消えた。だから、わたしがあまりにも多くの恵みを与え、わたしから得るものがあまりにも多くあるので、人はわたしに信仰を持っていると言おう」（『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」〔『言葉』第1巻〕）。前にこれを読んだ時は、神の御言葉は事実だと言うだけで、心から理解してなかった。何年も神を信仰し、仕事や家族を捨て、自分を費やし、本分のために苦しんだ私は、試練を迎えても、神を責めたり裏切ったりしないと思ってた。でも病の試練を与えられ、神を誤解し、責めたの。祝福されたい、神と取引をしよう、という動機が明るみに出されたわ。その時初めて、人を暴露する神の御言葉を完全に確信し、信仰で求めるものへの見方が変わったの。

2018年7月のある日、左胸に小さく固いしこりがあることに気づいた。あまり気に留めず、抗炎症薬を飲めば消えると思った。でもそれから2カ月で状態は悪化して、寝汗をかき、体力は落ち、しこりの周辺はひどく痛み、どこか悪いのかしらと思ったけど、きっと大したことないと自分を慰めたわ。神を信仰しているし、毎日教会で忙しく本分を尽くしていたから、神が守って下さると思った。でもある夜、鋭い痛みで目が覚めると、胸からは黄色い液体。何かおかしいと確信し、夫と病院へ急ぎ、検査を受けたの。検査の結果は、乳がん。医者の言葉を聞いてドキッとした。「乳がん？　まだ30歳すぎなのに！　どうして？」そして自分に言い聞かせた。「まさか、こんなこと起きるわけない。私は神を信じ、何年も教会で本分を尽くしてきた。神は私を守って下さるわ。医者の誤診よ」。うそであればいいと願った。その日、病院からどうやって帰ったかもわかりません。夫は、ぼうぜんとした私をなぐさめようと、こう言いました。「小さな病院は医者のレベルも低い。誤診かも。大きな病院でもう一度検査しよう」。その言葉に、少し希望を抱きましたが、大病院の医師が下した診断は、やはり乳がんでした。中期から末期の状態なので、入院して化学療法と手術をしないと、命が危ないとも言われた。頭が真っ白になり、心が沈んだ。「一体いくらかかるのかしら？　治療の途中で死んだら？　多額の借金を背負って、家族はどうなるの？」絶望感と無力感に襲われたわ。

最初の化学療法のあとは、体中が痛くて何をする気にもなれず、常にだるく、数日後に薬の効果が消えて、やっと体が回復し始めた。長年神を信じ、本分のために犠牲を払い、自分を費やした。どんなことがあっても常に本分に取り組み、集会にも毎回出席した。問題を抱える兄弟姉妹をいつも助けた。こんなに努力したのに、なぜ神は守って下さらないの？　本分を尽くすこともできず、死に瀕している。神は私を排除したいの？　化学療法はあと5回、そして手術。どうすればいいの？　痛みや苦しみはともかく、もし死んだら、長年の信仰はすべて無駄だということ？　そう考えると涙がこぼれた。数日のあいだ深く苦しみ、御言葉を読んでも心に届かず、祈ることもやめた。魂は暗くなり、神から遠ざかるばかりだった。

ある日、李姉妹が面会に来て、病気の具合を聞いてくれて、深く苦しみ、落ち込む私に交わってくれた。「神は人に病が降りかかることを許します。それは試練です。もっと祈り求めれば、その御旨を理解できるよう神は必ず導いてくださいます……」。「試練」という言葉に心を動かされた。神は私を排除したいのではなく、この試練を経験させたいのでは？　李姉妹が帰った後、私は神の御前に出て祈った。「神よ、病気になってから痛みに苦しむあまり、あなたを誤解し責めました。今日、これがあなたの試練だと姉妹が気づかせてくれた。でもこの状況をどう切り抜ければいいか、まだわかりません。御旨を理解できるようお導き下さい」。

それ以降、毎日神の御前に出てこのように祈りました。ある日、次の御言葉を読みました。「試練に入ることにより、愛も信仰もなく、祈りが欠如し、讃美歌を歌うことができない状態に陥る。そして気付かぬうちに、この真最中に自分自身を知る。神には人間を完全にする手段が多数ある。神はありとあらゆる環境を用いて人間の堕落した性質を取り扱い、様々な物事を用いて人間を暴き出す。神は、ある点に関しては人間を取り扱い、別の点に関しては人間を暴き、また別の点に関しては人間を明らかにし、人間の心の奥にある『奥義』を掘り出して明示し、人間にその数々の状態を明らかにすることにより本性を示す。神が実践的であることを人間が知ることができるように、神は暴露、取り扱い、精錬、刑罰など、様々な手段を通して人間を完全にする」（『神の出現と働き』「実践に集中する者だけが完全にされることができる」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉をよく考えて、ついに神の御旨がわかってきたの。神は人を完全にするために終わりの日に働かれる。そのために神は、あらゆる状況を通して人の堕落した性質を暴く。そして御言葉の裁きと暴きにより、サタン的性質を理解させ、真理を求め実践させ、最終的に堕落した性質を清め、変えさせる。私が病になるのを神が許したのは、私を排除するためでも、故意に傷つけるためでもなく、私を清め、変えるため。神を誤解したり、のたうち回ったりするのではなく、神に従い、病についての真理を求め、自分を振り返り理解しなくては。神の御旨を理解すると、気分の落ち込みや痛みが和らいだわ。私は神に服従の祈りを捧げた。

祈り終えると、次の御言葉が頭に浮かんだのです。「あなたの追求は、ただ快適に暮らすためであり、自分の家族に事故が起こらないこと、風が自分に当たらないこと、顔に砂がかからないこと、……」急いで御言葉の本を調べ、次の一節を見つけました。「あなたは、神への自分の信仰が、どんな困難や患難も、あるいは僅かの苦難も招かないことを望む。あなたは、常にそれらの価値の無いものを追い求め、いのちの価値を全く認めず、自分の途方もない考えを真理よりも優先している。あなたには何の価値も無い。……あなたが追い求めているのは、神を信じた後に平和を得ることができるようになること――つまり、自分の子が病気にかからないこと、自分の夫が良い職に就くこと、自分の息子が良い妻を見つけること、自分の娘がしっかりした夫を見つけること、自分の牛や馬がうまく土地を耕すこと、一年間、作物に適した気候となることなどである。これが、あなたの求めることである。あなたの追求は、ただ快適に暮らすためであり、自分の家族に事故が起こらないこと、風が自分に当たらないこと、顔に砂がかからないこと、家族の作物が洪水に遭わないこと、自分が災害を受けないこと、神に抱かれて生きること、居心地の良い住処で生活することである。常に肉を求める、あなたのような臆病者には、心や霊があるだろうか。……あなたは、このような経験を続けるならば、得る物は何もないのではないか。真の道はあなたに与えられているが、最終的にあなたがそれを得られるかどうかは、あなた個人の追求によって決まる」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉が暴露したのはまさに、信仰により祝福を得たいという私の欲望だった。これまでの信仰を振り返ると、家庭は円満で体も健康で、すべてが順調だった時は、積極的に本分を尽くし、力が無限に湧き出るようだった。でもがんになってからは、消極的になり、神を誤解し、私を守ってくれないことを責めた。これまでの働きを利用して神に反論し、多くの年月を犠牲にしたことを後悔さえした。神を遠ざけ、裏切った状態で生きていたのです。病気になり、精錬と暴露を経験して初めて、自分が本分を尽くし犠牲を払ってきたのは、真理を求めるためでも、被造物の本分を果たすためでもなく、平安と祝福を得るためだと知った。神と取引をし、犠牲を払った見返りに、祝福を受けようとしたの。この世でのすべてと、来世での永遠のいのちを求めた。がんになり、祝福を受けずに死ぬかもしれないと思い、不公平だと神を責めた。人間性のかけらもなかった。これまでの信仰を思うと、神から多くの恵みと祝福を受け、真理により、水と糧を豊富に与えられた。神から多くを与えられたのに、その愛に報いるなんて考えたこともなかった。病気になって、神への服従心が消え、神を誤解し責めた。良心や理知を完全に欠いていたわ。そしてやっとわかった。私が病気になるのを神が許したのは、私の信仰における祝福への動機と、追求への間違った観点を、暴露し清めることで、真理を求め、自らの性質の変化を求めさせるためだと。神の善意を理解した私は、後悔し、自分を責め、静かに決意した。「完治してもしなくても、金輪際神に無理な要求はしない。神の手に生死を委ね、その采配に従う」と。それ以降、心が穏やかになり、不安や苦痛が消え、静かに御言葉を読み、祈り、神を求められたわ。

服従すると決めてからは、化学療法が以前より辛くなくなり、まだ吐き気はするものの、それ以外は正常で、他の患者に驚かれ、羨ましがられたの。これは完全に神の憐れみと庇護だと確信したわ。神に深く感謝した。数回の化学療法のあと、卵サイズの腫瘍が縮み、痛みも和らぎ、体液もにじまなくなった。医師からは、順調に回復していて、この調子でいけば、6回の化学療法のあと、手術は不要かもと言われた。それを聞いてとてもうれしくて、神に感謝し続けた。神への信仰心はますます強くなり、懸命に自分を振り返り、理解しようとすれば、手術なしで完治するのでは、と思った。

3月、最後の化学療法の日。緊張しながらも少し期待していたのに、治療のあとで医師から、やはり手術は必要で、その後化学療法を2周期、そして放射線治療になると言われた。心が深く沈み、頭がぼんやりとしたわ。「なぜなの？　反省すべきことは反省し、理解すべきことは理解した。なぜよくならないの？　大手術を受ければ傷跡も残るし、必要になる化学療法も放射線治療も相当辛い。それにまだ死ぬ可能性もある……」。悲しみにうちひしがれ、体中から力が抜け、理不尽さに涙がこぼれた。手術後の夜、麻酔が切れると、傷口が涙が出るほど痛み、深呼吸もできず、ひどい無力感と理不尽さを覚えました。あまりにも辛すぎる。一体いつまで苦しめばいいの？　苦しみながら、この御言葉を読みました。「すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である。人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する。精錬は人に対する実際の試練の一つであり、実際の鍛錬の一形態であって、精錬のさなかでのみ人の愛はその本質的な機能を果たすことができる」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』）一語一句が心に届き、深く感動したわ。このような精錬により、私は自分を真に理解し、真理を求め、堕落した性質を清め変えられる。それが神の御旨だとわかったの。信仰において祝福を求めてはいけないとは気づいたけど、祝福への動機を完全に捨ててはいなかった。心の奥底に、まだ神への無謀な要求が残っていた。反省し、自分を少し理解したら、神が病気を治して下さると思ってた。反省と自己理解は、個人的な動機に汚され、神と取引しようという気持ちを覆い隠しただけだった。真の意味で悔い改めていなかった。神が私の考えを吟味し、病を使って私を暴露し、さらに反省させ、真に悔い改めさせたのは、私への愛だったのです。その後、神に祈りました。「神よ、今はあなたの御旨がわかります。私個人の選択や要求を捨て、あなたが取り計らった状況で真理を求めたいのです。お導き下さい」。

数日後、この御言葉を読みました。「神を信じ始めるとき、目的も動機も野心もない人がいるでしょうか。一部の人は神の存在を信じ、神が存在するのを見たかもしれませんが、神に対する彼らの信仰にはやはり動機があり、神を信じる究極の目的は祝福と自分の望むものを得ることです。……誰もが心の中で常にそのような計算をし、自分の動機、野心、そして取引を好む心構えにかなう要求を神にします。つまり、人間は心の中で常に神を試み、神に関する計画を絶えず練り、自分個人の結末のために絶えず神に対して弁護を行ない、神からの弁明を引き出そうとし、自分のほしいものを神が与えられるかどうかを見ているのです。人間は神を追い求める一方で、神を神として扱いません。神と取引しようといつも試み、絶えず神に要求しつつ、一つ与えられればその次は十を取れるよう、事あるごとに神に強要さえします。人間は神と取引しようと試みながら、同時に神と口論もし、中には試練が降りかかったり、ある種の状況に置かれたりするとしばしば弱くなり、働きの際に消極的になって怠けるようになり、神に対する不満で一杯になる人さえいます。人は神を信じ始めた時から、神を豊穣の角や万能ナイフのように考え、自分は神に対する最大の債権者だと見なしてきました。それはあたかも、神から祝福と約束を得ようとするのが自分の当然の権利と義務であり、神には人を守って労り、施す責任があると言わんばかりです。神を信じるすべての人にとって、『神を信じる』ということの基本的な理解はそのようなものであり、それが神への信仰の概念に関する最も根深い認識なのです。人間の本性の本質からその主観的な追求に至るまで、神への畏れに関係することは一切ありません。人が神を信じる目的は、神を礼拝することとは何ら関係ないのです。つまり人は、神への信仰には神に対する畏れと神を礼拝することが必要だとは、考えもしないし理解もしないのです。このような状況を考えれば、人間の本質は明らかです。その本質とは何ですか。人間の心は邪悪で、不実と偽りを抱き、公正と義、および肯定的なものを愛さず、卑劣で貪欲だということです。人間はこれ以上神に心を近づけることができません。神に心を捧げてなどいないのです。神が人の本当の心を見たことはなく、人間に礼拝されたこともまったくありません」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。これを読み、とても恥ずかしかった。神の御言葉は、私の真の状態を的確に示したの。何年も神を信仰して、いつも神と取引したい、祝福されたいと思っていた。神を信じ、常に教会で本分を尽くし自分を費やしたのだから、神は私を守り、あらゆる病や災いを遠ざけてくれるはず。それが当然だと思った。自分ががんだと知ったとたん、神に不満を言い、これまでの苦しみと犠牲を盾に、神に意見しようとした。病状が改善すると、口では感謝を述べながら、心ではもっと多くを求めた。これ以上苦しまないよう、病を完治させてほしかった。この無謀な願いがかなえられなかった時、悪魔のような本性が再び頭をもたげ、神を責め、意見しようとした。まさにこの御言葉が示す振る舞いだわ。「人間性が欠如している者は、神を真に愛することができない。状況が安全で平穏な時、あるいは彼らが利益を得られる時は、彼らは神に対して完全に従順であるが、一旦自分の望みが損なわれたり、最終的に否定されたりすると、彼らは直ちに反乱を起こす。ほんのひと晩のうちに、彼らは、にこやかで『心優しい』人間から、醜く残忍な死刑執行人となり、何の根拠も無く、昨日までの恩人を生かしておけない敵として扱う。瞬きもせずに殺しを行うこれらの悪魔らが追放されていないなら、それらは隠れた危険になるのではなかろうか」（『神の出現と働き』「神の働きと人間の実践」〔『言葉』第1巻〕）。心が打ちのめされた。何年も神を信じていたのに、神を崇めず、神に従っていなかった。神を腕のいい医者や避難所のように扱い、自分の目的達成のために利用し、平安な人生と、将来の祝福を得ようとしていた。私の信仰は、厚かましく、打算的で、恵みや祝福を得るために神を利用していたの。神を騙し、抵抗していたに他ならない。自分がいかに利己的で、欺瞞に満ち、人間性を欠き、サタン的性質を生きていたかがわかった。神にどれほど嫌われ、憎まれていたことか！

そして次の御言葉を読んだの。「ヨブは神に取り引きを持ちかけることも、願い事や要求をすることもありませんでした。ヨブが神の名を称えたのは、万物を支配する神の偉大な力と権威のためであり、祝福を得たかどうか、災いに遭ったかどうかに左右されるものではありませんでした。神が人々に祝福をもたらすか、それとも災いをもたらすかに関係なく、神の力と権威は不変であり、ゆえにその人の状況に関係なく神の名は称えられるべきだとヨブは信じていました。人が神に祝福されるのは神の主権のためであり、人に災いが降りかかるのもまた、神の主権のためなのです。神の力と権威は人間に関する一切のことを支配し采配します。人間の運命が流転するのは神の力と権威の現われであり、人がどう見るかにかかわらず、神の名は称えられなければなりません。それが、自らの人生においてヨブが経験し、悟ったことです。ヨブの考えと行ないはすべて神の耳に届き、明らかにされ、重要なものと見なされました。神はヨブのこの認識と、ヨブがそのような心をもつことを大切に思いました。ヨブの心は絶えず神の命令を待っており、そして時間や場所に関係なく、あらゆるところで自分に何が起ころうとも、そのすべてを歓迎しました。ヨブが神に何かを要求することはなく、神から来るすべての采配を待ち、受け入れ、それに向き合い、従うことを自分に課しました。ヨブはそれを自分の本分だと信じていましたが、それこそ神がヨブに望んでいたものです」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。深く感動し、御言葉についてよく考えたわ。神は創造主。人に恵みと祝福、そして裁きと刑罰、試練と精錬を与える。神は私たちを愛しているから、試練を与えるのでは？　神によって、大きな富を与えられたヨブは、神に感謝し称えた。でも物質的な豊かさを求めず、神が全てを奪った時も、このように言って神の御名を称え、試練に耐えた。「われわれは神から幸をうけるのだから、災をも、うけるべきではないか」（ヨブ記 2:10）自分の所有物はすべて神が与えたものであり、与えようと奪おうと神は義であると、ヨブは知っていた。ヨブの信仰は、個人的な動機に汚されず、受けるものが祝福か災いかは考えなかった。神が何をしても、決して不満を言わず、被造物としての立場をわきまえ、神を崇め、神に従った。ヨブの人間性と理知を知り、恥ずかしくなった。私のもつものはすべて、呼吸でさえも、神から与えられたもの。でもそれに少しも感謝せず、病気になった時は神を責めた。良心も理知もなかった！　神を信じながら、神のことも、神の御前での自分の正しい位置も、創造主への服従の仕方も、わかっていなかった。自分の観念と想像で、打算的に神を信仰し、試練に直面すると神に不満を言い、抵抗した。それでも、神の祝福と恵みを求め、神の国に入ろうとした。なんて恥知らずでしょう！　たとえあの時死んだとしても、それは私の反抗心と堕落に対する神の義だった。ヨブの体験に実践の道を見いだしたわ。闘病がどれだけ長引こうとも、完治してもしなくても、神の支配と采配に従うことだけを願う。これが被造物である私がもつべき理知です。そう考えると、とても安心したの。

そしてあっという間に放射線治療の日が来た。他の患者の話では、放射線治療は肉体的に辛く、体がボロボロになり、ずっとめまいや吐き気がし、味覚もなくなる。それを聞いて、この状況から救うよう、また神に要求しそうになった。でもすぐに自分の状態が間違っていると気づき、神に祈ったの。その時、神の御言葉の讃美歌の一部が頭に浮かんだわ。「造られた者として自分を造った主に従うべきである。これは、あなたが元々自分を支配することができず、自分の運命を決める能力も持ち合わせていないからである。あなたは神を信じる者である以上、聖さと変化を追い求めるべきなのである」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』）。この状況を使って神が私を試していること、無理なお願いをして神をこれ以上傷つけるべきでないこと、神の采配に従うべきであることがわかったの。ひとたび神に従うと、毎日放射線治療を受けて、体はあちこち痛かったけど、他の患者がいうほどは辛くなくて、神が私を憐れみ、守っているとわかった。放射線治療の後は、みるみる回復し、見た目も体調もよくなりました。教会の兄弟姉妹にもがん患者には見えないと言われた。そしてしばらくして、再び本分に復帰できたの。この経験を通して、神への信仰心が強まり、本分を尽くす機会を大切に思うようになったわ。

あれからほぼ２年。闘病した10カ月のことを思うたび、まるで昨日のことのように感じます。肉体的には多少苦しかったけど、祝福を望む自分の動機や、求めるものが間違っていたことが分かった。信仰では真理を求め、神に従うべきだと今はわかるわ。祝福を受けようが、災いが降りかかろうが、常に神の指揮、支配、采配に従わなければ。これが、被造物がもつべき理知です。人生がすべて順調だったら、決して理解できなかったでしょう。これは神が私に与えた、いのちの財産です。全能神に感謝！


73. 病を通じて祝福を求める動機が証される

チェンシン　中国

全能神は言われます。「神への信仰において人が求めるのは将来の祝福を得ることであり、それが信仰における目標です。すべての人にこの意図と望みがありますが、人の本性にある堕落は試練を通じて解決されなければなりません。人が清められていない側面がどれであろうと、その側面において精錬されなければなりません。それが神の采配なのです。あなたが自分の堕落を認識できるよう、神はあなたのために環境を整え、そこでの精錬をあなたに強います。最終的に、あなたは死んで企みや欲望を諦め、神の支配と采配に服従したいと思うまでになります。それゆえ、数年間の精錬を受けず、ある程度の苦難を経なければ、人は自身の考えや心における肉の堕落の束縛を捨て去ることが出来ません。あなたはどの側面においてもいまだサタンに束縛され、自分の欲望と要求を抱いていますが、それらの側面において試練を受けなければなりません。教訓は試練を通じてのみ学べるのであって、それは真理を得て、神の意図を理解できるということを意味します。実際、多くの真理はつらい試練を経験することで理解されます。楽な環境にいるときや状況が好都合なとき、神の考えを理解したり、神の全能性と知恵を認識したり、神の義なる性質を正しく理解したりすることは誰にもできません。そのようなことはありえないでしょう」（『終わりの日のキリスト講話集』の「試練のさなかにどう神を満足させるべきか」）。この御言葉を読むと、病を患った経験を思い出します。当時は苦しみ、涙も多く流しましたが、多少の真理を理解するようになり、信仰の中で祝福を求めるのをやめるとともに、この苦しみからいくばくかの教訓を得て、これは神からの祝福でもあるのだと実感したのです。

わたしは2010年に全能神による終わりの日の働きを受け入れました。当時はまだ高校生でしたが、神の御言葉から、人が神によって創られたこと、神を信じて崇めるのは正しい道――最も価値と意義のある道であることを知ったのです。そうして教会の集会に参加し始め、どんな天気でも欠席したことはありません。また、友人や親戚に福音を述べ伝えようと最善を尽くしました。毎日が充実しているように感じ、心も大いに安らいでいました。

一年後、病院で検診を受けたところ、B型肝炎に感染していることがわかりました。医者によると治療は困難で、悪化すれば癌になるとのこと。この突然の病に、わたしは呆然となりました。顔から血の気が引き、両手も震え、自分の未来がいきなり不透明になったように思われました。自宅に戻る途中、わたしはすっかり打ちひしがれ、ひたすら泣きながら自問しました。「どうしてこんな病気になったんだ？　他のみんなのように健康でいられないのはなぜなんだ？」。それまでは、神を信じていれば病から守ってくださると思っていました。神の家で心穏やかに本分を尽くせれば、どんなに素晴らしいか。でも、今の自分は病気で、回復するかどうかもわからず、悪化すれば命さえ危ない。そうした考えにすっかり動揺したわたしは、何度も神の御前に出て祈りました。そして信仰と力を授け、わたしを導いて啓き、この状況をどう乗り切ればよいかがわかるよう、御旨を理解させてくださいと願ったのです。

事情を知った兄弟姉妹は、わたしに支えの手を差し伸べるとともに、神の御言葉の一節を読んでくれました。「病を患ったなら、それは神の愛によるもので、神の善意が必ずその背後にある。体は多少の苦しみに耐えることになるかもしれないが、サタンによる思いは一切抱いてはならない。病気の只中で神を賛美し、賛美の只中で神を楽しみなさい。病気に直面しても気を落とさず、何度も繰り返し求めて諦めることがなければ、神はあなたに光を当てるだろう。ヨブの信仰はどうだったか。全能神は全能の医者なのだ。病の中に留まれば病気になるが、霊の中に留まれば健やかになるのだ。あなたに最後の息があるかぎり、神はあなたを死なせはしない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六章」〔『言葉』第1巻〕）。この一節を読んで、病気が悪化するかどうかは神の手中にあることがわかりました――神はすべてを支配なさるのです！　心配したり悩んだりする必要はまったくありません。病気になった今、自分は心から神にすがり、神のほうを向く必要があります。回復しようとしまいと、神を責めてはならず、神の支配に服従しなければなりません。それ以降は自分の病気について何度も神に祈るとともに、治療を受けることに専念しました。半年後、病院で再度検査を受けたところ、病状は快方に向かっていて今は抑えられているから、もう治療の必要はないと医者に言われました。わたしはそれを聞いて胸が躍り、「神に感謝します！　神に感謝します！」とひたすら言い続けました。神になんと言うべきかはわからないものの、これが神の優しさと祝福であることはわかっていたのです。

2012年、わたしは大学に進学しましたが、キャンパスで福音を伝えたことを報告され、退学の憂き目に遭いました。このころは本当につらい思いをしたものです。大学へ進むため、12年間必死に勉強したのですから。しかしそのとき、受肉した神が真理を表わし、人類を救うべく働きをなさっていることが頭に浮かびました。神を信じ、真理を追い求めて初めて、わたしたちは救われるのです。大災害が間もなく訪れるので、本分を尽くして善行を重ねなければそれに押し流されると、わたしは不安になりました。「大学のことはもういい。全力で真理を追い求め、教会で本分を尽くそう」。数日後、わたしは家を出て、教会で本分を尽くし始めました。どんな本分を割り当てられても、不満を言わず喜んで引き受けました。中国共産党による狂気じみた弾圧と取り締まりに直面し、二度も警察に捕まりそうになりましたが、わたしは一切恐れず、福音を広めて神の証しをし続けました。ひたすら本分を尽くして初めて、自分は神に守っていただけるのであり、それがよき終着点を得る唯一の方法だと思っていたのです。

2015年2月、わたしは町の外へ転属となり、そこで本分を尽くすことになりました。ある日のこと、他の人に感染するのを防ぐため、病院で検査を受けるようにと指導者から言われたのですが、それを聞いてこう思いました。「最後に検査を受けてからほぼ五年経っている。その間に病状が悪化した可能性は否定できない。人に感染させてしまったり、癌になったりしていれば、本分を尽くすのはもう無理だ」。その考えにわたしはすっかり落ち込み、強い不安を覚えました。それに、そんな事態を受け入れるのは無理だとわかっていました。翌日病院へ行ったものの、不安で仕方ありません。「実は癌だったり、人に感染させる可能性があったりすれば、ここで治るだろうか？　無理だったらどうしよう？」。そこで神に祈り、何があろうとそれに従いますと伝えました。しかし医者によると、不整脈があるとのことで、わたしは再び心から不安になり、こう思いました。「これは病気のサインなのか？　そうでなければ、どうして不整脈になるだろう？」。医者の深刻そうな表情を間近で見て、どうやら事態はよくなさそうだと気づきました。医者はそれ以上詳しく語らず、血液を採取した上で、自宅に戻って結果を待つようにと言いました。

検査結果の出る日が近づくにつれ、不安が再び蘇りました。結果が悪かったらどうしようと恐れ、それに耐えられる自信もない。ただ回復することだけを願いました。一週間後、結果を聞きに病院へ赴いたところ、血液中にB型肝炎ウイルスが大量に見られ、急性肝炎になったと医者から言われました。人に感染させる可能性が非常に高く、すぐに治療しなければならないとのこと。わたしは思いました。「もう終わりだ。今後も本分を尽くせるだろうか？　集会に出て教会生活を送れるだろうか？」。家に戻る道すがら、頭の中は病気のことで一杯で、自転車のペダルも重く感じられます。帰宅後、治療についてネットを検索したのですが、急性肝炎によって昏睡状態に陥り、数日以内に死亡する可能性があるという記事が目に入りました。わたしはそれを読んで恐怖を覚え、このように思いました。「自分もそうなるのか？　このような形で死を迎えたら、信仰はそこで終わりじゃないか？　他の兄弟姉妹はみんな健康なのに、どうして自分だけが病気なんだ？　他のみんなとこうも違うのはなぜなんだ？」。こうして他の人たちのことがますます羨ましくなりました。彼らは病気に悩まされておらず、安心して本分を尽くせるし、善行を重ねて神に救っていただける。なのに自分は病気で、再び本分を尽くせるかどうかもわからない。このまま本分を尽くせなければ見捨てられ、災害の中に放り込まれるのだろうか？　自分は信仰のために大学から追い出され、俗世での前途を諦めた。ガールフレンドもいたことがないし、本分を尽くすために家を出た。それでも神がわたしを見捨て、淘汰なさるのなら、長年にわたる信仰の中で捨てたものはみな無駄だったということじゃないか？　いま家に戻れば、きっと共産党に逮捕される。捕らえられ、投獄されるのは間違いない……。このように考えて動揺と落胆が激しくなり、「神よ、あなたはこの病気を用いてわたしを暴き、淘汰なさろうとしているのですか？」と思いました。こぼれ落ちる涙を止めることができず、すっかり弱気になり、本分を尽くす気力も、他のことをする気力もありません。それに食欲さえも一切湧かず、心身ともに疲れ果てていました。苦痛の中、わたしは神の御前に出て祈りました。「全能神よ、わたしは弱り切っていて、心から苦痛を感じています。どうしても自分の前途のことを考えてしまい、自分にはもう終着点がないような気がしています。神よ、わたしがこの病気になったのは、あなたがお許しになったことだというのはわかっています。御旨を理解できるよう、どうかわたしを啓き、お導きください」。

すると、神の御言葉の一節が頭に浮かびました。「すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である。人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。この御言葉を考えるうち、この病気には神の善意があるのだとわかりました。神はこの状況を用いてわたしの堕落を暴き、自分を認識して教訓を学ぶのを助けてくださっているのです。そして、そうした試練がヨブの身に降りかかるのを神がお許しになったことを考えました。ヨブは身体的な苦しみを受けたものの、神は彼の命を奪うためでなく、ヨブの信仰を完全にし、神をよりよく認識できるよう、その苦しみを引き起こしたのです。わたしが病気になるのを神がお許しになったのは、わたしを暴いて淘汰するためでなく、わたしの信仰における汚れを清め、わたしが真に神を愛し、神に従うようにするためです。わたしは神を責めてはならず、自分の信仰の裏にある間違った動機を検証し、どのような形で神に逆らい、抵抗しているのかを考えなければなりません。神の御旨がわかると、ずっと前向きな気持ちになりました。そこで再び神に祈りを唱え、自分の心を静めるとともに、正しい自省をいくらかしました。

そして探求する中で、神のこの御言葉を読んだのです。「何人もの人たちが、わたしが彼らを癒やすということだけを信じている。何人もの人たちが、わたしが自身の力で彼らの体から汚れた霊を追い出すということだけを信じている。そして何人もの人たちが、わたしから平安と喜びを受け取るということを単に信じている。何人もの人たちが、より多くの物質的富をわたしから要求するために、わたしを信じている。何人もの人たちが、平和にこの人生を生き、またこれから来る世で安全で穏やかに過ごすために、わたしを信じている。何人もの人たちが地獄の苦しみを避け、天国の祝福を受け取るためにわたしを信じている。何人もの人たちが一時的慰めのためだけにわたしを信じ、来世で何かを得ることなど求めずにいる。わたしが激しい怒りを人にもたらし、人がかつて持っていたすべての喜びと平安を押収したとき、人は疑い深くなった。わたしが人に地獄の苦しみを与え、天国の祝福を取り戻したとき、人の恥辱は怒りに変わった。人がわたしに癒してくれるように頼んだとき、わたしは彼を気にかけることもせず嫌悪を感じた。人は代わりに邪悪な医術や魔術という方法を求めてわたしから離れた。人がわたしに要求したものすべてを取り除いたとき、誰もが跡形もなく消えた。ゆえに、わたしがあまりにも多くの恵みを与え、わたしから得るものがあまりにも多くあるので、人はわたしに信仰を持っていると言おう」（『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」〔『言葉』第1巻〕）。「人間の神との関係は、むき出しの利己心に過ぎないということである。これは恵みの与え手と受け手の関係である。簡単に言うと、雇われ人と雇い主の関係のようなものである。雇われ人は雇い主から報酬を得るためにだけ働く。このような関係に愛情はなく、取引だけがある。愛し愛される関係はなく、施しと憐れみだけがある。理解はなく、抑圧された憤りと欺きだけがある。親しみはなく、越えられない溝だけがある」（『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を読んで、自分は信仰の中で神を神として扱っていなかったのだとわかりました。神のことを祝福を施す存在だと考えていたのです。そのため病気になったとき、わたしは自分の前途と、回復するかどうかをまず考え、この病気と治療法についてネットで検索し、本分を尽くす気力をすっかり失いました。病気が悪化すると、神は公平でなく、わたしを守らず病気になるのを許したと神を責め、本分を尽くすために勉学と家族、それに青春を諦めたのを後悔すらしました。わたしは自分を省みて、「長年にわたる信仰で、本分を尽くすためにすべてを諦められたのはどうしてだろう？」と考えました。そして、それは自分の観点が間違っていたからだと気づいたのです。神のために犠牲を払い、立派に本分を尽くす限り、神はきっとわたしを祝福し、わたしの病気を癒やし、危険から守ってくださるはず。そうすれば災害を逃れ、死なずに生き延び、よき結末と終着点を得られると考えていたのです。本分を尽くす中で喜んで苦しみ、代価を支払っていたのは、ひとえにそれが理由でした。祝福を得るという動機に突き動かされて、神を信じて本分を尽くしていたのです。病状が深刻になると、祝福を得る希望は消え去り、真理を追い求める決意も本分を尽くす気力も失い、果ては心の中で神と言い争いました。自分は信仰の中で祝福ばかり求めていたのです。病気になったときも、考えるのは自分の前途や利益だけで、神の御旨を求めることはまったくなく、神を責めて誤解し、裏切りさえしました。あまりに利己的で不実です！　そうした自分の考えはどれも、神を傷つけ失望させるものでした。わたしの信仰が被造物の本分を尽くすためでも、真理を追い求めるためでもないということを、事実は示していました。それはただ、穏やかな人生を送り、よき結末と終着点を得るためだったのです。わたしは神と取引し、苦しみと引き換えに将来の報酬と祝福を得ようとしていました。神を利用し、神を騙そうとしていたのではないでしょうか？　パウロは長年にわたって働き、多くの苦しみを受け、最後は殉教者になりましたが、被造物の本分を尽くすために働きをしていたのではありません。それは報いと冠を得るためでした。自分がパウロと同じ道を歩んでいることに、わたしはようやく気づきました。神は聖く義でいらっしゃいます。わたしのように神と取引し、神を騙そうという意図のある人間が、どうして御国に入れるでしょう？　このことを考えるうち、自分がいまこの病気にかかっているのは、祝福を得るという自分の動機を暴いているのだと、ようやく気づきました。それがなければ、自分の信仰の中にある動機や汚れにいまなお一切気づかず、自分がパウロの道、神に断罪される道を歩んでいることも認識していなかったでしょう。そう考えると、この病気にかかっていることに動揺しなくなり、このような形でわたしを暴き、救ってくださっている神に感謝しました。表面上は病気というよくないことであるものの、そこにはわたしに対する神の真の愛と救いが隠れており、神は信仰の正しい道へとわたしを導き、わたしの信仰の中にある汚れを一掃なさっていたのです。

そうしたことを考えながら、わたしは心の中でこう思いました。「神は肉となられ、人類を清めて救うべく真理を表わされている。ご自分のことなど考えずにいのちを授け、見返りに何も求めない」。神の心がいかに美しく、素晴らしいかを実感しました。そして自分を振り返ると、神の恵みと祝福を享受し、神の御言葉によって大いに潤され、糧を施されていたにもかかわらず、神の愛に報いることを一切考えず、本分を尽くす中で神と取引しようと試み、病気になったときは神を責め、誤解していました。そう考えると自分のことがとても恥ずかしくなり、あまりに自分勝手で卑劣な自分を憎みました。神がわたしの心の奥底の考えを絶えず吟味なさっている一方で、サタンはわたしの振るまい方を見ています。サタンの笑いものになるわけにはいきません。神の側に立ち、神の采配に従い、しっかり教訓を学ぶ必要があります。そこで、神にこう祈りました。「神よ、わたしは祝福への願望を捨て、自分の前途についてはもう考えないようにしたいと思います。回復しようとしまいとあなたに従い、あなたの証しに立って、サタンに恥をかかせようと思います」。祈り終えると心がずっと落ち着き、自分のことについてはあまり考えなくなりました。そして、神の御言葉の一節を読みました。「神によって生かされているわたしたちは、しっかり本分を尽くさなければなりません。生きている一日一日が、その日尽くすべき本分です。神の委託を最優先の任務と考え、人生で一番大事なものとして本分を尽くすべきです。本分の完璧な遂行を追い求めていなくても、良心に従って行動し、サタンに狙われ言いがかりをつけられないようにすれば、良心の咎めを感じることなく、神を満足させることができ、何ら後悔することはありません。これが、神の信者が本分に対してとるべき態度です」（『終わりの日のキリスト講話集』の「信仰において正しい軌道へ乗るのに必要な五つの状態」）。回復するかどうかはわからなくても、神から授かった本分を固守することはできます。その後は病気にたじろがず、全身全霊で本分を尽くせるようになりました。

その後、病気を確かめるために再度病院を訪れたところ、わたしの身体に問題はなく、肝機能も正常だと医者から言われました。血液がひどく感染しているものの、その他はすべて大丈夫とのこと。その上で、心配する必要はなく、通常の治療で十分だとその医者は強調しました。医者の言葉を聞いて、わたしは心の中で神に感謝せずにはいられませんでした。わたしに対する神のご慈悲を感じたのです。わたしはあまりに自分勝手かつ卑劣で、利益を得ることしか求めず、多少の本分を尽くすのと引き換えに神から何かを得ようとし、神を騙して嫌悪させましたが、神はわたしの反抗心を見逃してくださいました。御言葉によってわたしを啓いて導き、自分の信仰における間違った動機や見方を認識できるよう、ご自身の働きを経験させてくださったのです。わたしは神の愛の偉大さを実感し、その後は本分を尽くすことに自分のすべてを捧げました。この病気を経ていくらか教訓を学び、背丈も多少は成長したと思っていたのですが、神が再びわたしを試し、暴かれようとは思いもしませんでした。

一ヵ月後、再度病院に行って検査を受けるよう、指導者に言われました。わたしの病気は極めて感染性が高く、他の人たちから離れて暮らさなければならないというのです。わたしはそれを聞いて心から動揺し、巨大な石で胸が押しつぶされるような気がして、心が激しく揺れだしました。「みんなから隔離されてしまえば、集会に出ることも教会生活を送ることもできなくなる。ある日本当に病気になったとして、誰もそれを知らなければ、自分はいったいどうすればいいだろう？　大災害が訪れたとき、兄弟姉妹はみんな集まって交わり、互いに助けて支え合える。でも自分は一人きり。揺るぎなく立てるだろうか？」そう考えれば考えるほど、ますます落ち込みました。すると指導者はわたしと交わった上で、神の支配に従えるようになりなさいと言いました。この状況で神の御旨をもっと求め、またヨブのように、祝福を得ようと艱難に遭おうと神を称えなさいというのです。それを聞いてわたしは感動し、前回の経験を思い出しました。そして、これは神のお許しを得ているのだから、まずは服従すべきだと気づいたのです。その後、わたしは神の御言葉の朗読動画を観ました。全能神は言われます。「ヨブは神に取り引きを持ちかけることも、願い事や要求をすることもありませんでした。彼が神の名を称えたのは、万物を支配する神の偉大な力と権威のためであり、祝福を得たかどうか、災いに遭ったかどうかに左右されるものではありませんでした。神が人々に祝福をもたらすか、それとも災いをもたらすかに関係なく、神の力と権威は不変であり、ゆえにその人の状況に関係なく神の名は称えられるべきだと彼は信じていました。人が神に祝福されるのは神の主権のためであり、人に災いが降りかかるのもまた、神の主権のためなのです。神の力と権威は人間に関する一切のことを支配し采配します。人間の運命が流転するのは神の力と権威の現われであり、人がどう見るかにかかわらず、神の名は称えられなければなりません。それが、自らの人生においてヨブが経験し、悟ったことです。ヨブの考えと行ないはすべて神の耳に届き、明らかにされ、重要なものと見なされました。神はヨブのこの認識と、ヨブがそのような心をもつことを大切に思いました。ヨブの心は絶えず神の命令を待っており、そして時間や場所に関係なく、あらゆるところで自分に何が起ころうとも、そのすべてを歓迎しました。ヨブが神に何かを要求することはなく、神から来るすべての采配を待ち、受け入れ、それに向き合い、従うことを自分に課しました。ヨブはそれを自分の本分だと信じていましたが、それこそ神がヨブに望んでいたものです」（『神を知ることについて』「神の働き、神の性質、そして神自身 II.」〔『言葉』第2巻〕）。この動画を観ていると、自分のことがとても恥ずかしく思えました。ヨブが神の御名を称えたのは決して空虚な言葉でなく、心の底から出た称賛の言葉でした。ヨブは神の権威、全能、そして主権を知っていたので、心の中で神を畏れ、真に神を神として扱うことができました。だからこそ、神の指揮と采配がどのようなものであろうと、不満を言わず要求も一切しなかったのです。ヨブは神と取引しようとせず、祝福を得るか艱難に見舞われるかに関係なく、ひたすら従いました。神への服従を、自分のいのちよりも大事なことと見ていたのです。そこで自分のことを考えました。神と取引しようと何度も試み、あくまで祝福を追い求めていたのはなぜなのか？　それは自分の心に神の居場所がなく、心の中で神を畏れていなかったから。前途と祝福を得ることを重視しすぎ、そのため病気になったときも、神にまったく従わなかった。自分は神の恵みによって多少の祝福を享受でき、神の支配によってこの病がもたらされた。自分が持っているものはすべて神から与えられたものなのだから、神がそのすべてを取り去ったとしても、それは神の義でもある。蟻よりも卑しい自分に、どうして神と言い争う資格があるだろう？　そこでわたしは、あなたの指揮と采配に喜んで従いますと、神に決意しました。みんなから隔離されてもそれでいい。神がわたしをどこに置こうと、たとえ患難が我が身に降りかかっても、文句は言うまい。どこにいても本分を尽くし、神の愛に報いよう。その後、検査を受けに病院へ行きましたが、道中は多少緊張していました。そこで、心の中で神に祈り、御言葉を考え続けました。すると、病院に向かう自転車のペダルも軽く感じられます。病院に着くと医者からこう言われました。「おめでとう！　先月の血液検査では、1ミリリットルあたり17億のウイルスが存在していたが、いまでは56万に減っていて、感染力もさほどない」。その上で、わずか一ヵ月でここまで減少したのがいかに素晴らしいことかを説明してくれました。わたしはそれを聞いて、神への感謝で一杯でした。神がわたしのすぐ横にいらっしゃり、万事を支配し采配なさっている。本当に不思議で実践的です！

この病を経たおかげで、祝福への願望と自分の卑劣な動機がはっきりしました。そして、追求に関する自分の間違った見方と、堕落した性質について多少認識しました。また、神の主権についても実践的に理解できました。これはひとえに、裁きと刑罰を経験したおかげです。いまでは、いつになったら肝炎ウイルスが完全になくなるのかと考えることもありません。神の指揮と采配に従い、この状況の中で自分の本分を立派に尽くそうと思うばかりです。神に感謝します！


74. 病気の中で得た収穫

チャンリー　中国

2007年はわたしの人生の大きなターニングポイントになりました。その年、夫が交通事故に巻き込まれ、寝たきりになってしまったのです。二人の子どもはまだ幼く、家族にとって大変な時期でした。わたしも本当につらい思いをし、この先どうすればいいか見当もつかなかったのですが、そのとき、全能神による終わりの日の働きを受け入れました。神の御言葉を読むことで、人のいのちは神のおかげであり、また人の運命は神の手中にあるので、よき運命を得るには神を崇めて信じなければならないことがわかり、頼れるものを見つけたと感じました。それ以降、わたしは定期的に集会に参加するようになり、子どもと一緒に神の御言葉を読んで祈りました。そして間もなく、教会で本分を尽くすようになりました。

その後、わたしは教会指導者に選ばれたのですが、神の恵みに感謝してこう思いました。「信仰の道に入ったばかりなのに、教会指導者に選ばれた。自分は真理の追求に優れているに違いない。しっかり本分を尽くし、必要なことは何でもしよう。そうすればきっと救われるはず」。そう考えると本分への意欲が湧き、福音を宣べ伝えて本分を尽くすことに時間の大半を費やすようになりました。友人や親族はわたしの信仰に反対し、近所の人たちもわたしを中傷したり嘲ったりして、それで少し弱気になりましたが、本分から退くことはありませんでした。夫も神による終わりの日の働きを受け入れ、やがて本分を尽くすようになり、わたしは心から喜びました。「しっかり本分を尽くして神のために犠牲を払う限り、わたしたちはきっと神に祝福していただける」。特に兄弟姉妹から、あなたは苦しんで代価を払っていますねとか、あなたはきっと救われますよなどと言われると、本当に嬉しくなり、神のために努力する意欲がさらに湧きました。

2012年のある日、胸にしこりができて少し痛むので、これは深刻なのかしらと不安になりましたが、こう考え直しました。「いえ、そんなはずはない。わたしは毎日、教会で本分を尽くしてる。神のために本物の犠牲を払っている人に対し、神がそんなことをなさるはずはない。神のご加護があれば、深刻な病気になんてならないわ」。そう考えると不安は消し飛び、その後も変わらず本分を尽くし続けました。2013年に入り、中国共産党による信者への迫害がますますひどくなりました。地元では、夫もわたしも福音を宣べ伝えていることで有名で、常に逮捕される危険に晒されていたので、引き続き本分を尽くせるよう、自宅を離れて遠くに引っ越しました。その後、胸のしこりが大きくなり、これは何かの病気ではないかと心配になったのですが、これまで何年も深刻なことは起きていないし、神はきっとわたしを守ってくださっているはず、と考えました。しっかり本分を尽くしてさらに犠牲を払う限り、神はきっとわたしを憐れんでくださるから、深刻な病気になるわけがない。

2018年、わたしは体調を崩し、夫に連れられ病院へ行きました。すると医者から、胸のしこりがガチョウの卵ほどの大きさになっていて、これはよくない兆候だと言われました。けれど、すぐに手術するのはとてもリスクが高く、まずは化学療法を行ない、手術する前にしこりを小さくしようというのです。「よくない兆候」や「化学療法」という言葉を聞いて、わたしはパニックになりました。「化学療法を受けるのは癌になった人だけ。わたしも癌ってこと？　こんなに若いのに、死んでしまうの？」。とても信じられません。わたしは廊下の長椅子にどさりと座り、激しく泣き出しました。

すると夫はわたしを慰めようと、「検査はこれが初回だし、正しいとは限らない。明日別の病院に行って、もう一度検査を受けてみよう」と言いました。

翌日、わたしたちは違う病院を訪れ、そこでわたしは生体検査を受けたのですが、医者は夫にこう告げました。「奥さんの状態は深刻で、癌の可能性があります。ぐずぐずしてはいられません。二日以内に手術しなければ」。

それを聞かされたわたしはすっかり力が脱けてしまい、心臓が凍りつくように感じました。「本当に癌なの？　癌だったら死んでしまう！　どうしてわたしがこんな目に遭わなければならないの？」。ですが、こう思い直しました。「そんなはずはない。信者になってからというもの、わたしはいつも本分を尽くし、犠牲を払い、苦しんで代価を支払ってきた。他人の中傷や誹謗にも、共産党の迫害や追跡にも耐えてきたし、何があっても本分を尽くし続けた。どうして癌なんかに？　救われて天国に入る希望がなくなったの？　長年の犠牲がすべて無駄になってしまったの？」わたしはひどく動揺していました。

その夜はベッドに入っても寝返りを打つばかりで、一睡もできませんでした。どういうことなのか、まったくわかりません。これほど自分を費やしてきたのに、いったいどうしてこんな病気に？　神はどうしてわたしを守ってくださらなかったの？　そして、二日以内に手術を受けなければならないことが頭をよぎりました。成功するかどうか、見当もつかない……わたしはつらくて仕方なくなってしまい、無言で神に祈りました。「神よ、わたしはいま、とてもつらい思いをしています。この状況をどう切り抜けるべきか、わかりません。どうかわたしを啓き、お導きください……」。祈りのあと、人間に対する神の最後の要求11箇条の中から、これを読みました。「5. あなたがわたしに対して常に忠実で、わたしを非常に愛してきたにもかかわらず、病や貧窮の苦しみを受けたり、友人や親戚に見捨てられたり、その他の人生における不幸に見舞われたとしたら、それでもわたしに対する忠誠や愛が続くだろうか。6. あなたが心に思い描いてきた物事が、一つもわたしの行ったことと一致しないとしたら、あなたはどのように将来の道を歩むだろうか。7. あなたが望むものを一切受け取れなかったとしても、引き続きわたしに付き従うか」（『神の出現と働き』「極めて深刻な問題――裏切り（２）」〔『言葉』第1巻〕）。これらの要求を考えるうちに、わたしは気づきました。この病気はわたしに対する神の試験であり、わたしが心から神に忠実で、真に神を愛しているかどうかを確かめようとなさっているのだ、と。そして、ヨブが試練を受けたときのことを考えました。ヨブは財産と子どもたちを失い、全身が腫れ物で覆われました。神の御旨こそわからなかったものの、彼は神を責めるよりも自分を呪うほうを選び、ヤーウェ神の御名を称えました。ヨブは神への信仰を守り、従順であり続け、サタンの前で神の証しに立ったのです。一方のわたしは長年神を信じ、神の御言葉による糧をあれほど享受していながら、神の働きをまったく理解していませんでした。癌だとわかったときも、自分は救われず、天国の祝福を享受することもないなどと考え、神を誤解して責めました。長年にわたって神を信じ、これほど多くの犠牲を払ってきたのだから、神はきっとわたしが病気になるのを防いでくださると思っていたのです。神に暴かれて初めて、自分の犠牲はどれも、神の御旨への配慮からなされたものでも、あるいは真理を実践して神に満足いただくためになされたものでもないことがわかりました。それらは祝福を得て天国に入るため――わたしは神と取引していたのです。神に対するわたしのいわゆる忠誠心と愛は、まったくの作り話でした。誠実さのかけらもありません。わたしは神を本当に傷つけ、失望させてしまったのです。

その後、この神の御言葉を読みました。「すべての人間の中で、誰が全能者の目に見守られていないのか。誰が全能者の定めの中で生きていないのか。人間の生死は自分の選択で生じるものなのか。人間は自分の運命を左右できるのか。多くの人は死を求める。しかし、それは彼らからは遠い。多くの人は人生において強くありたいと願い、死を恐れる。しかし、彼らの知らないところで死の時は近づいてきて、彼らを死の淵に陥れる。多くの人は空を見て、深い溜め息をつく。多くの人は激しく叫び、泣いて嘆きの声を上げる。多くの人は試練の中に倒れ、多くの人は誘惑に囚われる。わたしは姿を現して人間にはっきり見られるようにはしないが、多くの人はわたしの顔を見ることを恐れ、わたしが彼らを打ち倒すのではないか、彼らを消し去るのではないかとひどく恐れる。人間はほんとうにわたしを知っているのか、知らないのか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉から、人の肉体と魂は神に由来するのだとわかりました。生死は神の手中にあり、わたしたちに決定権はありません。わたしたちは被造物として、神の采配に従う必要があります。これに気づいたわたしは、死がそれほど怖くなくなり、静かに決意しました。「手術の結果がどうであろうと、生きようと死のうと、自分のいのちを神に委ね、神の支配に従おう」。

ひとたび服従すると、心の中に安心感が押し寄せてきました。手術室へと運ばれる中、わたしはひたすら祈りました。その後、手術は成功したと医者に言われましたが、今後の推移を確かめるために、除去したしこりを検査する必要があるとのことでした。わたしはそれを聞いて、「手術が成功したのは神が守ってくださったおかげだわ」と思いました。手術を終えた他の患者は弱り果て、取り乱しているのに、自分は弱っておらず、元気もある。また病棟の他の患者からも、とても手術を受けたようには見えないと言われました。その言葉に、わたしは心の中でひたすら神に感謝しつつ、同時にこう思いました。「胸のしこりに気づいたのは6年前。これが癌だったら、ずっと以前に悪化していたはず。でもその間ずっと、体調が悪くなることはなかった。たぶん癌ではないのかも。それに癌だとしても、神は全能でいらっしゃるから、何も問題が起きないようにしてくださる」。以前、わたしはある兄弟姉妹の話を聞いたことがあります。彼らは日頃から神にすがっていたのですが、重い病気になったとき、神の不思議な御業を目の当たりにしたというのです。わたしも神のためにいつも犠牲を払ってきたのだから、神はきっとわたしを守ってくださるはず。

三日後、わたしは希望を胸に検査結果を聞きに行きましたが、その希望は絶望へと変わりました。本当に癌だというのです。

わたしは身動きせずにじっと座り、検査結果を見つめたあと、涙をこぼしながらそれを読みました。かなり経ってからようやく落ち着き、こう考えました。「神はこの病気をお使いになって、わたしを暴いて淘汰なさろうとしているの？　神に奉仕する資格はもうないということ？　自分は長年神を信じて犠牲を払い、風雨の中でも福音を宣べ伝えた。神はそれを覚えていらっしゃらないの？　これで神への信仰が終わってしまうの？」。わたしはますます動揺し、気力も完全になくなりました。

その後は食欲はおろか、話す気力さえありませんでした。栄養を補給してもっと運動するようにと医者は言うのですが、わたしはこう考えていました。「死刑宣告を受け取ったのよ。栄養補給や運動に何の意味があるの？　とにかく、いずれ死ぬんだから」。そして絶望のあまり、こう思わずにはいられません。「信仰の道へ入る前に病気になったものの、神を信じ始めて快方に向かった兄弟姉妹が大勢いる。でもわたしは、神への信仰を見つけからというもの、毎日本分を尽くしてきた。どうして癌なんかに？　これまで、犠牲を払うのは救いを受けるための切符と思っていたけれど、いまでは救われないだけでなく、癌で死のうとしている」。神への非難と誤解が、とめどなくあふれ出てきました。絶望の中、わたしは涙ながらに神に語りかけました。「神よ、わたしは本当につらいです。病気になってしまい、あなたの御旨がわからずにいます。御旨を理解できるよう、どうかわたしを啓き、お導きください」。

その後、神のこの御言葉を読んだのです。「すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である。人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する。精錬は人に対する実際の試練の一つであり、実際の鍛錬の一形態であって、精錬のさなかでのみ人の愛はその本質的な機能を果たすことができる」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉のおかげで、神の御旨がわかりました。神は病を用いることで、わたしの内なる堕落、反抗心、そして汚れた動機を暴き出し、わたしが自己認識して堕落を捨て去り、神による救いを得られるようにしてくださっているのです。しかしわたしは、神はわたしのいのちを奪って淘汰なさろうとしていると思い込み、神を誤解して責め、すっかり諦めて絶望に陥りました。自分の犠牲に値段をつけ、それを自分の手柄にして神と言い争い、果ては自分の死を利用して神と争おうとしました。良心をすっかり失っていたのです！　神への申し訳なさを強く感じたわたしは、神の御前に出て祈り、病気になったときに服従できず、それどころか神を誤解して責めた理由を見つけようとしました。

そして、この神の御言葉を読みました。「何人もの人たちが、わたしが彼らを癒やすということだけを信じている。何人もの人たちが、わたしが自身の力で彼らの体から汚れた霊を追い出すということだけを信じている。そして何人もの人たちが、わたしから平安と喜びを受け取るということを単に信じている。何人もの人たちが、より多くの物質的富をわたしから要求するために、わたしを信じている。何人もの人たちが、平和にこの人生を生き、またこれから来る世で安全で穏やかに過ごすために、わたしを信じている。何人もの人たちが地獄の苦しみを避け、天国の祝福を受け取るためにわたしを信じている。何人もの人たちが一時的慰めのためだけにわたしを信じ、来世で何かを得ることなど求めずにいる。わたしが激しい怒りを人にもたらし、人がかつて持っていたすべての喜びと平安を押収したとき、人は疑い深くなった。わたしが人に地獄の苦しみを与え、天国の祝福を取り戻したとき、人の恥辱は怒りに変わった。人がわたしに癒してくれるように頼んだとき、わたしは彼を気にかけることもせず嫌悪を感じた。人は代わりに邪悪な医術や魔術という方法を求めてわたしから離れた。人がわたしに要求したものすべてを取り除いたとき、誰もが跡形もなく消えた。ゆえに、わたしがあまりにも多くの恵みを与え、わたしから得るものがあまりにも多くあるので、人はわたしに信仰を持っていると言おう」（『神の出現と働き』「あなたは信仰について何を知っているか」〔『言葉』第1巻〕）。「そうした人々は、神に付き従うことにおいて、ただ一つの単純な目的しか持っていない。その目的とは祝福を受けることである。このような者たちは、その目的に直接関係しないその他一切のことに、わざわざ注意を払うことができない。彼らにとって、神を信じて祝福を受け取ること以上に正当な目標はなく、それがまさに彼らの信仰の価値なのである。その目的に貢献しなければ、彼らはそれにまったく心を動かされない。今日神を信じている人のほとんどは、そういう状態である。そのような者たちの目的や意図は、もっともらしく見える。神を信じ、また神のために費やし、神に身を捧げ、本分を尽くすからである。青春を犠牲にし、家族と職を捨て、故郷から遠く離れて何年も懸命に働くことさえある。最終的な目標のために自分の関心のありどころを変え、人生観を変え、求める方向までも変える。しかし、神を信仰する目的を変えることはできない。彼らは自分自身の理想を管理するために駆け回る。どんなに道が遠くとも、途中でどんな困難や障害に遭おうとも、頑張り抜いて死をも恐れない。彼らはどんな力に突き動かされて、そのような形で献身を続けるのか。彼らの良心だろうか。偉大で高潔な人格だろうか。最後の最後まで悪の力と戦おうとする決意だろうか。報いを求めずに神を証しするという信念だろうか。神の旨を実現させるためならすべてを喜んで捨てるという忠誠心だろうか。それとも、途方もない個人的欲求を一貫して放棄する奉仕の精神だろうか。神の経営の働きを理解していない人がそれほど多くを捧げるというのは、ただただ奇跡である。ここでは、そうした人がどれほど多くを捧げてきたかは語らずにおこう。しかしながら、彼らの振る舞いは分析するだけの価値が十分にある。彼らと密接に関わりのある恩恵とは別に、神を理解しない人がそれほどまでに神のために捧げる理由が他に何かあるだろうか。このことの中に、これまで認識されていなかった問題が見つかる。つまり、人間の神との関係は、むき出しの利己心に過ぎないということである。これは恵みの与え手と受け手の関係である。簡単に言うと、雇われ人と雇い主の関係のようなものである。雇われ人は雇い主から報酬を得るためにだけ働く。このような関係に愛情はなく、取引だけがある。愛し愛される関係はなく、施しと憐れみだけがある。理解はなく、抑圧された憤りと欺きだけがある。親しみはなく、越えられない溝だけがある。物事がこういう状態に至った今、誰がこの趨勢を元に戻せるだろうか。この関係がいかに絶望的なものになったかを、どれほどの人が本当に理解できるだろうか。祝福を受ける喜びの中に浸っているとき、神とのそうした関係が、ばつの悪い、見苦しいものであるとは誰も想像できないはずである」（『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉が剣のように心を突き刺し、わたしは心底恥ずかしくなりました。神が言われる通り、わたしの信仰の裏にある動機は、将来の祝福を得るためではなかったでしょうか？　表向きはどれほど犠牲を払っているように見えても、単に神と取引していただけで、それはひとえに祝福のため。心から神に従っておらず、被造物の本分を尽くしてもいない。信仰の道に入ってすぐのころ、自分が災害に見舞われることはなく、祝福されて神の御国に入れると、わたしは思っていました。そのため自分のすべてをなげうち、何があっても本分を尽くしました。子どもたちを学校に送り迎えする時間もなかったほどです。他人に誹謗中傷され、共産党に追われて迫害されても、本分が妨げられることはありませんでした。そのため、自分は神に忠実で、神はきっとわたしを称え、祝福してくださるはずだと思い込んでいたのです。ところが癌だと判明すると、じぶんはもう終わりだとか、天国に入る夢も泡と消えてしまったなどと思いました。そうして誤解と非難の気持ちで一杯になり、神と言い争ったあげく、自分の死を利用して神と争おうとしました。事実を突きつけられたわたしは、自分が本分を尽くして苦しみ、自身を費やしていたのはすべて、その見返りによき終着点を得るためだったのだと気づきました。わたしと神との関係はまさに、「雇われ人と雇い主の関係」だったのです。代価を支払うたびに報いを求め、真に神を愛してなどいませんでした。神を利用し、騙そうとしていたのです。信仰に対する見方がそのようであれば、神はわたしを憎んで忌み嫌うより他ありません。神がこの病気を使ってわたしを目覚めさせていなければ、わたしは相変わらず間違った信仰観にしがみつき、神はしまいにわたしを見捨て、淘汰されていたでしょう。これに気づいたわたしは、後悔と自責の念で一杯になり、ひざまずいて神に祈りました。「神よ、あなたがこの病を通じてわたしを暴いていなければ、わたしは自分の間違った信仰観を認識していなかったはずです。御言葉の裁きと啓示のおかげで、わたしの霊が目覚めました。間違った動機を正し、祝福への願望を捨てたいと思います。病気が治ろうと治るまいと、生きようと死のうと、あなたに従ってまいります」。祈り終えると心がずっと安らぎ、状態もかなりよくなりました。それ以降は運動と栄養補給を続け、健康状態も日々改善していき、程なく退院できました。

家に戻ると、夫と子どもたちが福音を宣べ伝え、本分を尽くしに出かける一方、わたしはベッドに横たわるより他になく、本分を尽くすこともできず、そのため少し落ち込みました。いつ完全に治癒するのか、再び本分を尽くせるようになるのかわからない。本分を尽くせなければ、自分はただの重荷じゃない？　そうなれば、どうして救われるだろう？　このように考えていたところ、祝福への願望がまたも醜い頭をもたげてきたことに気づいたので、急いで神に祈り、御言葉のこの文章を読みました。「堕落した人類は誰もが自分のために生きています。『己を怠る者は天罰を受け、地が滅ぼす』。この言葉が人の本性を要約しています。人は自分自身のために神を信じています。神のために何かを捨て自分自身を費やすのは祝福を得るためであり、神に忠実なのは、報いを受けるためです。要するに、何もかも祝福され、報いを受け、天国に入る目的で行なわれるのです。社会では、人は自分の利益のために働き、神の家では祝福を得るために本分を尽くします。人がどんなものでも捨て、多くの苦しみに耐えられるのは、祝福を得るためです。人のサタン的本性について、これ以上によい証拠はありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「外面的な変化と性質の変化の違い」）。神を信じる中で神と取引し、物事が思い通りに行かないと神に逆らい、抵抗していたのは、ありとあらゆるサタンの害毒がわたしを支配していたからだと、御言葉のおかげでわかりました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」や「利成らずば早起きは無駄」といったサタンの哲学で生きていたのです。わたしの行ないはすべて自分のため、自分に利益をもたらすためでした。あまりに利己的で不実です。信仰においてさえも、苦労して忙しくしてきたのは、祝福と報いを得るためで、真理を追い求めたり、性質を変えたりすることにはまったく集中していませんでした。望んでいた祝福が得られないと、自分のサタン的本性が噴き出し、神を誤解して責め、神のために行なってきたことを悔やみました。パウロは主のために働き、多くの苦しみを受けましたが、真理への愛がなく、神を知ることや性質を変えることを求めませんでした。苦しみと犠牲の見返りとして、義の冠を欲するばかりだったのです。結局、彼のサタン的性質は変化せず、傲慢さのために理知を残らず失い、自分こそがキリストだと証しして人々を自分の前に連れ出しました。それは神の性質に背くことであり、パウロはそのために永遠の懲罰を受けました。わたしも、このままサタンの害毒で生き続ければ、最後はパウロのようになるだけだということはわかっていました。神に逆らったせいで、きっと神に懲罰されます。祝福を求めて真理を追い求めないことがいかに危険かがわかり、わたしは心から神に感謝しました。信仰での追求に関するわたしの間違った観点を理解させ、神に逆らう道を歩んでいることをわからせるために、神はありがたくもこの病気を用いることで、反省して自己認識する機会をわたしにくださったのです。

その後、この神の御言葉を読みました。「神は永遠に至高かつ尊厳ある方であり、一方人間は永遠に下劣で、価値もない。これは、神が永遠に犠牲を払い、人類のために自身を捧げているからである。しかし人は、いつも自分の為に得る努力しかしない。神は人類の生存のために永遠に労苦しているが、人が光や義に寄与することは全くない。人が一時期働いたとしても、それは一回の打撃にも耐えることができない。人の働きは常に自分のためであって、他の人のためではないからである。人は常に利己的であるが、神は永遠に無私無欲である。神は公正なもの、良いもの、そして美しいもの全ての源であるが、人は醜いものと邪悪なもの全てを継承し、表現する者である。神が自身の義と美しさの本質を変えることは決してないが、人はいかなる時や状況においても、義を裏切り、神から遠く離れてしまう可能性がある」（『神の出現と働き』「神の性質を理解することは極めて重要である」〔『言葉』第1巻〕）。わたしは大いに感動しながらこの御言葉をじっくり考えました。サタンによって深く堕落させられた人類を救われるべく、神は血のにじむような犠牲を払われた。二千年前、神は人類を贖うために、ユダヤの地で初めて肉となられ、嘲りや中傷に耐え、ユダヤ教の信者に迫害され、虐待された。最後は十字架にかけられ、それによって贖いの働きを成し遂げられた。そして今日、人類を永遠に清めて救うべく、神は中国の地で再び肉となられた。共産党に追われて迫害される中、隠れる場所も安らぐ場所もないだけでなく、わたしたち信者による誤解、非難、不服従、そして抵抗に耐えなければならない。それでも神はひたすら人類を救おうとされ、わたしたちのためにできることを静かになさって、何も見返りをお求めにならない。ところがわたしは本分で犠牲を払いつつ、その見返りに祝福と終着点を期待し、良心に反して神と取引した。あまりに利己的で不実です！　とても真の信者とは言えません。これに気づいたわたしは神の御前に出て、悔い改めようと祈りました。

そしてある日のデボーションで、この御言葉を読みました。「神への真の信仰とは、神はすべてのことに支配権を持つという信念に基づいて神の言葉と働きを経験することを意味する。堕落した性質から解放され、神の望みに応じ、神を知ることができる。そのような道程を経てのみ、神を信じていると言える」（『神の出現と働き』「序文」〔『言葉』第1巻〕）。「神を信じる目的は、神を満足させ、神が求める性質を生きることで、神の業と栄光がこの無価値な人々の集団を通じて示されるようにすることである。これが神を信じる正しい観点であり、あなたが追求すべき目標でもある。あなたは神を信じることについて正しい観点をもち、神の言葉を得ることを求めなければならない。神の言葉を飲み食いし、真理を生きられるようにならなければならず、とりわけ神の実際の業、全宇宙を通じて為される神の素晴らしい業、そして、神が肉において行なう実践的な働きを見られるようになる必要がある。人は実際の経験を通じ、神が自分にどう働きを行なうのか、自分に対する神の旨が何かを理解することができる。それはどれも、人々の堕落したサタン的性質を排除するのが目的である。自分の中にある汚れと不義を一掃し、誤った意図を取り除き、神に対する真の信仰を育んだ後、真の信仰をもつことでのみ、あなたは神を真に愛することができる」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。わたしたちが信仰で追い求めるべき正しい目標を、神の御言葉は示しています。わたしたちが経験の中でいかに懲らしめられようとも、神はとりわけわたしたちを清めて救うために、すべてを采配なさいます。わたしは受容と服従の心でそのすべてに向き合い、状況に応じた真理を求めて堕落した性質を解消し、何事においても神に満足いただき、神の愛に報いる必要があるのだとわかりました。正しい追求はこれしかありません。そこで、祝福を求めて神と取引するのはもうやめよう、病気が今後どのような経過を辿ろうと、最後の一息まで神を崇めようと決意しました。神が本分を尽くす機会を再び与えてくださっても、祝福を求めて神と取引しない。本分を尽くす中でひたすら真理を追求し、性質の変化を求めよう。

それから程なくして、神はわたしに試験を課しました。

ある日のこと、教会の集会から戻ってきた娘がこう言うのです。信者を潤しているワン姉妹が警察に尾行されているものの、代わりとなる人物がまだ見つかっていないと。そして、教会の中でその仕事を引き受けられるのは誰かと訊きました。わたしは以前にその本分を尽くしたことがあり、よく知っていたので、自分が適任だと思いました。しかし、手術を受けてからまだ20日ほどしか経っていないことが脳裏をよぎりました。傷口はまだ完全に癒えておらず、天候も暑くなりつつある。また傷口は、自宅で一日何度か洗浄する必要がある。この本分を引き受け、傷口を洗浄する暇もないほど忙しくなれば、炎症を引き起こすかもしれない。腕の自由もまだ完全には利かず、電動スクーターで毎日駆け回れば、傷も治らないし、そうなれば本当に病気になってしまう。こうした状況でその本分を引き受けたら、きっと健康が損なわれる。しかしそこで、わたしはこう考えました。「この本分にふさわしい人はまだ見つかっていない。わたしが引き受けなければ、神の家の働きが後退することにならないかしら？　わたしはどうすればいいの？」すると、神の御言葉の一節が頭に浮かびました。「神への信仰と真理の追求において、次のように言えるとします。『どんな病気や不愉快な出来事であろうと、それがわたしに起こることを神が許すのなら、たとえ神が何をしようとも、わたしは服従し、被造物としての位置にとどまらなければならない。まず何よりも真理のこの側面、つまり服従を実践、遂行し、神への服従という現実を生きなければならない。さらに、神から託されたことや、尽くすべき本分を脇にのけてはならない。たとえ最後の一息になっても、本分を固守しなければならない』。これが証しをするということではありませんか」（『終わりの日のキリスト講話集』の「真理を常々熟考すれば道が得られる」）。神の御言葉はわたしに実践の道を授けてくれました。傷口はまだ完全には癒えていないものの、利己的で下劣になり、自分のことばかり考えて神の家のことを考えないなんてもう駄目。自分は長年にわたり、祝福を求めて本分を尽くし、神と取引してきた。神の御旨に配慮することも、神に満足いただこうと何かをすることもなかった。神には本当に借りがある！　この本分を尽くす人が今すぐ必要だし、自分はそうしたいと望んでいる。自分の健康がどうなろうと、神に安らぎをもたらせればそれでいい。神の御言葉に導かれたおかげで、わたしが病気に束縛されることはもはやなく、自ら志願してその本分を引き受けました。

その本分に自分のすべてをつぎ込むと、神の不思議な加護を目にしました。一週間後、傷口は悪化するどころか、完全に治癒していたのです。医者はこう言いました。「こうした手術の後では、腕にリンパ浮腫が発生するのが普通で、回復してから一ヵ月以上経っても、化学療法が必要になる」。しかしわたしの場合、その本分を始めてからというもの、傷口の痛みがなくなり、腕にリンパ浮腫が発生することも、化学療法を受ける必要もありませんでした。いまでは手術から一年以上経過していますが、身体は健康そのものです。神の不思議な御業に感謝します。この神の御言葉を、わたしは自ら経験したのですから。「生きているものであれ死んでいるものであれ、万物は神の思いによって移ろい、変転し、新しくされ、消滅する。これこそが神が全てのものを統治する方法である」（『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」〔『言葉』第1巻〕）。ひとたび無理な要求を捨てて神と取引するのをやめたわたしは、神の権威と支配がわかるとともに、神の不思議な御業を目の当たりにしたのです！

この病気による試練は、表面上は災難のように見えましたが、そこには神の愛が隠されていました。わたしは神の御言葉による啓きと導きのおかげで、祝福を得る動機と自分の不純を多少認識できました。また神への服従も強まり、病気を経験したのは神からの祝福であって、それはわたしを清めて変えるためだということが本当にわかりました。神の救いに感謝します！


75. 肝臓癌になったことから学んだ教訓

リ・ヨン　中国

わたしはクリスチャンになったあと、中国共産党によって何度か逮捕されましたが、決して主を裏切りませんでした。数年前に全能神による終わりの日の働きを受け入れ、それからは雨の日も晴れの日も、ひたすら熱心に福音を宣べ伝え、自分の本分を尽くしました。どんな苦難に遭おうと、自分は常に神に忠実だと思っていましたが、命の危険が伴う病気に苦しんで初めて、自分の信仰には祝福を得るという動機があったことを多少認識したのです。

2014年10月のある日、交わりを終えて自宅に戻ろうとしたところ、手足の力が抜け、足元がふらつきました。最初は単なる身体の不調のせいで、薬を飲めば大丈夫だと思い、さほど心配しませんでした。しかししばらくすると、両耳、指、そしてつま先が黒くなり始め、体重も落ち始めたのです。何か深刻なことが起きているのではと思い始めましたが、自分は何年も本分に努力を捧げてきたのだから、神が守ってくださるはずと考えました。自分がひどい目に遭うなんてあり得ない。そのうちよくなるはずだ。しかし驚いたことに、薬を飲んでも一向によくなりません。妻と娘たちに伴われて病院へ行き、そこで検査を受けました。すると検査の結果、わたしは深刻な貧血症とB型肝炎にかかっているとのこと。悪化すれば手の施しようがなくなるそうです。これを聞いて全身から力が抜けました。言われたことを受け入れられず、こんな思いが浮かびます。「自分はもう何年も、多くのことを犠牲にしてきたし、本分を尽くすためにずいぶん苦しんだ。共産党に逮捕され、脅されもしたけれど、決して神を裏切らず、釈放後はすぐ本分に戻った。どうしてこんな病気に？　神はどうして守ってくださらなかったんだ？　このままよくならなければ、今までの犠牲はいったい何だったんだ？　自分は神の祝福を受け取ることなく、何年も神を信じてきたのに、いま病気にかかってしまった。必死に本分を尽くすのはもうやめたほうがいいかもしれない。どれだけ苦しもうと何にもならないのだから」。その頃、わたしは依然として本分を尽くしていましたが、熱心さは失っていました。集会のときも、兄弟姉妹が抱える問題を尋ねることはありません。また神の御言葉を読むものの、交わりをしようとは思いませんでした。しばらくすると、病状がますます悪化し始めました。自分で身体を支えることができず、一日中目まいがします。自宅で休養と療養に励めるよう、指導者はわたしに休暇を与えました。兄弟姉妹は幸せそうに元気いっぱい本分を尽くしている。でも自分は？　病気がひどく、本分を尽くすことがまったくできない。神はたぶん、わたしを救わないことにしたのだと思いました。そして、それを考えれば考えるほど悲しみと苦痛がひどくなったので、神の御前に出てこう祈りました。「神よ！　わたしは病気に襲われ、弱って苦しんでいます。あなたを責めてはならないことはわかっていますが、あなたの御旨がわかりません。理解できるよう、どうかお導きください」。

祈りのあと、神の御言葉の一節を読みました。「人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する。精錬は人に対する実際の試練の一つであり、実際の鍛錬の一形態であって、精錬のさなかでのみ人の愛はその本質的な機能を果たすことができる」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくり考えるうち、わたしが病気になったことにおける神の御旨は、わたしを淘汰することではなく、わたしが心から神を愛し、神に従うことができるよう、わたしの信仰の裏にある不純な動機を認識させ、追求に対する誤った見方を正すことだとわかりました。神はわたしを清め、救おうとなさっているのです。これに気づいたわたしは、自分のことが本当に恥ずかしくなりました。病気に見舞われたのは神の愛。なのに自分は神の御旨を理解しようとせず、それどころか神を誤解し、責めてしまった。あまりに理知がなさすぎる！　否定的になり、苦痛の中で生きるわけにはいかない。服従して真理を求め、自分を反省して自己認識しなければ。

その後、御言葉の別の一節を読みました。「人はただ恵みの獲得と平安の享受を信仰の象徴と見なし、祝福を求めることが自分の神への信仰の基礎であると考えている。神を知ることを求め、自分の性質の変化を求める人はごく僅かである。信仰において人が求めるのは、自分に適切な終着点と、自分に必要なあらゆる恵みを神が与えるようにさせ、神を召使にし、神に自分との平和で友好的な関係を維持させ、いかなるときも両者の間に決して対立がないようにさせることである。すなわち、聖書で読んだ『わたしはあなたがたのすべての祈りに耳をかたむける』という言葉通りに、人の神への信仰は、神が人のすべての要求を満たすことを約束し、祈り求めるものは何でも人に与えることを要求するのである。人は神が誰も裁かず、誰も取り扱わないことを期待する。神とはいつも憐れみ深い救い主イエスであり、いつでもどこでも人と良い関係を保つ方だからである。人は次のように神を信じている。いつも臆面もなく神に要求するばかりで、自分が反抗的であろうと従順であろうと、神はなんでも見境なく自分に授けてくれると信じている。絶えず神から『負債を回収』し、神はまったく抵抗せずに『返済』しなければならず、そのうえ二倍の額を払わなければならない。人から何かを得ていようといまいと、神はただ人に操られるだけで、思いのままに人を指揮することはできず、ましてや人の許可なく神が望む時に、長年隠されてきた神の英知や義なる性質を人に現すことはできない。人はただ自分の罪を神に告白し、神はただそれを赦すだけで、そうすることにうんざりもせず、これが永久に続くと信じている。人は神に命令するばかりで、神は自分にただ従うと信じている。なぜなら、神は人間に仕えられるためではなく、仕えるために来たとか、神がここにいるのは人間の召使になるためだなどと聖書に記されているからである。あなたがたはいつもこのように信じてきたのではないのか。神から何か得られないと、あなたがたは必ず逃げたがる。何か理解できないことがあると、ひどく憤慨し、あらゆる種類の悪態を神に浴びせかけさえする。あなたがたは神自身が知恵と不思議を充分に表現することをどうしても許そうとせず、その代わりにただ一時的な気楽さと心地よさを楽しむことを望む。今まで、自分の神への信仰におけるあなたがたの態度は相変わらずの古い見解からなるだけである。神があなたがたにほんの少しでも威厳を見せれば、あなたがたは不機嫌になる。あなたがたにはいま自分の霊的背丈がどれほど低いのか正確にわかっているのか。あなたがたの古い見解は実のところ変化していないのに、自分たちは皆神に忠実だなどと思い込んではいけない。何も自分に降りかからなければ、あなたはすべてが順調に進んでいると考え、神への愛は高まる。しかし、些細なことが起こると黄泉の国にまで落ちる。これは神に忠実であることだろうか」（『神の出現と働き』「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は、わたしの本当の状態を明らかにしていました。真理を得るために犠牲を払っていたのでなく、神の恵みと祝福を得るためにそうしていたのであり、神を騙し、神と取引しようとしていたのです。万事順調で神の祝福を受けているときは、熱心に本分を尽くしていました。兄弟姉妹がどれだけ離れたところにいようと、自分がどれだけ苦労する必要があろうと、また天気がどうであろうと、いつも喜んで兄弟姉妹を助け、彼らと交わりをしていました。しかし病気になって恵みを受け取っていない今、わたしは悲嘆に暮れ、神に文句を言って責めています。神に逆らい、口論しているのです。特に病状が日々悪化する中、わたしは神への信仰を失い、本分をだらしなく尽くすようになってしまいました。自分は真理やいのちの追求のために神を信じることなく、祝福を求める自分の願望を満たすため、絶えず神を利用している。自分の利益のためにそうしていたのです。神に対するわたしの信仰は誠実でなく、あまりに利己的で不実です！　このように神を信じているなら、たとえ物質的な祝福を享受したとしても、いのちの性質が変わらなければきっと神に淘汰されるでしょう。

その後、御言葉の別の一節を読みました。「精錬は、神が人を完全にする最良の手段である。精錬と厳しい試練だけが人々の心に神に対する真の愛をもたらすのである。苦難がなければ、人々は神に対する真の愛をもたない。試練によって内側から試されず、真に精錬を受けなければ、人々の心は常に外側を漂い続けるだろう。ある程度まで精錬された後、あなたは自分の弱さと困難を理解し、自分に欠けているものがどれほどあって、遭遇する数多くの問題を乗り越えることができないのか、そして自分の不従順がいかに大きなものかを知るようになる。人が自分の実際の状態を真に認識できるのは試練のあいだだけであり、試練こそが人をよりよく完全にできるのである」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉のおかげで神の御旨がわかりました。わたしが病気になるのをお許しになったのは、わたしの堕落を清める神の手段なのです。わたしは刑務所の中でも神を裏切らず、どんな困難に遭っても決して神を裏切りませんでした。だから自分は神に忠実で、確固たる信仰があると思っていました。この病気に見舞われていなければ、自分の堕落した性質や、祝福を追い求めるという自分の不純な意図は決してわからなかったでしょうし、まして真理を追い求めて変化するなど不可能だったに違いありません。この病気はわたしを救う神の手段、わたしに対する神の愛なのです！　これに気づいたわたしは、神を責めて誤解するのをやめました。病状がどうなろうと神の指揮に従い、祝福を得るという自分の意図を捨てよう。その後、わたしは薬を飲んで自分を神に委ねつつ、その間ずっと神の導きを求めました。また本分についても、毎日懸命に努力しました。すると思いがけないことに、いつの間にか病気がよくなっていたのです！　心は神への感謝で一杯でした。

2015年5月、潤しの本分を尽くすことになったわたしは、この本分を心から大事にしました。御言葉をじっくり考えることに時間を費やし、問題を抱えている兄弟姉妹がいれば相談に乗り、支えとなる神の御言葉を探しました。しばらくすると、教会生活は改善していきました。兄弟姉妹もますます熱心に本分を尽くし、困難や圧迫に遭っても証しに立つ信念を持つようになったのです。わたしは高揚しました。本分をより効果的に尽くせるようにすることで、神はわたしを祝福してくださった。これは、神がわたしの頑張りを褒めてくださっている証拠なんだ。

しかしその年の6月5日、集会に出かける準備をしていたところ、突然強いめまいを感じました。地面がぐるぐる回るかのようです。顔も服もたちまち汗まみれになり、ひどい頭痛がしました。最初に病気になったときと同じような感覚ですが、今回のほうがずっとひどく、今にも死にそうでした。わたしは心の中で思いました。「病気が再発したのか？　自分は毎日懸命に本分を尽くしている――神が守ってくださらないのはなぜなんだ？　神への忠誠がまだ十分じゃないのか？」。わたしの状態に気づいた妻と娘たちは、急いでわたしを病院に連れて行きました。やがて検査結果が出たのですが、医師はわたしを避け、娘たちと話をしました。そのとき、癌でなければ別の深刻な何かだと悟りました。そのため動揺し始めたのですが、こう思い直しました。「症状は前回と同じだし、結局最後は回復したじゃないか！　今回も、病気は神の手中にある。今だって本分を尽くしているし、きっと深刻ではないはずだ」。そう考えて落ち着きが戻ってきました。その直後、娘2人が泣きながら姿を見せ、妻にこう言いました。「パパは肝臓癌だってお医者さんから言われたわ……」。それを聞いた妻はショックに陥りました。そして3人は固く抱き合いながら、激しく泣きだしました。

わたしも心が完全に乱れ、押しつぶされるほどの苦痛を覚えました。どうして肝臓癌なんかに？　治療はほぼ不可能だし、いつ死んでもおかしくない。死んでしまえば、妻と娘たちはどうなる？　長年懸命に働き、犠牲を払ってきた結果がこれなのか？　自分は天国の祝福を拒否されたのか？　こうした悲しみと絶望を感じていたところ、妻が泣きながらこう言いました。「あなたがこの病気になったのは、神がそれをお許しになったから。神は義でいらっしゃる。だから神を責めたり誤解したりしてはだめ。神の御旨を理解しなきゃ」。妻のおかげで思い出しました。そう、神は義でいらっしゃる。文句など言わず、神の御旨を求めなければ。妻の苦悩を見たわたしも、涙を抑えることができませんでした。そこで目に涙を浮かべつつ、無言で神に祈ったのです。「神よ！　あなたは無意味なことをなさりません。御旨を理解できるよう、どうかわたしをお導きください」。祈り終えるとずっと落ち着きました。自分の病気には治療法がないし、家族にこれ以上の経済的負担をかけるのも嫌です。そこでわたしは自宅で療養したいと申し出ました。

2日後、兄弟姉妹が会いに来て、わたしの調子を尋ねました。彼らの姿を目にし、自分の状態がいかに深刻かを考えたわたしは泣いてしまいました。「みんなが一緒にいて、僕を気遣ってくれるのは神の愛だ。でもこんな病気だから、先は長くないだろう。いつものように本分を尽くすのはもう無理だし、神の国が実現するのを見ることもないはずだ」。すると1人の姉妹がわたしを慰め、このように言ってくれました。「この病気も神の愛のひとつですよ。もっと祈って真理を求め、神の御旨を理解し、病気の中で証しに立たなきゃ！」。その後、彼女は神の御言葉を数節読んでくれたのですが、そのうちひとつがわたしに強い印象を残しました。「神への信仰において人が求めるのは将来の祝福を得ることであり、それが信仰における目標です。すべての人にこの意図と望みがありますが、人の本性にある堕落は試練を通じて解決されなければなりません。人が清められていない側面がどれであろうと、その側面において精錬されなければなりません。それが神の采配なのです。あなたが自分の堕落を認識できるよう、神はあなたのために環境を整え、そこでの精錬をあなたに強います。最終的に、あなたは死んで企みや欲望を諦め、神の支配と采配に服従したいと思うまでになります。それゆえ、数年間の精錬を受けず、ある程度の苦難を経なければ、人は自身の考えや心における肉の堕落の束縛を捨て去ることが出来ません。あなたはどの側面においてもいまだサタンに束縛され、自分の欲望と要求を抱いていますが、それらの側面において試練を受けなければなりません。教訓は試練を通じてのみ学べるのであって、それは真理を得て、神の意図を理解できるということを意味します。実際、多くの真理はつらい試練を経験することで理解されます。楽な環境にいるときや状況が好都合なとき、神の考えを理解したり、神の全能性と知恵を認識したり、神の義なる性質を正しく理解したりすることは誰にもできません。そのようなことはありえないでしょう」（『終わりの日のキリスト講話集』の「試練のさなかにどう神を満足させるべきか」）。読み終えたあと、わたしは自分を省みました。以前病気になったときは、真理を求めることで服従できた。揺るぎなく立ち、祝福を得るという意図を捨てた。しかし病気が再発し、以前より悪化した今、自分は再び暴かれている。祝福を得るという自分の意図が根深く、自分は神の試験に合格できなかったのだとわかりました。健康がまたも損なわれていなければ、祝福を得るというこの根強い意図と、野放図な願望を見ることはできず、ましてや変化して清められることなど不可能だったでしょう。それと同時に、わたしは神の義にして聖い性質も目の当たりにしました。神は人の心を吟味なさるので、わたしの中にある堕落と不純もご存じです。神は病気を用いることで、わたしが自己反省して真理を求め、堕落した性質を解決するようになさいました。これが神の愛なのです！　その後、わたしは自分の振る舞いを反省しつつ、病気になった自分が神を誤解して責めたのはなぜだろうと考えました。自分は今でも神と取引しようと試みているのではないか？　神の祝福を絶えず求めつつ、神がわたしのために用意された物事を受け入れようとしないのではないか？　自分は神と取引しようといつも試みていたが、その原因は何なのか？

しばらくして、わたしは神の御言葉を何節か読みました。「堕落した人類は誰もが自分のために生きています。『己を怠る者は天罰を受け、地が滅ぼす』。この言葉が人の本性を要約しています。人は自分自身のために神を信じています。神のために何かを捨て自分自身を費やすのは祝福を得るためであり、神に忠実なのは、報いを受けるためです。要するに、何もかも祝福され、報いを受け、天国に入る目的で行なわれるのです。社会では、人は自分の利益のために働き、神の家では祝福を得るために本分を尽くします。人がどんなものでも捨て、多くの苦しみに耐えられるのは、祝福を得るためです。人のサタン的本性について、これ以上によい証拠はありません」（『終わりの日のキリスト講話集』の「外面的な変化と性質の変化の違い」）。「人が神にする要求ほど扱いにくいことはありません。神の業がどれも自分の考えに一致せず、神が自分の考えるとおりにしなければ、あなたは反抗しがちになります。それは、人間の本性が神に逆らうことを示しています。この問題は、真理を追求することで認識し、解決しなければなりません。真理がない人は神に多くの要求をしますが、本当に真理を理解する人は何も要求しません。自分は神を十分満足させていない、自分はまだ従順ではないと思うだけなのです。いつも神に要求をするのは、人の堕落した本性の表われです。これを深刻な問題、重要なこととして扱わないなら、あなたの前途には差し迫った危険が潜んでいます。普通の物事は克服できても、自分の運命、前途、終着点となるとおそらく克服できません。そのとき依然として真理がなければ古いやり方に戻ってしまい、滅ぼされる人になります」（『終わりの日のキリスト講話集』の「人はあまりに多くを神に要求する」）。

御言葉による啓示のおかげでわかりました。神と取引しようというこれらの試みは、「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」や「利成らずば早起きは無駄」といったサタンの害毒が土台にあったのです。わたしは何をするにも、どうすれば自分が利益と祝福を得られるかを、いつも最初に考えていました。本分を尽くしているときでさえ、絶えず自分の動機と不純を抱えていたのです。自分が歩んできた道を振り返ると、神の働きのためいつも表面的な犠牲を払っていましたが、実際にはそれらのささやかな犠牲と引き換えに大きな祝福を得ようとしていました。神の祝福を得るためなら、どんな苦しみにも価値があると思っていたのです。しかし自分の願望が満たされず、何度も病気になって、このまま死ぬのではと思うまでになると、神への誤解、非難、抵抗、そして裏切りがすべて明るみに出ました。わたしは終着点にたどり着くために本分を尽くし、神を利用して騙し、良心と理知を失っていました。邪悪で卑劣だったのです！　神の指揮によって繰り返し暴かれていなければ、自分がいかに勝手で不実か決してわからなかったでしょう。わたしは祝福の追求を正しいものと見なし、神のお求めなどどこかに忘れていました。自分が何をしても、どのような犠牲を払っても、それは関係ありません――神がそれをお褒めになることは決してないのです。真理を追い求めず、自分のために祝福を得るという意図をいまだ抱いていれば、神はわたしを嫌い、懲罰なさるに違いありません。自分を啓き、この病気を通じて自己認識させ、野放図な要求を捨てさせてくれた神の御言葉に対し、わたしは感謝の念で一杯でした。これはわたしに対する神の愛なのです！　それを考えれば考えるほど神の愛の偉大さを実感し、神にこう祈りました。「神よ！　わたしが癌になった裏にはあなたの善意があります。わたしの生死はあなたの手中にあります。あなたに従うとともに、満足いただくべく証しに立ってまいります」。

祈りのあと、神の御言葉の一節を読みました。「あなたはヨブの試練を受けると同時に、ペテロの試練も受ける。ヨブは試された際に証しを行ない、最後にヤーウェがヨブに示された。証しを行なった後、ヨブは初めて神の顔を見るのにふさわしい者となったのである。『わたしは汚れた地から隠れ、聖なる国に自分を現わしている』と言われたのはなぜか。それは、聖くなって証しを行なわなければ、神の顔を見る品位は得られない、という意味である。神の証しを行なえなければ、あなたには神の顔を見る品位がない。精錬に直面した際、退いたり、神に不満をぶつけたりして神の証しを行なわず、サタンの笑い者になったとしたら、神の出現を得ることはできない。あなたがヨブのように、試練のただ中で自らの肉を呪い、神に不満をぶつけず、文句を言うことも、自分の言葉で罪を犯すこともなく、自分の肉を忌み嫌うことができれば、あなたは証しを行なっている。ある程度の精錬を受けてなお、ヨブのように神の前で完全に服従し、神にその他の要求をしたり、自身の観念を抱いたりしないのであれば、神はあなたの前に現われる」（『神の出現と働き』「完全にされる者は精錬を経なければならない」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉は神の聖さと義をわたしに示しました。試練と精錬を受ける中で証しに立つ人の前にのみ、神は姿を現わされます。神がヨブを試されたとき、ヨブの子どもたち、財産、そして幸福は残らずサタンに奪われ、彼の全身は腫れ物で覆われました。しかしヨブは不満を言わず、神を責めることもしませんでした。ひたすら自分を憎み、呪ったのです。この大いなる試練に見舞われたヨブは、それでも神の主権に従い、被造物としての立場から神の御名を称えることができ、「主が与え、主が取られたのだ。主のみ名はほむべきかな」（ヨブ記1:21）とさえ言いました。この言葉は、サタンを前にしての美しく鳴り響くような神の証しとなり、最後はヨブの前に神が姿を現わされました。これがヨブの人生の価値だったのです。わたしが病気になったのは、神が特別なお優しさをわたしに示されていたからです。だからわたしもヨブのように、神の指揮に従わなければなりません。癌に押さえこまれてはいけませんし、自分のいのちを神に委ね、サタンの前で鳴り響くような確固たる神の証しをし、神の御心を慰める必要があります。わたしは自分の懸念を脇にのけ、神の主権に我が身を委ねました。すると程なくして、病状が回復したのです。食事をおいしく味わえるようになり、動作も普通に行なえるようになって、全力で本分を尽くすことさえできるようになりました。その後、娘たちに連れられ検査のために病院を訪れたのですが、医者はそれまでの経緯を信じられず、わたしのような患者はまれで、病院で治療を受けずに生き延びたのは奇跡以外の何物でもないと言いました。そのとき、これは神のご加護なのだとわかりました。自分のいのちが神の手中にあるのを感じることができ、万事に対する神の主権をわたしは経験したのです。

それからしばらくして、病気が再発しました。妻と娘たちに連れられて病院を訪れたのですが、主任医師はわたしの病状の深刻さを見て、検査のために専門医を呼び寄せました。検査所から結果が帰ってきたあと、その専門医はわたしに対し、自分たちの施設にはわたしの病気に対処できる機器がないので、20万元を支払って省立病院に移ってはどうかと提案しました。そこでなら治療を受けられるかもしれないというのです。すると娘が泣きながら妻にこう言いました。「聞いた、あの言い方？　誰もパパを治せないなんて。ここ数年、わたしたちの村で30人以上が癌になったけれど、みんな死んじゃったわ……」。妻の顔も涙で濡れています。わたしは死刑宣告を受けたかのような気分でした。再び死が迫り来るのを感じつつ、この病気がまたも再発し、今度も深刻なのはどうしてだと、自問せずにはいられません。しかし今回、わたしは自分を責め、神への不従順に自責の念を覚えました。自分が繰り返し死に晒されても、そのたびに神がわたしを守り、生かしてくださったことが頭に浮かんだのです。神の主権をはっきり見たのに、神を真に認識していないのはどういうことでしょう？　生死を左右できるのは神だけであって、医者ではありません。そこで神の御前に出て、こう祈りました。「神よ、わたしは再び死に向き合っていますが、その裏にあなたの善意があることはわかっています。わたしの生死はあなたの手中にあります。あなたに従い、満足いただくべく証しに立ってまいります！」

祈りのあと、神の御言葉を読みました。「すべての人間の中で、誰が全能者の目に見守られていないのか。誰が全能者の定めの中で生きていないのか。人間の生死は自分の選択で生じるものなのか。人間は自分の運命を左右できるのか。多くの人は死を求める。しかし、それは彼らからは遠い。多くの人は人生において強くありたいと願い、死を恐れる。しかし、彼らの知らないところで死の時は近づいてきて、彼らを死の淵に陥れる。多くの人は空を見て、深い溜め息をつく。多くの人は激しく叫び、泣いて嘆きの声を上げる。多くの人は試練の中に倒れ、多くの人は誘惑に囚われる。わたしは姿を現して人間にはっきり見られるようにはしないが、多くの人はわたしの顔を見ることを恐れ、わたしが彼らを打ち倒すのではないか、彼らを消し去るのではないかとひどく恐れる。人間はほんとうにわたしを知っているのか、知らないのか。誰一人、確かなことは言えない。そうではないか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉には力と権威があり、わたしに自信を与えてくれました。神は創造主であり、すべてを支配なさいます。わたしは被造物として、創造主の主権に従わなければなりません。自分のいのちを大事にして神を責めるなら、それは神に逆らい、神を裏切ることになります。恥ずかしさのあまり神に向き合うことができず、人生に何の意味もなくなるでしょう。これを理解したわたしは、死や病気から解放されたように感じ、妻と娘たちにこう言いました。「悲しんじゃだめだ。医者はわたしに死刑宣告を下したが、自分の生死は神の手中にあるとわたしは信じている。神がなさることはすべて義だ。息が残っている限り、わたしは証しに立って神に満足していただくつもりだ」。その後、わたしは自宅に戻って療養に努めました。毎日神の御前に出て祈り、御言葉を読んでいると、落ち着きと心の平安を感じました。医者からは箱2つ分の血清を注射されましたが、費用はわずか10元足らず。それを1ヵ月にわたって受けたところ、指に色が戻り、食欲も戻ってきました。徐々に力と元気が蘇り、やがて病気になる前と同じ状態に回復しました。再び病院を訪れ検査を受けたところ、こんなに早く回復したのは奇跡だと医者から言われました。しかしわたしには、これはひとえに神のおかげであり、神以外にわたしを救える者はいないとわかっていました。神がこうおっしゃる通りです。「生死に対する力を握っているのは人間でもなければ自然界の生き物でもなく、唯一の権威を持つ創造主であることは明らかです。人類の生死は自然界の法則の産物ではなく、創造主の権威による統治の結果です」（『神を知ることについて』「唯一無二の神自身 III.」〔『言葉』第2巻〕）。わたしは神の主権と権威、そして神の不思議な御業を経験し、神の愛と救いを目の当たりにして、心の底から神に感謝しつつ、神を称えました。村の人たちもわたしを見てみんな大いに驚きました。わたしが回復するとは夢にも思わず、元気な姿を見られるとは想像もしていなかったし、命からがら回復したのは本当に運がいいと言うのです。しかしわたしは心の中でわかっていました。これは運などとは関係なく、神の力と権威なのだと。神がわたしを救ってくださった！　それから程なくして、わたしは教会での本分を再開しました。それから5年が過ぎましたが、病気が再発することはありませんでした。これはわたしが望んでいた以上のことであり、心から神に感謝しました。

この病気の中、わたしは御言葉の啓示を受け、事実を突きつけられたことで、自分の誤った信仰観と堕落した性質をいくらか見抜けるようになり、神の主権、義なる性質、そして美しい本質を認識するようになりました。祝福を得るという意図を捨て、最も有意義で価値ある人生を送るにはどうすればよいかを学んだのです。神のお優しさに心から感謝します！


76. 病がもたらした祝福

中国 肖兰

2014年、共産党は5・28招遠事件で全能神教会の中傷を始め、なりふり構わず兄弟姉妹を逮捕した。地区の指導者の大半も捕らえられ、信仰して日の浅い兄弟姉妹は恐怖と消極性の中で生きていた。この大事なときにわたしは昇格し、複数の教会の働きを任されたんです。そのとき、こう思いました。危機の時に舵取りをするのは重大な責任。神を失望させてはいけない。そこで本分に打ち込み、いつでも逮捕される危険と向き合っていました。こうした難局に教会の働きを守るわたしを、神は認めてくださるはず。神に救われ御国に入る価値がわたしにはきっとある。すると突然、重い病にかかったのです。

2014年10月のある夜、夕食を食べていて茶碗を床に落としました。最初は手が滑ったと思い、急いで拾い、手を拭おうとしました。ところが、両手の自由がきかず、ティッシュを掴めないんです。すぐに両手両足の感覚がなくなり、椅子に座ったまま動けませんでした。家族が駆けつけ血圧を測ったところ、200を超えてました。薬を飲んでも血圧は下がりません。すっかり混乱し、いったいどうしたんだと思いました。重大なのかもわかりません。だけどこう考えた。神を信じてからずっと、本分に打ち込んできた。だから神の恵みを受けるはずだし、たいしたことじゃないはず。病気になっても、神はきっとわたしを守り、治してくださる。そう考えると心がずっと落ち着きました。翌朝目覚めてから、手足を静かに動かしてみると、右半身は正常ですが、左の腕と脚が麻痺し、ほとんど感覚がありません。ぎくりとしました。どうして完全によくならず、片方だけ麻痺してるの？　これではもう本分を尽くせない。無用になって淘汰されたら、救いの機会を得られるかしら？　でもこう思いました。こんな深刻なことが一夜で半分治ったなら神の祝福に違いない。神が治してくださるなら、簡単に回復するはず。自分には神の加護があり、心配することはない。

その朝行きました。CTスキャンのあと、医者が深刻な顔で言ったんです。「右脳に10ミリリットルの内出血が見られる。出血箇所がもう少し高ければ、そこは言語中枢だ。言語機能を失い植物人間になってたはず。昨夜のことを考えれば、これで済んだのは奇跡だよ。すぐ治療しなければ」。続けて、まず点滴して様子を見ようと言いました。脳の血塊が残れば開頭手術をする、と。脳出血と聞いたとたん、頭が真っ白になりました。これほど深刻だなんて、想像すらしなかった。自分はまだ五十前。治療が失敗して麻痺が残ったり、生ける屍になったりすれば、どんな恐ろしい人生になるだろう？　それに脳手術はリスクが高いし、命を落とすこともある。それでも救われ、神の国に入れるの？　ずっと信仰に自分を捧げてきたのに、こんな重い病気になるなんて。神はわたしを守っていないの？　動揺し、考えれば考えるほど食事が喉を通りません。入院して五日目、隣のお婆さんの病状が突然悪化し、別の病院に移されました。それを見て再び不安になりました。同じ日に入院して、いつも歩き回っていたのに、車椅子で出ていった。これを生き延びられるかどうかなんてわからないし、わたしの病状が突然悪化したらどうしよう。

入院して一週間経っても、左足の感覚はほとんどありません。「神が治してくださらないのはなぜ？　こんな重大なときに本分を尽くせないなんて、救いの機会を失ったの？」そう考えると寒気が走り、涙が止まりませんでした。九年間必死に神を信じ、何にも邪魔させなかった。教会でどんな困難や問題が起きても、ためらわずに引き受けた。逮捕される危険に遭ってもたじろがず、いつも本分を尽くした。指導者になってからはさらに苦しみ、他の兄弟姉妹よりも打ち込んだ。これほど捧げ、追求したから、神は祝福してくださると思ってた。どうしてこんな突然病気になったの？　神はもうわたしを気遣ってないの？　回復せず本分を尽くせなければ、それでも救われる？　救われなければ、今までの犠牲と苦労が水の泡じゃない？　こんなことになるなら、あれほど頑張らなかったのに。こうしてますます惨めな気持ちになり、祈ったり、神の御言葉を考えたりするのすら嫌になりました。すっかり動揺して、知らぬ間に点滴している腕を頭の下に置いて針が抜けてしまい、手が腫れ上がりました。その手を見て惨めになりました。兄弟姉妹が元気いっぱいに福音を広め、本分を尽くしているのに、わたしは病院のベッドに横たわり、本分を尽くせずにいる。本当に無用なの？　御国の福音を広めるべき今、みんなは本分を尽くして善行を行なえるのに、わたしは多分淘汰される。このままじゃ神に救っていただけない。その夜は眠れず、ベッドで寝返りを打っていました。惨めな気持ちの中、泣きながら神の御前に出て祈りました。「神よ、いま本当につらいです。これはあなたのお許しを得て起きていることで、あなたを誤解すべきでないことはわかっています。御旨を理解し、あなたの支配と采配に従えるよう、どうかお導きください」。

入院中、ある姉妹がMP5プレーヤーを送ってくれたので、みんなが寝静まっているあいだにイヤフォンで御言葉を聞きました。その一節に大きく助けられました。神様は言われます。「すべての人にとって精錬は耐え難く、非常に受け入れ難いものであるが、神が自身の義なる性質を人に明らかにし、人に対する要求を公にし、より多くの啓き、そしてより現実的な刈り込みと取り扱いを与えるのは精錬のさなかである。事実と真理の比較を通じ、神は自己と真理に関するより大きな認識を人に授け、神の旨をより深く理解させ、そうしてより真実かつ純粋な神への愛を人が抱けるようにする。それらが精錬を実行する神の目的である。人の中で神が行なうすべての働きには固有の目的と意義がある。神は無意味な働きをせず、人に恩恵がない働きもしない。精錬とは人々を神の前から取り除くことでなく、地獄で人々を滅ぼすことでもない。それはむしろ、精錬のさなかに人の性質を変え、その人の意図や従来の見方を変え、神に対する愛を変え、生活を変えることを意味する。精錬は人に対する実際の試練の一つであり、実際の鍛錬の一形態であって、精錬のさなかでのみ人の愛はその本質的な機能を果たすことができる」（『神の出現と働き』「精錬を経験することでのみ、人は真の愛をもつことができる」〔『言葉』第1巻〕）。これを考えるうちに気づきました。神が人を試して精錬するのは淘汰するためでなく、清めて変えるため。でもわたしは神の御旨を求めず、働きをわかろうともしなかった。病気になると神を誤解して責めるばかり。本当に馬鹿でした！　それで神に祈ったんです。服従して御言葉を読み、反省して自己認識し、教訓を学びます、と。

神の御言葉を読みました。「人類による神への信仰の最も悲しい点は、神の働きのただ中で人間が自分自身の経営を行い、神の経営に注意を払わないことである。人間の最大の失敗は、神に服従し神を崇めることを追求するのと同時に、自分なりの理想の終着点を打ち立て、どうしたら最大の祝福を得て最高の終着点に行けるかを計算しているところにある。たとえ自分がいかに憐れむべき、憎まれて当然の哀れな存在かを理解したとしても、自分の理想や希望を簡単に捨て去ることのできる人がどれだけいるだろうか。また、誰が途中で足を止め、自分のことだけを考えるのをやめられるだろうか。神と密接に協力して、神の経営を完成させる者を神は必要としている。神の経営の働きに全身全霊を傾け、それによって神に服従する人を神は必要としている。神は毎日手を伸ばして神に物乞いする者を必要としない。まして、わずかなものを差し出して、その報酬を受けようと待っているような者など無用である。わずかばかり貢献して自分の栄冠に満足するような者を神は嫌う。神の経営の働きを嫌がり、天国に行って祝福を得ることだけを話したがる冷血な人を神は憎む。それにもまして、神が人類を救うために行なう働きがもたらす機会を通じて利を得ようとする人を、神は嫌悪する。そうした人は、神が経営の働きで成し遂げ、獲得しようと望んでいることに関心を持ったことがないからである。そのような人々は、神の働きがもたらす機会を利用していかに祝福を受けるかということだけに気を揉んでいる。彼らは、神の心には無関心で、自分の前途と運命のことだけに没頭している。神の経営の働きを嫌い、神が人類を救う方法や、神の旨についてまるで関心がない人は、神の経営の働きとは無関係な形で好き勝手なことをするばかりである。彼らの行動は、神によって記憶されず、認められず、まして神から好意的に見てもらえることなどない」（『神の出現と働き』「附録3：神の経営の中でのみ人は救われる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉はまさにわたしの状態を示していました。信者になりたてのころ、人に対する神の約束を見て、神のために努力して犠牲を払う限り救われ、神の国に入れると思った。だからどんな逆境でも、本分に全力で打ち込んだ。兄弟姉妹が困難を抱えていると、すぐ助けに駆けつけた。逮捕される危険に直面しても本分を尽くした。こうして犠牲を払えば神の加護と祝福を得て、天国に入れると思ったんです。病気になって半身麻痺の可能性に直面すると、神は加護も祝福もくださらず、良き前途と終着点を失ったと思った。不満で一杯になり、自分の善行を計算してそれで精算しようとした。神相手に説得し、言い争い、それまでの犠牲を自分のために使おうとした。わたしはまさに、「わずかなものを差し出して、その報酬を受けようと待っているような者」「わずかばかり貢献して自分の栄冠に満足するような者」です。信仰で払った犠牲の裏にある動機と、打算的な見方がすべて明るみに出た。真理を求めて堕落を捨てるために本分を尽くすのでなく、努力しているように見せかけて神の恵みと祝福、天国の祝福を得ようとしてた。神と取引し、神を利用して騙したの。わたしのような風見鶏がどうして御国に入れるでしょう？　あの病気がなければ、自分の表面的な努力にすっかり騙され、祝福を求める卑劣な動機や不純な信仰に気づかなかったはず。何をしてるかわからないまま、神に抵抗し続けていたでしょう。

その後は自己反省を続け、本分でいつも神と取引してた理由を考えました。探求の中でこの御言葉を読んだんです。「堕落した人類はみな、自分のために生きています。己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす――人の本性は、この一言に要約されます。人は自分自身のために神を信じています。神のために物事を捨て、自分自身を費やし、そして神に忠実ですが、それでもなお、そのすべてを自分のために行なっているのです。要するに、自分のための祝福を得る目的で、あらゆることを行なうのです。社会では、すべてのことが個人の利益のためになされています。神を信じるのもひとえに祝福を得るためです。人がどんなものでも捨て、多くの苦しみに耐えられるのは、祝福を得るためです。これはどれも、人の堕落した本性を実証しています」（『終わりの日のキリスト講話集』の「外面的な変化と性質の変化の違い」）。御言葉を読んで信仰における打算的な態度の根源がわかりました。「己を怠る者は、天罰を受け地が滅ぼす」「利ならずば早起きは無駄」といったサタンの考えが、わたしの心の奥底に根ざし、生存法則になってたんです。何をするにも自分の利益が最優先で、貢献は報われるはずと思ってた。神のために働いても、ひたすら神と取引しようとして、信仰で祝福を追い求めるのは当然のことと考えてた。努力して多くの犠牲を払ったのに病気になり、いつ死んでもおかしくないとわかると、救われて良き前途と終着点を得る望みを失い、すぐに神と対立し、神を責めた。自分の行ないを計算し、神に文句を言って対抗した。わたしはサタンの毒で生きていて、人間らしさなんか一切なかったんです。悔い改めなければ、遅かれ早かれ淘汰され、懲罰されるでしょう。

その後さらに二節、御言葉を読んだんですが、信仰における追求の誤った観念が理解できました。全能神は言われます。「人は、他人を評価するとき、その人のなした貢献によって判断する。神が人を評価するときは、その者の本性を見る。いのちを追い求める人の中で、パウロは自分の本質を知らない人だった。彼は謙虚でも従順でもなかったし、神に反している自分の実質も知らなかった。それゆえ、パウロは、細部にわたる経験を経ておらず、真理を実践する人ではなかった。だがペテロは違った。彼は自分の不完全さ、弱さ、そして神の被造物としての堕落した性質を知っていたから、自分の性質を変化させる実践の道があった。彼は教義だけで現実を伴わないという人間ではなかった。変化した人は救われて新たにされた人であり、真理を追求するにふさわしい人である。それに比べて、変化しない人は必然的に古びた人である。彼らは救われなかった人、つまり神に嫌われ拒否された人なのである。いかにその働きが素晴らしくても、神に覚えてもらえることはない。あなたがこのことを自らの追求と比べるとき、究極のところペテロとパウロのどちらと同じなのかは自明のはずだ」。「あなたの求めるものが真理であり、実践するものが真理であり、あなたの得るものが自分の性質の変化であるなら、あなたが歩む道は正しい。あなたの求めるものが肉の祝福であり、実践するものが自身の観念の中にある真理であり、自分の性質に変化がなく、受肉した神にまったく従わず、いまだ漠然とした状態の中で生きているのであれば、あなたが追い求めるものは必ずや、あなたを地獄へと導く。なぜなら、あなたが歩む道は失敗の道だからである。あなたが完全にされるか淘汰されるかは、あなた自身の追求にかかっている。つまり、成功するか失敗するかはその人が歩む道にかかっているのだ」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。これをじっくり考え、本当に啓かれました。神が人を評価なさるときは、表面上の貢献でなく、何かあったときの態度と観点、その人がどんなスタンスをとるか、真理を実践して神に服従できるかを基にしています。でもわたしは、犠牲を払って努力すれば神が喜び、祝福なさるから、良き終着点を得られると思ってた。それは神の御言葉と正反対では？　恵みの時代、パウロはヨーロッパを回って主の福音を伝えた。たくさん苦しんで多くの働きを成し遂げ、多数の教会を建てた。でも彼がしたことは神への服従でも、被造物の本分を尽くすことでもなかった。自分が祝福されて報われるため。だから旅をしてあれほど苦労したあと、こう言った。「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っているばかりである」（テモテへの第二の手紙4:7-8）。パウロは露骨に神からの冠を要求した。その犠牲に誠実さはなく、神への服従によるものではない。結局御国に入れず、それどころか懲罰された。わたしも信仰の中で、真理や御言葉の原則から物事を見ず、サタンの論理と打算的な態度で神の働きを測ってた。まったく馬鹿げてました。神の御言葉にあります。「あなたの求めるものが真理であり、実践するものが真理であり、あなたの得るものが自分の性質の変化であるなら、あなたが歩む道は正しい」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）。本分を尽くす中で真理を求め、自己認識に専念し、自分の誤った見方と動機、堕落した性質を正して神に従い、神の御旨だけに配慮しながら本分を尽くす必要があると。これが神に救われる唯一の道。そう認識した私はこう祈りました。「自分の身体に何があろうと、喜んで服従します。無事に退院できれば、最後の一息まで本分を尽くし、神の愛に報います！」

入院して12日目、退院に向けた検査をお願いして、そのあと医者に言われました。「出血は止まったが、血塊が完全に消えていない。とは言え、12日間にしては上々の結果だ」。それを聞いて胸躍り、神のご加護に感謝しました。また、退院したら回復に専念し、疲れをためないように、そして脳の血管がもろいから転んではいけない、二度目の出血は絶対に危険だからと言いました。帰宅した日、メッセージを受け取りました。一緒に働いてるチャン姉妹が四日前にホスト宅を出て、まだ戻っていないと言うんです。逮捕された可能性が高い。それを聞いて不安になりました。彼女が出向いた集会場所や、捧げ物を保管している家が危ない。用心するようすぐ周知しなきゃ。でも周知すべき場所はたくさんあるし、退院したばかりだから、あちこち出かけるなんてとても無理。どうして今なの？　こんな大事なときにこうなるなんて。また出血したらもう耐えられないかもしれないし、みんなに知らせに行くのはとても危険。逮捕されたら、警察の残酷な拷問に身体が耐えられるかしら？　そうなったら終わりだわ。でも兄弟姉妹の居場所を知ってるのはチャン姉妹とわたしだけ。私が行かなければ彼らが逮捕され、捧げ物も警察に取られてしまう。それはひどい損失。葛藤したわたしは、入院中にした祈りのことを考えました。無事退院できれば、最後の一息まで本分を尽くし、神の愛に報いよう。こんなことになった今、以前の誓いを忘れていいの？　そこで神の御前にひれ伏し、祈りました。「神よ、あなたはわたしを観察し、わたしの態度をご覧になっています。わたしは神の家の働きを守り、本分を尽くしてまいります」。また、主イエスが十字架にかけられたときのことを考え、心が動きました。主イエスはただ人類を救うため、振り返りもせずに刑場へ向かい、想像を絶する苦痛と辱めを受けられた。人に対する神の愛はかくも偉大。わたしたちのためにいのちを捨てた。どうして個人の利益を捨て、教会の働きを守って神の愛に報えないの？　わたしは被造物。神の恵みを享受して自分の祝福ばかり考えるわけにはいかない。本分を尽くさなければ、人と呼ばれる価値さえない。神の御言葉に励まされ、対応する準備を始めました。二軒目に向かっていたちょうどそのとき、チャン姉妹がまだ逮捕されていないことがわかり、心から神に感謝しました。また、動機と見方を正し、本分を尽くすことができたので、心もずっと落ち着きました。

それからあっという間に六年が過ぎ、完全には回復せず、左の手足に麻痺が残っていますが、わたしの健康は神次第だとわかっています。完全に回復しないのはわたしへの加護で、祝福を求めてパウロのように間違った道を歩まないようにとの注意なんです。わたしはずいぶん苦しみましたが、おかげで自分の堕落と汚れ（けがれ）がよりよくわかり、祝福への間違った見方を正せました。信仰では真理を求めて神に従い、被造物の本分を尽くすべきです。今の自分には追求の正しい目標がある――この病気は、実は祝福なんです！　安楽な環境では、この収穫を得られなかったでしょう。神の救いに感謝！


77. 刑務所で過ごした青春時代

中国　晨昔（チェンシー）

青春時代は人生の中で最も輝きのある純粋な時期であると人は言います。多くの人にとって、青春は素晴らしい思い出がいっぱい詰まっている時期かも知れません。しかし、私は自分の青春時代を労働収容所で過ごすことになるとは想像もしていませんでした。こう言うと私のことを変だと思われるかも知れませんが、私はそれを後悔していません。労働収容所内の生活は苦しみと涙でいっぱいでしたが、それは私が人生で受けた最も貴重な贈り物で、それから多くを学んだのです。

私は幸せな家庭に生まれ、幼少時代は母と一緒に主イエスを崇拝しました。私が十五歳の時、私と家族は全能神が再臨された主イエスだと確信して、喜んで全能神の終わりの日の働きを受け入れました。

2002年4月のある日、十七歳の時、私はある姉妹と本分を尽くしていました。午前一時、突然ドアをしきりに叩く大きな音がして、私たちは目が覚めました。「ドアを開けろ！　ドアを開けろ！」と誰かが外で叫んでいるのが聞こえました。姉妹がドアを開けたとたん、警察官数人が突然ドアを押し開け中に入ってきて、「私たちは公安局の者だ」と攻撃的に言ったのです。「公安局」という言葉を聞いて、私は直ぐに緊張しました。「私たちが神を信仰しているから逮捕しに来たの？　兄弟姉妹が神への信仰を理由に逮捕され、迫害されてたことを耳にしたことがある。今私にも同じことが起こっているっていうの？」その時、私の心臓は激しく鼓動し始め、パニックに陥った私はどうしていいのか分かりませんでした。そのため私は急いで神に祈りました。「神様、どうか私とともにいてください。どうか私に信仰と勇気をお与え下さい。何が起ろうと、私はいつも神様への証を立てる覚悟です。それから、神様の知恵と私が言うべき言葉を与え、私が神様を裏切ったり、兄弟姉妹たちを売り渡すようなことをしないようにして下さい」祈った後、私の心は次第に落ち着いていきました。私は邪悪警官四、五人が強盗のように寝具、各戸棚、箱、ベッドの下にあった物まで調べ、部屋中を引っかき回すのを見ました。彼らはついに神の御言葉を記した書籍と讃美歌のCDを幾つか発見しました。リーダーが無表情に言いました。「このような物を持っているということは、お前たちが神を信仰している証拠だ。俺たちと一緒に来て、陳述するんだ」ショックを受けて私は言いました。「言うべきことがあるなら、ここで言えます。一緒に行きたくありません」彼は直ぐに笑顔を見せて言いました。「怖がらなくてもいい。陳述をしにちょっと行くだけだ。すぐここに連れ戻してやる」彼の言葉を信じて、私は警官と一緒にパトカーに乗りました。このちょっと行くだけというのが、私の刑務所生活の始まりになるとは夢にも思いませんでした。私達が警察署の中庭に入ったとたん、この邪悪な警官たちが私にパトカーから降りるようにと怒鳴り始めました。彼らの表情は素早く一変して、急に先ほどまでとは別人になったようでした。私たちが事務所に着くと、体のがっしりした警官が数名私たちの後から入って来て私の両側に立ちました。今や私に対する警官側の優勢が確定すると、邪悪警官集団の長が私に怒鳴りました。「お前の名前は何だ？　どこの出身だ？　お前たちは全員で何人いる？」私が答えようと口を開き、まだ話し終えていないうちに彼は飛び付いてきて私をバシッ、バシッと二回引っ叩きました。私はこれに動揺して沈黙してしまいました。私は心の中で思いました。「なんで叩くの？　まだ答え終わってないのに。どうしてこんなに荒々しくて野蛮で、私が想像していた人民警察のイメージと全然違うの？」次に、私の年齢を聞いてきたので、正直に十七歳だと答えると、又しても顔面を二回引っ叩いて、嘘をついていると言って私を叱りつけました。その後、私が何を言おうと関係なしに幾度となく私の顔面を殴りつけ、顔は痛みで熱くなりました。私はこの悪質な警官たちと理性的に話そうとしても効果がないのだと兄弟姉妹が言っていたのを思い出しました。今やこれを自ら体験した私はそれ以上何を聞かれても一言も喋りませんでした。私が喋ろうとしないことを見て、彼らは叫びました。「この馬鹿女が！　よく考えろ！　でないと正直に話さないだろうからな！」こう言いながら警官の一人が私の胸を二回強打したので、私はよろめいて、床に強く倒れ込みました。次に警官は私を二回強く蹴り、私を床から引き上げ、私に跪くようにと怒鳴りました。私は言う通りにしなかったので、膝を数回蹴られました。激痛の波に圧倒された私はドスンと音を立てて倒れ、跪く恰好になりました。警官は私の髪を掴んで無理やり下に引き付けた後、急に頭を後ろに強く引っ張って私に無理やり上を向かせました。警官はさらに私の顔面を二回殴りながら罵り、私には部屋全体が回転しているような感覚しかありませんでした。間もなく、私は床に倒れました。その時、突然、邪悪な警官長は私が手首にしていた時計に気付き、それを物欲しそうに見詰めながら、「それ何だ?」と叫びました。すぐさま、警官の一人が私の手首を掴んで時計を無理やり取り外し、「親方」に手渡しました。このような卑劣な行動を目にして、私は彼らへの憎しみでいっぱいになりました。その後、彼らは更に尋問してきましたが、私はただ黙って彼らを睨み付け、それが彼らの怒りを更に煽りました。悪質な警官の一人がまるで小ぶりの鶏をつまみ上げるかのように私の襟を掴み、床から引き上げて怒鳴りました。「おお、お前は大きくて強いんだな。黙ったままの褒美を食らえ！」警官はこう言いながら私をさらに二回強打し、私は再び床に殴り落とされました。その時には私は既に体中が耐えられないほど痛く、戦う力はもはらありませんでした。私はただ動かずに目を閉じたまま床の上に横たわっていました。私は心の中で切羽詰まって神に嘆願しました。「あぁ神様、この邪悪な警官集団がこの先私にどのような残虐行為を働いてくるか分かりません。神様は私の霊的背丈が低く、肉体的にも弱いことをご存じであられます。どうか私をお守り下さい。私はユダのようになって神様を裏切るくらいなら死を選びます」祈りを終えたとき、神が私に信仰と力を授けてくださいました。ユダになって神を裏切り兄弟姉妹を売り渡すよりは私は死ぬほうがよいのです。神への証しをしっかりと立てたいのです。ちょうどその時、私の隣にいた誰かが「なんでこの女はもう動かないんだ？　死んだのか？」と言うのが聞こえました。その後、誰かがわざと私の手に足を乗せて強く踏み付けながら、どう猛な声で怒鳴りました。「立て！　これからお前を別の場所に連れていくからな。」神が私に信仰と力を下さったので、私は彼らの脅しには怯えませんでした。心の中でサタンと戦う準備が出来ていたのです。

後に、私は県の公安局に護送されました。取調室に到着すると、邪悪警官の長と他に二名が私を取り囲み、幾度となく尋問し、私の前を行ったり来たりしながら私に無理やり教会指導者と兄弟姉妹を裏切らせようとしました。私が依然として期待通りの返答をしないのを見ると、警官が三人交代で私の顔を何度も繰り返し引っ叩きました。私は何度殴られたか分かりません。私に聞こえたのは殴られる度に真夜中の静けさの中に響き渡るバシッバシッという音だけでした。手が痛くなってきた邪悪な警官は本を使って私を殴り始めました。警官らは私がついに痛みを感じられなくなるまで殴り続けました。私の顔はひどく腫れて麻痺しました。私からは貴重な情報が得られないと分かった邪悪な警官たちは、最後には電話帳を取出して、満足げに言いました。「これはお前のバッグから見つけたんだ。お前が何も教えなくても、俺たちはまだ他の方法を隠してるんだ！」急に私は心配になりました。「もし兄弟姉妹の誰かが電話に出てしまったら、彼らも逮捕されるかもしれない。それから警官が教会を突き止めるかも。そうなったら一大事だわ」ちょうどその時、私は神の御言葉の一節を思い出しました。「宇宙で起こるすべてのことのうち、わたしが最終的な決定権を持たないものはない。わたしの手の中にないものなどあるだろうか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第一章」〔『言葉』第1巻〕）。私は思いました。「その通り。すべての物事は神様の御手に調整され取り決められる。電話が通じるか通じないかさえも、完全に神様がお決めになること。私は神様を仰ぎ見て頼りにし、神様の采配にお任せすることをいとわない」そこで私は神に繰り返し祈り、兄弟姉妹をお守り下さるよう嘆願しました。その結果、警官らが記載されていた電話番号に一通り電話をかけたものの、呼び出し音が鳴っても誰も出なかったり、電話が全くつながらなかったりしました。ついには、邪悪な警官たちはイライラして口汚い言葉を吐きながら電話帳をテーブルに投げて電話をかけるのを止めました。私は神に感謝の意と賛美を示さずにはいられませんでした。

それでもなお、彼らは諦めず、教会の働きについて私に尋問し続けましたが、私は答えませんでした。これに動揺し憤慨した彼らは私を苦しませるために更に卑劣な方法を思いつきました。邪悪な警官の一人は私に無理やり半分しゃがんだ姿勢を取らせ、私は両腕を肩の高さで伸ばした状態のまま動くことを全く許されなかったのです。直ぐに、私は脚が震えだし、腕を真っすぐに伸ばしていることが出来なくなり、体が無意識のうちに立ち上がってしまいました。警官は鉄の棒を手にして獲物を見つめる虎のように私を睨めつけました。私が立ち上がったとたんに彼は容赦なく私の脚を殴り、あまりの痛さに私は膝をつきそうになりました。次の三十分近くの間、私の脚か腕が少しでも動くと、彼は即座に鉄の棒で私を殴りつけました。私は何度殴られたか分かりません。かなりの時間半分しゃがんだ姿勢を取っていたため、私の両脚はひどく腫れ上がり、まるで骨折したかのように耐え難いほどに痛みました。時間が経つにつれて、私の両脚はさらに激しく震えるようになり、私の歯はガタガタと音を立て続けました。ちょうどその時、私の力が尽きたと感じました。しかし、邪悪な警官たちは、残酷にも猿に芸をさせようとする人のように一方から私を馬鹿にしてあざ笑い、絶え間なく意地悪く嘲笑し、笑い者にしました。彼らの醜く卑しい顔を見れば見るほど、この邪悪な警官たちへの憎しみが強くなっていきました。私は突然立ち上がって大声で言いました。「もうこれ以上しゃがみません。どうぞ私を死刑にしてください！　今日私には失うものなんて何もないの！　死ぬことだって怖くないのに、あなたたちが怖いわけないでしょう？　そんな大きな体してても私みたいな小さな女の子を虐めることしか出来ないんじゃない！」驚いたことに、私がこう言うと、邪悪な警官集団は口汚い言葉をいくつか発して私の尋問を取りやめたのです。

この邪悪な警官集団は私をほぼ一晩中拷問し続け、彼らが手を休めた時には夜明けになっていました。彼らは私に署名させてから、私を拘束すると言いました。その後、優しいふりをした年配の警官が私に言いました。「お嬢さん、あなたは本当にお若い。若い盛りの真っただ中だ。だからすぐに知ってることを全部私たちに言うのが一番です。あなたが釈放してもらえるようにすることを保証します。困ったことがあったら、遠慮なく私に言いなさい。ほら、顔がまるでパンみたいに腫れ上がっていますよ。もう十分苦しんだでしょう？」警官がこのように話すのを聞いて、警官が私に何らかの自白させようとしているのだと分かりました。私はまた集会中に兄弟姉妹が言っていたことを思い出しました。邪悪な警察は人を騙すために、あめとむちを使ったり、ありとあらゆる罠をしかけてくることです。これを思った私は年配の警官に言いました。「いい人ぶらないでください。あなたも同じ集団の一員じゃないですか。私に何を白状しろって言うんですか？　警察がやっているのは自白の強要って言って、違法の刑罰です！」これを聞いた警官は何食わぬ顔で言い返しました。「でも私はあなたを一度も叩いてませんよ。叩いたのは他の警官だ」私は神の御導きと御加護のおかげで再度サタンの誘惑に打ち勝てたことを感謝しました。

県の公安局を出た後、私はそのまま直ぐ拘置所に閉じ込められました。正門に足を踏み入れると、そこは電気の流れた蛇腹型鉄条網が上部に施された高い壁に囲まれていて、四方にはそれぞれ監視塔のような物があり、その中には武装警官が見張りをしているのが見えました。全てがとても不吉で恐ろしく感じました。鉄格子を幾つも通り過ぎた後、私は監房に着きました。凍りつくほど冷たい煉瓦のベッドの上には麻のカバーが付いたぼろぼろの布団が置かれ、黒く汚れて刺激の強い悪臭を放っていました。それを見た私は体中に嫌気の波がうねるのを感じずにはいられませんでした。その後直ぐに悲しみの波が続きました。 私は心の中で思いました。「どうやったらここで人が暮らせるというの？　ただの豚小屋じゃない」食事の際、囚人はそれぞれ酸っぱくて半生の小さな蒸しパンしか与えられませんでした。私は警察に夜更けまで拷問されて何も食べなかったのですが、これを見て本当に食欲を失いました。それに加え、私は警官たちに殴られたおかげで顔が腫れ上がっていたので、まるでテープで巻き付けられたように張り詰めた感じがしました。食べるのは言うまでもなく、喋ろうとして口を開けるだけでも痛みが走りました。このような環境に置かれ、私はとても憂鬱になり、物凄く不当な扱いを受けていると感じました。実際にこんな所にいて、非人道的な生活に耐えなくてはならないかと思うと、私はとても感情的になり無意識のうちに涙を流していました。一緒に逮捕された姉妹は私と神の御言葉を交わしました。そのあと私はわかりました。神はこの状況が私に起こるのをお許しになったのであり、それは神が私に試練を与え、試すことで、私が証しを立てられるかをご覧になろうとしていたのです。また、この機会を利用して私の信仰を完成させていました。これに気付くと、私は不当な扱いを受けたと感じるのを止め、苦難に耐えると心の中で決意するようになりました。

二週間経ち、あの邪悪な警官の長が又しても私を尋問しにやってきました。私が冷静さと落ち着きを保ったままで、何も恐れていない様子を見た警官は私の名前を叫んで怒鳴りました。「正直に言え。ここ以外のどこでこれまでに逮捕された？　拘置所はこれが初めてじゃないだろ。でなければ全く怖がらずそんなに冷静で慣れた振る舞いをしていられないだろ？」私はこれを聞いて、心の中で神に感謝して、神を讃えずにはいられませんでした。神は私をお守り下さり、私に勇気を下さることで、私が全く恐れずにこの邪悪な警官たちに立向えるようにして下さったのです。その時、心の中から怒りが込み上がってきました。「あなたがたは権力を濫用して宗教的信仰を理由に人々を迫害して、理由も無しに神の信仰者たちを逮捕したり、脅したり、傷つけたりしている。あなたがたはこの世の法律も天の掟も守らない。私は神を信仰して、正しい道を歩んでいる。私は法律違反などしていない。あなたがたを恐れる理由もない。私はあなたたちの邪悪な力には屈しない！」そして私は反論しました。「他の場所は退屈だから私がここに来たがったとでも思ってるの？　あなたがたは私を不当に扱って乱暴なことをしたんじゃない！　これ以上私に自白を強要したり、私を陥れようとしても無駄よ！」これを聞いた邪悪な警官の頭はとても憤慨し、耳から煙が吹き出てきそうな様子でした。警官は叫びました。「お前は頑固すぎて喋れないのか。喋る気がないんだろ？　お前には三年の刑期をくれてやる。それでお前がいい子になるかどうか見てやる。頑固でい続けられるものならやってみろ！」この時までには私の感情は憤慨を超えていました。私は大声で言い返しました。「私はまだ若いのよ。三年なんて大したことないでしょ？　あっという間に釈放されるわよ」邪悪な警官は怒って急に立ち上がり、声を上げて部下に言いました。「もう止めた。お前らが代わりにこいつを尋問しろ」そして警官はドアを乱暴に閉めて去って行きました。これを見た警官二人はこれ以上私を尋問しませんでした。彼らは私が署名する陳述書を書き終えると部屋から出て行きました。邪悪な警官たちの挫折ぶりを見て、私はとても嬉しくなり、心の中で神のサタンに対する勝利を讃えました。二回目の尋問の最中、彼らは作戦を変更しました。彼らは入ってくるとすぐ、私のことを心配しているふりをしたのです。「お前がここに来てからもうしばらく経つが、どうしてお前の家族は一人も面会に来ないんだ？　お前のことを諦めたに違いない。自分で家族に電話をして、会いに来てくれと頼んでみたらどうだ？」私はこれを聞いて、気分が悪くなり、動揺しました。孤独感と無力感はどんどん増していきました。私はホームシックで両親が恋しくなり、自由になりたいという渇望は強まりました。無意識のうちに、私の目に涙があふれましたが、この邪悪な警官集団の前では泣きたくありませんでした。私は静かに神に祈りました。「あぁ神様、私は今とても惨めで苦しく、とても心細いです。どうか私を助けてください。サタンに弱さを見せたくないからです。今、私には神様の御意向が分かりません。どうか私を啓き、導いて下さい」祈りを捧げた後、突然ある考えが頭にひらめきました。つまり、これはサタンのずるい計略で、私に家族と連絡を取らせようとしたのは家族に身代金を持参させ、お金を稼ぐという目的を達成するための罠だったのかもしれません。もしくは、警察は私の家族も全員が神の信仰者であることを知っていて、この機会を利用して私の家族も逮捕したかったのかもしれません。邪悪な警官たちは本当に策略だらけでした。神の啓きを受けていなかったら、実家に電話していたかも知れません。そうしていたら私は間接的にユダになっていたのではないでしょうか？　それで私は秘かにサタンに宣言しました。「卑劣な悪魔め。私はお前の策略は絶対に成功させないから。」そして私は平然と言いました。「どうして家族が会いに来てくれていないのかは分かりません。あなたがたに何をされようと私にはどうでもいいです！」邪悪な警官たちは策が尽きて、それ以降はもう私を尋問しませんでした。

一か月が経ったある日、私のおじが突然面会に来て、私をここから出られるようにしようとしていて、数日後には釈放されるだろうと言いました。面会室から出た時、もの凄く嬉しくなりました。やっともう一度日の明かりを見られ、兄弟姉妹や大切な人たちにも会えると思いました。それで、私は空想しながらおじが私をここから連れ出しに来てくれることを楽しみにするようになりました。毎日、刑務官が釈放時間が来たことを告げる声が聞けるよう耳を澄ましました。期待通り、一週間後に刑務官が私を呼びに来たのです。大喜びで心臓が激しく鼓動し過ぎて胸郭から飛び出しそうになりながら、面会室に到着しました。しかし、私がおじを見ると、おじは顔を伏せてしまったのです。随分してからおじは落胆した声で言いました。「やつらは既にお前の件を確定してしまった。禁錮三年だ」私はこれを聞いて唖然としてしまい、頭の中は完全に真っ白になりました。私は涙をこらえて、なんとか泣かずにいられました。その後におじが言ったことは何も耳に入ってきませんでした。私は放心状態でおぼつかない足取りのまま面会室を後にしました。両足は鉛がいっぱい詰め込まれたようで、一歩進む度に足が重くなっていく感じがしました。どうやって監房に戻ったか全く覚えていません。監房に着くと、床に倒れ込みました。私は思いました。「この一ヶ月以上の非人道的な生活は、その毎日が一年くらいの長さに感じたのに、どうやったらこれを三年間も耐え抜くことが出来るの？」これをくよくよと考えれば考えるほど、私の苦しみは増していき、私の将来は増々ぼやけて、果てしなく見えました。これ以上涙をこらえられず、泣き出してしまいました。未成年者として、私は決して刑を受けることはなく、せいぜい数ヶ月しか禁錮されないだろう、どんなに辛くても我慢して耐えられると思っていたのですが、3年の刑を言い渡されたとは思っていませんでした。私は悲しみの中、再び神の前へ行き、神に心の内を明かして言いました。「あぁ神様、私は全ての物事は神様の御手の中にあると分かってはいますが、現在は私の心は完全に空っぽになったようです。私は今にも崩れ落ちそうです。刑務所で三年間苦しむのはとても困難になると思います。あぁ神様、どうか御意向を私にお示し下さい、そして私が神様に完全に服従し、勇気を持って降りかかってきたことを受け入れられるよう私に信仰と力を下さるようお願いします」祈ったあと、私は神の御言葉を思いました。「あなたがたは終わりの日に神への証しをしなければならない。あなたの苦しみがいかに大きくても、最後まで歩まなければならず、最後の一息になってもなお神に対して忠実であり続け、神に身を委ねなければならない。これだけが真に神を愛するということであり、またこれだけが鳴り響くような強い証しなのである」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の言葉は私に信仰と力を与え、私は心から従いたいです。私がどんな環境に直面しても、どんなに苦しんでも、決して神に不満をぶつけるのではなく、神への証しを立てなければなりません。私は労働収容所に護送されました。私は評決書を受け取ってそれに署名した時、刑期が三年から一年に減刑されていたことを知りました。私は心の中から何度も何度も神に感謝して、神を讃えました。神はこれら全てのことを御計画なさっており、私はその中に神から私への大いなる愛と御加護を見たのです。

労働収容所では、私は邪悪警察の更に卑劣で残忍な一面を目の当たりにしました。私たちはとても朝早くに起床して仕事に向かい、毎日作業を情け容赦なく過大に負わされていました。私たちは毎日長時間働き、時には数日間連続で一昼夜ぶっ通しでも働きました。囚人の中には病気になり点滴を必要とした人もいて、点滴が終了したら直ちに作業場に戻って仕事を再開出来るようにと滴下速度を最速設定されていることもありました。これが原因で受刑者の多くは後に治療困難な病気を患いました。仕事の遅い囚人たちは看守から頻繁に言葉の虐待を受けていました。看守の汚い言葉遣いは全く聞くに堪えませんでした。囚人たちの中には労働中に規則を違反して罰を受ける人もいました。例えば、「縄引き」という罰は、地面に跪かされ、両手を背中の後ろで縛られ、両腕を無理やり首の高さまで引き上げて痛め付けるというものです。他には、まるで犬のように鉄鎖で木につながれて、むちで容赦なく打たれる囚人もいました。この非人道的責め苦に耐えられなかった人はわざと餓死しようと試みるのですが、邪悪な看守はそんな囚人の両足首と両手首に手錠を掛け、体を強く抑え付けながら栄養チューブと水分を強引に体内に押し入れていました。看守は囚人たちが死んでしまうことを恐れていましたが、それはいのちを大切にしていたからではなく、囚人の安価な労働力を失うことを懸念していたからです。看守の犯した邪悪な行いは、恐ろしく凶暴でむごたらしい事件同様、本当にあり過ぎて数えきれませんでした。この全てにより、私は中国共産党政府は霊的世界に存在するサタンの地上のおける化身であるのだとはっきり分かりました。それは全悪魔の中で最も邪悪であり、その支配体制下にある刑務所は、名目上だけでなく実質においてもこの世の地獄です。私は尋問を受けた事務所の壁に書いてあった言葉を覚えています。それは、「任意に人を殴ること、または不法な罰に処することは禁じられており、拷問によって自白させることは更に強く禁じられている」です。それにもかかわらず、実際、彼らの行動はそのような規則に公然と反していました。彼らは成人ですらない女の子の私を無慈悲に殴り、不法な罰を加えました。さらに、彼らは私が神を信仰していたというだけで私に刑を宣告したのです。こういったこと全てによって、私は中国共産党政府が平和と繁栄のみせかけを提示する一方で、人々を欺くために用いる策略を明確に理解することが出来たのです。それは正に神の御言葉通りでした。「悪魔は人間の身体全体をがんじがらめにし、両眼を見えなくし、両唇を堅く封じる。魔王は数千年前から現在にいたるまで猛威を振るい、幽霊の街を堅固に警備しており、それはあたかも難攻不落の悪魔の城のようである。一方、警護に当たる番犬の群れが睨んでいる。番犬は神による不意討ちで完全に滅ぼされるのを深く怖れるあまり、平和と幸福の余地はない。このような幽霊の街の住民が神を見たなどということが、どうしてありえるだろうか。住民は神の優しさや愛しさを享受したことがあるのか。人間世界の物事をどのように認識しているのか。そのうちの誰が神の切なる望みを理解できるのか。肉にある神が完全に隠れたままであっても、不思議ではない。悪魔が残忍非道をはたらく暗黒社会において、眉一つ動かさずに人々を殺す魔王が、愛しく優しく聖い神の存在をどうして容認できようか。どうして魔王が神の到来に喜び喝采を送ることができようか。卑屈な者ども。彼らは恩を仇で返し、神を侮って久しく、神を虐待し、残忍を極め、神を少しも敬うことなく、強奪や略奪を行い、良心を完全に失い、良心にすっかり逆らい、純真な人々を誘惑し無分別な状態に陥れる。遠い昔の祖先とは何なのか。愛すべき指導者とは。彼らは皆、神に反抗している。その干渉により、地にある者すべてが闇と混沌に陥れられている。宗教の自由だと。市民の正当な権利と利益だと。そのようなものはどれも罪を隠蔽する手口である」（『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」〔『言葉』第1巻〕）

邪悪な警官たちの迫害を経験した後、私は神の仰るこの御言葉の内容を完全に確信し、その時にはこのことに関する実際の認識と体験を自分のものにしていました。中国共産党政府は本当に悪魔的な集団であり、神を憎み神に反抗し、悪と暴力を擁護します。このサタン的体制の下で生きるのは、人間が作った地獄で生きることと何ら変わりません。同時に、私は労働収容所では、人々のあらゆる醜さをこの目で見ていました。口先が上手く看守長の機嫌をとっていた日和見主義で陰険な人の吐き気のするような顔、どう猛に暴力的で猛威を振るいながら弱い人を脅していた人の悪魔のような顔等です。まだ成人としての生活を始めていなかった私は、刑務所で暮らしたこの一年間に人類の堕落をはっきりと目の当たりにしたました。人々の心に存在する欺瞞を目撃し、人間世界がどれだけ邪悪なものになり得るかということに気が付きました。また私は、肯定的なものと否定的なもの、白と黒、是非、善悪、そして偉大なことと卑劣なことを区別することも学びました。サタンは醜く、邪悪で残忍であり、神のみが聖さと義の象徴であられることをはっきりと認識しました。神のみが美と善を象徴され、神のみが愛であり救いであられるのです。神に御見守られ御加護を受け、あの忘れ難き年は私にとってとても素早く過ぎていきました。今振り返ってみると、刑務所で過ごしたあの年、私は肉体的苦痛を経験しましたが、神が御言葉で私を導いて下さり、私のいのちを成長させて下さいました。この苦しみと試練は、神が私にお与え下さった特別な祝福です。全能神に感謝します！


78. 苦難と試練は神様からの祝福だ

中国山東省　王 剛  

私は農夫です。私の家族は貧しいので、お金を稼ぐ単発の仕事を見つけるために私はいつも至る所を旅しなければなりませんでした。自分の肉体労働によって良い生活を送ることができると思っていました。しかし、現実には、私のような農民工には法的権利が何も保証されていないことが分かりました。私の給料は何の理由もなく天引きされていました。再三再四私は騙され、他人に付け込まれていました。一年間の重労働の後、私は受け取るはずのものを受け取っていませんでした。私はこの世が本当に暗いと感じていました。人間は動物のように互いを扱い、強者は弱者を食い物にします。互いに争い、つかみ合いの喧嘩をして、私にはこのように生きる足場がありませんでした。極端な痛みと絶望の中で、そして私が生活に対して自信を失っていた時、私の友人が全能神の終わりの福音を私に伝えてくれました。それ以来、私は兄弟姉妹と一緒に集会し、祈り、賛美歌を歌って神様を褒め称え、真理について語り合っていました。私はとても幸せで解放されたと感じました。全能神教会では、私は兄弟姉妹がお互いを出し抜いたり、社会的な区別をしようとしたりしないことが分かりました。兄弟姉妹たちはすべて純粋に心を開き、お互いに良い関係にありました。困難にぶつかったら、誰もが愛を持って助け合っていました。堕落した性質を捨て、人間らしく生きて救いを得るために、誰もがそこにいて真理を熱心に求めました。このような生活により私は幸福を体験し、人生の意義と価値を理解することができました。神様の前にきて真理を求めることによってのみ、真の幸福を得られることがわかりました。私のようにまだ暗闇の中にいる多くの人々が神様の前に来て、神様の救いを受けて光を再び見ることができるようにしようと決心しました。その結果、私は福音を伝え、神への証を立てるグループに加わりました。しかし予期しないことに、私は福音を伝道しているという理由で中国共産党政府により逮捕され、拷問や残酷な扱いを受け、投獄されるという極端な残虐行為を受けました。

2008年の冬の午後、2人の姉妹と私が伝道相手に終わりの日の神様の働きを証ししていた時、私たちは悪い人によって通報されました。戸籍調査と言う理由で、6人の警察官が伝道相手の家に突入しました。扉から入ってくると「動くな」と叫びました。警察官のうち2人は気が狂ったように私に飛び掛りました。そのうちの1人が胸の上の衣服をつかみ、もう1人が私の腕をつかんで、私の後ろで腕を力いっぱい締め上げました。そして、「何をしているのか。出身はどこか。名前は何か」と憎々しげに尋ねました。私はこれに答える代わりに「あなたがたは何をしているのですか。あなたがたは何のために私を逮捕しているのですか」と尋ね返しました。私がこれを言うのを聞くやいなや、２人は激怒し、攻撃的に言いました。「理由は関係ない、おまえは我々が探していた人物だ。我々と一緒に来い！」その後、警察は私と2人の姉妹をパトカーに押し込みました。

公安局に着いた後、警官が私を小部屋に閉じ込めました。警官は私に床をうずくまるように命じ、4人の人々が私を見張るようにしました。長時間しゃがんでいたので、私は大変に疲れ、がまんできなくなりました。立ち上がろうとした瞬間、警官が小走りにやってきて、私の頭を抑え、立ち上がれないようにしました。午後４時頃、警察は私の身から一枚の御言葉の紙を見つけました。彼は私を指しながら私に言いました。「王剛、長い間お前を捕まえようとしているんだ、やっとお前を捕まえた。お前は大物だ。」間もなく、私は隣の部屋で拷問されている人の身の毛がよだつ叫び声を聞きました。その瞬間、私は非常に恐くなりました。次に警官がどんな拷問と残虐な扱いを私に使おうとしているのか、私には分かりません。私は切羽詰まって心の中で神に祈り始めました。「ああ全能神よ、私は今非常に恐れています。私に信仰と力をお与えになり、私を毅然と勇敢にされ、私が神への証を立てられるように願います。もし拷問や残虐な扱いに耐えられないなら、舌を噛んで自殺しても、私はユダのように神様を裏切りません。」祈った後、私は心から少し力が湧いてきて、それほど恐れなくなりました。

その夜７時過ぎ、警察は私の両手を背中で手錠をかけ、私を押さえて上の階の拷問室に入れました。拷問室に入ると、警察は、私を床に押し倒しました。拷問室にはロープ、木製の棒、警棒、鋼鉄製の鞭などのあらゆる種類の拷問器具が配置されていました。それらはごちゃごちゃに棚に置かれていました。ひとりの警官が電気警棒を手に持ち、激しくビュッ、パンと音をたてながら、私を脅しました。「おまえたちの教会には何人いるんだ。おまえたちの会合場所はどこだ。責任者は誰だ。福音を伝道しているのは地域に何人いるんだ。言え。さもなければ、報いを受けることになる」私は青光りを帯びた電気警棒と拷問器具でいっぱいの部屋を見て、緊張や恐れを感じずにはいられませんでした。この拷問を乗り越えることができるかどうかがわからず、心の中で絶えずに神様を呼び求めました。私が黙っているのを見て、警察は怒りました。電気警棒で私の胸の左側を突きました。彼は私に1分ほどショックを与えました。私はすぐに体の血が沸騰したように感じました。頭から足へ耐え難い痛みが走り、叫びながら床を転げ回りました。それでも、彼らはまだ私を許そうとはせず、突然私を引きずりよせて、警棒を使って私の顎を指しながら叫びました。「話せ。白状することがないとでも言うのか。」こうした悪魔の狂気の責めに直面し、責めに耐えられず、ただ神を裏切るかもしれないと恐れました。私は心の中で、切に神様に祈り続けました。この時、私は神様の言葉を思い浮かべました。「権力を持っている者たちは、外側から見ると悪質に見えるかもしれないが、恐れることはない。それは、あなたがたの信仰があまりに僅かだからである。あなたがたの信仰が成長する限り、難しいことは何もない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十五章」〔『言葉』第1巻〕）。神様の言葉は私に再び信仰と力を与えて下さりました。私の目の前の邪悪な警官が狂っていて抑えがきかなくても、警官たちは神様の手によって采配されていると認識しました。神様の許可がなしに、彼らは私の命を奪うことができません。私が信仰を持ち、神様に頼り、警官たちに屈しなければ、警官たちは必然的に屈辱に落ちるでしょう。こう考えると、私は体のすべての力を奮い起こし、大声で聞きました。「あなたがたはなぜ私をここに連れてきたのですか。あなたがたはなぜ電気警棒で私を感電死させようとしているのですか。私がどんなの罪を犯したのですか。」邪悪な警官は突然ヘッドライトにはいった鹿のようになり、良心の呵責に打ちひしがれ、吃って何も答えられませんでした。そして、警官たちはしょんぼりとして出て行きました。サタンのジレンマの屈辱的な状況を見て、私は目頭が熱くなりました。この苦境で、私は本当に全能神の御言葉の力と権威を経験しました。神の御言葉を実践し、神様への信仰を持っていれば、神様の業を見ることができます。5、6分後、2人の警察が入ってきました。今回、彼らは違う手段を使いました。1人の痩せた警察は親切な態度で私に言いました。「貴方は協力しないとはね。聞かれたら、答えて。あなたが答えれば、私たちはあなたを釈放することができるのよ。」私は何も言いませんでした。そして、警察は一枚の紙を取り出して、私にサインさせました。私は、「労働教養改造」と紙に書いてあるのを見て、サインを拒否しました。1人の警察は、突然私の左耳にビンタを食らわしました。私は倒れそうでした。そのビンタは私の耳をガンガンさせ、しばらく経ってからやっと正気に戻りました。その後、彼らはまた私に手錠をかけ、小部屋に閉じ込めました。

小部屋に戻った後、私は傷だらけで痛みに耐え難いものでした。私の心は悲しみと脱力感が生ぜずにはいられませんでした。なぜ信者はこのように苦しまなければならないのでしょうか。人々に救い主が既に来られていることを伝え、人々が真理を求め救われるようにするという善意で福音を伝えたことで、私は予期せずこの迫害を受けました。これについて考えると、私は悔しくて辛いとさらに感じました。苦痛の中で私は神様に祈りました。「神様よ、私は身丈があまりにも小さくて、弱くなっていますが、神様に寄り頼って証に立てることを願っています。私を導いてください。」その後、私はある御言葉賛美歌を思い浮かべました。「落胆してはならない。弱ってはならない。わたしはあなたに明らかにする。神の国への道は平坦ではない。何事もそう簡単ではないのだ。あなたはたやすく祝福を得たいのであろうか。今日、だれもが苦しい試練に直面しなければならない。そうでなければ、あなた方のわたしに対する愛の心がさらに強いものとなることはなく、わたしに真実の愛を抱くこともないであろう。たとえそれが些細な状況であっても、誰もがそれを通らねばならない。ただそれぞれ度合いが違うというだけのことである。その状況はわたしからの祝福のひとつなのだ。わたしの祝福を求めてわたしの前に頻繁に跪く者がどれだけいるだろうか。あなた方はいつでも、少しの幸運な言葉がわたしからの祝福であると感じるが、苦しみがわたしからの祝福の一部だとは感じない」（「小羊に従って新しい歌を歌おう・試練の苦しみは神からの祝福」により）そうです！この迫害と患難に臨んだのは、神様が私の信仰と愛を完全にするためです。この環境が神様からの祝福で、私は神様に不満をこぼすべきではないです。今日、私が逮捕されて苦しめられているが、この間、神様はずっと御言葉を用いて私を導いていました。これこそは神様からの愛です。私は心の中で、この賛美歌を歌っていました。歌えば歌うほど、力が湧いてきて、私は心の中で神様に志を立てました。「神様よ、警察にどう苦しめられても、私はあなたを裏切らずに証に立て、最後の最後まであなたに従うことを願います。」

刑務所で警察は私にあらゆる種類の拷問方法を使い続け、私をめった打ちにするよう頻繁に囚人たちを煽り立てました。身も凍るような冬の寒さの中、警察は、バケツ何杯もの冷たい水を私に浴びせかけるよう囚人たちに指示し、私に冷たいシャワーに入るよう強要しました。私は頭からつま先まで寒さで震えていました。動悸、冷や汗をかき、心臓の痛みで背中も痛んでいました。ここでは、囚人たちは政府のために金を稼ぐ機械であり、法的権利はありませんでした。搾取されるのを堪え、奴隷のように利用される他に囚人たちには選択肢がありませんでした。刑務所は一日中、死者への餞として共に焼かれる紙幣を模した紙を印刷させました。最初は1日に１,000枚の紙を印刷しなければならないというルールを定め、それが1日に１,800枚、最後に3,000枚に増えました。これは経験豊富な人でも完了できない量で、私のような不慣れな者にはもちろん完了できませんでした。実際、刑務所は故意に私が完了できないようにしたので、刑務所には私を苦しめ、ぼろぼろにする言い訳ができました。ノルマを満たすことができない限り、邪悪な警官は5キロ以上の足かせを私の両足につけ、手足を手錠で縛りました。私ができたことは、そこに座って、頭を下げて腰をひねることだけでした。それ以外は、私は動くことができませんでした。さらに、こうした非人間的で冷酷な警官は私の基本的な必需品を聞いたり、気にかけたりしませんでした。トイレが監房にあったにもかかわらず、私は歩いて行き使うことができませんでした。私は監房の仲間たちに、私を持ち上げてトイレに座らせてほしいと懇願することができるだけでした。もし仲間たちが少しましな囚人であれば、私を引き上げてくれました。誰も私を助けてくれない場合は、私は我慢する以外に選択肢がありませんでした。最も苦しい時は食事時間でした。私の手と足は一緒に手錠をかけられていたからです。私は全力で頭を下げ、手足を上げることができることしかできませんでした。これが私の口に饅頭を入れることができる唯一の方法でした。私は一口食べるごとにたくさん力を費やしました。手錠が私の手と足にこすれて激しい痛みを引き起こしました。時間が経つと、私の手首と足首には黒く、てかてかした固いたこができました。縛られて、食べられないことがよくありました。まれに囚人たちは私に2つの小さな饅頭をくれました。ほとんどの場合囚人たちは私の分を食べ、私が得たものは空腹でした。飲みものを口にすることはさらに少ないです。もともと囚人には一日に2茶碗の水が与えられていましたが、私は縛られて身動きが取れなかったので、水を飲めることはまれでした。非人間的な苦しみは言い表せないほどでした。私はこの苦しみを４回、合計１０日経験しました。それでも、警察は、私に夜勤をさせました。長期間腹いっぱい食べられないから、私は時々動悸、嘔吐、胸がふさがりひどく飢えていました。飢えが耐え難くなるたびに、私は、サタンが主イエスを試みたときに、主が語った言葉を思い浮かべました：「人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出る一つ一つの言で生きるものである」（マタイによる福音書４：４）私の心は少し解放されました。私は、サタンの迫害の中で、この御言葉を経験できるように願いました。私は神に穏やかに祈り、神の言葉を理解しようとしました。気付かないうちに、それほどの苦痛や飢えを感じなくなっていました。ある日、1人の囚人は言いました。「以前にもこのように手錠をかけられて餓死した若い人がいました。あなたは何日も何も食べていないようですが、あなたはまだ元気一杯です。」彼の言葉を聞き、私は心の中で神様に感謝を捧げました。これは御言葉にあるいのちの力が私を支えているのです。私は、神の御言葉こそは真理、道、そしていのちであり、確かに私が生存するために頼りにすべき基盤であることを真に体験することできました。神様への私の信仰は知らず知らずに増加しました。この苦しみの環境で、私は「人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出る一つ一つの言で生きるものである」という真理の現実を真に経験することができました。これは本当に神様が私にお与えになったいのちの最も貴重な宝で、同時に私だけへの贈り物です。何よりも、食べ物や服を心配する必要がない環境でこれを得ることはできなかったでしょう。今日、私の苦しみには大きな意味と価値がありました！このような迫害と暴力を経験し、私は心から中国共産党をさらに憎みました。私は神様を信仰するだけで、逮捕され、あらゆる酷刑と暴力を振るわれ、非人道的な虐待を受けました。それは邪悪すぎます！以前読んだ御言葉を思い出しました。「淵のおもては混沌として暗く、庶民は苦悩のため天に向かって叫び、地に向かって苦痛を訴えている。いつになったら人間は堂々としていられるのか。人間はやせ細り、衰えている。どうしてこの残忍な暴君のような悪魔に対抗できようか。なぜできるだけ早く自らのいのちを神に捧げないのか。なぜいまだに躊躇しているのか。いつになったら人間は神の働きを完了できるのか。何の目的もなくそのようにいじめられ抑圧され、人間の生涯は結局無駄となる。なぜそれほど急いでやって来て、急いで去ってゆくのか。なぜ何か貴重な物を残しておいて神に捧げないのか。数千年におよぶ憎しみを忘れてしまったのか」（『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」〔『言葉』第1巻〕）。今回の経験を通して、私は、共産党の本質は神様と真理に敵対するということが、はっきりわかりました。私は、神様への証を立てる決心がさらに固まりました。

1ヵ月後、中国共産党政府警察は「社会の秩序を乱し、法の執行を破壊する」とでっち上げの罪で私を起訴しました。私は1年間の労働改造を宣告されました。労働収容所に入った後、毎日労働するよう警察に強要されました。私が工場で袋を数えている時、100袋数え上げ、それからそれらを結びつけました。いつも意図的に囚人たちが来て、私が数えたものから1つまたはいくつかの袋を取り、私が正しく数えなかったと言い、それをいいことに私を殴り、蹴りました。殴り終えそうなところ、隊長がやって来て、何が起こっているのか偽善的に私に尋ね、囚人たちは私が十分に袋を数えていないという偽証を伝えました。それから、私は隊長からの厳しい批判の嵐に耐えなければなりませんでした。私は苦痛と辛さを感じたとき、御言葉賛美歌をうたいながら作業していました。「あなたがたは終わりの日に神への証しをしなければならない。あなたの苦しみがいかに大きくても、最後まで歩まなければならず、最後の一息になってもなお神に対して忠実であり続け、神に身を委ねなければならない。これだけが真に神を愛するということであり、またこれだけが鳴り響くような強い証しなのである」（「小羊に従って新しい歌を歌おう・あなたの苦しみがどんなに大きくても神を愛することを求めよ」により）賛美歌を歌うと、私は心が動かされ、励まされ、つい涙を流しました。私は、どんな苦しみを受けても、神様への証を立てると言う志を立てました。その時、もう1人の私と同年の兄弟が、一緒に労働収容所に入っていました。昼間は作業するから、私たちが話しすることができないが、夜になると、私たちは、以前覚えた御言葉や賛美歌を各自思い出して書き出しました。それらを互いに共有しました。しばらく経って、私たちは一緒に作業するようになったから、小さい声で語り合い、助け合い、互いに励ましました。それで、私はそれほどの苦痛を感じなくなりました。

さらに、刑務官たちは「行動規範」を覚えるように命じました。私がそれを覚えなければ、私はいつも殴られました。刑務官たちはまた、私に共産党を称賛する歌を歌わせました。私が歌っていない、または唇が動いていないと知ると、夜になってから私は必ず叩きのめされました。刑務官たちはまた、私に床をモップがけさせ、私を罰しました。もし私が彼らの期待通りにモップがけをしなければ、私は激しく殴られました。一度、何人かの囚人たちが突然私を殴り蹴り始めました。殴ってから囚人たちは私に尋ねました：「若造、殴られている理由を知ってるか。おまえは所長がやってきた時に立ち上がって挨拶しなかったからだ。」殴られるたびに私は腹を立てましたが、何も言おうとはしませんでした。私はただ泣き、静かに神に祈り、この無法で不合理な場所により生じた私の心にある恨みと怒りについて神に話しました。ここに理性はなく、暴力だけがありました。ここには人々はおらず、狂気の悪魔と蠍しかいませんでした！私はこの苦しみの中で生きるひどい痛みとプレッシャーを感じました。私は1分も長く滞在したくありませんでした。私が弱さと苦しみに落ちるたびに、私は全能神の御言葉を思い浮かべました：「あなたがたは、自分に与えられた祝福を受け入れたことがあるか。あなたがたは、あなたがたのために結ばれた約束を求めたことがあるか。あなたがたは、必ずや、わたしの光の導きの下、闇の力の抑圧を打ち破るだろう。あなたがたは、闇のただ中にあっても、あなたがたを導く光を絶対に見失いはしないだろう。あなたがたは、必ずや、すべての被造物の主人となる。あなたがたは、必ずや、サタンの前で勝利する。あなたがたは、必ずや、赤い大きな竜の国が滅びるとき、無数の大衆の中で立ち上がり、わたしの勝利を証しするであろう。あなたがたは、必ずや、秦の国にあって、決意を固くし、揺らぐことがないだろう。あなたがたの耐え忍ぶ苦しみによって、あなたがたはわたしからの祝福を相続する。そして、必ずや、全宇宙にわたしの栄光を輝かせるだろう」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第十九章」〔『言葉』第1巻〕）。神様の言葉が私を励ましてくれました。神が私にしてくださったことが恩寵や祝福、あるいは試練と精練であったかにかかわらず、これらはすべて私に施し、私を救うためであり、私に真理を授け、真理を私のいのちにするためです。神様は私へのこの迫害と苦難を許しました。それは私の肉に大きな苦しみをもたらしましたが、私は、赤い大きな竜が神様に抵抗し、神様を憎む邪悪な本質をはっきり見ることができました。それによって、赤い大きな竜を憎んで裏切り、徹底的にサタンの支配から逃れて、完全に心を神様に帰し、最終的に勝利者として神様に作られます。さらに、神様が私と共におられることを私は真に経験できるようになりました。私のいのちの糧、私の足元を照らす明かり、私の道へと続く光となる神の言葉を私が真に享受し、この暗い地獄の穴の中で一歩一歩私を導くために、それは起きました。これは私が苦しみの過程で享受し得た神の愛と保護です。この時、私がとても盲目的で利己的であり、貪欲であることを理解することができました。神を信じる中で、私は神の恩寵と祝福を享受しているだけで、真理といのちを少しも求めていませんでした。私の肉が少しでも苦しめば、私は絶えず弱音を吐いていました。私はただ神の御心を認識せず、神の働きを理解しようとしませんでした。私はいつも私に起きた悲しみと痛みを神様に感じさせました。私には本当に良心がありませんでした！悔恨と自己非難を感じながら、私は静かに神に祈りました：「おお全能神よ、私は神が為されるすべては私を救い、私を得るためであることを認識しています。私は、自分がとても反抗的で、盲目で、いつも神を誤解し、神の心に配慮していませんでした。おお神よ、今日あなたの言葉は私の麻痺した心と霊を覚醒させ、神の心を理解させました。私はもはや自らの欲望と要求を持とうと思いません。私は神の采配に服従するのみです。あらゆる苦難に遭わねばならないとしても、私はやはりサタンの迫害を乗り越えて、神に対するはっきりとした証を立てるでしょう。」祈った後、私は神の善意を理解し、神が私に経験させた環境はどれも私への神の非常に大きな愛と救いであると知りました。それゆえ、私はもはや委縮したり、神を誤解したりすることはもうないでしょう。状況は変わりませんでしたが、私の心は本当に喜びと満足でいっぱいでした。全能神への信仰のために苦難や迫害を経験することができたことは名誉と誇りであり、それは堕落した人間である私にとって特別な贈り物でした。それは私にとって神の特別な祝福と恩寵でした。

刑務所で1年の苦難を経験した後、私の霊的背丈はとても小さく、私はたくさんの真理に欠けていると理解しています。全能神はこの他にはない環境を通して私の欠点を真に補われ、私を成長させました。この逆境の中で、神はいのちの最も貴重な富を私に得させ、過去に理解しなかった多くの真理を理解させ、悪魔であるサタンの醜い姿と神への抵抗の反動的な本質を理解させました。堕落した人間である私への全能神の大きな救いと慈悲を心から経験し、全能神の御言葉にある権威といのちの力は私に光をもたらし、私のいのちとなり、私がサタンに打ち勝つよう、死の影の谷から粘り強く歩み出るよう私を導き得ると感じました。神様に感謝を捧げます！


79. 訊問室での拷問

中国　肖敏

私は時代に取り残された貧しい農村に生まれ、子供時代はつらく困窮した生活を送りました。できるだけ早くよりよい生活を送れるようにと、結婚後は狂ったように働き始めました。しかし、働き過ぎで最後は病気になり、健康で調子のよかった身体が病に苦しむことになりました。私は病気が引き起こす苦痛の中で生き、機会があればいつも医学的なアドバイスと治療を求めました。しまいには大金を費やすことになりましたが、病気はまったくよくなりませんでした。１９９９年春、二人の姉妹が私に全能神による終わりの日の働きの福音を宣べ伝えてくれました。私は全能神の御言葉を読んで神様の御言葉の権威と力を感じ取り、どんな人間もそれを語るなど到底できず、全能神の御言葉はまさに神様のお声であるとわかりました。全能神は再臨された主イエスでいらっしゃり、私たちをすべての苦痛からお救いになれるのだと、心の底から確信したのです。神様の御言葉を読めば読むほど真理をいくらか理解するようになり、この世の多くの物事が完全にわかるようになりました。苦痛に苛まれて息を詰まらせていた私の霊が解放されたかのように感じられ、病も徐々によくなりました。神様に対する私の感謝はとどまることを知らず、積極的に福音を宣べ伝え、神様による終わりの日の働きを証しするようになりました。

しかし程なくして、私は福音を宣べ伝えた罪で中国共産党政府に三度立て続けに逮捕されましたが、そのたびに全能神が私を導かれ、サタンの迫害に勝利させてくださいました。そして２０１２年、教会のために本分を尽くしていたさなか、私は再び魔物の巣窟に陥り、悪魔サタンの手による拷問を受けることになったのです……２０１２年９月１３日の夕暮れ時、私は家に戻り、いつものように外にスクーターを駐めてドアのチャイムを鳴らしました。すると驚いたことに、私がドアを開けるや否や、四名の屈強な男たちが狼のように私に飛びかかってきました。彼らは私の両腕を背中にねじ上げて手錠をかけ、椅子に押し込み身動きできなくさせました。そしてすぐさま数名の警官が私の鞄をあさり始めました……この狼藉ぶりを突然見せつけられた私は恐怖で何も言えないほど驚き、凶悪な狼に捕らわれ、抵抗する力をまったくもたない哀れな子羊のような気がしました。それから連中は私を外に連れ出し、黒いセダンの後部座席に押し込みました。リーダー格の警官は取るに足らない小男でしたが、自分の成功に酔っているのか、車中でこちらを振り向き、「どうだ。我々がどうやってお前を捕まえたかわかるか」と陰険な薄笑いを浮かべながら言いました。私が逃走を試みないよう、警官たちはまるで私が凶悪犯でもあるかのように、両側から私を押さえつけていました。私は怒りとパニックを同時に感じ、警察がどのように私を懲罰して苦しませるのか見当もつきませんでした。自分が警察の拷問に耐えられず、ユダになって神様を裏切ってしまうのではないかと強く不安になったのです。しかしそのとき、神様の御言葉が頭に浮かびました。「あなたがたがわたしの前で頻繁に祈り、懇願する限り、わたしはあなたがたに全ての信仰を授けるだろう。権力を持っている者たちは、外側から見ると悪質に見えるかもしれないが、恐れることはない。それは、あなたがたの信仰があまりに僅かだからである。あなたがたの信仰が成長する限り、難しいことは何もない。心ゆくまで歓呼し跳び上がりなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第七十五章」〔『言葉』第1巻〕）。全能神の御言葉は私に信仰と力を与え、おかげで私は徐々に落ち着きました。「そうよ、邪悪な警察がどれだけ野蛮で残酷でも、しょせんは神様の御手に握られた駒に過ぎず、神様の指揮下に置かれている。私が心を込めて祈り、神様に呼びかける限り、神様はきっと一緒にいてくださるし、何も怖がることなんてない。この邪悪な警官たちが私を残酷に拷問して殴っても、それは単に神様が私の信仰を試そうとなさっているだけ。私の肉をどれだけ苦しませようと、神様にすがって呼びかける私の心を止めることはできない。私の肉を殺しても、魂までは殺せない。私のすべては神様の手中に握られているのだから」そのように考えると、もはや悪魔サタンのことなど怖くなくなり、私は神様の証しに立とうと決意しました。そして心の中でこう呼びかけました。「ああ、全能神よ。今日この人たちが私に何をしようと、私は喜んでそのすべてに向き合います。私の肉は弱っていますが、私はあなたにすがって生きることを望み、サタンが私を利用する機会を少したりとも与えたくありません。どうかお守りください。あなたを裏切って恥ずべきユダにならないようにさせてください」車が疾走するあいだ、私は教会の賛美歌の一つを心の中で歌い続けました。「聖なる計画と支配により試練に立ち向かう、どうして私は諦めたり、隠れようとしたりできるだろうか。神の栄光こそが第一だ。逆境の中で私は御言葉に導かれ、信仰は完全にされる。私は死も恐れず完全に献身する。御心は一切に勝り」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「私は神が満足されることだけを求めます」より）無言で歌っていると、心の中が力でいっぱいになり、証しし、サタンを辱めるために神様に頼ることを決意しました。

警官によって取調室に連行されると、教会で私と同じ本分を尽くしていた姉妹、ホストファミリー宅の姉妹、そして教会の指導者がいるのを見て私は驚きました。みんな捕まってしまったのです。すると警官の一人が、教会の姉妹を見つめている私に視線を向けて「何をぼんやり見ているんだ。さっさと入れ！」と怒鳴りつけました。私たちが会話するのを防ぐため、警察は私たちをそれぞれ異なる取調室に閉じ込めました。警官たちは乱暴に身体検査をし、私のベルトを外して全身をくまなく調べました。それはひどい屈辱で、これら悪魔のような中国共産党政府の手下どもが本当に邪悪で卑劣で薄汚い連中だということがわかりました。私は激しい怒りを覚えましたが、この魔物の巣窟に理性などあるはずがないので、それを抑え込まざるを得ませんでした。警察は教会が所有していた新品のスクーターと私がもっていた現金６００元あまりを押収したあと、取り調べを始めました。「お前の名前は。教会での地位は。指導者は誰だ。連中はいまどこにいる」私が答えなかったので、警官は怒鳴りました。「黙っていれば見つからないと思っているのか。我々に何ができるかお前にはわかるまい。いいか、我々はお前たちの上級指導者も逮捕したんだぞ」そして警官たちはいくつかの名前を読み上げ、この中の誰かを知っているかと訊いてから、さらに取り調べを続けました。「教会の金はどこに隠してある。言うんだ！」私は相手が何を言おうと鼻であしらい、「誰も知らないわよ。何も知らないんだから」と言い返しました。最初の尋問が失敗に終わったのを見た警察は、とっておきの手段をとることに決めました。私を疲弊させようと、交代で尋問と拷問を始めたのです。警察は四日間にわたって絶え間なく私に尋問と拷問を行ないました。この苦難のあいだ、私は心から神様に呼びかけ、神様の御言葉に導いていただきました。「あれやこれやと恐れてはならない。あなたはどれだけ多くの困難や危険に直面しようと、どんな障害にも遮られることなく、わたしの前に固く立ち続けることができる。それによってわたしの旨は妨げなく遂行されるのだ。それがあなたの本分である。……恐れることはない。わたしの支えがあれば、誰にその道を塞ぐことができようか。このことを覚えていなさい、忘れてはならない。起こることはすべてわたしの善意によるのであり、すべてはわたしの監視下にある」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十章」〔『言葉』第1巻〕）。「そうだわ。全能神は私の強力な柱。全能神が強固な支えとしていらっしゃれば、何も怖がる必要なんてない。神様に協力する信念が私にある限り、神様はきっと私をお助けになり、サタンの誘惑に打ち勝ってこの困難な時を乗り越えられるようにしてくださるはずよ」と、私は考えました。最初の日、警察は望む情報を私から引き出すことができなかったせいで屈辱のあまり激怒し、リーダー格の警官が激しい口調で私にこう言いました。「この女の強情に屈するつもりはない。拷問しろ」それを聞いた瞬間、霊がたじろぎ、私は不安を覚え始めました。警察の責め苦を受けてすでに弱りかけているのではと恐れたのです。私は心を込めて神様に呼びかけることしかできませんでした。「ああ全能神よ。私はいまとても弱さを感じ、力がまったく残っていません。ところが、警察は私を拷問しようとしています。しっかり立っていられるか本当にわかりません。どうか私といてくださり、力をお与えください」警察は手錠をかけられ後ろ手にされていた私の両手を持ち上げると、それを壊れた机の上に吊るし、スクワットのような姿勢をとらせました。それから敵意に満ちたまなざしを私に向け、矢継ぎ早に質問を浴びせました。「お前たちのリーダーはどこだ。教会の金はどこにある」私が拷問の重圧に負けて屈服するのを、警察はいまや遅しと待っていました。邪悪な警察によるこの責め苦が三十分も続いたころ、両脚が痛んで震えだしました。心臓は激しく鼓動しており、両腕も激痛に襲われています。我慢が限界に近づき、もう一瞬も耐えられないような気がしたので、心の中で必死にこう呼びかけました。「全能神よ、どうかお救いください。もう耐えられません。ユダのようにあなたを裏切りたくないのです。どうかお力ください」まさにそのとき、神様の御言葉が脳裏に浮かびました。「神があなたがたにおいて行う働きの各段階の背後にはサタンと神との賭けがある。その背後にはすべて戦いがある。……神とサタンが霊的領域で戦う時、あなたはどのように神を満足させるべきか、どのように固く証しに立つべきであろうか。あなたは自分に起こることのすべては大いなる試練であり、その試練の時に神があなたの証しを必要とすることを知るべきである」（『神の出現と働き』「神を愛することだけが本当に神を信じることである」〔『言葉』第1巻〕）。神様の御言葉は私を目覚めさせ、サタンがこのように私を苛んでいるのは、私が神様を裏切って真理の追求を諦めるようにさせるためだと気づかせてくれました。これは霊の領域で繰り広げられている戦いです。サタンが私を試す一方、神様もまたこの戦いによって私を試されているのです。いままさに、私が証しすることを神様は必要となさっています。神様は私に期待を抱かれ、悪魔サタンだけでなく多くの天使も現在まさに私を見ており、私が自分の立場を明らかにするのを待っています。ここで諦めて倒れ、サタンに降伏するわけにはいきません。神様の御心を満足させるべく、私を通じて神様の働きが実行されるようにしなければならないことを、私は知っていました。普遍の原則により、それは私が被造物として尽くすべき本分、つまり私の天命です。この重大な局面において、私が神様の勝利を証しできるかどうか、さらには神様がサタンに打ち勝ち、栄光を得られることを証しできるかどうかは、私の態度と振る舞いに直接左右されるのです。神様を悲しませたり失望させたりしてはいけないこと、私を苛むサタンの狡猾な策略を成功させてはいけないことはわかっていました。こうしたことを考えていると心の中で突然力が湧き上がり、警官たちに向かって「死ぬまで殴ればいいわ。それでも私は何も知らないわよ」とあくまで言い張りました。そのとき、一人の女性警官が室内に入ってきました。彼女は私を見ると、「すぐに彼女を下ろしなさい。いったい何をしようとしているの。殺そうとしているの」と言いました。全能神が私の祈りをお聞きになり、この危機一髪の瞬間に私を守り続けていらっしゃったことが、心の中でわかりました。私は邪悪な警官たちによって下ろされましたが、すぐに床に崩れ落ちてしまいました。立ち上がることができず、両手両脚の感覚がすっかりなくなっています。呼吸するのがやっとで、四肢の感覚がまったくありません。そのときはひたすら恐怖に怯え、目から涙が止まりませんでした。「このまま全身が不自由になってしまうのかしら」にもかかわらず、邪悪な警官は依然として私を解放しませんでした。両側に一人ずつ立って私の腕をそれぞれ掴み、死体のように引きずって壊れた椅子に連れて行くと、それに無理矢理押し込みました。すると警官の一人が「口を割らなければロープで吊るせ」と悪意に満ちた口調で言いました。すぐさま別の邪悪な警官が細いナイロンのロープをもってきて、手錠をかけられた私の両手を暖房の配管に吊るしました。両腕がただちに引っ張られ、背中と両肩が即座に痛み始めます。邪悪な警官は尋問を続けました。「我々が知りたいことを言う気になったか」それでも私は答えませんでした。すると警官たちは怒りのあまり、目を覚まさせてやると言ってコップの水を私の顔にぶちまけました。この時点ですでにひとかけらの力も残っていないほど拷問され、疲労のあまり両目を開けることさえできませんでした。私が無言を貫いていると、邪悪な警官の一人が卑劣にも、恥知らずにも、両手で私の目を無理矢理開けて私をからかいました。尋問と拷問が数時間にわたって続く中、邪悪な警官たちは本に載っているすべての策略を実行しましたが、私の口を割らせようとする試みはまたしてもすべて失敗に終わったのです。

尋問では私から何も引き出せないことを悟った邪悪な警官たちは、悪魔的な計略を用いることにしました。自称「尋問のエキスパート」を市の公安局から連れてきて、私の相手をさせたのです。警官たちは私を別の部屋に連行し、鉄の椅子に座るよう命じると、両方の足首を椅子の脚に、両手を肘掛けに鎖で固く縛りました。しばらくして、眼鏡をかけて洗練された外見の男がブリーフケースを手に現われました。善人のふりをして私ににっこり笑いかけると、手と足首を拘束していた鎖をほどき、部屋の片隅にある簡易ベッドに私を座らせました。そしてすぐにコップの水を飲ませ、飴を私に与えてから、こちらに近づき親しげにこう言いました。「どうしてこんなつらい思いをするんだ。君はもう十分苦しんだけど、本当はそんなに大したことじゃない。我々が知りたいことを教えてほしい。そうすれば何もかも大丈夫だから……」この新しい状況に直面した私はどう対処すべきかがわからなく、急いで心の中で神様に祈り、自分を啓き導いてくださるよう呼びかけました。まさにそのとき、神の御言葉が心に浮かびました。「あなたがたは常に目を覚まして待ち、もっとわたしの前で祈らねばならない。サタンのさまざまな企てやずる賢い策略を見極め、霊を認識し、人々を知らなければならず、あらゆる人や出来事や物事を見分けることができなくてはならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十七章」〔『言葉』第1巻〕）。神様の御言葉は、悪魔は常に悪魔であり、神様に抵抗して嫌悪を抱かせるその悪魔的本質が変わることは決してないのだと気づかせてくれました。彼らが硬軟どちらの手段を用いようと、目標は常に私が神様を裏切って真の道を捨て去るように仕向けることなのです。神様の御言葉による警告のおかげで、私はサタンの狡猾な企みをいくらか識別できるようになり、心も明瞭になり、しっかり立つことができました。取調官は次にこう言いました。「中国共産党政府は人民が神を信じるのを禁じている。君がこのまま全能神を信じ続ければ、家族全員が巻き込まれる。それに、君の家族に子供がいれば、就職する見込みや公務員になる見込みが影響を受けるし、将来に差し支えるぞ。よく考えたほうがいい……」男がそう言い終えたあと、私の中で戦いが始まり二重の動揺を感じました。困惑していると、サタンの前で見事証しに立ったペテロの経験が突然頭に浮かびました。ペテロはサタンが自分に投げかける狡猾な企みの一つ一つを通じて、いつも神様を理解しようとしたのです。そこで私も心の奥底で神様のほうを向き、すべてを神様に託してその御心を求めました。すると無意識のうちに全能神の御言葉が心に浮かびました。「神はこの世界を創造し、この人類を創造し、さらに神は古代ギリシア文化ならびに人類の文明の設計者でもあった。神のみがこの人類を慰め、神のみが日夜人類のことを思いやる。人類の発展と進歩は神の統治と切り離すことはできない。また、人類の歴史と未来は神の計画から切り離せない。あなたが真のクリスチャンならば、あらゆる国または民族の興亡は、神の意図に従って起こるということを必ず信じているであろう。神のみが国や民族の運命を知っており、神のみがこの人類の進むべき道を制御する」（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。神様の御言葉は私を光で満たしました。「そうだわ。神様は創造主でいらっしゃり、私たち人類の運命は神様の御手の中にある。悪魔サタンは神様を拒む存在。地獄に落ちる自分の運命すら変えられないのに、どうして人の運命を支配できるというの。人の運命は神様によって予め定められているし、私の子供が将来どんな職業に就くか、見込みがどうかはすべて神様次第。サタンがそれを支配するなんて無理なのよ」そう考えると、サタンと悪魔たちの卑劣さと恥知らずさがさらにはっきりわかりました。私が神様を否定して拒むようにするため、サタンは狡猾で下劣な手段、つまりあのような「心理戦」を駆使して私を騙そうと誘いをかけているのです。時宜を得た全能神の啓きと導きがなければ、私はもうサタンに打ち負かされ、捕らわれの身となっていたことでしょう。サタンがいかに卑劣で邪悪かを知ったいま、その狡猾な企みに屈しない自信が強まりました。結局、その邪悪な警官は途方に暮れて他にどうすべきかわからず、意気消沈してその場を去りました。

三日目、私から何の情報も引き出していないことを知った警察署長は怒り狂い、部下の無能さを罵りました。そして私に近づくと顔に陰気な薄笑いを浮かべ、「どうして白状しない。自分を誰だと思ってる。劉胡蘭のつもりか。どうせこれ以上ひどいことはできないと思って安心しているのか……」と言いながら、私の目の前で小型の電気ショック棒を振って脅しました。その電気ショック棒はパチパチ音を立てて青い火花を散らしていましたが、署長は次に充電中だった大型の電気銃を指さし、こう言って私を脅迫しました。「あれが見えるか。この小型の電気銃はもうすぐ電池が切れる。あの電気銃はあと少しで充電が終わるから、それを使ってお前を感電させてやる。そうすればお前も口を割るだろう。そのとき話し出すことになるんだ」私は大型の電気銃を目にしてパニックにならずにはいられませんでした。「この邪悪な警官はとても獰猛で残忍だ。最後は私を殺すのかしら。この苦痛に耐えられるかしら。感電死させられてしまうのかしら」その瞬間、弱さと臆病、苦痛と無力感が一斉に私の心を襲いました……私は急いで神様に呼びかけました。「神様よ、どうか私を守ってください、そして私に確信と強さを与えてください」その時、御言葉の賛美歌の数行が私の心に浮かんできました。「信仰とは一本の丸太橋のようなもので、卑屈に命にしがみつく者がそれを渡るのは困難だが、自らを犠牲にする覚悟のある者は自信を持って不安なく渡ることができる。臆病な恐れに満ちた思いを抱く者は、サタンに騙されているのだ。サタンはわたしたちが信仰の橋を渡って神の中に入ることを恐れているため」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「病気の始まりは神の愛」より）さらに、次の主イエスの御言葉も心に浮かびました。「また、からだを殺しても、魂を殺すことのできない者どもを恐れるな。むしろ、からだも魂も地獄で滅ぼす力のあるかたを恐れなさい」（マタイによる福音書１０：２８）神様の御言葉に涙が止まりませんでした。信じられないほど深く感動して、心が燃えさかる火のように強くなりました。「たとえ今日死んでも何を恐れることがあるの。神様のために死ねるのは名誉なこと。すべてを捨てて死ぬまでサタンと戦うわ」まさにそのとき、御言葉の賛美歌の別の数行が心に浮かびました。「エルサレムへ向かう途上、イエスは苦悶して、あたかもナイフが心に捻じ込まれているかのように感じたが、その言葉を取り消す思いは微塵もなかった。いつも強い力がイエスが十字架にかけられる場所までイエスに付き添っていた。最終的に、イエスは十字架に釘付けにされ、罪深い肉と同様になり、人類を贖う働きを完了した。イエスは死と黄泉の束縛から自由になった。イエスの前に、死も、地獄もハデスも力を失い、イエスに打ち負かされた」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「主イエスにならいなさい」より）心の中で何度も歌っていると、涙が途切れることなく頬を伝い落ちました。十字架にかけられた主イエス・キリストの光景が、まさに目の前で繰り広げられたのです。主イエスはパリサイ人に嘲られ、罵られ、中傷され、死刑執行人によって全身が切り傷とあざだらけになるまで鉄の鞭で打たれ、最後は残酷にも十字架にかけられましたが、それでも物音一つお立てになりませんでした……主イエスが苦しまれたすべてのことは人に対する主の愛のためであり、その愛はご自分のいのちへの愛に勝ったのです。その瞬間、私の心は神様の愛に刺激されて感動し、驚くほどの力と信仰が私を満たしました。何も恐れを感じず、神様のために死ぬのが名誉なことである一方、ユダになるのは最も大きな恥だと感じました。驚いたことに、自分のいのちを犠牲にしてでも神様の証しに立とうと決めた瞬間、ある邪悪な警官が部屋に駆け込みこう言いました。「街の広場でトラブルが発生しています。警察を動員して鎮圧し、秩序を保たなければなりません」邪悪な警官たちは急いでその場を立ち去りました。戻ってきたのは夜遅くで、もう私を尋問する気力もなく、「お前が話さない以上、拘置所に送ってやる」と悪意に満ちた口調で言いました。四日目の朝、邪悪な警官たちは私の写真を撮り、名前が筆書きされた大きな正方形の板を首にぶら下げました。その姿はまるで凶悪犯のようで、邪悪な警察にからかわれ馬鹿にされていると、自分が最大の屈辱に晒されている気がして大いに心が弱りました。しかし自分の精神状態が正しくないことはわかっていたので、心の中で静かに神様に呼びかけました。「ああ神様。どうか私の心をお守りになり、私があなたの御心を理解し、サタンの狡猾な企みの生贄にならないようにしてください」祈り終えたあと、神様の御言葉の一節が頭に浮かびました。「あなたは被造物であり、もちろん神を崇拝し、意味のある人生を送るべきである。神を崇拝せず、汚れた肉体のうちに生きるならば、人間の衣装を身に着けた獣にすぎないのではないか。あなたは人間であるから、神のために費やし、すべての苦しみに耐えるべきである。喜んで、確実に、今日直面している小さな苦しみを受け入れ、ヨブやペテロのように意味のある人生を送るべきである。……あなたがたは正しい道を追求する人、向上を求める人である。あなたがたは赤い大きな竜のいる国で立ち上がり、神が義なる者と呼ぶ人である。これは最も意味のある人生ではないのか」（『神の出現と働き』「実践（２）」〔『言葉』第1巻〕）。神様の御言葉によって、被造物として真理を追求できること、神様を崇拝して満足していただくために生きることが、最も有意義で価値のある人生だと認識できたのです。今日、私が神様への信仰のために捕らわれ拘束され、この恥辱と苦痛を残らず受け、キリストの苦難に加わることができ、恥ずかしいことではなく名誉なことです。サタンは神様を崇拝せず、逆に手段を尽くして神様の働きを妨害しますが、それは最も卑劣で恥ずべきことです。こうしたことを考えていると、私は力と喜びで満たされました。邪悪な警官たちは私の顔に浮かぶ笑みを見て驚いた目つきになり、「何が嬉しいんだ」と言いました。私は正しく力強い口調でこう答えました。「神様を信じて崇拝するのは完全に正しいことよ。そうすることは絶対に間違っていない。どうして幸せでいられないの」これらの言葉を聞いて、彼らは何も言わなかったです。神様の御言葉のお導きのもと、私は再び神様にすがってサタンに打ち勝つことができたのです。

その後、私は拘置所に連行されました。そこでは何もかもが一層陰気で恐ろしく、一種の地獄に落ちたような感じでした。食事は小さく黒いまんじゅうのかけらと、透明なスープに入った数切れのキャベツ、そしてその上に浮かぶ何枚かの葉っぱだけでした。私は毎日ずっと空腹で、胃袋が食べ物を求めて悲鳴を上げていました。それにもかかわらず、私はそれでも牛馬のように働かなければならず、ノルマを達成できなければ罰として殴られるか見張りに立たされました。この残酷な責め苦が来る日も来る日も続いたせいで、私は頭のてっぺんからつま先まであざと傷でいっぱいになり、歩くことさえ難しくなりましたが、それでも看守は重い銅線の束を私に運ばせました。この重労働のせいで負傷した腰が耐えがたいほど痛み、一日が終わると寝台に潜り込むことしかできませんでした。しかし深夜になれば、邪悪な警察が私を囚人の見張りに立たせるので、この過剰で骨の折れる仕事を耐えるのは不可能でした。ある夜、見張りに立っていた私は、邪悪な警察がいない隙にこっそりしゃがみ込んで休憩をとろうとしました。しかし予想もしないことに、邪悪な警官の一人が監視カメラで私の姿を見て、「誰が座っていいと言った」と怒鳴りながら駆け込んできたのです。すると他の囚人の一人が「急いで謝りなさい。さもないと木の寝台で寝かされるわよ」とささやきました。彼女が意味していたのは一種の拷問で、囚人はまず雑居房に運ばれた木製の戸板に、両脚を鎖で、両手首をロープで縛られます。このようにして戸板に拘束された囚人は二週間にわたって動くことを許されないのです。私はこれを聞いて怒りと憎しみでいっぱいになりましたが、これっぽっちの抵抗も見せることができませんでした。怒りを呑みこみ口をつぐむしかできなかったのです。このようないじめや拷問は私にとって耐えがたいことでした。その夜、私は凍えるように冷たい寝台に横たわりながら、どこにも正義がないことに涙を流し、心の中は神様への不満と要求でいっぱいでした。「これはいつ終わるのですか。この地獄のような場所では、たった一日が何日ものようです」すると神様の御言葉が頭に浮かびました。「もし人生の意義を理解し、人生の正しい道を歩み、将来において神があなたをいかに扱おうと、不平を言ったりえり好みしたりせずに神の計画に服従し、神に何も要求しないならば、このようにしてあなたは価値のある人間になる」（『神の出現と働き』「あなたは道の最終行程をいかに歩むべきか」〔『言葉』第1巻〕）。神様の御言葉に私は自分が恥ずかしくなりました。痛みや困難がどれほど大きくても、ペテロのように神様に従うことを追求し、自分のために決断したり要求したりは一切しませんといつも言っていたことを思い出したのです。しかし迫害と苦難が降りかかり、苦しんで代価を払わなければならなくなると、私はこのような苦境から逃れることだけを願ったのです。神への従順の片鱗さえ見られない。このとき初めて、私は神様の善意をようやく理解しました。神様はこの苦境が私に降りかかることで、苦しみを耐える私の決意を鍛え、私が苦しみの中でどう服従するかを学べるようになさいました。それによって私は神様の指揮に従うことができ、神様のお約束を受け取るのにふさわしくなれるのです。神様がなさっている一切のことは愛ゆえになされるのであり、私を救うためです。私の心は自由になり、もはや不当な扱いを受けていると感じることも、苦痛を覚えることもありませんでした。神様の指揮と采配に服従し、証しし、サタンを辱めることだけを望みました。

一ヶ月後、私が釈放されました。私の個人的な自由を制限するため、彼らは私に「法の執行を妨害し、邪教組織に参加した」という罪名をつけました。それから一年間、私は県や市から離れることを許されず、警察の呼び出しにはいつも応じなければなりませんでした。帰宅して初めて、家にあったすべての所持品が警察によって盗まれ、押収されていたことを知りました。そのうえ、邪悪な警察は私の家を山賊のように荒らし、家族を脅したうえ、私の釈放には二万五千元以上が必要だと言ったのです。義母はその恐怖に耐えられず心臓発作を起こし、二千元以上の治療費を払って入院し、治療を受けてようやく回復したばかりでした。結局、家族は知り合い全員に頭を下げてお金を借りることを余儀なくされ、かき集めた三千元を警察に払い、それでやっと私が釈放されたのです。邪悪な警察が行なった残酷な拷問のせいで、私の身体には深刻な後遺症による苦痛が残りました。両腕と両脚はよく腫れ上がり、拘束期間中に受けた深刻なストレスのせいで疼くように痛みます。二キロ半の野菜を持ち上げることも、洗濯をすることもできないほどで、働く能力を完全に失ってしまいました。

今回の逮捕と迫害を経験して、私は、真理と神を恨む共産党の悪魔の顔がはっきり見え、私はサタンをより一層憎むようになり、反動的で天をも恐れぬ悪魔党を憎みます。また、神の働きがあまりにも実際的で、知恵に溢れていることをこの身で感じました。共産党の逮捕と迫害のおかげで、私は見分けることができるようになり、志を磨かれ、信仰が完全され、神を仰ぎ見、頼ることを学べ、また神の御言葉の権威と力と、神の言葉はいつでも人の助けとなることを身で感じました。神だけが人を愛し、神だけが人を救うことができることがわかって、心と神の距離がもっと近くなりました。これらは全て、困難や試練を経験したことによる収穫です。神に感謝します！


80. 破られない信仰

中国　孟勇

私は生まれつき正直な人間で、そのためいつも他人からいじめられました。それゆえ、人の世の冷たさを味わい、自分の人生は空虚で意味のないものだと感じてきました。全能神を信じ始め、神の御言葉を読んで教会生活を送ることで、私はかつて味わったことのない熱意と喜びを心の中で感じました。全能神教会の兄弟姉妹が家族のように愛し合っているのを見て、神だけが義でいらっしゃり、光は全能神教会にしか存在しないことがわかりました。また数年にわたって全能神の働きを自ら経験することで、全能神の御言葉は本当に人を変えて救うことができるのだと実感するようになりました。全能神は愛にして救いでいらっしゃいます。そのため、より多くの人が神の愛を享受して神の救いを受け取れるよう、私は兄弟姉妹と一緒に全力を尽くして福音を広めようと努めましたが、共産党に逮捕、迫害されるとは想像だにしていませんでした。

2012年12月、私は数名の兄弟姉妹と共に福音を伝える場所へ車で向かいましたが、悪人たちに通報されてしまいました。それから間もなく、県政府が風紀犯罪取締班や国家治安部隊、薬物対策班、武装警察隊、地元警察など複数の法執行機関に指示を出し、10台以上の車で私たちを包囲し、逮捕するよう命じました。兄弟の１人と私が車に乗って逃げようとしていると、７、８名の警官が別の兄弟を狂ったように警棒で殴っているのを目にしました。そのとき、４名の警官がすぐさま私たちの車に駆けより、車を発進できなくさせました。そして邪悪な警官の１人が説明もなしに車のキーを引き抜き、私たちに車の中でじっとしているよう命じました。すると、あの兄弟が打ちのめされ、動けない状態で地面に座り込んでいるのが目に入りました。私は義憤で一杯になり、暴行を止めようと車から駆け出さずにいられませんでした。しかし、邪悪な警官が私を脇に押しやりました。その後、彼らは私たちを警察署に連行し、私たちの車は強制的に押収されました。

その夜９時過ぎ、２名の警官が私を尋問するためにやって来ました。私から有益な情報を得られないことがわかると、彼らは狼狽と苛立ちを募らせ、怒りのあまり歯ぎしりしながら私を汚く罵りました。「畜生、お前は後から始末してやる！」そう言うと、彼らは私を尋問待機室に閉じ込めました。夜11時30分になり、２人の警官が私を監視カメラのない部屋に連れていきました。暴力を振るうつもりだと予感した私は心の中で繰り返し神に祈り、私を守ってくださるようお願いしました。そのとき、賈という名字の邪悪な警官が私を尋問しに現われました。「ここ２、３日、お前はフォルクスワーゲンのジェッタに乗っていたか」私が「いいえ」と答えると、相手は激高しました。「複数の人間がお前を目撃しているんだ。それでもお前は否定するのか」そう言うと、悪意を剥き出しにして私の顔を平手打ちしました。頬が燃えるように痛み、それ以外の感覚がなくなりました。すると警官は大声で高笑いしました。「お前がどれほどタフかを確かめてやる！」そう言い放ちながら幅広のベルトを手に取り、私の顔を何度もそれで打ちました。何度打たれたかわかりませんが、あまりの痛みに何度も叫び声を上げました。これを見た警官たちは私の口の周りにベルトを巻きました。その後、数名の邪悪な警官がブランケットを私の身体にかぶせ、警棒で激しく殴り始めました。彼らが手を休めたのは殴り疲れて一息入れるときだけでした。私はあまりに強く殴られたせいでめまいがし、全身の骨が砕けてしまったかのような痛みを感じました。このときは、警官たちがなぜ私をこのように扱うのかわかりませんでしたが、暴行のせいで私の身体にあざが残らないよう、ブランケットを私にかぶせたのだとあとでわかりました。監視カメラのない部屋に閉じ込め、口に猿ぐつわをかませ、身体にブランケットをかぶせたのはいずれも、自分たちの悪行が暴かれるのを恐れたためだったのです。名誉ある「人民警察」がこれほど不実で非道だとはそれまで考えたこともありませんでした。殴り疲れた４名の警官は、別の手段で拷問を続けました。２名の邪悪な警官が私の一方の腕を背中に回して無理矢理引き上げ、別の邪悪な警官２名がもう一方の腕を肩から背中のほうに引き上げると、思い切り引き下げました。しかし両手を一緒に引っ張ることができなかったため、彼らは悪意を込めて私の腕を膝蹴りしました。ポキッと音が聞こえ、両腕が引き裂かれたように感じました。あまりの痛みに息が止まりそうでした。この種の拷問方法は「剣背負い」と呼ばれており、普通の人には耐えられません。両手の感覚がなくなるまでそう時間はかかりませんでした。警官たちはそれでもやめず、さらに私を苦しめるため、ひざまずくように命じました。あまりの激痛に全身から冷や汗が噴き出し、頭がガンガン鳴り響き、意識が少しぼんやりし始めました。そして、「私は長年生きてきた。自分の意識をコントロールできなくなったことはない。このまま死ぬのだろうか」と考えました。その後、私はそれ以上耐えられなくなり、死によって救いを求めることが頭に浮かびました。その瞬間、神の御言葉が私を内側から啓きました。「今日、大半の人はそのような認識をもっていない。そうした人たちは、苦しみには価値がなく、……中には苦しみが極限に達し、死を考えるようになる人がいる。それは神に対する真の愛ではない。そうした人は臆病者であり、忍耐力がなく、弱くて無力なのである」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私を急に目覚めさせ、自分の考え方は神の御旨に沿うものでなく、神を悲しませ、失望させるだけだということに気づきました。なぜなら、この痛みと苦しみの最中、神がご覧になりたいのは私が死を求めることではなく、私が屈辱を飲み込んで重荷を背負えること、神のお導きに頼ってサタンと戦い、神の証しを立て、サタンを辱めて打ち負かせることだったからです。死を求めるのはサタンの策略に落ちることであり、そうなれば神の証しを立てることができず、代わりに恥を晒すことになるのです。神の御旨を理解した私は無言で神に祈りました。「ああ、神よ。私の本性のあまりに弱いことが、現実によって明らかになりました。あなたのために苦しむ意志も勇気もなく、少しばかり身体に痛みを受けたせいで死にたいと考えました。いま私は逃げたくないです。どのような苦しみに耐えなければならないとしても、あなたの証しを立て、あなたに満足していただかなければならないです。しかし現在、私の身体は究極の痛みの中にあって大いに弱り、これら悪魔の暴行を自力で耐えることはとても難しいとわかっています。あなたに頼ってサタンを打ち負かすことができるよう、もっと自信と強さをお与えください。あなたを裏切ったり、兄弟姉妹を売ったりしないことを、いのちにかけて誓います」繰り返し神に祈るうちに心が少しずつ落ち着いてきました。邪悪な警察は私がほとんど息をしていないことに気づき、私が死んだ場合に責任を問われることを恐れて手錠を外しました。しかし、私の腕は既に硬直しており、手錠があまりにきつく締められていたため、それを外すのはとても一苦労でした。それ以上力をかけたら、私の腕は折れてしまっていたでしょう。４名の邪悪な警官は数分がかりで手錠を外してから、私を尋問待機室に引きずっていきました。

翌日の午後、警察は自分たちの裁量で私に「刑法違反」の罪を被せ、家宅捜索をするために自宅へ連行してから拘置所に連れ戻しました。拘置所に戻るとすぐ、４名の刑務官が私の綿のジャケット、ズボン、ブーツ、時計、そして所持金1300元を押収しました。そして規定の囚人服に着替えさせ、強制的に200元で毛布を購入させました。その後、刑務官は武装強盗、殺人者、強姦魔、麻薬の売人と同じ監房に私を閉じ込めました。私が監房に入ると、剃髪した12名の囚人が敵意を剥き出しにして私を睨みつけました。そこの空気は陰気でおどろおどろしく、突然、心臓が口から飛び出そうになりました。リーダー格の囚人２人が私に近づき、「お前は何で捕まったんだ」と尋ねました。私は「福音を広めたからです」と答えました。すると彼らのうちの１人が私の顔を無言で２度平手打ちしてから言いました。「お前、「司教」ってやつだろう。」それを聞いた残りの囚人は一斉にどう猛に笑い始め、「だったら、お前の神にここから出してくれって頼んだらどうだ」と言って私をからかいました。野次とからかいの中、リーダー格の囚人が私の頬をさらに数回平手打ちしました。そのときから私のあだ名は「司教」となり、頻繁に屈辱と嘲笑を受けました。もう１人のリーダー格の囚人は私が履いていたスリッパを見て、「お前は自分の立場をまったくわかってないな。こんな靴を履く価値がお前にあるのか。脱げ！」と傲慢な口調で言いました。そして私のスリッパを無理矢理脱がし、自分たちの履き古したスリッパに履き替えさせました。毛布も取り上げられて他の囚人のものになりました。囚人たちはその毛布を巡って何度も争い、結局私の手元には、薄くて破れだらけで、汚く、悪臭のする古い毛布が残りました。刑務官がけしかけたこともあり、囚人たちは私をありとあらゆる苦難と苦痛の対象にしました。夜間、監房内の照明は点灯したままですが、リーダー格の囚人は邪悪な笑みを浮かべて、「俺のために電気を消せ」と私に言いました。私ができないでいると（監房内にはスイッチさえありません）囚人たちは再び私を笑いものにして嘲り始めました。翌日、数名の若い囚人が私を監房の隅に立たせ、刑務所の規則を暗記するよう強要し、「２日以内に暗記しないと袋叩きだぞ」と脅しました。私は怯えずにはいられませんでした。ここ数日のあいだに経験したことを考えれば考えるほど、恐怖が増しました。私は絶えず神を求め、これに打ち勝てるようお守りくださいと乞うことだけでした。そのとき、神の御言葉の賛美歌が私を啓きました。「投獄や病気、他人からの嘲りや中傷に遭っても、あるいは逃れる道がないように見えても、それでも神を愛することができるのです。これが、心が神に立ち返ったということです」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「あなたの心は神に立ち返ったか」より）神の御言葉は私に力を与え、神を愛することを求めて心を神に向けるという実践の道を示してくれました。その瞬間、心が突如澄み渡りました。この苦難が私に降りかかるのを神がお許しになったのは、私を苛むためでも、意図的に私を苦しませるためでもなく、このような環境でも私の心が神に向くよう訓練し、それによって私がサタンの暗い影響力の支配を耐え、なおも心を神に近づけて神を愛し、不満を言わず常に神の指揮と采配に従えるようにするためでした。それを心の中で理解すると、私はもはや怖くなくなりました。いかに警察や囚人が私を扱おうと、私は自分のすべてを神に捧げ、決してサタンに屈しないことだけを気をつけていればいいのです。

刑務所での生活は、実際には地上の地獄です。刑務官は人々を苦しめる手段を絶えず考え出しています。夜寝るとき、私は他の数名の囚人と狭い空間に押し込められました。寝台の上で寝返りを打つことすら困難です。私は新参者だったので、便所の横で寝なければなりませんでした。逮捕されてから数日間寝ていなかったせいで強い眠気に襲われ、耐えきれずにうとうとします。すると見張り当番の囚人が私のもとに来て嫌がらせをし、私が起きるまでわざと頭をこつこつ叩き、私が目を覚ますと立ち去るのです。故意に私を起こして、私のズボン下を奪おうとする囚人がいました。翌日の朝食後、リーダー格の囚人が私に毎日床磨きを命じました。当時はその年で一番寒い時期だったうえ、お湯もありません。そのため、冷水を使って雑巾を洗うより他ありませんでした。さらにリーダー格の囚人は毎日このように床磨きをするよう命じました。そして数名の武装強盗が、私に監房の規則を暗記するよう強要しました。暗記できなければ殴られたり蹴られたりするに違いありません。顔を平手打ちされることはさらに日常茶飯事でした。このような環境に直面した私はとても辛かったです。夜になり、毛布を頭まで被って静かに祈りを捧げました。「ああ、神よ。この環境が私に降りかかることをあなたはお許しになりました。ならば、その中にあなたの御旨があるはずです。あなたの御旨をどうか私に示してください」その瞬間、神の御言葉が私を啓きました。「わたしは丘に咲くユリを賛える。草花は斜面を覆うが、ユリは春の訪れの前に、地上におけるわたしの栄光に輝きを加える。人にはそれができるか。人はわたしが戻る前に地上においてわたしに証しできるのか。赤い大きな竜の国でわたしの名のために自分を捧げることができるのか」（『神の出現と働き』「全宇宙への神の言葉、第三十四章」〔『言葉』第1巻〕）。そうです。花も草も私もすべて神の創造物です。私たちが神の証しを立てて神を讃えるよう、神は私たちをお作りになりました。春の訪れより早く、百合の花は地上における神の栄光に輝きを加えることができます。つまり、神の創造物としてその本分を尽くしたのです。今日の私の本分は、神の指揮に従い、サタンの前で神の証しを立てることです。これらすべての苦しみと屈辱にいま耐えることは、私が法を犯したからではなく、神の御名のためです。この苦しみに耐えるのは名誉なことです。サタンが私を辱めれば辱めるほど、私はさらに神の側に立ち、神を愛さなければなりません。そのようにすることで、神は栄光を得られ、私は尽くすべき本分を尽くすことになるのです。神が幸せで満足していらっしゃる限り、私の心も安らぎます。私は喜んでこの最後の苦しみに耐えて神に満足していただくとともに、すべてを神の指揮に委ねます。このように考えだすと、ひときわ感動してまたもや涙を抑えることができませんでした。「ああ、神よ。あなたはあまりに愛しいお方です。長年あなたに従ってきましたが、今日ほどあなたの優しい愛情を感じた日はありません。今日ほどあなたを身近に感じた日はありません」私は自分自身の苦しみをすっかり忘れ、長い時間この感動に浸りました……

拘置所に入って6日目はとても寒かった日でした。警察に綿入れの服を押収されていたので、長袖シャツとズボンで過ごすしかなく、最後は風邪を引きました。高熱のせいで倒れてしまい、咳も止まりません。夜、私はすり切れた毛布にくるまり、病気の苦しみに耐えながら、囚人たちによる私への終わりのない不当な扱いと虐待について考え、強い惨めさと無力さを感じました。惨めさがある程度まで達したところ、神の御言葉の賛美歌が耳の中に鳴り響きました。「あなたがわたしに病を与えられ、わたしの自由を奪われても、わたしは生き続けることが出来ますが、あなたの刑罰や裁きがなくなったならば、わたしは決して生きてゆくことはできないでしょう。わたしにあなたの刑罰と裁きがなかったとしたら、わたしには言葉にできないほど深いあなたの愛を、わたしは失うでしょう。あなたの愛がなければ、わたしはサタンの領域下で生活することになり、あなたの栄光の御顔を見ることはできないでしょう。わたしはどうして生き続けられるでしょうか」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。これらの言葉は、私に確信と強さを与えてくださいました。ペテロは肉体の苦痛など考慮しませんでした。彼が大事にし、重視していたのは神の刑罰と裁きで、追い求めていたのは、神の刑罰と裁きを経験して堕落が清めを得、最終的に死ぬまで従順で、神への究極の愛に到達することです。今日、私もペテロのように追い求めるべきです。このような環境に直面したのには神の許可があり、肉体は苦痛を受けますが、これは神の愛で、神は私の信仰と苦しみを受ける志を完全しようとしているのです。神の熱心な意図が理解した私は、深く感動したと共に、意気地なしで、自己中心で、神の旨への配慮しない自分を恨み、あまりにも神に申し訳ないと感じ、こう心に決めました「どんなに大きな苦しみを受けても、神を証し、満足させる。」と。次の日、私の高熱は奇跡的に下がり、私は心から神に深く感謝しました。

ある夜、監房の窓の外に売り子がやって来て、リーダー格の囚人は沢山のハムや犬肉、鶏のもも肉などを購入しました。そして最後に、金はお前が払えと私に命じました。お金はないと答えると、彼は悪意を剥き出しにして、「金がないなら、じっくりお前を苦しめてやる！」と言いました。翌日、彼はベッドシーツと洋服と靴下の洗濯を命じ、拘置所の刑務官も自分たちの靴下を洗うよう命じました。拘置所では彼らの暴行にほぼ毎日耐えなければなりませんでしたが、もう耐えられなくなるたび、神の御言葉が頭に浮かびました。「あなたは地上にいる間に、神のために最後の本分を果たさなければならない。昔、ペテロは神のために逆さ磔にされた。しかし、あなたは最後に神を満足させ、神のためにあなたの全精力を使い尽くすべきである。被造物が神のために何ができるのか。だからすぐにでも神に身を委ね、神が思い通りにあなたを扱えるようにするべきである。それで神が喜び、満足しているならば、神が望み通りにあなたを扱えるようにしなさい。不平の言葉を言う何の権利が人間にあるというのか」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第四十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私に力を与えました。その後も囚人から暴力や辱め、非難やリンチを時折受けましたが、神の御言葉の導きで、私はとても慰められ、もう苦くはありません。

ある日のことでした。刑務官が事務室に私を連行しました。そこに入ると、10数名の人々が変な目で私を凝視しているのに気づきました。そのうち１人が私の正面から左側にかけてビデオカメラを構え、別の１人がマイクを持って私に近づき、こう尋ねました。「なぜ全能神を信じているのですか」そのとき、マスコミのインタビューだとわかりました。私は誇りをもちつつも謙虚に答えました。「私は小さい頃からいじめや冷遇の的にされてきました。また、人々が互いに騙し合い、利用し合う姿も見てきました。この社会はあまりに暗く、あまりに危険だと感じました。人々は空虚で絶望的な暮らしを送り、希望も人生の目標もなく生きています。その後、ある人から全能神の福音を伝えられ、私はそれを信じ始めました。全能神を信仰してからは、他の信者が私を家族のように扱ってくれるのを感じました。全能神教会には、誰ひとり私を陥れようとする人はいません。誰もが互いに理解し合い、気遣っています。互いに世話をし合い、何の不安もなく心の内を語り合っています。私は全能神の御言葉の中に生きる目標と価値を見つけました。神を信じることはとてもよいことだと思います。」するとレポーターはこう尋ねました。「自分がなぜここにいるのか、わかっているのですか」私は次のように答えました。「全能神を信じ始めてからというもの、私は世俗の名利や損得を気にしなくなり、そのようなものは空虚で無意味だと思っています。善良な人間になって正しい道を歩けなければ、正しく生きることはできません。私の心はますます優しくなりつつあって、善良な人間になりたいという思いが強くなっています。全能神の御言葉が真に人を変え、正しい道に導くのを目の当たりにして、もしすべての人が神を信じられたら、私たちの国はより秩序があるものとなり、犯罪率も低下するだろうと思いました。そこで、この福音を他の人々に伝える決意をしたのです。しかし、このような善行が中国で禁じられているとはまったく知りませんでした。それで私は逮捕され、ここに連行されたのです」私の答えが自分たちにとって不都合なものだとわかったレポーターはすぐにインタビューを中止し、踵を返してそのまま立ち去りました。その瞬間、国家保安部隊の副隊長が怒りのあまり地団駄を踏み始めました。そして私を憎々しげに睨みつけると、歯ぎしりしながら耳打ちしました。「覚えてろよ！」しかし、彼の脅しや威嚇はまったく怖くありませんでした。逆に、このような機会に神の証しをできたことを大いに誇らしく思いました。そのうえ、神の御名を高めてサタンを敗北させることで、私は神に栄光をもたらしたのです。ある朝、刑務官がなぜか１枚の新聞紙を置いていきました。囚人たちは恐ろしげな薄笑いを浮かべながら、全能神を中傷・冒涜する新聞記事を馬鹿にした調子で読み上げました。私は怒りのあまり歯ぎしりしました。囚人たちが私のもとへ来て、この記事はどういうことなのかと聞いたので、「共産党による中傷だ！」と大声で言いました。囚人たちが全員、大衆にただ従い、悪魔と同じ言葉を使って真理を汚し、神を冒涜するのを聞いて、彼らの終わりが近づいているのを感じました。神を冒涜する罪は決して許されるものではなく、神の性質に背く者は誰であっても最も重い懲罰と報いを受けるのです。このようにして、共産党は中国の全国民を最終的な破滅に引き連れており、魂を貪り食う悪魔という真の顔を完全に露呈しているのです。

その後、私を担当する警察官が再び私を尋問しましたが、今回は拷問によって情報を無理に引き出そうとせず、代わりに「優しげな」表情で私に尋ねました。「君のリーダーは誰なんだ。もう１度チャンスを与えよう。話してくれれば悪いようにしない。寛大な措置をとってあげよう。君はもともと何も知らなかったのに、他の人間に裏切られてしまった。なのに、なぜ彼らをかばおうとするんだ。君はとても礼儀正しい人間のようだ。どうして自分の命を彼らに捧げてしまうんだ。情報を提供してくれれば家に帰れる。何のためにここに残り、苦しむ必要があるんだろう」この２つの顔を持つ偽善者は、強硬策が功を奏しないと見て取り、今度は下手に出ることにしたのです。彼らは狡猾な策略を山ほどもっており、実に陰謀と誘導に長けています。相手の偽善的な顔を見るなり、私の心はこの悪魔の群れに対する憎しみで一杯になりました。「私が知っていることはすべてお話ししました。それ以上は何も知りません。」と、私は答えました。私の断固とした態度を見て、彼は何も引き出すことができないと悟り、意気消沈して部屋を出ていきました。

拘置所で半月拘束された後、警察は私の家族に保釈金として8000元を支払うよう命じ、それからようやく私を釈放しました。しかし外出を禁じたうえ、自宅に待機していつでも呼び出しに応じられるように警告しました。釈放された日、刑務官はわざと私に食事を与えませんでしたが、囚人たちは「お前の神はすごいな。俺たちは病気をしていなかったが、みんなここで病気にかかった。お前は病気を抱えてここに来たのに、元気になって出ていくんだからよ。よかったな！」と言いました。この瞬間、心の中は神へのさらなる感謝と賛美で一杯になりました。私の叔父は看守ですが、釈放されたのは父に権力者との特別なコネがあったからではないかと疑い続けました。そうでなければ厳重警備の刑務所から半月で釈放されるはずがない、少なくとも３ヶ月はそこにいたはずだというわけです。家族は全員、それは神の全能さによるもので、神の素晴らしい働きが私に行われたのだとよくわかっていました。そして私は、これは神とサタンの闘いだったのだとはっきりわかりました。サタンがどれほど野蛮で悪意があろうと、常に神の前に敗北を喫するのです。その日以来、自分が遭遇するすべてのことは神の采配の一部だと確信するようになりました。その後、私は「社会秩序攪乱罪」により、懲役１年、執行猶予２年という判決を中国共産党から下されました。

この迫害と患難を経験した後、私は無神論者で構成される中国共産党の邪悪な本質を理解して識別できるようになり、心の底から嫌悪を抱くようになりました。彼らは暴力や嘘で自分たちの地位を維持し、狂乱したかのように神の信徒を鎮圧、迫害し、あらゆる手を使って神の地上での働きを阻止し、邪魔し、真理を極端に恨んでいます。彼らは神の最大の敵であり、私たち神の信徒の敵でもあります。このような苦難を経験したことで、私は神の言葉しか人のいのちになれないことが分かりました。私が最も絶望し、死に瀕していたとき、神の言葉が私に確信と勇気を与えてくれ、力をもたらせてくれたのです。それによって、私は頑張って生き続けることができました。これらの最も暗く苦しい日々、神が私を守ってください、神に感謝します。神は私をとても愛してくださいます！


81. 残忍な拷問を受けた日々

中国　陳輝

私は中国の一般家庭で育ちました。父は軍人で、幼い頃から父の影響を受けて私の性格が形作られていったので、兵士の天命と義務は母国に仕えること、命令に従い共産党と人民のために滅私奉公することだと信じるようになりました。また、自分も兵士になって父の歩んだ道を進むことを決心しました。しかし時が経つにつれ、そしていくつかの出来事があってから、私の人生の目標や指針は変わっていきました。1983年、私は主イエスの福音を聞きました。これは、私のように幼い頃から無神論や中国共産党のイデオロギーに毒されてきた人間を主イエスの愛に深く感動させる、聖霊の特別なお導きだったのです。福音を聞いた私は、神を信じる生き方を始めました。教会に行き、祈り、主を讃美する讃美歌を歌い始めたのです。この新しい生き方で、私は大いなる穏やかさと平安を得られました。1999年、私は再臨された主イエス、すなわち全能神の終わりの日の福音を受け入れました。絶えず神の御言葉を読み、兄弟姉妹と集まり交わる中で、私は多くの真理を理解するようになり、人類をお救いになる神の切実な意図を学んだのです。神は私たち一人ひとりに大きな使命と責任を授けられたのだと感じ、福音を広める働きに必死で打ち込みました。

しかし、中国共産党政府による残酷な迫害が、私の穏やかで幸せな生活を破壊しました。2002年8月、キリストの同労者数名に福音を伝えるため、私は夫と一緒に北西部へ赴きました。ある晩、終わりの日の神の働きを最近受け入れた二人の兄弟と姉妹と会っていたところ、突然大きな物音がしたのでそちらを見ると、扉が蹴破られて悪魔のような顔をした６、７人の警官が警棒を振りかざしながら駆け込んできたのです。すると警官の一人が私を指さし、「この女に手錠をかけろ！」と、悪意を剥き出しにして怒鳴りました。二人の警官が私たちに壁際に立って動くなと命じ、それから警官たちはその家の中の箱や棚を、まるで強盗の一団のようにあさり始めました。何かを隠すのに使えそうだと疑ったものを片っ端から入念に調べ、すぐに家全体を滅茶苦茶にしてしまいました。そしてついに、警官の一人が姉妹のカバンから福音の小冊子と神の御言葉の本を見つけ、獰猛な目つきで私をにらみつけながら、「この野郎、死にたいのか。布教しにここに来たのか。こいつをどこから持ってきた」とわめきました。私が答えずにいると「喋らないつもりか。口を割らせてやる。来い。これから行く場所で喋れ」と怒鳴りつけ、私を家から引きずり出してパトカーの中に突き飛ばしました。この時わかったのですが、送り込まれたのは６、７人の警官だけではありませんでした。道路の両側に武装した特殊警察が列をなしていたのです。私たちを捕まえるためにこんなに動員するなんてと、私はひどく恐ろしくなって、考える間もなく神に祈ってお導きとご加護を求めました。すると、ほどなくして神の御言葉の一節がはっきりと頭に浮かんだのです。「あなたの周りの環境にあるすべてのものはわたしの許しによってそこにあり、わたしがそのすべてを定めることを、あなたは知るべきである。わたしがあなたに与えた環境の中で、明確に見極め、わたしの心を満足させなさい。恐れてはならない。万軍の全能神が必ずあなたと共にいるのだ。神はあなたがたのしんがりとなり、神はあなたがたの盾である」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第二十六章」〔『言葉』第1巻〕）。その通りだ、と私は思いました。神は私の御柱。どんな状況に出くわしたって、万物の支配者、創造主である神はいつも私のそばにいてくださる。どんな状況に直面しても乗り越えられるようお導きくださる。神は誠実でいらっしゃるから。そして万物を支配し、采配なさっているのは神なのだから。そう考えていると落ち着きが戻ってきました。

私が犯罪捜査部隊に引き渡されたのは夜の10時頃でした。写真を撮られ、取調室に送られました。驚いたことに、そこには既に４、５人の残忍そうな暴漢がいて、部屋に入った私を見下ろしてきました。入るとすぐに、彼らはオオカミの群れのように私を咬み殺さんばかりの勢いで取り囲んだのです。私はあまりに怖くて必死に神に祈りました。最初、この警察の暴漢たちは私に指一本触れず、ただ立っていろと命令するだけでした。３、４時間も立ちっぱなしで足が痛くなり痺れ始め、全身が極度に疲れていました。午前１時か２時頃、犯罪捜査部隊の隊長が私を尋問しに来ました。私は緊張で震えが止まりませんでした。隊長は私をじろじろ見て厳しく尋問し始めました。「さあ言え、どこから来た。ここでお前と連絡を取っているのは誰だ。お前の上役は誰だ。お前たちはどこで会っている。お前の下で活動しているのは何人だ」私が答えずにいると、隊長は激怒して私の髪の毛を引っつかみ、むちゃくちゃに殴る蹴るの暴行を加えました。私が床に倒れると、余計にひどく蹴りを入れ続けるのです。まもなくひどい耳鳴りがして何も聞こえなくなり、突き刺すような痛みで頭が破裂しそうでした。痛くて痛くて声を上げて泣いてしまいました。さらに何分間かの暴力の後、私は床に横たわり動けずにいました。隊長は再び私の髪をつかんで引っ張り、私を立ち上がらせました。するとその瞬間、例の残忍な暴漢たちが４、５名で寄ってたかって私を蹴ったり殴ったりし始めました。私は床に倒れ、両手で頭をかばいながら、痛みのあまりあたりを転げ回りました。警察の暴漢たちは全く手を緩めませんでした。蹴りも殴打も一発一発が死ぬほどの激しさだったのです。私を殴りながら彼らは、「喋るのか喋らないのか。喋らないつもりか。喋らなければ死ぬぞ」と怒鳴りました。それでも私が喋らないのを見て、隊長が私の足首を酷く蹴りました。蹴られるたび、骨に釘が打ち込まれているかのような激痛が走りました。それから警官たちに全身を蹴り続けられた私は、全身の骨という骨が粉々に砕かれたかのように感じるまでになり、内臓を破壊せんばかりの激しい痙攣のせいで酷い痛さに襲われ、息がほとんど吸い込めなくなりました。床に倒れたまま息も絶え絶えで、まさに苦悶そのものの涙が流れました。私は心の中で神に向かって叫びました。「愛する神よ。もうだめです。今夜を越せないかもしれないと思うと恐ろしいのです。どうかお守りください。愛する神よ、力をお与えください……」その後どれくらい拷問が続いたのかはわかりません。ただただ極度にめまいがして手足を引きちぎられたかと思うほどの激痛に苛まれていました。強烈な痛みのあまり、全身が麻痺しています。すると、警察の暴漢の一人が「まだ足りないようだな。よし、喋らせてやる」と言いながら、電気ハンマーらしきものを手にして私の額を強打しました。打たれるたびに骨の髄まで響いて全身の感覚がなくなり、すっかり弱って震えが止まらなくなりました。その暴漢たちは、私がどんなに苦しんでいるかを見て自分の仕事に満足したのか、大声で笑い始めました。苦痛のさなか、神の御言葉の一節が私の中に湧き上がり、私にお導きと啓きを与えてくれました。「あなたは真理のために苦難を受け、真理に自分を捧げ、真理のために恥辱を忍ばねばならず、より多くの真理を得るためには、より多くの苦難を受けなければならない。これこそがあなたの為すべきことである」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私に信じられないほどの力を与え、私はこの一節を心の中で何度も何度も繰り返し唱えました。「サタンに屈して神の御期待に背くわけにはいかない。真理を得るためにどんな苦難にも絶対に耐えてみせる。それが死を意味するとしても、なおそうする価値があり、私の人生は無駄ではなかったことになる」この悪魔の一団は私を夜通し、朝まで尋問し続けましたが、私には神の御言葉の励ましがあったからこそ、彼らの拷問に耐え抜くことができたのです。考えつく手を全て出し尽くした彼らは、最後には音を上げてこう言いました。「お前は何の能もない普通の主婦にしか見えないのに、お前の神とやらはどうやってそんな力をくれるんだ」この警察の暴漢たちは私に対して寛大になったのではなく、神の権威と力に降参しつつあるのだと、私にはわかっていました。神の御言葉が真理であり、計り知れないほど強い力を人に吹き込むことができるのを、私は直接目の当たりにしたのです。そして神の御言葉にしたがって行動することで、死への恐怖を克服でき、サタンを打ち破ることができるのも目撃しました。その結果、神に対する私の信仰はさら強まったのです。

翌朝７時頃、部隊長が再び私を尋問しに来ました。私がいまだに話そうとしないのがわかると、今度は私を別の狡猾な策で私をそそのかそうとしてきました。頭のはげかかった私服警官が取調室に入ってきて、私に手を貸して起き上がらせ、ソファまで連れていきました。私の服の皺を伸ばして肩をぽんぽんと軽く叩き、気づかうふりをして陰気な笑顔を作って言うのです。「ひどい有様だね。こんな風に苦しむ意味は全くないだろう。ただ我々に話しさえすれば、君は家に帰れるんだよ。なんでここにとどまって苦痛に耐えているの。子どもたちが家で待っているよ。私だって君がこんな風に苦しんでいるのを見ると心が痛むんだよ」こんな嘘八百を聞き、その虫唾が走るような恥知らずな顔を見て、私は怒りに歯を食いしばり、こう思いました。「私を騙すためならどんな嘘でも並べ立てる悪魔め。私が神を裏切るだろうなんて、ほんの一瞬でも思わないでよ。ましてや教会のことを一言でも口にするなんて夢にも考えないでよ」私が心を動かさないのがわかると、この警官はいやらしい目つきで私を見てやたらと私の体を触ってきました。私は思わず体を離しましたが、この悪党は片手で私を押さえて動けないようにし、もう片方の手で私の胸をつかんできたのです。私は痛くて叫び、この男に強烈な憎悪を抱きました。怒りのあまり全身が震え、涙が頬を伝い落ちます。憤怒に満ちた目で睨みつけると、私の目を見た男は私から手を離しました。この実体験をとおして、私は中国共産党の邪悪で保守反動的で残酷な性質を、文字通り目の当たりにしたのです。中国共産党体制のために働く「人民警察」が全く卑劣そのもので、良心のかけらもない恥知らずな暴漢であり悪人であることを、身をもって知ったのです。24時間にわたって１滴の水も飲んでいなかった私は、全身が危険なまでに疲労して弱り切っていたので、これ以上持ちこたえられるかどうか本当にわからず、突然深い惨めさと絶望に襲われました。するとその時、ある讃美歌が頭に浮かびました。「私は強い意志で、悪のおたけびに立ち向かう。険しい道中で、心は揺るぎなく強くなる。堕落した人間はあまりにも残酷だ。どこに神の場所があるのか。真の光が現れるのを見た。神を得られていないことに甘んじていられるか。私はサタンを裏切り、堅い心で神に従う。魔王が支配している地。神を信じる道は険しい。サタンに追い込まれ、私の家はどこにもない。神を奉仕するのは天命で、地の原則である。サタンのたくらみは悪質で、軽蔑すべきもの。サタンの本性がはっきり見えて、心はさらにキリストを愛するようになった。私はサタンに屈服し、価値のない生き方は決してしない。全ての屈辱に耐え、暗い夜を生き抜こう。完全勝利の中で証しし、サタンを辱め、神の心を癒そう」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「闇と弾圧のただ中で立ち上がる」より）この響き渡るような力強い讃美歌は私を大いに刺激しました。この悪魔たちは神を憎むがゆえに、神を信じる者たちをこのように迫害していました。彼らの卑怯で邪悪な目的は、私たちに神を信じること、神に従うことをやめさせ、そうすることで神の働きを妨げて破壊し、人類が救われる機会を台無しにすることです。霊の闘いというこの正念場で、むざむざわが身を投げ捨てサタンの笑いものになるわけにはいきません。サタンが私を苦しめれば苦しめるほど、その悪魔的な顔がはっきりと見え、ますますサタンから離れたい、神のおそばに立ちたいと願いました。神は勝利なさり、サタンは打ち負かされる運命にあると私は信じています。諦めるわけにはいかず、神にすがりたい、そして力強く響き渡るような神の証しをしたいと願ったのです。

私から何の有益な情報も引き出せそうにないとわかった警察は尋問を諦め、その日の晩、私は拘置所へ移されました。この時、私は暴行のせいで別人のような姿になっていました。顔は腫れ上がり、目は開けられず、唇は傷だらけでした。拘置所の人たちは私を一目見るなり、殺される寸前まで殴られたのがわかったのでしょう、そんな事件の責任を負いたがらず私の受け入れを拒否しました。しかし少し交渉したところ、結局私は７時頃に中に通され、監房に連れていかれました。

その夜、私は逮捕されてから初めての食事を摂りました。噛むのも難しく飲み込みづらい、硬くて黒いじゃりじゃりする蒸しパンを一つ、そして虫の死骸が浮かび底には泥が溜まったしなびた野菜入りスープでした。こんなものでも私はできる限りの勢いでがつがつと食べてしまいました。私が信仰者だったため、翌日から刑務官がたびたび他の囚人たちをけしかけて私に地獄のようないやがらせをしました。ある時は私たちの監房の房長の命令で手下たちが私の髪をつかみ頭を壁に打ち付けました。あまりに強く打ちつけられて私はめまいがし、目がかすみました。また夜はベッドに寝かせてもらえずに、トイレの脇の冷たいコンクリートの床で寝るしかありませんでした。さらにひどかったのは、刑務官に拘置所の規則を暗唱させられたのですが、私が間違ったり忘れたりすると、革のベルトで鞭打つのです。このような非人間的な拷問と屈辱をほぼたえず受けて、私は弱ってしまい、来る日も来る日も檻に入れられた動物のようにこんな目にあって苦しむならいっそ死んだ方がましだと思いました。自分で壁に頭を打ち付けて死のうとしている、まさにその時、神の声が私の中に湧き上がり私を導いてくれたことが幾度もありました。その声はこう仰いました。「したがって、あなたがたは終わりの日に神への証しをしなければならない。あなたの苦しみがいかに大きくても、最後まで歩まなければならず、最後の一息になってもなお神に対して忠実であり続け、神に身を委ねなければならない。これだけが真に神を愛するということであり、またこれだけが鳴り響くような強い証しなのである」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は私を励まし、私の心を暖めてくれました。神の御言葉を噛み締めて考えていると、目から涙があふれました。警察の暴漢に酷く殴られていた時、その間私をずっと守ってくださっていたのは神の愛だったこと、神がその御言葉で私をお導きくださったこと、そして私に信仰と強さを与えてくださり、あの恐ろしい拷問から意地で生き延びさせてくださったことに思いを馳せました。同じ監房の房長から虐待され、いじめられ、他の囚人たちから苦しめられて神経が参ってしまい、自分で命を断とうとまで思った時、神の言葉はまたしても、新たに立ち上がる信仰心と勇気を私に与えてくださったのです。もし神が私のそばで私を見守ってくださっていなかったなら、私はとうの昔にあの極悪で残忍な人間たちによる拷問で死んでいたことでしょう。神の偉大なる愛と憐れみを前に、私はもう受け身で抵抗して神の御心を嘆かせることはできなくなりました。私は神とともにしっかりと立ち、誠実さをもって神の愛に報いなければなりませんでした。予期せぬことに、私が自分の思考状態を正すと、神の手配により別の囚人が私のために抗議し、この二人が大げんかになったのです。最後には房長が折れました。私がベッドで寝ることを許しました。神に感謝します。神の憐れみがなければ、虚弱体質な私は長期にわたって濡れた冷たい床の上でしか眠れなかったならば死んでいたか、麻痺していたでしょう。こうして、私は拘置所での苛酷な二か月間をどうにか生き延びることができたのです。この間、警察の暴漢たちはさらに二度、「良い警官と悪い警官」作戦を用いて私を尋問しました。しかし神の御加護で、私はサタンの狡猾な筋書きを見抜き、彼らの邪悪な目論見を阻止することができました。最後には、彼らは文字通り策が尽き、尋問が全て失敗に終わると、ついに私に三年の懲役刑を宣告し、私は刑に服するため第二女子刑務所へ送られました。

刑務所での初日から、私は重労働をするよう強制されました。一日１０時間以上働かなければならず、たった一日でセーターを１枚編むか、衣料品を３０点から４０点作るか、箸を１万膳包装するかしなければなりませんでした。もしこのような作業が達成できなければ、私の刑期は延長されてしまうのです。極度の肉体労働では足りないとでも言わんばかりに、夜は私たちの鋭気をくじくことを目的とした一種の洗脳に参加することを強制されました。そこでは刑務所の規則、法律、マルクス・レーニン主義、毛沢東思想を勉強させられました。刑務官が無神論的な不条理を提唱するのを聞くたびに、私は彼らの見下げ果てた恥知らずな考え方に胃がむかむかし、憎悪そのものを感じました。刑務所にいた期間はひと晩たりとも安らかに眠れたことはありません。真夜中に看守が吹く警笛で驚いて眠りから覚めることもたびたびありました。看守は明白な理由もなく私たちを起き上がらせ廊下に立たせたり、ジャガイモやとうもろこしや飼料を運ぶといった仕事を課すのです。重さは一袋５０キロ以上もありました。冬の夜は、吹きすさぶ骨まで凍りつくような風と格闘しなければなりませんでした。私たちは運ぶ道を這うように、一歩ずつ足をひきずって、歩いたものです。時には荷物の重さのせいで倒れることすらありました。弱った体を引きずり、疲れきって涙目になりながら監房に戻るのが朝の２時、３時になることもたびたびありました。そんな夜は疲労と冷えと怒りとがないまぜになって再び寝入ることができませんでした。三年という長い刑期をこれから耐えなければならないことを思うといつも、私はいっそう深い絶望に陥り、疲労困憊のため全身が麻痺したように感じるのでした。神は私の苦しみをよくご存じで、どん底まで落ち込んだとき御言葉の一節を思い出すようお導きくださいました。「落胆してはならない。弱ってはならない。そうすればわたしが物事を明らかにしよう。神の国への道は平坦ではない。何事もそう簡単ではないのだ。あなたはたやすく祝福を得たいと思っているのではないか。現在は誰もが苦しい試練に直面しなければならない。そうでなければ、わたしに対する愛の心が強まることはなく、わたしへの真の愛を抱くこともないだろう。試練は単なる些細な状況だとしても、誰もが必ず通らねばならない。ただそれぞれ試練の度合いが違うというだけのことだ」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第四十一章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は苦痛に苛まれ悲嘆に暮れた私の心にとって深い慰めとなり、おかげで私は神の御意志を理解することができました。私の置かれた状況は、実際の試練でした。このような苦しみのさなかでも私が神に忠実であり続けるか、そして私が神を真に愛しているか否かを神は確めようとされていたのです。刑務所での三年間はとても長い時間でしたが、私を導いてくださる神の御言葉と私を支えてくださる神の愛ゆえに、私は一人ではないとわかっていました。私は痛み苦しみのすべてに耐え、サタンを打ち負かすため、神におすがりするのです。私は臆病ではいられませんでした。

中国共産党の闇と邪悪さは、彼らが監視していたこの刑務所のあらゆる側面から明らかでした。けれど、神の愛がいつも私とともにありました。ある時、看守が私に箸の入った袋を五階まで運ぶよう命じました。階段には氷が張っていたので、私は袋の重さのためとてもゆっくりと歩かなければなりませんでした。しかし看守が急げと命じ続けるので、自分の任務をやり遂げなければひどく殴られるかもしれないと恐れ、私は不安になり気が急いたため足を滑らせ、階段から落ちて踵の骨を折ってしまいました。私は床の上に大の字になって倒れ、骨折による射るような痛みのため脚を動かせず、また冷や汗をかいていました。しかし看守は関心のかけらも見せませんでした。私が芝居をしているのだと看守は言い、立ち上がって仕事を続けろと命じるのです。しかし立ち上がるのは物理的に無理でした。当時同じ刑務所で刑期を務めていた教会の姉妹が一人、何が起きたのかを見ていて、すぐに私を刑務所内診療所へと運んでくれました。そこで私を診た医師は、単に私の足を包帯で巻いただけで、あとは安い薬を二、三錠持たせただけで私を帰しました。私がノルマを達成できないことが気がかりな看守は、私がいかなる治療を受けるのも却下したため、私は足を骨折したまま働きつづけなければなりませんでした。どんな仕事をしていても、その姉妹が私を助けてくれました。神の愛が私たちの心を結びつけていたため、姉妹は機会があればいつでも私と神の御言葉について語り、私を励ましてくれました。これはどん底で極めて困難な時期にいた私にとって計り知れない慰めとなりました。この時期、起き上がるのもままならないほどの痛みと衰弱を感じ、呼吸するのがやっとのエネルギーしかなかったことが幾度あったかわかりません。そして布団に隠れて涙ながらに神に祈ったことが幾度となくありましたが、二つの讃美歌が常に私に励ましと癒しを与えてくれました。「神の言葉の裁き、刑罰、打撃、そして精錬を受け入れることができ、またそれ以上に、神が託す任務を受け入れられることは、はるか昔に神が予め定めたことなので、刑罰を受けるときはあまり悲嘆してはならない。あなたがたの中でなされた働き、あなたがたに授けられた祝福、そしてあなたがたに与えられたすべてのものを取り去ることは誰にもできない。宗教の人々はあなたがたとの比較に耐えられない。あなたがたには聖書に関する偉大な専門知識がなく、宗教理論もないが、神があなたがたの中で働いたので、過去の時代の誰よりも多くのものを得た。つまり、これがあなたがたの最大の祝福である」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「神の意志を失望させることはできない」より編集）「神の国への道は起伏が激しい。生と死のはざま、責苦と涙の中で私はさまよう。神の守りなしでは誰が今日まで歩んで来られただろうか。終わりの日に私たちが誕生することを神は予め定めした。私たちはキリストに従えて幸いだ。神は身を卑しくして人間になり、大変な屈辱を忍ばれた。私は神を愛さずして、どうして人間でいられようか。…神を愛するからには、神に従い証しすることを悔いはしない。私は弱く消極的だが涙の中でも神を愛する。私は苦しみ、神へ愛を捧げる。神を決して悲しませないように。試練で鍛えられるのは黄金が火によって試されるよう。私の心は黄金のように鍛えられる。どうして神に心を捧げずにいられようか。天国への道は険しくたくさん涙を流すだろうが私は永遠に悔いなく神を愛する」（小羊に従って新しい歌を歌おう』の「悔いなく神を愛する歌」より）神の御言葉と神の愛が深い失望から私を救い、そして繰り返し、生き続ける勇気を与えてくださいました。この暗く寒い地上の地獄で、私は神の愛の暖かさとご加護を実感し、神の愛に報いるため生き続けようと決心しました。どんなにひどく苦しもうとも、生き続けなければなりませんでした。あと一息しか残されていなくても、神に忠実であり続けなければなりませんでした。刑務所での三年間、私が最も深く感動したのは、姉妹が神の御言葉が手書きで書かれた紙を数枚くれた時でした。フォートノックスよりも厳重に取り締まられている、悪魔が管理する刑務所で、神の御言葉を読めたことは、神の私への計り知れない愛と憐れみの証に他なりません。あの最もつらい時期を耐え抜くことができたのは、私を励まし導いてくださった神のこれらの御言葉だったのです。

２００５年９月、私の刑期は終わり、ついに刑務所の暗黒の日々と決別することができました。刑務所から出てきた時、私は深く息を吸いこんで、私に刑期を生き延びさせてくれた愛と御加護を施してくださったことを神に心の底から感謝しました。中国共産党政府によって逮捕され、迫害されるという実体験から、私は今、何が義で何が悪か、何が善で何が不正か、何が肯定的で何が否定的かがわかります。すべてを捨てても追求するべきもの、そして何を憎み呪って拒絶すべきかを確認しました。この体験をとおして、神の御言葉は神のいのちそのものであり、人の生活を背後から動かす意欲となりうる超自然的な力がこもっていることを真に理解するようになりました。神の御言葉にしたがって生きている限り、人はサタンの力をことごとく打ち負かすことができ、極めて苛酷な逆境にあってもなお勝つことができるのです。神様に感謝します。


82. 中共刑務所での日々

中国　楊毅（ヤン・イー）

私は全能神教会のクリスチャンで、全能神の信者になって10年以上になります。当時のことで私が決して忘れられないのは、10年前に中国共産党の警察に逮捕された際に強いられた恐るべき患難です。当時、私は邪悪な悪魔たちに拷問され、手荒く扱われ、何度か死を目前にしましたが、全能神が力強い御手で私を導き、守り、蘇らせ、安全な場所へと引き戻してくださったのです……それを通じて、私は神のいのちの力の超越性と偉大さを真の形で体験し、神から授かったいのちという貴重な財産を手にしたのです。

それは2004年1月23日（旧正月の2日目）のことでした。私は教会の姉妹のもとを訪ねなければならなくなりました。困った状況におかれて至急助けを必要としていたのです。彼女が遠く離れた場所に住んでいたので、私はその日のうちに帰って来られるよう、タクシーに乗ろうと朝早くに起床しました。私が家を出たとき、外はちょうど明るくなり始めていました。街頭には人がほとんどおらず、ゴミを掃除している作業員がいるだけです。私は心配しながらタクシーを探しましたが、１台も見当たりませんでした。タクシー乗り場に移動したところ１台来るのが見えたので、道路に出て手を挙げ、その車を止めたのですが、実は環境保護局の車でした。なぜ車を止めたのかと訊かれた私は、「すいません、間違えました。タクシーかと思ったんですよ」と答えました。すると相手は、「違法のポスターを貼っていたんだろう」と言ってきたのです。「私がやっているのを見たんですか？　どこにポスターを貼ったと言うんです？」と私は言い返しました。しかし、その３人は私に説明する機会すら与えず、こちらに駆け寄り強制的に私のバッグを調べ、説教のコピー、メモ帳、小銭入れ、携帯電話、もう使っていないポケットベルなど、バッグの中身を１つ残らず入念に調べました。説教のコピーとメモ帳はさらに詳しく確認されました。私のバッグにポスターが入っていないことを確かめた彼らは、説教のコピーを手にしてこう言いました。「違法なポスターは貼っていなかったかも知れんが、お前は全能神を信仰しているな」彼らはそう言うと、続いて国家保安大隊の宗教課に電話をかけました。その後すぐ、国家保安大隊の隊員4人が到着しました。バッグの中身を見たとたん、私が全能神の信者だと分かったのです。彼らは有無を言わせず私を車の中に放り込み、私が逃げられないようにドアをロックしました。

公安局に到着すると、警察は私をある部屋へと連れて行きました。警察官の1人が手掛かりを求めて私のポケットベルと携帯電話をいじり、携帯電話の電源を入れようとしましたが、充電不足の表示が出て、やがてバッテリーが完全に切れました。どうしても電源を入れることができなかったのです。その警察官は携帯電話を手に困った表情を浮かべていました。私も首をひねりました。携帯電話はその日の朝に充電したばかりだったのです。どうしてバッテリーが切れたのだろうか。すると突然、神が奇跡的にこの采配をなさり、他の兄弟姉妹たちの情報を警察が入手できないようにしていらっしゃるのだと気づきました。また神がおっしゃるこの御言葉を理解することもできました。「あなたがこのことを信じているかどうかにかかわらず、生きているものであれ死んでいるものであれ、万物は神の思いによって移ろい、変転し、新しくされ、消滅する。これこそが神が全てのものを統治する方法である」（『神の出現と働き』「神は人間のいのちの源である」〔『言葉』第1巻〕）。まことに、一切の物事と出来事は神の御手の中にあるのです。生きていようと死んでいようと、万事は神のお考えにしたがって変化します。その瞬間、神が万物を支配なさり、指揮していらっしゃることについて、私は真の認識を得ました。さらに、神に頼って来たるべき尋問に向き合う必要があることを確信したのです。すると警察官はバッグの中身を指さしながら、私を非難する口調でこう言いました。「これを見れば分かるように、お前は明らかに単なる教会の一員ではない。上級指導者の１人、もしくは何らかの重要人物に違いない。下級の指導者ならポケットベルや携帯電話など持っていないからな。違うか？」私が「何のことだか分かりません」と答えたところ、相手は「知らないふりをしてるんだろ！」と声を荒げ、しゃがんで話せと命令しました。しかし私が従おうとしないので、連中は私を取り囲むと、殺そうとするかのように殴る蹴るの暴行を加えてきたのです。顔が血まみれになって腫れ上がり、体中が耐えがたい苦痛に苛まれる中、私は床に崩れ落ちました。腹立たしさが募り、「私が一体何をしたと言うの。どうしてこんなふうに殴ったりするんですか」と言って彼らを説得し、自分の言い分を主張したくて仕方なかったのですが、彼らと理性的に話す術などありませんでした。なぜなら中国共産党政府は理性的な話などしないからです。私は困惑こそしていましたが、彼らの暴力に屈しようとは思いませんでした。途方に暮れていたまさにそのとき、私は突然、これら中国共産党政府の邪悪な警察官たちはとてつもなく不合理で、私に理性的な言葉を何１つ喋らせようとしないのだから、何も話す必要はないと考えました。黙っていたほうがいい、そうすれば連中の役には立たないんだから、というわけです。このように考えた私は、彼らの言うことに注意を払うのを止めました。この方法が私に何の効果もないと知った邪悪な警察官たちは、猛烈に怒りだしてさらに野蛮になりました。拷問によって私に白状させることにしたのです。床にねじ止めされた金属製の椅子に手錠をかけられ、しゃがむことも立ち上がることもできない姿勢にさせられます。すると警官の1人が、手錠がかかっていない方の手を椅子の上に置いて、手の甲に青黒いあざが出来るまで靴で殴りました。その間、もう１人の警官が革靴で私の足を踏みつけ、私のつま先を潰すように靴を転がしました。そのとき私は、心臓にまっすぐ突き刺さるかのようなとてつもない痛みを感じました。その後、６、７人の警官が交代で私を拷問しました。その１人は腕の関節を集中的に狙って力一杯ねじ上げたので、それから１か月経っても私は腕を曲げることができませんでした。他の警官は私の髪を掴んで頭を左右に振り、私が上を向いた状態になるよう頭を後ろにねじってから、「空を見て神がいるかどうか確かめろ」と悪意も露わに言いました。これらは日が暮れるまで続きました。私が何も白状しないうえ、旧正月の時期だったこともあり、警察は私を拘置所に送りました。

拘置所に到着すると、刑務官が女性の囚人に私の服を全部脱がせ、ゴミ箱に捨てるよう指示しました。そして私に悪臭のする汚い囚人服を着させました。それから刑務官は私を監房に入れると、他の囚人たちにこんな嘘をついたのです。「こいつは他人の家族をわざと壊した女だ。こいつのせいで沢山の家族が滅茶苦茶にされた。この女は嘘つきで、正直な人を騙し、公の秩序を乱している……」こうして刑務官に騙された他の囚人たちは、私への対処は甘過ぎで、私ほどの悪人には銃殺刑がふさわしいと口を揃えて言いました。私はそれを聞いて猛烈に腹が立ちましたが、できることは何もありません。私の抵抗の試みはまったく無駄で、さらなる責め苦と残虐行為を引き起こしただけでした。拘置所では、刑務官が囚人たちに毎日規則を暗唱させていました。

「罪を自白し法に従うこと。罪を犯すよう他人をそそのかしてはならない。徒党を組んではならない。喧嘩をしてはならない。他人を虐めたり侮辱したりしてはならない。他人に言いがかりをつけてはならない。他人の食べ物や所持品を盗んではならない。他人をからかってはならない。刑務所内で乱暴行為を働く者は厳重に処分される。いかなる規則違反であっても、即座に刑務官または看守に報告すること。事実を隠蔽すること、規制違反を犯した囚人を守ることは禁じられており、刑務所規則は人道にかなう形で施行されなければならない……」ところが現実はというと、刑務官は他の囚人たちに私を痛めつけるよう働きかけ、私へのいたずらを許していたのです。気温が零下８ないし９度のときに私の靴を水に浸したり、私の食べ物にこっそり水を入れたりしていました。夜になって私が寝ているあいだ、私の綿入りの上着をずぶぬれにするということもありました。私を便所の隣で寝かせ、掛け布団をはぎ取ったり髪の毛を引っ張ったりして、私が眠れないようにしました。私のまんじゅうを盗み、便所掃除を強制し、残った薬を無理やり口に突っ込んだりもしました。私は用を足すことすら許されなかったのです……私が言われたことをしないと、連中は私を取り囲んで殴るのですが、そういった状況になると刑務官も看守もあわててその場を後にするか、何も見なかったふりをよくしていました。時には少し離れた所で隠れながら見ていることすらあったのです。囚人たちが私を数日間痛めつけないことがあると、刑務官は囚人たちに私を痛めつけるよう働きかけました。刑務官による残忍な責め苦を受けた私は、連中に対する嫌悪でいっぱいになりました。これを自ら目の当たりにして実際に体験していなければ、慈悲と道義で満ち溢れているはずの中国共産党政府がこれほど邪悪で、恐ろしく、残酷になり得るとは決して信じなかったでしょう。その不実で表裏のある正体を目にすることも決してなかったはずです。「人民に奉仕し、文明的かつ調和のとれた社会を建設する」という主張は人々を惑わし騙すための虚偽であり、自らを美化して、受けるにふさわしくない賛美を得る手段にして策略なのです。このとき、私は次の神の御言葉について考えました。「肉にある神が完全に隠れたままであっても、不思議ではない。悪魔が残忍非道をはたらく暗黒社会において、眉一つ動かさずに人々を殺す魔王が、愛しく優しく聖い神の存在をどうして容認できようか。どうして魔王が神の到来に喜び喝采を送ることができようか。卑屈な者ども。彼らは恩を仇で返し、神を侮って久しく、神を虐待し、残忍を極め、神を少しも敬うことなく、強奪や略奪を行い、良心を完全に失い、良心にすっかり逆らい、純真な人々を誘惑し無分別な状態に陥れる。遠い昔の祖先とは何なのか。愛すべき指導者とは。彼らは皆、神に反抗している。その干渉により、地にある者すべてが闇と混沌に陥れられている。宗教の自由だと。市民の正当な権利と利益だと。そのようなものはどれも罪を隠蔽する手口である」（『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」〔『言葉』第1巻〕）。中国共産党政府は私に無理やり神を拒絶させ、神を裏切らせ、あの手この手で私を拷問し、ひどく痛めつけました。しかし拷問すればするほど、私がその悪魔のような本性をより明瞭に目の当たりにし、心の底からますますそれを嫌って拒絶するなど、知る由もなかったのです。神に従うための確信はより強くなりました。

自分たちの望むことを私が喋ろうとしないので、警察は人手も物資も資金も惜しまず、あらゆる所を駆け回って私が神の信者である証拠を探しました。しかし３か月後、彼らの奔走は失敗に終わりました。そこで結局、彼らは奥の手を使い、熟練した尋問官を見つけてきたのです。その男のもとに連れて行かれた人はみな３種類の拷問を受け、自白しなかった者は１人もいないということでした。ある日、４人の警察官がやって来て、「今日はお前を新しい家に連れていってやる」と言いました。そして私を護送車に押し込み、後ろ手に手錠をかけ、頭に頭巾をかぶせました。彼らがどうやって私を苦しめるのかわからなく、緊張していました。 その時、私は主の言葉を頭に浮かびました。「自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、それを見いだすであろう」（マタイによる福音書 16:25）「何万もの霊の親族が福音のために自らを犠牲にし、そうすることで永遠のいのちを手にしてきた。主の殉教者になろう、主の殉教者になろう。私は主の殉教者になる覚悟ができている」その日、私はようやくこの讃美歌の一節を理解することができました。主に従う者は大きな代価を払わなくてはならないのです。主の言葉は私に確信と力を与えてくださいました。この悪魔の都−中国で神を信じ、神に従うために、命を失う覚悟がないといけないのです。私も神のために死ぬ覚悟はできていました。護送車に乗ったあと、私はたまたま邪悪な警官たちの会話を耳にして驚きました。どうやら私を別の場所に連れて行って、そこで尋問するつもりなのです。そうか！　私は神の殉教者として死ぬ覚悟をしていましたが、警察は私を処刑するために連れ出したわけではなかったのです。そのように考えていると、警官の１人が頭巾の紐をきつく締めました。私はたちまち苦しくなり、窒息するかのように思われました。本当に死ぬまで拷問されるのではないかという不安が襲ってきます。その瞬間、イエス様の使徒が福音を伝道すべく自ら犠牲になったことについて考えました。私だって臆病者になるつもりはありません。たとえ命を落とすことになっても、紐を緩めてほしいと乞うつもりはなく、負けを認める気などさらさらありませんでした。しかし自分を制御することはできず、気を失って警官の上に崩れ落ちてしまいました。それを見た警官たちはすぐに頭巾の紐を緩めました。私は口から泡を吹き始め、嘔吐が止まらなくなりました。内蔵を吐き出してしまいそうな感じがします。目眩を覚え、頭の中は真っ白になり、目を開くこともできません。全身が麻痺したかのように力を失い、口の中に吐き出すことができないべたべたした物があるような感じがします。虚弱体質だった私は、このような虐待を受けて自分が危険な状態にあるのを感じ、いまにも呼吸が止まりそうに思えました。そして苦痛の中、神にこう祈りを捧げました。「ああ、神様！　私は生きようと死のうと、喜んであなたに従います。あなたが指揮して采配なさるすべてのことに従えるよう、どうか私の心をお守り下さい」しばらくして、護送車はホテルに到着しました。そのとき、私は全身が弱っていて、目を開くこともできません。警官たちは私を密室に運び入れました。私の耳に入るのは、周りに立つ中国共産党政府の大勢の手先たちが話し合う声だけです。彼らは、まるで劉胡蘭を見ているかのようだと言っていました。「これは意外だ。大したもんだな！　この女は劉胡蘭よりもタフだぞ！」

これを聞いて、私の心は興奮でいっぱいになりました。信仰にすがって神に頼れば必ずやサタンに勝利できること、サタンは神の足元にすら及ばないことを知ったのです。私は神に感謝と賛美を捧げました。この瞬間、私は痛みを忘れ、自分が神を賛美していることに大きな喜びを感じたのです。程なくして、警官の言っていた「尋問のエキスパート」が到着しました。彼は部屋に入ったとたんこう叫びました。「その馬鹿女はどこだ？　ちょっと見せてみろ！」そして私の前に歩いてきて身体を掴み、顔を何度も平手打ちしたあと、胸と背中を強く殴り、片方の革靴を脱いで私の顔を殴りました。このような暴行を受けたあと、口やお腹の中に何か吐き出せない物があるという感覚はなくなりました。もはや目まいも感じず、目を開くことができるようになりました。次第に手足の感覚が戻り、体にも力が戻り始めます。すると尋問官は私の肩を乱暴に掴んで背中を壁に押しつけると、こちらを見て質問に応えろと命令しました。しかし、私がそれを完全に無視したので尋問官は激怒し、私の反応を引き出そうと神をけなし、中傷し、冒涜したのです。私をけしかけようと最も卑劣で下劣な手段を使い、不気味な口調でこう言いました。「肉体的にも精神的にも耐え難い方法でゆっくりと痛めつけてやるからな。普通の人間なら耐えられないような苦痛を味わわせてやる。死んだほうがましだと思うようになるぞ。しまいには逃がしてくれと乞うだろう。そのとき、お前は初めてまともなことを言うんだ。お前の運命は神の手中ではなく、俺の手中にあるんだとな。俺がお前の死を望めば、それは一瞬にして現実となる。生かしてやろうと思ったら、お前は生きる。どんな苦しみであろうと、お前は俺の思い通りに苦しむことになるんだ。お前らの全能神がお前を救うことなどできない。お前は俺たちに命乞いをして初めて、生き延びることができるんだ」この卑劣で恥知らずで下劣な悪党たち、野獣たち、邪悪な悪魔たちを目の前にして、私は心から戦いたいと思いこう考えました。

「天地の万物は神によって造られ、動かされている。私の運命も神の支配と采配を受けているわ。神は生死を司る方でいらっしゃる。自分が望むからといって私が死ぬとでも思ってるの」その瞬間、心が怒りで一杯になり、警官たちが私にふるった卑劣な行為、そして今日口にした神への冒涜や抵抗はすべて、真理を憎んで神に抵抗する彼らの悪魔的な実質をはっきり暴きましたが、それは神が断罪し、懲罰し、そして滅ぼされるのに必要な証拠となるに違いありません。

私が自白を拒否したせいで、このいわゆるエキスパートは大恥をかいていました。そして怒りも露わに私の片腕を背中の後ろにねじり上げ、もう一方の腕を肩の後ろに引っ張り上げると、両手にきつく手錠をかけました。30分もしないうちに、大粒の汗が私の顔を滴り落ちて目に入り、開けることができなくなりました。私が依然として質問に答えようとしないので、尋問官は私を地面に投げつけてから、背中の手錠を掴んで私を持ち上げました。骨折したかのような激痛が即座に両腕を襲います。呼吸ができなくなるほどの痛さです。次いで尋問官は私を壁に投げつけ、壁を背にして立たせました。汗のせいで視界がぼやけ、あまりの苦痛で体中が汗まみれになり、靴までがずぶぬれになっていました。虚弱体質だった私はこの時点で倒れ込んでしまい、口であえぐこと以外は何もできませんでした。この悪魔は部屋の片隅に立ちながら私を監視しています。その目で何を見ているかはわかりませんでしたが、私が死んだら責任を負わされると不安だったのかもしれません。すばやくティッシュペーパーを掴んで私の汗を拭いた後、コップ一杯の水を与えたのです。これが30分毎に行なわれました。そのとき、自分がどのような見た目になっていたかはわかりませんが、口であえぐことしかできなかったことを考えると、かなり悲惨な様子だったのは間違いないでしょう。私は鼻で呼吸する能力を失ったように感じました。唇は渇いてひび割れ、呼吸するのも全力を振り絞る必要がありました。またしても死に近づき、今回は本当に死ぬだろうと思いました。しかしその瞬間、私は、イエス様の使徒の一人、ルカが絞首刑に処されたことを思い出しました。すると心の中で無意識のうちに力を取り戻し、次のように何度も何度も自分に言い聞かせました。「ルカは絞首刑に処されて命を落とした。私もルカのようにならなきゃいけないわ。ルカのように、ルカのように……喜んで神の指揮と采配に従おう。ルカのように死ぬまで神に忠実でいたいのよ」痛みが我慢できないほどひどくなり、私が瀕死の状態に陥ったまさにそのとき、私は突然、全能神を信じる数名の兄弟姉妹が逮捕されたと、邪悪な警官の１人が言うのを耳にしました。私は心の中でショックを受けました。「さらに数人の兄弟姉妹が拷問を受けることになってしまう。邪悪な警官たちは、兄弟には特に厳しく当たるわ」私の心は不安でいっぱいになりました。心の中で静かに彼らのために祈っていました。私は聖霊に触れていただいたのかもしれません。祈りを捧げれば捧げるほど、ますます鼓舞されたのです。痛みも無意識のうちに忘れていました。これが神による賢い采配であることを、私はしっかりわかっていました。神は私の弱さを気遣われ、最もつらい状況の中、私を導いていらっしゃったのです。その夜、私は邪悪な警官からどのような扱いを受けるかなどはもはや気にならなくなり、彼らの尋問にもまったく注意を払わなくなりました。この状況を見た邪悪な警官たちは拳で私の顔面をどう猛に殴り、私の頭髪を指に巻きつけ、ねじりました。耳もねじられて腫れ上がり、顔の見分けがつかなくなってしまい、厚板で殴られた臀部と太ももはあざができて皮がむけ、木片で押し潰されたつま先にも青黒いあざができていました。６時間にわたって手錠で吊るされたあと、邪悪な警官たちによって手錠を外されたときには、左手の親指の皮膚と肉がすっかりむけてしまい、薄皮が骨を覆う状態になっていました。それに加え、手錠のせいで手首も黄色い水ぶくれに覆われ、手錠をかけ直すこともできない状態になっていました。そのとき、偉そうな風采の女性警官が入ってきました。彼女は私を頭からつま先までじろじろ見たあと、「これ以上殴ったら駄目よ。もう死にそうだわ」と言いました。警察は私をホテルの一室に閉じ込めました。部屋のカーテンは四六時中きっちり閉じられています。入り口には見張りが立ち、ホテルのサービススタッフは部屋に入ることを許されず、室内で私が拷問を受け、ひどく痛めつけられている様子を見ることは誰にも許されませんでした。警察は交代で休みなしに私の尋問を続けました。５昼夜にわたって私を寝かせないようにし、座ることもしゃがむことも許してくれず、十分な食事すらとらせてくれませんでした。私は壁に寄り掛かって立つことだけを許されていました。ある日、１人の役人が私の尋問にやって来ました。その男は自分が無視されたことに激怒し、私をテーブルの下に蹴り飛ばしました。それから引きずり出して殴打し、私の口の端から血が流れました。この男は自分の蛮行を隠すため、素早くドアを閉めて誰も入ってこられないようにしました。そしてティッシュペーパーを引き抜いて私の出血を拭きとり、水で私の顔から血を洗い流し、床にこぼれた血も拭きとったのです。私は自分の着ていた白いセーターにわざと血を残しました。しかし拘置所に戻ると、邪悪な警察は他の囚人に対し、私の服についている血は精神病院で検査を受けていた際についたもので、私はここ数日間そこにいたのだと言ったのです。私の体にある傷と出血はそこの患者のせいであり、自分たち警察官は指一本触っていないのだと。この残酷な事実が人民警察の冷酷さ、陰険な狡猾さを実感したのです。それと同時に、神は私に対する加護と保護を深く感じました。私の苦しみが最もつらいとき、神は私を啓いて導き、私の信仰と力を強め、神のために証しを立てる勇気を与えてくださるのです。私が邪悪な警察の蛮行を受けて瀕死の状態にあったとき、神は私に他の兄弟姉妹が逮捕された知らせをお聞かせになり、それによって私が彼らのためにもっと祈りを捧げるようになさいましたが、そのおかげで私は自分の痛みを忘れ、知らぬ間に死の束縛を乗り越えていたのです。サタンが悪しき残虐な引き立て役となったおかげで、私は神のみが真理であり、道であり、いのちでいらっしゃり、神の性質だけが義と善の象徴であることを知りました。神のみがすべてを支配し采配なさるのであり、ご自身の偉大なる力と知恵をお使いになって、私が悪魔の軍団による包囲を打ち負かし、肉の弱さと死の束縛を乗り越えられるよう１歩１歩導いてくださり、それによってこの暗黒の巣窟で粘り強く生き延びられるようにしてくださったのです。神の愛と救いを考えながら大いに刺激を受けた私は、最後までサタンと戦う決意をしました。たとえ刑務所の中で朽ち果てるとしても、しっかり立って神の証しをし、神に満足していただこう、と。

邪悪な警察はできる限りのことを試したあとも、私から何も得ることができませんでした。そして最後に、確信に満ちた口調でこう言いました。「共産党には鋼のような強さがあるが、全能神を信じる連中にはダイヤモンドのような強さがある。あらゆる点で共産党よりも立派だ」この言葉を聞いた私は心の中で思わず神に喝采を送り、神を讃えました。「ああ、神様。あなたに感謝し、あなたを讃えます！　あなたはご自身の全能と知恵により、サタンに打ち勝ち、あなたの敵を打ち負かしました。最高の権威でいらっしゃるあなたに栄光あれ！」この瞬間、中国共産党政府がいかに残酷だろうと、神の御手によって操られ、指揮されていることが初めてわかりました。神の御言葉にこうある通りです。「天の万物と地上の万物が神の権威の下に帰さねばならない。他に選択肢はなく、皆が神の指揮に従わなければならない。これは神によって定められたことであり、神の権威でもある」（『神の出現と働き』「成功するかどうかはその人が歩む道にかかっている」〔『言葉』第1巻〕）

ある日、邪悪な警察はまたしても私を尋問しにやって来ました。しかし今回は、全員様子が変でした。私を見ながら話していても、私に話しかけているようではないのです。何かについて話し合っているかのようでした。これまでと同様、この尋問も失敗に終わりました。邪悪な警察はそれから私を監房に連れ戻しました。その途中、この女はどうやら翌月の１日に釈放されるようだと、彼らが口にしたのを突如耳にしたのです。これを聞いて私の心は興奮ではじけそうになり、「あと３日で釈放されるのね！　ようやくこの悪魔のような地獄から出られるのよ！」と思いました。そして喜びを心の中で抑えながら、刻一刻と時間が経つ中、期待を胸に待ちました。この３日間はまるで３年のように感じられました。そしてついに、月の初日になったのです。その日、私は扉を見つめながら、自分の名前が呼ばれるのを待ちました。午前が過ぎても何も起きません。私は午後にここから解放されることにすべての期待を込めましたが、夜になってもそれは起こりませんでした。夕食の時間になっても食欲が起きません。私は心の中で喪失感に駆られ、その瞬間、自分の心が天国から地獄に落ちたような気分になりました。「なんであの女は食べてないんだ」と、刑務官が他の囚人に訊きました。その１人が「あの日尋問を受けて帰って来てから、あまり食べてませんよ」と答えると、「額を触ってみろ。病気か？」と刑務官は言いました。すると囚人が近づいて来て私の額に触れました。そして私の額が凄く熱くて、熱を出していると言いました。実際そのとおりでした。突然病に襲われ、それはとても深刻だったのです。その瞬間、私は倒れました。その後２時間にわたり、熱はどんどん高くなっていきました。私はついに泣いてしまいました。刑務官も含めてそこにいた全員が、私が泣くのを見て困惑していました。私はこの人たちから、飴に誘惑されることも鞭に怯えることもない人間、耐え難い拷問を受けても涙一粒こぼさない人間、手錠で６時間吊るされても唸り声すら上げない人間として見られていました。しかし今日、私は拷問を受けることなく涙を流しました。一同はただ、私が重病に違いないと思っていたのですが、実のところ、涙の理由を知っていたのは神と私だけでした。それはひとえに神に対する私の反抗と不従順のせいだったのです。自分の期待が叶わず、希望も粉々に打ち砕かれてしまったときに絶望感に駆られ、そのせいで流れ出た涙なのです。反抗と憤慨の涙なのです。その瞬間、私はもはや神の証しをしようと決意するのが嫌になりました。このような試練を再び受ける勇気すらありませんでした。その夜、私は悲嘆の涙を流しました。もう刑務所生活にはうんざりで、この悪魔たちを軽蔑していたし、何よりこの恐ろしい場所にいるのが嫌だったからです。私はもうあと１秒すらここで過ごしたくありませんでした。そう考えれば考えるほど落胆し、強い不満、惨めさ、そして孤独をますます感じました。海を独り漂い、波にいつ飲み込まれてもおかしくないボートになった気がします。しかも、周りの人たちはとても陰険で酷く、いつ怒りをぶつけられるかわからないと感じていました。私は絶えずに神に祈り続け、神の御言葉を思い出しました。「神を愛することを目指す全ての者にとって、獲得することのできない真理はなく、揺るぎなく立つことができない正義はない。あなたは、どのようにして自分の人生を生きるべきだろうか。あなたは、どのように神を愛し、その愛を用いて神の願いを満足させるべきであろうか。あなたの人生において、これより重要なことはない。あなたは、何よりもそうした大志と根気を持っていなければならず、骨抜きの弱虫のようであってはならない。あなたは有意義な人生を経験する方法を知り、有意義な真理を経験しなければならず、自分自身をそのようにいいかげんに扱ってはならない」（『神の出現と働き』「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」〔『言葉』第1巻〕）。神の言葉は、私に信仰を持たせてくださいました。以前神の前で、どんなに大きな苦しみを受けても証し、サタンに恥をかかせると誓い、志を立てたのに、いざ警官の迫害に長期的に直面すると、私は耐えられなくなり、いつになったらこのひどい所から離れられるのだろうと望んでいました…そんな私のどこに従順と証しがあるというのでしょうか。私は神に祈りました。「例え一生牢獄の中で過ごすことになっても、床に穴が開くくらい牢獄に居座ることになっても、決してサタンに妥協せず、証しを立て、サタンに恥をかかせる。」と。2005年12月6日、私は釈放され、ようやくこの地獄のような生活を終わらせることができました。

この恐るべき逮捕と迫害を経て、私の肉は大変な苦しみを被りましたが、私は洞察力と識別力を培い、中国共産党政府が悪魔サタンの化身であり、瞬時に人々を殺す殺人者集団であることをまさに目の当たりにしただけでなく、神の全能と知恵に加え、神の義と聖さを認識するようになり、神が私をお救いになった善意、および私に対する神のお気遣いとご加護を理解しました。私はそのおかげで、サタンによる蛮行の中、一歩一歩サタンに打ち勝ち、しっかり証しに立つことができたのです。今日からは、自分のすべてを完全に神に捧げてまいります。そして一刻も早く神のものとしていただけるよう、あくまで神に従ってまいります。


83. 残酷な拷問は私の信仰を強める

中国　趙睿

私は趙睿という名前です。神の恵みにより、1993年に家族とともに主イエスにつき従うようになりました。1996年、16歳のときに主イエスの愛に引き寄せられ、教会で働いて説教するようになりました。ところが、まもなくして教会内でひどくがっかりさせられることを多く見受けるようになりました。同労者が互いに陰謀を仕掛け、排除し合い、権力と利益を争っていたのです。互いに愛し合えという主の教えがとうに忘れられていたかのようでした。説教者たちの話には中身がなく、教会生活には何の喜びも感じられませんでした。多くの兄弟姉妹は否定的で弱くなり、集会に出なくなるほどでした…。教会の侘しく荒廃した状態を前に、私はとりわけ苦悩と無力を感じました。1999年7月、神の奇跡的な指揮と采配により、主イエスの再臨、全能神をお迎えしました。全能神の御言葉を読み、教会生活を送ることで、聖霊の働きを再び享受したのです。兄弟姉妹との集会に出ると、かつての私の宗教的な生活様式は消えてなくなりました。私たちは皆本当に感じたことを言うことができ、聖霊の啓きによって与えられた光について交わり、自分たちが神の御言葉をどのように経験したか、堕落を取り除くにはいかに神に頼るべきかについて語り合いました。さらに、兄弟姉妹は非常に敬虔で尊厳のある生き方をしていました。お互いの欠点や堕落の露呈には寛容で赦し合い、愛情ある支えを施し合いました。誰かが窮境にいても、決してその人を見下したり、軽蔑したりせず、共に真理を求め問題の解決策を見つけようとしました。これこそ私がずっと望んでいた教会生活、長年探し求めてきた真の道でした。長年迷ってきた後、ついに神の前に戻ったのです。私は神にある誓いを立てました。「まだ暗闇に生きている無辜の魂を神の御前に連れて行き、彼らが聖霊の働きの導きと祝福を受けて生き、神の生けるいのちの水で潤されるようにします。これが被造物としての私の天職であり、私にとって最も意義と価値のある生き方です」そこで自分の本分を尽くすことに身を投じたのです。

しかし、真の神を憎み、真理を厭うあの無神論の中共政府は私たちが神に従うことも、神の福音を証しして広めることも許さず、ましてや神の教会の存在すら許容しませんでした。2009年の春、共産党は再び全能神教会を標的にした大量逮捕作戦を展開しました。全国の教会の指導者が逮捕され、次々と投獄されました。四月四日の午後九時頃、本分を尽くすために協働していたある姉妹と私が滞在していた王姉妹の家を出て道路に歩きだしたとたんに、私服を着た男が三人突然私たちの背後に現れ、私たちの腕を強引に引きずりながら、「行くぞ！一緒に来るんだ！」と叫びました。私たちは反応する間もなく、道路の脇に止まっていた黒いセダンの後部に投げ込まれました。それはまるで映画の中でギャングが白昼にやって来て誰かをさらって行くようでしたが、現実に自分たちがそのような目に遭ったのはものすごい恐怖でした。私はすっかり圧倒され、ただ何度も無言で神に呼びかけることしかできませんでした。「神様、助けてください！神様、助けてください」私が平静を取り戻す前に、セダンは市公安局の中庭に入りました。その時初めて自分たちが警察の手に落ちたことに私は気づいたのです。すぐ後に、王姉妹も連れてこられました。私たち三人は二階の事務所に連れて行かれ、警官に少しの説明もなくバッグを取り上げられ、壁向きに立たされました。その後、裸にされて身体検査をされ、その際に教会での働きに関する資料、預かっていた教会のお金の領収書、携帯電話、五千元以上の現金、銀行カード、時計といった持ち物を服やバッグの中から無理やり押収されました。その間ずっと警官が七、八人部屋を出入りし続け、私たちを監視していた警官のうち二人が笑い出して私を指差し、「こいつは教会のおえら方だ。今日はなかなかの獲物だったな」と言いました。まもなくして、私は四人の私服警官に手錠をかけられ、目隠しをされ、市区からかなり離れた公安局の支部に連行されました。

尋問室に入り、あの高い鉄格子付きの窓とあのぞっとするように冷たく見える「トラの椅子」を見たとき、兄弟姉妹が過去に拷問されたときの身の毛のよだつ話が脳裏に浮かんできました。悪しき警官にどんな拷問を加えられるのかと思うと極度に怖くなり、手が思わず震え出しました。

この絶望的な状況で、神の御言葉を思い出しました。「それはまだ心に恐れを抱いているということだ。それならば、あなたの心はいまだにサタンの思いに満たされているのではないか。」「勝利者とは何か。キリストの良き兵士というものは、勇敢でありわたしを信頼し、霊的に強くなければならない。そして戦士となり、サタンに決死の戦いを挑まねばならないのだ」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十二章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉の啓きにより、慌てふためいた心が次第に落ち着き、自分の恐怖の原因がサタンにあると気づくことができ、思いました。「サタンが私の肉体を拷問したいのは、私がその横暴に屈するようにするため。サタンの陰謀にはまってはいけない。どんなときも神様は私の頼もしい後ろ盾で、永遠の支え。これは霊的領域での戦いで、この時こそ神様を証ししなきゃ。神様のおそばに立つべきで、サタンに屈するわけにはいかない」このことに気づき、静かに神に祈りました。「全能神様！今日、私がこの悪しき警官たちの手に落ちたのは神様のご厚意によるものです。でも私は霊的背丈があまりにも小さく、狼狽し、怯えています。サタンの影響の束縛から自由になり、サタンに屈服せず、毅然として神様の証しを立てられるように、信仰と勇気を与えて下さることを祈ります！」祈り終った後、心に勇気が湧き、悪意を醸し出している悪しき警官たちのことがそれほど怖くなくなりました。

ちょうどそのとき、私は二人の警官にトラの椅子に押しやられ、両手両足を固定されました。警官のうちの一人で背が高くやたら大柄な粗暴者が壁に書かれた「文明的な法執行」という言葉を指して机を叩き、怒鳴りました。「ここがどこかわかるか？　公安局は中国政府の中の暴力専門の機関だ！　白状しないと当然の報いを食らうぞ！　しゃべるんだ！お前の名前は？　年は？　どこから来た？　教会での立場は？」警官の攻撃性とともに、この公安局という国家法執行機関の素顔を自ら認める率直さに私は怒りがこみ上げ、思いました。「この人たちはいつも『人民警察』を自称し、『悪人を除去し、良民の平和を守る』ことを目指すと言うけど、実際には単なる暴漢、盗賊、裏社会の殺し屋集団。正義を狙い撃ちし、善良で立派な市民を罰する鬼だわ！」「この警官たちは法律を破って犯罪を犯す人たちは見のがして法律の対象から外している。でも私たちはただ神様を信じ、御言葉を読み、正しい人生の道を歩んでいるだけなのにこの野蛮な連中に一番暴力を振るわれるようになった。中共政府は本当によこしまで、正義をひっくり返している」私はこの悪しき警官たちを心から憎みましたが、自分の霊的背丈があまりにも小さく、彼らの残酷な処罰と拷問に耐えられないことを自覚していたので、神に何度も何度も呼びかけ、力を与えてくださるよう嘆願しました。ちょうどその瞬間、神の御言葉が私を啓いてくださったのです。「信仰とは一本の丸太橋のようなもので、卑屈に命にしがみつく者がそれを渡るのは困難だが、自らを犠牲にする覚悟のある者は自信を持って不安なく渡ることができる」（『神の出現と働き』「神が宿る肉の本質」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉の慰めと励ましにより、私は心強く感じ、思いました。「今日はすべてを賭ける覚悟をすべきだわ。最悪の事態になって死んでも構わない。この悪魔の群れが私から教会のお金や働き、指導者のことを聞き出せると思うなら考え直すのね！」その後、彼らにどう尋問され、情報の提供を迫られても、私は一言も話しませんでした。

私が話そうとしないのを見て、警官の一人が激怒し、テーブルを叩くと私に襲いかかり、私が座っていたトラの椅子を蹴り、私の頭をこづきながら怒鳴りつけました。「知ってることを教えろ！こっちが何も知らないと思うなよ。何も知らなかったらどうしてお前ら三人をこんなにしっかりつかまえられたと思う？」別の背の高い警官が叫びました。「これ以上我慢させるな！少しは痛みを味わわせないと単なるこけおどしだと思うだろう。立て！」そう言うとその警官はすぐに私をトラの椅子から壁のとても高い所にある鉄格子付きの窓の下まで引きずり、それぞれの手にスパイク付きの手錠をかけました。手錠の一方が手に、もう一方が鉄格子に付けられ、私は窓から吊られる恰好になり、足の親指の付け根しか地面につけられなくなりました。悪しき警官の一人が部屋の温度を下げるためにエアコンの電源を入れ、巻いた本で私をひどく叩きました。私がまだ無言でいたため、その警官は怒り狂い、「しゃべらないのか？しゃべらないと『ブランコ遊び』するぞ！」と叫びました。そして、長い軍用の梱包ベルトで私の脚を縛ると、ベルトをトラの椅子に固定しました。二人の警官がそこで壁からトラの椅子を引き離したため、私は宙吊りになりました。私の体が前に動くと、手錠が手首の端まで滑り、その中のスパイクが手の甲に食い込みました。私はひどい激痛に見舞われましたが、この悪しき警官たちに笑われたくなかったので悲鳴をこらえようと唇を噛みしめました。その一人が悪意の笑みを浮かべて「痛くないようだな。もうちょっと刺激してやろう」と言いました。そして脚を上げ、私のふくらはぎを強く踏むと、私の体を左右に揺り動かしました。そのため手錠がますますきつく締まり、私は手首と手の甲のあまりの痛みでついに悲鳴をこらえきれず、それに二人の悪しき警官はどっと笑いだしました。そこで警官はやっと私の脚を踏むのをやめ、私を宙づりのままにしました。約二十分後、警官が突然トラの椅子を私に向かって蹴り返すとキーという嫌な音がして、私は体が元の位置に落ち、足の親指だけが地面に触れた状態でぶら下がり、悲鳴を上げました。同時に、手錠が私の手首の方にずり上がり、手錠が突然緩むと、手に流れる血が急に腕に逆流し、その血の圧力でズキズキする痛みが襲ってきました。この二人の悪しき警官は私が苦しむのを見て意地悪く笑い、尋問を始めました。「教会には人がどれだけいる？金を保管している場所は？」最後の質問はサタンの卑劣な動機を端的に表していました。彼らがこれまでの拷問と責め苦を私に加えてきた理由、そのような悪魔的で非情な手段を用いた理由は教会のお金を盗むために他ならなかったのです。空しくも、そして恥知らずにも、教会のお金を意のままに使おうとしたのです。彼らの貪欲で悪しき顔を見て、私は腹を立て、彼らにどう尋問されても、私は口をつぐみ、彼らはやがて怒りのあまり、罵声を浴びせてきました。「おのれ！しぶとい奴め！　どれだけもつか見てやる！」そして、再びトラの椅子を壁から引き離し、私を宙吊りにしました。今度は手錠がすでに開いていた手の甲の傷にきつく食い込み、手がすぐに腫れ上がって充血し、いまにも破裂しそうに感じました。痛みは最初よりもずっと激しかったのです。警官たちは自分たちがそれまで囚人を拷問し処罰した「栄光の功績」を生々しく語り合いました。これは十五分間続き、その挙句、彼らは再び椅子を蹴り飛ばし、私は足の親指だけが地面に触れたまま、窓からまっすぐぶら下がる状態に戻りました。その際に引き裂くような痛みが再び体中に走りました。ちょうどそのとき、背の低いずんぐりした男性警官が入って来て、「まだしゃべってないか？」と尋ねました。二人の警官は「とんだだ！」と答えました。その太った悪しき警官は寄って来て私の顔を激しく平手打ちし、「どれだけタフか見てやろう！　その手を緩めさせてもらう」とやじりました。私がうつむいて見ると、左手がひどく腫れて黒紫になっていることに気づきました。するとその悪しき警官は私の左手の指をつかむと、前後に振り、こすったりつねったりしました。ついには麻痺していた手に痛みが戻ってきました。そしてその警官は手錠を最大限まで締め付け、他の二人の警官に私を再び宙に引っぱり上げるように合図しました。私は再び宙吊りにされ、二十分間そのままにされてから下ろされました。何度も何度も宙に引き上げられては下されるという拷問は、死んで痛みから逃れたいと思うようになるまで続きました。手錠が手をずり上がっては下がるたびに痛みが増しました。ついには、スパイク付きの手錠が手首に深く食い込んだため、手の甲の皮膚が破れ、おびただしい量の血が出ました。両手は血の循環が完全に遮断され、風船のように腫れ上がりました。頭が酸欠でガンガンし、今にも爆発しそうに感じました。私は本当に今にも死ぬと思いました。

もう限界だと思っていたそのとき、神の御言葉の一節を思い出しました。「エルサレムへ向かう途上、イエスは苦悶して、あたかもナイフが心に捻じ込まれているかのように感じたが、その言葉を取り消す思いは微塵もなかった。いつも強い力がイエスが十字架にかけられる場所までイエスに付き添っていた」（『神の出現と働き』「神の心にかなうように仕えるには」〔『言葉』第1巻〕）。御言葉により、私は急に力がみなぎり、主イエスが十字架の上で苦しまれたことを思いました。主はローマの兵士から鞭打ち、嘲笑、辱め、血だらけになるほどの打撲を受けられました。それでもその重い十字架を運ばされ、まさにその十字架に釘付けになられたのです。体の血が一滴残らず流れるまで、何と残酷な拷問！何と想像を絶する苦しみ！しかし主イエスはそれをすべて無言で受けられました。その痛みは確かに計り知れないものでしたが、主イエスは全人類の贖いのために自ら進んでご自身をサタンの手に委ねられたのです。私は思いました。「最近、神様は二度目の受肉をなさり、無神論の中国に来られた。ここでは、恵みの時代の数千倍もの危険に遭われた。全能神が出現され、その働きを始められて以来、中共政府は神様の働きを滅ぼすという空しい目的のため、あらゆる手段でキリストを中傷し、冒とくし、狂ったように追って捕らようとしてきた。「神様が二度の受肉の時に受けられた苦しみは、人の忍耐はもちろん、想像の範囲も超えている。神様が私たちのためにこれだけの苦しみを受けられたのだから、私はもっと良心を持つべき。たとえ死ぬことになっても神様にご満足頂き、お慰めしないといけない」その瞬間、歴代の聖者や預言者の苦労が頭の中に浮かびました。獅子の穴に入れられたダニエル、十字架の上で逆さ吊りにされたペテロ、打ち首にされたヤコブ……。この聖者と預言者たちは皆例外なく死の瀬戸際で神の力強い証しを立てたのであり、私は自分も彼らの信仰、献身、神への従順に倣おうとすべきだと悟りました。そのため、静かに神に祈りました。「ああ神様、神様は罪がないのに私たちの救いのために十字架に付けられました。その後、ご自身の命を危険にさらしてまで働きを行なうため、中国で受肉されました。神様の愛はあまりにも偉大で、私には報いようがありません。今日神様と共に苦しむことは私にとって最大の名誉であり、私は御心をお慰めするため、喜んで証しを立てます。たとえサタンに命を奪われても、決して一言も不平を言いません！」心が神の愛に向くと、体の痛みが著しく減っていくように感じました。その夜の後半、悪しき警官たちは交代で私を拷問し続けました。翌朝午前九時ごろ、私はようやく脚をほどかれ、窓からぶら下がったままにされました。腕が両方とも完全に麻痺し、感覚がなく、全身が腫れていました。その頃には、共に本分を尽していた姉妹は隣の尋問室に連れて行かれていました。いきなり警官が八、九人私のいた尋問室にぞろぞろ入ってきました。背の低いずんぐりした警官が一人憤慨したように入って来ると、私を担当している悪しき警官たちに「まだしゃべってないか？」と尋ねました。「まだだ」という返事を聞くやいなや、その警官は私に飛びかかり、顔を二回叩き、激怒して怒鳴りました。「まだ協力してないのか！　こっちはお前の名前も、教会の主要な指導者であることも知ってるんだ。何も知らないなどと勘違いするな！どこに金を入れた？」それでも沈黙したままの私を見て、「白状しないなら、後で調べてわかった時もっと痛い目を見るぞ。教会でのお前の地位からすれば懲役二十年だ！」と脅しました。彼らは私の銀行カードを持って、カードの名義と暗証番号を尋ねました。私は思いました。「見せてやろう。構わないわ。家族はどうせその口座にあまりお金を送らなかったのだから。見れば教会の資金のことをしつこく聞いてこなくなるかもしれない」それで彼らに名義と暗証番号を教えました。

その後、私はトイレに行かせるようにたのんだとき、やっと降ろされました。その頃には脚が全く言うことを聞かなくなっていたので、彼らにトイレに連れて行かれ、外で見張られました。しかし手の感覚がすっかりなくなっており、脳の命令がまったく手まで届かなかったため、ズボンを脱ぐことができず、ただ壁に寄りかかって立ちつくしていました。しばらく経っても出てこなかったため、警官の一人がドアを蹴って開け、いやらしい笑みを浮べながら、「まだ済んでないのか？」と叫びました。私が手を動かせないと気づくと、寄って来て、ズボンを脱がし、私が用を足すとズボンを締め直しました。男性警官連中がトイレの外に集まり、ありとあらゆる卑劣な発言を口にし、汚らわしい言葉で私を辱めました。自分のような無実の二十代の女性がこの凶漢と悪魔たちに辱められることの理不尽さに、私は突然圧倒され、泣き出しました。また、手が本当に麻痺し、将来自己管理ができなくなるなら死んだほうがましだとも思いました。もしそのときちゃんと歩くことができたなら、建物から飛び降りて、すべてをそこで終わらせていたことでしょう。このうえなく弱っていたとき、教会の賛美歌「神が栄光を得る日を見ることを望む」が思い浮かびました。「神には最も甘美なものを与え、最も苦いものは私が受ける。私は神を証しすると心に決めた。その決心を変えるものは何もない。サタンに対して私は決して屈服しない。私はむしろこの命を捧げる神の民の一人として、自分の尊厳を捨てないつもりだ。神の嘱託を心に留めて私はあの古いサタンを恥じ入らせるつもりだ。心に涙をためて、私は屈辱に耐えることを選ぶ、神を再び心配させたくない」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』より）神の啓きと照らしにより、私はもう一度信仰を注ぎ込まれて霊が強められ、思いました。「サタンの策略に騙されてこんなふうに自分の命を絶ってはいけない。彼らが私を辱め、挑発しているのは、私に神様を傷つけて裏切るようなことをさせるためよ。もし死んだらただ彼らの陰謀にはまることになる。サタンの謀略を成功させるわけにはいかない。「本当に体が不自由になっても、少しでも息がある限り、神の証しを立てるために生き続けないといけない」

尋問室に戻ったとき、私は疲れ果てて床に倒れました。数人の警官に取り囲まれて怒鳴られ、起き上がるように命令されました。先ほど私の顔を叩いた背の低い太った警官が飛びかかってくると、ひどい蹴りを入れ、倒れたふりをしているのだと私を責めました。そのとき私は体が震え出し、息が切れ、呼吸が激しくなりました。左脚と胸の左側が痙攣して引き付けあいました。全身が冷たく硬くなり、二人の警官がどう引き伸ばそうとしてもまっすぐになりませんでした。心の中では、神がこの苦痛と患難を用いて私のために道を開いてくださっていることを承知していました。そうでなければ彼らは私への残酷な拷問を続けていたでしょう。この悪しき警官たちは私の危険な状態に気づいて、ついに暴行をやめました。その後、私をトラの椅子に固定して警官二人に見張らせ、隣の部屋にいる教会の姉妹を拷問しに行きました。姉妹が血も凍るような悲鳴を何度も上げるのを聞いて、私はその悪魔たちにつっかかって死ぬまで戦いたい気持ちでいっぱいでしたが、その時点では屍のように倒れて疲れ果てていたため、できることはただ神に祈り、姉妹が証しを立てられるように強さを授け、守ってくださるように懇願することだけでした。同時に、国民を苦しみのどん底に追い込んだあのひどく邪悪な党を恨めしく呪い、人の姿をしたこの獣たちを罰するように神に願いしました。後に彼らはそこで倒れた私の虫の息のような姿を見て、自分たちの監視下で死なれては面倒だと思い、ついに私を入院させました。病院に着いた後、私の体は脚と胸が再び痙攣し、引きつけあい、数人がかりで引っ張ってやっと真っ直ぐに戻りました。両手は風船のように腫れ上がっており、固まった血がそこらじゅうについていました。手が全体的に膿で膨張しており、点滴が打てない状態でした。針を刺すとすぐに血管から血液が流れ、周囲の組織が血で満たされ、注射された部位が出血したからです。医者がこの状態を見たとき、「手錠を外すんだ！」と言いました。また、私の心臓が悪いのではないかと懸念したので、詳しい検査のため市立病院に送ることを警察に勧めました。その悪しき警察は私を助けることに不本意でしたが、以後私に手錠をかけなくなりました。翌日、私に尋問していた警官は、神への冒とくと中傷に満ちた陳述を私の供述書として用いるために書き上げ、それに私の署名を求めました。私が署名を拒否すると、警官は苛立って私の手をつかみ、無理やり供述書に指紋を押させました。

4月9日の夕方、警察の支隊長と他の二人の男性警官が私を拘留所に護送しました。拘置所の医者は私が体中腫れていて歩くことができず、腕に感覚がないことがわかり、風前の灯に見えたため、ここで私に死なれることを恐れて拘留を却下しました。後に、支隊長が拘留所の所長と一時間近く交渉し、私に何か起きても拘留所の責任にならないと約束し、こうしてやっと所長は私の拘留を引き受けたのです。

それから十日以上後、悪しき警官が十数人昼夜を問わず交代で私に尋問するために他の管区から派遣され、一時的に拘置所に配置されました。囚人の尋問には時間制限がありましたが、警察がこれは非常に深刻で重大な事件だと言ったため、私はひっきりなしに尋問されました。彼らは私の弱った状態から、長く尋問しすぎると体調が急変するのではないかと恐れたため、午前一時頃に尋問を終え、私を刑務所に送り返しては翌日の夜明けに呼び出しました。尋問は一日約十八時間、三日間続けて行われました。しかし、彼らにどう絞られても、私は一言も言いませんでした。彼らは自分たちの「鞭」の手段がうまくいっていないと見て、「飴」の手段に切り替えました。私の怪我に気遣いを示し、薬を買って傷に軟膏を塗るようになりました。この突然の「親切」に接して、私は警戒を緩め、「教会のことでどうでもいい情報を教えたら多分大丈夫…」と思いました。するとふと神の御言葉が頭に浮かんだのです。「何かが降りかかるときは、向こう見ずな取り組み方をするのでなく、より頻繁にわたしに近づきなさい。わたしの刑罰を侵害しないように、またサタンの狡猾な策略の餌食にならないように、あらゆる点でより注意深く、思慮深くありなさい」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第九十五章」〔『言葉』第1巻〕）。私は自分がサタンの狡猾な陰謀にはまったことにはっと気づきました。この人たちはほんの数日前には私を拷問していた人ではなかったでしょうか。彼らは態度を変えられても、その悪しき本性は変えられません。悪魔はいつまでも悪魔なのです。神の御言葉により、私は彼らがヒツジの皮をかぶったオオカミであり、常に裏の思惑を持っているという現実に目覚めました。今後もどんなに誘惑され、絞られても決して何も言いません。その後まもなく、神は彼らの素顔を明かしてくださいました。隊長と呼ばれていた警官が私に執拗に尋問しました。「教会の指導者なのに金がどこにあるか知らないのか？教えないならこっちのやり方で探すぞ！」ある年配のやせ細った警官が私に罵詈雑言を浴びせ、怒鳴りました。「貴様、少しでも大目に見るとつけあがりやがって！　しゃべらないとまたあそこに送ってつるし上げるぞ。それでもみたいに黙っていられるかどうか見てやろう！お前の扱い方はいくらでもあるぞ！」こう言われるほど、沈黙を守ろうとする私の決意は強くなりました。警官はついに腹を立て、寄ってきて私を押し、「そんな真似してると二十年の刑じゃすまんぞ！」と言いました。そして、いらつきながら部屋を出て行きました。その後、国家保安を担当する省公安庁の役人が私に尋問しに来ました。神を攻撃し、抵抗する発言を多く口にし、自分の経験と知識の豊富さを自慢し続け、そのことで他の警官にほめそやされました。私はその醜く独善的で満足げな様を目にし、この男の真理を歪曲して噂を撒き散らす嘘と言いがかりを聞いて、憎らしくむかむかしました。その姿を見るにも忍びなかったので、目の前の壁を真正面から見つめ、役人の言い分一つひとつに心の中で反論しました。その罵倒は午前中ずっと続き、それがやっとすむと、私にどう思うか尋ねました。私はもどかしく感じながら「教養がないから、何の話をなさってるのかさっぱりわかりません」と言いました。警官は激怒し、「救いようのない女だ。すっかり神に毒されている。もうだめだ！」と他の尋問者に言いました。そして落胆してこそこそ立ち去ったのです。

悪魔の残虐な迫害に苦しむ中、私は中共という悪しき党に支配されたこの国における人権のまったくない地獄のような暮らしを経験しました。中共政府にとって、神の信仰者は「眼の中の釘、肉の中のとげ」です。彼らは空しくも私を死に至らしめようとあらゆる策を弄して酷い目に遭わせ、拷問してきました。しかし神は私の頼もしい後ろ盾であり、救いです。神が何度も私を死の淵から救い出してくださったため、私は神の真の愛を体験し、神の心の優しさと善良さを知ることができました。悪しき警察の拘置所の監房に引きずり込まれ、王姉妹が同じ監房にいるのを見たとき、この大切な人に会えたことで心に温かみが吹き込みました。これが神の指揮と采配であり、神の愛が私に心を配ってくださっているのだとわかり、神がそうなさったのはそのとき私は体の自由がほとんどきかなくなっていたからだとわかりました。両腕も両手もひどく腫上がって膿で膨張しており、指はソーセージのように太くなり触れると硬く、感覚がありませんでした。足はほとんど動かず、体全体が弱って痛んでいました。半年の間、私はレンガ造りのベッドからほとんど起き上がれず、自分の世話ができませんでした。半年経ってようやく手がまた動けるようになりましたが、まだ物をつかめませんでした。（現在も、片手で皿を持とうとすると、手が痛くて力が入らずしびれ、もう一方の手を使って支えないと皿を持ち上げることもできません。）その間、姉妹が毎日私の歯を磨き、顔を洗い、風呂に入れ、髪をとかし、食べさせるなど、世話をしてくれました。一か月後、姉妹は釈放され、私は正式に逮捕を通知されました。姉妹が釈放された後、私はまだ自分のことができず、この先いつまで閉じ込められるのか見当もつかなかったため、とてつもなく無力で悲惨な気持ちになり、神に呼びかけずにはいられませんでした。「ああ、神様、私は体が不自由になったように感じます。どうしてこのような状態で生きていけというのでしょうか？この状況を乗り越えられるように、心をお守りくださることをお願いします」私が切羽詰って途方に暮れていたとき、神の御言葉が心の中から私をこれまでになく明確に導いてくださいました。「あなたがたは自分の神が、いつか自分を最も見知らぬ地へ送るということを考えたことがあるだろうか。わたしがいつかあなたがたのすべてを奪い去ったら、自分がどうなるかを想像できるだろうか。その日、あなたがたの活力は今と同じだろうか。あなたがたの信仰は再び現れるだろうか」（『神の出現と働き』「働きを理解しなさい――混乱したまま付き従ってはならない」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉は輝く灯台のように、私の心を照らし、神の御心を悟らせてくださいました。私は思いました。「今直面している環境は一番馴染みのないもの。神様は私の信仰を完全にするために、私にこのような環境で神様の働きを体験させたいという思し召しなんだ。姉妹は私のそばを離れたけど、神様は絶対に離れておられない！今まで歩んできた道を振り返ると、神様はその道の一歩一歩で導いてくださった！神様に頼るなら、乗り越えられない困難はない。」自分がこんなに信仰にないことがわかりました。そのため、私は神に祈りました。「神様、私は自分をすっかり御手に委ね、神様の指揮に従うつもりです。将来どんな状況に直面しても、神様に従い、不平を言いません」祈りを終えた後、私は晴朗と落ち着きを感じました。翌日の午後、看守が新しい囚人を連れてきました。私の状態を見ると、その囚人は私が頼んでもいないのに面倒を見てくれました。ここに私は神の不可思議さと信実さを見ました。神は私を見捨てられなかったのです。人間の考えを含む天地万物は神の御手の中にあります。神の指揮と采配がなかったなら、なぜ会ったことのないこの女性が私にこれほど親切なのでしょうか？その後、私はさらに神の愛を目の当たりにしました。その女性が拘留所から解放されると、神は私が会ったことのない女性を次々と起こし、まるでリレーのバトンのように私の世話を次々に引き継いでくれました。釈放されてから私の口座に送金してくれた囚人もいました。この間、私は体が多少苦しみましたが、神の人への愛の誠実さをこの身をもって体験することができました。人がどんな状況に投げ込まれても、神は決して人をお見捨てにならず、絶えず手助けしてくださいます。人が神への信仰を失わない限り、確実に神の御業を目の当たりにすることができるのです。

私は一年三か月間拘留され、その後中共政府に「邪教組織に関与して法律の執行を妨害した」として告訴され、三年六か月の禁固刑を宣告されました。判決後、省の女子刑務所に連行されて刑に服しました。刑務所での扱いはさらに非人道的なものでした。毎日肉体労働をさせられ、一日のノルマは人が普通にこなせる量をはるかに超えていました。作業を終えられないと体罰を受けました。囚人の労働による収益金はすべて実質的に看守のものになりました。いわゆる生活手当は月に数元しか与えられませんでした。刑務所が唱えた公式方針は労働によって囚人を再教育することでしたが、実際には私たちはお金を稼ぐ機械、無給のしもべでした。刑務所の減刑に関する規則は、特定の条件を満たした囚人はその対象になるというもので、表向きはとても人道的に思われました。しかし現実にはこれは単なる建前であり、体裁のためだけのものでした。刑務所のいわゆる人道的な制度は、紙の上の閑文字にすぎず、看守が個人的に発した命令だけがそこの本当の法律だったのです。刑務所は、十分な「労働力」を確保し、看守の収入が減らないことを保証するため、年間の減刑件数を厳密に管理しました。「減刑対象者名簿」は、刑務者の労働生産性を上げるための手法でした。数百人の囚人のうち、その名簿に載るのは十人程度であるため、皆それを目指して骨を折って作業し、互いの足を引っ張り合いました。しかし、最終的に名簿に載る囚人のほとんどは警察とコネがあり、そもそも肉体労働を行う必要のない人たちでした。囚人たちはこれに対する不満を胸中に秘すしかありませんでした。抗議のために自殺した人たちもいましたが、事後に刑務所は遺族をなだめようと作り話をしたため、皆無駄死にでした。囚人たちは看守に人間扱いされることがありませんでした。看守に話があるときは、地面にしゃがんで見上げなければならず、何か看守の気に入らないことがあると叱られ、口汚く辱しめられました。上級官僚が視察に来ると、囚人は事前に看守に脅されて口裏を合わせざるをえず、「食事はおいしいし、看守はいつも気遣ってくれる。作業は一日八時間までで、娯楽もある」などと、刑務所をよく見せる話をさせされました。このような時、私は体中が震えるほど怒りを覚えました。この悪魔たちは偽善者でした。明らかに人をむさぼり食う悪鬼に過ぎないのに、あくまでも自分たちほど親切で思いやりのある者はないかのようにふるまっていたのです。なんて陰険で卑劣で恥知らずな！私が三年半の刑期をようやく終えて帰宅したとき、家族は骨だけのようになった私を見て、苦悩を隠せませんでした。衰弱しきってすっかり見違えるようになった私の姿に、おびただしい涙が流れました。それでも私たちの心は神への感謝に満ちていました。私がまだ生きていること、神が守ってくださったことで無事にあの地上の地獄から出られたことを皆神に感謝したのです。

私が拘留されている間に悪しき警察が二度家にやって来て、家中を滅茶苦茶に荒らして捜索したことを私は帰宅して初めて知りました。神を信じる両親は家を離れ、政府による捕獲を避けるために二年近く逃亡していました。ようやく家に戻ったとき、中庭の雑草は家と同じ高さに伸びており、屋根に崩れた部分が数箇所あり、地所全体がひどく荒れていました。また警察は村中に私たちについての嘘を広めていました。私が誰かから百万から一億元（約1600万－16億円）も騙し取り、両親も弟を大学に入れるために人から数十万元だまし取ったと言ったのです。この悪魔連中は正真正銘の嘘つきの名人です。実際のところ、両親が家を離れたため、弟は奨学金と借金で学費を払って大学を終了しなければなりませんでした。しかも、家を出て働くようになると、最初は旅費を少しずつ貯めるために家族が育てた穀物を売り、サンザシの実を集めて売らなければなりませんでした。しかし、この悪魔たちは非良心的に振る舞って私たち家族を偽りの罪状で陥れ、その噂は現在も流布しています。今でも、私は前科のある政治犯と詐欺師という評判のために村八分にされています。平気で人殺しをするこの悪魔連中、人間の命を何とも思わないこの悪魔政府、偽りの非難で世論を煽るサタンのこの手先たちを、私は皆軽蔑します！悪魔は私たちに濡れ衣を着せ、中傷し、迫害しますが、このおかげで私は中共政府の神に抵抗し、よこしまで天に背く悪の本性とぞっとするような素顔をさらにはっきりと見ることができました。また、そのために神の愛と救いをさらに体験することができたのです。悪魔に迫害されるほど、全能神に最後まで従おうという私たちの決意が強まります。もし悪魔の手による残酷な迫害を経験しなければ、いつ私の霊がいつ目覚めてサタンを本当に軽蔑してきっぱり拒むようになっていたかは誰にもわかりません。

神に従ってきたこれまでの何年かを振り返ると、私は中共の悪魔的な本性と本質を暴いた御言葉をそれまで理論的にしか受け入れておらず、本当に理解していませんでした。幼い頃から吹き込まれた「愛国教育」の教条により、特定の考え方をもつように条件付けられ、組織的に惑わされていたため、神の御言葉が誇張だとさえ思っていました。国家を崇めることをやめられず、共産党がいつも正しく、軍が我が祖国を守り、警察が社会の悪しき要素を罰して根絶し、国民の利益を守ってくれると思いこんでいました。あの悪魔たちの手による迫害を経験することで、中共政府の素顔が初めて見えました。それは非常に不誠実で偽善的で、長年その嘘で中国人民と全世界を惑わしてきました。「信仰の自由と民主的な法的権利」を維持することを繰り返し公言していますが、実際には宗教的信仰を気ままに迫害します。実際に維持しているのは、中共の暴政、強制的支配、専制だけです。私は肉に共産党の残酷な迫害で重傷を負いましたが、弱く苦しんでいたとき、神の御言葉に啓かれ、信仰と強さを与えられたため、私はサタンの策略を見抜き、固く立って神への証しをすることができました。それと同時に、神の愛と優しさを深く実感し、神に従うという決意が固まりました。全能神の御言葉にあるとおりです。「今がその時である。人は随分前からあるだけの力を蓄え、努力の限りを尽くし、あらゆる犠牲を払ってきた。それは、この悪魔の忌まわしい顔をはぎ取り、盲目にされた人々、あらゆる苦しみと困難に耐えてきた人々が痛みから立ち上がり、この邪悪な古い悪魔に背を向けることができるようにするためである」（『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」〔『言葉』第1巻〕）。私は現在教会に復帰し、神の国の福音を説き広めることによって、本分を尽くしています。神に感謝します。


84. 刑務所での苦難

シャオファン　中国

2004年5月のある日、数名の兄弟姉妹との集会に参加していたところ、20名以上の警官が乱入してきました。彼らは市の国家保安大隊で、過去4ヵ月にわたってわたしの携帯電話を監視していたそうです。また、これは省全体の取り締まり活動の一環であり、全能神の信者多数が逮捕されたとのことでした。警察は尋問すべく、市の共産党学校にわたしを連行しました。建物に入ってすぐ、靴を脱いでしゃがむように命じられました。しばらくすると両脚の感覚がなくなりましたが、姿勢を変えようとするたび、警察官が怒鳴りつけ、筋肉を動かすことは許されていないと言いました。そして尋問が始まるまでの2時間、警察はわたしをしゃがませたままにしたのです。「指導者は誰だ？　教会の金の保管場所は？」。これらの質問に、わたしは何も答えませんでした。すると国家保安大隊の隊長が手錠を持って部屋に入り、激しい口調で言いました。「この女相手に時間を無駄にするな。思い知らせてやれ！」。そしてわたしに向かい、「隣の部屋のあれが聞こえるか？」と訊きました。隣室にいる姉妹の悲鳴が聞こえ、すぐに不安と恐怖を感じました。「警察はあんな風にわたしを尋問するつもりだ。どうして耐えられるかしら？」。そこでわたしは無言で神に祈り、力を授けてくださいとお願いしたうえで、進んで神にすがり、証しをしますと言いました。まさにそのとき、隊長がわたしを床に蹴り飛ばし、後ろ手にして手錠をかけ、それを上下に振りました。そのようにして何度か引きずられたわたしは激しい痛みに襲われ、汗が噴き出ました。尋問者は10分以上もそうしたあと、ようやくわたしを自由にしましたが、この手段ではうまく行かないとわかり、別の方法を試すことにしました。別の地区の警官と、この町の武装警官を何名かずつ連れてきて、グループで尋問にあたらせたのです。各グループは4名から成り、昼夜交代でわたしを見張り、眠りそうになったら目を覚まさせることでわたしを苦しめました。わたしはもう目を開けていられず、眠りに落ちそうになるのですが、警察はわたしの決意を打ち砕き、兄弟姉妹を売って神を裏切らせようと、顔に冷水をかけたり髪を引っ張ったりしました。日を追うごとにわたしの緊張は限界に達し、一瞬でも集中力を切らせば教会の情報を話してしまうのではと不安でした。ひたすら心の中で神に祈り、わたしを導いてこの恐ろしい日々を乗り切らせてくださいと願いました。警察はわたしに恥ずかしい思いもさせました。トイレに行っても、男性警官が外を行き来しているにもかかわらず、扉を閉めることを許さなかったのです。中にはわざわざ覗く人もいましたし、また出入口に警官が立っているので、トイレに入る姿を何度も見られました。このような形で、わたしは12日間にわたって尋問と拷問を受けました。また10日以上も寝ておらず、神経がぼろぼろになっていたので、結局ひどい便秘になりました。体重も拷問のせいで58キロから52キロまで落ち、わずか12日で6キロも減ったのです。

13日目、警察は市の留置所にわたしを連行したのですが、それから1ヵ月も経たないうちに、監視のため今度は高級ホテルに連れて行きました。すると警察はそこに夫を連れてきて、部屋に二人きりにしました。教会の情報を引き渡すよう、夫がわたしに促すようにさせるためです。わたしは最初弱気になり、一刻も早くこの地獄の穴から夫と一緒に逃げ出したいと思いました。しかしここを離れるには、神を裏切り兄弟姉妹を売らなければなりません。そのとき、神の御言葉が脳裏にひらめきました。「あなたがたは常に目を覚まして待ち、もっとわたしの前で祈らねばならない。サタンのさまざまな企てやずる賢い策略を見極め、霊を認識し、人々を知らなければならず、あらゆる人や出来事や物事を見分けることができなくてはならない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第十七章」〔『言葉』第1巻〕）。警察はわたしの態度を和らげ、それによって神を裏切らせようとするために夫を連れてきたのだと、御言葉のおかげで思い出すことができました。これはサタンの狡猾な企みであり、わたしは危うくその罠に落ちるところだったのです。警察は尋問中、兄弟姉妹の名前が記されたリストと何枚かの写真をわたしに渡し、知っている人間がいれば指させと言いましたが、わたしは拒みました。また、夫がわたしの信仰を常に支えてくれていたことを思い出し、このチャンスを利用して、それらの兄弟姉妹が地下に潜伏して逮捕を免れるよう、夫から警告してもらおうと考えました。そこで夫の肩に顔をうずめ、泣く振りをしながら自分の計画を耳元でささやいたところ、夫はそうすると言ってくれました。すると驚いたことに、女性警官がすぐに部屋へ飛び込んできて、夫にこう言ったのです。「わたしたちの手助けをしてもらうために、あなたをここへ連れてきたのよ。何を話してたの？　出て行きなさい！」。警察は夫に対し、わたしが情報を売って神を裏切るように仕向けることを望んだのですが、自分たちの企みがうまく行かないとわかった瞬間、この女性警官は激怒し、夫を追い出したのです。警察ときたら、なんと邪悪で悪意に満ちているのでしょう！　神のお導きのおかげで、サタンの狡猾な企みにはまることはありませんでした。

その後、警察は尋問を続けるため、わたしを共産党学校に戻しました。そして「虎の腰掛け」と呼ばれる椅子にわたしを縛りつけたのですが、女性警官が部屋に飛び込んできて、ゴムのスリッパでわたしの顔を殴りだしました。一瞬で視界が暗くなり、わたしは椅子の中でぐったりしました。すると彼女は、わたしがその振りをしているだけだと思い込み、悪態をついたうえ、わたしの髪をぐいと引っ張って再び殴りました。顔面が紫色の卵のように腫れ上がり、目から血が滴り落ちます。そのとき男性警官がやって来て、わたしの拘束を解き、髪を掴んで乱暴に引っ張り、虎の腰掛けの下にわたしを押し込もうとしました。しかしなかなか入らないので、その警官はわたしを蹴って悪態をつき、お前は犬より役立たずだと言いました。そして何名かがわたしを腰掛けの下に押し込み、そこを動くなと言ったうえで、わたしを再び拘束しました。こんな風にひどい暴行と辱めを受けたわたしは激しく動揺し、弱気になり始めて内心こう考えました。「拷問をやめるつもりはないみたい。いったいいつまで続くの？」。極限の苦痛の中、もう死にたいと思い始めましたが、虎の腰掛けに拘束されているとあってそれも無理です。そこで、心の中でひたすら神に祈り続け、主の福音を宣べ伝えたために迫害された歴代の聖者のことを思いました。何頭もの馬に身体を引き裂かれた人もいれば、石を打たれて殺された人、のこぎりで身体をばらばらにされた人もいます。彼らはみな、普通の人には到底耐えられない拷問を受けましたが、生命をかけて神の証しをしました。一方のわたしはこれほど些細な痛みにも耐えられず、逃げるために死にたいとさえ思っている。あまりに弱く、証しなどまったくしていません。そうしたことを考えると後悔と苦悶で一杯になったので、急いで神の御前に出て、祈って悔い改めました。すると、近くの窓にとまる小鳥に気づきました。その羽は灰色で、わたしはその日降っていた弱い雨のことをいまでも思い出します。小鳥はさえずり続けたのですが、わたしの耳にはそのさえずりが、「証しに立ちなさい、証しに立ちなさい」と言っているように聞こえました。小鳥のさえずりはますます早くなり、ついには叫び声のようになりました。そのとき、神はこの小鳥を使ってわたしに注意なさっているのだと気づき、深い感動を覚えました。そして泣きながら神にこう祈ったのです。「神よ、意気地なしや臆病者にはなりたくありません。このように弱り、恐怖に怯えながら死ぬなど嫌です。どうか信仰と力をお授けください。証しに立ってサタンを辱めたいのです」。まさにそのとき、神の御言葉が頭に浮かびました。「あなたがたはみな、この言葉を覚えているだろう。『なぜなら、このしばらくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光を、あふれるばかりにわたしたちに得させるからである』。あなたがたはみな、この言葉を以前耳にはしたが、その本当の意味は誰も理解していなかった。今日、あなたがたはこの言葉の真の意義を深く認識している。この言葉は、神によって終わりの日に実現され、また、赤い大きな竜がとぐろを巻く地で、その竜から熾烈な迫害を受けている人たちにおいて成就する。赤い大きな竜は神を迫害し、神の敵であるから、この地において、神を信じる者は辱めと迫害を受け、またその結果として、これらの言葉があなたがた、つまりこの人々の集団において成就する」（『神の出現と働き』「人が想像するほど神の働きは簡単なものか」〔『言葉』第1巻〕）。「あなたがたは終わりの日に神への証しをしなければならない。あなたの苦しみがいかに大きくても、最後まで歩まなければならず、最後の一息になってもなお神に対して忠実であり続け、神に身を委ねなければならない。これだけが真に神を愛するということであり、またこれだけが鳴り響くような強い証しなのである」（『神の出現と働き』「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉はわたしを慰め、励ましてくれました。中国共産党は悪魔サタンにして神の敵なので、神を信じて本分を尽くす過程において、共産党に迫害され、傷つけられるのは避けられないということを、それは教えてくれました。しかし、神はサタンの狡猾な企みに応じて知恵をふるい、サタンが繰り出す迫害や残酷な拷問を用いてわたしたちの信仰と従順を完全にし、そうする中で勝利者の一団を作られます。わたしは真理を得るために苦しんでいますが、この苦しみは有意義で価値あるものなのです。そのとき、わたしたちを救うべく神ご自身が肉となり、拒絶と中傷に耐え、隠れることもできないまま、共産党に追われて迫害されていることが頭に浮かびました。神がかくも大きな屈辱と苦痛を受けられているのに、堕落した人間であるわたしの些細な苦しみなど、いったい何だというのでしょう？　キリストのおそばで苦しめるのは名誉なことなのです。死に向き合ってびくびくしているわけにはいきません。サタンにどう拷問されようと、最後の一息まで証しに立ち、神に満足いただこうと決意しました。その後、国家保安大隊の隊長が、邪悪な笑みを浮かべてこう言いました。「持ちこたえているようだな。こんな風に扱うつもりじゃなかったんだ。何もかも話して協力すれば、すぐに家へ戻れるし、家族とも再会できる。それは保証しよう」。そしてフライドチキンとパンがわたしの前に出されましたが、わたしを誘惑して神を裏切らせようとする新たな策略に過ぎないことはわかっていました。わたしは目の前の食事を見て、きっぱりとこう言いました。「そんなのどうだっていいわ。わたしにかまわないで。どうせまな板の鯉に過ぎないんだから。ここから生きて出られることはないし、その事実はもう受け入れたの。だから好きなようにしなさい。何を訊かれてもわたしは知らないと、すでに言ったわよね！」。すると相手は冷酷な笑みを浮かべて言いました。「そうむきになるな。気楽に考えろ。我々の知りたいことを話してくれれば、家に帰れるんだぞ」。そして背を向け、その場を去りました。その後、警察はわたしを虎の腰掛けに座らせました。それから2週間が経ち、警察はわたしを拘置所に連行しましたが、ひどい怪我を見たそこの職員は受け入れを拒みました。すると国家保安大隊の警官が、これは自分で転んでできた傷だと無理矢理わたしに言わせたので、拘置所の警官はわたしを受け入れざるを得ませんでした。

拘置所で1ヵ月過ごしたあと、警察は再度尋問を行なうべくわたしを共産党学校に連れ戻しました。そこでは1日24時間虎の腰掛けに座らされ、背筋はまっすぐ、両脚も90度にさせられました。これが1ヵ月も続いたのですが、首が耐えがたいほど痛くなり、両脚もひどく腫れました。警察による絶え間ないいじめと侮辱、そして暴行に、わたしは心の中で激怒しました。さらに警官たちは、全能神の信者を大勢逮捕したときの様子を話し、逮捕した人が男性か女性か、老人か若者かを問わず、まずは拷問して恐怖を植えつけ、それから尋問に取りかかるのだと言いました。これが抑え込む手段だというのです。これらの化け物たちが、兄弟姉妹をいかに傷つけているかを興奮した口調で自慢げに語り、野獣のごとく満足げに笑っている様子を見て、わたしは憎しみのあまり歯ぎしりしました。共産党はまさに、人を傷つけて楽しむ悪魔の群れです。わたしは静かに祈り、この化け物たちを呪いました。その後、自分たちの望む情報をわたしから引き出せないことを悟った警察は、わたしをまずは拘置所、次に犯罪者の収容所、そして洗脳を行なう場所へと移送しました。1年3ヵ月にわたって監禁されたあと、わたしはようやく市の拘置所に戻されました。わたしの精神を打ち砕いて神を裏切らせようと、警察はそのようにしたのですが、結局成功しませんでした。その後わたしは、「封建時代の迷信を利用して法の執行を妨げた」罪で有罪となり、禁固4年を言い渡されました。

刑務所に入ったわたしは、生き地獄とはどのようなものかを再び思い知らされました。衣服の生産ラインに配属され、そこでは全員が自分の仕事をしていたのですが、生産ラインに追いつけない人、自分のノルマをこなせなかった人は、午後11時の終業時間後に30分間から1時間立たされます。そのころは食事の時間を除き、作業室で過ごしていました。喉が渇いても水を飲む時間はなく、トイレへの行き来も駆け足です。結局、ひどい便秘になりました。毎日ずっと座って作業し、常に仕事が山ほどあったうえ、かつて警察の手による拷問を受け、あの虎の腰掛けに2ヵ月以上も座らされたこともあって、しまいに首の激痛が蘇り、頭痛や吐き気にもたびたび苦しみました。ある日、わたしはシャワー室で足を滑らせて転んでしまい、床に頭を打ち付けました。また背中が段差にぶつかり、めまいがして動くことがまったくできません。背骨を折ったかのような激痛に襲われました。他の囚人も、この人はもう駄目だとか、全身不随は間違いないなどと言っています。全員が助けを求めて叫び、警報ベルを鳴らしましたが、誰も来ません。結局、囚人が数人がかりでわたしを寝台に運んでくれました。全身が壊れてしまったような感覚で、痛さのあまり涙が止まりません。その夜は激痛のせいで一睡もできませんでした。次の日の午前8時、ようやく看守がわたしの房に現われたのですが、どれくらい痛むのかといらだたしげに訊きました。「背骨が折れたみたいです。まったく動けないし、頭も痛くて仕方ありません」。しかし看守は馬鹿にしたような口調でこう言うだけでした。「大した問題じゃないわ。仕事が山ほどあるんだから、2階に行って作業して。動けないなら、運んでくれる人を見つけなさい。誰も助けてくれないなら、這ってでも行くのよ！」。そして背を向け、立ち去りました。そのためひどい激痛に耐えつつ、ゆっくりベッドから下ろしてもらうよう他の囚人に頼まざるを得ませんでした。起き上がるまで30分から40分もかかり、それから廊下をゆっくり進んで階段を上りました。苦労してなんとか作業室にたどり着いたのですが、何十回試しても、どうしても座ることができません。結局、自分の機械にしがみつき、歯を食いしばって痛みに耐えながら、力を振り絞って椅子に座りました。背骨が折れたかのようで、極限の痛みがわたしを襲います。当直の医師が来るまで我慢するのも本当に大変だったのですが、その医師はわたしにヨードをこすりつけ、サンシチニンジンの錠剤を3錠渡しただけでした。それを飲んで作業に戻りなさいというのです。そのせいで、心身を苛む苦痛にこれ以上耐えるのは無理だと思いました。ここまで非人間的な扱いをする警察が憎くてたまりません。彼らの目から見て、囚人は犬にも劣る存在であり、自分たちのためにお金を生み出す機械なのです。自分の刑期は4年もあるのに、刑務所に来てからまだ1年も経っていないことが頭をよぎりました。これほど長い時間、いったいどうすれば生き延びられるだろう？　生き残れるかどうか、まったくわからない。そう考えて強い孤独と心細さを感じ、いつの間にか自分の好きな神の御言葉の賛美歌を口ずさんでいました。「苦難に直面したときは肉への不安を脇にのけ、神に不満をぶつけずにいられる必要がある。神があなたから隠れているときは、神に付き従う信仰をもち、以前の愛が揺らいだり、消え去ったりすることがないよう維持できなければならない。神が何を行なおうと、あなたは神の意図に従わなければならず、また神に不満をぶつけるのではなく、自らの肉を呪う覚悟をしなければならない。試練に直面した際は、たとえ苦い涙を流したり、愛するものとの訣別が嫌だったりしても、神を満足させなければならない。それだけが真の愛、真の信仰なのである。あなたの実際の霊的背丈がどの程度であろうと、まずは苦難を受ける意志と真の信仰をともに備え、肉を捨てる意志も備えていなければならない。神の旨を満足させるべく、自ら進んで自分の苦難に耐え、個人の利益を失うことを惜しんではならない。また、自分に後悔することもできなければならない。過去、あなたは神を満足させることができなかったが、今では悔いることができる。これらのどの点においても欠けがあってはならない。神はこれらのことを通じてあなたを完全にするのである。これらの基準を満たせなければ、あなたが完全にされることはない」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「完全な者とされるには」より）。静かにこの賛美歌を歌ったのですが、歌えば歌うほど心が動きました。内なる力を感じ始め、自分はいま弱りつつ、この悪魔のねぐらで苦しんでいるけれど、それでも神の言葉がわたしを導き、信仰と力を与えていると思いました。神は決してわたしのもとを離れておらず、神の御言葉があれば孤独ではありません。そう考えると大いに慰められ、苦しみに耐える決意に欠けていたことを後悔しました。わたしはこれらの苦難と試練に遭い、否定的な状態に落ち込んで神の心を傷つけてしまったのです。そして、逮捕後に自分が経験してきたことを考えました。長きにわたって警察に痛めつけられ、拷問されたため、御言葉の導きと神の見守りがなければ、いままでに数度は死んでいたはずです。そしていま、自分はこの非人間的な責め苦に再び苛まれているけれど、神にすがる限りきっと乗り切れるはずだという信念を持ちました。神はこの状況を用いて、わたしの信仰を完全になさろうとしているのです。神をこれ以上傷つけるわけにはいきません。神にすがってたくましくなり、生き続けて神の証しをする必要があります。そう考えると、内心の絶望が徐々に引き始めました。あの期間、サタンによる苦痛と拷問を乗り切らせてくれたのは、神の御言葉の導きでした。やがて刑期も終わり、わたしは生きてこの地上の地獄から出ることができました。

帰宅後、わたしが詐欺師だという噂を警察がせっせとまき散らしていることを、わたしは耳にしました。夫はこの噂話を避け、近所の人たちに指を指されなくても済むよう、別の場所で仕事を見つけることを余儀なくされ、わたしに離婚を切り出しました。義母も、わたしが刑務所に入れられたのを深く恥じ入り、わたしのほうを見ようともしません。さらに娘も、教師と同級生に容赦なく馬鹿にされ、村の子どもたちは誰一人、彼女と遊ばなくなってしまいました。何があったのかを知ったわたしは、涙をこらえることができませんでした。あれほど幸せだった家族が、共産党による迫害のせいでこんなことになってしまった。共産党が憎くてたまらない！　そのとき、神の御言葉の一節が頭に浮かびました。全能神は言われます。「遠い昔の祖先とは何なのか。愛すべき指導者とは。彼らは皆、神に反抗している。その干渉により、地にある者すべてが闇と混沌に陥れられている。宗教の自由だと。市民の正当な権利と利益だと。そのようなものはどれも罪を隠蔽する手口である。……なぜ、神の働きに対してそのような難攻不落の障害を建てるのか。なぜ神の民を欺くために様々な謀りを用いるのか。真の自由と正当な権利と利益はどこにあるのか。公平さはどこにあるのか。安らぎはどこにあるのか。温もりはどこにあるのか。なぜ偽りに満ちた謀りを用いて神の民を欺すのか。なぜ力ずくで神が来るのを抑制するのか。なぜ神が創った地の上を神に自由に移動させないのか。なぜ神が枕するところもなくなるまで神を追うのか。人間の温もりはどこにあるのか。人間の歓迎はどこにあるのか。なぜそれほどまで絶望的な思慕を神に引き起こすのか。なぜ神に何度も叫ばせるのか。なぜ神にその愛する子について憂わせるのか。この暗黒社会において、なぜ哀れな番犬は神自らが創った世界を神に自由に行き来させないのか」（『神の出現と働き』「働きと入ること（８）」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくり考えていると、共産党の醜さが完全にわかりました。表向きは正義を装い、「宗教信仰の自由」、「人民のために法と秩序を守る」、「人民を気遣う」などとまくし立てています。美徳や道徳について立派なことをあれこれ言いますが、その裏ではあらゆる手段を用いて信者を逮捕・迫害して噂を広めており、その結果、無数のクリスチャンが投獄されて家に戻ることもできず、家族が引き裂かれています。わたしもそれまでは共産党の正体がわからず、崇めていました。しかしその迫害を受け、共産党こそが人々を傷つける悪魔の頭だとようやくわかったのです。それは実質的に神と真理の敵であり、最も邪悪で反動的な悪魔の群れなのです。

わたしの出所後も、警察は決して監視をやめませんでした。地元の警察署の警官が、いまでも神を信じているのかと絶えず訊くので、自宅で神の御言葉を読んでいるときは、玄関の扉にしっかり鍵をかけなくてはなりませんでした。御言葉の本も一番見つかりづらい場所に隠し、集会や伝道に出かけるときはこの上なく気をつける必要がありました。2013年のある日、わたしが担当する教会の指導者と執事2人が逮捕されたため、その教会の職員を別の場所に移し、兄弟姉妹に用心するよう通知すべく、その手配をすぐにとる必要に迫られました。その準備をしていたところ、ある姉妹がこのように言いました。「逮捕された指導者が兄弟姉妹のリストを持っていたので、そのリストはもう警察の手に落ちました」。彼女によると、警察は監視カメラを駆使して怪しい人物を血眼になって探しており、また信者を見つけるために戸別訪問の準備もしているとのこと。さらに、「1人を網から逃すくらいなら、千人を誤認逮捕したほうがましだ！」という脅しまでしたそうです。それを聞いて、わたしは不安と恐怖を覚えました。以前、自分は信仰のために逮捕された。だからわたしのファイルがまだあるはず。警察が顔認証システムを使って探索すれば、わたしはきっと逮捕される。また逮捕されたら生き延びるのは到底無理――警察がそれを許すはずはない。そう考え、できるだけすぐ逃げなくてはと思いました。しかし別の教会へ赴いたところ、心を落ち着かせることができず、良心の咎めを感じました。あの教会にはいますぐ処理しなければならない仕事が多数ある。なのにわたしは自分の命を守ろうと、使命を投げ出してしまった。いま去ったら、神の家の利益を守っていないことになる！　わたしの良心と人間性はどこに行ったの？　臆病な意気地なしのように振る舞っているんじゃない？　わたしに神への真の信仰はない――わたしの証しはどこにあるの？　そうしたことを考えながら、わたしは神の御前に急いで祈りを捧げ、信仰と力をお授けになり、証しに立てるようお守りくださいと願いました。

そして、全能神の御言葉の一節を読みました。「人が自らの生命を犠牲にする覚悟がある時、一切がささいなものとなり、彼らをしのぐ者はいなくなる。生命よりも大切なものがあるだろうか。ゆえに、サタンは人の中でこれ以上何も行なえず、人に対してできることはない。『肉体』の定義では、サタンによって堕落させられているものとあるが、人々が自分自身を真になげうち、サタンに振り回されることがないなら、誰も彼らを打ち負かすことはできない」（『神の出現と働き』「『全宇宙への神の言葉』の奥義の解釈、第三十六章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉をじっくり考えるうちに、この状況は神による試験であり、霊の領域で戦いが繰り広げられているのだとわかりました。わたしは神の側に立って命を捧げ、サタンに恥をかかせて神の証しをしなければなりません。この重大なときに尻尾を巻いて逃げ出すわけにはいかないのです！　自分は神の家の働きを守る必要がある――それがまさに、良心と人間性を持つ人がしなければならないこと。わたしは義のために迫害に苦しんでいるのであって、たとえ死んでもその価値はある。卑しい生き方をしてサタンに屈服すれば、身体は生き残っても、歩く死体になってしまう。その考えに、わたしは解放された感覚になりました。そこであの教会に急いで戻り、兄弟姉妹をまとめ上げて御言葉の本を残らず運び出したうえで、身を隠すよう彼ら全員に伝えました。教会の働きはすべて迅速に行なわれ、わたしは神の導きに感謝しました。

全能神を信じて20年以上、共産党の迫害と圧迫に絶えず苦しみ、多少の苦痛を受けましたが、神の御言葉による導きのもと、多少の真理を理解し、正しいことと間違ったこと、義と悪を区別できるようになりました。また、そうした極限の状況を通じて、神にすがることも学びました。神の御言葉の権威を実感するとともに、神への信仰も膨らみました。これはどれも、神の恵みによるものです。全能神に感謝！


85. 洗脳との戦い

チャオリャン　中国

19歳のとき、わたしは信仰のために中国共産党警察に逮捕されましたが、わたしが神を拒み、兄弟姉妹を売るように仕向けるべく、警察は60日にわたってわたしを拷問し、洗脳しました。この経験にわたしの心は引き裂かれ、決して忘れることはないでしょう。

その日の朝、集会場所の近くまで来たわたしは、そばに駐まる3台の車に気づき、胸騒ぎを覚えました。普段、ここに車が何台も駐まっていることはありません。集会場所に着いてすぐ、わたしは兄弟姉妹にそのことを伝えました。集会がもはや安全でないことに気づいたわたしたちは、場所を変えることを話し合いました。その直後、見知らぬ人が4人、中庭にやって来て、自分たちは国家保安大隊に所属しており、爆発物がこの家に隠されていないか調査しに来たと言いました。そしてわたしたちを無理矢理ソファーに座らせて身体検査をしたのですが、何も見つからず、わたしともう1人の兄弟を車に乗せました。向かった先は警察署で、警察はわたしたちを地下に連行し、別々の部屋に閉じ込めました。この突然の逮捕劇はまるで夢の中で起きたかのようで、これから警察にどんな扱いを受けるのか、見当もつきません。わたしは恐怖を覚えてひたすら神に祈り、信仰をお授けくださいと願いました。すると、『全能者の超越性と偉大さ』という、わたしたちが何度も歌った神の御言葉の賛美歌の数行が頭に浮かびました。「この世界にあるすべてが、全能者の思いによって、全能者の目の下で、急激に変化している。人類が一度も聞いたことのない事が、突然到来する一方、人類が常に所有してきたものが、知らないうちに消え去ってしまう。誰も全能者の所在を推し量ることはできないし、まして全能者の生命力の超越性や偉大さを感じることなど到底できない」(『小羊に従って新しい歌を歌おう』より)。そして神にこう祈りました。「全能神よ、あなたに感謝し、あなたを称えます！　あなたは宇宙の万物を支配されており、わたしの運命はあなたの手中にあります。今日、警察がわたしを逮捕することを、あなたはお許しになりました。どのような拷問を受けようと、どれほど苦しもうと、わたしは証しに立ち、あなたを裏切ってユダになるような真似は決していたしません」。

午後4時になったころ、警察はわたしを離れた場所にある施設へ連行しました。それは空き地に並ぶ4階建ての建物で、外見はホテルのようです。警察は容疑者をホテルに連行し、そこで密かに尋問と拷問を行なっていると、大勢の兄弟姉妹から聞いたことがあります。自分も拷問されるのかと、わたしは考えずにはいられませんでした。そこは人の気配がまったく感じられない場所で、わたしを殺しても、誰にも気づかれることはないでしょう。それを考えるにつれて恐怖が膨らみ、何度も無言で神に呼びかけました。警察はわたしを4階の一室に連行したのですが、そこには刑事警察大隊の隊長がいて、いい人を装いつつ「名前は？　どこに住んでいる？」と訊きました。わたしが「なぜ僕を逮捕したんです？　どうしてここに連れてきたんですか？」と尋ねたところ、相手はこう答えました。「これは法で定められた教育課程で、信者に教育を施し改宗させることが目的だ。我々は君のことをすべて知っている。だからここに連れてきた。そうでなければ、他の誰かを連れてきただろう。全能神教会は全国的な重点対象で、一掃されねばならん。全能神の信者は必ず逮捕されることになるんだ」。「憲法には信仰の自由がないんですか？」と、わたしは訊きました。すると隊長は薄ら笑いを浮かべてこう答えました。「信仰の自由？　それには限度というものがある。信仰では党の言うことを聞き、その規則に従って我々のサポートを受ける必要がある。君は全能神を信じることで、党に反旗を翻しているんだ。逮捕しないわけにはいかないだろう？」。その言葉に、わたしはこう反論しました。「僕らは全能神の御言葉を読み、福音を伝えて神の証しをしているだけです。政治にはまったく関わっていません。僕らが党に反旗を翻しているなんて、どうしてそんなことが言えるんです？　全能神は言われます。『神は人間の政治に参加しないが、国または民族の運命は神に支配されている。神はこの世界と全宇宙を支配している。人の運命と神の計画は密接に関連しており、誰もどの国も民族も神の統治から免れない。人間の運命を知りたいなら神の前に来なければならない。神に従い、神を崇拝する人々を神は繁栄させ、神に抵抗し、拒絶する人々に衰退と絶滅をもたらす』（『神の出現と働き』「附録2：神は全人類の運命を支配する」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉はとても明快です。神は宇宙を支配し、あらゆる国と人の運命を手中に握られていますが、政治に干渉されることはありません。受肉した神が終わりの日に降臨されたのはおもに、人が真理を理解し、自分の堕落したサタン的性質を捨て去って救われるよう、真理を表わし裁きの働きをなさるためです」。しかし言い終えるより早く、隊長はいらだたしげにそれを遮り、ありとあらゆる全能神教会への冒涜の言葉を吐いたうえで、信仰など捨てろと言いました。相手が何を言おうと、わたしは神の前で冷静を保ち、サタンの策略からお守りくださいと願いました。

3日目の正午ごろ、わたしは会議室に呼ばれました。すると警官の1人が、自分は国家保安大隊の隊長で、教育と改宗も担当していると自己紹介し、わたしの名前と住所に加え、教会の情報を尋ねました。わたしが答えるのを拒否したところ、相手はわたしの左手を掴んでテーブルに置き、手のひらを上にしたかと思うと、吸っていた煙草の灰をわたしの手に落としながら、このように言いました。「お前が話そうと話すまいと、今日の技術があれば突き止められるんだぞ。お前は馬鹿なのか？　せっかくチャンスをくれてやったのに。煙草の先端はおよそ摂氏430度だ。どんな感覚か、思い知らせてやろうか？」そして煙草をわたしの手に2度押しつけました。赤く光る先端が手のひらについた瞬間、焼ける感覚がわたしを襲い、苦痛で手を引っ込めたところ、別の警官がわたしの腕を無理矢理押さえました。煙草の先端を何度も押しつけられ、手のひらが鋭い痛みとともに焼けていきます。額から汗が流れ、弱気になったわたしは自分の名前を言いました。そこで警官たちは拷問をやめたのですが、全能神教会を断罪・冒涜する動画を見せ、邪説を読ませました。

5日目の正午ごろ、警察は山東招遠事件に関する報道を見せてから、どう思うかと訊きました。それにわたしはこう答えました。「彼らは全能神教会の人間じゃありません。僕の教会に所属する人は誰も、あんなことはしません。福音の伝道には原則があります。神がいらっしゃることを信じる優しい心の人にだけ伝えるのであって、悪人には伝えません。張立冬のような悪人は、僕らが福音を伝える基準をまったく満たしていません。神はそのような人を信者と見なさず、教会が認めることもありません」。わたしの信仰が揺るいでいないことを見て取ったその警官は、こう言いました。「我々はお前らの指導者全員を逮捕した。そいつらへの尋問で何もかも明らかになるから、お前に時間を無駄遣いする必要はない。お前はまだ若い。だから助けたいんだ」。わたしは内心こう思いました。「みんな嘘だ。僕に神を裏切らせようとしているだけなんだ。こいつらが何を言おうと、兄弟姉妹を売るものか。神を裏切るものか！」その日の午後7時過ぎ、洗脳クラスを受け持つ心理学者が、教育課程の感想文を書かせたのですが、わたしはこう記しました。「招遠事件は全能神の信者による仕業ではありません。それは邪悪な悪魔の仕業です。その行ないのために、神に懲罰されるでしょう」。

9時を回ったころ、国家保安大隊の隊長が姿を見せました。わたしが書いた内容にとても腹を立てており、部屋に入るなり片手でわたしを椅子から立たせ、別の手で何度も平手打ちしてから、床に蹴り倒しました。そして寝台まで引きずり、わたしを殴り始めました。数回殴った後、隊長は木のハンガーを手に取ってわたしの全身を殴りつけ、教会の情報を聞き出そうとしましたが、わたしは無言を貫きました。これに激怒した隊長は、服をすべて脱げと命じました。その狂ったような形相に恐怖を覚えたわたしは無言でひたすら神に祈り、信仰と力をお授けくださいと願いました。すると隊長はわたしをぐいと引っ張り、無理矢理服を脱がせたあと、ハンガーでさらに数回殴り、教官2名に命じてわたしを寝台に押さえこませました。この教官は警察に雇われているけれど良心があり、警察に命じられるまま10代のわたしを拷問することはないと思っていましたが、それは間違いでした。2人はわたしをしっかり押さえつけ、動きを完全に封じたのです。すると国家保安大隊の隊長は、まるで狂人のごとく、手にした煙草をわたしの乳首に押しつけました。すぐさま乳首が焼けただれ、皮膚の燃える匂いが部屋に立ちこめます。わたしは苦痛で汗まみれになりながら、両脚をひたすらばたつかせました。すると隊長は「言うのか、言わないのか！」と叫びながら、今度は性器に煙草を押しつけました。わたしは痛みに絶叫しながらも、頭の中は「神を裏切るわけにはいかない」という考えで一杯でした。心の中で絶えず神に祈り、この悪しき警官による拷問を耐えられるよう、どうか力と信仰をお授けくださいと懇願しました。

わたしが無言を貫いたので、隊長は悪意に満ちた口調でこう言いました。「もっときつくしなければ、お前は言うことを聞かないようだな」。そして振り向いて魔法瓶を手に取り、コップ1杯の熱湯をわたしにかけました。わたしが痛みに絶叫したところ、隊長は冷たく「言う気になったか？」と訊きました。しかしわたしが「何も知らない！」と恐れもせずに答えたので、激怒した隊長はさらに2杯の熱湯を、今度は腹にかけました。しかし、さっきほど痛がっていないことを見て取り、そこでわたしの腹に触れたのですが、ぬるくなっていると大声で言いました。そして振り返り、水を湧かせと命令してから顔に邪な笑みを浮かべ、「沸騰した湯を浴びる感覚がどんなものか、すぐに味わえるからな」と言いました。それを聞いてわたしは恐怖を覚えずにはいられず、さっきのお湯がぬるかったことを考えました。沸騰したお湯を本当にかけられたら、自分は耐えられるだろうか？　不安と恐怖の中、わたしは無言で神に祈りました。「全能神よ、どうか信仰と力をお授けください。わたしは証しに立ち、あなたを裏切ることも、兄弟姉妹を売ることもいたしません」。祈りのあと、神の御言葉が頭に浮かびました。「信仰とは一本の丸太橋のようなもので、卑屈に命にしがみつく者がそれを渡るのは困難だが、自らを犠牲にする覚悟のある者は自信を持って不安なく渡ることができる」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第六章」〔『言葉』第1巻〕）。神の御言葉を考えるうち、恐怖に囚われ臆病な考えを持つことは、サタンの策略の餌食になることだと気づき、自分には神に対する真の信仰がないのだとわかりました。どんなときも生命を危険に晒して神にすがり、証しに立たなければなりません。これを理解したことで、自分を待ち受ける拷問に向き合う信仰が生まれました。

そのとき、隊長が煙草に火を点け、2度深く吸い込んでからわたしの前に立ち、邪悪な笑みを浮かべて「じっとしてろ、もうすぐ湯が沸くからな」と言いました。そう言いながら煙草の先端を、熱湯でやけどした部分に押しつけます。わたしは必死で痛みをこらえました。それから7分か8分が経ち、湯が沸騰しました。熱湯が泡立ち、やかんから湯気が吹き出ているのを見て、頭皮がざわざわし始め、わたしは身震いしました。全身の毛も逆立っています。隊長はやかんを持ってきてふたを開き、わたしに近づきました。湯気が身体を包むのが感じられます。すると隊長は熱湯の入ったやかんをわたしの腹に押しつけました。引き裂くような痛みを感じ、わたしは思わず絶叫しました。隊長はそのチャンスをとらえ、話す気になったかと再度訊きましたが、わたしが無言のままなので、コップを手にして熱湯を注ぎ、それをわたしの腹にかけました。わたしは苦痛のあまり飛び上がりましたが、隊長はやかんが空になるまで熱湯を浴びせました。震えが止まらず、身体の正面が火傷の水ぶくれだらけになりました。一番大きいのは卵ほどのサイズがあります。教官はこの光景に耐えられず、部屋から出ようとしましたが、それを見た隊長はすぐさまドアに向かって鍵をかけ、「ここから出るな！　残って見ていろ。こいつに思い知らせてやるんだ！」と大声を上げたうえで、もっと湯を沸かすよう命じました。わたしはそれを聞いて、恐怖を抑えることができませんでした。「まだ終わりじゃないのか。最初の熱湯でこんな有様だ。さらに火傷ができたらどうなるだろう？　気力を保てるだろうか？」。ひたすら神を呼び求め、信仰と力をお授けくださいと願いました。すると、神のこの御言葉が頭に浮かんだのです。「権力を持っている者たちは、外側から見ると悪質に見えるかもしれないが、恐れることはない。それは、あなたがたの信仰があまりに僅かだからである。あなたがたの信仰が成長する限り、難しいことは何もない」（『神の出現と働き』「キリストの初めの言葉、第七十五章」〔『言葉』第1巻〕）。警察が僕を拷問しているのは、神のお許しを得て起きていること。神は僕の信仰を完全になさりたいんだ。警察がどんなに邪悪で残忍でも、やはり神の手中にある。神に祈ってすがる限り、神はきっと僕を導き、サタンの拷問に勝利させてくださる。わたしは先ほどまでの恐怖を感じず、拷問に向き合う信仰を与えられました。

程なくして、2つ目のやかんの湯が沸騰しました。隊長はそれを手にしてコップに熱湯を注ぐと、わたしの前に持ってきて、性器にかけ始めました。わたしは苦痛のあまり絶叫し、たじろがずにはいられませんでした。隊長はさらに数歩前に出て、わたしへの尋問を続けましたが、それでもわたしは返事をしませんでした。熱湯が一杯に入ったコップをわたしの性器の下で持ち、「言うのか、言わないのか？」と問い詰めますが、わたしは一言も発しません。すると隊長がコップをまっすぐ持ち上げたので、わたしの性器全体が熱湯に浸かってしまいました。わたしはその痛みに叫び声を上げ、全身を激しく震わせながら本能的に身を退きました。これ以上は到底耐えられそうになく、ひたすら神に祈り、自分に力を授けて神を裏切らないようにさせてくださいと求めました。そのとき、主イエスの御言葉が脳裏に浮かびました。「自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、それを見いだすであろう」(マタイによる福音書16:25)。肉体の苦しみを避けるために他の人たちを売り、神を裏切ってしまえば、それは神の性質に背くこと。地獄に行って永遠に苦しむ。それを理解したわたしは、どれほど苦しくても歯を食いしばり、神を決して裏切るまいと決意しました。邪悪な警官はさらにコップ2杯の熱湯をわたしの性器にかけ、尋問を続けます。視線を下ろすと、性器の外皮が焼けただれているのが見えました。2人の教官もわたしを見るのに耐えられず、懇願するように「頼むから話してくれ。こんなに苦しんで何になる？」と言いました。しかしわたしは一言も発しませんでした。そのとき、隊長の副官が部屋に入ってきましたが、わたしの姿を見て一瞬ぎょっとしました。そして横を向きながらわたしのほうに近づき、こう言いました。「自白するんだ。我々はお前らの仲間を大勢捕まえた。お前が話さなくても誰かが話す。チャンスを与えているんだぞ」。けれどわたしは下を向いたまま、何も言いませんでした。わたしが沈黙しているのを見て、隊長は怒りも露わに「お前らは下がってろ！　どれだけ耐えられるか確かめてやる！」と怒鳴りました。そしてコップに熱湯を注ぐと、再びわたしの腹にかけました。わたしは苦痛のあまり絶叫し、その場に飛び上がりました。熱湯をかけられるうち、身体の水ぶくれが弾けだし、皮膚が貼りつきます。そのうち新しい水ぶくれができ始め、その痛さはとても耐えられません。わたしはだんだん弱っていきました。「大勢の兄弟姉妹が捕らえられた。僕が話さなくても、たぶん誰かが話すだろう。どうしてこれに耐える必要がある？　少しだけ話せば、こんな風に苦しまなくて済むんだ」。隊長にやめるつもりがないことを見て取ったわたしは、これから先の拷問に耐えられるかどうか、見当もつきませんでした。しかし話してしまえばユダになる。まさにそのとき、神のこの御言葉が頭に浮かびました。「患難の時にわたしに全く忠誠を示さなかった者にわたしはもはや憐れみは与えない。わたしの憐れみはそこまでしか届かないからである。さらに、わたしは、かつてわたしを裏切った者は誰も好まず、ましてや友の利害を裏切る者と係ることを望まない。それが誰であれ、これがわたしの性質である」（『神の出現と働き』「終着点のために十分な善行を積みなさい」〔『言葉』第1巻〕）。自分の友の利益を得るような人間と、神は関係を持ちたがらない。自分が口を割ってしまえば、それは神を裏切ったということではないだろうか。何も言うわけにはいかない。絶対にだめだ。そこで、わたしは無言でこう祈りました。「神よ、わたしを啓き、兄弟姉妹を売らせなかったことに感謝いたします。どれほど苦しもうと、決してユダにはなりません」。

わたしの沈黙を見た国家保安大隊の隊長は煙草に火を点け、悪意に満ちた笑みを浮かべつつ、わたしの鼻先に煙草を吹きかけながら「急ぐことはない。時間はたっぷりあるからな」と言いました。そしてコップを手に取り、熱湯をわたしの頭に浴びせました。わたしは本能的に身を退きましたが、熱湯が右耳から背中に伝い落ちます。背中が燃えるように感じられ、苦痛に絶叫しました。すると隊長はさらに何杯かの熱湯を腹にかけ、太ももにも浴びせました。熱湯を被ったところが、たちまち水ぶくれになっていきます。やかんが空になったので、隊長は教官たちに再度熱湯を沸かすよう命じました。それから数分後、お湯が再び沸騰しました。やかんから立ち上る湯気を見て、身震いせずにはいられません。隊長は笑みを浮かべながらやかんを手に取り、「完璧だ！」と口にすると、それを再びわたしの身体にかざし、悪意も露わに「それで、話す気になったのか？」と言いました。わたしが答えないでいると、隊長は次々と熱湯をかけました。わたしは苦痛に圧倒されつつ、隊長にやめる気などないことを見て取りました。いつまで耐えられるか見当もつきません。耐えがたい苦痛の中、いっそ死んでしまいたいと思いました。そうすればこの苦痛にこれ以上耐えなくて済むし、肉体の弱さのせいで誰かを売ることもないはず。部屋を見回し、自ら命を絶つのに使える固い物体を探しましたが、室内にはテーブルしかなく、壁も木でできています。頭を一度ぶつけただけで死ぬとは思えないし、そうなればさらに拷問を耐えなければならない。今のところは素直に従おう。そうすれば、警察は他の人の自宅を特定すべく、僕を外に連れ出すだろうし、外に出たら車から飛び降り、命を絶てばいい。そう考えていると、話す気になったかとひたすら問い詰められたので、わたしはうなずきました。自宅を特定すべくすぐに自分を連れ出すと思ったのですが、隊長は教会について話せと言ったのです。すると階下から、10名以上の警官がやって来たので、わたしはいささかたじろぎました。自分はただうなずいただけ。何も言わなければ、さらに残酷な拷問が待っているのだろうか？　教会の名前と、そのだいたいの場所さえ言えばいいと思いました。ところが驚いたことに、わたしが1を話すと、隊長は10を求めてきたのです。教会に関する質問をさらに浴びせかけたので、わたしはサタンに譲歩したことを心から後悔しました。このままいけば、自分はユダにならないか？　他のことについて訊かれたときは、何も知らないと言い張りました。わたしからこれ以上何も引き出せないと見て取った隊長は、わたしを自室に戻しました。その部屋の中で、わたしはこう自問しました。「どうして自分は死のうとしたんだ？　神は僕が死ぬことを望んでいらっしゃるのか？　それは弱さのしるしじゃないのか？」。そのとき、『あなたの苦しみがどんなに大きくても神を愛することを求めよ』という神の御言葉の賛美歌を思い出しました。「今日、大半の人はそのような認識をもっていない。そうした人たちは、苦しみには価値がなく、自分は世の中から見捨てられており、家庭生活には問題があり、自分は神に愛されておらず、将来の見込みは暗いと信じている。中には苦しみが極限に達し、死を考えるようになる人がいる。それは神に対する真の愛ではない。そうした人は臆病者であり、忍耐力がなく、弱くて無力なのである。……したがって、あなたがたは終わりの日に神への証しをしなければならない。あなたの苦しみがいかに大きくても、最後まで歩まなければならず、最後の一息になってもなお神に対して忠実であり続け、神に身を委ねなければならない。これだけが真に神を愛するということであり、またこれだけが鳴り響くような強い証しなのである」(『小羊に従って新しい歌を歌おう』)。神の御言葉をじっくり考えるにつれ、自分がいかに臆病で弱く、無能かがわかりました。肉の弱さのせいで、また苦しみを恐れるせいで死にたいと思った。それでは神を称えられず、真の証しではない。逮捕される前、たとえ中国共産党に捕らえられ、迫害されることになっても、他の兄弟姉妹のように証しに立とうと、自分は神の御前で決意した。決して神を裏切らず、ユダにはなるまいと。ところが、自分の身に何かが起き、警察の拷問に直面すると、どうすればこの状況を乗り切れるかばかり考え、証しに立って神に満足いただくにはどうすればいいかなど考えなかった。自分には真の信仰も神への服従もないと、わたしは気づいたのです。わたしが神を裏切り、証しを失うように仕向けようと、警官たちはわたしを拷問しています。死によってそれを逃れたら、サタンの笑いものにならないでしょうか？　そう考えた瞬間、わたしは自分の弱さに対する後悔で一杯になりました。どうして自分の舌を緩めてしまったのだろう？　証しに立つ機会を神から与えられたのに、自分はそれをしっかり掴まえなかった。これは神を傷つけ、失望させることです。警察から自宅を特定するよう求められても、自分は決して行くまいと決意を固めました。どのように拷問されようと、神にすがって証しに立とう！

翌日の午前6時半、わたしの怪我のひどさを見た市の邪教取締局の局長は、自分たちが責任を問われる事態を防ぐため、部下に命じてわたしを病院に移送させました。病院に向かう途中、局長は悪意も露わにこう警告しました。「病院では一言も言うなよ。さもないとひどい目に遭うからな！」。それを聞いてわたしは心から激怒しました。あれほどひどい怪我をさせたあとでも、こいつらは僕を脅し、真実を言わせない気だ。邪悪で卑劣だ！　この火傷はどうしてできたのかと医師から訊かれましたが、本当のことを言ったところで、この人には何もできないとわかっていました。そこで、魔法瓶が割れて火傷をしたと答えました。すると医師は信じられないといった口調で、「魔法瓶が割れてこんなことになったのか？」と言いました。その一言に、警官は医師を脇に連れて何かを素早くささやきました。そして医師はわたしの火傷に包帯を巻きながら、入院する必要があると言ったのですが、これは特殊な状況で入院はだめだと警官が口を挟み、すべての責任を認める書類に署名させたうえで、すぐに洗脳センターへ連れ戻しました。火傷は深刻でクラスに出るのも無理でしたが、警察はそれが気に食わず、2人の警官を送ってわたしを見張らせ、毎日洗脳を行なわせました。2人は硬軟取り混ぜた戦術を使って、わたしの信仰を捨てさせようとしました。

17日後、火傷もまだ癒えないうちに、警察はわたしを再びクラスに出席させました。そこには大学教授と心理学者がいて、2人とも友好的な態度を装い、聞き心地のよいことを言ってわたしに近づき、話を引き出そうとしました。そこでわたしは何度も神を呼び求め、サタンの罠からお守りくださいと願う一方、2人に神の証しを伝えました。わたしが騙されないでいるのを知った教授たちは腹を立て、それから数日にわたり、わたしたちの教会を冒涜する自分の著書を読ませたり、神を汚すビデオを見せたりしました。2人がでっち上げた嘘にわたしは怒りと吐き気を覚え、彼らの言うことにまったく耳を貸しませんでした。

ある日の朝、幹部職員が数名の教官を連れてわたしの居室に乱入しました。それに恐怖を覚えたわたしは無言で神に祈り、この恐ろしい警官たちに向き合えるよう、どうか知恵をお授けくださいと願いました。するとその幹部職員は脅すようにこう言いました。「昨日、『全能神教会に対する100日間闘争』の会議があった。刑期は厳しいものになるだろう。お前もそうだが、独身の若者にとってはなお悪いことになる。特にお前のように意見を変えない奴は、銃殺隊のところに直行だ。頭を吹っ飛ばされ、脳が飛び散るぞ」。それを聞いて少しパニックになりましたが、主イエスの御言葉が頭に浮かびました。「自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、それを見いだすであろう」(マタイによる福音書16:25)。神のために殉教するのは名誉なことであり、神に称えていただけると、わたしはわかっていました。しかし死を恐れて神を裏切れば、神の性質に背き、神の嫌悪を招くことになるでしょう。たとえ肉体は生き続けても、神の目から見れば死人なのです。わたしの魂は神によって淘汰され、地獄で懲罰を受けるに違いありません。各時代を通じ、無数の信者が迫害され、殉教しました。彼らはみな神の証しに立ったのです。殉教するというのは、神がわたしを引き上げてくださること。進んで神の采配に従い、たとえそれが死を意味するとしても、証しに立とうと思いました。わたしが無言のままでいると、幹部職員が「家に帰りたいか、それとも刑務所に行きたいのか」と言ってわたしを脅しました。家に帰りたくてたまりませんでしたが、その代償として改悛の情を示す文書に署名し、教会との繋がりを絶たなければなりません。わたしは断固たる口調で、「刑務所だ！」と答えました。すると相手は怒りで目を大きく見開くと、わたしを指さし「まだ懲りないようだな！」と言って、激怒しながらその場をあとにしました。

その後、牧師がわたしを洗脳しに現われたのですが、部屋に入ったとたんこう言いました。「息子よ、君はまだ若い。いいかね、君は間違った道を歩んでいるんだ」。そして聖書の『マタイによる福音書』24章23～24節を開き、こう話を続けました。「主はもう戻られたと君は言うが、聖書にはこう記されている。『そのとき、だれかがあなたがたに「見よ、ここにキリストがいる」、また、「あそこにいる」と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう』。主はもう来られたと言う人は、みな間違っている。それに従ってはだめだ」。わたしは聖書を手に取り、こう反論しました。「主が終わりの日に戻られるとき、偽キリストや偽予言者が大いなるしるしと奇跡を行ない、人を惑わそうとすると、主イエスはわたしたちに警告なさり、気をつけるようにと言われたんです。主の到来の知らせはすべて間違いだというなら、主ご自身の再臨の事実を否定していることになりませんか？　偽キリストには真理がありません。しるしや奇跡で人を惑わすだけです。全能神はそうした物事をお示しにはなりません。人類を完全に清めて救うべく、真理を表わし裁きの働きをなさるだけです。全能神は再臨された主イエス、唯一の真なる神なんです」。わたしを騙せなかったことを見て取った牧師は、ありとあらゆる冒涜の言葉を吐きました。それにわたしは腹が立ち、「この世でも来世でも、聖霊の冒涜は赦されませんよ」と応じました。すると牧師はこう言いました。「君は本当に頑固な若者だ。息子よ、正気を取り戻しなさい。警察が望んでいることを話し、自白すればそれでいいんだ。本当に刑務所行きになったら後悔するぞ！」。「僕は後悔しない。あなたも真の道を求めなさい。神への抵抗はやめるんだ。恐ろしい罪を犯したら、もう手遅れになりますよ」。牧師は憤慨してこう言いました。「君には望みがない。この頑固者め」。そして腹を立てながら立ち上がり、部屋をあとにしました。

数日後、刑事警察大隊の隊長が、神を否定して冒涜する言葉を、わたしに無理矢理言わせようとしました。わたしが拒否すると、相手は挑発するようにこう言いました。「報復が怖いのか？　神はいないんだから、どこから報復されるというんだ？　信仰を捨てた奴らだって、うまくやっているんじゃないか？」。わたしはこう答えました。「しばらく死ななかったからといって、よい結末だとは言えない。神が人をすぐに懲罰されることはないんだから」。すると隊長は腹を立ててわたしを掴み、何度か平手打ちしましたが、わたしは何一つ言わず、主イエスの御言葉をひたすら考えていました。「人には、その犯すすべての罪も神を汚す言葉も、ゆるされる。しかし、聖霊を汚す言葉は、ゆるされることはない」（マタイによる福音書12:31）。これらの言葉に力づけられ、わたしはまったく揺るぎませんでした。わたしが無言のまま数時間が経ったころ、隊長は怒りも露わにわたしの髪を掴んで居室へ引きずり、悪意に満ちた口調で「口を割るまで食事をやるな」と言いました。わたしは心の中で神に祈りましたが、主イエスのこの御言葉が脳裏に浮かびました。「人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出る一つ一つの言で生きるものである」（マタイによる福音書4:4）。神の御言葉はわたしたちのいのちの糧です。食べ物がなくても、神がお許しにならない限り死ぬことはありません。すると驚いたことに、夜になって清掃担当の女性が饅頭をこっそり渡してくれたのです。人の心と霊は神の手中にあるのだと、わたしは実感しました。その後、警察に命じられて毎日事務室を清掃することになったのですが、机の上に『言葉は肉において現れる』があるのに気づきました。清掃中にそれを密かに読んでいると、神の御言葉に信仰と力を与えられました。警察は絶えず無神論の誤謬をわたしに吹き込みましたが、神の御言葉に導かれていたわたしは、まったく影響を受けませんでした。

ある日、2人の大学教授が連れてこられたのですが、彼らはあの手この手でわたしを洗脳し、惑わそうとしました。「改心して3枚の文書に署名しなければ、禁固5年を言い渡される。そうなればお嫁さんを見つけるのも難しくなるぞ。青春をそんな風に無駄にしちゃだめだ。それだけの価値があるのか？」。その言葉はこたえました。自分はまだ若い。本当にここで何年も苦しむのか。そう考えていると、自分がサタンの罠にはまりつつあると気づいたので、急いで祈りを唱えました。「ああ、神よ！　サタンの罠にはまるところでした。証しに立てるよう、どうかわたしをお守りください」。祈ったあと、神の御言葉の賛美歌にある数行が頭に浮かびました。「若者たちは真理を持たないでいることなく、偽善や不義を隠し持つことなく、ふさわしい姿勢に硬く立つべきである。ただ流れに身をまかせるのではなく、正義と真理のために身を捧げ戦う強い精神を持つべきである」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「若者たちが追い求めるべきもの」より）。真理を得るため、どんな苦痛をも耐えられるようにならなければならないのだと、わたしはわかりました。束の間の安楽のために神を裏切ることはできません。警官がわたしに何をしようと、証しに立って神に満足いただかなければならないのです。わたしが何も言おうとしないので、2人の教授は何もできずに立ち去りました。その日の午後、例の牧師が戻ってきて、陰険な笑みを浮かべてこう言いました。「刑務所行きになるそうだね。それはだめだぞ。刑務所では人間のように暮らせない。君のような若者に耐えられると思っているのか？」。そして携帯電話を取りだし、虐待されたクリスチャンの画像を何枚か見せてから、こう続けました。「彼らを見ろ。禁固10年の者もいれば、20年の者もいる。刑務所で命を落とした者だっている。君が真の信者なのはわかる。とりあえずは警察の言う通りに署名して、ここを出たら信仰を実践すればいいじゃないか。こんな風に苦しむ必要なんかないんだ！　署名しなさい。わたしからも君のために言っておくから。そうしないと望みはないぞ」。わたしは不安を覚えました。本当に禁固刑を宣告されたら、警察は刑務所でどんな拷問でもできるだろう。はるかに苦しむのは間違いない。恐怖を感じずにはいられませんでしたが、あれらの文書に署名してしまえば神を裏切ることになり、獣の烙印を押されてしまいます。心の中で祈って神を呼び求め、証しに立てるよう信仰をお授けくださいと願いました。そして牧師に、「署名はしません」と言いました。すると牧師はどうしようもないというように、部屋をあとにしました。

市の邪教取締局の局長も3枚の文書に署名させようとして、怒りも露わにこう言いました。「2ヵ月経ったが何一つ変わっていない。いい加減に態度を変えてもらいたいな。もう神を信じないと言えば家に帰れるが、信じるというなら刑務所に直行だぞ！　それでもお前は神を信じるのか？」。わたしは心から葛藤しました。神を信じると言えば刑務所行き。どんな拷問が待ち受けているかわからない。けれど信じないと言えば、神を裏切ることになる。神に祈り、勇気をお授けくださいと願ったところ、証しに立つ覚悟ができました。まさにそのとき、神の御言葉の賛美歌が頭に浮かんだのです。「イエスが神の任務、すなわち全人類を贖う働きを完了することができたのは、イエスが神の心に全ての注意を払い、自分自身のためには一切計画を立てたり準備をしたりしなかったからである。イエスは神の経営（救いの）計画を全ての中心に置くことができ、いつも天の父に祈り、天の父の心を求めた。イエスは祈り、次のように語った。『父なる神よ。あなたの心にかなうとおりに成し遂げてください。わたしの望みどおりにではなく、あなたの計画どおりに行なってください。人は弱いかもしれませんが、あなたが人のことを気遣うべきでしょうか。あなたの手の中では蟻のような人間が、どうしてあなたの配慮に価することがありえるでしょうか。わたしが心の中で願うのは、あなたの心を成就することだけです。わたしの望みは、あなたがわたしの内で行う業を、あなたが望むとおりに行えることです』」（『小羊に従って新しい歌を歌おう』の「主イエスにならいなさい」より）。主イエスは十字架に向かう道中で苦しまれた。主には肉の弱さがあったけれど、神の使命を果たすことに専念できた。肉体の苦痛の中でも、神の采配に従えた。またペテロは、神への愛のために進んで死を受け入れ、神のため逆さ十字架にかけられた。自分のささやかな苦しみが何だというのだろう？　神の御言葉がわたしの信仰をかき立て、もはや恐怖を感じなくなりました。たとえ刑務所に行くことになっても、神の証しに立とうと決意したのです！　わたしは断固たる口調で「それなら刑務所に行きます」と答えました。すると局長は激怒し、「荷物をまとめろ。明日刑務所に送る」と言って乱暴に扉を閉め、憤然と去って行きました。すると驚いたことに、それから2日後、地元の警察署から4名の警官がやって来て、わたしを家に帰すというのです。その瞬間、わたしは神の働きがいかに不思議かを感じ、わたしへの加護と慈悲を実感しました。警察はわたしを町へ連れ戻すと、口頭での供述を録音した上で、週に一度警察署に出頭するよう言いました。しかし神のお導きのもと、わたしは後にこの地域から逃れ、再び本分を尽くせるようになりました。

警察による逮捕と拷問のせいでわたしは深く傷つき、共産党がいかに野蛮で人間性がないかを目の当たりにしました。神に逆らうその本質を余すところなく見たのです。わたしは心からあの悪魔どもを憎みます。また、神の御言葉の力と権威も経験しました。試練と苦難を通じ、神はひたすら御言葉を用いてわたしを導き、信仰と力を授けてくださったのです。神だけがわたしたちを愛し、神の御言葉だけがわたしたちのいのちになれるのだとわかり、神に対する信仰がますます大きくなりました。全能神に感謝します！
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YouTube: hitps:/I.kingdomsalvation.org/jp/video
Facebook: https://l.kingdomsalvation.org/jp/facebook

Email: contact.jp@kingdomsalvation.org





